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崎 川 ゴ 四郎 氏 
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村上 隆 吉 氏 
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特 許 局 区 
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等 許 局 必 世 


村瀬 直人 氏 


昭和 十 四 年 入 月 十 四 日 就任 
特許 局 表 官 


大 具 晴 彦氏 
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技術 院 絶 大 
井上 必 四郎 氏 


昭和 士 刀 年 年 月 五 日 就 任 
技術 計 綴 肥 
(本 請 先 衣 内 境 因 


贈 和 土生 五 月 日 問 休 
技術 院 胡 大 
多 田 礼 大 氏 


贈 和 上 上 能 贅 月 拓 日 就任 


失 許 標準 局長 官 


同和 上 一 年 月 - 十 九 日 交 遇 
待 主 様 準 局 胡 
佐 貢 た 氏 護 田 新 三 氏 


和 ニ 二 一 年 上 月 日 臣 作 
特許 様 準 局 放 定 

昭和 圭三 年 八 月 一 日 就任 
特許 局 胡 官 

8 和 一 十 四 年 五 月 二 十 五 日 募 作 
特許 店 長官 


久保 履 二郎 氏 


昭和 二 十 七 年 三 月 三 十 一 日 弦 信 


岡 田 秀 男 氏 


昭和 王寺 上 年 月 一 日 就任 
待 許 店 胡 官 
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石原 武 夫 氏 


昭和 二 十 九 年 七 月 二 日 就 任 
特 許 庁 長官 


玉置 野 』 幸 七 氏 
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近代 世界 の 産業 の 発達 と 人 類 の 生活 向上 と は 、 専 ら 科学 技術 の 
進歩 と 普及 と に 起因 し た と 称し て 過 詩 ご で は な い が 、 特 許 制 度 は 、 
その 科学 技術 の 進歩 と 普及 と に 重要 な 役割 を 演じ た 。 そ れ は 一 面 
に お いて 発明 を 保護 状 励 する と と も に 、 技 術 の 秘匿 独占 を 排除 し 、 
科学 技術 の 普及 に 寄与 し た 。 歴史 に よる に 、 こ の 制度 が 最も 早く 
確立 し た の は 英国 で 、 そ の 初め は 17 世 紀 の 初 期 に ある と 言わ れ て 

る 。 同国 が 19 世 紀 の 産 業 革 命 の 先駆 を な し 、 こ れ に よ つ て 20 世 
紀 の 初 頭 に 至る まで 、 世 界 経 済 の 主導 権 を 握る に 至 つ た の $、 決 
し て 偶然 で な か つた と 感ずる の で ある 。 

わが 国 の 産業 の 近代 化 は 、19 世 紀 も 、 す で に 終末 に 近づい て 始 
まつ た が 、 そ の 後 の 発達 は 、 西 欧 諸 国民 も 般 嘆 する 速記 を も ゃ つて 
進ん だ 。 そ れ に は 、 や は り 特 許 制度 が 黙々 と し て 大 いな る 働き を 
な し て 来 た と と を 応対 販 は な らら な し 

わが 国 の 特許 制度 は 、 明 治 4 年 に 早く もぉ 芽 ば え を 見 せ た が 、 叶 
いま だ 束 さ ず 、 間 も な く 頂 れ 去 つた 。 わ が 国 の 今日 の 特許 制度 に 
堅い 基礎 を 委 い た の は 故 高橋 是 清 氏 で あつ て 、 同 氏 は 明治 7 年 ご 
ろか ら 、 こ の 問題 に 着目 し た 。 そ の 後 明 治 14 年 音 商 務 省 が 新設 せ 
られ 、 高 椅 氏 も その 更 員 と し て 職 を 泰 ず る や 、 同 氏 は 、 専 ら 商 標 
お よび 特許 制度 の 研究 と 、 そ の 法規 の 作製 と に 従事 し た 。 そ し て 
多く の 苦心 を 重ね て 、 明 治 18 年 酒 く 専売 特許 条例 を 完成 し 、 
Pt > CR まほ ーー か 


く て また 、 わ が 国 特許 制度 史 の 第 1 ページ を 飾 る 功労 者 で あつ 
た 。 同 氏 が 、 い か に 特許 制度 の た め に 力 を 入れ た か は 、 明 治 大 正 
時 代 の 諸 官 庁 の 中 で も 、 特 に 目立つ て 大 きく 立派 だ つた 虹 商 務 省 
の 建物 が 、 実 は 高橋 氏 が 特許 局 用 と し て 設計 建築 し た も ゃ の で あつ 
た と いう こと こと で も わか る 

だ が 特許 制度 を 、 か くわ が 国 に 確立 し た 功績 は い 、 も ちろ ん た ゞ 
高橋 氏 1 人 に 帰す べき で は な い 。 い か に 高橋 氏 の 努力 な あつ て 
$、 も し その 上 司 た る 政府 首脳 者 が 、 こ れ に 同感 せ ず 、 援 助 を 与 
えな か つた ら 、 そ の 志 は 到底 成し遂げ られ な か つた に 違い な いか 
ら で あ る 。 私 は 、 こ こ に 明治 以来 の わが 産業 発達 の 秘密 は 洪 ん で 
いる と 思 う 。 換言 すれ ば 、 特 許 制度 の 真価 を 認識 し 、 こ れ が 確立 
に 力 を 尽 す だ け の 心がけ を も つ 国 に な いて 、 初 め て 産業 の 発達 は 
期待 し うる 。 こ うい うこ と を 、 わ が 特許 制度 の 歴史 は 語る の で は 
な いか 。 

今年 は 明治 18 年 の 専売 特許 条例 が 施行 せら れ て 70 年 に な る 。 よ 
つて 、 い さ ゝ か これ を 記念 する た め 特 許 制度 70 年 史 を 編ん だ 。 志 
す と ころ は 、 色 往 を 省 み 、 将 来 に お ける わが 産業 発展 の 資料 と す 
る に ある 。 読 者 庄 娠 に し て 、 ふ し われ われ の 微 意 を 了解 せら れる 
な ら ば 、 無 上 の 幸 で ある 。 


昭和 30 年 9 月 


通商 産業 大 臣 石橋 港 山 
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「 何 品 = 寄 ラス 新 発 明 致 候 者 鶴来 専売 御 差 許 相 成 候 間 府 藩 県 
管 下 = ニ 於 テ 願 人 有 之 節 へ 別紙 規則 = 照準 シ 当 分 ノ 内 民 部 省 へ 可 
伺 出 事 」 と 規定 し た 専売 略 規則 と 云う 19 条 か ら な る 古風 な 体裁 
の 規則 が 明治 4 年 の 4 月 に 公布 され て 、 わ が 国 に 始め て 特許 制 
度 が 紹介 され た 。 一定 の 権利 を 創 定 し て 発明 、 考 案 等 を 保護 し 
ょ うと する 制度 の 沙 筋 は 、 茎 に 明治 維新 の 混 池 の 最 中 に 我々 の 
半 限 な 先 濾 に よ つ て わが 国 に 導入 され た の で ある 。 

然し 、 此 の 規則 は まだ 当時 の 民 情 に 適 せ ず 、 ま た 当局 者 も そ 
の 運営 に 習 束 し な か つた 等 々 の 荻 、 翌 明治 5 年 3 月 に 一 応 廃止 
され た 。 その後 暫く の 開発 明 に つい て は 地方 宜 が 「 発 明 品 及 工 
夫 の 手続 等 詳細 取調 書 」 を 以 て 工 部 省 に 届出 で る こと に な つて 
いた の み で ある が 、 了 明治 18 年 4 月 19 日 太政官 布 知 第 7 号 を 以 て 
専売 特許 条例 が 発布 され 同年 7 月 1 日 か ら 実 施さ れ 今 日 の 特許 
制度 の 礎石 が 置か れ た の で ある 。 そ の 後 70 年 、 こ の 制度 は わが 
国 近代 資本 主義 の 成長 と 運命 を 共に し 半 多 の 変遷 を 経て 今日 に 
至り 、 制 度 の 体系 と し て も 、 又 その 運用 に 於 て も 、 先 進 諸国 に 
比 し て 余り 有 色 の な い 程 度 に まで 発 達 し て 来 た の で ある 。 

明治 維新 の 先覚 諸氏 は 思い も か け な い 急激 な 国際 社会 と の 交 
流 に 接し 、 民 族 興 隆 の た め 所 詩 「 宮 国 強 兵 」「 殖 産 興業 」 の 旗 温 
を 高く 掲げ 、 燃 える 様 な 情 圭 を 傾け て 過 百 の 施策 を 一 新 し よ うぅ 
と し た の で あつ た 。 当時 未だ 法律 制度 $ 整わ ず 経済 の 客観 的 諸 


条件 も 未成 束 で あつ て 、 特 許 権 の 様 な 無体 財産 権 が 認め られ る 
の に は 李 め て 都合 の 悪い 状態 で あつ た に ゃ 拘ら ず 、 敢 然 と し て 
先進 諸国 の 進歩 的 な 制度 を 採り 入れ た こと は 正 に この 様 な 刀 し 
い 意 倫 の 現われ で あつ た 。 面 $ 探 り 入 れ ら れ た 工業 所 有 権 の 制 
度 そ の も ゃ の が 、 当 時 まだ 近 め て 幼稚 の 域 を 初 和 偽 し て いた わが 国 
経済 の 動向 を 指導 し 促進 し 、 世 界 経済 の 歴史 に 類 い 稀 れ な 高度 
の 生長 率 を 示す に 至 つた 1 つの 重要 な 支柱 に な つた の で ある 。 
生来 経済 の 発展 を 規定 する $ ふ の と し て の 技術 の 進歩 の 役割 に 
つい て は 諸家 の 言説 の 一 致す る 処 で あつ て 、 先 進 諾 国 の 経済 発 
展 に 完全 に 立 遅れ た わが 国 が 、 短 期間 に 「 追 いつ き 、 追 い 越 す 」 
の に は 何と し て $ 外 国技 術 の 積 拉 的 千 入 、 国 内 に 於 ける 技術 水 
共 の 向上 が 為 が れ ね ば な ら な か つた 。 特許 制 度 は 哲 様 な 技術 振 
興 の 中 核 的 制度 と し て の 役割 を 担 つ た の で ある 。 
ルル を 割 度 と そい うふ の は 創設 の 当初 根 め て 進歩 的 な 機能 を 果 し 
た も の で あつ て $、 時 代 の 推移 と と も に 次 第 に 保守 的 な も ゃ の に 
転化 し 勝ち な の で ある が 、 わ が 国 の 特許 制度 は どう で あつ た で 
あろ うか 特許 制度 の 最終 の 大 き な 改 正 は 大 正 10 年 の こと に 属 
し 、 そ れ 以 後 は 随 計 小さ い 攻 正 は 行わ れ た の で ある が 大 体 の 共 
相 は 既に その 時 に 完 つ た の で ある 。 月 来 内 外 の 経済 情勢 は 異常 
な 妥 化 を 遂げ 、 殊 に 第 2 次 世界 大 戦 を 中 心 と し て その 前 と 後 と 
に 於 いて 、 わ が 国 経済 は 全く その 相 貌 を 一 変 し た の で ある が 、 特 
誕 制 度 そ の も の 、 ゝ 基本 的 体系 は 秘 特 許 の 制度 を 除い て は 余り 
犬 き な 変 化 は な か つた 。 折 様 に 制度 と し て は 板 め て 高い 安 完 性 
を 保つ た に も 拘ら ず 、 菅 つて 制度 創設 の 当初 に も つて いた 経済 


に 対す る 指導 力 と 気 喘 は 段々 稀 濾 に な つた 憎 が な いで も な い 。 
然るに 今 次 大 戦 を 転 欄 と し て 、 投 術 の 広汎 な 分 野 に 於 いて 一 
目 す べき 革新 が 相次い で 行わ れ 、 原 子 力 科 学 を 頂点 と する 欠 
っ 中 池谷 の 用 副 た 請 下 た 5 に に 
立 遅 れ た わが 国 経済 は 、 再 び 先 進 諸国 の 急速 な 産業 革新 に 「 追 
いつ き 、 追 い 越 さ ね 」 ば な ら な い 歴 史 的 運命 に 立た され る に 至 
つた 。 明治 維新 の 先 賞 が 異常 な 情 圭 を 以 て 特許 制度 を 創設 し た 
70 年 前 を 回 顧 し 現在 を 思う と き 誠 に 感 茎 な き を 得 な い 。 


今日 に 於 ける 特許 、 実 用 新案 の 出願 状況 は 、 毎 年 記録 の 更新 を 
続け て お ぉ おり 世間 一 般 の 特許 制度 に 対す る 関心 $ 最 近 頓 に 品 り 、 


所 調 特 許 「 ブー ム 」 の 現象 を さえ 現 出し て 居る 。 哲 様 な 特許 制 
災 に 対す る 関心 の た か まり の 背後 に は 世界 的 な 技術 の 進歩 の 圧 
力 と 、 わ が 国産 業 披 術 の 遅れ を 取り 返 え そう と する 寺 意 の 存在 
を 看 取 し 得る の で あつ て 、 極 め て 喜ば し いこ と と 云わ ね ば な ら 
な い 。 

然し 反面 特許 制度 が 技術 の 進歩 、 産 業 の 発達 の 放 に も 正しい 
意義 の 理解 の 不足 か ら 、 往 々 制度 を 溢 用 し て 競争 者 や 社会 一 般 
の 人 の 利益 や 要請 を 不当 に 抑圧 し た り 、 当 事 者 間 に 無用 な 摩 折 
紛争 を 生じ し て 居る こと は 否定 出来 な いこ と で ある 。 双 特許 制度 
を 運用 する 官庁 側 の 体制 $ ま だ 決し て 十分 で は な い 。 更 に 制度 
その ふぁ の に つい て $、 最 近 に 於 ける 制 度 、 技 術 、 経 済 等 の 各 方 
面 に 於 ける 進歩 や 、 新 し い 情 勢 に 対応 し 、 新しい 稚 点 か ら 改 正 
すべ き 点 も 極め て 多い 。 彼 を 思い 此 を 思う と き 特 許 制度 の 「 完 
全 」 な る 実施 は 、 ま だ まだ 前 途 層 遠 の 感 な き を 得 な い 。 


特許 制度 70 年 の 年 史 は 決し て 単純 な る 過去 の 追憶 の 記述 で は 
な い 、「 完 全 」 な る 特許 制度 の 確立 と 云う 理想 に 進む 道程 標 で 
ある 。 そ し て それ は 投 術 の 振興 、 経 済 の 進歩 、 人 類 の 福祉 に つ 


な が つて いる 。 
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第 1 章 官制 おぶ よび 職制 の 変遷 


1. 明 治 時 代 

(1) 明治 初 年 

明治 4 年 4 月 、 太 政官 布告 第 175 号 を も つて 「 専 売 略 規則 」 を 公布 し 、 物 産 
お よび 工芸 に 関す る 事項 等 を 所 管 す る 民 部 省 に お いて 、 発 明 に 関す る 事務 を も 
堂 る とこ となり 、 出 願 等 は 、 そ の 管轄 地方 官 を 経て 行う こと と し た 。 し か し 、 と 
の 専売 略 規 則 は 、 翌 5 年 3 月 、「 御 訟 議 ノ 次 第 有 交 」 と し て 、 実 際 に は 施行 き 
れ な いま ま 、 当 分 廃止 する と と と な つた が 、 ま つた く 権 利 を 附 与 し な か つた わ 
け で は な く 、 発 明 の あつ た 場合 に は 、 管 轄 地方 官 より 調書 を 工 部 省 に 差し 出さ 
せる こと と し 、 工 部 省 に お いて 自由 に 靖 量 する と と と な つた 。 

当時 、 工 部 省 は 、 工 業 に 関す る 一 切 の 事務 を 総 管 し 、 な か ん ずく 、 綱 傾 の 中 
に 、 百 工 を 訟 勧 し 、 工 族 を 繁 員 せ し むる と と と あつ た が 、 胃 治 初 年 に お いて は 
発明 等 の 関係 事項 を 堂 る た め の 官制 、 ま た は 職制 は 確立 きれ ず 、 胃 治 14 年 4 月 
農 商 務 省 創設 に 備 た な けれ ば な ら な か つた 。 す な わ ち と の 年 、 同 省 工務 局 に お 
いて 、 勧 工 、 発 明 品 の 専売 特許 、 商 標 符 に 関す る 事務 を 分 掌 す る と と が 明らか 
7 の 7 

(2) 商標 登録 所 

明治 17 年 6 月 、 太 政官 布告 第 19 号 「 商 標 条 例 」 公 布 に より 、 工 務 局 に 「 商 控 
疹 録 所 」 を 設け 、 高 橋 赴 消 が 所 長 に 就任 、 谷 録 、 図 書 、 雑 務 の 3 掛 を 置い て 、 
その 事務 を 分 堂 、 商 標 卒 録 の 手続 は 、 す べ て 地方 庁 を 経て 行 う こと と し た 。 

商標 見 本 の 閲覧 に つい て は 、 条 例 施 行 当時 、 堪 商務 省 達 を も つ て 、「 管 下 商 
工 幅 湊 地 = アル 郡 役所 駐 へ 戸長 役場 = 於 テ 谷 録 商標 見 本 秒 庶 ノ 観覧 = 供 シ 候 様 
可 取 計 」 と 地方 庁 に 通達 し 、 次 録 商標 見 本 を その 庁 へ 加 送 すべ きも の と し た 。 

(3) 専売 特許 所 

明治 18 年 4 月 に いた り 、 太 政官 布告 第 7 号 の 「 専 売 特 許 条 例 」 が 公 市 され 、 
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農 商 務 省 工務 局 に 「 専 売 特許 所 」 を 設け 、 高 橋 是 消 、 所 長 を 兼ね 、 調 査 、 図 番 
雑務 の 3 掛 を 置き 、 そ の 事務 所 を 商標 谷 録 所 内 に 設け た 。 願 番 、 届 書 は 、 従 来 
と 同様 、 地 方 庁 を 経る こと と し 、18 年 12 月 、 本 省 構内 に 視 覧 所 を 設け 、 発明 
品 、 胃 細 午 、 図 面 等 を 観覧 に 供し た 。 

明治 18 年 12 月 、 従 来 の 太政官 制度 が 廃 さき れ 、 内 閣 制度 を 樹立 、 各 省 官制 の 大 
改革 が 行わ れ た が 、 専売 特許 、 商 標 座 録 に 関す る 事項 は 工務 局 が 所 管 、 同 局 中 
に 専売 特許 所 お よび 商標 課 を 置い て 、 そ の 事務 を 堂 つた 。 

(4 ) 農 南 務 省 専売 特許 選 

層 19 年 2 月 、 商 務 定 制 を 公布 し 、 実質 上 、 内 閣 制 度 成立 に と も な う 同 省 の 
機 橋 態 勢 を 問 え 、 新た に 専売 特許 お よび 商 林 應 録 の 事務 を 管掌 する 「 専 売 特許 
局 」 を 置き 、 分 課 と し て 、 商 標 課 を 設け 、 初 代 局 長 に は 高橋 是 消 が 就任 し た 。 

同年 5 月 、 商 標 課 1 課 の で は 局 務 の 処理 上 支隊 が ある の で 、 別 に 特許 徐 在 
主任 、 図書 主任 お よび 往復 主任 を 置き 、 処 務 順 序 を 定め て それ ぞ れ 局 務 を 分 党 
し た 。 ま た 明治 20 年 3 月 、 こ の 3 主任 を 廃し て 、 審査 主任 お よび 庶務 主任 を 置 
き 、 審 答 主 任 を 機械 、 化 学 、 雑 の 3 部 に 、 庶務 主任 を 検 較 、 往 復 、 会 計 、 芝 


付 、 標本 、 製図 、 公 報 、 譲与 、 図書 の 9 部 に 分 け 、 各 部 の 事務 を 分 堂 し た 。 
(5) 特 許 局 


明治 20 年 12 月 、 特 許 局 官制 公布 に よ り 、 専 売 特許 局 は 、 独立 の 官制 や も つ 

「 特 許 局 」 と な り 、 高 橋 是 清 が 局長 に 就任 、 局 次 長 、 審判 官 、 審査 官 、 審査 官 
袖 、 属 、 技 手 の 各 職 員 を 量 き 、 庶務 部 、 審判 部 、 審査 部 を 置い た 。 

翌 21 年 1 月 、 良 商 務 省 令 を も つて 、 特 許 局 分 掌 規程 を 定め 、 庶務 部 を 分 け て 
第 1 課 、 第 2 課 お よび 図書 館 と し 、 審査 部 を 、 さ ら に 第 1 部 乃至 第 6 部 に 分 け 
て 、 お の お の その 事務 を 分 堂 し た 。 

また 、21 年 12 月 に は 、 勅 人 第 87 号 を も る つて 、「 審 判事 件 ア シト キム 局長 へ 審 
判 長 トナ リ 審 判官 ト 共 = 審判 ス 」 る と と に 改め た 。 

(6 ) 農 商 務 省 特許 局 

明治 23 年 1 月 、 奥 田 義人 、 特 許 局長 に 就任 し 、 同 23 年 6 月 、 農 商 務 省 官制 を 改 
正 、 特 許 局 は 、 同 省 の 内 局 と な つた が 、 局 長 ( 奏 任 1 等 以下 3 等 以上 )、 専 任 審 
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判官 ( 任 2 人 )、 専 任 審査 官 ( 奏 任 7 人 )、 審 牌 官 袖 ( 和 着任 12 人 ) を 置き 、 審 
判 お よび 審査 に 関す る 図書 、 見 本 、 雛 形 を 保管 する た め の 図 書館 を 置い た 。 
翌 24 年 8 月 、 農 商務 省 分 課 規程 を も つて 、 特 許 局 に 密 判 課 、 審 牌 第 1 課 乃至 
第 5 課 、 庶 務 課 お よび 図書 館 を 置い た 。 胃 治 25 年 11 月 、 藤 田 四郎 、 局 長 に 就任 、 
翌年 5 月 に は 有人 賀 長雄 、 同 年 11 月 に は 柳谷 謙太 郎 と な つた 。 胃 治 30 年 4 月 、 官 
岬 を 改正 、 特 許 局 長 を は じ め て 勅 任 と し 、 同 年 6 月 に は 新た に 特許 に 関す る 庶 
務 を 堂 る 事務 官 ( 奏 任 ) を 置い た が 、 翌 31 年 10 月 に は ふた た び 、 こ の 事務 官 を 
礎 し た 。 

明治 31 年 11 月 、 堪 商務 省 分 課 規 程 を 改正 、 特 許 局 の 分 課 と し て 、 審 判 、 発 明 
審査 、 意匠 審査 、 商 標 審 査 、 庶 務 の 各課 お よび 図書 館 を 設け 、 新た に 条約 、 外 
国 特許 局 と の 通信 報告 等 の 事務 を 堂 る 外事 掛 を 置い た 。 

明治 32 年 3 月 、 特 許 法 の 改正 に より 、 審 刊 に お ける 合議 体 の 制度 を 確立 し た 
の で 、3 人 人 また は 5 人 の 合議 体 の 中 、 上 席 者 を 審判 長 と する こと と し 、 ま た 、 
同年 6 月 分 課 規 程 を 改正 、 特 許 局 分 課 と し て 、 新 た に 発明 、 意 区 お よび 商標 の 
再審 査 、 発 明 完 成 に 関す る 先 後 の 審査 を 堂 る 再審 査 課 お よび 疹 録 課 を 置い た 。 
(7) 特許 局 の 再 独立 

明治 36 年 12 月 、 勅 令 第 234 号 を も つて 特許 局 官制 を 公布 し 、 特 許 局 は 、 ふ た 
た び 農 商務 省 の 外 局 と な り 、 局 長 ( 勅 任 )、 事 務 官 、 技 師 ( 奏 任 4 人)、 審 査 官 
( 奏 任 15 人 )、 審査 官 袖 ( 判 任 20 人 )、 属 ( 判 任 10 人 ) 投手 ( 判 作 3 人 ) を 基 
き 、 過 長 、 事 務 官 お よび 技師 を も つて 和 審判 官 と し た 。 同 12 月 久米 金 医 特許 局長 
だ 就任 し た 。 

明治 37 年 3 月 、 特 許 局 に 臨時 職員 2 名 を 置き 、 同 年 9 月 、 こ れ を 増員 し て 、 
事務 官 、 審 査 官 符 1 名 と し 、 ま た 、 翌 38 年 3 月 に は 実用 新作 法 施行 に と も ない 
特許 局 官制 を 改正 し 、 磯 部 正春 特許 局長 に 就任 、 各 職員 を 増員 し た 。 

明治 38 年 5 月 、 分 課 規程 を 改正 し 、 調 査 課 を 設け 、 従 来 外事 掛 の 分 堂 し た 事 
務 の 外 、 特 許 代理 業者 に 関す る 事項 等 を 分 堂 し 、11 月 、 織 田 一 、 特 許 局長 に 就 
任 、 同 41 年 4 月 に は 、 調 査 課 を 廃し 、 そ の 事務 を 庶務 課 に 属 せ し め 、 新 た に 出 
願 課 を 設け 、 ま た 、 独 立 の 課 と 同格 の 特許 品 陳列 所 を 設け て 、 陳 列 品 の 出納 、 
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保管 お よび 観覧 等 に 関す る 事務 を 分 堂 し た 。 

周 40 年 12 月 、 局 長 は 中 松 盛 雄 と な り 、 胃 治 42 年 9 月 に は 、 改 正 特 許 法 施 行 に 
光 だ ち 、 職 員 を 増加 し 、 同 年 11 月 、 分 課 規程 を 改正 、 特 許 局 の 分 課 を 審判 、 発 
明 、 意 区 、 商 標 、 図 書 お よび 庶務 の 6 課 と し た が 、 こ の 中 図書 課 に つい て は 、 
犬 正 2 年 6 月 、 こ れ を 廃し て 、 そ の 事務 ( 図 番 館 、 特 許 品 陳列 所 等 の 事務 ) を 
庶務 課 に 移し 、 こ れ に と も ない 、 職 員 を 減じ た 。 

Ia 語 内 菩 正 当時 証 代 

大 正 2 年 6 月 崎 川 地 四 郎 特 許 局長 に 就任 、 同 6 年 に 至り 村上 隆 吉 局 長 と な 
り 、 翌 7 年 10 月 に は 鈴木 英雄 と な つた 。 

(1) 大 正 7 年 

1 月 、 官制 を 改正 、 職 員 は 、 局 長 、 事務 官 、 技 師 、 審理 官 、 属 、 技 手 と し 、 
蛋 務 官 の 中 、1 名 を 勅 任 と な すこ と を 得る と し 、 同 年 1 月 、 発 明 課 を 許し 、 新 
た に 機械 、 化 学 、 電 気 の 3 課 を 加え 、 特 許 品 陳列 所 を 「 特 許 局 陳列 館 」 と 改め 
た 。 

大 正 7 年 12 月 、 工 業 所 有 権 戦時 法 施行 の た め に 、 了 臨時 職員 を 増 告 し 、 ま た 、 
官制 を 改正 、 数 次 に わた り 特 許 局 職 員 を 大 店 に 増員 し た 。 

大 正 8 年 7 月 、 中 非 励 作 、 特 許 局長 に 就任 、 翌 9 年 6 月 宮内 国 太郎 に 禁 り 、 
同年 9 月 、 分 課 規 程 を 改正 、 庶 務 課 を 調査 課 お よび 庶務 課 に 分 け 、 図 番館 を 庶 
季 課 か ら 独 立 させ 、 別 に 陳列 館 を 設け た 。 

(2 ) 大 正 11 年 の 官制 改正 

1 月 、 改正 工業 所 有 権 法 (現行 法 ) の 施行 に と も な い 、 特 許 局 官制 を 全面 的 
に 必 正 し 、 長 官 、 次 長 、 事務 官 、 技師 、 属 、 技 手 の 各 職 員 を 置く と と も に 、 は 
しめて 部 制 を 設け 、 総 務 、 審判 、 機械 、 化 学 電気 、 意匠 商標 の 5 部 お よび 図書 
館 、 陳 列 館 を 置い た 。 特許 局長 官 は 、 燃 商 季 次 官 田中 隆三 が 兼任 し 、7 月 中 川 
友 次 郎 が とれ に 閑 つ た 。 

な お 、 上 記 官 制 に も と づき 特許 局 分 課 規程 を 改正 し た が 、 大 正 11 年 1 月 現在 
に お ける 特許 局 の 組織 を 参考 まで に 述べ れ ば 、 お お むね つぎ の 通り で ある 。 

(た だ し 、 剤 部 職員 名 は 、 同 年 12 月 現在 ) 


〔[ 職 員 ] 


第 1 


長 官 (中 川 友 次 郎 ) 
次 長 (宮内 国 太郎 ) 
事務 官 
技 師 


属 


総 務 部 一 


( 党 国 / 


に 。 | 琴 和 
和 判 部 一 
(清和 

田中 鉄二 郎 


三 第 


機 械 部 一 一 第 


部 長 
(が 時 上 
記 公 

化学 電気 部 一 

(MIE 
増 島 交 次 郎 
意 商 禁 部 一 | 
長 ( 兼 ) 一 商 


陳 別 館 (館長 


ー 挑 告 # 
) Lo 


判 


重任 
勅 任 
専任 27 人 
専任 85 人 
専任 67 人 
専任 96 人 


課 (課長 


謗 官制 お よび 翌 制 の 変 須 


奏 任 (内 1 人 を 勅 儲 と な すこ と を 得 ) 
葵 任 (内 3 人 を 勅 任 と な すこ と を 得 ) 
判 任 
判 任 


阿 償 沼 正 治 ) 発明 奨励 、 公 報 の 編 抽 発 


TI 弁理 士 驚 録 、 引き Sr 


課 (課長 


渡辺 義介 ) 番 類 の 接 受 、 発 送 、 方 式 


課 (課長 
付 
課 (課長 


渉外 、 


課 審判 


土岐 定 応 ) 原簿 次 録 、 特 許 証人 等 の 下 
内 外国 の 制度 、 状 況 調査 、 


専用 免 放 


日 下 六 太 ) 
期 間 延 長 、 収 用 、 


符 判 課 抗告 戸 系: Bl| 
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【 う 


課 ( 課 長 


係 の 発明 、 実 用 新作 


課 (課長 


発明 、 


課 (課長 


発明 、 


課 (課長 


書記 課 


川 部 佑 青 
土木 、 建 築 、 採 鉱 関 


課長 
ー-) 動力 、 
の 箸 在 


勝田 
三 俣 秀 突 ) 交通 、 燃 芸 、 工 作 機 関係 の 
実用 新案 の 審査 
自 井 良 一 ) 理学 的 装置 、 製 造機 関係 の 
実用 新 委 の 夫 在 


上 野 長 雄 ) 化学 工業 関係 の 発明 、 実 用 


新案 の 守 査 


課 (課長 


浅 見 起 平 ) 電気 工業 関係 の 発明 、 実 用 


新 委 の 徐 在 


課 (課長 


三根 繁 太 ) 


岡 : 


部 上 忌 答 ) 


土 肢 定 応 ) 意匠 の 審 栖 


長瀬 貞 一 ) 商 合 の 窒 査 


翌 122 年 7 月 に は 農 商 務 次 官 岡本 英太郎 が 長官 を 兼任 、S 月 崎 川 四郎 に 益 つ 
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11 年 9 月 、 分 課 規 程 を 改正 し 、 新た に 審判 部 に 書記 課 を 置き 、 翌 12 人 年 月 、 
同 部 守 判 課 お よび 抗告 徐 判 課 を 廃し た 。 

13 年 5 月 、 岩 災後 の 各 原 等 の 世 録 回 復 の 事務 に 従事 させ る 者 と し て 、 属 ( 専 
任 ) 15 人 の 臨時 職員 を 革 き (15 年 3 月 廃止 )、 同 年 12 月 、 官 制 を 改正 し 、 次 長 
制 を 廃し 、 図 書館 を 魔 し て 陳列 館 1 本 と し 、 ま た 同月 分 課 規 程 を 改正 、 調 査 課 
を 廃し て その 事務 を 庶務 課 に 移し た 。 

(3 ) 商工 省 特許 局 

大 正 14 年 4 月 、 農 商務 省 は 農林 、 商 工 の 2 省 に 分 れ 、 特 許 局 は 商工 省 の 外 局 
と 7 の 75 

昭和 2 年 5 月 、 機 械 部 に 第 4 課 を 加え 、 総 務 部 に ふた た び 調 査 課 を 置い て 、 
渉外 、 期 間 延 長 、 収 用 、 専 用 権 に 関す る 事務 の 外 、 統 計 、 法 令 、 例 規 の 徐 譜 立 
染 に 関す る 事項 を 分 堂 し た 。 

III. 昭 和 時 代 

さら に 、 昭 和 (6 年 1 月 、 発 明 の 奨励 に 関す る 事項 を も 同 課 の 所 和尚 と し た 。 

その 後 、 審 査 資料 の 整理 、 出願 処理 符 に 従事 せしめ る た め の 了 臨時 職員 を 設 汗 、 
昭和 9 年 4 月 、 官 制 を 改正 し 、 新 た に 職員 と し て 理事 官 を 加え た 外 、 職 員 の 増 
減 が あつ た 程度 で 、 ほ と ん ど 大 巾 な 改正 は 行わ れ な か つた 。 

この 間 特 許 局長 官 に つい て は 、 昭 和 5 年 7 月 就任 し た 中 松 真 玖 が 、11 年 4 月 
商工 次官 吉野 信 次 落 任 と 奉り 、 つ いで 同月 中 竹内 可 吾 に 閑 つた 。 

(1) 昭和 11 年 

昭和 112E 8 月 、 分 課 規 程 を 改正 し 、 機 械 部 に 第 5 課 (紡織 に 関す る 発明 お よ 
ひび 実用 新 委 の 審査 ) を 加え 、 化 学 課 を 無機 化学 お よび 有機 化学 の 2 課 に 分 け 
さら に 14 年 5 月 に は 、 化 学 宇 気 部 を 無機 、 有 機 、 強 電 、 弱 電 の 4 課 と し た 。 ま 
た 15 年 9 月 、 発明 称 の 指導 奨励 の た め 、 総 務 部 に 指導 課 を 革 い て 、 そ の 事務 を 
分 常 せ し め た 。 

この 間 に お ける 部 長 以上 の 職員 は つぎ の 通り で あつ た 。 


大 正 15 年 昭和 4 年 史 和 9 年 昭和 14 年 
8 月 現在 8 月 現在 9 月 現在 9 月 現在 


胡 官 。 崎 川 才 四 郎 大 川 四郎 中 松 真 玖 大 内 哨 聞 


総 務 部 長 中 松 真 殺 阿 箇 沼 正 治 
審 判 部 長 柴山 雄二 大 塚 健治 
機 撤 部 長 広 汽 区 広 源 葉 
化学 電気 部 長 上 野 長雄 浅見 起 平 


意匠 商標 部 長 


第 1 斉 


<⑯ 中 松 真 久 


土岐 定 応 


宜 人 制 お よび 職制 の 変 須 


斉 原 隆次 
小鳥 新 一 
広瀬 基 
三山 韻 三朗 


野村 信孝 


陳 列 館 長 岡部 皿 敏 岡部 皿 敏 三根 系 夫 関本 賢治 
(2) 昭和 16 年 官制 改正 
昭和 16 年 4 月 11 日 、 官 制 改正 に よる 特許 局 の 組織 は 、 つ ぎの 通り で ある 。 
還 一 総 務 課 ( 課 長 商 灯 雄 ) 
一 指 導 課 ( 課 長 堀川 冬 改 ) 
箸 。 親 部 
(部 長 自 電 民 三 ) 
一 出 願 課 ( 課 長 柔 田 俊夫 ) 
一 誰 録 課 ( 課 長 勝 本 彰男 > 
矯 査 第 1 部 一 : 
(部 長 猪熊 信二 ) - 意 区 課 ( 課 長 奥田 誠二 ) 
一 岳 標 課 ( 課 長 松岡 殺 雄 ) 
一 機械 第 1 課 (課長 小川 潤 次 郎 ) 
一 機械 第 2 課 (課長 久保 設 二 郎 ) 
鶴 査 第 2 部 一 一 機械 第 3 課 (課長 日 下 繁 ) 
(部 長 関本 賢治 ) 2 
一 機械 第 4 課 (課長 吾 見 義明 ) 
一 機械 第 5 課 (課長 小松 鉱 太郎 ) 
一 無 機 課 ( 課 長 下 長 陽 ) 
DE 三 
(部 長 中 林 彰 吾 ) 一 有 機 課 ( 課 長 天谷 次 一 ) 
M 一 強 電 課 ( 課 長 交 川 有 ) 
Re 和 (0 16 
(部 長 大 本 冬 蔵 ) 一 弱 電 課 ( 課 長 水口 森 三 ) 年 10 月 現在 


(3) 特許 局 、 内 閣 技術 院 に 統合 


昭和 17 年 4 月 、 官 制 改正 に よ 


総裁 の 指揮 


屋 ど 
TiT 肌 


抱 和 を 受け る と と と なり 


り 、 特 許 局 は 内 閣 に 移 答 さ れ 、 長 官 は 、 技 術 院 
18 年 11 月 に は 、 技 術 院 官制 を 改正 し 、 特 
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許 局 を 技術 院 に 統合 し 、 特 許 局 官制 を 廃止 し た 。 
技術 院 の 組織 の 中 、 特 許 関係 業務 を 司る 部 は 、 庶 務 、 小 外 に 関す る 事項 を 分 
掌 す る 総務 部 の 外 、 老 査 第 1 部 (業務 、 出願 意 録 、 無 機材 料 、 有機 材料 の 各 
課 )、 審査 第 2 部 (航空 、 動力 機械 、 生 産 機械 、 電 気 の 各課 ) お よび 審判 部 を 凍 
いた 。18 年 11 月 当時 、 技術 院 総 裁 は 井上 眉 四 郎 、 次 長 は 和田 小 六 、 審 査 第 1 部 
長 は 天谷 次 一 、 審査 第 2 部 長 は 小山 内 昌一 、 審判 部 長 は 石田 遍 次 郎 で も つた 。 
昭和 20 年 7 月 に 至り 、 上 述 の 審査 第 1 部 、 審査 第 2 部 お よび 審判 部 を すべ て 
課 に 縮小 し 、 そ の 組織 を 1 部 に 縄 め 、 つ ぎの よう に 改め た 。 
一 創 意 課 ( 課 長 藤井 宰 右 ) 
一 審査 第 1 課 ( 課 長 田丸 税 ) 
発 明 信 意 部 一 1 
一 審査 第 2 課 (課長 山本 茂 ) 
一 審 判 課 ( 箸 判 室長 上 山 操 ) 
終戦 後 の 同年 9 月 、 技術 院 官制 を 廃止 し 、 特 許 標準 局 官制 を 公布 し た 。 
この 間 、 昭 和 11 年 10 月 特許 局長 官 に 村瀬 直 差 就任 し 、 同 年 12 月 石井 銀 閣 、 昭 
和 14 年 8 月 大 内 晴 彦 、 16 年 10 月 鈴木 英雄 に 奉り 、17 年 1 月 中 村 幸 入 、 翌 17 年 
3 月 に は 、 特 許 局 は 内 閣 へ 移管 され (特許 局 官制 庭 止 し )、 技 術 院 総裁 の 指 近臣 
田 を 受け る と と と な つた 。 そ の 当時 (昭和 18 年 11 月 ) の 技術 院 総裁 は 井上 攻 四 
郎 で 、 層 19 年 12 月 入 木 秀 次 、 さ ら I に 20 年 5 月 に は 多田 礼 吾 と 将 り 、 同 年 9 月 特 
許 標 準 局長 官 と し て 佐藤 基 が 就任 し た 。 
(4 ) 特許 標準 局 
昭和 20 年 9 月 勅 令 第 518 号 を も つて 官制 を 公布 し 、 発 明 、 実用 新案 、 将 匠 、 
商 擦 に 関す る 事項 の 外 、 工業 標準 化 お よび 工業 品 の 規格 統一 に 関す る 事務 を 所 
谷 す る 特許 標準 局 を 設け 、 ふ た た び 商 工 省 の 外 局 と し て 発足 し た 。 
昭和 20 年 9 月 現在 に お ける 特許 標 準 局 の 組織 は つぎ の 通り で あ る 。( な お 、 
3 職員 名 は 、21 年 1 月 現在 ) 
1 長官 官房 秘書 課 ( 課 長 永瀬 真 悦 ) 会 計 課 (課長 池 高 助 ) 
放 総 務 部 (部 長 石坂 善 五郎 ) 総務 課 (課長 椎野 壮 雄 ) 業務 課 (課長 
4 鳥谷 寅 雄 ) 指導 課 (課長 鳥谷 宮 邦 ) 


第 1 誤 官制 お よび 職制 の 変 須 
特 許 部 (部長 大野 普 ) 第 1 課 ( 課 長 鈴江 康平 ) 第 2 課 (課長 神 
谷 和 一 ) 第 3 課 (課長 吾 藤 幸 期 ) 第 4 課 (課長 山本 茂 ) 第 5 課 ( 課 
長 田丸 庶 ) 第 6 課 ( 課 長 齋藤 一 夫 ) 
箸 判 部 (部 長 荻 山 礼 三 ) 第 1 課 (課長 上 山 操 ) 第 2 課 (課長 佐 
多 真 一 ) 
標 渡部 (部 長 平田 義 次 ) 普及 課 (課長 松永 幹 ) 材料 規格 課 (課長 
小田 深 ) 機械 規格 課 (部 長 事務 取扱 ) 電気 規格 課 (課長 竹崎 宣 男 ) 
21 年 1 月 奥田 新 三 が 、 7 月 に は 久保 移 二 郎 が 特許 標準 局長 と な り 、 22 年 6 
月 、 官 制 、 分 課 規 程 を 改正 し 、 特 許 部 を 特許 第 1 部 、 特 許 第 2 部 と し 、 分 課 と 
し て 、 特 許 第 1 部 に 出願 、 交 録 、 意匠 、 商 標 各 課 を 、 特 許 第 2 部 に 農水 産 、 材 
料 、 組 維 食 料 、 動 力 各課 を お いた 。 同 年 7 月 、 総 務 部 に 渉外 課 を 加え 、23 年 4 
月 、 総 凶 部 活用 課 を 公報 課 と し 、 ま た 同年 8 月 、 工 業 技術 庁 設置 法 公布 に よ 
り 、 工 業 標準 化 お よび 工業 品 規格 に 関す る 事項 が 同庁 に 移管 され 、「 特 許 局 」 と 
改称 し た 。 
(5) 特 許 店 
昭和 24 年 5 月 、 通 商 産業 省 設 置 法 の 公布 に よ り 、 商 工 省 は 通商 産業 者 と な り 、 
特許 局 は 特許 庁 と し て 省 の 外 局 と な り 、 特 許 局 官制 を 廃止 し た 。 特許 庁 の 組織 
は 長官 官房 に 秘書 、 会 計 両 課 、 総 務 部 に 総務 、 奨 励 、 公 報 、 小 外 各 課 、 審査 第 
1 部 に 、 出願 、 論 録 、 意匠 商標 各課 、 お よび 分 類 審査 室 、 審 査 第 2 部 に 農水 
産 、 材 料 、 級 維 、 動 カ 、 運 輸 針 設 、 通 信 測 定 、 日 用 品 の 各課 、 審判 部 に 審判 官 
室 お よび 書記 課 を 言 き 、 別 に 附属 機関 と し て 陳 列 館 を 置く と こと と な つた 。 
昭和 25 年 4 月 総務 部 に 工業 所 有 権 制度 改正 調査 審議 室 を 設け 、 審査 第 1 部 意 
匠 商標 課 を 、 意 区 お よび 商標 の 2 課 に 分 け 、27 年 7 月 陳列 館 を 万 国 工 業 所 有 権 
資料 館 と 改称 し 、 同 年 8 月 、 審査 第 2 部 に 異議 審査 に 関し 部 長 を 補佐 する 徐 査 
長 を 設け 、 沙 外 課 を 外国 課 と し た 。 ま た 、29 年 8 月 、 審査 第 2 部 材料 課 お よび 
動力 課 を 有機 材料 課 、 無 機材 料 課 、 機 械 課 、 電 気 課 と し 現在 に 至 つ て いる 。 
な お 、 昭 和 27 年 3 月 特許 庁 長 官 と し て 岡田 秀男 癌 任 し 、 同 年 8 月 に は 長 村 貞 
ー、 翌 28 年 11 月 右 原 武夫 と 替り 、 昭 和 29 年 7 月 現 長 官 上 野 凌 世 が 就任 し た 。 
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第 2 章 特許 庁 所 在 地 の 変 進 


1. 圭 災 以 前 
(1) 木挽 町 時 代 
明治 17 年 お よび 翌 18 年 に 、 そ れ ぞ れ 開 設 さ れ た 商標 交 録 所 お よび 専売 特許 所 
は 、 と も に 、 東 京 市 麹町 区 大 手 町 2 丁目 1 番地 埋 商 務 省 工務 局内 に 置い た が 、 
明治 2 年 11 月 、 糧 商務 省 が 京橋 区 木挽 町 10 丁 目 12、13 番 地 へ 移転 、 特 許 局 も 同 
所 に 移転 し た 。 


良 商 匠 省庁 舎 
明 活 24 年 11 月 16 日 
移転 、 東 京 市 京 措 
区 木 前 町 10 丁目 
12、13、 本 庁舎 は 二 
千 め 特許 局 庁舎 と | 
し て 新築 後 良 商務 肖 
省 と し て 使用 せら 
C だ ら 


待 許 局 庁舎 
良 商務 作 特 許 局 は 陸 殿 島 商 
務 相 時 代 本 庁舎 に 移転 し 較 
た 。 
(2 ) 道 三 町 時 代 
明治 39 年 9 月 、 特 許 局 


ふ 、 さ ら に 麹町 区 道 三 


町 3 番地 に 移転 し 、 際 来 

同 所 に お いて 執務 し て 

いた が 、 大 正 12 年 9 月 1 誕 局 庁舎 
較 F 9 月 

昌 、 関 東大 城 g 災 に 適 い 、 = 1 日 移転 、 東 
京 市 麹町 区 道 

その 庁舎 を 焼失 し た 。 間 計 に 三 町 3 番地 
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第 2 普 特許 庁 所 在 地 の 変 選 


II. 震 災 以 後 
(1) 愛 災 直後 
岩 災 直後 は 、 九 段 坂上 の 農 商 務 大 区 官 下 、 
ある い は 、 桜 田 門外 の 司法 大 区 官 二 を 賛 務 
場所 と し 、 同 年 10 月 2 日 より 東京 府 荘 原 才 
目黒 町 大 字 下 目黒 463 番地 、 芝 国 発明 協会 
研究 所 内 に その 帯 務 所 を 言い た 。 
(2) 大 手 町 以降 
翌 13 年 6 月 、 麹 町 区 大 手 町 2 丁目 1 番地 
に 移転 し ( 同 所 は 、 昭 和 4 年 4 月 15HH、 競 


町 区 大 手 町 2 丁目 9 番地 と 改称 )、 さ ら に 


昭和 9 年 8 月 27 日 、 麹 町 区 三 年 町 1 番地 に 
特許 局 庁舎 
大 正 11 年 9 月 道 三 町 庁舎 を 一 部 改築 


特許 局 庁 合 


大 正 13 年 6 月 16 日 移転 、 東 京 市 幼 町 

。 区 大 手 町 2 丁目 1 番地 (昭和 4 年 4 
月 15 日 東京 市 次 町 区 大 手 町 2 丁目 9 
番地 と 改称 ) 


新築 し た 庁舎 に 移転 し 
た が 、 と これ が 現在 の 庁 
舎 で あ る 。 


特許 局 店 舎 
昭和 9 年 8 月 27 日 移転 東京 市 
和束 町 区 三 年 町 1 番地 
( 東京 都 二 代田 区 1 
1 番地 1 
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IT. 特許 庁 の 組織 お よび 権限 
(1) 職 制 
現在 の 特許 庁 の 組織 お よび 権限 等 に つい て は 、 通 商 産業 省 設 汗 法 に よ つ て 、 
つぎ の 通り 定め られ て いる 。 


通商 産業 省 設 置 法 (昭和 24 年 法律 第 102 号 ) 


(抄録 ) ( 評 、 本 妙 久 に お いて は 、 各 条 中 「 左 」 は 「 下 」 に 、「 上 操 」 は 「 左 摘 』 に 、 ま た 、 My) 
(に 丁 」 は 「 右 千 」 に それ それ 読み か える も の と する 。 


第 1 意 総 則 

(通商 産業 省 の 権限 ) 

第 4 条 通商 産業 省 は 、 こ の 法律 に 規定 する 所 堂 事 務 を 遂行 する た め 、 庄 に 抱 
げ る 権限 を 有する 。 但 し 、 そ の 権限 の 行使 は 、 法 律 (これ に 基く 谷 令 を 癌 
む 。) に 従 つ て な され な けれ ば な ら な い 。 

46. 埋 理 土 試験 を 行い 、 弁理 士 を 次 録 す る こ 

47. 工業 所 有 権 の 出願 に つき 決定 及び 査定 を 行う こと 。 
48. 工業 所 有 権 を 部 録 す る こと 。 

49. 工業 所 有 権 に 関す る 審判 及び 抗告 夫 判 を 行う こと 。 


第 3 章 外 局 

( 外 局 の 設 汗 ) 

第 36 条 国家 行政 組織 法 第 3 条 第 2 項 の 規定 に 基 い て 通商 産業 省 に 填 か れる 外 
局 は 、 特 許 庁 及び 中 小 企業 庁 と する 。 


第 1 節 特許 店 
第 1 区 総 則 
(任務 及び 長 ) 
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第 3 剤 特 許 庁 の 現 況 


第 37 条 特許 庁 は 、 発 明 、 実 用 新案 、 意 区 及び 商標 に 関す る 事務 を 行う こと を 
主たる 任務 と する 。 
2 特許 庁 の 長 は 、 特 許 庁 長 官 と する 。 

( 権 限 ) 

第 38 条 特許 庁 は 、 そ の 所 敬 事 務 を 遂行 する た め 、 第 4 条 第 1 号 か ら 第 12 号 ま 
で ( 詳 、 人 事 、 会 計 、 厚 生 、 統 計 等 一 般 行政 事務 を 指す 
第 49 号 まで に 掲げ る 権限 を 行使 する 。 


思い 


第 2 款 内 部 部 局 
(内 部 部 局 ) 
第 39 条 特許 庁 に 、 長 官 官 房 及 び 左 の 4 部 を 時 く 。 
総務 部 、 審 査 第 1 部 、 審 栓 第 2 部 、 審 判 部 
(長官 官房 の 事務 ) 
第 40 条 長官 官房 に お いて は 、 特 許 庁 の 所 掌 事 務 に 関し 、 左 の 事務 を つか きど 
の 
1. 機密 に 関す る こと と 。 
2. 職員 の 職 階 、 任 免 、 分 限 、 懲 戒 、 服 務 そ の 他 の 人 事 並 びに 厚生 、 教 差 友 
び 訓 練 に 関す る と と 。 
3. 長官 の 官 印 及び 庁 印 を 管 守 する こと 。 
4. 全 六 書類 を 接 受 し 、 発 送 し 、 編集 し 、 及 び 保 存する こと 。 
会 計 及 び 会 計 の 監査 に 関す る こと 。 
6. 行政 財産 及び 物品 を 管理 する こと 。 
7. 行政 の 考査 を 行う こと 。 
8. 前 各 号 に 掲げ る も の の 外 、 特 誕 庁 の 所 堂 事務 で 他 部 及び 万 国 工業 所 有 権 
資料 館 の 所 堂 に 属し な い 事 務 に 関す る こと 。 
(総務 部 の 事務 ) 
第 41 条 総務 部 に お いて は 、 特 許 庁 の 所 堂 事務 に 関し 、 左 の 事務 を つか さき どる 。 
1. 発明 、 実 用 新案 、 意 区 及び 商標 に 関す る 指導 及び 奨励 を 行う こと 。 
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第 1 綱 符 放 庁 央 


トウ 


調査 及び 統計 に 関す る こと 。 

人 報 そ の 他 の 資料 を 収集 し 、 編集 し 、 及 び 刊 行 す る こと 。 

弁理 圭 に 関す る こと 。 

5. 特許 権 の 存続 期間 の 延長 その 他 工 業 所 有 権 に 関す る こと 。 
6. 工業 所 有 権 に 関し 外国 と 連絡 する こと 。 

(審査 第 1 部 の 事務 ) 

第 42 条 審 論 第 1 部 に お いて は 、 左 の 事務 を つか さと る 。 

1、 工業 所 有 権 に 関す る 出願 書類 の 方 式 審査 分類 、 闘 理 、 保 管 そ の 他 出 
に 関す る と と 。 

2 工業 所 有 権 の 原 徳 應 録 、 特 許 証 及 び 償 録 証 の 下 附 、 特 許 料 及び 登録 料 の 
収入 その 他 脊 録 に 関す る こと 。 

3. 意匠 及び 商標 を 審査 する こと 。 

(審査 第 2 部 の 事務 ) 

第 43 条 審査 第 2 部 に お いて は 、 虹 林 畜 水 産物 、 鉱 物 そ の 他 の 資源 の 採取 、 加 
工 、 動力 の 利用 、 運輸 、 通 信 、 建設 、 生 活用 品 等 に 関す る 発明 及び 実用 新 条 
の 審査 に 関す る 事務 を つか さ ど る 。 

(審判 部 の 事務 ) 

第 44 条 審判 部 に お いて は 、 工 業 所 有 権 に 関す る 徐 判 及び 抗告 審判 に 関す る 事 
務 を つか さと る 。 


た の 


第 3 菊 附属 機関 
(万 国 工業 所 有 権 資料 館 ) 
第 45 条 第 47 条 に 規定 する も の の 外 、 特 許 庁 に 、 附 属 機 関 と し て 、 万 国 工業 所 
有 権 資料 館 を 置く 。 
第 46 条 万 国 工業 所 有 権 資料 館 は 、 左 の 事務 を つか さ ど る 機関 する 。 
1. 発明 、 実 用 新案 、 意 匠 及び 商標 に 関す る 公報 見 本 及び ひな 形 を 必 集 し 、 
陳列 し 、 及 びと れ ら を 閲覧 させ 、 又 は 視 覧 させ る こと と 。 


2. 漁 査 、 審判 及び 抗告 審判 に 関す る 図書 及び 書類 その 他 必要 な 交 献 を 収集 
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特 請 誕 王 記 二 2 信光 記 多 上 グラ 計上 


衝 査 状況 の 一 部 


発 明 本 所 


館 


の 陳列 状 


EE 


第 3 剤 特 許 庁 の 現 況 


し 、 保 管 し 、 及 びと れ ら を 閲覧 させ る と と 。 
2 万 国 工業 所 有 権 資料 館 は 、 東 京都 に 中 く 。 
3 万 国 工業 所 有 権 資料 館 の 内 部 組織 は 、 通 商 産 業 省 令 で 定め る 。 


(その 他 の 附属 機関 ) 
第 47 条 左 の 表 の 上 欄 に 掲げ る 機関 は 、 特 許 庁 の 附属 機関 と し て 置か れる も の 
と し 、 そ の 目的 は 、 そ れ ぞ れ 下 欄 に 記載 する 通り と する 。 


竹 類 目 的 
発 明 奨励 守 誤 会 発明 、 実 用 新案 又は 意匠 の 奨励 に 関す る 事項 を 調査 


澄 談 する こと 。 

弁理 士 穫 戒 宏 議 会 弁理 士 の 懲戒 に 関し 審 談 する こと と 。 
弁理 士 試 験 北 査 会 弁理 士 試 験 を 行う こと 。 
特許 補償 等 秋 査 会 特許 権 の 収用 等 に よる 補償 金 等 の 額 を 談 決 し 、 及 び 
特許 権 の 存続 期間 の 延長 の 出願 を 竹 査 する こと 。 
工業 所 有 権 制 度 改正 審 談 会 通商 産業 大 臣 の 諾 問 に 応じ 、 工 業 所 有 権 制度 の 改正 
に 関す る 重要 事項 を 調査 宗 譜 する こと 。 


2 前 項 に 掲げる 附属 機関 の 組織 、 所 掌 事 務 及 び 委 員 そ の 他 の 職員 に つい て は 
他 の 法律 (これ に 共 く 谷 令 を 含む 。) に 別段 の 定 が ある 場合 を 除く 外 、 政令 


で 定め る 。 


な お 、 和 守 査 官 、 審査 長 、 審 判官 等 に 関し 、 昭 和 27 年 9 月 1 日 、 通商 産業 省 設 
置 法 施 行 規則 を も つて 次 の 通り 定め た 。 


通商 産業 省 設 置 法 施行 規則 (抄録 ) 
第 2 将 特 許 庁 

第 1 人 節 内 部 部 過 
( 泡 査 官 ) 


第 48 条 審 論 第 1 部 お よび 守 府 第 2 部 に 和 在 官 を 置く 。 


15 


第 1 編 特 Ri 度 史 


2 審査 記 は 、 特 許 、 実用 新案 区 録 、 意 区 交 録 お よび 商標 准 録 の 出願 を 審査 す 
る 。 
(審査 長 ) 
第 49 条 審査 第 2 部 に 審査 長 2 人 を 半 く 。 
2 審査 長 は 、 発 明 お よび 実用 新案 の 異議 審査 に 関し 、 部 長 を 袖 佐 す る 。 
(審判 長 、 審判 官 お よび 抗告 審判 官 ) 
第 50 条 審判 部 審判 到 室 に 審判 長 、 審判 記 お よび 抗告 審判 官 を 置く 。 
2 夫 判 長 は 、 特 許 、 実用 新 和 染 、 意匠 お よび 商標 に 係る 審判 事件 に 関す る 事務 
を 堂 理 す る 。 
3 審判 記 は 、 特 許 、 実用 新案 、 意 区 お よび 商標 に 関し 審判 を 行う 。 
4 抗告 審判 記 は 、 特 許 、 実用 新 染 、 意 区 お よび 商標 に 関し 、 拓 告 判 を 行う 。 
(2) 主要 職員 の 現状 
な お 、 参 考 ほ まで に 昭和 30 年 1 月 1 日 現在 に お ける 課長 以上 の 職員 を 列記 すれ 
ま 、 つ ぎの 通り で ある 。 [( 事 ) は 事務 官 、( 技 ) は 技官 ] 


長官 官房 秘書 課長 磯 長 昌 利 ( 事 ) 
官房 会 計 課長 高 橋 幸司 ( 事 ) 


総務 部 長 餃 島 正蔵 ( 事 ) 
総務 課長 竹村 礼 三 ( 事 ) 外国 課長 黒田 稔久 ( 事 ) 
尊 励 課長 水田 悦夫 ( 事 ) 工業 所 有 権 制 度 改正 調査 箸 譜 室 長 
公報 課長 松原 癒 太郎 ( 事 ) 荒 玉 義人 ( 事 ) 

宗 査 第 1 部 長 池永 光 問 ( 事 ) 

出願 課 長 斉藤 一 夫 ( 事 ) 意 区 課長 高田 忠 ( 事 ) 
区 録 課長 栗原 正雄 ( 事 ) 分 類 審 査 宣 長 望月 宗 康 ( 技 ) 
商標 課長 石田 率 一 ( 事 ) 
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ks 隆二 ーーー 


第 3 斉 特 誕 証 の 現 況 


賭 査 第 2 部 長 天野 普 ( 技 ) 


箸 査 長 渡辺 陳 ( 技 ) 機械 課長 伊藤 輝 ( 技 ) 
審 査 長 田辺 義一 ( 技 ) 電気 課長 味 田 剛 ( 技 ) 
左 水 産 課 長 神保 弁 吉 ( 技 ) 運輸 建設 課長 井上 昌久 ( 技 ) 
無機 材料 課長 志方 武 ( 技 ) 通信 測定 課長 矢島 鈴 光 ( 技 ) 
有機 材料 課長 小林 正雄 ( 技 ) 日 用 品 課長 管 栄次 郎 ( 技 ) 
畿 准 課長 横内 豊彦 ( 技 ) 
審判 部 長 山本 茂 ( 技 ) 

審判 長 沼田 新 二 ( 技 ) 審 判 長 神谷 和 一 ( 技 ) 
審 判 長 藤崎 礎 雄 ( 技 ) 審 判 長 田中 博 次 ( 投 ) 
判 長 青 藤 幸 期 ( 技 ) 審 判 長 原田 久 ( 技 ) 
息 判 長 近藤 一 緒 ( 技 ) 書記 課長 朝 長 啓 一 ( 事 ) 


秒 判 長 和泉 茂 萩 ( 事 ) 


万 国 工業 所 有 権 資料 館長 小菅 選 也 ( 事 ) 


IT. 審 議会 その 他 の 組織 

で を だ 前節 に お いて 触れ た よう に 、 通 商 産 業 省 設置 法 第 47 条 に も と づい て 、 
特許 庁 の 附属 機関 と し て 置か れ て いる も の は 、 つ ぎの 3 審議 会 玉 よ び 2 夫 査 会 
で ある 。 

(1) 発明 奨励 審議 会 

特許 庁 長 官 の 論 問 に 応じ て 、 発 明 、 実 用 新 和 染 ま た は 意匠 の 奨励 に 関す る 事項 
を 調査 審議 する こと を 目的 と する 機関 で も つて 、 そ の 組織 は 、 会 長 (特許 庁 長 
官 )、 委 員 50 名 以内 、 お よび 特別 事項 を 調査 審 談 する た め に 、 必 要 に 応じ 任命 
する 臨時 委員 を も つて 構成 する 。 

現在 、 箸 議会 に 、 第 1 カ 至 第 6、 注 目 発明 の 7 部 会 お よび 貸付 金 特別 部 会 を 
早 き 、 会 長 1 名 、 委 員 49 名 、 了 臨時 委員 29 名 で 構成 し 、 各 部 会 の 分 掌 事 項 は 、 つ 

ぎの 通り で ある 
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第 1 抽 符 枯 証 記 9 
部 会 分 堂 事 項 
第 1 部 会 発明 奨励 活用 方 策 の 樹立 、 研 究 袖 助 旨 等 の 配分 侍 
第 2 部 会 殖産 維 関係 
第 3 部 会 輸送 書 設 関係 
第 1 部 会 動力 、 通 信 、 一 般 機械 関係 
第 部 会 有機 、 無 機 、 金属 材料 関係 


第 6 部 


DI 


工芸 品 関 係 

注目 発明 部 会 注目 発明 お よび 実用 発明 の 選定 

貸付 金 特 別 部 会 発明 実施 化 試験 考 の 配分 

(2) 弁理 士 懲 戒 審議 会 

弁理 士 の 懲戒 に 関し 議決 する こと を 目的 と する 機関 で も つて 、 会 長 1 名 、 委 
員 4 名 を も つて 組織 し 、 ま た 、 予 備 委 員 4 名 を 置く 。 

な お 客 議 会 に は 書記 3 名 を 置き 、 特 許 庁 の 職員 の 中 より 、 特 許 庁 長 官 が これ 
を 命ずる 。 

(3) 弁理 士 試 験 客 査 会 

弁理 土 試験 を 行う こと を 目的 と する 機関 で もつ て 、 会長 1 名 お よび 委員 若干 
名 を も つて 組織 し 、 必 要 あ る と き は 、 試験 施行 毎 に 臨時 委員 を 軒 く こと が で き 


ァ 


た) 

現在 、 会 長 1 名 、 衝 員 9 名 を も つて 構成 し 、 試験 施行 毎 に 、 臨 時 委員 約 20 名 
を 置い て いる 。 

(4) 特許 補償 等 審査 会 

特許 権 の 必用 等 に よる 補償 金額 等 の 議決 、 特 許 権 の 存続 期間 延長 の 出願 の 審 
査 を 目 航 と する 機関 で も つて 、 特 誕 庁 長官 (会 長 ) お よび 委員 20 名 以内 で 組織 
する 。 そ の 他 、 必 要 が ある と き は 臨時 委員 を 置き また 専門 の 事項 を 調査 させ る 
た め 、 専門 浴 員 を 半 く こと と が で きる 。 審査 会 は 、 補償 部 会 お よび 存続 敬 間 延長 
部 会 の 2 部 会 に 分 けら れ て お り 、 会 の 庶務 は 、 特 許 庁 総務 部 に お いて 処理 する 
こと と し 現在 、 会 長 1 名 、 委 員 19 名 、 臨 時 衝 員 4 名 かい る 。 し か し な が ら 補 


償 部 会 は 、 滅 多 に 開か れず 、 実際 に 活動 し て いる の は 存 統 期 間 延 長 部 会 の で 
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第 3 斎 待 許 生 庁 | | の | 現 詳 名 

ある 。 

(5) 工業 所 有 権 制度 改正 審議 会 

明治 18 年 専売 特許 条例 の 洞 定 以来 、 数 次 に わた り 改 正 が 行わ れ た 工業 所 有 権 
宙 度 も 大 正 10 年 の 大 改正 以後 は 、 全 般 に わた る 根本 的 検討 は ほとん ど な き され ず 
(次 編 参 照 )、 わ ず か に 昭和 15 年 に 1 度 そ の 検討 が な され た の で ある が 、 話 種 の 
事情 に よ つ て 目的 を 達し 得 な か つた 。 

すなわち 、 喚 和 14 年 10 月 、 特 許 制 度 政 正 準 備 協 議会 が 設け られ 、 翌 15 年 5 月 、 
剖 信 第 336 号 を も つて 、 工 業 所 有 権 制 度 調 査 当 員 会 を 設置 し 、 関 係官 庁 、 お よび 
学識 経験 者 を も つて 委員 と し た 。 

同年 末 、 一 応 そ の 改正 意見 が 答申 され た が 、 実 現す る に 至ら な か つた 。 そこ 
で 、 昭 和 24 年 12 月 の 開 譲 決定 を 経て 、 翌 25 年 4 月 、 特許 庁 総務 部 内 に 、 工 
業 所 有 権 制 度 改正 調査 審議 室 を 設け 、 内 外 工 業 所 有 権 制 度 に つい て 調査 研究 に 
あぁ あたら し め る こと と し 、 別 に 通商 産業 大 臣 の 府 間 機関 と し て 、 工 業 所 有 権 制度 
改正 調査 審 議会 を 設け た 。 こ の 設置 に つい て は 、 開 議決 定 の で 、 通 商 産業 省 
設置 法 に 規定 され な か つた の で 、 取 りあ え ず 省 の 決定 を る $ る つて し た な が 、 昭 和 
26 年 6 月 に は 、 法律 第 176 号 を も つて 設置 法 を 改正 し 、 特 許 庁 の 附属 機関 と 
し て 、 正 式 に 発足 する と と と な つた だ 。 

審議 会 の 内 部 組織 等 は 、 工 業 所 有 権 制 度 改正 審 談 会 令 (昭和 26 年 政令 第 187 
号 ) に より 特許 庁 長官 (会 長 ) お よび 委員 40 名 以内 に ょ つて 構成 し 、 必 要 あ る 
と き は 、 了 臨時 委員 を 、 ま た 、 専門 の 事項 を 調査 さき せる た め 専 門 和 要員 を 言 く こと 
が で きる こと と し た 。 現在 、 審 談 会 に は 、 一 般 部 特許 部 会 、 商 標 部 会 の 3 
部 会 、 お よび 意匠 法 改正 持 別 委 員 会 、 商品 類別 改正 専門 委員 会 が 置か れ て お 
会 長 1 名 、 委 員 32 名 、 臨 時 委員 8 名 、 専 皿 委 員 55 名 を も つて 構成 し て いる 。 
(昭和 30 年 2 月 現在 ) 


現在 に お ける 特許 庁 の 分 課 お よび その 分 堂 に つき 、 通 商 産業 省 組織 今 (昭和 
27 年 政令 第 390 号 ) に し た が い 、 一 球 に 細め れ ば 、20 頁 内 の 通り で も る 。 
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第 1 弓 


特許 庁 の 分 課 お よ 


庁 


堂 (昭和 30 年 1 月 1 日 現在 ) 


民 橋 | 定 中 本 折 窟 5 区 
ポート 到 基 本 電路 人 邊 人 訓練 、 
記 邊 書 課 内密 人 事 、 陵 g 
長寺 列 衝 音 球 | | 上 2 和 電 、 遇 上 第 生 、 内 取 締 
と ここ 法令 、 条 約 の 立案 解釈 調査 統計 、 弁 理 士 に 関す る 
| 総 季 理 事務 、 特 許 補 代 等 審査 会 
| 敵 発明 の 人 及 ・ 及 成 ・ 表 珍 、 信人 会 に こ 関す る こ 
| 甘 司 課 | 。。。 | 発明 相談 、 特 許 机 存 続 期間 息 
「 が 殺 の 印刷 発行 、 
総 務 部 公報 課 人 間 間 和 過 理 
| 名 ) | 外国 映 原 の 指導 、 外 国 工業 所 有 権 の 戦後 処理 (実務 
條 国 講 外国 と の 文書 交換 
工業 所 有 権 制度 業 所 有 権 制 度 の 調査 、 改 正 の 審 談 、 立 案 
改正 調査 窒 詳 室 工業 所 有 権 制 度 の 調査 、 改 正 の 審 談 、 明 5 
病 工業 所 有 権 出願 の 受付 ・ 方 式 鶴 査 ・ 番 号 通知 ・ 整 理 
中 ・ 勝 本 図面 証明 書 の 調製 
登 録 課 UE 意匠 ・ 商 標 の 原簿 登録 、 特 許 笠 ・ 
計 第 1 部 | 。  。 | 149 名 | テ 6 
た 商標 課 高 折 の 窓 査 
意匠 課 意匠 の 審査 
分 類 窒 査 室 持 許 ・ 実 用 新案 の 出 原音 類 ら 分類 。 
発明 (特許 ) ・ 実用 新案 の 審査 
農水 産 課 農芸 ・ 林 上 ・ 水 産 ・ 畜 産 ・ 食 料 関係 
無 誠 材 料 課 無機 材料 関係 
有機 材料 課 有機 材料 関係 
機 械 課 撲 城 器具 ・ 動 力 関係 
電 気 梨 電気 機 拓 器 具 ・ 電 気 関係 
運 較 建設 課 運輸 ・ 建 設 関係 
通信 測定 課 通信 測定 関係 
日 用 品 課 日 用 品 関係 
まう 穴 判 官 二 信和 ( 審 判 長 1 人 、 志 判 官 2 人 の 合 謎 
和 判 部 47 名 二 判 ・ 朱 千 補 の 
| 書 記 課 本 方 式 調査 ・ 記 録 
間 人 村人 の 出 ・ 容 判 災 
人 21 名 | 所 の 保 中 見 本 ・ ひ な 形 ・ 欧 保管 、 公 失 
| 覧 室 
計 | | 735 名 | 
| 
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第 2 編 法 制 史 
第 1 癌 工業 所 有 権 法治 革 


エ 。 総 論 

資本 主義 社会 に お ける 法制 の 発達 変遷 は 、 経 済 的 、 社 会 的 発展 が その 共 確 を 
な し て いる 場合 が 多い 。 生産 の 高度 化 、 社 会 の 近代 化 に 伴い 、 法 律 制度 $ 分 化 
発展 し 、 歴 史 的 発展 の 帰結 と し て の 意義 を 有する 。 一 方 で は 、 法 の 形式 性 、 技 
術 性 に より 、 吉 い 制 度 が 今日 まで 伝え られ た の が 少く な いと 同時 に 、 他 方 時 代 
遅れ の も の と し て 廃止 され た 制度 も また 少く な い 。 こ れ ら 死滅 し た 庄 制 度 $ 、 
か つて は それ ぞ れ の 使命 、 存 立 理 由 を 有 し 、 歴 史 的 意義 を 担 つ た 。 

され ば 、 そ れ ら の 跡 を た ず ね 、 日 本 資本 主義 の 発達 と 関連 し て 、 現 在 に 至る 
制度 の 発展 を 辿る こと は 、 単 な る 歴史 的 回 顧 に 止ま ら ず 、 現 行 法 を 知る 上 に ゃ 
有意 義 で あろ う 。 

他 の 財産 法 、 身 分 法 関係 の 諸 制 度 と 異 り 、 工 業 所 有 権 制 度 は 、 そ れ 自 体 と し 
て は 、 き わ め て 技術 的 、 形 式 的 な 面 を 有 し て いる 関係 上 、 顕 著 な 反 喘 と し て は 
現われ な いけ れ ど も 、 や は り 資 本 主義 発展 途上 に ある 日 本 社会 の 苦悩 の 、$ ふ し 
く は 意欲 的 な 時 代 の 影 を 担 つ た と と は 耕 定 すべ くも な い 。 

な お 、 他 面 、 法 制度 と 社会 、 経 済 と の 関係 に お いて 注意 すべ き は 、 法 市 度 が 

、 経 済 の 発展 に 逆 に 作用 する 場合 で も る 。 法 が 社会 、 経 済 に 促進 的 、$ し 

く は 隅 目 的 に 働く 程度 は 、 時 期 に より 、 場 所 に より 差 は あろ う が 、 わ が 国 に お 
いて は 、 と くに いち じ る し か つた 。 こ と に 、 工 業 所 有 権 制度 の 確立 し た 明治 時 
に お ける 浴 新 政府 は 、 時 代 の 進展 と と も に 次 第 に 変貌 を 見 せる と は いえ 、 そ 

の 成立 の は じ め に お いて は 、 半 建 領主 と の 妥協 の 上 に 立つ 沙 関 政府 と し て 成立 
し 、 そ の 施政 方 針 は 、 北 芝 的 専制 の 立場 で も や り 、 で き う る 限り 急速 に 、 資 本 制 
生産 を 発展 させ る た め に あら ゆる 産業 上 の 功 長政 策 を 採 つ た 。 そ の 助長 政策 も 
実は 、 近代 国家 と し て 西欧 諸国 に 追い つき 、 条 約 改 正 を 行わ ん と する 意欲 の 現 
われ で ある が 、 そ の 一 環 と し て 、 も つと も 早く 採り 上 げ ら れ た も ゃ の の 一 が 、 す 
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な わ ち 工業 所 有 権 制度 の 確立 で も つた 。 も つと も 、 現 実 を 無視 し た 制度 化 は 、 
一 度 は 、 現状 に 拒否 され る 運 谷 を も 担う も の で ある が 、 資 本 主義 が 一 応 の 発展 
を 遂げ 、 逆 に この 経済 的 、 社 会 的 発展 が 法制 を 促進 する に 至る まで は 、 と に か 
く エ 業 所 有 権 制 度 は 、 国 家 近 代 化 を 促進 し 、 条約 改正 へ の 一 布石 を 提供 し た こ 
と は 、 注 目 に 値 いす る 。 


以下 ほ は 、 資料 の 公 国 と 時 間 の 制約 と いう 条件 の 下 に な され た 、 工 業 所 有 権 制 
度 の 変遷 に 関す る 単なる 素描 に 過ぎ な い 。 


まず 、 徳 川 半 建 制度 下 に お ける 経済 機構 は 、 い うま で も な く 、 土 地 に 固く 結 
』 び つ けら れ た 左 民 を その 担い 手 と する ふる の で あつ て 、 厳格 な 身分 制 の 確保 と 、 
職業 選択 自由 の 制限 、 居 住地 移転 自由 の 制限 等 、 す べ て は 現状 准 持 (status 
| quo) を 原則 と する 体制 で も つた 。 し か る に 、「 発 明 」 と は 、 工業 面 に お いて 新 
た な 技術 と と れ に 伴う 新 機構 を 生み だ す 、 い わ ば 産業 革 谷 を 意 す べき 契機 と な 
りう る も $ の で あつ て 、 そ の 結果 は 、 市 民 階級 の 勤 典 と 、 プ ブルジョア ・ デ モク ラ 
シー の 発生 の 根源 と も な りう る も の で ある か ら 、 必然 的 に 現状 准 持 を 原則 と す 
る 封建 制 と 相対 立 す る 契機 た ら ざ る を えな い 。 し た が つて 、 こ の 時 代 に お ける 
発明 に 対す る 為政者 の 冷 眼 視 的 、 否 、 さ ら に 進ん で 阻 下 的 能 度 の 現われ は 、 当 
然 の 結論 で ちあ つ て 、 こ の こと が 、200 年 に 互 る 鎖国 政策 が 、 海 外 と の 連 け い を 
断絶 を し め 、 世界 市 場 へ の 進出 と 海外 か ら の 新 技術 の 導入 と を 妨げ る こと に 
より 、 日 本 の 国際 的 地位 の 後進 性 を 殴 し た と ほぼ 同様 の 結果 を 、 国 内 的 に 国民 
p の 自発 的 意思 に よる 創造 を 妨げ る こと に より 発生 せき し め た と いえ る 。 換言 す 
| れ ぼ 、 徳川 和 半 抽 の 特色 は 、 装 外 的 に 氏 還 区 策 、 対内 的 に 発明 に 対す る 抑圧 政 。 
策 と し て 、 い わ ぼ 搬 の 両面 と し て 社会 の 固定 化 を 区 し た こと に ある と も いえ よ 
K 。 と の ょ * うた 幕府 の 対内 政策 は 、 法 制 的 に は 「 新 規 法度 」 の 触 午 (後述 ) に 代 
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は 到底 理解 で き な い 法令 で は ある が 、 と と に われ われ は 、 封 建 思想 の ゃ つと る 
具体 的 な 表現 を 見 る こと が で きる で あろ う 。 

や が て 、 国 内 政治 の 行 ご まり を 打開 せん と する 尊王 倒幕 の 勢力 が 、 海 外 か ら 
ひたひた と 打ち 答 せ る 国際 勢力 の 威圧 と 相 師 つて 、 明 治 准 Z 新 の 新た な 時 代 を 形 
成す る の で も る が 、 こ の 叶 代 に お いて は 、 封 建 時 代 と まつ た く 暴 り 、 燃 え 上 る 
よう な 市 民 の 自発 的 精神 と 、 と れ に 歩調 を 合せ る よ うな 明治 新政 府 の 、 余 り 
こる 懸 絶 し た 海外 情勢 に 追い 迫 ら ん と する 扱 取 的 気象 と は 相 合 し て 、 国 内 に 
Eo ae 還 ら 0 は と ム た た ご 拉 に 
政治 的 変革 は 、 国 内 的 に は 下級 武 土間 の 指導 の 下 に 生れ た も の で あり 、 そ の よ 
うな 下級 武士 の 活躍 が 、 幕末 に お ける 鎖国 開国 論争 を 巡 つ て 控 頭 し た こ 
史実 の 示す と ころ で は ある が 、 な お 明治 准 新 を 起き し め た 動 因 は 、 外 国 資 本 主 
義 の 決定 的 に 強力 な 影響 に あり 、 こ れ が 国内 に お ける 諸 要 因 を し て と も かぐ く や 
術 新 革 欠 を 遂行 し 、 近 代 資 本 主義 国家 の 一 員 に 加わ ら しめ る 素因 を 提供 し た の 
で あぁ る 。 当 時 、 欧 米 諸国 に お いて は 、 す で に 経済 的 自由 競争 が 最 極 限 に 達し 、 
帝国 主義 的 発展 を 遂 び つつ あつ た 時 代 で ある 。 幕末 に お いて 、 ロ シャ 、 オ ギリ 
ネス 、 フ ラン スス が わが 国 に 開国 を 要求 し た の も 、 あ る 程度 列強 の 植民 地 的 次 然 の 
現われ で ある と 思わ れる が 、 と も か くも か よう な 世界 情勢 下 に お いて 、 諸 外国 

支配 また は 不平 等 関 係 か ら 免 れる た め に は 、 何 より も まず 、 わ が 国 は 、 近 代 
国家 と し て 、「 殖 産 興 楽 」、「 富 国 強 兵 」 で な けれ ば な ら な か つた 。 こ こ に わが 
国 資本 主義 発展 の 特殊 的 発端 かぁ つた 。E.H. ノーマン も いう よう に 、「 当 時 の 
日 本 は 、 同 盟 国 も 艦隊 も 近代 陸生 も 国有 財産 も る な く 、 そ の 工業 は いま だ 手工 業 
で あり 、 賀 易 は と る に た ら ず 、 鍛 乏 は 深刻 で も り 、 次 源 は 乏 し か つ た が 、 し か 
$ その 指導 者 た ち が あ れ だ け の 業績 を 成 し 遂 び たと いう こと は 、 ま ず 驚 嘆 す べ 
きこ と で あつ た 。 自由 主義 的 民主 々 著者 の 見 地 か ら す る な ら ば 、 不 徹底 な 点 が 
多い に せよ 、 歴 更 的 な 情勢 の 急迫 、 換 言 す れ ば 、 他 国 が 数 世紀 も か か つて 成 し 
遂げ た こと を 、 日 本 は 一 世代 の 間 に 作 りあ も あげ ね ば な ら な か つた と いう 事実 は 、 
日 本 が 自由 主 革 的 民主 々 和義 と いう よう な 約 沢 品 に 時 間 を か ける 余裕 を $ た な か 
つた こと を 意味 する 。 日 本 は 、 経 済 上 の 自由 放任 の 段階 と それ に 対応 する 政治 
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前 側面 と を 省略 し て 、 一 気 に 封 建 制度 か ら 資 本 主義 に 飛 曜 し た 。 か よう に 速度 
こそ は 、 近 代 日 本 の 政治 的 、 社 会 的 形態 を 決定 し た 要因 」 で あつ た 。 こ と の よう 
な 『 速 度 」 は 、 ま す 、 準 新政 府 の 財政 に よる 資本 の 原始 的 蓄積 を も つて は じ め 
られ る の で も る が 、 そ の 具体 的 表現 は 、 明 治 新政 府 に よる 新 交 通 制度 の 輸入 、 
軍事 工業 、 弱 維 工業 な ど 官 営 に よる 新 産業 の 移 西 な ど 、 い わ ゆ る 殖産 興業 政策 
あぁ り 、 こ れ を も つて 詩 建 的 生産 方 法 を 急速 に 資本 制 生 産 方 向 へ 転化 する な た 

の 基礎 的 役割 を 果 さ し め た の で ある 。 

以上 の ょ うな 明治 時 代 の 経済 的 、 社 会 的 性 格 に つい て 説明 を 加え た ゆえ ん の 
$ の $、 実 は 日 本 資本 主義 が 当時 の 国際 環境 の 中 に あつ て 、 如 何 に これ と 対抗 
し 順応 し つつ 異常 な 発展 を 遂げ て 来 た か を 示し た か つた か ら に 外 な ら ず 、 し か 
$ 工 業 所 有 権 制 度 の 変遷 は 、 と れ と まつ た く 風 馬 和 牛 た りえ な か つた ゆえ ん を 示 
し た か つた か ら に 外 な ら な い 。 

経済 発展 段階 に 即応 する 社会 的 性 格 は 、 具 体 的 に は 、 法 制 面 を 通じ て 表現 さ 
れる の で ある が 、 こ と の 中 、 と くに 技術 法 な る 性 格 を 有する 工業 所 有 権 制 度 は 、 
技術 拘 合 理性 を 中 心性 格 と する 関係 上 、 一 見 、 こ の ょ うな 経済 、 社 会 的 影響 と 
は 、 ほ と ん と ど 関 連 を 有 し な いも の の 名 く 見 えな が ら ゃ も 、 和 実は 、 こ の ょ うな 経済 
社会 の 発展 的 土壌 の 中 に 咲い た 、 一 片 の 精華 に 外 な ら な いと いえ る の で ある 。- 

今 、 こ の 観点 に 立つ て 論ずる に 、 明 治 4 年 、 早 くも 現われ た 太政官 布告 「 再 
売 略 規則 」 も 、 上 述 の よう な 「 速 度 」 を 特色 と する 日 本 資本 主義 が 、 自 ら 欲す 
る 急速 な る 工業 的 伸長 へ の 自己 解決 策 で ちあ つた と いえ る 。 何 履 な ら 、 自 己 解決 
策 と し て の 独 産 典 業 政 策 の 一 環 と し て 、 ま ず 考 え を られ る べき は 、 国 民 一 般 の 食 
意 工 夫 、 す な わ ち 発明 の 奨励 で も つて 、 こ と これ と そ は 、 海 外 の 進ん だ 工業 知識 を 
襲 取 し 、 進 ん で は これ を 見 本 と し て 新た な 発明 を 生み 、 ま た は 改良 する な ど 、 
と に 角 、 資 源 の 極度 に 少 い 当 時 の 日 本 の 、 ふ つと も 手近 な 政策 で も つた か ら で 
ある 。 し か し お お く の 場 合 が そう で ある よう に 、 こ の 時 代 に あつ て も 、 上 述 し 

な 海外 の 水準 に 追い つか ん と する 努力 は 、 ま すず 明治 義明 専制 政府 の 各種 

の 立法 政策 に 現われ た の で は あつ た が 、 と これ も また 政府 の 上 上 から の 力 だ け に 止 
ま ら ず 、 下 か ら の 燃え 上 る よう な 意欲 も また 与 つ て 力 が か あつ た こと を 看過 する 
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と くに 、 福 沢 諭吉 は 、 再 度 の 洋行 か ら 帰 朝 す る や 、 早 くも 慶 応 3 年 に は 『 海 
外事 情 外 篤 」3 巻 を 著 し 、 欧 米 巡 遊 中 の 見 剛 に も と づき 、 彼 の 地 の 交 物 、 制 度 
風習 等 を 紹介 解説 し た が 、 そ の 中 「 私 有 ノ 本 ラ 論 ス 」 な る 章 に お いて 

「 世 = 新 発 明 ノ 事 笑 アレ ハム 和 之 = 由 テ 人 間 ノ 洪 益 成 ス ェ ト 挙 テ 云 フ ア 可 カラ ス 
云々 」 と 述べ 、 わ が 国 に お ける 発明 に 関す る 近代 的 思 想 の 先駆 を な し 。 つ いで 
度 応 4 年 に は 、 論 吾 と 同学 の 神田 孝平 、 渡 部 一 郎 等 の 先覚 者 も 、 後 に 述べ る よ 
うに 、 新 聞 お よび 書籍 に より 西洋 に お ける 発明 事情 を 紹介 する と と も に 、 わ が 

国 に お ける 発明 思想 の 必要 を 鼓 吹 し た 。 当 時 の 新聞 も 、 その 指導 者 的 識見 と 
知識 を 世界 へ 求め ん と する 、 粒 烈 な る 民意 を 反 喘 し て 、 競 つて 海外 記事 の 取材 
に 努め 、 当 時 の 知識 届 に お ける 近代 的 思想 を 添 准 せしめ る 資 と な つた 。 と の よ 
うな 欧 覚 者 と それ を 反 喘 する 新聞 の 所 説 と は 相 師 つて 、 し だ い に わ が 国 当 時 の 
有識者 、 指 導 者 間 に 、 近 代 的 発明 理念 に 計 す る 認識 理解 を 深き せる こと に 成 
功 し 、 や が て は 明治 新政 府 の 当 路 者 の 政策 的 意図 と まつ た く 合 致す る と と ろ 
な り 、「 専 売 略 規則 」 と な つて 凝結 し た の で ある 。 

この 冒頭 に は 、「 何 品 = 和 寄 ラ ラス 新 発 明 致 シ 候 者 ハ 請 来 専売 御 差 許 相 成 師 」 と 
あり 、 こ れ を 上 述 の 徳川 時 代 の お 触 書 「 新 規 法度 」 の 「 珠 布 新規 之 儀 ……… 可 
為 無 用 候 」 また は 、「 呉 服 物 、 諸 道具 、 書 物 類 は 申す に 及ば ず 、 諸 商売 物 、 菓 
子 類 に て も 、 新 規 に 巧 出し 候 事 自 今 以後 墜 く 停止 た り 」 と 比較 対照 する と き 、 
われ われ は 、 は つき り と この 「 専 売 略 規則 」 に 規定 され た 新しい 思想 を 見 る こ 
と が で きる の で ある 。 し か し 、 触 番 で 表現 され る 装 建 時 代 の 抑圧 的 巻 え か ら 、 

こ 180 度 の 大 転換 を 遂げ た この 新 思 想 の 生み 出さ きる べき 政治 的 、 社 会 前 基盤 

を 求め る な ら ば 、 如 何 に 日 本 が 、 胃 治 礁 新 を 契機 と し て 、 上 述 規 定 の ょ うな 近 
代 的 資本 主義 社会 に 飛 虫 せん と する 意欲 と 生み の 苦し みみ と も いう べき 過重 な 努 
カカ が 払わ れ た か が 、 こ の 一 事 の 中 に も 如 笑 に 示さ れ た も る の と いえ る で は な いか 。 

し か し な が ら 、 か ょ ゝ る 急激 な 変革 的 要求 $ 、 現 実 と 合致 し な い り 、 現 実 側 
か ら す る 法制 へ の 反 援 が 現われ る 。 も ちろ ん 、 こ の 市 告 $、 竹 々 の 封建 的 捧 格 
を 打破 し 、 国 民 の 自主 性 を 尊重 する 諸々 の 立法 、 す な わ ち 、 胃 治 3 年 に は じ ま 
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る 民法 編集 事業 、 同 4 年 の 戸 短 則 、 新 貨 条 例 、 造 整 規則 の 制定 、 廃 落 置 県 と こ 


械 の 発明 が 続出 する ご と き 段 階 に は 進ん で いな か つた 貧弱 な 現実 と 、 こ の 規則 
が 目途 と する 理想 と が 余り に る 懸 絶 し て いる 履か 、 あ る い は また 、 政 府 側 に お い 
て この 規則 を 実施 すべ き 能 力 と 機構 と を 欠い て いた 夏 で も る か 、 さ ら に は また 
一 歩 進ん だ 法 体系 を 樹 て る べき 検討 の た め の 冷 革 期 間 を 設け る 敵 で も つた か 、 

と に か く と ら の 新 思 想 を 盛り 込ん だ 「 専 売 略 規則 」$ も 1 年 を 経 ず し て 廃止 され る 
に 至 つた 。( し か し 、 胃 治 8 年 、 時 の 工 部 卿 伊藤 博文 は 、 奈良 県 権 令 藤井 基 が 
新 発 明 品 専売 の 僕 に つき 伺い 出 た の に 計 し 、「 御 国内 之 催 は 、 い まだ 工業 の 学 
術 不 相 開 に 付 、 新 発 明 と 申立 候 と る 取調 修得 ば 大 抵 西洋 在 来 品 を 模擬 する 者 に 
て 真 の 発明 に 出る 者 無 之 を 以 て 一 と 光 専 売 規則 被 相 庭 ( 略 ) 云々 」 と ある よう 
に 、 ま だ 規則 を 受け 入れ る だ け の 現実 で な か つた と いう の が 真相 で も あろ うか 。) 
し か し いずれ に せ ょ 、 と の 明治 5 年 か 明治 18 年 の 「 専 売 特許 条例 」 が 制定 
され る まで の 時 期 は 、 工 業 所 有 権 を 含め て 、 近 代 的 法制 を 樹立 せん と する 胃 治 
雑 新政 府 の 苦難 と 努力 と の 時 代 で あつ た と 同時 に 、 ま た あたかも 砂漠 に 水 が 吸 
収 さ た る 如く 、 西 牙 諸 国 の 新知 識 は 、 陸 続 と し て わが 国 に 流入 され 、 経 済 的 、 

会 的 発展 が な され た 時 代 で あつ た 。 そ の 間 、14 年 に は 、 元 老 院 に 専売 免許 条 
例 制定 の 意見 香 ぶ が 出さ れ た が 、 こ と の 時 は 、 倫 早 論 が 勝 を 制 し た が 、 新 聞 論 調 そ 
の 他 一 般 の 公衆 の 奥 論 は 、 依然 活 気 を 呈し て お り 、 こ れ ら の 座 に 促進 され 、 や 
が て 胃 治 1 年 に 至 り 、「 専 売 特許 条例 」 の 公布 を 見 た の で ある 。 
明治 19 年 と い う 年 は 、 維新 更に お ける 重要 な 期限 を 割 す る 年 で も や つた 。 す な 

| 。 :、 疹 来 正 作 導 久田 、 久 易 の 逆 御 、 財 攻 示 の 増大 (と くに 10 年 
| の 西 直 職 争 に よる ) 爺 に 伴う 不 換 紙 幣 の 増発 を 原因 と し た 激しい イン フラン は 、 

生来 、 当時 の 松方 下 義 大 誠 衝 の 異常 た 決 世に よる 起 均 衛 算 ( 邊 税 の 一 向 と 
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殖産 過 業 政策 は 、 こ の 紙 刺 整理 の 完結 と ほぼ 同時 に 一 転 し 、 従 来 の 官 業 を 民間 

に 払い 下げ る 方 針 が 定め られ 、 各 種 の 近代 的 企業 が 正 に 錠 興 へ の 第 一 歩 を 印 し 
た 年 で も あり 、 し か も 、 同 時 に この 年 に は 、 こ と の よう な 実情 に 歩 を 合せ で 、 西 


欧 の 諾 制度 を 模 條 し た 内 閣 官 制 が 実施 せら れ た の で あつ た 。 こ の 記念 すべ き 年 
に 当り 、 近 代 的 法制 化 の 一 環 と し て の 「 専 売 特許 条例 」 が 採り 上 げ ら れ た の で 
ある 。 内閣 官 制 を 確立 し 、 近代 的 な 法典 を 編 筐 す る こと の 企図 は 、 一 方 に お い 


て 、 明 治 新 政府 の 至上 合 信 で あつ た 中 基 集 権 確立 の た めで ある が 、 他 方 に お い 
て 、 国 家 近 代 化 の た め の 殖 産 貞 業 と 基調 を 一 に する 、 天 下り の 了 開明 、 啓 蒙 に あ 
つた 。 こ の 意味 に お いて 、「 専 売 特許 条例 」 は 、 その 前 年 制定 され た 「 商 標 条 
例 」 と と も に 、 き ぎ きわめて お お き な 歴 更 的 意義 を 有する と いえ よう 。 

今 、17 年 6 月 、 太 政官 布告 を も つて 公布 きれ た 「 商 標 条 例 」 に つい て 一 対す 
る の に 、 こ の 条例 も 、 実 に 経済 の 発展 と 技術 の 進歩 と に 則 応 し た 商事 諾 法制 の 
光 太 を な す も の で あつ て 、 や が て は じ ま る 資本 主義 的 発展 の 前 夜 に お いて 、 よ 
う や くく 不正 競争 の 弊害 が 自由 競争 の 反面 に 現われ は じ め 、 こ と に 輸出 賀 易 に お 
いて いち じ る し いも の が あつ た の で 、 商 標 権 の 確立 を 図る こと に より 、 こ の 状 
即 を 打破 せん と する も の で あつ た 。 資本 主義 が 健全 な 発展 の 軌道 に 乗る た 
は 、 詐 頑 的 要素 を 排除 し た 合 正 な 競争 と 適正 な 利潤 一 一 
の た め の 法 的 規制 が 、 経 済 社会 の 内 的 要求 と し て 必然 的 に 現われ る の で あつ で 、 
この 要求 を 当時 の 啓蒙 専制 政府 が 見 逃す わけ が な く 、 そ れ が 、「( 不 動産 ) 疹 記 


法 」 の 制定 で も り 、「 商 社 法 」 の 公布 準備 で も り 、 そ し て この 「 商 標 条例 」 の 
制定 で あつ た 。 

し か し 、 こ の 商標 条例 が 制定 され る まで の 過程 は 、 必 ず し も ゃ 簡単 で ほな か つ 
た 。 何 牙 な ら 、 社 会 各層 の 進み 方 は 均一 で は な く 、 法 制 実現 の 過程 に る 、 あ る 
い は 促進 的 な 、 あ る い は 阻止 的 な 要因 が 交錯 し て 働い て いる か ら で あ つて で 、 こ 
の こと は 、 既 述 の 専売 略 規則 に も 見 られ た し 、 貴 売 特許 条例 に も 癌 記法 に $ 商 
社 法 に も 見 られ た よう に 、 こ の 商標 条例 も その 例外 で は な か つた 。 す な わ ち 、 
早く も 9 年 に は 、 油 定 へ の 散 芽 が 見 られ 、12 年 に は 一 応 形 を 整え た 、 商 標 条例 
草案 が で き 上 つた に も か か わら ず 、 東 京 商 法 会 議 所 は 時 期 何 早 と し て これ を 所 
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| き \、 大 阪 二 法 人 識 所 は これ を 拡 迎 する 旨 を 葉 思 表示 する な ど 、 必 ず し ゃ 民間 
| 2 意向 は 一 致し な いま まき 推移 し た が 、 や が て 、3 年 を 経 な い 中 に 、 東 京 人 の 施 
本 度 を 一 変 さ きせ 、 条 例 制 定 を 政府 に 建議 せしめ る に 至 つ た 。 こ の 問 の 事情 は 、 以 
3 区 下 各論 に 詳 パ ぶ す る と ころ で ある が 、 こ の 背景 に は 、 前 述 の よう に 、 公 正 な 経済 
| 取引 へ の 要請 が あつ た わけ で あつ て 、 後 述 する 群馬 県 下 の 事件 を は じ め と する 
| | 人 HB 不正 科 衝 中 件 頻発 に と も な い 、 当 事 者 が 自主 的 に 商標 の 取締 保 誰 を 庄 
| し 不 E 朱 除 に 努め た も ゃ の が あり 、 柄 木 県 足利 商工 会 ら 織物 商標 規則 な ど そ の 
一 例 で もり 、 こ れ ら が 東京 商法 会 議 所 の 紫 度 を 変化 させ る に も あず か つて 大 き な 
2 カカ が あつ た と と ゃ に 、 下 府 に ゃ 条例 制定 の 必要 な と と を 認め や させ た の で あつ 
| て 、 数 回 の 条例 筆 の 作成 を 経て 、 こ こ に 商標 条例 は 公布 きれ た の で ある 
17 年 、 元老 院 の 立法 会 議 に お い て 、 政府 委員 高橋 是 清 は 、「 彼 ノ 佐 野 利 入 ノ 
| 時 新聞 祉 ノノ 如 +、 一 以 ヲ 声 名 2 米国 = 博 シ 、ー 以 ラ 声 名 を 清国 
ニ 博 モン モ 欧 = 狗 狐 社 ノ 礎 製 検 造 そ キシン ョ リ 両 者 共 ニ 信用 ヲ 墜 シ 利 益 ラ 失 」 つ た 
| と 述べ 、 そ の 人 条例 制定 の 理由 を 説明 し た 。( 当 時 の こと の ょ うな 不正 続 争 の 防 過 
| は 、 一 方 で は 、 こ の ょ うな 商標 条例 の 制定 に よる と と も に 、 他 方 で は 、 株 仲間 
。 。 2 用 上 を 全国 し た 同業 補 基 の 制定 に よ つ た 。 時 を 同じ くし て 現われ た 杏 者 
| 制定 部 旨 に は 、 相 通ずる も の が あつ た 。) この 商標 条例 に よ つ て 、 商 標 は 、 


交 
に 


、 左 商 務 省 ノ 商 標 簿 = 愛 録 経 」 る こと に より 15 年 の 専用 権 を 与え られ 、 そ の 
、 節 才 に 計 し て 権利 者 は 、 民 事 的 救済 を 受け うる ょ うに な つた 。 近代 的 な 無体 財 
) 産 権 の 光 駆 は 、 こ ヽ ゝ に 実現 し た わけ で ある が 、 そ れ と 同時 に 、 政 府 に よる 登録 
の 制度 の 創設 も 見 た わけ で ある 。 

、 層 18 年 、「 専 売 特許 条例 」 が 元 導 院 で 審議 さ れ た 際 、 政府 委員 の 高橋 大 消 は 
に お ける 技術 的 発達 の 状況 と 法 の 不備 に つ い て 、「 適 々 良 器 良 法 ヲ 発明 セ 


ー 


常 ニ 他人 ノ 模 造 シ 若 クハ 物 用 スル 所 トナ アラ 以 テ 、 有 益 ノ 発明 モ 何 之 フ 生 


専売 特許 条例 ノ 制 定 ラ 侯 ツ 者 住 々 = 之 し 有 ル ナリ | と 説い た 。 発明 者 の 
法 に よ つ て 確保 する と と も に 、 そ の 発明 内 容 を 公開 する こと に より 社会 


て た が 、 工 業 所 有 権 制 度 本 来 の 趣旨 を 明 確 に 把握 し た も の と いえ る 。 


水準 を 高め ん と する 現代 的 要求 が この 条例 の 制定 理由 と し て 、 ク ョ ー ズ 
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今 、 こ の 条例 の 性 格 に つい て 一 言 す る を 要する の で ある が 、 近 代 的 特許 法 の 
最初 の も の で あり 、 そ の 後 数 回 の 改正 が あつ た と は いえ 、 現行法 の 多く の 条 交 
の 根源 と な つた この 条例 は 、 多 く の 点 に お いて ラフ ラン ラテ 特 誕 法 に 由来 し た と い 
われ る 。 何 政 フラ ンス 法 が 継受 され た か 、 こ こ に も 当時 の 政治 的 、 社 会 的 事情 
が 観 取 で きる の で ある 。 

当時 、 わ が 国 に お ける ドイ オジ 法 系 の 勢力 は 、 イ ギリ ラ 法 、 フ ラン テラ 法 系 民 氏 
べ て きわ め て 弱く 、 も つば ら 学 派 の 争 は 、4 ギ リラ 法 系 と フラ ン ラ 法 系 の 対 補 
と し て 現われ た 。 この こと は 、20 年 代 に お ける ボア ッ ナ ー ド 民法 典 を 巡る い 
わ ゆ る 「 法 典 論争 」 に 顕著 に 見 られ る と ころ で ある が 、 オ ギリ ラニ 法 系 の 法理 念 
が 、 そ の 根底 に お いて 、 慣 習 、 伝 統 を 章 重 する 立場 に 立ち 、 法 律 を る つて 、 和 社 
会 、 人 事 を 改造 する こと に 反対 する 、 い わ ば 不 交 律 主義 を 探る の に 対し て 、 フ 
ン ラ 法 率 の それ は 慣習 、 伝 統 主義 を 排 す る と と も に 、 自 然 法理 論 に 立脚 し た 
立法 主 装 を 主張 し 、 経 済 の 発展 を 妨げ 、 人 区 の 進歩 を 害する 弊 雪 を 取り 除く た 
め に は 、 成 交 法 典 が 必要 で あ も る と し た 。 こ れ は 、 当 然 中 央 集権 と 統一 と を 要求 
する 当時 の 維新 政府 の 思想 的 立場 へ 結び 付く 契機 を 内 包 し た 。 換言 す れ ば 、 族 
謀 専 制 を 旨 と し 、 上 か ら の 殖産 奥 業 、 和 富国 強兵 の 政策 を 真 向 か ら 掲げ た 維新 政 
府 が 、 こ の 上 か ら の 指導 盛 蒙 の 立場 に 立つ ララ ンス 系 の 法制 を 摂取 し ょ うと 記 
る 動き は 、 い わ ば 水 が 低 き に 流れ る 如き 必然 の 姿 で も つた と いえ る 。 

し か し 、 フ ラン ラテ 法 体系 が この 産 蒙 専 制 政 府 に よ つ て 継受 され る 限度 に は 、 
自ら 限度 が ある 。 そ れ が 社会 の 底 か ら の 民主 主義 革 谷 を 目指 する の で は な く 、 
常に 絶大 な る 権力 を 保持 し よう と する 当時 の 政府 の 制定 に 係る る の で ある 限 9 
当然 で も つた 。 し た が つて 、 こ の 条例 が ララ ン ラ 特許 法 継 受 の 上 に 制定 され な 
が ら 、 そ の いわ ゆる 権利 主義 ( 最 先 発明 者 に 当然 特許 を 与え る 主義 、 す な わ ち 
特許 を も つて 確認 行為 と する の 説 に 立つ ) は 放 径 され 、 特 許 は 上 か ら 与 えら れ 
る と する いわ ゆる 恩恵 主義 に 改変 され 、 特 許 を も つて 政府 の 任意 行為 と な す 
立場 を 残す 結果 と な つた の で ある 。 し か し 、 こ れる も 数 年 を 出 で な い 間 に 、 高 橋 
晶 消 の 僅 大 な る 努 に よ ょ つて 、 権 利 主義 へ の 前 進 ぶ が な され た こと は 、 つ ぎ に 述 
べ る 通り で ある 。 
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高橋 先 消 区 玉田 居 に よる 調 栓 の 結果 制定 され た 明治 21 年 「 特 許 人 条 例 」 お 
び 『 前 標 条 例 」 は 、18 年 「 専 売 特 許 条 例 」、17 年 「 商 標 条 例 」 の 全 女 を それ ぞ れ 
履正 し た る の で 、 その 内 容 は 、 お お い に 改 善 さ れ 、 し か の みな ら ず 新た に イ ギ 
9 ス の 制度 を 模 仔 し た 「 意 匠 条例 」 の 制定 を も 見 る に 至 つ た 。 元老 院 に お ける 
高橋 の 説明 に よれ ば 、「 前 ノ 条 例 公布 以来 、 発 明 者 類 ル 増加 シ 、18, 19、 2 年間 ニ vw 
専売 特許 ラ 願 出 者 2.000 余 人 ノ 多 キ = 及 ど 」、「 時 代 ノ 進 運 ノ 海 外 ノ 事情 = 応 
マテ 改正 スル 必要 」 が あつ た の で ある 。 内容 的 に は 、 欧 米 族 国 の 制度 、 殊 に ア 9 ッ ズ 
ヌ ) カ の 制度 の 影響 を 強く 受け 、 特 許 の 請求 を も る つて 発明 者 の 権利 と し 、 特 許 
の 出願 に 涼し て は 、 一 定 の 特許 局 審査 官 を し て 審査 せしめ 、 真 の 最 先発 明 者 に 
。。 は 、 当 然 権利 を 附 与 す る 主義 (いわ ゆる 権利 主義 ) を 確立 し た 。 こ の 改正 は 、 
| 時 の 民権 論 の 風潮 と 相 伺 つ て 、 相 当 の 期待 を 受け た こと が 想像 され る と と も 
| に 、 注 吊 の 近代 化 の 一 環 を 担い 、 経済 の 一 居 の 発展 を 約束 させ る に 足る も の が 
' あつ た と いえ を ょ う 。 
し か し な が ら 、18 年 か ら わ ず か 3 年 足ら ず の 間 に 大 改正 を 断行 せしめ た 契 機 
と し て 、 わ れ わ れ は 、 当 時 に お ける 条約 改正 を 無視 する と と は で き な い で あろ 
| う 。 この 契機 が 直接 に も つと も 強く 働い た の は 、 後 に 述べ る 32 年 の 改正 に お い 
| パパ て で 5 つた けれ と 3、 胃 治 前 半期 に お ける 法制 の 近代 化 推進 の 背後 に は 、 外 部 
的 要因 と し て 、 常 に この 条約 改正 が 役割 を 演じ て いた こと を 忘れ る こと は で き 
、 な い 。 今 、 箇 単に その と と に 触れ て 見 よう 。 
そもそも ゃ 、 条約 改正 は 、 単 な る 外交 上 の 問題 で は な い の で も つて 、 い わ ば 国 
。 内 の 近代 化 政策 を 促進 する た め の 拍車 に 外 な ら ず 、 そ の た め に は 近代 的 な 統一 
| 法典 の 制定 を 急ぐ と と も に 、 国 民 の 教育 を 普及 し て 国際 眼 を 開か し め 、 も つて 
) 外人 を し て 疾 ん じ て 居 住 せしめ る 必要 が あつ た 。 し た が つて 、 胃 治 政府 は 、 政 
) 集 の 基本 を 放 芝 専 側 に 吐き 、 強 力 に 近代 化 を 促進 し た 。 再 列 制 か ら 一 気 に 資本 


5。 < 条約 改正 一 一 国内 近代 化 の 必要 一 一 中 央 集権 化 、 統 一 的 近代 法典 制 
> の 系 譜 は 明治 時 代 前 半期 の 政治 的 経済 的 特色 を 形成 し た と いえ る 。 


っ 太る あり 
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その 端的 な 現われ は 、 明 治 19 年 8 月 、 井 上 毅 外 務 帰 の 要請 に も と づき 、 条 約 履 
正 を 目標 と し て 、「 法 律 取調 委員 会 」 が 外務 省 に 設置 され ん た こと に より 示さ れ 
て いる 。( も つと も と れ は 、 後 に 司法 省 に 移管 され た 。) 
この よう な 強い 契機 た る 条約 改正 は 、 工 業 所 有 権 制度 の 変遷 に お いて る 例外 
な く 強 く 作 用 し 、 す で に 17 年 の 商標 条例 、18 年 の 専売 特許 条例 の 制定 も 、 実 は 
メリ 工業 所 有 権 保護 同盟 条約 の 成立 を みた 明治 16 年 (1883 年 ) 当 時 の 国際 情勢 下 
に お いて 、 工 業 所 有 権 に 関す る 何ら か の 新 立法 に より 、1 つ は 国際 立法 だ 一 い 
1 つ は 条約 改正 を 目途 と する 、 わ が 国 の 当時 の 情勢 を 有利 な らし め よ うと いう 、 
政府 の 意図 に 出 た も の と も 考え ん られ る 余地 が ある 。 と の よう に 工業 所 有 権 制 度 
の 確立 に 対し て 、 条 約 改正 の た め の 如 何 に 大 き な 期 待 が か けら れ た か は 、 わ れ 
われ の 想像 以上 で も つて 、 早 くも 10 年 代 に お ける 前 述 の 井上 外務 卿 の 条約 改正 
交渉 に 当 つ て も 工業 所 有 権 問題 が 常に 採り 上 げ ら れ て いる の で ある 。 す な わ ち 
15 年 1 月 か ら 7 月 に わた る 、 井 - 上 外務 釣 と 1 ギリ ス 、 ド イッ 、 ラ フラ ンス 、 オ 
り 改正 予備 会 議 に お いて 、 烈 国 委員 は 、「 商 


ー ス トリ ーー 等 15 ケ ヶ国 代表 と の 間 の 条 訟 
する と と 」 を 提 談 し 、16 年 12 月 、4 ギリ スラ 外 


標 専売 免許 及び 出版 権 免許 を 附 与 
相 は 、 和 覚書 に お いて 、「 外 国 商標 、 専 売 免許 及び 発明 を 保護 する 問題 の 速 か な 決 
征 」 を 求め 、 つ いで 18 年 4 月 の 改正 条約 案 中 に は 、「 両 締約 国 は 、 相 互 に 商 近 
を 傘 録 し 、 之 を 保護 すべ き と と 」 と し 、 と れ に も と づき 、19 年 5 月 の 第 1 回 条 
約 改 正 会 議 が 行わ れ た の で ある 。 越え て 、23 年 7 月 の ギリ ラス 側 提示 に 係る 条 
約 改正 案 中 に も 、「 傾 事 裁 判 の 庭 止 前 に 、 同一 条約 に 加入 し 、 適 当 な 法律 を 油 定 
すべ き 」 旨 の 規定 が 見 られ 、26 年 7 月 の 陸奥 外相 の 条約 案 中 に $、「 工 業 所 有 
権 保護 に つき 、 相 互 に 内 国民 待 退 を 与 う べき 」 旨 の 規定 が 見 られ る な ど 、 条 約 
委 中 の 重要 な 人 条項 と し て 、 工 業 所 有 権 問題 が 常に 交 場 し て 来 て いる こと を 知り 
うる の で ある 。[ な お 、 と の 間 の 事情 を 物語 る る $ る の と し て 、 明 治 和 年 、 高橋 是 
清 が 演 述 し た 思い 出 に よれ ば 、「( そ の 時 分 明治 21 年 、 特 許 条例 和仁 条 例 が 制定 さ 
れる 頃 ) 外国 人 に も 専売 特許 権 を 与え る と いう 論 が 盛ん に な つて 、 ま た 外国 の 
発明 と いえ ども 専売 免許 を 与え る が 宜 い ちや な いか 、 つ まり 外国 の 発明 品 を は 
じ め て 輸入 し た 者 、 あ も るい は 外国 の 発明 者 に 専売 権 を 与え る よう に 、 法 律 を 改正 
31 
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記 る は 5 に と い 5 谷 令 が も り ま し た が 、 私 は それ を 拒ん だ 。 と いう の は 、 そ の 
時 分 に は まだ 条約 改正 と いう も ふ の が で き て いな く て 、 治外法権 が 依然 と し て 存 
奉じ て いる の で 、 私 が 外国 へ 取調 に 行 つ た 時 分 に 、 外 国 の 友人 が いう の に 、 日 
本 の 条約 改正 と いう も の は 重要 な 問題 で も る が 、 こ れ を 仕 送 び よう と する に は 、 
合 お 前 の 取り 調べ て いる よ うな 商標 発明 の 権 を 外国 人 に 与え て 子 つ て は いけ な 
いそ ぞ 、 外 国 が 条約 改正 を な す は 、 将来 日 本 が 盛ん に な つた 時 、 発 明 の 侵害 を さ 
れ て は 困る 、 ま た 商標 の 保護 、 意 匠 の 保護 を し て 貰い た いた めで ある 。 し か る | 
に 、 昌 本 が 今 HIE お いて 、 そ うい う も の を 与え た な れ ば 、 今 度 は 条約 改正 を す 「 
る と 目 分 の 方 が 損 に な る か らし な く な る 、 そ の と と は よく 注意 を し て いて 、 条 | 
約 改 正 前 に は 決し て 商標 の 保護 、 意匠 の 保護 、 発 明 の 保護 、 な ど を し て は なら 

ぬ ぞ と いう 注意 を 受け た こと が ある 。 そ れ 攻 に 、 井 上 侯 ( 農 商務 大 区 ) の 命令 

は ほ は あつ た けれ と ど ゃ も 、 私 は これ を 拒ん で 、 条 約 改 正 を 彼ら が し よう と いう の は 、 

これ ら の 保護 を 得 た いと 望む か ら で あ る 。 し か る に 、 今 日 これ を 彼ら に 与え る 

と 、 条約 改正 の 後 彼ら の 利 す る と と ろ が 少く な る か ら 、 い つま で も 条約 改正 は 

で きぬ で あろ うと いつ て 話し た の で 、 井上 侯 も 遂に それ は も つと も だ 、 そ れ な 

ら は で の 改正 は せ ポ 置く と いう 5 と と に な り ま し た 。」 と の よ う に し て 、 条 の 

状 、 や が て 工業 所 有 権 制度 の 条約 改正 へ の 役割 は 大 きく 浮 び 上 つて 来 た の で ある 

る 。J 
この ょ うな 条約 政 正 と いう 促進 的 契機 は 、21 年 特許 条例 制定 の 際 も 強 か つ た を 
が 、$ も つと ゃ く 働い た の は 、32 年 特許 法 に 対し て で あつ た の で ある 。 
すなわち 、392 年 に は 、21 年 「 特 許 条例 」、「 意 匠 条例 」、「 商 標 条 例 」 を 改正 す | 
る 「 特 許 法 」、「 意 区 法 」、「 商 標 法 」 が それ ぞ れ 公 市 きれ た が 、 こ れ ら は 、 直接 』 
、 に ほ 、 プ リ 工業 所 有 権 保護 同時 条約 加入 を 原因 と し て 制定 され た も の で ある 。 
。 し か し 、 同 条約 の 加入 も 、 実は 、 不平 符 条 約 の 改正 を 規定 し た 各種 の 2 国 間 協 
、 定 の 締結 の 条件 と し て 、 そ の 議 定 午 中 に 義務 づけ られ た も の で あぁ つ た 。( こ の 
間 の 関係 は 、 丁度 敗戦 後 の 日 本 が 対日 平和 条約 締結 の 条件 と し て 、 そ の 附属 宮 
言 中 に 、 原 産地 虚 傍 表示 禁止 に 関す る て マドリッド 協定 を は じ め と する 9 条約 の 


し 、 国 際 的 協調 を 行う こと は 、 不 平等 条約 を 改正 する た め に は 必要 な こと で あ 
つて 、 当 時 の 帝国 議会 に お ける 改正 法 筆 の 提 筆 理由 説明 中 に も 、 条 約 加 入 を 改 
正 理由 と し て 挙げ る と と も に 、「 外 国人 ノ 信 用 ラ 得 テ …… (云々 )」 の 言葉 が 述 
べら れ て いる こと に も 十分 うか が える よう に 、 本 法 は 、 条 約 改 正 を 直接 の 契機 
と し て 制定 され た の で あつ て 、 こ ヽ ゝ で も われ われ は 、 明 治 時 代 に お ける 入 約 
改正 の 、 歴 更 的 意義 の 大 きき さ を 知る こと が で きる の で ある 。 

な お 、 こ の 年 32 特 許 法 の 制定 に 先立ち 、29 年 11 月 、 不 平等 条約 改正 を 目的 と 
する 日 本 、 ド イタ 間 の 通商 航海 の 公布 施行 に 伴い 、 そ の 議定書 の 規定 に 
と づき 、 工 業 所 有 権 の 保護 を ドッ 人 に 対し て 与え る こと と な つた が 、 こ と これが 
外国 人 に 対し て 権利 享有 能力 を 認め る 嗜 生 と な つた 。 イ ギリ ス 、 ア メリ カ 等 の 
諸国 民 に 対し て も 、 同 様 に 各 条 約 に も と づい て 、 と れ を 認め る と と と な つた 8 

その た め の 外 国人 に 対す る 信用 獲得 一 一 を 直接 契機 
と し て 、 や ヽ ゝ 早急 の 中 に 制定 され た 32 年 特許 法 も 、 や が て 42 年 に 至る や 

後 の 日 密 戦 争 期 間 を 含む 技術 的 進歩 に 胃 づ けら れ た 時 勢 の 進 運 に 則 応 し た 改正 
が 、3 度 断 行 せ られ る に 至る の で ある 。 

明治 42 年 「 特 許 法 」 は 、 権 利 の 保護 を 厚く する と と も に 、 公 益 と の 均衡 を 図 

る 点 に 重点 が 置か れ 、 同 時 に 時 勤 に か な つた 手続 の 簡素 化 を 図る と いう 、 い わ 
ば 、 前 法 の 制定 理由 と は 異 つ た 理由 に よる 自主 的 改正 が 、 よ う や くに し て 行わ 


の より (に 条約 改正 = ニニ 


れ た の で ある が 、 こ こと に お いて 、 大 正 10 年 の 改正 を 後に 備 つ と は いえ 、 一 応 近 
代 的 特許 制度 が 確立 され た と いえ る 。 

以上 入 単 に その 変遷 を 述べ た よ うに 、 工 業 所 有 権 制度 は 、 他 の 法制 と 異 り 、 
きわ め て 対外 関係 が 多い (何故 な ら 、 外 国人 は 在 日 し な く と も 日 本 に 権利 を 有 
する こと が で きる か ら ) 関係 上 、 明 治 時 代 前 半 に お いて は 、 常 に 外 変 更 一 一 条 
約 改正 更 一 一 と 表 昔 一 体 を な し て 発展 し て 来 た と 同時 に 、 対 内 的 に は 、 既 述 の 
よう な 富国 強兵 、 殖 産 興業 を スロ ー ガ ン と する 日 本 資本 主義 を 担う る の と し て 
政府 の 強い 関心 を 若い て 来 た こと は 注目 に 値 い する 。 

現行 の 大 正 10 年 特許 法 に 至る と 、 や や 趣 を 変え 、 商 工業 の 異常 な 発展 一 一 そ 
と に は 第 1 次 大 戦後 の いち じ る しい 好景気 に も と づく 膨 妥 が ある 
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い 、 技 術 面 に お ける 改正 の 必要 か ら 制 定 さ れ た も の で ある こと は 、 胃 治 42 年 改 
正 に お ける と 同様 で も つた が 、 当 時 の 時 代 の 風潮 に 影響 され た 理念 的 な 改正 契 
機 を 見 出す こと が で きる 。 
当時 の 夫 政 挫 護 運動 (大 正 2 年 以後 各地 に 起 る )、 シ や 共産 主義 革命 (大 
正 6 年 11 月 )、 ド スジ 民主 主義 革 谷 (大 正 7 年 11 月 )、 ウ イシ ッ ン 、 ア メリ カ 大 
基 誤 の 民主 主義 S よ び 民 族 自決 主義 の 原則 宣言 (大 正 7 年 )、 吉 野 作造 ら の 啓 
、 誤 運 動 (大 正 7 年 各 明 会 を 組織 、 大 正 8 年 河上 敬 「 社 会 問題 研究 」 創刊 、 大 原 
社会 問題 研究 所 創立 )、 普 通 選 挙 に 対す る 一 般 の 異常 な 関心 (大 正 9 年 苦 選 デ 
モ )、 日 本 最初 の メー デー (大 正 9 年 5 月 な ど に 表現 され た デモ ク ラシー の 
気運 は 、 一 方 で は 大 正 14 年 の 治安 維持 法制 定 へ の 口実 を 提供 する と 同時 に 、 他 
方 で は 、 お お く の 民 主 主義 立法 (た と えば 、 大 正 10 年 に お ける 、 借 地 法 、 借 家 5 
法 、 職 業 紹介 法 、 大 正 11 年 に お ける 、 借 地 借 家 調停 法 、 少 年 法 、 健 応 保険 法 、 
大 正 12 年 に お ける 、 工 場 労働 者 最低 年 令 法 、 虹 楽 = 使用 シ 得 児童 ノ 年 齢 = 関 
スル 条約 (加入 )、 大 正 13 年 に お ける 、 小 作 調 停 法 等 ) へ の 基盤 を 提供 し た 。 
この ょ うな 基盤 の 上 に お いて 行わ れ た 工業 所 有 権 法 の 改正 に は 、 た ん に 技術 「 
的 改正 と 見 られ る よう な 条項 に つい て さえ も 、 お お く の 民 主 的 要請 が 織り 込ま | 
れ て いる こと を 、 われわれ は 、 以 下 に 述べ る よ うな 、 慎 重 な 政 府 の 提案 理由 説 | 
明 中 か ら 観 取 し うる の で ある 。 
この 説明 に よれ ば 、 と くに 5 つの 重要 な 改正 点 が ある と せら れ た 。 
すなわち 、 そ の 第 1 は 、 光 発明 主義 を 区 願 主 義 に 改め た こと で あり 、 第 2 と 
し て は 、 特 許 と 実用 新 筆 の 区 別 を 明らか に し 、 意匠 権 の 客体 を 明らか に し た こ 
と で あり 、 第 3 は 、 出願 公 告 の 制度 を 設け た こと で あり 、 第 4 は 、 拒 絶 理由 通 
移 の 制度 を 設け た こと で あり 、 第 5 に は 、 任 務 発 明 規 定 を 整備 し た こと で ある 
と され た 。 
bp そし て 、 こ の 第 3 と 、 第 4 の 改正 は 、 審査 形態 の 、 い わ ば 民主 化 を 図 つ た こ 
と に 、 第 5 の 改正 に つい て は 、 被 使用 者 の 任務 発明 に 関す る 、 使 用 者 側 と の 問 
の 権益 の 公平 化 を 図っ た と と に あつ て 、 と の 5 つの 要点 の 中 、 実 に 、 そ の 3 ま 
化 的 要素 と 見 られ る の で ある 。 
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何 痢 な ら ば 、 出 願 公告 の 制度 を 設け た こと は 、 権 利 設 定 後に 紛争 が 起 る こと 
央 .+。。、。 wurusi E: コ 
査 官 の 限ら れ た 能力 で は 、 審 査 上 の 誤 も ちゃ も あろ うと の 見 地 か ら 、 一 般 会 衆 の 知 


識 を 借り ょ うと する 、 謙 虎 な る 要請 と 、 一 般 公衆 に 対し て 、 権 利 設定 に つき 異 
議 あ る 者 に は 、 十 分 その 異議 申立 の 和 機会 を 与え 、 も つて その 異議 申立 人 を 恒 撫 
する と 同時 に 、 権 利 設 定 に 関し て の 公正 妥当 な る 処分 の 保証 を 得 よ う と し た も 


の で ある 
また さら に 、 拒絶 理由 通知 の 制度 を 設け て 、 出題 人 を し て 、 拒 絶 の 査定 を 受 


ける 前 に 、 相 当 の 意見 を 申し 出る 機会 を 与え て 、 納 得 の 行く 査定 を 行 お うと 
る 、 き わ め て 氏 主 的 か つ 含 理 的 な 制度 を 設け た の で あつ て 、 こ れ ま で の よう に 
会 権力 を も つて 、 一 方 的 に 権利 を 附 与 す る の と は 異 る 形 を 採 つ た 。 
これ ら の 徐 査 壮 続 上 の 改正 は 、 外 国 の 油 度 の 玉 響 に よ つ た も の で あつ た と は 
いえ 、 当 時 の 日 本 の 社会 、 政 治 状況 と よく 適合 し て 、 特 許 処分 に 対し て 抗告 夫 
判 を 許し 、 こ れ に 不服 ある 者 は 大 審 院 に 上 告 を 許す こと と し た 改正 点 と 相 侯 つ 
て 、 い わ ゆ る 恩恵 主義 か ら 権 利 主義 へ の 一 大 進展 を 示し た も の と いえ よう 。 
また 、 任 務 発 明 規 定 に つい て も 、 後 述 の 特別 委員 会 島田 委員 長 の 言葉 に ある 
に 、 上 旧法 が 職務 上 また は 契約 上 な し た 発明 に つい て は 、 原 則 と し て 、 使 用 
者 に 特許 を 受 く る の 権利 を 帰属 させ た の に 対し 、 改 正法 律 に お いて は 、 原 則 と 
、 破 用 者 (発明 者 ) に 特許 を 受 く る の 権利 を 帰属 させ 、 他 方 使用 者 の 利益 
を も ゃ 願 劇 し て 、 特 定 の 場合 に お いて は 使用 者 に 対し その 特許 発明 を 実施 する こ 
と を 得 せ し め る こと と し 、 ま た 、 特 列 契 約 に より 使用 者 が 特許 を 受 く る の 権利 
を 承継 し た 場合 に お いて は 、 相 当 の 補償 金 を 被用者 に 支払 や し め る 等 、 使 用 書 
と 被用者 と の 関係 の 調和 を 図る こと に 努力 が 傾け られ た 。 
現在 か ら 見 れ ば 、 発 明 者 に 対す る 保護 は 、 こ の 程度 で は まだ 十分 と は いえ な 
いで あろ う が 、 使 用 者 と 被用者 と の 勢力 関係 に 任せ て 応 ス な い 態 度 を 幸 ら な い 
どこ ろか 、 国 が 、 補 用 者 と いう 弱者 に 対す る 配 鹿 を る つて 、 益 用 者 の 地位 に つ 
き 、 旧 法規 定 を 逆転 きせ たこ と に 、 わ れ わ れ は 、 デ モク ラシー の 簿 明 期 に あつ 
5 生 DS 
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TI. 特許 法 

- 上 に S ゆ 生 :: 

人 類 の 歴史 は 、 発 明 の 歴史 と も いい 得る の で ある が 、 と くに 発明 が 経済 更 上 
に お いて 輝かしい 地歩 を 占め た の は 、18 世 紀 半 ば に 由 つ た 産業 革 谷 に お いて で 
あつ た 。 当時 4 や リス で な され た 恭 気 機関 、 紗 績 機 、 カ 織機 等 の 発明 が 一 時 的 
に は 社会 的 反 接 を 惹起 し な が ら も 、 つ い に は 産業 基盤 の 拡大 を 音 し 、 近 代 資 本 
主義 へ の 契機 を 提供 し た こと は 周知 の と ころ で ある 。 

か く て 欧米 諸国 に お いて は 、 発 明 章 重 の 気風 お お い に 尋 り 、 政 府 も また その 

保護 助成 に 努め た の で も つた が 、 わ が 国 に か か る 発明 の 奨励 施策 が 行わ れる ま 

で に は 、 その後 、 な お 100 年 余 を 経 な けれ ば な ら な か つた 。 何 牙 な ら 、 徳 川 竜 
府 の 防 守 し た 貸 国政 策 と その 農業 を 基本 と する 封建 経済 と は 、 社会 の 基盤 を 根 
本 的 に 改変 する よ うな 発明 が 外部 か ら 移 入 す る の を 防ぐ と と も に 、 国 民 自 身 に 

よる 発明 の 発生 を 完全 に 抑制 し た か ら で あ る 。 こ の こと は 、 わ が 国民 を 西欧 婦 
化 か ら 隔絶 せしめ 、 戚 格 な 身分 制 的 な 封建 社会 の 確立 を 音 し た の で ある 。 

この よ ょ うな 固定 的 な 身分 関係 を 中 と する 再建 社会 に お いて は 、 あ ぁ ら ゆる 面 
に お いて 、 現 状 維持 が 支配 階級 の 欲す る と ころ で あつ た か ら 、 歴 史 的 に 沈 湊 し 
た 多く の 慣行 が 反 端 に 重 ん ぜ られ 、 新規 に 係る 事物 の 創造 は 、 既 成 秩 座 を 改変 
する $ の と し て 排 兵 せら れ た の で ある 。 そ の 具体 的 現われ が 幕府 に よ つ て 行わ - 
れ た いわ ゆる 「 新 規 法度 」 で ある 。 

覚 

1. 惣 面 新規 之 儀 、 器物 、 織 物 之 類 一 切 仕出 修 事 可 為 無用 侯 

1. 書物 草紙 之 類 外 多 新 規 に 仕度 修 儀 は 無用 ( 略 )。 見せ物 等 之 僕 は 新規 の 事 不 
致 修 面 は 如何 候 間 此 段 者 可 洛 格 別 事 


ココ 
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類 は 、 追 て 吟味 を 遂げ 、 停 目 申 付く べく 候 韻 、 兼 々 共 旨 心得 ベ き 事 

これ は 、 半 玩 時 代 に お ける 社会 事情 を 十分 に 反映 する も の と いえ よう 。 

当時 、 世 柚 の 職業 が あつ た と は いえ 、 そ れ は 主として 各 沙 に 臣 隷 する 者 に 限 
らち られ る と と も に 、 一 般 庶民 の 技術 の 利用 に 関す る 一 般 法規 と 認 セ べき る の は ほな 
か つた 。 し た が つて 新規 特殊 な 技術 を 発明 し て も 利用 きれ る の みみ で 、 何 ら 報 い 
られ る こと な き 社 会 で も つた か ら 、 発 明 者 は 、 か えつ て これ を 絶対 に 厩 光 に し 
て 、 た だ 、 一 子 ま た は 高弟 に の 伝授 し た の が 実情 で 、 と れ と そ が 技術 水準 の 
向上 (内 容 公開) と 発明 者 保護 と を 月 指す 、 特 許 法 規 の 出現 前 に お ける 発明 者 
の 自己 防 術 で あつ た 。 

た だ 、 こ の 時 代 は 、 公 権力 が 無制限 の 時 代 で あつ た か ら 、 薦 政 者 に お いで て 、 
発明 者 に 対し て 専用 権 を 与え よう と 欲す れ ば 、 と れ を 与え られ な か つた わけ で 
は な く 、 現に 落 に よ つ て は 、 と の よう な 実例 も あつ た の で ある 。 し か が 6 方 
に お いて は 、 そ の 例 が きわ め て まれ で あり 、 ま た 他 考 に お いで は 、 当 時 の わが 
人 民 に は 、 民 権 を 主張 し 、 ま た は 既存 利益 の 保護 を 請求 し 得る 地位 に ほな か つ 
た し 、 圭 壮 v 主 義 に 立脚 する 幕府 の 政策 も る 、 ま た きわ め て 現状 浴 持 的 な 、 退 興 的 
な も の で あつ た た め 、 欧 米 諸国 に お ける よう な 特許 法制 の 確立 を 見 る に は 至ら 
な か つた の で ある 。 

(2) 専売 略 規則 

幕府 政治 が 期 壊し て 、 胃 治 浴 新 時 代 に 入る や 、 こ の 大 変革 期 に お いて 、 近 代 
日 本 の 有する 多く の 事象 の 萌芽 は 見 られ た の で ある が 、 こ れ ら は 、 上 か ら の 改 
革 に よる と 同時 に 下 か ら の 革新 意欲 に も よる も の で あつ た 。 こ の よう に 重要 な 

要因 と な つた 下 か ら の 革新 意欲 の 中 、 も つと も 注目 すべ き は 、 腐 応 3 年 6 月 、 
福沢 諭吉 に よる それ で あつ た 。 彼 は 、 再 度 の 洋行 か ら 帰 朝 し て 、「 海 外事 情 外 
篤 」 を 著 し 、 欧 米 巡 遊 中 の 見 聞 に も と づく 、 彼 の 地 の 交 物 、 制 度 、 風 習 人 等 を 紹 
介 解 説 し た が 、 そ の 中 の 「 私 有 ノ 本 ラ 論 で 」 な る 意 に お いて 、 

「 世 = 新 発 明 ノ 事 ア レ ハ へ 之 = 由 テ 人 間 ノ 庄 益 ラ 成 ス ュ ト 挙 テ 云 フ 可 カ ラス 。 疫 
= 有益 ノ 物 ラ 発明 シタ ル 者 へ 官 府 ヨ リ 国 法 ヲ 以 テ 巻 二ノ 時 限 ラ 定 メ 基 ノ 時 限 
ノ 間 へ 発明 ニ 由 テ 得 ん 所 ノ 利 潤 ラ 独り 共 発 明 者 = 附 与 シ テ 以 テ 人 心 ヲ 誤 スン 
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ラー 胃 ト 為 も 9 、 之 ヲ 発 明 ノ 免許 (バテ ント ) ト 名 タク 。() 抑 独 うり 物 ラ 現 シ 
テ 独 》 基 利 ヲ 専 = スル シム 断 ノ 利 ヲ 占 メ テ 他 人 ノ 損 ヲ 為 スニ 似 タ メレ ド キモ 共 ノ 発 
明 = 由 テ 世 ノ 租 益々 シュ ト 大 ナル ガ 政 = 世間 ノ 為 = 謎 り テモ 共 ノ 所 得 へ 所 損 ラ 
償 テ 舌 ヵ = 祭 ア 》 ( 略 )。 交 明 国 = 於 テム ( 略 ) 有 カチ 法 ヲ 設 ヶ 此 類 ノ 勤 労 ( 往 、 発 
明 の こと ) ラ 為 モ シ 者 へ モ 必 っ 至 当 ノ 報酬 得 モ シム ル ノ 処 置 為 モリ ( 略 )。」 
と 述べ 、 億 きせ て 欧米 の 制度 の 概要 を 紹介 し た 。 当 時 の 民度 の 低い 実情 か ら 考 え 
れ ば 、 如 何 に 彼 の 発明 に 対す る 理解 が 正しく 、 か つ 深 か つた か を 示し て いる と 
いえ よう 5。 

これ を 叶 矢 と し て 、 翌 慶応 4 年 に は 、 論 吉 と 同学 の 神田 孝平 は 「 西 洋 雑 誌 」 
に 、「 褒 功 私 説 」 な る 論説 を 発表 し 、 新規 の 発明 の みな ら ず 、 新 し い 技 術 の 伝 
習 、 新 事 業 の 輸入 に 対し て も 特許 を 与え る べき 旨 を 説き 、 特 許 の 制度 こそ 発 
明 、 新 技術 を 盛ん を に する ゆえ ん で あつ て 、 一 鹿 も 早く 実施 すべ き で ある と し 
て 、 そ の 具体 化 案 を 示 し た 。 

この ょ うな 所 説 は 、 広 く 朝 野 の 人 土 に 愛読 され 、 当 時 の 人 民 の 蒙 を 盛 く に 与 
つく 力 が あつ た 。 こ の よ ょ うな 風潮 は 、 や が て 有識者 、 指 導 者 間 に 近 代 的 発明 理 
念 に 対す る 認識 を 深め させ 、 つ い に 胃 治 4 年 に お ける 「 専 売 略 規則 」 の 公布 を 
疹 し た の で ある 。 

明治 4 年 4 月 、 政 府 は 、「 何 品 = 寄 ラス 新 発 明 致 修 者 へ 奮 来 専売 御 差 許 相 成 
候 間 府 藩 県 管 下 = 於 テ 願 人 有 之 節 へ 別紙 規則 = 賠 進 シ 当 分 ノ 間 民 部 省 へ 可 伺 出 
事 」 と の 前 女 を 掲げ 、19 条 に 及ぶ 権利 の 内 容 、 願 出 手続 等 を 規定 し た 。 す な ね わ 
ち 、 下 府 は 、「 基 迄 御 国内 = 来 タ 開 ケ サ ル 含 密 話 関 器 械 諸 器 物 武器 織物 類 共 外 
都 テ 新 発 明 及 有 来 リノ 緒 物 ト ネ オー トモ 別 = 工夫 ヲ 為 シー 層 世 用 ノ 便 利 ラ 為 ス モ 
ノム ス 年 限 ラ 以 官 許 ク 与 ニ 」 よう と する も の で あつ た 。 こ の 考え の 基礎 は 、 い ね わ 
ゆる 届 恵 主 閉 に 立脚 し た も の で 、 い まだ 発明 者 の 自然 法 的 権利 を 認め た も の で 
は な か つた が 、 装 書道 徳 の 伝統 が 依然 強く 残存 し た 当時 の 社会 に お いて は 、 こ 
れ ゃ 当然 で も や つた 。 し か し 、 そ れ に し て も 、 そ の 手続 面 に お いて 権利 の 思想 を 重 
ん じ た 、 フ ラン ス の 制度 の 影響 が うか ゞ われ る こと は 注目 に 値 い する と ころ で 
あつ で て 、 そ の 内 容 に よれ ば 、 願 人 は 、 明 組 書 、 絵 図 等 を 添付 し 、 そ の 願 番 を 管轄 
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地方 官 に 差し 出さ なけ れ ば な ら ず 、 こ の 管轄 地方 官 に よる 民 部 省 へ の 差出 を 経 
て 、 免 許 状 を 受 く べき も の と され た 。 民 部 省 へ 差し 出さ れ た 午 は ほ 、 す べ て 着 
到 の 順 座 を も つて 前 後 を 分 つこ と と し 先 願 主義 を 採用 し た 。 ま た 世 用 有益 の も 
の で あつ て も る 、 新 規 性 の な いも の に は 官 許 を 与え な い が 、 他 人 の 発明 品 に 改良 
工夫 を 加え た も の に は 、 官 許 を 与え る 旨 を 規定 し 、 そ の 官 許 に つい で は 、 その 
時 々 民 部 省 か ら 布 告 き れる と と と し た 。 権利 の 年 限 に つい て は 、 発 明 の 次 第 区 
より 第 1 等 を 15 年 、 第 2 等 を 10 年 、 第 3 釜 を 7 年 と し 、 発 明 程度 の 高 下 に より 
年 限 に 区 別 を 設け 、 さ ら に 年 限 中 損失 を 償 わ な か つた 場合 に は 、 必 要 欠 くべ か 
ら ざ る 品 柄 を 十分 取調 の 上 、 延 期 $ 認 め ら れ て いた 。 官 許 年 限 中 発明 者 死亡 の 
時 に は 、 そ の 権利 は 、 身 内 の 者 に 譲渡 が で きた 。 ま た 、 こ の 間 の 専売 免許 に 対 
し 、 税 銀 を 1 年 5 両 宛 地方 官 へ 前 納 せ し め る とこ と と な つて いた が 、 売 試 の た め 
6 ヶ月 の 間 は 税 銀 差出 の 必要 な く 、7 ヶ月 に 至 つ て 売 行 が 認め られ た 時 に は 、 
その 際 1 年 分 の 税 銀 を 納付 すれ ば よく 、 そ の 6 ヶ月 の 売 試 で 売 行 の 悪い 時 に は 
官 許 を 辞退 する こと も で きた 。 官 許 を えた 者 は 、 年 限 中 、 自 己 の 名 前 で 所 々 べ 
出店 を 設け す 、 ま た は 、 他 人 の 発明 の 品 を 伝授 する と と が で きた が 、 官 許 の 交 宇 
お よび 発明 人 の 名 前 を 一 々 記し て 、 品 物 を 売り 出さ な けれ ば な ら な か つた 。 発 
明 者 で な い 者 が 発明 者 の 名 前 を 偽り 、 あ る い は 官 許 の な い 品 物 を 官 許 と 偽 つ た 
場合 に は 、 過 料 を 科す る こと と し た 。 

これ ら の 内 容 は 、 今 日 の 精密 な 特許 法 体系 か ら 見 る と き は 、 き わ め て 粗雑 と 
いい 得る が 、 廃 藩 汗 県 (明治 4 年 7 月 ) の 行わ れる 前 夜 に お いて と も か くも 、 
一 応 今日 の 法制 に 見 られ る よ うな 、 特 許 権 に つい て の 概念 を 把握 し 、 立 法 化し 
た 点 、 明 治 時 代 の 大 法制 た る こと を 失わ な い 。 今日 に お いて も 、 民 間 に は 、 特 
許 の こと を 専売 また は 専売 特許 と いい 、 発 明 の こと を 新 発 明 と いう 習慣 は 、 こ 
の 布告 か ら 発 生 し た も の で も る 。 す な わ ち 、 胃 治 時 代 に お いて 列 後 特許 の 成 交 
法規 の 改変 ト は し は し ば あつ た けれ ども 、 わ が 国民 の 法律 生活 に お いて 、 新 規 発 
明 に 関す る 排他 的 専用 権 の 存在 を 知り 得る の は 、 こ の 布告 が 最初 で も る 。 

か く て 、 わ が 国 最初 の 発明 特許 法規 で も る 「 専 売 略 規 則 」 は 、 胃 治 政 府 の 新 
施策 の 一 環 と し て 制定 され た の で も つた が 、 し か し 、 そ の 実施 期間 は 、 き ね わ め 
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て 短い も ゃ の に 准 つた 。 そ の 理由 は 、 前 述 し た よう に 必ず し $ ゃ 分 明 で は な い が 、 
と に か く 現 実 と 理念 と の 矛盾 に 発し た も ゃ の で あ も ろう が 、 わ ず か 1 年 足ら ず で 、 
し か も その 間 た だ の 1 件 の 官 許 も 見 ず に 、 空 し く 廃 止 さ れ た の で ある 。 す な わ 
ち 、 胃 治 5 年 3 月 、 太政官 布告 第 105 号 「 新 発明 品 専売 免許 ノ 僕 昨年 ま 月 肥 布 
昔 言 候 処 御 訟 議 ノ 次 第 有 之 当分 被 廃止 修 何 御 取調 ノ 上 追 テ 被 仰 出 品 モ 可 有 之 事 
但 向 後 諸 物 品 新 発 明 致 修 者 有 之 師 へ へ 共 管轄 地方 官 ニ テ 発明 品 及 と 工夫 ノ 手 続 
等 詳細 取調 書面 ヲ 以 テ 工 部 省 へ 可 届 出 事 」、 こ れ が 廃止 の 布告 で も つ た 。 こ の 
謝 告 中 、「 当 分 被 廃止 」 と ある の は 、 執行 を 停止 する と いう 意味 で も あつ て 、 こ 
の 「 専 売 四 規 則 」 が 正式 に 廃止 され た の は 、 胃 治 18 年 の 「 専 売 特許 条例 」 の 公 
放 に に よ つ た の で ある 。 

(3) 専売 特許 条例 

以上 の と お り 、 胃 治 4 年 4 月 の 「 専 売 略 規則 」 は 、 翌 年 に は 早く も その 実施 
を 停止 せら れ た の で 、 そ れ か ら 胃 治 18 年 「 専 売 特許 条例 」 が 市 定 さ れる まで は 
ふた た び 発 明 特 許 に 対し 別段 の 法制 を 有 し な い 状 態 に 復帰 し た 。 し か し 、 そ の 
こと は 、 発 明 者 に 対し て まつ た く 専 売 権 を 附 与 し な か つた と いう の で な い の で 
あつ て 、 前 述 の 庭 止 の 布告 中 に も 「 但 向後 諸 物品 新 発 明 致 修 者 有 之 候 ハ 共管 
轄 地方 官 = テ 発明 品 及 と 工夫 ノ 手 統 等 詳細 取調 書面 ラ 以 テ 工 部 省 可 届出 事 」 
と ある よう に 、 管 轄 地方 官 を 通じ て 中 央 の 工 部 省 へ 届け 出さ せ 、 工 部 省 に お い 
て 認定 せき しめ た の で ある 。 人民 に 対し て 生 殺 与 礁 の 権 を 封 つ て 来 た 、 墓 府 叶 代 
の 後 を 受け た 当時 に お ける 官 権 は 、 維 新 革 谷 を 経過 し た と は いえ 、 依 然 無制限 
で あつ て 、 職 業 の 許 容 、 制 限 な ど は 政府 の 当然 の 権限 内 と 考え られ て いた 。 し 
た が つて 、 た と え ぼ ば 、 釣 雲 長 致 の 発明 に 係る ガラ 紡 機 は 、 明 治 8 年 完成 し 官 許 
を 得 て お り 、 そ の 他 村 田 銃 、 肥 後 信管 も それ ぞ れ 陸 海 軍 に 採用 され 、 ほ ほほ 官 許 
と 同様 な 保護 を 受け た こと が 見 えて いる 。 新聞 紙上 に 現われ た 発明 だ け で も 優 
紅 100 を 越え た と いわ れ 、 当 時 の 国民 の 進取 の 気象 を 十分 読取 り 得 る の で あ 
る 。 し か し 、 当 然 の と と で は ある が 、 そ の 内 容 は 、 必 ず し る も 価値 高い も の で は 
な か つた の で あつ て 、 こ の と と は 、 既 述 の よう に 、 明 治 8 年 、 時 の 工 部 卿 伊藤 
博 婦 が 奈良 県 合 藤 井 基 の 新 発 明 品 専売 の 僕 に つき 伺い 出 た の に 対し て 与え た 回 
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答 中 に 、「( 略 ) 新 発 明 と 申立 師 と も 取調 候 得 ば 大 抵 西 洋 在 来 品 を 模 信 す る 者 に 
て 、……… 」 と ある 次 言 か ら も 推 祭 で きる 。 こ れ は 、 現 実 の 水準 が と の 程 許 の 
も の で あつ た こと を 物語 る と 同時 に 、 反 面 当 時 の 為政者 が 国民 の 技術 的 知識 を 
きわ め て 低く 評価 し て いた こと を も 物語 つて いる と も いえ る の で ある 。 い ずれ 
に せよ 、 こ の 時 代 に は 、 エ リザ ベラ 朝 以 前 の 1 ギリ ス 、 革 谷 以 前 の ララ ンス と 
同じ く 、 政 府 の 任意 の 行為 を も つて 、 あ る い は 専売 を 許し 、。 あ る い は と れ を 拒 
ん だ 状況 で も あつ た 。 し か し 、 この 官 許 に は 免許 の 証 午 ( 後 の 特許 証 ) が 発行 
され 、 こ の 専売 免許 は 、 一 種 の 営業 に 関す る 行政 作用 と し て 、 雑 税 の 支払 に 対 
し て 許 与 し た も の で ある が 、 と この 雑 税 が 明治 7 年 廃止 せら れ た の で 、 雑 税 の 支 
払 を 条件 と し て 与え られ た 専売 免許 も る また 、 自 然 に 消滅 する と と と な つた 。 そ 
こ で 翌 8 年 の 太政官 指令 に は 、 例 外 と し て 、「 当 分 地方 に 於 て 改め て 収税 致し 
候 分 は 従前 の 通 と 相 心 得 べ きも の 」 と され た 。 
この 状態 は 、 明 治 18 年 4 月 、「 専 売 特許 条例 」 の 制定 ま で 継続 する の で ある 
が 、 こ の 間 に お ける わが 国 の 発明 は 、 し だ い に 数 を 増す と 同時 に 、 質 的 に ゃ 向 
上 の 途 を 辿 つ て 行 つ た 。 こ れ は 、 怒 述 の 通り 、 明 治 政府 の 採 つ た 富国 強兵 、 将 
産 穫 業 政策 に よる と ころ 大 で あつ た が 、 こ の よう な 政府 施策 と 、 こ と これ に 対応 す 
る 社会 情勢 の 変化 と は 、 庶 民 か ら の 発明 保護 に 対す る 要請 を し だ い に 高 め る 結 
米 と も な つた 。 前 述 の 福沢 諭 豆 は じ め 革 覚 者 の 発言 は 、 専 売 略 規則 が 明治 5 年 
に 廃止 きれ た 後に も 、 ま すま す 一 般 の 注意 を 導い た 。 こ の こと は 、 発 明 に 関す 
る 認識 が 庶民 の 方 に も 竣 透 し て 行く 契機 と な り 、 胃 治 6 年 小林 重 助 に よる 人 力 
車 の 発明 に 対し 、 専 売 許 可 を 与え られ る べき 旨 の 建議 、 翌 7 年 西村 勝 郎 の 元老 
院 に 対す る 専売 免許 制度 確立 要望 の 建 白 午 の 提出 、 同 9 年 杉山 毅 の 新聞 論説 
「 専 売 ト 質 典 トト 政 レ カ 便 ナル 論 」 の 掲載 、12 年 島 剛 の 新聞 論説 「 発 明 権 論 」 の 掲 
茸 など 、 当 時 の 民度 か ら 見 て も 相当 高度 の 論調 が 現われ た 。 と くに 、 島 剛 の 意 
見 の 中 に は 、 当 時 の 自由 民権 、 天 嘘 人 権 論 の 影 加 を 受け て 、 発 明 に も と づく 権 
利 は 、 人 民 固 有 の 権利 で も る 疲 に 、 殖 産 典 楽 の た め ま た は 発明 者 に 対す る 報償 
の た め と いう よう な 政策 目的 か ら 特 許 制 度 を 考え る べき に 非 ず と な し 、 フ ラン 
ス 流 の 権利 主義 を 順 道 し た 。13 年 5 月 に は 、 早 くも 権 少 書 記 宜 神 鞭 知 常 ( 高 
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橋 基 消 の 光 任 者 ) の 手 に な る 、「 新 形 専 用 免許 条例 」 お よび 「 新 発明 専用 免許 
条例 」 の 両 委 の 施行 上 申 革 と な つて 現われ た 。 ま た 、 実 際 の 発明 奨励 策 と し て 
明治 10 年 に は 、 第 1 回 の 内 国 勤 業 博覧 会 が 開催 され 、 前 述 の 陰 寒 の 紡績 機 は 、 
I 本 会 第 1 の 好 発 明 」 と の 好評 を 得 、 質 牌 を 授与 され ん た と いわ れる 。( し か し 、 
この 表彰 が か えつ て 逆 効 果 と な り 、 発 明 品 の 模 條 が 行わ れん たため 、 工 実 の 境 双 
は 一 層 悪 化し た と い う 5 。 こ の よう な こと が 特許 制度 確立 促進 の 一 契機 と な つた 
と と は 、 ま た 争 え な い 。) 国内 の 技術 水 進 の 向上 と 、 こ れ を 推進 する 政府 の 施 
策 と は 、 国 民 の 間 か ら の 粒 烈 な 制度 化 要望 と 相 侯 つ て 、 や が て 胃 治 1 年 の 「 専 
売 特許 条例 」 の 公布 に 至る の で ある 。 
17 年 2 月 、 農 商 務 帰 西郷 従道 より 太 政 大 臣 三条 実 美 宛 上 申 書 に よれ ば 、「 今 
\ 法 制定 ノ 時 機 正 = 封 そ シカ 名 シ 菩 シ 近 年 社会 ノ 開 明 = 赴 クニ 随 と 工業 上 ノ 発 
明 ラ ォ ス 者 陸 統 華 軸 ス シア リ 然 ニー 日 其 発明 ラ 世 = 公 = ニ スル ャ 名 チ 他 人 ノ 要 
造 ル 所 トナ 》 泡 メ ニ 多 年 心神 フ 外 シ 陸 多 ノ 金 員 ラ 残 シタ メル ェ ノ ェ 共 労 貸 ラ 償 
フ 能 へ カル シノ ミナ ラス 革 テ 損失 ヲ 蒙 ラサ ル 者 幾 ト 稀 ナ リ 双発 明 者 基 報 酬 ノ シ 
カタ キ カ 政 二 更 ニ 労 賃 ラ 投 シ 刻 苦 盛 柄 シテ 大 = 之 み 完成 シシ ムル ノ 念 ラ 失 フ クノ 
ミナ ラス 多 ク っ 方 法 ヲ 有 シ テ 世 = 公 ニ ャ ス 以 テ 共 発明 = 改良 ラ 加 エエ シム シノ 
便 ヲ 塞 ヶ 7 才 = 発 明 工 夫 ト 称 ス シモ ノ 誠 ル 多 キ ェ 覧 = 共 器械 工夫 ノ 大 用 ラナ ス 
モノ ァ ル ラ 聞 カサ ルナ り 夫 レ レ 大 = 社会 ラ 利 スル ノ 器 機工 夫 タ ルー 人 一 個 ノ 手 = 
完備 スシ モノ 少 ナク 概 ネ 数 人 ノ 手 経 数 回 ノ 改 良 = 由 リ テ 始 メ テ 完 備 ラ 致 ス モ 
ノ ト ブラ 然 ル ニ 本 邦 今日 ノ 情 況 タル 偶々 発明 工夫 アリ ト 避 モ 更 = 改 良 ス ル 所 ナク 
シテ 荒 ニ 大 用 ラナ スニ 至 ラ サル ノ ミナ ララ 発明 工夫 ノ 世 = 出 テ ント スル 者 ラ 防 
刀 シ テ 出 テ シ ュ ナル 1 白 ノ 如 シ 登 我 邦 ノ 進 歩 ヲ 陣 止 スル 最 モ 基 タ シキ モノ ニ = 非 
ス ャ 之 如 何 ツ 袖 手 邊 視 シテ 可 ナ ラン ャ 自家 ノ 名 利 ヲ 談 ラ ン ヵ 導 メ 日 夜 刻 苦 励 
精 シテ 発明 シタ ル 者 ラ 保 護 シ 他人 ノ 入 初 制止 スシ ハム 政府 ノ 本 分 タル ンー ニ 於 テラ 
ャ 喫し 専売 法制 定 ノ 時 期 正 = 玉 レ リト ナラ 所 以 ナリ 乏 = 依 テ 別紙 法 委 ラ 草 定 シ 
布 各 案 並 規則 及 説明 午 相 添 此 段 相 但 侯 至 急 仰 御 裁 可 修也 」 と 述べ 、 専 売 特 許 条 
例 の 制定 の 強い 意向 を 表明 し た 。 
この 上 申 午 来 尾 に ある 「 別 紙 法 染 」 は 、「 発 明 専 売 特許 条例 」 の 名 の 下 に 、 
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37 条 お よび 附則 より 成る も の で 18 年 専売 特許 条例 の 母体 を な する の で あつ た 。 
この 条 は 、 高 橋 填 清 の 起草 に 係り 、 ま ず 前 交 に 、「 本 条例 = 称 ス ァ 発明 トム 新 
= 事物 ラ 発明 発見 或 へ 改良 スシ ラ 調 と 赤 共 事物 ラ ェ 併 称 専売 特許 ト ハ 発明 者 
他人 ラ シ テ 共 発 明 ラ 妄 = 施 用 駐 へ 販売 を レス ュ ス シテ 専 ラ 之 ヲ 自己 ノ 利 益 ト 為 ス 
ノ 権 利 ラ 官 = 於 テ 特 許 ス シラ 誕 フ 」 と 定義 し た 。 この 委 中 に は 、 その 他 、『 公 
用 」、「 分 与 」 な ど 、 条 交 中 に 現われ る 用 語 に も 、 そ れ ぞ れ 「 公 用 トス へ 他 ノ 見 半 
ラ 憶 カラ ラス 使 用 ネル シラ 調 フ 」、「 分 与 ト へ 年 期 若 クハ へ 地 区 ラ 限 リ 娘 へ 基 ク 他 ク 約 
束 = 由 》 基 権利 ラ 分 チ テ 専用 モ シ ムル ケラ ヲ 調 フ 」 な どの 定義 を 加え 、 当 時 の 一 般 
の 認識 に 資す る 努力 が 見 られ た 。 (掲載 写真 参照 ) 
の 委 で 特色 と する と ころ は 、 わ が 国 在 来 の 公刊 図書 に 記載 され た も の は 、 
も ちろ ん 発明 と され な い が 、 公 用 され て いる も の に つい て は 、1 年 以上 わが 国 
で 公用 され て いな いも の で ある 限り は 、 発 明 と され 、 と くに 、 外 国 の 製造 品 で あ 

も 、 こ の 条件 を 充 た し 、 か つ 外 国 に お ける 専売 特許 年 眼中 で な い 限 り は 、 
本 邦 で は じゅ あて その 物 を 製造 し た 者 に 10 年 以内 の 権利 (実施 の 専 権 ) を 与え る 
こと と 規定 し 、 当 時 に お ける 外国 技術 導入 の 必要 性 を 条 婦 中 に 具体 化し た 点 で 
ある 。 また 上 申 書 中 に も 見 られ る よう に 、 発明 者 が な お 思考 を と らし 、 また 
は 試験 を 行う 必要 の ある こと を 考え て 、 ま ず 仮 出願 を な し うる 旨 の 規定 を 設け 、 
その 外 、 発 明 抵触 の 場合 に お ける 詳細 な 規定 、 第 三 者 に 対す る 実施 権 許 与 の 規 
征 、 明 細 午 の 公開 原則 が 久 ら れ た が 、 手 統 規 定 な ど 煽 し 過ぎ る 点 も 多 か つ た 。 
し か る に 、 同 年 17 年 7 月 )、 こ の 条例 は 、 制度 取調 局 (長官 伊藤 博 女 ) に お 
いて 修正 され 、 さ ら に 84 条 と 増加 する こと と な つた が 、 こ の 委 に は 、「 条例 部 行 
ノ 導 続 等 大 達 若 ク へ 主務 省 フ 告示 タラ 以 テ スー キ 細 則 ラ モ 包 含 と 項 ル を 煽 共 = 小 り 
居 其他 征 々 充当 ナラ サル 所 有 乏 修 」 に つき 、「 類 省き 宛 ラ 創 》 簡明 = 修正 』 
( 誠 事 院 主査 議 官 袖 久 保田 余 一 ) され 、28 条 お よび 附則 と か ら 成 る 18 年 公布 
の 「 専 売 特 許 条例 」 と な つた の で ある 。 

明治 18 年 4 月 18 昌 、 太 政官 布告 第 7 号 を も つて 公布 され た 、 こ の 専売 将 許 休 
例 は 実に わが 国 の 近代 的 特許 制度 の 明 初 の も の で あり 、 そ れ 以 後 、 発 明 の 保護 
は 、 い よい よ 法 の 下 に その 歴史 的 第 一 歩 を 踏 信 出し た の で ある 。 
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この 条例 は 、28 条 お よび 附則 か ら 成 り 、7 月 か ら 施行 ミ きれ た が 、 附 則 に よ つ 
て 、 そ れ ま で に な され た 発明 を そ 及 的 に 一 挙 に 保護 し 、 無 法 時 代 の 空白 を 埋め 
る と と も に 、 胃 治 は 年 専売 略 規則 を 正式 に 廃止 し た 。 こ の 条例 は 、 や が て 、21 
年 の 『 特 許 条例 」 に より 修正 を 受け る わけ で も る が 、 と に か く 、 わ が 国 に お け 
る 近代 的 特許 法典 の 浴 朋 で も つた 。 

この 条例 の 内 容 と し て は 、 有 益 の 事物 を 発明 し た 者 に は 、 堪 商務 帰 に 
特許 が 与え を られ る こと を 規定 し た が 、 

(4) 他人 が すでに 発明 し た も る の 、 ま た は 出願 前 会 に 知ら れ 、 も し く は 公 に 
用 いら れ た も の に は 特許 を 与え な い 。 

(s) 治安 、 風 俗 、 健 康 を 害 す べ きも の お よび 医薬 に は 特許 を 与え な い 。 

( つ ) 専売 特許 の 年 限 は 、 専売 特許 証 の 日 際 より 起 算 し 、15 年 を 越え る こと 
が で きた な い 。 

(=) 軍用 に 必要 な り と 認め 、 ま た は 広く 用 いさ せる こと を 必要 な り と 認め 
らち 発明 に は 特許 を 与え ず 、 ま た は すでに 与 を た も の で も これ を 取り 消し 得る 。 

(な ) 専売 人 の 発明 を 改良 し て 、 専 売 特許 を 得 よ うと する 者 は 、 専 売 人 の 承 


諾 を 得る こと を 要 し 、 こ の 承諾 を 得 ら れず 改良 の 妨 あ り と 認め られ る と き は 、 
農 商 務 卿 が 改良 者 に その 発明 を 改良 部 分 と 合せ て 使用 する 権利 を 与え る 権限 を 
規定 し た 。 

(へ ) 特許 を 受 く る の 権利 (専売 特許 ラ 珠 出 シノ 権 ) を 認め 、 相 続 し 得る こ 
と 2 クウ 33 


( ト ) 専売 権 の 相続 、 誠 与 また は 分 与 を 認め た こと 。 た だ し 、 尋 商務 卿 に 選 
出 また は 願 出 を 要件 と し た 。 

( チ ) 追加 の 特許 を 認め た 。 

(7) 特許 標記 (専売 特許 証 の 年 月 日 お よび 年 限 ) を な すべ きこ と を 規定 
し 、 こ の 伯 記 の な い 限 り 、 専 売 権 を 侵 され て も 要 償 の 訴 か が か でき な いこ と と し 
た 。 

( ぇ ) 特許 無効 の 場合 ( 不 特許 事由 また は 願書 、 明 細 和 書 も し く は 図面 の 不定 、 
。 の 記 載 を 発見 し た と き ) を 規定 し た 。 
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( ル ) 専売 特許 を 願い 出る 者 に 、 了 予め 免許 料 を 納入 きせ 、 願 書 が 色 下 きれ た 
と き は 返 付 する こと と し た 。 

( ラ ) 正当 の 事由 な く 、2 年 以上 特許 発明 を 実施 し な か つた と き 、 ま た は 特 
許 発明 品 を 輸入 し て 販売 し た と き 、 特 許 権 は 失効 する 旨 を 規定 し た 。 

(?) 権利 侵害 に 対し 刑罰 を 課 し 、 こ れ を 親告罪 と し た 。 

( ヵ ) 没収 品 を 被害 者 (特許 権 者 ) に 与 を る こと と し た 。 
等 が 規定 され た が 、 こ れ ら の 大 部 分 は 、 現 行 特許 法 の 根源 を な す 重 要 規 定 で あ 
る 。 

この 条例 は 、 主 と し て 、 フ ラン ララ 特許 法 を 模 竹 と し た も の で ある と と は 、 法 
婦 の 全体 か ら 認 め る こと が で きる 。 こ と こと に その いち じ る し い 点 は 、( る 2) 医 楽 を 
不 特許 と し た こと と 、(D) 追加 特許 の 制度 を 認め た こと 、(c) 特許 発明 品 を 外国 
か ら 輸 入 し て これ を 販売 し た と き 、 特 許 権 は 失効 する こと と し た な ど で あ る 。 
これ ら の 点 は 、 フ ラン ラス 法 系 特許 法 に 特有 の 点 で ある 。 

この 条例 は 、 こ の よう な 規定 上 か ら 見 る と き は 、 一 応 フ ラン ラス 法 系 に 属す る 
も の の よう で ある が 、 そ の 根本 に お いて 、 フ ラン の よう に 、 出 願 者 に 当然 特 
許 を 与え る 主義 (権利 主義 ) を 採ら ず 、 特 許 出願 に 対し て 「 農 商務 卿 = 共 専 売 
特許 スー キモ キノ ト 認 た ルケ トキ っ 専売 特許 証 ラ 下 付 ス ー シ 」 と 規定 し て いる が 、 
この 農 商 務 卿 の 認定 の た め に は 一 定 の 審査 手続 を 定め た わけ で は な く 、 ま た 一 
定 の 次 格 も る 審査 官 を し て 審査 せしめ た わけ で も な い の で 、( 因 みみ に 、 胃 治 20 年 
勅 信 第 73 号 特許 局 官制 に 、 は じ め て 審査 官 、 審 査 官 袖 の 名 称 が 見 られ 、 明 治 21 
年 特許 条例 に 至 つ て 、「 審査 官 ラ シテ 審 査 モ シ ムル 」 旨 の 規定 が 設け られ た 。) 
この 点 か ら 見 る と き は 、 特 許 証 の 下 付 行為 は 、 則 商務 卿 の 任意 行為 と 考え られ 
た わけ で 、 し た が つて 、 い まだ 発明 者 の 固有 の 権利 を 認め た と は い ょ ゝ 切れ な い 
の で ある 。 これら の 事情 は 、 す で に 総説 で 触れ た が 、 い ずれ に せよ 、 わ が 国 に 
お いて 、 近 世 的 立法 の 形式 を も つて 、 特 許 法典 を 作 つ た は じ め で も つて 、 そ の 
後 数 回 の 改正 に か か わら ず 、 こ の 条例 の 大 半 の 規定 は 、 ほ ぼ ば その まい ヽ 受 け 継 が 
れ て 来 た の で ある 。 

こと の 条例 の 公布 、 施 行 に 対し 、 社 会 は 、 相 当 お お きた な 関心 と 期待 と を 持ち 、 
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諸 新 聞 $ こ れ を 広く 報道 し た 。 な か で も 東京 日 日 新 聞 は 、 明 治 16 年 に お ける 重 
要 事 件 を 回 題し て 、「 専 売 将 許 条 例 を 制定 し て 明治 18 年 7 月 1 日 より 施行 せら 
れ た る こと 只 光 る 世論 が 政府 の 処置 に 対し て 満足 を 表し た る 所 な 9 。 従来 我国 
に は 専売 特許 の 制 な き を 以 て 発明 を 奨励 する の 道 た な く 、 偶 々 発明 ある も 共 利 益 
と 名 葵 と を 博す る の 方 便 な か り し が 牙 に 、 世 に 知ら れ 産 を 人 に する 程 の 効果 を 


見 ぎり し は 遣 憎 な り 。 論 者 は 、 六 に 史 ず る 所 あり て 専売 特許 の 制 を 建て られ ん 


事 を 望み た る こと 数 年 な り ( 略 )」 と 述べ 、 条 例 制 定 に 満足 の 意 を 表し た こと が 
見 えて いる 


この 専売 特許 条例 の 起 委 者 高橋 是 清 は 、 本 条例 公布 の 2 日 後 の 4 月 20 日 、 専 
売 特許 所 長 に 任 ぜ られ 、 自 ら そ の 運営 の 均 に 任じ た - 

本 条例 の 公布 と 同時 に 、 政 府 は 「 再 売 特許 手 統 」 を 布 達し 、 願書 、 明 細 圭 お 
さび 図面 の 記載 方 、 な ら び に 出願 の 手続 を 明らか に し た 。 こ れ に よる と 出願 は 、 
すべ て 地方 庁 を 経由 し て 農 商 務 省 に 碁 し 出す こと と な つて お り 、 胃 細 書 の 記 蘭 
事項 と し て は 、(3) 発明 の 目的 お よび 性 質 の 大 体 説明 、(b) 図面 の 解説 (図面 
添付 の と き )、(c) 発明 の 製作 、 構 造 、 組 成 お よび 使用 の 方 法 等 に 関す る 詳細 の 
説明 、(d) 発明 の 区 域 、(e) 発明 和信 の 族 知 、 住所 、 氏 名 が 規定 され た 。4 月 23 

に は 典 商 務 省 告 示 れ も つて 、「 専 売 特許 題 書 書式 及 明 細 書 廊 例 」 が 告示 され 、 
種々 の 場合 に お ける 願書 、 届 書 の 書式 を 示す と と も る に 、 方 法 の 発明 ( 尋 気 精製 
の 改良 法 )、 組 成 剤 (脱毛 媒 助 剤 ) お よび 問 械 の 発明 (「 ク リー テ 」 分 離 器 械 ) 
等 それ ぞ れ 性 質 を 異 に する これ ら の 発明 の 場合 に お ける 明細 書 の 記載 例 を 示 
し 、 緒 披 の 発明 の 記載 例 に は 図面 まで 掲載 し 、 と の 種 の も の と し て は きわ め て 
用 意 周 到 の も の で あつ た 。 と れ ら に つい で 、「 発 明 品 ノ 標 記 = 関 スル 件 」( 明 治 
19 年 4 月 23 日 、 農 商務 省 告示 第 7 号 )、 専売 免許 料 収納 手続 ( 同 6 月 3 日 、 同 

省 達 第 23 号 )、 話 免許 料 肥 手数 料 収納 順 序 ( 同 7 月 20 日 、 同 省 達 第 31 号 ) 等 が 

矢 継 早 に 公布 施行 され た が 、 そ の 国民 に 対す る 誕 蒙 の 努力 は 、 ま こと に いち じ 

る し く 、 明 治 政 府 が 本 条例 の 施行 に 対し て 、 如 何 に 大 き な 期 待 を 掛け た か を 如 笑 

た 示し た も の と いえ よう 。( か くし て 、 胃 治 18 年 7 月 1 日 の 施行 日 よ り 、 専売 特 

衝 販 書 は 、 各地 方 庁 を 経由 し て 農 商 務 省 に 碁 し 出さ れ た の で ある が 、7 月 1 日 よ 
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り 同 10 昌 まで の 出願 状況 は 、 東 京 46、 神 奈川 3、、 埼 玉 2、 千 葉 3、 群 馬 1、 静 岡 
1、 長 野 1、 福 井 2 (件 ) で も あつ た と いう が 、 こ れ は 、 本 条例 の 施行 が 一 般 の 注 
目 を 若い て いた こと と を 示し て いる 。) 

この よう に し て 、 わ が 国 に お ける 最初 の 特許 発明 制度 は 発足 し た の で あつ た 
が 、 本 条例 公布 後 い くば くも な く 、 同 年 11 月 、 専 売 特 許 所 長 高橋 是 清 ほ 夫 政官 
の 谷 を 受け て 、 欧 米 諾 国 に お ける 商標 お よび 発明 保護 の 実情 調査 に 出発 し た 。 
高橋 は まず アメ リ ァ に 渡り 、 同 国 の 特許 制度 を 詳細 に 研究 し て 資料 を 募集 し 、 

た 実務 家 に 就 い て その 業務 の 運営 に つき 研究 し 、 つ いで さら に 4 ギリ ス 、 フ 
ト ・、 ド イッ に お ける 工業 所 有 権 制 度 を 調査 し て 、 翌 19 年 11 月 帰 朝 し た 。 

この 調査 結果 は 、 と くに 、〈 ふ ) 専売 特許 条例 、 商 標 条 例 の 改正 お よび 意 区 条 
例 の 制定 の 必要 、(i) 審査 主義 の 確立 と これ に 伴う 審査 官 養成 の 必要 、( 芝 ) 審 
判 制度 を 設け す 、 これ を 終 害 と する こと 、iv) 特許 局 新 庁舎 建設 の 必要 、(①) 独 
立 採算 で きる こと を 目標 と し 、 も つて 政変 に よる 組織 や 、 人 事 上 の 拘束 を 受け 
な いよ うに する こと 、 そ こと で まず 省 外 の 局 と し 、 農 商務 省 か ら 離 すこ と の 要請 
な ど と な つて 現われ た 。 そ の 結果 多少 の 赴 余 は あつ た が 、 大 体高 橋 の 意向 は 受 
け 入 れ ら れ 、 胃 治 21 年 12 月 、 勅 令 第 84 号 を も る つて 、「 特 許 条例 」 が 公布 され 、 
翌 22 年 2 月 1 日 を も つて 施行 され る と と と な つた 。 (すなわち 、2 月 11 町 の 天 
日 本 帝国 法 発布 に 先立つ こと 10 日 で も る 。) な お 、 同 時 に 「 意 匠 条例 」 の 公 
布 ( 勅 信 第 85 号 )、「 商 標 条 例 」 の 改正 ( 勅 信 第 86 号 ) が 行わ れ 、 こ れ ら る 特許 
条例 と 同日 に 施行 され た 。 

3 年 を で ず し て 、 専 売 特許 条例 が 特許 条例 に 改正 され た ゆえ ん の も る の を 、 
今 、 帰 朝 後 の 明治 23 年 に 高橋 特許 局長 が 、 陸 奥 宗 光 農 商務 大 臣 に 宛て た 意見 書 に 
よろ て 鈴 う と と と し じ よ う 。 すなわち * 太政官 へ 該 条 例 案 ラ 参 事 院 = 下 附 
シ 七 ツ 務 メ テ 簡 易 ノ 手続 ラ 設 ヶ 沈 > 両 三 年 ノ 試 行 = 適応 モ シ ムシ ノ 目 的 ヲ 以 テ 
之 ヵ 条例 ラ 発 布 モ リ 是 と 即 チ 明治 18 年 ノ 専売 将 許 人 条例 ナ リ ) 」… 是 ョ 9 区 キ 人 
テ 明 治 4 年 ノ 専 売 略 規則 ラ 中 止 ス シェ ニ 当 7 発明 品 へ 当分 ノ 内 工 部 省 エ 居 出 タ ル 
コト トナ リ シ モ 只 足 レ 開 申 ス シ ニ 目 て リ 何 和仁 ノ 保護 スル ケモ フ ニ テ ラサ リ シ ジニ 」 
国内 の 工業 が よう や く 尋 り 、 各 種 の 発明 を する 者 が 続出 し 、 発 明 者 は この 保護 
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の 必要 を 感じ し 、 あ る い は 建言 に 、 あ るい は 請 頼 に より 、 条 例 の 発布 を 湯 望 する 
現象 を 呈し 、 時 機 が すでに 装 し た の で 、18 年 発布 し た の で ある が 、「 発 布 以 降 特 
許 出 ノ 数 非常 = 多 ク 殆 ン シト 当初 ノ 予 想 外 = 出 テ タ 》 条例 制定 ノ 目 的 へ 僅 = 両 
三 年 試行 ノ 目 的 ニ 出 テ タ ル 簡 易 ノ モノ フナ ル ラ 以 テ 固 ョ 7 完全 = 発 明 者 ラ 保護 ス 


アニ 足 ラ ス 政 = 明治 21 年 = 至 テ 更 = 乏 ヵ 改 正 ヲ 行 - 》 是 レ 即 チ 現行 特許 条例 」 
"で あつ た 。 


高橋 の 条例 制定 に か けた 努力 は 、 実 に 異常 な も の で あ つ て 、「 是 = 由 テ 本 条 
例 ヲ 制定 スル = 方 テム へ 我 政 府 カ 非 常 ノ 慎 重 ラ 加 へ 決 シ テ 偶 然 = 出 タク シニア ラサ 
ル ヲ 見 シュ ク 赤 以 テ 実行 ノ 困難 ナル 他 ノ 法律 規則 ノ 比 = アラ サル 」 状態 で も つ 
た 。18 年 専売 特許 条例 発布 以降 23 年 に 至る まで 「 五 千 百 有余 ノ 発 明 ラ 審査 シー 
千 有 祭 ノ 発明 = 特許 与 テ スタ 」 と いう 。 

(な お 、「 専 売 特許 条例 」 の 「 専 売 」 な る 語 を 削 つ た 理由 と し て 、「 夫 と 発明 
Z 施 行 スル ノ 方 法 へ 黄 発 明 ノ 性 質 ( 物 の 発明 と 方 法 の 発明 と ) = 因 リ テ 相 異 と 
モノ ナ ) …… 概 シテ 之 ラ 調 っ 発明 者 ノ 特許 ナシ モノ っ 専 舞 専用 専売 ノ 三 権 
包括 スシ モノ ナ 7 政 = 共 条例 = 対 シ 単 = 専売 ノ 女 字 ヲ 冠 ス シ = 名 実 適合 モ サ 
モノ トス 」 と 述べ で いる 。) 
この 特許 条例 が 、 専 売 特許 条例 に 比べ いち じ る し く 相 違 す る 点 と し て 指摘 き 
れる の は 、 特 許 の 請求 を も つて 発明 者 の 権利 と な し 、 特 許 の 出願 に 対し て は 、 
一 征 の 特許 局 審査 官 を し て 審査 、 お よび 再審 査 を させ る こと と し 、 再 査定 に 不 
服 の 場合 に は 、 さ ら に 審判 を 受け し め ある こと と する 等 、 真 の 最 先発 明 者 に は 当 
然 持 許 を 与え る 根本 義 を 確立 し 、 ふ つて 権利 主義 の 基調 を 形成 し た こと で ある 。 
と の 点 に お いて は 本 条例 は 、 わ が 特許 法 昌 上 に 一 時 期 を 割 し た も の で あつ て 、 
現行 特許 法 の 起源 は 、 実 に 、 こ に 発 する と 称し て も 過言 で は な いと いえ る 。 

この 条例 は 、 明 治 18 年 専売 特許 条例 を 受け 継い だ た も の で ある の で 、 各 人 筒 の 法 
人 条 に つい て は 、 フ ラン ス の 特許 法 の 影響 あ もち る が 、 そ の 根本 に お いて は 、 ア メス 
リカ の 特許 法 に 由来 し た 。 こ れ を 各 法 条 に つい て 見 る の に 、 発 明 者 の 特許 請求 

権 に 関し て は 、「 新 規 有益 ナル 工 術 、 機 械 、 製 造 品 及 合成 物 ラ 発明 シズ 工 術 
機械 、 製 造 品 及 合成 物 ノ 新規 、 有益 ナル 改良 発明 シタ ル モ ノ っ 此 条 例 = 依 》 
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特許 ラ 受 ク シュ トラ 得 」 と 規定 し 、 審 査 手続 に 関し て は 、「 特 許 ラ 出願 スル 者 
アル シト キス 特許 局長 へ 特許 局 審 阜 官 ラ シテ 基 発 明 ヲ 審査 セ シ メ 特許 ヲ 与 フー シ 
ト 査 定 シ タル シキ ノー 左 商 務 大 区 クノ 認可 ラ 経 テ 特許 原 稚 = 飼 録 シ 特 許 証 下 付 ノ 手 
続 ラ 為 ス ー シ 」、「 特 許 局 審 査 官 特 許 出願 ノ 発 明 ラ 審査 シ 特 許 ラ 与 フ アー カラ スト 
査定 シタ ント キ へ 特許 局長 へ 共 牌 定番 ラ 出 願 人 = 送付 ス へ シ 。」、「 前 条 ノ 在 定 
= 肥 モ サル 者 へ 特許 局 = 不 服 理由 和書 ラ 差 出 シ 再審 査 ラ 請求 スシ ュ ト ラ 得 。 再審 
査 ラ 請求 スシ 者 アル トキ 特許 局長 へ 特許 局 審査 官 ラ シテ 更 = 之 ク 審 査 モ シェ 
ー シ 。 鶴 査 官 基 不 服 理由 不当 ト 査 定 シ タル シト キム 共 査定 書 ラ 不服 者 = 送付 ス 
ー シ 。」 ま た 、「 第 12 条 ノ 再 査定 及 第 13 条 ノ 査 定 = 服 モル 者 へ 特許 局 ニ 審判 ラ 
請求 スシ ュ ト ヲタ 得 」 と し 、 再 衝 、 和 審判 制 度 を 伴 つ た 慎重 な 審理 過程 が 交わ れる 。 
この よう な 成 格 な 職務 に 当る 特許 局 の 官 更 に は 、 公法 上 の 義務 を 課 し 、「 在 職 
中 特許 出願 シ 駐 へ 特許 ラ 新 = 有 ス シュ トラ タ 得 ス ( 但 相続 = 由 特許 ヲ 新 = 有 
スル ケム 此 限 = 在 ラス )」 と な し 、 上 旧法 の 類似 規定 を 充実 し た 。 

な お 、 こ の 他 審 査 手続 に 関し て は 、54 人 箇条 に お よぶ 特許 条例 施行 細則 が 、 特 
許 条例 の 施行 に 先立つ こと 約 1 月 の 22 年 1 月 4 日 、 農 商務 省令 第 1 号 を $ つ て 
公布 きれ た 。 こ れ に は 出願 入 の 出願 王 続 と と も に 、 法 律 規定 事項 と あい える よ 
う な 審判 官 の する 審査 、 審 判 の 進行 手続 を きわ め て 具体 的 に 規定 し 、 発 明 者 の 
固有 の 権利 を 害する こと の な いよ うな 深い 配慮 が 狂わ れ た 。 ま た 、 審 査 官 、 審 
判官 の 身分 に つい て は 、 特 許 人 条例 の 公布 に 先立ち 、20 年 12 月 25 日 勅 信 第 73 号 を 
ゃ つて 「 特 許 局 官制 」 が 公布 され て 、 特 許 条例 施行 に 備え た 。( こ れ に よる と 、 
局長 、 次 長 、 審 判官 、 審査 官 、 審 査 官 袖 、 属 、 技 手 が 早 か れ 、 審 判官 は 3 人 以 
内 で 奏 任 と し 、 局 長 を 佐 け 、 審 査 官 の 査定 に 対す る 不服 申立 を 審判 する こと を 
堂 る こと と し 、 和 審査 官 (その 定員 は 、 左 商務 大 区 が 和 審査 事務 の 繁 閑 に 従い 開 譜 
に 提出 し 開 可 を 経て 定め る 。) は 、 奏 任 と し 、 局 長 の 合 を 受け 、 発明 、 商標 お 
よび 意匠 に 関す る 審査 事務 を 分 堂 し 、 査定 の 次 に 任 ず る こと と 規定 され た 。 同 
月 中 、 局 長 に 高橋 是 清 、 審 判官 に 中 橋 徳 五郎 、 審査 官 に 大 森 俊次 、 深 沢 芳樹 、 
小山 秀 正 等 が 任 倫 さ れ 、 和 審査 官 袖 5 名 、 属 14 名 、 技 手 4 名 が 発令 され た 。) 

以上 の 外 、 と の 条例 に ょ つて 、 売 専 特 許 条例 が 改正 され た 主要 な 点 は 、 
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(1) 医薬 の 外 、 そ の 調合 法 な ら び に 飲食 物 、 嗜 好物 の 発明 に 対し て も 特許 
を 与え な い 。 

(<) 不 特許 発 明 の 中 か ら 治 安 、 風 俗 、 健 康 を 害 す べ きも の を 除い た 。 

( ハ ) 特 放出 願 前 公 に 用 いら れ た も の に 対し て は 、 特 許し な い 原 則 は 変ら な 
い が 、 例 外 と し て 試験 の た め 公 に 知ら れ て も 、2 年 以内 は と くに 救済 を 認め た 。 

(=) 特許 出 に つき 、 地 方 庁 経 由 を 廃止 し 、 直接 堪 商 務 大 工 に 出願 する こ 
と と じ た 。 

(*) 追加 特許 を 廃止 し た 。 

(^) 特許 の 年 限 は 、5 年 、10 年 お な よび 15 年 の 3 種 と 明確 化し た 。 

( ト ) 特許 出願 の 発明 が 、 他 人 の 特許 出願 中 の 発明 、 ま た は 特許 発明 と 抵触 
する 場合 に は 、 両 者 か ら 始 未 書 を 出さ せ 、 こ れ に よ つ て 発明 の 先 後 を 矯 査 させ 
る こと と し た 。 ま た 特許 発明 が 後 の 発明 の 場合 に は 、 す で に 与え た 特許 証 を 取 
り 消 し 得る と と と し た 。 

( チ ) 再審 査 な ら び に この 再 査 定 に 対す る 不服 の 審判 の 請求 を 認め る 制 度 を 
新設 する と と も に 、 発 明 の 光 後 査定 に 不服 も る 場合 の 審判 、 特 許 権 が た が い に 抵 
触 する 場合 に お ける 権利 確定 の た め 審 判 、 な ら び に 無効 審判 の 制度 を 設け た 
し か し て 、 こ れ ら の 審判 を 終 鶴 と し た 。 

(7) 特許 権 の 相続 を 、 農 商務 大 臣 へ の 届出 を 要件 と し な いで その まま 認め 
ろ と と 3 に 売 与 語 与 り ゃ しく は 共有 と な し 、 ま た は 書 入 と な すこ と が 、 虹 
商務 大 臣 へ の 願 出 を 要件 と し な いで で きる と と と し 、 単 に この 契約 の 特許 局 に 
お ける 登録 を 、 第 三 者 へ の 対抗 要件 と 規定 し た 。 

( ろ ) 特許 失効 の 原因 で ある 不実 施 の 期間 を 、 従 来 の 2 年 か ら 3 年 に 改め る 
と と る に 、 自 己 の 権利 を 侵す べき 物品 を 輸入 販売 する 者 が ある こと を 知 つ て v 
な が ら 、 こ れ を 黙 許し た 者 に 対し て 特許 失効 の 規定 を 設け た 。 

( ル ) 明細 午 、 図 面 の 不定 を 発見 し た 場合 に お ける 、 特 許 証 改訂 の 出願 を 認 
め る と と る に 、 胃 細 午 中 に 自己 の 発明 で な い 事 項 を 、 誤 つて 自己 の 発明 と 記載 
し た こと を 発見 し た 場合 に お ける 、 そ の 削除 の 出願 を も 認め た 。 

( ヲ ) 従前 、 免 許 料 は 、 出 願 時 に 納入 させ て いた が 、 と れ を 改め て 、 特 許 証 
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を 受け る 際 に 特許 料 を 納入 きせ る と と と し た 。 

(?) 胃 細 番 、 特 許 公 報 を 印刷 し て 一 般 に 供覧 する と と と し た 。 

( ヵ ) 特許 権 介 害 者 に 対 し 、 損 害 賠 償 の 資 に 任 ず べ 
だ 、3 年 を も つて 期 満 免除 と し た と と な ど で あ つた 。 
上 に ょ つて る 分 る 通り 、 出 題 和 信 の 固有 の 権利 を 認め ょ うと する 精神 の 現 わ 
れ と し て の 、 慎 重 な 審 査 手 続 面 の 諸 規 定 に お いて 、 専 売 特許 条例 と は 相当 な 距 
り を 示 し た の で あぁ ある 。 こ れ 、 本 格 的 の 近代 的 特許 法 の 起源 と 称 難 ら れる ゆえ ん 


N て 


| 


あぁ る 。 
(4 ) 明治 32 年 特許 法 
明治 21 年 後 、 明 治 年 間 に は 、 骨 治 32 年 お よび 42 年 の 2 回 の 改正 が あつ た けれ 
ども 、 い ずれ も 主義 に お いて は 、 明 治 21 年 条例 と 変化 が な か つた 。 32 年 の 特許 
法 は 、 既 述 の よう に 了 胃 治 20 年 代 に お ける 条約 改正 と い う 政 治 問題 に 起因 し た 。 
すなわち 、 共 末 に 締結 せら れ た 不平 等 条 約 の 結果 、 欧 米語 国民 は 、 わ が 国 に お 
いて 治外法権 を る もち 、 わ が 国法 律 の 支配 を 受け な か つた 反面 、 工 業 所 有 権 の 保 
護 を 遂 有 で き な か つた の で ある が 、 と の 不平 等 条約 の 改正 は 、 実 に 、 多 年 に わ 
た る 、 胃 治 政府 の 為す べき 最大 の 資 務 で あつ た 。 是 本 政府 が 最後 に この 問題 に 
た ず さ わ つた の は 27 年 で も つて 、 当 時 政府 は 、 条 約 改正 の 1 条件 と し て 、 ィ 4 ギ 
リス と の 間 (明治 27 年 7 月 16 日 、 締 結 ) を は じ め と し 、 そ の 他 の 欧米 諾 国 と の 
間 に 工 業 所 有 権 の 相互 保護 の 規定 を 含む 協定 を 締結 する と 同時 に 、 そ の 談 定 書 
に お いて 、 万 国 工業 所 有 権 保護 同盟 条約 に 加入 する こと を 約 諾 し た 。 つ いで 
29 年 4 月 、 わ が 国 は 、 ド イッ と 改正 条約 を 締結 し た が 、 同 条約 に お いて 、 工 業 
所 有 権 の 保護 に 関す る 条 規 の み は 他 の 条 規 に 欧 立 つて 実施 すべ きこ と を 約 し 、 
他 の 諸国 に 対し て も 同一 の 承諾 を 与え を た 。( そ の 結果 、 29 年 11 月 、 自 独 条 約 が 
批准 交 換 さ れる や 、 即 日 右 規 定 の 実施 を 見 る こと と な り 、 こ れ が わが 国 に お い 
て 、 外 国人 に 対し 工業 所 有 権 を 保護 する と と と な つた 最初 で も る 。 つ いで 、 ィ 
ギリ ス 、 ア メリ カ そ の 他 の 諸国 に 対し て も 、 同 様 に 取り 扱う こと と な つた 。) 越 
えて 32 年 7 月 、 わ が 国 は 、 こ れ ら の 条約 を 実行 し 、 万国 工 業 所 有 権 保護 同 国 条 
約 に 加入 し た 。 そこで 同 条約 規定 と 調和 を 図る た め 、 特 許 法 を は じ あ と する そ 
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の 他 の 工業 所 有 権 法規 も すべて 改正 し た が 、 同 年 3 月 法律 第 32 号 を も つて 公布 
し た の が 、 胃 治 42 年 10 月 まで 施行 ミ れ た 、 明 治 32 年 特許 法 で も つた 。 
総論 で 述べ た よ うに 、 本 法制 定 の 直接 の 原因 は 、 万 国 工業 所 有 権 保護 同 蝶 条 
約 の 加入 で あつ た が 、 そ の 加入 も 、 実 は 、 日 本 の 国際 的 地位 の 不平 等 を 赴 正 す 
る た だ め の 、 条 約 改正 の 一 手段 で も や つた と と は 、 疑 を 入れ な いと こと ころ で あろ 5 う 。 
当時 の 日 本 の 国際 的 地位 に 伴う 苦悩 は 、 単に 技術 的 な 、 幼 稚 な 法 に 過ぎ な い 、 
特許 法 改 正 に 関す る 帝国 議会 に お ける 討論 の 言葉 の 端々 に お いて さえ を ぇ 表 只 さ れ 
で いる の で あつ て 、 如 何 に 、 外 国 と の 関係 を 慎重 に 考え て いる か が 狼 わ れる の 
で ある 。 た と えば 、 貴 導 院 第 1 読 会 に お ける 子 人 長 岡 護 美和 要員 長 は 、 つ ぎの よ 
うに 報告 し た 。 少し 長い が 、 当 時 の 審議 経過 を 知る 興味 も ある の で 引用 する 
Il 一 体 、 皆様 $ 御 承知 の 通り 、 こ の 特許 法 と いう も の は 、 や は りこ の 今日 交 
明 諸 国 で も いま だ その 他 の 法律 に 比べ ます れ ば 余 程 幼稚 な 塩梅 も ちり まし ょ う 
(中 略 )…… も ちろ ん 今日 の 改正 $ ま つた く 、 精 神 は は じ め 定 あめ られ た と ころ の 
現行 条例 の 精神 と 少し る 変 つ て お ら ぬ の で あり ます 。 只今 の 時 有 勢 に 伴う て 修正 


を 加え られ 、 あ る い は こと の 条約 改正 の 実施 の 期 $ る 迫り 、 ま た 万 国 工業 所 有 権 の 
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人 馬 に 加入 す る と か 、 外国 の 関係 も 多く な つた と ころ か ら 必 要 を 感じ まし 


で 、 今 時 ま で の と ころ で 定め られ た の で あり ます か ら 、 こ れ は 潤 次 また 改正 を 
加え られ 、 ま た ます ます わが 国 の 発明 者 の 権利 を 保護 され る と と も に 、 外 国人 
の 信用 を 十分 に 招 か れ て 、 内 外国 人 の た め に 発明 者 の 権利 を 十分 に 保護 され る 
と と と 我 々 ど $ は 信じ まし て 、 こ の 委 で 可決 上 奏 に な らん こと を 希望 する の で 
あり ます 。」 

「 世界 の 次 明 社 会 の 眼 か ら 見 ます と 、 発 明 者 の 権利 保護 は 誠に 重要 な 問題 で 
あり ます 。 一体 、 明 治 21 年 に 、 現行 の 条例 を 施行 され て あり ます の で 、 そ の 頃 
に る 元老 院 で も 十分 に 審議 を し まし て 、 そ う し て な る べく 発明 者 の 権利 保護 は 


まつ た き を 得 せ し な る と いう と と に 定 ま つ た の で あり ます 。 し か る に 、 段 々 時 
雷 の 変遷 に 伴い 、 ま た すでに 11 年 も 経過 し て お り ま す の で 、 と の 規行 の 改正 は 
必要 の 場合 と な つて 来 た の で あり ます 。 今日 は また 改正 条約 の 笑 施 の 期 も 人 迫 つ 
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て お り ま す の で 、 な お さら この 権利 者 の 保護 は 、 内 外人 一 様 に 保護 を 与え なけ 


れ は ば な ら ぬ 場合 に な つて 米 た の で あり ます 。 えれ 政 に 、 こ の 謀 な お 
お いて も 注意 し て 、 こ の 法案 を 立て られ た わけ で ある の で あり ます 。 (中 略 ) 
沢山 この 和 案 の 中 に は 新設 な る も の も あり ます が 、 と この 詩 な る 条 は この 特許 料 の 
取り 方 で も り ま す 。 これ は 今度 少し は 高く な つて お り ま する が 、 しかしながら 
これ は 今年 は 年 に 割 つ て 取り 立て る と と で あり ま 才 る し: この 位 の ぁゃ の は 取 
つて 閥 支 も ある まい 。 こ れる も 各国 の 比例 を 取 つ て 、 内 開 で は 今度 定 あら れ た わ 
け で ある の で あり ます 。 その他 、 今 日 は 、 外国 の 信用 が 詩 な る わけ で あり ます 


か らし て 、 こ の 法律 に 癌 GR あれ すなわち 大 審 院 に 上 告 の 途 が 開か れ で て 
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ある の で あり ます 。 これ が 実は 最も 主 な る 点 で ちり まし て 、 委 員 会 で ほ は 、 こ の 
議論 は 大 分 踊 し か つた の で あり ます 。 [段々 ドイ オタ ある い は オー スト リヤ 、 ハ ン 
ガリ ー 辺 り の 国 で は 、 控 訴 院 に この 事実 の 判定 を や も させ 、 ま た 審判 の 後に その 

不破 が あれ ば 、 上 告 $ 許 し て ある の で あり ます 。 と れ は や は り 普 通 の 義 判 所 に 
持 出 し て 事実 の 判定 を 請う の が 、 法 律 の 完全 な る と いう 方 法 か ら 申 し て 見 る と 
到 当 で あろ うと 考え る の で あり ます る が 、 一 体 と の 特許 権 と いう も ゃ の は 、 審 判 
官 に な る だ け 重 き を 置か ね ば な ら ぬ と いう 性 質 の も る の で あ もり まし て …… バ (中略) 
te その 後 ま た これ を 普通 の 装 判 所 に 持ち 出さ れる の が 、 法 律 上 か ら は 完全 だ 
が 実際 は 、 審 判官 に 1 つ 十 分 の 権 を 与え て お か ぬ と 、 か えつ て 完全 な る 判定 は 
与え を る と と が づか し いか ら と いう と と で あり ます 。 ……・ また 、 こ の 反 訴 院 に 
事実 の 判定 を 仰ぐ に し て も 、 や は り 特 許 局 の 審判 官 と か 鑑定 人 と か いう 者 を 加 
え ぬ と 、 ど うし て も ゃ 義 決 を 与え る と いう 場合 に な ら ぬ の で 、 そ うい うぅ 一 種 の 異様 
の 例 を 一 の 靖 判 所 に 開け ば また 他 の 事件 に つい て も また 、 他 の 義和 判 で も 異例 を 
開か ね ば な ら ぬ と いう こと に な り ま す の で 、 追 つて は 到底 特別 の 壮 判 所 で も 設 


ける か ある い は と の 平 続 等 も 調べ て 十分 に 他 日 この こと と は どう か し た い 。J…… 
(中 遇 cazc: Re 
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SERIE 
を 加え て 提出 する と いう こう いう 政府 の 希望 で も や り ま す の で 、 そ れ な ら ば 、 ま 
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庄 全 旧 に の 位 の に と に し て 置く の が 至 当 で あろ うと こう 私 ども は 考え ん まし た 。]」 
以上 を 見 る に 、 特 許 局 の 審査 、 審判 の 結果 に つき 出 訴 を 認 む べき か 否 か に つ 
き 相 当 の 談 論 ぶち あつ た こと が 笑わ れ 、 し か も 、 と この 内 穴 は 、 今 日 の われ われ に 
$ 二 分 首 せ し め る も の を 含ん で いる が 、 法 律 の 不適 用 、 ま た は 不当 適用 を 理 
由 と し て 大 審 院 へ べ の 出 訴 を 認め た この 改正 $、 実 は 、 取 りあ えす 工業 所 有 権 保 
護 同盟 条約 に 加入 する た め の 最 少 必要 限度 と し て 、 し か も これ すら も ゃ 「 外 国人 の 
信用 」 を 生か らし め る ゆえ ん で ある と 考え られ た こと が 礼 取 で きる の で ある 。 
万 国 工 業 所 有 権 保護 同盟 条約 へ の 加入 が 、 当 時 の 国民 に 如何 な る 影響 を 与え 
た か と いう に 、 明 治 32 年 発行 に 係る 「 国 家 学 会 雑誌 」( 第 12 巻 、 第 140 号 ) に よ 
れ ば 、「 日 英 条約 議定書 第 3 に より て 傾 事 裁判 権 を 廃止 する に 先立つ て 、 わ が 国 
は 、 工 業 所 有 権 保護 同盟 に 加入 すべ きこ と を 約 し 、 大 し て この よう な 約定 は 、 
日 西 、 日 瑞 、 日 伊 、 日 白 、 日 仏 等 の 諸 議 定 書 に お いて も また これ を 存 す 。 わ が 
国 が これ に 加入 する に より て 被る べき 利害 の 彩 響 は 勘 少 に 非 ざ る を 以 て わが 国 
人 た る $ の 工業 所 有 権 保護 同盟 条約 の 規定 を 蔽 知 し これ を 研究 する こと 無用 の 
業 に 非 ろ べし 。」 と 当時 の 有識者 に 訴え た 。 
この ょ うな 過程 を 経て 制定 され た 改正 特許 法 に お ける 、 主 な る 改正 点 は 、 
(41) 発明 者 の みな ら ず 、 そ の 承継 人 も 特許 を 受け る こと を 認め た 。 
(=) 方 法 の 発明 に 係る 特許 を 明 定 し 、 そ の 特許 権 の 効力 は 、 そ の 方 法 に よ 
り 製 作 し た 物品 に お よぶ と と と し た 。 
(へ ) 不 特許 発明 と し て 、 秩 度 ま た は 風俗 を 系 る お それ の ある も の を 復活 し 
だ 。 
(=) 特許 の 年 限 を すべ て 一 律 に 15 年 と し た 。 
( ネ ) 在外 の 出願 者 また 特許 証 主 に 対し 、 国 内 に 住所 を 有する 代理 人 選定 を 
吾 制 する 規定 を 設け た 。 
(へ ) 特許 局長 は 、 特 許 代理 人 に し て 不適 当 な る も の の 改 任 を 命じ 得る こと 
と ラ だ っ 
(+) 特許 に 関す る 代理 人 を 営業 と する 者 の 、 出 願 座 録 を 受 く べき こと 、 な 
ら び に これ ら の 代理 業者 に 対す る 監督 の 規定 を 設け た 。 
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( チ ) 法定 、 指 定期 間 を け 怠 し た 場合 に お いて 、 出 願 無効 と する 旨 の 規定 を 
設 す だ た 。 

(》) 旧法 に お いて は 、 特 許 出願 は 、 農 商務 大 区 に な すべ き を 改め 、 特 許 局 
長 に 対し て な すこ と と し た 。 

( ぇ ) 工業 所 有 権 保護 同盟 条約 国 に お いて 、 発 明 の 特許 を 出願 し た 者 が 7 月 
以内 (これ は 、 明 治 35 年 法律 第 2 号 よ り 、「 条 約 = 定 メ タ ル 期 間 内 』」 に 改正 き 
れ た 。) に 特許 を 出願 し た 場合 に お ける 、 優 先 権 に 関す る 規定 を 設け た 。 

() 博覧 会 また は 共進 会 出品 に 対す る 保護 の 規定 を 設け た 。 

( ラ ) 公益 上 また は 軍事 上 必要 な 発明 に 対 する 制限 は 、 特 許 局長 (旧法 は 虹 
商務 大 臣 ) の 認定 の みな ら ず 、 主 務 官 庁 の 請求 に よ つ て も 、 な し 得る こと と し 
だ 。 

( ヶ ) 追加 特許 の 規定 を 復活 し た 。 

( ヵ ) 再審 査 に つい て 、 前 査定 に 干 与 し な い 審 査 官 を し て 審査 させ る こと と 


( ョ ) 特許 証 の 改訂 出願 の 外 、 分 割 出願 を 認め た 。 

( タ ) 2 以上 の 特許 発明 が 、 相 互 に 抵触 する 場合 の みな ら ず 、 特 許 発明 と 特 
許 を 受け な い 物 品 、 ま た は 方 法 と 抵触 する 場合 に も 、 権 利 確認 審判 を 請求 し 得 
る こと と し 、 か つ 、 権 利 者 の みな ら ず 、 利 軍 関 係 人 も 請求 し 得る こと と し た 。 

(と) 審判 は 、 上 旧法 に お いて は 、 局 長 が 審判 長 と な り 、 そ の 外 2 人 以上 の 審 
判官 を も ゃ つて 構成 員 と し た の を 改め や 、3 人 また は 5 人 の 緒 判 官 を 構成 員 と し 、 
その 中 の 1 人 を 審判 長 と する こと と し た 。 

(>) 旧法 で は 、 施 行 細則 に 規定 され て いた 審判 進行 手続 を 本 法 中 に 入れ 

。(② 通 の 審判 請求 書 を 提出 すべ きこ と 。 副本 を 被 請求 人 に 送付 し 、 符 弁 書 を 
出 き し め 、 さ ら に 必要 の 場合 に は 、 請 求人 、 被 請求 人 か ら 弁 駆 書 、 符 弁 書 を 差 
し 出さ し め ある こと が で きる 旨 、 お よび 職権 また は 申立 に より 口頭 審判 と な し 得 

こと 、 日 頭 審判 は 全開 制 な る こと な どの 規定 を 設け た 。) 

( ッ ) 審決 に 対し 、 法 律 を 適 必 E す STEGS2RSIGS 上 ご 
の 軸 訴 を 認め た 。 
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( ネ ) 特許 発明 を 3 年 間 実 施せ ず 、 ま た は 実施 を 中 止 し た 場合 に お ける 当然 
失効 の 規定 を 廃し 、 こ の 場合 に お いて 、 第 三 者 の 譲受 また は 使用 の 請求 を 拒絶 
し た と き 、 は じ め て 取り 消し 得る こと と と し た 。 

( ナ ) 特許 証 主 が 特許 料 を 滞納 し た 場合 に は 取り 消し 得る こと と し た 。 

( ラ ) 在外 の 特許 証 主 が 、 正 当 の 理由 な く 6 月 以上 代理 人 を 置 か な い 場 合 に 
は 取り 消し 得る こと と し た 。 

(>) 特許 品 を 輸入 販売 し 、 ま た は 自己 の 権利 を 侵す 物品 を 輸入 販売 する 者 
あぁ る の を 知 つ て これ を 黙 許し た 場合 の 失効 の 規定 を 廃止 し た 。 

( ヶ ) 旧法 に お いて は 、 特 許 出願 の 発明 が 他人 の 特許 出願 中 の 発明 、 ま た は 
他人 の 特許 発明 と 抵 触 する と 査定 し た と き は 、 た ゞ ち に 関係 人 か ら 始 未 書 を 出 
きせ て 発明 の 区 後 の 査定 を 行わ し め 、 こ の 後 の 査 定 に 対し て 不服 の 場合 に は じ 
めで 審判 請求 を 認め た の に 対し 、 新法 で は 、 審 査 官 が な し た 抵触 の 査定 に 対し 

て た ゞ ち に 不服 の 再審 査 を 請求 し 得 、 し か も この 再 査 定 に 不服 の 場合 に は 、 さ 
ら に 審判 を 請求 し 得る こと と と し 、 抵 触 の 査定 が 確定 し た 後 、 関 係 人 か ら 始 未 番 
を 出さ せ て 、 発 明 完 成 の 前 後 を 審査 させ 査定 する こと と し た 。 

( キ ) 特許 料 を 引き 上 げ 特 許 侵害 罪 に 関す る 刑罰 を 加重 し た な ど で あ つた 。 
改正 点 は きわ め て 多い 感 が する が 、 こ の 中 注目 すべ き は 、 優 先 権 に 関す る 規定 、 
代理 業者 に 放 す る 監督 規定 、 大 審 院 へ の 出 訴 の 規定 な ど 、 わ ず か に 過ぎ ず 、 同 
置 条 約 加 入 の 必要 か ら 生じ た 勿 忙 の 間 に 制 定 さ れ た も の で 、 そ の 実質 は 明治 21 
年 の 制定 に 係る る の と 大 差 な か つた と いえ る 。 や が て 勃発 し た 日 赴 戦 役 を 含む 
後 の 時 代 の 進 運 に 適応 し た 改正 を 、 明 治 42 年 に 備 た な けれ ば な ら な か つた 。 

(5 ) 明治 42 年 特許 法 

日 清 澤 争 後 の わが 国 は 、 技 術 水 渡 の 向上 に お いて 、 そ れ 以 前 に 比べ て いち じ 
る し いも の が あつ た が 、 国 際 水 進 か ら 見 れ ほ ば 、 そ れ も 、 わ ず か に 繊維 加工 業 に 
お いて 見 られ る の で あつ て 、 箇 鉄 お よび 機械 製作 笛 の 重工 業 、 化学 お よび や 気 
各 工 業 は 、 ま だ 込 か に 遅れ て いた 。 

し か し 、 日 清 戦 争 後 、 つ づい て 起 つた 三国 千沙 、 北 消 事 変 お よび 北方 より す 
る ャ シア の 圧迫 は 、 日 本 の 国際 的 地位 に 対 する 国民 の 自覚 を 促す 結果 と な り 、 
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この こと が や が て 工業 面 、 と くに 蛋 工 業 、 化学 、 電気 工業 な ど 軍需 工業 へ 直結 
する 産業 の 推進 を 促す こと と な つた 。 し か も 、 明 治 37 年 か ら 38 年 に わた る 日 赴 


戦争 は 、 日 清 戦 争 に 比べ 交戦 期 間 約 2 倍 、 戦 旨 約 7.8 倍 に 達し 、 わ が 国 存 亡 の 
大 戦争 で も つた 履 に 、 わ が 国 経 泊 、 産 業 に お よ ぼ ほし た 束 響 $ ま た 昌 清 戦争 の 


で は な か つた 。 

この 戦争 中 に 使用 され た 火薬 、 無 線 電 信 機 は 、 日 本 人 の 発明 に 係る も の で 、 
その 威力 は 、 誠 に 大 な る も の で あり 、 国 民 一 般 の 発明 に 対す る 認識 は 、 い ょ い 
よ 高 まる 結果 と な り 、 明 治 37 年 5 月 に は 、「 工 業 所 有 権 保護 協会 」( 社 団 法人 発 
明 協 会 の 前 身 ) が 設立 され る まで に 至 つ た 。 つ いで 、 翌 年 5 月 に は 、 特 許 局 に 、 


「 特 許 品 陳 列 所 」 が 設け られ 、 ま た 翌 39 年 11 月 に は 、 東 京 で 「 特 許 大 会 』 が 、 
大 阪 で 「 工 業 所 有 権 大 会 」 が 開か れる な ど 、 発 明 の 重要 性 の 認識 か ら 、 や が で て 


法律 制度 へ の 認識 に 高 ま つ た と と を 示す も の で あつ て 、 と これ が 明治 38 年 7 月 か 
ら 発行 され た 最初 の 「 実 用 新 委 法 」(38 年 法律 第 21 号 ) の 公布 と な つて 現われ 、 
具体 的 器物 の 具体 的 形態 に 関す る 考 委 を 保護 する こと に な り 、 国 民 の 考 委 意 欲 
向上 に 資す も と と も に 、 明 治 42 年 4 月 に は 、 改正 に 係る 「 特 許 法 」 (法律 第 23 
号 同 11 月 か ら 施行 ) の 公布 を 見 、 工 業 所 有 権 制 度 は 、 一 層 素 備 され る 結果 と な 
の 7 

恒 述 明治 32 年 改正 の 際 、 長 岡 委員 長 が 「 如 何 に も 各国 の 条約 改正 突 施 の 期 $ 
迫 つ て お り ま すし …… (中 略 ) …… 今日 は どう か と と で 1 つ 可 決し で お け ぴ は 
すず 次 の 議会 に お いて は 十分 な る 修正 を 加え て 提出 する と いう 、 こ うい う 政 府 の 
希望 で や り ま す の で 、 そ れ な ら ば ます 今日 この 位 の と と に し て 置く ぐ の が 至 当 で 
あろ うと と う 私 ど や は 考え まし た 。」 と 述べ だ た よう に 、 す で に 明治 |32 年 正 下 が 
一 時 の 過渡 的 改正 で も つて 、 こ の 時 約束 され た 改正 が 今や 果 き れる こと と と な つ 
た だ た の で ある 。 

この 改正 法律 の 提案 理由 の 説明 に お い て 、 大浦 兼 式 農 商 務 大 区 も 、「 現 行 法 
は 、 胃 治 32 年 の 制定 で も つて 、 主 と し て 条約 改正 笑 施 の 必要 に 応ずる た め 、 胃 
治 21 年 制定 の 特許 条例 、 意 匠 条例 お よび 商標 条例 に 改正 を 加え た も の で も つて 、 
その 後 時 勢 の 進 運 に 伴い 改正 補修 を 要する 事項 が 少 か ら ず ご ざい ます 。…… 今 
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その 改正 の 要旨 を 大 略 申せ ば 、 第 1 に 、 工 業 所 有 権 の 権利 を 確実 に し 、 な る ベ 
くそ の 負担 を 軽減 し 、 第 2 に 、 私 権 の 革 有 と 社会 公衆 の 利益 と を 調和 し て 行か 
な けれ ば な らい ぬ 。 第 3 に 、 出 願 請求 の 手続 を 簡易 な らし め て 、 も つて その 真正 
の 考 委 者 お よび 商工 業 の 保護 を 努 せ る と と も に 、 不 正 名 争 の 弊害 を 防 過す る と 
いう こと を 図る と いう の が 趣旨 で あり ます 。 今や わが 国 の 産業 の 発 達 と いう も 

は 、 こ の 発明 、 実用 新案 、 意 医 お よび 商標 、 す な わ ち 工業 所 有 権 保護 の 制度 
の 改善 に 侯 つ 所 が も つと $ も 多い の で ご ど ざ いま し て 、…… 」 と れ が すなわち この 
4 法 の 改正 法律 案 を 提出 し た ゆえ ん で ある と 述べ 、 そ の 改正 が よう や くに し 
て 、 自 主 的 に 広い 立場 か ら 公 人 益 性 を 加味 し て な され た こと を 物語 つて いる 。 こ 
こ に 至 つて 近代 的 特許 制度 の 骨格 は 、 後 の 大 正 10 年 に お ける 改正 を 必要 と する 
と は いえ 、 一 応 完成 の 域 に 達する に 至 つた と いえ る 。 

と ころ で 、 こ の 改正 に お ける 主要 点 は つぎ の 通り で ある 。 

(4 ) 特許 を 受け る と と の で きる 者 は 、 旧 法 に お いて は 、 工 業 上 の 物品 お よ 
び 方 法 に 関し 、 最 寺 の 発明 を な し た 者 に 限 つ た が 、 改正 法 は 、「 新 規 ナ 工業 
的 発明 ヲ 為 シタ ル 者 へ 」 と 規定 し 、 最 先発 明 者 で な く と も 、 新 規 な 発明 を な し 
た と き は 、 と れ を 保護 する と と と し た 。 

(s) 追加 特許 は 、 旧 法 に お い て は 、「 自 己 ノ 特許 発明 ラ 利 用 シテ 賜 シ タル 
発明 = 対 シ 」 と あり 、 改 正法 に お いて は 、 自 己 の 特許 発明 の 外 、 特 許 出願 中 の 
発明 に つい て も 、 そ の 改良 また は 拡張 を な し た 者 は 、 こ とれ に 関し 追加 特許 を 受 
け 得 る と と と し た 。 

(へ) 旧法 は 、 職 務 上 また は 契約 上 な し た 発明 に つき 、 特 許 を 受 く る の 権利 
の 帰属 者 を 明記 し な か つた た め 、 発 明 者 と その 使用 者 と の 間 に 紛 議 の 起 つ た 場 
合 な し と し な か つた 。 そ と で 改正 法 は 、 こ の ょ よう な 場合 に お ける 権利 帰属 者 を 
明和 定 し 、 原 則 と し て 、 使 用 者 と し た 。 

(=) 特許 を 受け る こと の で き な い 発明 に 関し 、 旧 法 は 、「 特 許 出願 前 公 テ 
知 ラ レタス 公用 キラ レタ ル モ ノ ……」 と 規定 し た が 、 と の 意義 必ず し ゃ 胃 白 
で な い の で 、 こ れ を 胃 確 化す る た め 、 現 行 大 正 10 年 法 の よう に 、 積 極 的 に 、 新 
規 性 の 概念 に つき 規定 を 置い た 。 
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(*) 博 路 会 、 共 進 会 出品 物 の 保護 に つき 、 上 旧法 は 、 政 府 ほ た は 府県 の 開放 
し た も の に だ 限定 し た が 、 改 正法 は 、 そ の 保護 範 囲 を 拡張 し 、 政 府 、 道 府県 $ し 
く は 政府 の 認可 を 得 た も の の 開設 する 博覧 会 、 共 進 会 に 改め た 。 

(へ ) 同一 の 発明 に つき 、2 人 以上 の 特許 出願 者 が あつ た 場合 に お いて 、 旧 
法 の よう に 最 先 の 発明 者 に 対し 特許 を 附 与 す る こと が 至 当 で は ある が 、 上 旧法 に 
し た が えば 、 特 許 後 幾 年 も 経過 し て も 同一 発明 に 関す る 最 移 発明 者 は 、 自 選 の 
特許 出願 を な すこ と が で きる た め 、 茎 存 の 特許 権 者 は 、 始 終 不安 定 の 状態 を 先 
れ な か つた 。 そ と こと で 、 改 正法 に お いて は 、 最 先発 明 主 義 を 存置 し て いる が 、 特 
許 権 発生 後 2 年 を 経過 し た 場合 に は 、 た と え 最 先発 明 者 で あつ て も 、 も は や 、 
特許 権 は 附 与 き れ ぬ こと と し 、 も つて 最 先 発明 主義 の 英 害 を 是正 し た 。 

(+) 旧法 に あつ て は 、 国 内 に 居 な い 特 許 出願 者 また は 特許 権 者 は 、 国 内 に 
住所 を 有する 者 に つき 代理 人 を 定め な けれ ば な ら ず 、 特 許 権 者 で も つて 、 も し 
正当 の 事 改 も な い の に 、6 月 以上 代理 人 を 置か な いと き は 、 そ の 特許 を 取り 消 
され る こと が な あつ た が 、 改 正法 に あつ て は 、 と の よう な 場合 に は 、 必 者 じき 代 
理 人 を 定め る こと を 要 せ ず 、 代 理 人 を 定め これ に よる の で な けれ ば 、 特 許 に 関 
する 出願 、 請 求 そ の 他 の 手続 を な し 、 ま た は 特許 権 $ し く は 特許 に 関す る 権利 
を 主張 し 得 な いと と に と ど め た だ た 。 

( チ ) 数 人 共同 し て 特許 に 関す る 出願 、 請 求 そ の 他 の 手続 を な す も の 、 ま た 
特許 権 の 共有 者 は 、 特 許 局 に 対し 各 人 に 代表 権 が ある か 否 か に つき 、 明 確 で な 
か つた の を 、 改 正法 に あつ て は 、 こ と の よう な 場合 に お いて 、 原 則 と し て 各 人 相 
互 に 代表 し 、 と くに 代表 者 を 定め て 特許 局 に 届け 出 た と き は 例外 で も る 守 を 規 
征 じ た 。 

(》) 旧法 に あつ て は 、 特 許 に 関す る 出願 、 請 求 を な く し た 者 に 対し 、 法 症 
期間 の 延長 を 認め る 規定 は な か つた が 、 改 正法 で は 、 外 国 ま た は 遠 隔 その 他 変 
通 不 便 の 地 に 居住 する 者 に 対し て は 、 と くに 特許 局長 が 職権 また は 請求 に より 
延長 を 認め る こと が で きる よう に し た 。 

( ぇ ろ ) 軍事 上 馳 徐 を 要する 発明 に つい て は 別に 合 令 を も つて 特別 の 規定 (《 詳 ) 
生 事 上 午 窒 ラ 要 スル 発明 特許 = 関 スル 件 明治 42 年 動 令 第 299 号 ) を 設け る こと 
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(⑦) 研究 また は 試験 の た め に する 特許 発明 の 応用 、 特 許 出願 の 際 、 現 に 療 
意 に 国内 に お いて その 発明 実施 の 事業 を な し 、 も し く は 設備 を 有する 者 また は 
その 承継 人 の 特許 発明 の 実施 な ど に つい て は 、 特 許 権 の 効 力 は 及ば な い 旨 の 規 
定 を 新設 し た 。 

( ラ ) 旧法 で は 、 特 許 権 の 存続 期間 は 15 年 と の み 規 定 し た の に 対し 、 改 正法 
は 、 ミ さら に 勅 令 の 定め ある と ころ に より 、3 年 以上 、10 年 以下 持 許 権 の 存続 期間 
の 旭 長 が で きる こと と し た 。 [これ に も と づき 、「 特 許 権 ノ 存 続 期 間 延 長 ニ 関 ス 
アァ 件 』( 明 治 42 年 勅 令 第 298 号 ) が 公布 、 施 行き れ た が 、 こ れ に より 、 延 長 の 条 
件 と し て 、 重 要 な 発明 の 特許 権 者 で も つて 、 権 利 の 存続 期間 中 、 正 当 の 理由 に 
さり 、 相 当 の 利益 を 得 ら れ な か つた 場合 に 限る こと が 規定 され た 。] 

(2 ) 旧法 に お いて は 、 他 人 の 特許 発明 を 利用 し て な し た 発明 に つき 、 特 許 
を 出願 し た 者 が 特許 の 査定 を 得 た と き は 、 ま す 現 特許 証 主 に 協議 し 、 そ の 発明 
を 使用 すべ き 旨 の 承諾 を 受け な けれ は なら ず 、 そ の 承諾 を 得る と と が で き な い 
場合 に は 、 そ の 事由 を 具 し 特許 局長 に 申告 し 、 特 許 局長 に お いて 正当 の 事由 あ 
り と 認め る と き 、 は じ め て その 利用 発明 に 対し 特許 を 与え る こと と な つて いた 。 
し か る に 、 改 正法 に お いて は 、 特 許 を 受け る 以前 に た あつ て は 、 原 特許 権 者 の 承 
諾 を 受け る と と を 必要 と せ ず 、 特 許 を 得 た 後に お いて 、 そ の 特許 発明 が 他人 の 
特許 発明 また は 人 和 録 実用 新案 を 使用 する の で な けれ ば 、 和 実施 する こと が で き な 
い 場 合 に は じ め て 特許 権 者 、 ま た は 実用 新 委 権 者 の 許諾 を 受 く べき と と と し 、 
この 場合 特許 権 者 また は 実用 新 委 権 者 が 正当 の 理由 な くし て その 使用 を 許諾 し 
な いと き 、 ま た は 許 語 を 得る と と の で き な い と き は 、 審判 を 請求 する と と が で 
きる と と と し た 。 し か し 、 そ の 反面 、 利 用 発明 な る も の は 、 原 発明 より その 性 

質 に お いて 進歩 し た も の で ある こと と が 多い た め 、 一 度 利用 発明 が な され る と 、 
原 圭 許 権 者 は 、 そ の 利益 を 剣 奪 され る 場合 が 多い こと と な る 結果 に か ん が みて 
履正 法 は 、 有 利用 発明 の 場合 に お いて 、 原 特許 権 発生 後 3 年 間 は 、 原 特許 権 者 
の 承諾 な く し て は 、 利 用 発明 者 は 、 原 発明 の 使用 を な し えな いこ と は も ちろ 
ん 、 前 述 の 徐 判 請求 る で を な いこ と と し て 、 原 特許 権 者 の 利益 の 保護 を 考 虚 す 
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の ) (ご どの 1 し 7X 

( ヵ ) 前 述 の よう に 、 利 用 発明 者 に 対し 、 原 特許 発明 の 実施 許 護 の 審判 を 請 
求 し 得る 権利 を 認め る と 同時 に 、 特 許 発明 を 使用 きれ る 原 特許 権 者 も る また 利用 
発明 者 の 特許 発明 に つき 、 実 施 許諾 の 審判 を 請求 し 得る 権利 を 同様 に 認め る こ 
と に より 両者 の 地位 の 均衡 を 図 つた 。 

( ョ ) 特許 発明 の 実施 を 他人 に 許諾 し 得る 旨 の 規定 を 明記 し た 。 

( タ ) 特許 発明 に つい て の 使用 許諾 、 ま た は 実施 許諾 は 、 本 来 偵 権 的 関係 に 
過ぎ な いも の で ある けれ ども 、 そ れ ら の 使用 権 ま た は 実施 権 は 、 人 録 きれ た と 
き は 、 稚 後 その 特許 権 を 取得 し た 者 また は その 特許 権 を 目的 と し て 設定 し た 質 
権 を 取得 し た 者 に 対し て も 、 そ の 効力 を 生ずる こと と し て 、 使 用 権 者 また は 実 
施 権 者 の 地位 を 突 定 さ せ た 。 

(と ) 特許 権 は 、 そ の 制限 付 誠 渡 を 受け た 者 、 実 施 許 護 を 得 た 者 、 ま た は 
権 者 の 承諾 が な けれ ば 、 こ れ を 改訂 し 、 放 径 で き な い こと と し て 、 こ れ ら の 者 
の 保護 を 図 つ た 。 

( ツ ) 宣 事 上 薦 密 を 要 し 、 ま た は 軍事 上 も し く は 公益 上 必要 な 場合 、 旧 法 で 
は 、 特 許 に 制限 を 付 し も し く は 特許 を 与え ず 、 ま た は すでに 与え た 特許 を 制限 
し 、 も し く は これ を 取り 消し 得る こと と 規定 し て いた が 、 さ ら に 進ん で 政府 臣 
お いて 特許 権 を 収用 し た り 、 ま た は 特許 発明 を 実施 する こと の 規定 は な か つた 
が 、 改 正法 は 、 こ れ を 追加 し た 。 同様 に 特許 を 受 く る の 権利 に つい て $、 政 府 
に お いて 収用 し 得る こと と し た 。 

( ツ ) 正当 の 理由 な くし て 、 特 許 権 発生 後 3 年 以上 、 そ の 発明 を 国内 に お い 
て 実施 せ ず 、 ま た は 3 年 以上 その 実施 を 中 止 し た 場合 に お いて 、 上 旧法 は 、 他 人 
か ら そ の 実施 また は 譲受 を 請求 し 、 こ れ を 拒絶 し た と き に は じ め て 、 特 許 局長 
は 、 こ れ を 取り 消し 得る こと と し た の で ある が 、 改 正法 は 、 そ の 実施 、 譲 受 ま 
た は 使用 の 請求 を 必要 と せ ず 、 た だ ち に 取り 消し 得る こと と し た 。 し か し て 、 
取消 処分 に 対し 旧法 は 、 何 ら の 救済 方 法 も な か つた が 、 改 正法 は この 取消 処分 
に 対し て は 、 不 服 の 州 題 を 提 下 し 得る こと と し 、 権 利 者 の 保障 を 規定 し た 。 

( ネ ) 旧法 に お いて は 、 発 明 抵触 の 結果 、 そ の 前 後 査 定 確定 し 、 後 の 出題 が 
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特許 を 受け た と き 、 前 に 与え られ た 特許 は 、 な お 、 そ の 取消 処分 を 必要 と し た 
が 、 改 正法 に お いて は 、 抵 触発 明 に 係る 前 の 特許 は 、 当 然 無効 と な る 旨 を 規 2 
必 だ 。 

( ナ ) 特許 料 を 軽減 する と と も に 、 第 1 年 か ら 第 3 年 まで の 特許 料 は 、 一 叶 
に 納入 させ る こと と し た 。 

( ラ ) 第 1 年 か ら 第 3 年 まで の 特許 料 また は 追加 特許 料 を 納付 すべ き 盗 力 の 
た な い 場 合 の 納付 猫 也 また は 減免 の 規定 を 設け た 。 

(>) 特許 証 主 の 外 、 利 定 関 係 人 も る また 、 特 許 料 ま た は 追加 の 特許 料 を 納入 
(得る と と と し た 。 

( ヶ ) 旧法 は 、 特 許 料 納付 期限 後 60H を 経過 する と 、 な お その 納付 を 芯 つ た 
と き 、 は じ め て 特許 取消 の 処分 を な す と と を 得る も る の と し て いる が 、 改 正法 は 
特許 料 の 納付 を 忌 つ た と き は 、 た だ ちせ 特許 を 取り 消し 得る こと と と し た 

( キ ) 旧法 に お いて は 、 特 許 を 無効 と する 審判 は 、 何 人 に て も 請求 し 得る こ 
と と な つて いた の で 、 や や も すれ ば 、 浴 訴 の 上 敵 を 生じ 果 を 特許 権 者 に 及ぼ すこ 
と な し と し な か つた 。 政 に 、 改 正法 に お いて は 、 無 効 審 判 に つい て も 、 利 害 関 
係 人 で な けれ ば 、 と これ を 請求 し 得 た いと と と し 、 し か し て その 公益 上 必 
$ の に つい て は 、 和 審査 官 を し て 公益 を 代表 し 、 無 効 審 判 を 請求 し 得る も の と し 
だ 。 た だ し 、 そ の 性 質 上 審査 官 に 許す べから ざる 事項 に つい て は 、 も と より 例 
外 を 設け た 。 

(2) 旧法 の 審判 制度 は 、 事 実 審 を 一 審 に 目 あ た が 、 改正 法 で は 、 挑 告 密 判 
の 制度 を 新設 し 、 事実 の 杉 審 を 許し 、 も つて 権利 意 重 の 実 を 明らか に し た 。 

( オ ) 審判 に 参加 制度 を 設け た 。 す な わ ち 、 審 判 の 結果 に つき 利 審 関 係 を 有 
する 者 は 、 そ の 審判 の 終結 する まで 請求 人 また は 被 請求 人 の 一 方 を 袖 協 する た 
め 、 そ の 審判 に 参加 し 得る こと と し た 。 

( ク ) 特許 の 効力 また は 特許 権 の 節 囲 に 関す る 確定 審判 、 ま た は 判決 の 登録 
あつ た 場合 に お ける 一 事 不 再 理 の 原則 を 規定 し 、 無用 の 手数 を 省き 、 利 害 関 人 
の 地位 の 安定 を 図 つた 。 

( ャ ) 特許 権 の 効力 また は 範囲 如何 の 問題 が 民事 、 刑 事 の 判決 に つき 先決 問 
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遂 と な る と き は 、 義 判 所 は 、 そ の 訴 玉 手 続 を 中 下 し 得る こと と し た 。 

(て ) 特許 権 侵 害 行為 等 に 対す る 刑罰 を 加重 し た 。 
こと な ど と が 挙げ られ る 。 

以上 の よう に 、 技 術 的 な 面 に お ける 改正 は 、 明 治 32 年 法 に 比べ れ 度 、 そ の 進 
歩 に お いて 、 い ち じ る し いも の が あり 、 と これら の 改正 点 の ほとん ど 全 部 ほ 、 現 
行 法 に 引継 が れ 、 精 神 的 支柱 と な つて いる 。 し か し 、 や が て 、 時 代 の 進展 に 伴 
うぅ 一般 庶 民 の 地位 の 高まり と と も に 、 民 主 々 義 的 要請 は 、 大 正 時 代 に 入 つ て い 
よい よ 大 と な り 、 工 業 所 有 権 制度 の 面 に お いて すら 、 そ の 手続 に お な いて その 要 
請 を 加味 せ ざ る を 得 な いと と と な つた 。 こ の こと は 、 以 下 に 述べ る 委 員 会 委員 
長 の 言葉 の 中 に も 無意識 に 表現 きれ た と と に より 証明 され て いる と 考え る の で 
ある 。 

(6) 大 正 10 年 特許 法 (現行 法 ) 

法律 第 96 号 を も つて 公布 され た この 法律 は 、 本 区 135 条 、 附 則 12 条 か ら 成 る 
が 、 こ の 法律 案 が 提案 きれ た 理由 に つい て は 、 当 時 の 山本 達雄 農 商 務 大 臣 の 議 
会 に お ける 説明 に より 、 直 接 的 に 知る こと が で きる 。 す な わ ち 、「 只 今 議題 と 

な り ま し た 工業 所 有 権 に 関し ます る 現行 法律 は 、 明 治 42 年 に 改正 に な り まし 
て 、 今 日 まで その まま に な つて いる の で あり ます 。 し か る に 、 こ の 問 に お い 
農工 商業 に 関し ます る 発達 は 、 御 承知 の 通り 、 い ち じ る し きも の に な つて お り 
ます た め に 、 そ れ に 関係 も ある この 法 委 の 改正 の 必要 が 起 つ て 参 つ た の で あり ま 
す 。 政 に 一 昨年 で も り ま し た か 、 折 道 に も つと る 学識 経験 を 有 せ られ て 居り ま 
す 人 々 を 集め まし て 、 そ うし て 特許 局 の 主 堂 に 関し ます る 諸 法 律 改 正調 査 委員 
会 が 設け られ まし た 。 爾 来 今日 に 至り ます る 1 年 に 互 り まし て 、 十 分 に 調査 研 
完 を 遂げ られ まし て 、 は じ め て 今日 に 至り まし て 、 こ の 成 案 ぶ が で きま し た の で ご 
ぎ い ま す 。 そ うい う も の で あり まし て 、 そ の 主 な る も の は 、 発 明 の 保護 、 午 胡 
また は 私 権 、 公 権 な どの 調和 の 点 な ど に つい て 、 主 に カ を 用 いま し た 。 そ うし 
て この 改正 を 遂げ た 次 第 で も り ま す 。…… た 、 新 た に 弁理 士 法 を 設定 致し ま 
し て 、 そ うし て 諸 法律 と 相 侯 つ て 、 工 業 所 有 権 の 完全 を 図ら ん と し て 今日 提出 
致し まし た る 次 第 で も り ま す 。」 と 述べ た 。 し か し て これ ら 特 別 委員 会 の 審議 後 
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1 に お ける 島田 俊雄 委員 長 報 告 に よれ ば 、「…… 恐 らく 今期 議会 に 提出 せら れ ま 
た る 法律 案 中 の 最大 に し て 、 ま た も つと ゃ 重要 な る も の の 1 つと 考え る 」 の 
で あつ て 、「 こ の 法律 案 の 内 容 が 旧 特 許 法 と 異 る 主 な 点 は 、 次 の よう な 5 点 」 
iG あ お つた の と と に つい で は 、 す で に 総論 で や や 詳し く 述 べた と ころ で ある 
が 、 本 法 は 、 現行 法 で も もり 、 と くに 重要 な 改正 点 の 審議 経過 を 知る 上 に も 邊 
味 が も る の で 敢えて 、 摘 記す る こと と する 。 

[第 1 に 最も 注意 すべ き 点 は 、 特 許 に つ い て 従来 最 先発 明 の も の に 対し て 許 
可 す る と いう 主義 を 封 つ て 居り まし た の を 改め て 、 先 願 主 義 に し た と いう 点 で 
あぁ ありま す 。 すなわち 、 従 来 は 1 つの 事柄 に つい て 、2 つ の 特許 出願 の あり まし 
た 場合 に 、 一 番 最初 に 発明 し た と と ころ の も の を 調べ て 、 こ れ に 特許 を する と い 
うと と で あつ た の で ある 。 と れ を 出願 の 前 後に よ つ て 特許 を する と いう こと と 
改め た の で あり まし て 、 す な わ ち 、 そ の 趣意 は 、 特 許 出願 に 関す る と ころ の 、 
種々 な る 共 争 を 防ぐ と いう 意味 か ら 来 た も の で も あり まし て 、 これ 改正 和 案 の 第 1 
の 眼目 の 1 と すべ きも の 」 で あ つて 、「 改 正 の 第 2 の 要点 は 、 特 許 と 実用 新案 
と の 区 別 を 明か に し た と いう こと 、 な ら び に 意匠 と いう 、 す な わ ち 、 導 権 の 
客体 を 明らか に し た と いう 点 で あり ます 。 従来 、 発 明 と 実用 新案 、 こ の も の の 区 
別に つい て は 、 世間 に 往々 誤解 が あり まし て 、 実用 新案 は 、 仙 単なる 発明 で あ 
る か の 如く に 了解 せ や られ て いる 向 が 多 か つ た の で あり ます 。 ま た 、 現行法 の 書 
方 に つい て これ を 見 まし て る 、 そ の 点 に つい て 、 い ささ か 疑 を 挿 む と ころ の 会 
地 が 存 し て お つた の で あり ます 。 こ の 点 に 対し て 改正 法 は 、 き わ め て 胃 吹 な る 
征 義 を 下 し まし て 、 す な わ ち 、 特 許 は 、 自 然 力 を 利用 し 、 こ れ を 産業 上 に お い 
て 効果 あら し め る た め に する と ころ の 独創 の 考 和 染 に 対し て 、 い わ ゆ る 発明 に 対 
する も の で あつ て 、 実用 新案 は 、 新規 の 考 染 に 係る と ころ の 物品 の 型 で も る と 
いう こと に 定義 を 下 し て 、 そ の 区 域 を 明 確 に し た 」 の で あつ て 、 つ ぎ に 、「 改 
、 正 案 の 第 3 の 注意 すべ き 要 点 は 、 いわゆる 出願 公告 の 制度 を 採用 し た と いう こ 
と で ある 。 田原 公告 の 制度 と いう の は 、 特 許 の 田原 の あり まし た 場合 に 、 特 証 


いわ ゆる 田原 公告 と いう も の を し て 、 一 般 世 人 に と れ を 示し て 、 こ れ に 対し て 
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思 議 の 申立 を する と ころ の 機会 を 与え た も の で あり まし て 、 学 者 の いわ ゆる 全 
衆 審査 と いう 人 岬 度 で も ちり ます 。 と れ は 申す まで も な く 取 扱 の 事務 と し て は 、 す 
こぶ る 類 雑 に な る か も 知れ ませ ん けれ ども 、 そ れ と 同時 に 、 特 許 を な し た 場合 
の その 後に お いて の 邊 を 防ぐ と いう こと に つい て は 、 非 常 な る 効力 の ある 制 
度 」 で あつ て 、「 第 4 の 重要 な 改正 点 は 、 特 許 ……C つ きま し て これ を 特許 せ 
ず と いう 意見 を 特許 局 に お いて 持ち ます 場合 に お な いて 、 ま ず 以 て その 拒絶 の 理 
由 を 出願 人 に 示す の で あり ます 。 す な わ ち 、 拒 絶 の 理由 を 出願 人 に 示し て 、 こ 
れこ れ の 事情 が ある か ら 、 お 前 の 出願 は これ を 採用 する わけ に 行か な いと いう 5 
と こと を 示す 、 し か し て これ に 対し て 出願 人 は 、 相 当 の 意見 を 申し 出る と と ろ の 
機会 を 与え る と 同時 に 、 他 の 方 に お いて は 現行 制度 ( 計 、 明 治 42 年 法 。 以 下 同 
じ 。) に お いて は 、 同 様 な る 場合 に 再審 査 を 要求 する と ころ の 方 法 を 封 つ て お 
り ま し た の を 改め て 、 た だ ち に 抗告 審判 の 手続 を な す と と が で きる と いう と と 
に 致し た の で あり ます 。 と れ は 、 一 面 に お いて は 出願 和信 を し て 満足 せしめ 、 自 
分 の 特許 は 、 如 何 な る 理由 に よ つ て 拒絶 せら る る の で ある か と いう こと を 知る 
こと が で き 、 そ の 拒絶 の 理由 に 対し て 、 相 当 な る 意見 を 述べ る と と が で き て 、 
満足 を 与え る こと と が で きる と 同時 に 、 又 他 の 一 方 に お いて は 、 従 来 の 如く 1 つ 
の 査定 に 対し て 再審 査 を 願い 、 そ う し て 多く の 時 間 を 用 すこ と を 人 避け て 、 た だ 
ち に 抗告 審判 の 手続 に よ つ て 、 い わ ゆ る 特許 に お ける 一 種 の 裁判 制度 に よ つ て 
その 願 の 許 否 を 決め る と と が で きる と いう 、 事 務 笠 の 意味 に お いて も 利益 の 
ぁ る 制度 で も り ま し て 、 こ と の 2 つ は 相 侯 つて また と の 改正 法 の 一 大 特色 と 謝 う 
こと が で き 、 一 大 進歩 と いわ な けれ ば な ら ぬ と 思う 」 の で あり 、「 改 正法 の 第 5 
の 特徴 と し て は 、…… 使用 人 、 す な わ ち 会 社 と 役員 も あるいは 、 契 約 に よ ょ つて 、 
人 の 仕事 を し て いる と いう よう な 場合 に お いて 、 そ の 使わ れる と ころ の 人 が 発 
明 を な し た 場合 に 、 こ と の 補 用 者 が 職務 を 執行 する 場合 に お いて 発明 を し た 、 
の 発明 権 と いう も の に つい て 特許 を 得る 、 こ の 権利 は 誰 に 帰属 する か と いう こ 
と に つい て 、 胃 了 瞭 な る 原則 を 定め た と いう こと で あり ます 。 現行法 に お いて も 
固 よ りこ と の 点 に つい て 規定 を な し て いる の で も り ま す が 、 改 正法 は 、 こ の 点 に 
つい て きわ め て 胃 ら か な る 原則 を 定め 、 職 務 執 行 の 場合 を お いて も 、 ま た 契約 の 
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場合 だ お いて も 、 人 の 仕事 を する 場合 に お いて も 、 そ の 使わ れる と ころ の 人 が 
発明 を な し た 場合 に お いて は 、 と この 発明 に つい て 特許 を 受 く る の 権利 は 、 特 約 
の ある 場合 の 外 、 原 則 と し て 使わ れる 人 間 、 す な わ ち 、 発 明 者 自身 に これ を 与 
える こと に な つ で いる の で あり ます 。 た だ か く の 如 き 場 合 に お いて 、 使 用 者 す 
な わ ち 使う と ころ の 人 、 主 人 側 の 利益 を 保護 する と いう 意味 を も つて 、 そ の 特 
許 を 受 く る の 権利 を 承継 する と と の で きる よう に 、 ま た ある 場合 に お いて は 、 
これ を 実施 する と と の で きる 権能 を 、 使 用 者 の 側 に 認め た と いう 点 に お いて 、 
両者 を 公平 に 保護 し で いる と と に な つて いる の で あり まし て 、 と の 点 も また 改 
正法 の 特徴 0O1 つ で ある と いわ な けれ ば な ら ぬ と 思う の で あり ます 。 ま た 、 原 
楽 は 、 使 用 者 が 被用者 の 発明 を 実施 する 場合 に お いて は 、 何 ら 袖 代金 を 与え る 
と いう) 制度 を 設け て いな か つた の で あり ます が 、 委 員 会 に お いて は 、 発 胃 者 た 
る と ころ の 被用者 、 用 いら る る と と ろ の 人 の 地位 を 保護 し 、 そ の 権利 を 仲 張 す 
る 意味 を も る つて 、 使 用 者 が 被用者 の 発明 権 を 実施 する 場合 に お いて は 、 当 の 
補償 金 を 与え を る と いう こと の 修正 ( 誕 ) を 加え た 。( 中 略 )…… 

以上 の 5 つの 点 は 、 改正 法律 通じ て 、 ふ つと も 特筆 すべ き と こ ろ の 点 で あ 
る 。 云々 」 と 述べ た 。 

(年 、 こ の 修正 $ 徐 議院 に お ける 、 被 用 者 の 立場 を 考慮 し た き わ め て 大 き な 修 正 点 で あ 
つた が 、 貴 族 院 の 審 庶 で は 、 再 び こ れ が 削除 され 、 政 府 原案 に 戻 つた 。) 


以上 の ょ うに 、 特 別 委員 会 島田 委員 長 の 挙げ た 大 正 10 年 改正 の も つと も ふ 息 要 
な 点 は 、(3) 光 原 主義 の 採用 、(b) 特許 と 実用 新案 と の 区 別 の 明確 化 、(c) 出 
願 公告 制度 の 採用 、(d) 拒絶 理由 通知 制度 の 採用 、(e) 職務 上 また は 契約 上 な 
。 し た 発 胃 に つき 、 特 許 を 受 くる の 権利 の 帰属 規定 の 改正 の 5 点 で も つた が 、 そ 
5 の 他 の 改正 京 に つき 、 当時 の 政府 資料 を 参考 に 、 以 下 説明 する こと と する 。 
(4) 符 許 出願 の 拒絶 に 対す る 再審 査 の 制度 を 廃止 し 、 直 接 抗告 夫 判 を 請求 し 
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に 関す る 説明 中 に も 触れ られ た と ころ で ある が 、 上 旧法 (明治 42 年 法 。 以下 同 
じ 。) に よれ ば 、 特許 出願 の 拒絶 に 対し て 再審 査 の 請求 を 許し 、 これ に 不服 あ 

る 場合 に お いて は 、 最 終 の 許 否 決定 の た め 撤 告 守 判 の 請求 を 認め で いた 。 し か 
に 、 特 許 の 許 否 の 最終 の 決定 を 特許 局 で する と と は 、 密 判 系 統 に お ける 景 終 
機関 た る 大 審 院 と 、 法 律 上 の 解釈 に 関し 統一 を 欠く うらみ が ある の で 、 改 正法 
で は 、 再 審査 を 廃し 、 査 定 に 対し た だ ち に 撤 告 守 判 を 経て 、 大 審 院 へ 出 誕 し 得 
る (た だ し 、 法 令 違 反 を 理由 と する 場合 に 限る 。 旧法 と 同じ 。) と と と し た 。 
(s) 特許 また は 許可 に 対す る 無効 審判 請求 に つき 、5 年 の 期限 を 設け た こ 
と 。 

旧法 に よれ ば 、 特 許 ま た は 許可 の 無効 鶴 判 請求 の 時 期 に つい て は 、 何 ら の 制 
限 を 設け て いな いた め に 、 特 許 権 は 、 常 に 不安 定 で も る と と を 免れ な か つた 。 
これ が 持 許 発明 の 実施 を 困難 な らし め て いる 原因 で あつ た の で 、 改 正法 で は 、 
特許 また は 許可 の あつ た 後 5 年 を 経過 し た と き は 、 そ の 無効 審 判 の 請求 を する 
こと が で き な い こと と し て 、 こ の 上 光 害 を 除去 し 、 特 許 権 者 を 保護 する と と と レ 
な の で ある 。 

(へ ) 強 制 実施 許 護 の 規定 を 設け た こと と 。 

特許 され た 後に お いて 、 引 きつ づき 3 年 以上 、 正 当 の 理由 な く し で その 発明 
が 国内 に お いて 適当 に 笑 施 されない 場合 に お いて 、 公 益 上 必要 ある と き は 、 そ 

の 特許 権 者 の 意思 如何 に か か わら ず 、 利 害 関係 人 を し て その 発明 を 実施 する こ 
と を 得 せ し め る 途 を 新た に 開き 、 独 占 権 の 上 弊害 を 止め 、 国 内 産業 の 発達 に 資す 
の ICEW ど と と 間 ( 明 だら 

(=) 特許 権 の 改訂 また は 分 割 の 規定 を 改正 し た こと 。 

旧法 に よれ ば 、 特 許 発明 明 沖 書 を 親 正 し 、 ま た は 特 誕 権 を 分 割 す る 場合 世に お 
いて は 、 審 査 手続 に よ つ た の で ある が 、 改 正法 で は 、 そ の 手続 を 慎重 に し て 箸 
判 手続 に よる と と と し た 。 

(ホネ ) 特許 無効 の 審判 は 、 原 則 と し て 口頭 守 理 に よる こと と し た こと 。 

旧法 に よれ ば 、 特 許 無効 の 審判 も また 原則 と し て 書面 徐 理 に より 、 た ぶ 和 判 
長 は 、 職 権 を も つて 、 ま た は 当事者 の 申立 に より 口頭 千 理 に する こと を 得る に 
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刀 ぎ な か つた 。 し か る に 、 特 許 権 分 囲 確認 審判 が 、 特 許 発明 明 沖 書 の 解釈 お よ 
び 技 術 上 の 問題 を 主 と し 、 唱 頭 守 理 を 必要 と する 場合 が 多く な い の に 反し て 、 
特許 無効 の 宗 判 は 、 事実 に 関す る 和 争点 を 主 と す る 政 に 、 事 実 の 真相 を 職 明 する 
に は 、 書面 徐 理 に よる より も 、 口 頭 審理 に よる の が 便利 で も る の で 、 無 効 審判 
に 限り 、 口 頭 徐 理 に よる と と と し た 。 

(へ ) 審査 官 除 兵 の 規定 を 新設 し 、 審判 官 除 打 の 規定 を 拡充 し 、 な お 審判 官 
に つい て は 、 忌 避 の 規定 を 新設 し た こと 。 

旧法 に よれ ば 、 審査 に 千 与 し た 者 は 、 同 一 事件 に つき 、 審 判 に 干 与 する こ 
が で きず 、 ま た 審判 に 寺 与 し た 者 は 、 同 一 事件 に つき 、 抗 告 審 判 に 〒 与 で き な 
い 旨 を 規定 し た が 、 そ の 他 の 点 に お いて 、 た と えば 大 審 院 に お いて 破 差 戻 
な つた 事件 に つき 、 前 に 抗告 宗 判 に 千 与 し た 者 が 、 そ の 事件 に ふた た び 干 与 す 
る と と を 禁じ て いな い 不 合理 が あつ た の で 、 こ とれ を 改め る と と も に 、 徐 判官 に 
つい て は 、 旧 法 に も 当事者 と 親族 関係 を 有する 者 を 除 訂 する 規定 は あつ た が 、 
著 査 記 に つい で は これ を 欠 除 し て いた の で 、 と れ を 補充 する こと と と し た 。 な 
お 、 審 判官 に つい て は 、 民 事 訴訟 法 に 條 つて 忌避 の 規定 を 設け た 。 

( ト ) 民事 訴訟 法 に 他 い 、 夫 判 、 抗 告 宗 判 また は 出 訴 に 関し 、 再審 の 制度 を 
設け た と と 。 


y 
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確定 の 審決 また は 判決 を も つて 終結 し た 審判 、 抗 告 宗 判 ま た は 出 訴 に 対し 、 
法定 の 事由 ある と き は 、 取 消 の 請求 また は 原状 回 復 の 請求 に より これ を 再審 す 
る の 制度 を 設け た 。 再 審理 由 等 に つい て は 、 多 く 民事 訴 誤 法 の 規定 に 準拠 し た 。 

以上 が 大 正 10 年 現行 法 の 旧法 に 対す る 改正 点 で も る が 、 そ の 後 、 昭 和 4 年 、 
19 年 、22 年 、23 年 、26 年 お よび 27 年 の 6 回 tc わ た る 一 部 改正 が 行わ れ た 。( こ 
の 中 22 年 、23 年 改正 は 、 料 金 符 の 引上げ で ある 。) その 主 な 改正 点 を 以下 簡単 
に 述べ る と と と する 。 

(7 ) 昭和 4 年 一 部 改正 

法律 第 47 号 に よる 大 改正 で も つた 。 そ の 改正 点 は 、 出願 、 請求 に 関す る 手 統 
に 関す る 事項 を 主 と し 、 と くに 審判 手続 に つい て は 、 当 時 に お ける 民事 州 誤 法 
の 改正 に 伴い 、 多 く の 規 定 が 新設 され た 。(4 ) 特許 に 関す る 出願 、 請 求 等 の 手 
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続 を する 者 の 、 笑 作 に よる 代理 人 の 代理 権 は 、 本 人 も し く は 法定 代理 人 の 死亡 、 
能力 表 失 等 に よ つ て も 、 な お 消滅 し な いと と と し 、( っ ) 外国 、 遠隔 地 、 交通 
不便 の 地 に ある 者 が 、 手 続 を な すべ き 法 定期 間 の 延長 制 を 、 特 許 局 に 対す る や ゃ 
の の み で な く 、 月 判 所 に 対す る も の も 適用 する と と と し 、 (へ) 出願 、 請 求 侍 
の 手続 を する 者 が 不可 抗 カ の 理由 に より 、 法 定期 間 を 半 で きた な い 場 合 に お け 
る 、 一 定期 間 中 の 手続 の 追 完 を 認め 、 (=) 審判 請求 書 の 方 式 違 の 場合 に お 
ける 欠 鈴 補正 命令 に 関す る 規定 を 設け 、(*) 不適 法 な 審判 また は 拓 告 審判 の 
請求 で も つて 、 そ の 人 欠 魚 が 補正 し 得 な い 場 合 に は 、 た ゞ ヾ ち に 徐 決 却下 すべ き 旨 
を 規定 し 、(^) 審判 官 除 訂 の 規定 を 拡充 し 、 明 確 化し 、( ト ) 審判 の 公正 を 妨 
ば る 事情 が ある 場合 の 審 判 官 に 対す る 忌避 申立 は 、 特 別 の 場合 の 外 は 事件 に つ 


、 申 述 を する 前 で な けれ ば な ら な い 旨 、 な ら び に この 申立 は 書面 を も つ で 才 


7 よ 


リコ 


る こと を 原則 と する 旨 を 規定 し 、( チ ) 審 判 に は 通 事 を 用 い 得 る と と と し 、 抗 
き 審 判 請求 期限 の 適用 除外 対象 を 強制 実施 の 場合 の 袖 償 金額 の 審決 の 外 、 審 
判 、 拓 告 審判 お よび 出 訴 に 関す る 有 軍 用 の 審決 に も 及ぼ し 、( り ) 撤 告 守 判 の 請 
求 の 取 下 、 請求 連 の 放 径 を な し 得る 旨 規 定 し 、( ス ろ ) 密 査 、 審 判 で し た 手続 が 抗 
告 矯 判 で も 効力 を 有する 旨 規 定 し 、( ル と) 査定 また は 審判 の 審決 の 手続 の 法令 


避 反 の 場合 に は 、 抗 告 審 判 に より その 査定 また は 審決 を 破 設 すべ き 旨 を 規定 し 、 


抗告 箸 判 で 、 査 定 ま た は 和 需 判 の 審決 を 破 員 す る 場合 に は 、 人 査定 に 対す る 場合 の 
みな ら ず 、 守 判 の 審決 に 対す る 場合 に つい て も 、 自 判 の 外 、 原 比 美 戻 の 突 決 を 
な し 得る 旨 を 和 定め 、( ラ ) 審判 、 抗 告 系 判 お よび 出 訴 に 関す る 旨 用 に つい て は 、 
その 負担 の みな ら ず その 額 に つい て も 、 職 権 に より 、 そ の 事件 の 千 決 を 以 て 定 
め ら れる こと と と し 、 ま た 千 判 、 抗 告 夫 判 に お ける 宮 用 の 了 予納 制 を 認め た 。(7) 
宜 敬 を な し た 証人 人 等 が 持 許 局 に 対し 虚偽 の 陳述 を し た 場合 、 お よび 証拠 調 に 関 
する 物件 等 の 提出 を 特許 局 か ら 谷 ぜ ら れ た の に 正当 の 理由 な く て これ に し た が 
わな か つた 場合 の 過料 の 規定 を 新設 する と と も に 、 証 人 等 の 不 出頭 に 対す る 過 
料金 額 の 引上げ を 行 つ た こと な ど で あ る 。 

その 他 、 民 事 訴 法 の 改正 に 伴う 条 廊 の 整備 が 行わ れん た が 、 主 な 改正 点 は 、 
大 略 以 上 の 通り で あつ た 。 
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( 8 ) 昭和 13 年 一 部 改正 

法律 第 3 号 を も つて 公布 きれ た 。 そ の 改正 点 は 、 特 許 発明 の 不実 施 の 場合 に 
お いて 、 特許 局長 官 が 強制 実施 権 際 与 の 外 、 特 許 の 取消 を も な し 得 た の を 改め 
て 、 ま すず 実 施 権 が 明 与 され た 後 、 な お 引き つづ き 2 年 以上 正当 の 理由 な くし 
て 、 国内 実 施さ れ な い 場 合 に お いて 、 か つま た 公益 上 必要 ある と き 、 は じ め 
て 、 特 許 局長 官 は 、 利害 関係 人 の 請求 に よ り 、 ま た は 職権 を も つて 、 特 許 を 取 
り 消し 得る こと と し 、 不 実施 を 理由 と する 特許 取消 の 処分 を な し 得る 場合 の 条 
件 を 重く し た 。 

な お 、 こ の 改正 は 、 マ ンド ン に お いて 改正 され た 工業 所 有 権 保護 同 四 条約 に 
加入 する に 伴い 、 同 条約 の 改正 点 (第 4 章 芽 参照 ) に 歩調 を 合せ た も の で 、 
同 条 約 の 実施 の 日 (昭和 13 年 8 月 1 日 ) と 同日 に 施行 され た 。 

( 9 ) 昭和 23 年 一 部 改正 

この 前 年 、 す な わ ち 22 年 法律 第 105 号 に よる 一 部 改正 が あつ た が 、 こ れ は 戦 
後に お ける 4 ン ン ン レ 了 直進 に 伴う 貨幣 価値 下落 に よる 特許 料 等 の 引上げ を 規定 し 
た に 止 つた 。 

昭和 23 年 一 部 改正 は 、 法 律 第 172 号 を ふつ て 公布 され 、 終 戦後 の 新 起 法 制定 
を は し じ め と する 、 法 律 制度 の 改革 に 伴う 特許 法 中 の 改正 で も つ 

この 主 な 改正 点 は 、 第 1 に 新 乱 法 に よ り 、 行 政庁 が 事実 審 を も 含め て 最終 審 
た り 得 な いと と と な つた こと に 起因 する 。 


に 
/ーo 


すなわち 、 従 来 は 、 抗 告 審 判 か ら 直 接 大 審 院 へ 出 訴 す る こと と と な つて いた が 
大 審 院 へ の 出 訴 は 、 抗 告 審判 の 審決 の 法令 違反 を 理由 と する 場合 に 限ら れ て い 
た か ら 、 事実 矯 の 最終 窪 は 、 抗告 審判 で も つた 。 し た が つて 、 こ の 抗告 審判 、 
すなわち 行政 庁 の 最終 審 た る 地位 を 廃し な けれ ば な ら な い の で ある が 、 新 憲法 
に お ける 最高 裁判 所 ( 旧 大 審 院 ) は 、 法 律 審 に 限ら れる と と と な つた か ら 、 結 
局 抗 告 審判 の 審 決ま た は 抗告 夫 判 請求 書 却 下 の 決定 に 対す る 訴 は 、 東 京 高等 裁 
判 所 の 専属 管 軸 と する こと に 改め られ た の で ある 。 

と れ に 伴い 、 訴 訟 に 関す る 1 斎 を 新た に 加え た が 、 そ の 内 容 を 略記 すれ ば 、 
⑪) 訴 の 提起 期限 (30H) (⑪) 訴 に お ける 被告 (特許 訂 長 官 ま た は 抗告 徐 判 に 
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お ける 請求 人 も し く は 被 請求 人 ) Gii) 訴 の 提起 あつ た 場合 に お ける 義 判 所 と 特 
許 庁 と の 間 の 関係 ( 靖 判 所 か ら 特 許 庁 へ の 通知 、 特 許 庁 か ら 靖 判 所 へ の 関係 午 
類 の 送付 、 訴 誤 手 統 完 結 後 の 返 付 ) tv) 請求 が 理由 ある 場合 に お いて は 、 裁 判 
所 は 、 取 消 判 決 を な すべ き 旨 、 な ら び に その 場合 に お ける 抗告 審判 官 の 再審 理 
義務 、(YV) 袖 償 金額 に 関す る 不服 の 訴 (た ゞ し 、 上 述 の 訴 と は 異 り 、 通 常 の 氏 
事 裁 判 に 属す る 。) の 提起 を な し 得る 旨 、 な ら び に その 提起 期限 と その 場合 の 
被告 に 関す る 規定 等 で ある 。 

つぎ に 第 2 の 主 な 改正 点 は 、 新 寂 法 に 規定 する 軍備 の 廃止 に 伴い 、 季 密 特許 
の 洞 度 を 削除 し た こと で ある 。 

と の 外 、 前 年 に 引き つづ き 、 オ インフ レ に 起因 する 特許 料 代 の 引上げ を 行う と 
と も 、 終 戦後 の 法令 の 改正 に 伴う 改正 、 た と えば 「 勅 令 」 を 「 政 令 」 に 、「 帝 


国内 」 を 「 国 内 」 に 、「 判 事 」 を 「 裁 判官 」 に 、「 区 裁判 所 」 を 『 地 方 毅 判 所 
へ 位 易 義 判 所 」 に 改め る な ど 用 語 の 改正 を 行い 、 同 時 に 、 上 述 の ょ うに 裁判 管 


轄 の 改正 に 伴い 、 従 来 、 和 審決 と な らん で 判決 に つき 同様 の 取扱 を し て いた の を 
改め 、 該 当 条 交 か ら 「 判 決 」 を 削除 し た 。 

以上 が 昭和 23 年 改正 の 大 略 で ある 。 

(10) 昭和 27 年 一 部 改正 

その 後 、 昭 和 26 年 法律 第 9 号 を も つて 特許 料 人 等 を 改正 し 、 昭 和 27 和 人 年 に は 対 昌 
平和 条約 の 発効 に 伴い 、 同 条約 に 規定 する 義務 を 展 行 する た め 、 外 国人 が 権利 
能力 を 有する 場合 を 拡充 し 、 従 来 は 国内 に 住所 を も 営業 所 を も 有 し な い 外 国人 
に つい て は 、 条 約 ま た は これ に 準 ず べ きも の に 規定 ある 場合 を 除く 外 、 権 利 難 
有 能 力 を 認め な か つた の を 改め て 、 日 本 国民 に 対し 内 国民 待 通 を 与え る 国 、 ま 
た は 相互 主 葬 の 下 に 権利 稼 力 を 認め る 国 の 国民 に 対し て も 権利 能力 を 認め や る こ 
と と し た 。 と れ が 昭和 27 年 法律 第 101 号 に よる 一 部 改正 で も る が 、 そ の 後 は 何 
の 改正 も な く 、 今 日 に 至 つ て いる 。 

III. 実用 新案 法 
( 環 放 
実用 新案 法 の 制定 は 、 比 較 的 新しく 、 特 誕 法 お よび 意匠 法 実施 の 後 の 実 精 に 
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微 し 、 実用 新 筆 に 保護 を 与え る こと の 緊要 た る こと を 認め 、 明 治 38 年 3 月 、 法 
律 第 21 号 を る つて 、 は じ め て 実用 新 委 法 を 制定 公布 し 、 同 年 7 月 1 日 か ら こ れ 
を 施行 し た 。 

じ か し 、 実 用 新 委 の 保護 は 、 と これ に は じ ま つ た と いう わけ で は な く 、 す で に 
述べ た よう に 、 胃 治 4 年 太政官 布告 専売 略 規則 に 、「 有 来 ) ノ 槍 物 トイ オー トモ 
別 = 工夫 2 泡 シ ー 層 世 用 ノ 便 利 ヲ 為 ス モノ 」 に は 官 許 を 与 う べき こと を 規定 し 
て いた の は 、 後 年 の 実用 新案 に つい て も 特許 を 与 うべ き 立法 の 趣旨 と 見 る こと 
が で きる の で ある 。 

特許 制度 の 目的 と する と ころ は 、 も ちろ ん 、 発 明 者 に 対し 独占 権 を 与え る こ 
と に より 保護 する と と も に 、 発 明 を 奨励 し 、 技 術 水 準 を 高め る こと に より 産業 
の 発達 を 図る こと に ある 。 

と ころ で 、 技 術 的 製造 品 に し て 実用 的 目的 に は 貢献 する が 、 そ の 内 容 は 技術 
の 現在 程度 を 超越 し た も ゃ の と は いい 得 な いか ら 、 い まだ 発明 と 同様 の 保護 を 与 
える 必要 な く 、 ま た 他 面 鶴 美 的 目的 に 貢献 する 意匠 と は その 性 質 を 異 に する 関 
係 上 、 意 匠 法 の 保護 対象 と する こと ゃ 不可 能 な も の 、 換 言 す れ ば 、 審 美的 で な 
く 、 単に 実用 的 目的 を 有する 型 に 止ま る よう な 考案 は 、 い き お い 一 応 特許 出願 
を な す に 至 つ た の で ある が 、 と この 程度 の も の は 、 特 許 法 上 の 発明 と は 認め られ 
な か つた か ら 、 特 許 局 は 、 特 許 出願 の 拒絶 に 忙殺 され る 事態 に 立 玉 つ た 。 こ の 
よう な 事情 が 、 と くに 日 清 戦 争 以後 に お ける 生活 水準 の 改善 向上 に 伴う 実用 新 
楽 の 委 出 事情 と 相 侯 つて 、 よ う や く 、 実 用 新 委 法 と いう 独立 の 法律 を 必要 と す 
る に 玉 つ た の で ある 。 

これ ら の 気運 に 促さ れ 、 胃 治 38 年 、 ド イッ 法 に 依 つ て 、 制 定 公布 され た の が 
と の 実用 新案 法 で ちあ る 。( イ ギリ ス に お いて は 、 わが 国 の 実用 新 委 お よび 意 克 
を 意匠 と し て 保護 し 、 ア スリ カ に お いて は 、 特 許 法 の 迎 用 に より 、 わ が 国 の 実 
用 新案 に 相当 する 程度 の も の を 保護 し て いる 。) 

(2 ) 明治 38 年 実用 新案 法 

この 法律 は 、 本 婦 50 条 お よび 附則 2 条 よ り 成 り 、 そ の 主要 内 容 は 、 

(4 ) 工業 上 の 物品 に 関し 、 そ の 形状 、 構 造 ま た は 組合 せ に 係る 実用 ある 新 
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規 の 考案 を 為 し た 者 また は これ を 承継 し た 者 は 、 実 用 新 委 の 閣 録 を 受け る と と 
が で きる 旨 を 規定 し 、 実 用 新 委 の 意義 お よび 実用 新案 の 交 録 を 受け る こと の で 
きる 者 を 明 定 し た 。 

(s) 新規 性 に つき 、 公 知 公用 お よび 刑 行 物 記 圭 の 両者 に 該当 し な い 場 合 た 
る と と を 法定 し た 。 

(へ ) 人 疹 録 を 受け る とこ と の で き な い 実用 新案 と し て 、 殴 花 御 狼 草 と 同一 また 
は 類似 する も の お よび 秩序 を 系 る 等 の お それ ある も の を 掲げ た 。 

(=) 最 先 出願 者 交 録 主義 を 採用 し た 。( 当 時 施行 の 明治 32 年 特許 法 は 、 最 
先発 明 者 特許 主義 で あつ た 。) 

( ネ ) 権利 の 存続 期間 を 3 年 と し 、 さ ら に 3 年 の 延長 を 許可 する こと こと と し た 。 

(へ ) 拒絶 査定 に 対し 不服 ある 者 に は 再審 査 請求 を 許し た が 、 再 審査 の 査定 
に 対し て は 、 こ と これ を 不服 と する 審判 の 請求 を 認め な いこ と と し た 。 (これ に 対 
し 、 特 許 法 の 場合 に は 、 審 判 請求 を も 認め 、 さ ら に 進ん で 法律 響 と し て の 大 審 
院 へ の 出 訴 も 規定 し て いる 。) 

(+) 前 段 の よう に 、 査 定 不 服 の 審判 請求 は 認め な い が 、 人 次 録 の 無効 な ら び 
に 権利 に 関す る 播 著 (いわ ゆる 権利 範囲 確認 ) に つい て は 審判 の 請求 を 許し 、 
さら に 法律 和 守 と し て の 大 審 院 へ の 出 訴 を 認め た 。 

( チ ) 特許 また は 意匠 交 録 の 出願 拒絶 後日 以 内 に 、 そ の 出願 に 係る 物品 に 
つき 実用 新 委 交 録 出願 を する 者 は 、 前 出願 の 日 を 以 て 出願 是 と する こと と し た 。 
(な お 、 査 定 前 に 実用 新案 交 録 へ の 変更 出願 を な し 得る 旨 、 な ら びに その 場合 
の 出願 日 の そ 及 に つい て は 、 実 用 新案 法 施行 規則 中 に 規定 され た 。) 

( り ) 登録 突 用 新案 が その 出願 前 の 出願 に 係る 特許 発明 、 代 録 意 区 また は 僅 
録 突 用 新案 と 利用 関係 に ある 場合 に は 、 こ れ ら の 権利 者 の 許 護 を 得 な けれ ば 実 
施 で きず 、 ま た 逆 に 特許 発明 また は 谷 録 意 区 が 、 そ の 出題 前 の 出願 に 係る 癌 録 
実用 新案 と 利用 関係 に ある 場合 に は 、 こ の 実用 新案 権 者 の 許 護 を 得 な けれ ば 実 
施 で き な い と と と し た 。 

( ヌ ) 実用 新案 権 の 効力 、 ま た は 爺 囲 如何 の 問題 が 、 民 事 ま た は 刑事 の 判決 
に つき その 発 決 問題 と な る と き は 、 開 判 所 は 、 そ の 誠 誤 手続 を 中 止 し 得る こと 
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と し た 。( こ れ は 明治 42 年 特許 法 中 同 趣 規定 の 欧 駆 を な す も の で あつ た 。) 

この 法律 は 、 明 治 32 年 の 特許 法 に 他 い な が ら ゃ 、 実 用 新 委 権 の 性 質 に か ん が 
みて 、 上 述 の よう な 独自 の 規定 も 多く 見 られ た 。 し か し て 、 こ と こと で 注目 され る 
の は 、 胃 治 42 年 以後 の 改正 に 見 られ る よう な 、 お お く の 特 許 法 中 条 交 を 準 用 す 
る と いう 形 を 採ら じ ず に 、 完 全 に 規定 する と いう 形 を 採 つ た の で ある が 、 こ れ も ゃ も 
38 年 に 、 こ れ だ けが 独立 し て 制定 され た 経緯 に よる の で あろ う 。 

これ に も と づき 、 型 を 保護 対 象 と する 実用 新案 法 に は 、 と くに 重要 な 地位 に 
立つ 同 法 施 行 規則 が 、 同 年 4 月 、 農 商 務 省 令 第 14 号 を も つて 公布 され 、 本 法 と 
同 昌 の 7 月 1 日 か ら 施行 され た 。 こ の 規則 も 本 法 と 同じ く 特 許 法 施行 細則 中 の 
条 學 を 準用 する 形式 を 採ら ず 、 和 完全 に 規定 し 、 ま た 特許 法 施行 細則 の よ うに 、 
細則 と いわ ず 現 行 「 規 則 」 の 名 を も つて 公布 し た の も 、 こ の 法令 が 他 の 工業 所 
有 権 法 と は 違 つ た 発生 経路 を 採 つ た と と に も と づく と 考え られ る 。 こ の 規則 は 
本 婦 72 条 お よび 附則 2 条 と 、 書式 9 穂 と より 成 つ て いる が 、 そ の 内 容 は 、38 年 
1 月 、 凡 商務 省令 第 1 号 を も つて 大 改正 され た 32 年 特許 法 施行 細則 に 條 い 、 
辞 細 に 田 願 、 請求 そ の 他 の 手続 が 規定 され た 。 

実用 新 委 薄 録 出 願 に は 図面 の 添付 が 必要 で ある 点 に か ん が みて 、 図 面 様式 に 
つき 、 き わ め て 詳細 な 説明 が 加え を られ た こと と の 外 に は 、 ほ ほぼ 特許 法 施行 細則 と 


同様 で ある 。 
(3 ) 明治 42 年 実用 新案 法 
旧法 と 異 り 、 特 許 法 中 の お お く の 関 係 条 文 を 渡 用 する 形 を 採 つ た 。 こ の 改正 


法 は 、422 生 4 月 、 法 律 第 26 号 を も つて 公布 、 翌 年 1 月 か ら 施 行き され 、 本 女 27 条 
お よび 附則 より 成り 、 そ の 内 容 は 同時 に 行わ れ た 特許 法 、 意 匠 法 お よび 商標 法 
の 改正 に 随伴 し た も の と いう と と が で き 、 そ の 改正 事項 $ 特 別 の も の は な い 、 
すなわち 、 実 用 新案 権 は 、 郊 録 を 受け た 物品 を 「 業 と し て 」 製 作 、 使 用 、 販 売 
また は 拡 布 する の 権利 な る 旨 を 規定 し 、 特 許 権 の 内 容 と に 差異 を 設け た 外 は 、 
改正 圭 許 法 に お いて 、( 1 ) 特許 を 受 く る の 権利 の 帰属 を 規定 し 、(i ) 公知 会 
用 の 意義 を 明確 に し 、 (ij) 無効 審判 請求 権 者 を 、 利害 関係 人 お よび 審査 官 と 
し 、(iy) 挑 告 宗 判 の 制度 を 設け 、(Y) 法定 期間 の 延長 を 規定 し た 点 な ど は 、 
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同時 に 改正 実用 新 染 法 の 改正 の 要点 と する と と ろ で あつ た 。 

な お 、 大 正 5 年 の 改正 に より 、 実 用 新 委 権 の 存続 期間 に つき 、 さ ら に 4 年 の 
延長 を 許可 する (し た が つて 最長 10 年 と な つた の と と と な つた 。 ま た だ た 、 同 法 
施行 規則 は 、 同 年 10 月 、 農 商務 省令 第 45 号 を も つて 公布 、 本 法 と 同じ 11 月 1 昌 
か ら 施 行き され 、 本 交 11 条 お よび 附則 3 人 条 と 書式 9 種 と より 成り 、 旧 規則 が 72 条 
より 成 つ て いた の に 比べ れ ば 相当 の 簡素 化 で ある が 、 と れ は 、 多 く の 特 許 法 施 
行 細則 中 の 条 交 を 汰 用 する 形 を 採 つ た こと に も と づく の で あり 、 両 者 間 の 手続 
面 に お ける 接近 が うか が われ る 。 そ の 外 、 旧 規則 と 同様 、 発 明 特 許 ま た は 意匠 
交 録 の 出願 を 、 人 査定 前 に 実用 新 委 疹 録 出 願 に 変更 する 請求 を な し 得る 旨 、 な ら 
びに その 場合 の 出願 日 の そ 及 を 規定 する と と も に 、 実 用 新案 権 存続 期間 延長 の 
請求 手続 、 出 願 の た め 提 出す べき 図面 の 記 雷 事項 、 忘 録 証 様式 な どの 規定 が 設 
けら れ て いる に 過ぎ な い 。 

(4) 大 正 10 年 実用 新案 法 (現行 法 ) 

大 正 10 年 4 月 、 法 律 第 97 号 を も つて 公布 きれ 、 翌 11 年 1 月 か ら 施 行き まれ た こ 
の 改正 法律 は 、 本 女 33 条 、 附 則 7 条 か ら 成 り 、 そ の 主要 改正 点 は 、 同 年 改正 に 
際 る 特許 法 の それ と ほぼ ほ 同 一 で も り 、 こ と これら は 、 大 部 分 特許 法 の 該当 条 交 を 当 
用 する 形 を 採 つ た 。 

すなわち 、(1i) 出願 会 告 お よび 異議 申立 制 ( 笑 用 新案 法 に も この 制度 を 進 用 
させ る こと と し た の は 、 和 楽譜 院 の 改正 に よ つ た も の で あつ て 、 も つと る ふる 顕著 な 
修正 の 1 つと いわ れる 。) (i) 拒絶 理由 通知 お よび 意見 申出 制 ( 走 ) 職務 上 まき 
た は 有 約 上 な し た 考 委 に つい て の 谷 録 を 受 く る の 権利 の 帰属 規定 Gv) 再審 査 
岬 の 廃止 と と れ に 伴い 抗告 守 判 を 経て 、 大 審 院 出 訴 を 認め る 制度 の 採用 (Y) 
録 無効 の 守 判 に お ける 口頭 審理 原則 の 採用 (Vi) 審査 官 除 訂 規定 の 新設 、 審 
判官 除 奈 規定 の 拡充 お よび 審判 官 喜 避 規 定 の 新設 vi) 民事 訴 誤 法 に 散 い 、 窒 
判 、 抗 告 矯 判 また は 出 訴 に 関す る 再審 制 の 採用 が これ で も る が 、 そ の 外 、 と く 
に 明 交 の 規定 を も る つて し た 主要 改 正 点 と し て は 、 

(イオ ) 実用 新案 と 発明 と の 区 別 を 明らか に し た こと 。 

この 点 は 、 す で に 持 許 法 の 説明 の 際 触 れ た と ころ で あ も る が 、 発 明 は 、 広 く 自 
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然 力 を 利用 し 、 産 業 上 の 効果 を 発生 せ し む べき 創案 で あ も る の に 対し 、 実 用 新 染 
は 、 単 に 物品 の 実用 ある 新規 の 型 に 止 る る の で は ある が 、 一 般 に は 発明 と 実用 
新案 と は 性 質 を 同じ くし 、 た ゞ その 程度 を 異 に する 大 発明 と 小 発明 と の 別 が あ 
る に 過ぎ な いと 基 え られ る 余地 が あつ た の で 、 改 正法 に お いて は 、 と の 和 妖 義 を 
明らか に し 、 発 明 と 実用 新案 と は その 性 質 を 異 に し 、 後 者 は 物品 の 形状 、 模 造 ま 
た は 組合 せ に 係る 実用 ある 新規 の 型 に 止ま る も る の で ある こと と を 明らか に し た 。 

(っ ) 録 また は 許可 の 無効 夫 判 は 、 交 録 また は 許可 あつ た 後 3 年 を 経過 し 
た と き は 、 と これ を 請求 し 得 な いと と と し た と こと 。 

と れ ゃ 改正 特許 法 の 改正 点 と 趣旨 は まつ た く 同 じ で 、 特 許 法 の 場合 が 5 年 で 
ある の を 実用 新案 法 で は 3 年 と し た 点 が 異 る の 久 で ある 。 

(へ ) 強制 実施 許 誰 の 制度 を 設け た こと 。 

と の 改正 点 は 、 大 正 10 年 攻 正 に お いて 、 注 目 す べき 点 で あつ て 、 他 人 の 疹 録 
実用 新案 また は 疲 録 意匠 を 実施 する の で な けれ ば 、 自 己 の 釜 録 実用 新案 を 実施 
する こと が で きた ない 場合 に お いて は 、 実 用 新案 権 者 また は 意匠 権 者 が 、 正 当 の 
理由 な くし て 、 そ の 実施 を 許 護 し な いと き は 、 窒 判 に より 相当 条件 の 下 に その 
許諾 を 強制 し 、 そ の 実施 され る 者 も 反 装 に 相手 方 の 権利 に つき 、 実施 許 護 を 
沖 せしめ 得る こと と し た 。 こ れ は 、 特 許 発明 の 場合 と 何ら 異 る と と が な い の で 
新た に この 規定 を 追加 し た も の で ある 。 

( ニ ) 靖 録 実用 新案 の 図面 また は 説明 書 が 不 完全 に 作 製 され た こと を 発見 し 
た 場合 に 、 そ の 訂正 許可 の 審判 を 請求 し 得る こと と し た こと 。 

これ は 、 改 正 特許 法 と 令 つ た も の で あつ て 、 旧 法 に お いて は 、 実 用 新案 権 の 
改訂 に 関す る 規定 は な か つた けれ ども 、 こ の 制度 は 、 権 利 者 お よび 世 人 に お い 
て 、 き わ め て 必要 で ある の で 、 今 回 と れ を 新設 する こと と し 、 他 面 権利 の 実質 
に 増減 変更 を 来たし 、 そ の た め 社 会 に 不測 の 損 二 を 蒙 ら せる 点 に 、 と くに 留意 
し 、 訂正 を 許す 場合 を 明 定 し 、 か 審判 手 続 に より 慎重 に 鶴 理 させ る こと と し 
政 正 特許 法 と 同様 の 立場 を 執 つ た 。 

(*) 実用 新案 権 の 存続 期間 を 一 律 に 10 年 と し 、 次 録 料 を 特許 料 に 條 つて 年 
金 制度 に 改め た こと 。 
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旧法 に よれ ば 、 存 続 期間 は 、 合 計 10 年 と な し 得る けれ ど ゃ 、 原 則 と し て は 、 
3 年 と し 、 後 に 3 年 、4 年 の 2 回 の 延長 制度 を 採 つ た が 、 不 便 が 多い の で 、 一 
律 に 最初 か ら 10 年 と し 、 料 金 を 旧法 の 一 時 払 か ら 年 金 制 と 改め た 。 

以上 が 大 正 10 年 現行 法 の 旧法 に 対す る 改正 点 で も つた 。 


な お 、 こ の 法律 を 実施 する た め の 同 法 施 行 規則 は 、 同 年 12 月 、 農 商務 省令 第 
34 号 を も つて 公布 きれ 、 本 法 と 同じ 翌年 1 月 か ら 施行 され た 。 本 女 7 条 お よび 
附則 2 条 と 書式 2 種 と より 成 つ て いる 。 本 法 の 改正 に 伴う 必要 な 改正 の 外 は 、 
旧 規 則 と 本 質 的 な 違い は 見 られ ず 、 わ ず か に 本 法 第 5 条 の 規定 に も と づく 、 実 用 
新 委 交 録 出願 変更 に 関す る 規定 が 設け られ 、 説 明 午 の 記 吉 事 項 に 、 実 用 新 委 の 
名 称 な ら び に 性 質 、 作 用 お よび 効果 の 要 傾 、 な ら び に 考 委 相 互 の 関係 を 加え 、 
飼 録 料 の 納付 期限 を 60 昌 か ら 30 日 に 短 給 し た 点 な ど に 改正 が 見 られ た 。 他 は 、 
特許 法 施行 規則 を 多く 進 用 する 形 を 採 つ た の で 、 同 規則 の 改変 ト 、 そ の まま き 実 
用 新案 法 施行 規則 に も 採り 入れ られ る 結果 と な つて いる 。 


大 正 10 年 以後 に お ける 実用 新 委 法 の 改正 は 、 昭 和 4 年 、22 年 お よび 23 年 の 3 
回 に 写り 、 一 部 改正 が 行わ ん た 。 し か し 、 こ と これら は 、 和 実用 新 案 法 独 自 の 改正 で 
な く 、 い ずれ も 特許 法 の 改正 と まつ た く 同 一 の 如 旨 に 立つ も の で あつ た 。 

まず 、 昭 和 4 年 に な され た 改正 は 、 同 年 に な され た 特許 法 の 改正 と 同時 に 法 
律 第 48 号 を も つて な され た が 、 実 用 新案 法 は 、 本 米 多 く の 特 許 法 中 の 条 区 を 
用 する 形 を 採 つ て いる の で 、 特 許 法 中 の 改正 が た ゞ さち に その まま 、 自 動 的 に 実 
用 新 染 法 の 改正 と 同様 な 効果 を 有する の で 、 こ の 法律 が 独自 に 実用 新案 法 を 改 
正 し た 点 は 、 自 ら 限定 され た 。 そ の 1 は 、 告 徐 判 請求 期 限 の 適用 除外 対象 を 、 
強制 寒 施 の 場合 の 補償 金額 の 審決 の 外 、 徐 判 、 抗 告 寺 判 お よび 出 訴 に 関す る 絡 
用 の 審決 に も 及ぼ し た こと 、 第 2 に 、 宣 問 を な し た 証人 等 の 特許 局 に 対し 虚偽 
の 陳述 を し た 場合 、 な ら び に 証拠 調 に 関す る 物件 等 の 提出 を 特許 局 か ら 谷 常 ら 
れ た の に 正当 の 理由 な くし て これ に し た が わな か つた 場合 の 、 過 料 の 規定 を 新 
設 す る と と も に 、 証 人 人 等 の 不 出 頭 に 対す る 過料 金額 の 引上げ を 行 つ た こと で あ 
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2 で 、 こ れ ら 改正 に 係る 条文 は 、 た また ま 特 許 法 中 の 該当 条文 を 渡 用 し て いな 
か つた た め 必 正 さ れ た も の で あつ て 、 実質 的 に は 、 特 許 法 改 正 の 場合 と まつ た 
く 同 一 で も る 。 

22 年 に は 、 法律 第 105 号 を ゃ や つ で 一 部 改正 が 行わ れ た が 、 こ とれ は 、 特 許 法 等 
と と ゃ ふ に 、 料 金 の 引上げ が 行わ れ た に 過ぎ な か つた 。 

昭和 23 年 法律 第 172 号 を る つて し た 一 部 改正 に お いて も 、 上 に 述べ た と まつ 
た ぐ 同 じ 理 由 で 、 特 許 法 の 改正 に よ つ て 自動 的 に 改正 が 行わ れる 形 と な つて い 
る 。 前 年 に ひき つづ いて の 登録 料 の 引上げ も 、 特 許 料 の 場合 と 理由 を 同じ くす 


1V. 意 区 法 

(1) 序 

| 還流 の 治 革 は 、 専 売 特 許 条 例 の 公布 に 遅れ る こと 3 年 、 す な わ ち 治 21 年 
| 12 月 、 勅 令 第 85 号 を る つて 公布 され た の に は じ ま る 。 と この 年 に は 、 怒 述 の 如く 

| 調 橋 中 清 の 欧 出 居 に も と づき 、 専 売 特許 条例 が 特許 条例 へ と 改正 され 、 同 時 

。 。 に 男 治 17 征 制定 公布 に 係る 商 擦 条例 が 、 全 還 的 に 改正 され た の で も つて 、 こ の 

意匠 条例 の 新た な 制定 は 、 と れ ら の 改正 と 相 侯 つて 、 高 橋 十 消 の 進歩 的 な 工業 

、 所 有 権 制度 改革 の 一 環 を 形成 し た 。 

。 区 夫 視 察 か ら 帰 朝 し た 後 の 治 23 年 に 、 高橋 が 、 陸 奥 宗光 農 商 務 大 区 に 和 宛 て 

た 既 述 の 意見 書 に よれ ば 、 意 匠 条例 の 制定 理由 と し て 、 当 時 、 よ う や くわ が 国 

商品 が 輸出 向 と し て 進出 し つつ あつ た 事 悟 を 、 背 後に 有 し た こと を 知り 得る の 

で ある 。 

すなわち 、「 同 一 ノ 材 料 ヲ 以 テ 物 品 ヲ 製造 ス シェ 共 風 韻 ノ 有無 観 美 ノ 如何 朱 

、 館 ノ 雅 郭 = 依 テ 共 価 値 = 著 シ キ 径 庭 ヲ 生 ス ルカ 如 シ ……… 我国 輸出 スル 所 ノ 男 

女 ッ 服装 供 ノ 如 キ モ 閉 模様 縮 柄 等 ノ 都 雅 ナ シモ ノム 自然 需要 者 多 ク シテ 時 々 払 
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シュ ト 史 緊急 ノ 事 業 ト 調 」 う べく 、 し か も 「 双 外人 ノ 我 工芸 品 ラ 注文 ラ ア 
= 方 り 欧 意匠 ノ 釜 録 ラ 経 タ シヤ 和 否 ヤ ラ 討 完 と 若 と 次 録 ラ 経 タ シ モ ノ フナ リ セス 
若干 ノ 高 価 ヲ 払 フー キ ニ 惜 カナ 次 録 ラ 経 サシ モノ へ 他人 赤 此 と + 同 一品 ヲ 以 テ 
得意 ラ 息 フカ 履 = 特 約 ス シモ 共 効 ナ シト シテ 現 = 充 分 ノ 価 格 ラ 保 ジ ュ ト 能 ハ サナ 
グラ ヲ 聞 カ サル カ …… 」 こ とれ が 、「 政 府 カ 明治 21 年 12 月 ラ 以 テ 意匠 条例 発布 シ 
タグ 所以 」 で あつ た 。 

(し か る に 、「 新 定 ノ 条例 = シテ 未 タ 通知 ノウ 普 カ ラサ アシ ーー 年 有余 ニシテ 重 百 
余 件 ノ 出 願 ラ 見 シ 」 と いう 有 様 で あつ た 。) 

(2) 明治 21 年 意匠 条例 

この 条例 は 、 翌 22 年 2 月 か ら 施行 され た が 、 本 交 29 条 ょ り 成 り 、 そ の 主要 内 
穴 は 、 つ ぎの 通り で ある 

(4 ) 工業 上 の 物品 に 応用 すべ き 形 状 、 模 様 ま た は 色彩 に 係る 新規 の 意匠 を 
技 出 し た 者 は 、 そ の 意匠 の 次 録 を 受け 、 こ れ を 専用 する と と が で きる と と と 規 
AI レラ 

(s) 風俗 を 雪 すべ きも の 、 お よび 出願 前 すでに 公知 公用 の も の は 、 疹 録 を 

受け 得 な いと と と し た 。 

(へ ) 意 圧 の 疹 録 を 受け よう と する 者 は 、 1 意匠 在 に 、 細 書 お よび 図面 を 
添え て 、 電 商務 大 臣 宛 に 出願 する (た ゞ し 、 差 出 は 特許 局 宛 と する ) こと と し 


ーー 


(=) 出願 の あつ た と き は 、 特 許 局 長 は 、 審 査 官 を し て 審査 きせ 、 谷 録 査定 
の あつ た と き は 、 媒 商務 大 臣 の 認可 を 経て 、 意 区 原 仁 に 准 録 し 、 師 録 証 を 下 付 
すべ きも の と し た 。 

(*) 意 匠 専用 年 恨 は 、3 年 、5 年 、7 年 お よび 10 年 の 4 竹 と し た 。 

(へ ) 意匠 の 専用 は 、 堪 商務 大 民 の 定め る 物品 類別 に お いて 出願 和信 の 指定 し 
た 商品 に 限る と と と し た 。 

(+) 競 願 和信 が ある と き は 、 光 題 人 に 対し て の ふみ 谷 録 を 許し 、 同 是 付 の 競 大 
人 の 場合 に は 、 い ずれ に も る 谷 録 を 許さ な いと と と し た 。 

( チ ) 他人 の 委託 また は 雇 主 の 宮 用 を 以 て 技 出 し た 意 区 に つい て の 権利 は 、 
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契約 に 別 自 の 定め の な いと き は 、 凌 託 者 また は 大 主 に 属す る こと と し 、 特 許 条 
例 中 に は まつ た くそ の 類 を 見 な い 特 別 規 定 を 設け た 。 

(》) 意 医 導 録 の 無効 に つき 規定 する と と も に 、 

( ぇ ) 意匠 の 審査 、 査 定 お よび 審判 に 関す る 事項 は 、 す べ て 特許 条例 を 適用 
する こと と し 、 そ の 外 、 特 許 人 条例 と 同様 な 規定 を 設け た 。 

この 条例 の 公布 に つい で 、 翌 22 年 1 月 に は 同 条例 施行 細則 が 公布 きれ た が 、 
これ は 、 本 女 19 条 お よび 各種 願書 式 、 明 細 書 婦 例 、 製 図 例 よ り 成る が 、 そ の 内 
容 は 、 同 日 付 公布 に 係る 特許 条例 施行 細則 、 お よび 商標 条例 施行 細則 と ほぼ 同 
様 の る $ の で ある 。 商品 分 類 は 、 商 標 条 例 施 行 細 則 に ょ る 66 類 に 対し 、22 類 と し 
> 

また 、 再 審査 お よび 系 判 に 関す る 事項 は 、 す べ て 特許 条例 施行 細則 を 適用 す 

る 外 、 同 施行 細則 中 の 数 条 を 適用 する 形 を 採 つた 。 

(3) 明治 32 年 意匠 法 

この 法律 は 、32 生 3 月 、 法 律 第 37 号 を る つて 公布 せら れ た 特許 法 、 商 優 法 と 
区 正 の 方向 を 一 に し 、 同 7 月 1 日 付 を も つて 一 せい に 施行 され た 。 そ の 経過 は 
すでに し ば し ば 述べ た と お り で ある が 、 こ の 音 匠 法 に より 、 上 旧法 で も る 意匠 条 
例 が 改正 され た 主要 点 は 、 大 体 つ ぎ の 通り で ある 。 

(4) 形状 、 模様 、 色 彩 の 外 そ の 結合 に つい て ゃ 依 録 を 受け 得る こと と し 、 

(as) 菊 能 御 紋章 と 同一 も し く は 類似 の も の 、 お よび 秋 序 を 系 る お それ ある 
も の も 、 不 登録 意匠 に 追加 し た 。 

(へ ) 専用 年 限 を 一 律 に 10 年 に 改め た 。 

(=) 旧法 が 交 録 出願 は 、 虹 商務 大 区 宛 に な すこ と と と な つて いた の を 、 特 許 
局長 宛 に すべ き と と と し 、 

(*) 類似 意匠 に 関す る 規定 を 補足 し 、 類似 意匠 を 有する 者 は 、 そ の 類似 意 
匠 と と も に 譲渡 、 共 有 ま た は 質 権 の 目的 と する の で な けれ ば 、 登 録 を 受け 得 な 
いと し じ 、 また 

(っ) 類似 意 区 の 専用 年 限 は 、 原 意匠 の 有効 年 限 に し た が うこ と と と 規定 し 、 

( ト ) 次 録 料 は 、 毎 年 これ を 納付 する と と に 改め 、 

60 


第 1 譲 工 楽 所 有 権 法 沿革 


( チ ) 意匠 料 不納 の 場合 、 お よび 在外 者 が 代理 人 を 定め な い 場 合 に お ける 交 
録 取 消 の 規定 を 設け 、 

(》) 工業 所 有 権 保護 同盟 条約 国 に お いて 意匠 疹 録 を 出題 し た 者 が 、4 月 以 
内 に (特許 法 で は 7 月 以内 と する 。 後に 「 同 一 条約 に 規定 する 其 間 内 に 」 と 
め ら れ た こと 、 特 許 法 の 場合 と 同様 で も る 。) 同一 意匠 を 藻 録 出題 考 る と き の 、 
優先 権 に つき 規定 を 設け た 外 、 

( ヌ ) 博覧 会 また は 共進 会 出品 物 の 保護 、 審 査 、 審判 、 大 審 院 へ の 出 訴 等 に 
つい て は 、 特 許 法 を 準用 する と と と し た と と な ど で あ る 。 

意匠 法 施行 細則 は 、 同 年 6 月 20 日 、 穫 商務 省令 第 14 号 を も つて 公布 きれ た が 、 
と の 細則 は 、 本 婦 8 条 、 附 則 1 条 お ょ よび 書式 6 種 よ り 成 り 、 旧 細則 に 比べ て い 
ち じ る し く 人 簡素 化 さ きれ て いる が 、 こ れ は 、 特 許 法 施行 細則 を 大 部 分 代 用 する 形 
を 採 つ た こと と に も と づく 。 細則 中 に は 、 と くに 、 意匠 原 等 へ の 癖 録 事 項 に 関す 
る 規定 が 見 られ る が 、 こ れ は 42 年 に 、 巻 録 関係 法規 が 問 備 され る まで の 過渡 的 
規定 で も つた 。 (後述 42 年 の 施行 細則 で は 、 こ れ は 削除 され 、 登 録 関係 法規 へ 
移さ れ た 。) この 細則 で 採用 し た 商品 分 類 は 、 旧 細則 の 22 類 か ら 29 類 に 増加 し 
て いる 。 

(4) 明治 42 年 意匠 法 

この 法律 は 、 明 治 42 年 4 月 法律 第 24 号 を も つて 公布 せら れ 、 時 を 同じ くし て 
公布 され た 特許 法 、 商 標 法 お よび 実用 新 委 法 と と も に 、 同 11 月 1 日 か ら 施行 き 
れ た 。 本 法 の 主要 改正 内 容 は 、 大 体 つ ぎ の 通り で ある 。 

(4) 意 区 を 応用 する 物品 に より 意匠 権 を 分 割 し て 移転 する こと を 認め 、$ 
つて 意匠 権 者 の 便益 を 増進 する こと を 図 つ た 。 

(s) 特許 料 と 同様 、 意 匠 料 を 軽減 し た 。 

(へ ) 意 区 は 、 き わ め て 模 條 きれ 易く 、 し か る も 世 の 流行 を 観 府 し て 一 時 に そ 
の 物品 を 発売 する 必要 が ある の で 、 あ る 期 間 内 これ を 秘 に する こと は 、 意匠 
権 者 の きわ め て 必要 と する と ころ で ある 。 そ こ で 、 改 正法 は 、3 年 以内 その 意 
匠 を 秘 多 に する こと を 請求 し 得る こと と し た 。 

(= テ ) 特許 と 異 り 、 審 査 の 程度 を 簡易 に する の ふみ で な く 、 窒 判 に 関し て も 、 
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その 容 判 が 審査 官 の 請求 に よる も る の で も る と き は 、 そ の 手続 を 省略 し 得る こと 
と し た 。 ' 

(*) 他人 の 登録 意 区 を 応用 し 、 ま た は これ を 応用 し た 物品 を 販売 また は 拡 
布 す る と き は 、 上 旧法 に お いて は 、 た だ ち に 意匠 権 の 侵害 を 構成 し た が 、 こ れ は 
酷 に 失 す る の で 、 改 正法 に お いて は 、 意 匠 権 者 の 権利 を 「 業 ト シテ 意匠 ノ 応 用 
ヌ ^ 共 ノ 物 品 ラ 販売 若 ハ 拡 布 ス シノ 権利 」 に 制限 し 、 業 と せ ず な し た も の は 、 
意匠 権 の 侵害 を 構成 し な た な いこ と と し た 。 

( ぐ へ ) その 外 、 改正 特許 決 に お いて 公知 公用 の 意義 を 明 定 し 、 無効 鶴 判 の 請 
求 権 者 を 利害 関係 人 お よび 審査 官 と な し 、 抗 告 審判 の 制度 を 設け 、 法 定期 間 延 
長 の 規定 お よび 特許 権 の 効力 の 及ば ざる 場合 の 規定 を 設け 、 実 施 許諾 の 制 を 認 
め 、 通 常 裁 判 所 に お ける 訴 設 手続 中 止 の 場合 を 規定 し 、 そ の 外 、 刑 神 に 関し て 
改正 刑法 と 歩調 を 一 に し た 改正 点 の 如き は 、 改正 意匠 法 に お いて も また まつ た 

く 同 一 で ある 。 

この 法律 を 施行 する た め 、 同 法 施行 細則 (改正 ) が 同 10 月 本 婦 15 条 、 附則 3 
人 条 お よび 書式 8 種 より 成る 農 商 務 省 令 第 43 号 が 公布 きれ 、 意 匠 法 に 秘 客 意匠 制 
度 が 新設 され た の に 応じ た 手続 規定 を 設け する と と も に 、 旧 細則 の 簡略 な 規定 方 
式 を 改め 、 現行 省令 に きわめて 近い 形 に 墓 備 さ れ た 。 

な お 、 注 意 す べき は 、 こ の 年 に は じゅ て 倍 録 関係 法規 が 公布 きま れ た の で 、 旧 
閑 則 中 に 見 た 記録 事項 規定 等 は 、 そ れ に 移さ れ 、 詳 細 に 規定 され る こと と な つ 
た 。 ま た 、 こ の 細則 で 採用 され た 商品 分 類 は 、 旧 細則 の 29 類 か ら 、 ふ た ヽ ょ び も 
と の 22 類 に 戻 つ た 。 

(5 ) 大 正 10 年 意匠 法 (現行 法 ) 

法律 第 98 号 を る つて 公布 され た この 改正 法律 は 、 本 女 32 条 、 附 則 8 条 か ら 成 
り 、 そ の 主要 改正 点 は 、 同 年 改正 の 特許 法 の それ と ほぼ 同一 で も り 、 こ れ ら の 

多く は 、 等 許 法 の 該当 条 婦 を 準用 する 形 を 採 つ た こと 、 同 年 改正 舌 用 新 委 法 と 
軌 を 一 に し て いる 。 (た だ し 、 出願 公告 抽 は な い 。) すなわち 、 1) 拒絶 理由 
通知 制 (ji) 職務 上 また は 契約 上 な し た 意匠 に つい て の 、 癖 録 を 受 く る の 権 


。 利 の 帰属 現 定 (ij) 再審 査 制 の 廃止 と 、 こ れ に 伴い 抗告 審判 を 経て 大 審 院 出 
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訴 を 認め る 銅 度 の 探 Giv) 癖 録 無効 の 審判 に お ける 口頭 審理 原則 の 採用 
(Y) 窒 定 除 打 規 定 の 新設 、 審 判官 除 礎 規定 の 拡充 お よび 夫 判 官 避 人 規定 の 新 
設 vi) 民事 訴 座 法 に 人 居 い 、 審 判 、 抗 告 審判 また は 出 訴 に 関す る 再 突 制 の 採用 
が これ で ある が 、 こ の 外 、 と くに 明 区 の 規定 を も つて し た 主要 改正 点 ほ 、 

(4) 意匠 権 の 客体 を 明か に し た こと 。 

旧法 に よれ ば 、「 物 品 = 応 用 スー キ 形 状 、 栓 様 、 色 彩 娘 へ 共 ノ 結合 = 係 み 新 
規 ナ ル 工 業 的 意匠 ラ 委 出 シタ ル 者 云々 」 と 規定 し 、 意 は 、 こ れ を 応用 才 べ き 
物品 と まつ た く 離 れ て 存在 し 、 一 旦 あ る 意匠 に つき 意匠 権 を 取得 し た と き は 、 
各種 の 物品 に 対し て 当該 意匠 を 応用 する の 権利 を 、 排 他 的 に 剖 有 する る の の 如 
き 誤解 を 生ずる お それ が ある の で 、 改 正法 に お いて は 、 意 匠 は 、 物 品 と 離れ て 
は 存する も の で な く 、 か な ら ず 物品 と の 関係 に お いて の みろ み 観 念 す る $ る の で ある 


(s) 意 区 権 と 商標 権 と の 関係 を 規定 し た こと 。 

旧法 に よれ ば 、 意 匠 権 と 実用 新案 権 と の 関係 に つい て は 規定 し て いる が 、 意 
匠 権 と 商標 権 と の 関係 に つい て は 何ら 規定 する と と ろ が な か つた 。 改正 法 に お 
いて は 、 意 匠 権 が その 出願 の 日 前 の 出願 に 係る 商 擦 権 と 抵触 する 場合 に は 、 意 
匠 権 者 は 、 商 標 権 者 の 許諾 を 要する こと と し た 。 

(へ ) 強 測 寒 施 許諾 の 規定 を 設け た こと 。 

他人 の 次 録 実 用 新案 また は 登録 意匠 を 実施 する の で な けれ ば 、 自 己 の 谷 録 意 
匠 を 実施 する と と が で き な い 場合 に お いて 、 そ の 実用 新 委 権 者 また は 意匠 権 者 
が 正当 の 理由 な くし て 、 そ の 実施 を 許諾 し な いと き は 、 審 判 に より 相当 条件 の 
ド に その 許諾 を 強制 し 、 そ の 実施 せら れる 権利 者 も 、 反 対 に 相手 方 の 権利 に つ 
き 、 舌 施 許諾 を 強制 させ る こと と し 、 特 許 法 お よび 実用 新案 法 の 改正 点 と 均 笑 
を 図 つ た 。 


以上 が 大 正 10 年 現行 法 の 旧法 に 対す る 改正 点 で も る が 、 そ の 後 今日 まで 数 回 
の 改正 が 行わ れん た 。 し か し 、 昭 和 4 年 、22 年 、23 年 に 行わ ね れ た 意匠 法 の 一 部 履 
正 は 、 実 用 新案 法 の 改正 、 し た が つて また 特許 法 の 改正 と まつ た く 軌 を 同じ く 
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3 る の で と くに 述べ る まで も な い が 、 意 匠 法 独自 の 一 部 改正 と し て 、 と くに 
注目 に 値 い する も の に 、 昭 和 8 年 法律 第 10 号 に よる も の が ある 。 これ は 、 特 許 
局 が 意 区 公報 を 発行 すべ き 旨 お よび その 記載 事項 に つき 規定 し た 条 女 を 1 条 新 
設 M た $ の で 、 こ れ に より 、 音 匠 公報 が 特許 公報 等 と な らん で 発刊 さき ミ れる こと 
と な り 、 登 録 意 匠 が 掲載 され て 観覧 に 供 さ れる こと と な つた 。 
V. 商標 法 

(1) 序 

商 栗 法 溢 革 に つい て は 、 明 治 18 年 4 月 の 専売 特許 条例 の 公布 に 先立ち 、17 年 
6 月 、 太政官 布告 第 19 号 を も ゃ つて 、 商 標 条 例 が 公布 せら れ 同 10 月 か ら 施 行 さ れ 
た の た だ はじまる 。 し た が つて 、 こ の 商標 条例 は 、 わ が 国 工 業 所 有 権 法 の 中 矢 と 
$ い うべ きも る の で あつ た 。 す で に 総論 で 触れ た と と ろ で は ある が 、 公 布 に 至る 
まで の 過程 は 、 生 み の 苦 し と も いう べき 種々 の 曲折 が みみ られ た が 、 当 時 の 社 
会 事情 を 暗示 し て 尋 味 深い の で 、 以 下 その 経過 を 述べ て みよ う 。 

明治 8 年 、 す で に 商標 法制 定 の 徴 し が 見 られ た 。 す な わ ち 、 ア メリ カ ヵ 人 ラル 
ベッ キ に 洗 し 、 オ ギリ ス 商 標 条 例 お よび アメ リカ 免許 規則 中 商 林 の 部 の 解 息 に 
つき 、 質問 を 行い 、 疑問 点 を 解明 する こと に 努め た が 、 と くに 注目 され る こと 
ミ 、 当 時 に お ける 商標 か その 商品 の 尺度 また は 量 目 等 を 表明 する 点 に 重点 が 講 
か れ 、 こ の よう な 商標 を 附 し た 以上 、 売 主 は 買主 に 対し て 、 そ の 表明 が こと ご 
と く 確 実に し て 、 か つ 詐 欺 不 正 で な いこ と と を 保証 し 、 粘 約 し た も の と みな し 、 
商 失 記 載 の 事実 に 反し て 目 不足 等 の 場合 に は 、 買 主 が 売主 に 求償 し 得 、 ま た 
不正 統 争 の 意思 を $ つて 、 不 正 の 商標 を 附 し た 場合 に は 、 禄 則 の 適用 が ある 点 
な ど に つき と くに 教示 を 受け た の で ある 。 こ と れ に よ ょ つて 、 当 時 の 商 丁 法 制定 の 
意図 が 不正 続 争 防 止 に ちあ つ た と と を 知り 得る の で ある が 、 翌 9 年 に は 早く も 、 
林政 大臣 三条 実 美 の 名 を も つて 、 商 健 条 例 制 定 の 旨 の 御 布告 委 ま で も 作ら れ た 
が 施行 に 務 ら な か つた 。 そ の 条例 健 は 大 体 上 述 教示 内 容 の 線 に 沿 つ て 制定 され 
た も の で 、9 条 よ り 成り 、 各 条 は さら に 数 節 に 分 れ た 。 商 標 免許 請 題 の 手 統 、 
商標 免許 状 の 下 附 、 効用 、 商 標 の 用 法 、 権利 、 手数 料 の 納付 、 罰 則 等 を 規定 し 
た 。 条 例 の 前 婦 に 「 例 言 」 を 設け 、「 凡 > 商標 ト ハ へ ……… 他 ノ 物品 区別 モン 
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ヵ 為 各自 、 各 様 = 姓名 花押 信 印 証 印 紋 印 目印 図画 有 太 と 該 品 ノ 品位 尺度 量 目 負数 
分 時 共 他 解 説 演 述 等 ラ 附 加 シ テ 該 品 駐 へ 該 品 ラ 包 蔵 ス ル 器 物 = 貼付 スル 標 紙 人 等 
云 ラ 」 と 述べ 、 品位 、 尺度 等 を 示す 標 紙 を も 含ん だ 。 内務 卿 の 免許 を 請 題 し 、 
認 許 の あつ た と き は 、 内 務 省 に お いて 、 時 々 まとめ て これ を 布 達する が 、 一 方 
請願 人 側 で も 新聞 紙 人 等 で 世 上 に 広告 する 装 務 を 課せ られ た 。 光 灰 主 義 を と り 、 
物品 の 指定 を 行わ し 、15 年 の 権利 存続 期間 制 お よび 更新 制 を 認め る な どの 規定 
が 見 られ る と と も に 、 不 正 航 争 防 上 の た め の 種 々 の 規定 が 設け られ た 。 す な わ 
ち 、 詐 頑 的 商標 使用 者 に 対す る 罰則 、 買 受 人 の 救済 、 姓 名 また は 社名 を 犯 用 さき 
れ た 者 の 表 済 、 商 標 使用 物品 の 取扱 業者 の 均 任 が 規定 され た 。 と くに 、 取 扱 業 
者 の 責任 に つい て は 、 前 述 の 如く 、 商 標 は 商品 の 品質 、 数 量 の 保証 な り と し 、 

「 免許 商標 ラ 用 と シ 物 品 ラ 販売 シタ ル 時 へ 基 ノ 商標 ノ 真 正 = シテ 寿 造 = 非 且 
該 標 = 記載 モ シ 条件 へ 葵 有 確実 = ニテ シテ 詐欺 不正 = 非 テ ル 旨 ラ 売 主 ョ 》 買主 = 保 


W 


証 シ 双方 共 契 約 ラ 為 シ タル シモ ノ ト 視 條 ス 」 と と と し た 。 そ し て さら に だ に 、『 人 ララ 
城 ク ノ 部 旨 ヲ 以 テ 官 許 ノ 商 林 ニ ……… 基 事実 = 違 背 スル 事 ラ 記 シ と 置 キ ネタ ル モ ノ 
^」 現存 の 物品 また は 売 得 金 を 没収 きれ 、 六 金 を 和幸 さき れる こと と し た 。 
つい で 、 胃 治 11 年 、 ふ た た び 三 条 の 名 で 御 布 告 染 が 作ら れ た が 、 こ の 時 の 条 
例 筆 も 部 電 は 前 染 と ほぼ 同様 で もち る が 、 形 式 と し て は 、 各 条 中 に 節 を 設け る こ 
と を や め 、 例 言 お よび 24 条 より 成 つ て い た 。( ま ず 第 1 条 に 免許 商標 使用 者 等 
の 損 室 賠 償 次 任 を 規定 し 、 以 下 六 則 、 被 害 者 の 救済 規定 と つづ き 、 つ いで 請 顕 
手続 、 権利 内 容 等 を 規定 し 、 不 正 各 争 防止 の 部 旨 を 一 層 明 確 に し て いる 。) 
これ ら の 委 は 、13 年 末 ま で 討議 が つづ けら れ 、 こ の 間 11 年 11 月 、 東 京 商法 会 
議 所 に 、 翌 12 年 5 月 、 大 阪 商 法 会 談 所 に それ ぞ れ 意見 を 求め 、12 年 3 月 に は 東 
京 よ り 、13 年 6 月 に は 大 阪 よ り の 回 答 が あつ た が 、 両 者 の 意見 は まつ た く 対 立 
し た 。 大阪 側が 公正 取引 の 見 地 か ら 、「 専 ラ 法 案 ノ 速 = 施行 モ を サ ん 可 カ ラサ 
由 ラ 陳 シ 」 た の に 対し 、 東 京 側 は 時 期 何 早 を 唱え 反対 し た 。 東 京 側 の 反対 論 を 
リー ド し た 者 は 、 福 地 源一郎 で も つて 、 そ の 論拠 と する と ころ は 、 わ が 国 と 西 
洋 と は 事情 が 異 る の に 、 西 洋 を 真似 る の は 時 期 何 早 で も る こと 、 こ と に 是 本 固 
有 の 商標 は 、 お お く 物 品 に 属 せ ず し て 家 名 に 属し 、 嘆 艇 に 属し て いる 、 ま た 1 
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装 さ べ で 1 商標 を 用 いて いる こと すら ある の だ か ら 、 認 許 制 度 を 採り 、 大 格 な 
規則 を 設け る と き は 、 日 本 固 来 の 慣習 を 破る の 上 次 が 生じ 、 あ まつ さえ 、 全 国 無 
炭 数 方 種 の 品物 に 豆 り 、 こ れ を その 郡 度 印刷 し 、 郡 区 役所 に 交付 し 、 人 民 の 綻 
覧 に 供する の は すこ ぶる 類 雑 で も る と いう の に あつ た 。 

し か し 、 こ の よう な 反対 意見 に ちゃ か か わら ず 、 政 府 側 に お ける 制定 意志 は 強 
く 、13 年 10 月 、 内 務 卿 より 太 政 大 臣 宛 弁明 に よれ ば 、 東 京 商 法 会 譜 所 会 頭 浅 沢 
栄一 さり の 意見 は 、「 語 辞 錯乱 シテ 服 絡 伯 通 モス 因 ヲ 説 テ 果 ニ 及 へ サル 者 アリ 」 
し か し 、 粘 局 は 、「 到 底 類 泉 ニ シテ 実際 に 適切 ナラ ス 」 と いう こと に 尽き 、「 因 
テ 此 決議 へ 一切 採用 不 致 侯 」 と いう 状態 て ちあ つた 。 翌 14 年 2 月 に は 、 大 蔵 卿 よ 
り 玉 政 大 臣 宛 伺 に $、「 商 標 ヲ 保護 スル シノ 法 ナ キ 時 へ 甲 若 シ 務 ス テ 其 楽 ラ 正 直 
ニシ 偶 基 ノ 商標 ラ 以 テ 世 人 ノ 信 用 ラ 引 クモ 即 チ 選 之 ラ 奪 撰 シ 甲 ノ 勤 勉 正直 ナシ 
ス 序 テ と ノ 殺 独 不 正 ノ 資 ト 相成り 遂 = 甲乙 共 = 共 利 ヲ 和 失 と 候 ク ミナ ララ 双 世 人 
ラ シ テ 市 = 若 ミ 疑 ヲ 生 シ 基 求 た ん 所 ノ 物 ヲ 得 ん 能 ハ へ サラ シェ >」 の 弊 が 生ずる カ ヵ 

ら 、 一 刻 $ も 早く 「 条 例 ヲ 草 定 と ……… 御 公布 相 成 度 」 旨 を 表明 し た 。 

し か る に 、 同 6 月 に は 、 従 来 反 対 を 唱え た 東京 商法 会 議 所 側 も 、 会 頭 小沢 栄一 
の 名 を $ つ て 以下 の よう な 准 成 諭 に 一 変 す る に 至 つた の で あ る 。 す な わ ち 、 

「 昨 年 12 月 、 群 馬 県 下 上 野 国 佐 位 郡 島村 勧業 会 社 = ) 共 製 造 = 係 輸出 誤 卵 紙 
ニ 使 用 ノ 商 標 = 偽造 者 アル シラ 発見 侯 = 付 ……… 吉 防 銀 ガ ノ 義 」 を その 筋 に 願い 
出 た と ころ 、 開 き 届 け 難 き 旨 の 返答 で も あつ た が 、 と の よう な こと で は 、「 同 会 
社 多年 ノ 勉 強 以 テ 海 外 = 博 シ 得 タル 信用 モ 夫 ヵ 為 = 破 ラ レ 共 幣 ヤ 独 り 同 会 社 
ノ 損 害 硬 己 = 止 ラス 終 ニ ス 御 国産 ノ 声 価 ヲ 失 員 ス シノ 恐 モ 有 乏 」 至急 商 棟 条 例 
を 制定 すま べし と な し 、 あ まつ さえ 、 商 標 条 例 お よび 手続 規則 草 委 を 添え て 、 政 
府 犯 具申 し た の で ある 。 と この 条例 章 筆 は 19 条 、 手続 規則 草 筆 は 6 条 、 お よび 和書 
式 例 よ り 成 る る も の で あつ た 。 

か < し て 、 民 間 側 の 意見 は 完全 に 一 致し 、「 抑 + 商 丁 条 例 之 監 村 ナ シュ っ 今更 
の ーー = 欠 ク 可 カ ラサ アルノ 勢 二 有 
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商務 卿 より 太 政 大 区 へ の 上 申 案 と し て 現われ た の で ある ちる 。 

14 年 、 電 商務 省 が 設置 され た 際 、 す で に その 所 堂 事務 に 、 専 売 特 許 と 商標 と 
に 関す る 事項 が 規定 され た が 、 一 一 これ は ララ ンス の 媒 商 務 省 の 章 竹 を 杖 訳 し 
た も の を 、 わ が 国 の 堪 商 務 省 の 音程 に し た と いう と と に 起因 し た と いう 。 ( 高 
橋 基 清 演 述 ) 一 一 職制 上 に わか に 適任 者 を 備え を て 、 取 調 を 強化 し な けれ ば な ら 
ぬこ と と な り 、 高 橋 基 清 が 同年 交 部 省 よ ょ り 左 商務 省 の 御用 掛 に 転勤 し 、 こ れ ま 
で の 内 務 省 一 等 属 神 鞭 知 常 と 替 る こと と な つた 。 

高橋 の 研究 は 、 オ ギリ ス 、 ア メリ カ 、 フ ラン スス 、 ド イシ ツ 穫 の 法制 に お よび 、 
従来 の 商標 概念 を 整理 し 、 商 標 を も つて 商品 の 品質 、 数 量 等 の 保証 の 契約 と す 
る 立場 を 廃し 、 認 許 を 交 録 に 改め 、 ま た オギ リス 、 ア メリ カ 、 フ ラン ララ 流 の 先 
使用 主義 を 採ら ず 、 ド イツ 流 の 先 出 願 主義 (た だ し 、 条 例 施行 前 の 旧 商 標 は 先 
使用 主義 ) を 採る な ど 、 商 標 条 例 の 基礎 を 確立 し た 。 

高橋 の 調査 始 来 書 に お ける 説明 に よれ ば 、「 商 標 ノ 保 護 ラ 唯 = 不 女 律 ノ 条 理 
或 へ 慣例 = 依頼 スシ ヲ 以 テ 足 レ リ ト ナス 可 カ ララ > 官 用 成 交 律 ラ 設 ヶ 専 用 権 ろ 有 
テル 公証 ヲ 得 モ シ メッ 共和 権 理 ラ 英 固 ニス ー キ ナリ 布 条例 ノ 保 護 = 二 様 ア リ 則 チー 
ハ へ 数 年 商 概 ラ 用 と 来 リ 9 テ 既 = 条 理 上 得 タ ル 所 ノ 専用 権 ラ 黄 亡 セ サ ラ シュ シル モノ 
ー へ 他人 = 同 標 ラ 犯 用 モ シ ュ ス シテ 新 = 之 ラ 用 ラル 者 = 専用 権 得 モ シ ャ シモ 
ノ ト ラス 差 じ 即 チ 専 用 権 ク 起因 タラ 単 = 認 許 ノ 域 内 = 制限 モル 旧 人 条例 案 ト 旨 趣 異 


ニモ シ 要 点 ナ リ 認 許 ノ 二 宇 ラ 改 テ 可 録 ト モ シ ェ 里 荒 上 随 ノ 主旨 ノ 如 用 許 ノ 溝 = 


嫌 ヒ アル ラ 以 ラナ リ ……… 今般 改正 クノ 主 ト スル 所 つ へ 交 録 ノ 効 ア 生 クス ルニア 
飛 = 元 来 ノ 久 用 者 タ リト モー 日記 録 経 クル 商標 主 = 対 シ テム 使用 ノ 久 暫 ラ 以 
テ 権 理 ヲ 争 フ ララ 得 ス ……… 最初 = 飼 録 ラ 願 出 タ ル 者 = 共 専 用 権 ヲ 得 モ シム ジュ 


トモ セリ (た ゞ し 、 施 行 前 の 旧 商 標 は 別に 定め る こと と し た 。) (云々 )」 と 述べ 
た が 、 公 録 主義 を 明確 に し 、 欧 願 主義 を と り 、 商 標 理論 に 一 歩 を 進め た も の と 
OSK の ト 

以上 の よう に 、 こ の 制定 まで の 過程 に は 、 お お く の 下 余 曲 折 は あつ た けれ ど 
も る 、 国 内 外 の 市 場 取 引 の 公正 化 の た め の 商 標 条 例 の 油 定 意 図 は 、 政 府 部 内 に も 


また 民間 に も 強く 存続 し て いた こと は 十分 うか が える と ころ で ある 。 
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(2 ) 明治 17 年 商標 条例 
この 条例 は 、 本 文 24 条 と 附則 と か ら 成 り 、 そ の 主要 内 容 は 、 
4) 商標 は 、 左 商 務 省 の 商 擦 持 に 次 録 し た と き は 、 そ の 所 有 主 に お いて 人 疹 
祭 H か ら 15 年 間 の 専用 権 を 有する 。 
(っ ) 出願 の あつ た と き は 、 願 書 日 付 よ り 2 月 間 留 置き 、 そ の 間 に こ れ と 抵 
侍 す べき 顕 書 到 達し た いと き は じ め て 登録 を する 。 
( つ へ ) も し 2 人 以上 同一 また は 相 紛 ら わし い 商標 を 同一 種類 の 商品 に 専用 す 
る た め 、 登 録 軸 頼 し た 者 が あつ て 、 抵 人 航 す る と き は 、 そ の 願書 日 付 の 後 な る 者 
を 寺下 し 、 そ の 日 付 同日 の 者 は と も に これ を 邦 下す る 。 
(=) ⑪) すでに 登録 し た 商標 と 同一 また は 相 紛 ら わ し い 商 栖 で も や つて 、 同 
一 種類 の 商品 に 用 いる も の 、(⑪) 地名 、 人 名 、 屋 号 、 会 社名 、 商 品 の 苦 通 名 称 
また は 内 外国 の 旗 章 の み を も つて する も の 、(i) 同業 者 が 普通 に 用 い 、 ま た は 
商業 上 慣用 せる 自 印 を も や つて する も の 、(iV) 新た に 使用 する 商 栖 で も つて 、 本 
「 条例 類 布 以 前 か ら 現に 使用 者 ある 商 標 と 同一 、 ま た は 相 紛 ら わ し い 商 標 を 同一 
種類 の 商品 に 用 いる も ゃ の は 、 い ずれ も 登録 を 願い 出ろ こと は で きた ない 。 
( ホ ) 登録 商標 を 他人 に 譲 与 $ し く は 分 与 し よう と する と き 、 ま た は 他 の 種 
類 の 商品 に 兼用 、 転 用 も し く は 改正 し よう と する と き は 、 さ ら に 償 録 を 願い 出 
紀 る と と を 要する 。 

(へ ) 登録 商標 主 が その 専用 年 限 中 に 、 転 、 転 居 ま た は 改名 し た と き 、 お 
よび 廃業 し 、 ま た は 休業 1 年 に お よん だ と き 、 な ら び に その 業 の 相続 が され た 
と き に は 、3 月 以内 に 届け 出る こと を 要する 。 

( ト ) 靖 録 商標 を 専用 満期 の 後 と れ を 続 用 する 場合 に お いて は 、 満 期 3 月 前 
に 、 さ ら に その 巻 録 を 願い 出る と と を 要する 。 

( チ ) 今 録 商標 が 應 録 を 願い 出 で る べき で な いふ の た 該当 し 、 ま た は 登録 願 
和書 お よび 見 本 明細 午 に 相違 の 事実 ある と き は 、 無 効 に 帰す る こと と し 、 

( り ) 廃業 また は 3 年 の 休業 に より 商標 専用 権 を 失い 、 

( ヌ ) 商標 疹 録 出 願 者 の 、 手数 料 の 納付 と 講 下 時 の 返 付 、 

(と ) 商標 専用 権 の 侵害 者 、 詐 偽 に よる 商標 誰 録 者 、 お よび 詐称 者 に 対す る 
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刑事 的 制裁 、 商 擦 専 用 権 保 害 の 罪 (た ゞ し 、 親 告 罪 ) の 設定 、 
( ラ ) 備 造 、 不 当 使用 商標 の 没収 お よび 商品 と 分 離し 得 な い 場 合 の 破 明 、 
(2?) 義 判 官 の 係争 商標 に 関す る 商品 の 発売 停 上 上 権限 、 

人 等 を 規定 し た 。 

この 実施 細則 と し て 「 商 棟 誰 録 願 手続 」( 明 治 17 年 6 月 太政官 布 達 第 13 号 ) 
が 公布 きれ 、 出 願 手続 が 規定 され 、 商 標 見 本 5 枚 と 手数 料 を 添え 願 番 明細 書 各 
2 通 を 地方 庁 を 経て 堪 商 務 省 に 提出 する とこ と と な り 、 商 品類 別 を 68 種 に 分 け 、 
同月 、 商 標 次 録 願 の 様式 は 農 商 務 省 告示 「 商 標 座 録 願書 明細 午 侍 秋 式 」 に より 
6 様 の 書式 が 定め られ た ( 後 明治 20 年 5 月 諸 題 書式 交 例 等 の 全部 改正 ちり)。 
また 、 各 竹 手 続 細則 が 告示 され 、 商 標 録 制度 の 形式 は 一 応 の 整備 を 見 た 。 

(3) 明治 21 年 商標 条例 

その 後 の 商工 業 の 発展 に 、 政 府 は 法規 の 完備 の 必要 を 感じ 、 高 橋 是 清 の 帰 朝 
後 、 諸 外国 法制 の 長短 を 取捨 し 、 明 治 21 年 12 月 、 特 許 条 例 、 意 匠 条例 と 商 兵 条 
例 を 、 翌 年 1 月 、 同 施行 細則 を 公布 、 と も に 明治 22 年 2 月 1 日 か ら 施 行 し た 。 

この 条例 は 、 明 治 17 年 商標 条例 の 改正 で 、 全 廊 28 条 より 成り 、 現 行 法制 の 革 
礎 を な し 、 胃 治 32 年 の 商標 法 実 施 に 至る まで 一 度 $ 改 正 さ れ な か つた 。 本 条例 
の 特色 は 、 改 正 特 許 条例 と 同時 に 改正 され た 関係 上 、 こ れ を 基 進 と し 、 商 隷 の 
審査 、 牌 定 、 審 判 に 関す る 事項 は 、 す べ て 特許 条例 の 適用 の 形 を 採 つた 点 に 見 
られ た が 、 改 正 の 主要 内 容 は 、 つ ぎの 通り で あつ た 。 

(4) 商標 の 本 質 (自己 ノ 商品 表彰 スル 為 メ 商標 ラ 使用 モン ト 欲 スル 者 
ハ 此 条例 = 依り 基 商 標 ノ 應 録 ヲ 受 ケ 和 之 ヲ 専用 スシ ュ ト ラ 得 。 商標 へ 特別 著 明 ナ 
ル 図 形 、 字 体 駐 ^ 基 結合 ラ 以 テ 要 部 ト 為 スー シ 」) を 明 定 し 、 

(s) 登録 出願 書類 は 、 地 方 庁 経 由 を 廃し 、 直 接 農 商 務 大 臣 窟 提 軸 する 。 

(へ ) 商標 の 癌 録 拒否 原因 と し て 、 風 俗 を 乱す も の 、 内 外国 の 国旗 章 を 要 部 
と する も の 、 お よび 出願 前 の 他人 の 使用 に 係る る の を 追加 し (地名 、 人 名 等 は 
本 条例 か ら 明 交 の 規定 を 省略 し た が 、 同 施行 細則 で 規定 する こと に 改め た 。) 、 

(=) 商標 専用 年 眼 を 交 録 日 より 20 年 と し た 。 ' 

(*) 癖 録 番 、 見 本 明細 和書 に 、 事 実 の 相違 お る こと を 発見 し た 場合 、 そ の 
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傘 録 を 無効 と する 規定 を 廃し 、 疹 録 を 受け る こと が で き な い も の お よび 競 願 の 
場合 に 関 二 る 規定 に 違反 し た も の の 登録 無効 の 規定 を 設け 、 


(^) 競 願 の 場合 、 出 願 取 下 の た め 、 出 願 者 1 人 と な つた と き 、 そ の 者 に 人 疹 
録 す る こと を 妨げ な いこ と を 胃 征 

(t) 価 録 を 受け よう と する 者 の 権利 相続 の 規定 を 設け 、 

( チ ) 商標 専用 権 譲渡 は 、 営 業 に 伴う 場合 に 限り 、 売 与 、 誠 与 、 共 有 を 認め 、 
出願 録 を 受け る 規定 を 廃し 、 そ の 償 録 を 第 三 者 対抗 要件 と し 、 

(》) 商標 が 他 種 の 商品 に 兼用 、 転 用 、 改 正 し 得る 観念 を 庭 し 、 明 細 書 見 本 
が 不 完全 で も る 場合 、 要 部 変更 と な ら な い 場 合 に 限り 、 釜 録 証 改訂 を 許す 。 

( ぇ ) 審査 、 査定 、 審判 に 関す る 事項 は 、 特 許 条例 を 適用 し た 。 し た が つて 
特許 局長 は 、 農 商 務 大 臣 の 認可 を 得 て 、 審 査 官 の な し た 交 録 査定 を 原簿 に 疹 録 
する こと 、 登 録 証 は 、 大 臣 が 署名 し 、 特 許 局 長 が と れ を 副 時 す る 
に 、 拒 絶 査 定 の 再審 査 制 お よび 審判 制 な ど は 、 特 許 の 場合 と 同様 で も る 。 

( ル ) 商標 権 消滅 原因 と し て 、 営 業 廃止 の 外 、( i ) 次 録 商標 主 が 区 録 日 より 
6 月 分 使用 の 場合 、(ii) 相当 の 事故 な く 、 1 年 使用 中 止 の 場合 、Gii) 商 棟 登録 
後 そ の 商標 使用 者 が 商品 数 量 、 産地 、 品 質 等 に 、 不 実 事項 を 附 記し た と 
Gv) 磨 滅 欠 損 の 商標 の 使用 を 加え た 。 


こと ド 二 77 の 


( ヲ ) 商標 権 侵害 の 損害 賠償 に 、3 年 の 免責 時 効 を 定め 、 刑 の 軽重 を 改正 。 
これ に 伴う 同 条例 施行 細則 は 、17 条 、 附 則 1 条 、7 竹 の 書式 と 明 細 書 交 例 よ 
り 成る 。 商品 類別 は 、 旧 手続 の 65 類 に 、 雑 1 類 を 加え て 66 類 と し た 。 特許 条 例 
施行 細則 を 準用 し た 形式 は 、 現 行 法規 の 光 駆 を な し た 。 同 25 年 11 月 の 同 施行 細 
則 改 正 ま で 再度 の 改正 が あり 、25 年 の 全面 改正 は 、34 条 と 7 種 の 書式 と な つた 。 
と の 改正 の 特色 は 、 総則 か ら 商 品類 別に 至る まで 10 将 に 排列 し 、 現 行 特許 法 
施行 規則 の 体裁 を 思わ せる と と も 審査 甚 準 の よう な 実体 規定 を 設け た こと で 
あつ た 。 と こり の 細則 は 、32 年 の 商標 法 施行 まで の 手続 規定 の 根幹 を な し 、 現 行 施 
行 規則 の 欧 確 を な し た も の で ある 。 規定 様式 の 外 25 年 の 改正 細則 の 主要 点 は 、 
(4) 施行 細則 中 に 条例 の 規定 を 設け て 、 特 別 著 明 な ら ざ る 場合 を 明 定 
(1 ) 商品 の 品位 、 品 質 、 効能 の を 指示 する 記号 、 図 形 よ り 成 る も の 、(i) 商 
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品名 称 、 形 状 、 そ の 原料 の み を 指示 する 記号 、 図 形 よ り 成 る る の 、( 損 ) 普通 に 
使用 きれ る 地名 、 姓 名 、 人 名 、 家 号 、 会 社名 を 普通 の 書体 で 記し た も の 、(iV) 
地検 様 図形 の み で 成る も の 、(Y) 現に 同業 者 間 で 普通 に 使用 、 ま た は 商業 上 慣 
用 され る 目印 記号 で 成る も の は 、 特 別 著 明 な ら ず と 定め 、 

( ゞ ) 商標 の 類似 に つき 、〈1 ) 離隔 上 の 観察 に 、 両 者 差異 の な いと き 、( ふ ) 
商標 上 より 生ずる 称 呼 が 同一 で も ちる か 、 ま た は 紛らわしい と き の い ずれ か に 恋 
当 す る と き は 、 類 似 す る と の 判定 標準 を 明 定 し た な ど 、 現 在 の 審査 基準 に 当る 
規定 を 省令 中 に 設け て 、 審 査 の 客観 性 を 確保 し た 。 

(へ ) 商標 交 録 拒否 原因 に 、 和 皇室 の 御 紋 剖 と 同一 、 類似 の も の を 追加 し 、 

(=) 審査 は 、 出 願 H よ り 30 昌 の 後 、 出 願 日 順に 、 着 手 す る こと を 定め た 。 
(29 年 11 月 、 電 商務 省令 第 9 号 、「 外 国人 在住 者 及 外 国人 ノ 出願 及 應 録 = 関 ス 
ル 件 」 の 形式 は 、 施 行 細則 と 別 で も る が 、 実 質 上 は この 改正 で 、 外 国人 の 権利 
共有 能力 の 内 国民 待遇 付与 、 国 内 在住 の 代理 人 選定 、 国 籍 証明 書 添 付 の 規定 な 
ど を 設け た 。) 

(4 ) 明治 32 年 商標 法 

熟 国 工 業 所 有 権 保護 同 忠 条約 加入 (明治 32 年 7 月 15 是 より 効力 発生 ) か ら 商 
標 条 例 改 正 後 10 余 年 経過 し 、 商 工業 の 発達 に 伴い これ を 改正 する 必要 を 生じ 、 
明治 322 生 3 月 、 商 標 法 を 、 同 6 月 、 同 法 施行 規則 ( 農 商務 省令 第 15 号 ) を それ 
ぞ れ 公布 し 、 と も に 7 月 1 日 より 施行 し た 。 

商標 法 は 、24 条 より 成り 、 明 治 42 年 商標 法 施行 まで は 改正 を 見 ず 、 同 法 施行 
規則 は 、18 条 ょ り 成 り 、 商 品 分 類 は 、73 類 に 増加 し た 。42 年 ま で に 2 度 の 一 部 
改正 が あつ た が 、 こ の 商標 法 の 壮 要 改正 点 は 、 つ ぎの よう で ある 。 

( ィ 4) 特別 著 朋 で な い 商 標 を 、 商 標 法 に 列記 し ( 旧 条 例 の 場合 は 、 施 行 細則 

に 規定 し た 。)、 飼 録 拒 否 、 お よび 無効 原因 な る こと を 明和 定 し 、 

(s) 疹 録 拒否 お よび 無効 原因 に 、「 世 和信 区 暗 ノ 典 アシ モノ フ 」 お よび 「 和 失効 
後 1 年 ヲ 経 過 セ ザル 他人 ノ 商 標 = 類似 スシ モノ 」 を 追加 し た 。 

(へ ) 商標 人 録 後 3 年 を 経過 する と き は 、 私 益 保護 の 規定 に 違反 し た こと を 
理由 (失効 後 1 年末 満 の 他人 の 商標 に 類似 の も の 、 先 使用 に 係る 他人 の 商標 に 
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類似 の $ の また は 後 基 に 係る る の ) と し て 、 無 効 を 主張 し 得 な いこ と を 定め た 。 

(=) 特許 局長 に お いて 、 谷 録 を 取り 消し 得る 場合 ( 疹 録 商標 に 不実 の 記載 
を な し た と きま た は 在外 者 に 対す る 特別 代理 人 を 6 月 以上 置か な いと き ) を 規 
定 し 、 商 標 の 不 使用 お よび 明 損 商標 の 使用 は 、 こ れ を 消 減 原因 と し な い 。 

(*) 商標 診 録 証 改訂 の 制度 を 廃止 し た 。 

(《^ へ ) 同一 商品 に 使用 する 類似 の 商標 を 有する 者 は 、 と も に これ を 譲渡 も し 
く は 共有 と な し 、 ま た は 類似 商 擦 の 使用 を 廃止 する の で な けれ ば 、 商 標 の 譜 渡 
また は 共有 の 谷 録 を 受け る こと は で き な い と 規定 し た 。 

( ト ) 商標 権 の 存続 期間 は 、20 年 で も る が 、 外 国谷 録 商標 の 年 限 は 、20 年 の 
範 了 山 で 、 原 意 録 の 有効 年 限 に 従う こと と し た 。 

( チ ) 工業 所 有 権 保護 同盟 条約 に お いて 、 商 標 座 録 を 出願 し た 者 が 、4 月 以 
内 に (後に 「 同 盟 条 約 に 規定 する 期間 内 に 」 と 改め られ た こと 、 特 許 法 等 と 同 
じ 2) わが 国 に 償 録 軸 し た と き は 、 最 初出 願 の 日 に これ を な し た も の と し 、 

(》) 主務 官庁 に お いて 認可 し た 同業 組合 の 標 章 の 敬 録 を 認め た 。 

( ぇ ) 偽証 の 罪 を 追加 し 、 一 般 に その 刑 を 加 生 し た 。 

( ル ) 虹 事 上 の 損害 賠償 に 関す る 3 年 の 消滅 時 効 の 制 を 廃止 し た 。 

(2) 特許 法 中 の 条 婦 の 準用 を 規定 し た 。 し た が つて 、 大 審 院 へ の 出 訴 の 市 
度 、 博 覧 会 また は 共進 会 へ の 出品 者 の 保護 規定 、 審査 お よび 審判 の 証拠 調 に お 
ける 民事 訴 歌 法 の 準用 、 期間 け 忘 に よる 出願 無 効 制度 、 在 外 者 に 対す る 内 地 居 
住 者 の 代理 強制 な ど 、 商 標 こ つい て も 準用 され る と と な と が 特 色 で も る 。 

施行 細則 の 主要 改正 点 は 、25 年 施行 規則 が 、 既 述 の よう に 、 商 標 類 似 の 意義 
を 詳細 に 規定 し て いた の を 削除 し 、 ま た 審査 期間 の 始期 お よび 審 在 順 訂 の 法定 
を 避け 、 さ ら に 商品 分 類 を 73 類 ( 後 、 38 年 の 改正 で 、 石鹸 を 分 離せ し め て 、74 

類 に 改め られ た 。) と し た と と な ど で あ る 。 
(5) 明治 42 年 商標 法 
旧法 施行 後 、 国 内 の 商工 業 は 長 足 の 進歩 発展 を な し 、 日 赴 戦 争 を 経て 、 わ が 
国 の 地位 は 向上 し た の みな ら ず 、32 年 7 月 、 万 国 工業 所 有 権 保護 同盟 条約 に 加 
入 し 、35 年 9 月 に は 、 プ ラッ セル に お ける 改正 条約 に も 加入 し 、 工 業 所 有 権 の 
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保護 は 、 世 界 的 な 見 地 か ら な され な けれ ば な ら な く な つた た め 、 旧 法 ほ は 、 時 運 
に 適し た 修正 を 必要 と する に 至り 、42 年 4 月 、 法 律 第 25 号 を も る つて 改正 商標 法 
を また 同年 10 月 、 左 商務 省令 第 44 号 を も つて 同 施行 細則 を それ ぞ れ 公布 し 、 同 
年 11 月 1 日 より と も に 実施 する に 至 つ た 。 

商標 法 は 、28 条 と 附則 と より 成り 、 大 正 10 年 の 商標 法 に 至る まで 一 度 る 改正 
を 見 な か つた 。 そ の 主要 内 容 は 、 

(オイ) 旧法 第 1 条 に お いて は 、 商 標 使用 の 目的 に つき 不明 の 嫌い が あつ た が 
改正 法 で は 、 こ の 目的 に 関し 、「 自 己 ノ 生産 、 製 造 、 加 工 、 撰 択 、 証 明 、 取 扱 
廊 へ 販売 ノ 営 業 = 係 シ 商品 ナシ ュ ト ラ 表 彰 ス ル 為 云々 」 と 規定 し 、 い ずれ か 1 
つ に 関し て も 、 商 標 の 次 録 を 出願 し 得る と と と し た 。 

() 旧法 に お いて 、 交 録 し 得 べ き 商標 は 、「 交 字 、 図形 駐 ハ へ 記号 ニシテ 去 
々 」 と ある の を 、「 交 字 、 図 形 、 記 号 駐 へ 基 ノ 結合 ニシ テ 特別 顕著 ナル モ フ 」 
と し 、 商 標 の 観念 を 明確 化し た 。 

(へ ) 商標 観念 の 発達 に 伴い 、 色 彩 に 関し て も 特別 規定 を 設け る 
の で 、 改 正法 に お いて は 、 商 標 に は 色 を 指定 し て 釜 録 を 受け る こと が で きる と 
どど 引 ( あ あき 

(=) 釜 録 を 受け る こと の で き な い 商標 中 に 、 公 の 交 章 、 記 章 、 赤 十 宇 記章 、 
慣用 標 章 等 を 追加 する と と も に 、 他 和信 の 氏名 、 商 号 、 朋 像 、 名 称 で も つて も $、 
その 者 の 承諾 を 得 れ ば 、 語 録 を 許す と と と 改め た 。 

(*) 同一 人 の 有する 類似 商 千 は 、 こ れ を 連合 商標 と 改め 、 こ の 中 の 1 つ を 
使用 すれ ば 、 そ の 他 の 連合 商標 を 使用 し な く と も 、 取 消 原因 と な ら な いこ と を 
規定 し た 。 

(へ ) 同日 出願 の 場合 は 、 競 願 者 を し て 協議 させ 、 協 談 調 わな いと き は 、 と 
も に 償 録 し な た ない こと と し た 。 

( ト ) 商品 に ょ る 分 割 移転 の 制 を 定め た 。 

( チ ) 商標 取消 原因 に 、(3) 癖 録 後 1 年 以内 に 使用 を 開始 し な いか 、 ま た は 
3 年 以上 その 商標 の 使用 を 中 止 し た と き 、(D) 1 年 以上 権利 移転 の 谷 録 を 申請 し 
な いと き 、(o) 世 人 的 暗 の 附 記 変更 を し た と き を 追加 し た 。 


必要 が ある 
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》 ) 商標 容 録 の 取消 は 、 特 許 局長 の 職権 に よる 外 、 利 害 関係 人 も また これ 
を 請求 し 得る こと と し た 。 

(>) 審査 官 は 、 確 認 審 判 お よび 利益 規定 違反 に よる 的 効 審判 を 請求 し 得 な 
いこ と に 改め た 。 

(と ) 改正 特許 法 に お ける と 同様 、 無 効 審判 の 請求 権 者 を 利害 関係 人 お よび 
窪 査 記 と し 、 審判 の 審決 お よび 再審 査 の 査定 に 対す る 不服 申立 の 方 法 と し て 、 
抗 土 審判 の 制度 を 認め 、 大 審 院 出 訴 と と も に 3 審 制 を 確立 し (た だ し 、 再 査定 
の 抗告 閉 判 は 、 す な わ ち 3 審 制 な る 履 、 と れ に 対し て は さら に た 出 訴 を 認め ず )、 
法定 期間 の 延長 を な し 得る 場合 、 お よび 、 特 許 権 の 効力 の 及ば ざる 場合 の 規定 
を 設け 、 通 常 裁 判 所 に お ける 訴 誤 手 続 の 中 止 の 場合 の 規定 を 設け 、 特 許 弁 理 士 
で な けれ ば 代理 楽 を な し えな い 旨 、 お よび その 資格 、 監 督 等 に つき 勅 信 を も つ 

定め る べき 旨 の 規定 を 設け た が 、 そ の 外 、 罰 則 を 加重 する な どの 点 に 関し て 
は 、 改正 商標 法 に お いて も 同一 で ある 。 

また 、 同 法 施行 細則 は 、25 条 と 9 竹 の 書式 と より 成り 、 商 品 分 類 は 、 有 旧法 時 
代 の 74 類 ょ り ふ 減少 し 、67 類 と な つた 。 後 、45 年 2 月 省令 第 5 号 を も つて 一 部 
政 正 ③⑬ 種 の 書式 の 追加 が 主 で 、 実質 的 な 改正 で は な い 。) を 見 る に 至 つた の みみ 
で 大 正 10 年 に 及 ん だ 。 本 細則 に ょ る 改正 要点 は 、 前 述 の 商品 分 類 が 67 類 に 減少 
し た こと 、2 以上 の 類別 に 互 る 商品 を 指定 し た 場合 に は 、 願 書 の 訂正 を 認め る 
と と と し た と と な ど で あ る 。 

(6) 大 正 10 年 商標 法 (現行 法 ) 

これ まで の 改正 の 経緯 と 同様 、 特許 法 、 実用 新 委 法 、 意 匠 法 の 改正 と 軌 を 一 
に し て 改正 され た の で ある が 、 そ の 経過 は 、 前 述 の と ころ に 府 る こと と する 
この 改正 商標 法 は 、 本 女 38 条 附則 6 条 か ら 成 立つ て ぉ おり 、 そ の 主要 改正 点 は 
ます 、 特 許 法 に お ける 該当 条 交 を 準 用 し 、(3) 出願 公告 制 の 採用 、(b) 拒絶 理 
由 通 知 制 の 採用 (c) 再審 査 の 制 を 廃止 し 、 直 接 抗告 審判 を 請求 し 得 、 さ ら に 
大 審 院 へ 出 訴 し 得る 制度 の 採用 (d) 登録 無効 の 審 判 に お ける 口頭 審理 原則 の 
祭 用 (e) 審査 官 除 奈 規定 の 新設 、 審 判官 除 兵 規定 の 拡 到 、 お よび 審判 官 豆 避 
規定 の 新設 (f) 民事 訴訟 法 に 人 乱 い 、 審判 、 抗 告 審判 また は 出 訴 に 関す る 再審 
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規定 の 新設 が な され た 外 、 と くに 胃 婦 に より な され た 壮 な 改正 点 は 、 

( イ ) 商標 の 保護 は 、 類 似 商 品 に も 及ぶ こと と し 、 旧 法 が 同一 商品 と の ろ 規 
定 し た の を 改め た 。 

() 世 人 周知 の 標 剖 の 意義 を 明らか に し た 、 す な わ ち 「 取 引 者 及 ^ 需 要 者 
ノ 間 = 広 ク 認 識 セ ラル ル 他 人 ノ 標 音 」 と 規定 し 、 こ と これ と 同一 また は 類似 で あつ 
て 、 同 一 また は 類似 の 商品 に 使用 する も の を 不 癖 録 商標 と 明 定 する と と る に だ 、 

(へ ) か か る 周知 標 剖 の 善意 の 使用 者 の 保護 の た め の 特 別 規定 を 設け た 。 

旧法 に よれ ば 、 か か る 標 章 の 使用 者 は 、 と の 丁 章 に 抵触 する 商標 の 應 録 の あ 
つた 場合 に は 、 審 判 に より 、 そ の 登録 商標 を 無効 と な すこ と を 得る に 止ま る た 
め 、 自 己 の 標 剖 を 認識 する に 至ら し め た 者 の 保護 は と れ で は 十分 で な い の で 、 
改正 法 に お いて は 、 た と え 交 録 無効 審決 の 確定 前 、 ま た は 期間 満了 に より 無効 
守 判 を 請求 し 得 な く な つた 場合 で も つて も 、 ひ きつ づき 自選 の 標 凍 を 使用 し 得 
る と と Ce 

(=) 世 入 を 玖 遇 する お それ ある 商標 の 次 録 を 拒絶 する に は 、 そ の 頑 暗 の 原 
因 が 商標 自体 に 存する 場合 に 限ら な いと と と し た 。 

すなわち その 商標 の た め 、「 商 品 ノ 誤 認 駐 へ 混同 ラ 生 セ モ シ ュ ル クノ 虚 ア シモ ノコ 」 
を 不 疹 録 と し た 。 

(*) 商 儲 の 要 部 と 認め られ る お それ ある 部 分 が 分 離し て は 、 特 別 顕著 で な 
いか 、 ま た は 慣用 標 剖 と 同一 また は 類似 で も る た め 癖 録 を 受け る こと が で き な 
い 場 合 で も 、 出 呈 人 が その 部 分 自体 に つき 権利 を 要求 し な い 旨 を 申し 出 た と き 
は 、 そ の 商標 を 交 録 する 制度 を 新設 し た 。 

商標 の 要 部 と 認め られ る お それ ある 部 分 が 商品 の 普通 名 詞 、 そ の 他 特 別 顕著 
性 が な いも の 、 ま た は 慣用 標 童 と 同一 も し く は 類似 で もち る と き は 、 そ の 商標 を 
訟 録 し な た い が 、 そ の 商標 が 他 の 点 に お いて 、 特 別 顕著 性 が ある と き は 、 と くに 
褒 録 を 認め る の で ある が 、 そ の 際 、 そ の まま 谷 録 する と き は 、 商 覇権 の 範囲 に 
つき 、 和 を 生ずる お それ が ある の で 、 あ ら か じ め そ の 部 分 に つき 専用 権 を 要求 
し な いと と を 明らか に し て 、 和 争 を 防止 する こと と し た 。 

(へ ) 商標 権 と 区 顕 應 録 に 係る 意 区 権 と の 関係 を 規定 し た 。 
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商標 権 者 まそ の 登録 商標 の 使用 の 門 様 に より 、 そ の 出願 の 日 前 の 出願 に 係る 
意匠 権 と 抵触 する 場合 に は 、 商 標 権 者 は 、 意 匠 権 者 の 実施 許 護 が な けれ ば 、 そ 
の 郊 様 に お いて 、 そ の 傘 録 商標 を 使用 し 得 な た いこ と と し た 。 

( ト ) 商標 権 存続 期間 更新 誰 録 の 性 質 を 明か に し た 。 

この 更新 区 録 は 、 単 に 存 統 期 間 を 延長 する に 止ま る か 、 ま た は 新た な 商標 権 
を 発生 きせ る $ の で ある が 、 必 ず し ゃ 明か で な か つた の を 、 改 正法 に お いて は 
存続 期間 を 延長 する に 止ま る ふる の で ある と する 主義 を 原則 的 に 採用 し 、 公 人 益 に 
関す る 特定 の 事項 に 限 つ て 徐 査 を し 、 更 新 交 録 が その 審査 事項 に 関す る 規定 に 
違反 し た 場合 に 限り 、 審判 に より 、 こ れ を 無効 と な すべ きこ と と し た 。 

( チ ) 商標 褒 録 無効 の 審判 を 請求 し 得る 期間 に つき 、 上 旧法 で は 公報 掲載 日 か 
ら 3 年 と ち つ た の を 、 命 録 日 か ら 5 年 に 改め る と と も に 、 こ の 期間 経過 に ょ り 
無効 審判 を 請求 し 得 な い 場合 を 拡張 し た 。 

旧法 で は 、 周知 商標 また は 他人 の 既 意 録 商標 と 同一 、 も る し く は 類似 で も る こ 
と を 理由 と する 無効 審判 の 請求 に は 、 と の 期間 の 適用 除外 を な し て いた が 、 改 
正法 で は 、 こ の 場合 の 請求 $ こ の 頑 間 内 に し な けれ ば な ら な いこ と と し た 。 

( ) ) 商 擦 の 録 の 取消 は 、 旧 法 に お いて は 、 特 許 局長 が 職権 を も つて 、 ま 
た は 利害 関係 人 の 請求 に よ りな すべ き 旨 規定 され て いた の を 改め あて 、 審 判 に よ 
る と と と し 、 慎 重 を 期す る こと と し た 。 

( ヌ ) 団体 標 章 に 関す る 規定 を 設け た 。 

旧法 で は 、 団 体 標 章 の 制度 な な か つた が 、 改正 法 に お いて は 、 産 業 組合 、 同 
業 組 合 、 地 域 団体 符 の 団体 法人 が 、 自 ら 禁 章 を 使用 する より は 、 団 体 員 を し て 
使用 させ 、 共 同 の 利益 の 増進 を 図ら あう と する 場合 に は 、 そ の 法人 に 団体 標 章 権 
者 と し て の 地位 を 与え 、 団 体 員 に 使用 させ 得る 制度 を 採用 し た 。 

(と ) 商標 権 侵害 罪 は 、 旧 法 で は 親告罪 で ちあ つ た が 、 商 標 権 の 公益 性 に か ん 
が みて これ を 非 親告罪 と し た 。 

( ヲ ) 六 金 刑 を 加重 し 、 か つ 詐 偽 の 行為 を も つて 審決 、 判決 ( 傘 録 すべ し と 
の 内 容 以 外 の も の を 含む ) を 受け た 場合 を 処罰 し 、 暫 合 審 ( 判 ) 決 を 防止 し た 。 
な お 、 商 複 法 施行 規則 は 、 本 女 17 条 お よび 附則 より 成り 、 主要 改正 点 は 、 商 品 
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類別 を 70 類 に 増加 し た 外 、(1) 2 以上 の 類別 お よび 商品 に わた り 1 願書 に 指定 
し た と き は 、 錯 誤 に よる 指定 の み 出 願 の 分 割 を 改め 、G⑪i) 存続 期間 更新 交 録 出 
願 の 期間 満了 1 年 以上 前 に は 受理 せ ず 、(U) 商標 の 登録 証 下 付 制 度 を 庭 し 、 特 
許 局長 官 が 疹 録 の 旨 を 出願 人 に 通知 する こと と し た 。 こ の 施行 規則 は ほ 、42 年 の 
旧 施 行 細則 を 一 層 簡 素 化 し 、 特 許 法 施行 規則 を 全面 的 に 進 用 し て いる 。 

その 後 、 商 標 法 は 、 昭 和 4 年 、9 年 、13 年 、22 年 (2 回 ) お よび 23 年 に 、 一 部 
改正 され た が 、 と この 中 、 昭 和 4 年 法律 第 50 号 、 昭 和 22 年 法律 第 105 号 、 昭 和 23 
年 法律 第 172 号 は いずれ も 、 す で に 述べ た よう に 特許 法 の 改正 と まつ た く 軌 を 
一 に し て いる が 、 商 標 法 独自 の 改正 と し て は 、 昭 和 9 年 法律 第 15 号 、 昭 和 13 年 
法律 第 4 号 お よび 昭和 22 年 法律 第 115 号 を も つて し た 3 回 で ある 。 

(7) 昭和 9 年 一 部 改正 

ーー グ で 改正 され た 保護 同盟 条約 加入 に 伴う 商標 法 の 一 部 改正 で も り 、(14) 
商標 の 不 次 録 事由 は 、〈1) 同盟 条約 国 の 国 の 紋章 等 で 、 主 務 大 臣 の 指定 する $ 
の と 同一 また は 類似 の も の ⑪) 同盟 条約 国 の 官 の 監督 用 、 証 明 用 印 交 人 等 で 、 
主務 大 区 の 指定 する も の と 同一 また は 類似 で も り 、 同 一 また は 類似 の 商品 に 
用 する も の を 追加 し 、 (っ ) 商標 の 登録 の 無効 審判 、 請 求 期 限 の 適用 除外 の 場 
合 、 悪 意 を も つて 次 録 を 受け た 商標 が 、 他 人 の 周知 標 章 と 同一 また は 類似 で 同 
ーー また は 類似 の 商品 に 使用 する も の で ある 場合 の 、 診 録 の 無効 害 判 の 請求 を 新 
た に 加え た 。 こ の 改正 は 、 同 盟 条 約 の 加入 の 効力 発生 の 日 (昭和 10 年 1 月 1 日 ) 
に 施行 し た 。 

(8 ) 昭和 13 年 一 部 改正 

ョ ンド ン で 改正 され た 同一 条約 の 加入 に 伴う 一 部 改正 で も り 、 こ の 改正 に よ 
り 、 外 国交 録 商標 の 本 国 商標 権 に 対す る 附 大 性 (本 国 の 商標 権 消滅 し た と き は 、 
外国 の 償 録 商標 と し て 釜 録 を 受け た 商標 権 $ 消 減 し 、 外 国 疹 録 商標 は 不 使用 の 
場合 で も 癌 録 取消 審判 の 対象 と な り 得 な た いこ と 。) を 除い た 。 こ の 改正 は 、 条 
約 の 効力 発生 の 日 (昭和 13 年 8 月 1 日 ) に 施行 し た 。 

(9 ) 昭和 22 年 一 部 改正 

農産 竹 苗 法 (昭和 22 年 法律 第 115 号 ) 制定 に 伴い 、 そ の 附則 を も つて 、 商 標 
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法 の 一 部 を 改正 し た も の で 、 該 法 に も と づき 癌 録 さ きれ た 名 称 と 、 同 一 また は 類 
似 で 、 同 一 また は 類似 の 商品 に 使用 する も の を 不 益 録 商標 に 加え た <。 

以上 が 今日 まで の 商標 法 の 変遷 で も る が 、 大 正 10 年 以来 は 、 他 の 法令 、 条 約 
な どの 改正 に 伴い 、 時 々 の 事情 に 応じ て 部 分 的 改正 が 行わ れ た に 過ぎ ず 、 根 本 
的 改正 は 常に 考 眠 さ れ な が ら 戦 争 に 補い され 、 今 日 に 持ち 越 さ れ て 来 た 。 

し か し 、 戦 後 、 昭 和 25 年 4 月 、 特 許 庁 に 工業 所 有 権 制 度 改 正調 査 守 議 室 が 、 
また 昭和 26 年 6 月 に は 、 通 商 産業 省 設 置 法 の 一 部 改正 に より 、 特 許 庁 の 附属 機 
関 と し て 、 工業 所 有 権 制 度 改正 守 議 会 が それぞれ 設置 され 、 改正 の 審議 は 軌道 

に 乗り 、 昭 和 29 年 11 月 に は 、 商 標 法 改 正 に 関す る 審議 会 答申 案 が 決定 され た 。 

と の 内 容 は 、 今 後 の 改正 方 向 を 示唆 する も る の で 、 大 略 つ ぎの 通り で ある 。 

(4) 営業 と 次 れ て 、 商 標 権 を 譲 渡し 得る こと と し た 。 一 一 現行 法 は 、 営 : 
を 伴 つ て の みみ 譲渡 し 得る が 、 こ と れ で は 、 商 標 権 の 財産 的 価値 は 十分 認め られ な 
いし 、 ま た 現実 の 取引 と も 合致 し な い の で 、 管 申 案 で は 、 営 業 と 切 離 し て 自由 
に 譲渡 が で きる こと と し た 。 た だ し 、 類似 商 品 に つい て は 商標 権 を 分 割 移転 す 
る こと を 認め な いこ と と し 、 消 旨 者 の 品質 の 誤認 を 防止 する 保証 と し た 。 

() 登録 商標 の 使用 権 を 認め た 。 一 一 商標 の 使用 権 に つい て 、 こ れ を 認め 
IGG い る 国 に は 4 ギリ ス 、 アタ リカ 、 フ ラン ス 、 オ イタ リー 等 が ある 。 わが国 で 
は 、 こ れ を 認め て いな い が 、 こ れ は 、 使 用 権 を 認め やめ る こと に より 、 商 標 権 者 の 
商品 と 、 使 用 権 者 の 商品 と の 間 に 、 出 所 の 混同 を 生 ぜ せしめる お それ が ある か ら 
で あつ た 。 今回 の 答申 案 で は 、 由 所 の 混同 が た と え 生 じ て も 、 品 質 の 誤認 が 生 
じ な けれ ぼ 消 残 者 の 利益 は 保護 せら れる と し て 、 こ の た め 僅 録 商 柄 権 着 と 使用 
権 の 設定 を 受け る 者 と の 間 に 、 事 業 の 支配 関係 、 品 質 の 管理 関係 が ある 場合 に 
限り 、 ま た その ょ うな 関係 を 存する 期間 に 限り 使用 権 を 認め る こと と し 、 他 方 
その 巻 録 を 効力 発生 要件 と し 、 も し く は 使用 許諾 の 公告 等 の 義務 を 課す る こと 
な と を 条件 と し て 、 こ の 制度 を 採用 し た 。 

(へ ) 不 使用 に よる 何 録 取消 の 強化 一 一 従来 、 不 使用 に よる 取消 審判 で は 、 
取消 判 請求 の 導 録 後 、 使 用 し た 場合 の 取扱 い が 問 題 で 、 判 例 は 、 不 使用 に よ 
る 取消 規定 は 、 現実 に 使用 し な いと と に 対す る 制裁 規定 で も る と し て 、 不 使用 
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電 間 経過 後 で も 、 使 用 の 事実 が あれ ば 取り 消さ な い 部 度 を 探 つ た 。 こ と これ で は 取 
消 審判 の 趣旨 は 矢 わ れる の で 、 今 回 、 不 使用 取消 審 判 請求 の 区 録 が な され た 後 、 
商標 権 者 が その 慈 録 商標 の 使用 を 開始 し て も 、 取 消 を 免れ な いと と と し た 。 
また 、 褒 録 商標 の 不 使用 の 事 突 は 、 全 国 に わた つて 立証 する 必要 な あり 、 取 
消 審判 制度 は 、 本 米 の 目的 を 達し 難い の で 、 今 回 、 商 標 権 者 の 営業 所 を 人 藻 録 事 
項 と し て 認め (た だ し 、 癖 録 は 任 間 と する 。)、 商標 権 者 が 應 録 原 短 上 の 営業 
所 (次 録 の な い 時 は 住所 ) で その 人 次 録 商標 を 使用 し て いな い 場 合 に は 、 そ の 閣 
録 商標 を 使用 し て いな いも の と 推定 し 、 立 証 資 任 の 転換 を 図る こと と し た 。 
な お 、 こ れ に 関連 し て 、 取 消 審 判 請求 理由 に 、 商 標 敬 録 後発 生 し た 事由 に よ 
り 、(1) 商標 が 、 こ れ を 付す べき 商品 の 普通 名 称 と な つた 場合 、( せ ) 国旗 、 勲 
昔 筐 、 ま た は 主務 大 区 の 指定 する 同盟 条約 国 の 攻 剖 、 旗 章 等 と 同一 、 も し く は 
類似 の 場合 、 公 庁 良 俗 に 反する 場合 、 慣 用 標 難 と 同一 また は 類似 の 場合 、(⑪i) 


商品 の 品質 の 誤認 を 生ずる お それ ある 場合 等 を 追加 し た 。 


(=) サー ビス マー ク に つい て は 、 別 途 業 界 に 対す る 世論 調査 を 行い 、 そ の 
結果 に より 、 こ の 制度 の 採否 を 決定 する こと と し た 。 

も し 、 採 用 する と いう こと に な れ ば 、 商 標 法 中 に これ を 規定 し 、 そ の 適用 楽 
種 と し て は 、 も ちろ ん 世論 調査 に より 決定 され る の で ある が 、 さ し あたり 優 潮 
的 に 広告 、 保 険 お よび 金融 、 放 送 、 建 設 、 運 輸 お よび 倉庫 、 演 芸 お よび 喘 画 な 
"に つい て 認め る こと と し 、 マ ー ク の 形態 は 、 差 し 当り 、 廊 字 、 図 形 、 記 号 お 
よび その 結合 に 限り 認め る こと と し 、 商 標 と サー ビス マー ク の 類似 の 場合 に つ 
いて は 、 商 標 の 場合 と 同様 に 考え る と と と する よう 決定 し た 。 
その 外 、 特 別 顕著 性 に つき 定義 を 加え る こと と し た こと 、 商 標 権 の 存続 期間 
は 10 年 と し 、 更 新 診 録 出 願 の 審査 は 行わ ちず 、 谷 録 料 の 納付 に よ つ て 、 自 動 的 に 
更新 する こと と し た こと 、 権 利 不要 求 制度 を 廃止 し た こと 、 営 業 の 庭 止 に より 
商標 権 は 消滅 し な いも の と し 、 も つば ら 不 使用 に よる 取消 審判 の 対象 と し た こ 
と 、 対抗 要件 で も る 登録 の 効力 を 効力 発生 要件 に 改め た こと な ど 、 全 面 的 に わ ね 
た つて 、 根 本 的 な 改正 染 が 打ち 出 き れ て いる 。 
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I. 制 定 経 過 

(1) 序 説 

圭 書 主 義 ま た は 絶対 王制 の 時 代 は 、 強 大 な 飯 主 権 や 、 王権 に 制約 され 、 経 済 
の 発展 段階 $ そ こま で 到達 し て いな か つた た め に 、 経 済 上 の 自由 競争 は 存在 す 
べく $ な か つた が 、 フ ラン フ 革 命 に よ つ て 自由 が 獲得 され 、 産 業 革 谷 で その 生 
産前 裏付け を され た 資本 主義 の 時 代 に 入る と 、 各 営業 者 は 、 そ の 自由 な 意思 に 
$ と づい て 、 自 由 な 手段 に よ つ て 、 利 潤 の 追求 に 専心 する よう に な り 、 経 済 上 
の 自由 競争 こそ 、 経 済 、 ひ いて は 社会 発展 の 原動力 で も る と し て 奨励 され て 来 
た 。 こ の こと は 、 国 内 経済 の みな ら ず 、 国 際 取 引 に お いて も 現われ 、 保 護 賀 易 
か ら 自 由 質 易 へ と 転換 し て 行 つ た 。 

こう し た シス テ > は 、 そ れ ま で 抑え られ て いた 個人 の 能力 を 最大 限 に 発 押さ 
せ 、 経 済 の 基盤 は 、 驚 異 的 な 発展 を 遂げ た 。 

し か し 、 自 由 競 争 を 原則 と する 経済 方 式 は 、 こ うい つた 反面 、 経 済 上 の 優勝 
劣 骸 を 表面 化し 、 競争 に 耐え て 行く た め に は 、 不 公正 な 手段 を 採る こと も 辞 さ 
ぬ と いつ た 営業 者 が 出 て 来る と いう 欠点 を も 併せ 持た さる を 得 な か つた 。 な か 
で も $、 原 産地 、 原 産 国 の 虚 傍 表示 を 用 い 、 ま た は 他人 の 氏名 、 商 号 、 商 標 等 を 
使用 し 、 そ の 者 の 営業 や 商品 と 混同 を 生 ぜ し め る よう な 、 い わ ゆ る 不正 競争 が 
増加 し た の で ある 。 

自由 続 争 こそ 経済 計 展 の 原動力 で も る と は いえ 、 も ちろ ん それ は 適正 な 手段 
に ょ つて 底 争 が 行わ れる 場合 に 限ら れる の で あつ て 、 不 公正 な 手段 に よる それ 
を も 、 自 由 謗 争 の 美 名 の 下 に 放任 する な ら ば 、 た ゃ ゞ に 競争 的 営業 者 の 利益 に 反 
する ば か りか 、 一 般 公 条 に も 不測 の 被害 を 及ぼ し 、 ひ いて は 社会 的 に も 多大 の 
損失 を 招く に 至る こと は いう まで も な い 。 か く て 、 各 国 は 、 自 由 競 争 に よる 経 
済 の 発展 を 求め な が ら 、 他 方 で は それ に と も な つて 必然 的 に 起 る 不正 競争 行為 
の 取締 り に 腐心 し た の で ある 。 

不正 銃 争 ほ 、 詐 類 行 為 筐 の 場合 犯 罪 と し て 取り 締 ら れ た が 、 種 々 巧妙 な 手取 
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が 利用 きれ る に 及 ん で 、 し だ い に だ 特別 法 を 制定 し 、 あ る い は 判例 確立 地 る こ 
と に より これ を 取締 る 必要 に 迫 ら れ た 。 

ララ ンス で は 革命 後 、 不 正 金 争 行為 は 、 工 業 所 有 権 を 侵害 する 不法 行為 の 一 
種 で も る と し て 、1808 年 に 制定 され た 民法 の 不法 行 落 の 規定 に よ つ て 、 そ の 防 
止 を 図る こと に 判例 が 一 致し た 。 

1 ギリ ス で は 、1700 年 頃 か ら 他人 の 商標 の 不正 使用 の 差 止 請求 権 を 判例 で 認 
め て いた が 、 商 標 の 不正 使用 に 限ら ず 、 競 争 の 手段 が 国家 、 社会 の 利益 を 害 す 
る と き は 、 国 家 の 認 め た 自由 営業 権 の 実行 手段 と 見 る と と は で き な い と し で 、 
その 不正 競争 は 、 い わ ゆ る 普通 法 (common-law) に よ つ て 防止 され て 来 た 。 

アメ リカ で も イデ リス と 同じ く 、 普 通 法 に よ つ で 防止 し た が 、1888 年 近 最 高 
裁判 所 は 不正 航 争 防止 の 判例 を 確立 し た 。 

ドイ オッ で は 、 侵 害さ れる 法益 が 何で も る か に つい て 和 疑い を 持ち 、 民 法 の 不法 
行為 の 一 般 的 規定 に よ つ て 不正 名 争 行為 を 処理 する こと を 騎 踏 し 、1896 年 に 不 
正 名 争 取締 り の 特別 法 を 制定 し た 。 

以上 の よう に 、 成 六法 に よる と 和 と の 別 は あつ て も 、 世 界 の 主要 国 は 、 ひ と 
し く 不 正 先 争 防 止 に 努め て 来 た の で ある 。 

不正 航 争 行為 が 、 国 内 的 に だ け で な く 、 し ば し ば 国際 間 の 取引 に お いて 問題 
化す る と ころ か ら 、「 工 業 所 有 権 保護 同 記 条 約 」 (1883 年 ペリ で 締結 )、「 貨 物 
の 原産 地 の 虚 偽 表示 の 防止 に 関す る 協定 」(1891 年 エド リッ ド で 締結 )、『 商 標 
の 国際 次 録 に 関す る 協定 」(1891 年 マドリ ッ ド で 締結 ) 等 が フラ ラン ラ 等 を 中 心 
と し て 千 ば れ 、 国 際 的 に も 不正 競争 の 防止 が 企図 せら れる よ うに な つた 。 

この よう な 世界 的 次 府 の 下 に 、 わ が 国 は 、 明 治 准 新 に よ ょ つて 半 建 制 を 打破 し 
て 、 資 本 主義 経済 へ の 第 一 歩 を 踏み 出し た の で ある 。 

(2 ) わが 国 の 法制 

わが 国 は 、 古来 商工 業 が 軽視 され て いた た め 、 不 正 競 争 が 重要 問題 と し て 採 
り 上 げ ら れる こと は な か つた 。 こ の 傾向 は 、 明 治 時 代 に な つて も 残り 、 不 正 鐵 
和 争 行 為 は せい ぜ い 商 業 道 徳 の 問題 た る に 止ま つて 、 こ れ を 法 的 に 防止 すべ し と 
する と ころ まで に は 至ら な か つた 。 むち し ろ 、 後 進 国 に お ける 事業 者 の 常 と し 
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て で 、 事業 の 発 民 を 急ぐ の 余り 、 往 々 に し て 手 つ 取 り 早 い 方 法 と し て 、 他 人 の 商 
品 と 誤認 を 生じ る 行為 、 原 産地 の 虚偽 表示 行為 人 等 の 不正 導 自 に よ つ て 、 事 業 活 
動 を 為 し 勝ち で も つた 。 そ し て 一 方 、 政府 に お いて も ふも 、 こ れ ら の 行為 を 黙認 し 

て 来 た の が 、 昌 本 資本 主義 の 海外 へ の 発展 を 裏 か ら 見 た 実状 で も つた 。 法 に 違 
背 し さえ し な けれ ば 何 を 為 し て で も よい と する 考 え が 普 遍 的 と な り 、 不 正 競 争 の 
観念 は 一 向 に 芽生 えて 来 な か つた と いえ よ ょ 5。 

し か し 、 こ の 反面 、 新しい 技術 と か 考 委 と か は 、 産 業 の 発展 に 寄与 する 大 き 
な 力 で も る と し て 、 工 業 所 有 権 保護 の た め の 法 令 は 、 早 く か ら 制 定 さ れ 、 ま た 
商標 と か 商号 の 保護 に つい て $ 和 定め られ た 。 専売 特許 条 信 ( 後 の 特 許 法 )、 商 標 
条 令 ( 後 の 商標 法 )、 商 法 中 の 郊 記 商号 に 関す る 規定 備 が それ で ある 。 し か し 、 
これ ら の 法令 は 、 発 明 考 案 等 を 特許 また は 交 録 の 形 で 、 国 が 独占 権 、 占 用 権 を 
設定 ずる こと に より 保護 する も の で あつ た 。 詐 頑 人 等 の 形 を と つた 不正 名 多 行 為 
は 刑法 等 の 取締 対象 と な つて いた が 、 一 般 的 不正 名 争 行為 に まで これ ら の 失 定 
の 適用 を 及ぼ すこ と は 到底 考え られ な か つた 。 

さら に 、 イ ギリ ス 、 フ ラン ラス 等 で 、 営 業者 を 不正 角 争 行為 か ら 保護 する た め 
に 適用 され た 、 民 法 の 不法 行為 の 規定 に つい て 見 て も 、 わ が 民法 は 、 具 体 的 な 
権利 侵害 を も ゃ つて 不法 行為 の 要件 と し 、 そ の 適用 が 厳格 で も る 反面 、 不 正 競争 
に よ ょ つて 侵害 され る 法益 が 何で ちる か に つい て の 見 解 が 明 了 で な か つた た め 、 
民法 の 不法 行為 に 関す る 規定 を 不正 久 争 に 適用 する こと は な か つた 。 

と の ょ うに 、 わ が 国 の 法制 は 、 不 正 名 争 行為 に 対し て 、 成 交 法 も 判例 法 も 持 
た な いで 出発 し た の で ある 。 

(3) 制定 へ の 推移 一 一 問題 の 認識 

日 清 戦 争 を 通じ て 経済 力 の 増大 し た わが 国 は 、 明治 90 年代 に 入る や 、 多 年 の 

艇 染 で あつ た 条約 の 改正 に 当り 、 そ の 前 提 と し て 、 日 本 は 工業 所 有 権 保護 同盟 
条約 へ の 加入 を 約 し 、 明治 32 年 7 月 、 こ れ を 批准 公布 する に 玉 つ た 。 し か し 一 
面 、 こ の 条約 と 特別 関係 に 立つ と も 見 られ る 「 原 産地 虚偽 表示 の 禁止 に 関す る 
マドリ ッ ド 協定 」 に は 加入 し な か つた の で 、 梗 交 、 商 号 の 不正 使用 、 ま た は 原 
族 地 虚偽 表示 人称 に つい て 、 こ と さら に 国内 立法 を する こと は な か つた 。 
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当時 の この よう な わが 政府 の 消極 的 態度 に 対し て は 、 ラ ラン ラス 政府 か ら 、 工 
業 所 有 権 保護 同 四 条 約 と て ドリ ッ ド 協定 と は 相関 連 す る も の だ か ら 、 日 本 は こ 
の 協定 に 加入 する 義務 が ある 」 旨 の 強硬 な 抗議 が あつ た 。 し か し 、 昌 本 政府 は 

「 列 国共 通 の 条約 に は 加入 の 約束 を し た が 、 マ ドリ ッ ド 協定 の よう な 数 国 間 の 
協定 に 過ぎ な いも の に は いま だ 加入 の 約束 を し た と と は た ない 」 旨 主張 し 、 イ ギ 
リス 、 テ スイス か ら の 和 勧 誠 に も か ヽ ょ わら ず 、 つ い に 加 入 せ ず 、 フ ララ ンス を し て 黙 
座 の 止む な き に 至ら し め た 。 

し か る に 、 明 治 42 年 秋 に 玉 る や 、 フ ラン スス は 、 ふ た いび わが 国 の て マドリッド 
協定 加入 を 勧告 し た 。 わ が 国 で は 過去 の 経緯 も も つて 、 媒 商務 、 外 務 両 省 で 協 
定 加入 に つい て 調査 を 行 つ て 来 て いた が 、 と の と きも る 不 加入 と 決定 し た 。 

当時 の 政府 の 真意 を 知る 一 挿話 と し て 、 マ ドリ ッ ド 協定 加入 の 可否 に つい て 
農 商 務 大 区 沼 幣 荒 基 か ら 、 外 務 大 区 青木 周 蔵 多 明 治 33 年 4 月 25 日 付 女 書 を 見 る 
の に 、 不 加入 の 理由 と し て 、 当 時 の わが 商工 業 の 実 か ら す れ ば 、 協 定 加入 国 
に わが 産地 を 詐称 し た 商品 を 輸入 し た 者 が あつ た 場合 に 、 そ の 差押 え の 請 求 が 
る の は 、 利 害 関 係 人 また は 検事 に 限る か ら 、 協 定 に よる 差押 え の 実 益 を 受 
ける こと は まれ で あろ うと 思わ れ た と と 、 わ が 国 の 輸出 品 の 多く は 、 支那 、 ア 
プリカ 人 等 、 ま だ この 協定 に 加入 し て いな い 国 に 輸出 され て いた こと 、 こ の 協定 
を 国内 に 球 行 する 法律 は まだ 制定 され て いな か つた と と 、 加 入 し て も 多少 わが 
国 に お ける 外国 品 消 作 者 を 益 す る に 過ぎ な いこ と 等 が 挙げ られ て いる 。 

また 、 有 明治 43 年 3 月 、 堪 商務 次 官 押川 旭 吉 か ら 外 務 次 官 石井 菊 天 郎 元 、 お よ 
び 同 10 月 、 農 商務 大 区 大浦 芝 か ら 外 務 大 臣 小村 寿 太郎 到 の 交 書 に よれ ば 、 わ 
が 国 の 輸出 品 の 多く は 協定 加入 国 以外 に 輸出 され て お り 、 ま た 加入 国 に よ ょ つて 
産地 を 偽 称 さ ん れ て いる も の が 少 い こと 、 す な わ ち 、 わ が 国 商品 の 主要 市 場 で も 
る 支那 、 ア メリ カ 、 あ る い は わが 国 の 商品 の 産地 を 偽 称 し た と いわ れる ドイ マ 

(日 本 携 と 偽 称 し た 陶 問 を 支那 で 売 つ た 。) 人 等 は 、 ま だ この 協定 に 加入 し て い 
な いこ と 、 わ が 国 の 工業 は いま だ 模造 検 條 の 域 を 脱 せ ず 、 さ ら に 一 般 消 絢 者 も 
表 来 品 を 部 ぶよ うな 時 代 で も つた の で 、 わ が 国 の 商人 で 、 産 地 を 償 称 し て 外国 
品 と 久 せ か ける 者 が 多く 、 ま た わが 国 の 工業 程度 も 編 稚 で 、 世 界 市 場 に 進出 し 
103 


第 2 編 注 割 史 


で 日 $ 浅 い の で 、 商 品 の 信用 が 薄く 、 日 本 製品 と し て 販売 する と き は 販路 を 求 
め ぶる こと が 困難 な た め 、 産 地 を 償 称 する も の も 多い の で 、 こ の 協定 に 加入 し て 
これ らら の 行 泡 を 取締 る こと は 、 必 ず し る 日 本 経済 の 規模 を 拡大 し て 行く の に 実 
准 が な い ば か りか 、 そ の 妨げ に も $ な る こと が 考え られ る と いう こと と か が 真剣 に 述 
べら れ て いる 。 
1911 年 (明治 提 年 ) フシ ント ン で 、 ズ メ 》 工業 所 有 権 保護 同盟 条約 の 改正 会 議 
が あり 、 マ ドリ ッ ド 協定 $ 同 しく 改正 され た 。 こ と この と きも 、 わ が 国 は 代表 者 を 
派遣 し た が 、 マ ドリ ッ ド 協定 に は 暑 名 し な か つた 。 な お 、 と の と き 改 正 さ れ た 
同 田 条約 は 、 大正 2 年 4 月 11 日 公布 され た 。 こ の 改正 で は 、 そ の 第 2 
で 、 不 正 続 争 の 防止 を る 条約 の 象 と する こと が 規定 され 、 ま た 第 10 条 の 2 に 
いて 、 各 科 約 国 は 、 不 正 航 争 に 対 し 有効 な 保護 を 同盟 国人 に 与え る べ 
を 規定 し た 。 し か し 、 わ が 国 は 、 既 存 の 国内 法規 の 節 囲 で 十分 な り と し て 、 と 
に 不正 藤 争 を 取締 対象 と する 立法 措置 は 執 ら な か つた 。 
し か し 、 不正 航 争 取締 の 必要 性 が 、 潤 炊 識者 の 間 に 認 識 さ れ 、 明 治 未 年 に は 
諾 商務 省 に お いて 、「 不 正 競 争 法案 」 の 名 の 下 に 、 詳 細 な 法案 が 作ら れ た が 、 
公布 に は 至ら な か つた 。 
第 1 克 世 界 大 戦後 対 独 休戦 条約 が 成り 、 大 正 8 年 、 バ 》 で 講和 会 議 の 了 予備 会 
茂 が 開か れ た が 、 そ の 経済 部 委員 会 は 、「 不 正 競 争 防 目 の 目 的 で マドリ ッ ド 協 
征 に 各国 を 加入 させ る と と 」 を 条約 の 中 に 入れ る べき か どう か を 読 題 と し た 。 
そこ と で わが 国 で も 関係 各省 会 議 が 開 か れ 、「 連 盟 国 一 般 の 同意 ある 場合 に は 直 
' 成 し て も 差 文 を な い が 、 そ の 場合 に は 現行 商 慣習 を 痢 重 す る 旨 の 規定 を 設け 、 
| また 実施 前 に 一 定 の 頑 間 を 置く と と 」 と 決定 し 、 開 議 を 経て 、 同 年 3 月 9 日 、 
ズバ ) の わが 講和 委員 に 電 訓 し た 。 し か し 、 結 局 こ の 項 は 条約 に は 入れ られ な か 
つた 。 

か くり の 如く 、 よ う や くに し て 、 不 正 競 争 防止 を 必要 と する 声 が 起 つて 来 た の 
で ある が 、 た また ま 大 正 10 年 、 特 許 法 笛 の 改正 に 関す る 楽 議院 に お ける 質疑 の 
際 、 清瀬 一 郎 の 「 不 正 受 争 法 と いう も の は 年 来 の 宿題 で も る が 、 政 府 は どの よ 
うな 点 まで 調査 し 、 将 来 不正 銃 争 に 対す る 法律 を 出す 精神 が ある か 」 と の 質問 
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に 対し 、 田 中 隆三 政府 委員 が 、「 不 正 角 争 去 々 と は 、 要 する に 不正 な こ と を す 
る 者 の 取締 り の こと で あろ う が 、 取 締り を する に し て も ゃ 不正 競争 の 実態 を 調べ 
る こと が 根底 に な る と 思う 。 そ し て 及ば ず な が ら 調 査 に カカ を 尽 し て いる つや ゃ る り 
で ある 」 と 答え て いる の は 、 注 目 に 値 い する 。 
当時 、 政 府 部 内 に マドリ ッ ド 協定 加入 の 可否 に つい て の 、 臨 時 条約 改正 調査 
委員 会 が 設け られ て いた が 、 大 正 112 年 6 月 、 そ の 小 委員 会 は 、「 協 定 に は 、 わ 
が 国 か ら 進 ん で こと れ に 加入 する 必要 は な い が 、 国 際 関 係 上 有利 だ と 認め られ る 
と き は これ に 加入 する こと 、 た だ し 、 実 施 に 当 つ て 相当 の 猫 予 期間 を 認め させ 
る 」 と と を 決議 し て いる 。 
正 錠 争 の 国際 的 防止 に つい て は 、 国 際 連 中 に お いて も 動き が あつ た が 、 そ 
の 経済 委員 会 は 、 連盟 条約 第 23 条 ホ 号 に 規定 せら れ た 通商 衡平 待遇 問題 に 関連 
、 不 正 角 争 の 問題 を 研究 し た 結果 、 現 行 の ぶ ) 同盟 条約 の 規定 で は 不 完全 
で ある の で 、 と の 修正 また は 補充 の 必要 を 認め た が 、 た また ま ヘ ーー グ で ズ メリ 同 
喘 条 約 改 正 の 会 議 が 近く 開か れる 際 に 当 つ て いた の で 、 と この 改正 会 議 に 提 談 す 
べく 、 不 正 鐵 争 に つい て の 条約 草案 を 同 経済 委員 会 か ら 、 大 正 11 年 5 月 、 連 中 
理事 会 に 提議 し た 。 理事 会 は この 提 譜 を 承認 し 、 具 体 的 な 事項 は 、 経 済 委 員 会 
お よび 事務 総長 に 委任 し た 。 
この 問題 に 関し 、 昌 本 政府 は 経済 要員 会 に お いて この 審 談 を 慎重 に すべ きこ 
と を 主 し 、 ズ 》 同盟 条約 改正 会 議 前 に 専門 家 会 議 を 開く と と を 提案 し た 。 
わが 産業 お よび 加 易 に 及ぼ す 逐 響 が 少く な いこ と を 考慮 し て の こと に 外 な ら な 
い 。 
こう し て 大 正 13 年 5 月 5 日 か ら 、 ジ ュ ネ ー ブ に お いて 、 専 門 家 会 議 ぶ 開か れ 
た が 、 こ れ に 対す る 日 本 政府 の 方 針 は 、 従 来 と 変ら り ず 、 一 般 的 に いつ て 潤 進 的 
に 不正 競争 防止 に 進 な むと いう と と で あつ た が 、 た だ 注意 を 要する 点 と し て 、 第 
1 に 、 日 本 の 法 信 の 根本 方 針 を 動か す お それ の な いよ うに すべ きこ と 、 す な わ 
ち 商 標 、 商 号 の 交 録 主義 、 准 記 主 義 を 根本 的 に 改正 する こと は 不可 能 で あり 
競争 を 不法 行為 と は し て いな いか ら 、 一 般 的 不正 科 争 を 、 条 約 に よ つ て こ 
に 
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こと 、 第 2 に 、 各 国 の 産業 発達 の 程度 お よび 消 電 者 の 商品 に 対す る 知識 の 程度 
に つい て 事情 が 異 る か ら 、 人 条約 に よる 国際 的 不正 競争 防止 考 段 は 進 的 で も る 
に と が 必要 で 、 急 激 な 変更 は 避け る べき で ある こと 、 第 3 に 、 各 国 に 共通 の 立 
法 が 行わ れ て いな い の に 、 そ の 審判 を 国際 司法 裁判 所 に 任 す こと は 人 危険 で ある 
こと 、4 に 、 わ が 国 で 特別 立法 また は 法律 改正 の 行わ られ る まで は 、 条 約 が 発 
効 U な いよ 5 に すべ き で ある こと 、 た だ し 、 以 上 の いずれ に つい て も 、 不正 名 
人 争 に 対す る 国際 的 保護 に 反対 する も る の で な く 、 国 際 協 調 の 精神 で 行動 する も の 
で ある こと 等 が 挙げ られ て いる 。 

か くし て 、 専 門 家 会 議 は 開か れ た が 、 各 国 の 態度 が 一 致 せ ず 、 不 正 角 争 に 関 
する 単独 条約 は 、 つ い に 実 現し な か つた 。 し か し 、 こ の 動き に よ つ て 各国 の 不 
正 錠 争 に 対す る 関心 が 高まり 、 以 下 に 述べ る よう に 、 ヘ ー グ の 同盟 条約 改正 会 
譜 に 大 き な 形 響 を 与え た こと は 否 定 で き な い 。 

1323 年 (大正 14 年 ) 10 月 、 ヘ ー グ で 開か れ た 同盟 条約 の 改正 会 議 に は 、 わ が 
国 か らき 特許 局長 官 崎 川 四郎 符 が 全権 委員 と し て 派遣 され た が 、 不 正 先 争 に 
つい て 大 き な 改 正 が 行わ れ た 。 第 10 条 の 2 に 不正 競争 の 定義 が 加え を られ ( 工 
楽 上 久 へ 商業 上 ノ 誠 実 ナル 慣習 = 反 ス ルー 切 ノ 競争 行 為 へ 不正 続 争 ノ 行為 ラ 構 
成 ス 』)、 ま た と くに 禁止 され る べき 不正 競争 行為 が 列挙 され (1. 如 何 ナル 方 法 
ニ 依 アラ 間 へ ズ 続 争 者 ノ 生産 物 ト 混同 ク 生 せ ゼ シ ュ ル ガ 如 キー 切 ノ 行為 、2- 競争 
者 ノ 生産 物 ノ 信 用 ヲ 二 スル ガ 如 キ 商 業 上 = 於 ケル 虚偽 ノ 主 張 。)、 さ ら に 第 10 条 
の 3 と し て 、 第 9 条 (商標 、 商 号 の 不正 貼付 )、 第 10 条 (原産 地 虚偽 表示 ) お 
よび 第 10 条 の 2 の 行為 を 防止 する た め 、 各 同盟 国 は 法律 上 の 救済 を 確保 すべ き 
こと を 征 め た 。 そ れ と 同時 に 、 同 盟 国 中 で 、 ま だ 不正 競争 防止 法 を 有 し な い 国 
は 、 つ きら の 会 期 で ある 1933 年 (昭和 8 年 ) まで に 法律 を 制定 すべ きこ と も 中 し 
合せ た 。 か くし て わが 国 も 、 不 正 競争 防止 法 を 制定 すべ き 条 約 上 の 義務 を 負 つ 
た の で ある 。 

と ころ が 、 と の 改正 会 議 と 同時 に 、 マ ドリ ッ ド 協定 の 改正 も 行わ れ た の で あ 
る が 、 と の 協定 に は 、 依 然 と し て 加入 し な か つた 。 そ の 理由 と し て は 、 す で に 
バ ) 同盟 条約 の 履正 に よ つ て 十分 不正 徹 争 に 関す る 取締 り が で きる と いう に あ 
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り 、 と くに マドリ ッ ド 協定 第 4 条 伯 和書 (ぶどう 生産 物 の 原産 地 の 地 方 的 名 称 は 
普通 名 称 化 し た と は 看 仔 き な い ) 人 等 に は 、 わ が 国 と し て 、 到 旗 同 意 し 難い と し 


テー 


た 
以上 の よう な 経過 を 辿 つ て 、 よ う や く 国 内 の 不正 名 争 に 対す る 関心 は 、 高 ま 
り を 見 せ て いつ た の で ある が 、 大 正 14 年 11 月 の いわ ゆる 大 学 瘍 に つい て の 天 審 
院 の 判決 は 、 営 業 を 1 つの 財産 権 と 邊 人 短 し て お り 、 民 法 の 不法 行為 の 規定 の 解 
釈 に つい て 着 期 的 な も る の を 提供 し た 。 

II. 不正 競争 防止 法 (昭和 9 年 法律 第 14 号 ) 

この よう に 内 外 と も に 、 少 く と も 法律 的 に は 不正 鱗 争 防止 法 制定 の 機 は し 
その 実現 も 遠い 将来 の こと で は な く な つた 。 

外 1 大 戦後 の 好況 は も は や 過去 の も の と な り 、1929 年 (昭和 4 年 ) アラ リ 
カ に 端 を 発し た 恐 代 の 嵐 が 全 世 界 に 吹き すさ ぶよ うに な る と 、 各国 と も その 経 
済 に 統制 を 加え 、 国 際 的 商取引 は 関税 隊 壁 に よ ょ つて 阻止 され 、 従 来 の 自由 貿 易 
論 は 影 を ひそ め 、 潤 天 ブロ ッ ク 経 済 へ と 移行 し て 行 つ た 。 

この よう な 不況 期 に は 、 不 正 競 争 が 国際 的 に も 国内 的 に も 一 層 激 し く な る た 
め 、 一 方 で は 、 不正 競争 防止 法 の 制定 が ます ます 要望 され る に も か か わら ず 、 
他方 で は 、 不正 競争 が 苦境 切 抜 策 と し て の 有力 な 導 段 を 提供 する も る の で あつ た 
の で 、 ヘ ーー グ に お ける 申し 合せ に よる 約束 の 期 有 眼 (1933 年 、 昭 和 S 年) まで に 
不正 競争 防止 法 を あえ て 仙 定 する 国 は な か つた 。 

日 本 も も ちろ ん この 例外 で は な か つた 。 も つと も ゃ も 、 昭 和 3 年 (192S 年 ) に は 、 
一 応 草案 が 公表 され た が 、 議 会 に 提出 する 運び に 至ら ず 、 ヘ ーー グ の 改正 条約 も 
批准 され な か つた 。 こ の よう な 各国 の 状況 で も つた の で 、1933 年 (昭和 9 年 ) 
ンド ン で 開か れる 管 の 改正 会 議 も その 翌年 に 延期 され 、1934 年 (昭和 9 年 ) 
5 月 1HI( に ロン ドン で 開か れる こと と な つた が 、 こ の 会 談 に 参加 する た め に は 、 
ヘー タグ 改 正 条約 の 批准 を な さ ね ば な ら ず 、 し た が つて 不正 競争 防止 法 を 制定 す 
る 必要 に 迫 ら れ た の で 、 商 工 省 で は 急ぎ その 法 和 染 を 作成 し 、 第 6S 回 鶴 国 譜 会 に 
提出 し た の で ある 。 

この 不正 競争 防止 法案 は 、 昭 和 9 年 3 月 、 楽譜 院 本 会 議 に 提出 され た 。 
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提 委 理 由 は 、 ヘ ー グ で 改正 され た 同盟 条約 に 加入 する 必要 と 、 そ の た め に 、 
この 条約 を 受け る 国内 法規 と し て 十分 で な い 従 来 の も の を 、 新 し く 不 正 競 争 防 
| 止め の た め の 法律 と し て 制定 し な けれ ば な ら な いと いう こと と 、 わ が 商品 の 海外 で 
の 声 価 を 高め 、 賀 易 に 寄与 する と ころ が 大 きい と いう こと に あつ た 。 
1 この 法 委 は 、 そ の 成立 の 過程 か ら 見 て も ほほ 想像 で きる よう に 、 条 約 の 要求 
を 最 低 限 満た す に 止ま り 、 条 女 も 6 条 か ら な る 簡単 な も の で 、 そ の 主 な 内 容 は 
つぎ の ょ うな も の で あつ た 。 す な わ ち 、 第 1 に 、 不 正 計 争 に 関し 概括 主 半 で な 
く 、 列 挙 主義 に よ つ て 特定 の 行為 だ け を 対象 と し て いる の が 特色 で 、 喉 体 的 に 
は 、(i ) 周知 に な つて いる 他人 の 商品 表示 を 使 つ て 、 他 人 の 商品 と 混同 を 生 
ぞ し め る 行為 。( 計 ) 仮設 また は 信用 の 商号 に つけ て 商品 の 原産 地 の 誤認 を 生 
ぞ し め る 行為 。 (Gi) 他人 の 商品 の 信用 を 害する 行為 。 
以上 の 3 つ を 不正 続 争 行為 と し て 挙げ 、 不 正 競争 の 目的 で これら の 行為 を な 
し た 者 に 損害 貼 償 資 任 を 課 し 、 ま た 被害 者 の 差 上 請求 権 を も 認め 、 さ ら に 上 記 
G1) の 行為 に つい て は 、 被 害 者 に 信用 回 復 処置 の 請求 権 を 認め た こと で ある 。 
第 2 に 、 商 標 等 の 表示 に 主務 大 臣 の 指定 し た 外国 の 国 の 紗 章 、 旗 童 そ の 他 の 
役 章 を 使用 する と と 禁じ 、 こ れ に 禄 金 刑 を 計 す る と と と し た と と で ある 。 
第 3 に 、 工 業 所 有 権 諾 法 に よ ょ つて 、 権利 の 行使 認め られ る 行為 に は 、 こ れ 
らち の 規定 の 適用 が な いと し た と と で ある 。 
か く て 、 不 正 欧 争 防止 法 は 、 昭 和 9 年 3 月 法律 第 14 号 を ふつ て 公布 され 、 昭 
和 10 年 1 月 、 ヘ ー グ 改正 条約 加入 の 効力 発生 と 同時 に 施行 され た 。 
III. 制定 後 の 改 正 経 過 
(1 ) 昭和 13 年 改正 
1934 年 (昭和 9 年 ) 5 月 、 ロ ンド ン で 開か れ た バ パ 》 同盟 条約 改正 会 議 に お い 


産物 だ け で な く 営 業 に も る 及ぶ こと と な つた の で 、 そ れ に と も な い 、 不 正 競 争 防 

止 法 $、 商品 だ け で な く 営業 に まで その 保護 が 及ぶ こと に 改め られ た 。( 昭 和 

12 年 法律 第 2 号 ) 

以上 が 不正 締 争 防止 法 の 制定 、 お よび 昭和 13 年 改正 まで の 経過 で も る か が 、 そ 
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の 法 交 の 内 容 か ら 見 て も 、 ま た ロン ドン 会 議 の 際 エ ドリ ッ ド 協定 に は 加入 し な 
か つた 事実 か ら 見 て も 、 不 正 名 争 防止 を 積極 的 に 行う と いう より は 、 い ずれ か 
と いえ ば 、ーー グ お よび ロン ドン で 改正 の パリ 同盟 条約 に 加入 する た め の 前 揚 
条件 と し て 制 定 さ れ た に 過ぎ な いも の で あつ た こと と は 、 そ の 後に お ける 本 法 の 
適用 事例 が きわ め て 僅少 で も る こと に よ つ て も 証明 され て いる 。 

(2) 昭和 25 年 改正 

日 華 事 変 か ら 第 2 世 界 大 戦へ と つづ く 長 い 戦 争 の 時 代 か ら 、 戦 後 の 数 年 間 
に わた る 期 間 は 、 い わ ば わが 国 が 国際 社会 か ら 上 離れ て いた と き で あつ て 、 国 際 
商取引 に お いて 不正 航 争 が あつ た と し て も 、 外 変 的 に 問題 と な り 得 な た いよ うな 
状態 で も る か 、 あ る い は 競争 を と も な う 正 常 な 賀 易 を 行い 得 な い 状 態 に ち つ た 
が 、 平 和 が 回 復 し 、 さ ら に 経済 的 に も 国際 社会 に 復帰 する に お よん で 、 ふ た た 
び 不 正 続 争 が 問題 と され る よう に な り 、 当 時 の 連合 国 最高 司令 部 に お いて $ も こ 
の 問題 が 採り 上 げ ら れ た 。 

昭和 24 年 2 月 、 連 合 国 最高 司令 部 経済 科学 局 の 工業 所 有 権 担当 官 か ら 、 日 本 
業者 の 不正 鐵 争 に つい て は 国際 的 に 問題 と され て お り 、 極 東 委員 会 で も 採り 上 
げ ば て いる の で 、 日 本 政府 の 発 意 の 形式 で 不正 名 争 防止 法 を 改正 し て 、 国 際 的 信 
用 を 高め 、 輸 出 振興 を 図る べき こと と が 提示 され た 。 そ の 際 、 不 正 航 争 の 意思 の 
有無 に か か わら ず 、 周 知 で も る 他人 の 商号 等 を 使 つ て 他人 の 商品 と 混同 を 生 ぜ 
し め る 行為 、 そ の 外 第 1 条 各 号 に 該当 する 行為 を な し た 者 に 対し て は 、 そ ら の 行 
為 を 差し 止め 、 履 意 ま た は 過失 に よ つ て その 行為 を な し た 者 に は 刑罰 を 課す べ 
き で ある と の 強い 指示 が あつ た 。 と この 改正 委 は 、 第 5 国会 に 提出 すべ く 准 備 を 
進め た が 、 提 出 に 至ら な か つた 。 

つい で さら に 、 司 令 部 は 、 品 質 、 内 容 、 数 量 に 関す る 虚偽 の 表示 を 禁ず る こ 
と 、 な ら び に 外国 に お ける 不正 競争 に つい て も 国内 に お いて 不正 競争 と し て 取 
り 締 る べき こと を 要求 する と と も に 、 こ ら の 法 委 を 第 6 国会 に 提出 すべ く 指示 し 
た 。 し か し 、 法 律 的 に 問題 と な る 点 も 多い の で 、 政 府 と し て は 、 ズ バリ 同盟 条約 
と の 関係 か ら 見 て も 自発 的 形式 で 採り 上 げ る べき で な く 、 ぢ し ろ 、 当 局 の 明示 
の 指令 を まつ べき で あ も る と し て 、 第 6 国会 へ の 法 委 提 出 を 留保 する に 至 つ た 。 
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昭和 2 年 9 月 、 極 東 委員 会 の 指令 に も と づく 覚書 が 発せ られ 、 こ の 覚書 お よ 
司令 部 の 口頭 指示 に よる 要求 に 対し て は 、 そ の 受入 れ を 最少 限度 に 止め る こ 
と と jU、 攻 府 と し て は も つば ぱら わが 国 業 界 の 実状 を 考慮 し て 、 自 主 的 に 不正 名 
争 防 止 法 の 改正 を な すべ く 、 法 案 を 作成 し て 第 7 国会 に 提出 し た の で ある 。 

か く て 「 不 正 競 争 防 止 法 の 一 部 を 改正 する 法律 」 は 、 昭 和 25 年 4 月 、 法律 第 
90 号 を $ つ て 公布 され 、 同 5 月 1 日 か ら 施行 され た 。 

この 改正 の 主要 点 は 、 つ ぎの よう な も の で ある 。 

(1 ) 周知 で も る 他 人 の 商号 等 を 使 つて 他人 の 商品 、 営 業 と 混同 を 生 ぎ しめ 
る 千 の 第 1 条 第 1 項 各 号 に 掲げ る 不正 競争 行為 を な す 者 に 対し て は 、 そ の 者 が 
不正 閲 争 の 目的 を $ つ て する と 否 と を 問わ ず 、 被 害 者 は 、 そ の 行為 の 差止め を 
請求 だ ほ きる こと と し た 。 こ とこ れ に よ ょ よ つ て 不正 競争 防止 の 条 囲 が 拡大 ほれ る こと と 
な つた 。 

(= ) 』 政 意 また は 過失 に よ つ て 、 前 段 (4 ) の 不正 競争 行為 を な す 者 は 、 損 
害 賠 償 の 資 に 任 ず る こと と し た 。 

(へ ) 不正 銃 争 の 目的 を も つて 、(4) に 掲げ る 大 部 分 の 不正 競争 行 為 な ら 
びに 本 条 に 新た に 加え られ た 行為 [後述 ( ホ ) お よび (へ )] を な し た 者 に 対し 、 
刑 六 を 科す る こと と し た 。 す な わ ち 、 従 来 は 、 第 4 条 の 行為 (外国 の 国 の 紋章 
等 の 不正 使用 ) だ け に つい て 六 則 規定 が も つた の を 拡張 し 、 不 正 鐵 争 の 目的 を 
ゃ つて する これ ら の 行為 を する 者 に 制裁 を 及ぼ し か つ 強 化し た の で ある 。 

(=) 前 段 (へ ) に 掲げ る 不正 錠 争 行為 に つい て 、 新た に 輸出 する 行為 を 加 
えた 。 す な わ ち 、 単 に 国内 に お いて 商品 を 販売 し 、 ま た は 拡 布 する 場合 だ け で 
な く 、 そ の 商品 を 輸出 し て 、 仕 向 地 で 誤認 を 起す 場合 を 追加 し て 、 今 後 の 外 国 
取引 に お いて 、 一 層 の 国際 的 信用 を 確保 キ ん と し た 。 

( ネ ) 商品 も し く は その 広告 に 、 そ の 商品 が 産出 、 抽 造 も し く は 加工 され た 
国 以外 の 地 に お いて 、 産 出 、 製 造る し く は 加工 され た よう な 誤認 を 生 ぜ し め る 
表示 を な し 、 ま た これ を 表示 し た 商品 を 販売 、 拡 布 る しく は 輸出 する 行為 を 、 
(4 ) の 不正 先 争 行為 と 同様 に 扱う こと と し た 。 こ れ は 、 従 来 わ が 国 の 商品 が 、 
外国 産 の 商品 と 誤認 する お それ の ある 表示 を し て 、 外国 か ら 非 難 ミ れ た 点 か 
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ら 、 賀 易 の 振興 を 図る と と も に 国際 的 信用 を 確保 する た め に 設け た の で ある 。 

(へ ) 商品 も し く は その 広告 に 、 そ の 商品 の 品質 、 内 容 数 量 に つい て 誤認 を 
生 ぜ し め る 表示 を な し 、 ま た は これ を 表示 し た 商品 を 販売 、 拡 布 、 輸 出す る 行 
為 を も 、( ネ ) で 述べ た と 同様 に 扱う こと と し た 。 と れ も ゃ も 、 従 来 わが国 の 商品 で 
品質 稚 に つい て 誤 つ た 印象 を 与え る 表示 を し た も の が 少く な か つた の で 、 消 飲 
者 お よび わが 国 の 国際 的 信用 を 確保 する た め に 設け た の で ある 。 

(-) 六 則 対象 行為 を 拡げ 、 体 刑 を 科 し 得る こと と し た 。 戦後 の わが 国 経済 
は 、 主 に 、 外 国 貿 易 の 促進 に よる 再建 が 期待 され て お り 、 良 心 的 な 商品 を 輸出 
し 、 国 内 に お いて も 事業 の 健全 な 育成 が 必要 で 、 わ が 国事 業者 の 事業 活動 を 公 
正 な らし め 、 不正 競争 防止 に 万 全 を 期す る 為 に る 罰則 を 強化 レ し た の で ある 。 

(3) 昭和 28 年 改正 

昭和 26 年 9 月 、 サ ン フ ララ ン シ ュ ス ュ で 調印 し 、27 年 4 月 発効 し た 連合 国 と の 平 
和 条 約 に 附属 する 宣言 書 で 、 日 本 は 、 平和 条約 の 最初 の 効力 発生 の 日 後 1 年 以 
内 に (昭和 28 年 4 月 28H)、「 貨 物 の 原産 地 の 虚偽 表示 の 防止 に 関す る て ドリ ッ 
ド 協 定 」 へ の 加入 を 宣言 し て お り 、 こ とこ れ に と も な い 不 正 競 争 防止 法 を 改正 する 
必要 が 生じ た 。 

すなわち 商品 の 原産 地 虚 償 表示 行為 また は 商品 の 製造 地 筐 に つい て 、 誤 認 を 
生じ る 行為 の 取締 穫 囲 を 、「 公 衆 の 知り 得る 方 法 で 取引 上 の 書類 若しくは 通 
信 」 に まで 拡張 し 、「 ぶ どう 生産 物 の 原産 地 の 地 方 的 名 称 は 所 調 普 通 名 称 と 
し な い 」 よ う 改 正 し た 。 ま ず 28 年 3 月 、 参 議院 の 緊急 代 会 で 改正 和 案 を 可決 公布 
し 、 衆 議院 の 同意 を 得 て 、 同 年 7 月 8 日 、 協 定 加入 の 効力 発生 と 同時 に 施行 し 
た 。 (昭和 28 年 法律 第 26 号 ) これ に よ つ て 、 送 状 、 見 積 午 、 責 立 表 そ の 他 の 取 
引 上 の 書類 、 通 信 の 中 に 、 原 産地 の 誤認 を 生 ぜ し め る よう な 宣伝 的 表示 、 お よ 
び 真 正 か つ 明 確 な 産地 表示 を 伴わ な い ボ ー ト ワウ イィ ン 、 ボ ポル ドー、 コ ニャ キック 笠 
の 地名 使用 が 新しく 取締 り の 対象 と な つた 。 

以上 述べ た よ うに 不正 競争 防止 法 は 現在 に 計 つ て いる が 、 事 実 認定 の 問題 と 

、 工 業 所 有 権 法 と くに 商標 法 と の 関係 等 で 将 米 に 残さ れ た 問題 も 少く な い 。 
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1. 外国 人 工業 所 有 権 保護 の 沿革 
外国 人 の 工業 所 有 権 剖 有 能力 を 認め る よう に な つた の は 、 既 述 の よう に 、 不 
平等 条約 の 改正 を 目的 と し て 締結 され た オギ リス と の 間 の 通商 航海 条約 (明治 
272E S 月 、 剖 令 無 号 を や も つて 公布 ) 中 に た が い に 内 国民 待遇 を 与え る 旨 の 規定 
設け た に と に は じ ま る 。 つ いで アヌ リカ 、 オ タリ ー、 デ ンマ ー ク 、 ド イタ 笠 
西 政 15 ケ ヶ国 と の 間 に 同 様 の 条約 が つぎ つぎ と 締結 きれ 、 公 布 き まれ た の で ある 。 
し か し 、 こ の うち ゃ つと $ 早 く 施 行 を 見 た の は 、 明 治 29 年 4 月 締結 され た ドイ 
ツ と の 間 の 条約 中 の 相互 保護 規定 で も つた 。 け だ し 、 ド イツ と の 問 に お いて は 
と くに その 人 条約 の 批准 交換 の 日 か ら 、 工 業 所 有 権 関係 の 規定 を 他 の 規定 に 欧 立 
つて 実施 する こと を 約 し た た め 、29 年 11 月 、 こ の 条約 が 批准 変換 され る と 同時 
に 、 こ の 保護 規定 が 即日 施行 さき れ た か ら で あ つた (日 英 間 の それ は 、30 年 1 月 
か ら 実 施さ きれ た )。 こ れ が 外国 人 工業 所 有 権 保護 の 暑 矢 で ある と と も に 、30 年 , 
91 年 に か け て これ ら の 多く の 条約 が 施行 せら れ 、 こ れ に より 、 外 国 と の 間 に お 
いて 、 相 互 に 権利 の 部 有 が 認め られ る こと と な つた の で ある 。 し か し 、 わ が 国 
は 、 既 述 の よう に 、 こ れ ら 条約 の 議定書 に お いて 義務 づけ られ た 工業 所 有 権 保 
護 同 盟 条 約 へ の 加入 を 果す こと と な つて いた の で 、32 年 7 月 15 日 に は 、 そ れ に 
加入 し 、 つ いで 翌年 プラ ッ モ ル に お いて 改正 され た 同 条約 に も 35 年 9 月 より 加 
和信 し た の で 、 以 上 の ょ うな 各国 別に よる 相互 保護 の 規定 は 実質 的 意義 を 失い 、 
すべ て この 同盟 条約 に 肩 代 り され る こと と な つた わけ で ある 。 
た だ 、 と の 同盟 条約 に 加入 し な い 国 々 と の 間 に お いて は 、 な お それ ら の 国 と 
の 間 の 各 遂 商 航海 条約 に よる 相互 保護 の 必要 が あつ た の で 、 こ れ ら 各国 と の 間 
に 条約 が 締結 され た 。 すなわち 、31 年 勅 信 無 号 を る つて 公布 され た ペルー と の 
間 の 通商 航海 条約 、37 年 勅 信 無 号 を も つて 公布 され た 清国 と の 間 の 追加 通商 航 
法 条 約 、40 年 条約 第 4 号 を も つて 公布 きれ た ロ シ ャ と の 間 の 通商 航海 条約 、 大 
正 元 年 条約 第 1 号 を る つて 公布 され た 工業 所 有 権 保護 に 関す る っ シ ャ と の 間 の 
条約 (これ は 、 全 女 8 条 よ ょ り 成 り 、40 年 の 通商 航海 条約 中 の 保護 規定 を 一 層 具 
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体 化 し 補充 し 、 丁 度 同 盟 条 約 中 に 規定 され て いる よう な 事項 、 た と えば 優先 権 
規定 、 特 許 品 を 輸入 し て も 失権 し な い 旨 の 規定 、 外 国 應 録 商標 の 保護 規定 等 を 
設け た )、 お よび 大 正 13 年 条約 第 17 号 を も つて 公布 きれ た シャ > と の 間 の 通商 
航法 条約 等 が これ で ある 。 

し た が つて 、 外 国人 関係 条約 と し て は 、 多 数 国 条約 た る この 保護 同一 条約 が 
その 中 核 を な す も の で あつ て 、 そ の 変遷 は 、 強 く 国 内 法 を ゆり 動か す と と も に 、 
つね に 世界 経済 の 発展 と 表裏 一 体 を な し て 来 た の で ある か ら 、 つ ぎ に そ の 歴史 
を や ょ 詳細 に 検討 し て 見 る と と と する 。 

II. 万 国 工 業 所 有 権 保護 同盟 条約 沿革 

(1) 序 

外国 人 は 、 明 治 32 年 に 条約 改正 が も る まで わが 国 に お いて 治外法権 を 
わが 国 の 法律 の 支配 に 服 さ な か つた 反面 、 工 業 所 有 権 の 保護 $ 受 ける こと が で 
き な か つた の で ある が 、 条 約 改正 の 前 提 人 条件 と し て 、 わ が 国 は 、 外 国人 の 工業 
所 有 権 の 保護 を 認め る こと と な つた 。 す な わ ち 、 日 英 条約 (明治 27 年 7 月 ) を 
は じ め と する その 他 の 諸国 と 結ん だ 通商 航海 条約 に より 、 特 許 、 意 匠 お よび 商 
標 に つい て 、 相 互 保護 を 行う こと を 定め た の で ある 。 さ ら に 、 わ が 国 は 、 日 英 
条約 釜 の 議定書 に より 、 将 来 工業 所 有 権 保護 に 関す る バリ 同盟 条約 お よび 著作 
権 保護 に 関す る ベル ュ 条 約 に 加入 する こと を 定め て いた が 、 明 治 32 年 、 バ リ 同 
条 約 に 加入 し 、 同 年 7 月 か ら 効力 を 生 じ た 。 

工業 所 有 権 保護 同盟 は 、1883 年 3 月 、 ぶ リ に お いて 、 発 明 特許 、 工 業 的 意匠 
又は 雛形 、 現 造 標 駐 は 商標 、 商 号 等 の 保護 を 目的 と し て 組織 され た 。 最 初 の 加 
ブン ンジ 5 シン 2 ニシ し リッ ラー、 
ォ ラ ンダ 、 ボ ルト ガル 、 サ シバ ドル グ 、 ス オイ ニラ の 11 国 で も つた が 、 ね わが国 が 加入 
し た 明治 32 年 (1899 年 ) に は 、 す で に アメ リカ 、 イ ギリ ラテ 和仁 も 参加 し て で おり 、 
加盟 国 は 、16 国 に 達し て いた 。 以後 、1900 年 プラ ッ モ ル 、1911 年 ウシ ント ン 、 
1925 年 ヘー グ 、1934 年 ロン ドン と 4 回 の 改正 を 経て 今日 に 至 つ て お り 、 加 一 国 
も すでに 44 国 を 迷 を る に 至 つ て いる 。 以下 この 変遷 に つい て 述べ る が 、 一 言 に 
し て いえ ば 、 人 簡素 より 複雑 へ 、 未完 成 か ら 完 成 へ の 過程 を 辿 つ た と いえ よう 。 
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(2) パリ 会 議 

19 世 紀 後 半 は 、 一 方 に お いて ナシ ョ ナ リズ > が 擦 頭 し た 時 代 で ある と 同時 に 
他方 に お いて 国際 主義 が 現われ た 時 代 で も あつ た 。 通信 機関 の 発達 は 、 国 際 間 
の 結び つき を 緊 守 な る の に し 、 そ れ に つれ て 各 方 面 に お いて 国際 的 協力 へ の 動 
き が 活 洪 に な つた 。 万国 電信 同盟 (1875 年 )、 万 国 郵便 同 曰 (1878 年 )、 万 国 著 
作 権 条約 (1887 年 )、 万 国 赤十字 社 、 万 国 博覧 会 等 が その 現われ で あり 、ーー 
グ の 亡国 平和 会 議 人 等 の 政治 的 運動 が 失敗 に 終 つ た の に 反し 、 こ れ ら 女 化 的 、 経 
済 的 な 国際 協力 運動 は いち じ る し い 成 果 を 収め た 。 

国際 協力 へ の 動き は 、 工 業 所 有 権 の 分 野 に お いて も 現われ て 来 た 。 国際 的 取 

引 の 活 渓 化 は 、 当然 工業 所 有 権 の 国際 的 に 統一 され た 保護 を 必要 と し た が 、 そ 

直接 の 契機 と な つた の は 万 国 博覧 会 の 開催 で も あつ た 。 出品 者 の 工業 所 有 権 に 
対 する 保護 が 保証 され て いな けれ は ば 出品 が 振る わな い の は 当然 で も つて 、 た と 
を ば 1871 年 の ウォ ー ン 万 国 博 覧 会 の た め に オー スト リア は 博覧 会 へ の 出品 者 の 
発明 、 標 章 、 意 区 、 角 形 を 出品 の 日 後 2 年 間 保 護 す る 旨 の 特別 法 を 制定 し た り 
し た 。 こ の ょ うな こと か が 契機 と な り 、 工 業 所 有 権 の 国際 的 保護 に 関す る 国際 会 
議 が 開か れる よう に な つた 。 そ し て 1873 年 の ウォ ー ン 会 議 、1878 年 の 》 会 議 
等 の 准 備 段階 を 経て 1880 年 に ヒメ 》 会 議 が 開か れ た 。 

1980 年 の ヵ 会 議 の 目的 は 、1878 年 の バ 会議 で 作成 され た 条約 草 和 案 を 討論 
し て 、 条約 を 完成 する と と で あつ た 。 と この 条約 草案 は 、 ウ クィーン 会 議 が きわ め 
て 理想 的 で ち つ て 、 国 際 的 に 統一 され た 工業 所 有 権 法 の 作成 を 目指 し た の と は 
まさ に 対 中 的 で ちあ つ て 、 現 実 的 で も ちり 、 か つ 各 国 独自 の 法制 の 立場 を 認め な が 
ら 、 優 光 期 間 、 失権 措 置 の 制限 、 内 国民 待 週 等 の 措置 に より 国際 的 保護 の 舌 を 

を 2 人 ラ だ 8 
(この 会 議 に 出席 し た の は つぎ の 18 国 で も つた 。 す な わ ち 、 ア ル ゼ ンチ ン 、 オ ー 
2 肖 り 32 シン 8 ルー 夫 才 2 ペク スー 較 の ョ ジ ツ ジ ン 議 2 の ジラ ンス 、 イデ リン 
カラ ョ イク リア カラ ンタ 、 ボ ルト ガル 、 ロ シア 、 サ ルド ルル 、 ス エー デ 
ン ョ スイス 、 ト ル ニ 、 ク ウル グ リ ウイ 、 ペ ネズ ニラ 。) 

会 議 は 、1880 年 11 月 4 日 に 始ま り 、 同 年 11 月 20 昌 に は 条約 委 が 作成 され た > 
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さら に 、 こ の 条約 委 は 、1883 年 の メリ 会 議 の 結果 その まま 採用 され 、 かく レ 
て 「1883 年 3 月 20 日 の 工業 所 有 権 保護 に 関す る バ 『 同盟 条約 」 が 誕生 し 、 翌 
1884 年 6 月 6 日 、 前 記 11 ヵ 国 に よ つ て 批 準 され 、 同 年 7 月 7 日 より 発効 し た 。 

ズリ 同盟 条約 の 内 容 は 、 現在 の も の に 比べ る と は る か に 簡単 で や る 。 た と あぷ 
ば 、 第 4 条 の 優 光 権 の 規定 に し て も 、 特 許 に は 6 月 、 工 業 的 意 区 まほ た は 雛形 、 
製造 擦 ま た は 商標 に は 3 月 の 優 光 期間 を 認め 、 そ の 期 間 中 に 生じ た 事実 、 と く 
に 第 三 者 の 出願 、 発 明 の 公表 、 実 施 ま た は 意匠 も し く は 雛形 の 見 本 の 発売 、 標 
章 (製造 擦 又 は 商標 ) の 使用 な ど に より 出願 が 無効 に な ら な いと いう こと を 規 
定 し て いる に 過ぎ な い 。 な お お 、 海 外 の 諸国 に 対す る 場合 に は 、 優 移 期 間 に 


を 加え る と と に な つて で てい 、 当 時 の 交通 、 通 信 事 情 を 加味 し た も の と 思わ れ 
の 


その 後 何 回 か の 改正 に より 、 条 約 は 詳細 に な つた が 、19 条 より 成る と いう 構 
成 は その まま 漆 持 され 、 そ の 後 何 回 か 条文 を 再編 成せ よ と いう 声 が 上 上 つた が 、 
すべ て 採り 上 げ ら れ な か つた 。 

(3) プラ ツ セ ル 会 議 

第 1 回 の 改正 会 議 は 、1886 年 ロー て で 開か れ た が 条約 が 実施 後日 北 く 、 条 約 
を 改正 する に は いま だ 経験 不 足 で も つた の で 、 条 約 の 改正 は 行わ れず 、 採 用 き 
れ た 追加 議定書 、 施 行 規則 も 結局 批准 され な か つた 。 

さら に 、1890 年 か ら 翌 年 に か け て 、 マ ドリ ッ ド に お いて 、 第 2 回 改正 会 議 が 
開か れ た 。 前 回 の ゃ ー~ 会 議 が 、 経 済 不況 と 各国 の 反 条 約 運動 の 真 具 中 で 行わ 
れ た の に 反し 、 マ ドリ ッ ド 会 議 は 平穏 な 雰囲気 の 中 で 開か れ た 。 と の 会 譲 で 、 

(4) 条約 の 解釈 お よび 実施 に 関す る 議定書 、(b) 国際 事務 局 の 浴 持 に 関す る 
議 定 番 、(c) 製造 木 また は 商標 の 国際 應 録 に 関す る 協定 、(d) 原産 地 虚 位 表示 
に 関す る 協定 
の 4 議案 が 提出 され た 。 と この 中 (c) と (④ は 、 同 外 国 すべ て の 准 成 を 得る 
見 込 が な い の で 、 同 盟 国 中 、 と くに その 趣旨 に 人 討 成 する る の の ふみ を も つて 限定 
同盟 を 組織 する こと に な つた 。(④) に 関す る 条約 が 、 有 名 な 「 原 産地 虚 備 表示 
の 防止 に 関す る マドリ ッ ド 協定 」 で も る 。 
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第 8 回 改正 会 議 は 、1897 年 と 1900 年 の 2 回 に わた つて プラ ッ モ シル で 開か れ た 
の で ある が 、 こ の 会 議 に お いて 、 は じ め て わが 国 代 表 が 出席 し た の で あつ て 、 
あの 必 に 還 R222E 二 コー シリ 還 ペン) 三 ョ チリ ー、 テ テグ クア ドル ル 、 プ キシ ラコ 
等 の 代表 も 参加 し た 。 こ の 頃 に な る と 、 同 一 の 運営 る よう や く 軌 道 に 乗り 、 反 
条約 的 意見 も 影 を ひそ め た 。 
この 会 議 で の 主 な 改正 点 は 、 つ ぎの 通り で ある 。 
(4 ) 優先 権 の 期間 が 特許 は 12 月 、 工 業 的 意匠 、 能 形 、 製 造 標 、 商 標 は 4 月 
に 延長 きれ 、 他 方 海外 諸国 に 対す る 場合 に は 1 月 を 加え る と いう 規定 は な く な 
つた 。 
(r) 特許 権 独立 の 原則 が 確立 され た 。 同盟 条約 の 目的 は 、 工 業 所 有 権 の 国 
際 的 保護 に ある の で ある が 、1 国 に お ける 工業 所 有 権 の 効力 が 他国 に も 及ぶ と 
いう こと で は な く 、 同 盟 国 に 対し て 、 他 の 同盟 国民 に 内 国民 待 通 と 優先 権 を 認 
め る 義務 を 課 し て いる の に 過ぎ な い 。 し た が つて 、 実 質 的 に は と に か く と し 
て 、 形 式 的 に は まつ た く 独 立 の も の で あり 、 無 効 ま た は 失権 の 原因 、 存 統 期 間 
その 他 の 点 に お いて 何ら 相互 関係 を 持た な い 。 こ の 点 に 関す る 趣旨 を 明 確 に す 
る た め に 、 特 許 権 独立 の 原則 が 確立 さん た の で ある 。 こ の 点 に つい て は すでに 
マドリ ッ ド 会 議 に お いて 採り 上 げ ら れ た の で ある が 、 批 準 さ れる に 至ら な か つ 
た も の で ある 。 8 
(へ ) 各 同盟 国 国民 は 、 他 の 同盟 国 に お いて 、 工 業 所 有 権 に 関し て の 久 な ら 
ず 、 不 正 金 争 に 関し て も 、 内 国人 と 同じ 保護 を 受け 得る こと と な つた 。 し か 
し 、 ズ ) 同 四 条 約 に お ける 不正 名 争 の 国際 的 取締 の た め の 規 定 は 、 ご く 小 分 胃 
。 に し か 適用 され ず 、 奏 後 の 改正 会 議 に お いて 、 し ば し ば その 拡張 、 強 化 が 企 て 
られ た 。 . 
( 4 ) ワシ ント ン 会 議 
第 3 回 政 正 会 議 は 、1911 年 、 フ シン トン に お いて 開か れ た 。 こ の 会 議 に は 、 
じつに 39 国 が 参加 し 、 同 盟 結 成 以来 の 成 況 を 時 し た の で ある が 、 日 本 代表 と し 


= 


て は ほ 奉 米 大 使 館 参事 官 松井 鹿 四 郎 と 、 特 許 局 長 中 松 成 が 出席 し た 。 こ の 会 譜 


に お ける 改正 の 内 容 も 従来 と は 異 つて 根本 的 な 改正 が 多く 、 改 正 会 議 の 名 に ふ 
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きわ し いも の で あつ た 。 
(な お 、 この 会 議 に お いて 、 は じ め て 分 科 会 シス テム が 採用 され だ と と ゃ 注 
目 に 値 い する と ころ で ある 。 す な わ ち 、 各 問題 は 、 ま すず 分 科 会 で 討論 され 、 さ 
ら に 総 委 員 会 に 付き され 、 つ いで 起草 委員 会 は 総 委 員 会 の 結論 を 整理 し て 、 そ れ 
を 本 会 誠に 上 程 す る 運び と な り 、 最 後に 本 会 議 に お いて その 採 耕 を 決する シス 


る 
主 な 改正 点 は つぎ の と お り で ある 。 

(4) 実用 新案 が 新た に 国際 的 保護 の 対象 に 加え られ 、 発 明 と 同じ く 12 月 の 
優先 権 を 与え られ た 。 実用 新 案 権 は 、 そ の 起源 に お いて は 特許 権 と 同じ 時 代 ま 
で さか の ぼり 得る と され て いる が 、 近 代 的 制度 と し て の 発達 は 、 特 許 権 より 入 
か に 遅れ 、 そ の 完成 を 見 た の は 19 世 紀 後 半 の と と で あつ た 。 し か し 、 ド イマ 、 
日 本 を は じ め 、 し だ い に 多 く の 国 々 に 普及 し て 来 た た め に 、 同 盟 の 保護 の 目的 
に 加え られ た の で ある 。 

() 原産 地 の 表 示 が 新た に 国際 的 保護 の 対象 と な つた 。 原産 地 の 表 示 に つ 
いて は ズリ 条約 時 代 か ら 規定 が ある が 、 同 条約 第 10 条 の 規定 で は 、 禁 止 さ れる 
場合 は 原産 地 に 関す る 虚偽 表示 が な され る と 同時 に 、 虚 僧 の 商号 を 附 し た 場合 
お よび 詐欺 の 意思 を も つて 借用 し た 商号 を 附 し た 場合 に 限定 され て いた た め 、 
実際 上 の 意義 は ほとん ど な か つた 。 

し た が つて 、 原 産地 詐称 に 対す る 規定 を 拡張 強化 し よう と する 動き は 、sー 
て 会 議 以 来 し ば し ば あり 、 本 会 議 に お いて も 、 イ ギリ ス 代 表 よ り 「 直 接 間 接 に 
大 偽 の 原産 地 を 表示 し た 貨物 に は 第 9 条 の 規定 に よる 処置 (税関 若 押 た また は 
輸入 禁止 等) を 適用 すべ し 」 と いう 委 が 提出 され た が 、 諸 国 代表 は と れ に 反対 
し 、 結 局 こ の 提案 は これ まで 採用 され る に 至ら な か つた も の で も る 。 ウシ ント 
ン 会 誠 で は じ め て 、 こ の 提案 は 受け 入れ られ た わけ で あ も る 。( な お 、 と れ ま で 
採用 され な か つた 理由 の 主 な も の は 、〈1) 各国 が 原産 地 詐 称 を 防止 する ため 
の 税関 差 押 を を 規定 し た 法律 を 有 し な いこ と 。⑪) 原産 地 詐称 の 防止 が 工業 所 
有 権 の 保護 に 寄与 する と ころ 少く 、1 国 に 不当 な 独占 的 、 排 他 的 権利 を 由 与 す 
る 危険 作 が ある と と 。 Gi) 他方 、 フ ララ ンス 、 スペ イン 、 ボル アト ガル 筐 ぶ どう 
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産山 国 は 、「 ぶ どう 生産 物 の 地方 的 称 呼 は 一 般 的 称 呼 と 認め な い 」 と いう ーー ド 

# 条 の 規定 が な い 限 り 、 同 盟 条 約 に お いて 、 原 産地 虚偽 表示 一 般 
を 扱う こと に 反対 し た 。 マ ドリ ッ ド 協定 の 大 き な 目 的 の 1 つ は 、 ぶ どう 生産 物 
の 原産 地表 示 、 と くに シャ ン パ ン 、= ニ ヤック 、 ボ ー ト ワオ イン 等 一 般 名 称 化 し 
た 地方 的 称 呼 の 保護 で も り 、 ズ バリ 同盟 条約 の 拡充 に より マドリ ッ ド 協定 の 意義 
が 失わ れ 、 こ の 特権 を 失う こと を お それ た の で ある 。) 

(へ ) 従来 、 条 約 の 談 定 書 中 に あつ た 不実 施 に よる 失権 措置 の 制限 に 関す る 
規定 が 余 約 正 交 中 に 移さ れ た 。 す な わ ち 、 特 許 は 、 同 盟 国 中 の 1 国 に お いて 、 
(4) その 国 に 対す る 出願 の 日 より 、3 年 間 実 施せ ず 、 (b) 特 許 権 者 が その 不実 施 
の 事由 を 貴明 したい 場合 に 限り 、 失 権 の 措置 を 受け る の で ある 。 こ の 失権 措 填 
の 市 限 に つい て は 、 各 国 の 利益 が 相反 し 爾 来 各 会 議 で の 恋 論 の 中 心 と な つた 。 

( ニ ) 箱 造 析 ま た は 商標 の 保護 の 原則 に 除外 例 が 拡張 され た 。 従 来 は 、 本 国 
に お いて 合 式 に 飼 録 を 受け た 現 造 標 ま た は 商標 は 、 他 の 同盟 国 に お いて も 、 原 
則 と し て 、 そ の まま 出願 を 許 休 され 、 保 護 を 受け 得る が 、 例 外 と し て 、 道 徳 ま 
た は 公 の 秩 庁 に 反する 標 章 の み が 拒 絶 ま た は 無効 の 対象 と な る こと に な つて い 
た 。 本 会 議 の 改正 で は 、 さ ら に つぎ の 2 項 が 拒絶 また は 無効 の 理由 と し て 加え 
られ た 。 (3) 出願 し た 国 に お ける 第 三 者 の 既得 権 を 害する も の 、(Db) 特別 顕著 
性 を 有 し な いも の 。 

( ネ ) その 存在 が 本 国法 に 違反 し な い 団 体 に 属す る 標 前 (団体 標 章 ) の 記録 
出願 を 許容 し 、 保 護 を 与え る べき こと と が 定め られ た 。 

(へ ) 製造 標 、 商 標 、 商 号 を 不正 に 付 し た 生産 物 を 輸出 する 場合 に も 、 同 中 
国 は 、 こ れ を 差し 押え る べき こと に な つた 。 従来 差し 押え は 、 輸 入 の 場合 だ け 
に 限ら れ て お り 、 ま た 「 不 正 な 製造 標 、 商 標 、 商 号 を 付 し た 生産 物 ……」 と い 
う 規 定 で あつ た た め 、 正 当 な 製造 析 そ の 他 を 非 権利 者 が 付 し た 生産 物 に つい て 
の 適用 に 疑義 が ちあ つた 。 こ の 点 の 改正 に より 、 こ の 規定 の 意義 が 非常 に 大 きく 
な つた 。 

(5 ) ヘー グ 会 議 

第 1 次 世界 大 戦 の 結 騎 、 改 正 会 議 は 、1925 年 まで 開か れ な か つた 。1925 年 秋 

118 


第 3 章 条約 お よび 戦後 描 置 洛 芝 


45 国 の 代表 が 参加 し て 、 第 5 回 改正 会 議 が ーー グ で 行わ れ た 。 日 本 代表 は ほ 、 特 
許 局長 官 崎 川 了 四郎 お よび 外務 事務 官 伊藤 述 昌 で あつ た 。 こ の ヘー クダ グ 会 議 で も 
フシ ント ッ 会 議 と 同じ く < 分科 会 シス テテ > が 採ら れ た 。 ヘ ー グ 会 謗 に お いて 、 根 
本 的 改正 に つい て は その ほとん と 全部 に つき 全会 一 致 の 疲 成 を 見 る に は 至ら な 
か つた が 、 部 分 的 改正 は 多く 実 を 結ん だ 。 な お 、 こ の 改正 で 談 定 書 中 の 重要 な 
規定 が 条約 正 女 中 に 移さ れ た 。 

改正 の 主要 な 点 は 、 つ ぎの と お り で ある 。 

(4) 従来 、 議 定 書 中 に あつ た 工業 所 有 権 の 範囲 の 定義 が 条約 正 婦 中 に 移さ 
れ た 。 工 業 所 有 権 の 意味 は 、 最 も 広い 意味 に 解 さ れる べき で 、 工 業 、 商 業 に 関 
する も の の みな の ず 、 左 業 、 鉱 楽に 関す る も る の まで と れ に 含 久 、 さ ら に 特 誕 の 
中 に は 、 同 正 国 の 法令 に より 認め られ て いる 改良 特許 、 追加 特許 等 の 特殊 な 特 
許 ゃ 包含 きれ る と と と な つ だ 。 

() 国際 的 保護 の 対象 に 新た に 出所 の 称 呼 が 加え られ た 。 

(へ ) 工業 的 意匠 、 雛形 、 製 造兵 、 商 標 の 優先 権 の 期間 が 4 月 か ら 6 月 に 延 
長き され た 。 な お 、 期 間 の 計算 法 の 規定 も 新た に 加え られ た 。 

(=) ウシ ント ン 改 正 で は 、 特 許 権 の 沙 用 (た と えば 不実 施 ) を 理由 と する 
失権 処置 は 、 出 願 後 3 年 経過 後 で も つて 、 か つ 不 実施 の 事由 を 貴 明 し な か つた 
場合 に は 自由 に 執 れ た の を 、 制 限 し 、(4) まず 、 強 制 的 に 第 三 者 に 実施 を 許諾 
し 、 こ れ の み で 不実 施 を 防止 で きず 、 か つ 、(O) 特許 駆 与 後 3 年 を 経過 し 、(<c) 
その 間 に 特 許 権 者 が その 実施 に 対し て 正当 な 弁明 を な さなか つた 場合 に 限定 さ 
7 

( ホ ) (=) の 原則 は 商標 に も 採り 入れ られ 、 准 録 商標 に 実施 義務 を 課す る 国 
に お いて も ゃ も 、 商 標 を 不実 施 を 理由 と し て 取り 消し 得る の は 、(3) 相当 期間 経過 
し 、(Db) 商標 権 者 が その 不実 施 の 理由 を 弁明 し な い 場 合 に の ス 限 られ た 。 

(へ ) 特許 料 等 の 支払 い に 対 し 、 少 く と も 3 月 の 恩恵 期間 を 設 く べき こと 、 
特許 に つい て は 少く と も 6 月 の 思 恵 期間 が 、 料 金 不 納 に より 失権 し た 特 主権 の 
回 復 に 関す る 規定 を 置く べき こと が 定め られ た 。 

( ト ) 本 国 に お ける 標 章 の 訟 録 の 更新 は 、 他 国 に お いて 、 登 録 を 更新 する 義 
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務 を 生 ぜ し め な いこ と 、 な ら び に 本 国 に お ける 人 次 録 が 優 光電 間 経過 後 で も つて 
$ 、 優 光 鞭 間 内 に な され た 標 章 の 褒 録 出願 に 対し て 優先 権 が 与え られ る こと が 
確認 され た 。 提案 され た の は 商標 権 独立 の 原則 の 確立 で も つた が 、 一 部 の 反対 
に より 以上 の 点 に の み 限 られ た の で ある 。 

( チ ) 周知 標 章 、 国 の 紋章 ・ 旗 章 そ の 他 の 徹 章 等 の 保護 が 規定 され た 。 

(》) 不正 競争 防止 に 関す る 規定 が 強化 され た 。 す な わ ち 、 工 業 上 、 商 業 上 
の 誠実 な 習慣 に 反する 一 切 の 競争 行為 は 、 す べ て 不正 競争 と し て 防止 きれ 、 と 
くに (3⑬) 競争 者 の 生産 物 と 混同 を 生 ぜ し め る よう な 行為 、(b) 競争 者 の 生産 
物 の 信用 を 害する よう な 商 上 上 の 虚偽 表示 の 禁止 に 努力 する こと に な つた 。 

(=) 生産 物 へ の 製造 擦 、 商 標 、 商 号 の 不正 使用 、 生 産物 の 原産 地 虚 倍 表示 

た ぶし 、 詐 城 の 意思 を も つて 、 仮 設 ま た は 供用 の 商号 に 附 加 せら れ た 場合 ) 
お よび 上 述 (》) の 不正 競争 行為 を 防止 する た め 同 盟 国 氏 に 適当 な 法律 上 の 敷 
済 を 確保 ひる こと を 約 し た 。 

な お 、 わ が 国 は 、 と の ヘー グ 条 約 調 邑 し た が 、 上 述 ( チ ) お よび ( ぇ ) の 
改正 に よ ょ つて 条約 加入 に 必要 と な つた 商標 法 改 正 、 不 正 銃 争 防 止 法 の 制定 が 遅 
れ た た め 、 条 約 批准 は 、9 年 後 の 1934 年 (昭和 9 年 ) に な つた 。 

(6 ) ロン ドン 会 議 

1933 年 秋 に 了 予定 され て いた ンド マン 会 議 は 、 ヘ ー ク 改正 条約 に 加入 し て いな 
い 国 が か な りあ つた た め 延 期 され 、 翌 1939 年 5 月 に 開か れ た 。 こ の 会 議 に 参加 

た の は 、 加 盟 国 34 国 、 非 加盟 国 12 国 で もり 、・ わ が 国 は 代表 と し て 、 チ エッ ラコ 
ス ョ ズバ キア 駐在 公使 堀田 正昭 、 特 許 局 総 務 部 長吉 原 隆次 が 出席 し た 。 

ロン ドン 会 誠に お ける 主 な 改正 点 は つぎ の 通り で ある 。 

(4) 従来 の 優先 権 の 効力 は 、 む し ろ 消 極 的 な も る の で 、 優先 権 を 有する 出願 
が 第 三 者 の 行為 に より 「 無 効 と され る と と は な い 」 と いう に 止ま り 、 そ の 電 
中 の 第 三 者 の 権利 、 と くに 使用 権 の 発生 を 否定 する と いう 明 交 の 規定 は な い 。 
し た が つて この 点 に 関し て 反対 解釈 の 余地 あり 、 ド オツ 判例 等 は この 立場 を 
探 つ て いた 。 し か し 、 こ とれ で は 優先 権 を 設け た と と の 意義 は 実質 上 大 半 矢 われ 
CT うし 、 そ も そ も と この 立法 の 趣旨 に 反する 。 し た が つて 、 こ の 点 に 関す る 改 
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正 意 見 は 、 す で に プラ ッ セ ル 、 ワ シン トン 会 議 に お W い で 提出 さ 26q お りり ピン 
ドン 会 議 に より よう や く 実 を 結ぶ に 至 つ た の で ある 。 す な わ ち 、 優 先 期 間 中 、 
第 三 者 の な し た 行為 に より 、 第 三 者 に 何ら の 権利 を 生じ な いと と が 規定 きれ た 
の で ある 。 た ゞ し 、 最 初 の 出願 以前 に 第 三 者 の 取得 し た 権利 に つい て は 各国 の 
国内 法規 に 留保 され た 。 

(p) 新た に 第 4 条 の 3 が 置か れ 、 発 明 者 の 人 格 権 の 保護 が 図ら の れ た 。 す な 
わ ち 1929 年 、 ジ ュ ネ ー プ に お ける 国際 労働 事務 局 の 知能 労働 者 府 問 委員 会 は 、 
被用者 の 発明 の 保護 に 関し 、 つ ぎの よう な 決議 を な し 、 改 正 会 議 の 議案 と し て 
上 提 す る よう 要請 し て 来 た 。 そ の 決議 と は 、⑪) 発明 者 を 決定 し 得る と き は 、 
その 者 の 氏名 を 特許 証 に 記載 すべ きこ と 、(⑪) いか な る 契約 に よ つ て も 、 そ の 
発明 者 の 氏名 を 記載 され る 権利 を 鉛 稚 し 得 な い こ と 、(ii) 国内 法 に より 特許 
権 が 使用 者 に 与え られ る 場合 に は 、 被 用 者 に 正当 な 報酬 を 与え る べき こと 、 の 3 
点 に つい て の 改正 を 要求 する も る の で あつ た 。 国 際 事 務 局 は 、 こ の 決 談 の 第 3 点 
は 労 便 契 約 の 問題 と 父 り に ゃ 密接 し 過ぎ 、 同 盟 条 約 の 伝統 的 目的 範男 を 逸脱 す 
る も の と し て 、 第 1 点 、 第 2 点 の み を 談 案 と し て 提出 し た 。 こ れ に 対し て 、 会 
庶 に お いて は 、 上 記 決 議 の 第 3 点 を 採り 上 げた オラ ンダ 提 委 、 被 用 者 と 使用 者 
に 対等 の 権利 を 与え よう と する メキ シュ 提案 筐 が 提出 され 、 論 譜 が 行わ れ た 。 
そし て いずれ の 提 委 も 満場 一 致 の 外 成 を 得る に 至ら ず 、 結 局 、 第 1 点 、 発 明 者 
の 人 格 権 に 関す る 規定 の み が 可 決 さ れ た 。 

(へ ) 不実 施 に 対す る 強制 実施 許諾 、 失 権 筐 の 制 開 規 定 が 、 さ ら に 緩和 され 
た 。 す な わ ち 、( ふ ) 紅 制 実施 許 護 は 、 特 許 権 故 与 時 より 3 年 を 経過 する まで は 
請求 し 得 ず 、G) 特許 の 失権 また は 取消 の 訴 は 、 強 制 実施 許 護 後 2 年 を 経過 す 
る まで は 提起 し 得 な いと と と な つた 。 

元 来 、 不 実施 に 対す る 制 款 規定 に つい て は 、 欧 進 国 と は まつ た く 利 益 相反 し 
て いる 後進 国 は 、 自 国産 業 の 保護 育成 の た め に 、 市 六 規 定 の 強化 を 望み 、 革 進 
国 は 、 特 許 権 の 国際 的 保護 が 実質 的 に 無力 と な る こと を お それ 、 こ れ ら 制 半 規 
征 の 撤 庭 を 主張 する 。 こ の 対立 は 、 お の お の の 経済 的 地位 の 相違 より 生じ る と 
ころ の 宿命 的 な も の で あつ て 、 単 な る 妥協 以外 の 解決 筑 は 見 出し 難い 。 し か し 
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大勢 は 、 会 議 を 追 つ て その 制限 が 強化 きれ 、 し た が つて 、 制 裁 自身 は 緩和 きれ 
る 傾向 に あ も つた 。 そ の 経過 を 見 て みる と 、 ま す 強 制 実 施 許諾 に つい て は 、 は じ 
制限 が な く 、 ン ドン 会 庶 で 特許 嘩 与 後 3 年 を 経過 し な いう ち は 行 えな いこ 
と に な つた の で あり 、 失権 に つい て は 、 ズ り 会 議 に お ける 制限 は 、(a) 3 年 経 
刀 後 で も る こと 、(D) 権利 者 が 不実 施 の 正当 な 事由 を 貴明 し な い 場 合 に 限る こ 
と で あ も つた が 、 ヘ ーー グ 会 庶 で 、 さ ら に 強制 実施 許諾 で は 目的 が 達せ られ な い 場 
合 に 制限 さき れ 、 ロ ンド ン 会 議 で は 、 そ の 場合 で は 強制 実施 許諾 後 2 年 を 経過 し 
な けれ ば な ら な いと 、 一 層 制 限 が 強め られ た の で ある 。 

お 、 同 時 に 実用 新案 に も この 規定 が 準用 され る こと 、 な ら び に 意匠 、 雛 形 
は 不実 施 に より 失権 し た いこ と が 新た に 定め られ た 。 

(=) 第 6 人 条 の 外国 座 録 商標 規定 に 関し て は 、 以 前 より 梗 章 独 立 の 原則 、 お 
さび 登録 拒絶 の 場合 に つい て 、 意 見 が 分 れ 、 会議 の 度 に 論議 が 繰り 返さ れ て い 
た 。 す な わ ち 、 人 外国 標 章 と し て 他 の 同盟 国 に 出願 し 保護 を 受け る た め に は 、 そ 
の 標 剖 の 本 国 に お ける 償 録 を 前 提 人 条件 と する か 、 そ れ と も これ を 必要 と する の 
は 、 そ の 標 章 が 凌 様 に お いて 保護 の 請求 せな られ る その 出願 国 の 法律 に 適合 し な 
い 場 合 に 限ら れる の か 、 ま た 、 第 6 条 選 第 1 項 第 2 号 の 列挙 は 、 顕 著 性 を 有 し 
な い 標 章 の 限定 的 列挙 で も る か 、 例 示 的 列挙 で も る か 等 の 問題 で も る 。 

これ ら の 解釈 の 整理 統一 に 努力 が 払わ れ た が 、 結 局 、 不 成功 に 終 つ た 。 し か 
し 、 部 分 的 修正 が 大 分 行わ れ 、 標 章 独 立 の 原則 も 条件 付 で 認め や られ た 。 す な わ 
ち 、「 輸 入国 の 法律 に 適合 する 場合 」( に は 、 一旦 飼 録 され た 標 剖 は 、 本 国 極意 
と 独立 の も る の で ある と と が 確認 され た の で ある 。 

( ネ ) 標 章 の 譲 渡 に つい て 、 従 来 、 条 約 は 、 何 も 規定 し て いな か つた が 、 同 
廊 内 に お いて 、 一 方 に は 営業 と と も に 議 渡 する こと を 条件 と する グル シープ が あ 
り 、 他 方 に は 自由 譲渡 を 認め る グル シー プ が あつ て 、 運 営 上 不便 な 点 が 少く な か 
つた 。 し た が つて 、 標 章 の 談 渡 に 関す る 規定 を 設け 、 こ の 点 に 関し て 規制 する 
必要 が あつ た こと は 当然 で も る が 、 公 衆 の 利益 を 重んじ 、 出 所 の 誤認 混同 に よ 
り 公衆 の 利益 が 害さ れる こと を お それ る 立場 と 、 兵 童 権 の 財産 権 と し て の 面 を 
重視 し よう と する 立場 と を 調整 する こと は 非常 に 困難 で あつ た 。 結局 、 採 用 さ 
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れ た の は 折 哀 案 で あつ て 、 双 方 の 立場 を 両立 させ で て いる 。 す な わ ち 、 燥 章 の 誠 

渡 に 当 つ て 、 そ の 属す る 営業 の 談 渡 を 条件 と する 国 に お いて は 、 そ の 効力 が 認 

め ら れる た め に は 、 そ の 国 に ある 営業 の 部 分 が 、 そ の 標 剤 を 付け る べき 生産 物 

の 現 造 、 ま た は 了 販売 の 独占 権 と と も に 議 渡さ れれ ば よい こと に な つた 。 た ぶし 

この 場合 、 公 衆 を 誤認 に 陥ら せる も の で は な ら な いこ と が 条件 に な つて いち る 。 
III. 第 2 次 世界 大 戦後 の 措置 


(1) 概 説 

戦争 中 、 変 戦国 は いずれ も 敵国 人 の 工業 所 有 権 に 計 し 、 何 ら か の 特別 措置 を 
加え る と と も に 、 そ の 他 の 外国 人 に 対し て も 、 滴 争 介在 に よる 交 通 桂 絶 その 他 
に より 、 権 利 の 取得 また は 保持 に つき 種々 の 困難 を 蒙 ら せる こと が 常 で も る 。 
そこ で 戦後 に お いて は 、 一 方 的 に 、 ま た は 相互 的 に 善後 措置 を 講ず る こと が 通 
例 で も つて 、 第 1 次 大 戦後 に お いて 、 平 和 条 約 中 に 工業 所 有 権 に 関す る 規定 が 
織り 込ま れ 、 ま た 工業 所 有 権 に 関す る 多数 国 条 約 と し て ベル ス 協 定 が 締結 され 
た 。 今 次 大 戦後 わが 国 に お いて も と の 例 に な ら つ て 、 各 種 の 措置 が 幸 ら れ た が 
その 中 前 者 、 す な わ ち 戦時 中 の 敵国 人 (連合 国人 ) に 計 し て は 、 一 方 的 権利 の 
回 復 措置 を 国内 法 的 手 続 を も つて 圭 る と と も に 、 後 者 、 す な わ ち 、 そ の 他 外 国 
和信 に つい て は 、 戦 時 中 枢軸 国 で も つた ドイ ツ 、 中 立国 で も つた スイ ス 、 ズ ウェ 
ー デ ン な ら び に 特 殊 地位 に あつ た デン マー ク の 4 国 と の 間 に 、 戦 後 措置 協定 が 
締結 され た 。 

その 他 日 本 に あつ た ドイ オツ 人 所 有 の 権利 に つい て る も 連合 国人 に と つて は 在外 
敵 産 の 処理 の 問題 と し て 重要 性 を 有する の で 、 以 下 に 述べ る よう た 日 本 政府 の 
国内 法 措置 を 通じ 、 各種 の 処分 が な され 、 ま た な され つつ ある の で ある 。 

(な お 、 参 考 ほ まで に 、 第 1 次 大 戦後 の 措 告 を 述べ れ ば 、 第 1 次 犬 戦 に も つ 
は 、 わ が 国 は 連合 国 側 、 す な わ ち 戦勝 国 側 に も つた た め 、 今 次 大 戦後 の よう な 
複雑 な 問題 は も た ら さ れず 、 も つば ぱら 敵国 で も つた ド オ ツタ 、 オ ー ス トリ ー、 へ 
ン ガ リー、 ブ ル ガ リ ヤ ャ と の 間 に 大 正 9 年 か ら 層 年 に か け て 締結 きれ た 各 平 和 条 
約 中 に 、 工 業 所 有 権 関係 規定 、 す な わ ち 工業 所 有 権 を 開戦 当時 の 現状 に 回 復 す 
る 旨 、 戦 争 な か り せ ば 為 し えた 行為 を 追 完 し 得る 旨 、 同 盟 条 約 に 規定 する 優先 
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期間 を 延長 する 旨 、 戦 争 其 問 を 不実 施 、 不 使用 期間 に 算入 し な い 旨 、 戦 時 中 の 
侵害 行 汽 は これ を 問わ な い 旨 等 の 規定 が 設け られ る と と も に 、 そ の 他 保 護 同 四 
条約 加盟 国 間 に つい て も ふ 、 同 盟 条 約 の 特別 規定 すなわち 優先 期間 の 延長 、 戦 争 
中 な し 得 な か つた 行為 の 追 先 と 権利 の 回 復 、 戦 争 期 間 の 不実 施 、 不 使用 期間 へ 
の 不 算 入 等 を 規定 する 取 極 が 、 日 本 を 含む 加盟 25 ヶ 国 の 間 に 締 結 さ れ た 。 この 
多数 国人 条約 が 大 正 9 年 条約 第 7 号 を も つて 公布 きれ た 「 世 界 戦争 に 因り 影響 せ 
られ た る 工業 所 有 権 の 保存 又は 回 復 に 関す る 協定 」( い わ ゆる ベル ラス 協定) で 
ぉ つて 、 こ れ に 類する る の と し て 、 第 2 次 大 戦後 に は ニュ ー シ ャ テル 協定 が 締 
結 き れ た が 、 わ が 国 は 敗戦 国 と し て 、 相 互 救済 を 目的 と し 、 か つ 同 曰 条 約 た る 
この 協定 に は 加入 の 次 格 が 認め られ ず 、 連 合 国人 権利 の 回 復 措 置 が 一 方 的 に 封 
られ た こと は 以下 に 述べ る 通り で ある 。) 

(2 ) 戦時 中 に お ける 特別 措置 

第 2 次 世界 大 戦後 の 措置 を 具体 的 に 述べ る 前 に 、 ま すず 、 戦 時 中 如何 な る 特別 
な 特許 行政 が 執 ら ちら れ た か 、 そ し て と これ が 戦後 の 措置 に 如何 に 影響 を 及ぼ すこ と 
と な つた か を か えり みる こと か 必要 で ある 。 以 下 、 簡 単に その 経過 を 述べ る と 
用 用 そ で が 

大 戦中 は 、 戦 争 遂 行 の た め 、 あ ら ゆ る 施設 、 体 制 が 強力 に 国家 目的 の 下 に 統 
制 さ きれ た 。 特許 行政 に お いて も 、 も ちろ ん 、 例 外 で は な く 、 そ の 第 1 に 圭 ら れ 
た 措置 は 、 軍 事 技術 の 向上 と それ の 戦争 遂行 、 生 産 力 増強 に 向 つ て の 動 具 で あ 
つた 。 そ れ に は 、 ま す 、 国 民 の 発明 、 考 案 の 奨励 を 極力 図る と と も に 、 法 制 面 
か ら は 、 国 家 総動員 法 に も $ と づき 、 昭 和 18 年 3 月 、 勅 令 第 159 号 を も つて 、「 特 
許 発明 等 実 施 令 」 を 公布 し て 、 総 動員 業務 を 行う 者 が その 業務 遂行 上 の 必要 あ 
る と き は 、 権 利 者 の 承諾 が な く と も 、 内 閣 総 理大 臣 に 実施 権 の 設定 を 申請 し 得 
る こと と し て 、 特 許 権 等 の 独占 的 効力 を 国家 目的 の た め 緩 和 し 、 発 明 、 考 委 を 
最も 有効 適切 に 国家 的 要請 の た め に 活用 し うる よう 図 つ た こと で ある 。 

第 2 に 執 ら れ た 戦時 特別 措置 と し て は 、 現 行 の 法制 を 特別 法 に より 部 分 的 に 
政変 し 、 平常 業務 を 戦時 体制 に 切換 を えた と と で ある 。 

そし て その 中 の 1 が 敵国 人 権利 に 関す る 処分 で あり 、 他 の 1 が 審査 筐 特 許 事 
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務 箇 素 化 の 措置 で もち る 。 す な わ ち 、 前 者 は 、 昭和 17 年 7 月 、「 敵性 特許 確 処理 
要 傾 」( 開 議決 定 ) に も と づき 、 第 1 次 大 戦中 制定 され た 「 工 業 所 有 権 戦時 法 」 
(大 正 6 年 法律 第 21 号 ) を 発動 し 、 ア メリ カ 、 オ イギリス 、 オ ラン ダ 侍 当時 の 敵 
国人 の 出願 、 請 求 に つい て 特許 、 敬 録 を 停止 する と と も に 、 敵 国人 の 所 有 に 係 
る 特許 権 、 商 標 権 の 取消 また は 特許 発明 の 専用 免許 の 処分 (敵国 人 に 属す る 特 
許 発明 は 、 先 許 を 受け た 者 が 専用 する と と を 得る 旨 の 規定 の 適用 ) を 行 つ た 。 
(これ に より 、 取 消 処分 を 受け た も の は 、 特 許 権 が 1, 391 件 、 商 標 権 が 54 件 、 
専用 免許 の 対象 と な つた 特許 権 が 92 件 で あ も り 、 こ れ が 後述 の 戦後 措置 、 す な わ 
ち 連 合 国人 工業 所 有 権 戦後 措置 信 、 連 合 国 財産 補償 法 上 の 問題 と し て 探り 上 げ 
られ る こと と と な る 。) 後者 は 、 昭 和 18 年 10 月 、 法 律 第 109 号 に よる 「 工 業 所 有 権 
法 戦時 特例 」 の 公布 (同年 12 月 10 昌 か ら 施 行 ) と な り 、 意 区 藻 録 出題 の 受付 停 
止 、 箸 阜 、 審 判 手 続 の 簡素 化 (意見 書 提 出 制 お よび 出願 公告 制 の 停止 、 査 定 
対す る 拓 告 審判 の 審決 に 対す る 大 審 院 出 訴 の 停止 、 審判 の 審決 に 対す る 拓 告 審 
判 の 停止 な ど )、 公 報 発行 の 停止 を 含む 特許 事務 の 簡素 化 を 図 つ た こと で ある 。 

(3) 戦後 措 置 

(i) 連合 国人 お よび ドイ ツ 人 に 対す る 措置 

昭和 20 年 8 月 15 日 、 わ が 国 の ポッ ダム 宣言 受諾 に よ つ て 、 第 2 次 大 戦は 

止 符 を 打つ た が 、 他 の 場合 と 同様 、 工 業 所 有 権 関 係 に つい て も 、 連 合 国 最高 司 
令 部 の 指示 に よ ょ つて 、 対 外国 関係 の 処理 が はじめ あら れる こと と な り 、 当 時 の 特 
許 標 局 総務 部 内 に 小 外 課 (後に 外国 課 ) が 新設 され 、 同 司令 部 と の 連絡 に 当 
1227 ' 

これ に より 取り 扱わ れ た 戦後 措置 関 係 の 事務 は 、 連 合 国 人 お よび 枢軸 国人 所 
有 の 工業 所 有 権 に 関す る も の で あつ た が 、 枢 軸 国 人 の 中 オタ リー、 ハ ン ガ リー 
シー マニ ア 、 ブ ルル ガリ ア 、 フ イン ラン ド 倫 に つい で は 、 そ れ ら の 国 と 連合 国 と 
の 間 に 昭 和 22 年 パリ ー に お いて 平和 条約 が 締結 され た 侍 の 事情 に と る ない 、 こ 
れ ら の 国 は 捕 時 の 対象 か ら 除外 され た 。 

すでに 触れ た と お り 、 元 来 、 戦 勝 国民 の 権利 に 関す る 戦後 の 回 復 措置 は 、 講 
和 人 条約 で 規定 され る の で ある が 、 今 次 大 戦後 に お いて は 、 占 信 期 間 が 長き に 記 
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の で 、 国内 法 を や る つて する と いう 、 異 例 な 仕方 で な し くず し に その 回 復 措 
置 が 幸 ら れる に 玉 つ た 。 そ し て 連合 国人 に つい て は 、 講 和 条 約 発効 前 に その 処 
理 の 大 体 を 終 つた 。 し か し 、 連 合 国 側 に と つて 敵 産 で も やる ド ィ イツ 人 所 有 の 工業 
所 有 権 に つい て は 、 ア ヌメ リカ 、 オ ギリ ス 、 ラ フラ ン ラ ス 側 の 最後 的 処分 方 針 の 決定 
が 手間 取り 、 講 和 条 約 発効 後に 玉 つ て よう や く < 開始 され た < 

以下 、 両 者 に 関す る 措 言 に つい て 時 の 経過 に し た が つて その 概略 を 述べ る こ 


(ii) 連合 国人 工業 所 有 権 に 関す る 戦後 措置 

鞭 戦 直後 の 昭和 20 年 、 大蔵省 令 第 80 号 、「 連 合 国 財産 の 保全 に 関す る 件 」 お 
さび 同年 大 蔵 省令 第 78 号 「 特 定 国 財産 等 の 保全 に 関す る 件 」( 昭 和 20 年 9 月 13 日 
付 SCAPIN 26「 連 合 国 及 び 枢 軸 国 財産 の 保全 に 関す る 覚書 」 に も と づく ) に 

で 、 連 合 国人 お よび 枢軸 国人 の 有する 工業 所 有 権 に つい て 、 そ の 移動 、 改 

変 が 禁 ぞ ざら れる と と も に 、 昭 和 21 年 7 月 13H 付 SCAPIN 1725-A「 日 本 の 特許 
実用 新作 、 音 区 及び 商標 に 関す る 覚書 」 に より 、 昭 和 16 年 12 月 7 日 現在 に お け 
る 非 日 本 国 国民 の 権利 の 実態 調査 が 指令 され た 。 

以上 の 振 置 が 行わ れ た 後 、 な お 平和 条約 の 見 透 し が つか な か つた の で 、 必 要 
な 部 面 に お いて 、 近 次 この 調査 に も と づい て 制限 の 緩和 捕 置 が 款 られ る に 至 つ 
た 。 す な わ ち 、 外 国人 の 有する 工業 所 有 権 の 利用 が 総司 令 部 の 許可 の も と に 認 
め ら れ 、 ま た 、 外 国人 の わが 国 へ の 出願 が 自由 に 認め や られ る と と も る に 、 日 本 人 
の 外国 べ へ の 出願 も $ 一 定 の 条件 の も と に 認め られ る と と に な つた 。( 昭 和 23 年 9 月 ) 

以上 の ょ うに 行政 措置 が 着 々 幸 ら れ た の で ある が 、 当 時 の 国際 状 穀 は 、 前 述 
の ょ うに 、 わ が 国 に 対す る 平和 条約 の 見 透 し さき ぇ 困難 で も つた の で 、 つ い c 平 
和 人 条約 を また な いで 、 連 合 国 最高 司令 官 の 管理 政策 の 一 環 と し て 、 戦 争 に よ つ 
て 東響 を 受 けた 連合 国人 工業 所 有 権 の 戦後 処理 の 問題 が 、 国 内 法 の 形式 を も つ 
て 採り あげ られ る と と と な つた 。 

か くし て 生れ た の が 「 連 合 国人 工業 所 有 権 戦後 措置 令 」 で あり 、 こ の 政令 は 
有 昭 和 24 年 8 月 、 政 今 第 309 号 を も つて 公布 きれ 、 9 月 1 日 か ら 施 行 さ れ た 。 

本 含 は 、 形式 的 に は 政令 で ちあ る が 、 その 制定 の 根拠 は 、「 ボ ッ ダ ァ 宣 言 の 受 
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諾 に 伴い 発する 合 令 に 関す る 件 」〈 昭 和 20 年 勅 令 第 542 号 。 い わあ る ポッ ダァ 勅 
令 ) に も と づい て いる の で 、 そ の 規定 は 、 す べ て 法律 事項 で ちり 、 本 来 な ら ば 
法律 を も つて 規定 すべ きも の で ある 。 し た が つて 本 含 は 、 法 律 と 同じ 効力 を 有 
し 、 法 律 と し て 特許 法 、 実 用 新案 法 、 お よび 意匠 法 に 対す る 特別 法 の 性 質 を 有 
し て いる 。 

この 政令 の 内 容 は 、 大 体 つ ぎ の と お り で ある 。 

(4) 連合 国人 が 戦争 開始 の 日 に お いて 有 し て いた 特許 権 ま た は 戦争 開 婚 の 
日 以前 の 特許 出願 に も と づい て 戦争 の 開始 の 日 以後 に 次 録 さ れ た 特許 権 で 
時 中 に 特許 料 の 不納 に より 消滅 し た も の 、 ま た は 工業 所 有 権 戦 時 法 に より 取り 
消さ きれ た も の は 、 そ の 旧 特 許 権 者 また は その 承継 人 の 申請 に よ つ て 、 そ の 権利 
の 消滅 また は 取消 の 日 に さか の ほ つ て 回 復 す る 。 (特許 権 の 回 復 

(s) 前 項 の 回 復 特許 権 ま た は 連合 国人 が 戦争 開始 の 日 に お いて 有 し て いた 
特許 権 で 、 こ の 政令 施行 の 際 現 存する も る の 、 も し く は この 政令 施行 前 に 存続 期 
間 の 満了 こよ り 消 滅 し た も の に つい て は 、 戦 争 開始 の 是 か ら 権 利 の 回 復 申請 の 
褒 録 日 まで の 期間 を 特許 法 の 規定 する 15 年 の 存続 期間 に 算入 し な い 。 (特許 権 
の 存続 期間 の 特例 ) (た ゞ し 、 この 請求 者 は 、 その 不 算入 期間 に お ける 特許 実 
施 料 ま た は 損 炭 賠償 人 等 を 請求 する も と と が で き な い 。) 

(っ ) 連合 国人 の 特許 出願 また は 連合 国人 を 当事者 と する 箸 判 の 請求 で 戦争 
開始 の 日 に お いて けい 属し て いた も の に つい て は 、 申 請 の あつ た と き は 、 戦 争 
開始 の 日 の 現状 に 復 す る る の と する 。 ( 竹 続 の 効力 の 回 復 ) 

(=) 連合 国人 が 戦争 開始 の 日 前 12 ヶ 月 以後 に いずれ か の 国 に 最初 の 特許 出 
願 を し た 場合 に は 、 そ の 出願 日 を さか の ぼら し て 、 日 本 に 出願 する こと が で き 
る 。 (優先 出願 ) 

な お 、 こ れ ら の 拓 置 規定 は 、 実 用 新案 お よび 意匠 に 関し て も 準用 され た 。 

つぎ に 連合 国人 の 商標 に つい て で も る が 、 こ れ は 、 別 に 「 連 合 国人 商標 戦後 
措置 令 」 が 制定 され 、 昭 和 25 年 11 月 、 政 令 第 9 号 を る つて 公布 され 、 翌 年 2 月 
1 日 か ら 施 行 さ れ た 。 

この 政令 の 制定 部 旨 は 連合 国人 工業 所 有 権 戦後 振 汗 信 の それ と ほ ぶ ゞ 同様 で 、 
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連合 国人 の 商標 権 の 回 復 、 存 続 期 間 の 特例 、 手 続 の 効力 回復 、 優 先 出 願 な ど 
を 規定 し た が 、 こ れ と と も に 、 ふ ) 登録 商標 が 通商 産業 大 区 の 指定 する 国 、 国 
民 $ し く は 法人 (以下 「 指 定 国 人 」 と いう ) の 商標 も し く は 商号 と 同一 も し く 
は 誤認 、 混同 の お それ ある 場合 、 ま た は その 商 林 権 者 が その 人 疹 録 商標 を 当該 
定 国 人 の 商品 と 誤認 、 混同 を 生 ぜ し め ある お それ ある 誤 様 で 使用 し た 場合 (⑪) 交 
録 商標 の 指定 商品 が 当該 指定 国人 の 商標 、 も しく は 商号 を 使用 する 商品 と 同一 
ミ 誤 認 、 混 同 を 生 ぜ し め る お それ ある 場合 (Gii) 当該 指定 国人 の 商標 ま 
た は 商号 が 国内 に お いて 広く 認識 され て いる 場合 Gv) 当該 指定 国人 が その 商 
標 、 ま た は 商号 を その 登録 商標 の 録 出願 前 か らい ずれ か の 国 に お いて 使用 し 
で いる 場合 に は 、 当 該 藻 録 商標 は 、 審 判 に より 伺 録 を 取り 消さ れる こと と な り 、 
し か る ゃ 商標 また は 商品 の 類似 の 解 息 に つい て は 従前 の 例 に と ら わ れ て は な ら な 

旨 を 明 六 化し て 、 そ の 償 録 の 取消 を 容易 に し 、 こ れ に 代 つ て 指定 国人 の 商標 
の 償 録 出願 が 取消 審決 の 確定 後 1 年 以内 に な され た と き は 、 登 録 が で きる よう 
指定 国人 の 商標 に つき 特別 救済 を 図 つ た 点 が と くに 注目 され る 。 

な お 、 連 合 国人 工業 所 有 権 戦後 措置 信 お よび 連合 国人 商標 戦後 措置 信 は 、 そ 
の 適用 申請 を いずれ も 昭和 26 年 9 月 30 昌 まで と 規定 し た 。 

その 処理 状況 は 、 差 込 表 の と お り で ある 。 

な お 、 連 合 国人 等 が 本 邦 内 に 有 し て いた 財産 に つい て 戦争 の 結果 生じ た 損 審 
の 補償 に つい て は 、 連 合 国 財産 補償 法 (昭和 26 年 法律 第 264 号 ) の 規定 する と 
ころ で あつ て 、 連 合 国 人 工業 所 有 権 戦後 措置 今にも と づく 前 述 の 不 算入 申請 を 
し て いな い 者 が 、 昭 和 28 年 10 月 2 日 まで に 申請 し た も の に つい て 補償 する こと 
と な つた 。 と この 法律 に も と づき 、 現 在 (昭和 29 年 末 ) まで に 、 工 業 所 有 権 に つ 

て な され た 補償 請求 は 66 件 で 、 請求 者 数 は 7 社 で も る 。 

( 近 ) ドイ ツ 人 工業 所 有 権 に 関す る 戦後 措置 

終戦 後 大 蔵 省 人 第 78 号 に よ つ て 特定 国 (ドイ オタ 、 イ オタ リー、 ブ プ ブルガリ ア 、 フ 
4 オン ラン ド 、 タ イオ 、 ル シー マー ニア 、 ハ ン ガ リー) 人 の 所 有 に 係る 財産 の 移動 、 改 
変 の 禁止 が 舎 ぜ られ 、 つ いで その 調査 の 措置 が 谷 ぜ られ た こと は 連合 国人 工業 
所 有 権 の 部 で 述べ た と 同様 で も ちり 、 ド イタ 以 外 の 国 が その 後 特定 国 か ら 除 外さ 
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1. 登録 の 回 復 、 不 算入 の 申請 処理 状況 一 覧 表 3. 出願 回 復 申請 処理 状況 一 覧 表 


ル EE| 語 6 国籍 別 ア | イ | ラ | オ 
へ 個 親 別 タク 8 へ 、 園 川 メ = ララ 
財 り 拓 還 22 
N ウ ジロ 伯 ジ 2 人 孤 <2|| 選 ! ] 一 NNSS 
0 に 2 月 交 | ト 和 列 カ | ス | ス タ 
ル ロ 計 特 | 申請 権利 数 | 751I1425I10 
守 上 多 2 UI 際 省 20 間 本 別 肝 際 l シ | 村 登 録 肖 3611417| 5 
83| 84| 27|18| 2| 8| 1 回 翌 31 上 2R972 K 下 、 そ の 他 | 390| 0| 8| 5 
81| 83| 23|12| 2| 8| 1 0| 29| 1,439 H 請 権利 数 249 2|1 
2 | 4 作 1|0| 0| 0| 1| 2| 933 党 録 済 118|21 
9| 5 1 1| 1 24| 7834 用 案 取 下 、 そ の 他 | 131| 0| 0| 
\ 9| 4 1 中 | 昌 19| 490 意 | 申 請 権利 数 2 
| 取 下 、 2 | 間 0 0| 0 5| 244 谷 録 潤 2 
間 申 NO 数 | 11 59| 70 匠 | 取 下 、 そ の 他 0 
隊 六 1 59| 70 商 申請 権利 数 39|4| |2 
匠 下 、 0 0 0 伴 録 削 34|4| |2 
多 申 請 権 1,643| 1, 302| 147| 325| 8|17|15 員 司 2 国語 1 較 和 9 392| 3, 873 藻 メ 下 、 その 他 5| 0| | 0 
録 済 |1.620| 1,294| 143| 324| 7|17|11 串 必 0|| 語 吊 還 0 語 03 385| 3, 816 日 請 利 数 | 1.0392028I2| 
取 下 、 23 BI 語 4 導 敵 征 生 0 條 上 必 0| 2 0 上 議 | MM 計 降 上 20|20| 7 
千曲 請 権利 数 | 4,469| 1,394| 236| 352| 22 | 19124 | 2| 1| 2| 1| 1| 19 1|506| 7.049 ! と O| 8| 5 
科 録 済 | 3.286|1.384| 230| 347| 20 |19|20| 2| 1| 0| 1| 0| 18| 0| 492| 5'g15 
証取 下 、 そ の 他 |1.183| 10| 6 5|210|4|0| 0| 2| 0| 1| elul 1234 
ーー ニーーー ニ ニー ニニ ニン ニニ ニー ーー ニニ ーー ニュ ーー の の 
4. 秋 判 回 復 申 請 処 理 状況 一 覧 表 


2. 優先 権 の 特例 申請 の 国籍 別 出願 件 数 ヽ 、 国 籍 別 | 衝 24 訪 日 合 
メ | ギ | ラ | ラ 
、 hl 衣 |2 
り リン | レン 
種 別 | カス | スタ 多 計 
特 申 CH 利 数 82 6| 3 7| 1 2| 101 
合 済 61| 6| 3| 7| 1 2| 80 
誕 「 取 下 、 の 人 1 OO|O|O| 0O| 21 
申請 権利 数 | 9| 1 10 
_ 録 酒 信 1 
上 案 | 取 ト 、 その 他 | 5| 0 
避 申 請 和 人 
填 時 棚 申 連合 国 以 外 の も の は 、 承継 人 に よる も の で ある 。 各 表 と も 昭和 29 年 12 月 1 
31 日 現在 
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れ だ た こと も すでに 述べ た と と ろ で ある 。 

昭和 24 年 10 月 13H 付 SCAPIN 2051「 米 、 英 、 仏 国 が ある 種 の 在昌 前 ドイ ッ 
人 財産 の 所 有 者 た る こと の 通告 に 関す る 覚書 」 に より 、 ド イツ 人 の 財産 は 、 す 
べ て アメ リカ 、 オ デリ ス 、 フ ラン ラス 3 国 の 所 有 で ある 旨 な ら び に 連合 国 最高 司 
今 官 が 3 国 の 受託 者 と し て その 財産 の 管理 お よび 処分 に つい て 一 切 の 権限 を 行 
使 する 旨 が 通告 され ん た 。 ま た 、 と これ と と も に 管理 処分 に 必要 な 事項 を 司令 部 が 
倫 じ た 場合 に 、 日 本 政府 に お いて 指令 に し た が つて 措置 し 得る よう な 規定 を 設 
ける べき 旨 が 指令 され た 。 そ こ で 、 政 府 は 、 昭 和 25 年 1 月 、 政 信 第 4 号 を る つ 
て 、「 ド ォ ッ 人 工業 所 有 権 特別 措置 信 」 を 公布 し 、 ド ィ ツ 人 が 戦後 有 し た 特許 
権 等 で 消滅 し た も の を 回 復 し 、 特 許 料 人 等 の 不納 に よる 権利 の 消滅 の 除外 を 設け 
る と と も に 、 特 許 人 等 の 出願 お よび 審判 の 手続 を 終戦 当時 の 状態 に 回 復 し 得る よ 
うに し て 、 こ れ ら の 権利 を 3 国 に 帰属 させ る た め の 前 提 措 置 を 講じ し 、 つ いで 、 
政府 は ドイ ツマ 財産 の 範囲 、 帰 属 を 明確 に し これ ら の 財産 の 管理 、 お よび 処分 を 
適法 に 行う た め 、 昭 和 25 年 8 月 、「 ド ィ タ 財産 管理 令 」( 昭 和 25 年 政信 第 252 号 ) 
を 公布 施行 し た 。 

本 含 施行 後 は 、 ド ィ タ 財産 の 管理 お よび 処分 は 、 も つば ら と の 政令 に より 行 
われ て お り 、 工 業 所 有 権 人 に つい て も 、 ド オォ ィ タ 肝 産 処分 に 関す る 一 般 法 と し て の 
本 今 の 適用 を 受け る こと と な つた 。 す な わ ち 、 本 信 に よ つ て 、 ド ィ ッ 人 工業 所 
有 権 は 、 ド ィ ッ 人 財産 、 進 ド オ ッ 人 財産 、 ド イツ 系 日 本 法人 財産 に 区 別して 管 
理保 全 さ れる こと と と な つた 。 

と ころ で 、 戦 前 か ら ド イツ 人 と の 正当 な 実施 契約 に も と づい て 実施 権 を 有 す 
る 者 の 実施 権 に つい て は 、 契 約 の 条項 に し た が い 実 施 料 を 連合 国 最 高司 令 官 に 
支払 うこ と を 条件 と し て 有効 で も る 旨 の 措置 が 圭 ら れ た が 、 昭 和 24 年 に 入り 、 
連合 国 最高 司 信 官 が 管理 し て いた その 他 の ドド イッ 人 工業 所 有 権 (商標 を 除く ) 
に つい て は 、 和 実施 を 申請 する 者 に 対し 審査 の 上 無償 で 実施 を 許可 する こと ヽ な 
つた 。 ま た 、 喚 和 26 年 に 入 つ て ドド オタ 財産 管理 信 の 一 部 を 改正 する 政令 (昭和 
26 年 政令 第 30 号 ) に よ ょ つて 、 テ メリ カ 、 イ ギリ ス 、 フ ラン ス 3 国 に 帰属 する ド 
ィ イッ 人 の 特許 、 実 用 新案 、 意 匠 の 実施 お よび 商標 また は 商号 を 使用 し た 商品 を 、 
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ド オ ウッ か ら 輸 入 す る こと も また 忠 請 に も と づい て 許可 され る と と ょ な つた 。 

そし て 上 記 の 実施 、 輸 入 許 可 は 、 い ずれ も 非 独占 的 な も の と し 、 連 合 国 最高 
司令 官 は 何時 で も 許可 を 取り 消し 得る こと と し た 。 

つい で 、 昭 和 26 年 10 月 15 日 付 SCAPIN 2176「 前 ド ィ ッ 人 所 有 の 特許 、 実 用 
新案 、 意 匠 及び それ ら の 出願 中 の も の ぃ ヽ 最終 処分 の 件 」 が 、 つ いで 昭和 27 年 2 
月 18H 付 SCAPIN 7497-A「 前 ド ォ ッ 人 所 有 の 商標 商号 の 最終 処分 の 件 」 が 発 
せら れ 、 こ の 両者 に も と づき 、 平 和 条 約 発効 後 の 昭 和 27 年 6 月 、 法 律 第 177 号 
を $ も つて 、「 ド オッ 人 工業 所 有 権 特別 措置 令 の 一 部 を 改正 す る 法律 」 が 公布 施 
行 せ や られ た 。 こ れ は 形式 上 は 、 一 部 改正 で は ある が 、 実 質 上 は ほとん ど 新 法 の 
制定 と いえ る も の で あつ た 。 

この よう な 経過 を 辿 つ た ド オ ッ 人 工業 所 有 権 特別 措置 令 (改正 後 ) の 大 要 を 
摘 記 すれ ば 、 大 体 つ ぎ の と お り で ある 。 

( イ ) 特許 
(4 ) ぜ 4 オ ツ 人 が 昭和 20 年 9 月 20H に お いて 有 し 、 ま た は 同日 後 昭 和 23 年 6 月 
30H 以前 に 取得 し た 特許 権 で 料金 不納 に より 消滅 し た も の は 、 消 滅 し た と みな 
きれ る 時 に さか の ぼ つ て 回 衝 し し 、 ま た ドッ 人 の 特許 出願 、 ま た は ドイ オツ 人 を 
当事者 と する 審判 の 請求 で 、 昭 和 20 年 9 月 20 昌 に お いて けい 属し て いた も の に 
つい て は 、 特 許 庁 長官 が 指定 する 日 以後 、 こ の 政令 施行 前 に し た 手続 は に れ を 
無効 と する 。 
(c) か くし て 保全 され た 特許 権 お よび 出願 、 審判 符 の 手続 は 、 特 許 庁 長官 が 3 
国 か ら 請 求 を 受け た と き は 、 そ れ ぞ れこ れ を 取消 、 ま た は 無効 と し 、 一 般 に 公 
開 す る 。 た ぶ ゞ し 、 そ の 公開 に 上 立つ て 3 国 か ら 処分 の 請求 が ち つ た 旨 を 公告 し 
て 異議 申立 の 期間 を 時 く 。 
(へ ) いわ ゆる 好ま し い ド オッ 人 の 節 購 (ドイ ッ 国 が 昭和 13 年 以後 傍 合 し た 国 
の 国籍 を 有する 者 、 ま た は 戦時 中 に ドイ ッ 国 も る しく は その 同盟 国 を 援 恩 し た こ 
と の な いも の な ど ) に 届 す る 者 は 、 処分 対象 か ら 除き (すなわち 返還 処分 )、 
内 法 に 一 般 に 適用 する 規定 に し た が つて 効力 を 保有 する も の と する 。 
(=) 3 国 の 許諾 に より 設定 され た ド オ > 財産 た る 特許 権 に 係る 特許 発 功 の 実 
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施 権 は 、3 国 の 決定 に も と づき 、 特 許 庁 長官 が 指定 し た と き は 、 そ の 指定 の 昌 
に 消滅 する 。 

上 記 に つい て は 、 実 用 新案 お よび 意匠 に も こと れ を 準用 する 。 

( 口 ) 商標 
(4) ドイ オッ 人 が 、 和 20 年 9 月 20 日 に お いて 有 し て いた 商標 権 で も つて 、 存 
続 期 間 の 終了 に より 消滅 し た も の は 、 そ の 存続 期間 の 終了 の 時 に さか の ぼ つ て 
回 復 し 、 ま た ドイ ッ 人 の 商標 次 録 出願 、 ま た は ドイ ツ 人 を 当事者 と する 審 親 の 
請求 で も つて 、 昭 和 20 年 9 月 20 日 に お な いて けい 属し て いた も の に つい て は 、 特 
許 庁 長官 が 指定 する 昌 以 後 、 こ の 政令 施行 前 に し た 手続 は これ を 無効 と する 。 
(g) か くし て 保全 され た 商標 権 お よび 出願 、 審 判 の 手続 は 、 特 誕 庁 長官 が 3 
国 か ら 請求 を 受け た と き は 、 そ れ ぞ れ 取 消 ま た は 無効 と し 、 登 録 を 取り 消さ れ 
た 商 儲 と 、 同 一 また は 疾 似 の 商 擦 で その 交 録 を 取り 消さ れ た 商標 に 係る 指定 商 
品 と 同一 、 ま た は 類似 の 商品 に 使用 する も の に つい て は 人 録 し な い 。( そ の 取 
消 お よび 無効 処分 に 先立つ て 3 国 か ら の 処分 請求 の 公告 な ら び に 異議 申立 期間 
に つい て は 、 特 許 権 の 場合 と 同様 で ある 。) 

た ゞ し 、 取 消 の 公告 後 1 年 を 経過 し た 後 の 出 願 、 お よび つぎ に 掲げ る 者 が そ 
の 人 疹 録 を 取り 消さ れ た 商標 に 係る 指定 商品 と 同一 の 商品 に つい て 出願 する 、 そ 
の 商標 と 同一 の 商標 に つい て は この 限り で な いも の と し た 。 

すなわち 、(a) 取り 消さ れ た 商標 の 旧 商 儲 権 者 (b) 取り 消 き され た 商標 の 使 
用 者 (た ゞ し 、 特 許 庁 長 官 が 指定 する 。) (c) 日 本 と の 平和 条約 の 効力 の 発生 
の 際 に 、 取 り 消 され た 商標 を 専用 する 権利 を 外国 の 法令 に も る と づき 有 し て いた 
者 、 ま た は その 権利 の 承継 人 

な お 、 い わ ゆ る 好ま し い ド オツ 人 に 属す る も の は 、 特 許 の 場合 と 同様 に 処分 
か ら 除 いた 。 
(へ ) 3 国 の 決定 に も と づき 、 通 商 産業 大 工 が 指定 する 要 癌 の 使用 を 一 定期 間 
禁止 する 措 是 を 講じ た 。 

「 ド ォ ッ 人 工業 所 有 権 特別 措置 信 」 に よる 国内 措置 は 現在 な お 進行 中 で あり 、 
今日 まで の 処分 状況 は 、 つ ぎ に 掲 びる 一 覧 表 に 示す と お り で も る が 、 約 6,000 
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件 が 来 処理 分 と し て 残さ れ て いる 。 
ドイ ツ 人 工業 所 有 権 処理 件 数 一 覧 家 (昭和 29 年 12 月 31 日 現在 ) 


待 許 権 4 136 1,690 | 2, 001 3, 831 
待 許 出 願 一 三 ーー ーー 37 ーー 370 
実用 新案 権 5 5 30 873 913 
実 用 出願 ーー 24 只 謗 鶴 
意 区 権 三 寺 ーー- ーー ーー 18 18 
商標 権 101 ー 一 347 ーー ーー 448 

計 112 141 2,067 394 2, 892 5, 606 


(4 ) 戦後 措置 協定 

第 2 次 世界 大 戦 に よる 、 外 国人 の 特許 権 等 の 取得 、 保 持 の 手続 不 厩 行 な ど に 
つき 、 平 和 回 復 後 、 不 可 抗力 な 事情 を 考 典 し 、 権 利 の 取得 や 保持 に つき 、 大 戦 
の な か つた 状態 に 返 え す 為 に で きた も の で 、 多 数 国 間 また は 2 国 間 で 締結 する 
と と は 、 第 1 次 大 戦 以後 の 通例 と な つた 。 す な わ ち 、 第 1 次 大 戦後 の ペル ス 協 
征 、 第 2 次 大 戦後 の = ュー シャ テル 協定 等 が 多数 国 間 の 協定 で も り 、 ま た 、 ニ = テ 
= ュー シャ テル 協定 に 加入 し な か つた ド オ ッ 、 オ タリ ー 等 を 対象 と し 、 フ ラン ラフ ・ 
42 訪問 二 4 必 コン マニ クン 間 還 ド スタ ・ ス イス 間 、 ド イジ ・ ユ ステ エー 
ン 間 、4 ギリ ス ・ オ タリ ー 間 、 ド オツ ッ ・ オ タリ ー 間 な どの 協定 が 2 国 間 の それ 
で ある 。 

わが 国 で も 、 旧 中 立国 人 や 旧 枢 軸 国 人 の 権利 、 お よび それ ら の 国 に ある 日 本 
人 の 権利 を 、 ニ ュー シャ テル 協 定 そ の 他 2 国 問 協 定 に な らい 、 相 互 主義 の 原則 
の 下 に 回 復 措置 を 執る 必要 が 生じ た 。(= ニ ュー シャ テ ァ 協定 と は 、1947 年 2 月 8 
日 主 と し て 西欧 諸国 (27 ヶ 国 ) 問 に 、 第 2 次 大 戦 の 影響 を 受け た 工業 所 有 権 の 
保存 、 回 復 の た め 締 結 さ れ た 協定 で ある 。 当 時 わが 国 は 、 外 変 権 も な く て 参加 
で きず 、 平 和 条 約 発 効 に より 外交 権 は 回 復 し た が 、 日 本 人 所 有 の 在外 資産 は 、 
対日 平和 条約 第 愉 条 、16 休 の 規定 も あり 、 か つ 主 要 条 項 に 規定 する 法定 期間 の 
経過 後 て も ちあ つた た め 、 加 入 し て も ほとん と 利益 が な い の で 、 積 極 的 に 加入 手 
続 を 圭 ら な か つた 。) し か る に 、 昭 和 26 年 11 月 に スイ ス 、 翌 27 年 4 月 に は スウェ 
ー デ ン 、 同 8 月 に ドッ 、 つ づい て 10 月 に は デン ェ ー ク か ら 、 箇 定 締結 の 申 入 
が あり 、 か か る 技術 的 専門 的 知識 を 要する 協定 に つい て は 、 直 接 変 小 が 必要 と 
きれ 、 昭 和 28 年 4 月 、 ド オタ 語法 省 局 長 を 団長 と する 使節 団 と 、 東 京 で 両国 政 
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府 問 に 交渉 を 重ね 、 意 見 の 一 致 を 見 た 結果 協定 案 が 作成 され 、5 月 8 日 に 署名 さ 
れ た 。 そ の 後 、 対 スイ スズ 協定 が 6 月 25H、 対 デン マー ク 協定 が 10 月 12 日 、 対 ス 
ウェ ー デ ン 協 定 が 翌 29 年 3 月 31 日 に それ ぞ れ 署名 され た 。 

これ ら の 各 協 定 の 内 容 に は 、 多 少 広 狭 の 差 は ちる が 、 大 体 同様 で ちり 、 具 体 
的 に は 、 工 業 所 有 権 保護 同 毅 条約 に 規定 する 優先 期間 の 延長 、 消 滅 し た 工業 所 
有 権 の 回 復 、 商 標 権 の 存続 期間 の そ 及 的 更新 お よび 無効 処分 を 受け た 出願 手続 
の 回 復 に つい て の 特別 措置 を 規定 し て いる が 、 ま た 問 音 の 実施 者 の 保護 に 関す 
る 事項 も 実質 的 に 重要 な 意義 を 有する 。 な お 、 参 考 ま で に 、 こ れ ら の 協定 に も 
と づき 、 わ が 国 に 出願 また は 申請 され た 件 数 は 、 つ ぎの と お り で ある 。 


H 


2 多 で 包 の ンー シ 計 
特 許 719 414 104 52 | 1.289 
86 実用 新案 18 4 2 24 
29 匠 1 1 2 
年 | 商 標 84 26 4 114 
計 821 445 109 54 | 1.429 6 
上 ls と _ 下総 き 
特 許 | 1.789 73 | II863 間 Sin52 
昭 | 委 用 新案 81 81 105 
0 坊 【 匠 2 
年 | 次 叙 6 6 120 
計 1.876 73 1 | 1.950 
総 計 | 2,697 518 | 109 55 | 3.379 | 39379 


な お 、 こ れ に 関連 し て 参考 まで に 述べ る に 、 戦 前 日 本 人 が 海外 、 と くに 連合 
国 に 有 し て いた 工業 所 有 権 の 中 、 特 許 権 は 、 対 昌平 和 人 条約 の 規定 に より 滋 収 さ 
れ た が 、 商 標 権 の みみ に は 、 連合 国 は 、 一 般 的 事情 が 許す 限り 、 わ が 国 に 有利 に 
取り 扱う こと に 同音 する 旨 の 同 条 約 第 14 条 の 規定 に より 、 外 聞 省 を 通じ て 、 旧 
権利 者 へ の 返還 方 を 折衝 し た 結果 、 オ ギリ ス 、 オ ー ス トラ リア 、 和 南ア フリ カ 等 
4 イギリス 系 諸国 は 、 す で に 返 選 の 措置 を 講じ 、 ア メリ ヵ 、 フ ラン ラス 等 も 近く 返 


思 の 見 透 し で ある 。 
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1. 特許 出願 お よび 特許 件 数 の 推移 


(第 1 表 ) 特許 出願 お よび 特許 件 数 困 年 表 


年 別 | 出願 件 数 特許 件 数 | と 別 出願 件 数 特 誕 件 数 
明治 18 年 (1885) 425 99 | 大 正 10 年 順 還 25026 肖 | 3, 593 
ヶ 19 1. 384 205 | ヶ 11 | 9, 886 3.004 
z 肖 20 906 109 | ヶ 12 7, 969 2.131 
ヶ 21 778 183 | > 13 | 9,894 1.928 
Z| 22 1.064 209 | > 14 | 12.680 5, 088 
2 23 1.180 240 | 昭和 元 年 | 12.495 | 3.520 
ヶ 24 1. 288 367 | > 2 12,607 | 4, 371 
ヶ 25 1.344 379 | > 3 13,059 | 4,704 
ヶ 26 1.337 318 | > 4 14,296 5,090 
ら gg 1.250 326 | > 5Q930) | 15,430 4, 976 
> 28 1.122 223 | ヶ > 6 | 15,183 | 4, 318 
ヶ 29 1.213 169 | 〉 7 人間 38878I 肖 | 4, 846 
ヶ 30 1.542 188 | / 8 13,904 | 5, 502 
ヶ 31 1.789 293 | / 9 | 14,722 4,673 
ヶ 32 1.515 597 | ? 10 | 16,645 4,766 
ヶ 33 900) 2.006 586 | > 11 18,511 | 4,836 
ヶ 34 2,397 606 | ヶ 12 17,381 | 4,.615 
ヶ 35 3, 095 871 | ? 13 | 18,211 4,843 
ヶ 36 3,253 1024 | ヶ 14 18, 349 5, 913 
ヶ 37 2.618 1.253 | > 15 (940) | 19,827 6,716 
ヶ / 938 2, 897 1.654 | ヶ 16 19, 997 6,686 
ッ / 39 4.509 1.644 | ヶ 17 16, 359 6,977 
ヶ > 40 4,754 2.042 | 〉 18 17,108 6, 382 
ヶ 41 5, 393 2.055 | > 19 | 12,578 8, 336 
ヶ 42 6, 210 1868 | ヶ > 20 | 4,258 2, 340 
/ 43 (1910) 5, 964 1.769 | ? 21 8,136 2、404 
ヶ 44 6.205 2.272 | ヶ 22 | 9, 260 1.056 
し TEE 7,168 1774 | / 23 | 11.582 | 1.885 
の キク 7.359 2.021 | 2 24 | 14.266 | 3.940 
の 2 6,490 1.824 | / 25(1950) | 16,896 | 4, 272 
の 4 6,359 782 凍 旧 Z26 旧 | 17.764 6,269 
失 5 6,383 1.797 | 。 27 20,877 5, 486 
ヶ 6 6,483 1.448 | / 28 | 24,575 5, 806 
7 7, 383 1.653 | > 29 29, 369 7, 070 
ク 雪 9,883 2.015 | 5 | 
ヶ 9GQ920) | 11.017 2.161 | 計 645, 941 196,366 


ーー ババ ババ バーーーーーーーーーーーーー ツ ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
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第 1 図 に 見 る 如く 、 特 許 出願 件 数 は 、 大 ま か に いつ て 3 つの 滋 型 カー ブ を 描 
いて 推移 し た 。 す な わ ち (イィ ) 専売 特許 条例 が 施行 きれ た 明治 18 年 (1885 年 ) 
か ら 、 大 体 一 貫 し て 増勢 を つづ け 、 天 正 10 年 (1921 年 ) 12, 026 件 で 頂点 に 達 
し 、 そ の 翌々 年 (天正 12 年 ) 7, 969 件 で 底 に な る 第 1 の 波 、(〈o) その 後 大正 14 
年 以来 毎年 10, 000 台 を 越え 、 昭 和 16 年 (1941 年 ) 19, 997 件 で 戦前 の 最高 に 達 
し 、 和 20 年 に は 、 その 前 年 の 昭和 19 年 の 12, 578 件 か ら 、 人 急激 に 4,258 件 に 減 
少 す る 第 2 の 波 、( へ ) そし て 、 昭 和 27 年 に は 戦前 の 年 間 最 高 件 数 を 突破 し 
て 20,877 件 と な り 、 さ ら に 昭和 29 年 に は 29, 369 件 を 数 える に 至 つ た 戦後 の 人 急 上 
虐 カ ー ブ で ある 。 

この 間 、 特 許 件 数 も 大 体 同様 に 推移 する が 、 出 願 件 数 と は や や ずれ た 3 つの 
カー ブ に な つて いる 。 すなわち 、 第 1 の カー デブ の 頂点 は 大 正 10 年 の 3, 593 件 、 
底 は 大 正 13 年 の 1, 928 件 で も あり 、 第 2 の カー プ は 、 大 体 増 府 を つづ け 昭 和 19 年 

(1944 年 ) 8, 336 件 で 戦前 戦後 を 通ずる 年 間 最 高 件 数 に な り 、 翌 昭和 20 年 、 急 
減 し て 2.340 件 、 昭 和 22 年 最低 の 1, 056 件 に な る 。 その 後 上 上 邊 カー ブ を 示す こ 
と は 、 出 願 件 数 の 場合 と 変ら な い が 、 件 数 その も の は 戦前 の 年 間 最高 件 数 に お 
よ ょ ば ず 、 昭 和 29 年 7, 070 件 を 数 を えて いる 。 

以上 の よう な 推移 を 経て 、 こ の 間 に お ける 総 特許 出願 件 数 は 645, 941 件 、 総 
特許 件 数 は 196, 366 件 、( い ずれ も 喚 和 29 年 末 現 在 ) に な つて いる 。 

これ を 出願 人 が 内 国人 で も る か 、 外 国人 で も る か に ょ つて 区 別 す れ ば 、 出 願 
件 数 に お いて 内 国人 548, 267 件 、 外 国人 80, 837 件 で あり 、 内 国人 出願 件 数 は 総 
出願 件 数 の 87%、 外 国人 出願 の 同様 比率 は 13% と な る 。 

特許 件 数 に お いて は 、 内 国人 特許 件 数 145, 008 件 、 外 国人 特許 件 数 40、682 件 、 
両者 の 百分比 は 、 前 者 78%、 後 者 22% で ある 。 (昭和 19 年 、20 年 に は 、 内 外人 列 件 
数 の 統計 が な い の で 、 内 外人 別件 数 に 関す る 限り 、 こ の 両 年 の 件 数 を 除外 し て 計算 し た 。) 

つぎ に 、 各 10 年 間 の 出願 件 数 お よび 総則 願 件 数 に 対す る 同じ 10 年 間 の 特許 件 
数 お よび 総 特許 件 数 の 比 を 、 癌 録 比率 と 呼ぶ な ら ば 、 第 2 表 の よう で 、 こ の 登 
録 比率 を 、 内 国人 、 外 国人 別に 見 れ ば 、 内 国人 出生 の 登録 比率 は 26.422 、 外 国 
人 人 の それ は 50.3% で ぁ り 、 外 国人 出願 の 谷 録 比率 の 高い こと が 目立つ て いる 。 
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(第 2 表 ) わが 国 の 特 登 比率 外国 に お ける 同様 比率 を 求め れ ば 
人 、、、 
出陣 作製 放 件 秋明 比 球 な 3 表 の ょ う で あつ て 、 ド イッ の 33 
10 年間 3) 呈 IO 


敵 治 18 年 っ 27 年 | 10,956| 2.435| 22.22g 2 の 外 は 、 い ずれ も きわ だ つて 、 日 


ーー 
2 38 年 大 正 3 年 | 56,949| 18,923| 33.2 ヶ 本 より 高 い 登録 比率 を 示し て いる 。 


大 中 4 e19 年 87223 人 512 多 .6< 。 も つと も その 法制 を 見 れ ば 、 ィ イタ! 
ヶ 14 年 昭和 9 年 | 138,254| 47,088| 34.0 ヶ 
昭和 10 年 ヶ 19 年 | 174.966| 60,070| 34.3 ヶ ー、 ス オス 、 フ ラン ニス の 3 み ヵ国 は 無 


/ 20 年 こ 29 年 | 156983| 40,528| 25.8 ヶ 6 W 
| 人 | |645.94l196,see| 30.4g 管 査 主義 を 採 つ て いる の だ か ら 、 そ 
の 疹 録 比率 が 非常 に 高い の は 当然 の 
と と と いえ る 。 し か し 、 わ が 国 と 同じ く 審 査 主 義 を 採る アメ リカ お よび イ ギ リ 
ス に お ける 否 録 比率 が それ ぞ れ 57%、49% の 高 さ を 示し て いる こと は 、 わ が 国 
と の 法制 の 差異 を 考え る べき で ある と し て も な お 注目 に 値 い する と いえ よう 。 
( 二 、 各 件 数 は 、 第 10 表 の 出願 件 数 、 特 許 件 数 と も に 明らか な た 年 次 の 数 字 を 累計 し た )。 
以上 の 出願 、 特 許 の 過程 を 経て 現存 (第 3 表 ) 外国 に お ける 特許 登録 比率 表 
する 許 析 数 は 、 昭和 29 生 示 47,384 作 。 同名 | 由伸 | 和信 当 比 


司 <100| 


で あり 、 そ の 中 内 国人 の 持つ 権利 数 は > メリ ヵ | 4.128.480| 2,364.793| 57.3 多 
イギリス | 2.016.850| 988.432| 49.0 ヶ 

り ティ / 
人 02 件 人 f 国 の それ は 7.045 作 、 イメ リー sooaun| 4a0.3sa| 84.4。 


Ss Ra スイ ス | 401.133| 295,950| 73.8 ヶ 
パフ で 選 存 栓 持 放 権 の 95.1% は 、 ドイ ッ | 2,520,570| 821,696| 32.6 ヶ 
内 国人 の 手 に ある こと に な る 。 内 国人 。 フラ ンス | 1.081,750| 978.912| 90.5 ヶ 
(第 4 表 ) 内 国人 都 道 府 県 別 特許 権 の 持つ 特許 権 を 、 さ ら に 権利 者 の 居住 に 


現存 権利 数 表 より 区 分 すれ ば 第 4 表 の よう で ある 


者 道府県 別 現存 権利 数 | 百分比 6 
軸 生 9) と れ を 見 れ ば 、 い わ ゆ る 京浜 お よび 京 


東 京 19, 047 47.2 ダ 


大 収 4.737 11.8/ 阪神 の 東西 両 工 業 地 帯 に 権利 が 集中 し て 
神奈 川 2, 308 5.7 ヶ 

い 5 て 、 神 : 
兵庫 | 1954 | 49z ヽ る こと と が 分 る 。 す な わ ち 、 東 京 、 神 奈 
< 川 、 大 阪 、 兵 庫 、 京 都 の 都府県 の 特許 権 
愛 知 893 2.2/ 6 
龍 岡 643 1.6/ 利 数 を 合算 すれ ば 、29,185 件 で あつ て 、 
その 他 9.617 23.8/ これ は 、 内 国 総 特許 権 数 の 72% 、 総 特許 
23 


= 合計 | 旬 絞 | 00< 柏 放 o62% を 呈 め る 。 こ の 中 で も 天 な 


の は 、 東 京 で ちあ つ て 、 内 国 総 特許 権 の 約 半 分 は 、 東 京 に ある こと に な る 。 
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つぎ に 、 外 国人 所 有 特 許 権 を 国 矯 別 に 分 けれ ば 、 
(第 5 表 ) 外国 人 国籍 別 特許 権現 存 権 


の 5 5 表 の dE の で あ の 5 
ふた た び 出 願 件 数 が 70 年 間 に 描 く カ タープ 


利 数 表 
ーーーー て 大 一 存 | 吾 分 印 に 立 返 れ ば 、 各 10 年 間 の 出願 件 数 に 対す 

国生 列 | 権利 数 | ( め ) 

了 カ | 2,952 41.9g "る つき ぎの 10 年 間 の 出願 件 数 の 増加 率 お よび 
旧領 土 (台湾 

樺太 、 朝 鍵 等 ) | 974 | 13.8> その 平均 値 は 、 第 6 表 の と お り で ある 。 同 
ス イ シン < 822 4 

| イ ソ 676 .6 ヶ 了 攻 っ 芋 | (に お H 環 件 沸 // に っ 
イギリス | so8 sz 人様 な も の を 、 外 国 に お ける 出願 件 数 に 求め 
そう っ ン 念 | 納 | : 條 82 れれ ば 、 第 7 表 の と 3 お り で ある 。 す な わ ち 日 
合 計 | 7.046 100.0 ヶ 


本 の 出願 増加 率 は 、 他 の 諸国 と くら べ て 圧 
ィ イギリス 、 ラ ラン ラス 3 国 の 出願 増加 率 が わ 
(第 6 表 ) わが 国 の 特許 出願 加 率 表 


倒 的 に 高く 、 な か ん ずく アメ リカ 、 
ず か に 10% 乃 至 20% に 過ぎ な い の 


と 、 対 中 的 で も る 。 こ れ は 、 一 方 10 年 間 出願 件 数 | 出願 増加 率 
と 回 ト に 3 M 明治 18 年 - し 2 27 年 10, 956 
に 、 日 本 資本 主義 が 明治 以降 急激 2 まこ クー の | 生 2 の 
て 忠 進 し た こと を 反 吹 し 、 他 方 先 _ ” 38 年 大正 3 年 | 56.949 177.1 ヶ 
0 大 正 4 年 ニッ 13 年 87, 283 53.3 ヶ 
進 語 国 の 経済 は すでに 逸 早く 成 半 。 大正 14 年 昭和 9 年 | 138,254 58.4 ヶ 
骨 和 10 年 ニッ 19 年 | 174,.966 26.6 ヶ 
期 に 達し 、 し た が つて 年 平均 の 出 昭和 20 年 こ ッ 29 年 | 156,983 | 10.2 ヶ 
願 件 数 その も の の 大 き さ に も か か (平均 ) 65.5 ヶ 


わら ず 、 そ の 増加 率 は 少な か つた と と を 意味 する も る の と いえ よう 。 事実 、 年 平 
均 出願 件 数 お よび 特許 件 数 を 国際 比較 すれ ば 、 第 8 表 の と お り で あつ て 、 わ ね 
が 国 は 
か に 及ば な い の み な ら ず 、 特 許 件 数 に 至 つ て は 、 


、 出 願 件 数 に お いて アメ リカ 、 オ イギリス 、 ド イジ ツ 、 


7 ヵ国 中 最も 低い 数 値 を 示し 


ララ ンス 4 カ国 に 衝 


て いる 。 
(第 7 表 ) 外国 に お ける 特許 出願 増加 率 表 
1 
者 ア ェ ス 計 上 衣 カ | 0 ま ES) 本 
出願 件 数 | 出願 増加 率 | 出願 件 数 | 出願 吉 素 

明治 18 年 ーッ 27 年 372,504 | 210.31 

ヶ 28 年 ーッ 37 年 432, 357 16.1 少 | 277、847 32.1 
ヶ 38 年 一 大正 3 年 627, 836 45.2 ヶ | 290.447 | 4.5 ヶ 
大 正 4 年 ニッ 13 年 715, 779 14.0 ヶ 1 282, 742 ー2.7 ヶ 
ヶ 14 年 - 妥 和 9 年 778, 056 8.7 ヶ | 366, 679 29.7 ん 
昭和 10 年 > 28 年 632, 604 ー18.7 ヶ 309.907 ー15.5 ヶ 
この 間 の 平均 10 年 を 平 反 mi 
入 以 回 し 2 語 当 (平均) 9.8 
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ス 


10 年 則 2 り 。 三 イ ス 
し 本 出願 件 数 | 出願 増加 率 』 出願 件 数 | 出願 増加 率 
明治 18 年 ニッ 27 年 20, 463 14, 996 
ヶ 28 年 > 37 年 36, 921 80.4 狐 27,236 81.6 
ヶ 838 年 大 正 3 年 72, 011 95.0 ヶ 45,347 66.5 ヶ 
大 正 4 年 ニッ 13 年 89,185 23.8 ダ 49,958 10.2 ヶ 
ヶ 14 年 - 了 昭和 9 年 104, 618 17.3 ヶ 81, 033 62.2 ヶ 
了 昭和 10 年 ニッ 28 年 116, 633 11.5 ヶ 98, 477 21.5 ヶ 
(平均 ) 45.6 (平均 ) 48.4/ 
10 年 間 ド イ ツ ウジ に ンス 
出願 件 数 | 出願 増加 率 出願 件 数 出願 増加 率 
明治 18 年 ーッ 27 年 117, 973 96, 208 
? 28 年 > 37 年 222, 625 88.7 ダ 125, 499 30.4 
ッ 38 年 大 正 3 年 407,650 83.1 ヶ 150, 309 19.8 ヶ 
大 正 4 年 ニッ 13 年 407,346 ー0.1 ヶ 150, 627 0.2 ヶ 
/ 14 年 昭和 9 年 664, 742 63.2 ヶ 221, 391 47.0 ヶ 
陣 和 10 年 ーッ 28 年 554,686 ー16.6 ヶ 182, 809 ー17.4 ヶ 
(平均 ) 43.7 ヶ (平均 ) | 16.0 ヶ 


( 証 ) 各 10 年 間 の 出願 件 数 は 、 第 10 表 の 数 字 に より 、 


明治 27 年 間 は 、10 年 間 の 数 字 が 整わ な い 
の で 、 判 明 し て いる 数 年 間 か ら 10 年 間 を 
推計 し 、(G⑪) た と を ば アメ リカ の 有 昭 和 10 
年 一 昭和 27 年 間 は 、10 年 以上 の 年 間 の 数 
字 が 分 つて いる の で 、 逆 に 平均 10 年 間 の 
数 値 を 求め た 。 


IT 経済 的 考察 


Gi) た と えば フラ ンス の 明治 18 年 て 


(第 8 表 ) 各国 年 平均 特許 出願 お よび 特許 件 数 表 


区 1 さき 


年 平均 出願 件 数 


年 平均 特許 件 数 


59, 833 
29, 230 
7, 724 
6, 078 
40,.577 
15, 908 
9』227 


34272 
14, 325 
6, 520 
4. 484 
13, 043 
14.307 
2, 805 


で は つぎ に 、 ど うし て 特許 出願 件 数 お ょ び 特 許 件 数 は 、 こ の よう に 推移 し た 
の で あろ うか 。 前述 し た よう に 、 特 許 出願 件 数 は 、 大 ま か に いつ て 3 つの 小 弄 


カー ブ を 描い て 推移 し て いる 。 第 1 図 で 明らか な よう に 、 
標 の 各 出願 件 数 も また 、 大 正 10 年 (1921 年 ) を 頂点 と し 、 


実用 新案 、 意 匠 、 商 
大 正 12 年 を 底 と する 


第 1 の 濾 と 、 そ の 後 大 体 上 域 を つづ け 、 昭和 11 年 (1936 年 ) 最盛 基 に 達し 、 第 
2 次 世界 大 戦 終結 の 昭和 20 年 (1945 年 ) に 急激 に 下落 する 第 2 の 波 、 そ し て 戦 
後 の 急 上 上 算 カ ー プ と 、 い ずれ も 大 ざ つ ば ぱに いつ て 、 3 つの 波 型 カー プ を 示し て 


いる 。 
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と この よう に 各 出 願 件 数 が 大 体 同 じ カ ー ブ を 描い て 増減 し て いる と と は 、 そ の 
こと だ け で 、 こ れ ら の 出願 が 何 か 同 じ よ うな 原因 、 乃 至 は 条件 に よ つ て 支配 き 
れ て いる こと と を 吐 示 し て 十分 で ある と いえ る だ ろう 。 

で は 、 具 体 的 に これ ら の 出願 件 数 お よび 疹 録 件 数 の 推移 を 説明 し 得る ファ ク 
ター は 、 何 で あろ うか 。 


アメ リカ の 学者 シュ ュー クラ ー (Schmookler) は 、 そ の 「 発 明 と 経済 発展 」 
と いう 論 女 で 、1869 年 (明治 2 年 ) か ら 1938 年 (昭和 13 年 ) まで の 、 ア フス リカ 
に お ける 特許 出願 件 数 と 投入 時 (Total Imputs) な か ん ずく 浮動 投入 量 (Var- 
able Inputs) と の いち じ る し い 相 関 関係 か ら 、 こ の 間 に お ける 、 特 許 出 件 数 
に よ つ て 表現 され る べき 発明 活動 (Inventive 人 Activity) の 変動 は 、 投 入 資源 の 
蘭 の 変化 に 由来 する も の で あり 、 し か も ゃ 浮動 投入 量 に お ける 変化 の 方 が 、 相 計 
的 に 、 固 定 的 な 投入 量 (Fixed Inputs) の 変化 より も 、 発 明 活動 の 水準 の 変動 
を 生 ぜ し め る の に 、 よ り 役 立つ て いる と 述べ て いる 。 

シュ ムー クラ ー が この 結論 に 達し た 方 法 は 、 主 と し て アメ リカ に お ける 特 誕 
出願 件 数 と 他 の 経済 指 桂 (た と えば 、 前 述 の 投入 量 と か 、 技 術 労働 者 数 、 資 本 
減 衝 額 、 資 本 設備 額 と か ) と の 間 の 相関 関係 の 具体 的 調査 に も と づく 、 い わ ば 
帰納 的 な 方 法 で あつ た 。 

[ 詳 、Schmookler : "Tnvention and Economic Development' (ペン シル ヴァ ニア テ 大学 、 
ドク ター・ オ ブ ・ フ ィ ロ ソフ ィ 学 位 論文 、1951 年 、61 頁 )] 

し た が つて 、 方 法論 的 に は 、 投 入 量 以外 の も の で 、 そ れ 以 上 に 特許 出 包 件 数 
の 変化 と 相関 する も の が 存在 し うる 可能 性 が ある 。 

し か し な が ら 、 発 明 の 目前 が 、 主 と し て 生産 宮 用 の 軽減 と それ に も と づく 利 
潤 の 増進 に ある と する な ら ば 、 当 恋 経 済 社会 の 投入 芝 (Inputs) が 大 きい 重 、 
それ だ け 、 発 明 の 機会 、 ま た は 、 余 地 を 増大 せ し め ゆる こと に よ つ て 、 発 明 活 動 
の 刺 載 は 大 で も り 、 し た が つて 、 投 入水 進 の 変化 は 、 そ れ と 同一 の 方 向 に 発明 
水準 の 変化 を 惹起 せ し め る の で ある と いい 5 る で あろ 5。 

シュ ムー クラ ー は 、 こ れ に よ つ て 、 ア メリ カ に お ける 特許 出願 件 数 の 増加 率 
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の 減少 を 説明 し た の で ある が 、 末 し て わが 国 70 年 間 の 特許 その 他 の 出願 、 お よ 
び 償 録 の 推移 $ 、 同 じ よ うに し て 説明 で きる で あろ うか 。 

この 方 法 は 、 ま ず 何 より も ゃ 、 一 応 関係 か ある と 考え られ る 種々 の 経済 要素 に 
関す る 、 詳 し い デ ー タ ー を 必要 と する 。 と ころ が 遺 居 な が ら 、 わ が 国 に お いて 
は 、 精 密 な 調査 、 統 計 は 、 第 2 次 世界 大 戦後 の こと に 属し 、 過 去 70 年 間 一 貫 し 
た 経済 統計 は 、 ま こと に 微々 た る も の で ある 。 

し た が つて 、 相 関 関係 の 調査 に よる 帰納 的 な 方 法 も 、 ほ と ん と 不可 能 と いわ 
な けれ ば な ら な い が 、 本 編 で は 、 あ えて この 方 法 に より 、 シ ュ ュ ムー クラ ー が 、 
1869 年 か ら 1938 年 に 玉 る 、 ア メリ カ の 特許 出願 件 数 の 推移 に つ い て 述べ た の 
と 、 同 様 な と と が いい うる と と を 見 出し た 。 そ の 詳細 は 、 本 節 お よび 以下 の 各 
章 に 譲 る が 、 特 許 、 実 用 新案 の みな ら ず 、 意 区 、 商 標 ま で も 、 そ の 出願 件 数 の 
推移 変動 は 、 長期 的 に は 商品 量 の 変動 と 高い 相関 関係 を 示し て いる 。 

な お 、 と と で あら か じ め つ ぎの と と を 注意 し な けれ ば な ら な い 。 す な わ ち 、 
特許 件 数 また は 人 慈 録 件 数 と いう ふも の は 、 知 期 的 に は 、 時 の 審査 の 遅 速 あ る い は 
人 報 印刷 事情 等 に よ つ て 影響 され る と と 大 で ある が 、 長期 的 に は 、 出 願 件 数 の 
増減 に 依存 する も る の で ある 。 し た が つて 、 本 節 お よび 以下 の 各 章 に お いて は 、 
主として 出願 件 数 の 推移 に 注目 し 、 人 録 件 数 の 推移 の 説明 は 、 こ れ を 省略 する 
と と し た 。 

第 2 図 は 、 半 対数 図表 ( 綻 軸 の みみ 対数 目 ) に よ つ て 、 出 願 件 数 の 推移 と 他 の 
経済 指標 の 推移 と の 相関 関係 を 調べ た も の で ある が 、 偏 碁 を 無視 し 、 上 単に 傾向 
と し て 眺め る な ら ば 、 特 許 出願 件 数 と 工場 工業 生産 高 と の 相関 は いち じ る し 
く 、 ま た 年 次 を 明治 38 年 (1905 年 ) 以降 に 限定 すれ ば 、 国 民 所 得 と の 相関 も 、 
また 顕著 で ある 。 工場 工業 生産 高 は い 、 も ちろ ん 一 国 の 投入 量 そ の も の で は な 

ヽ 。 だ が 農業 生産 の 停滞 性 を 前 提 す れ ば 、 工 場 工業 生産 高 は 、 総 投入 量 よ り 以 
上 に 、 投 入 量 の 増 滅 変動 を 鮭 胃 に あら わす も の で ある と いう こと が で き 、 し か 
も 特許 が 、 も つば ら 「 産 業 的 発 胃 」 に 関す る も る の で ある 以上 、 工 場 工業 生産 高 
の 方 が 、 投 入 量 と 、 持 放出 願 件 数 を も つて 表現 され る 発明 活動 と の 間 に あ り う 
べき 関係 を 、 よ り は つき り と 指し 示す と いえ よう 。 

140 


096I 


075I 


pk デ り に 
6 62 0Z 8| 9| | | 0| 8 


086I 


0661I 0」6I 0056| 0681 


9|? ち < 外 2d0l 8 2 


座 


gH 


0! 8 9 ゎ タ る 切 必 07 86 9 ke ZE 0 82 92 巡 |ZZ 02 8I 


[ 


ーー ニーー ニ ーー ニー ニーー デ ーー ニー ニーー ッ 


! 
! 
1 
! 
! 
! 
! 
! 
! 
! 
! 
I 
! 
! 
! 
I 
! 
T 
| 
! 
! 
I 
I 


回 


02 


愛 厄 毛 素 工 邊 工 留 苦 


09 


0/ 


08 
06 


雄 効 組 甲 揚 統 痕 色 (IZ 型 ) 型 央 の 回 =)29 女 
( 挙 導 遇 胃 節 肝 草 倍 ) 閥 9g 守 の 半 紅 平 "補う いと =) 二 濾 史 ( ) 
国 痢 0【 三 01 回 強 エ =1 平 瑞 涼 「 ち 
回 絢 001=00【 回 奴 01 三 0I 吾 昭 各国 壇 塗 
国書 00t 三 001 回 講 0t 三 01 回 強 エ =T 上 吾 所 ※※ 華 術 工 訪 渡 
間 000'0 三 00I -J000'【 三 0I 所 001 三 I 


老 億 姜 野 6 放映 了 村 の 6 弄る 竣 琴 配電 大 (図る 宮 ) 


001I 


081 


00Z 


096 


第 1 識 特 許 出願 お よび 特許 件 数 の 推移 


し か ら ば 、 特 許 出願 件 数 と 工場 工業 生産 高 一 投入 量 一 と の 間 に お ける 、70 年 
間 を 通ずる いち じ る し い 相 関 関係 は 、 何 を 意味 する の だ ろう か 。 

後 で 詳し く 見 る よう に 、 工 場 工業 生産 高 の 増 減 は 、 1 年 乃至 3 年 の タイ > ラ 
グ を お いて 、 出 願 件 数 の 増減 を 伴 つ て いる 。 

と の と と は 、 投 入 量 の 変動 が 、 よ つて も つて 、 発 明 工 夫 に よる 生産 コス ト 引 
下げ 、 超 過 利 潤 獲 得 の 機会 、 ま た は 可能 性 を 増減 せしめ る $ も の で ある こと と を 意 
味 す る と いえ よう 。 

つぎ に 、 特 許 出願 件 数 と 国民 所 得 と の 相関 は 、 何 を 意味 する の だ ろう か 。 

国民 所 得 の 増減 は 、 赤 要 増減 に も と づく 抽 入 量 の 増減 に 依存 し 、 し か も ゃ 投入 
量 の 増大 は 、 遊 休 設 備 の 存在 を 前 所 と し な いか ぎり 、 投 資 量 の 増大 と 不可 分 で 
ある 。 

し た が つて 、 特 許 出 願 件 数 と 国民 所 得 と の 間 に は 直接 的 な 相関 関係 、 す な ね わ 
ち 特 許 出願 件 数 の 増減 が 国民 所 得 の 増減 に よ つ て 規制 され る (また は その 首 ) 
と いう 程 の こと は な く 、 特 許 出願 件 数 の 増減 と 同様 、 国 民 所 得 の 増減 も むし ろ 
披 入 量 の 増減 に 依存 し 、 こ の た め 、 特 許 出願 件 数 お よび 国民 所 得 の 両 カ ー プ は 
大 体 同様 な 動き を 示す と こと を あら わす も の と いわ な けれ ば な ら な い 。 

も つと ゃ も 、 国 民 所 得 の カー ブ の 上 尋 度 一 すなわち その 増加 率 一 は 、 工 場 工業 
生産 高 の カ ー ブ の 上 虹 度 一 すなわち その 増加 率 よ り 、 明 ら か に 低い 。 こ れ は 、 
一 方 の 工場 工業 生産 高 の カ ー プ が 、 明 治 以降 急速 に 発展 し た 工業 生産 の 推移 を 
現 わ す も の で ある の に 対し て 、 他 方 の 国民 所 得 が 、 そ の 他 の 部 門 、 な か ん ずく 
停滞 を つづ けた 左 業 部 門 を も 包含 する た めで あり 、1910 年 前 後 か ら 、 国 民 所 得 
の カー デブ と 出願 件 数 の カー プ が 顕著 に 相関 する よう に な る の は 、 そ の 前 後に お 
ける 、 わ が 国 資本 主義 体制 の 確立 に 伴い 、 国 民 所 得 の 増減 が 、 工 業 生 産 の 消長 
変動 に 、 よ り 依存 する に 至 つ た と と の 反射 的 結果 と 考え られ る 。 

以上 で まず 、 特 許 出願 件 数 の 増減 が 工場 工業 生産 高 一 投入 量 一 の 増減 に 佐 存 
する こと が 明らか に な つた 。 

つぎ に 、 こ うし た 工場 工業 生産 高 の 増減 、 変 動 を も も た らし た 事情 を 考 祭 し な 
が ら 、 や や 詳細 に 、 出 願 件 数 の 動き を 見 て みよ う 。 

141 


第 3 編 出願 件 数 お よび 登録 件 数 の 推移 


目 清 戦争 (明治 27 一 28 年 ) に 至る まで の 特許 出願 件 数 の 変動 は 、 特 許 制 度 が 
布 か れ て か ら わ ず か に 10 年 間 の 動き で も り 、 い わ ば 制度 自体 が 一 般 に 認識 され 
る 過程 で や つた と 考え られ る 。 一 方 また 、 こ の 間 、 浴 新 以来 育成 され た わが 国 
産業 $ 、 特 許 制 度 が 施行 され た 明治 18 年 前 後 の 官 業 払下げ を 機 に 、 と くに 軽 工 
業 部 門 に お いて 、 近 代 産 業 と し て の 形態 を 整え つつ あつ た 。 

し た が つて 、 こ の 間 に お ける 特許 出願 件 数 と 他 の 経済 諸 要 素 と を 、 和 没 接 に 関 
連 づ ける と と は 困難 で ある か ら 、 一 応 こ れ を 論外 と し た い 。 

治 28 年 (1895 年 ) 以降 明治 36 年 に 至る まで の 出願 件 数 の 急 上 上 邊 は 、( 1 ) 清 
国 か ら の 償 金 に よる 資金 の 供給 、(ii ) 内 国策 要 お よび 海外 販路 の 拡大 、(i⑪) 
銀 塊 相 場 下落 に 起因 する 物価 の 騰 貴 に よ つ て 刺 寺 さ れ た 、 明 治 27 年 以降 の 嵐 の 
如き 企業 の 勃 典 と パラ レル で ある 。 明治 35 年 末 現 在 の 会 社 数 8, 612 社 の 中 、 
7,217 社 、 す な わ ち その 約 84% が 胃 治 27 年 以降 の 設立 に か か る も の で ある と い 
うと と は 、 当 時 の 吐 盛 な 企業 寺 を も つと ゃ 導 的 に 表現 する も の と いえ よう 。 

$ ゃ つと $ も 、 こ の 間 、 工 場 工業 生産 高 は 、 明治 32 年 (1899 年 ) を ビー ク と し 
て 、 そ の 後 停 葵 し て いる の で ある が 、 こ れ は 、 投 機 的 企業 雪 が 資金 の 油 渦 を 招 

き 、 明 治 33ー34 年 に 反動 的 な 事業 具 の 病 理 が 行わ れる に 至 つ た こと を 指し 示す 
$ の で あつ て 、 胃 治 37 年 に お ける 出願 件 数 の 下落 も る 、 こ の 経済 反動 の 結果 と 考 
えら れる 。 

目 露 戦争 (明治 37 こ 38 年 ) と その 勝利 は 、 ふ た た びわ が 国産 業 に 活況 を も た 
らし た 。 戦後 の 経済 変動 は 、(i ) 明治 39 年 40 年 前 半 の 投 各 的 企業 数 、(i) 
明治 40 年 後半 41 年 の 反動 的 停滞 、 (jj) 明治 43 年 45 年 の 、 外 資 輸 入 に も と 
づく 低 金利 と 保護 関税 の 実施 と を 契機 と する 、 再 度 の 企業 発展 と いう 形 を と る 
が 、 こ の 間 、 日 清 戦 争 後に お ける 軽 工業 部 門 の 確立 に つづ き 、 重 工業 生産 の 発 
展 を 伴う こと に よ つ て 、 わ が 国 資本 主義 生産 の 全面 的 成立 が か もたらさ れ た 。 す 
な わ ち 、 胃 治 38 年 7 月 以降 大 正 2 年 末 ま で の 新設 拡張 事業 計画 高 は 、 3, 841 百 
万 円 に 達し 、 こ の 中 、 電 気 、 採鉱 、 鉄 道 お よび 軌道 、 製 造 工業 、 航 運 の 占め る 
額 は 、2,491 百 刀 円 、 総 額 の 65% で ある 。 

特許 出願 件 数 の 明治 38 年 一 42 年 に 至る 著 増 、 明 治 43 年 44 年 の 停滞 、 そ の 後 
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大 正 元 一 2 年 の 増加 は 、 と の 間 に お ける 工場 工業 生産 高 が 示す 、 胃 治 38 年 て 39 
年 の 増大 、 同 40 年 41 年 に お ける 停滞 、 同 42 年 一 大 正 元 年 の 急増 と 、 1 年 乃至 
3 年 の タイ ムラ グ を 言い て 、 照 応 す る も の で ある 。 

な お 、 と の 頃 か ら 、 国 民 所 得 が 特許 出願 件 数 と 年 を 同じ く し て 増減 する こと と 
た 注目 され た い 。 

大 正 3 年 1914 年 ) 7 月 の 第 1 次 世界 大 戦 の 錠 発 は 、 そ の 衝撃 に よ つ て 、 わ 
が 国 経 済 を 一 時 沈滞 せしめ た が 、 翌 大 正 4 年 より 、 (a) 変 戦 国 か ら の 宣 需 品 
計 文 の 殺到 、 (b ) 欧米 品 代用 と し て の 日 本 品 の 東洋 お よび アラ フリメ カ 市 場 へ の 
輸出 の 増大 、(c) と くだ 化学 工業 製品 の 輸入 柱 絶 に こよ つて 、 わ が 国 は 、 灯 発 
的 好況 に 見 舞 ち われ る と と に な つた 。 こ と これ を も つと ゃ 疾 的 に 表現 する も る の は 、 賀 
易 の 異常 な 膨 有 訴 と まれ に 見 る 多額 の 輸出 各 過 で あつ た 。 すなわち 、 大正 4 年 

(1915 年 ) か ら 大 正 7 年 まで の 間 に 、 輸 出 約 54 億 円 、 輸 入 約 40 億 円 、 差 引 輸 出 
下 過 賃 は 、 約 14 億 円 に 達 し た 。 の みな ら ず 、 賀 易 外 の 収支 甚 定 に お いて も 、 わ 
が 国 所 有 商 船 屯 数 の 増加 な ら び に 世界 的 船 腹 不 足 に も と づく 海上 運賃 の 騰 貴 、 
海上 保険 料 の 増大 釜 に より 、 大 正 4 年 ご 8 年 間 に お ける 受取 超過 人 額 は 、 約 14 億 
2 軒 IS)7 計 

か く て わずか 4 年 の 間 に 、 合 計 約 28 億 円 の 正 貨 が 流入 し た が 、 こ れ は 、 物 価 膝 
中 と と も に 企業 利潤 を 増進 し 、 産 業 の 近 典 を 盛ん な らし め た 。 す な わ ち 、 大 正 
4 年 か ら 9 年 まで の 6 年 間 に 計 画 さ れ た 事業 資本 高 は 、 笑 に 144 億 円 、 そ の 
中 、 新 設 事 業 計画 高 は 、 全 体 の 60%、86 億 円 に お よん で いる 。 

特許 出願 件 数 カー ブ の 大 正 6 年 10 年 に お ける 上 昇 は 、 以 上 の 好況 に 依拠 す 
る も の で あり 、 そ の 後 大 正 11 年 、12 年 の 下落 は 、 大 正 7 年 11 月 の 大 戦 終結 後 も 
いわ ゆる 「 戦 後 の 大 景気 」 の 幻想 の 下 に 狂 放 し た 投機 的 企業 寺 に 対し て 、 大 正 
9 年 (1920 年 ) 3 月 始ま つた と ころ の 「 大 反動 」 の 反映 で も る 。 

填 1、 大 正 12 年 は 、 出 願 件 数 の 下落 が いち じ る し い が 、 こ れ は 、 大 震 災 被災 の 結果 、 同 年 
7 一 8 月 の 出願 件 数 不明 と な り 、 同年 の 統計 に 入れ られ て いな いた めで も つて で て 、 実際 に は 
これ 程 下落 し な か つた と 考え られ る 。 

填 2、 好 況 の 期間 中 、 工 業 生産 の 発展 いち じ る し く 、 つ ぎの 第 9 表 に 見 られ る よう に 、 工 
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業 生産 高 が 総 生産 額 の 過半 を 占め 、 機械 器具 工業 、 化学 工業 等 が 新た に 重要 工業 部 門 と し 
て 登場 する に 至 つた こと は 、 注 目 に 値 い する 。 


(第 9 表 ) 第 1 次 世界 大 戦前 お よび 後に お ける 生産 額 大 正 9 年 3 月 に は じ ま る 、 
か ら 見 た 各種 産業 の 地位 (単位 100 万 円 ) 
ら 大 戦 景気 へ の 大 反動 後 、 日 本 


年 誠 | 息 額 | 役 生 了 産 和 旬 業 | エ 業 EE 
ーーー 福光 は 、 大 正 12 年 肝 東 大城 
JE3 年 13.086.4| 1.401.0 156.2 156.6| 1.371.6 8 6 
に 00.0)| (45.3) | (5.1)| (5.1| (44.1 災 、 さ ら に 昭和 2 年 (1927 年 ) 
11.868.6| 4,162.2| 454.7| 514.1| 6,731. 
大 正 8 年 二 和 SI P14 ] や の 金融 恐 億 に 航 わ れ 、 昭 和 6 


00.0)| (35.1) | (3. 8) (4.3)| (56.8) 
( 証 ) 笠 西 、 岡 誠 、 倉 持 共 若 「 日 本 資本 主義 発達 喝 年 年 9 月 、 満 洲 事変 志 発 を 契 人 

表 」 絞 計 表 5 綱 、 カ ツ コ 内 は 戸 分 比 と する 宣 事 オン フレ に よる 活 
況 が る た ら さ れる まで 、 激 し い 不況 に 低迷 する の で ある が 、 そ れ に も か か わら 
す 、 こ の 問 、 工 場 工業 生産 高 と 特許 出願 件 数 は 、 い ずれ も 上 用 カ ー ブ を 辿 つ て 
いる 。 こ れ は 、 深 刻 な 不況 の 下 に 、 一 方 、 第 1 次 大 戦 景気 に より 膨 豚 沙 立 し た 
弱 少 企 業 の 陶 汰 が 行わ れ 、 他 方 、 資 本 の 集中 、 狐 占 化 、 し た が つて また 、 生 産 
の 集中 、 独 占 化 が 進行 し 、 し か も る 、 政府 、 日 銀 に よる 救済 融 衝 に よ ょ つて 、 不 況 
の 破滅 的 深化 が 困 止 され た こと に よる も の で ある 。 

$ つ と る 、 工場 工業 生産 高 は 、 昭 和 5 年 7 年 の 間 停 滞 を つづ け 、 と の こと 
は 、 昭 和 6 年 一 8 年 に お ける 特許 出願 件 数 の 減少 の 原因 と 考え られ る が 、 こ れ 
は 、 昭 和 す 4 年 、 年 央 以後 の 健全 財政 主義 、 お よび 翌 昭 和 5 年 1 月 に は じ ま る 金 
輸出 解禁 に $ と づく 正 貨 の 流出 が 深刻 な 資金 区 を 招き 、 加 えて 昭和 4 年 秋 ア ス 
り カ に 勃 発 し た 世界 恐 代 の 影響 いち じ し る しく 、 わ が 国産 業 が 危 殆 に 瀬 す る に 至 
つた 事態 を 反映 する も る の で ある 。 

昭和 6 年 (1931 年 ) 9 月 満 洲 事 変 の 勃発 、 同 年 12 月 金 輸 出 再 禁 止 を 機 に 、 い 
わ ゆ る 軍事 4 オン フレ の 募 が 切 つ て 落 さ れ た が 、 と れ は 、 工 業 生産 の 顕著 な 発 
展 、 と くに 重化学 工業 部 門 の 飛躍 的 発達 を も た らし 、 特 許 出願 件 数 も また 、 昭 
和 16 年 (1941 年 ) に 至る まで 増 娠 を つづ ける 。 

た だ 、 昭 和 14 年 に 至る まで の 工場 工業 生産 高 の 急激 な 上 上 カ ー プ に 比 す る な 
ら ぼ 、 昭 和 12 年 16 年 の 特許 出願 件 数 の 上 昇 度 は 、 不 釣 合 に 低い 。 こ れ は 、 昭 
和 12 年 7 月 日 華 事変 を 夏 後 と し て 、 わ が 国 が 戦時 体制 に 入り 、 宇 需 の 徐 躍 的 増 
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大 に も と づき 、 重 需 生 産 が 拡充 され る と と も に 、 平 和 産 業 の 宣 需 工業 へ の 転 
換 が 行わ れ 、 宣 寅 生産 の 久 が い ち じ る し く 増 進 し た と と が 、 工 場 工業 生産 高 の 
カー ブ を 急上昇 せしめ た に も か か わら ず 、 か か る 宣 需 生産 が 経済 統制 の 下 に 、 
採算 を 無視 し た 大 旦 生 産 目標 に 向 つて 推進 され 、 し た が つて 発明 意 然 が 減退 す 
る に 至 つ た こと を 起因 する と いわ な けれ ば な ら な い 。 

民 策 生産 を 犠牲 と し て 発展 し た 軍需 生産 も 、 基礎 得 材 の 不足 の た め に 、 昭 和 
14 年 以来 、 そ の 増産 率 を いち じ る し くく 減少 す る に 至り 、 し か も 昭和 15 年 1 月 の 
昌 米 通商 条約 の 破 棄 に も と づく 肩 鉄 、 石 油 等 基礎 物 得 輸入 の 柱 絶 に よ つ て 、 昭 
和 16 年 を 頂点 と し て 、 工 業 生 産 は 、 縮 少 の 道 を 歩ん だ 。 同年 12 月 、 第 2 次 世界 
大 戦 突 入 後 は 、 事 態 は いよ いよ ょ 悪化 し 、 輸 送 船舶 の 愉 、 爆 撃 に よ ょ る 生産 設備 
の 破壊 は 、 怖 工業 の 設備 、 原 料 の 投入 に も か か わら ず 、 和 軍需 生産 その も の を 
も 崩壊 に 導い た 。 

特許 出願 件 数 の 、 昭 和 18 年 以降 に お ける 激減 は 、 と り も な お さ ず この こと を 
反 喘 する も の で ある 。 

戦後 の わが 国 経 済 は 、 (a ) 戦争 と その 敗北 に よる 生産 の 破壊 消耗 、(b ) 
旧 傾 土 、 勢力 圏 の 愉 、 (c ) 賀 易 の 桂 絶 、 な ら び に 、 (d) オン フラ レー ショ 
ン の 激化 符 に より 壊滅 に 瀬 し た が 、 昭 和 22 年 以降 の 傾斜 生産 方 式 に も と づく 生 
産 の 回 復 、 な ら び に 昭和 23 年 12 月 の 経済 9 原則 に も と づく ドッ ジラ オン に よる 
オン フラレ ーション の 収束 に よ つ て 、 よ う や く 安 定 し 、 復 答 の 途 に つく に 至 つ た 。 
この 間 、 昭 和 9 年 一 11 年 を 100 と する わが 国生 産 指 数 は 、 昭 和 23 年 、67、1、 昭 
和 24 年 、86.6 を 示し て いる 。 (経済 安定 本 部 調 ) 

以上 の 生産 回 復 が 、 よ う や く 市 場 の 狭 陰 を も た らし は じ め た 時 、 あ も た か る も 昭 
和 2S 年 6 月 、 朝鮮 事変 が 名 発 し 、 特 和 収 入 の 形 に お いて 、 わ が 国 は 、 思 いも か 
け ぬ 好況 に 見 舞 わ れ 、 鉱 工業 生産 も 戦前 水 准 を 突破 する に 玉 つ た 。 特 許 出 願 件 
数 の 戦後 の 急 上 貞 は 、 と り も な お さ ず 、 以 上 の 事態 に ちと づく も の と いわ な け 
れ ば な ら な い 。 

以上 に よ つ て 、 特 許 出 願 件 数 の 増減 一 し た が つて また 、 そ れ に よ つ て 表現 き 
れる 発明 活動 の 消長 一 が 、 工場 工業 生産 高 一 し た が つて また 産業 投入 量 一 の 
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璃 減 変 動 に 依存 し 、 こ れ と 推移 を と も る に し た こと が 明らか に な つた と 思う 。 

と ころ で 、 以 上 に 述べ た こと は 、 技 術 的 革新 が 産業 発展 の 共 礎 で ある こと を 
可 定 する $ の で は な い 。 問題 に し た の は 、 特 許 出願 件 数 一 し た が つて 発明 活動 
の 量 一 が 何 に よ つ て 推移 変動 し た か と いう こと で あつ て 、 か くし て な され た 発 
明 が 経済 に 如何 な る 東 級 を 与え を た か と いう 、 い わ ば 発明 の 質 の 問題 と は 、 ま つ 
た く 別 の 問題 で も る 。 

発明 は 技術 の 飛躍 的 発展 を も た ら す こと と に ょ つて 、 生 産 要素 の 関係 式 を 改変 
せしめ 、 価 格 一 ュ ス 構造 ひい て は 産業 構造 を の も の の 変化 発展 を 可能 な らし 
め る 。 す な わ ち 、 発 明 は 、 も つば ぱら 需要 の 増減 に 応じ て 投入 産出 を 行う 産業 の 
体質 改善 、 構造 的 変化 を 可能 な らし め る も の で ある 。 この 意味 に お いて 、 と の 
70 年 間 に な され た 発明 が 、 わ が 国産 業 基 盤 に 如何 な る 影響 を 及ぼ し た か と いう 
こと は 、 完 明 さ る べき 大 き な 問 題 て も る が 、 そ れ を 行う こと は 本 徐 の 目的 を 逸 

腕 す る と と ろ で あり 、 経 済 が 発明 活動 に 及ぼ す 影 響 の みみ を 述べ た て て 、 そ の 逆 
の 関係 を 述べ な い の は 、 ま つた く 片 手 沙 な が ら 、 問 題 に つい て 附 言 す る に と ど 
め た い 。 


(第 10 表 ) 諸 外 国 に お ける 特許 出願 お よび 特許 件 数 累 年 表 


II 
年 別 
出願 件 数 | 特許 件 数 | 出願 件 数 | 特許 件数 | 出願 件 数 | 特許 件 数 
0 34.697 | 23.331 | 1eon 8,775 1.540 1.540 
19 35,161 | 21797 | 17.176 9,099 1, 795 1.640 
20 35,230 | 20,429 | 18.051 9,226 1.971 1,650 
21 34.713 | 19.585 | 19.103 9,309 1.866 1.680 
22 39.607 | 23.360 | 21008 | 10.081 2, 049 2,150 
89) 39,884 | 25,322 | 21307 | 10.646 2, 152 2,068 
24 39,418 | 22.328 | 22.888 | 10.643 2,163 2,139 
25 39,514 | 22.661 | 24171 | 11164 2, 248 2, 200 
26 37,293 | 22.768 | 25.120 | 1l.eoo 2. 219 2.090 
27 36,987 | 19.875 | 25.386e | ie99 2, 460 2,420 
28 39,145 | 20.883 | 25.065 | 12.191 2.573 2,390 
29 42.077 | 21.867 | s094 | 12.473 3,015 2.850 
30 45, 661 22, 098 30, 958 14, 210 3, 295 3, 000 
31 33,999 | 20.464 | 27,.659 | 14167 3,424 2, 719 
32 38.937 | 23.296 | 25.786 | 14160 3,887 2.883 
oe aoroemm 還 ーー ニー デーーー デ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ツ ーー 7 
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6 ンク 語り 衣 隊 の イー ギー の 隔 24 二 2 
4 ロ 衣 
出願 件 数 | 特許 件 数 | 出願 件 数 | 特許 件 数 | 出願 件 数 | 特許 件 数 
00 39,673 25, 322 23.922 13, 170 | 4.033 3.134 
34 44.088 | 27.292 | 26.777 13.062 | 4.021 3, 081 
35 48.320 | 27,136 | 28.976 13.714 | 3.930 3.343 
36 49, 289 31.046 | 28.832 15.718 | 4,298 4.500 
37 51.168 30,267 | 29.678 15.089 | 4445 3, 615 
3 54,034 29,784 | 27,478 | 14,786 5, 455 4.800 
39 55, 676 31, 346 30,002 | 14.707 6.100 | 5,2900 
40 57,679 35,880 | 29.040 16, 272 6,907 | 5,500 
41 60,142 32,757 | 28.598 | 16,284 6.705 | 4.600 
42 64,408 36, 734 30,603 15, 065 6,.842 | 5,090 
10 ) 63.293 35,168 | 30,.387 | 16,269 7, 373 7,760 
44 67, 587 33,074 | 29,353 | 17.164 8.081 6.950 
大 正 元 年 69,126 36, 389 30, 089 15, 814 8.236 | 9.730 
2 68, 117 35,624 | 30.077 16,599 8,.738 | 10.560 
3 67, 774 41.660 | 24.820 | 15,036 7,575 7.680 
4 67,335 | 43,389 18.191 11, 457 5,380 4.880 
5 38, 349 44,168 | 19,285 | 9,347 5,514 4.290 
6 67.828 | 41.248 19,285 9,347 6.339 4.040 
7 57, 347 37,362 | 21.839 10.809 7,155 4.129 
8 76,773 37,075 | 32,853 | 12,301 10.055 4.550 
92) 82, 155 75997 衣 | 還 記 365672 還 | 請 康 LAWT91 13.107 2.810 
10 87, 732 38,124 | 35.132 | 17.697 | 12.136 | 12.040 
11 84. 176 38,670 | 35,494 | 17,366 10.354 3.978 
12 76,972 38,860 | 32.621 17.073 | 10.072 6,377 
13 77,123 42,829 | 31.370 | 16,839 9.073 | 23.850 
14 80,443 | 46,716 | 33.003 | 17,199 9.702 13.964 
昭和 元 年 81.685 40,025 | 33.080 | 17.333 | 10,240 6.468 
2 87, 545 42.057 | 35,469 | 17.624 | 10.647 | 5.160 
3 87,837 | 42,711 38,556 | 17,695) | 11.578 | 5439 
4 89, 969 45,658 | 39,898 | 18.937 | 11.719 8.350 
G93) 89.848 | 45,610 | 39,359 | 20.765 | 11.482 | 10.800 
6 79,981 52,161 | 36,117 | 21.949 10.223 | 10.907 
7 67,172 | 53.866 | 37.052 | 21150 | 9,278 | 12.240 
8 56,694 | 49,119 | 36,734 | 16,568 9.996 。 9.370 
9 56, 882 44,800 37, 409 16, 896 9.803 , 10.010 
10 58,344 | 41.033 | 36,116 | 17,675 8.903 | 9,890 
11 62,740 | 40,215 | 35,.867 | 17,819 9.089 | 11.870 
12 65, 416 38,079 | 36,266 | 17,.614 | 10.590 | 9.980 
13 66, 851 38,425 | 37,973 | 19,314 | 12.093 | 11.160 
14 64,182 | 43,442 | 33.109 | 17.605 | 11.097 | 11.110 
Ge4⑩) 60,836 | 42.620 | 18.254 | 1.458 | 10.024 | 7.000 
16 52,050 | 41.300 | 16,847 | 11.179 9.370 6.400 
17 44.984 | 38,726 | 18.642 7.963 
18 44.774 | 31247 | 21.944 7.945 
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第 3 編 出願 件 数 お よび 登録 件 数 の 推移 
アァ メ り カ の 馬 S2。 9 ス グリ 3 
年 別 ー 
出願 件 数 特許 件 数 出願 件 数 | 特許 件 数 | 出願 件 数 | 特許 件 数 
昭 和 19 年 54.409 | 28.243 | 26,200 7,850 
20 68.052 | 25.840 | 35.332 7,465 6.386 4.046 
21 81.274 | 21.996 | 38.181 8, 971 11,850 4. 498 
22 75,669 | 20.331 | 35.378 | 11.727 11, 756 11, 700 
23 68.903 | 24.128 | 33.626 | 15.558 | 11.551 15,070 
24 67,811 | 35,.358 | 33,347 | 20,703 | 12,337 10,300 
Ge50) 67.556 43,291 31,686 | 13,509 14, 337 6.900 
26 60,670 了 44.555 | 30.513 | 13.761 14,337 7.400 
27 63.391 | 43.931 | 33.142 | 21.380 15, 797 8.600 
28 。 | 74036 | 40.745 | 36.401 | 17.882 | 17,.096 11. 800 
人 計 4.128.480 2,364,793 016.850 | 988.432 | 509.811 | 430.338 
ス イ ス ド イ ツ ララ ジン 
年 。 列 ーー ーーーーーー 
出願 件 数 | 特許 件 数 | 出願 件 数 | 特許 件 数 | 出願 件 数 | 特許 件 数 
0 | 9,408 4.018 8.250 
19 | 9,991 4.008 9.289 | 9.0m1 
20 | 9,904 3, 882 9,111 | 8,863 
21 453 240 9,869 3.923 8.848 8.666 
22 1.496 1.410 | 11645 4.406 9, 446 9, 283 
Q890) 1.394 | 1132 | 11.882 4.680 9,211 9.009 
24 1,556 1.444 | 12.919 5,550 9.546 9, 292 
25 1.802 1.531 | 13.126 5,900 10,182 9, 902 
26 1,847 1.681 | 14,265 6,430 10,162 9, 860 
27 1.949 1.690 | 14.964 6,280 10, 792 10,431 
28 2.123 1.874 | 15.063 5,720 10,549 10,257 
29 2.266 1.971 | 16,486 5,410 11, 820 11, 430 
30 2.492 2.138 | 18,347 5,440 13,007 12.550 
31 2.701 1.933 | 20,321 5,570 | 12.807 12, 421 
32 2.813 1.775 | 21.080 7,430 | 13.114 12.713 
500) 2.759 1.889 | 21.925 8,784 12. 789 12, 399 
34 2.779 2.002 | 25,165 | 10,508 12, 493 12,103 
35 2,747 2327 | 27,565 | 10,e10 12, 565 12.026 
36 2.920 2.951 | 28.313 9,964 | 13.062 12, 469 
37 3.636 3,258 | 28,360 9,189 13, 293 12,574 
38 3,211 3.098 | 30,085 9,600 | 13,700 12, 953 
39 3,581 2.753 | 33.822 | 13.430 14, 217 13, 097 
40 3,986 2.776 | 36.763 | 13,250 14.829 14, 282 
41 4586 | 3.429 | 40.312 | 11.610 | 14.893 13,807 
42 4.882 | 3.576 | 44411 | 11.995 | 15,236 13, 466 
90 5,205 | 3.314 | 45,209 | 12.100 | 15.966 | 16.064 
44 ,280 3.799 | 44929 | 12.640 | 16,250 15, 593 
大 正 元 年 5,211 4810 | 45,815 | 13.080 | 16,834 15, 737 
2 5,339 5,610 | 49,532 | 13.520 | 16.69e 15, 967 
3 4.066 4338 | 36,772 | 12.350 | 1lle8s 12, 161 
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p ン 4 イ < ド イ yy/ ン 本 プ ンジ で 
年 別 
出願 件 数 | 特許 件 数 | 出願 件 数 | 特許 件 数 | 出願 件 数 | 特許 件 数 
大 正 4 年 2.973 3.593 | 21.041 8.190 7,648 5.056 
5 2. 974 2,626 | 24,469 8.271 9,000 3.250 
6 3.680 2.702 | 24.458 7.399 | 11.188 4.100 
7 4.861 3.443 | 30.049 7,340 | 11.907 4.400 
8 6,519 4.083 | 43.279 7,766 | 17.627 | 10.500 
軸 620) 6.632 4139 | 53.527 | 14.452 | 19.627 | 18,.950 
10 6,320 5.107 | se6.721 | 15,.642 | 19460 | 17,700 
11 4.856 4.513 | gr.762 | 20.715 | 17.719 | 18300 
12 5, 219 5,533 | 45,.209 | 20.526 | 17.491 | 19,200 
13 5.923 5.388 | 56.831 | 18.189 | 18.9e60 | 19,200 
14 6, 544 4.819 64,910 15,877 | 19, 896 18.000 
昭和 元 年 6,847 5.175 | 64384 | 15,oo0 | 20.939 | 18,200 
2 7,774 5.548 | 68,457 | 15,265 | 23.067 | 17.500 
3 8.169 5.898 | 70.895 | 15.598 | 23.014 | 22.000 
4 8.634 6.558 | 72.748 | 20.202 | 23.327 | 24000 
6) 9,138 7.099 | 78.400 | 26,737 | 24280 | 240o0 
6 8,900 7.384 | 72,686 | 25,846 | 23.664 | 24.000 
7 8,195 7.443 | 63.414 | 26,201 | 22.003 | ze50 
8 8. 294 7.082 | 55,992 | 21.755 | 2u175 | 20.000 
9 8,538 7.871 | 52.856 | 17.011 | 20.026 | 19.100 
10 7.637 7.448 | 53.592 | 16.139 | 19.06e | 18.000 
11 7,879 6.822 | 56,163 | 16.750 | 17.698 | 16,700 
12 9.911 6.447 | 57.189 | 14.526 | 17,246 | 16,750 
13 9.032 7.180 | 56,217 | 15.068 | 18.031 14.000 
14 7.663 5.960 | 47,555 | 16.525 | 15.767 | 15,550 
1940) 5, 978 4.866 | 43.479 | 14.647 | 7.826 | 9650 
16 7, 631 5.818 | 49.855 | 14.809 | 1.085 | 8.150 
17 9.248 | 6.283 | 54.386 | 14648 | 14196 | 10.000 
18 10.021 5.339 | 49.060 | 14.883 | 14354 | 12.2s0 
19 10.726 5,508 | 11.983 | 11.650 
20 8.733 4.626 | 14.856 7.360 
21 10.6s0 5,850 | 23.724 | 11.050 
22 12. 232 6.052 24.708 | 13.500 
23 10,027 6,552 22.600 | 13.700 
24 11.334 6.991 | 76.327 | 22,441 | 16.700 
550) 11. 331 6,728 | 53.375 2.383 | 17.300 | 17.810 
26 11. 765 7.314 | 60,201 | 27.767 | 24337 | s5,200 
27 12.131 8,.008 | 59.010 | 37.179 | 24198 | 20.400 
28 13.177 7.505 | 60.202 | 37.113 | 25.861 | 43.000 
人 計 | 401,133 | 295.950 |2.596.897 | 821.696 1.081.750 | 987.162 


( 詳 ) 本 表 の 数 字 は 、 


elle" に も と づく 特許 店 調査 に よる 


拉 


工業 所 有 権 保護 同 早 条約 国際 事務 局 発行 “La Propriete Industri- 
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第 3 編 出願 件 数 お よび 登録 件 数 の 推移 


第 2 語 実用 新案 登録 出願 む お よび 登録 件 数 の 推移 


(第 11 表 ) 実用 新案 登録 出願 お よび 登録 件 数 累 年 表 


年 。 別 | 出願 件 数 | 登録 件 数 | 年 別 出願 人 数 | 登録 人 数 
明治 38 年 (1905) | 2.011 985 | 昭和 6 年 38,296 | 12,080 
> 39 | 7.,952 3,345 | ヶ 7 33, 981 11.988 
ヶ 40 | 8.862 3,440 | > 8 32,843 15, 940 
/ 4 れ 1 本 還 I1578 症 当 37944 | 7 9 34,939 14,250 
/ 42 | 14,057 4358 | > 10 | 40,988 14, 240 
z』43 (1910) | 12.545 | 3.302 | ヶ 11 | 44,632 15, 670 
?/ 44 13.089 | 3.866 | > 12 | 38,583 10.950 
大 正 元 生 14.809 | 3,081 | ヶ 13 35,424 14,530 
ヶ 2 16.890 | 3.986 | > 14 | 30,105 16,535 
ヶ 3 開 較 74147 3,919 | > ヶ 15 (1940) 31, 833 15, 703 
ヶ 4 15, 738 4.220 | > ヶ 16 思 半 88417 17.407 
ヶ 5 | 。 14,195 3.749 | > 17 25, 993 14,696 
ヶ 6 | iSGGO | 敵 の (の 週 | 還 28 け 24, 259 12, 506 
ヶ 7 | 14,045 2.737 | ヶ 19 13, 587 13, 558 
ヶ 8 18.543 3,584 | > 20 4,427 3.076 
ヶ 9 (1920)| 19,717 3.942 | ヶ 21 12, 554 2,968 
ヶ 10 | 27,038 7,256 | ? 22 14, 042 1.578 
im | 22.315 5.098 | > 23 18.195 2.332 
ヶ 12 | 17)867 | 4476 1 ヶ 24 22.426 6,365 
ヶ 13 | 22.563 | 3.939 | >25 Q950)| 24.324 8,021 
ヶ 14 27,699 11.701 | > 26 | 23,863 11, 613 
昭和 元 年 27,467 | 77619 | / 27 34,998 | 10, 411 
ヶ 2 27,675 | 9,386 | ヶ 28 39, 961 10, 200 
> 3 29,579 | 12.281 | > 29 47.665 | 13.108 
ヶ 4 33,111 12,060 | 計 1, 189, 932 410,960 
ヶ 5 Q930)| 38.487 | 12.236 | 


第 1 図 に 見 る よう に 、 実 用 新案 意 録 出願 件 数 は 、 特 許 出願 件 数 に 比べ 、 大 き 
く 変動 の 波 を 描い て いる 。 特許 出願 件 数 の 場合 の 第 1 、 第 2 の 波 型 カー プ を 、 
rtm2 い Foomeoawr、 で mher mem an 
新案 法 施 行 の 年 に は じ ま り 、 大 正 3 年 (1914 年 ) 17, 147 件 で ビー ク 達し 、 大 
正 6 年 底 を つく 第 1 の 波 、 (ii) 大 正 10 年 27,038 件 で 最高 に な り 、 層 々 大 正 13 
年 17.867 件 と 反落 する 波 、 () 昭和 5 年 38, 487 件 を ダー ク と し 、 昭 和 8 年 底 
に 達する 波 、 (iv) 昭和 11 年 、 戦 前 の 最高 件 数 、 44, 632 件 に な り 、 そ の 後 急 
反落 し 、 昭 和 20 年 の わずか 4, 427 件 に な る 波 、 (v) 戦後 の 急 上 邊 カー ブ を 指摘 
2 の と と が で きる 。 

150 


第 2 斎 実用 新案 登録 出願 お よび 登録 件 数 の 推移 


すでに 第 1 前 の に お いて 特許 出願 の 3 つの 波 が 工業 発展 の 各 段 階 に 照 応 す 
る こと を 述べ た と 同様 の 理由 を も つて 、 こ と の 5 つの 波 も また わが 国 工業 発展 の 
各 段 階 に 照 応 す る も る の で ある と いえ る で あろ う 。 す な わ ち 、 第 1 の 波 は 、 日 填 
織 争 後 の 産業 発達 に 依拠 し 、 第 2 の 波 は 、 第 1 次 大 戦中 に お ける 工業 生産 の 飛 
虫 的 発展 に 照 応 し 、 第 3 の 波 は 、 第 1 次 大 戦後 の 不況 の 中 に お ける 、 肥 少 企業 
の 陶 汰 、 資 本 の 集中 、 独 占 化 、 生 産 の 集中 の 過程 を 反 喘 する 。 

第 4 の 波 が 、 日 華 事 変 を 機 と する 軍需 産業 を 中 心 と し た 工業 発展 に 対応 する 
も の で ある こと は 論 を また な い が 、 第 3 図 に お ける 工場 工業 生産 高 の カ ー プ と 
実用 新 委 訟 録 出 願 件 数 の カー ブ と の 間 の シェ ー レ (人 状 ) は 、 と くだ 昭和 12 年 
以降 に お いて 、 特 許 出願 件 数 ター ブ と 工場 工業 生産 高 カ ー ブ と の 間 以 上 に いち 
じ る し い 。 こ の こと は 、 第 1 交 の IT で 述べ た よう に 、(1i) 昭和 12 年 以降 、 電 需 
が 民 知 の 冬 牲 に お いて 促進 され る に 到 つ た と と 、( せ ) と の た め に 、 物資 お よ 
び 資 金 の 両面 に お いて 統制 が は じ ま り 、 か くし て 、 発 明 考 案 に よる 生産 穴 削 
減 、 生 産 の 合理 化 よ り も 、 む し ろ 自 策 生産 その も の の 増大 が 要請 され た こと に 
依拠 する も る の と いえ る が 、 考 和 案 が いわ ば 小 発明 (petty invention) と し て 、 広 
分 に 存在 する 中 小 企業 の 創意 工夫 を 保護 奨励 する も る の で ある 以上 、 生 産 の 拡充 
が 、 も つ ぱ ら 宣 事 産 業 を 中 心 と し て 発展 し た こと が 考案 へ の 意欲 を 減退 せしめ 
た と いわ な けれ ば な ら な い 。 

以上 の 点 を 除い て 、 実 用 新案 交 録 出願 件 数 と 工場 工業 生産 高 一 一 投入 量 一 一 
と の 間 に 一 般 的 に 認め られ る 特殊 な 相関 関係 お よび その 存在 理由 等 に つい て 
は 、 も つば ぱら 第 1 剖 の ル に お いて 述べ た と 同様 で も り 、 ま た 、 出 願 件 数 の 戦 「 
後 の 急 上 邊 カー ブ に つい て も 、 同 節 に お ける と 同様 の 理由 を 推測 し うる で あろ | 
う 。 つ ぎ に 、 件 数 自体 に つい て 考 将 を 加え れ ば 、 つ ぎの と お り で ある 。 

明治 38 年 の 実用 新 筆 法 施行 以来 、 昭 和 29 年 まで の 実用 新 委 交 録 出願 件 数 は 
1.189, 932 件 、 同 交 録 件 数 は 410. 960 件 で も る 。 出願 件 敷 中 、 内 国人 の 出願 に 係 
る も の 1, 165, 157 件 、 外 国人 の 出願 に 係る も の 6, 761 件 、 (た だ し 、 照 和 19, 20 
年 の 内 外人 別 統計 が な い の で 、 これ を 除外 し た 。) し た が つて 、 総 出題 件 数 の 
99.4% は 、 内 国人 出願 で も り 、 外 国人 出題 は 、 わ も わずか に 0.6% に 過ぎ な い 。 
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第 3 編 出願 件 数 お よび 登録 件 数 の 推移 
出願 件 数 の 10 年 毎 の 増加 率 は 、 第 12 表 の よう で あぁ あつ て 、 実 用 新 委 制 度 の 母国 
ド オ ッッ より 、 い ち じ る し く 高い が 、 年 平均 の 出願 件 数 を 求め れ ば 、 日 本 は 、 
23、799 件 で ド ィ マツ の 48, 458 件 の 約 2 分 の 1、 さら に 、 年 平均 疹 録 件 数 は 、 昌 
本 S, 219 件 で ば オッ の 32, 085 件 の わずか 4 分 の 1 に 過ぎ な い 。 


(第 12 表 ) 日 本 お よび ドイ ツ に お ける 実用 新案 登録 出願 増加 率 表 


日 本 トド 前 人 還 計 ジ 
10 年 間 | 出願 件 数 出願 増加 率 | 10 年 英 出願 件 数 | 出願 増加 率 
明治 38 年 大正 3 年 | 118,940 明治 38 年 大 正 3 年 | 468,994 


大 正 4 年 マッ 13 年 | 185.639 | 56.1 多 | 大 正 4 年 こ ヶ 13 年 | 403.818 |-13.9 

ヶ 14 年 - 阿 和 9 年 | 324,077 | 74.6? |? 14 年 昭和 9 年 | 645,466 | 59.8 ヶ 

昭和 10 年 ーッ 19 年 | 368.821 | 13.8> | 陣 和 10 年 ニッ 28 年 | 431,792 | 一 33.1 

ヶ 20 年 ーッ ヶ 29 年 | 242.455 |-34.3 ヶ (平均 ) 4.3 
(平均 ) 27.6 ヶ 


( 震 ) ドイ ツ の 昭和 19 年 か ら 了 昭和 25 年 まで の 出願 件 数 不明 の た め 、 残 り 年 間 か ら 10 年 間 を 
推算 し た 。 
つき に 、 出 願 件 数 に 対す る 交 録 件 数 の 比 を 求め れ ば 、 第 13 表 の よう で ある 。 
これ に し て 、 ド オッ の 実用 新案 交 録 出願 件 数 は 、 功 治 38 年 一 昭和 28 年 間 


(第 13 表 ) か が 国 の 実用 新案 登録 比率 表 2, 035, 228 件 、 同 疹 録 件 
3 出願 件 数 | 登録 件 数 | 閣 祭 比 素 47,549 件 、 こ 
10 年 間 | (A) | CB) 陸 認 数 は 、 1, 347, 549 件 、 
明治 8 年 大 正 3 年 | 118,940 34,226 | 28.8g の 間 の 次 録 比 率 は 、66.2 
大 正 4 年 ーッ 13 年 | 185,639 41,726 | 22.5 ヶ 


14 年 - 阿 和 9 年 | 324.077 | 119,541 | se.9。。 。 % で あつ て 、 わ が 国 の そ 
上 80 か ru て 、hziok 

合 計 1, 189, 932 410.960 | 34.5/ 率 を 占め て いる 。 し か し 
これ は 、 発 明 、 考 案 と いう 大 体 同質 の 対象 に 対し て 、 同 じ く 、 特 許 、 実 用 新案 
の 両 建 制 度 を 探る と は いえ 、 わ が 国 の 実体 審査 主義 に 対し 、 ド ィ ッ が 形式 審 但 
主義 を と つて いる と と に よる の で は な いか と 考え られ る 。 

な お 、 す で に 述べ た よう に 、 実 用 新案 藻 録 出願 件 数 総体 の うち 、 外 国人 の 手 
に な る も の は 、 わ すか 0.5% で ある が 、 そ の 登録 比率 は 高く 、60.9% で あり 、 
と れ に 対し て 、 内 国人 の 次 録 比率 は 33.7% で ある 。 

以上 の 肌 願 、 背 録 を 経て 現存 する 実用 新案 権 は 、 昭 和 29 年 末 、63, 303 件 、 こ 
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の うち 、 内 国人 の 所 有 に 係る も る の 、 60, 188 件 、 外 国人 の 所 有 に 係る る の 3, 115 
件 、 内 国人 権利 の 都 道 府 県 別 内 訳 、 お よび 外国 人 権利 の 国 矯 別 内 訳 は 、 つ ぎの 


員 2 で ある 。 
すなわち 、 京 浜 、 京 阪神 両 工 業 地区 に 現存 する 権利 数 は 総 権利 数 の 約 67% 、 
内 国人 所 有 権 利 数 の 70% を 占め 、 と くに 、 東 京都 現存 権利 数 は 内 国人 所 有 権 利 
数 の 46% を 占め て いる 。 
(第 14 表 ) 内 国人 者 道府県 別 実用 新案 権 (第 15 表 ) 外国 人 国籍 別 実用 新案 権現 存 権 
現存 権利 数 表 利 数 表 
都 道 府 県 別 現存 権利 数 国 籍 別 | 現存 権利 数 
東 京 27.894 唱 領 ' 土 1, 789 
大 孤 7, 463 R 隊 0 703 
神 奈 川 3,322 22 0) 区 409 
兵 庫 2, 241 そ の 他 214 
愛 知 2,239 合 計 3, 115 
部 岡 1,659 
京 1, 442 
そ の 他 13.928 
合 計 60,188 「 
(第 16 表 ) ドイ ツ 実 用 新案 登録 出願 お よび 登録 件 数 昧 年 表 「 
年 別 出願 件 数 登録 件 数 年 別 出願 件 数 登録 件 数 「 
明治 38 年 (1905) 32.153 26,589 | 昭和 6 年 71, 171 49, 000 | 
ヶ 39 34,653 28, 255 2 7 65,817 44.500 
ヶ 40 37, 442 30, 657 ヶ 8 58, 706 40、.000 「 
ヶ 41 45, 524 35, 248 ヶ 9 54,630 37,000 
ヶ 42 42.933 43,510 ヶ 10 56, 352 36.700 「 
ヶ > 43 (1910) 54,580 42, 470 ヶ 11 56,621 35.300 
ヶ 44 54,444 44,660 ヶ 12 52,538 | 30.000 
大 正 元 年 56, 476 44. 050 ヶ 13 50, 329 29.500 
ヶ 2 62,678 47,550 ヶ 14 40, 468 25.000 
ヶ 3 48, 111 37,890 ヶ 15 (1940) 32,.641 | 16.400 | 
ヶ 4 24,773 19,200 | ? 16 35,669 | 16.300 
ヶ 5 25,230 16,190 | 。 17 36,335 14,700 
ヶ 6 23,121 16.680 | / 18 27.803 9.400 「 
ヶ 7 30,882 20.800 > 19 | 
ヶ 8 51,326 34,000 ヶ 20 
ヶ 9 (1920) 52, 467 34,300 | / 21 
ヶ 10 58,840 40,600 ヶ 22 
ヶ 11 46.095 31,600 > 23 
ヶ 12 37,200 | 26,800 | ? ヶ 24 
ヶ 13 53,884 | 31.800 | ? 25 (1950) 
ヶ 14 61.778 | 40.600 ヶ 26 37、.205 14.680 
昭和 元 年 61,356 | 41,100 ヶ 27 43、284 16.000 ] 
ヶ 2 06 41,100 ヶ 28 47.705 | 21.220 
ヶ 4,837 | 
1 2283 全 222008 計 2.035.228 1.347.549 
ヶ 5 (1930) 76,163 | 50,200 = 
の 本 上 
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第 3 章 意匠 登録 出願 む よ び 登録 件 数 の 推移 


意匠 法 第 1 条 は 、 物 品 に 関し 形状 、 模様 、 も し く は 色彩 また は その 結合 に 係 


(第 17 表 ) 意匠 登録 出願 お よび 登録 件 数 果 年 表 


年 別 | 出 大 件 数 
明治 22 年 (1889) | 176 
ヶ 23 ・ | 497 
ヶ ッ 24 | 290 
ヶ 25 | 262 
ヶ / 26 250 
ッ 27 236 
ヶ 28 / 318 
/ 29 | 300 
/ 30 | 320 
ヶ 31 265 
2 32 342 
> 33 (1900) 397 
ッ 34 514 
ヶ 35 730 
ヶ 36 1,181 
ヶ 37 1,378 
ヶ 38 1,562 
ヶ 39 | 。 1532 
ヶ 40 1,438 
ヶ 41 1,623 
ヶ 42 陣 還 KiU718 
/43 G910) 2240 
ヶ 44 3 = 2.254 
大 正 元 年 | 2,420 
ヶ 2 人 | 3.103 
3 3,868 
4 3,662 
5 3.109 
6 2,763 
7 2,673 
8 3.011 
9 920) 2.776 
10 3,785 
1 2,837 
12 2,524 
有 は 3,780 
ー ヶ 14 5,232 
昭和 元 年 7.354 
ヶ 2 9, 131 
区 8.221 
。 拓 
ー PA 


| 登録 数 | 年 


別 | 出願 件 数 | 登録 件 数 
22 了 昭 和 4 年 9, 643 5, 308 
82 。 ヶ 5 (1930) 12,038 | 6,014 
117 ヶ 6 9,987 | 4,819 
28 因 2 7 9,195 4.567 
59 ヶ 8 9, 427 4,057 
64 引 朋 Z 9 9, 611 4,053 
94 。 ヶ 10 12, 364 5, 474 
96 ヶ 11 14,.626 | 5, 662 
90 > 12 還 還 ONI52 軒 | 4, 464 
52 置 凡 肛 記 3 | 7,259 | 4, 301 
139 ヶ 14 5, 221 3,420 
130 | ヶ 15 (1940) 4, 315 2, 567 
14 枯 | / 16 3, 956 2, 399 
252 軒 上 訴 2 517 /Z7ー | 2,179 | 1,759 
362 | ヶ 18 | 1,231 | 876 
562 細 縛 :19 223 
765 雪 2 20 2 
666 。 / 21 339 | 
677 記 22 1.907 | 730 
628 。 > 23 2,553 1,114 
563 。 ヶ 24 4,787 1,915 
609 。 / 25 (1950) 6,507 3, 676 
886 。 / 26 6,329 4,152 
845 27 人 8,431 4,256 
1,207 28 10,123 5, 302 
2.037 ヶ 29 12, 412 6,610 
1.663 計 264,714 | 128,219 
1,479 
um る 新規 の 意匠 の 工業 的 考 染 を な し た 
な 者 は 、 そ の 物品 の 意匠 に つき 意匠 の 
1437 | 交 録 を 受 く る こと を 得る と 規定 し て 
1,416 
795 いる 。 
1, 872 
3,049 し た が つて 、 意 区 の 発達 も また 、 
9 月 由 争 の 下 に お ける 商品 生産 の 発 
4.366 . 


展 に 伴う ぉ の と 考え られ る 。 事実 、 


(第 3 図 ) 実用 新案 登録 出願 件 数 と 、 他 の 経済 指標 の 相関 関係 


ッ (4) 単位 | [ | 
| 1 . 実用 新案 登録 出願 件 数 1 =1.,000 件 10 三 10,000 件 | 
80 2 . 実質 工場 諸 曽 1 =10 倍 円 10 三 100 億 円 
4 3 . 実質 国民 所 得 1 =10 億 円 。 0=100 倍 円 
55 上 (B) 各 数 字 に つい て は 、 本 秒 末 の 第 36 表 (関連 経済 諸 指 模 表 ) な 6 び に 同 表 
60 上 の 脚 赴 ( 填 21) 参照 
55 ト 
50 
45 ト 
40 上 
9D8 
実用 新案 登 銭 出願 件 数 

30 

| | 
25 上 | | 


四 
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第 4 図 に 見 る よう に 、 胃 治 37 年 一 38 年 の 日 赴 戦 争 前 後 か ら 、 意 匠 座 録 出願 件 数 
の カー プ は 、 大 体 、 工 場 工業 生産 高 一 商品 量 一 の カー プ と バラ レル で ある 。 

し た が つて 、 商 品 基 と 意匠 交 録 出願 件 数 と の 客 接 な 関係 は 、 一 応 と れ を 認 
し うる の で ある が 、 出 願 件 数 の 年 々 の 動き に 注目 する な ら ば 、 胃 治 37 年 一 38 年 
前 後に 至る まで の 初期 の 変動 を 、 制 度 が 認 震 され る 過程 で もつ た と し て 除外 す 
る に し て も ゃ も 、 単 に 商品 量 の 増減 を も つて し て は 、 到 底 説 明 し えな い 変 化 を 示し 
て いる 。 そ し て この こと は 、(i ) わが 国 意匠 准 録 出願 件 数 が 年 平均 3, 882 件 に 
過ぎ な いこ と に も 示さ れる よう に 、 意 匠 乃至 は 工業 デザ ィ ン に 対す る 一 般 の 認 
識 が 低い こと 、 ( 計 ) それ 政 、 輸 出 そ の 他 の 事情 に も と づき 、 一 時 的 、 間 各 的 
に 、 一 部 の 日 用 品 、 装 飾品 等 に 出願 が 集中 する 傾向 が あめ る こと 、 に よる も の と 
考え られ る 。 

この よう な わけ で 、 も つば ぱら 、 時 の 経済 諸 要 因 に よ つ て 、 意 区 交 録 出願 件 数 
の 推移 を 明らか に する こと は 、 不 可能 で あり 、 む し ろ 年 々 の 出題 の 具体 的 内 容 
を 検討 し 、 そ れ が 出願 に 至 つた 原因 を 個々 的 に 先 明 する 外 は な い が 、 出 願 の 具 
体 的 内 容 は 、 も つば ら 、 第 5 篇 の 取り 扱う べき 間 題 で も る か ら 、 こ こと で は 、 以 
下 科 単に 出願 件 数 お よび 登録 件 数 その も の の 説明 を する に 止め た い 。 

明治 2 年 (1889 年 ) 意 区 条例 施行 以来 昭和 29 年 末 ま で の 意匠 准 録 出願 件 数 は 
264,714 件 、 同 疹 録 件 数 は 、128, 219 件 で あつ た 。 

この 間 の 推移 は 、 特 許 の 場合 と 同様 、 大 略 3 つの 小型 カー プ と いう こと が で 
きる 。 す な わ ち 、 出 願 件 数 の 第 1 の 波 は 、 了 胃 治 22 年 の 176 件 に は じ ま り 、 大 正 
3 年 (1914 年 ) 3, 868 件 で 頂点 に 達し 、 大 正 1222, 524 件 で 底 に 至 つ て いる 。 第 
2 の 波 は 、 昭 和 11 年 (1936 年 )、 戦 前 、 戦 後 を 通ずる 最高 件 数 14, 626 件 に な り 、 
その 後 急 反落 し た 状態 と な つて いる 。 ( 証 、 昭 和 19, 20 両 年 に 出願 が な まつ た く な い の 
は 、 了 昭和 18 年 10 月 に 工業 所 有 権 法 戦 時 特例 が 公布 され 、12 月 10 日 か ら 施行 きれ た が 、 こ れ 
に より 意匠 の 登録 出願 は で き な く な つた こと に よる 。 な お 、 と この 法律 は 、21 年 11 月 に 廃止 
され た 。) 第 3 の 波 が 戦後 の 上 見 カー プ で も る こと は 申す まで も な か ろ 25。 

次 録 件 数 も 、 第 2 の 波 の 頂点 が 昭和 5 年 の 6,014 件 で も り 、 ま た その 底 が 、 
昭和 21 年 人 録 件 数 な し で ある 点 を 除い て は 、 過 願 件 数 と まつ た く 同 じょう に 推 
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移し て で いる 。 こ の 間 、 年 平均 癌 録 件 数 は 、 2,003 件 で も つて 、 照 和 29 年 に は 、 
年 問 数 と し て は 最高 の 6.610 件 に な つて いる 。 

内 外人 別 出 感 件 数 は 、 内 国人 出願 263, 186 件 、 外 国人 出願 1, 528 件 で も り 、 内 
(第 18 表 ) わが 国 の 意 区 登録 出 願 増加 率 表 国人 出願 が 、 総 出 原 の 99.4% を 占め て 
明治 22 年 ニッ 31 年 | 2,914 
ヶ 832 年 ーッ 41 年 | 10.697 | 267.1 ぢ な お 、 前 10 年 間 に 対す る 、 後 の 10 年 


2 42 年 大 正 7 年 | 27,810 | 160.0z 眼 0 請 
も 48, 651 74.9 / 問 の 出願 件 数 の 増加 率 を 求め れ ば 、 第 


阻 和 4 年 ーッ 13 年 | 104.302 | 114.4? フラ の 
朋 14 年 > 29 年 | 50.207 | gl.9。 15 表 の よう で あつ て 、 他 の 工業 所 有 権 


3) 177?* 出願 件 数 の 増加 率 に 比べ 、 最 も 高い 率 


(第 19 表 ) 族 外 国 に お ける 意匠 登録 出願 増加 率 素 


Pz 細 と り 細 ガ イ ギ リ ス 
10 年 則 出願 件 数 出願 増加 率 出願 件 数 出願 贈 加 率 
| 明治 22 年 ァ 31 年 13,800 215, 202 
ヶ 832 年 > 殺 年 12,750 ー7.6 め 211,615 | 1.7 め 
ヶ 42 年 < 大 正 7 年 20, 484 60.7/ 274, 577 29.8 / 
大 正 8 年 昭和 3 年 43,590 112.8 / 192,586 ー29.9 ヶ 
昭和 4 年 ニッ 13 年 52, 736 21.0 ヶ 209,049 8.5 ヶ 
ヶ 14 年 ッ 28 年 64.709 22.7z 60.900 | 70.9 ヶ 
二 e 馬 ) 41.9。 | 平均) | -12.8? 
罰 。 み デビ 系 - 恋 区 
。 明治 2 年? 31 年 545 | | 196,482 | 
ヶ 32 年 ーッ 4 年 800 46.8 を | 1.907.843 871.0 
ヶ 42 年 大 正 7 年 1.405 75.6 ヶ > 。 | 3,403,555 78.4 ヶ 
大 正 8 年 昭和 3 年 3, 950 181j1Z 請 是 眼 2.070)397 | 39.2 ヶ 
昭和 4 年 ニッ 13 年 10,733 072 語詞 597, 308 ー51.2 ヶ 
2 引 14 年 ニッ 28 年 28.290 163.6 ヶ | 142.915 | 一 76.1Z 
(平均 ) 127.8/ | (平均 ) 156.6 
ド イ / ラ 。 計ら 信光 2 < 
。 明治 22 年 ニッ 31 年 976X062 表 | 隊 議 ま 307, 342 
Z 32 年 ッ 41 年 1,779,066 82.32 | 566, 792 84.4 
ヶ 42 年 大 正 7 年 1.289.652 | 27.5> | 350,821 | 一 38.1 ヶ 
大 正 8 年 昭和 3 年 | 504494 | -60.9> | 355, 271 1.3 ヶ 
昭和 4 年 ニッ 13 年 | 994,433 97.1。 | 377, 473 6.2 ヶ 
ヶ 14 年 こ ッ 28 年 | 235.216 | -76.3 ヶ | 65,196 | 82.7 ヶ 
(平均 ) 2.9/ FE 均 ) ー5.8 ヶ 


( 坪 ) 各 10 年 間 の 出願 件 数 は 特許 に 関す る 同 胡 の 第 7 表 の 証 2 参 区 
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を 示し て いる 。 これ を 国際 比較 すれ ば 、 第 19 表 の と お り で あつ て 、 他 の 出願 件 
の 増加 率 が すべ て アメ リカ 、 オ ギリ ス 、 イ タリ ー、 ニ オー、 ドス イッツ 、 フ ラン 
ス の 同様 増加 率 よ り 高 い の に 比べ て 、 意 区 診 録 出 


(第 20 表 ) 年 平均 意匠 登録 出 6 
願 件 数 国際 比較 表 克 増 加 率 は 、 逆 に 、 オ タリ ー、 ニ オイ ス の それ に 劣 


国 名 | 年 平 均 出願 件 数 つて いる < 


アメ リカ 3, 699 も つと も 、 年 平均 出願 件 数 の 国際 比較 は 、 第 20 
イギリス 18, 375 9 _ 

ィ イタ リー 835 表 の と お り で あつ て 、 わ が 国 の 年 平均 出願 件 数 は 
ス 生 1 請 に 129, 076 

ドイ ッ ツ 96.543 オタ リー、 ア スリ カ に つい で 低 ma ス イニ RN2 
4 人 0 ッ 、 フ ララ ンス 、 オ ギリ ス の 4 ヶ国 に は 、 は る か に 
日 本 4,136 

及ば な い 。 


つぎ に 出願 に 対す る 交 録 の 割合 一 人 録 比率 一 を 求め れ ば 第 21 表 お よび 第 22 表 
の よう で ある 。 第 22 表 に 掲 ( 
ー ニ 玉 日 * ゝ に 繁 査 
2 
10 年 間 中 刷 計 あ 人 FX |/ 選 4 と 
邊 8 (8) 民 <100) 主義 を 採る の は 、 ア メ リカ 、 
明治 22 年 ー ヶ 31 年 | 2,914 | 724 | 24.8 め 5 の S 
2 32 年 ーッ 41 年 | 10:697。| 人 5322 記 20.2 語 計 生 生 馬 誠 泊 | 
ヶ 42 年 大 正 7 年 | 27,810 | 11,325 | 40.7 ヶ て に 比べ る と 、 わ が 国 の 交 | 
大 正 8 年 昭和 3 年 48.651 | 24,128 | 49.6 ヶ 4 の Su 
昭和 4 年々 13 年 104,.302 | 48,719 46.7 ヶ 掴 比 率 は 、 目 立つ て 低く 、 年 
ヶ 14 年 ーッ 29 年 70,290 | 39,001 | 55.5 
ーー RE あろ 匠 (第 23 表 SA 
| 264.714 | iz.2r9 | ag.4。 『 塊 倫 録 人 数 (第 低 表 ) $ 
ォ タ リー に つい で 低い 。 
つぎ に 、 現存 総意 匠 権 数 は 、 昭 和 29 年 末 、23, 275 件 で 、 そ の 中 、23, 042 件 は 


内 国人 の 所 有する と ころ で あつ て 、 外 国人 所 有 の 権利 雪 は 、 わ ちず か に 総体 の 1 


(第 21 表 ) わが 国 の 意匠 登録 比率 表 


(第 22 表 ) 諸 外 国 に お ける 意匠 登録 比率 表 (第 23 表 ) 年 平均 意匠 登録 件 至 
写 録 比率 際 比 較 
国名 | 出 導 件 数 | 登録 人 数 | ae 
昌 名 (⑭) CB) | て x100| ョ RS 
に 二 - 虹 A 国 名 | 年 平均 登録 件 数 
ァ メ リカ | 237,.969 | 149.741 | 62.9% 5 
ィ ギ リス | 1.194.379 | 1.119.066 | 93.7/ 人 稼い 
020 51,742 45,046 | 87.1 ン の 0 727 
ス イス | 8.389.957 | 8.376.423 | 99.8z 2 CE 
ドイ ツ | 5.550.220 | 5.432.106 | 97.9z 6 0 
フラ ンス | 2.036.493 | 1.853,245 | 91.0z 2 2 
( 填 ) 特許 に 関す る 同様 の 第 3 表 の 証 参 昭 日 本 2.003 
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1 1 愉 


% で ある 。 

内 国人 所 有 権 利 の 都 道 府 県 別 内 訳 は 、 第 24 表 の と お り で あつ て 、 
京浜 、 京 阪神 両 工業 地帯 に 存在 する 権利 数 は 、 内 国 総 権利 の 772% 、 な か で も 東 
京都 は 、46% を 占め て いる 。 な お 、 外 国人 所 有 権 利 の 国籍 別 内 訳 は 、 第 25 表 の 
と お り で ある 。 


2KGk)、 


「?Y 


(第 24 表 ) 内 国人 都 道 府 県 別 、 意 匠 権 (第 25 表 ) 外国 人 国籍 別 、 意 匠 権現 存 
現存 権利 数 表 権利 牙 表 

都 道 府 県 別 現存 権利 数 国 籍 別 現存 権利 数 

東 京 10, 499 アメ リカ 100 

大 阪 5, 018 イギリス 38 

芝 知 1,597 旧 領 土 22 

神 奈 川 892 その 他 73 

京 者 2 間 S 計 | 233 

扶 庫 541 2 

そ の 他 5, 371 

合 計 | 23, 042 


(第 26 表 ) 諸 外 国 に お ける 意匠 登録 出願 お よび 登録 件 数 累 年 表 


モ 還 2 | ィ ゥ 〉 詞 
出願 件数 | 登録 件 数 | 出願 件 数 | 登録 件 数 | 出願 人 数 1 登録 件 数 
明治 22 年 | 857 723 24,705 24, 620 15 | 16 
23 (1890)) 1,086 886 22, 553 21, 107 8 7 
24 | 1.026 836 21, 950 20, 942 9 | 7 
25 | 1130 817 19,527 18, 433 28 | 26 
26 | 1060 902 19, 480 18, 032 16 16 
27 還 還 357 828 22, 255 20, 952 44 43 
28 1, 463 1,108 21, 417 20,172 68 62 
29 | 1.828 1, 445 22, 849 21, 545 88 92 
30 順 中 2H50 1.631 | 20,417 | 19,140 137 40 
31 1.843 1,803 20, 449 19, 171 132 114 
32 | 2,400 2,139 19,495 | 18,470 63 62 
33 (900)| 2,225 886 | 16.952 | 16,282 55 11 
34 旧 思 28361 1,734 16, 934 16, 217 36 26 
35 1,170 640 17,825 17, 106 55 55 
36 770 536 21,104 20,426 129 130 
37 210 210 23,531 | 22,604 51 51 
38 | 。 781 486 | 23.938 | 29.s18 98 102 


第 3 章 匠 登録 出願 お よび 登録 件 数 の 推移 


年 絢 し - ア メー り 呈 カ | トイ ギリ 5 條 王 2 衣 必 本 りり 司 に 
出願 件 数 | 登録 件 数 | 出願 件 数 | 登録 件 数 | 出 顕 件 数 | 登録 件 数 
明治 39 年 806 | 619 | 22.001 | 21.212 | 115 105 
40 | 896 589 | 24.928 | 24,039 115 107 
41 | 1.131 757 | 24.907 | 24.389 | 83 91 
42 | 1.234 687 | 26,412 | 25,754 | 100 85 
43 (1910)| 1.155 639 | 32,745 | 32,212 111 97 
44 1,534 1.010 | 42.057 41,581 | 163 137 
大 正 元 年 1.850 1.342 | 43,015 42,077 | 208 196 
2 | 2,060 2,060 40,429 39,275 171 210 
3 2, 454 34, 354 33,362 | 255 170 
4 | 2,734 1, 545 18,130 17, 390 | 128 137 
5 | 2,684 | 1.759 13, 208 12,729 | 50 | 60 
6 2, 545 1.512 | 13.208 12,729 | 103 34 
7 2, 234 1.207 | 10,019 9,597 | 116 100 
8 | 8:627al 略 523 14, 094 13, 049 174 84 
9 (1920)| 4,660 2, 485 13.669 | 13,071 155 155 
10 5,596 3,277 | 13,387 | 12)313 236 236 
11 4,763 1, 627 15, 736 14, 419 243 170 
12 3,650 1.927 | 19.085 17, 807 348 | 124 
13 3,635 2,671 22, 155 20,155 | 615 600 
14 4, 082 2,824 23,801 | 22,308 | 555 800 
昭和 元 年 4.843 | 2,602 23,206 21,874 | 475 | 370 
2 4,473 2,387 | 22,707 21,009 | 635 480 
3 4,761 3,188 | 24,746 23,899 | 514 | 362 
4 | 4520 2.907 | 23.648 | 22.072 | 。 755| 723 
5 (1930)| 4,182 2.712 | 21.463 | 20,169 983 643 
6 | 4190 2.937 | 18,886 17,685 | 919 826 
7 | 4,345 2,.944 | 22,374 19,887 | 1.324 435 
8 3,600 2, 411 25,015 20.767 1.159 。 1.500 
9 | 4.399 2, 921 20,681 17,830 1,187 1.100 
10 5,728 3,866 21, 229 18,269 」 964 980 
11 6.478 4,556 | 20,292 17,573 | 1.083 | 1.089 
12 7,207 5,137 19, 343 16.831 」 1.295 | 1.080 
13 8,087 5, 027 16,118 | 16,544 | 1,425 1.060 
14 7,137 | 5,593 | 11.588 | 10.605 | 1.353 1.200 
15 940)| 8,530 6,145 4,473 4.632 | 1433 2.043 
16 7,203 6.486 | 3,118 2,576 | 2,686 1.886 
17 4,218 3.728 | 2,301 2,254 | | 
18 | 2.986 2,229 2,824 2.049 | 
19 5,063 | 2,.916 | 3,525 2.436 
20 8,066 | 3,524 | 4.755 3,103 | 1.688 731 
21 | 10,698 2,779 | 6,524 4.285 | 2.326 | 2.180 
22 7.644 2,.102 | 5,463 5.196 。 2.192 | 2.000 
23 | 7,049 3, 968 5,725 | 5.060 | 2.364 | 2.000 
24 6.979 4, 451 6.631 4.800 | 3.441 3,200 
25』(1950)| 6。789 還 良 金 718 中軸 。327 還 当 5362 4.100 | 3.400 
26 | 暫 記 279 4,164 9,155 | 8.412 | 3,685 | 3.550 
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ン 語 し 1 


イィ ギ 


2 


| 40,347 


カ り ) 庄 = 

出願 件 数 | 登録 件 数 | 出願 件 数 | 登録 件 数 | 出願 件 数 | 登録 件 数 

昭和 27 年 4.993 2, 959 9.671 8, 447 3.965 3,650 
28 5,459 2,714 8,270 7,435 4, 715 4,000 
240,423 | 149.741 |I1.194,379 |1,119,066 51, 742 45, 046 

ス ス | ド ツメ Z/ 2 スズ ス 
出願 件 数 | 登録 件 数 | 出願 件 数 | 登録 件 数 | 出願 件 数 | 登録 件 数 
明治 22 年 1,374 1, 374 76, 322 76,322 33.611 | 33,611 
23 1,021 1,021 75, 496 75, 496 32,134 32, 134 
24 2, 170 2, 167 82, 405 82,405 38, 663 38, 663 
25 2, 692 2, 688 91, 891 91, 891 48, 614 48, 614 
26 8,676 8,670 87,774 87, 774 53,175 53, 175 
27 25, 786 25, 765 95, 073 95, 073 50, 682 50, 682 
28 56,021 55,943 | 109,236 109,236 50, 463 50.463 
29 45, 591 45,576 | 114,570 | 114,570 55, 111 55, 111 
30 27,917 27,900 | 112,142 | 131,142 73, 954 73,954 
31 25,234 25,219 131,154 131,154 70, 187 70, 187 
32 35, 533 35,505 | 123,503 123, 503 58, 432 58, 432 
33 66,428 66,380 | 131,666 131, 666 52, 011 52,011 
34 107,472 。 107,279 | 135,994 135, 994 51.629 51, 629 
35 149,924 。 149,861 | 160,764 160,764 58.882 58,882 
36 226,933 | 226,485 | 171,461 171, 461 63,307 63,307 
37 254,256 。 254,196 | 192,352 192, 352 64,187 64, 187 
38 | 243.107 。 242,241 | 211,398 | 211,398 51, 200 51, 200 
39 | 245,840 。 245,806 | 213,304 | 213,304 52, 423 52, 423 
40 | 272,773 | 272,732 | 220,874 | 220,874 56, 238 56, 238 
41 305,577 。 305,560 | 217,750 | 217,750 58, 483 58, 483 
42 322,046 | 321,994 | 221,991 | 221,991 65, 168 65, 168 
43 309,752 | 307,984 | 206,730 | 206,730 52,606 52, 606 
44 341,597 | 341,597 | 193,861 193,861 53,854 53, 854 
大 正 元 年 342,586 | 342,522 174.966 | 174,966 55,884 55, 884 
2 483,648 | 483.545 。 183.426 | 183,426 53.713 53, 713 
3 423,145 | 423,053 | 131.755 | 131,755 31, 521 31, 521 
4 353,339 | 350,686 10,013 10,013 
5 398,296 | 397,171 29, 981 29, 981 11,896 11, 896 
6 250,756 , 250,650 10, 327 10,.327 9,631 9, 631 
7 178,390 | 178,320 7, 650 7,650 6,535 6,535 
8 181,603 | 181,579 16, 195 16,195 13, 493 13, 493 
9 (1920) 252,868 |, 252,814 24, 975 24,975 19,659 2, 208 
10 144,869 | 144,843 38, 310 38, 310 23, 309 4,158 
11 189,471 | 183,933 30, 676 30,676 31, 378 31, 378 
12 221,490 221,290 33, 183 33,183 
13 195,656 | 194,756 35, 277 35, 277 41, 876 2, 541 
14 236,442 | 234,778 57, 035 57,035 


40,347 


和 唱 る 信 a で ee 首 計り ツン 人 2 ン 
出願 件 数 | 登録 件 数 | 出願 件 数 | 登録 件 数 | 出願 件 数 | 登録 件 数 
昭和 元 年 202, 228 ! 202,142 78, 021 78, 021 38, 721 1,297 
2 128,152 | 217,750 77, 591 77,591 45,566 | 45,566 
3 227, 618 227, 479 95, 965 95, 965 47,739 3, 349 
4 158, 043 157, 985 124, 020 124, 020 43, 715 43,715 
5 (1930)| 123, 125 122, 813 126, 702 126, 702 48, 162 48, 162 
6 78, 491 78, 440 111, 369 111, 369 45, 083 45, 083 
7 49,685 49, 601 105, 639 105, 639 45, 995 45, 995 
8 39, 031 38, 138 117, 245 117, 425 51, 590 51, 590 
9 26, 998 26, 909 100, 218 100, 218 42, 950 42, 950 
10 34, 230 34, 089 86, 769 86, 769 41, 459 41, 459 
Hill 35, 536 95.975 87, 628 87, 628 38, 680 36, 680 
12 32, 400 32, 342 71, 786 71, 786 14, 352 14,352 
13 19, 769 19, 678 63, 057 63, 057 5, 487 5, 487 
14 15, 913 15, 840 43, 474 43,474 6, 065 2, 180 
15 (1940) 11, 965 11, 933 12, 028 12, 028 1,854 948 
16 | 11,063 11, 033 7, 336 7, 336 1, 980 1, 980 
7 | 10,541 10, 445 4, 164 4, 164 2, 210 2, 210 
18 9,500 9,449 1,940 1,940 の 3 の 1,226 
19 15, 714 15, 682 2, 393 2, 393 
20 10, 288 10, 230 3, 868 3, 868 
21 12, 348 12, 253 5, 575 1, 629 
22 10,707 10, 659 6, 463 2, 206 
23 14,218 14, 158 7, 635 3, 249 
24 17, 958 17, 731 49,201 10, 233 4. 022 
25 13, 204 19, 757 36, 495 19, 000 12, 642 12.642 
26 18, 962 18, 898 37, 205 14, 680 10, 847 10, 847 
27 22, 372 22, 190 43, 284 16, 000 13, 079 13, 079 
28 19, 608 19, 541 89 10, 218 10,218 
合 計 |I8,389,957 |8,376,423 |5,599,510 |5,432,106 |2,036,493 |1,.853, 245 


( 往 ) 特許 に 関す る 同様 の 第 10 表 未 尾 の 証 参 昭 
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第 4 剖 商 栓 登録 出願 む よ び 登録 件 数 の 推移 


明治 7 年 1884 年 ) 商標 条例 施行 以来 、 昭 和 29 年 末 ま で の 71 年 間 の 商標 次 録 
出願 件 数 は 、990,294 件 、 同 録 件 数 は 、517, 582 件 を 数 を て いる が 、 第 1 図 に 
見 る よう に 、 こ と こと で も 出願 件 数 の 推移 は 、3 つの 小型 カー ブ プ と いう と と が で き 

(第 27 表 ) 商標 登録 出願 お よび 登録 件 数 果 年 表 


年 別 | 出願 人 数 | 登録 件 数 | 年 別 | 出願 件 数 | 登録 件 数 
明治 17 年 (1884) | 883 ー | 大正 9 年 920) | 24.865 | 13.143 
18 1,296 949 10 36,809 | 15,746 
19 607 508 | 11 21,822 9,182 
20 716 361 12 14,994 5, 800 
21 | 568 436 | 13 20,447 | 5, 164 
22 1, 029 664 | 14 21,880 12, 669 
23 (1890) 819 583 | 昭和 元 年 23,007 12, 592 
24 798 554 | 2 20, 944 9,239 
25 1,046 588 | 3 21, 291 9,792 
26 1,143 | 648 | 4 23,022 | 10, 131 
27 1,350 877 | 5 (1930) 22,435 | 11,007 
28 1,373 923 6 22,420 | 11,881 
29 1, 578 858 7 21, 529 10, 576 
30 3, 228 2)335 | 8 24, 042 12. 630 
31 | 2, 232 1.597 | 9 26, 236 13,328 
32 2, 837 1, 942 10 29, 661 14, 020 
33 (1900) 2,766 1,767 11 30,113 15, 140 
34 2,608 1,620 | 12 27, 459 14, 972 
35 3, 529 2,016 | 計 13 28, 243 16, 810 
36 3,743 2, 234 14 26,461 | 19, 298 
37 3,105 1, 923 15 (1940) 23,490 | 16, 687 
38 3.810 2, 492 16 18,161 | 14,124 
39 5,765 3.380 | 17 9, 445 8, 819 
40 5, 954 3,323 | 18 6,046 | 5, 687 
41 5, 790 3,413 | 19 3, 819 3, 419 
42 7, 509 4,583 | 20 2, 401 643 
43 (1910) 8286 | 5,.086 | zu 13, 835 5, 067 
44 9,820 6,190 | 22 15, 677 4,212 
大 正 元 年 | 11,909 6, 537 23 20, 501 4, 551 
2 | 11,679 6,251 | 24 25,044 | 8, 066 
3 | 11,323 7,236 | 25 (1950) 29, 841 | 16, 465 
4 13, 214 6,912 | 26 26, 715 14, 328 
5 14, 074 6,779 | 27 32, 558 15, 156 
6 | 16,482 6,904 | 28 34, 573 20,754 
7 19,561 | 8, 991 29 31, 986 23,460 
8 26,092 | 11.564 | 計 990, 294 517, 582 


第 4 誤 商標 登録 出願 お よび 登録 件 数 の 推移 


i) 明治 17 年 に は じ ま つ て 、 大正 10 年 (1921 年 ) 36,809 件 と いう 、 骸 前 戦 

後 を 通ずる 年 間 最 高 件 数 に な り 、 翌 々 12 年 、 14, 994 件 に 下落 する 第 1 の 水 、 
(Gi) 大 正 13 年 以来 毎年 20, 000 台 を つづ け 、 昭 和 11 年 、 30, 113 件 で 最高 に 達し 、 
その 後 昭和 17 年 以来 、10, 000 台 を 割り 、 昭 和 20 年 2. 401 件 に 落ち る 第 2 の 波 、 
(Gi) 戦後 の 上 見 カー ブ プ が それ で ある 

次 録 件 数 また 、 第 1 の 波 の 底 が 大 正 13 年 の 5, 164 件 で あり 、 第 2 の 波 の 頂点 
が 昭和 14 年 の 19,298 件 で ある 点 を 除い て は 、 過 願 件 数 と 同様 に 変遷 し て い 
る 。 

この 間 の 年 間 最 高 交 録 件 数 は 、 昭 和 29 年 の 23, 460 件 、 最 低 は 、 明 治 20 年 の 
361 件 で あつ て 、 年 平均 座 録 件 数 は 、7, 290 件 で ある 。 

出願 総 件 数 の 中 、 内 国人 の 出願 に 係る る の 、 934, 737 件 、 外 国人 の 出願 に 係 
る も の 、 49,387 件 、 し た が つて 内 国人 出願 は 、 総 出願 の 95% を 占め て いる 。 
(た だ し 、 噌 和 19,20 両 年 は 、 内 外 別 件 数 の 統計 が な い の で これ を 除外 し た 。) 

出願 に 対す る 癖 録 の 比率 は 、 第 28 表 の と お り で あつ て 、 こ れ を さら に 内 外人 
別に 見 れ ば 、 内 国人 出願 の 疹 録 比 率 は 、51.2%、 外 国人 の それ は 、70.9%% で あ 
る 。 


(第 28 表 ) わが 国 の 商標 登録 比率 表 つぎ に 、 諸 外国 の 疹 録 比率 
員 人 登録 比率 
10 請 年 則 凍 le 0 oO] は 第 29 表 の と お り で あつ て 、 


明治 17 年 > 26 年 | 8,905 5, 291 59.4 無 突 査 主 半 の フランス 、 お よ 

ヶ 27 年 ニッ 36 年 | 25,244 | 16,169 | 64.1 ヶ 8 

ヶ 37 年 大 正 2 年 | 73,627 43, 178 58.6 ヶ びそ れ に 近い イタ リー、 ニ ス オ 

大 正 3 年 ニッ 12 年 | 199,236 | 92.257 | 46.83> っ Fe 

ヶ 13 年 昭和 8 年 | 221,017 | 105.681 | 47.8。 を 別に し て 、 ア メリ ヵ は や 

昭和 9 年 ニッ 18 年 | 225,315 | 138.885 | 61.4 ヶ は 2 細 

ッ 19 年 ヶ 29 年 | 236.950 | 116.121 | 49.0。 上 更 \ ヽ 、 イ ギリ ネス 、 ド オッ は 
合 計 | 990.294 | 517.582 | 52.3> わが国 に 近い 。 


現在 商標 権 数 は 、 昭 和 29 年 末 現 在 、 257, 415 件 、 こ の 中 、 内 国人 の 所 有 に 係 
る 権利 数 は 、240, 834 件 で 、 総 権利 数 の 942% を 占め る 。 そ の 内 訳 は 、 第 30 表 の 
と お り で も る が 、 こ こ で も 京浜 、 京 阪神 机 工業 地区 が も つ 控 利 粗 の 比重 は 、 圧 
倒 的 に 高く 、 内 国 総 権利 数 の 77% を 占め 、 な か で も 東京 都 に は 、 内 国 総 権利 数 
の 38% が 存在 する 。 
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(第 29 表 ) 諸 外 国 に お ける 商標 登録 比率 素 (第 30 表 ) 内 国人 都 道 府 県 別 商 


で > s FE と = 昌 

と | 出 了 作 | 登録 件 数 | 登録 比率 標 権現 存 権利 致 表 
症 1 (や ) ⑧) | は *100| 都 道 府 県 別 | 現存 権利 数 
ァ ァ メリ ヵ | 778.329 | 5sss.s07 | 74.9 を 束 京 91.772 
ギリ ス | 672.939 | 352,584 | 52.4 2 匠 67,579 
ォ タ リー | 112.355 | 105.353 | 93.8 ヶ 兵 庫 15, 121 
2 偽 151. 993 142, 498 93.8 / 愛 知 3. 809 
ドイ ッ |1037.074 | 612,240 | 5s9.0/ 0 本 2 
フラ ンス | 954.333 | 948,310 | 99.4/ 人 
ーー = その 他 40.659 

( 計 ) 各 件 数 は 、 第 35 表 の 数 字 を 困 計 し た 

合 計 240,834 


(第 31 表 ) 外国 人 国籍 別 商 標 権現 存 よ 
権利 数 天 (第 32 表 ) わが 国 の 商標 登録 出願 増加 率 表 


国 疾 別 | 現存 権利 数 10 年 問 出願 件 数 | 出願 増加 率 


アテ メリカ 4,564 明治 17 年 ニッ 26 年 8, 905 

旧領 土 3, 842 ヶ 27 年 > 36 年 25, 244 183.5 狐 
イギリス 2,545 ヶ 37 年 大 正 2 年 73, 627 191.7 
層 須 7 2,504 大 正 3 年 ニッ 12 年 199, 236 170.6 
秒 1,041 ヶ 13 年 - 昭 和 8 年 | 221,017 10.9 ヶ 
ララ ジラ 4 651 昭和 9 年 ニッ 18 年 | 225,315 1.9 ヶ 
その 他 1,434 ヶ 19 年 > 29 年 215, 409 ー4.4 ヶ 
会 癌 16, 581 (CF 電 ) 2 の 


外国 人 所 有 商 標 権 の 国籍 別 内 訳 は 、 第 31 表 の と お り で ある 。 

つき に 、 前 の 10 年 間 に 対す る つぎ の 10 年 間 の 出願 件 数 の 増加 率 を 見 れ ば 第 32 
表 の ょ うに 、 平均 92% で あつ て 、 つ づく 第 33 表 の 諸 外 国 に お ける 同様 比率 と 比 
較 す れ ば 、 そ の 高き が 目立つ て いる 。 す な わ ち 、 イ タリ ー の 87%、 ア メリ カ の 
74% は 、 や や わが 国 に 近く 、 他 方 イギリス 、 ド オッ 、 フ ラン ス は は る か に 低い 。 


(第 33 表 ) 諸 外 国 に お ける 商標 登録 出願 増加 率 表 


10 年 間 の 語 2 | 区 
出願 件 数 | PT Ye 出願 増加 率 

明治 17 年 明治 26 年 20,722 99, 772 

ヶ 27 年 ー ヶ 936 年 21, 586 お 

ヶ 37 年 大 正 2 年 79,601 

大 正 3 年 ニッ 12 年 123, 463 

ヶ 13 年 妥 和 8 年 174,163 

昭和 9 年 ニッ 28 年 - 179, 397 
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憎 岡 岡野 6 3 衝 時 最 本 6 祖 「 ュ 深 馬 縛 半 本 沈 記 (大 9 宣 ) 


立 商 塚 登録 出願 お よび 登録 件 数 の 推移 


10 年 間 2 ジリ 一 ス イ ス 
出願 件 数 | 出願 増加 率 | 出願 件 数 | 出願 増加 率 
明治 17 年 明治 26 年 1, 763 5, 441 
ヶ 27 年? 36 年 3, 442 95.2 め 10, 344 90.1 グ 
ヶ 37 年 一 大 正 2 年 8, 234 139.2 ヶ 18, 764 81.4 ヶ 
大 正 3 年 ニッ 12 年 12, 949 57.3 ヶ 21, 907 16.8 ヶ 
ヶ 13 年 一 昭和 8 年 21, 545 66.4 ヶ 27, 756 26.7 ヶ 
昭和 9 年 ニ ? 28 年 37, 999 76.4 ヶ 36, 247 30.6 ヶ 
(平均 ) 86.9 ヶ (平均 ) 49.1 ヶ 
10 年 則 ド ツ ジン ンー ジ ? 
出願 件 数 出願 増加 率 出願 件 数 | 出願 増加 率 
明治 17 年 一 明治 26 年 61, 930 
ヶ 27 年々 936 年 106, 576 95, 682 54.5 ダ 
ヶ 37 年 一 大 正 2 年 225, 944 112.0 ダ 160, 067 67.3 ヶ 
大 正 3 年 2 12 年 207, 231 ー8.3 ヶ 147, 304 ー8.0 ヶ 
ヶ 13 年 一 大 和 8 年 264, 846 27.8 ヶ 152, 530 3.5 ヶ 
昭和 9 年々 28 年 176, 097 ー33.5 ヶ 168, 410 10.4 ヶ 
(平均 ) 19.6 ヶ 平均 ) 25.5 ヶ 


( 誠 ) 10 年 間 の 件 数 に つい て は 、 特 許 に 関す る 同様 の 第 7 表 証 参照 


さら に また 、 第 34 表 に 示す 年 平均 出願 件 数 を 見 て も 、 特 許 、 意 匠 の 場合 と 異 


な り 、7 カ ヵ国 中 第 2 位 を 占め 、 ド イツ に つい で 高い 。 
商 凶 次 録 出 願 件 数 が この よう な 推移 を た ど つ た 理由 は 、 大 体 つ ぎ の と お り で 


ある 。 す な わ ち 、 商 奈 が 、 自 由 競 争 を 前 提 と し 、 自 他 商品 の 弁別 を 目的 と する 


以上 、 商標 権 へ の 要求 は 、 


(a) 商品 量 、 


(b) 商品 が その 生産 者 か ら 最 終 消 


電 者 に 至る 間 に お いて 、 商 品 取引 者 の 手 か ら 手 へ と 移転 し て 行く 回 数 いわ 
ば 商品 の 流通 速度 、 (c ) 商品 の 流通 分 囲 、 (d ) 商品 の 種類 の 数 、 (e) 商 


品 取引 者 お よび 消 坦 者 の 数 等 に 依存 する も の と 考え られ る 。 


(第 34 表 ) 年 平均 商標 出願 お よび 登録 件 と と で 、(a) (5) を 相 層 し た も の 
数 国際 比 溢 表 枯 1 ン 、 ユミ 
BS eg [Ca) x(b)] は 、 商 品 取引 量 で も る が 、 

願 件 数 録 件 数 これ は また 、(C) 以下 の 諸 要 楽に よ つ て 
アメ リカ 11, 119 8,333 

イギリス 9,613 5, 037 も 変動 する 。 こ の 商品 取引 時 が お そら く 
イ を 30 1.702 1,598 、 ti ニ 
2 2269 | 27 量 林 傘 録 出 件 数 と 最も 高い 相関 度 を 示 
ドイ ッ 19, 431 11,338  . gk 

フラ ンス 13.633 13.547 す と 思わ れる 。 

| 8 2 し か し な が ら 、 こ の よう た 商品 取引 虹 
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の 変動 を 示す 統計 は 見 当ら ず 、 し か も 長 期 的 に 見 れ ば 、 商 品 取引 量 の 変化 も 、 
終局 的 に は 商品 絶対 量 の 変動 に 依拠 する も の と 考え られ る の で 、 工 場 工業 生産 
宮 の 変動 を し て 、 一 応 商品 芝 の 変化 に 代 ら し め 、 こ れ と 商標 登録 出 原 件 数 と の 
相関 関係 を 見 れ ば 、 第 5 図 に 見 る と お り で あつ て 、 特 許 出願 件 数 また は 実用 新 
朱 交 録 出 琴 件 数 と 工場 工業 生産 高 と の 相関 関係 程 い ち じ る し く は な い が 、 貸 差 
を 無視 し 、 傾 向 と し て 見 る 限り 、 か な り の 相関 度 を 示し て お り 、 一 応 上 に 述べ 
た 推論 を 根拠 づけ る と 考え られ る 。 

$ る つと る ゃ る 、 工 場 工 業 生 産 高 の カー ブ が 、 第 2 次 大 戦 末 期 に 至る まで 、 大 体 一 
定 の 上 昇 率 で 増大 の カー ブ プ を た ど つ て お り 、 い わ は ば 右上 り の 直線 的 な 動き を 示 
し て いる の に 対し て 、 商 標 巻 録 出願 件 数 の カー ブ の 方 は 、 胃 治 19 年 (1886 年 ) 
か ら 大 正 10 年 (1921 年 ) に 至る まで は 、 工 場 工業 生産 高 の そ れ よ り は 高い 上 穫 
率 で 、 直 線 的 急上昇 を 示し な が ら 、 そ の 後 は 、 昭 和 16 年 (1941 年 ) 以降 の 急 反 
落 ま で 、25, 000 台 前 後 で 停滞 を つづ け 、 し た が つて 、 全 体 と し て は 、 提 物 線 の 
前 半 に あら われ る 形 に な つて いる 。 

た が つて 、 出 太 件 数 の カー ブ の 起伏 変動 も 、 特 許 出願 件 数 、 和 実用 新案 区 録 
出願 件 数 の 場合 に お ける よう に は 、 工 場 工業 生産 高 の カ ー ブ の 起伏 に 照 応 し て 
いな い が 、 と れ は 、 と り も な お さ ず 、 商 標 権 へ の 要求 が 基本 的 に は 工場 工業 生 
産 高 一 一 商品 量 一 一 に 依存 する と は いえ 、 商 品 の 流通 速度 、 商 品 の 種類 の 数 、 
商品 取引 者 の 数 釜 、 い わ ば 商品 取引 高 と な つて あら われ る べき 他 の 語 要 素 の 影 
響 を 強く 受け て いる と と を 表現 する に 外 な ら な い 。 

この よ ょ うな 見 方 で 、 と くに 工場 工業 生産 高 の カ ー ブ プ と マッ チ し な い 点 に 注目 
し て 、 出 願 件 数 の 推移 を さら に や や 詳細 に 見 て みよう 。 


初期 の 変動 は 別 と し て 、 胃 治 29 年 (1896 年 ) か ら 同 37 年 に 至る 変遷 は 、 日 消 
戦争 後 の 好 況 、 企 業 錠 員 に 対応 する も の で ある 。 

その 間 に お ける カー ブ の 赴 伏 は 、 胃 治 28 年 、29 年 の 企業 熱 の 部 興 、 同 30 年 、 
31 年 の 反動 、 同 32 年 の 再度 の 景気 、 同 33 年 、34 年 の 第 2 次 反動 に よる 企業 の 整 
理 と いう 波 湯 に 見 合う も の と 考え られ る 。 

つぎ の 胃 治 38 年 (1905 年 ) か ら 大 正 3 年 に 至る 期間 の 出 釧 件 数 の 大 体 一 貫 し 
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た 急上昇 カー ブ が 、 日 赴 戦 争 後 の わ が 国産 業 の 発達 と ラ レル シル で ある こと は 、 
いう まで も な いこ と で あろ う 。 

と くに この間 は 、 出 願 件 数 と 工場 工業 生産 高 の 両 カー プ が 、 年 次 を 人 等しく し 
て 起伏 し て いる 点 は 、 注 目 に 値 い する 。 

第 1 並 で 述べ た よう に 、 日 中 戦 争 後 の 経済 変動 は 、 (i ) 明治 39 年 一 40 年 前 
半 の 投機 的 企業 融 、 (i) 明治 40 年 後半 一 41 年 の 反動 、 ( 遇 ) 明治 43 年 一 天正 
元 年 の 再度 の 産業 発達 、 Gv) 第 1 次 大 戦 の 和 勤 軸 が まず わが 国 経 済 に も た らし 
た 大 正 2 年 一 3 年 の 混迷 と いう 推移 を た どる が 、 出 願 件 数 、 工 場 工業 生産 高 両 
者 の カー ブ の 起伏 は 、 ま さ に と この 推移 を あら わし て いる 。 

戦前 戦後 を 通ずる 最高 件 数 44, 632 件 を 示 し た 大 正 10 年 を 頂点 と する 大 正 4 年 
か ら 大 正 12 年 に 至る カー ブ は 、 大 正 10 年 まで の 目覚し い 上 昇 と 、 大 正 11 年 以降 
の 急 反落 と に よ つ て 、 一 種 特異 な 推移 に な つて いる 。 し か も この間 、 工 場 工業 
生産 高 は 、 大 正 8 年 すでに ビー ク に だ 達し 、 翌 9 年 減少 、10 年 か ら 徐 々 に 回 復 と 
の ニニ ジム ろだ 52 つつ EGOIO 

これ は 一 体 如何 な る 理由 に よる の で あろ うか 。 

第 1 次 大 戦中 お よび 戦後 の 爆発 的 好況 に 対す る 「 大 反動 」 と し て 、 大 正 9 年 
3 月 に は じ ま つ た 不況 の さき 中 で ある 大 正 10 年 に 、 他 に 比類 の な い 年 間 最 高 出願 
件 数 を 見 た こと を も つて 、「 不 況 に な る と 商標 の 出願 が ふえ る 」 と いう 説 を な 
す 人 も ある 。 

だ が この 説明 で は 、 た と え 、 大 正 10 年 に お ける 出願 件 数 の 異常 な 高き を 説明 
し えて も 、 そ れ ま で の 出願 件 数 が 大 体 好 況 に な れ ば 増え 、 不 況 に な れ ば 減少 し 
て いる こと と が 理解 で き な い こと に な る 。 

大 正 4 年 か ら 大 正 10 年 に 至る 出願 件 数 の 急 上 上 邊 は 、 む し ろ 、 こ の 間 に お ける 
産業 企業 の 発達 が いち じ る し か つた と と と し て も 、 そ れ が 英 大 な 電 要 な ら び に 
欧米 か ら の 輸入 の 激減 、 乃 至 杜 絶 に 幸い され て 、 大 戦前 は 微々 た る 存在 で し か 
な か つた 機械 益 具 工業 、 化 学 工業 を 、 新 た に 重要 工業 部 門 に 加え し め る 等 、 わ 
が 国 の 工業 分 野 を いち じ る し く 拡 大 せしめ る 方 向 に お いて な され た こと に も と 
づく も の で ある と いう べき で ある 。 
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何 夏 な ら 、 第 1 次 大 戦 に よる まれ に 見 る 好況 、 し か も 単なる 商品 生産 量 の 著 
増 の みな ら す ず 、 企 業 の 溢 立 と 新 工 業 分 野 の 成立 を も た らし た 好況 が 、 商 標 出願 
件 数 を 増大 せしめ 、 そ の 勢い が 、「 戦 後 の 大 景気 」 の 夢 が 破れ た 大 正 9 年 の 翌 
年 に まで 及 ん だ と 考え られ る か ら で あ る 。 

大 正 12 年 は 、 軸 願 件 数 の 減少 が と くに いち じ る し い が 、 こ と これ は 、 第 1 次 大 戦 
後 の 経済 反動 に 加え 、 最 大 の 商標 出願 地域 で も る 東京 を 中 心 に 、 関 東大 岩 災 が 
起 つ た と と に よる と いう べき で ある 。 な お 、 大 正 12 年 の 出願 件 数 は 、14, 904 件 
と な つて いる が 、 こ れ は 、 岩 災 被 災 の た め 、 同 年 7 月 、 8 月 両 月 分 を 欠い て お 
り 、 実 際 に は これ 程 減少 し な か つた で あろ うと 考え られ る 。 

その 後 出願 件 数 は 、 大 正 13 年 か ら 昭和 7 年 に 至る まで 22, 000 台 で 停滞 し て お 
り 、 工 場 工業 生産 高 の 着実 な 増加 と は 符合 し て いな い 。 

と れ は 、 (i) 大 正 9 年 の 恐 代 、 (ii) 大 正 12 年 の 城 炎 に ひき つづ き 、 Gi?) 
昭和 2 年 の 金融 恐慌 、 さ ら に は (GiV) 昭和 4 年 アメ リカ に 発生 し た いわ ゆる 世 
界 恐慌 の 渋 及 と 、 金 輸出 解禁 か る た らし た 昭和 5 年, 6 年 の 深刻 な 恐 代 と 、 あ 
いつ く ぐ 不 況 の 中 に あつ て 、 第 1 丈 大 戦 景気 に よ つ て 溢 立 し た 弱 少 企業 が 泡 汰 き 
れる と と も に 、 本 の 集中 独占 化 、 し た が つて また 生産 の 集中 独占 が 行わ れ 、 
し か る 種々 の 救済 方 法 が 恐 供 の 破滅 的 深化 を 材 塗 し た こと に 由来 する と 考え ら 
れる 。 

し か も 、 さ き に 見 た よう に 、 わ が 国 年 平均 出願 件 数 が 国際 的 に も いち じ る し 
く 高 いと いう と と は 、 わ が 国法 制 が 使用 主義 を 採ら ず 、 先 願 主 義 を 採 つ て いる 
と いう こと に る 依存 し よう が 、 何 より も わが 国 に お ける 広 条 な 中 小 企業 の 存在 、 
その 尋 府 の 激 し さ に 依拠 する と 考え を られ る 。 し た が つて 、 こ の 間 に お ける 商標 
出願 件 数 の 停 革 は 、 も つば ぱら 不況 と それ に よる 紀 少 企業 の 泡 汰 の 進行 に 由来 す 
る と いわ な けれ ば な ら た な い 。 

その 後 、 既 述 の よう に 、 喚 和 6 年 9 月 の 満 洲 事 変 の 部 発 、 同 年 12 月 の 金 輸 出 
再 禁 止 を 機 に 、 わが 国 経済 は 、 い わ ゆる 軍事 オン フレ に よる 活況 に 入 つ て 行 
く 。 そ し て 昭和 12 年 の 日 華 事 変 の 勃発 前 後 よ り 、 わ が 国 は 戦時 体制 に 入り 、 民 
需 を 租 牲 と する 宣 生 産 の 拡充 発展 が 行わ れる と と も に 、 そ の た め の 経 済 統 測 
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が 進行 し て 行く 。 

昭和 8 年 か ら 同 11 年 まで に 至る 間 の 、 商 標 出 願 件 数 の 上昇 と その 後 の 急 反落 
は 、 以 上 の 情勢 を 反 喘 する も の と 考え られ る 。 

と くに 、 昭 和 12 年 以後 に お ける 出願 件 数 の 激減 は 、 民 需 物 旭 その も の の 減少 
に 加え て 、 経 済 統制 が 末端 消 宛 者 に まで 進行 し て いつ た こと が 、 本 来 自 由 競 争 
を 前 提 と し て 上 自 他 商 品 の 弁別 を 主眼 と する 商標 権 へ の 要求 を いち じ る し く 減 退 
せしめ た こと に よる と いわ な けれ ば な ら な い 。 

浮 後 の 出願 件 数 の 急上昇 が 、 (1i ) 傾斜 生産 方 式 、 (11) ドッ ジラ オン に よ 
る 生産 の 回 復 、 そ の 後 Gi) 昭和 25 年 6 月 に は じ ま る 朝鮮 事変 に よる 思い が け 
ぬ 特 策 景 気 が な も た らし た 、 わ が 国 経 済 の いち じ る し い 回 復 に も と づく も の で あ 
る と と は 、 い まさ らい うま で も な いで あろ う 。 

(第 35 表 ) 諸 外国 に お ける 商 何 登録 出願 お よび 登録 件 数 果 年 表 


ァ 2 本 | HE 衣 り 証 放 | イィ タ リ 一 
了 に リ し ーー ー 
出 大 件 数 | 登録 件 散 | 出願 件数 | 登録 件 | 出願 件数 | 登録 件 炎 
明治 17 年 (1884) 1.102 可 021 員 | 還 75102 麗 還 護 4523 問 | | 102 
18 1, 220 1,067 8,026 | 4332 119 | 110 
19 2K072 詳 護 』W407 10,677 4,725 134 123 
20 | 1.968 1,513 | 10,586 4,740 197 | 165 
21 | 2,043 1.386 13, 244 5,520 167 「 180 
22 2,214 | 1.648 11,316 5,053 | 155 132 
23 (1890) 2, 562 1.719 | 10,258 6,014 176 | 186 
24 | 2,604 1.899 10,787 | 4225 | 239 | 211 
25 2, 637 1,743 9,101 3,649 | 188 188 
26 2,300 1.677 8,675 3,522 212 212 
27 | 2,053 1.806 8,013 2.905 219 | 222 
28 2, 112 1.829 8, 272 2,821 236 | 219 
29 2,005 1.813 9,466 | 2,917 355 295 
30 1,946 1,671 10,624 3,358 ! 369 360 
31 1.796 1,238 9, 767 3,437 319 336 
32 2, 059 1, 649 8927 訓 因 事 Si77 副 392 320 
33 (1900)| 2.099 1,721 7,937 3,.223 328 370 
34 2,410 1.928 8,775 | 3.246 349 310 
35 2.602 2.006 | 8.899 3.404 「 385 270 
36 2, 504 2, 186 9,467 3,748 490 440 
37 2, 524 2,158 9)972 靖 誰 SI842 叶 | 548 500 
38 16, 224 4,490 10,521 4,261 | 553 520 
39 8,493 10.568 | 11.414 | 4.731 | 653 570 
40 7,722 7, 875 10.796 | 6.255 | 738 680 
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年 っ 別 デジ 須玉 2 人 まや 5 り 計 ス ト に イク り 05 丘 吾 
_ 出 願 件 数 | 登録 件 数 1 出願 件 数 | 登録 件 数 | 出願 件 数 登録 件 数 
明治 41 年 | 7,685 5,191 | 10,645 985 | 774 | 213 
42 | 7,247 4,184 10.880 | 6,112 821 | 650 
43 (1910) 6,843 | 4,239 | 10,623 5,772 | 882 700 
44 | 7,085 4,205 | 9,743 | 4,863 996 800 
大 正 元 年 8,409 5,896 | 10,014 4,942 1,061 1,090 
2 | 7,369 | 5,065 | 9.689 | 5,071 1, 208 1,590 
3 上 |:851 | 6617 | 7317 4,408 | 988 983 
4 8,432 6,262 | 6,057 3, 241 501 500 
5 8,628 6,791 5,502 2, 744 457 430 
6 | 8.176 5, 339 5,502 2,744 476 390 
7 6,846 4,061 | 6,968 3,055 601 420 
8 | 12.218 4,208 12, 479 4.837 | 1.590 540 
9 (1920) 15,450 10, 282 14,064 7,122 1,867 180 
10 16, 234 11.654 | 11.959 7, 518 2, 057 1, 320 
11 | 19,421 14, 993 12, 397 7,099 2, 208 960 
12 | 19,207 16,725 12, 571 7,794 2,204 1.810 
13 | 17,687 | 15,749 12.597 | 7,968 2, 047 4, 380 
14 | 18,062 | 13,840 | 12,387 7,464 2, 271 3, 650 
昭和 元 年 | 21, 223 19,246 IHSWO07 仙 | 認 78774 2, 180 1, 590 
2 | 20124 | 17.649 12.381 | 7,543 1,931 1, 280 
3 20,148 16, 191 12,.648 | 6,818 2, 398 1, 455 
4 | 18, 665 15, 534 11.753 | 7,455 2, 169 1, 430 
5 (1930)| 17,051 | 14,916 10,830 | 6,.728 | 2,274 2, 030 
6 14, 753 13.050 | 9.870 6.016 1, 958 1,988 
7 | 12.601 | 11.300 | 10.322 6.060 | 2.024 2,140 
8 | 13,849 | 10.805 | 9,845 | 5,472 2, 293 2,370 
9 | 16,827 | 13, 782 | 10.016 | 5,533 | 2,506 3,280 
10 15, 410 12,777 | 9,169 5,783 2, 126 2,260 
11 | 19,373 14,804 9,163 5,337 | 1,957 2,180 
12 18,527 15,276 | 8,836 | 5.027 | 2,039 1, 950 
13 16, 140 13, 564 8.493 | 5,265 2, 216 1,870 
14 17,213 14, 337 6,690 4,643 2, 493 2, 555 
15 (1940)| 16,324 165805 還 王 3507 間 詞 太 2.529 1, 782 1,.936 
16 | 13.741 | 299 3.726 2.090 1.686 1.649 
' 17 | 1L066 | 9.691 、 4.082 2, 386 | 
18 上 12. 805 | |9432 | 5.471 | 2,739 
' 19 、 16,260 10, 079 6,943 3,340 
20 22n71 還 症 記 1 703 9,341 3,341 | 698 「 523 
21 20, 973 8,116 11,690 | 4,167 7,223 | も.077 
22 | 30.080 | 8,981 10.365 、 4.476 5,894 | 4578 
23 | 24.630 | 11,474 10.326 | 7,397 5, 717 7,655 
24 18,683 | 15,.972 | 9,362 8,006 | 7,043 | 7,526 
25 (1950) 17,975 | 16,829 | 9,791 7 5, 386 6,390 
26 14,949 17,380 | 8,649 7,828 4,888 | 5,248 
27 還 177127 | 16.179 | 9.913 | 6,846 5, 439 4,998 
28 | 18,520 15, 617 11,734 | 7.,261 | 5,505 4,869 
合 計 | 778.329 | 583.307 | 672,939 | 352.584 | 112,.355 | 105,455 
還 量 間 昌 衣 1 且 導 200 CSS | | 


年 別 


明治 17 年 (1884) 
18 


19 
20 
21 
22 
23 (1890) 
24 | 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 (1900) 
34 | 
35 
36 


ら 
】 


38 
39 
40 
41 
42 
43 (1910) 


大 正 光 年 


9 Q920) 


14 
昭和 元 年 
2 
3 
4 | 
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ス イ ス | 
出願 件 数 | 登録 件 数 
422 364 
544 512 
576 544 
491 473 
525 514 
593 566 
650 608 
552 518 
562 524 
812 765 
891 844 
940 914 
945 917 
1.044 1,027 
1.159 1,119 
1, 375 1.341 
1.198 1.198 
1.418 1.361 
1.504 1. 449 
1. 745 1.691 
1.626 1.572 
1.754 1.691 
1.693 | 1.620 
1.993 | 1,905 
2.062 1.969 
1.941 1.852 
2,132 2,046 
2.314 2.216 
1745 | 1.715 
1.359 | 1,259 
1.658 | 1.606 
1,.744 | 850 
2.345 | 2,246 
2.850 2.659 
2.914 2.724 
2.543 2,465 
2,423 2,245 
2,326 2.218 
2.551 2.409 
2,986 2.807 
2, 957 2,732 
2,802 | 2.675 
3.045 | 2.869 
2.717 | 2.380 


ド 


10, 781 
10, 736 
10, 882 
10,477 
10, 638 
9, 761 
9, 727 
9, 924 
11, 168 
12, 482 
15, 297 
16, 564 
17, 872 
18, 615 
20, 098 
23, 271 
25, 963 
26, 602 
29, 507 
32, 155 
23, 423 
10.323 
12, 112 
11, 078 
11, 980 
28, 780 
30,338 
32,230 
26,168 
20.799 
37,835 
32,S80 
26,848 
29,640 
27, 925 
25,205 


イ 


| 
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ジノ 


出願 件 数 | 登録 件 数 


1, 496 
10, 958 
8, 881 
7, 052 
6,716 
6,448 
5, 581 
5, 104 
5, 155 
8,307 
9.867 
8, 663 
9, 479 
10,299 
9,534 
11,500 
13.500 
14, 600 
15, 900 
17,300 
14, 725 
6,825 
6,940 
6,830 
6,637 
12, 175 
17,518 
19.700 
18.620 
13,240 
16,640 
19.800 
16,000 
17、000 
17,308 
16, 322 


1 


ンプ 寺 20 ジ へ 


出願 件 数 


4.878 
5, 467 


5, 520 


6, 748 


6, 536 
6, 665 
7, 302 
6, 005 
6, 255 
6, 554 
6, 634 


録 件 数 


7,936 


8, 089 
10, 096 
9, 975 
9, 547 
8, 922 
10, 179 
11, 614 
12.690 
13.346 
13, 065 
13, 627 


13.282 


15,831 
15,562 
16.163 
18.090 
19,862 
21,239 
15, 169 
7.805 
7,784 
7.838 
9.424 
22.007 
24,158 
17.943 
17.066 
18.010 
15.679 
16.753 
15,139 
15.515 
18,438 
15.200 


4,878 
5, 467 


5, 520 
6, 748 
6,536 
6, 665 
7, 302 
6,005 
6,255 
6,554 
6,634 
7.936 
8, 089 
10, 096 
9, 975 
9, 547 
8, 922 
10,179 
11,614 
12.690 
13, 346 
13.065 
13, 627 
13, 282 
15,831 
15,562 
16, 163 
18, 090 
19、862 
21, 239 
15,169 
7, 805 
7, 784 
7,S38 
9、424 
22.007 
24、158 
17.943 
17.066 
18, 010 
15, 679 
16.753 
15、139 
15、515 
18, 438 
15,200 
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ス イ ス ド イ | 2 記 ジョ ドン 計 ス 

EN530 ミー に ーー 
出 大 件 数 | 登録 件 数 | 出願 件 数 | 登 録 人 数 | 出願 件 数 | 登録 件数 
岡 和 5 年 930)| 2.603 | 2.539 | 25.170 | 14.840 | 14.374 | 14.374 
6 | 2.712 2,579 21, 629 | 13, 540 | 13, 671 | 13, 671 
7 2.697 | 2.606 | 20.278 | 10.790 | 13.664 | 13.664 
8 2.686 | 2.558 | 17.436 | 10.500 | 14.097 | 14.097 
9 3.230 | 3.041 | 16.730 | 9.704 | 15.948 | 15.948 
10 2.516 2.543 | 16,800 | 9.616 | 17.579 | 17,579 
11 23364 | 2260 | 16.574 | s.ezo | 15,.577 | 1s5,577 
12 2.658 | 2,503 | 16.186 | 8.680 | 16,794 | 14437 
13 2.643 | 2.606 | 18.954 7.300 | 14.479 | 14.479 
14 2455 | 2441 | 13447 | 12.180 | 1.440 | 11.440 
15 940) 1.961 1.875 | 13.611 9.087 | 6.918 | 6.853 
16 | 2397 | 2.228 | 14674 | 13.363 | 10.718 | 10.718 
17 12.296 | 11.760 | 12.375 | 12.264 
18 2.629 | 2.434 696 | 10,640 | 17.211 | 17.130 
19 3.353 | 3.168 12.655 | 12.308 
20 4,816 4.339 19, 13 19, 133 
21 6.122 | 53 24.427 18.651 
22 4,776 4,518 12, 744 19.983 
23 4.347 | 4236 20.769 」 20.104 
24 4.556 | 4374 | seeg | 20.645 | 21.370 
25 Q950) 4.533 | 4479 | 24104 | 2.966 | 23.052 21.498 
26 4.451 | 4291 | 18.652 | 11.465 | 20.147 | 20.586 
27 4321 | 4248 | 24532 | 16.319 | 19.469 21.055 
28 4741 | 4540 | 25221 | 18.250 | 24.745 | 20.215 
合 。 計 | 151.993 | 142.498 h.O68.742 | 612.240 | 954.383 | 948.310 


( 土 ) 等 許 に 関す る 同様 の 第 10 表 の 証 参 照 


年 


明治 20 年 
21 


SSSSSS8SSQ 


z 
ヽ 


(1890) 


(第 36 表 ) 関連 経済 話 指 標 表 
陸 錠 [ 場 工業 所 実質 計 l 画 実質 賀 易 物価 指数 
問 E 産 高 0 資本 高 輸出 隊 | 昭 和 9 人 
単位 100 万 円 単位 100 玉 円 単位 100 万 円 100 
499.8 3.42 27.3 
512.8 3.39 28.6 
542.6 3.45 234.3 29.9 
501.3 4.03 180.8 31.3 
| 610.5 4.43 273.3 29.1 
| 656.9 4.15 296.8 30.7 
| 727.4 4.34 282.1 31.8 
| 752.8 4.72 336.0 33.7 
| 894.3 | 4.78 377.0 36.1 
918.5 4.36 302.2 39.0 
982.3 | 4.50 379.4 43.0 
1.023.8 | 4.92 365.1 45.4 
1,230.9 | 4.86 | 470.3 45.7 
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実質 工場 工業 串 | 実質 計画 | 実質 賀 易 物価 指数 
年 欧 年 路 ? 富 民 所 人 | 句 本 高 は | 和 0 
還 位 100 万 円 "| 単位 100 万 円 単位 100 万 円 NN 100 
明治 83 年 (1900) 1,230.5 | 5.15 418.1 48.9 
34 1,209.8 | 5.54 538.1 | 46.9 
35 1,169.6 5.32 | 544.9 | 47.4 
36 1,127.2 5.11 574.4 50.4 
37 1,121.1 4.93 602.4 53.0 
38 1, 297.9 4.41 565.1 56.9 
39 1,479.0 5.07 | 723.1 58.6 
40 1, 488.9 5.28 1,067.7 684.2 | 63.2 
41 1.436.9 | 5.59 222.0 621.1 60.9 
42 1,630.5 5.69 | 220.7 | 711.0 58.1 
43 (1910) 1,782.0 5.67 828.2 779.6 58.8 
44 2, 146.2 6.37 592.0 783.5 | 61.0 
大 正 元 年 2,406.5 6.98 806.7 | 815.8 64.6 
2 2,295.4 7.04 587.8 977.5 64.7 
3 2, 295.5 6.86 405.8 956.5 | 61.8 
4 | 2,860.0 6.76 | 468.2 1,133.3 62.5 
5 3, 203.6 6.81 870.1 1, 491.4 75.6 
6 3,450.1 7.00 | 1.643.0 | 1.685.6 95.1 
7 3, 904.7 7.43 2,148.4 1,574.7 124.6 
8 4,505.8 7.41 | 2,666.1 1, 375.4 152.6 
9 920) 3,497.8 7.84 | 3,047.4 1,161.1 167.8 
10 4,033.0 9.30 員 72585 軸 | 較 証 謙 9663M7 129.6 
11 4,249.0 9.56 178S 1, 292.4 126.7 
12 4,455.2 9.40 1,149.9 1,123.0 128.9 
13 4,780.8 10.26 751.3 1.352.6 133.6 
14 5, 199.8 10.96 | 1.019.4 1,766.7 130.5 
昭 和 元 年 5, 918.2 11.53 1, 433.4 1.940.1 | HI5S 
2 5, 997.2 11.88 1.385.9 | 1.879.0 | 109.9 
3 6,420.5 12.17 SA5 1,842.7 110.6 
4 7,119.3 12.97 969.5 2,062.9 | 107.5 
5 (1930) 6,728.8 12.2 516.4 1.715.8 88.5 
6 6, 922.5 12.5 745.5 1)576、5 間 74.8 
7 7,207.2 12.8 529.5 1,755.7 | 83.0 
8 8, 276.5 13.1 1,194.2 2, 031.0 95.1 
9 9, 680.4 13.6 1,375.8 | 2.325.9 | 97.0 
10 10, 902.4 14.3 1,435.5 2,616.2 | 99.4 
11 11, 832.0 14.8 1,930.9 2,700.1 | 103.6 
12 13, 046.1 16.2 2,883.3 | 2,637.9 | 125.8 
13 14,820.6 15.9 | 3,053.8 2.181.7 132.7 
14 16, 959.1 16.8 | 3.843.6 2.680.4 146.6 
15 (1940) | 16,546.6 16.1 2,987.3 2,.418.6 | 164.1 
16 17,380.2 16.7 2,717.5 1.679.0 175.7 
17 16, 813.2 16.1 3, 326.7 1.092.9 | 191.1 
18 16.1 4,548.0 942.7 | 204.4 
19 15.4 3.938.5 560.5 | 231.6 
20 12, 590.5 | 1.436.7 111.2 | 349.2 
193 
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居 質 拭 場 工業 旨 | 実質 計画 | 実質 質 易 価 提 
3 誠 K 人 章 | 和光 。 | 縛 出 人 ui 
連 10 万 円 ma “単位 100 万 円 単位 100 万 円 100 
昭和 21 年 5, 311.7 8.3 262.2 139.2 1,622.9 
22 6,209.5 S.8 1, 976.1 210.3 4, 827.1 
23 6,441.5 10.3 406.0 12, 813.3 
24 7, 085.2 11.9 831.7 20, 357.2 
25 9, 344.6 14.1 1, 213.9 24, 552.4 
26 11, 925.8 15.3 575.0 34, 016.3 
27 17.4 


( 往 ) 実質 工場 工業 生産 高 は 、 明治 20 年 か ら 昭 和 4 年 まで は 名 古屋 高等 商 楽 学校 調査 室 調 
の 数 字 を 、 昭 和 5 年 以降 は 、 工 場 統計 表 の 数 字 を 、 そ れ ぞ れ 、 日 銀 調 東京 紙 売 物価 指数 ( 昭 
和 9 11 年 =100)0 で デフ レー ト し て 算出 し た 。 名 古屋 高等 商業 学校 調査 室 調 の 数 字 は 「 日 
本 国民 所 得 推計 資料 」 (山田 礁 三 編著 、 昭 和 26 年 ) の 記 寺 に し た が つた 。 


実質 国民 所 得 は 、 明 治 20 年 か ら 昭 和 4 年 まで は 、「 日 本 国民 所 得 推計 得 料 」 
(前 掲 ) の 数 字 を 、 日 銀 調 東京 卸売 物価 指数 に よ つ て デフ レート し て 算出 し 、 
昭和 5 年 以降 は 、 も つば ら 、「 日 本 経済 と 国民 所 得 」( 経 済 審議 庁 調査 部 国民 所 
得 課 、 昭 和 29 年 ) 記載 の 実質 国民 所 得 に し た が つた 。 実質 計画 得 本 高 は 、 胃 治 
40 年 か ら 大 正 14 年 まで は 、 日 銀 調 事業 計画 論 本 高 の 数 字 を 、 昭 和 元 年 以降 は 、 
政経 済 統計 年 青 の 数 字 を 、 そ れ ぞ れ 、 日 銀 調 東京 卸売 物価 指数 に よ つ て デフ 
レー ト し て 算出 し た 。 日 銀 調 事業 計画 斉 本 高 の 数 字 は 、 日 本 経済 統計 総 観 ( 朝 
昌 新 聞 社 編 刊 ) の 記載 に 、 ま た 、 財 政経 済 統計 年 報 の 数 字 は 、 昭 和 産 業 更 ( 東 
洋 経 済 新報 社 編 刊 、 昭 和 25 年 、 第 3 巻 統計 篤 ) の 記載 に し た が つた 。 実質 賀 血 
輸出 高 は 、「 日 本 に お ける 斉 本 主義 の 発達 」( 西 、 大 島 、 加 藤 、 大 内 共著 、 昭 
和 26 年 、 年 表 ) 記載 の 数 字 を 、 日 銀 調 東京 卸売 物価 指数 で デフ レー ト し て 算出 
し た 。 

物価 指数 は 、 前 記 日 銀 調 東京 卸売 物価 指数 で ちあ つて 、「 日 本 に お ける 齋 本 主 
義 の 発達 」( 前 掲 、 年 表 ) の 記載 に し た が つた 。 第 2 図 > 第 5 図 は 、 そ れ ぞ れ 、 
半 対 数 グラ フン を 用 い 、 和 名 出願 件 数 と 以上 の 経済 庄 指 標 と の 相関 関係 を 調べ た も 
の で あつ て 、 各 曲線 が 完全 に 平行 する な ら ば 、 相 関 度 は 1 で も り 、 季 も 高い 相 
関 関係 に 立つ て いる と いう と と が で きる 。 
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6 章 総 ヨム 
第 1 芝 総 和 抽 


T. わが 国 発明 界 の 特質 

世界 の 発明 の 歴史 は 、 人 類 の 歴 中 と と も に 長い 歩み を つ ヾ け て 米 た 。 こ の 長 
い 発 男 の 歴 昌 の 中 で 、 科 学 の 進歩 と と も に 、 新 し い 機 械 を 求め る 発明 の 奉 力 が 
一 段 と 活 洪 に な つた の は 、 西 欧 で は 今 か ら 約 5 世紀 も 前 の こと と で ある 。 

この よう に 西欧 で は 、 よ り 以 上 の 生産 力 を 、 機 械 の 発明 に 求め 、 家 内 工業 が 
工場 制 工業 に 飛躍 する 素地 を 、 族 世紀 に わた つて 築い て 米 た 。 

18 世 紀 の 半 ば 項 、 ワ ウッ ト の 恭 気 機関 の 発明 を 原動力 と し て 、 以 上 の 奉 力 の 集 
積 の 上 に 、 工 業 は 飛躍 的 に 発展 し 、 い わ ゆ る 産業 革 谷 が も た ら さ れる と と と な 
の 7 た ら 

それ 以後 、19 世 紀 の 終 り 頃 まで に 、 外 国 で は 今日 の 工業 の 基礎 と な る 大 発明 
が 打ち つづ いた 。 

わが 国 で は 、1885 年 (明治 18 年 ) に 特許 制度 だ はじ め ら れ 、 そ れ 以 前 に 、 工 
発展 の 共 確 に な る よう な た 発 田 が な か つた の で 、 わ が 国 発明 の 歴史 は 、 特 放 制 
度 と と も に は じ ま つ た と いつ て も よい 。 す な わ ち 、 わ が 国 の 発明 の 歴史 は 、70 
年 と いう 短い も の で ある 。19 世 紀 1 世紀 間 の 世界 の 発明 の 進歩 は 、 ま こと に め 
ざま し く 、 そ の 世紀 の 終り に 近く わが 国 の 発明 の 歴史 が は じ ま つ た の で ある か 
ら 、 わ が 国 の 技術 や 発 胃 の 後進 性 は 、 お お うべ くも な い 。 

この わが 国 の 技術 の 後進 性 は 、70 年 の 発明 の 歩み の 中 に も 如 笑 に 現われ て お 
り 、 そ の 事 笑 は 、 次 剖 の 各論 の 中 に も 随所 に 指摘 され て いる 。 そ の 後進 性 は 、 
信昌 に お いて も 、 な お わが 国産 業 に 奥深 く ひ そん で いる が 、 ほ と ん ど 数 世紀 に 
わた る 欧米 の 技術 の 成果 を 、1 世紀 に も 満た な い 期 間 に よ く 吸 収 消 化し た 事実 
も また 見 逃がす と と は で き な い し 、 こ の 努力 は 、 わ が 国産 業 の 無類 の 発展 の 原 
動力 と も な つて いる 。 

特許 制度 を 通じ て 明 治 年 代 す で に 世界 に 誇る 発明 が 現われ 、 大 正 時 代 以 降 に 
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は わが 国産 業 の 基礎 と な り 、 発 達 を 促進 し た 発明 も 少く な い 。 こ れ ら の 顕著 な 
発明 の 発生 と 、 わ が 国産 業 の 発達 と の 関 陵 に つい て は 、 次 童 を 参照 され た い 。 
TI. わが 国 発明 考案 の 傾向 
発明 お よび 実用 新 和 染 の 出願 、 交 録 の 次 勢 に つい て は 、 す で に 第 3 編 に 述べ ら 
れ て いる の で 、 こ ヽ で は 、 発 明 考 染 内 容 の 傾向 を 統計 的 に 概 鶴 し 、 わ が 国産 業 
進歩 の 跡 と 、 発 明 考 案 と の 関係 を 見 る こと と し た い が 、 涯 災 、 戦 災 に よる 、 統 
計 資 料 の 散逸 に より その 完璧 を 期し 難い 上 に 、 わ が 国産 業 の 全 分 野 に わた る 発 
明 考 染 の 傾向 は 、 到 底 把 所 すべ くも な い の で 、 き わ め て 人 簡素 な 記述 に と ど め 、 

各 産 業 分 野 に お ける 発明 考 染 の 有 様 は 各論 こ に ゆず る こと と する 。 

(1) 明治 時 代 

明治 18 年 7 月 の 特許 法 施 行 以来 、 明 治 35 年 2 月 に 至る 17 年 間 の 特許 発明 の 概 
況 を 、 各 工業 別に 見 る と 、 発 明 の 特許 総数 4, 817 件 中 、 機 械 工業 2, 175 件 、 化 学 
工業 728 件 、 電 気 工業 52 件 、 そ の 他 の 雑 発明 1.862 件 で 、 各 工業 別に 特許 件 数 
の 多い 類別 を 10 位 まで (電気 工業 で は 5 位 ま で ) 掲げ る あと つぎ の よう で ある 。 


( ィ ) 機械 工業 に 関す る も の (へ ) 電気 工業 に 関す る も の 

類 別 件 数 類 別 件 数 
還 織 機 及 織 方 8 1。 電 。 気 雑 エエ 14 
3 六 。 定 避 122 2. 電信 機電 話 機 普 電 所 9 
本 四 千 人 122 通信 
4 1 114 3。 電 池 8 
の 押 要 4ー 82 4. 電 灯 8 
8. 車 博 79 5. 電気 伝導 並 電気 絶縁 装置 4 
9. 編 級 機 及 編 を 
10 錠 和 及 旬 23 iM 化 学 3 
(っ ) 化学 工業 に 関す る も の (=) 雑 発明 に 関す る も の 

類 別 件 数 類 別 件 数 
1. 晃 交 及 石 央 122 1. 点 MA 具 214 
2. 化学 薬品 及 化学 製品 61 2. 大 邊 及 其 迷 方 156 
3. 梨 色 40 3 内 145 
4。 化 学 。 雑 エエ 36 4. 名 褒 具 112 
II SNSG 
7 拡 綴 処理 族 人 導 。 断 83 
8. 次 料 33 8. 上 釣 内 79 
9.。 守 業 31 9. 家 具 及 衝 具 73 
10. 金 27 10. 容 休 具 及 理 送 欠 68 


以上 の 表 か ら 、 特 許 油 度 施行 後 17 年 間 の 、 当 時 の 発明 の 状況 と し て は 、 現 在 
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ご 類別 の 件 数 の 比率 か ら 、 そ の 頃 の わが 国産 業 の 発達 の 程度 を 推 知 する こと が 
で きる 。 と くに 和 気 工業 に 関す る も の の 遅れ が 目立つ て いる 。 


こい ヽ と 示さ れ た 類別 は 初 基 の も の で 、 現 在 の も の と 人 違 つ た も の で ある こと と い 
う まで も な い 。 
(2) 大 正 時 代 


笑 用 新案 法 は 、 明 治 38 年 に 施行 せら れ 、 そ の 出願 件 数 は 、 施 行 の 当初 か ら 相 
当 の 数 に 達し 、 こ の 制度 が わが 国 の 産業 界 に お いて 、 お お い に 活 用 せら れ た こ 
と を 物語 つて いる 。 他方 、 実 用 新 案 制度 の 活用 と 発達 は 、 わ が 国産 業 の 後進 性 
と 中 小 工業 の 発達 と も 関連 し て いる と と が うか が われ る 。 

さて 大 正 叶 代 の 発明 、 実 用 新案 の 傾向 を 見 る に 当り 、 資 料 の 関係 か ら 、 大 正 
5 年 お よび 大 正 10 年 の 各 1 年 間 に お ける 、 特 許 な たら びに 実用 新 委 の 次 録 件 数 に 
つい て 、 そ の 件 数 の お お い 類 別 を 10 位 まで 示す と つぎ の よう で ある 。 


(2 ー 圭二 語 5 

特許 関係 | 六 正 5 年 | AE 

順 位 | 類 別 | 件 数 | 原 位 | 拓 別 。 | 件 数 
1 隊 製 千村 120 | 1 紫 和 製 造 村 271 
2 | 機構 入 伝 動 装置 83 | 2 NN E 気 通信 機 156 
3 化学 薬品 及 化学 製品 75 3 用 具 135 
4 了 計 志 分 軒 59 | 4 本 128 
5 用 53 5 砲 及 己 胡 128 
6 虐 1 52 6 軸 107 
7 化学 雑 工 50 | 7 | 区 発動 84 
8 | 識 枝 及 織 方 3 | 8 | 筐 人 6 84 
9 | 区 暫 及 油 発 32 | 9 必 学 雑 エ 75 
10 | 知 信 千 放 際 聞 人 通信 半 | 80| 10 賠 定 環 74 


1 | 遊 歳 具 233 1 | 展 幸 402 
2 | 取 具 168 2 取 具 366 
3 家具 及 建 内 158 3 了 農 具 326 
4 | 具 153 4 大 厨 上 喉 256 
S 隆夫 及 計 物 136 5 | 家具 及 建 内 252 
6 語 魚 133 6 諸 製造 機 245 
7 容 節 具 外人 126 7 企 還 及 袋物 212 
8 店 03 112 8 人 庫 博 211 
9 | 同 下 誠 由 108 | 9 | 遊 点 具 210 
10 | 農 深 95 10 | 穴 飾 具 及 理 曳 ま 180 
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この 時 代 の 特許 件 数 の 、 首 位 に ある 諸 製 造機 の 類別 に は 、 換 秩 抽 造機 、 傘 骨 
製造 機 、 傘 設 製 造機 、 巻 末 草 製造 機 、 紙 袋 及 紙箱 製造 機 、 徐 製造 機 、 叉 薬 製造 
機 、 螺 状 弾 機 製造 機 、 硝 子 製造 機 、 衝 刷 造 機 、 板 現 造 機 、 管 現 造 機 、 釘 失 造機 、 
炭 製造 機 、 軸 口金 製造 機 、 虐 燈 製 造機 符 各 種 の 製造 機械 が 含ま れ 、 そ れ ら は 雑 
多 な 製造 機 の 特許 の 総数 で ある の で 、 件 数 も 多く な つて いる も の で ある が 、 大 
正 時 代 に お ける 発明 の 傾向 の 重点 が 介 ば れる 。 な お 、 こ の 類別 に は 独立 の 類別 
に な つて いる 現 糸 機 、 紡績 機 は も る ちろ ん 、 煙 草 抽 造 機 、 飲食 物 製 造機 、 製茶 機 、 
灯 寸 製造 機 な ど は 含ま むれ てい な い 。 機械 及 伝動 装置 は いわ ゆる 機 模 、 軸 承 、 調 
革 、 食 及 他 類 に 属さ な い 発 動機 、 機 械 器具 等 で も る 。 

百 工 用 具 と は 、 苑 刀 、 汁 、 免 、 蔽 断 尼 、 町 抜 、 負 、 旋 盤 、 負 、 鑑 、 容 孔 
機 、 割 蔽 機 等 で 、 こ の 類別 に 包含 され る 種目 か ら 、 こ と の 時 代 の 産業 の 動向 を 見 
る と と が で きる 。 

上 記 の 表 か ら 、 大 正 時 代 に お いて は 、 胃 治 時 代 に 比べ て 化学 工業 お よび 電気 
工業 に 関す る 発明 の 進歩 が 目立ち 、 と くに 大 正 の 終り に か け て 、 宣 気 通信 関係 
の 発明 増加 の いち じ る し いと こと と が 分 る 。 

な お 、 大 正 時 代 に お いて は 、 胃 治 時 代 に 上 位 に あつ た 原始 産業 関係 の 発明 が 
下位 に 沙 ち た 外 、 織 機 に 関す る も の が 幸 外 に 夫 り 、 原 動機 と し て の 発動 機 が 増 
加 し た の が 目立つ て いる 。 実用 新案 に つい て は 、 現在 に お ける 傾向 と 余り お お 
き な 相 違 が 見 られ ず 、 と くに 説明 する まで も な い 。 

(3 ) 昭和 時 代 

昭和 時 代 は 、 今 次 の 戦争 の 前 後に お いて お お き な 変 化 が 見 られ る の で 、 一 応 
終戦 の 前 と 後 と を 区 別して 、 そ の 傾向 を 表示 する と と と し た 。 ま た 、 昭 和 時 代 
は 、 わ が 国 に お いて 近代 産業 が 錠 答 発展 し た 時 代 で ある と 同時 に 、 日 華 事 変 に 
ひき つづ き 今 次 の 大 戦 に 至る 長い 戦争 の 影響 が 、 発 明 考 案 の 面 に も お お きく 現 
われ て いる と こと も 見 逃 せ な い 。 

まず 、 終 戦前 の 傾向 に つい て は 、 昭 和 2 年 、12 年 、172 年 の 統計 (に よる こと と と 
し 、 特 許 お よび 実用 新案 の 出願 件 数 の お お い 類 別 を 10 位 まで 示す と つぎ の よう 
で ある 。 
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( イ ) 特 許 関 係 


昭 和 2 年 昭 和 12 年 昭 和 17 年 
順位 | 類 別 件 数 順位 | 類 別 | 御 肌 順 似 類別 | 件 数 
1 | 車 輔 |341| 1 | 鐵 維 |660| 1 食物 | 949 
2 | 染 色 |301| 2 | 飲 食物 |659|2| 内 次 機 関 | 857 
3 | 飲 食 _ 物 |279|3 四 次 機 軸 504| 3 | 鐵 。 維 | 550 
4 | 電信 及 和 電話 |241| 4 491| 4 | 測 定 器 | 403 
5 | 鐵 維 | 227| 5 革 過 波 電気 通信 490| 5 | 有機 人 化合物 | 388 
6 | 送 電 、 2 電 |218| 6 | 電信 及 和 電話 |3656| 医 楽 | 381 
7 器 |209| 7 | 車 輔 |362| 7| 金 還 記 旧 SGX 
8 | 有機 人 9 物 |207| 8 | 測定 器 |36118| 化 学 雑 工 | 340 
9 所 号 及 電 気 ( 家 示 202| 9 | 医 |336| 9 | 伝動 装置 | 288 
10| 電気 開 暑 器 |201110| 化 学 雑 工 |32610| 可 。 痕 。 物 | 278 
90| 電気 開閉 回 120010| 化学 雑 工 |3 人 910| 可 昌 物 | 298 
( ロ ) 実用 新案 関係 
昭 和 2 年 昭 和 12 年 昭 和 17 年 
伸 類別 | 作 数 問 類別 | 人 数 間 拓 名 | 人 数 
1| 女 房 内 |125all| 女房 。 具 |1438 還 康 絆 966 
2| 履 綾 | 1.0702| 車 輔 |1.3852| 測定 器 835 
3| 下 輔 975|3| 履 還 |1.1553| 建 。 築 781 
4| 運動 具 、 娯 楽 具 957|4| 運動 具 、 娯 楽 具 | 1.116|4 房 還 具 732 
5 導 774|5| 電 灯 | 1.099j5| 運動 具 、 娯 楽 具 668 
6| 建 築 7306| 被 服 963| 6 具 528 
7| 家 具 659|7| 家 内 781|7| 重 軸 520 
8| 理 芸 658|8| 建 筑 7758| 内 燃 機関 505 
9| 被 服 6529| 測定 器 768.9| 中 筒 455 
10| 急 厨 内 51010| 暴 75010 伝 動 装 置 451 


終戦 前 20 年 間 の 発明 考 和 染 の 傾向 を 大 観 す る の に 、 上 記 の 3 年 の 統計 を 抽出 す 
る こと に 多少 の 無理 な ちる が 、 昭 和 2 年 は 昭和 の 初期 で 、 し か も わが 国 が まつ 
た く 平 和 の 時 代 に あり 、 昭 和 時 代 の 近代 産業 の 勤 典 の 初 ま り と いう 意味 を も 
ち 、 昭 和 12 年 は 一 応 の 産業 発展 を 遂げ 、 昌 工事 変 岡 始 に より 、 戦 争 の 影響 が 強 
く 現われ 出し た 時 を 意味 し 、 昭 和 17 年 は 、 今 次 大 戦 の 初期 の 段階 に お ける 傾向 

(と 戦争 中 を 通ずる 傾向 の 代表 ) と し て の 意味 を も つも の で ある 。 

な お 、 技 術 の 進歩 に 伴う 産業 の 分 化 発達 に つれ た 大 正 10 年 の 分 類 改 正 に 
この 時 代 の 類別 分 類 は 、 前 出 の 大 正 時 代 の それ と は 異 つ て いる 。 

この 時代 の 特許 出願 の 傾向 と し て は 、 機 械 工業 関係 が 相当 の 重き を な し 、 車 
輸 、 内 燃 機 関 、 測 定 器 等 に それ が 現われ て いる 。 化学 工業 で は 、 人 造 組 准 の 進 
歩 と 有機 合成 の 進歩 の 曲 光 が 有 機 化合 物 な ら び に 医薬 の 出願 増加 に よ つ て 見 ら 
れる 。 ま た 、 人 金工 関係 の 増加 に より 金属 材料 、 金 属 加工 の 進歩 が 分 る 。 
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電気 工業 関係 で は 、 通 信 と くに 無線 通信 の 発達 を 示唆 し て いる 。 

飲食 物 と 織 准 の 増加 は 、 こ の 時 代 の 前 半 に お いて は 、 食 料 加工 の 進歩 と 人 千 
粗 維 の 発達 に よる も る の で ある が 、 大 戦 と と も に 両者 は 代用 食 意 、 代 用 組 維 の 方 
向 に 向 つ た 。 

な お 、 内 燃 機 関 の 増 加 は 、 戦 争 に よる 航空 機関 の 進歩 と 戦争 に よる 燃料 不足 
と に ょ り 、 代 用 燃料 、 燃 料 節約 が その 因 を な し て いる 。 

実用 新案 に つい て は 、 と この 時 代 の 傾向 と し て 喚 和 17 年 前 後に 測定 器 、 内 燃 機 
関 、 筒 、 伝 動 装 置 等 機械 工業 の 主流 を な す も の の 増加 が 目立つ て いる 。 こ の 
傾向 は 、 戦 争 に よる 航空 機 の 発達 な ら び に 生産 増強 の 反 吹 で 、 測 定 器 に つい て 
は 、 各種 ゲー ジ 類 、 検査 工 具 、 航 空 計器 の 増加 に より その 一 端 を 知る と と が で 
きる 。 

終戦 後 の 数 年 間 は 、 戦 争 に ょ る 産業 界 の 混乱 疲弊 を 如 実 に 反 喘 し 、 発 明 界 も 
衣食 の 充足 に 終始 し た 。 し か し 、 昭 和 25 年 頃 か ら 発 明 界 は 、 産 業 の 復 奥 に 刺 埋 
され 、 戦 争 中 の 世界 の 般 く べき 技術 の 進歩 に 目 し 、 発 明 研 究 に 未 押 有 の 拓 車 
を か ける と と と な つた 。 

戦後 の 発明 の 動向 は 、 有 機 合 成 化学 の 異常 の 進歩 を は じ め と し 、 そ れ に 連 た な 
る プ と >、 可 期 物 、 医 楽 、 合 成 織 維 の 飛躍 的 発展 を 示す も の と な り 、 さ ら に 級 維 
の 加工 に $ その 形 用 を お よ ほ し た 。 こ と これ ら の 進歩 発達 の 詳細 は 次 章 に 委ね る と 
と と する が 、 そ の 大 要 を 出願 の 多い 類別 に よ つ て 示す と 差 込 家 の よう で ある 。 

III. 発明 お よび 実用 新案 の 分 類 

族 業 技術 の 進歩 発達 に 伴い 、 発明 お よび 実用 新案 の 分 類 は 、 審 査 の 適正 を 期 
し 、 特 許 明細 書 ならび に 実用 新案 公報 の 利用 価値 を 高め る 上 (に ます ます 重要 た な 
意義 を 持つ よう に な つた 。 

と の よう な 意味 か ら 、 発 明 お よび 実用 新案 の 分 類 は 、 特 許 制度 お よび 実用 新 
楽 制度 の 運用 と 効用 上 、 き わ め て 重要 な 役割 を 持つ も の で ある 。 し た が つて 、 
と の 分 類 は 、 発 明 考 案 の 進歩 に 即応 し て 幾多 の 改正 が 加 ん られ て きた が 、 そ の 
変遷 を 願 る と 、 明 治 26 年 11 月 に 総計 35 類 648 種 目 で も あつ た も の が 、 胃 治 28 年 3 月 
(に は さら に 150 種 目 を 追加 し て 、 総 計 35 類 798 種 肝 と な つた 。 
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類別 戦 後 特許 ・ 守 用 新案 出願 件 数 素 
④) 特許 関係 


年 22 23 24 25 26 27 28 | 29 
NSH _。。 呆 加 - ーー 加 | さ 52 還 員 ー に 
順位 半 入 聞 別 | 件 数 | 種類 別 | 人 数 儲 類別 | 件 数 | 種類 別 | 件 数 | 年 類別 | 件 数 | 種類 別 | 件 数 | 種類 別 」 件 数 | 種 類 事 件 数 
| に 5 WO SW 、 1 靖 際 | 8 1 居 陸 

1 了 食物 489 欧 食品 ・ 栄 状 剤 461 才 要 化 合 物 546 和 有機 化合 物 2 有機 化合 物 86 有 横 人 合 物 927 和 有 隊 化 合 物 L068 有機 イ 1.327 
| 2 限 華 298 和 有機 化合 物 457 区 食品 ・ 栄 差 剤 376 金 届 の 加工 | 496 ゴ ム ・ 可 珈 物 595 局 の 只 商 | 598 ゴ ム ・ 可 明 物 795 
| 3 医 | 2 mm 旧 の 加工 594 ゴ ム ・ 可 能 物 542 金属 の 加工 729 
| 4 電熱 の ok 305 金 届 の 加工 | 320 ゴ ム ・ 可 虹 物 ・ 的 成 468| 金 届 の Mm - よ 503 写 真 ・ 映 画 697 
5 際 造 284 医 薬 ・ 毒 閉 318 飲 食品 ・ 栄 状 剤 39 金属 の 多 処理 Je 且 ・ , 准 成 469 治 金 ・ 合 金 ・ 金 672 
| は ヵ所 SN BR 2 UN | 0 0 条 負 理 届 の 無 処理 | 72 
6 了 塩 242 農 芸 298 医 楽 987. 吊 処 理 1 375 誠 操 ・ 集 色 ・ 市 訓 処 理 | 385 全 飲食 本 し ・ 穴 人 47 
| 7 回 聞 物 210 設 類 の 調整 加工 | 237 計 区 ・ 映 画 306 医 薬 ・ 毒 問 374 医 ・ 計 下 薬 375 隊 っ 605 
還 9 攻 軸 | 2 の A 処 十 "| 308 写 真 ・ 映 面 332 飲食 品 ・ 栄 人 剤 375 般 的 奄 所 部 品 S62 
| 9 有 機 化 合 物 196j コ に 症 へ 可 基 物 233 過 農 芸 296 ) ー 策 的 部 品 311 一 0 2 347 医 薬 ロ 巻 楽 474 内 葉 S03 
| 10 剛 定 喘 156 婦 房 由 118 繊 成 | 215 人 造 級 給 " 準 3s06 写 真 ・ 喘 画 345 軍 信 ・ 電 話 50S 
NN 22 23 24 25 26 27 | 28 29 
い N 角 RE RES LE Sa 『 和 | ーー 1 
還 い | 植 類 別 | 件 数 | 種類 別 | 件 数 | 種 類 列 件 数 | 種 類 別 件 数 種 類 別 件数 竹 拓 串 | 件 数 | 種 類別 | 件 種 類 別 | 件 表 
1 上 迷 則 750 動 内 ・ 如 楽 尋 926 上 娯楽 内 +.199 生 上 ・ 娯 楽 員 | 1,576 運動 具 ・ 妨 楽 出 | 1.321 吉 動 具 ・ 娯 楽 由 1.899 動 具 ・ 夫 楽 央 | 1,754 電動 
。 区 房 則 5 区 房 則 750 区 房 。 内 70 村 号 ・ 表 示 | 810 徹 服 | 772 被 服 | 1 3a ま 上 
3 度 2 旅人 0224 724 突 公 ・ 守 用 cagx 「. 易 。 弄 794- 放 0 706 廊 房 由 |1.19 和 1.316 披 
1 つま ニ ー ニ 完 5 2 所 | 6 と 
。 | 際 ) | 便 際 。 間 649 佑 号 ・ 表 水 664 放 内 ・ 家 放 用 燃 a 全 記 . 表 示 orr 訂 具 ・ 家 廃 用 細 1ool 区 記 則 1.19 及 房 由 1a2 
5 2 492 家 具 ・ 家 庭 用 雑 UN ct 際 690) 補 ミ 和 ! 四 敵 
和 際 636 農 球 | 647| 一 般 的 電気 部 品 0 房 。 由 675 履 物 | 1,053 必 物 1.117 一 届 的 電気 部 品 1、449 
6 胡 織 443 大 物 59 明 | 600 拉 眼 WI 「 和 章 ea 邊 証 唱 980 信 こん 2 ェ oela 器 1.277 
4 較 知 440 農 鞭 561 自 転 簡 600 自 転 車 6940 ・ 表 放 用 旨 52 但 号 . 表 未 | 922 四 転 型 1.058 財 号 ・ 表 示 1210 
間 = ほ 1 山 に ュ >/ = に 。 ーー 1 
と 邊 還 356 人 6 553 度 oi 軸 548 農 語 27 洒 ee 9 電気 部 品 2 号 ・ 表 示 | 1.041 照 明 1、169 
』 kB HU Hi = に 
0 2 軸 l Bi NN お ー ウ | 淫 類 の 調 落 ・| 545I 明 808 一 般 航 電気 部 品 9 京 ・ 映 画 1.107 
較 定 罰 273 自 転 型 459 硝 | 599 陸生 。 | 58 吉 凌 | 537 農 芸 | 806 照 明 968 展 物 1.099 
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この 分 類 の 標 準 は 、 主 と し て 発明 の 用 途 別に よ つ て 分 類 し た が 、 一 部 た は 、 
発明 の 性 質 に よる 分 類 が 併せ て 用 いら れ た の で ある 。 そ の 中 、 第 1 類 か ら 第 11 
類 ま で は 化学 工業 に 属す る も の で あり 、 第 12 類 か ら 第 35 類 まで は 、 そ の 中 の 第 
14 類 電気 工業 に 関す る も の を 除い て 、 他 は 全部 機械 工業 お よび 日 用 鈴 具 に 関す 
る も の で あつ た 。 

明治 30 年 5 月 に は 、 そ れ ま で の 分 類 の 形 を 一 変 し て 、 第 1 類 か ら 第 44 類 ま 
で を 機械 工業 、 第 45 類 か ら 第 72 類 まで を 化学 工業 、 第 73 類 か ら 第 82 類 まで を 電 
気 工業 と し 、 第 83 類 か ら 第 112 類 まで を 旦 用 器具 と し て 、 総 計 112 類 に 分 けた が 
種目 は 設け な か つた 。 

明治 34 年 5 月 に は 、 従 来 の 類 の 外 に 新しい 類 を 増設 し て 、 合 計 136 類 と し た 
の で あぁ ある が 、 さ ら に 胃 治 42 年 2 月 に 至 つ て と れ ら の 類 の 下 に 、 総 計 1, 237 の 種 
目 を 新設 し た 。 

大 正 10 年 7 月 の 改正 に 当 つ て は 、 類 別 は 主として 発明 、 ま た は 考 委 の 用 途 別 
に よ つ て いる が 、 発 明 、 ま た は 考案 の 性 質 が 相似 通 つ た も の を 集め た 類 も 新設 
し 、 類 の 総数 207 類 、 各 類 の 下 に は 、 そ れ ぞ れ 1.2.3 の よ うに 通し 番号 を 付 し 
た 、2 乃至 36 の 種目 を 設け 、 そ の 種目 の 総数 は 2, 206 種目 と な つた の で ある 。 
そし て 207 の 類 の 中 、 第 1 類 か ら 第 143 類 ま で を 機械 工業 の 部 と し 、 日 用 器具 
も その 中 に 含め 、 第 144 類 か ら 第 186 類 ま で に 化学 工業 の 部 、 第 187 類 か ら 系 
207 類 まで に 和 気 工業 の 部 が 当て られ た 。 

この 大 正 10 年 に お ける 改正 が 、 第 7 回 目 の 分 類 改正 に あたる の で も る が その 
後 久 し い 問 改正 が 行わ れず 、 た また ま 了 昭和 20 年 に お よぶ に 至 つた の で ある が 、 
その 間 に お いて 、 笠 学 技術 仁 は いち じ る し い 進 歩 を と げ 、 か つ 複 雑 化 し た の で 
あり 、 さ ら に これ ら に 伴 つ て 、 特 許 関係 交 献 も 増加 し て 来 た た め 、 こ の 分 類 で 
は ます ます 工業 の 実直 に 沿わ な く な り 、 分 類 改 正 の 要望 は いよ いよ 強い ゃ の と 
7 つの 77 こら 

そこ で 終戦 直後 に お ける 出願 が 激減 し た 時 期 を 捕え 、 分 類 改 正 に 着手 し た の 
で あ も る 。 す な わ ち 、 当 時 の 総務 部 楽 務 課 が 中 心 と な つて 、 国 際 十 進 分 類 法 の 研 
和 究 、 お よび テス メリ カ 、 イ ギリ ス 、 ド イツ 、 そ の 他 諸 外国 の 特許 分 類 の 調査 を は 
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じゅ る 一 方 、 分 類 改 正 に 関す る 協 談 会 設置 の 方 針 を 決定 し た 。 翌 21 年 1 月 、 商 
工大 臣 の 決 毅 を 経て 、 工 業 所 有 権 分 類 改正 協 談 会 が 設置 され た 。 

この 協 談 会 は 、 特 許 標準 局長 官 を 会 長 と し 、 局 内 の 関係 部 課長 お よび 省 内 外 
に お ける 多数 の 有識者 を 委員 と し て 、 こ ょ に 第 8 回 目 の 分 類 改 正 が 、 本 格 的 に 
進め られ る 運び と な つた 。 

この 協議 会 の 第 1 部 会 に お いて 、 特 許 、 実 用 新案 関係 を 担当 する こと と な り 、 
分 科 会 、 小 委員 会 と 遂 次 専 円 的 組織 を 充実 し 、 特 許 部 全 和 審査 官 の 協力 を 得 、 翌 
22 年 11 月 、 遂 に 現在 用 いら れ て いる 発明 お よび 実用 新案 の 分 類 が 決定 し 、 翌 23 
年 1 月 か ら 実 施さ きれ る と と に な つた の で ある 。 

現行 の 分 類 は 、 総 計 135 類 か ら 成 り 立 つて お り 、 類 の 数 で は 改正 前 より 減少 
し た が 、 こ れ は 、 従 来 の 機械 、 化 学 、 電 気 の 3 大 別 を 廃止 し た こと が 主 な 原因 
で ある 。 し か し て 、 各 類 毎 に 、 類 の 下 を 袖 功 類 に よ つ て 中 区 分 し 、 そ の 下 を 衝 
目 に 分 け て あぁ つ て 、 袖 陣 類 の 総数 は 874、 種 目 の 総 数 は 14, 993 に お よぶ 精細 な 
分 類 と な つた 。 

と ヽ * に 過去 数 次 に わた る 分 類 改 正 の 跡 を ふり か えつ て 見 る と 、 技 術 の 進歩 に 
つれ て 逐次 細分 の 度 を 加え て 米 た と と が 明らか に な る が 、 こ の 改正 に お いて 重 
要 な こと は 、 現 今 の 各種 工業 が 機械 、 化 学 、 電 気 の よ うな 基礎 技術 の 続 合 の 上 
に 成り 立つ て いる こと に か ん が み 、 前 述 の よう に 、 機 械 、 化 学 、 電 気 の 3 大 別 
を 魔 止 し た 外 、 種 目 の 展 開 に 当 つ て 、 十 進展 開 法 を 採用 し た こと で ある 。 

これ に よ つ て 、 あ る 工業 部 門 の 技術 が 進歩 し て 、 そ の 部 円 の 分 類 の 細分 化 の 
必要 が 起 つ た 場合 は 、 他 の 部 門 に 何 の 影 響 も 及ぼさ な いで 、 そ の 部 門 に 種目 の 
増設 や 、 竹 目の下 分 け の 展開 な ど が 、 最 も 合理 的 に 行え を る の で ある 。 こ の と こと 
を 他 面 か ら 見 れ ば 、 現 分 類 方 式 を 採用 し た こと に よ つ て 、 こ の 分 類 は 、 常 に 科 
学 技術 水準 の 推移 に つれ て 、 有 遅滞 な く 、 必要 部 分 の 修正 を 行い うる よう に 編成 
され た も の と いえ よう 。 

な お 、 と の 改正 分 類 を 施行 する に 際 し て は 、 新 た に 分 類 和 審査 室 を 設置 し 、 特 
許 お よび 郊 録 実用 新 委 に 関す る 出願 に つき 、 分 類 上 の 取扱 い の 統一 を 図る こと 
と し 、 今 日 に 及 ん で いる 。 
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以下 に 述べ る 各論 の 人 節 そ の 他 の 区 分 順 座 は 、 お お ね 現行 の 発明 お よび 実用 
新 条 の 分 類 に 人 準 じ し た が 、 必 ず し ゃ その 分 類 に 下 実 に 従 つ た も の で は な い 。 

また その 解説 に ちあ た つて は 、 発 明 考 染 が わが 国産 業 の 発達 と 変遷 に 対し て ど 
の よう な 役 割 を 果 し た か 、 い わ ば 発明 考案 と 産業 と の 因果 関係 を 示す こと を 目 
途 と し た が 、 そ の 関係 の 把握 の 難し さと 、 紙 面 の 制限 の た め に 十分 その 目的 を 
果 し 得 な いも の と な つた 。 

また 、 限 られ た 紙面 の 関係 か ら 、 顕 著 な 発明 に つい て も 、 そ の 発明 の 内 容 を 
説明 する こと が で きず 、 単 に 発明 考案 の 名 称 と 特許 ある い は 谷 録 の 番号 、 発 明 
者 の 氏名 ( 位 称 略 ) を 記述 する に 止ま る こと と な つた 。 

な お 、 特 委 す べき 発明 考案 で あつ て も 、 部 門 に よ つ て は 、 割 愛せ ざる を 得 な 
いも の も あつ た 。 ま た 、 各 論 の 記述 に 当り 、 最 近 の 発明 の 進歩 に 多く の 頁 を 割 
く こ と に な つた こと を お 断り し て 置き た い 。 

T. 農 水 産 

(1) 農 機具 

わが 国 の 農業 は 、 国 土 の 狭 小 に 加え て 、 土 地 の 険 央 、 人 口 の 税 比 の た め 、 き 
わ め て 集約 諾 楽 で も り 、 そ の 経営 規模 も 零細 な も の が お お く 、 そ の 上 高額 な 小 
作料 に よ つ て 、 農 家 の 宣 の 程度 は きわ め て 低く 、 そ の 結果 必然 的 に 増産 技術 と 
し て は 、 単 位 面 積 当 り の 生産 力 の 向上 が 重要 課題 と なり 、 も つば ら 品 種 改良 に 
頼り 、 近 年 まで は 機械 化 、 畜 力 化 は 増収 の 面 か ら は 排 兵 され る 傾向 さえ あつ 
7 だ き 

この よう な 左 楽 経営 の 特質 か ら 、 使 用 され る 朝 機具 は 、 明 治 時 代 以 前 に お い 
て は 地方 的 色彩 の 濃い 、 原 始 的 な 勉 、 鈴 を 主体 と し 、 こ れ に 大 陸 方 面 か ら 渡米 
し た 唐人 箕 や 、 徳 川 時 代 に 発明 され た 万 石 符 の 選別 農具 が 使わ れ て いた の に 過ぎ 
な か つ だ 8。 

明治 時 代 に 入 つ て 外国 と の 交易 が は じ ま り 、 か つ 資 本 主義 の 発達 と と も ゃ だ 機 
械 工業 が 部 典 し 、 そ の 形 響 が 農機 具 に も 現われ た が 、 こ と に 外国 か ら の 洋式 堪 
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機具 の 輸入 に より 、 わ が 国 の 農機 具 も る おおい に 刺 載 を 受け 以後 の 異状 な 発達 時 
代 の 素地 を つく る こと と な つた 。 

な わ ち 胃 治 時 代 の 左 機 具 は 、 い まだ 人 力 用 と 畜 力 用 に 限ら れ 、 動 力 用 は わ 
すず か に 水車 に よる 抽 粉 機 や 精 洒 機 、 燕 気 機関 に よる 排水 港北 用 ボン プ な ど で 、 
明治 来期 に な つて よう や く ド イヌ タ 現 電動 機 に よる 揚水 ボン プ の 出現 が あつ た 程 
度 の る の で ある 。 し か し 各種 諾 機具 の 機構 的 発明 改良 は 、 つ ぎの 時 代 の 動力 化 
へ の 共 哀 と な つた 。 す な わ ち 、 胃 治 14 年 に 足 踏 概 摺 機 が 、 三 重 の 堀川 佐 三 に よ 
つて 考案 きれ 、 同 16 年 に は 愛知 の 木村 行政 に よる 唐人 甘 付 相 摺 機 が 、 つ いで 胃 治 
18 年 に 専売 特許 条例 が 制定 され て か ら は 、 い よい よ ょ 発明 、 考 衝 は さか ん と な 
り 、 同 年 特許 第 2.3.4 号 と 、 埼 玉 の 高林 謙三 に よる 製茶 機 の 発明 、 同 年 特許 第 
S 号 と し て 東京 の 宮本 孝之 助 に ょ る 回転 式 稲 麦 扱 機 が 発明 され て 、 特 許 発明 の 
第 1 頁 を 飾 つ た ほか 、 水 田 除草 器 、 田 植 機械 、 双 用 狗 、 水 稲 直播 器 、 祝 摺 機 、 

日 式 精米 機 侍 々 各種 の 基礎 的 発明 考案 が ぞくぞく と 現われ た 。 
な お 、 胃 治 44 年 に 帝国 農 会 で 東京 市 麹町 道 三 町 の 特許 局 陳列 館 の 落成 を ト し 
、 全 国 農機 具 展覧 会 が 開催 され 、 出 品 者 570 人 、 出 品 点数 1, 170 点 の お お き に 
達する 盛況 で ちあ つ た が 、 こ れ か 以後 の 改良 、 発 達 に 拍車 を か けた こと は 注目 す 
つこ g ご CTG あ うつ < 表 
大 正 時 代 に 入 つ て 、 資 本 主義 経済 は 一 段 と 進展 し 、 さ ら に 欧州 大 戦後 の 好況 
の 波 に 乗 つ て 機械 工業 は いち じ る し く 発 展 し 、 農機 具 に お いて も 前 時 代 の 人 、 
畜 力 用 農 機具 に 一 段 の 改良 が 加え られ る と と と な つた 。 他 方 、 商 工業 の 急激 な 
差 戻 か ら 、 地 方 箕 村 の 労力 は 都会 に 集中 し 、 そ の 対策 と し て 石油 発動 機 や 電動 
機 を 利用 し た 、 動 力 用 農機 具 の 導入 が 要求 され 、 港 次 ボン プ や 、 帝 類 調製 加工 
機 に 幾多 の 新 機軸 を 出し た 。 
昭和 に 入 つ て は 、5 一 7 年 の 経済 不況 時 代 に お いて 農村 も 極度 に 疲 将 し 、 そ の 
打開 の た め に 自給 自足 経済 の 樹立 、 さ ら に 進ん で 農産 物 の 最終 加工 まで を 目標 
と し て 、 製 粉 、 製 類 符 の 加工 機 の 発明 改良 が お お く 出 て 、 埋 村 自 力 更 生 へ の 大 
き な 力 と な つた 。 
さら に 日 芋 事 変 に つづ く 今 表 大 戦 の 影響 は 、 青 壮年 の 出兵 、 宣 和 工 場 へ の 転 
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出 、 大 陸 へ の 移民 等 に より 、 左 村 の 労力 は ふた た び 極 度 に 不足 する と と も に 、 
国内 の 食 柚 増産 は 至上 の 課題 と な り 、 在 業 の 機械 化 は いよ いよ ょ 要望 せら れ て 、 
つい に 動力 耕 寺 機 の 実用 化 へ の 導火線 と な つた 。 

改 戦後 は 、 宣 産 業 の 平和 産業 へ の 復帰 、 食 乾 事 情 の 急迫 、 外 地 か ら の 復員 、 
引揚 等 に よる 埋 村 人 口 の 増加 な ど に より 、 食 燈 増 産 の た め 、 来 開 閑 地 の 開 拓 、 
農業 労働 の 能率 化 等 が わが 国 の 最 重 要 な 問題 と し て 人 交 場 し 、 こ れ に 加え て 、 か 
ね て の 具 委 で もつ た 広汎 な 堪 地 改革 が 行わ れ た 。 そ の 結果 生産 王 自 $ 従 来 の 多 
収穫 集約 末 培 か ら 、 畜 力 や 機械 カカ の 採用 へ 、 す な わ ち 単位 労働 当り の 生産 力 を 
高め 、 低 い 生 産 宅 で 高度 の 収穫 を 挙げ る 方 向 へ と 進み 、 栽 培 法 の 改良 と と も に 
動力 耕 寺 機 を は じ め と する 、 土 に 関す る 左 機 具 の 機械 化 が 促進 され 、 動 力 耕 寺 
機 に 種々 の 作業 機 を 取付 け て これ を 動か する も る の や 、 カ ル チ ベ ー タ ー、 刈 取 後 等 
の 動 カ 化 人 等 が ぞくぞく と 現われ た 。 ま た 、 す で に 動力 化 さ れ て いた 調 舞 加 工 機 
に お いて も 、 よ り 高 度 の 機械 化 、 す な わ ち 、 自 動 化 の 要望 に こたえ た 改良 考 委 
が な され る よう に な つた 。 

また 、 戦 後 防除 用 電機 具 に お いて も 、 外 来 の 新 農 楽 、 た と えば D.D.T. や 、 
B.H.C. ある い は 2-4-D の 導入 と と も に 、 そ の 撤 市 用 機械 の ダス ター や 、 フ ラオ 
グマ シー ン 等 の お お く の 発 明 、 考 案 が 現われ 、 こ の 方 面 に お お く の 真 献 を も た 
らし た 。 

以上 の よう な 機械 化 へ の 要求 と その 実現 へ の 努力 は 、 つ い に 昭 和 28 年 に 至り 
業 機械 化 促進 法 の 制定 と な つて 、 今後 の 農業 機械 化 発 展 の 大 き な 原 動力 と な 
の 7 たら 

つぎ に 重要 農機 具 の 機種 別 の 発達 を 概説 し ょ う 。 

(@39) 肛 8 

欠 は 、 約 300 年 前 計 か ら 来 た 「 唐 狂 」 が その 元祖 で も る が 、 そ の 後 、 短 床 欠 
( 単 用 現 ) その 他 の 改良 型 を 経て 、 田 畑 の 平面 耕 が で きる よう に し た も の が 、 
明治 34 年 に 松山 原 造 に よ り 発明 され た ( 特 誕 第 4975 号 )。 打 土 を な る べく 組 か 
に 耕 枝 する 目的 で 、 主 狗 体 の 前 方 に 副 凶 体 を 設け 、 二 段 に 耕 枝 する いわ ゆる 二 
自 耕 贅 が 、 明 治 45 年 に 貞 広 亀 太 郎 に より 考 筆 さ きれ (実用 新案 区 録 第 25232 号 ) た 
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ぶ が 、 実 用 化 は され な か つた 。 昭和 7 年 か ら 、 沢 見 平 炊 郎 に より いろ いろ と 改良 
が 加え られ て 、 和 実用 化 の 端緒 を 開い た が 、 さ ら に 同人 の 昭和 24 年 の 発明 (特許 
第 183716 号 ) に より 、 二 世 耕 贅 が 普及 する こと と な つた 。 また 、 高 北新 治朗 
は 昭和 の は じ め の ころ か ら 和 の 研究 に つと め 、 ひ きつ づき 多数 の 発明 考案 に よ 
り 、 独 特 の 自由 へ ら 玩 を 完成 し 、 耕 半 作 業 の 能率 向上 に お お きく 走 献 し た 。 

( 菩 ) 動力 耕 半 機 

わが 国 に お ける 動力 耕 寺 機 の 歴史 は 、 ま ず 、 胃 治 の 来期 か ら 大 正 の 初期 に か 
け で の 、 ハ ン ガ リー 人 や アメ リカ 人 に よる 特許 発明 に は じ ま る が 、 つい で 第 1 
示 大 戦後 に お ける 労 賃 の 肢 騰 に より 、 石 川 、 岡 山 、 滋 賀 の 各 県 に アメ リカ 有 、 
スイ ス 製 の ロー タリ ー 式 耕 寺 機 の 輸入 を みた 。 し か し 、 こ れ ら の 耕 半 機 は 、 わ 
が 国 特 有 の 湿 田 に は 不向き な も の と 判定 され た の で ある が 、 こ れ に 刺 電 さ れ て 
大 正 来 期 に 上 記 の 県 等 か ら 、 わ が 国 特有 の クラ ンク 式 お よび スク リュ ー 式 耕 示 
機 が あい つい で 発明 され た 。 

ョ ー タ リー 式 で は 、 昭 和 4 年 川 手 
義雄 が 考案 し た 「 ナ タ 刃 」( 実 用 新 


案 誰 録 第 135943 号 ) は 、 凸 や 草 が 


ュー 


ズ 耕 枝 部 に か ら み つか な いも の で 、 戦 
と / 後に な つて 広く 採用 され る よう に な 
の の 7 で 
古川 式 ス クリ ュー 式 動 力 提 技 職 ーーーー traSmzsseoes。 ーー 


(特許 第 203509 号 外 数 十 件 ) 

クラ クン 式 の 発 因 は 、 そ の 区 を 大 
正 14 年 、 滋 賀 県 に 発し た が 、 昭 和 12 
年 広瀬 与 喜 の 特許 第 121477 号 ( 写 
真 参照 ) に より 、 ほ ぼ 完 成 し た 。 ま 
た 、 こ の 耕 甘 機 の 耕 枝 刃 の 切 損 防 上 ど 
に つい て は 、 昭和 18 年 斉藤 胃 の 「 緩 ッッ ラン ヶ 式 硬 力 耕 
衝 装 置 」( 特 許 第 161480 号 ) に より (特許 第 121477 号 ) 
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お お い に 改 善 す る こと が で きた 。 
スク リュ ー 式 で は 、 昭 和 15 年 古川 平次 郎 の 「 耕 林 装置 」( 特 許 第 142327 号 ) に 
、 わ が 国 独 特 の 耕 機 が 完成 され た 。 

な お 、 混 田 に お いて 各種 耕 寺 機 に 使用 され る 無限 軌道 帯 の 駆動 輪 の 配置 に つ 
いて は 、 昭 和 16 年 斉藤 明 に よる 実用 新案 区 録 第 304247 号 が あり 、 軌道 帯 を 円 
消 に 回 動 し 、 か つ そ の 切 損 を 防止 する と と が で きた 。 

Gii) 中 耕 除 草 機 

水田 用 中 耕 除草 機 は 、 昭 和 8 年 、 高 北新 治郎 が 考案 し た いわ ゆる 「 コ ニカ 
式 除草 器 」j に はじ まり 、 こ と の タイ ズブ で 現在 も 普及 し て いる 

カチ ベー ター は 、 昭 和 2 年 6 月 、 佐 々 木 四郎 の 発明 (特許 第 193569 号 ) 、 
松浦 政雄 の 発明 (特許 第 193705 号 )、 須 藤重 右 衛 円 の 発明 (特許 第 203787 号 ) 
な ど に より 、 わ が 国 の 左 業 に 向く も の が 完成 され た 。 

GY) 稲 、 麦 刈取 機 

刈取 機 は 、 大 正 年 間 か ら 発明 、 考 案 が お お い が 、 い まだ に 完全 な も の が で き 
て いな い 。 し か し 、 昭 和 28 年 、 羽 二 生 良夫 が 発明 し た 「 刈 取 結 東 機 」( 特 許 第 
204891 号 ) は 、 試作 の 結果 相当 よい 成績 を 示し て いる 。 

(〈Y) 脱 穀 機 

明治 18 年 に 宮本 孝之 馬 が 、 足 踏ま た は 手 句 し に よ つ て 回 転 する 廻 転 式 稲 麦 扱 
機 (特許 第 5 号 ) を 発明 し た が 、 こ れ が 今日 回転 式 脱 殻 機 の 最初 の ゃ の で 、 
明治 44 年 に 福永 草 一 郎 の 発明 し た 特許 第 19621 号 が 、 今 日 の V 宇 型 の 扱 歯 の 次 
緒 を 開き 、 大 正 13 年 新島 信郎 (実用 新 委 交 録 第 65699 号 ) お よび 葉 輸 去 作 ( 実 
用 新 筆 交 録 第 96294 号 ) の 考案 し た 扱 胴 の 両側 倫 は 、 今 昌広 く 行 われ て いる 。 

動力 脱 演 機 の 共 本 形式 と 見 られ る 扱 胴 内 に 排 座 板 を 設け 、 こ れ を 外部 か ら 操 
作 し て 開閉 する よう に し た も の は 、 昭 和 5 年 青田 富 治 の 考 委 (実用 新 筆 交 録 第 
144292 号 ) で も あつ て 、 ほ と ん どす べ て の 動力 脱穀 機 が この 型 を と つて いる 。 

自動 脱 尊 機 で 、 今 日 一 般 に 使わ れ て いる 無端 ペ ベント に よる 移送 は 、 大 正 6 年 
渡辺 送 三 に より 発明 され (特許 第 32703 号 )、 そ の 後 多く の 改良 が な され た が 、 
今日 行わ て れ て いる 、 供 給 装 置 と 風 選 部 の 風力 調節 装置 と を 連結 し た も の は 、 昭 
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和 13 年 井関 那 三郎 の 発明 (特許 第 134469 号 ) で 、 ほ ほ 今 日 の 形 を 完成 し た 。 ま 
た 戦後 自動 脱穀 機 の 三 番 処理 を する よう に し た も の は 、 和 24 年 川本 安治 が 考 
委 (実用 新 委 区 録 第 372220 号 ) し 、 今 日 の 流行 の も と と な つて いる 。 

( ヾ 1) 脱 程 機 

普 は 、 曰 と 杵 で 概 か ら 
自 米 に する か 、 あ る い は 
約 250 年 前 支那 か ら 伝 わ 
つた 析 摺 回 (上 白 ) で 胸 称 
し て いた が 、 胃 治 21 年 に 
村松 安平 に よ つ て 、 は じ 
め て ョ ー シ と と 指 板 を 組合 
せ た い わ ゆ る 単式 ロー ル 

(特許 第 134469 情 外 十 数 件 ) 式 の 箇 摺 機 が 発明 され 、 

( 持 許 第 994 号 ) さら に 、 胃 治 44 年 に 広 部 達三 に より 、 ゴ > 板 と 木 を 組合 せ た 
上 白 と 、= ン クリ ー ト 製 の 下 四 と に よる も の が 発明 され デブ ょ 曰 の 端緒 を 開き 、 
つい で 天正 9 年 に は 、 渡 辺 差 三 に より 、 人 金属 円 筒 に 硬度 の 異 る ゴ ょ 板 を 交互 に 
密着 させ た も の が 考 染 され (実用 新案 誰 録 第 55984 号 )、 今 日 の ゴム と ロー ラー の 
共 礁 が つく られ た 。 そ し て 、 つ い に 昭 和 4 年 、 伊丹 直 三 に よ つ て 、 今 昌 の ゴム 
ェ ー ル 式 杉 摺 機 の 完成 を みた 。 (実用 新案 藻 録 第 137106 号 ) 。 

な お 、 こ れ よ り 光 大 正 5 年 岩田 砲 清 が 衝 届 式 の 脱 邊 機 を 発明 し (特許 第 29623 
号 )、 今 日 の 衝撃 式 の ぉ ふと を つく つた 。 

つぎ に 、 今 日 一 般 に 用 いら れ て いる 全 自 動 式 枝 摺 調 製 機 の は じ め は 、 大 正 6 
年 徳 差 豊治 が 考案 し た (実用 新 委 区 録 第 45276 号 ) も の で あ る が 、 と くに その 
後 、 大 正 13 年 山本 安治 が 考案 し た 二 英 風 選 装 置 ( 笑 用 新案 癌 録 第 91035 号 ) に 
より 、 今 日 の 型式 が 完成 し た 。 

相 摺 機 の 風 選 を 吸引 式 と し た も る の は 、 昭 和 12 年 佐藤 庄 次 郎 の 発明 (特許 第 
122923 号 ) に よる も の で 、 そ の 後 の 同人 の お お く の 発 明 、 老 案 に ょ つて 、 今 上 
の 完成 を みた 。 
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佐藤 農具 株 式 会 社 製 ス ピー 吸引 選別 式 佐藤 造 槍 株 式 会 社 製 ヘル ン 恒 
全 自 動 数 指 人 (特許 第 180623 号 外 数 十 件 ) 全 自 動 息 握 欄 (特許 第 212122 与 外 致 十 件 ) 


また 、 今 日 さか ん に 用 いら れ て いる 自動 万 石 の は じ め も 、 上 記 の 佐藤 庄 次 朗 
の 発明 (特許 第 122924 号 、 大 正 12 年 ) で も る が 、 二 宮 幸 雄 の 考 委 (実用 新案 第 
394201 号 、 昭 和 25 年 ) 釜 に よ ょ つて 、 今 日 の 型式 が で き 上 つた 。 

(Yi) 精 穀 機 

現在 精米 機 で も つと も 普及 し て いる 横型 円 筒 卒 擦 式 の 精米 機 の は じ ま り は 、 
消 水 広吉 の 発明 (特許 第 14383 号 、 明 治 41 年 ) に よる も の で 、 今 日 、 都 市 営業 
用 精米 機 と し て 、 広 く 普 及 し 


佐竹 式 線 精白 機 


財 


米 山 式 精 ジテ < し 
外 数 数 十 件 ) 


( 特 証 第 212824: 

て いる 。 
明治 41 年 佐竹 利 市 が 発明 し た 、 縦 型 砥 
石 で 米 を 削る よう に し た も の (特許 第 - 』 0 
15005 号 ) は 、 今 日 の 縦 型 精 尊 機 の は じ め で あり 、 そ の 後 、 上 記 同 人 の 長男 佐 
竹 利彦 に より 、 お お く の 発明 、 考 案 が な され て 、 そ の 性 能 は 飛躍 的 に 改良 され 
た 。 ま た 、 縦 型 の うち で 醸造 用 の 精米 機 と し て 重用 され て いる 、 中 野 信 一 の 発 
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明 (特許 第 93211 号 、 昭 和 6 年 ) が ある 。 ま た 、 大 正 の は じ め か ら 鈴 木 皿 次 郎 が 
精 才 欄 に お お く の 発明 改 良 を 施し て 普及 きせ た が 、 昭 和 の 中 頃 か ら 、 米 山 金 次 
郎 が 、 さ ら に お お く の 発明 、 考 案 を な し 、 そ の 発達 を 促し た 。 最 近 、 概 か ら 1 
回 で 精白 米 に する 大 型 機 が 、 前 記 佐 竹 ら に ょ つて 発明 、 考 案 さ れ 、 東 南ア ジア 
その 他 に 、 さ か ん に 輸出 され る よう に な つた 。 

( マ Y 近 ) 製粉 機 

村 用 の 小型 製粉 機 は 、 昭 和 5 年 中 島 男 尾 の 発 
明 (特許 第 68504 号 ) が あり 、 大 型 製 粉 機 は 、 山 
越 永 之 還 の 発明 、 考案 が あり 、 中 で も 0.01mm 程 
度 の ロー ル 間 際 を テ 転 中 で も 知る こと が で きる 
ェ ー ル 間隙 寸 度 表示 兼 左 右 同 時 調整 装置 (特許 第 
189567 号 、 昭 和 26 年 ) は 、 欧 米 製 品 に 比べ て 須 色 
が な い 。 

Gz) 製 細 機 

押 機 は 、 功 治 35 征 水野 信平 (特許 5219 号 )、 同 や 

38 年 宮崎 林 三 郎 (特許 9811 号 ) の 発明 に ょ つて 、 (特許 第 114017 号 外 数 十 件 ) 
今 是 の 縦 巻 式 製 郊 機 が 基礎 つく られ 、 さ ら に 田所 、 本 圧 等 が 改良 を 加え 一 悦 全 
国 的 に 普及 し た 。 


昭和 4 年 、 秒 原 茂 に よ つ て 、 高 速度 製 細 機 が 考案 され 、 昭 和 9 年 項 栗 原 民 次 
郎 、 同 益 雄 に ょ つて 横 巻 式 製 細 機 が 発明 され 、 そ の 後 さ ら に 改良 が 加え られ 、 
広く 普及 され る に いた つた 。 

租 働 上 機 は 、 大 正 5 年 大 見 源 之 功 (実用 新 委 交 録 第 3108 号 ) に よ ょ つて 、 現 在 
普通 に 使用 され て いる よう な 、 統 仕上 機 が 考 染 され 、 そ の 後 、 南 本 、 大 西 符 に 
よ ょ つて さら に 研究 が 進め られ 、 一 段 と 進歩 発展 し た 。 

(z) 玩 織 機 

わが 国 に お ける 謎 織機 の 最初 の 発明 は 、 胃 治 18 年 、 磯 崎 眠 信 の 徒 織機 (特許 
第 23 号 ) で 、 当 時 花 半 の 潜 外 へ の 輸出 が 成功 し た の に 刺 戦 され て 、 こ の 種 織機 
の 押 作 研究 が さか ん に 行わ れる よう に な り 、 地 方 産業 と し て お お い に 発 展 し 、 
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その 後 、 藤 田 外 三 郎 、 淵 上 三蔵 、 山 口 九 一 、 古 賀 初 三 、 服 部 実 答 に より 、 こ 
れ ら の 断片 織機 の 性 能 は 向上 し 、 地 方 産業 と し て 発展 する に いた つた 。 

(2) 農 薬 

わが 国 の 農 用 薬剤 の お お く は 明治 時 代 に は じ ま つ た が 、 右 灰 ボ ルド ー 液 、 松 
脂 合 剤 、 煙 草 、 油 類 、 石 灰 硫 斑 合 剤 、 石 鹸 、 除 忠 菊 、 石 油 乳剤 、 塗 附 剤 、 ッ 
スグ リン 、 青 酸 ガ ス 、 硫 化 灰 素 、 ナ フラ タ リン 等 が 主 で 、 殺 苗 剤 と し て 石灰 ボル 
ドー 液 、 殺 虫 剤 で は 青酸 ガス 煙 蒸 、 石 油 乳剤 が 広く 使用 きれ 、 除 忠 菊 乳剤 、 石 
酸 液 も 殺 息 剤 と し て 使用 され た 。 大 正 時 代 は 明治 時 代 の 踏 朋 で ちあ つた が 、 さ ら 
(に 、 デ リラ ス 剤 クロ ー ル シビ クリ ン 、 硫 酸 ニ ュ チ ン 、 砂 酸 鉛 等 が 現われ た 。 

昭和 時 代 に 入 つ て 、 蝶 薬 の 使用 、 種 類 が 急激 に 増加 し 、 特 許 の 面 で は 、 薬 
剤 を 混合 する 調 抽 薬 章 が きわ め て お お く な り 、 複 雑 な 化学 成分 を も つ 毒 剤 、 接 
触 殺 息 記 、 殺 商 製 剤 な ど が 進歩 し た 。 昭 和 18 年 に は ス オ ス の ョ ウト エル ガオ イデ 
ー 社 に よる D.D.T. (特許 第 169665 号 ) が 現われ 、 殺 年 、 殺菌 、 枯 草 、 有 機 毒 剤 
筐 の 研究 が 目 ざ ま し く 、 戦 後 は B.H.C. 2-4 D 等 が 華々 し く 記 場 し た 。 

則 楽 の 撤 粉 機 は 、 噴 霧 機 と と も に その 歴史 は 古く 、 明 治 来期 か ら 発 明 考 案 が 
あり 、 回 転 現 式 搬 粉 機 が 昭和 の は じ め に 土生 三男 に より 考案 ( 笑 用 新案 訟 録 第 
114357 号 ) され た 。 終 戦後 病害 忠 防 除 に よる 食糧 の 増産 運動 に 加え 、D.D.T, 
B.H.C. な どの 粉 薬 の 発達 と 平行 し て 回 転 加 式 導 動 撤 粉 機 (特許 第 176318 号 ) が 
急速 に 発達 し 、 昭 和 25 年 に は 、 小 型 発動 機 附 撤 粉 機 が 実用 化 さ れ 、 背 負 式 動 カ 抜 
粉 機 ( 突 用 新 染 應 録 第 392650 
号 ) が 、 手 動 反 粉 機 以上 に 発 
恨 』 る と と と な つた だ た 。 と の 間 
昭和 22 年 に は 、 田 中 修理 に よ 
り 煙霧 殺 目 殺 黄 方 法 が 発 男 
(特許 第 179169 号 ) され 、 と 
れ に 使用 する 煙霧 機 が 、 現在 
フォ グー シン (写真 参照 ) と 


し て 、 術 生 防 疫 用 に ゃ 広く 使 


フォ ヶ マシ ン ( 村 了 ( 待 許 第 179169 評 ) 
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用 され る よう に な つた 。 

(3) 肥 料 

(Gi) 室 素 肥料 
(43) 硫 安 

犬 正 12 年 (1923 年 ) 日 本 室 素 肥料 株 式 会 社 延 岡 工場 ( 現 加 化成 ) に お いて 、 
わが 国 虹 初 の 合成 アン モー ニア が カ ザ レ ー 法 で つく られ て 以来 、 合 成 硫 安 は 他 を 
圧し て 発展 し 、 現在 、 製 鉄 、 ガ ス 工 場 の 副 成 硫 安 が 若干 ちる だ け で 、 石灰 風 素 
を 原料 と する 変成 師 安 は まつ た く 過 示 の も の と な つた 。 

現在 合成 碗 は 、7 種 の ファン ェ ー ニ ア 合 成 方 式 に より 、20 の 工場 で 製造 され 、 
水素 源 か ら み る と 、 電 解法 1 に 対し ガス 法 3 の 割合 で も る 。 

(s) 石灰 室 素 

石灰 室 素 は 1901 年 / ド シン ・ フ ラン ク 、 ニ ュー デン ・ カ ャ ー の 2 人 に ょ つて 
発明 きれ た 、 も つと き 歴 邊 の 古 い草 要 な 密 来 氏 料 で あり 、 硫 突 と 鐵 合 する 窒 全 
を 持つ て いる 。 わ が 国 で は 、 野 日 遵 、 藤 山 常 一 両 名 が 、 渡 独 し て 特 許 権 を 買 
い 、 日 本 人 素 肥料 株 式 会 社 を 設立 し 、 明治 42 年 (1909 年 ) 熊本 県 水俣 で 製造 を 
開始 し た の が 嗜 矢 で ある 。 

朋 山 は 、 カ ー バ オド の 室 化 が 発熱 反応 で も る こと に 着目 し て 、 電 熱 を 用 い ず 
反応 熱 の み に よ る 衝 化 炉 を 完成 し 、 特 許 第 25557 号 を 得 た 。 大 正 4 年 (1915 年 ) 
電気 化学 工業 了 式 会 社 が 創始 され て 、 こ の 特許 の 実施 に 当 つ た が 、 日 本 窒 来 か 
ら 無効 夫 判 の 請求 が な され 、 審判 部 、 大 審 院 で 実に 11 年 間 抗争 し て 、 電 気化 学 
の 勝利 に 記し た と と は 、 発 明 昌 上 の 一 挿話 と し て 余り に も 有名 で ある 。 
〇 ) 塩 突 

Z 法 ツー タ 工 業 で 副 産 する 塩 安 深 液 に 、 石 灰 乳 を 加え 、 ア ケン モー ニア を 回 収 す 
る か わり に 、 茶 発 ま た は 冷却 に よ つ て 、 肥 料 用 塩 安 を 得る 方 法 が 、 最 近 行わ れ 
て いる 。 徳山 章 達 株 式 会 社 が 、 昭 和 25 年 (1950 年 ) は じ め て 肥料 と し て 和 品 を 
出し た が 、 今 で は ア 法 4 社 中 3 社 で 生産 され て いる 。 

(=) 硝 交 
硝 突 は 欧洲 で は も つと も 普及 し た 内 素 了 料 で ある が 、 昭 和 22 年 (19472)、 
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アス リカ か ら 輸 入 さ れ 配 給 さ れ た と と が 、 わ が 国 で 実施 き ほれ る 契機 を な つた 。 
吸湿 、 固 結 、 潮 解 あ る い は 吉 発 等 の 欠点 が あり 、 と くに だ 吸湿 等 の 点 は わが 国 の 
多湿 な 風土 か ら 見 て と くに 嫌 われ る の で 、 そ の 防止 法 と し て 表面 加工 造 欄 に 関 
する 発明 が な され て きた 。 
( ぶ ) 展 素 

原 素 は 硫 安 の 2 倍 の 神 素 を 含む 渡 厚 肥料 で 広く 使用 され て いる が 、 肥 料 界 に 
交 場 し た の は 昭和 24 年 (1949 年 ) で 、 ど く 最 近 の と と で ある 。 ま た 、1940 年 = 
ー ョ ー ク 昌 帯 試験場 で 、 硝 素 の 葉 面 撤 布 を 行 つて 以来 、 葉 面 撤 布 用 尿素 合 剤 
の 発明 が いろ いろ 現われ て きた 。 と これ は 、 と くに 尿素 が 農薬 と 一 緒 に 動力 噴 朋 
機 で 撤 布 施用 さき れる の で 、 左 業 労働 生産 性 の 向上 に 和 寄 与 す る と と ろ が お お きい 。 
また 、 硝 素 は 吸湿 性 が 強い の で 、 補 塩 の 形 と し た り 、 表 面 加工 造 粒 を 行 つ た り 
し て 、 そ の 欠点 を 防止 する こと に 発明 研 究 が 指向 され て いる 

(G 江 ) 燃 酸 肥 料 

(イィ) 過 焼 酸 石 灰 

過 燃 酸 石 灰 は 1840 年 ドイ の 農芸 化学 者 リー ビッ と が 、 獣 骨 に 硫酸 を 作用 さき 
せ て 水溶 性 灯 酸 肥料 を 得 た こと に は じ ま る 。 わが国 で は 明治 19 年 、(1886 年 ) 
東京 人 造 肥 料 株 式 会 社 ( 昌 産 化学 の 前 身 ) が 、 東 京 深川 の 釜屋 堀 に 工場 を 設け 
て 抽 造 し た の が 叶 矢 で もり 、70 年 の 長い 歴史 を 持つ が 、 そ の 間 あ まり 画 期 的 な 
発明 は な か つた 。 

最近 わが 国 に お いて も 、 長 年 行わ て れ て きた 稚 式 製造 法 を 放棄 し て 、 高 能率 で 
抽 品 の 状態 も よい 連続 法 が 採用 され つつ ある 。 連続 法 は 、 諸 外国 で は マッ クス 
ウェ エル 法 、 ノ ルデン グレ ン 法 、 モ リツ 法 、 ク ー ル シマ ン 法 、 お よび プロー ドラ フィ 
ー シ ド 法 (これ に は 特許 第 213135 号 と し て 日 本 特許 が ある ) 等 各種 の 方 式 が あぁ 
る が 、 品 質 雑 多 な 輸入 灯 鉱 を 使い こなさ な けれ ば な ら な い 市 約 下 に も る 昌 本 で 
は 、 原 料 事情 に 即応 し た 方 式 が 必要 で あつ た 。 この 点 を 解決 する た め に 発明 さき 
れ た も の に 、 特 許 第 213135 号 (発明 者 星川 正 視 外 3 名 ) が ある 。 こ れ は 「 住 化 
式 」 の 名 で 、 住 友 化学 工業 株 式 会 社 を は じ め 、 日 本 鋼管 株 式 会 社外 社 で 実施 
され て いる 


ご ッ 
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( ゞ ) 燃 成 粒 肥 

過 午 醒 石 灰 が も る つと も 古い 取 で も る の に 対し て 、 も つと も ゃ 新しい 焼 肥 が 将 
成 千 肥 で も る 。 終 戦 直 後 食 糧 増 産 の た め 、 連 合 国軍 総司 令 部 に 懇 請 し 、 や つと 
輸入 で きた 灯 鉱 石 が 硫酸 不足 で スト ッ ク と な り 、 こ の こと は 当時 の 肥料 問題 と 
し て 重大 な 結果 を 共 起 し た も の で ある が 、 こ の 間 題 の 解決 筑 と し て 生れ た の が 
次 成 千 肥 で も る 。 昭和 24 年 (1949 年 ) 日 本 化学 工業 株 式 会 社 郡 山 工場 で 最初 の 
試作 品 が 製造 され 、 翌 年 か ら 工業 生産 に 入り 、 路 和 29 年 に 9 社 11 工 場 で 生産 さ 
れ 、 生 産 計 画 250, 000 市 に 達し て いる こと は 、 肥 料 工業 史上 まれ に 見 る 比 異 的 
発展 と いえ よう 。 

浴 成 寺 肥 は 灯 鉱 石 を 苦 土質 岩石 と と も に 、 電 気 炉 で 1,400 一 1,450'C の 高温 
で 次 柄 し て つく る も の で ある が 、 炉 体 ラ ティ ニン グ と し て 適当 な 耐火 物 が な く 、 
炉 体 は 高温 藤 物 で 侵食 され る の で 、 修 理 の た め 操 業 率 が 悪い 。 こ の 点 を 炉 体 
の 設計 面 か ら 解 決し た も の 特許 第 207621 号 (発明 者 、 平 松栄 、 水 谷 元 吉 ) が 
あり 、 持 間 川 電気 工業 株 式 会 社 大 垣 工場 で 実施 され て 好成績 を 収め て いる 。 

Gin) 化成 肥料 

化成 肥料 の 定義 は 困難 で 、 そ の 起源 を た ず ね る と と に も 問題 が な も る 。 し か し 
な が ら 、 一 応 そ の 歴史 は 明治 43 年 (1910 年 ) 鈴木 藤吉 が 、 石 灰 室 素 と 焼 鉱石 の 
混合 物 に 渡 硫 酸 を 作用 させ る 方 法 を 発明 し 、「 天 地 配 合肥 料 」 の 名 で 特許 第 
18764 号 を 得 た こと に は じ ま つ て いる よう で ある 。 ま た 苫米地 義 三 は 胃 治 38 年 

(1905 年 ) 過 和 酸 石灰 の 酸性 と 速効 性 を 緩和 する と 、 水 田 用 焼 肥 と し て 望ま し 
いも の に な る と と に 着目 し て 、 大 正 7 年 (1918 年 ) 過 和 酸 石灰 に アン モー ニア を 
作用 さき せる こと を 考え 、 特 許 第 33301 号 を 得 た 。 現在 世界 的 に 広く 行わ れ て お 
り 、 化 成 肥 料 製造 の 根幹 で も る 「 ア ン モ ニテ エー ショ ン 」 の アイ ディ ア は 、 日 本 
に お いて も すず すい ぶん 古い と と が うか ゞ さわ れる 。 大 日 本 人 造 肥 料 株 式 会 社 50 年 
更 (昭和 11 年 刊行 ) に よれ ば 、 苫 米 地 (当時 会 社 の 常務 取締 役 で も つた ) が 、 
わが 国 化成 肥料 の 生み の 親 と な つて いる が 、 さ き の 人 鈴木 を 加え て 、 両 名 が 化成 
肥料 の 揺 第 期 に お お きく 寄与 し た こと は 事実 で も る 。 化成 肥料 発達 の 巨 歩 は 、 
つぎ の 表 に よ つ て 明らか で あろ う 。 
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化成 ・ 配 合肥 料 生産 指数 


(第 1 表 ) (第 2 表 ) 
年 刻 ーー 総 肥料 | 化成 肥料 | 部 合 旧 料 | 、 革 半 化成 双 料 | 配合 凶 笠 
昭 3 928) 100 100 100 | 昭 26 951) | 100 100 
昭 12 937) 200 905 140 | 昭 27 1952) 144 111 
昭 1 1938) 197 743 174 | 昭 28 953) 255 195 


すなわち 、 昭 和 14 年 か ら 昭 和 25 年 まで は 日 華 事変 、 第 2 次 大 戦 、 戦 後 混乱 期 
を 人 六 統 制 放 代 で ある か ら 諭 外 と し て 考 半 する と 、 化 成 乳 料 は 配合 肥料 に 比べ 
つね に 路 進 的 に 生産 が 増し 、 実 数 で は 路 和 28 年 化成 料 721, 000 証 、 配 合肥 料 
362, 000 屯 で も る 。 化成 取 料 の 特許 出願 も と の 傾向 を 反 喘 し 、 昭 和 25 年 以降 肥 
料 出 願 の 首位 を 下 つ た と と が な く 、 肥 料 発明 の 花形 と いえ よう 。 

化成 過料 の 代表 的 発明 を と くに 挙げ る と と は 、 種 類 が お お く 、 原 料 、 現 造 方 
法 が 大 同 小 異 で も や る た め 、 き わ め て 困難 で ある が 、 焼 鉱石 を 硝酸 で 分 解す る 系 
統 の も の は 「 ユ ー ロ ピア ン ・ プ ロモ セス 」 の 名 で 知ら れ て いる よう に 、 元 来 ク ノー 
ルウ ゥ エー、 オ ラン ダ 、 フ ラン ス 、 ド オッ タツ 等 の 欧洲 諸国 で 行わ も れ て きた も の で あ 
り 、 最 近 ア メリ カ の T.V.A. で も 採用 し て いる と いわ れる 。 

わが 国 で も 宗像 英二 が この 方 式 に つい て 特許 第 180018 号 、 第 196452 号 、 第 
202407 号 爺 一 連 の 発明 を し て お り 、「 灯 硝 安 」「 加 圧 硝安 」 の 交 録 名 で 昭和 25 年 

(1950 年 ) 以来 、 加 化成 工業 株 式 会 社 延岡 工場 に お いて 生産 され て いる 。 

GvY) カリ 肥料 

わが 国 は 、 ヵ リ 塩 の 資源 が な い の で 戦争 ご と に 大 原 ぎ を する の が 常 で あり 、 
今度 の 大 戦 で も また ヵ り 石 英 粗 面 娠 、 長 石 等 の 岩石 、 海 藻 灰 、 苦 汁 、 モ メン ト 
ダス ト 分 か ら 、 カ リ 塩 を 得る 方 法 が 研究 され 実施 され た こと は 、 い まだ 世 人 の 
記 層 に 新た な と ころ で ある 。 終 戦後 、 鉄 明 禁 石 を 850C 前 後に 焼成 する と 、 ヵ 

) が 水溶 趣 と な り 、 こ の 焼成 鉄 明 打 石 の 粉末 は 、 そ の まま 肥料 に な る こと が 発 
見 され 、 さ ら に 、 こ れ を 化成 肥料 に する 研究 が 、 東 京 工業 試験 所 で 研究 され 、 
特許 第 201739 号 (発明 者 、 鈴 木 算 お よび 武井 実 ) を 得 て い る 。 近 年 、 ド イッ 、 
フラ ンス 、 ニ ベイ オン か ら 硫 酸 ヵ リ 、 塩 化 カ タリ が 多 是 に 輸入 きれ 、 夫 要 は 戦前 に 
見 られ な い ほ ど 増 加 し て いる 。 
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(4) 水 産 
真珠 葵 欧 法 の 英明 で 世 界 の 真珠 王 と な つ ぇ と 問 御木本 半 吉 は 、 明 治 22 年 三重 県 
英 謀 浴 の 葵 丈 で 、 半 円 真珠 の 形成 法 を 発明 し た が (特許 第 2670 号 )、 ま だ 天然 


真 球 に 及ば な い の で 真 円 真珠 の 装 殖 に 努力 し た 。 一 方 、 西川 藤吉 は 、 大正 3 年 、 
つい に 業界 待望 の 真 円 真珠 の 閥 殖 に 成功 し (特許 第 29628 号 外 22 件 )、 こ れ と ほ 
と ん えど 同時 に 御木本 $ (特許 第 29409 号 外 1 件 )、 ま た 少し 遅れ て 見 瀬 捕 平 $ ( 特 
許 第 37746 号 ) これ に 成功 し た 。 と くに 西川 の 発明 は 、 現在 広く 実施 され て い 
る 装 殆 法 の 根底 を な し 、 そ の 価値 は 高く 評価 され て いる 。 


その 後 、 真珠 形 成 促進 法 、 真 珠 具 の 養殖 法 、 徐 具 の 採取 方 法 な ど 数 多く の 発 
明 が 生れ 、 美 殖 技 術 は ます ます 発達 し 、 今 日 名 括 と も に 世界 に 誇る 装 殖 真珠 を 
完成 し た 。 


湾 失 方 面 で は 、 胃 治 時 代 に お ける 西洋 婦 化 の 導入 に より 、 漁 船 、 漁 具 が 機械 


化 き れ 、 飛 虫 的 発展 を と げた が 、 な か で る 輝 網 は 編 網 機 の 発達 に よ つ て 各種 泊 
細 が 生産 され 、 さ ら に 明治 42 年 に は 山本 竹 次 郎 に よ つ て 、 無 結節 漁網 が 発明 さき 


れ (特許 第 16414 号 )、 そ の 利用 分 野 を 広め ゆる と と も に 、 綱 結節 部 、 防 腐 染料 の 
改良 に よ つ て ます ます 利用 価値 が 高め あら れ た 。 

最近 は アミ ラン や ナオ メン 人 等 合成 半 維 の 進歩 に より 、 耐 久 力 の ある 漁網 、 網 
が で き て 、 漁 業 に お お きく 長南 し て いる 。 明治 38 年 4+ ギ リス より 輸入 され だ た ト 
ェ ー ル 漁業 は 、 大 正 13 年 フ 
明 ミ れ た いわ ゆる VD 式 ト =ー ル (等 許 第 61547 号 ) に 刺 鼓 され 、 昭 和 初 期 林 寿 

(特許 第 89123 号 )、 福 谷 喜 久 次 ( 実 必 新 案 次 録 第 107355 号 ) に よ つ て 改良 さ 
れ 、 現 在 使用 ほれ て いる 詩 調 式 +=ー ル の 発達 を 促し た 。 

底 和 鍋 漁業 は 、 終 戦後 、 林 寿 の 六 綱 装置 (特許 第 171894 号 ) お よび これ を 取 
り 付 けた 拡 口 良 綱 装 置 (特許 第 180415 号 ) の 発明 に よ つ て いち じ る し く 了 奥 隆 し 、 
前 記 ト ロー ル 漁 泉 と と も る に 、 わ が 国 だ け で な く 遠 く 印 度 洋 、 南 方 諸 海 域 、 南 米 
に まで その 利用 地域 は 拡大 され て いる 

昭和 9 年 、 は じ め て 南 氷 洋 に 出 猟 し た わが 国 の 捕鯨 業 も 、 そ の 激 練 し た 優秀 
な 技術 に よ つ て 好成績 を 収め て いた が 、 昭 和 26 年 平田 森 三 に よ つ て 発明 され た 
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いわ ゆる 断頭 釘 (特許 第 189663 号 ) に より 、 さ ら に その 能率 は 高 あ られ た 。 

漁 拓 用 機具 で は 、 揚 網 機 、 揚 旨 機 が 、 大 正 初 年 か ら 発明 され た が 、 な か で る 
昭和 13 年 に 発明 され た 泉 埋 式 ラ ティン ホー ラー (特許 第 114153 号 ) は 現在 の 鯛 泊 
業 の 必須 漁具 と な り 、 広 く 偶 漁 船 に 装備 され て いる 

一 漁 具 中 特異 な も の と し て 集魚 灯 が ある 。 と れ を 利用 し た 信人 方 法 (特許 第 
115634 号 ) が 各 汐 業 に 利用 され 、 戦 後発 達し た 魚群 探知 機 と と も に 現在 で は 各 
竹 兆 業 に 不可 欠 の 漁具 と な つた 。 と の 外 詩 と し て 遊 兆 用 で は ある が 、 釣 漁具 の 
擬 餌 、 リ ー ル 、 釣 竿 等 に も 注目 すべ き 発 明 考 案 が 生れ 、 そ の 大 部 分 が 輸出 用 と 
し て 次 献 し て お り 、 と くに 植野 養 雄 は 、 昭 和 8 年頃 よ り 、 リ ー ル を は じ め 釣 具 

こ 関 する 多数 の 発明 考案 を な し 、 哲 界 の 発達 に お お い に 貢 献 し た 。 

水産 加工 機械 で は 、 わ が 国 独 持 の 練 製 品 に 関す る 魚肉 処理 機 、 人 魚肉 採取 幾 、 
手 機 、 添 鮮 製造 機 、 竹 輸 製造 機 等 が 古く か ら 発 達し b、 と くに 明治 43 年 に 石川 
平蔵 が 発明 し た 石川 式 描 洪 機 (特許 第 17741 号 ) は 、 現 在 音 及 し て いる 挿 演 機 
の も と で あり 、 そ の ほか 、 池 内 栄 埋 、 同 清太郎 の 浦 鮮 抽 造機 、 魚 肉 採取 機 、 油 
本 重 次 郎 の 魚肉 採取 機 、 魚 爾 処理 機 符 の 発明 も 着 界 の 発展 に 貢献 し た 。 

(5) 畜 産 

わが 国 の 音 産 業 は 、 胃 治 維 新 後 の 国民 
生活 の 様式 や 慣習 の 急変 に よる 寅 要 の 増 
大 に 刺 埋 され さか ん に な つた た め 、 そ の 
益 産 技術 は 、 欧 米 欧 進 国 の 技術 の 導入 に 
も と づい て いる が 、 胃 治 4 年 上 橋 叶 が 考 
楽し た 雛 凌 の 幅 雑 鑑別 吹 ( 秋 用 新 染 交 録 
第 23809 号 ) は 、 閥 鶏 界 の 光明 と な り 、 
世界 に 誇る 鑑別 技術 の 基礎 と な つた 。 そ 

の 後 飼料 関係 で は 、 特 許 第 35300 号 ( 発 
明 者 、 若 林 皿 三郎 )、 特 許 第 38486 号 (発明 


填 、 消 水 俊二 ) 符 が 続出 し 、 昭 和 に 入り 、 。。。。。 計 の 訂 夫 別 設 最 
人 工 授 精 器具 の 発明 、 考 案 (特許 第 74962 ( 特 詐 第 193240 与 ) 
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号 発明 者 、 長坂 忠次 郎 、 実 用 新 委 准 録 第 127683 号 考 委 者 、 佐藤 繁雄 ) が 目 立 
ち 、 戦 後 、 国 民 の 栄 装 を 確保 むす る た め 、 音 産 が 奨励 され る こと か ら 、 木 沢 武 夫 
の 発明 し た 雛 の 雌雄 鑑別 装置 (特許 第 193420 号 ) と いう すぐ れ た も の が 出 た 。 
また 、 抗 画 性 物質 生産 菌 体 の 宙 を 飼料 化す る 発明 (た と えば 、 特 許 第 189161 号 、 
株 式 会 社 科学 研究 所 、 特 許 第 200479 号 、 三 共 株 式 会 社 、 特 許 第 202533 号 、 発 明 
者 田村 敏夫 等 ) が 、 家 座 の 生育 に 貢献 し て いる 。 

(6) 飲 食 品 

(i) 栄養 洲 お よび 人 人 造 米 

昭和 7 一 8 年 項 、 和 白米 食 の 常用 か ら 起 る 脚気 に つい て 問題 化し た こと が あり 、 
この 導 、 い ろ い ろ な 対策 が 講 ぜ られ た の で ある が 、 ど ビタ ミン 栄 汰 米 に 関し て 、 
友 滝 正 一 は 、 特 許 第 106974 号 (昭和 8 年 ) を 、 ま た 向井 重雄 は 特許 第 108711 
号 (同年 ) を 得 た 。 ひ きつ づい て 、 昭 和 9 一 10 年 頃 に は 、 栄 装 洲 に 関す る 発明 
が 相当 多 量 に 出 て いる 。 戦後 の 昭和 21 年 以降 に は 、 食 粗 不 足 に と も な う 国 民 栄 
装 の 確保 問題 に 関 陵 し て 、 栄 養 米 (強化 米 と いわ れる よう に な つた ) の 研究 
は きわ め て さか ん に な り 、 と の 結果 ペー ボイル ド 、 ラ ォ ラ スラ 法 (た と えば 桜井 純 
ー、 近藤 金 勘 符 の 発明 が ある 。)、 プ レミ ックス 法 (た と えば アメ リカ の ロシュ 
社 の 発明 等 )、 強 化 人 造 米 法 な どの 発明 が それ ぞ れ 生れ た 。 

いわ ゆる 人 造 米 に つい て は 、 す で に 明治 41 年 9 月 の 古く か ら 、 林 す 名 に よる 
馬 鈴 菌 か ら の 製法 に つい て の 、 特 許 第 15349 号 が あり 、 大 正 5 年 に は 栗田 頁 次 
郎 が 特許 第 30207 号 を 得 て い る 。 昭和 12 年 以降 、 戦争 の 激化 に と も な い 、 人 人 造 
米 研究 の 気運 が 酸 成 され 、 昭 和 15 て 18 年 に は 可 成り の 発明 が 生れ た 。 

さら に ひき つづ き 食 柳 事 情 が 不良 で あつ た 戦後 に お いて は 、 昭 和 25 年 に 、 松 
浦 斉一 郎 の 特許 第 187903 号 が あぁ り 、 最 近 で は 、 昭 和 27 年 の 米 不作 か ら 、 昭 和 28 
年 に は 、 人 造 米 に 関す る 特許 出願 が 約 120 件 に も 達し た 。 

人 造 涼 の 製造 方 法 に 関す る 出願 件 数 の 増加 と と も に 、 人 造 米 製造 機 の 発明 、 
考 染 も また 、 こ れ に 追随 し て 行わ れ 、 胃 治 24 年 に は 、 大 橋 亀 治 が 押切 式 の も の 
(特許 第 1511 号 ) を 発明 し た の を は じ め 、 大 正 9 年 に は 、 ロ ー ル カッタ ー を 使 
用 し た 呈 鈴 組 米 製造 (特許 第 37684 号 ) が 現われ 、 大 塚 倉 之 功 は 製 類 機 を 改 
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良し て 、 括 米 を 作る 人 造 米 製 造機 (実用 新案 次 録 第 52820 号 ) を 考 委 し た 。 

さら に 著 明 な も の と し て は 、 古 沢 悟 三郎 の 粉末 渡 粉 より 粒状 物 を 作る 、 押 出 
し 式 人 造 米 製造 機 (実用 新案 交 録 第 53261 号 ) に 関す る 考案 が ある が 、 最 近 で 
は 、 鈴 木 荘 一 郎 の 、 天 然 米 と 同一 の 形 を 持つ た 人 造 米 を 作る 米粒 成形 機 (特許 
第 205516 号 ) に 関す る 発明 が あり 、 ま た さら に と れ に た 対 撤 し て ロー ル 式 人 造 米 
愉 造 機 (特許 第 209095 号 ) が 、 松 浦 喜 市 郎 に よ つ て 発明 され 、 昭 和 14 年 に は 、 
米飯 の = ロ ィ イド 化学 の 研究 が 発表 きれ て か ら 、g 渡 粉 と 2 湊 粉 の 関係 が 明らか 
と な り 、 こ の 為 に 、 渡 粉 質 食 品 工業 の 面 に お ける 特異 な 進歩 が もたらさ れ た 。 
すなわち 、 こ れ を 応用 し て 昭和 16 年 尾西 敏 保 が 特許 第 156582 号 を 得 て い る 。 

( 豆 ) 製 茶 

茶 は 古米 手 揉 に よ つ て 作ら れ た て いた が 、 優 秀 製 茶 機 の 発明 に よ つ て 、 現 茶 
業 は 潤 次 機械 化 さ れ て きた 。 

明治 18 年 特許 法 施行 の 年 に 、 埼 玉 県 人 高林 謙三 が 生葉 蒸 器 、 科 茶器 、 製 茶 摩 
擦 機械 等 を 発明 し 、 特 許 第 2 号 、 第 3 号 、 第 4 号 を 得 た 。 

これ は 現 茶 の 機械 化 に 画 期 的 形 響 を も た らし た 発明 で あつ て 、 茶 楽 界 に 刺 
戦 を 与え 、 各 竹 製 茶 機 の 発明 の 出現 を 促し た 。 同 人 は また 明治 31 年 に 、 製 茶 粗 
採 機 を 発明 し て 更 茶 業 の 機械 化 に さら に 貢献 し た 。 

その 後 大 正 の 初頭 に お いて 精 揉 機 が 発明 され 、 ひ きつ づき 前 記 各 種 の 製茶 用 
機械 の 部 分 的 改良 に つい て 多数 の 発明 、 考案 が な され 、 大 正 の 末期 に は 、 す で 
に 現在 一 般 に 普及 し て いる 現 茶 用 各種 機械 の 完成 を みる に いた つた 。 

(G 抽 ) 調 味 料 

調味 料 に お ける グル タ ミ ン 酸 工 業 は 、 明 治 41 年 、 東 大 教授 池田 痢 苗 の グル ネタ 
ミン 酸 塩 を 主 成分 と する 調味 料 製 造 法 (特許 第 14805 号 ) にゃ と づき 、 鈴 木 商 
店 (現在 の 味の素 ) の 鈴木 三郎 壇 が 、 こ れ を 工業 化し た と と に は じ ま る 。 

大 正 6 年 、 水 産 講習 所 の 山本 祥 理 が 、 魚 肉 を 加水 分 解 し て 得 た オノ シン 酸 、 
と スチ ヂ ン を 主 成分 と する 調味 料 の 発明 (特許 第 31357 号 ) を な す に お よび 、 
大 正 11 年 大 阪 の 山下 直 三 郎 が ホ 、 こ れ を 工業 化し た が 、 不 快 な 魚 臭 が 残る た め に 
一 般 の 不評 を 買い 、 味 の 素 に 抗 す る こと が で き な か つた 。 
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その 後 、 当 時 の 大 阪 市 立 工業 試験 所 で 、 ア ミノ 酸 調 味 料 の 研究 を し て いた 荒 
川 弁 の 研究 が 実施 され 、 大 正 14 年 項 、 は じ め あて 「 ア ミュ ノ 酸 調味 料 」 の 名 で 名 油 
増量 剤 と し て 販売 され た 。 

東京 で は 、 昭 和 2 年 因 か ら 、 大 蔵 省 醸造 試験 所 で アミ ノ 酸 液 の 製造 研究 が 行 
われ 、 ま た 、 左 事 試験 所 の 児玉 静 記 ( 後 森山 と 改姓 ) は 、 加 水分 解法 と 醸造 法 
と を 佐用 し た 調味 料 (特許 第 61190 号 ) を 発明 し 、 大 日 本 人 人造 肥 料 株 式 会 社 

(現在 の 日 産 化学 ) に お いて 、 こと れ を 王子 工場 で 実施 し 、「 ソ ヤメ ント 」 の 名 
で 発売 し た 。 

元 来 、 ア ミノ 酸 液 に は 、 天 然 角 油 の も つ 芳 酔 な 香味 が な い ば か り で は な く 、 
化学 反応 に も と づく 焦 臭 、 脂 臭 、 ア ン モ ニア 臭 、 フ シフ ロー シ ・ レ ビ ェ リン 酸 
に も と づく 異臭 を 放つ 欠陥 が ある の で ある が 、 こ れ を 防止 する た め に お お く の 
発明 が 生れ て いる 。 

た と えば 、 水 溶性 焼 酸 塩 、 空 気 酸素 を 用 いる 大 野 貫 十 郎 の 方 法 (特許 第 106272 
号 )、 高 級 脂 肪 酸 の メチ ル (また は エチ ル ) エス テ を 使用 する 荒川 陸 の 方 法 

(特許 第 120908 号 )、 さ ら に また 堀 信 一 の 水 恭 気 酸素 、 人 硫化 水素 、 オ ゾン の 導 
入 と PH の 調節 に よる 方 法 (特許 第 163593 号 ) 等 が あつ て 枚挙 の 四 が な い 程 
で ある 。 な か ん ずく 堀 の 方 法 は 、 味 の 素 株 式 会 社 川 崎 工 場 で 現在 実施 され て い 
る も の で あつ て 、 製 品 は 広く 食品 製造 業者 に 親しま れ て お り 、 年 産 1.500,000 
石 に 達し 、 全 国 ア ミノ 酸 生産 額 の 80%、 ま た 、 妊 油 生産 衝 の 25% を 占め る と と 
も に 、 グ ル タ ミ ン 酸 ツー ダ の 生産 コス ト の 低下 、 お よび 輸出 力 の 増強 の 面 に お 
いて も 、 お お いた 寄与 し て いる ぉ ふ ので ある 。 

つぎ に 、 酵 素 の 分 解 に よる 方 法 は 昭和 17 年 頃 大 阪 市 立 工業 研究 所 の 福本 寿一 
郎 指導 の 下 に 、 紫 崎 の 山藤 化工 株 式 会 社 で 実施 され た 。 

その 当時 、 北 海道 で は 豊 兆 期 に は 肥料 に も 使い 切れ ず 、 径 て さか えり みみ られ 
な か つた 、 い か の 利用 法 を 研 人 究 し て いた 北海 道 水産 試験 所 長大 島 吉 は 、 内 大 
を 自己 消化 し て 調味 料 を 得る 方 法 を 完成 し 、 多 数 の 特許 を 得 た 。 

ラ ィ オン 滑 脂 株式 会 社 は 、 陣 館 に お いて 、 い か の 内 臓 か ら 採 油 する に 当り 息 
白質 の 利用 と し て 同 法 を 採用 し た 。 

200 


第 2 剖 各 


月 


II. 化学 工業 

( 間 ) 請 ジン: 三 の る 合成 

ァ ン モー ニブ 合 成 法 の 路 生 で もり 、 し か も 代表 的 な 性 格 を も つ ハ ー バ ー・ ボ ポッ 
シュ 法 (1.G. 法 ) は 、 わ が 国 に お いて は 胃 治 43 年 特許 第 17834 号 と し て 循 許さ 
れ 、 つ いで 高圧 を 利用 する クー ド 法 (特許 第 38629 号 、 外 数 件 ) お よび カ ザ 
レ 法 (特許 第 40722 号 、 外 数 件 ) が 、 そ れ ぞ れ 大 正 10 年 に 特許 され た 。 ア ン モ 
= テア 合成 の 工業 化 は 、 そ の 蛋 要 性 が 一 般 に 強く 認識 され た た め 、 年 を 経 す し て 
上 記 特 許 を 中 心 と する 技術 が 導入 され て 、 純 然 た る 移入 工業 と し て 発足 し た 。 
すなわち 、 そ れ ま で 石灰 窒素 法 に よ つ て 硫 安 を 製造 し て きた 日 本 窒素 肥料 株 式 
会 社 が 、 大 正 12 年 カ ザ レ 法 の 特許 、 お よび 設備 を 輸入 し て 、 延 岡 に 工場 を 建設 
し 、 翌 13 年 より 製品 を 出し て 、 ア ン モ ニケ 合成 工業 に 第 一 歩 を 印 し 、 ク ロー ド 
法 は 、 第 一 室 素 工業 株 式 会 社 の 設立 し た クロ ー ド 密 素 工業 株 式 会 社 が 、 山 日 県 
疹 島 で 実施 す る こと と な つた 。 と これ ら は 、 欧 米 諾 国 に アン モニ ア 合 成 工業 が 起 
つて か ら 約 10 年 後 の こ と で ある 。 

一 方 、 為 政 者 の 昌 も 早く か ら ア ン モ ニア 合成 工業 の 重要 性 に 注 が れ 、 大 正 8 
年 堪 商 務 省 に 際 野 素 研究 所 が 設け られ た 。 了 臨時 室 素 研究 所 で は 、 空 中 素 の 
園 定 に 関す る 技術 的 研究 、 と くに アン モニ ケ ブ 合 成 反 応 と その 触 尋 の 研究 に 力 が 
往 が れ 、 柴 田 勝太郎 の 王 に な る 触媒 の 研究 が まず 大 正 11 年 に 特許 され た (特許 
第 43686 号 )。 つ いで 、 数 件 の 触 尋 に 関す る 発明 が 、 外 国人 の 発明 に 混 つ て 、 調 
少 い 邦人 の 研究 と し て 特許 され た が 、 柴 田 勝 太郎 、 荘 司 信 守 両 名 の 触 克 に 関す 
る 研究 を 共に し た アン モニ ケア 合 成 法 、 い わ ゆ る 東工 試 法 が 、 昭 和 肥 料 株 式 会 社 
の 採用 する と ころ と な つた 。 と この 方 法 に より 昭和 6 年 か ら 製 造 を 開始 し た が 、 
同 法 の 大 体 の 反応 は ハー バー・ ボ ッシュ ェ 法 に 似 て いる と は いえ 、 わ が 国 独自 の 
研究 か ら 生 み 出 され た も の と し て 奥 味 深い 。 ま た 、 同 工場 の 建設 に 当 つて 、 機 
械 装置 等 を すべ て 国産 品 で ま か な つ た と いう こと は 、 人 外国 技術 に の ス 依 存 し て 
いた 当時 の アン モニ ケア 合成 工業 界 と し て は 、 特 筑 に 値 い する こと で あつ た 。 

ハッ ザー 法 (特許 第 71866 号 、 第 75097 号 、 昭 和 2 年 ) は 、 昭 和 3 年 に 、 大 日 本 
地 料 株 式 会 社 で 実施 きれ 、 昭 和 6 年 に は 、N.E.C. 法 に より 住友 肥料 株 式 会 社 が 
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工場 を 建設 し 、 独 自 の 触媒 を 利用 する ウー デ 法 (モン ニニ 法 ) (特許 第 79999 号 
昭和 4 年 ) は 、 当 時 の 満 洲 化学 工業 株 式 会 社 の 笑 施 する と ころ と な つた 。 

か く て 、 わ が 国 は 、 ア ン モ ニケ ア 合 成 の 展示 会 場 の 観 を 呈し た が 、 そ れ と と も 
に 白楽 は 年 々 さか ん に な り 、 自 給 も 可能 と な つて 、 肥 料 工業 、 硝 酸 工 業 等 の 基 
礁 は よう や く 固 まつ た 。 

近年 、 ハ ク ザ ー 法 の 改良 法 が 特許 され (昭和 27 年 、 特 許 第 195273 号 、 昭 和 28 
年 、 特 許 第 202217 号 )、 日 産 化学 工業 株 式 会 社 に 採用 され た が 、 こ と れ は 、 合 成 
塔 内 に 直接 水冷 党 を 設け た 着 期 的 な る の で 、 す ぐれ た 効 基 を あげ て いる 。 

(2 ) ソー ダ エ 業 

わが 国 の ツー ダ 工 業 は 、 明 治 14 年 、 大 阪 造幣 局 で の 現 造 に は じ ま り 、 そ の 後 
数 社 に よ つ て ルブラン 式 の 操業 が つづ けら れ た が 、 海 外 か ら の 安価 、 良 質 な ア 
ン モ ニア 法 に よる ツー ダ が 輸入 され る と 、 そ れ に 対抗 で きず 、 つ い に 中 止 さ れ 
た 。 た また ま 第 1 次 世界 大 戦 が 名 発 し 、 海 外 よ り の 輸入 が 絶え る と 同時 に 和 要 
は 激増 し 、 ツ ー ダ の 価格 は いち じ る し く 高 騰 し 、 と と に ツー タダ 工業 が 近代 工業 
と し て 発足 する 機会 を 迎え れる こと と な つた 。 すなわち 、 明治 30 年 項 よ り 試験 
的 製造 は 企画 され た が 、 種 々 の 困難 の た め に 、 工 業 的 実施 に は 至ら な か つた 。 
電解 ツー ダ 製 造 法 は 、 ア ン モ ニア 法 に 比べ 、 製 造 $ 簡 単 で 、 小 資本 で 生産 が 可 
能 な た め に 、 諸 社 の 実施 する と と ころ と な つた 。 大正 2ー3 年 に 中 野 友 礼 の 発明 し 
た 水平 隔 遇 式 電解 槽 (特許 第 26006 号 、 第 27218 号 ) は 、 大 正 4 年 保土ヶ谷 弄 達 
株 式 会 社 で 実施 し て 、 わ が 国 に お ける 本 工業 に 欧 黄 を つけ 、 さ ら に 大 正 9 年 、 
その 改良 法 (特許 第 33572 号 ) が 日 本 章 達 株 式 会 社 で 実施 され た 。 ま た 、 吉 川 
亀次郎 、 門 多 道 別 両 名 の 発明 し た 水銀 法 寅 解 槽 (特許 第 26184 号 、 大 正 2 年 ) は 
犬 正 5 年 、 大阪 弄 達 兵 式 会 社 で 実施 する と と に ょ つて 、 わ が 国 に お ける 水銀 法 
の 第 一 歩 を 印 し た 。 奏 来 、 各 会 社 は 、 自 己 の 特許 、 外 国人 の 特許 を 採用 し て 、 
各 竹 方式 に よる 章 達 の 製造 を は じ め た 。 た と えば 、 大 正 6 一 7 年 、 東 海 ツ ー ダ 株 
式 会 社 、 加 電化 工業 株 式 会 社 、 東 洋 化学 工業 株 式 会 社 は 、 ど ビリ ター・ ラ イカ ム と 
式 電解 槽 (特許 第 23400 号 ) の 改良 発明 を 実施 し て 成果 を 挙げ 、 ま た 、 大 日 本 
人 造 肥料 株 式 会 社 ( 現 昌 産 化 学 工業 株 式 会 社 ) は 、 大 正 6 年 に タン セン ド の 
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直立 隔 膜 式 電 解 槽 を 、 三 鉱山 株 式 会 社 ( 現 三井 化学 工業 株 式 会 社 ) は 、 ア ー 
レン ムー デ の 直立 隔 膜 式 電 解 槽 を 採用 し て 作業 を 開始 し た 。 し か し な が ら 第 1 
次 大 戦後 の 受難 時 代 を 経て 、 関 東大 震 災 頃 よ り 昔 性 ウー ダ の 需要 は 潤 増 し 、 司 
生物 の 塩素 工業 、 な ら び に 関連 産業 の 発展 に より 、 若 干 の 曲折 は あつ た が 、 幾 
多 の 特許 が 出現 し て 、 現 在 の 隆盛 を 見 る に 至 つ た 。 た と えば 、 隔 膜 法 に お いて 
は 、 前 述 の 日 産 化学 工業 株 式 会 社 は タウ タン モ ンド (フー カー E 型 ) 型 を 新しい 
型式 (ラー カー5S 型 、 特 許 第 104290 号 ) に 切換 えて 生産 を あげ て お り 、 ま た 
最近 日 本 尊 達 株 式 会 社 で は 複 極 式 の 隔 膜 電解 槽 を 発明 し て (特許 第 194380 号 ) 
実績 を あげ て いる 。 ま た 、 水 銀 法 に お いて は 、 大 阪 草 達 伯 式 会 社 で 解 求 室 を 
良し た 特許 第 81301 号 、 第 104505 号 、 第 104506 号 、 第 148157 号 外 数 件 の 発明 に よ ょ 
つて 、 い わ ゎ ゆ る 大 更 式 電解 槽 を 確立 し て いる 。 一般に 水銀 法 は 、 英 大 な 床 面 策 
を 要する た め に 、 こ れ を 縦 型 に する 試み が な され 、TG. 社 (ドイ ッ ) の 特許 第 
151292 号 外 1 件 の 回 転 陰極 に よる 縦 型 電 解 柿 は 、 と くに 今 次 大 戦後 注目 きれ 、 
岡田 辰 三 符 は 、 こ れ の 改良 に 関し て 幾多 の 発明 (特許 第 193712 号 外 数 件 ) を な 
し 、 実施 に 移ら うと し て いる 。 ま た 、 ア マル ガッ 現 造 の 際 に 限ら ず 、 解 求 室 を 
ぁ 縦 型 に し よう と する 試み も な され 、 昌 本 電工 株 式 会 社 (特許 第 114693 号 ) 、 
加 電 化工 業 株 式 会 社 (特許 第 124109 号 ) は 、 戦 前 に 着手 し た が 、 苦 近 は 岡田 挟 
三 等 の 塔 式 解 来 ( 特 許 第 179929 号 、 第 196179 号 )、 加 化成 工業 株 式 会 社 の 回 転 解 

E (特許 第 204919 号 )、 田 胡 梅 治郎 の ア ィ シル ガム ょ 分 解 装置 (特許 第 193666 号 ) 
が 発 胃 さ れ て いる 。 こ の 水銀 法 の 最近 の も の で は 、 と くだ 和 電 極 隔 膜 の 調 闘 、 解 
求 電 力 の 回 収 人 等 注目 に あたい する 。 な お わが 国 で は 、 原 料 塩 を 海外 に 仰ぐ の 
で 、 海 水 を 直接 電解 する 試み は 古く か ら 行 われ 、 井 上 誠一 等 の 特許 第 175522 号 
外 数 件 は いま だ 工業 的 実施 まで に は 至 つ て いな い が 、 そ の 研究 に 成功 し 、 今 後 
の 発展 が 期待 され る 。 

一 方 、 ア ン モ ニア 法 の ッ ー タ 工業 も 第 1 次 世界 大 戦 を 契機 と し て 第 一 歩 を 踏 
み 出 し た の で ある が 、 工 業 単位 が 大 きく 大 資本 を 必要 と する こと 、 海 外 技 術 の 
導入 が 円 沿 に 行わ て な か つた こと な どの た め に 、 哲 業 は 独自 の 研究 に よ つ て 、 
いばら の 道 を 進ま ね ば な ら な か つた 。 す な わ ち 、 大 正 5 年 、 加 硝子 株 式 会 社 が 
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操業 を は じ め 、 大 正 7 年 、 日 本 尊 達 工業 株 式 会 社 ( 現 徳山 尊 達 株 式 会 社 ) が 設 
立 され た が 、 大 正 7 年 秋 、 休 戦 が 成立 し て 賀 易 が 再開 する と ふた た び 危 機 が 訪 
れ 、 苦 難 の 時 が つづ いた 。 和 4 年 に 至る と 政府 る よう や く 哲 楽 の 功 成 策 を 施 
し 、 シ ー ダ 條 にゃ 安定 が 訪れ た 。 こ の 期間 に は 、 邦 人 の 手 に よる 研究 も 、 ガ 
スネ の 吸収 装置 、 冷 友 装 置 に 関す る も る の が 主 で 見 る べき も の は な い 。 こ の 問 に あ 
つて 注目 に もち た いす る の は 、 い わ ゆ る シュ ライ ブ 法 の 欧 駆 と な つた 、 ク ロー ド 
の テン モニ アブ 合成 と アン モニ アッ ソー ダ 法 と を 結合 し た 発明 (特許 第 43068 号 、 
大 正 11 年 ) で も る 。 

テン モー ニア 法 の 安定 は 、 研 究 の 面 に も 現われ 、 中 間 塩 を 経過 する 方 法 (特許 
第 97815 号 、 昭和 7 年 )、 高 圧 を 利用 する 方 法 (特許 第 114533 号 、 昭 和 11 年 )、 液 
笑 を 溶 尋 と する 方 法 (特許 第 97815 号 、 昭 和 11 年 、 特 許 第 121992 号 、 昭 和 12 年 ) 
等 の 典 味 ある 発明 を 生み 、 近 年 に 至 つ て は 、 特 許 第 195146 号 (昭和 26 年 ) の よ 
うな シュ ライ ブ 法 の 系 統 の 改良 の 研究 が さか ん と な つた 。 

また 、 最 近 の オオ ン 交 換 樹 脂 の 普及 は 、 炭 酸 ウ ー ダ の 揚 造 に も その 新生 面 を 
閉 き 、 特 許 第 176795 号 (昭和 23 年 ) 等 10 件 余 の 特許 が あ も る こと は 、 時 代 の 傾向 
を 示す も の と し て 典 味 深い 。 

(3) 無機 酸 工 業 

G) 硫 酸 

夫 邦 に お いて は 、 胃 治 5 年 、 大 阪 造幣 局 に 鉛 室 が 建設 され た の が 令 酸 業 の 
は しじま り で あつ て 、 胃 治 13 年 に 、 民 楽 と し て で はじめて 大 阪 ア シカ 》 株 式 会 社 が 
設立 され 、 そ の 後 あ いつ いで 硫酸 製造 会 社 が 生れ た 。 胃 治 21 年 に 過 焼 酸 石 灰 肥 
料 の 製造 が 開始 さき れる と 、 そ の 淡 要 の た め に 人 硫酸 の 生産 高 は いち じ る くく 増加 し 
た 。 こ の よ ょ うに 硫酸 工業 は 歴 昌 が 古い だ け に 、 わ が 国 に お ける 発明 も 比較 的 
早く か らき さか ん で 、 す で に 、 胃 治 31 年 に 西川 虎 之 巧 が 硫酸 製造 敵 硫 炉 (特許 第 
3118 号 ) を 発明 し た 。 そ の 後 明 治 34 年 に 、 ク ニー ッ チ の 原料 亜硫酸 却 折 の 精 刷 
に 関す る 発明 (特許 第 4696 号 ) を は じ め 、 幾 多 の 内 外人 の 発明 が 現われ 、 卓 家 
談 争 後 の 産業 の 発達 に と も な い 、 該 工業 s い ち じ る し く 伸 展 し 、 明 治 来 期 に は 
従来 の 輸入 を 転じ て 輸出 する まで に な つた 。 
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大 正 年 代 に な る と ます ます 接触 法 、 鈴 室 法 の 改良 発明 が お お く 生 れ 、 に 
大 正 2 年 ハイ オン デル ケ 、 ケ レー 両 名 の 銀 、 ざ ナジ ッ ウム と 触媒 の 発明 (特許 第 24452 
号 ) に より 、 必 ず し も ゃ 従来 の 白金 触 既 だ け に 依存 し な く て も よい と と の 示唆 を 
与え る と と と な つた 。 ま た 、 従 来 ヘ レス ホー ク 炉 等 の よう な 、 炉 の 改良 に 止ま 
つて いた 原料 亜硫酸 充 折 製造 炉 関係 に 、 い わ ゆ る フラ ッシュ ロー スチ ング と 呼 
ば れる 鉱石 の 類焼 法 が 、 内 野 正夫 、 内 藤 注 両 名 に よ つ て 発明 され (特許 第 38674 
号 、 大 正 10 年 )、 さら に 大 正 13 年 に は 、 鉛 室 法 の 改良 と し て 納 五 平 め いわ ゆる 
ラサ ラメ 式 硫酸 製造 装置 が 発明 され (特許 第 61462 号 、 そ の 他 )、 業 界 に 大 き な 
六 を 残し た 。 沙 界 に お いて は 、 大 正 6 年 は じ め て 、 無 水 硫酸 、 発 末 硫 酸 の 製造 
が 開始 され 、 大 正 13 年 に は アン モニ ケア 合成 が 産声 を あげ 、 硫 安 肥 料 用 と し て ま 
すま す 硫 酸 の 策 要 量 を 増す よう に な つた 。 

と の 間 、 接 触法 に 押さ れ 気 味 で あつ た 鉛 室 法 は 、 し だ い に そ の 合理 化 が 行わ 
れ 、 昭 和 に 入る や いわ ゆる 塔 式 、 半 塔 式 の 酸化 窒 素 法 が 出現 し 、 こ れ に は 昭和 
3 年 に ペテン ゼン 式 (特許 第 77423 号 ) を は じ め 、 種 々 の 発明 が 特許 され る に 球 
つた 。 接触 決 も 、 エ ー ガ ー に よ つ て で ナジ ウッ ウ > 人 媒 の 使用 が 昭和 4 年 に 発明 さき 
れ (特許 第 80923 号 )、 硫 安 用 と と も に 、 人 造 組 維 用 に 多量 の 硫酸 が 使用 きれ る 
よう に な つた 。 昭和 12 年 に は 、 メ タル ゲ ゼ アル シャ ラフト 社 の 接触 法 の 改良 ( 特 
族 第 121269 号 ) が あり 、 邦 人 の 発 田 と し て 目立つ も の は 、 同 年 の 松井 元太郎 の 
触 太 (特許 第 120816 号 、 そ の 他 ) お よび 昭和 14 年 中 沢 良 夫 、 岡 田 搬 三 両 名 の で 
ナジ ウェ > 灯 触 尋 (特許 第 130436 号 ) が ある 。 

この 頃 か ら 第 2 次 大 戦後 まで は 、 外 国 と の 技術 交流 が 余り な く 、 根 本 的 な 技 
術 面 の 改革 は な か つた が 、 戦 後 諸 外 国 か ら 優秀 な 発明 が 出願 され 、 お お く の 重 
要 な 特許 を 独占 され る に 至 つた 。 す な わ ち 、 流 動 床 法 を 応用 し た 硫化 鉱 の 矯 焼 
に 関し て は 、 ス タン ダー ド ・ オ オル 社 (特許 第 197530 晴 そ の 他 )、 ド ル 社 等 に 、 
接触 潜 に 関し て は 、 バ デ ッ シ ェ 社 、 メ タル ゲ ゼ ルル シャ ラット 社 仁 に よ つ て 、 根 本 
的 な 技術 が 専有 され ん と し て いる 。 こ の 間 邦 人 の 発明 と し て 特筆 され る も の と 
し て は 、 住 友 化学 工業 株 式 会 社 の 松田 芳 治 外 4 名 の 発明 に 係る 第 3 物質 の 存在 
下 で 硫化 鉱 を 焼 する も の (特許 第 199407 号 ) が も あげ られ る 。 戦 後に お ける 
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発明 や 現在 の 硫酸 工業 界 の 動き か ら 推 し て 、 本 工業 は 今や 大 転換 其 に ある と 


いつ て よい 。 
() 硝 酸 


近代 硝酸 工業 の 確立 は 、 オ スト ワル ド の アン モニ ア 酸 化 法 以 来 で も つて 、 こ 
れ に よ ょ つて 従来 の 硝石 の 硫酸 分 解法 、 空 中 室 素 の 酸化 法 は 、 完 全 に 圧倒 され る 
に 至 つ た 。 わ が 国 に お いて は 、 胃 治 初 年 以来 チ ) 硝石 の 硫酸 分 解法 が 行わ れ て 
いた が 、 大 正 8 年 に 、 は じ め て 現在 の 東京 工業 試験 所 で 電線 法 の 研究 が 始め ら 
れ た ほど と 本 工業 に 対す る 出足 は 遅く 初期 の 特許 は すべ て 外国 人 に よ ょ つて 占め 
られ て いる 。 す な わ ち 、 胃 治 38 年 パタ リン グ の 空中 室 素 の 固定 法 (特許 第 8550 
号 ) を は じ め と し 、 胃 治 44 年 の カオ ゼ シ の アン モニ ア 酸 化 法 (特許 第 19441 号 ) 、 
大 正 4 年 の キモ ドウ オン の 電線 | に よる 空中 窒素 の 固定 法 (特許 第 28301 号 ) 等 の 
多数 の 共 礁 的 な 発明 が な され 、 邦 人 に は じ め て 特許 され た の は 、 大 正 8 年 佐野 
隆一 等 に よる アン モニ ア 酸 北 装置 (特許 第 33921 号 ) で も る 。 この頃 より わが 
国 に お いて $、 硝 酸 工 業 に 対す る 関心 が 高まり 、 大 正 15 年 に は 、 村 山 力 歳 の ア 
ン モ ニア 酸化 装置 (特許 第 688115 号 ) が 現われ た が 、 こ れ は 、 特 許 第 68877 号 の 
いわ ゆる 多 取 式 酸化 装置 で 代表 され る 村山 式 の 初 其 の りゃ の で ある 。 こ の 間 大 正 
12 年 に は 、 ア ン モ ニア 酸化 触 匹 と し て 、 ス コッ ト に より 、 酸 化 ア シミ ニウム ょ と 
酸化 = バル ト の 混合 人 触 尋 の 発明 (特許 第 44684 号 ) が な され 、 触 媒 の 改良 に つ 
いて の 第 一 歩 を 印 し た 。 
昭和 2 年 に は 、 ハ ウッ ザー 式 (特許 第 72789 号 、 そ の 他 ) ゼ デ シン ベルグ の 方 法 
(特許 第 73109 号 ) の 発明 が あり 、 昭 和 5 年 に は 白金 、 コ ジウ タム の デュ ボン ド 
式 触媒 (特許 第 87163 号 )、 茶 鉛 化 合 物 の オー・ ゲ ー 式 触 尋 (特許 第 88943 号 ) が 
発明 され 、 現 代 ア ン モ ニア 酸化 法 の 事実 上 の 共 礎 づけ が な され る に 至 つ た 。 昭 
「 和 6 年 に は 、 佐 々 木 一 雑 備 東 京 工業 試験 所 関係 の 発明 が は じ め て 特許 (特許 第 
89981 号 ) され 、 後 同 試験 所 に お いて 、 と くに 触媒 関係 に 竹 々 の 研究 が な さ 
れ 、 お お く の 発 月 を 生み 、 わ が 国 工業 界 に お お き か な 貢献 を し た 。 その後 昭和 9 
年 に 、 フ ォ オッス の イリ ジ ウ ょ 、 ロ ジウ ェ 白金 の 3 成分 合金 触媒 (特許 第 108397 
号 )、 同 10 年 に は 4ー・ ゲ ー 式 の 装置 (特許 第 132431 号 ) が 発明 され た 。 工業 
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界 も 、 昭 和 の は じ め ょ りや つと 軌道 に 乗り 、 昭 和 3 年 に アン モー ニア 酸化 法 に よ 
る 硝酸 が 、 現 在 の 加 化成 工業 株 式 会 社 に よ つ て 造ら れ 、 昭 和 8 年 頃 か ら 各地 に 
ァ ン モー ニア 酸化 装置 が 設備 され る よう に な り 、 ま た 、 直 接 高 濃度 硝酸 を 製造 す 
る ラー= 法 ゃ 運転 され る に 至 つ た 。 その後 は 、 今 日 に 至る まで 、 東 京 工業 試験 
所 、 日 本 突 素 肥料 株 式 会 社 等 を 中 心 と し た 部 分 的 な 改良 発明 に 止ま り 、 特 筑 す 
べき 発明 は 見 られ な い 。 

Gi) 塩 酸 

わが 国 に お いて は 、 胃 治 初 年 か ら ル プラ ン 法 の 塩酸 製造 が 行わ ん て いた が 、 
明治 時 代 に は 塩酸 製造 に 関し て は 発明 が 見 られ ず 、 大 正 7 年 に は じ め て 、 田 辺 
常 三郎 に よ つ て ルブラン 法 に 関す る 発明 (特許 第 33339 号 ) が な され た 。 し か 
し 、 大 正 8 年 に 合成 塩酸 工業 が 起 る に お よん で 、 ル ブラ ン 法 は と れ に 圧倒 され 
る に 至 つ た 。 こ れ に 関し て は 、 大 正 9 年 沖 中 忠一 、 坂井 定 吉 両 名 の 紫外 線 利 用 
の 合成 装置 の 発明 (特許 第 35994 号 ) が ある が 、 近 代 合 成 塩酸 の 基礎 と も 見 ら 
れる べき 製造 法 は 、 大 正 10 年 テ エン リュ ・ ニ ッ ュ コリ に よ ょ つて 発明 され た (特許 
第 41117 号 )。 昭 和 に 入る や 、 金 属 塩化 物 を 水蒸気 に よ つ て 処理 し 、 塩酸 を 製造 
する 方 法 が 出現 し 、 そ の 最初 の も の と し て 、 ガ リニュー の 発 男 ( 特 誕 第 87766 号 ) 
が あげ られ る 。 ま た 、 昭 和 13 年 に は 塩素 ガス と 水 燕 気 と を 特定 触媒 の 下 で 反応 
せしめ る 方 法 (特許 第 126918 号 ) が 発明 され た 。 戦 後 、 塩化 マ グ ネ シ ウ ょ か ら 
塩 呈 を 製造 する 研究 な さか ん に な り 、 種 々 発 功 が 生れ た が 、 そ の 中 高 突 幸 市 
の 発明 (特許 第 185939 号 ) が わずか に 注目 され る 程度 で 、 と くに 工業 前 に て 
特 第 す べき も の は な い 。 

(0) 。 補 = 和信 

(G) 陶 磁 器 

陶磁 器 が 工業 と し て 注目 され た の は 、 桃 山 叶 代 を 経て 、 徳 川 時 代 か ら で あ り 、 
当時 すでに 輸出 も 行わ て 、 か な り の 水準 に 達し た 。 田 治 に 入 つて か ら も る 旧 米 の 
諸 法 の 改良 、 お よび 大 惹 生産 方 式 の 導入 が ほとん ど を 占め 、 大 部 分 は 家内 的 生 
路 に と ど ま つ て いた 。 陶 磁器 成型 は 、g ク 、 弄 、 手 練り 舘 が 古く か ら 行 われ 、 
発 男 に お いて も これ ら の 部 分 的 改良 が 多い が 、 最 近日 本 交 磁 器 株 式 会 社 の 自動 
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成型 機 (特許 第 196870 号 、 第 196871 号 ) が 注目 され る 。 こ の ほか 成型 、 乾 燥 、 
焼付 の 機械 化 一 貫 工 程 ふ る 、 し だ い に 採 用 され る 現状 に ある 。 焼成 面 で は 、 昭 和 
3 年 、 昌 本 得 子 株 式 会 社 江 恒 孫 右 衛門 に より 、 直 炊 式 ト シン ネル 穴 に 重油 燃料 を 
使用 する こと が は じ め て 行わ れ (特許 第 66490 号 、 第 80055 号 筐 )、 さ ら に 、 直 
火 焼 成す る 陶磁 器 倫 が 同人 に より 発明 (特許 第 71252 号 ) され た 。 ま た 燃料 と 
し て 木 粉 を 採用 する 陶磁 頃 試 験 所 の 特許 (特許 第 114654 号 、 第 114765 号 ) お よ 
び 日 本 陶 付 株 式 会 社 の トン ネル 窯 (特許 第 114745 号 ) も 優秀 な も の で ある 。 
最近 と ろ み に 注 目 さ れる 特殊 陶磁 器 で は 、 以 前 か ら 、 酸 化 チ タン 磁器 で 焼成 条 
件 、 添 加 原 料 を 変更 の 上 、 高 誘導 率 、 低 力 率 の 磁器 を 得る 試み が つぎ つぎ と 発 
表 さ れ た (特許 第 115894 号 、 第 122018 号 、 第 132611 号 、 第 135088 号 釜 ) 。 そ の 後 、 
酸化 チタ ン に 酸化 ベリ ウェ > を 添加 する 特許 (特許 第 168174 号 ) が 現われ た あと 
小川 建 男 、 和 久 茂 、 堀 潤 の 3 名 は 、 昭 和 22 年 、 特 許 第 175153 号 (電電 公社 ) で 
酸化 チタ ン 30<50、 酸 化 ズ リッ ょ 50>70、 外 に 総量 の 30 て 60% の ーー グ ネ シア る 
配合 し 焼成 し て 、 診 導 率 1, 000 以上 と い 5 当時 と し て は 換 異 的 な 結果 を 得 た 。 
と れ は 110'c 附近 で は 5,000 以上 の 誘電 率 を も つと と も 明らか に な つた が 、 
酸化 スト ロン チ ウ > を 加え れ ば 常温 で も 上 記 の 効果 が ある こと が 判明 し 、 さ ら 
に 負 酸 ベリ ウム を チタ ン 酸 ベリ ウム > の 結 唱 中 に 生成 させ て 、 常 温 附 近 で 7,000 
以上 の 診 電 率 、 力 率 100x10-* 以下 の も の が 現われ た (特許 第 183418 号 、 電電 
公社 )。 負 酸 リウ ょ の か わり に ジル ュ ン 酸 ベ リウ ょ を 添加 し た 磁器 も 、 ほぼ 
同じ 性 質 を 持つ て いる (特許 第 183417 号 、 電 電 公 社 )。 

低 膨 央 人 性 磁器 は 、 と れ ま で ュー ディ ラオ ィ ト 質 が すぐ れ て いた が 、 最 近 、 ) シ 
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アー アル シミ ナー シリ メカ 素地 が マオ ナ ス の 膨大 率 を 持つ と と が 発表 され 、 と れ に 
も と づい て 、 数 膨 須 率 が 堆 で ある 素地 に 関す る 発明 が な され た (特許 第 212302 
号 如 硝子 株 式 会 社 )。 

( せ ) 面 火 物 

耐火 業 到 焼成 に 関し て 、 ド レス ラー 式 ト ン ネ ル 穴 を 建設 し た の は 、 昭 和 7 年 
六 由 製鉄 株 式 会 社 を 路 矢 と する が 、 こ れ と と も ゃ も に 各地 で トン ネン シル 容 が 築造 さ 
れ 、 さ ら に 、 電 鋳 耐火 物 が 製造 され る な ど 、 名 方 面 で 進歩 が 見 られ た 。 
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玉石 迷 玩 で 注目 され る の は 、 箇 粒 子 15 て 40% 、4,900 メ ッシュ の 後 粒子 35 一 
50% お よび 中 間 粒 子 か ら な る 原料 を 焼成 し た も の で ある (特許 第 190320 号 、 
黒崎 窪 業 株 式 会 社 )。 

鋳造 机 火 物 で は 、 コ シル ニン グ ・ グ ラス ・ ウ ワー クス の 特許 第 102336 号 、 内 部 
に 補強 心 体 を 入れ た 、 特 許 第 103227 号 、 さ ら に 特許 第 103228 号 、 第 103229 号 、 
第 104852 号 、 第 133479 号 、 第 142021 号 等 、 い わ ゆ る ラル ハルト 業 到 に 関す る 発 
明 が ある 。 これら は 、 青 木 交 平 の 特許 第 126122 号 と と も に 、 そ の 後 旭硝子 株 式 
会 社 が 特許 権 を 獲得 し た 。 

一 般 焼 成 物 は いろ いろ な 欠点 を 有する た め 、 マ グ ネ シア 耐火 物 と し て は 、 近 
年 は 不 焼 マ グ ネ シア 人 到 の 方 向 に 進歩 が 見 られ る の で ある が 、 わ が 国 の 発明 と 
し て 退 初 に 現われ た も の は 、 田 所 芳 秋 の 特許 第 92947 号 (実施 権 を 国鉄 が 所 有 
し た ) で ある 。 ま た 、 永 井 彰 一 郎 、 大 沢 訪 郎 両 名 が 、 同 系 の 特許 第 135923 号 を 
得 て い た が 、 権 利 は その 後 国鉄 に 移 つ た 。 な お この 外 に 特許 第 122790 号 (九州 
太 火 業 到 株 式 会 社 ) お よび 特許 第 126331 号 (同社 ) も 、 永 井 彰 一 郎 の 発明 に か 

る 不 焼 耐 火 業 到 で も る 。 

また こと これ ら の ほか に 、 従 来 の 中 性 、 お よび 塩基 性 耐火 療 玩 の 諾 欠点 を な く し 
た 発明 と し て は 、 黒 崎 穴 業 株 式 会 社 に お いて 特許 第 199118 号 の 特許 権 を 保有 し 
て いる 。 

最近 注目 され る も の に 、 訟 業 物 と 金属 の 粉末 に 粉 来 冶金 術 を 導入 し た サー メ 

ッ ト と 称す る も の 、 お よび キヤ スタ ブル ・ プ ラス チッ ク 耐 火 物 と 称す る も の が 
ある 。 

(Gi10 還 ガ 軸 2 ラ 清 光 

カラ ラス 工業 で も つと も 大 規模 で あり 、 典 味 深い ゃ の は 板硝子 工業 で 、 す で に 
徳川 時 代 以 来 数 次 に わた つて 企業 化 が 試み られ た が 、 胃 治 37 年 島田 硝子 株 式 会 
社 で は じゅ て 生産 され た 。 本 格 的 な 生産 は 、 加 硝子 株 式 会 社 、 日 米 板硝子 株 式 
会 社 の 創立 後 で 、 大 正 時 代 の こと で ある 。 当初 ラバ ー> 式 機械 吹 法 が 有力 で も 
つた が (特許 第 5853 号 、 第 16334 号 、 第 38053 号 侍 )、 そ の 後 板 引 法 が も つば ら 
行わ れる こと と な つた 。 板 引 法 に は 3 方 法 あ る が ュ ル バー ン 式 板 引 法 は 、 素 地 
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を 引 直 後 、1 対 の 水冷 ロー ラー に か ませ て 板 市 を 保持 し 、 両 側 か ら 冷 却 し て 
約 6Ocm 垂 直 に 引上げ 、 ガ スバ バーナー で 交 化 、 水 平 に 軸 げ 、 エ ンド レス ベト 
で 徐 冷 琶 に お くる も の で 、 日 本 抜 硝子 株 式 会 社 で 行わ れ て いる 。 

ラー ア ュ ー 式 は 、 デ ビ ト ー ズ と よ ば れる 細長 い ス リッ ト の ある 耐火 物 を 、 ガ 
ラス を 入れ た 狭い 潜 に 入れ 、 こ と の 間際 か ら ガ ラス を 上 方 に 引上げ る も の で 、 高 
き 6m の 垂直 徐 冷 室 に も た ら さ れる も の (特許 第 7988 号 、 第 15608 号 釜 ) で あ 
る が 、 旭 硝子 株 式 会 社 で 行わ れ て いる 。 

ビッ ツバ ー グ 式 は 、 フ ーシュ ー 式 に 類似 し 、 た だ デビ トー ズ を 使用 し な いも 
の で ある (特許 第 42941 号 、 第 42942 号 、 第 66602 号 等 )。 

板硝子 の 切断 で 注目 され る の は 、 特 許 第 131071 号 ( 加 硝 子株 式 会 社 ) で 、 高 
能率 で 縦横 に 切断 で きる 切断 機 の 最初 の 発明 で ある 。 

型 板ガラス は 連続 ロー ル 式 が 行わ れ や 、 ミ シシ タビ ピー・ グ ラス ・= ン バニ ー の 
も つづ 特許 第 98403 号 た など は 、 同 時 に 綱 を 捕 入 で きる も の で あ も る 。 こ の ほか 、 模 
様 付 ガラ ス に 旭硝子 株 式 会 社 の 特許 第 122346 号 が ある 。 

最近 アス リカ で 、 ボ リエ テス テア ル 成 型 に 際 し 、 浸 濱 基 体 と し て の が ララ 級 維 が 
軍 視 され て お り 、 日 本 で は な お 、 全 製品 の 5 % 程 度 が この 分 野 に 使用 され て い 
る に すぎ な い が 、 今 後 こ の 面 へ の 発展 が 期待 され る 。 

これ ら の も の は 、 挫 取法 、 遠心 分 離 法 、 吹 付 法 等 で 製造 され る の で ある が 、 
な か で る 特許 第 128325 号 が 尋 味 深い (オー エン ス ・ イ リノ オス ・ グ ラス ・= ょ ュ 
バニ ー)。 ま た と れ よ りさ き 、 可 児 弘一 、 細 川 菊 男 両 名 が 安山岩 、 玄 武 岩 より 
硝子 ター ル を 製造 する こと を 提案 し 、 当 時 注目 され た (特許 第 125575 号 、 工 業 
技術 院 )。 

と の 外 、 ガ ラス ラオ ニン グ を 施し た 鋼管 (特許 第 187587 号 、 第 187588 号 、 岩 
城 硝子 株 式 会 社 ) は 、 耐酸 、 環 アシ カ 》 性 の 点 で 、 化 学 工業 に 寄与 する 面 が お 
お い 。 

また 、 断 熱 材 料 と し て 、 最近 に いた り 多 泡 硝子 が 使用 され る よう に な つた 
が 、 サ ン ゴ バン 社 (フラ ンス ) の 特許 第 119779 号 は 、 こ れ に 関す る 着 期 的 な 発 
明 で ある 。 
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球 匠 関 係 で は 、 池袋 殊 工業 株 式 会 社 の 創設 者 で も る 小島 正輝 が 、 特 許 第 
110945 号 の 逸 出 路 を 設け た も の 、 MMS 
た ガラ スラ イニ テニ ング の 末 匠 鉄 緒 を は じ め と す る 、100 件 に 余る 特許 を 取得 し 、 
erATccexrwui に IE 証 
ある 、 特 許 第 198862 号 の 上 引 衝 用 フラ リット は 注目 すべ きも の で ある 。 

(Giv) セメント 工業 

わが 国 の モメ ント 工業 は 、 明 治 4 年 官 業 と し て 、 東 京 深川 に 創始 され た 。 そ 
れ は 、1824 年 欧洲 に お いて ボル トラ ンド セメント が 発明 され て より 、 約 半 世 紀 
を 経た 後 で 、 当 時 は 徳利 穴 を 用 いる 原始 的 な 生産 で も り 、 抽 品 の 策 要 $ も すく な 
か つた が 、 胃 治 の な か ば ど ごろ に な り 、 セ メン ト 界 は よう や く 活 況 を 呈し 、 製 千 
会 社 が ぞくぞく と 誕生 し た 。 と この 方 面 の 発明 の は じ は 、 胃 治 26 年 遠藤 秀 
埋 、 内 藤 三 真 両 名 に よる 特許 第 2032 号 の 耐 海水 だ シト ラン ドモ メン ト で ある 。 
また 胃 治 29 年 に は 、 鈴 木 辰 次 郎 が 、 特 許 第 2685 号 と し て 、 湿 式 セ メン ト 現 造 の 
一 方 法 を 発明 し た 。 和束 式 法 は 、 明 治 22 年 小野 田 セ メン t 会 社 に 採用 され た が 、 
明治 40 年 に は 邦人 の 発明 と し て 、 滋 果 セ モメ ント 合 次 会 社 の 特許 第 12983 号 の ポ 
トラ ンド セメント 各 式 麗 造 活 が ちあ る 。 と これ より さき 、 胃 治 35 年 に 浅野 モメ ン 
ト 合 次 会 社 に 回 転 穴 が は じ め て 設置 され 、 連 続 焼成 が で きる よう に な つて 、 本 
工業 は 飛躍 的 に 発達 し た 。 以 後 建設 の 工場 は 、 お お むね とこ の 回 転 寺 を 設置 する 
よう に な つた 。 か く て 、 欧 米 の 技術 を も と に 、 明 治 末 培 か ら 大 正 年 代 に か 
け て 全国 各地 に 工場 が ぞくぞく と 設立 され た 。 

大 正 12 年 、 関 東大 城 災 を 契機 と し て 、 本 工業 は と くに 目 賞 し い 発 展 を と げ 、 
海外 諸国 の 注目 の 的 と な つた 。 それに と も な つて 、 す ば らし い 発 明 の 数 々 が 産 
み 出 され た 。 た と えば 、 秩 多 セ メン ト 株 式 会 社 の 特許 第 112575 号 、 第 116594 号 
その 他 の 発明 、 毅 城 モメ ント 株 式 会 社 の 特許 第 75053 号 、 第 99308 号 、 大 阪 穴 業 
モメ ン 株 式 会 社 の 特許 第 102937 号 その 他 の 発明 、 浅 時 泰治 郎 の 持 許 第 67723 
号 、 株 式 会 社 神戸 製鋼 所 の 特許 第 73483 号 、 第 86294 号 その 他 の 発明 、 ボ ポリ ジッ 
ラ 社 の 特許 第 94763 号 、 第 97433 号 、 ア リス チャ アー ャ ー 社 の 特許 第 110931 号 人 向 々 
I で ある 。 
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昭和 20 年 、 第 2 次 世界 大 戦 終 了 と と も に 、 荒 庭 し た 国土 を 再建 すべ く 、 モ メ 
ン + の 需要 は 日 を お つて 瑠 加 し 、 戦 争 で 疲 半 し た 本 工業 は 、 復 穫 の 一 途 を 辿 つ 
た 。 そ し て 、 研 究 活動 は 、 戦 前 に も 増し て さき か ん と な り 、 ま た 、 外 国 か ら 新 技 
術 が 、 ぞ く ぞ く と 聞 入 され 、 特 許 面 は 活況 を 呈し た 。 た と えば 、 昭 和 23 年 、 電 
弧 難 を 利用 し た モメ ント の 焼成 と し て 、 秩 父 も メン + 株 式 会 社 が 特許 第 176850 
号 そ の 他 を 、 株 式 会 社 日 立 製 作 所 が 特許 第 175055 号 その 他 を 、 昭 和 電 工 株 式 会 
社 が すこ し 詳 れ て 特許 第 178321 号 を それ ぞ れ 得 て い る 。 ま た 、 焼 直 の 冷 半 装 早 
と し て 、 ラ ラー 社 の 特許 第 190276 号 その 他 の 発明 、 ア リス チャ アーー 社 の 特許 
第 196289 号 、 ス ミス 社 の 特許 第 205435 号 等 で も る 。 日 本 モメ ュ ン + 株 式 会 社 で は 
微粉 交 燃 焼 装置 と し て 特許 第 185208 号 を 、 株 式 会 社 科学 研究 所 で は 、 緩 結 性 セ 
プント の 製造 法 と し て 特許 第 187003 号 を 得 て い る 。 

セメント の 利用 面 で は 、 コ ユン クリ ー ト の 軽量 化 と いう こと と が 非常 に 大 き な 間 
吉 で も ある が 、 十 く は 昭和 4 年 、 カ ー シ ・ パ ウリ ・ ビ ルナ ー の 発明 に な る 特許 第 
8211S 号 の 多孔 性 コン クリ ー ト 現 造 用 混合 物 の 抽 法 が も る 。 邦人 で は 、 呆 和 23 
年 頃 よ り 鈴 木 信 一 の 特許 第 176347 号 その 他 の 発明 が あぁ る 。 施工 時 に お ける 混和 
剤 に 関す る も の で は 、 矢 中 和 王 次 郎 の 大 正 13 年 以降 、 特許 第 60442 号 そ の 他 に よ 
る 防水 剤 が ある 。 ま た 、 空 気 連行 剤 と し て は 、 昌 本 松 瞳 株 式 会 社 の 特許 第 190194 
号 、 ぞ で ・ マ スタ ー・ ビ シル ダー ラ 社 の 特許 第 192492 号 徐 が ある 。 

(5) 石油 お よび 燃料 化学 

わが 国 の 石油 工業 は 、 明 治 20 年 頃 、 燈 油 の 環 造 を 目標 と し て 開始 され た 。 当 
初 は 重要 な 発明 は な か つた が 、 胃 治 の 未 か ら 、 内 燃 機関 用 と し て 揮発 油 、 重 油 
類 が 重視 され る よう に な り 、 ま た 資源 の 不足 を 宙 う 石油 代 将 品 製造 の 発明 が 続 
出し た 。 た と え は 、 満 鉄 の 内 部 加熱 式 油 母 貢 岩間 溜 法 (特許 第 69920 号 )、 ダ ビ 
ッ ド ツン (特許 第 40096 号 )、 ト ラン デブ ァ (特許 第 73799 号 ) の 乾 溜 炉 等 が つぎ 
つぎ に 実施 され た 。 ま た 、 航 空 機 燃料 の 需要 に と も な い 、 分 解 揮発 油 の 製造 も 、 
昭和 13 年 日 本 石油 の ペイ プス チル を 用 いる タッ プラ 法 (特許 第 66786 号 お よび 
第 76070 号 ) の 実施 を は じ め 、 ク ャ ッ ラ 法 (特許 第 50415 号 お よび 第 70030 号 )、 
ジェ ン キ ン ラ 法人 等 が 大 正 末期 か ら 昭 和 初 年 に か け て 実施 され 、 石 油 工業 は 急激 
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に 発 達 し た 。 そ し て 日 華 事変 か ら 、 石 油 代 用 資源 の 取得 が 真剣 に 考え られ 、 一 
酸化 炭素 ガス と 水素 か ら の 合成 法 、 石 炭 液 化 法 、 低 温 乾 溜 法 備 の 研究 が 一 層 き 
か ん に な り 、 無 数 の 発明 が 生れ た 。 こ と これ ら の 発明 に 関し 、 海 軍 燃 料 威 、 南 満 湖 
鉄道 株 式 会 社 、 日 本 窒素 株 式 会 社 倫 の 特許 は 各 数 十 件 に も 及び (重要 な も の の 
お お く は 重 密 特許 ) その 代表 的 な 型式 は 大 規模 た 実施 され た 。 た と えば 、 昭 和 
14 年 に お いて 、 低 温 乾 溜 に よる も の 9 工場 、 石 炭 直 接 液化 法 に よる も の 7 工場 、 
合成 法 2 工場 が 稼動 きれ ( 陸 海 軍 上 直接 の も の を 除く )、 建 設 中 の る の が 多数 と 
いう 状態 で も つた 。 大 戦 末期 に は 、 石 油 の 需要 が 増大 し 航空 機 は ます ます 良質 
の ガッ リン 、 油 浴 油 を 求め る よう に な り 、 し か る ゃ 天然 石油 の 供給 源 は まつ た く 
断 た れ た の で 、 発 明 も 狂気 の 様相 を 帯び 、 樹 脂 、 油 脂 、 ゴ ょ 人 等 あら ゆる も の を 
原料 と し て 、 燃 料 油 、 潤 滑 油 の 抽 造 が 試 久 られ 、 ま つた く 採 算 を 度外視 し て 工 
業 的 に 実施 きれ る に 玉 つ た 。 

し か し な が ら 、 路 戦 に より 石油 工業 は 、 研 究 、 製 造 と ぉ る 連合 国 か ら 制 限 を 5 
けた 。 戦時 中 か ら 戦 後に か け て 、 わ が 国 砂 油 工 業 が 沈滞 し て いる 間 に 、 外 国 、 
主として アメ リカ で は ユニ バー ダル ・ オ イル アー ブロ タク ウー コン バニ ー の ワ フラ 
ッ ト ホ ー ミ ング の 諸 法 、 流 動 接触 分 解法 の 諸 法 、 あ る い は スタ ンダ ー ド ・ オ オ 
グ ・ デ ベロ ッ プ メン ト ・ コ ムペ ニー の スム オイ ドロ ホネ ホーミング 法 の 諸 法 等 天 き な 進 
歩 を と げ 、 近 叶わ が 国 石油 精製 諾 会 社 は 、 ほ と ん ど 全 部 が 読 つ て 上 記 諸 方法 の 
いずれ か を 採用 し 、 す で に 操業 し は じ め た 工場 も あり 、 急 速 に 遅れ を 取 返 え し 
つい ある 。 

つぎ に 、 燃 料 工 業 中 石油 工業 に 比 月 すべ き ュ ー ク ラス 工業 は 、 主 と し て 鉄工 業 
の 発達 に 平行 し て 発展 し て 来 た も の で 、 初 期 に お いて は 副産物 の 捕 集 $ 熱 回 収 
も し な い 自 己 燃 焼 式 の いわ ゆる ビー ハイ ブ 型 式 の 炉 が 使用 され て お S り 、 只 治 31 
年 以降 は じゅ て 、 ッ ル ペ ベー 式 の 余熱 利用 副産物 回 収 訪 が 、 大 阪 舎 宙 株 式 会 社外 
2 工場 に 採用 され た 。 ま た この 時 場 に 下村 孝太 郎 の 特許 第 2907 号 が 発明 され 、 
副産物 回 収 式 炉 の 下 設 機運 が さか ん に な つた 。 そ し て 、 胃 治 末期 か ら 大 正 に か 
け て 、 ュ ッ ペ ー ラ 式 炉 (特許 第 20283 号 )、 改 良 ウ シベ ペー 式 炉 ( 特 許 第 24878 号 )、 
墨 田 式 炉 (特許 第 31542 号 発明 央 、 黒 田 泰造 ) 等 優秀 な 炉 が 発明 され 、 つ ぎ つ 
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ぎ に 実 施さ れ た 。 こ とこ れ ら の 炉 は し だ い に 多 数 の 発明 に より 改良 され 、 オ ッ ト ー 
式 炉 (特許 第 107391 号 他 )、 大 野 式 炉 (特許 第 117139 号 、 第 158681 号 ) と と も 
に 、 今日 の コー クラ 炉 の ほとん ど を 占め る よう に な つた 。 と くに 黒田 式 炉 は 、 
相良 泰 一 (特許 第 10286 号 、 第 103857 号 ) お よび 黒田 自身 (特許 第 110124 号 、 
135155 号 、 第 103857 号 ) に より 改良 され 、 大 野 式 炉 と と も に 外国 式 炉 より も 
する ぐれ で いる と と は 、 抽 讃 に あたい する 。 

(6) 油 脂 

油脂 は 、 古 代 か ら 人 類 の 食糧 ちる い は 燈 料 と し て 採取 使用 され て いた の で 、 
と の 工業 の 歴史 は きわ め て 古い が 、 そ の 採取 法 は 、 玉 締 圧搾 もち るい は 者 取法 な 
どき わ め あて で 非 能率 的 な る の で 、 脱 酸 精 刷る いわ ちゆ る 「 灰 直し 」 と 称す る 原始 的 
な も の で あつ た 。 し た が つて 、 特 許 制 度 が 施行 きれ る や 、 在 来 法 の 改良 に 関す 
る も の の 外 、 能 率 的 な 採取 や 完全 な 精 現 を 目的 と し た 多数 の 発明 が 現われ た 。 

た と えば 、 ズ バッ チ 式 抽出 装置 で は 、 特 許 第 437 号 (明治 20 年 )、 特 許 第 1956 号 

(明治 25 年 )、 特 許 第 34125 号 (明治 31 年 ) 人 等 を 、 ま た 連続 抽出 装置 で は 、 特 許 
第 4703 号 (明治 34 年 )、 特 許 第 15300 号 (明治 41 年 )、 等 を は じ め と し て 、 き わ 
め て 多数 の 装置 が 特許 され て お り 、 ズ バッ チ 式 の 装 早 は 種々 の も の が 使用 され 、 
大 正昭 和 に か け 、 大 豆 抽出 工業 の 発達 と と も に 非常 に 発展 し 、 戦 後 の 油脂 不足 
時 代 に は 、 米 委 る ほとん どこ の 方 法 で 採 油 す る 状態 て ちあ つた 。 連続 抽 出 装置 も 
さら に スラ ッ ト 式 (特許 第 43149 号 )、 ボ ポー シー ン 式 (特許 第 66478 号 ) お よび 
松本 五郎 に よる 多数 の と ル デ ブ ラン ト 型 形式 の 装置 (特許 第 139747 号 外 8 件 ) 
等 が 提案 され た が 、 連 続 抽 出 は 技術 的 に 非常 に な むつ か し いた め 、 実 施さ れ た の 
は 特許 第 134892 号 (吉原 製油 株 式 会 社 )、 特 許 第 157979 号 ( 南 満 洲 鉄道 株 式 会 
社 ) 伴 数 例 に 過ぎ な い 。 そ の た めそ の 実施 は 今後 の 課題 と な か つて いる 。 こ と の よ 
うに 、 油 脂 の 採取 は 、 抽 出 に お いて 長 足 の 進歩 を と げ 搾 出 も また 、 エ クス ペラ 
ー の 出現 に より きわ め て 能率 的 に な つた が 、 魚 油 類 の 採取 は 最近 まで 旧 衣 依 然 
た る も の で あつ た 。 し か る に 、 これ も 、 人 竹井 俊郎 の 発明 し た 特許 第 170596 号 
「 魚 体 類 の 処理 加工 法 」 の 魚体 の 自己 消化 を 利用 し た 採 油 法 に よ つ て 一 変 し 、 
た と えば 柔 魚 か ら も 油脂 の 採取 が 可能 と な り 、 柔 魚油 は 旦 的 に 急激 に 海産 動物 
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油 中 の 第 1 位 を 占め る に 至り 、 合 成東 性 油 原 料 あ るい は 硬化 油 原 料 と し て 重要 
な も の と な つた 。 

精製 法 も 、 採 油 量 の 増大 製品 の 多岐 化 に と も な い 、 古 来 の 灰 直 し 法 か ら 脱 革 
し 、 優 秀 な 方 法 が 多数 発明 され 、 と くに 米 概 油 の 取扱 いこ により その 技術 は 向上 
し た 。 さ ら に 土屋 知 太郎 の 特許 第 129313 号 「 著 量 の 葉緑素 を 含有 する 油 幅 類 の 
腕 色 法 」、 中 島 敏 の 「 高 真 宅 に よる 油脂 類 の 脱臭 脱 酸 法 」 等 優衣 な 方 法 が 続出 
し 、 含水 アシ ュー ルケ 、 ラ シラ ラー ルル 、 あ る い は 液状 デコ ロバ ン に よる 脱 酸 精製 法 
等 る お お く 提 和 案 さ れ た が 、 最 近 に お いて は 、 尿素 附 加 物 の 生成 に よる 脱 酸 脱 
成分 分 見 に 関す る も の る も 多数 発明 され て お り 、 今 後に お ける 工業 化 が 期待 され 
て いる 。 

油脂 工業 の 一 部 上 皿 で も る 硬化 油 工業 は 、 大 正 元 年 わが 国 で は じ め て 実 苑 きれ 
て 以来 逐次 発展 し 、 マ ー ガ リン その 他 の 需要 の 増加 に と も な い 今 日 の 雇 況 に 達 
し た 。 と この 間 に お ける 装置 、 触 媒 等 の 発明 も る きわ め て お お く 、 旭 電 失 工 業 株 式 
会 社 、 昌 本 衝 素 肥料 株 式 会 社 等 を は じ め と し 、 そ れ ぞ れ 独 得 の 特許 より 実 意 
され た も の が お お い 。 そ し て 、 水 添 方 法 は 戦後 も さか ん に 研究 され 、 た と えば 
水 の 存在 下 に お ける 水 添 ( 坦 繁 発明 の 特許 第 179214 号 、 上 野 誠一 発明 の 特許 第 
193641 号 他 数 件 )、 石 環 お よび 水 の 存 在 下 で の 水 添 (特許 第 184384 号 他 )、 党 圧 
水 添 も あるいは 銅 系 触 媒 に よる 制限 的 水 添 に より 魚油 か ら 食用 油 を 製造 する な 

、 特 殊 の 水 添 法 が 多数 発明 され 、 天 次 実施 され て いる 。 

油脂 製品 中 石鹸 類 $ 古 く よ り 現 造 され 、 発 明 の 歴 昌 は 古い が 、 工 業 的 発達 は 
洒 進 的 で も つた 。 し か し 高級 ア アシ ュー ルス シフ ォ ン 酸 塩 (特許 第 89346 号 )、 ア 
ルキ ル 化 芳 香 族 ス シフォン 酸 塩 (特許 第 76655 号 外 ) 等 の 新 洗剤 の 特許 は お お 
い に 楽 界 を 刺激 し 、 昭 和 の 初期 に 、 洗 汐 剤 分 野 は 急激 に 拡大 きれ 、 工 業 的 に も 
発達 し た 。 こ の 時 期 に お ける 発明 家 と し て は 、 川 上 入 十 太 、 芝 時 才 等 が 代表 的 
で ある 。 石鹸 の 製法 は 、 上 記 の 発達 に も か ヽ わ ら ず 、 な お 非 連 続 的 な 手段 に よ 
つて いた が 、 特 許 第 190845 号 (デア メ リカ シャ ー プ レン レラ ス 会社) の 方 法 に より 連続 
的 製造 が 可能 と な り 、 昭 和 29 年 三輪 石 具 株 式 会 社 で は じ め て 実施 さき れ 、 そ の 成 
米 が 注目 され て いる 。 
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(7) 有機 合成 化学 

有機 化学 工業 の うち で 、 高 分 子 化学 、 プ ラス チッ クス 、 池 脂 、 燃 料 、 医 楽 、 
旭 楽 は 他 項 で 紹介 され て お り 、 こ れ ら は 本 項 で は 除く こと と し た 。 

有機 合成 工業 は ュー シタ ー ル を 原料 と する いわ ゆる ター ル 答 品 か ら の 合成 染 
料 、 医 薬 、 在 楽 の 中 間 体 の 製造 系 列 と 、 カ ー バ イド か ら の アモ チレ ン を 経る 有 
機 朱 品 な ら び に 合成 樹脂 の 製造 系 列 と の 2 系 列 に 大 別 き れる が 、 そ の 発達 の 根 
幹 を な す も の は や は り 茶 料 合成 で も り 、 他 の 合成 工業 は それ より 派生 し た も の 
と いつ て よい 。 初期 の 簡単 な 有機 合成 、 た と えば 木 酷 より の 酷 酸 の 製造 は 、 明 
治 20 年 項 よ り 若 干 実 施さ れ 、 明 治 35 年 に は 日本 酷 酸 株 式 会 社 が 、 ド イ タ か ら 装 
置 を 輸入 し て 優良 製品 の 生産 を 開始 し た 。 

近 料 合成 は 、 明 治 30 年 に 大 阪 舎 密 工 業 会 社 が 、 ま た 胃 治 38 年 に は 和 六 幡 刷 鉄 所 
が シル シベ ー 式 ミー クス 炉 か ら の ター ル 菩 溜 を 開始 し て 、 そ の 工業 化 の 第 一 歩 が 
踏 ろ 出さ れ た 。 ま た 、 明 治 35 年 に は 下村 孝太 郎 が 大 阪 到 着 会 社 で 狼 料 合成 の 研 
先 を 開始 し 、 明 治 44 年 に は 三井 鉱山 株 式 会 社 で アリ ザ リ ン レッ ド の 合成 を 実施 
し た が 、 当 時 すでに 技術 の 確立 され て いた ドイ ッ の TI.G. 社 の 攻 料 が 、 日 本 に お 
ける 合成 染料 市 場 を 席 挫 し て いた 。 し か し な が ら 第 1 次 大 戦 の 部 発 に よ つ て 導 
料 の 輸入 が 停止 する や 、 国 策 的 な 染 料 医 薬 奨励 法 に より 、 日 本 医 料 株 式 会 社 が 
創立 され 、 三 池 芝 料 工業 所 に お ける 合成 石炭 酸 工場 の 建設 も あり 、 痢 料 合成 工 
業 は 急速 な 発展 を と げた 。 そ の 技術 は ド オ タ 委 料 工業 の 模 條 に 過ぎ な いも の で 
あつ た 。 そ の 間 、 ド オタ 、 お よび ニス ォ ス の 技術 を 消化 し た アメ リカ 染料 の 拉 頭 
に より 、 大 戦 未 期 に お いて 日 要 料 工業 は 壊滅 に 疾 す る に 至 つ た 。 し か し 天正 
13 年 以後 の 保護 政策 は 、 ぉ た た び 導 料 工業 界 に 活気 を 与え 多数 の 会 社 も 設立 き 
れ 、 昭 和 初 年 以後 に お ける わが 国有 機 合成 工業 の 発達 の 基盤 と な つた 。 ま た こ 
の 時 期 に お いて 、 メ タク ノー ル が 大 正 14 年 に 臨時 室 素 研究 所 に お いて 研究 され 、 
昭和 3 年 に は 下関 靖 島 で 生産 に 移さ れ 、 ホ シェ リン の 製造 も また 日 本 酷 酸 株 式 
会 社 に お いて 、 大 正 8-9 年 項 よ り 行 われ 、 江 戸川 工業 所 も 昭和 2 年 に 生産 を 包 
始 し た 。 

昭和 初 年 より 以後 の 区 料 工業 、 な ら び に 触媒 化学 に お ける 、 和 有機 合成 技術 の 
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発達 は 、 昭 和 3 年 に 合成 酷 酸 、 昭 和 11 年 に 合成 アセ トン の 工業 的 生産 を 成功 に 
導き 、 多 大 の 進歩 を と げた 。 

し か し 、 染 料 の 特許 は 、 ほ と ん ど TI.G. 社 の 独占 する と と ろ で あり まし た 。 
セ チ レ ン 系 列 に お いて も ゃ も 、 羊 期 的 な 邦人 の 特許 は な ん ら 出 現す る 余地 も な い 短 
で あつ た 。 昭和 10 年 以後 に は 、 し だ いた 独 自 の 方 法 に より 研究 を 進め 、 工 業 化 
も 行わ れる 傾向 が 現われ 、 た と えば 昭和 8 年 項 か ら 柴 田 勝 天 郎 に より 研究 され 
た 、 炭 酸 到 垢 と アン モニ ア よ り の 硝 素 の 直接 合成 法 は 、 中 和 12 年 項 か ら 工 業 化 
され 、 そ の 後 の 成 昌 は 、 現 在 の 東 圧式 新 循 本 法 と し て 硝 素 製造 に 大 き な 貢 献 を 
し て いる 。 第 2 次 大 戦 の 名 発 と と も に 控 料 工業 は 衰微 し 、 わ ず か に カー キ 色 の 
染料 合成 に 研究 が 集中 され た に 過ぎ な い 。 し か し その 後 、 合 成 ゴ ム の 原料 と な 


る アク リャ ニトリ シル 、 合 成樹 脂 、 合 成 繊 准 原 料 と し て の 塩化 ビニ ー ル 、 酷 酸 ど 


ミー ル 人 等 の 合成 に つい て の 発明 が お お く 現 われ 、 戦 後に お ける 合成 樹脂 工業 の 
素地 を 築い た 。 
戦争 に より 壊滅 し た 有機 合成 工業 は 、 戦 後 2 て 3 年 の 間 に 、 ま ず 医 薬 、 み ッ カ 
リン 、 デ ルチン 等 の 甘味 料 の 合成 に よ つ て 回 生 し は じ め 、 特 許 面 に お いて る 前 
示 の 系 統 の 出願 が 、 有 機 合成 の 首位 を 占め た 。 し か し 、 肥 料 工場 の 回 復 お よび 
プラ スチ テ チック 工業 の 再生 は 、 メ タ ノ ー ル お よび ホル シャ リン その 他 溶 剤 の 生産 を 
促し 、 東 洋 高 圧 工業 株 式 会 社 の 肥料 と し て の 大 素 合成 も 本 格 的 に 工業 化 を 開始 
し た 。 こ の 気運 に より 人 衝 料 合成 も しだい に 立ち 直り を 見 せ 、 年 毎 に 生産 高 が 増 
加 し 、 昭 和 25 年 の 彰 災 動 乱 は 、 活 料 工業 に ゃ 溢 貨 の 一 掃 等 好 球 響 を 与え た が 、 
一 方 に お いて は 、 な お お 約 500 種 に わた る 染料 の 輸入 を 余 僕 な くさ れ て いる 。 こ 
の こと は 、 戦 後 の 新 し い 染 料 に 関す る 発明 が 、 す べ て 外国 人 に よる も の で ある 
と と を 示す も の で ある 。 現在 は 戦前 の ドイ タ に か わり 、 ス イス ( 詩 と し て チバ 
社 ) が 染料 に 関す る 特許 の 王座 を 占め 、 堂 光 衝 料 、 合 成 織 維 用 の 金属 含有 アメ 
全 料 に つい て 広汎 な 特許 を と り 、 ま た 、 イ ンダ ンス ユン レン 系 攻 料 の 顕著 な 進歩 が 
認め られ る 。 ア モチ レン 系 に つい て は 、 国 筑前 な 合成 繊維 工業 育成 の 線 に 沿 つ 
て 、 酷 酸 ビ = ニー シル 、 ア クリ ロニ トリ シル 、 塩 化 ビ ミール 和仁 の 刷 造 部 門 が 、 昭 和 24 
年 頃 よ り 急 速 に 発展 し 、 さ ら に 、 プ ラス チッ ク 工 業 に お ける り 塩 化 ビ ニー シ 
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の 使用 は 可 聞 剤 の 策 要 を 高め 、 多 種 の 可 剤 が 生産 され る に 至 つ た 。 

織 維 業界 に お ける 樹脂 加工 の 進歩 は 、 ス メラ ミン の 国内 生産 を うな が し 、 昌 本 
カー ズバ オ ドド 株 式 会 社 、 電 気化 学 工業 株 式 会 社 両社 は 、 チ ズバ 社 の 特許 に つい て 実 
施 権 を 得 、 昭 和 26 年 に は 両社 と も 月 産 12 市 の 規 栓 で 本 格 的 な 生産 を 開始 し 、 最 
近 で は 、 昭 和 電 工 株 式 会 社 も 高圧 法 の 工業 化 に 成功 し た 。 ま た 、 レ ッ ゴ 化学 の 
応用 実験 $ 、 三 菱 化成 工業 株 式 会 社 、 三 井 化学 工業 株 式 会 社 、 東 亜 合成 工業 株 
式 会 社 で さか ん に 行わ れ て 、 こ れ に 関す る 特許 も お お く 現 われ た が 、 ア クリ ル 酸 
テス テル の 合成 が 工業 化 さ れ て いる に 過ぎ な い 。 

(8) 高 分 子 化学 

高 分 子 化学 業 は 、 わ が 国 の 中 枢 産 業 で あぁ る 化学 繊維 工業 の 基礎 を 構成 する 
$ も の で ある が 、 と くに 合成 樹脂 工業 は 、 ド イッ 、 ア メリ カ 、 ユ イラ 等 先 進 国 の 
新 技術 に より 開拓 、 啓 宜 さん て きた 工業 で ある 。 

高 分 子 化学 部 門 を 合成 部 門 お よび 加工 部 上 皿 に 分 け 、 ま ず 合 成 部 上 門 か ら 述 べ る 
と 、 比 較 的 高度 な 有機 合成 技術 を 必要 と し な い 石 炭酸 系 樹 訂 に つい て は 、 ア メス 
リカ の レオ ・ エ テ エッチ ・ ベ ー ク ラン ド の 発明 (特許 第 16247 号 ) が 、 ね わが 国 最初 
の 合成 樹脂 の 特許 と し て 明 治 42 年 に 将 許さ れ 、 こ の 特許 より 10 年 遅れ 佐藤 定 吾 
の 発明 (特許 第 37857 号 )、 辿 多 源 逸 の 発明 (特許 第 63169 号 ) が 世に 出る に お 
よび よう や くそ の 研究 、 お よび 工業 化 が さか ん と な つた 。 

尿素 と ホシ ム ア ル シル デ と ヒド の 縮合 重合 物 で も る いわ ゆる 尿素 系 樹脂 の 最初 の 特 
許 は 、 大 正 15 年 の が ・ ツ サオ テオ ・ オ ブ ・ ケ ミカ ル ・ イ ンダ スト リー・ イ ンズ 
ー デ ゼル (現在 の チバ 社 ) の 特許 第 70757 号 で も り 、 わ が 国 に お ける この 方 面 の 
研究 は 、 第 2 次 大 戦中 木製 飛行 機 、 あ る い は プロ ベラ の 、 接 着 剤 用 の 硝 素 系 樹 
脂 に お いて は じ め て 見 る べき 成果 を お さめ た 。 ま た 、 コ ラミ ン フ ォ ル と アル デ 
と ドド 樹脂 の 発明 (特許 第 122225 号 1935 年 ) も 同様 前 記 の チバ 社 の も の で ある 。 
般 後 織物 加 工 、 そ の 他 の 面 に お いて 走 価 が 認識 され 、 日 本 カー バイ 工業 株 
式 会 社 、 電気 化学 工業 株 式 会 社 の 両社 は 、 チ バ 社 と 実施 契約 を 締結 し た 。 ま た 、 
アス リカ の アメ スリ カン ・ ず ガイ アナ ミド ・ コ ゥ バニ ーー が 1941 年 乃至 1944 年 に 完 
し た 水深 性 スチ アル 化 ミチ ロー ルス ラミ ン の 現 法 (特許 第 184740 号 ) メラ ミン ・ 
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ラオ アム アンデ と ドラ コロ イド 溶液 (特許 第 212265 号 ) 備 に つい て は ほ は 、 住 友 化 学 
工業 株 式 会 社 が 技術 導入 し た 。 
他 面 、 ア ミン と アル ケル デ と ドド と の 縮合 物 と し て 、 大 正 12 年 に 請 田 英之 基 は 、 ジ 


) 


シア ンジ アミ ド と ホシ ジム アル デ と ドド と の 縮合 物 の 製法 に つい て 特許 61980 号 を 
得 、 こ の 系 統 の 樹 貴 の 元 か し い 先 駆 者 と な つた が 、 和 有機 工業 部 門 の 革 盤 が 後 い 
た め に 、 そ れ 以 上 の 発展 を みな か つた 。1930 年 以降 、 世界 各国 で は 、 合 成樹 脂 か 
ら の 合成 繊維 の 製造 に つい て の 研究 が さか ん に な り 、1937 年 に は 特許 第 142082 
号 と し て 、 オ ー・ ア オイ ・ デ ュ ボ ン 社 の いわ ゆる ナイ ャ ン の 原料 で も や る ボ ポリ アミ 
ド の 合成 方 法 の 発明 が 完成 し た 。 こ の 特許 こそ 、 合 成 角 維 の 真価 を は じ め て 発 
押し た 発明 で ある 。 これ に 遅れ る こと 2 年 、 東 洋 レ ー ョ ン 株 式 会 社 の 星野 孝平 
は ボリ アミ ド に 関す る お お く の 発 明 (特許 第 143657 号 その 他 ) を 完成 し た 。 戦 
後 前 記 布 社 間 の 技術 導入 契約 が 成立 し 、 ナ イン 工業 は 確立 され た 。 また 東洋 
レー ョ ン 株 式 会 社 の ボリ アミ ド で 系 合成 繊維 の 製造 は 、 戦 後に お ける 合成 繊維 工 
業 の 唱 火 を 切 つ た も の で ある 。 

一 方 、 ェ 状 物質 の 現 造 濯 に つい て バー ジッ シテ ・ ア ニー ニ リ ン ・ ツ ウン ト ・ シ ツー 
ダ ・ フ アブ リッ ク が 特許 第 23316 号 (大 正 2 年 ) を 得 た 。 以 後天 然 ゴ ム を 産 軸 
し な い ド イッ 、 ア スリ カ 等 に お いて 、 合 成 ゴ ム の 製造 に 多大 の 努力 が 払わ れ 、 
1929 年 に は IL.G. 祉 が ブナ S (スチ ロー ル と ブタ ジェ テン の 共 重 合体 ) の 製法 (特許 
第 99632 号 ) を 、 デ ュ ポ ン 祉 が スク ロ プ レン の 3 現 法 (特許 第 103999 号 ) を 完成 
し 、 実 用 可能 な 合成 ゴム を 得る こと に 成功 し た 。 わ が 国 に お いて も 昭和 14 年 項 
より 和 宇 事 的 要求 に 応じ 、 ブ タ ジ ェ ン 系 の 重合 に 関す る お お く の 発 明 が 行わ れ 、 
第 2 次 大 戦中 に は 合成 ゴ > 舞 造 の プラ ント も 建設 され た 。 戦後 は 合成 ゴム 製造 
が 禁止 され た が 、 と の 技術 は 塩化 ビニ ミー ル 工 業 に お お い に 役 立つ た 。 

塩化 ビニ ミー ルル 、 醒 酸 ビ ニール 等 の 重合 に 関し て は 、 ド オジ 人 ウオ ルク ・ オ ・ 
ヘヤー ン の 特許 第 78122 号 が 昭和 23 年 に 発表 され て 以来 、I. G- 社 の おおく の 発 
明 が この 分 野 を 開拓 し た が 、 と の 進歩 に 追随 し て 、 わ が 国 に お いて も 、 ビ = ニー 
系 化合 物 の 重合 に 関す る 発明 が 、 よ う や く 行 われ る よう に な り 、 昭 和 14 年 項 
より その 方 面 の 研究 に 着手 し た 桜田 一 郎 等 は 、 特 誕 第 166602 呈 を 、 松 田 辰 男 は 

219 


ュー まあ ャ ーーー テ ー 


第 4 編 発明 、 実 用 新案 の 発達 変 枯 


特許 第 170002 号 を 得 た 。 第 2 次 大 戦 終 了 と と も に 、 和 有機 合成 化学 工業 の 方 向 は 、 
プチ レン お よび 過剰 塩素 の 利用 に 向け られ 、 塩 化 ビ ニー ル 環 造 の 工業 化 が さか 

に な りさ ら に 戦後 措置 信 に より アメ リカ の ザ ・ ビ ー・ エ フ ・ グ ツジ ド リッ チ ・ 
ーー ニー ニョ モン ョ カン ョ ドド KIZ ミ カル シコ ニム バニー、 ザ ・ ダ クウ ・ ケ ミカ ルル ・ ユ コム パパ 
ニー 等 が 、 ビ ニー ん 系 化合 物 の 重合 に 関す る 優秀 な 、 お お く の 発 明 に つい て の 
特許 を 取得 し た 。 こ れ ら の 特許 に も $ と づき 日 本 軽金属 株 式 会 社 、 三 菱 化成 工 業 
株 式 会 社 、 旭 化成 工業 株 式 会 社 等 は 、 そ れ ぞ れ 前 記 各 社 よ り 技 術 導 入 を 行い 、 
また 日 本 ゼ ォ ン 株 式 会 社 、 モ ン サ ント 化成 株 式 会 社 、 旭 ダウ 株 式 会 社 人 等 の ボ 
塩化 ビニ ミール 、 あ る いせ は 塩化 ビニ リデン 系 重合 体 を 大 規 槍 生産 する 会 社 が 設立 
され た 。 さら に 合成 繊維 と し て の ポリ アク リロ ニトリ ル お よび デア クリ ロニ トリ 
ん 系 重合 体 の 製法 に 関す る 、 お お く の 外 国 特 許 が 紹介 され た 。 

戦後 業界 の 注目 を ひい た 王 素 樹 上 中 は 、 す で に 昭和 17 年 特許 第 151002 号 その 他 
と し て 紹介 され た も の で ある が 、 戦 後 GE. 社 お よび ダウ ・ コ ュー ニン グ ・=ー 
ポレ ーション に より 多数 の 特許 が 出願 され 、CG.E. 社 の 油 状 ポリ シロ キサ ン ( 特 
誕 第 190201 号 )、 シ リュ ー ン ・ ゴ > (特許 第 190228 号 )、 ダ ウ ・ コ ー ニ ング の 特 
許 第 189256 号 その 他 の シロ キサ ン の 共 縮 合 に 関す る 発明 等 に 刺 温 され て 、 株 式 
会 社 島 津 製作 所 、 東 京 芝浦 電気 株 式 会 社 、 住 友 化 学 工業 株 式 会 社 、 信 越 化学 工 
業 株 式 会 社 で も 研究 され 、 前 記 東 京 芝浦 電気 株 式 会 社 、 信 越 化学 工業 株 式 会 社 
と C.E. 社 と の 間 に 実 施 契約 が 結ば れ た 。 ま た 、 ザ ・ ビ ー・ エ フン ・ グ ツ ド リマ 
チ 社 の シア ン 化 ビニ リデン の 邊 合 体 に つい て の 発明 も 、 将 来 性 の ある も の と し 
て 注目 され る 。 

(1 の) 順 三 成 WT 叶 業 

ゴ プ > 工業 は セア ェ オ ド 工 業 と と も に 、 も つと も 古い プラ スチ ックス 工業 で 
明治 19 年 に 三田 土合 名 会 社 の 創業 に より 企業 の 第 一 歩 を 踏み 出し 、 明 治 33 年 に 
日 本 ゴ と 、 明 治 ゴ と 人 等 の 諾 会 社 が 、 さ ら に た 42 年 に 1 ギリ ス ダ ン シャック 会 社 の 工 
場 が 新設 され 、 基礎 が 確立 され た 。 と の 間 、 水 枕 、 ゴ > 球 、 ゴ ょ 靴 、 自転 車 タイ 
ャ 等 が 製造 され 、 胃 治 42 年 に は 輸出 用 程度 に 発展 を と げ 、 大 正 末 期 に ラテ ッ ク 
ス 製 品 の 製法 が 発明 され (特許 第 62823 号 その 他 ) 加 質 製品 の 製造 に 配 献 し た 。 
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ィ ギ リラ の ダン ョ ッ プ が 和 硫 促進 列 を 用 いる わが 国 最初 の 特許 (第 3327 号 ) 
を 獲得 し た が 、 克 後 、 促 進 天 、 老 化 防止 剤 の 研究 が 活 溢 化 し 、 昭 和 6 一 7 年 頃 に 
は 邦人 の 発明 が 続出 し (特許 第 98820 号 その 他 ) 国産 化 の 段階 に 達し た 。 

ゴ ヶ 配合 剤 、 充 才 剤 に つい て は 、 田 中 芳雄 、 神 原 周 の 発明 (特許 第 139177 号 ) 
が 楽 に 真 献 し 、 戦 時 中 、 航 空 機 油槽 の 防弾 用 独立 気泡 スポ ンジ の 発明 (特許 
第 164024 号 外 ) が あり 、 今 日 、 履 物 庭 、 ク ッ シ ョ ン そ の 他 に 使用 きれ て いる 。 
終戦 後 、 プ デム ラテ ックス か ら の スポ ンジ ゴ と の 製法 、 大 型 加 硫 装 置 、 紡 績 用 
ー ル 等 外国 特許 が あい つい で 特許 され 、 業 界 に 衝動 を 与え た が 、 谷 真 三 、 越 知 
通 世 に よる 高 周 渋 加 硫 法 (特許 第 186045 号 )、 海 野 圭 保 に よる 継目 な し バイ ヤ 
ステ ー ズ プ の 環 法 (特許 第 202136 号 ) その 他 ゴ > の 接着 法 あ る い は 硬質 ス ボ ン ジ 
等 が 生れ 、 業 界 に 真 献 し た 。 

( 拉 ) セル ロイ ド 工 業 その 他 

ャ グロイ ド が わが 国 に 紹介 され た の は 、 胃 治 18 年 で 、 そ れ 以 後生 地 の 輸 入 に 

る 加工 が 、 家 内 工業 的 規模 で つづ けら れ て きた が 、 胃 治 37 年 、 晶 本 モアイ 
ド ば 人組 株 式 会 社 に より 、 生 地 の 生 産 が 開始 さき れ 、 問 も な く 欧 米 品 に 人 用 色 の な い 
も の が で きる よう に な つた 。 第 1 次 大 戦中 に 輸出 で きる よう に な り 、 さ ら に 昭 
和 8 年 に は 世界 第 1 位 の 生産 額 に 達し 、 今 次 大 戦前 に は 45 ヶ 国 に 輸出 する 励 況 
(うと の )/ 

明治 29 年 に は 、 木 理 栓 様 付 セ ショ イ ドド 棒 の 製法 や 、 形 付 方 法 の 特許 か あり 、 
これ が 邦人 発明 の 叶 生 を な す も の の よう で ある 。 その後 ゃ 成型 加工 法 の 発明 が 
主 で も つた が 、 難 燃 性 を 特徴 と する 酢酸 組 維 素 の 出現 に 刺 載 され 、 難 燃 性 化 の 
発明 (特許 第 65899 号 外 ) 控 頭 と な つた 。 

つぎ に 酢酸 組 維 素 可 狗 物 は 、 第 1 次 大 戦中 飛行 機 の 羽 布 途 料 と し て 発達 し た 
が 、 わ が 国 に お いて $ 今 次 大 戦中 主として 羽 布 塗料 と し て 使用 きれ 、 終 戦後 遇 
本 当 素 肥料 株 式 会 社 、 大 日 本 セア ャ イド 株 式 会 社 人 等 で 製造 を 開始 し 、 繊維 、 不 
燃 性 フィ シュ 等 に 使用 され る と と と な つた 。 

近年 アメ ヌ リカ に お いて 、 自 動 装 出 成型 法 が 発明 され て か ら 、 こ の 方 面 の 家 
が 急増 し 、 わ が 国 に お いて も 不燃 性 可 弾 物 と し て 、 電 話 尼 、 家 庭 用 品 そ の 他 に 
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酢酸 酷 醸 織 維 素 と と も に 使用 され 、 こ の 1^2 年 その 製品 が 市 場 に 出る と と と な 


つた 。 き ら に モロ フン アン の 量 初 の 特許 は 、 明 治 42 年 (特許 第 15560 号 ) で あり 、 
は じゅ め て その 工場 が 設立 され た の は 大 正 15 年 で も る 。 その後 同 竹 工 場 が 妊 出し 
戦前 は 製造 会 社 12 社 、 月 産 35, 000 軍 の 域 に 達し た 。 第 2 丈 大 戦 に より 、 生 産 量 
る 激減 し た が 、 戦 後 の 回 復 は 目覚 まし く 、 現在 は 8 社 で 、 生 産 高 も 戦前 の 最高 
を は る か に 上 り 、2 倍 近 くに な つた 。 

各種 商品 の 包 袋 と し て 防湿 モロ フアン の 番 要 が 急増 し た が 、 こ れ に 関し て は 
戦前 の アヌ リカ デニ ュー ボン 人 社 の 広汎 な 特許 (特許 第 92667 号 、 第 93462 号 侍 ) に 
より 界 で は 大 き な 束 縛 を うけ た 。 し か し 近年 大 日 本 も ロフ アン 株 式 会 社 、 大 
日 本 モ シ ェ イ ドド 株 式 会 社 等 に お いて 、 そ れ ぞ れ 上 野 清 等 の 発明 (特許 第 172534 
号 、 特 許 第 211748 号 ) ある い は 山田 昌 人 等 の 発明 (特許 第 208632 号 、 第 200341 号 ) 
が 実施 され 、 策 要 に こたえ て いる 。 

Gii) 合成 樹脂 可 雇 物 工業 

合成 樹脂 可 次 物 工業 は 最近 急激 に 進歩 し 、 そ の 種類 も お お い が 、340 年 の 歴 更 
と 、 生 産 量 か ら 首 位 を 占め る 石炭 酸 樹 中 で は 、 ベ ー ク ラン ド の 特許 第 16247 号 
(明治 42 年 ) を 譲り 受け た 三共 株 式 会 社 (現在 の 日 本 ペー クラ イト 株 式 会 社 の 
前 身 ) が あぁ り 、 大 正 4 年 に 製造 を 開始 し た の が は じ ま り で ある 。 

大 正 9 年 に は 、 佐 藤 定 吉 が 常 圧 成型 法 (特許 第 39321 号 ) を 発明 し た が 、 
業 用 材料 と し て 急速 に 発展 し た 。 と くに 注目 すべ き は 、 本 田 女 雄 の スピ ビニ ング 
ボ ポット の 製造 に 関す る 発明 (特許 第 82021 号 、 第 86363 号 等 ) で 、 従 来 の アシ ミ 
= テッ ウ ァ > 現 を 一 掃 し 、 わ が 国 の 人 絹 工 業 発展 に 黄 献 し た が 、 ま た 外国 特許 の 千沙 
を 排除 し た 点 で 注目 され る 。 万 年 深 鈴 と し て 、 漆 句 業 界 を 恐慌 きせ た 佐藤 恵 炎 
郎 の 特許 第 91409 号 外 が あり 、 あ る い は 普 車 、 軸 承 その 他 の 機械 部 品 の 発明 は 、 
成型 粉末 の 市 販 に つれ 家内 工業 を 油 す こと と も な つた 。 

日 華 事変 以後 は 、 通 信 機 部 品 、 航 空 機 用 強化 木 等 の 外 、 代 用 品 の 振 興 政策 を 
反映 し て 、 さ ら に 活況 を 呈し た が 、 柴 田 、 田 中 両 名 の 発明 に よる 常温 硬化 樹脂 
液 (特許 第 166752 号 、 第 174171 号 )、 そ の 他 接着 剤 、 塗 料 に 関 す る 発 胃 が あい 
つぎ 、 工 業 化 に 移さ れ た 。 
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終戦 後 は その 生産 量 も 逐 区 増加 し た が 、 新 た に 出現 し た 各種 高 性 能 の プラ ニス 
チッ クラ 材料 に 限 を 稚 わ れ た 感じ で も る 。 い き お い 特 許 出願 件 数 も 激減 し た 
が 、 福 島 正 協 人 等 の 発明 に よる 合成 樹 此 化 粧 板 (特許 第 191060 号 ) は 、 住 友 化 工 
材 工 業 株 式 会 社 に よ つ て 企業 化 さ れ 、 注 目 さ れ て いる 。 

つぎ に 硝 素 樹 中 工 業 で は 、 史 和 5 年 大 是 本 セ シ ョ イ ド 株 式 会 社 の 成型 品 の 
造 に は じ ま り 、 そ の 後 鋳型 が ラス の 現 造 法 (特許 第 94734 号 )、 繊 維 質 由 形 資料 
に よる 加 類 圧 成型 法 ( 特 許 第 102369 号 )、 あ る い は 動植物 を 封入 する 装飾 品 製造 
法 (特許 第 106687 号 ) 等 邦 人 の 発明 を 生み 、 家 具 、 日用品 人 等 が 、 新 製品 と し て 
セグ オド 、 石 炭酸 樹脂 等 の 人 域 に 進出 し た 。 第 2 天 戦中 に 、 成 型 粉 、 積 層 
品 、 接 着 剤 、 傘 料 等 の 製造 が 行わ れ 、 航 空 機 、 始 遂 用 の 強化 木 、 ベ = ニャ 合板 等 
の 生産 に 貢献 し た が 、 長 沢 不 二 男 等 の 特許 第 162898 号 の ほか 、 中 川 毅 陸 等 の 特 
許 第 163423 号 人 等 の 接着 剤 に 関す る 多数 の 発明 は この 部 門 の 共 礎 を な し て いる 。 

終戦 後 、 吉 井 敏 夫 等 の 塗料 の 発明 (特許 第 183210 号 ) は 、 東 洋 高圧 工業 株 式 
会 社 に お いて 生産 に 移さ れ 策 要 に と た えた 。 

メラ ミン 樹脂 は 、 今 火 大 戦中 さ ニ ャ 合板 、 強 化 木 用 等 に 電気 化学 工業 株 式 会 
社 、 日 本 カー ズバ ィ 工業 株 式 会 社 等 に より 、 小 規模 に 生産 さん た が 、 戦 後 積層 
品 、 塗 料 、 繊 礁 処理 剤 等 と し て 復 穫 生 産 し て いる 。 

天 素 樹 有 中 に は いろ いろ の 用 途 が ある が 、 古川 注 三 等 の 離 型 剤 の 発明 (特許 第 
191020 号 ) は 、 こ の 種 の 発明 の 最初 の も の で あろ う 。 ま た 、 最 近 は ボリ ニニ ステ 
樹脂 が 理研 合成 構 腺 式 会 社 、 昌 本 触 尋 工 業 株 式 会 社 侍 で 製造 され 、 積 層 板 
成型 品 に 利用 され 、 自 動車 その 他 の 車体 や 、 ボ ー ト 、 あ る い は 屋根 材料 に る 進 
出し て いる 。 

戦後 急激 に 発達 し た も の に 吉 可 其 性 合成 樹脂 が あり 、 成 型 の 光 易 さ と 、 自 動 
区 出 成型 法 お よび 装置 の 進歩 に と も な い 、 異 常 な 発展 を 示し て いる が 、 こ れ ら 
の 中 で 主 な も る の に つい て 述べ よう 。 

酢酸 ビニ ー ル 樹脂 の 可 政 物 と し て の 和 要 は 、 合 成 維 ば = ロン の 原料 が 首位 
を 占め 、 腸 着 剤 、 塗 料 、 印 刷 オ ン キ 、 火 楽 充填 剤 な どの ほか 、 チ ュー オン ガム 
や プラ スチ テック ラス 風船 等 の 玩具 の 用 途 が ある 。 こ の 樹 呈 は 、 昭 和 11 年 、 昌 本 合 
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成 化 学 工業 株 式 会 社 に より 市 販 さ れ た の が 国産 の 最初 で 、 終 戦後 早急 に 回 復 し 
多数 の 工場 が 放出 し た 。 

つぎ に 塩化 ビニ ー ル 樹脂 を 原料 と する 可 聞 物 に つい て は 、 独 逸 の I.G. 社 そ 
の 他 の 外国 人 の 特許 が 、 昭 和 7 年 以降 多数 を 占め て いる の で ある が 、 こ の 和樹 
は ほ は 、 昭 和 16 年 項 日 本 窒素 肥料 株 式 会 社 、 大 日 本 モ シ ョ イド 株 式 会 社 人 等 に よ つ て 
小 規 栓 に 生産 が な はじめ られ た も の で あり 、 終 戦後 は に わが国 の アモ チン レン 工業 の 
有望 で も や る こと と 、 欧 米 に お ける 向 異 的 発達 に 刺 載 され て 、 ほ と ん ど と 熱病 的 と 
る 見 える 激 し さ で 生産 工場 が 狂 出 し た 。 

加工 業者 も 、 昭 和 23 年 アメ リカ より スク ラッ プ を 輸入 し 、 レ イィ ン ュ ー ト 、 風 
昌 敷 符 の 服飾 品 を 製造 し た が 、 そ の 後 補 本 電線 、 左 業 用 フレ ー > 等 の 利用 に 発 
展 し た 。 北 桶 誠 一 の 合成 樹脂 板 の 製 法 の 発明 (特許 第 172277 号 、 第 172281 号 爺 ) 
は 、 と の 樹 有 中 の シー ト 、 フ イル ょ の 加工 に 関す る 革 人 の 発明 に お いて 、 そ の 嗜 
矢 を な す も の で あり 、 同 人 の 発明 、 そ の 後 の 同 種 発 明 や 、 高 周波 接 若 に 関す る 
発明 と と も に 注目 に あたい する も の で ある 。 三戸 、 人 竹内 、 福 岡 備 の フィ アル ょ の 
高周波 放 和 に よる 鐘 孔 方 法 の 発明 (特許 第 210506 号 外 ) は 、 堪 用 フラ レー ょ に 
真 献 し た 。 さ ら に 中 条 省 吾 等 の 硬質 塩化 ビニ ー ル 可逆 物 の 製造 法 の 発明 (特許 
第 204345 号 ) は 、 硬 質 ビ ニー ル の 最初 の 特許 と 見 られ る が 、 こ の よう な 硬質 ど 
ニー ル 肌 品 の 製造 の 成功 に より 、 塩化 ビニ ー ル 樹脂 工業 は 面目 を 一 新 し 、 た と 
えば 、 硬 質 塩 化 ビ ニー ル 管 は 、 今 や 化学 工場 、 鉱 山 、 油 田 用 、 そ の 他 水 道 、 ガ 
導管 用 等 に 利用 され 、 優 れ た 性 能 を 発揮 し て いる 。 

と の よう な 急速 な 進歩 は 、 原 料 の 製造 法 、 な ら び に その 加工 法 の 改良 進歩 に 
も と づく も の で ある が 、 可 牙 剤 、 安 定 剤 の 発明 に 負う と ころ が お お きい 。 それ 
ら の ほとん どの も の が モン サン ト ・ ケ ミカ ル そ の 他 の 外国 人 の 特許 で も る 点 も 
見 逃 せ な い 。 近年 、 三 羽 皿 広 の 安定 剤 (特許 第 200720 号 ) や 古川 淳二 の 安定 化 
法 (特許 第 209935 号 ) の 発明 が 注目 され る 。 

な お 、 戦 時 中 は 耐油 性 皮膜 、 あ る い は 安全 が ラス の 中 間 層 と し て 使わ れ た ギ 
リピ ビニ ー シ ア シュ ー ル シル 、 お よび アセ ャ タール は 、 戦 後 合成 繊維 ビニ ロン と し て 発 
展 し 、 世 界 の 注目 を あび る と と と な つた 。 さ ら に 、 化 粧 用 、 印 刷 、 写 真 用 等 に 
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使用 され る スポ ンジ が 、 和 石塚 照 清 、 目 黒 清太郎 、 仲 森 清 釜 の 多数 の 発明 に よ ょ つ 
て それ ぞ れ 工業 化 さ れん て いる (特許 第 184298 号 、 第 196838 号 お よび 第 204672 号 
等)。 

その 他 、 戦 時 中 アク リル 樹 貴 可 珈 性 物 は 、 風 防 ガ ラス と し て 工業 化 さ れ た 
が 、 太 田 広 太郎 の 焼 入 が ラス を 使用 する 成型 法 の 発明 (特許 第 136775 号 ) に よ 
り 飛 虫 的 に 発達 し 、 戦 後 は 成型 品 の ほか 、 建 築 用 材 等 の 需要 に より 発展 し て い 
る 。 さ ら に 、 ス チロ ー グ 、 ボ リエ テ チ レン 等 の 可逆 物 が 家庭 用 品 、 高 周波 絶縁 材 
料 、 ラ ジオ ォ 、 テ レビ 等 の 部 品 等 と し て 、 あ る い は 食品 包装 用 と し て 用 いら れる 
直人 な つた だ た 。 

GY) 塗料 、 接 着 剤 工業 

湊 料 は 、 早 くも 胃 治 14 年 に 製造 が な は じゅ られ 、 創 生 時 代 は 、 油 、 天 然 樹脂 を 
主 と す る も の で あつ た が 、 第 1 次 大 戦後 に は 、 火 薬 原料 の 硝化 綿 に よる ラッ カ 
ー が 生産 され 、 速 彰 性 と 美観 と に より 急激 な 発情 を と げた 。 さ ら に 、 合 成樹 脂 
の 発達 に と も な い 、 ア アキ ド 、 克 素 、 石 炭酸 樹脂 浴 料 が 工業 化 さ れ 、 第 2 次 大 
戦後 は ビ = ニ ー ル シル 、 メ ラミ ン 、 天 素 樹 幅 等 の 卒 料 が 、 そ れ ぞ れ の 特性 に より 、 そ 
れ ぞ れ の 用 途 を も つて 進出 し て きた 。 

と と ろ で わが 国 特許 制度 70 年 の 歴史 に お いて 特筆 すべ きこ と と は 、 胃 治 18 年 、 
専売 特許 条例 施行 の 年 の 8 月 、 堀田 瑞 松 の 生 深 に 鉄 粉 、 鉛 丹 、 柿 小 等 を 混合 し 
た 防 錆 塗料 の 発明 に 、 名 準 あ る 特許 第 1 号 が 与え られ た こと で ある 。 

邦人 に よる ラッ カー の 発明 に は 、 艇 江 俊 夫 等 に よ る 特許 第 24963 号 (大 正 2 
年 ) が あり 、 そ の 後 、 酢酸 繊 礁 素 に よる 難 燃 性 塗料 が 岡田 顕 三 の 発明 と し て 特 
許 (特許 第 33069 号 ) せら れ た が 、 こ れ が 航空 機 塗料 発達 の 因 を な し た の で 、 
戦後 は 繊維 素 深 料 の 発明 は ほとん ど 玉 を ひそ め た 。 合 成樹 脂 塗 料 の 中 で 、 石 炭 
酸 樹 此 塗 料 の 前 記 の ペー クラ ンド に より 、 胃 治 45 年 特 誕 第 22210 号 と し て 特許 
され て いる が 、 そ の 後 ほ と ん ど み る べき も の は な く 、 昭 和 4 一 5 年 項 か ら 急 増し 
て いる 。 な か で も 、 圧 野 唯 術 の 石炭 酸 樹 脂 深 料 (特許 第 92286 号 ) は 注目 に あ 
た いす る 。 

酢酸 ビ =ー ル 樹脂 塗料 と し て は 、 藤 沢 と 三 等 の 特許 第 164627 号 、 ふ るい は 広 
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瀬 誠一 外 3 名 の 特許 第 180879 号 外 2 件 等 が 注目 され 、 さ ら に 戦後 清水 谷 一 郎 の 
カミ ュー ナッ ト 没 油 を 利用 し た 姿 料 (特許 第 185153 号 外 10 件 余 ) は 、 漆 類似 次 
料 と し て 良い 結果 を お さめ た 。 

その 他 、 王 素 樹 脂 漆 料 に 関し て も る おおく の も の が あり 、 絶 縁 塗 料 と し て 重用 
きれ て いる 。 

接着 剤 に お いて も 、 塗 料 と 同様 に 、 現在 の 関心 は 合成 樹脂 接着 剤 に あり 、 克 
素 樹 脂 、 石 炭酸 樹脂 は 第 2 次 大 戦中 べ ニ ャ 合板 、 強 化 木 用 の 接着 剤 と し て 利用 
きれ 、 戦 後 は 復 典 資材 と , し て 一 段 と 活況 を 星 し て いる が 、 長 沢 不 二 男 人 等 の 発明 

(特許 第 162898 号 外 )、 中 川 毅 陸 、 半 井 勇三 等 の 発明 ' (特許 第 163423 号 外 )、 橋 
本 、 吉 井 、 布 山 等 の 発明 (特許 第 171761 号 外 ) 等 が 特筆 され る 。 

戦後 、 ビ = ニー ル 樹 晶 の 発達 に と も な い 、 と これ を 応用 し た も の 、 あ る い は この 
樹脂 と 金属 や ゴム その 他 と の 接着 方 法 、 お よび 粘着 テー プ 等 の 発明 が 非常 に ふ 
えて いる 。 

(v) 塗布 用 機器 

紗 装 は 、 古 く は 主として 仙 毛 、 浸 濱 塗 で も つた が 、 第 1 次 大 戦 の 終結 こよ 
り 、 火 楽 用 の 硝化 綿 を 利用 する バイ ロキ シン ラッ カー と いう 新 塗 料 が 出現 し 、 
その 淡 要 増加 に と も な い 、 噴 朋 機 な わが 国 で 急速 に 用 いら れる よう に な つた 。 

わが 国 の 噴 肥 機 は 、 主 と し て デ ・ ビ ルビ ス 下 の 改良 で 、 発 明 と し て は 特別 顕 
著 な も る の は な か つた が 、 最 近 卒 料 の 溶剤 を 極力 すく な くし よう と する 経済 的 な 
見 地 か ら 、 噴 霧 機 に 塗料 加 温 稚 を つけ た も の が 現われ る よう に な つた 。 

電気 集 塵 法 の 一 応用 面 と し て 、 静 電導 装 装 置 が わが 国 で 考え られ た の は 、 昭 
和 10 一 11 年 に お ける 上 本 保 の 特許 第 113504 号 、 特 許 第 116576 号 な ど で あ る が 、 
実用 化 さ きれ すず 、 戦 後 輸出 振興 上 、 機 械 塗装 用 の 低減 を は か る 妨 と の 装置 に 着目 
し 、 ま ず 昭 和 24 年 に 宮田 製作 所 の 要望 に 応じ て 、 日 立 製作 所 が 、100 ky 塗装 装 
置 2 基 を 完成 し た 。 そ の 後 、 自 転 車 、 客 貨車 、 運搬 機械 、 電 気 機器 な どの 導 装 
装 時 10 余 基 が 施設 され 、 静 電 姿 装 に 対す る 関心 は と み に 高 ま つ た 。 

(9) 製 薬 

わが 国 に お ける この 工業 は 、 特 許 制度 制定 以後 の 、 き わ め て 新しい 産業 で あ 
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り 、 か つ 、 表 近 に お ける その 進歩 は と くに いち じ る し く 、 特 放出 願 の .E に その 
飛躍 的 進歩 の 跡 が は つき り と 現われ て いる 。 

過去 70 年 間 の 特許 を 通じ て 、 そ の 発展 の 跡 を 回 願 す と 、 お よそ つき ぎ の 5 期 に 
これ を 大 別 す る と と が で きる 。 そ の 第 1 は 、 特 許 制 度 制定 以来 天正 の 来期 に 
至る 揺 算 時 代 で あ もり 、 第 2 は 、 昭 和 の は じ め か ら 約 10 年 の 期間 で 、 成 長 時 代 
と も いう べき 時 代 、 第 3 朝 は 、 そ れ 以 後 第 2 次 大 戦 に 至る 展開 の 時 代 、 第 $ 期 
は 、 骸 争 に よる 休止 の 時 代 、 第 5 期 は 、 戦 後 の 外 国技 術 吸収 復興 時 代 で ある 。 
第 1 埼 は 、 世 界 的 な 視野 か ら み る と 、 ビ タ ミ ュ ミン の 発見 に つづ いて 、 近 代 化学 
療法 の 基 を 開い た サル バル サン の 合成 に 成功 し た 時 代 で あつ て 、 時 あ た か る 第 
1 次 大 戦 の 郊 発 に より 、 わ が 国 医薬 界 が ド ィ ッ そ の 他 か ら の 輸入 を 排 す べく 、 
国内 生産 の 必要 性 を 冶 感 し た 時 で ある 。 か くし て わが 国 製 薬 工業 は 、 錠 軸 の 緒 
NE が < 電 ど 2 と 7 こつ 7 と 

と の | 時 期 に お ける 量 本 人 の 発明 と し て 、 世 界 的 に 著名 な も る の は 、 高 只 譲 吾 の 
アド レナ リン (特許 第 4785 号 お よび 第 17941 号 ) お よび タカ ジャ スタ ー ぞ 
(特許 第 16135 号 ) で あふ る 。 さ ら に 田原 良純 の 河 朋 の 毒素 で も る テト ゥ ド ト キ 
シン の 発明 (特許 第 21158 号 )、 鈴 木 梅太郎 の ビタ ミン B (特許 第 20785 号 、 第 
21314 号 )、 お よび 高橋 克 台 の ば ビタミン A の 分 離 (特許 第 60050 号 ) な ど が 有名 
で ある 。 

昭和 初期 の 成長 期 に お いて は 、 わ が 国 は いま だ ド ィ オツ 医薬 の も つと も 有利 な 
市 場 で も つた 。 前 期 に お いて よう や く 創 設 を 見 た わが 国 の 下 薬 工業 は 、 欧 進 国 
の いわ ば 検 條 時 代 で あつ た 。 し た が つて 、 こ の 時 期 に お ける 医薬 で 価 個 も る や 
の の ほとん ど は 、 外 国 、 と くに ドイ ツジ 、 お よび スィ イス の 発明 に よ つ で いた 。 こ 
の 時 期 に お いて は 、 ビ タ ミ ン の ほか に 、 ド オタ の シェ エー リン グ 社 お よび スイ ニス 
の バー ゼル 社 に よる 、 ホ ル モ ン の 特許 (特許 第 105386 号 その 他 ) が 谷 場 し 、 医 
楽に お ける 新しい 分 野 が 展開 され た 。 合成 の 分 野 に お いて は 、 こ の 期 の 未 に ュ 
ッシュ 社 の ビタ ミン C の 合成 (特許 第 116650 号 その 他 ) が 現われ 、 さ ら に 化学 
療法 剤 と し て 、 割 期 的 な マラ リア 治療 剤 、I.G. 社 に よる プラ スモ ヒン (特許 第 
111749 号 )、 ア テ ブ リン (特許 第 108067 号 ) の 発明 を 生 せ に 玉 べつ た 。 
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この 時 期 に お ける 、 日 本 人 の 発明 と し て 特筆 すべ きも の は 、 朝 比奈 泰彦 の 強 
忌 剤 ど ビタ カン ラフ アー (特許 第 88562 号 、 第 110695 号 )、 お よび 市 野瀬 港 の サン ト 
ニン 製 造 法 (特許 第 107704 号 ) で も る 。 す な わ ち 前 者 は 、 近 世 合 成 医 薬 工業 に 

お ける 日 本 人 の 独創 的 な 発明 と し て 、 そ の 真価 を は じ め て 世界 的 に 認め られ た 

$ ゃ の で 、 そ の 更 品 は 可 く 諸 外 国 に まで 輸出 され る こと と な つた 。 後者 は 、 従 来 
輸入 の み に 依 存 し て いた サン トニ ン の 国産 化 に 成功 し た も の で 、 遇 剖 保有 才 の 
お お いわ が 国 に も た らし た 功績 は まこと と に お お きい 。 

それ 以後 、 第 2 次 大 戦 に 至る 第 3 期 は 、 わ が 国 抽 薬 工業 の 発展 期 で ちり 、 前 
期 を 経て よう や く 国 際 的 水 渡 に 達し た 届 薬 披 術 は 、 医 薬 の 国内 自給 を めざし て 
目覚 まし い 発 展 を と げた 。 

一 方 、 ど ビタミン C の 合成 に つづ いて 、 ド オタ の 1I.G. 社 に より 、 ビ タ ミ ュ ミン, 
( 特 放 第 130426 号 その 他 ) お よび B: (特許 第 123066 号 ) の 合成 法 が 発明 され 、 
米 食 国 で ちあ る わが 国 医 学界 の 異常 な 関心 を 呼び 、 ビ タ ミ ン B, の 合成 に 関す る 研 
和 究 は 重要 課題 と な つた 。 さ ら に 、TI.G. 社 に お ける 化学 療法 剤 の 不 携 の 研究 は 
抗 て マラリア 剤 に つづ いて 、 近 世 医 楽 昌 上 不朽 の 功績 と し て 護 え られ る ルフ オ 
ン ア ミド 剤 (特許 第 139642 号 その 他 ) の 発明 に 成功 し た 。 こ とこ こ に お いて 、 こ れ 
ら 箇 要 医薬 品 の 国内 自給 を 意図 する わが 国 製 薬 工業 は 、 ド ィ ッ 医 薬 特許 の 圧 近 
を 排除 する 必要 に 迫 ら れ 、 そ の 研究 に ます ます 拍車 を 加え た 。 

昭和 16 年 第 2 次 大 戦 の 乏 発 に より 、 医 薬 の 自給 は 至上 課題 と な り 、 全 技術 を 
動員 し て 、 増 産 と 代 閑 医薬 品 の 次 索 が 行わ れ た 。 戦 時 中 注目 すべ きも の と し て 

、 好 来 の 代 奉 品 の 研究 か ら 発 展 し た 、 田 中 光 喜 等 に よる 各種 の 第 4 級 ア と モ 
= ニッ ァ 化 合 物 の 発明 (た と えば 特許 第 157735 号 ) が あげ られ る が 、 こ れ け 逆 性 
石鹸 と し て 著名 で あり 、 慣 形 輝 大 郎 の 紅 波 と し て 知ら れ た 感光 色素 剤 の 発明 
(特許 第 170632 号 ) は 、 新 し い 医 楽 の 分 野 を 開拓 し た も の と いう と と が で きる 。 

終戦 を 契機 と し て 、 わ が 製薬 工業 は 第 5 甚 に 入る こと と な つた 。 これ まで 日 
本 医薬 界 に 妊 了 臨 し て いた ド オ ツジ 医 楽に 代り 、 新 し い ア メリ ァ 医 薬 が 潮 の よう に 
押 寄せ て 、 楽 界 を いた く 刺 鼓 す る と と と な つた が 、 戦 時 中 か ら ス ルフ オン アミ 

ド に つい で 第 2 の 革 谷 が 起り つつ あつ た 。 そ れ は ベニ シリ ン の 出現 で も あり 、 と 
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れ に つづ く ー 連 の 撤 生 物質 の 場 で も つた 。 合成 医薬 の 分 野 に お いて は 、 ニ テン 
フォ ン ア ミド は 、1 大 、 お よび 2 革 型 の る あの は 、 す で に 過去 の も ゃ の と な り 、 ニ 
ルフ ラ ア ダイ オデ ジン そ の 他 の いわ ゆる 高級 シラ ア 剤 (た と えば 特許 第 194658 号 ) 
が 現われ 、 新 しい 治 療 分 野 と し て は 抗 と スタ ミン 剤 (た と えば 特許 第 190178 号 ) 、 
主として 名 洪 導 症 を 対象 と する 、 自 律 神経 遮断 剤 (た と えば 特許 第 196974 号 ) 
が 目立つ も の で ある 。 さ ら に 、 従 来 そ の 特効薬 な し と され て いた 結 李 に 対し て 
も 、 医 薬 東上 特 筑 す べき 抗生 物質 スト レプ トマ イシ ン (特許 第 207508 号 ) の 出 
現 が あり 、 さ ら に バス (た と えば 特許 第 198158 号 )、 ロ ッシュ 社 の 1 リニュ チ 
ン 柄 ヒド ラジ ッ ド (た と えば 特許 第 197227 号 )、 お よび TI.G. 社 の チビ オン (た 

と えば (特許 第 193425 号 ) の 名 で 知ら れ て いる 、 一 群 の 化合 物 の 交 場 を 見 る に 
至 つ た 。 ま た 、 合 成 医 薬 は 、 さ ら に 研究 の 手 を 伸 し 、 つ い に メ バー ク デビ ラテ 福 は 
クラ ムラ フラ ニュール の 合成 に 成功 (た と えば 特許 第 185906 号 ) し 、 そ の 利用 価 
値 を 一 層 高 め る に 至 つ た 。 

抗生 物質 に は 、 上 記 の も の に つづ いて 、 ア メリ カン シア ナミ 社 の オー レオ マ 
ォ シ ン 、 す な わ ち 、 ク ロ ル テ トラ サオ クリ ン (特許 第 208438 号 ) な ら び に フ ア 
ォ ザ ー 視 の テラ マオ シン (特許 第 205438 号 ) が 現われ 、 日 本 人 の 発明 に な る も 
の で は 、 藤 正 政 人 の = リス チン (特許 第 196162 号 )、 お よび 細谷 省吾 釜 の トリ 
ュー イシン (特許 第 208447 号 ) が 注目 を も や びる と と と な つた 。 

ビタ ミン に お いて は 、 シ アナ ミド 祉 の ビタ ミン M と し て 、 葉 酸 ( 特 許 第 187010 
号 そ の 他 ) が 、 ま た 程 性 答 血 に 対す る ビタ ミン Bi。 (特許 第 1984S0 号 ) 和仁 が 現 
われ て 来 た が 、 ホ アル アモ ン に お いて は 、 リ ユー マチ 性 疾患 に 上 京 効 の あめ る コーチ) 
ン ( 副 管 皮質 ホシ モン)、 お よび ACTH ( 脳 下 算 体 前 葉 ) が 発見 され て 、 医 薬 界 
多年 の 懸案 で も つた ビタ ミン A の 水溶 化 が ユー エス ビタ ミン 社 に より 解決 ( 特 
許 第 197416 号 ) され る こと と と な つた 。 
_ 旦 本 人 の 発明 と し て は 、 松 川 泰三 符 に より ビタ ミン B, の 割 期 的 な 新 合成 が 
完成 (特許 第 184875 号 お よび 特許 第 196463 号 ) され 、 過 赤 10 表 年 に わた り 行 わ 
れ て 来 た ィ イー ゲ ー 法 に 代 つ て 、 世 界 の B, 工業 を も 支配 する 存 に や る こと は 党 
ば し い 。 同人 等 は さら に ビタ ミン Bi を 改良 し た 新 物 質 を 製造 (た と えば 特許 第 
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206628 号 ) し 、 そ の 薬効 を 一 剛 高 あめ る こと と に 成功 し た 。 ま た 、 ア リサ イデ ミン 、 明 
鹿 駆 除 剤 サン トニ ン の 合成 が 、 阿 部 泰夫 等 に よ つ て よう や く 和 完成 (特許 第 210821 
号 そ の 他 ) され た こと は 、 わ が 合成 技術 の カカ を 蔽 概 な く 発 揮 し た も の で ある 。 

さら に 、 明 近 に お ける 新しい 治療 分 野 と し て 、 従 来 化 学 療法 剤 の 、 容 易 に 接 
近 す る と と を 許さ な か つた ビー ルス 、 お よび 最大 の 難病 で も る 癒 に 対し て も 、 
し だ い に 研 究 の 手 が 延 は され 、 こ れ ら に 有効 と 思わ れる 薬剤 の 出現 を 見 る に 至 
つた 。 

し か も る 、 こ れ ら の 薬剤 中 に は 、 日 本 人 の 手 に な る も の が 比較 的 お お く 、 わ が 
現 楽 工業 の 誇り と する に 足る る ゃ る の で ある 。 と くに 、 人 小児 麻痺 ビー シス に 対す る 
上 田 武雄 の スル シフ オン アミ ド 診 導体 、 抗 洛 性 物質 と し て 将来 を 期 待 さ れる 野 副 
鉄夫 等 の トロ ボロ ン 診 導体 (た と えば 特許 第 205497 号 )、 石 館 守 三 等 の N・ オ キ 
シド 誘導 体 (特許 第 204746 号 )、 山 日 武男 の トリ エチ レン メラ ミン (特許 第 
207330 号 )、 梅 沢 浜 失 の 新 抗生 物質 が シュ マオ シン な ど は 、 世 界 的 に 注目 され 
て いる も の で ある 

(10) 火 薬 

本 邦 の 火薬 工業 は 、 明 治 初 年 、 陸 軍 が 溢 野 川 に お いて 小 規 検 に 届 造 を 半 始 し 
て 以来 、 国 勢 の 伸張 、 と くに 陸 海 箇 の 増強 と と も に 拡張 され 、 第 2 次 大 戦 の 来 
二 に は 大 工業 と な つた 。 と の 間 、 量 的 は か り で な く 、 質 的 に も 長 足 の 進歩 を な 
し た が 、 工 業 用 の 一 部 の 火薬 を 除い て は 、 す べ て 重 の 笹 堂 する と ころ で あつ た 
た め 、 和 蛋 要 な と と は すべ て 季 密 の ダ ェ ー ル に 包ま れ 、 幾 多 の 優秀 な 発明 の 存在 
ぁ 想 像 され る だ け で 、 詳 細 は まつ た く 不 明 で も る 。 た と えば 、 胃 治 23 年 海軍 の 
下 瀬 雅 元 の 発明 に な る 、 い わ ゆ る 下 瀬 火 薬 は 、 日 赴 役 に お お き な 威 力 を 発 押し 、 
第 2 次 大 戦 に お いて ゃ な お お 重要 度 を 減じ な か つた 世界 的 大 発明 で も る が 、 そ の 
笑 体 は ビク リン 酸 を 主剤 と する 混合 爆 楽 と いう 程度 し か 刊 つ て いな い 。 

以上 の よ うに 、 本 邦 の 火 楽 は 、 主要 な も の は 重 密 で 特許 も ない が 、 外 国 か ら 
は 重要 な も る の が 出願 特許 され て お り 、 今 日 の 硝安 爆薬 、 硝安 入 り ダ イナ マイ ト 
の 基本 形 を な す 持 許 第 6948 号 (明治 13 年 )、 過 塩素 酸 爆 楽 (特許 第 11970 号 )、 凡 
塩素 酸 ア ン モ ニク ウッ ァ 爆 薬 (特許 第 36215 号 )、 硝 化 綿 腸 化 に 関す る 特許 (特許 第 
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41135 号 、 第 37554 号 )、 窒 化 負 起 吉 剤 の 発明 (特許 第 42213 号 )、 液 体 空気 爆 楽 
(特許 第 45611 号 )、 あ る い は 、 こ と これら の 改良 発明 等 が あり 、 日 本 の 火 楽 工業 に 

与え た 彰 響 は お お きい 。 改 戦は 軍用 火 楽 を 抹殺 し 、 工 業火 薬 を 生産 する 会 社 は 
生 の 保護 を 離れ た た め 、 相 各 つ て 特許 を 出願 する よう に な り 、 た と えば 日 本 油 
脂 株 式 会 社 武 豊 工場 で 実施 され て いる 、 渡 辺 定 五 発明 の 海藻 入り 如 薬 (特許 第 
176113 号 )、 水 間 敏 茂 等 の 含水 ダイ ナマ イト (特許 第 210775 号 ) 等 が 生ま れ 、 
また 、 採 鉱 、 採 炭 法 の 進歩 に 応ずる た め 、 和 雷管 、 火 具 類 に も お お く の 優 れ た 発 
明 が な され て いる 

(11) 化 粧 料 

化粧 品 製 造 は 、 明 治 の は じ め に は まだ 工業 の 形 を な さなか つた が 、 和 白粉 は 、 
と の 中 で も も つと も 古く か ら 使用 され 、 は じ め て 特許 に 現われ た 頃 は 、 螺 石 粉 
を 使用 し 負 を 用 いな いこ と を 特徴 と し た も の と し て 、 村 田 款 之 助 の 特許 第 648 
号 が ある 。 その後 酸化 亜 負 を 用 いる 特許 第 4744 号 が 出 て か ら 、 酸 化 亜 負 を 主 材 

顔料 の 外 、 展 色 剤 に も 改良 が 行わ て ん 、 よ う や く 化 粧 下 や クリ ー ょ の 類 が 
製造 され は じ め た 。 前 者 は 、 大 正 9 年 平尾 装 平 商店 の 特許 第 36838 号 、 笑 堂 井 
筒 堂 の 特許 第 66145 号 、 三 輸 善 兵衛 の 特許 第 78807 号 人 等 が ある 。 大 正 期 を 経て 昭 
和 に 入り 、 単 に 皮膚 に 塗 布 す る に 止 つ た 化粧 料 か ら 、 栄 養 、 あ る い は 薬効 的 作 
用 等 を 研究 し 、 皮 膚 を 美化 し よう と する も の が 出 て 、 工 業 と し て の 半 を な す よ 
うに な つた 。 そ の 後 、 女 性 ホシ モン を 含有 させ た 資生堂 の 特許 第 107706 号 、 酵 
素 を 使用 する 小田 の 特許 第 109817 号 等 が 出 て 、 い わ ゆ る クリ ー ょ > 類 が 発達 し 、 
また 所 龍 油 、 い わ ゆ る ボマー ド の 赴 造 も さか ん と な つて 来 て 、 平 尾 准 平 商店 の 
氷 に よる 冷 苑 で 話題 と な つた 特許 第 76990 号 も ぉ その 項 で も る 。 こ の 間 に 自 粉 の 
顔料 と し て チタ ン 邊 を 用 いる 西沢 勇 志 知 の 特許 第 102523 号 が あり 、 顔 料 の 面 を 
革新 し た 。 汰 後 、 堀 久 三郎 の 特許 第 184046 号 の 紹 粉 末 和 白粉 の 製造 決 を 適 緒 と し 
て 、 と の 系 統 の 自 粉 が お お く な つた が 、 高 橋 正 夫 の ビニ ー ル 系 樹脂 粉 来 に よる 
自 粉 製造 法 (特許 第 199931 号 ) に まで 達し た 。 ま た 、 戦 後 口 紅 の よう な も の に 
お いて も 、 合 成 高 分 子 物 や 可 細 剤 に つい て 研究 され 、 中 村 正 選 の 特許 第 196439 
号 その 他 化 学 的 な 現 造 方 法 が 行わ れる よう に な つた 。 
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持 胡 化粧 村 と し て は 、 ウ エー ブ ジ 成 形 に 関す る も る の が ある が 、 こ れ に は 、 胃 治 
18 年 に 植物 粘液 を 用 いた 特許 第 28 号 「 稀 の 癖 直し 柴 」 と いう の が ある 。 胃 治 朝 
に は 、 こ の 種 の 粘 質 物 で 胡 の 癖 を 直し て いた が 、 安 部 為 幸 の エー ブ 用 液 ( 特 
誕 第 107982 号 ) の 出現 を 転機 と し て 、 ア ルカ 》 性 物質 を 主剤 と し た いわ ゆる ズバ 
ー マ ネ ント ッ ニ エー グ 用 剤 の 発明 が 現われ 、 了 戦後 っ gー ル ドー マネ ント ウッ エー グ プ 
時 代 を 現 出 する と と と な つた 。 ア メリ カ の セテ シス ・ ア フイ オイ リエ テオ ツマ 社 の 特許 
第 190812 号 、 さ ら に 、 田 尾 有 海 の 特許 第 210553 号 等 合 成 有機 化合 物 の 毛 固 告白 

に 対す る 作用 や 、 物 性 論 的 研究 と 相 侯 つて 、 化 粧 料 の 製造 も 高度 の 科学 的 な 
理論 を 裏付け と する 工業 と な つた 。 

(12) パル プ 、 紙 

わが 国 の バル プ 、 朱 工 業 は 、 古 く か ら 橋 、 三 概 、 州 皮 等 の 麗 肥 杭 物 の 弟 皮 を 
原料 と し て 、 手 抄 き に より 和紙 を 製造 し て いた 。 し か し 、 家 内 的 手工 業 の 段階 
か ら 、 テ ヴ グ 松 、 ト ド 松 等 を 原料 と し 、 グ ラオ ンダ ー ま た は 化学 的 手段 に より 大 
規模 に パルプ を 生産 し 、 紙 も ふま た 、 抄 紙 機 で 製造 する よう に な つた の は 骨 治 の 
初期 で も る 。 当 時 は も ちろ ん 欧 進 諾 国 の 技術 の 輸入 に よ つ た も の で ある 。 和 後 
に 玉 る まで は 、 主 と し て イギリス 、 ド オツ 、 ス ウエ ー デ ン 等 の ョ ヨー ロッ ズ パ の も 
の で あり 、 最 近 は 、 ア メリ カ の 技術 が 相当 に 導入 され て いる 

し か し 、 こ の 間 わ が 国 独自 の 技術 、 あ る い は 日 本 人 に よる 発明 も 少く は な か 
つが ap 

現在 で も 、 元 綱 式 抄紙 機 を 使用 する 和紙 の 抄紙 は 、 世 界 で も きわ め て 注目 す 
べき 独特 の 発達 示し て いる 。 こ れ は 、 學 綱 式 抄紙 機 を 使用 する と き に 、 渡 料 
に 添加 する 「 ネ リ 」 と 称す る 植物 粘液 が 、 古 く よ り わが 国 で 使用 され て いた と 
と に 寺 因 し て いる 。 と の 方 面 で は 、 昭 和 4 年 の 佐伯 勝太郎 の 特許 第 83515 号 は 、 
現在 使用 され て いる 學 綱 式 抄紙 機 設計 の 欧 礎 を な する も の で ある 。 その後 、 昭 和 
12 年 、 佐 野 久 蔵 に ょ り 特許 第 120043 号 が 発表 きれ 、 丸 綱 式 抄紙 機 で は 、 紙 質 を 
損 ず る と と な く 抄 紙 速 度 を 倍加 する と と に 成功 し た 。 

長 綱 式 抄紙 機 は 、 大 部 分 が 外国 より 輸入 また は 外国 技術 に より 携 作 さ れ て 現 
在 に 至り 、 と くに 注目 すべ き 発 明 考 染 は 現われ て いな い 。 
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メル ンプ 工業 は 、 大 正 5 年 項 丸 沢 常 哉 が 特許 第 29017 号外 4 件 を 相 つ いで 発明 
し 、 重 亜硫酸 マグ ネ シ ッ ウッ ょ 、 重 下 硫 酸 ア ム モ ニヤ 人 等 を 蒸 家 液 と し て 、 松 、 位 、 
薬 伴 き わ め て 広い 和 囲 の 原料 より 、 バ ルプ を 製造 する 方 法 を 染 し た 。 こ れ ら 
の 発明 は 、 当 時 工業 化 さ れ な か つた が 、 共 本 的 研究 と し て 優れ た も の で あり 、 
バル シブ 製造 の 各種 原理 が これ ら の 発明 に よ つ て 明らか に され て いる 。 

大 体 、 パ ルプ 用 原木 は 、 タ ウェ と 属 、 モ ミ 局 、 ツ ガ 必 が 第 1 級 と され 、 わ が 国 
で も る 昭和 初 其 まで は 、 北 海道 、 槍 太 よ りこ れ ら の 原料 を 移入 し て 用 いる か 、 あ 
る い は 現地 の 工場 で 消 家 され て いた 。 し か し 、 森 林 資 源 の 減少 に と も な い 、 他 
種 材 を 使用 する バル ズブ 製造 が 研究 され は じ め た 。 こ の うち で も 輝 し い 発 明 は 昭 
和 11 年 な ら び に 13 年 に 発表 され た 奥野 信治 の 特許 第 116082 号 、 第 125249 号 で あ 
る 。 こ れ は 、 従 来 で は 、 も つば ら 針 葉 樹 を 原木 と し て いた の に 対し 、30%6 旋 笠 
50% の 油 葉 樹 を 用 いる 方 法 で も り 、 と くに 高 渡 度 の 燕 遼 溢 を 使用 し て 人 組 用 バ 
ルプ を 製造 する 方 法 で あ る 。 この 方 法 に より 、 現 在 の 東北 ベル プ 株 式 会 社 秋 
田 、 石巻 両 工場 が 玩 設 され 、 い まな お 優秀 な 成績 で 操業 が つづ けら れ て いる 。 
きら に この 方 法 は 、 油 葉 樹 を 人 組 用 パルプ の 原木 と し て 採用 し て 成功 し た 世界 
最初 の 方 法 で も り 、 高 濃度 の 重 亜 硫酸 石灰 を 蒸 煮 液 と し て 人 絹 用 パルプ を 製造 
し て いる 。 と き あ た か も 昭和 12 年 に 、 バ ル グ 増 産 5 ヶ年 計画 に より 、 人 絹 用 ズバ 
ルプ 工場 の 設立 が 企画 され 、 原 木 と し て は 、2 級 品 と され て いた 赤松 も 採用 さ 
れ た 。 赤松 を 原木 と する 場合 は 、 ビ ピッチ トラ ブル 等 の 各種 障 雪 が 起き や すく 、 
お お く の 研 究 が 行わ て ん た 。 そ し て 、 昭 和 14 年 奥野 信治 の 特許 第 128231 号 、 昭 和 
14 年 斉藤 鉄平 の 特許 第 130541 号 等 の パルプ 精製 法 が 発明 され 、 こ れ ら の 課題 を 
中 心 と し た 多 迷 の 創案 に より 、 赤 人 松 よ り 人 紹 用 パル プ を 製造 する こと が 可能 に 
な り 、 こ と られ の 方 法 は 、 実 除 に 山陽 バルブ プ 株式 会 社 、 日 本 ペル プ 株 式 会 社 、 暴 
国人 組 ペ ルプ 株 式 会 社 、 北 越 携 紙 株 式 会 社 釜 に お いて 実施 さき され た の で ある 。 

その 後 、 昭 和 18 年 に 、 堀 尾 正雄 符 の 特許 第 157964 号 に より 、 従 来 の 重 亜硫酸 
塩 を 落 基 液 と し て いた の に か えて 、 ア メカ 》 性 恭 落 液 を 採用 する こと に よ つ て 
も 、 人 細 用 パル プ の 現 造 が 可能 で も る こと が 明らか に され た 。 す な わ ち 、 こ の 
方 法 で は 、 あ も あらかじめ チッ プ を 高温 水 で 処理 し で て から アァ ルカ 》 棋 解 すれ ば 、 ビ 
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ス ュ ー 化 の 容易 な 人 組 用 パル プ が 遇 造 され る 。 

また 一 方 、 昭 和 12 人 年 頃 よ り は 、 満 洲 、 朝鮮 等 に も バル プ 工 場 が 建設 され 、 原 
木 と し て 落葉 松 、 豆 樺 、 工 等 の 特殊 な 資源 の 活用 が 行わ れ 、 注 目 す べき 技術 が 
発展 し た 。 ま た 、 吾 湾 に お いて も 、 マ グ ネ シア 法 に より 、 で ガス より パルプ の 
生産 が 行わ れ た 。 

戦後 に な つて か ら 、 ア メリ カ よ り 技 術 が 導入 され 、 バ ルプ 収 率 の 高い モミ ケ 
ミカ ヵ 光 法 、 抵 料 叩 解 を 連続 的 に 行う 方 法 な ど が 、 潤 次 行わ れつ つ あ る が 、 い ま 
だ みる べき 発明 は 、 日 本 人 に よ つ て は な され て いな い 。 

し か し 、 人 絹 の 品質 向上 に と も ない 、 人 絹 用 バルブ の 品 気 も 優秀 な も の が 要 
求 さ れる に 至り 、 と の 方 面 に お いて は 、 メ バル ブフ 藻 煮 法 、 粗 パ ア プ 箱 下 法 、 バ ル 
プ 抄 造 東 燥 中 の 機械 的 処理 に 関す る 研究 が さか ん に 行わ て 、 こ れ ら の 研究 が 洒 
次 出願 され 、 ま た 実施 化 さ れん と し つつ あぁ る 状態 で も る 。 

II1 鉱 業 

() 間 球 鉱 

わが 国 の 炭 硫 に お ける 動力 と し て は 胃 治 初 年 か ら 40 年 項 ま で 恭 気 が 使わ れ て 
いた が 、 胃 治 の 終り 頃 に な つて 電力 が 使わ れ 、 大 正 の は じ め か ら 圧 縮 空 気 が 使 
われ る よう に な り 、 そ れ に と も な つて いろ いろ 変 つ た 採 炭 機械 が 現われ る よう 
に な つた 。 す な わ ち 、 胃 治 40 年 頃 に は 電気 府 岩 機 (特許 第 7984 号 ) お よび 和 談 
機 (特許 第 10419 号 ) が 、 昭 和 3 年 頃 に は ュー シビック (特許 第 80435 号 ) が 、 
また 昭和 14 年 頃 に は 圧 気 働 オ ー ガ ー ド リル が 使用 され る な ど 、 採 炭 は 潤 次 機械 
化 さ れる よう に な つた 。 

わが 国 の 採 談 法 は 、 外 国 の 場合 と 同じ よう に 玉 内 が 浅い 問 は 炭 柱 式 を 採用 し 
た が 、 胃 治 の 未 頃 か ら は 長 避 式 が 行わ れる よう に な り 、 昭 和 年 代 に な つて か ら 
ほとん ど 長 長 式 に 移り 、 さ ら に 昭和 24 年 頃 か ら は ドイ ッ の 炭 硫 に な ら つ て カッ 
で 採 炭 法 を 採用 する こと と な つた 。 ネ カッ ゴ 採 炭 法 が 実施 され る と 同時 に 、 カ ッ 
べ で お よび これ を 支え る 伸縮 自在 支柱 に 関す る 研究 が さか ん に な つた 。 は じ め て 
伸縮 自在 支柱 が 考え られ た 項 は 、 盤 圧 に よる 上 柱 の 自動 的 隆 下 、 す な わ ち 、 支 
柱 の 下 縮 性 を あま り 半 題 に し な か つた が 、 最近 で は 関心 を 払う よう に な つた 。 
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玉 道 支保 、 す な わ ち 、 鋼 枠 の 方 も 、 可 縮 性 支柱 が 考え を られ る と 同時 に 、T ピ 
ー> を 用 いた 可 縮 性 鋼 枠 が 提案 され た が 、 現 在 で は それ より も さら に 進ん だ け 
どー ょ > を 用 いた 可 縮 性 鋼 枠 に 移る うと し て いる 。 

一 方 、 鉱 山 の 方 で は 、 取 扱う 鉱石 の 量 が 比較 的 少 い の で 、 炭 確 の よう に 採 握 
が 機械 化 さ れ て お ら ず 、 採 掘 機械 の 主力 で も る さく 財 機 で きえ も ゃ 、 胃 治 時 代 
の も の と あま り 変 ちな いも の が 現在 まで 使用 され て いる 。 し か し 、 第 2 次 大 戦 
後 、 各 鉱山 に お いて 採掘 の 機械 化 が 進め られ 、 と くに さく 財 機 用 レッ グ お よび 
デ ク タッチ ア ブシ ビッ ト 等 の 採用 に より 能率 を あげ て いる 。 

な お 、 表 近 寺 内 で は 、 さ < く 娠 機 台車 お よび さく 書 機 用 除 府 装 置 箋 が 新しく 使 
2002 に 11 コ 70302 つ 7 


(2) 選 鉱 
第 1 次 大 戦 を 契機 と する わが 国生 工業 の 飛躍 的 発展 に 応じ て 、 鉱 山 に お ける 
選 炭 、 あ も るい は 選鉱 谷 の 選鉱 施設 の 書 設 も 本 格 化 し た 。 と これ ら 選 鉱 施設 に お け 


る 選鉱 機 は 、 欧 米 技術 に よる も の で ある が 、 炭 硫 に お ける 初期 の ちゃ の と し て は 
ジッ ガー 式 水洗 機 が さか ん に 使用 され (特許 第 34810 号 )、 そ の 後 バ タ ュ 式 水洗 
機 が 紹介 され て 、 そ の 性 能 と 大 容量 の た め に 他 の 水洗 機 を 駆 遂 す る こと と な つ 
た 。 と これ の 初期 の る ゃ の は 、 蒸 気圧 を 使用 する も の で あつ た (特許 第 75969 号 参 
照 )。 な お 欧洲 に お いて 発 達 し た レオ ォ オラ ボー ル 式 水洗 機 $、 ウェ ュ 式 水洗 機 と 
同 程度 の 性 能 を も つた も の で 、 一 部 に 採用 され 現在 に 至 つ て いる 。 

また 金 屈 鉱 山 に お いて は 、 鉱 種 に 応じ て 比重 選鉱 機 、 磁 力 選鉱 機 、 淫 流 選 鉱 
機 人 等 が 採用 され て きた が 、 な か で も 浮 流 選 鉱 機 の M-S 機 が 大 正 5 年 に 生野 、 
足尾 の 両 鉱山 で 採用 され て か ら 各 竹 の 浮 選 機 の 発明 考案 が な され ( 特 評 第 28076 
号 、 第 33619 号 、 第 43016 号 参照 )、 昭 和 以 降 長 足 の 進歩 を と げた 。 

と の よう に 浮 濾 選鉱 機 の 発明 と と も に 、 選 鉱 剤 に 関す る 改良 が さら に 本 選鉱 
法 の 距 進 に 大 な る 融 献 を な し た 。 た と えば フラ ン シ ス ・ ト ー マ ス ・ ウ キッ トウ 
ィ ル シス の クレ ゾー ル 符 に 硫黄 お よび 焼 を 作用 させ た 反応 生成 物 (特許 第 79295 
号 )、 青 木 定 治 の 特 誕 第 120273 号 他 数 件 の 岳 収 剤 に 関す る 発明 、 高 砂 化学 工業 株 
式 会 社 の 局 柏 、 生 悦 、 香 杉 の 3 名 に よる 捕 油 を 起 光 剤 と する 特 話 第 132169 号 お 
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さび 同社 の 堀内 利器 符 に よる 数 多 の 起 泡 剤 に 関す る 発明 (特許 第 139536 号 他 数 
件 )、 な ら び に 小野 亮 七 等 (日 本 有機 化工 株 式 会 社 ) に よ つて 発明 され た 特許 
第 16S11S 号 他 数 件 の 起 泡 剤 、 こ れ と 大 体 時 を 同じ く し て 屋 出 し た 数 多 の 選鉱 剤 
に 関す る 特許 は 、 い ずれ $ ゃ 浮 流 選鉱 を 発達 させ る 基礎 と な つた も の で ある 。 こ 
の 洋 流 選鉱 法 は 、 元 来 硫化 鉱物 (と くに 非鉄 金属 ) に 応用 せら れる も の で ある 
が 、 本 選鉱 法 の 発情 は 、 さ ら に 酸化 鉱物 に も 利用 せら れる よう に な り 、 評 満 沙 
鉄道 株 式 会 社 の 酸化 鉱物 、 な か で も 赤 鉄 鉱 、 磁 鉄鉱 等 の 各 竹 含 鉄鉱 石 の 浮沈 避 
鉱 法 (特許 第 150748 号 他 表 件 )、 日 本 ニッ ケル 人 株 式 会 社 (鳥井 愛 己 ) の ニッ ケ 
之 鉱 の 浮 流 選鉱 法 (特許 第 136115 号 他 1 件 ) 等 の 今 次 大 戦中 に な され た 発明 は 、 
当時 の 国策 に 合致 し た 発明 で も つた 。 

選 炭 法 と し て 注目 せら れ た も の に は 大 正 11 年 、 ト レン ト に よ つ て 発明 され だ 
トレ ント t 法 (特許 第 42974 号 ) が ある が 、 本 法 は 水中 に 微粉 炭 を 入れ 、 そ こ に 
油 を 添加 し よく 提 挫 し て 、 石 炭 を 油 と 合 し て ア ィ ル ガ ょ 状 と な し て 選別 する も 

で ある が 、 最 近 ド イッ で 発明 され た 有限 会 社 石炭 技術 工業 所 有 権 保護 炭 硫 連 
合 会 の P-U 法 また は っ ュ ン バート ー ル シル 法 (特許 第 201129 号 ) は 、 上 記 方 法 の 原理 
を 利用 し た も の で 一 層 効 果 的 な 選 譜 法 と し て 目 され て いる 。 さ ら に と ここ 数 年 
の 間 に 特 異な 発達 を と そげ て い る $ の に 重 液 選鉱 が ある 。 蛋 液 選 鉱 は 、 す で に 
1860 年 頃 か ら 試み られ て いた が 、20 世紀 の 初期 に アメ リ ヵ に お いて チャ ンス 
法 が は じ め て 実用 化 さ きれ て か ら 、 わ が 国 $ も と れ に な らい 、 昭 和 7 年 頃 か ら こ と の 
種 の も ゃ の が 試み られ る よう に な つた 。 

こ ヽ に 注目 すべ き は 大 正 8 年 、 松 本 直 存 、 松 本 直 両 名 に よる 調和 比重 感 磁 体 
添加 選鉱 法 (特許 第 43737 号 ) の 発明 で ある 。 こ の 発明 は 実施 に 至ら な か つた 
よう で ある が 、 そ の 明細 普 に は 重 液 選鉱 法 の 現在 の 着想 が 記載 され て お り 、 本 
選鉱 法 の 正 に 溶 租 と いう べき も の で ある 。 こ の 選鉱 法 は 選 談 に お お く 利 用 せら 
れ 、 昭 和 3 年 レッ シン グ 法 (特許 第 76759 号 )、 昭 和 10 年 デ ・ ケ ー ィ ズ 法 (特許 
第 111420 号 ) が 特許 せら れる と 、 そ れ に 刺 載 され て 、 松 野 栄 治 (明治 鉱業 株 式 
会 社 ) の 特許 第 134259 号 、 大 沢 広 三郎 の 特許 第 129162 号 他 数 件 釜 が 現われ 、 炭 
質 の 向上 に 黄 献 し た 。 
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し か し 、 そ の 後 昭 和 24 年 項 に な つて 、 ア メリ カ の 新 技術 が 紹介 せら れ 、 人 ん.C. 
C. 社 お よび 同系 会 社 が 昭和 26 年 に 特許 190054 号 他 数 件 の 欧 本 的 な 特許 を 取得 す 
る と 、 界 は この 特許 に 重大 な 関心 払う と と と な つた 。 ま た この 特許 に よ つ て 
フラ エ テロ シリ ュ コン 、 ユ グ ネ タイ ト 等 の 感 磁 仁 材料 を 電 液 ヌ デ ウ と と し て 使用 する 
技術 が 確立 され る に お よん で 、、=ー ン 下 、 列 転 ドラ > 型 、V タン ク 型 等 の 各 

種 型 式 の 重 液 選鉱 機 に 関す る 発明 、 考 案 が 続出 し て 、 ま すま す 本 法 は 注目 され 
る と と と な つた が 、 わ が 国 で は と れ を 実際 に 操 楽 し て いる と と ろ は きわ め て 少 
い 。 

TV 金 属 エ 業 

(1) 鉄 鋼 

わが 国 に は 日 本 刀 で 知ら れる よう に 古来 か ら 鉄 の 現 錬 技術 が あり 、 砂 鉄 で 作 
っ た 日 本 刀 の 和 鋼 は 、 当 時 良質 を 世界 に 診 つ た 、 印 度 の ウー ッ 鋼 より 優れ て い 
た と いわ れる 。 

し か し 、 わ が 国 で は 、 鉄 鉱石 に 貞 ま れ な いた め 、 抽 鉄工 業 は 相当 遅れ 、 六 峰 
に 官営 の 大 製鉄 所 ( 現 入 幅 抽 鉄 ) を つく り 、 交 鉱 炉 に よる 作業 を 開始 し た の は 
明治 34 年 2 月 の こと で ある 。 し か も わが 国 に お いて は 、 前 述 の よう に 原料 鉱石 
に 恵まれ ず 、 気 鉱石 、 輸 入 鉱石 に 依存 し な けれ ば な ら な か つた の で 、 そ の 技術 
の 確立 に は 、 外 国 に 見 られ な い 苦 心 が あ つた に ちがい な い 。 し た が つて 、 大 正 
11 年 、 当 時 の 南 満 洲 鉄道 株 式 会 社 の 梅 根 常 三郎 に よ つ て 発明 され た 赤 坦 鉄鉱 選 
鉱 法 (特許 第 42772 号 ) は 、 貨 鉱 処理 法 と し て 鉄鋼 生産 に 一 大 光明 を 与え る こ 
と と な つた 。 わ が 国 が めぐ まれ て いる 唯一 の 鉄 資源 で ある 砂鉄 は 、 電 気 炉 に よ 
り 現 錠 す る も の で ある が 、 炊 鉱 炉 で 製 錬 する 山県 憎 介 の 特許 第 131531 号 (本 
製鉄 株 式 会 社 ) や 、 回 転 炉 に よる 駒 崎 利治 の 特許 第 171784 号 (川崎 重工 業 株 式 
会 社 ) は 特異 な も の と いえ る 。 製鉄 に 関す る 発明 で 、 当 時 世間 に 喧伝 せら れ た 
も の に 、 ク シップ ・ レ ン 法 と いう ドイ マタ 人 ョ スハ ムン ゼ ン 博 填 の 発明 「 粒 鉄製 造 法 」 

(特許 第 121561 号 外 数 件 ) お よび 菊池 秀之 の 高 周 小 電 届 製 錬 法 (特許 第 131016 
号 、 外 10 数 件 ) が ある が 、 前 者 は 、 時 あ た か ゃ 貨 鉱 処理 を 国策 と し て 難 望 し て 
いた の で 、 満 洲 の 昭和 製鋼 所 や 、 彰 鮮 清 注 の 三菱 鉱 楽 で 相当 の 規模 で 実施 せら 
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れ 、 後 者 は 、 日 本 高 周 小生 工業 株 式 会 社 を 設立 する 基礎 と な り 、 純 鉄 に 近い も 
の が 、 わ ずみ 数 分 間 で で きる と いう 、 割 期 的 な 製鉄 法 で も つた 。 ま た 、 当 時 国 
筑 送 行 の 一 尿 を に な つた も の に は 、 幾 多 の 海 鉄 抽 鉄 に 関す る 発明 や 、 バ ッ セ 
ー 法 を 実施 せん と し た 梅津 七 歳 の 特許 第 134674 号 や 、 大 原 久之 の 特許 第 137181 
号 等 が ある 。 鋳鉄 に 関し て は 、 菊 田 多 利男 の 特許 第 63958 号 の 合金 娠 鉄 を は じ 
め 、 各 種 各 様 の 鋳鉄 が 発明 せら れ た が 、 最 近 と くに 注目 され て いる も の に 、 球 
状 黒鉛 鋳鉄 、 ま た は 延性 黒鉛 鋳鉄 (ジュ ラー 鋳鉄 ) が ちる 。 こ れ は 鋳鉄 界 と 
一 大 革 谷 を る も た らし た $ る の で 、 カ ネ デ オ アン ・ ニ ッ ケ ルル シ ・ プ ロダ クッ タマ 社 が 特許 
第 192499 号 、 外 10 数 件 の 特許 を 取得 し て いる 。 こ の 鋳鉄 に つい て 、 わ が 国 各 
社 が 技術 提携 し て その 実用 化 に 追 進 し て いる 。 こ の 発明 の 処理 剤 で も る マグ ネ 
シッ ェ > の 代り に 、 他 の 処理 剤 を 使用 する 発明 も ある が 、 か か る 発明 に 刺 載 され 
て 、 強 力 鋳鉄 を 得 よ う と する 研究 は と に さ か ん と な り 、 沢 枝 等 の 特許 第 
200325 号 、 久 恒 中 陽 の 特許 第 200933 号 は 、 中 で も 優秀 な も の で あろ 5。 合 金 鋼 
に お いて 、 お お き な 足 跡 を 残し た も の に 、 本 多 光太郎 博士 の K.S 鋼 、 三 島 徳 せ 
博士 の M.K 鋼 で 代表 され る 永久 磁石 鋼 が ぁ る 。 K.S 鋼 は 、 大 正 6 年 の 発明 
(特許 第 32234 号 、 第 32422 号 ) で 、 コ っ バル ト を 含む 磁石 鋼 で も り 、 さ ら に 本 多 
博士 は 、 増 本 、 碧 川 両 博士 と と も る に 、 ニ ッ ケ シル ・ チ タン 鋼 、 ニ ッ ケ シル ・ チ タン ・ 
ミズ ルト 鋼 を 成分 と する 新 K.S 鋼 (特許 第 109937 号 、 第 110205 号 、 第 111704 
号 ) を 発明 し 、 住 友人 金属 で と れ を 実施 し て 年 間 2 億 数 千 万 円 の 売上 を あげ て い 
る 。 昭和 6 年 に は ML- 凶 鋼 (特許 第 96371 号 外 10 数 件 ) が 生れ た が 、 と れ は ニッ 
ケル 、 ア ルミ ニッ クム っ を 含む 磁石 鋼 で も る 。 上 記 特許 の 中 、M.K 5 と いう 名 称 で 
知ら れ て いる も の は 、 現 在世 界 最 高 の 永久 磁石 と いわ れ 、 わ が 国 で は 三菱 製 
鋼 、 外 国 で は GE. 社 、 ボ ッ シ - 社 等 容 施 権 を 与え て いる 。 三島 博士 は また 、 
昭和 23 年 、 永 久 磁 石 MT 磁石 (特許 第 175787 号 ) を 発明 し た が 、 こ れ は 株 式 
会 社 東京 計器 製作 所 で 実施 し て いる 。 ま た 渡辺 三郎 は 、 大 正 11 年 に クム ・ マ 
ン ガ ン 鋼 より 成る 自 硬 性 磁石 鋼 (特許 第 43660 号 ) を 発明 し た 。 そ の 後 、 同 人 
に ょ つて 、 尊 多 の 特殊 鋼 が 生み 出さ れ 、 今 日 の 日 本 特殊 鋼 株 式 会 社 の 基礎 が 打 
ち 立 て られ た 。 上 述 の 磁石 負 と 並ん で 、 金 属 材 料 研究 所 の 数 多 の すぐ れ た 発 胃 
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が ある 。 と この 中 で も 増本 是 博 士 に よる 赴 不 変 銅 (特許 第 88152 号 、 第 97033 号 ) 
増本 、 山 本 達治 両 博士 に よる 磁性 合金 を ンダ スト (特許 第 120006 号外 数 件 )、 
増本 博士 の 弾性 不変 鋼 = テ リン ペー (特許 第 135850 号 外 数 件 ) お よび 磁 歪 合金 
ァ ル ラテ エル (特許 第 160877 号 多数 件 ) 等 は 、 い ずれ も 世界 に 診 り 得る 発明 で あ 
る 。 磁性 材料 と し て きわ め て 重要 な 地位 を 占め 、 変 圧 准 鉄 心 な ど に 欠く こと の 
で き な い 天 素 鋼板 の 環 造 に は 、 ゴ ス の 発明 に 係る 特許 第 129409 号 や 、 ア ー ょ ム ュ 
社 の 特許 第 193507 号 等 が あり 、 と れ は 天 素 鋼板 の 製造 に きわ め て 重要 な 役割 を 
演じ て いる 。 

(2) 非鉄 金属 

わが 国 に お ける 非鉄 金属 の 失 錬 に お いて 、 輝 か し い 業 績 を 残し た も の に 、 伊 
子 市 之 川 鉱山 で は じ め ら れ た アン チ モ ニ テー 現 錬 法 が ある 。 と これ は 、 胃 治 23 年 、 
森原 隈 次 郎 が 発明 (特許 第 1202 号 、 第 1433 号 ) し た も の で 、 当 時 鉱石 と し て 輸 
出し て いた も の を 、 金 属 と し て 輸出 する よう に し た 功績 は 、 実 に 偉 天 な も の で 
ぁ あつ た 。 ま た 、 胃 治 35 年 に 、 藤 田 組 経営 の 小坂 鉱山 で 行わ れ た 、 生 鉱 咲 法 に よ 
る 銅製 錬 は 、 当 時 外国 技術 に 依存 し て いた 、 わ が 国 の 冶金 技術 に 大 な る 自信 を 
王 え を た も の で ある 。 胃 治 37 一 8 年 以後 に お ける 冶金 外 で は 、 亜 鉛 現 錬 に 関す る 
発明 が お おおく 、 た と えば 、 中 西 下 兵 衛 は 特許 第 13021 号 を 得 て 、 明 治 42 年 は じ 
め て 年 鉛 蒸溜 揚 錬 の 工場 を 創設 し 、 宮 沢 治 七郎 等 は 特許 第 17266 号外 数 件 を 得 
て 、 電 解 精錬 を 企図 し た 。 

その 外 、 内 野 正夫 ( 舌 河 鉱業 株 式 会 社 ) の 銅鉱 の 湿式 製 錬 法 (特許 第 39184 
号 )、 針 田 哲二 郎 (久原 鉱業 株 式 会 社 ) の 銅 の 鉱 津 か ら 金 銀 を 回 収 す る も の ( 特 
許 第 37501 号 ) は 、 い ずれ も 相当 の 成果 を 収め た 。 こ の よう に 、 非 鉄 金属 に 関す 
る 抽 錬 は 比較 的 申 く か ら 発 展 し 、 奏 来 幾多 の 発明 に よ つ て 、 今 日 の 技術 が 確立 
せら れ た も の で ある 。 

最近 、 日 本 鉱業 株 式 会 社 の 佐賀 関 更 錬 所 で 成功 し た 酸素 製 銅 法 (特許 第 
197240 号 ) は 、 従 来 の 次 鉱 炉 製 錬 と は 異 る る も の と し て 、 そ の 成果 が 期待 され る 。 
銅 合金 に つい て は 、 飲 高 一 郎 の ブロ ンズ (特許 第 40905 号 )、 石 川 夜 間 治 の シル 
ジン ブ ュ ンズ (特許 第 83330 号 )、 朝 戸 順 の アー ム ス プ ャ ンズ (特許 第 105704 号 ) 
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ミ 、 い ずれ る ゃ 現在 に お いて な お その 価値 が 高い も の で あり 、 田 辺 友 次 郎 の 銅 合 
金 (特許 第 95712 号 、 外 数 件 ) は 、 住 友 金 属 工業 株 式 会 社 の 誇り と する も の で 
ある 。 ま た 、 了 戦後 流行 し た 金色 合金 は 、 い ずれ も 銅 合 金 で あつ た 。 

非鉄 合金 の 発明 は 多く 、 磁 性 合金 の ニッ ケル 合金 や 渡辺 旭 等 (パイ セッ ト 万 
年 筆 株 式 会 社 ) の パオ ャ スミ ン は 、 超 硬質 合金 と し て 当時 注目 され た (特許 第 
169461 号 )。 

重要 な 近代 金属 材料 で も る アシ ミニ ウム >、 ユ グ ネ シッ ウ ょ > の ここ 数 十 年 の 研究 
進歩 の 跡 は いち じ る し い 。 ア シミ ニア タム > 原料 ボー キサ イト の な いわ が 国 で は 、 
ァ ル シミ ナ の 現 造 に 苦心 が 払わ れ 、 国 内 資源 の 各種 高 禁 土気 粘土 を 活用 し よう と 
し た 特許 は 数 お お い 。 と くに 岡沢 稔 治 (昭和 電工 株 式 会 社 ) の 不 知 焼 法 (特許 
第 153970 号 ) や 、 艇 本 四郎 (日 本 軽金属 株 式 会 社 )、 竹 本 笑 (住友 化学 工業 株 
式 会 社 ) 人 等 の 柏 砕 抽出 法 (特許 第 194633 号 、 第 194744 号 、 昭 和 26 年 ) は 、 バ イ 
ャ ー 法 に ゃ 改良 を 加え た も の で ある 。 ア ルミ ニッ ょ の 電解 精錬 は 、 ベ ペー ダー で 
ルケ グ 電極 の 出現 (特許 第 117991 号 、 外 数 件 ) で 、 長 足 の 進歩 を み 、 ア ルミ ニッ ウ 
> が 、 鉄 鋼 に 劣る 強度 と 加工 性 も $ る 、 ジ ュ ラ シミ ン に よ つ て 到 肥 され た 。 住友 金 
属 工業 株 式 会 社 の 五 十 出 勇 、 北 原 五 郎 両 名 に よ ょ つて 完成 され た 超々 ジュ ラミ 
ン (E.S.D) の 発明 (特許 第 135036 号 ) は 、 現在 欧米 の 航空 規格 と 同一 成分 節 
囲 に 属し 、 正 に KK.S 鋼 、M.K 鋼 と と も に 世界 に 誇り 得る 大 発明 で ある 。 マグ 
ネ シ ッ > は 、 朝 鮮 室 素 肥 料 工業 株 式 会 社 (興南 ) で 実施 され た 、 フ リッツ ・ つ へ 
ンス キル グ (オー スト リア ) の 閑 滴 届 錬 (特許 第 111674 号 、 外 数 件 )、 お よび 
大 河内 正敏 (特許 第 103718 号 、 外 数 件 ) の 電解 精錬 は 、 わ が 国 マ グ ネ シッ > 工 
業 の 発達 に 匠 献 し た 。 

チタ ン 、 ゲ シィ ニッ ウム > は 、 新 し い 時 代 の 金属 と し て 、 ま すま すそ の 用 途 を 拡 
天 し て いる が 、 金 属 テ タン に つい て は 、 現 在 の と と ろ そ の 抽 法 は ほとん ど ク ュ 
ー ル 法 (アメ リカ 特許 第 2205854 号 ) (こよ つて いる 。 チ タン 原料 と し て の 砂鉄 
に 恵まれ て いる わが 国 で は 、 チ タン 和製 造 工業 は 、 お お い に そ の 将 来 の 発展 が 期 
待 さ れる 。 ゲ アシ マー ニウム に つい て は 、 電 気 材料 と し て 着 期 的 金属 と いわ れる も 
の で ある が 、 稲 垣 勝 (石炭 結 研究 所 ) が 、 石 過 か ら 抽出 する 方 法 (特許 第 
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208724 号 ) に 成功 し て 注目 を 浴び た 。 

(3) 金属 加工 

Gi) 金属 鋳 造 

遠心 力 を 利用 し て 鋳物 を つく る 考え は 、 き わ め て 古く か ら 存 在 し た が 、1912 
年 、 ア メリ カ 人 セン ツー ド ・ デ ウー・ ラ ブ ォ ー ド が 、 棚 を 持つ た 遠心 鋳造 機 を 
発明 し て か ら 、 達 心 力 鋳造 法 は 急激 に 発展 する よう に な つた 。 同人 の 発明 ( 特 
許 第 34146 号 ) は 、 大 正 8 年 (19192 年 ) に 特許 され 、 示 心 カ 鋳造 特許 の 第 一 長 
を 飾る も る の と な つた 。 こ と れ が わが国 の 鋳造 界 で 積極 的 に 採用 きれ て か ら 、 鋳 千 
技術 は 飛躍 的 発展 を と げ 、 と れ に 刺 載 され て 、 お お く の 発明 考案 が つぎ つぎ と 
出 て 鋳造 技術 の 一 大 金字塔 を 築き 上 げ る に 至 つ た 。 と くに 、 中 島 太 一 は 、 昭 和 
2 年 以降 10 数 年 に わた つて 、 特 許 第 73023 号外 10 表 件 の 特許 を 得 て 、 長 尺 管状 
体 お よび 複合 和 の 鋳造 を 可能 に し 、 ま た 、 人 久保 田 権 四郎 は 、 昭 和 8 年 以降 、 と 
くに 鋳鉄 徐 の 遠心 鋳造 に つい て 特許 第 73022 号外 10 数 件 の 特許 を 得 て 、 鋳 造 界 
の 発展 の た め に お お い に た 寄与 し た 。 

その ほか 、 遠 心 力 鋳造 に よる 圧延 用 ロー ル 、 人 金属 管 の 裏 張り 、 お よび 軸 承 の 
装 等 幾 多 の 発明 に より 、 鯉 造 技術 は さら に 進歩 向上 し た 。 

() 粉末 冶金 

粉末 冶金 は 、 ご く 最 近 ま で は 金属 工業 に お いて 一 分 野 を な す に 至ら な か つた 
が 、 粉 末 冶 金 法 に よれ ば 、 硬 所 合金 、 多 孔 質 金属 材料 、 互 い に 固 溶 せ ぬ 成 分 よ 
りな る 複合 金属 、 お よび 高 純度 の 金属 合金 が 容 易 に 得 ら れる と ころ か ら 、 近 々 
半 世 紀 の 間 に 長 足 の 進歩 を と げ 、 冶 金工 業 に お いて 特別 の 地位 を 占め る に 季 つ 
た 。 粉末 冶金 に つい て 、 日 本 人 と し て 最初 に 特許 を 得 た の は 、 大 正 10 年 中 沢 良 
夫 外 1 名 が タン グ ス テ ン の 力 工 性 を 増大 せしめ る 目的 で 発明 し た 、 難 英 融 金 属 
の 処理 法 に つい て (特許 第 40504 号 ) で も る 。 こ の よ ょ う に 、 粉 末 冶 金 法 の 初期 
に お いて は 、 主 と し て 表 性 の ある タン グ ユ テン 素材 の 製造 に 利用 され た が 、 複 
雑 な 形状 の 金属 環 品 の 現 造 (大 正 13 年 、 特 許 第 65011 号 ) に も 応用 き れる よう 
に な り 、 ま た 大 正 15 年 に ば ド オタ 人 ヵ カル シル ・ シ ュ ロ エ テ ル が 、 タ ング ステ ンカ ー 
ズ イ ト 粉末 と コバ ルト 等 の 粉末 を 焼 結 する 、 硬 質 合金 工具 の 更 造 法 (特許 第 
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73157 号 ) を 発明 し て か ら は 、 金属 加工 工具 用 素材 と し て 、 に わか に 重要 な 地 
位 を 占め る よう に な つた 。 つ いで 、 昭 和 7 年 、 非 金 属 物質 を 介在 せしめ た 含 油 
軸 承 用 焼 結 体 の 更 造 法 (特許 第 94071 号 発明 者 、 中 村 素 ) が 発 胃 され る に お よ 
ん で 、 そ の 軸 承 と し て の 効果 が お お い に 注 目 さ れ 、 今 の 無給 油 幅 未 の 端緒 を 
拓く と と と な つた 。 昭和 9 年 に は 、 布 村 寛 に よ つ て 、 銀 また は ニッ ケル 8095 
%、 カ ー ボ ン 5 一 2022 を 配合 し た 開閉 付 接触 部 材 が 発明 (特許 第 111772 号 ) さ 
れ 、 こ の 方 面 に る 新しい 分 野 を 開拓 し た 。 

昭和 13 年 頃 よ り 終 戦 に いた る 間 、 和 軍需 用 と し て 、 硬 質 合 金工 具 の 製造 に お お 
い に 利 用 きれ 、 ま た 無給 油 焼 結 軸 承 に も 幾多 の 改良 が 加 え ら れ た 。 し た が つ 
て 、 こ の 期 間 に お ける 発明 は 、 主 と し て これ ら 硬 質 合 金工 具 お よび 無給 油 軸 承 
に 関す る も る の で あつ た 。 

戦後 は 、 欧 米 各 国 よ り 新しい 技術 が 導入 され 、 粉 末 冶 金 法 は 一 段 と 進歩 し た 
が 、 松 川 達夫 は 、 合 金粉 末 ま た は 複合 粉末 の 特殊 な 舞 造 方 法 (特許 第 175382 号 
タ ト 10 毅 件 ) を 発明 し て 、 物 理 的 性 質 の すぐ れ た 軸 承 合金 、 電 気 接点 材料 等 を 得 
る と と に 成功 し た 。 ま た 、 怒 瀬 記 三 外 1 名 に よる 成型 自在 な 金属 抽 陶 法 (昭和 
22 年 、 特 許 第 178461 号 ) も 、 粉 末 冶 金 法 の 新しい あり 方 と し て 注目 され る 。 粉 
未 冶金 法 は 、 ジ ェ ッ ト エ ンジ ン 用 の ター ビン ブレ ー ド の 製造 に 積極 的 に 採用 さ 
れ て いる が 、 わ が 国 に お ける その 応用 は 緒 に つい た 程度 に すぎ な い 。 

(Gii) 金属 の 表面 処理 

金属 の 表面 処理 に 関す る 発明 は 、 明 治 中 項 か ら 現われ は じ め た が 、 大 正 の 初 
期 ま き で は わずか に 浴 炭 法 、 融 メッ キ 法 、 金属 着色 等 が ある に 過ぎ な か つた 。 
大 正 3 年 に は 、 ス ペッ タリ ング に よる 不 導体 メッ キ (特許 第 25821 号 ) が 、 
ー ベ ルケ ト ・ ラ フン に より 発明 され 、 大正 5 年 に は アメ リ ヵ の G.E. 社 に より 、 鉄 
鋼 表 面 に 亜鉛 を 兆 透 合金 する 方 法 (特許 第 28906 号 ) お よび 鉄鋼 表面 に アル ミ 
ニーク と を 竣 透 合金 する 方 法 (特許 第 29546 号 ) が 発明 され た 。 こ れ ら は 、 シ テ 
ラダ オイ ジン グ 法 、 カ ロラ イジ ング 法 の 叶 を な す も の で ある 。 大 正 12 年 に は 、 
江沢 謙二 郎 が 金属 融 噴射 法 を 輸入 し 、 特 許 第 51389 号 、 そ の 他 こ れ に 関す る 
お お く の 発 明 を し た が 、 と れ は メタ リュ コン 法 と し て 知ら れ て いる も の で ある 。 
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大 正 13 年 に は 、 秋 井 昼 太 郎 、 植 木 栄 の 両 名 に よ つ て 、 ア ルミ ニク と の 秦 酸 に よ 
る 陽極 酸化 皮膜 生成 に 関す る 発明 が 生れ た (特許 第 61920 号 、 第 62278 号外 数 
件 )。 こ とこ れ が 理研 の アルシェ イト と 呼ば れる も の で 、 今 日 の アァ シェイ 肌 品 の 葛 
確 発明 で ある 。 大 正 14 年 に は 、 大 到 半 太郎 が クロ ムコ メッ キ ほ に 関す る 発明 (特許 
第 64046 号 ) を な し 、 わ が 国 で は じ め て クロ ュ ム メ ッ キ を 工業 化し 、 ク ロタ ッ 
き 界 の 革 駆 を な し た 。 昭 和 2 年 に は 加藤 与 五郎 、 村 - 上 透 の 両 名 が 、 ク ェ 錠 金 
液 の 製造 法 (特許 第 71950 号 ) を 発明 し 、 ク ロム メッ キ 液 と し て 景 初 に 市 販 さ 
れ だ 。 

昭和 7 年 に は 、 ア メリ カ の パー カー・ ブ ルー フラ ・ コ ょ ム バ マニー が 、 鉄 鋼 の 防 久 
法 と し て 著名 な いわ ゆる ペー カラ イジ ンク 法 ま た は パー カー 法 と 呼ば れる 鉄 
鋼 表 面 へ の 圧 酸度 膜 の 生成 に 成功 し た (特許 第 84598 号 、 第 97674 号 )。 

最近 、 例 属 の 表面 処理 と し て 注目 され て いる も の に 電解 研磨 が ある 。 こ れ に 
つい て は 、 昭 和 11 年 に 発明 され た アル ミニ ウム ・ コ ムペ ニー・ オ ブ ・ ア メ リカ 
の 那 酸 系 の 電解 液 を 使用 する アル ミニ ウッ ム ょ の 電解 研磨 法 (特許 第 115948 号 ) が 
特許 に あら われ た 最初 で も や り 、 ま た 、 わ が 国 に お いて は 、 昭 和 14 年 、 株 式 会 社 
那 久 ア ルミ ニッ ウェ ュ 揚 造 所 の 、 中 山 孝 應 の 焼 酸 を 主 成 分 と する 電解 液 を 使用 する 
アル シミ ニッ ム ょ の 昔 解 研磨 法 (特許 第 128891 号 ) が その 最初 で も る 。 馬 来 この 電 
解 研磨 は 、 各 竹 金 属 に 応用 され る よう に な り 、 電 気 ラ ッ キ と と る に 人 金属 表面 処 
理 の 花形 と な つて いる が 、 と くに 昭和 19 年 以降 は 、 こ と れ に 関す る 発明 が 続 田 し 
た 。 な か で も 田島 栄 の 特許 第 171888 号 外 数 件 は 、 と くに この 技術 の 向上 に 区 献 
する と と ろ が お お か つた 。 

昭和 23 年 、 吉 田上 下 は 、3 価 の 硫酸 クロ ょ を 電解 液 に 用 いて 、 従 来 法 の よう な 
有害 ガス の 発生 を 防止 し た クロ > 電 着 法 (特許 第 176820 号 ) を 発明 し た が 、 こ 
れ は 、 ク ロム メッ キ に 新 機軸 を 軸 し た も の と いえ る 。 明 近 電気 メッ キ に お いて 
注目 され る も の は 、 昭 和 24 年 、 ア メリ カタ の ウエ スチ ング ハッ ス 社 に よる PF-R 法 
と 呼ば れる 週 期 的 逆 電 法 に よる メッ キ 法 で ある 。( 特 許 第 186267 号 、 第 1S5105 
号 ) これ は 、 光 沢 剤 を 使用 し な いで 、 光 沢 メ ッ キ を 可能 と し た 割 期 的 な も の 
で 、 そ の 用 途 は 広い も の で ある 。 
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Gv) 電 気 燈 接 
( イ ) 電気 抵抗 燈 接 
電気 黄 接 の 中 で も 抵 抗 和 卒 接 は 、 い ろ い ろ の 長所 の た め に 聞 も 普及 し て いる も 
の で も る が 、= ン ラッ ド ・ フ ラン ツジ ・ ウ オシ ーシュ ・ テ グル の 発明 (特許 第 
S640 号 ) が 生れ て か ら 、 電 極 を 片面 だ け に あ て て 、2 点 の 接 を 同時 に 行え る 
こし た 特許 第 128770 号 の 発明 、 さ ら に 第 2 次 大 戦中 に 軽 合 金 の 抵抗 黄 接 の 
特許 第 147858 号 、 第 149103 号 、 第 161911 号 等 が あい つい で 生れ た 。 ま た 、 衝 合 
迷 接 で は 、 灯 接 物 問 の 熱 平 逢 が 得 ら れる よ ょ うに し た 特許 第 116766 号 、 類 接 と 同 
時 に 焼 條 が で きる よう に し た 特許 第 141242 号 、 第 143359 号 が 出現 し た 
その 外 、 俗 に サイク アー ク 炊 接 と いわ れる リベット 、 ボ ルト 等 の 植 込 類 接 が 
あり 、 こ の 種 の る ゃ の で は 、 特 許 第 44829 号 以来 、 竹 々 の 改良 が 加え られ 、 外界 
の 容 気 を 遮蔽 する よう に し た 特許 第 131025 号 、 磁 気 吹き の 影響 を 防止 する よう 
に し た 特許 第 131701 号 、 中 間 媒 体 金 属 を 使用 する よう に し た 特許 第 134070 号 、 
戦後 に は 特許 第 190524 号 等 が 近 次 出現 し た 。 
抵抗 黄 接 で は 、 特 許 第 95008 号 以降 特許 第 143498 号 、 第 152022 号 、 第 165382 
号 、 第 181383 号 釜 に より 通電 時 間 の 精密 な 調整 が 簡単 に 行え ん る よう に な つた 。 
また 最近 で は 低 周 渋 薔 接 が 注目 され て いる が 、 こ れ に 関し て は 特許 第 167375 号 
185462 号 、 第 189130 号 備 が ある 。 
( ロ ) 電 弧 准 接 
電 弧 次 接 が 造船 に 大 規 栓 に と り 入 れ ら れ た の は 、 わ が 国 で は 近年 の こと で あ 
る 。 
オォ オス カー・ ク チェ ルプ ルク の 特許 第 17435 号 が 発明 され て か ら 、 電 弥 燃 接 は 
電極 槍 の 自動 送り 、 接 電流 の 遠隔 制御 、 非 鉄 金属 へ の 利用 等 操作 の 簡便 と 利 
用 面 の 拡大 と を 図 つ て きた が 、 ロ イド ・ テ ー・ ジ ョ ンズ の 発明 で 、 俗 (CC ニニ オ 
ンズ ルト 法 と いう 、 フ ラッ クラ 中 で 電 張 類 接 を 進め て いく 特許 第 119705 号 の 方 
法 は 、 造 船 の 電線 炊 接 に お いて 、 と くに その 優秀 性 が 注目 され て いる 。 次 接 権 
の 自動 送り 装置 に つい て は 、 証 く は ハー リー・ デ イー・ モ ー ト ン の 特許 第 41903 
号 の 発明 が あり 、 そ の 後 種々 改良 され て 、 現 在 で は 磁気 増 軸 器 を 使用 する 手段 
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が 考 案 さ きれ 、 実 用 新 委 座 録 第 385438 号 、 第 386634 号 、 第 393067 号 備 が ある 。 導 
接 和 流 の 遠隔 制御 の 初 其 の も の は 、 特 許 第 115605 号 、 第 116331 号 代 で 、 直 流 に 
る 発電 機電 圧 の 制御 で 、 機 舌 も 複 鈴 で も つた が 、 交 流 式 の 簡単 な 機 和 の も の 

を 、 艇 原 栄次 郎 が 発明 (特許 第 206640 号 ) し た 。 ま た 、 交 流 電 弧 類 接 の 電線 を 
安定 に する た め 高 周波 電圧 を 重畳 する よう に し た 、 ラ ルフ ・ エ スネ ス ・ ス トッ ダー 
ド の 特 誕 第 10629 号 の 発明 が あり 、 特 許 第 129914 号 、 第 190952 号 和仁 $ あ る 。 

最近 の 邊 弥 接 は 、 不 活性 保護 ガス の 使用 が 一 般 的 で 、 直 流 炊 接 で も 、 直 流 
発起 機 を 使用 せ ず 、 交 流 源 か ら 整 流 可 に より 問 流 する も の で あり 、 特許 第 
204836 号 等 が ある 。 ま た 、 電 線 炊 接 に 使用 する 将 接 村 は 、 被 覆 剤 の 組成 に 関す 
る も の が 多く 、 こ の 中 で 、 村 上 武 次 郎 、 関 口 春 次 郎 、 両 博士 (金属 材料 研究 
所 ) の 特許 第 123753 号 は 、 心 線 と し て は 市 期 的 な 着想 を 有する も の で 、 そ の 後 
関口 博士 は 特許 第 179877 号 外 数 件 の 発明 を な し 、 い わ ゆ る 関 日 心 線 と し て 業界 

と その 優 秀 性 を 認め られ て いる 。 

(Y) 金属 素材 の 成形 加工 

鍛造 に は 、 河 合 正吉 外 1 名 の 特許 第 187952 号 「 大 型 箇 大 軸 の 鍛造 方 法 」 と か 、 
成瀬 政男 外 3 名 の 特許 第 210933 号 の 「 甚 性 加工 に より 製作 し た 鍛造 型 を 使用 す 
る 傘 歯 事 の 型 鍛造 法 」 人 等 の よう に 、 ク ラン ク や 歯車 の 鍛造 方 法 に つい て 、 注 目 


すべ き 発 明 が あり 、 圧 延 に は 、 ロ ー ル と 一 、 広 離 装置 、 安 全 装 置 、 圧 延 機 
テー ブル の 昇 隆 装 早 釜 、 圧 延 機 の 各部 分 装置 に つい て の 発明 、 考 筆 が 多く 、 旦 


近 で は モン ズミ ー ア の 特許 第 209933 号 「 冷 間 圧 延 機 の 改良 」 の ょ うに 、 介 団 式 
圧延 機 が 改良 され 、 良 質 の 藻 仏 を 冷 間 で 製造 する に 束 つ た 。 引抜 に は 、 ダ イス 、 
ブラッグ 、 巻 取 装 置 欠 引抜 機 の 各部 分 装置 に つい て の 発明 、 考 委 が 多く 、 最 近 
で は 、 バ ペッ ク テ ン ショ ン を 与え て 良質 の 線材 を 製造 する 、 鈴 木 弘 の 特許 第 
201451 号 「 金 属 線 伸 延 装置 」 が ある 。 

押出 し に つい て は 、 融 金属 か ら 、 管 島 の 各種 断面 形状 の 長 尺 物 を 、 押 出し 
て 製造 する の が 一 般 で も つた が 、 質 金属 を 熱 問 で 押出 す よ うに な り 、 鋼 より 
鈴 間 押出 し に より 管 を 製造 する よう に な つた 。 モ ジュ ー ル ネ の 特 誕 第 206533 号 
「 金 属 の 熱 間 加工 に お ける 減 座 方 法 」 人 符 は 、 ガ ラス の ファ テ ォ バー を 減 麻 剤 と し 
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て 、 力 正 抵 抗 を 減じ る よう に な り 、 こ の 減 麻 方 潜 か ら モ も モジュール ケ ネ 、 ビ ュ ッ プク 
エ 両 名 の お お く の 発 明 が も る 。 

ね じ し じ の 転 造 に つい て は 、 2 つの ダ ィ ブ プレート 間 で 金属 素材 を 揉 久 出し て 、 ね 
じ を 転 造 す る 、 い わ ゆ る ダイ プレ ー ト 式 は 、 古 く か ら 行 われ て いる が 、 最 近 に 
玉 つ て 、 ロ ー ル シダ イス 間 で ね じ を 転 造 する oー ル 式 に つい て 、 お お く の 発 明 、 
考案 が な され た 。 

た と えば 山本 晃 発明 の 特許 第 183846 号 の 「 変 速 式 螺子 製造 機 」、 吾 川 度 次 郎 
の 特許 第 198551 号 「 ヵ > 式 螺子 製造 機 」、 藤 田 節 三 の 特許 第 202714 号 「 ね じ 式 
ョ ー ラ 型 ね し じ 転 造 盤 」、 海 老 原 敬 吉 外 1 名 の 特許 第 203098 号 「 偏 心 ロ セー ラ 型 ね じ 
転 造 盤 」 等 は 、 ロ ー ラ 式 ね し 転 造 に つい て 、 新 し い 方 式 を 発明 し た も の で ある 
が 、 従 来 の 油圧 式 ね じ 転 造 に つい て $ も 、 素 材 の 供給 、 排 田 に つい て お お く の 発 
明 、 考案 が な され 、 そ れ ぞ れ 実 施さ れ て 、 良 質 の ね じ を 多 旦 生産 する よう に な 
つた 。 

V 繊 維 工 業 

(1) 化学 繊維 

わが 国 に お ける 化学 維 工業 は 、 今 日 わが 国産 業 の 中 で 確固 た る 地位 を 占め 
る よう に な つた が 、 銅 アン モニ ア 法 ( 銅 突 法 )、 ビ ス ュー ラス 法 等 いずれ も 欧洲 
で 誕生 し た も る の で 、 銅 突 法 に つい て は 、 明 治 41 人 に ドク トル ・ ジ ュ セ ッ ペ ・ グ 
アダ ー デ の 日 本 特許 第 23341 号 、 ビ ス ュ ー ラ 法 に つい て は 大 正 4 年 に トーー ス ・ 
ヘー シィ ンス ・ ペ ベル ハー ラフ の 日本 特許 第 30749 号 に よる も の で ある 。 わ が 国 に お 
ける 実施 は 、 上 記 の ビス ュー ス 法 に より 、 大 正 2 年 に 米沢 に 工場 が 新設 、 大 正 
5 年 に その 製造 が 開始 され た 。 また 大 正 12 年 項 ま で に は 、 銅 安 法 が 数 工場 で 実 
施 き れ た が 、 い ずれ も 不 成 功 に 終り 、 こ の 間 に 銅 安 法 に 関す る 外国 人 の 特許 が 
多数 現われ た 。 鋼 安 法 に つい で 、 第 1 次 大 戦後 に 欧州 に お いて ビス ュー ラ 法 が 
色 速 に 発展 し 、 大 正 末期 以 後に お いて は 、 人 外国 技術 の 導入 、 装 置 の 輸入 に より 
多数 の 人 組 会 社 が 設立 され た が 、 わ が 国 独自 の 発明 は な か つた 。 と ころ が 、 昭 
和 4 年 に 日 本 ペン ペル グ 香 糸 株 式 会 社 (現在 の 如 化成 株 式 会 社 ) が 、 延 岡 に 鋼 
安 法 に よる 工場 を 設立 し 、 谷 後 お お く の 発 明 を 完成 し 、 独 自 の 技術 を 誇 つ て い 
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る 。 人 人 工 業 す な わ ちち レイ ョ ン 工 業 は 、1930 年 以後 の 世界 的 経済 恐 焼 に より 、 
諸 外 国 で は 、 企 業 の 合理 化 、 製 法 の 改善 に 努 力 し た が 、 わ が 国 に お いて は 、 低 
賃金 に 依存 する に 過ぎ な か つた 。 し か し 、1933 年 以後 の レ ィ ョ ン 工 業 の 急速 な 
進展 は 、 わ が 国 独自 の 技術 の 発展 を 促進 する と と と な り 、 お お く の 発 明 を 生む な 
と と と な つた 。 ま た 、 第 1 次 大 戦中 、 ド イッ で 現 造 きれ た ステ ー プ ブル ララ アオ 
ー (スラ ) は 、 わ が 国 に お いて も 工業 化 が 促進 きれ 、 昭 和 8 年 に は 日 東 紡 績 株 
式 会 社 が 製造 を 開始 し 、 ま た 、 片 倉 製糸 紡績 株 式 会 社 の 渡辺 清 の 特許 第 110242 
号 そ の 他 の 発明 も 現われ た 。 そ し て 国策 に よる 保護 の 下 に 、 ス ラフ の 生産 は 急速 
に 増加 し 、1938 年 に は 世界 スラ 生産 高 の 35% を 占め る に 至り 、 ま た 捧 縮 スラ の 
現 法 に つい て 、 お お く の 発 明 が 現われ た 。 さ きら に タオ イヤ ュー ド 用 、 ホ ー ラ 用 
等 の ビス ュー ス 強 力 人 委 の 研究 も 行わ れ 、 昭 和 18 年 に は 、 立 川 正三 が 特許 第 
172865 号 ( 高 秋 合 度 の 人 造 繊維 の 製造 法 ) を 得 た 。 わ が 国 の レイ ョ ン 工 業 は 、 
第 2 次 大 戦中 に 減退 し た が 、 戦 後 ふ た た び 装 置 の 改善 、 連続 紡 素 、 ケ ー ク 精練 
原液 製造 法 の 改良 等 お お く の 新 し い 技 術 の 採用 に より 急速 に 進歩 し た 。 

一 方 、 有 機 合成 化学 工業 の 進歩 は 、 合 成樹 脂 か ら の 繊維 の 製造 を 可能 に し 、 
ドイ オッ に お ける P.C. 繊 維 、 ア スリ カ に お ける ビニ ョ ン が 発表 きれ 、 き さら だ 昭和 
13 年 に は 、 い わ ゆ る ナオ ロン が デー ボン 社 に より 発表 され (特許 第 143744 号 
その 他 )、 生 糸 楽 者 に 一 大 艇 異 を 与 を た 。 わ が 国 で も 、 ボリ アク ロニ トリ ル ん 系 
鐵 共 の 紡糸 に つい て 、 神 原 周 、 間 宮 保 三 侍 の 将 許 第 147451 号 が 発表 きれ 、 ま た 
ボリ ウッ レ タン 系 織 維 の 発明 を 行わ て ん た が 、 こ れ 等 は 第 2 次 大 戦前 に お いて は 工 
業 化 され ず 、 む し ろ 国 情 に 適し た カタ カーバイド か ら 得 られ る アモ チレ ン 、 お よび 
酷 酸 を 原料 と する ボリ ビニ ー ル アル ュー ル 率 繊維 (ビニロン) の 工業 化 、 実 用 
化 に 関す る 研究 に 努力 が 払わ れ た 。 と の 結果 、 昭 和 14 年 に は 、 桜 田 一 郎 等 の 特 
放 第 147958 号 、 昭 和 15 年 に は 矢沢 将 英 等 の 特許 第 153812 号 に より 、 湿 式 紡 糸 、 
また は 湿 処 理 後に アセ ター ル 化 を 行い 、 耐 水性 を 附 与 する すぐ れ た 方 法 が 発 
表 さ れ た 。 昭和 16 年 、 鐘 淵 紗織 株 式 会 社 は 、 演 川 工場 内 で 日 産 500 斑 、 高 分 子 
化学 協会 は 高槻 で 日 産 50 忠 の テス ト プ ラ ント を 旭 設 し て 、 工 業 化 試験 を 行 つ た 
が 戦争 の た め に 中 止 す る の や む な き に 至 つ た 。 
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8 2 次 大 戦後 に お ける わが 国 の 化学 繊 共 業 界 は 、 合 成 織 礁 に 力 を そ ヽ ぐ こ と 
と な つた が 、 お おおく の 合成 織 維 に 関す る 外国 の 発明 が わが 国 で 特許 され る こと 
と な つた 。 と こら の 結果 、 東 洋 レ ー ョ ン 株 式 会 社 は 、 デ ニュ ボン 社 か ら ナ イロ ン の 技 
術 を 導入 し 、 ま た 、 旭 化成 株 式 会 社 は ザ ・ ダ ウ ・ ケ ミカ シル ・ コ ー ボ レーション 
と 技術 提携 し て 、 旭 ダッ 株 式 会 社 を 設立 する と と と な つた 。 ナ オロ ン に つい て 
は 、 昭 和 25 年 、 東 洋 レ ー ョ ン 株 式 会 社 は 名 古屋 工場 を 建設 し て 翌年 より 運転 を 
開始 し た 。 一 方 、 ビニ ロマン に つい て は 、 倉敷 レオ ョ ン 株 式 会 社 が ボ バ ー ル 工場 
を 宮山 に 建設 し 、 ボ リ ビ ニ = ニー シア ジュー アル 連続 製造 装置 (特許 第 190710 号 ) を 
実施 に 移し 、 岡 山 の 炒 糸 工場 と 相 ま つ て 、1950 年 世界 最初 の ビニ ロン の 世 産 を 
開始 し 、 ひ きつ づい て ビニ ャ ン 繊 維 の 耐水 性 向上 、 染色 性 改善 に つい て の お お 
く の 発 明 を 生ん だ 。 さ ら に 鐘 淵 紡績 株 式 会 社 、 日 本 合成 統 准 株 式 会 社 、 大 日 本 
紗 策 株 式 会 社 等 に お いて も 、 昭 和 25 年 以降 生 産 を 開始 し 、 日 本 の 合成 維 工業 
は 軌道 に 乗る と と と な つた 。 

昭和 10 年 以後 に お ける 化学 繊維 工業 の 発展 に は 、 装 置 の 発明 で 寄与 する も の 
が お お く 、 ア ルカ 》 組 維 素 の 浸 注 、 圧搾 機 、 粉砕 機 等 が あり 、 原 液 機 に つい て 
も ゃ 、 お お く の 発 明 考 和 染 が 現われ 、 と くに 斉藤 滞 三 の 発明 は 広く 国内 諾 会 社 で 採 
用 され て お り 、 同 人 の 「 ど ビス ュ ー ラ 溶解 機 」( 実 用 新 委 應 録 第 228848 号 ) は 従 
来 の 所 要 時 間 を 約 10 分 の 1 に 短縮 し た 。 ま た 、 昭 和 25 年 、 三 菱 レ オ ョ ン 株 式 会 
社 の 落 谷 直 蔵 、 慣 墓 寿郎 、 二 宮武 三 等 は 、 ア ルカ 》 組 維 素 の 処理 に つい て 特異 
な 発明 「 ア ルカ リ 弧 維 素 の 連続 硫化 法 」( 特 許 第 186334 号 ) を な し 、 昭 和 27 年 以 
降 ス ラリ ー の 連続 方 式 に よる 連続 化 が 各社 に お いて 真剣 に 検討 され て きた 。 

連続 編 系 は 、 外 国 に その 端 を 発し た も の で ある が 、 戦後 わ が 国 に お いて も 、 
強力 人 組 糸 の 紡 に 採用 され 、 優 秀 な 成果 を あげ 、 中 で も 帝 人 舞 機 株 式 会 社 の 
稲垣 培 の 発明 に よる 特許 第 182552 号 「 人 造 紹 糸 製造 用 連続 紡糸 機 」 は 、 帝 国人 
造 組 糸 株 式 会 社 で 実施 され 、 能 率 を 上 げ て いる 。 

後 処理 は 、 戦 前 は ほとん ど 紐 に よる 精練 で ちあ つた が 、 戦 後 は 、 ケ ー ク 精練 が 
広く 採用 され る よう に な り 各 社 ぉ それぞれ 独特 な 方 法 、 装置 を 発明 し 、 角 田 修 
の 人 造 紹 糸 ケー ク の 内 圧式 精 重 装置 用 精練 車 (特許 第 191018 号 ) は 、 倉 敷 と 
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ィ ョ ン 株 式 会 社 で 採用 され 、 多 大 の 効果 を 収め て いる 。 ま た 合成 組 礁 に つい て 
も 、 東 洋 レ ー ョ ン 株 式 会 社 の 星野 孝平 、 野 一 色 稀 三 郎 、 北 村 金 三 等 の 「 有機物 


の 閉 融 紡糸 装置 」 (特許 第 198758 eee 


号 )、 広 戸 屯 吾 の 「 ぶ ボリ ビニ ー ル 
ァ ル ュー ル ん 系 合成 引 維 製造 法 」( 特 
許 第 207797 号 、 写 真 参照 ) は 、 ボ 
リ ど ニール テル ュー メ ん 系 合成 弧 維 
の 延伸 、 乾 燥 束 処 理 、 ア ャ ター ル 


化 、 水 洗 、 オ オリ ング 等 の 各 工 程 


時 に 星 ュ ーー 
を 連続 化し 、 均 一 な 長 繊 維 の 環 造 ポリ ビニ ー ル アル コー ル 系 合成 銭 維 製造 法 


一 特 衣 レン 己 
を 可能 に し た も の で ある 。 (8 放 人 54748482 


昭和 25 年 以降 、 醒 酸 織 維 素 の 発明 が 増加 し 、 東 邦 レ ー ョ ン 株 式 会 社 、 大 昌 本 
モル シャ オド 株 式 会 筐 で は 工業 化 さ れ 、 将 来 の 発展 が 期待 され て いる 。 

(2) 染色 加 エ 

織物 の 使用 価値 を 高め 、 嗜 好 に 応ずる た め 、 古 来 より 各種 染料 、 あ る い は 各 
種 改 質 法 に よる 衝 色 加工 法 が 行わ て れ て いる 。 胃 治 初 年 まで は 、 植 物性 染料 に よ 
る 浸 染 法 が 染色 法 の 大 部 分 を 占め 、 お お く の 伝統 的 染 法 を 生ん だ が 、 技 術 的 な 
進歩 に 見 る べき も の な く 、 平 工業 の 域 を 脱し な か つた 。 こ の こと は 加工 面 に つ 
いて る 同様 で 防水 、 防 火 処理 の よう な 、 き わ め て 原始 的 な 加工 に 止 つ て いた 。 

1856 年 、 す ギリ ス 人 ペー キン に より コー ルター ル 菜 料 が 発明 され 、 胃 治 初 年 
か ら 胃 治 中 期 まで に 、 こ の 新しい 染料 に よる 染色 技術 が 取り 入れ られ 、 わ が 国 
染色 技術 は よう や くそ の 面目 を 一 新 し た 。 さ ら に 大 正 か ら 昭 和 20 年 項 に か け 
て は 、 紗 績 工業 な ら び に 化学 工業 の 進歩 発展 に 、 工 業 的 朱色 技術 の 共 礎 は 一 応 
確立 され ん た が 、 こ の 間 の わが 国 活 色 加工 業 の あり 方 は 、 当 多加 工 術 の 域 を 一 歩 
も 脱し な い 程 度 の も の で あつ た 。 し か し 、 こ の な か に あつ て 、 つ ぎの 2 件 の 発 
明 は 、 産 業界 に 相当 の 影響 を 与え 、 染 色 加 工 技術 の 近代 化 に 貢献 する と ころ が 
お お きい も の で あつ た 。 す な わ ち 、 松 本 末 太 郎 の 「 正 藍 抜 梨 或 は 薦 線 染 法 」 ( 特 
許 第 67654 号外 ) と 、 三井 皿 直 の 「 織 物 の 恒久 性 聞 軟 防 鍋 処 理 法 」 (特許 第 
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126697 号 ) で も る 。 前 者 は 、 古 来 か ら も つと も 利用 され て いる 臣 染 の 工業 化 に 
成功 し た る ゃ の で あり 、 後 者 は 、 ユ ラフ 織物 を 尿素 ラオ ォ オア ェ リン 樹脂 の 低温 縮合 に 
ょ り 、 強 化 処理 を 行う も の で 、 現 在 業界 を 風 應 し て いる 樹脂 加工 の 端緒 を 開い 
た も の で ある 。 戦後 は 他 の 工業 の 例 に も れず 、 外 国技 術 を 取り 入れ る こと と な 
り 、 す な わ ち た と えば アメ リカ の 顔料 と 合成 樹脂 と を 巧み に 応用 する 、 イ ンタ 
ー ケ ミカ ル 社 の アリ ダイオ 控 菜 法 (特許 第 199084 号外 )、 あ る い は 樹脂 加工 に よ 
る 形態 の 固定 を 図 つ た アヌ リカ の ジョ セフン ・ バ ンク ロフ ント 社 の エバ グレ ー ズ の 
技術 等 で ちる 。 こ れ に 刺 埋 され て 、 合 成樹 脂 を 利用 し た 繊維 製品 の 処理 方 法 、 
た と えば 防 舌 、 防 縮 、 防 水 、 防 火 、 形態 の 固定 、 顔料 染色 な ど に 関す る 多数 の 
発明 が 現われ る よう に な つた 。 これ ら の うち で 注目 され る も の に 、 人 金子 郊 男 

(日 加工 業 株 式 会 社 ) の フッ ク 加 工 (「 短 繊維 の 模様 電気 的 植 付 法 」 特 許 第 
176745 号 外 ) が ある 。 こ れ は 、 合 成樹 脂 系 棚 料 と 高 電 圧 静 電 界 を 利用 し て 、 織 
布 に 強固 に 短 繊 維 を 植毛 し 、 新しい 感覚 の 織物 を 製造 する 方 法 で ある 。 

さら に 楽 界 に お お き な 形 郷 を 与え た も 陸 馬 二手 IN 
の に 、 テ アメ リカ の ピー ボデー 社 の サン ラ 8 6 了 
オォ ラオ ズ 仕 上 方 法 (「 織物 また は 類似 物 
の 収縮 法 」 特 許 第 97472 号外 ) が ある 。 
と れ は 浮 前 4 ギリ スラ に お いて 発明 され た 
ゃ の が アス リカ に 誠 流 され 、 実 用 化 され 
た も の で ある 。 

と の 外 、 連 続 精 策 法 、 連 続 染 色 法 、 合 
成 級 維 の 控 色 法 な どの 新 技術 が 実施 化 さ 
れつ ょ あり 、 こ の 中 、 浜 野 繊 雑 工業 株 式 
会 社 の 高圧 連続 精練 装 告 (特許 第 185791 Ps 
号外 、 写 真 参照 ) は 、 精 炎 を 能率 よく し (POP 
か も 均一 に 行う も る の と し て 注目 され る 。 

この よう に し て 、 最 近 の 攻 色 加工 は 、 従 来 紗 績 工業 の 附帯 釣 加 工 部 門 か ら 独 
立 し た 、1 つ の 工業 と し て 存在 する よう に な つた 。 
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(3) 製 未 

組 糸 は 他 の 繊維 と 比べ て きわ め て 優雅 、 高 何 の 味 が ある た め 、 十 来 よ り 当 用 
され 、 し た が つて その 歴 昌 は か な り 証 いも る の で ある が 、 そ の 消 坦 が 国内 に 限ら 
れ て いた 時 代 は 、 そ の 発達 は 遅 え と し て いた 。 安政 年 間 に 、 横 浜 開港 を 契機 と 
し て アメ リカ に 輸出 され る に 及び 、 乏 年 増加 し 、 明 治 20 年 頃 に オタ リー と 休 促 

し 、 胃 治 40 年 に は 中 国 を 凌 補 し 、 つ い に 世 界 第 1 位 の 輸出 国 と な つた 。 研 来 、 
多額 の 生 結 、 紹 織物 を 輸出 し て 、 国 家 経 済 に 寄与 する と と ろ が きわ め て お お き 
か つた 。 業界 の 発達 に と も な つて 、 多 数 の 発明 考案 が な され 、 ま すま すそ の 発 
達 を 功 長 する こと と な つた 。 

大 正 3 年 、 外 山 博士 が 一 代 変 雑種 法 と いう 割 期 的 方 法 を 創案 する に お よ 

息 は 強健 と な り 、 発 育 も よく 、 糸 の 量 質 と も に 向上 し 、 政 府 の 適切 な 施策 と 相 
まつ て 、10 年 を 経 ず し て この 方 法 が 全国 的 に 普及 し 、 訟 糸 業 に 1 つの 革 谷 を も 
た らし た 。 後 年 帝国 発明 協会 は 、 軸 昌 記 念 缶 お よび 大 質 を 贈呈 し て 表彰 し た 。 

伺 育 法 に お いて も 、 負 楽 育 の 普及 に と も な つて 、 各 種 の 件 楽 付 が 考案 され た 
が 、 胃 治 中 期 か ら は 、 経 済 的 な 飼育 法 と し て 、 稚 太 期 は 色 芽 、 全 非 、 ま た 壮 奏 
期 は 条 条 育 と 改善 さ れ た 。 稚 邊 飼育 法 は さらに 、 大 正 2 年 項 湿布 育 (大 村 )、 
大 正 10 年 親 飼 (中 村 )、 昭 和 10 年 一 齢 一 回 育 (富田 )、 昭 和 12 年 項 に 防 彰 紙 育 
(北浦 ) が 発明 され 、 現在 に いた つて も これ ら の 各 飼 育 法 が 行わ れ て いる 

上 妊 器 に お いて は 、 折 薬 狂 が 古く より 使用 され て いた が 、 こ れ は 幾多 の 欠点 
が ある 。 こ れ に 対し て 、 胃 治 36 年 、 今 (特許 6406 号 )、 同 37 年 熊谷 (特許 
8193 号 ) が も いつ いで 波形 上 作 器 を 発明 し 、 現在 広く 使用 きれ て いる 波形 上 終 
器 (改良 夕 ) の 端緒 を 開い た 。 こ の 型 の 謎 は 、 そ の 後 さ きら に 多数 の 人 々 の 発 
明 、 考 案 に よ つ て 幾多 の 改良 が 加え られ て 、 非 常 な 好評 を 博 し 、 全 国 的 な 普 
を みる よう に な つた 。 波形 上 鉄器 の 普及 に と も な つて 、 整 災 器 が 考え られ 、 現 
在 広く 用 いら れ て いる 。 同 効 則 を 防止 する た め 、 蜂 巣 許 (格子 形 鍛 ) が 明治 23 
年 野原 (特許 637 号 ) に よ つ て 発明 され 、 大 正 15 年 、 斎藤 (特許 70116 号 ) に 
よ つ て 、 こ の 放 を 回 岐 で きる よう に 改良 され 、 現 在 山梨 県 下 に 普及 し て いる 。 

製糸 が 工場 組織 と な つた の は 、 胃 治 3 年 前 橋 沙 が 前 橋 刷 糸 場 を 設立 し た の 
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に は ほじ まり 、 同 4 年 小野 組 築地 製糸 場 、 同 5 年 官 立 富岡 製糸 場 、 同 6 年 勧 工 察 
赤坂 半 町 製糸 場 が 設立 され た が 、 も つと も お お き な 形 響 を 及ぼ し た の は 、 官 立 
滞 岡 製糸 場 で も や つた 。 こ れ ら は いずれ も 女工 1 人 が 3 条 く らい を 受 持 つ 、 高 温 

間 座 繰 繰 素 で も つて 、 多 条 式 立 繰 繰 機 は 、 治 36 年 に 御 法 川 直 三郎 が 考 和 染 し 
た 12 緒 直 繰 繰 糸 機 に は じ ま る 。 

これ に つづ いて 、 胃 治 37 年 20 条 繰 繰 糸 が 考 染 きれ 、 そ の 後 、 小 枠 を 軽金属 製 
円 秩 と し 、 回 転 接 緒 器 、 各 個 切断 防止 式 枠 止 装置 な ど 特 許 第 35087 号 、 実 用 新 
案 交 録 第 67046 号 、 第 101571 号 、 第 120321 号 、 第 117492 号 そ の 外 多 数 の 考案 が 
採用 きれ 、 当 時 の 片倉 製糸 紡績 株 式 会 社 と の 提携 に よ つ て 、 急 速 に 全国 に 普及 
され た 。 と この 多 条 繰 糸 機 の 出現 に よ つ て 、 婦 人 用 組 靴 下 を 主 用 途 と する 系 条 斑 
の 少 い 生糸 が 生産 され 、 ア メリ カメ 市 場 で も 、「 ミ ノリ カワ ウシ ルク 」 と し て 、 
普通 生糸 の 3 割高 の 価格 を も つて 取引 され る に 至 つ た 。 

一 方 、 原 料 処理 で も つと ゃ 重要 な 煮 具 法 は 、 平 繰 座 繰 を 行 つ て いた 時 代 に は 
女 エ みす か ら が 曲 を 煮 て 繰 糸 を 行う 煮 繰 笠 業 で も つた が 、 山 形 県 に お いて は 、 
古く か ら 煮 歯 を 分 業 で 行 つ て いた 。 こ と これ は 、 別 室 の 煮 昌 場 で 共 旧 を し て 繰 糸 女 
へ 分 配 す る 形式 の も の で あつ て 、 浮 繰 の 実 如 と と も に 全国 に 普及 きれ た 。 こ 
の ほか に 、 欧 洲 式 と 称し て 、2 一 3 人 の 繰 糸 女工 に 対し 煮 意 女工 1 人 を 配 し 、 同 
時 に 者 黄 工 が 索 紗 を も 行う 兼 楽 方 式 も も つた が 、 わ ず か の 期間 し か 行わ れ な か 
つた 。 大正 初期 より 大 正 13 年 頃 ま で は 、 沈 繰 の た め の 煮 間 で も る た め に 、 村 島 
常 次 郎 、 千葉 王 、 阿 部 常 蔵 備 の 発明 に な る 特許 第 32771 号 、 大 道 着 一郎 、 村 
島 常 次 郎 両 名 の 特許 第 27441 号 の よう に 、 真 空 、 ま た は 圧力 を 変化 きせ る よう 
な 者 間 が お お く 行 われ た 。 

その 後 、 浮 繰 を 目的 と し た 繰 糸 法 が 発達 する に し た が つて 、 煮 萌 も この 目的 
に 適合 する よう に な り 、 翌 気 小 秀 各 理 が 行わ れる よう に な つた 。 ま た 、 処 理 能 
カカ を 増大 きせ る た め に 、 進 行 式 者 萌 装置 と な り 、 こ の 進行 式 自 動 湊 透 煮 間 機 の 
出現 に よ つ て 、 前 記 の 多 条 繰 機 と の 協同 効果 は 非常 に お お きく 彰 如 し 、 海 外 
市 場 の 声 価 を お お い に 高 め た も の で ある 。 

奏 糸 上 は 近年 まで は 海外 市 場 を 独占 し て いた が 、 日 華 事 変 に 入る や 、 生 系 は 
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ー 部 落下 傘 そ の 他 の 和室 舌 衣料 と し て 用 いら れ た ほか は 、 開 旧 、 繰 内 短 織 礁 、 羊 
算 代 用 繊維 と し て 生産 され る よう に な つた 。 義昌 短 繊 維 は 、 旧 を 膨潤 せ て 短 級 
礁 と する も の で ある が 、 と これ は 旧 の 前 処理 (膨潤 化 ) に 重点 が お か れ 、 渡 辺 静 
夫 の 持 許 第 171490 号 に よる 「 微 生物 を 利用 する 処理 方 法 」、 斎 藤 保 司 の 特許 第 
172735 号 に よる 急激 な 圧力 の 変化 を 与え て 膨潤 させ る 方 法 、 小 幡 勉 、 下 括 田 款 
市 両 名 の 特許 第 173634 号 に よる 「 薬 品 を 使用 する 萌 繰 解 方 法 」、 奥 正己 の 特 
許 第 173617 号 に よる 「 息 白 分 解 酵素 の 水溶 液 に パチ ルス 、 メ ー ゼ ント リッ クス 、 
トレ ビ サ ン の 変 竹 を 接種 し た も の の 中 で 処理 する 方 法 」 な ど が あり 、 繰 萌 短 鐵 
維 を 製造 する 装置 と し て は 、 的 場 小 六 発 明 の 特許 第 147321 号 、 河 倉 装 安 発明 の 
特許 第 156231 号 な ど が ある 。 こ の ほか に 、 羊 毛 代用 繊 維 と し て は 、 増 沢 清 富 の 
発明 し た 特許 第 148922 号 の 編 生 糸 繰 糸 機 、 岡 部 郊 平 の 特許 第 158902 号 の 網状 生 
夫 製 造 装 置 が あつ た 。 と これ ら は 終戦 直後 まで ひき つづ き 実 施さ ミ れ て いた 。 と こ 

ろ が 、 終 戦 と と も に 自動 繰 糸 機 の 研究 が 再 導 され る こと と な つた 。 と の 自動 繰 
夫 機 は 十 く 、 石 川 県 の 円 中 交 巧 が 明治 32 年 1 月 に 特許 第 3309 号 を 得 た こと に ! 
じ ま る 。 こ れ は 現在 の いわ ゆる 征 繊 度 繰 糸 装 置 で ある 。 胃 治 38 年 岐阜 県 の 玉 羽 
鉛 に よ つ て 特許 第 9314 号 と し て 発表 され た も の は 、 電 気 を 利用 する 定 粒 繰 糸 装 
置 で も つた 。 それ 以来 、 湯浅 藤 一 郎 、 大 道 幸 一 郎 、 吉 和田 磯 治 、 加 納 正平 、 長 
谷 療 一 、 池 松 率 次 郎 倫 の 研究 成果 が 、 そ れ ぞ れ 多 数 の 特許 、 実 用 新案 と な つた 
が それ ら は いずれ も 実用 化 さ れる に 至ら な か つた 。 終 戦後 は 労働 賃金 の 上 昇 、 

合成 維 の 発達 に よる 消 更 部 門 の 変化 等 に より 、 生 産 の 合理 化 が も つば ぱら 自動 
繰 糸 機 の 完成 と 改良 に 向け られ 、 片 倉 工業 株 式 会 社 、 郡 是 製 系 株 式 会 社 、 東 京 
電気 自動 車 株 式 会 社 、 増 沢 工業 株 式 会 社 、 恵 南 協同 奏 糸 株 式 会 社 、 交 水 製 糸 株 
式 会 社 、= ッ ス 産 業 株 式 会 社 、 河 人 繊維 研究 所 、 辻 村 研 究 所 、 奉 糸 試験 場 、 半 
田 製作 所 、 丸 二 組 糸 株 式 会 社 な ど が 競 つ て その 研究 に 入 つ た が 、 人 片倉 工業 祭 式 
会 社 、= ッ ラス 産業 株 式 会 社 、 河 倉 繊維 研究 所 、 辻 村 研 究 所 な ど は 征 繊 度 自 動 繰 
糸 を 採用 し 、 そ の 他 は 定 粒 繰 を と りあ げ て いる 

現在 実施 され て いる も の は 、 乾 倉 工業 株 式 会 社 の も の が 46 セ モット (1 モット 
20 和 普 ) あり 、 そ の 外 恵 南 協同 奏 糸 株 式 会 社 の も の 、 人 富士 精 容 工業 祭 式 会 社 ( 旧 
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東京 電気 自動 車 株 式 会 社 ) の も の 
等 が ある 。 恵 南 協 同 算 糸 型 、 富 士 
精密 工業 型 は いずれ も 定 粒 自 動 
率 の る の で 藩 功 の 沈下 を 感知 する 
まう に な つて で てい る 。 片倉 工業 弄 
(写真 参照 ) の ゃ の は 、 演 村 研 究 
所 の 辻村 秀次 郎 の 発明 に な る 、 特 
主 第 134632 号 の 繊 度 感知 斑 で あつ 


て 、 こ れ に よ つ て 、 必 要 人 員 は 従 (特許 第 14632 号 ) 
来 の S 分 の 1 近く に 減ら すこ と が で き 、 能 率 は 2 倍 に 向上 し 、 生 糸 品 位 も 超 高 
級 な も る の が 量産 され る よう に な つた 。 と この 感 知 器 は 、 昭 和 29 年 に 7 年 の 特許 権 
存続 期 間 の 延長 が 許可 され 、 第 6 回 毎日 工業 技術 質 を 受賞 し た も の で ある 。 
(4) 紡 績 
わが 国 紡績 業 が 、 外 来 輸 入 機械 に より 操業 され て いた 、 胃 治 、 大 正 の 時 代 に 
は 、 輸 入 機械 の 改良 に と ど ま つ て 


いた が 、 紗 績 業 の 発達 、 こ と に カ 


サブ ラン カス の 高 率 率 伸 装置 の 日 
本 特許 消滅 と と も に 、 お お く の 発 
明 考 染 が な され た 。 これ ら の な か 
で 本 田 菊 太郎 の OM 式 淵 高 率 率 促 
装置 (特許 第 114590 号 、 紗 績 用 篠 

OM 式 超 高 率 率 伸 装置 (特許 第 114590 与 ) 未 率 伸 装置 の 改良 外 )、( 写 真 参 照 ) 
中 村 京 春 の TN 式 高 率 牽 仲 装置 (実用 新 条 区 録 第 232693 号 、 紗 貫 機 調 帯 式 卒 伸 
装置 に お ける 調 淀 用 金 枠 定着 装置 、 外 ) は 、 そ の 優秀 さと 普及 利用 に より 、 と 
も に 紗 灯 夫 に 多大 の 真 献 を な し た 。 

戦時 中 は 、 輸 入 原 料 が 断 た れ た の で 、 雑 繊維 を 利用 する 、 級 維 打 解 関係 の 発 
明 考 案 で 賑 わ つ た 。 戦 後 組 維 の 不足 か ら 、 ま つ さ き に 復興 し た の は 、 わ が 国 独 
特 の 技術 で ある ガラ 紡 と 手 と で あぁ つ た 。 ガ ラ 紡 は 、 有 名 な 区 雲 辰 致 の 発明 
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(特許 第 752 号 、 綿 糸 紗 病 機 ) で その 功績 に より 発明 者 と し て 最初 の 難 訟 音 
受 剖 の 栄 准 を に な つた も の で ある 。 

第 2 次 大 戦後 、 原 綿 の 輸入 が 潤 次 豊富 と な り 、 紗 機 の 復元 は 物 疾 い 勢い で 行 
われ た が 、 他 面 戦時 中 の 技術 の お くれ も また お お きく 、 各 社 続 つて の 研究 の 結 
果 、 ニ = ニュ マチ ッ ク ク リヤ ラー、 ょ ー ビ ン グ ハ ン の 取り 付け な ど が 行わ れ 、 ま た 
荒川 直 治 先 明 の 超 高 率 率 仲 装置 (特許 第 180615 号 ) は 、 200 倍 以上 の 超 高 率 牽 
伸 を 実現 し 、 大 和 紗 績 株 式 会 社 な ど で 実 施さ きれ る に 至 つた 。 

また 、 弥 績 業 は 、 国 際 的 金 争 が も つと も る はげ し く 、 戦 後 は 内 外 と も ゃ に 自動 機 
械 の 発明 が 盛ん に な り 、 打 綿 機 の ラッ プ 自 動 恋 換装 置 、 練 篠 機 の ケン ス 自 動 交 
換装 置 、 精 紡 機 の 自動 管 益 装 置 釜 の 発明 が うま れ 、 わ が 国 で も 潤 次 実施 に 移 つ 
て いる 。 ま た アメ リカ に な ら つ て 、 し だ い に ラ ー ジ パッケージ が 実施 され 郵 
明 も この 線 に 沿 つ た も の が お お く 、 わ が 国 特 異 の ラー ジ パ バッ ケー ジ と し て は 、 
小川 照 若 の 木管 の 伸縮 する 二 重 木 管 式 ロン グリ フト 精米 機 (特許 第 155477 号 ) 
が ある が 、 い まだ 中 間 試 験 の 域 を 脱し て いな い 。 部 品 の 主 な 変革 は 、 牽 伸 装置 
の = ツタ ト お よび エ プ ェ ン の 材料 が 皮革 に 代り 、 合 成 マ ム が 使わ れ は じ め た こと 
で ある 。 

戦後 、 長 組 維 編 績 の 研究 が 歴 ん に 行わ て れ 、 パ シフ オタ クコ ュ ン バー ダー (特許 
第 200798 号 ) が 輸入 きれ 、 ま た 直 紡 に 関し て は 、 山 田 和 男 の 発明 (特許 第 202221 
号 ) が 東邦 ヒー ョ ン 株 式 会 社 で 実施 され 好成績 を 挙げ て いる 。 

また ボッ ト 精 紡 機 は 、 根 吉 栄 三郎 に より 発明 (特許 第 118514 号 ) され た が 、 
いま だ 研究 の 途上 に ある 、 換 糸 機 で は 、 戦 後々 2 イヤ ュー ド 用 の 二 邊 次 糸 機 の 発 
明 才 委 に 見 る べき も の が お お い 。 

(5) 織 布 

わが 国 の 織物 工業 は 、 古 く か ら 発 達し た も の で は も る が 、 そ れ は 和服 用 の い 
わ ゆ る 着 尺 地 を 主として 発達 し た も の で あつ て 、 洋 服地 その 外 の 近代 織 布 工業 
は 、 明 治 叶 代 か ら 出 発し て いる 。 

この 時 代 は 、 木 届 の 手織 機 が 普通 で も つた か 、 胃 治 19 年 に 萩野 太蔵 が 発明 し 
た 特許 第 366 号 「 織 物 機械 」 は 、 足 踏 も し く は 水力 、 燕 気力 を 原動力 と する も 
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の で あつ た 。 織物 関係 で 輸出 の 欧 商 を な し た も の は 、 磯 崎 眠 得 の 特許 第 24 号 に 
よる 花 備 で 、 こ れ は 海外 で お お い に 好 評 を 博 し た 。 こ の 東響 を うけ て 、 そ の 後 
し ば らく 花 価 に 関す る 発明 が 隆盛 を きわ め た 。 初 期 の 衣服 用 織物 の 発明 は 、 彰 
海 友 モ 郎 、 牧 田 清 諾 衛門 両 名 の 特許 第 2043 号 「 定 紋 織 出 し 方 」、 そ の 他 紹 織物 を 
対象 と する 織 関係 の も の が お お く 、 毛 織物 に 関す る も る の は 、 ほ と ん と ど 綿 また 
は 組 と の 変 織 織 物 に 関す る も の で 占め られ て いる 。 織物 工業 が 発達 する に し た 
が つて 、 織 機 も 外国 環 の カ 織 機 が 輸入 きれ る よう に な り 、 そ の 後 を 追 つて 国内 
の カカ 織機 生産 が は じ ま つ た 。 し か し 豊田 佐 吾 は 、 こ と れ に 刺 戦 され て 発明 に 努力 
し 、 胃 治 30 年 の 特許 第 3173 号 に ひき つづ き 織 機 の 緯糸 補充 装置 等 多数 の 発明 を 
な し 、 つ い に 外 国 品 を 凌 宰 する 桂 換 式 自動 織機 を 完成 し た 。 管 換 式 自動 織機 に 
つい て は 、 と これ よ ょ り 少 し 遅れ て 、 阪 本 久 五 郎 が 送出 装置 その 他 の 発明 を 続 合 し 
て 、 独 自 の 自動 織機 を 完成 し 、 自 動 織機 実用 化 の 時 代 に 入 つ た 。 
織機 は 、 古 く か ら 自 動 化 を ね ら つ て その 研究 が 進め られ 、 そ の うち で 目立つ 
た も の は 、 外 国人 の 特許 第 3879 号 、 豊 田 佐吉 の 特許 第 12169 号 人 等 の 環状 織機 で 
ある が 、 い まだ 根本 的 欠陥 を 除く こと が で き な い 。 その後 、 織 布 工業 は 輸出 産 
業 と し て 最 る 重要 な 地歩 を 占め る に 至り 、 新 式 な 織物 、 あ る い は その 刷 造 法 の 
発明 が さき か ん に な り 、 強 換 糸 を 用 いな い 縮 織物 と し て は 、 坂根 消 一 の 特許 第 
14144 号 が あり 、 そ の 原理 は 現今 で も 織物 製造 上 に 応用 され て いる 。 そ の ほか 
に 、 古 い 発明 で 現今 な お 利用 価値 の 高い も の と し て は 、 波 状 に 挫 給 を 与え た 和 糸 
で 織物 を 織 成 する 、 椎 慣 清心 の 特許 第 8940 号 が 注目 に 値 い する 。 織機 は 自動 織 
機 の 成功 以来 ます ます 研究 され 、 綿 、 組 、 羊 毛 等 の 原料 に 応じ て 送出 装置 、 挫 
取 装 置 、 経 糸 切 断 停止 装置 、 緯 補充 装置 等 の 従来 の 装置 に 竹 々 改良 が 加え ら 
れ 、 と くに 紋 織 装置 に つい て は 、 中 西 金 作 、 中 西 金次郎 両 名 の 特許 第 68809 号 、 
その 他 一 連 の 電気 的 紋 織 装置 が 、 ジ ャ カー ド 機 に 大 改革 を 加え る 発明 と し て 注 
目 さ れ 、 外 国 特許 も 得 、 試作 品 の 実施 効果 も 良好 で あつ た が 、 装 置 が あま り 複 
雑 な た め 、 一 般 に 普及 する に 至ら な か つた 。 
. 織機 を 種類 別に 見 る と 、 特 種 織機 の うち 舟 織 関係 は 発達 が 早く 、 明 治 時 代 か 
ら 発 明 も 盛ん で あつ た が 、 昭 和 の は じ め 頃 まで に 発達 し きつ た 観 が ある 。 それ 
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に 比べ る と 組 組 の 立 毛 織物 用 織機 は 、 比 較 的 に 発達 が 遅れ て いた も の で 、 初 
期 に は 外国 人 の 発明 が お お か つた が 、 昭 和 に な つて 急速 に 発達 し 、 現在 で は 世 
界 的 水 進 に 達し て いる 。 

発明 を 織物 原料 の 面 か ら 見 る と 、 胃 治 時 代 は 絹 米 系 に 関す る も の 、 大 正 以 後 
は 人 紹 を 応用 する も の 、 最 近 は 合成 繊維 を 利用 する も の が 主要 な 流れ と な つて 
いる 。 絹 の 織物 へ の 利用 と し て は 、 洋 服地 に する 発明 (特許 第 100906 呈 人 笛 ) が 
ある に すぎ な い 。 最近 挫 縮 スラ 等 の 発達 に より 毛織 物 代用 の 域 を 脱し 、 独 自 の 
スラ 織物 分 野 を 拓く こと と な つた 。 し か し 、 と こと れ は 和 織 法 よ りゃ も 原料 スラ 自体 
の 進歩 に 負う と と ろ が お お い 。 織物 に 応用 する も の と し て 、 古 く は 、 理 村 庄 右 
術 門 、 江 口 政 次 郎 両 名 の 特許 第 8282 号 が あり 、 そ の 後 昭和 に な つて 、 と れ に 人 
組 糸 を 挫 引 し た 、 帯 地 織物 を 作る こと と が 流行 し た こと が ある 。 ま た 、 源 時 中 
は 、 動 植物 か ら 繊維 を 採取 する 発明 が さか ん に 行わ れ た 。 ま た 、 最 近 の 合成 組 
維 の 発達 は 、 機 織 工業 に 大 き な 影 響 を 与え て いる 。 た と えば 、 合 成 織 維 の 加熱 
に よる 接着 性 、 そ の 他 従 来 の 絹 、 人 組 、 羊 毛 、 細 等 の 繊維 に 見 られ な い 性 能 を 
利用 し て 、 合 成 統 維 独 特 の 織物 を 作る 発明 が さか ん で あり 、 ま た 、 そ の 反面 、 
経 系 の 帯 志 を 防止 する 方 法 、 緯糸 の スリ ッ プ を 防止 する 方 法 な ど 、 従 来 の 級 維 
で は 必要 と し な か つた 種類 の 発明 も 生れ て いる 。 

最近 の 発明 で 川 角 一 郎 の 特許 第 186719 号 (経緯 の 繊細 な 麻 織 物 の 製法 ) ある 
い は 松田 秀一 の 特許 第 202655 号 (均等 な 経糸 張力 を 与え る 開 日 方法) など は 、 
輸出 向 の 優良 織物 の 製造 に 次 献 し て いる 。 

(5) 編 組 

わが 国 の メリ ャ っ 業 は 、 明 治 初 年 か ら 是 戦争 まで の 家内 工業 、 第 1 次 大 戦 
終了 まで の 量 的 発展 時 代 を 経て 、 質 的 向上 時 代 に 入 つ た 。 昭 和 9 年 頃 ま で は 、 
中 小 企業 の 外 は 、 大 紡績 の 兼 楽 で も つた の が 、 と この頃 か ら 専 業 会 社 が で き 、 》 
バー レー テラ 機 、 マ ラッ テー の 経 メ リャ ス 機 が 輸入 きれ 、 業 界 は いち じ る し く 充 
実 す る に 至 つた 。 

家内 工業 時 代 、 量 的 発展 時 代 の 発明 考 染 は 外国 製 機械 の 改良 に すぎ な か つた 
が 、 こ の 時 代 に な る と 、 作 楽 用 導 袋 を 指 取 不要 で 編成 で きる 手袋 編 人 が 、 石 川 
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徳 三 に より 発明 され (特許 第 107150 号 、 手袋 編 機 に 於 ける 指 編 変換 機構 )、 ま 
た 、 高岡 石松 に よ つ て 簡単 な 装置 で 地 編 地 に 経糸 を 編 込む 機械 が 発明 され ( 特 
衝 第 103935 号 、 英 大 小 編成 装置 ) る な ど 、 発 明 考 染 は さか ん と な り 、 前 者 は い 
ち じ る し く 労 力 を 省き 、 後 者 は キー ラ と 称す る ラシャ 類似 の 製品 を 得 た 。 

と ころ が 、 昭 和 13 年 頃 か 外国 機 械 の 輸入 は 制限 され 、 戦 争 の た め に 特殊 間 
級 機械 は すべ て 供 軸 の 運 谷 に あつ た 。 戦後 は 組 維 品 の 不足 か ら 、 メ リャ ヤス 機械 
の 復元 は きわ め て 活 溢 に 行わ れ た が 、 と くに 経 編 機 が か も つと も さか ん で 、 こ れ 
まで ほとん ど と ど 輸入 に また ね ば な ら な か つた 同機 が 、 戦 時 中 の 宣 需 工業 、 精 密 工 
業 に 従事 し た 技術 者 達 に よ つ て 研究 製作 され 、 お お く の 発明 考 案 が な され た 。 

その うち 注目 すべ き 発 明 と し て は 、 日 本 = ミラ ニー ズ 株 式 会 社 の 環状 編 機 ( 特 
許 第 181293 号 お よび 第 181294 号 )、 岡 本 恒彦 の 円 型 両面 ラニ ー ズ 編 機 (特許 
第 199606 号 ) が な あげ られ る 。 

戦後 の メリ ャ ラ 業 界 に お ける 顕著 な 特徴 は 、 手 編 機 の 普及 で あり 、 毛 糸 の 増 
産 と と も に 家庭 用 、 内 職 用 と し て 広く 用 いら れる よう に な つた 。 こ と の よう に し 
て 手 編 機 の 普及 は し だ い に 衣 生活 を 変化 させ よう と し て いる 。 手 編 機 は 、 今 か 
ら 約 30 年 前 菊原 まさ に よ ょ つて 考案 され た も の で 、 そ の 頃 は 交 化 器 と 呼ば れ 、2 
枚 の 板 に 釘 を 西 え た よう な 簡 単 な も の で あつ た が 、 昭 和 の は じ め に 糸 を 千鳥 状 
に か ける の に 、 進 退 針 を 使用 する こと が 考 委 さ れ 、 つ いで 編 付 板 に ベラ 針 ( メ 
リャ ス 針 ) を 使用 する こと が 考え られ 、 昭 和 8 年 に 市 川 目 に よ つ て 委 内 板 を 取 
付け た も の (特許 第 100719 号 手 編 器 ) が 発明 され た 。 前記 萩 原 に よ つ て 代表 さ 
れる 萩原 型 、 市 川 に よ つ て 代表 され る S 型 は 、 い ずれ も ほか の メリ ヤラ 編成 機 
と 異 り 、 編 針 が その まま で 、 編 地 が 移動 し て 編 目 を 編成 する も の で ある か ら 、 
重 銀 を 使わ な いで 編成 する と と が で きる の で 、 編 地 が 伸縮 性 に 富 婦 、 肌 合 が き 
わ め て よく な る 特徴 を $ ぉ つて いる 。 

し か し 、 編 成 速 度 に お いて 欠け る と ころ が ある の で 、 横 機 型 と 称し て 、 横 機 
算 を 改良 し た 発明 考案 も か な りあ る 。 

また 、 フ ルフ ァ ッ ショ ン 寺 下 編 機 の 発明 は 、 外 国 機 の 改良 に 止ま つて お り 、 
し か も 、 戦 時 中 この 機械 は 、 壊 滅 に ひん し た が 、 多 数 目 べ らし の で きる も ゃ も の 
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(特許 第 199019 号 、 第 200028 号 、 ュ リア テス ・ ケ オイ ザー・ エ ンド ・ コ ン バ ニ ー) 
が 輸入 され て 、 し だ いた に 復興 し て きた 。 

抽 綱 機 の 発明 は 、 胃 治 19 年 頃 か ら 、 主 と し て 本 目 綱 製 綱 機 に 関し て 行わ れ 、 
その 後 外 国 か ら 刷 綱 機 が 伝来 する に つれ 、 貴 股 製 綱 機 に 関す る $ ぁ の の 発明 孝 染 
が 増加 し て きた 。 

戦後 は 、 合 成 繊維 の 出現 に より 、 魚 綱 も お お きく 変化 し 、 編 細 の 前 後 処理 に 
関す る 発 が 目立つ て きた 。 ま た 、 多 年 の 課題 で も る 動力 本 目 網 製 綱 機 の 郵 明 
も 出 て きた が 、 ま だ 実用 化 さ れる に いた ら な い 。 ま た 、 星 股 製 綱 機 の 型式 で 、 
本 目 綱 を 動力 機 で 編 綱 す る 横 本 目 綱 製 綱 機 も 発明 され 、 実 施さ れ た 。 

組成 に つい て は 、 無 結節 網 は 明治 41 年 、 山 本 竹 三 郎 に よ つ て 発明 され ( 特 誕 
第 15416 号 、 第 16446 号 等 )、 ま た 同人 に より 幾多 の 改良 が 加え られ た 。 その後 
大 隈 栄一 、 小 林 照 加 に よ つ て ひき つが れ 、 前 者 は 長方形 の 機械 (特許 第 82035 
号 、 組 網 機 )、 後 者 は 円 形 の 機械 (特許 第 124485 号 、 円 形 組 納 機 ) で 、2 つ の 型 
式 に 分 れ て 発達 し 、 と も に 無 結節 綱 を 量産 し 、 わ が 国 汐 業界 に 真 上 献 し て いる 。 

紀 組 機 に は 、 戦 前 お お く の 改 良 考案 が 出 た が 、 戦 後 は 自動 停止 装置 の 改良 に 
見 る べき も の が ある 程度 で も る 。 

VI 電力 、 電 気 機器 

(1) 発電 、 送 配電 

G⑬ ふ ) 発 電 

わが 国 の 発 志 の 歴史 は 、 胃 治 20 年 に 東京 日 本 橋 茅 場 町 に 、 小 規模 の 坊 力 発電 
所 が 建設 され 、 エ デン ッ ン 発電 機 で 直流 110v3 線 式 配 電 を 行 つ た の と 、 明治 24 
年 に 京都 蹴 上 で 、 琵 二 洋 水 を 利用 し ベル トン 水車 で 直流 500Y エ ヂ ッ ン 発 電 
機 と 、 交流 1.100Y ト ムッ ン ・ ハ ウッ ス トン 発電 機 と を 運転 し た の に は じ ま る 。 
個 米 、 変電 の 容易 さ の た め 、 電 気 事業 用 に は も つば ぱら 交流 式 発電 が 採用 され 、 

し か も 、 天 与 の 水力 資源 に 恵まれ た わが 国 の 特質 か ら 、 現 在 の 「 水 主 火 従 」 の 
状態 に 到達 し た の で ある 。 そ の 間 、 発 電 用 機器 の 大 型 化 、 自 働 制御 の 徹底 な ど 、 
機器 設計 に は 目覚 まし い 発展 が 見 られ た が 、 発 電 方 式 そ の も の に は 特記 する は ほ 
どの 発明 は な か つた 。 わ ず か に 変 つた 形式 と し て 、 河 川 か ら の 揚水 を 高 所 の 光 
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沼 に 貯 光 し 、 適 時 に 発電 放流 させ る こと が 実施 され (た と えば 沼沢 発電 所 )、 あ 
る い は 着想 され た (た と えば 特許 第 195898 号 ) が 、 そ の 関係 の 発明 は 、 所 設 、 
使用 機器 に 関す る る の で あつ て 、 水 の 位置 テ エネル ギー や 、 運 動 ニ ネル ギー を 電 
に 変換 する 、 根 本 方 式 に 変革 は あぁ り 得 ベ べく も な か つた 。 欧 力 発電 に 、 地 熱 に 
よる 噴気 を 利用 する こと も 、 イ タリ ー の 実績 に 刺 埋 され 、 川 今 九 州 そ の 他 で 小 
規模 の 開発 が 進め られ て いる が 、 発 電 方 式 と し て は 型破り の も の で は な い 。 そ 
の 他 の 特殊 エネ ルギー 源 を 利用 する も の と し て 、 風 力 発 電 が 今 次 大 戦後 の 混乱 
期 に 着目 され 、 古 く か ら の 多 衣 の 発明 考案 に 加え て 、 新 し く 特 許 出願 され た が 、 
風 自体 の 不安 定性 や 採算 難 か ら 、 安 定 な エネ シギ ー 源 と し て お お き な 期 待 は 持 
て な い 。 わが 国 で は 、 灯 台 用 電源 と し て 数 kw の も ぁ の が つ か 利用 きれ て いる 
程度 で も る 。 沿 力 発 電 も 、 和 干満 の 差 を 利用 する も の 、 あ る い は 波 沢 を 利用 する 
ゃ の な ど は 、 古 く か ら 多 数 の 特許 が ある が 、 事 業 化 に は ほど 遠い 存在 で ある 。- 
最後 に 、 原 子 炉 利 用 の 発電 は 、 オ イギリス 、 ア メリ カ 、 ツ ソ ヴ ディ エッ ト 等 で は 実用 
若 に 入ろう と し て いる が 、 わ が 国 で は 将来 の 間 題 で も り 、 発 明 も 見 当ら な い 。 

( せ ) 送電 ・ 配 電 

わが 国 で は 、 明 治 82 征 に な つて は じ め て 、「 送 電 」 と 称す る こと の で きる 程 
度 の 変 流 3 相 3 線 式 が 、 郡 山 、 広 島 、 呉 に 誕生 し 、. 電 圧 は 11 kyv、 電 力 は 数 百 
kw で あつ た 。 奮 来 、 近代 都市 の 勃 典 に と も な い 、 山 問 の 水力 発電 所 か ら の 大 
電力 長 距離 送電 の 要請 に 応え 、 使 用 電圧 も 、 明治 40 年 に 55kv、 同 44 年 に 66 kV、 
大 正 2 年 77 kv、 同 3 年 に 115 ky と 上 昇 の 一 路 を 辿り 、 大 正 12 年 項 に は 、 現 
在 の 154 ky 級 が 標準 化 さ れる よう に な り 、 昭 和 27 年 に は 、 関 西 電 力 の 新 北 陸 
衣 線 275 ky が 、 わ が 国 は じ め て の 超 高 圧送 電線 と し て 誕生 し た 。 な お 、 ス エ テ 
ー デ ン に は 380 ky の 送電 線 が ある 。 

元 来 わが 国土 は 狭 長 で 、 送 電線 と 通信 線 と の 並行 区 間 が 長く な り 易 い の で 、 
読 導 隊 害 回 避 の 見 地 か ら 、 送 電線 中 性 点 を 抵抗 接地 と する の が 伝統 と な つて い 
た が 、 昭 和 の 初期 に バウ と の 消 線 変圧 徐 (特許 第 45329 号 ) や 、 ペ テル ゼン の 
消 線 線 輪 (特許 第 61824 号 ) が 発 角 され 、 また 、1918 年 に アヌ リカ で フ オ アテ 
スキ ュー が 発表 し た 、 装 称 座標 法 の 多 相 変 流 回 路 へ の 導入 は 、 わ が 国 で は 別宮 

260 


2 マム アン し し う 
第 2 斉 各 欠 


貞 俊 博士 が 啓蒙 的 役割 を 果 し 、 み みずから ゃ る 、 送 電 方 式 に 特許 第 88974 号 、 そ の 
他 の 先駆 的 着想 を 示し た 。 その 後 、 こ の 系 列 の 理論 は さら に 発展 し て 、 前 川 率 
一 郎 博士 の 特許 第 117120 号 の 、 い わ ちゆ る 「 万 能 消 線 リア クト ル 」 が 公表 され た 
、 そ れ は いま だ 実用 きれ て いな い 。 な お 、 前 記 275 kv 送電 線 は 、 わ が 国 で 
は じ め て 、 デ メリ カ の よう な 中 性 点 直 接 接地 を 断行 し た も の で ある 。 
つぎ に 、 送 電線 路 に 菩 電 准 を 可変 的 に 挿入 し 、 電 力 輸送 能力 を 境 進 し よう と 
する 着想 は 、 黒 田 豊 の 特許 第 39555 号 や 、 リ ュー デン ペル と の 特許 第 98390 号 笠 
に 早く か ら 示 され た が 、 別 宮上 真 俊 、 北 川 一 栄 両 名 を 先導 と する わが 国技 術 3 
ょ り 、O.F. 式 ( 油 入り の 略称 ) 蓄電 如 が 完成 され 、 そ の 使用 技術 も 確立 され る 
に 及 ん で 、 昭 和 12 年 頃 か ら 送 配電 線路 へ の 適用 が 目覚 まし く 、 発 電力 に 対比 し 
た 取付 容 芋 は 世界 一 を 誇 称 する よう に な つた 。 も ちろ ん 、 多 数 の 発明 考 染 が そ 
の 裏 づけ と な つて いた 。 と こと ころ が 、 ア メ リカ で も 、 最 近 、 送 電 系 統 が 重 負荷 と 
な る に と も な い 、 電 力 用 菩 電 問 の 採用 が 増加 し 、 た と えば 、230kY 送電 線 へ 直 
列 に 拓 和 及 さ れる な ど 、 わ が 国 で も ウエ スチ ング ・ ハ ウラ 社 の 折 許 第 199470 号 外 
数 件 の 技術 が 、 一 大 讐 鐘 と な つた 感 が も る 。 ま た 、 特 別 高 圧送 電線 へ の 適用 に 
関し 、 別 宮上 頁 俊博 士 の 特許 第 189911 号 の 「 高 調 波 電 圧 お よび 徐 相 電圧 吸収 装 
置 」 の 着想 は 、 同 博士 近年 の 発明 と し て 尋 味 深い 。 
直流 大 電力 送電 に つい て は 、 ア メ リカ ヵ 人 の 発明 で 東京 芝浦 電気 株 式 会 社 を 権 
利 者 と する 特許 第 115916 号 な ど 一 連 の も の が あり 、 そ の 後 10 年 程 出 題 が 福 絶 え 
て いた が 、 最 近 、 わ が 国 で も ョ ー ロ ッ ズ の 実績 に 刺 載 され 、 屋 久 島 で 開発 する 
電力 を 九州 本 土 へ 直流 送電 する 計画 が 検討 され る よう に な り 、 一 流 メ ー カ ー か 
ら の 出願 が 目立つ よう に な つた が 、 恭 気 放 電装 置 を 直列 に 接続 し て 、 送 電電 圧 
を 高め る と いう 基調 に は 変化 が 見 られ な い 。 
変電 所 僅 を 距 離 か ら 監 視 制御 する 諸 方 式 は 、 大 正 来 期 か ら 昭和 初期 に か け 
アメ リカ 人 に 多数 の 特許 が 与 を られ た が 、 そ の 間 に あ つ て 、 伺 津 保 次 郎 博士 の 
特許 第 98175 号外 一 連 の 発明 は 、 日 本 電気 株 式 会 社 を 通じ て 広く 実施 きれ た 。 
また 、 今 次 大 戦後 の 人 件 宮 喝 騰 に と も な う 自 働 化 の 風 瀧 の 提 で 、 生 寺 電 機 の 中 
喜 礁 の 特許 第 186610 号 外 表 件 の 発明 は 、 い わ ゆ る 「 多 角形 式 速 方 監視 制御 方 
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式 」 と し て 、 オ ン バ ル ラス 方 式 の よう な 組 細 な 継電器 を 使用 し な い 点 が 注目 され 
各所 で 採用 きれ は じ め た 。 

つぎ に 、 配 電 部 門 で は 、 今 次 大 戦中 か ら 電 力 損失 軽減 の 目的 で 昇圧 が 論議 さき 
れ た が 、 特 許 第 19582 号 、 第 196312 号 、 第 204418 号 は 、 そ の 1 つの 形式 の 3 相 
4 線 式 配電 線 の 保護 に 関す る 例 で ある 。 また 、 変 電 所 で いな が ら に し て 高圧 配 
電線 の 疲 障 筒 所 を 検出 し よう と する 、 岡 部 操 の 特許 第 194994 号 等 も 戦後 の 傾向 
を 示す も る の で 、 中 部 電力 株 式 会 社 で 実施 きれ た 。 屋内 漏電 を 検出 する 漏電 火災 
防止 装 は 、 戦 後に 撮 原 彦 市 の 実用 新 委 褒 録 第 382052 号 外 数 件 に は じ ま り 、 現 在 
で は 千川 芳太郎 の 特許 第 199244 号 等 が 数 社 で 市 販 さ れ 、 病 院 、 学 校 等 に 取付 け 
られ つつ ある 。 ま た 、 電 車 の 発火 に よる 稀 事 は 、 昭 和 25 年 の 桜木 町 事 履 で 痛感 
され 、 国 内 各社 で その 保護 対策 が 研究 され 、 三 菱 電機 株 式 会 社 の 特許 第 185243 
号 な ど 多 数 の 提案 が 行わ れ た 。 


(2) 電気 機器 
(Gi) 回 転 電機 
わが 国 に お ける 電気 機械 の 環 作 は 、 明 治 17 年 三 埋 工場 で 、 当 時 の 工 部 大 学 教 


授 藤岡 市 基 の 設計 指導 の も と に 、 小 型 発電 機 を 試作 し た の が は じ ま り と いわ れ 
て いる 。 その後 、 明 治 278 年 頃 、 種々 の 電気 機械 が 製作 され る よう に な つた 
が 、 低 電圧 小 容量 で 製作 が 比較 的 簡単 で も や つた た め 、 相 当 の 成績 を 収め た 。 し 
か し 、 日 清 戦争 後 の 経 済 不況 と 、 海 外 技 術 に 追随 で き な い と と に より 、 輸 入 品 
に 圧倒 され 、 こ と と に 高 電 圧 大 容量 の も ゃ の は すべ て 輸入 品 に 仰ぐ 状態 で も つた 。 
と の ょ うな 準備 時 代 を 経て 大 正 時 代 に 入り 、 第 1 次 大 戦 に よ つ て 外国 品 の 輸入 
が 困難 と な つた た め 、 国 産品 の 活躍 時代 に 入 つ た 。 大正 4 一 8 年 に は 非常 に 発展 
し 、 ぞ く ぞ く と 記録 的 製品 を 市 場 に 出し 、 大 正 9 年 に は 経済 界 の 大 不況 に 直面 
し た が 、 電 気 機械 製作 業界 は 打 松 を 受け ず 、 大 体 順調 に 進展 し て 行 つ た 。 と の 
よう な 業 錯 の 推移 の 神 に 数 々 の 発明 が うま れ た が 、 と くに 顕著 な も る の と し て 、 
明治 34 年 に 震 谷 二郎 に よ つ て 発明 され た 特許 第 5087 号 が ある 。 こ れ は 、 鉄 線 を 
束ね て 磁 鉄心 を 構成 し 湿 流 損 を 減ずる と と も に 、 電 機 子 反作用 を 減少 させ た 
も の で ある 。 大 正 10 年 に は 、 田 中 表 夫 に よ ょ つて 発明 され た 絶縁 物 で 、 出 子 問 に 
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障壁 を 作り 整流 子 の 周 男 に 発生 する 連続 的 火花 お よび 電 約 を 防止 し た 特許 第 
28067 号 が 現われ 、 回 転 変 流 機 に 欠く と と の で き な い も の と し て 、 現在 で も 使 
用 され て いる 。 つい で 、 科 型 誘導 電動 機 の 起動 を 容易 に し た 竹内 寿 太郎 の 特許 
第 35390 号 、 ま た 誘導 電動 機 と 同期 電動 機 の 特徴 を 採 つ た 、OYK 詩 導 同 期 電 動 
機 (特許 第 39641 号 ) を 、 山 本 加 筐 、 川 原田 政 郎 両 博士 が 発明 し た 。 

さて 、 邊 涯 工業 の 勤 典 と と も に 、 和 電気 機械 の 寅 要 は 激増 し 、 実 施 効果 の 大 き 
な 発明 が 数 多く 現われ た 。 す な わ ち 50, 60 両 オ ィ クル 兼用 水車 発電 機 の 励磁 
機 、 お よび 次 接 用 発電 機 に 応用 し た 特許 第 82241 号 、 単 相 電 動機 の 一 次 巻 線 を 
改良 し 、 特別 な 多 相 式 と し て 力 率 能 率 を 高め た 特許 第 86770 号 、 ま た 、 回 転 電 
機内 に 碑 音 渋 と 共鳴 する 区 分 室 を 作り 、 砂 音 を 防止 し た 、 特 許 第 120819 号 、 振 
動 が 取 附 台 を 通じ て 伝播 する の を 防ぐ 特許 第 93166 号 等 が ある 。 な お 、 人 絹 工 
業 の 発達 に 伴 れ て 、 ボ ポッ ト 電 動機 関係 る 多く 、 高 速度 で も 軸 承 に 無理 が な く 、 
円 滑 な 回 転 の で きる 特許 第 92141 号 等 が 現われ 、 著 電 如 電 動機 の 研究 改善 と と 
も に 、 特 許 第 101626 号 等 数 多く の 発明 が うま れ た 。 

この よう な 全盛 時 代 も 、 今 次 大 戦 に よる 技術 の 進歩 の 停 沙 か ら 終 来 を つげ た 
が 、 最 近 は 、 工 場 や 機械 の 自動 制御 の 発達 に 応じ 増幅 発電 機 の 精度 と 即応 性 を 
良好 に し た 、 特 許 第 208864 号 、 第 208865 号 、 第 208866 号 等 が 現われ 、 ま た 自転 
車 の 点灯 用 発電 機 に も 発明 考案 が お お い 。 

( エ ) 変 圧 器 

1831 人 E に 、 フ アラ デー が 電磁 誘導 現象 を 発見 し 、1882 年 に ゴー ラー と ギ ッ プ 
ス が 変圧 器 を 発明 し て 以来 、 数 お お く の 発 明 考 案 ぶ うま れ 、 巻 線 、 鉄心 、 容器 、 
冷却 法 、 電 圧 調 英 法 お よび 保護 法 等 各部 面 に 改良 が 重ね られ 、 今 や 変圧 副 は 交 
流 回 路 の 共 本 的 機器 と し て 、 そ の 進歩 、 発 戻 は 仙 和 点 に 達し た 感 が も る 。 

近年 に お ける 著 明 な 発明 と し て 注目 され る も の に 、 ま ず 巻 鉄心 型 変圧 器 が る 
る 。 す な わ ち 高 導 磁 率 低 損 失 の 冷 間 圧延 方 向 性 天 素 鋼板 の 発達 に より 、 ア メリ 
ヵ 人 の 発明 に よる 特許 第 129551 号 、 第 130031 号 、 第 133290 号 お よび 第 187012 号 
和仁 の 変圧 器 界 の 一 大 革 谷 が も た ら さ れ た 。 つ ぎ に 、 火 災 に 対す る 安全 性 の 強い 
要求 に より 、 従 来 か ら 使 用 され て いた 絶縁 油 に か ゎ り 、 不 エ 性 合成 絶縁 液体 を 

263 


第 4 編 発明 、 実 用 新案 の 発達 変 頂 


使用 する 、 大 阪 変圧 問 株 式 会 社 の 特許 第 1068G9 号 
お よび アメ リカ 人 に よる 特許 第 110454 号 、 第 143499 
号 等 が ある 。 さ ら に ガラ ラ 級 准 や 含浸 材料 、 そ し て 
発 素 樹 此 の 出現 は 、 い わ ゆ る 葬式 変圧 緒 を 可能 に し 
た が (写真 参照 )、 ま た 絶縁 気体 と し て フレ オン ガ 
スラ 等 を 使用 する こと も 考 委 さ れ た 。 

つぎ に 油 入 型 で は 、 油 劣化 防 目 用 と し て 守 素 持 入 


を 行う も の に 、 ア メリ カ 人 の 特許 第 161030 号 お よび 


乾式 変圧 器 
中 沢 真 三 の 特 評 第 186101 号 等 が あり 、 大 型 問 に 実用 され て いる 。 な お 、 冷 苑 手 
自 に 新しい 方 法 を 提供 する も の に は 、 ウ エス チン グ ヘ ハッ ウラ 社 の 特許 第 183095 号 
お よび 悩 素 化 有機 絶縁 材料 を 用 いた 特許 第 205851 号 が ある 。 ま た 、 外 部 か ら 侵 
入 す る 異常 電圧 の 対策 と し て は 、 ア メリ メカ 人 の 特許 第 136915 号 お よび 実用 新 条 
交 録 第 213563 号 、 ド ィ 人 の 特許 第 278307 号 筐 の 内 部 電位 振動 防止 法 が あり 、 
大 容量 変圧 器 の 容積 制限 な ら び に 組立 輸送 に つい て は 特許 第 201510 号 お よび 実 
用 新 条 交 録 第 349561 号 等 か ある 。 

以上 の ほか 、 芝浦 製作 所 の 特許 第 34511 号 「3 相 変 圧 器 」、 同 第 32145 号 「 電 
圧 調整 用 切換 疲 置 」、 同 第 50182 号 「 電 磁 装置 に お ける 源 遊 負荷 損 減 少 商 置 」、 
エス チン グ ハ ッ ウラ 社 の 同 第 183999 号 「 電 気 誘導 装置 用 3 相鉄 心 」、 同 第 200845 
号 「 磁 心 素 子 」 お よび 字 平光 太郎 の 実用 新 委 人 次 録 第 181599 号 「 油 入 電 気 器 放熱 
装置 」 人 等 は 注目 すべ きも の で ある 。 

Gi) 整流 器 

( イ ) 水銀 整流 器 

クン 人 ラリ の ) 1 コル ャ ー ワ 1 ら ニッ ー ラ 1 ウツ le 
1900 年 に 水銀 アー ク の 病 流 特性 を 利 
用 し て は じ め て ガラ ラス 環 の 水銀 素 流 
緒 を 発 胃 し た 。 以来 、 電 力 機 器 分 野 
に お ける 電子 装置 の 、 も つと も 適切 
な 応用 と し て 急速 の 発達 を と げ 、 今 
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上 是 に 至 つ て いる 。 

発達 の 傾向 は ガラ ス 槽 型 より 鉄 模型 へ 、 多 腸 極 単 植 型 より 単 陽極 多 本 型 へ 、 
水冷 式 より 風 冷 式 へ (写真 参照 )、 普 通 点線 子 式 より 浸 濱 点線 子 式 へ 、 排 気 型 よ 
り 装 じ 切 り 型 へ 、 無 格子 型 より 格子 制御 型 へ 、 小 容量 より 大 容量 へ と 向 つて お 
り 、 形 能 と 性 能 両面 に お いて いち じ る し い 変 化 を きた し た 。 

性 能 の 向上 に つれ て 、 こ の 用 途 は 、 電 気 鉄道 、 化 学 工業 の 二 大 分 野 を は じ 
め 、 放 送電 源 用 、 直 流 電動 機制 御用 、 許 接 制御 用 、 さ ら に オン ペー タ 、 周 波数 
変換 、 高 圧 直流 送電 用 と し て 、 そ の 機能 を 遺 堪 な く 発 揮 し て いる 。 

これ ら の 発達 の 歴史 を 代表 的 な 発明 か ら 久 る と 、 胃 治 36 年 の ビー・ と ュー オ 
ッ ト の 特許 第 8711 号 「 交 流 よ り 直 流 を 導く 電気 器機 」 を 及 切 り に 、 同 第 68598 
号 「 水 銀 茶 気 人 流 装置 」( 発 明 者 青木 佐 太 郎 )、 同 第 64878 号 「 放 電装 置 」( 発 明 
者 ダビ ッ ト ・ シ ー・ プ ブリ ンス)、 同 第 79513 号 「 弧 光 上 断続 装置 」( 発 明 者 密 田 良 
太郎 )、 同 第 97515 号 「 放 電 管 作 働 電 路 」( 発 明 者 ペー ニス ・ デ ー・ ベ ペッ ド フ ォ 
ー ド )、 同 釣 105506 号 「 弧 光 放 電装 周 」( 発 明 者 ジ ョ ャ フ ・ ス と ビアン 、 レ ォ ン 
・ ア ー ル ・ シ ドッ オグ)、 同 第 117322 号 『 多 相 族 流 装 加 」( 発 明 者 圭 原 豊 次 )、 
同 第 140596 号 「 党 光 放 電 管 を 具有 する 水銀 陰極 弧 池 放電 管 」( 発 明 者 渡辺 密 ) 
等 が 挙げ られ る 。 

な お お 最近 は 、 特 許 第 203286 号 「 悲 称 的 導電 共 気 弧 光 放 装 置 」( 発 明 者 ジ 
ョ ン ・ エ ル ・ ボ イヤ ー)、 同 第 204094 号 「 電 放 電装 置 」( 発 明 者 ドナ ルド ・+ 
ー・ マ ー シ ャ ル )、 同 第 207890 号 「 共 所 電気 装置 」( 発 明 者 ジウ ョ ン ・ エ ル ・ ボ イィ 
ヤー、 オ ー ガ スト ・ ピ ー・ ュ レ エ イエ ュ ) の よう に 、 燕 気 と し て 水銀 以外 の ゃ 
の を 用 いる も の 、 除 枯 を 回 体 状 代 し た も の 、 腸 極 を きめ て 陰 畠 に 接近 させ た や 
の な ど が 現われ た 。 そ の ほか 、 特 許 第 195690 号 「 硝 子 製 水銀 流 器 」( 郵 明 者 
土 原 豊 喜 )、 同 第 199353 号 「 単 極 変 流 装置 」.( 発 明 者 甲斐 約 造 ) 維 も 注目 され る 。 
、( ロ ) 金属 整流 器 
エフ ・ ブ ラッ ン が 1874 年 (明治 7 年 ) に 鉱石 検 小 器 を 発表 し て か ら 、 移 属 の 
接触 面 を 利用 する 麟 流 器 が う まれ 、1906 年 に は 偽 化 第 一 鱗 流 器 が エフ ・ バ ッ 
や ウッ ニキ に よ つ て 、 つ いで 、 1920 年 代 に モ レン 可 流 器 が オー・ プ レッ セル に よ 
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つて 、 ま た 亜 酸化 銅 整 流 器 が テル ・ グ ロン ダー に よ つ て 発明 され た 。 と の ほ 
か 特許 第 76016 号 「 単 方 向 電 導 装 早 に 使用 きる べき 金属 を 抽 作 する 方 法 」( 発 明 
者 ビー・ ガ イザ ー)、 同 第 77844 号 「 酸 化 銅 率 流 器 製造 法 」 (発明 者 ジー・ マ ユー 
チン シ )、 同 第 78717 号 「 交 番 電 流 難 器 」( 発 明 者 テ シ ・ グ ロン ダー ル )、 同 第 
79091 号 「 結 唱 性 酸化 第 一 銅 表面 に 連続 せる 電導 表面 を 形成 する 方 法 」(〈 発 明 者 
テン ダー ツン ・ バ ー ド )、 同 第 84946 号 「 交 流 弟 流 器 を 製造 する 方 法 」( 発 明 者 
ォ ー・ ブ レッ そ キツ )、 同 第 170041 号 「 も レン 幕 流 板 の 製 造 法 」( 発 明 者 堤 秀 夫 、 
小谷 鍼 治 、 今 田 喜 士郎 )、 同 第 198288 号 「 亜 酸化 銅 毅 流 器 用 共 板 製造 方 法 」( 発 
明 者 齋藤 三郎 、 増 井 康 孝 )、 同 第 200181 号 「 モ レン 率 流 器 」( 発 明 者 舟 久 保 殴 
雄 、 合 近 佑 一 )、 同 第 208350 号 「 酸 化 銅 素 流 器 の 製造 方 法 」( 発 明 者 ダブ プア = ェ = 
ョ ロク コラ コル ルツ 区 

また 、 半 導体 材料 の 開発 に つれ 、 ゲ シィ ニッ ょ 、 王 素 を 用 いた 人 金属 整流 器 が 
新た に 次 場 し 、 物 質 構造 の 原子 論 的 研究 と 相 伺 つて 、 今 後 の 一 層 の 進歩 が 期待 
され る 。 関係 特許 と し て 、 第 187035 号 「 変 換装 置 用 半導体 材料 の 製法 」( 発 明 
者 で ぞ オ ・ ス カッ フン 、 エ ッ チ ・ セ ウニ ラー)、 同 第 192261 号 「 電 気 的 変換 装置 用 
材料 の 製造 法 」( 発 明 者 せ 1 せ ・ ス カッ フン 、 エ ッ チ ・ セ ウエ ラー) が あぁ る 。 金属 
闘 流 舌 は 、 放 電機 構 、 回 転機 、 接 点 を 用 いな い 人 簡便 な 素 流 器 と し て 、 単 独 に ま 
た は 各種 電気 装置 に 附属 し て 使用 され る も の で 、 と くに 種々 の 自動 制御 回 路 に 
は な く て は な ら な いも の で ある 。 

( ハ ) 機械 的 整流 

電動 機 で 駆動 きれ る 高速 開閉 接点 と 、 開 閉 寒 流 線 輪 と か ら な る 低 電圧 大 電流 
用 機械 的 弟 流 機 は 、 ニ フン ・ ケ ッ セ リン グ の か くれ た 苦心 に よ つ て 、 エ フラ ・ ュ ッ 
ペルー ィ ン に より 1941 年 に 発明 され た 。 

褒 来 、 シ ー ラ ンス ・ シ ュ ッ ケル シト ・ ウ エル ク 社 、 ア ル ゲ マオ ネ ・ エ レク トリ 
じ ヒート (2 ジリ) 還 ン ラウ ッ ン ボリ (ジラ リー ET 定 (アジ 有り 請 高 
土 電 機 株 式 会 社 、 東 京 芝浦 電気 株 式 会 社 の 各社 に よ つ て 失 作 され 、 主 と し て 電 
解 用 と し て 化学 工業 電源 に 新生 面 を 拓 い た の で ある 。 これ に 関し て は 数 お お く 
の 特許 が ある が 、 主 な も る の は 、 特 許 第 126613 号 「 機 械 的 変 流 装 置 の 安全 革 流 方 
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式 」( 発 明 者 ユー・ ル ラ )、 同 第 


131487 号 「 機 械 的 電流 変換 装置 ' se 。 
(発明 者 ニンフ ・ コ ッ ズ ペル アー ン シ )、 同 加 | に り 記 1 
第 134082 号 「 電 流 並 電圧 の 変換 前 ーー ーーー | 
対す る 同 天 的 隊 閉 装置 」( 発 明 者 ーー 
ィ ー・ シフ )、 同 第 168997 号 「 機 3 | ら ・ 
械 的 変 流 機 に お ける 接触 子 に 対す 「 ーー 
る 制御 装置 」( 発 明 者 ニラ ・ ュ ッ 時 20 く た CR 


ベル アーン )、 同 第 197346 号 「 接 触 子 型 変 流 機 」( 発 明 者 築地 謙次 )、 同 第 202677 
号 「 接 触 変 流 機 」( 発 明 者 古川 徹也 ) (写真 参照 )、 同 第 207992 号 「 接 触 整 流 機 
に 対す る 監視 接続 方 式 」( 発 明 者 ニテ エッチ ・ ク ラオ インフ ォ ー グ ん) 等 で あ る 。 磁 
性 材料 の 顕著 な 発達 と 接点 開閉 現象 の 研究 と 相 ま つ て 、 こ の 新型 重 電 機械 は 今 
後 ま すま すそ の 実用 分 囲 の 拡大 が 期待 され る 。 

GY) 回 路 遮 断 器 

電力 用 回 路 遮 断 器 で は 、 従 来 、 変 流 送 配電 方 式 の 大 電力 回 路 を 遮断 する の に 
油 入 回 路 遮断 器 が 唯一 つの も ゃ の で あつ た 。 と これ に 対し て 、 大 容積 の 油槽 を 必要 と 
せ ず 、 比 較 的 小型 の も ゃ の が 特許 第 73800 号 「 消 4 オン 回 路 諾 断 器 」( 発 明 者 スレ 
ビア テアン) と し て 現われ た 。 こ の 形式 の 遮断 器 の 特許 は 多い が 、 同 じ 原 理 に も る と 
づく も の に 、 特 許 第 94670 号 、 同 第 97895 号 等 が ある 。 その 後 昭和 3 年 に 、 特 許 
第 96471 号 (発明 者 プリ ッ ツ ・ ケ ッ シ テ アリ ング) が 
あり 、 こ れ は いわ ゆる 膨張 遮断 凌 で も る 。 こ の 遮断 
器 で は 、 油 の よう な 可燃 性 液 を 必要 と せ ず 、 適 当 な 
不燃 性 液 が 用 いら れる 。 その後 この 遮断 益 に つい て 
も 、 特 許 第 96688 号 その 他 多 数 の 発明 が 現われ 、 富 
士 電 機 株 式 会 社 で 実施 きれ て いる 。 従来 の 可燃 性 絶 
緑 液体 を 使用 する 回 路 遮 断 器 も 、 こ れ ら の 画 電 的 甘 
明 に 刺 載 され て 、 特 許 第 91184 号 「 爆 発 室 型 溢 体 遮 
断 開 開 器 」( 発 明 者 ウタ ネリ アム ・ ス キー ツジ) お よび 
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同 第 98649 号 「 電 気 開路 計 断 器 」( 和 発明 者 タネ ィ リ アム ・ バ ウル) を 共 並 と する 発 
明 が 現われ た 。 こ れ は 油 衝 消 線 遮 断 と 称 さ れる 型 の 遮断 維 で も ある 。 こ と これ ら に 
対し 、 株 式 会 社 昌 立 製作 所 に お いて は 、 い わ ゆ る 洗 極 制 線型 計 断 器 を 発明 し 、 
特許 第 118305 号 「 洗 極 制 線型 油 入 遮 断 器 」 (発明 者 副 野 廊 石 、 牧 元 、 安島 信太 郎 ) 
外 数 件 に お よん で いる (写真 参照 )。 こ れ は 、 複 数 遮断 個所 の 袖 防 遮断 個所 に 
お ける 発生 電線 エネ ルギー を 利用 し て 、 主 遮断 個所 の 主 電 線 を 消滅 きせ 得る も 
の で 、 こ の 発明 は 、 こ の 竹 電 力 回 路 遮 断 如 で 外国 の 発明 に 対比 で きる 、 わ が 国 
唯一 の る ゃ の で ある 。 こ れ ら は 、 小 電流 、 充 電電 流 、 無 再 点 弧 遮 断 に 対し て は 不 
十分 で も つた が 、 特 許 第 99502 号 (発明 者 テー ダヴィ イド ・ シ ー プ リン ス 、 ウ イリ デズ 
>・ タ ン ペ ベニー) が うま れ 、 イ ンズ バル ラス 遮断 凌 と し て 東京 芝浦 電気 株 式 会 社 で 
舌 施 され 、 電 紀 時 間 が きわ め て 短い こと を 特徴 と し て いる 。 特許 第 187670 号 
- (発明 者 森田 項 一 ) の 発明 は 、 電 流 の 大 小 に か ヽ わ ら ず 、 電 線 の 破断 消滅 を 迅 
速 確 実に し た も の で ある 。 実用 新案 癌 録 第 373107 号 、 同 第 379936 号 は 、 い ずれ 
$ 油 衝 消 弧 遮 断 の 改良 に 関す る 考案 で 、 前 者 は 小 電流 、 後 者 は 無 再 点 張 遊 断 
を 可能 と し た 。 特許 第 189265 号 (発明 者 ペ ミン ジャ ミン ・ ピ ビー・ ベ イカ ァ ー) は 小 
さい 機械 カ と 油 流 で 、 遮 断 効果 を 挙げ 得る る の で 、V 型 和 遮断 器 と し て 三菱 電機 
株 式 会 社 で 実施 し て いる 。 特 誕 第 190801 号 (発明 者 季 山 正人 ) の 発明 は 、 洗 極 
制 弧 型 遊 断 器 の 消 線 室 の 改良 に 関す る る の で ある 。 

(て Y) 蓄 電 器 

電力 用 菩 電 器 は 、 て と ょ 20 年 間 に 急 激 に 発達 し た も の で ある が 、 わ が 国 の 技術 
は 世界 的 の も の で ある 。 こ とこ れ は 、 わ が 国 に お いて 、 特 別 高圧 回 路 に 著 電 器 を 用 
いた 方 が 回 転進 相 機 より 安く つく よう に し た OF. 式 ( 油 入 ) 蓄電 器 が 、 逸 早く 
坦 現 し た と と に その 一 因 が ある 。 

金属 化 紙 蓄 電装 は 、 戦 後 通信 用 部 品 と し て 脚 を 浴び た が 、 戦 前 すでに 数 お 
お く の 発明 が ある 。 特許 第 200664 号 は 、 ア メリ ヵ の 発明 で 、 紙 を 単に 支持 体 と 
し と の 上 に 金属 を 茶 着 し 、 そ の 上 に ラッ カー な どの 厚 さ 0.0007~0.007 mm の 
誠 電 体 を 設け た も の で 、 わ が 国 の 発明 に も 特許 第 196049 号 が ある 。 

定 解 菩 電 徐 は 戦前 か らち あつ た が 、 信 頼 性 が な く 、 戦 後 わが 国 で も 性 能 の 良い 
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信頼 度 の 高い 製品 が 現われ 、 広 範囲 に 使用 され る よう に な つた 。 特許 第 155414 
号 、 同 第 158689 号 は 、、 ボ リス チー ル を 誘電 体 と し て 挫 回 し 、 単 に 封 処理 を 行 
うだ け で 、 問 緑 部 を 落着 し た も の で 、 含 浸 処理 が 不要 の も の で ある 。 と れ は 、 
ドイ オマ の 発明 で 、 富 士 通信 機 株 式 会 社 で 実施 され 、 今 後 注目 きれ る 種類 の も の 
で ある 。 

() 磁 気 増幅 器 

近年 、 金属 可 流 器 と 磁性 材料 と の 急速 な 進歩 に よ つ て 、 磁 気 増幅 器 が 各種 自 
動 制 御 や 計測 用 に 、 真 空 管 増幅 甘 に か わ つ て 実用 化 さ きれ だ し た 。 

可 飽 和 リ テク トル の 原理 は 、1901 年 ゲー ゲス 等 に よ つ て 発見 され 、 電 気 回 路 
の 仙 御 に 使用 され た の が は じ ま り で ある 。 わが国 に お いて も 、 大 正 7 年 、 山 本 
忠興 博士 が 発明 し た 三脚 鉄心 の 可 飽和 り テ アクト ル の 特許 第 35031 号 が ある 。 

つい で 、1912 年 項 、 ア レキ サン ダー ッ ン が 人 外部 信 司 を 発 胃 し た の で 、 増 市 度 
は 非常 に 増大 し た 。 ま た 、 出 力 巻 線 で 館 還 を ね た 自己 人 和 型 も 発明 され 、 モ 
ルル ガン の 特許 第 187154 号 は その 改良 型 で 、 誘 導 負 荷 に 対し て も 良好 に 作動 する 
回 路 方 式 で も る 。 さ ら に 、 熱 電装 の ょ うな 後 小 電 流 を 、 高 安定 度 で 比例 的 な 交 
流出 力 電 圧 に 増幅 で きる 、「 磁 気 変調 器 」 と い 5 個 数 調 波 型 の 磁気 増幅 凌 も る 葵 
明 さ れ た 。 

そし て 1930 年 以後 に は 、 サ ナー 用 増幅 器 の 回 路 が 発 民 し 、 た と えば モル ガン 
の 特許 第 206476 号 は 、 プ ッシュ ブル 型 増幅 器 の 一 方 式 で 、 モ シル シン 装置 を 用 い 
た サー ボキ モー ター 方 式 に お いて 、 位 相差 別 回 路 を 構成 する 真空 飼 の か わり に 使 
用 する こと が で きる 。 こ の ほか バル ト の 特許 第 146376 号 、 ホ ワオ トリ ー の 折 証 
第 140965 号 等 の プッ シュ ブル 回 路 も ある 。 

わが 国 で は 、 終 戦後 海外 の 技術 に 刺 戦 され て 、 磁 気 増幅 器 の 研究 が きか ん に 
な り 、 た と えば 、 東 京 芝浦 電気 株 式 会 社 の 実用 新 楽 訟 録 第 414571 号 の よ うに 、 
偶数 調 波 電 流 を 利用 し て 増山 度 を 上 げ 、 ま た 、 株 式 会 社 日 立 刷 作 所 の 特許 第 
204106 号 の よう に 、. 鉄心 材料 に よ つ て 定まる 増幅 特性 を 、 正 負 両 傍 還 を 用 いて 
向上 し た り 、 そ の ほか 各種 の 応用 が 開拓 され た が 、 さ ら に 今 俊 可 多 の 発明 が 朝 
待 さ れる 。 
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(3) 照 明 

(Gi) 白熱 電灯 

20 世 紀 の 交 明 は 、 電 灯 の 発明 と と も に や つて きた と いつ て も よい 。 和 白雪 電 球 
は 、1879 年 、 ニ デ ッ ン に よ ょ つて 発明 され た が 、 最 初 の 炭素 電球 は 、 効 率 が 悪い 
上 に 他 の 欠点 も あつ た 。1897 年 ラオ ォ ル ター・ ネ ルン スト + 博士 は 、 ジ シュ ン に イィ 
トリ ビ ウ > の 酸化 物 を 混 た 組 入 を 用 い 、 い わ ゆ る ネル ンス ト 電 球 を 発明 し 
た が 、 寿命 る 600 時 間 を 保つ 良好 な も る の で あつ た 。 タ ング ステ ン 電 球 は 、1906 
年 、 ア ウエ メル 会 社 か ら オ スラ ァ 電 球 の 名 で 発売 され た の で ある が 、1908 年 の ク 
ー リ ッ ジ 博士 に よる 、 可 延性 タン グ ス テ ン の 発明 を 転機 と し て 、 直 球 製造 会 社 
は いずれ る ゃ 引 線 タン グ ス テ ン を 現 造 し た た め 、 タ ング ニス テン 電球 の 曜 進 時 代 を 
現 出 する に 至 つ た 。 ま た ラン グミ ュ ア 博士 は 、 窒 素 を 封入 する こと と を 発明 し 、 
真空 電球 に お いて 繊 条 の 礎 さ が 減 つ て 明る さ を 減 ずる こと を 防止 する こと に 成 
功 し 、 今 日 の ガス 生 電 球 の も ゃ と を つく つた の で ある 。 そ を その後 装 入 が ガス も 突 素 か 
ら ア ルル ゴン に 移り 、 効 率 も また いち じ る し く < 改善 され る に 至 つ た 。 し か し な が 
ら ガ スス 電球 で は 、 真 空 電球 より ゃ 光 色 、 組 条 温 度 を 非常 に 上 昇 させ た 結果 、 
透明 ガラ ス 球 で は 眼 に 時 光 を 感じ させ る の で 、1925 年 に 不破 橋 三 と マー ビン ・ 
ビ プ キン と が 、 異 る 方 法 で 同時 に 内 面 艶 消 電球 を 発明 し 、 央 明 に 多大 の 吹 献 を 
な し た 。 す な わ ち 全 臣 消 で は 断線 その 他 の 政 障 発見 に 不便 で も る が 、1930 年 に 
お いて 、 内 面 半 普 消 電球 が 完成 され る に 至り 、 現 在 一 般 に 標準 電球 と し て 広く 
使用 され る よう に な つた 。 戦 時 中 、 昭 和 13 年 頃 か ら 真 欠 が 欠乏 し た た め 、 日 金 
主体 に 陶磁 閉 、 硝 子 人 等 を 使用 し た 口金 が 種々 考 染 され た の で ある が 、 実 用 に 供 
され る に は 至ら ら ず 、 最近 に お いて は 、 電 球 自体 の 進歩 は 停 正 状 態 に ちり 、 わ 
すか に 製造 機械 が 半自動 式 か ら 全 自 動 式 に 転換 され つつ ある 。 

(ji) 千 光 放電 灯 

党 光 放 灯 は 、 近 年 外国 に お いて 研究 実用 化 さ れ て 今日 に 至 つ た も の で 、 
1936 年 頃 か ら 研 究 さ れ 、1938 年 夏 、 ア メリ ヵ の G.E. 社 が 今日 の 型 の 藻 光 ラン 
プ を 発表 し て 世界 を 和敬 か せ た 。 

わが 国 に お いて は 、G-E. 社 の 発表 当時 、 東 京 芝浦 電気 株 式 会 社 の 研究 所 で 、 
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試作 研究 が 進め られ て いた が 、- 上 記 の 技術 を 導入 し 、 昭 和 15 年 (1940 年 ) に 
ッ ダ 幣 光 ラン プ を 完成 し た 。 路 和 15 年 8 月 27 日 、 法 隆 寺 の 壁画 模写 に は じ め て 
80 灯 が 使用 され 、 翌 昭和 16 年 太平 洋 戦争 の 勤 発 に より 、 浴 水 艦 、 航 空母 艦 の 照 
明 と し て 使用 され 、 昭 和 19 年 項 、 藻 光 灯 照明 は 完全 に 成功 し た が 、 終 戦後 最初 

は 誘 賊 条 と し て 復活 され た 。 その後 従 来 の 白 数 電灯 に か わり 、 藻 光 灯 の 照明 時 
代 を 迎え 、 急 速 な 発達 を 見 る に 至 つた 。 芝 光 ラン プ 自 体 は も る ちろ ん 、 点 灯 方 式 
に お いて も わが 国 独 自 の 発明 が あり 、 特 許 第 184904 号 外 数 件 (発明 者 綾 井 芳 一 ) 
の 数 陰極 也 数 型 の 鷲 光 灯 縦 続 接続 に よる 点灯 方 式 、 な ら び に 特許 第 188686 号 外 
数 件 (発明 者 朝野 通 ) の 、 点 灯 管 不要 高 力 率 藻 光 灯 点 灯 装 置 と し て 、 プ リッ ジ 
型 お よび Z 弄 接続 に より 点灯 する も の 等 が ある 。W.- 古 . 社 の グロ ー ス オッ チ に 
よる 点灯 装置 の 特許 第 188702 号 の 実施 を めぐ り 、 わ が 国 評 光 灯 業界 に お お き な 
問題 を ひき 起 し た が 、 こ れ せ は 氷 光 灯 の 歴史 に お いて 記録 きれ る で あろ う 。 つ ぎ 
に 共 光 ラン プ の 形状 は 、 棒 状 の も の が 主として 用 いら れ て いる が 、 最 近 環 状 の 
も の が 使用 され 出し た 。 

得 具 に つい て は と く を 変化 が お お く 、 最 初 は 純 赴 出 照明 型 で も つた が 、 
後 シ ー バ ー を 使用 し た 問 具 と な り 、 最 近 に 至 つ て は 、 シー ニ バ ーー お よび クー ン , 
を 俳 用 し た 器具 が 現われ る な ど 、 そ の 進歩 は めざまし い 。 

(4) 電 池 

1 決 電池 の 歴史 は 、 1800 年 に 、 ボ ポルタ が 異種 金属 問 に 走 電 力 を 生ずる こ 
発見 し た の に は じ ま る 。 その後 1836 年 に 、 ダ ニテ エル に よる 滅 極 剤 が 発明 され 、 
1 次 電池 は 実用 化 さ れ 、1867 年 に は アシ クラ ン シ エ に よ つ て 、 現 在 の 乾電池 の 母 
体 と な つた いわ ゆる ルク ラン シー 電池 が 発明 され た 。 さ ら に 、1888 年 (明治 21 
年 ) に 至り 、 ガ スナ ー に より 、 義 電池 と し て 実用 的 な も る の が 完成 され た 。 わ が 
国 に お ける 競 電 池 の 歴 史 は 、 丁 度 こ と れ と 前 後 し た 時 期 に は じ ま る 。 す な わ ち 胃 
治 18 年 (1885 年 )、 屋 井 光 蔵 が 間 電 池 に 関す る 特許 第 1205 号 を 得 、 わ が 国 競 電 
池 工 業 の 先駆 者 と な つた 。 その 後 同人 は 、 あ いつ いで 乾 電 凶 用 炭 楽 振 ( 特 話 第 
2086 号 )、 不 焼 固 練炭 素 電 極 (特許 第 69875 号 ) を 発明 し 、 ね が 国東 電池 技術 の 
発展 に 多大 の 均 献 を し た が 、 一 方 高橋 市 三郎 は 、 明治 40 年 に 積層 彰 電池 の 基本 
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着想 を 生み 出し た が 、 これ は 李 度 1935 年 に ハン トレ 4 オ が 、「 レ イオ ヤー ビグ トバ ッ 
テリ ー」 と 称し て 、 今 日 の 積層 間 電 池 の 原形 と いう べき も の を 発表 し た 28 年 前 
に 当る 。 降 つて 昭和 9 年 項 に お ける 、 和 亀山 直人 、 履 野 三郎 両 名 に よる 耐 午 東電 
池 の 発 明 (特許 第 107132 号 、 第 107133 号 、 第 107801 号 ) は 、 当 時 の 満 洲 、 北 支 
を 舞台 と する 軍事 活動 に お お い に 和 寄与 し た 。 一 方 、 積 層 束 電 池 は 、 外 国 に お け 
る 急速 な 発展 に 押さ れ 、 わ が 国 に お いて は と くに 優れ た 発明 も 見 られ な か つた 
が 、 昭 和 18 年 に 発明 され た 、 鐘 居 利 惣 、 桐 山 米 蔵 両 名 に よる 積層 彰 電池 素 体 の 
絶縁 方 法 (特許 第 157236 号 ) の 発明 は 注目 に あたい する も の で 、 現 在 に お いて 
ゃ 国内 彰 電 池 ろ メーカ ー の 大 半 が 、 と この 方 法 を 使用 し て いる 。 戦後 は 外国 技術 を 
導入 する 立場 に な り 、 外 国人 に よる 特許 発明 に いろ いろ 注目 すべ きも の が あり 、 
中 で も ハー マン ・ ア ー ル ・ シ ー・ ア ン ツ ニ イ に よる 、 金 属 外 疲 に よる 耐 漏洩 束 
電池 の 発明 (特許 第 184894 号 )、 お よび 今 次 大 戦中 に アメ リカ に お いて 実用 化 
され た 、 サ ミニ ル ・ ア 一 ベン の 発明 に 係る 水銀 電池 (シー ペン 管 池 ) (特許 第 
188280 号 ) が 、 お お きく クロ ー ズ アッ プ さ れ 、 金属 外装 は いち 早く わが 国 に お 
いて る 各社 が と れ を 実施 し た 。 ま た 水銀 電池 は 従来 の 彰 電 池 に 対し 、 同 容量 で 
は その お お き さ が 約 3 分 の 1 で すむ も の で ある 。 

1 次 電池 に 対し 、2 次 電池 すなわち 蓄電 池 は 、 半 世紀 遅れ て 1859 年 に ガス ト 
ン ・ プ ラン テ に より は じ め て つく られ 、 し た が つて 、 わ が 国 に お ける 蘭 電 池 の 
歴史 も $、 束 電池 の それ に くら べ て 20 年 若く 、1900 年 以後 で も つた 。 明治 30 年 
項 は 、 主 と し て 外国 製 の 菩 電 池 が 使用 され て いた が 、 胃 治 36 年 (1903 年 ) に 、 
島津 源蔵 が クロ ライ 下 型 150 ah 80 個 の 据置 菩 電 池 を 製作 し た が 、 こ とこ れ が 恐 ら 
くわ が 国 に お ける 革 電 池 製 作 の 嘱 生 で あろ う 。 同人 は ひき つづ き 瑞 電池 に 関す 
る 多数 の 発明 を し て 、 お お く の 特 許 権 を 取得 し て いる が 、 そ の 中 で も 、 鉛 粉 失 
造 法 に 関す る 特許 第 41728 号 の 発明 は 世界 的 な も の で ある 。 そ の 後 、 大 正 8 年 
(1919 年 ) に お ける 、 海 軍 省 の 割増 金 交 付 に よる 区 電 池 の 発明 の 奨励 、 大 正 14 
年 に お ける 、 豊田 佐吉 が 私 財 を 投じ し て の 、 敬 電池 に 関す る 発明 の 奨励 に より 、 
わが 国 に お ける 黄 電 池 工 業 は 躍進 的 な 発情 を と げ 、 彰 電池 に くら べ て その 歴 更 
が 浅い に も か か わら ず 、 第 2 次 大 戦前 に は すでに た 外国 製品 を 完全 に 駆逐 する に 
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至 つ た 。 戦後 は 、 一 時 、 鉛 の 払 底 お よび 番 要 の 激減 に より 不 活 肖 で あつ た が 、 
数 年 来 、 ふ た た び 立 ち 直 り 、 お お く の 発 明 考 案 が うま れ て お り 、 中 で も 高松 徹 
雄 、 横 須賀 需 治 両 名 に より 発明 され 、 か つ 名 づけ られ た ファ イマ バー クラ ッ ド 式 
極 板 (特許 第 207546 号 外 ) は 、 ア ィ イアン クラッド 型 極 板 に お ける 1 つの 茸 人 古 と 
見 られ 、 今 後 の 発展 が 期 待 さ れる 。 

(5) 電 熱 

Gi) 電気 炉 

電気 炉 は 、1878 年 に 、 シ ー メ ンズ が 陶 光 炉 を 設計 し た と と に は じ ま る 。 その 
後 、1886 年 (に カー ルス 上 兄弟 が アル ミュ 抽 造 炉 を 、1890 年 に シャ ー ペ ー が クー と 
拠 造 炉 を 、1892 年 に モア ッ ン 、 ウ イル ッ ン の 両 名 が カー バイ ト 炉 を 、1898 年 に 
スタ ッ サ ノン が 抽 銚 炉 を 、1899 年 に キ ェ ー リ ン が 誘導 炉 を 、1900 年 に テル シー が 製 
鋼 炉 を それ ぞ れ 設計 し た 。 わ が 国 で は 、 明 治 40 年 、 製 鋼 炉 を 土橋 基 が 使用 し た 
の が 喘 矢 で 、 明 治 42 年 に 島根 県 で 200 王 の 炉 が 建設 され 、 大 正 5 年 に は 大 同 電 
気 製鋼 所 で 、1/2 屯 の エル ー 炉 が 運転 され 、 その 後 急速 な 発達 を と げた が 、 昭 
和 17-18 年 項 を 最盛 区 と し 、 終 戦 と と も 激減 し 最近 また 盛り 返し て いる 。 

この 間 、 わ が 国 に お いて 才 界 に 寄与 し た 発明 を あげ る と 、 高 周波 誘導 炉 関 係 
で は ノー スラ ッ プ (アメ リカ ァ ) の 特許 第 65971 号 (大 正 14 年 ) お よび 河原 売 三 
郎 の 特許 第 129653 号 (昭和 14 年 ) が 、 低 周波 誘導 炉 関 係 で は アン カー (アメ リ 
ヵ ) の 特許 第 44965 号外 数 件 (大 正 12 年 ) お よび 田窪 彦 一 の 特許 第 128537 号 、 
第 128538 号 (昭和 14 年 ) 等 が ある 。 炭素 電極 に は 、 安 藤 仁 の 特許 第 124943 号 

(昭和 13 年 ) お よび 術 藤 久 市 の 特許 第 125744 号 (昭和 13 年 ) が あぁ る が 、 大 正 11 
年 の ゼー ダー ベル グ (ノル ウエ ー) の 自 焼成 電極 に 関す る 特許 第 44334 号 、 第 
60504 号 外 数 件 の 発明 が 、 そ の 後 の 大 型 電 気 炉 の 動向 を 決定 的 な る の に し た 。 

最近 の 傾向 と し て 、 カ ー バ イト 、 合 金 鉄 炉 は 油 閉 共 と し て 、 ガ ス を 利用 する 
こと が 北欧 諸国 で 発達 し 、 ゼ ルー ニッ ツ (ドイ ッ ) の 特許 第 204513 号 や エレ タク ト 
ロケ ミラ ク 社 (ノル シッ エー) の 特許 第 194644 号 等 が も る 。 ま た 、 製 鋼 炉 に 誘導 
撤 挫 を 併用 し 、 あ る い は 回 転 炉 床 式 に する こと が 前 記 エ レク トロ ケミ スク 人 視 の 
特許 第 194444 号 お よび 第 201236 号 に 見 られ 、 こ れ ら は 炉 の 操業 時 間 の 短縮 に 成 
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功 し た 。 わ が 国 で は 、 戦 時 中 菊池 秀之 の 電 刺 炉 ( 特 
許 第 116111 号 外 数 件 )、 藤 尾 右 の メタ ン の 電 孤 分 解 炉 
( 特 証 第 140883 号 外 数 件 ) お よび 鏡 淵 工業 の 低 周 波 加 
元 妨 (特許 第 149490 号 外 数 件 ) 等 が 一 時 喧伝 され た 
が 、 最 近 で は 田中 詩 男 の 低 周波 に よる 誘導 加熱 に 関 
する 、 特 許 第 209332 号 、 第 211138 号 が 目立つ て いる 。 

( せ ) 誘電 加熱 

高 周 渋 誘導 加熱 は 、1936 年 に 提 休 され 、 わ が 国 で 還 還 の 放 記 | 

高 周波 誘導 加熱 装 加 

は 、 今 次 大 戦中 か ら 使 用 され は じ め た 。 とれ と 対 足 高周波 熱 練 株 式 会 社 
的 な 高周波 誘電 加 球 は 、 ア メリ カ で 今 次 大 戦中 に い 
ち じ る し い 発 展 を と げた も の で 、 こ れ は 、 木 材 、 ゴ 

、 合 成樹 脂 等 の 加熱 方 式 と し て 効果 が お お きく 、 
加 束 加工 を 量産 化し た 。 

わが 国 で は 、 塗 料 の 乾燥 に 用 いら れ た の が は じ ま 
り で (特許 第 128427 号 )、 戦 争 中 に 芋 関 係 の 食料 品 の 
更 燥 に 適用 され た と と も ある (特許 第 156494 号 )。 

昭和 21 年 に 田中 、 保 高 両 名 は 、 木 材 の 移動 加熱 法 


9 提 9 セグ ea eo 了 
大 換 際 記 全社 (特許 第 176788 号 、 第 176789 与 ) を 発 功 し 木材 間 井 、 


接着 等 に 使用 され た 。 その後 、 薬 品 彰 燥 (特許 第 177536 号 発明 首 、 青 木佐 太郎 )、 


殺 疲 (特許 第 178161 号 発明 者 、 私 足 義 見 )、 木 材 の 接着 (特許 第 178661 号 発明 
者 、 山 本 孝 ) に 応用 され る よう に な つた 。 ま た 、 東 洋 ゴ ょ 工業 株 式 会 社 の 谷 真 
三 に より 、 ゴ と > の 連続 加 硫 (特許 第 185344 号 外 数 件 ) が 可能 と な つた 。 その後 

これ ら 基 本 的 な も の の 発展 に と も な い 、 加熱 用 電極 や 電気 回 路 等 に 改良 が 加え 
られ 、 ゴ ィ 被 杉 電 線 の 加 硫 (特許 第 190448 号 発明 者 、 鳴 海 武雄 外 1 名 ) ゴム タ 
4 その 胃 硫 (特許 第 184416 号 発明 者 、 伊 藤 唐 二 外 3 名 ) その 他 合 成樹 脂 の 吉 処 
理 に 適用 され る よう に な つた 。 ま た 、 戦後 は 合成 樹脂 の 成型 加工 に さか ん に 使 
われ る よう に な つた 。 高周波 ミシン 、 高 周波 ウェル ダー は 、 そ の 典型 的 な 加工 


機 で ある 。 高 周波 ミ シン は 、1948 年 に シン ガー 社 に よ つ て 発明 され た (特許 第 
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189291 号 外 数 件 ) が 、 わ が 国 で も 高周波 電極 に 、 た と えば 、 由 日 作 次 に よる 特 
許 第 197433 号 の よう な 優れ た も の が 発明 され た 。 

Gii) 高周波 誘導 加熱 
高周波 誠 導 加 圭 は 、 古 く は ほとん ど 高 周波 誘導 炉 と し て 、 金 属 の 娠 形 に 応用 
され て いた が 、1930 年 頃 に 至 つ て 、 ア メリ カ の ノー スラ ッ プ に より 、 加 類 コ イ 
自体 に 急冷 噴射 口 を 設け 、 加 熱 後 た だ ち に 急冷 液 を 噴 衝 し て 、 鋼 を 焼入れ す 
る 高周波 表面 焼 入 装置 が 発明 され た 。 以 前 は 表面 焼 入 は 次 炭 、 節 化 、 火 冶 法 に 
ょ り 行 わ て て いた が 、 高 周波 焼 入 の 発明 に よ つ て 、 焼 入 工程 に 自 働 制御 が 行え 
る よう に な り 、 刷 品 の 均一 化 、 量 産 が 可能 と な つた 。 

わが 国 で は 、 高 周波 焼 入 に 関し て は 、 前 記 ノ フー ス ラ ッ プ の 発明 を 東京 芝浦 電 
気 株 式 会 社 が 譲り 受け 、 特 許 第 11857 号 を 得 た の が 最初 で も る 。 今 次 大 戦前 ま 
で は 、 大 部 分 の 特許 が アス リカ 人 の 発明 を 東京 芝浦 電気 式 会 社 が 譲り 受け た 
も の で あつ た 。 一 方 、 戦争 中 か ら 京 都 の 応用 科学 研究 所 で は 、 独 自 に 衝 葉 高 周 
波 に よる 焼 入 の 研究 が 行わ れ 、 高 周波 熱 錬 株 式 会 社 で 実施 きれ て きた が 、 と く 
に 従来 の 火花 間隙 高周波 発生 装置 に 、 特 殊 電 気 回 路 の 附 加 、 水 准 式 火花 間隙 侍 
の 発明 考 委 (実用 新案 交 録 第 320001 号外 数 件 ) に よ つ て 、 高 能率 大 容量 で 、 
長 時 間 一 定 出 力 が 得 ら れる 焼 入 用 電源 の 完成 を 久 、 ま た 、 鉄 心 、 コ イル 間 の 間 
隙 を 25mm 以 上 と し た 火花 間隙 高 周 渋 発生 装置 用 鉄心 入 コ イル が 発明 (特許 第 
200193 号 ) され 、 装 置 は 小型 化 さ れ 、 能 率 も 良好 と な つた 。 

な お 、 わ が 国 で は 高周波 誘導 加 款 は 、 戦 争 中 の 航空 機 部 品 人 等 の 焼 入 に 実施 さ 
れ 、 そ の 下 価 を 発揮 し た が 、 ご どく 限ら れ た 方 面 に だ けし か 用 いら れ な か つた 。 
し か る に 欧米 で は 、 こ の 普及 進歩 は 目覚 まし く 、 焼 入 だ け に 留まら ず 、 焼 鈍 、 
焼 、 型 造 、 鐘 付 そ の 他 の 方 面 に も 応用 され る に 至 つ た 。 わ が 国 の 発明 考案 は 
ほとん ど 焼 入 に 関す る も る の で ある が 、 そ の 他 の 応用 と し て は 、 圧 延 の た め の 加 
熱 焼 分 、 ド リ ん の 更 造 に 原 栓 材 を 加熱 抗 曲 さ せる こと 、 バ オプ の 硬 鐘 付 に 用 い 
る 加熱 コ ィ ル 等 数 件 (に 過ぎ な い 。 焼 入 に 関す る も の と し て 、 特 許 第 175453 号 の 
杉 状 突起 体 を 有する 集 東 装 置 を 用 いる も の 、 特 許 第 195890 号 の コ ィ ル 内 に 翼 を 
有する 回 転 噴 者 子 を 設け 均一 冷却 を 行う も の 、 特 許 第 196222 号 の コイ ル バ ベネ を 
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外面 より 内 面 を 厚く 焼入れ し 疲労 限度 の 大 き な も の を 得る 方 法 、 特 許 第 205459 
号 の レー ル を その 頭 側 両 磨耗 面 を 均等 厚 さ に 焼入れ ん 、 か つ 歪 を な くす る 焼 入 装 

SS3S く の 注目 され る 発明 考案 が ある 。 

以上 述べ た よう に 、 高 周波 誘導 加熱 は 、 金属 工業 に お ける 能率 化 、 近 代 化 と 
いう 5 目的 に お いて 、 わ が 国 で は 終戦 後 と くに 進歩 発展 し 、 さ ら に 、 新 し い 分 野 
へ の 利用 が 期待 され る 。 

(6) 電気 材料 

(i) 半導体 材料 

真空 管 の 発明 以来 約 半 世 紀 に な る が 、 真 空 管 は 陰極 加 圭 を 必要 と する 点 で お 
お き な 人 欠点 が あり 、 陰 極 加熱 を 必要 と し な い 増 巾 器 は 、 電 子 工学 の お お き な 課 題 
で 、 そ れ に 計 す る 試案 が 半 つ か 提 委 さ きれ た 。 た と えば 、 磁 器 増 巾 器 ある い は 乾 
式 整 流 如 に 制御 格子 を 入れ る こと (実用 新 委 郊 録 第 170592 号 、 特 許 第 150315 
号 ) $ ゃ 試み られ た が 、 真 空 飼 より $ ぁ 特性 が 迄 か に 劣り 、 使 用 不可 能 で あつ た 。 

今 次 大 戦中 に 、 梶 渡 レ ー ダ ー 用 検波 器 と し て 、 半 導体 点 接 触 整流 器 が 交 場 し 
た が 、 こ れ に 端 を 発し 、 ア ヌメ リカ ヵ の ベル ん 研究 所 に お いて Si お よび Ge の 純粋 な 
ゃ の の 探求 と 、 単 結晶 化 の 研究 が 行わ れ た 。1948 年 に 玉 つ て 、 シ ョ ッ ク レ イ 、 
ズー デン 、 ブ プラ テイ ン の 3 名 は 、 と の よう な 半導体 が 増 巾 器 に な る こと と を 予想 
し 、 つ い に ト ラン ジス ター を 発明 し た 。 ト ラン ジス ター の 出現 に より その 性 能 

は 、 真 空 答 より 迄 か に 勝 れ た 点 が 認め られ る よう に な つた 。 

ゃ つと $ る 区 本 的 な トラ ンジ スタ ー は 、 特 許 第 181313 号 (発明 者 、ー デー ン ・ 
ブラ ティ ン ) の 点 接 触 型 、 特許 第 183600 号 (発明 者 、 シ ョ ッ ク レ ィ ) の 接合 型 
の 2 つが あり 、 と れ ら は エミ ッ タ クター (E)、 ベ ペー ス (B) お よび ュ レ クタ ー ( 〇 ) 
の 3 区 域 か ら 成 つて いる 。 そ れ ぞ れ と これら は 電流 増 巾 和 器 、 あ る い は 整流 器 と し 
て 使用 きれ 、 光 電 変 換 器 と し て も る 使用 する こと が で きる (特許 第 184288 号 、 第 
199773 号 発明 者 、 シ ャ ィ ブ )。 従来 Cu。0、Se 整流 器 に 適用 され て いた 、2 極 管 
理論 、 拡 蔽 理論 は 、 現象 の 説明 に 不満 足 の 点 が お お か つた が 、 前 記 の 研究 者 等 
は 新しい 整流 理論 を 確立 し 、 理論 的 に 可能 な トラ ンジ スタ ー を 提 条 し た 。 

この 半導体 の 主体 Ge、 Si は 高 純 度 を 必要 と し 、 か つ 導 電 型 を 決定 する n 蛋 
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不純 物 (第 5 族 元 素 )、p 型 不純 物 (第 3 族 元 素 ) を 微量 添加 し て 、 半導体 の 
電気 的 な 特性 を 変化 する も の で 、 両 不純 物 を 含有 する Ge が 、400 一 9003C の 数 
処理 に より 、n 型 か ら p 型 へ の 変換 が 可能 で ある こと (特許 第 187035 号 )、 お よ 
び 高 純度 Si に B を 添加 し て 次 豆 す れ ば 、Si ダイ オー ド を 刷 造 で を る と と (特許 
第 192261 号 、 第 192688 号 ) を スカ ッ フ 、 チ ェ ー ラ ー 等 が 明らか に し 、 ま た 、 不 
純 物 を 被 援 し た 半導体 n 型 、p 型 が 接合 され て 加 圭 され る と 、n-prn 接合 が 可 
能 な こと (特許 第 195068 号 ) を ダブ プシ ュー・ ジ ー・ ラ テン が 提案 し た 。 また 、 
わが 国 で は 半導体 主体 の 一 部 を 加熱 線 輸 で 挫 回 し 、 主体 を p 型 また は n 型 に し 
て 、 主 体 の 両端 に 直流 電圧 を 印加 し た 状態 で 、p_n 接合 を つく る 方 法 (特許 第 
197421 号 )、 あ る いせ は 不純 物 を ガス 状 に し て 准 融 し た 主体 に 拡散 させ る と と を 
数 回 繰 返 す 方 法 (特許 第 206645 号 ) が 発明 され 、GLE. 社 の と ュー レッ ト が 、 不 
純 物 を 半導体 主体 に 燕 着 し て 、prn 接合 単位 を つく る こと と を 提 委 し た (特許 第 
211738 号 )。 前 記 シ ョ ッ ク レオ の 接合 型 半 導体 は 、 理想 的 に 不純 物 が 分 布 し て 
いる 場合 を 想定 し 、 こ の 場合 、p-n 接合 の 境界 は 、graded に 不純 物 浪 度 分 布 が 
変化 する も の と 考え られ て いた 。 し か し 、 渡 辺 寧 、 西 沢 潤一 両 名 に より 、 半 導 
体 表 面 の Depletion Layer を 人 為 的 に 作り 、 表面 を 高 抵抗 領域 に すれ ば 、 系 
流 作用 が よく 、prn 接合 体 の 中 間 に 高 抵抗 傾 域 を 持た せれ ば 、 半 箇 体 変換 准 と 
し て 作用 する こと が 明らか に され (特許 第 205068 号 )、 ア ー リ ー・ シ ョ ッ ク レ 
ィ に よ つ て 実証 され た 。 こ の 高 抵抗 傾 域 は 、 半 導体 の 表面 に 高 エ ネン シギ ー 粒 子 
を 衝撃 する こと に よ つ て も る 可能 で も あり 、 オ ー ル ・ フ アン が 整流 器 あ る い は 光電 
変換 問 に 適用 する こと を 提案 し た (特許 第 204369 号 )。 

その 後 p-n 接合 や p-n-p 接合 半導体 を 合金 拡散 で 製造 する こと が 、 R.C.A. 
社 で 試み られ (特許 第 208354 号 、 第 208355 号 、 第 207612 号 )、 半 導体 表面 に 1 
合金 を 作る こと を フー ラー が 発明 し (特許 第 209109 号 )、 多 層 接 合 半導体 の 大 
量 生産 に 採用 され た 。 

また 半導体 の 主体 は 、 オ ン ゴ ッ ト か ら 任 意 の 形状 に 蔽 断 す る も る の で あ も る が 、 
次 触 し た Ge を 冷 多 媒 体 に 圧力 噴 敵 で 落下 させ 、 小型 の ゃ の を 大 量 に 作る こと 
が ノー ス に より 発明 され た (特許 第 209585 号 )。 
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pn 接合 、 オ ン ゴ ッ ト 現 法 は 、 第 4 族 の 元素 Ge、Si が 主体 で も る が 、 整流器 
に し て 、 耐 圧 を 高く と る こと は 困難 な の で 、 渡 辺 宰 博 二 は 第 4 族 元 素 に 他 の 4 
族 元素 を 1 % 以 下 添加 し た ベー ス を 主体 と し た 、 半 学 体 材料 を 提案 し (特許 第 
209001 号 )、Ge、Si 等 の 第 4 族 元 素 の 代用 品 の 第 3 族 と 第 5 族 の 結合 体 が 、 テ 
ッ チ ・ ウ エル ケル に よ つ て 発明 され 、 種 々 の トラ ンジ ュ スター 材料 と し て 反 装 を 
呼ん え で いる 。 

( せ ) 磁性 材料 

1930 年 頃 か ら 、 わ が 国 に お いて 、 加 藤 与 五郎 、 武 井 武 両 名 に より 研究 され て 
いた ラテ ラオ イト は 、T.D.K. オ キサ イド ュ コアー、OP マ グ ネ ッ ト と し て 広く 普 
し 、 高 導 磁 材料 、 永 久 磁 石材 料 と し て 世界 的 に 名 声 を 苔 す る と ころ と な つた 。 
し か し 、 こ れ ら の 磁気 の 本 質 に つい て は いま だ 究明 され て いな い 点 が お お か つ 
た 。 その後 、 戦 時 中 か ら 、 オ ラン ダ 、 ア メリ カ ヵ に お いて 、 こ と これら の 物理 的 な 特 
性 の 先 明 が な され 、 と くに 1948 年 に フラ ラン ス の ネー ルル に より 理論 的 体系 が 明確 
化 さ れ て 、 急 速 に 発展 し 、 わ が 国 で も 数 お お く の 発 明 が な され た 。 

( イ ) 酸化 金属 磁石 

初期 の 酸化 金属 磁石 は 、 結 晶 的 に は 立方 曲 系 で 、 酸 化 第 二 鉄 と 酸化 = ミル 
ト 、 あ る い は 酸化 第 二 鉄 、 酸 化 ミ コバルト 、 酸 化 ニ ッ ケ ル を 主 成分 と する 固 浴 体 
で あぁ り (特許 第 110822 号 )、 こ れ ら に 他 の 副 成 分 (酸化 銅 、 酸 化 亜 負 、 酸 化 カ ド 
ミウ >、 酸 化 ス トロ ンチ ウタ ょ >、 酸 化 マ グ ネ シッ ウ ょ > 等 ) を 添加 し 、 磁 気 的 特性 を 
改良 し た も の (特許 第 110822 号 ) 等 か ある 。 これ ら は 、 著 明 な OP マ グ ネ ッ ト 
で ぁ り 、 特 性 は 残留 磁気 Br) 3, 000 て 5, 000 が タス 、 保 磁力 (Hc) 400 て 600 エ 
シス テッ ド を 有する も の で 、 一 般 的 な 磁石 鋼 に 比較 し て 比重 は 3.7 で きわ め て 
小さ い 。 し か し 、 と れ ら の OP マ グ ネ ッ ト は 、 コ バル ケト 、 ニ タケ シル を 使用 する 
キュ ー ビ ッ ク フ ェ ラオ イト で ある が 、 オ ラン ダ の ゴー ター は 、 最 近 ア ルカ ヵ リ 土 類 
金属 を 主 成分 と する 、 マ グ ネ ブラ ンズ イト 構造 の 永久 磁石 を 発見 し た 。 と これが 
特許 第 205660 号 で ある 。 と この 特徴 は 、 コ バルト 、 ニ ッ ケ ル を 使用 し な い 点 と 、 
Hc が OP マ < マグネット に 比べ て お お きい 点 で も る 。 と れ は フエ ロク ス デ ュ ア ー と 
し て 商品 化 さ れ た も の で 、 こ れ に 関す る も る の と し て は 、 特 許 第 210007 号 (フィ 
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リッ プラ 社 ) お よび 特許 第 210482 号 (東京 芝浦 電気 株 式 会 社 ) が ある 。 前 者 は 
携 造 法 で も り 、 後 者 は 副 成 分 と し て 笑 土 類 元 素 を 添加 し た も る の で ある 。 また 、 
副 成 分 と し て 酸化 チタ ン 、 酸 化 ア アミ ニュ ー ょ 、 酸 化 ク ロー ょ 等 を 添加 し た も 
の と し て 、 特 許 第 211500 号 (岡村 俊 交 ) も ある 。 

( 口 ) 磁 芯 材料 

加藤 与 一 郎 、 武 電 武 両 名 の 発明 の 磁 芯 材料 は 、 酸 化 第 三 鉄 と 元素 週 期 律 表 第 
1 族 、 お よび 第 2 族 を 加 圧 成形 後 焼 結 し た も の で あぁ あつ て 、( 特 許 第 98844 号 ) と 
れ が T.D.K. オ キサ オド ュ ア ー て ある 。 し か し 、 こ の 磁 臣 は 、 高周波 だ 対し て 
余り 良好 な 材料 で は な い 。 ス ネー ク が 、 戦 時 中 複合 フェラ イト の 問 処 理 温度 と 
損失 件 数 tan 2 と の 関係 に 着目 し て 研究 を は じ め 、 高 周波 に 対し て 優秀 な 磁 芯 
材料 を 発明 し た (特許 第 184830 号 )。 こ れ は 、 フ ェ ロ クス キュ ー ブ と し て 商品 
化 き れ て いる が 、Cu-Zn 系 、 Mg-Zn 系 、 Ni-Zn 系 ラ ェ ライ ト で ある 。 し か し 
て 、 ネ ー ル が フェ リー マグ ネ テ デズ と の 分 野 を 開拓 し 、 フ ェ ラ イト の 磁 握 の 本 質 を 
明らか に し て か ら 急 速 に 発展 し 、 わ が 国 で は 岡村 俊彦 、 下 飯坂 潤 三 、 烏 塚 賀 治 
等 に より 、 さ ら に 複合 フ ニ テラ イト の 組成 と 磁気 特性 の 関係 が 明確 に され 、 ま た 
学術 的 に も 多大 の 尋 味 を 引い た ニッ ケル フェラ イト 、 マ ン ガ ン フ ェ ラ イト 等 
の 、 キ ュ リ ー 点 以外 の 磁気 変 能 点 が 発見 され 、 複 合 フ ェ ラ オト の 製法 に 適用 き 
れ た (特許 第 200407 号 、 第 200408 号 、 第 200997 号 )。 さ ら に Mn-Zn 系 フェ ラ ィ 
ト の 舞 法 お よび その 組成 和 囲 が 、 こ れ ら の 研究 者 に より 明らか に され た (特許 第 
207718 号 、 第 207719 号 、 第 210252 号 )。 フェ ライ ト の 磁気 は 、 2 価 の 金属 パオ 
ン に より 大 体 決 定 さ れる が 、 こ の 2 価 の 金属 ハオ ン を 1 価 の 金属 と 3 価 の 金属 
で 置換 し て も 、 や は り 磁 気 的 な 性 質 を 持つ て お り 、 こ れ を 適用 し た 一 例 が リィ 
チ ウ ムラ フェ ライ ト で ある 。 これ に 反 磁 性 体 を 添加 し て も 高 導 磁 率 酸化 物 が 得 ら 
れる (特許 第 205480 号 発明 者 、 ス ネー ク )。 

さら に 、 磁 記 材 料 の と ステ レシ スル ー プ を 角 型 に すれ ば 、 特 殊 用 途 の 磁 記 と 

し て 有効 で も る 。 普 通 の 磁 芯 が 固形 スチ レン ボリ エス テル 樹脂 等 の 収縮 性 絶 
材料 中 に 埋 込 ま れる と 、 ほ 人 ほ 邊 形 の と ステ レシ スル アープ ブ を 有する 磁 心 が 得 ら れ 
る (特許 第 205996 号 発明 者 、 ハ ウエ ル ・ ジ ャ ッ ク ソ ン ・ ウ ゥ ウィ リア ょ >)。 こ の 角形 と 
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ヌメ テレ シス シー プ を 有する 材料 は 、 マ ン ガ ン フ ェ ラ イト に 酸化 マグ ネ シ ッ ウム 、 
酸化 マン ガン 、 マ グ ネ シウム フェ ラオ イト 、 沙 化 マ グ ネ シッ ウ ょ を 添加 し て も 得る 
こと が で きる [特許 第 209337 号 発明 者 アイ マー・ ジ ョ セラフ ・ー グ イィ (RCA)]。 

以上 述べ た フェラ イト は 、 磁 記 に 適用 され る も の で ある が 、 フ ェ ラ イト は 超 
高周波 の 範囲 で は 、 あ る 適当 の 磁場 の 存在 の も と で 、 平 面 電 磁 波 の 偏 波面 を あ 
る 角度 だ け 加 テ 転 する (特許 第 208329 号 発明 者 、 ホ ー ガ が ガン)。 と の フェ ライ ト は 王 
と し て Ni-Zn 系 で も る が 、 挿 入 損 が すく な く 、 し か も る 到 磁 場 で 電波 を 転 する 
材料 、 す な わ ち て マグネシウム フェ ライ ト に だ 稀 土 類 元 素 を 添加 する も の (特許 第 
209990 号 発明 者 、 栗 原 和 信 ) が 提 和 案 きれ た 。 

Gi) 電線 、 ケ ー ブ ル 

欧米 に お ける 電信 機 の 発達 と と も に 、 わ が 国 に お いて も 、 明 治 2 年 東京 横浜 
問 に 電信 線路 が 完成 し 、 そ れ に 伴 つ て より 完全 な 絶縁 被 器 電線 の 研究 が 重ね ら 
れ 、 山 田 与 モ の プ ァ 被 杉 線 (特許 第 1682 号 ) や 、 ゴ ょ 線 の 代用 と し て 欠 山 方 面 に 
お お く 用 いら れ た 秩父 定 治 の 特許 第 9154 号 「 秩 父 線 」、 沖 牙 太郎 の 特許 第 22100 
号 「 漆 塗 線 」 等 が 見 られ る よう に な つた 。 その後 、 自 熱電 灯 が 普及 する よう に な 
つて か ら 高 度 の 絶縁 性 を 持つ た 電 カ ケー ブル が 要求 され 、 ま た 電信 電話 の 普及 
と 長 距 離 化 に し た が つて 、 こ とれ ら の 通信 ケー ブル も 、 そ の 発達 を うな が され た 。 

電 カ ケー ブル で は 、 絶 縁 を どの よう に し て 完全 に する か に つい て 欧米 で は 早 
く か らら 研究 が 重ね られ て 来 た が 、1880 年 ジー メン ス 、 ハ ムル スケ 両 名 に よ つ て 、 
真空 意 杏 に よる ケー ブル の 現 造 が 行わ れ た の で ある 。1893 年 アタ メリカ で 、 ゞ ジ 
ン 油 浸 紙 絶縁 負 補 ケ ー ブ ル が 作ら れ た が 、1898 年 オ コ タ リー の エマ ヌ エ テリ ・ ョ ー 
ナ に よ つ て 、 了 段 絶縁 の 理論 が 唱え られ 、 1913 年 に 至り へ と ステ ッ タ ー に よ つ 
て 、 陸 型 ケ ー ブ ル が 発明 され (特許 第 39881 号 )、 以 後 SL 型 、HSL 型 、SO 型 、 
HSO 型 等 の 各種 の ケー ブル が 考え 出さ れる に 玉 つ た 。 や が て 、1917 年 に は 、 
オタ リー の ルイ ジ ・ エ マヌ テリ に よ つ て 、O.F. ケ ー ブ ル の 発明 が 完成 され 、 とこ 
と 現在 の 特別 高圧 ケー ブル の 区 確 が 築 か れ た の で ある 。 

その 後 と れ ら の 欧 確 に た つて 、 高 電圧 に 耐え 得る よう な ケー ブル の 面 に お い 
て も その 研究 は し だ い に 活 溢 と な り 、1932 年 に お いて は 、 特 許 第 107603 号 の よ 
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うな ガス 和信 ケ ー ブ ル が 、 シー・ ゼ イ ・ ビ ー プ ァ ー に よ つ て 発明 され 、 また 、 特 
許 第 101687 号 の よう な ガラ 含浸 ケー プル が 、 オギ リス の アー ルケ ・ ジ ー・ ブ ラジ 
ア と ダブ プリ ュー・ ピ ビー・ フ ュー ラー と に よ つ て 、 ま た 、 特 許 第 119065 号 の ガス 
クッ ショ ング ケー デブ ル が 、 ビ ピー・ ダ ン シ ー ス に よ つ て それ ぞ れ 発明 され た だ た 。 さら 
(に 、 へ モス テッ ター の 発明 に よる 特許 第 99040 号 の 圧力 ケー ブル 、 ま た オイ 
スタ ティ ッ ク ケ ー ブ ル 等 が 現われ 、 よ う や く 多 種 多様 の 高 電 圧 ケー ブル が 出 
た 。 と の よう た な より 高 電 圧 に 耐え る 研究 は 絶縁 面 だ な け で な く 、 導 体面 に つい て 
も 行わ れ 、 中 空 導体 、 分 割 導体 、 圧 縮 導 体 が 造ら れ 、 さ ら に 、 平 型 ケ ー プ ル も 
現われ る よう に な つた だ た 。 

通信 ケー ブル は 、 タ ー ル や ピッ チ を 浸し た 紙 布 で 絶 革 し た り 、 あ る い は ガタ 
ペー チマ ャ で 被覆 し た り し て いた 初期 か ら 、 や が て 、 綿 糸 = ュ ル デ ル の 上 に 紙 を 巻 
き 、 あ る い は 緩く 紙 を 巻い て 、 空 際 を 大 きく し て キャ バシ テイ を で きる だ け 小 
さく し た も の が で き 、 さ ら に 量 型 クワ ッ ド が 考え 出さ れ 、 ま た 1903 年 に は デイ 
ゼル ホル シス ト と ユール チン と に よ つ て D.M. クワ ッ ド が 完成 され て 、 通 信綱 の 発 
達 と と も に 通信 ケー ブル も 次第 に 発達 し た 。1910 年 ビ 。 ど ン が 装 符 線 輪 を 考 
え 、 さ ら に 、 ペ パー マロ イオ 、 ミ ュー メタ ル 等 の 磁性 材料 に よ つ て 、 連 続 装荷 が 可 
能 と な つて 、 和 蛋 信 ケ ー ブ ル が 現われ 、 ま た 、 わ が 国 独特 の 無 装 荷 搬 送 ケ ー プ ル 
が 出現 し た 。 通信 網 が 複雑 を きわ め ある と と も に 、 使 用 周 小数 も 増加 し 、 同 軸 ケ 
ー ブ ル の 出現 と な り 、 昭 和 10 年 に は 、 牧 実 が 特許 第 112693 号 を 得 、 各 種 の 型 の 
同軸 ケー ブル が 作ら れ た 。 ま た 、 材 料 の 進歩 に と も な い 、 ボ リエ チレ ン の よう 5 
な 高周波 特性 の 優れ た も の が 現われ て 、 心 線 被 路 材料 と し て 頭角 を 現 わ し 、 ま 
た 、 鈴 被 に か わる も の と し て 、 ア シミ シー ス や アル ペ ス ケ ー ブ グ 、 ス タル ベス 
ケー ブル 等 が で きた 。 な お 、 近 年 に お いで て は 、 ケ ー ブ プル 内 に ガス を 前 入 し て 、 
通信 路 の 保守 を し よう と する 研究 も 数 お お く 、 ま た 、 使 用 周 小数 の 増加 に よ ょ つ 
て 、 電 磁 波 伝送 用 の ケー ブル と し て 積層 導体 が 現われ た 。 

GY) 抵抗 材料 

抵抗 材料 と し て は 、 炭 素質 を 主 成分 と する 非 金 属 抵抗 材料 と 、 金 属 酸化 物 を 
主体 と する 負 性 抵抗 材料 と が ある 。 炭素 を 主 成分 と する ゃ の に つい て は 、 陶 土 
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筐 の 結合 剤 と 食塩 、 フ ー タ 灰 釜 と を 混入 し て 焼成 する も の と 、 レ ジン 来 縮合 物 
を 混入 する も の と が ある が 、 い ずれ も 1930 年 頃 か らし だ い に 研 究 改 良 が 加え ら 
れ 、 通 信 松 の 発達 と と も に 洋次 小型 化し つつ ある (特許 第 143003 号 、 第 146408 
号 、 第 147491 号 侍 )。 つ ぎ に 、 負 性 抵抗 体 は 抵 温 度 特性 が 負 の 特性 で あり 、 
1936 年 頃 の 初期 の も る の は 、 四 三 酸化 鉄 を 主 成分 と する も の (特許 第 124465 号 シ 
ー メ ンズ 社 ) で も つた が 、 そ の 後 竹 々 の 金属 酸化 物 が 使用 され る よう に な り 、 
1939 年 に は 東京 芝浦 電気 株 式 会 社 で 酸化 チタ ン を 使用 する も の (特許 第 142225 
号 、 第 138945 号 ) が 提 委 さ れ 、 さ ら に 酸化 ター> を 酸化 鉄 で 置換 し 、 酸 化 銅 
と の 結合 体 を 作る も の (特許 第 143321 号 )、 あ る い は 酸化 チタ ン と 酔 化 欠 と より 
な る 負 性 抵抗 体 が 発明 され る に 至 つ た (特許 第 144549 号 )。 その頃 、 ア スリ カ で 
は 、 酸 化 マ ン ガ ン 、 酸 化 コ バル ト 、 あ る い は 酸化 マン ガル 、 酸 化 第 二 鉄 より な 
る 負 性 抵抗 体 が 発明 され た (特許 第 145897 号 、 発 明 者 リ チ ー ド ・ オ ー プ ブ ィ スラ ・ 
グリ ステ シル 、TI.SE. 社 )。 こ の 抵抗 体 は 、 み サー ミス ター と 呼ば れる 抵抗 体 と し て 使 
用 され 、 わ が 国 に お いて も 戦後 に は 優秀 な 発明 が うま れ て いる 。 す な わ ち Mm- 
Co-Ni 系 、Mn-Co-Al 系 等 の 種々 の 研究 成果 が 生れ 、 川口 に より 組成 僅 に つい 
て 詳し い 研究 が な され た (特許 第 197422 号 、 第 191606 号 )。 ま た 、 日 立 製作 所 、 
東京 乏 浦 電 気 に お いて 、 材 料 お よび サー ミス ター の 研究 が なさ れ 、Mn-Co-Ni 
系 も あるいは Mn-Co 系 の 改良 が な され た (特許 第 202479 号 、 第 202633 号 、 第 
210483 号 ) 。 

これ ら の 材料 は 、 ど ー ド 状 半導体 素子 を 有する 直 熱 型 、 傍 熱 型 の サーミ スタ 
ー 素 子 に 構成 され 、 通 信 機 の 自動 利得 調整 回 路 を は じ め 、 測 定 器 、 継 電器 回 路 
に 広く 実用 化 さ れる よう に な つた 。 

VII 原動機 、 産 業 機械 

(1) 蒸 汽 冬 、 原 動機 

Gi) 蒸 汽 供 

泡 缶 に 関す る 邦人 の 発明 は 、 明 治 な か ば より は じ ま り 、 ラ ンカ シャ ー お よび 
ュ ル ニッ シュ 型 の 向 が お お く 製 造 、 使 用 きれ て いた が 、 胃 治 30 年 、 宮 原 二 郎 
は 、 水 管 式 泊 缶 を 発明 し て 特許 第 3014 号 を 得 た 。 同 人 は その 後 も と れ に 改良 を : 
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重ね て 、 特 許 第 3365 号 外 数 件 の 特許 を 得 た が 、 缶 水 の 循環 が 確実 で 、 修 理 反 除 
易 な この 葉 缶 は 、 海 軍 工 威 で きか ん に 製造 され 、 和 軍艦 、 商 給 な ど に 多数 採 
用 され 、 ま た 陸上 で も 発電 所 用 と し て 据付 けら れ お お い に そ の 名 声 を 博 し た 。 
この 外 、 海 軍艦 政 本 部 の 発明 設計 に な る 「 艦 政 本 部 式 向 」 も 製作 使用 され 、 
また 池田 三代 吉 の 特許 第 6264 号 「 水 管 式 塊 向 」、 鈴 木藤 三郎 の 特許 第 8664 号 「 直 
立 水管 式 激 向 」、 鈴 木 都 賀 三郎 の 「 水 管 泊 向 」 人 等 も そ れ ぞ れ 現 作 使用 され た 。 
大 正 年 代 に 入り 、 田 態 常 理 は 、 水 管 式 交 缶 の 汽水 胴 中 に 受 水 器 を 特設 し て 、 和 哲 
水循環 を お お い に 促 進 さ きせ る 、 い わ ゆ る 「 田 態 式 激 向 」 を 発明 し 、 特 許 第 28173 
号 (大 正 4 年 ) を 得 た 。 こ の 交 向 は 、 そ の 後 泊 車 製造 株 式 会 社 の 製作 する と こと 
ろ と な り 、 国 産 汽 向 と し て 世界 的 に 、 そ の 名 声 を 高め る に 至り 、 東 洋 ざ プ コ ッ 
ク 祉 の ヾ デュ ッ ク 式 汽 向 と 対抗 競争 する よう に な つた 。 し か し 、 と の 年 代 に お 
いて 使用 され た 水管 式 汽 向 は 、 外 国 製 の も ゃ の が 依然 と し て 圧倒 的 に 多 か つ た 。 
また 、 区 知 燃 焼 装 置 の 方 面 で は 、 と の 年 代 の は じ め に 、 ア メリ カ ヵ よ り 後 粉炭 燃 
焼 装置 が 輸入 され 、 潤 次 普及 され た が 、 大 正 12 年 に 、 日 本 電力 会 社 が 尼崎 発 
電 所 に お いて 、「g ペ パル ュ 」 式 を 大 容量 激 向 に 使用 し て 、 良 好 な 成 精 を あげ た 。 
昭和 年 代 に 入 つ て 、 高 圧 水 管 式 激 向 に 関す る 発明 が 非常 に 増加 し 、 外 国人 の 発 
明 に 伯 し て 邦人 の も の も 数 お お く 現 われ た 。 池田 三代 吉 の 特許 第 101915 号 、 藤 
伊 租 の 特許 第 105109 号 、 辻 元 徳 三 の 特許 第 105535 号 、 田 中 安治 郎 の 特許 第 130004 
号 人 等 は 、 い ずれ も 、 こ の 型式 の 交 和 缶 の 改良 に 関す る もぉ る の で ある 。 ま た わが 国 に 
お ける 代表 的 汽 缶 製造 会 社 は 、 そ れ ぞ れ 外 国 の 製造 会 社 と 技術 提携 を 行い 、 
ある い は 外国 の 代表 的 汽 缶 に 独自 の 考案 を 加え 、 お お い に 二 界 に 活躍 する に 至 
つた 。 す な わ ち 、 三 券 長崎 造船 所 は 、 ド イツ タ の デュ メ 会 社 の 、 ガ ル ベ 拓 の 携 作 
権 を 買 入 れん て これ を 改良 し 、 昭 和 2 年 以降 、 三 菱 ガ シベ 水管 向 を 製作 し 、 昌 立 
製作 所 は 、 オ ギリ スヤ ュー 会 社 の ヤー 抽 の 製作 販売 権 を 獲得 し て 、 こ れ に 独 
特 な 技術 的 改良 を 施し て 、 昭 和 4 年 以来 、 日 立 マ ロー 缶 を 製作 し 、 三菱 神戸 造 
船 所 は 、 バ ブ ュ ッ ク 抽 に 独自 の 考 染 を 施し て 、 昭 和 3 年 以降 三菱 モク ショ ナル 
向 を 規 造 し た 。 こ れ ら の 志向 の 最高 の も る の は 、 昭 和 7 年 に お いて 茜 吉 圧力 35 
kg/cm*、 蒸 交 温 度 450C 級 の 高温 高圧 移 告 で も り 、 全 国 各 地 の 発 電 所 等 に 多 融 納 
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入 さ れ た 。 こ の 年 代 に お ける 各 製 造 会 社 の 有する 代表 的 発明 を 列挙 する と 、 つ 
ぎの よう で ある 。 三菱 造 始 の 特許 第 75767 号 (昭和 3 年 、 発 明 者 テフラ ・ ロ ッ ホ ) 
「 ダ ガル 汽 向 」、 特 許 第 97867 号 (昭和 7 年 、 発 明 者 長谷 川 規 針 )「 テ チェ ング レー 
トス トー ネー の 改良 」、 日 立 製作 所 の 特許 第 95981 号 (昭和 7 年 、 発 明 者 大 村 洋 
三 )「 チ ェ ン グレ ー ト スト ーー」、 東 洋 ブ コッ ク の 特許 第 98160 号 (昭和 7 年 
郵 明 者 、 チ ャ ー ル シズ ・ ラ イス ・ チ ャ ン )「 恭 交 移 缶 の 改良 」、 ハロルド 、 エ ドガ 
ー、 ャ ュー 社 の 特許 第 83559 号 (昭和 4 年 )、 お よび バブ プ ュ コッ ク ・ ア ンド ・ ウ オ 


ア ュ ッ ク 社 の 特許 第 86786 号 (昭和 5 年 ) 「 ペ ー レ ー ブ ュ ッ 特許 第 92519 号 


グ クコ 
(昭和 6 年 )「 テ チェ ング レー トス トー カー 用 持 緒 手段 」 等 で も る 。 こ の ペー ン 
ー ブ プッ ク に つい て は 、 こ の 外 、 数 件 の 発明 が ある が 、 こ と れ は 後 粉炭 燃焼 方 式 
と と も に だ 利用 され 、 は じ め 尼 ヶ 崎 発電 所 用 と し て 最初 に 採用 され 、 そ の 後 も る 
告 用 水冷 貞 と し て 、 お お い に 実 施さ れ た 重要 な 発明 で も る 。 こ の 外 、 特 殊 な 形 
式 と し て 注目 すべ きも の に 、 逆 送 方 式 の 火 格子 を 用 いる ヨハ ネス ・ ョ ヨセフ ・ マ 
チン の 特許 第 96478 号 「 マ ルチン 式 ス トー カー」 が ある 。 第 2 次 世界 大 戦 勤 発 
の 頃 よ り 、 国 内 産業 の 戦時 能勢 へ の 転換 は し だ い に 匠 缶 工 業界 に 資材 難 を 来 た 
し 、 ま た 、 燃 料 事情 の 刀 迫 $ お これ に 加わ り 、 そ の 製作 は し だ い に 困 難 の 度 を 増 
し て きた 。 と この 間 の 事情 は 発明 、 考 委 に も 反 吹 され 、 前 述 の 国内 製造 会 社 か ら 
の 用 願 は 、 潤 次 減少 の 道 を 辿 つ た 。 

この 年 代 に お ける 発明 考案 と し て は 、 三 凌 神 戸 造 船 所 で 、 尼 ケ 崎 第 二 発 電 所 
に 実施 し た 、 真島 清 の 考案 に な る 、 実 用 新案 交 録 第 306634 号 の 「 微 粉炭 バーナ 
ー」、 お よび 状 車 会 社 が チェ ング レー トス ト カー で 、 低 品位 炭 を 有効 燃焼 き 
せる た め 実 施し た クレ ー マ ー ミ メル 方 式 、 二 層 給 炭 方 式 、 お よび 二 段 給 炭 方 式 が 
ある 。 と くに 、 同 社 の 外川 三 四 一 の 発明 し た 特許 第 151650 号 「 二 段 給 炭 法 」、 お 
よび 外 数 件 の 実用 新案 は 、 各 所 の 物 向 に 利用 され 、 燃 料 経済 に お お い に 役 立つ 
た 。 し か し 、 と の 年 代 に お ける 外国 製造 会 社 か ら の 出願 は ひき つづ いて 継続 き 
れ 、 ズ ブ ュ ッ ク 社 か ら 特 許 第 138728 号 (昭和 15 年 )、 特 許 第 139326 号 (昭和 15 
年 )、 特 許 第 144212 号 (昭和 16 年 ) 等 の 高圧 移 缶 の 発明 、 お よび 、 ラモン ト ケ 
ッ キ ル 社 の 特許 第 158134 号 (昭和 18 年 )、 特 許 第 166059 号 (昭和 19 年 )「 強 制 
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循環 激 向 」 の 発明 が ある 。 昭 和 20 年 に 終戦 を 迎え た が 、 わ が 国 は 巨大 な 石炭 資 
源 地 を 天 失 し 、 本 土 の 炭 破 の 荒 庭 も その 極 に 達し た 。 戦後 、 政 府 は お お い に 熱 
管理 の 重要 性 を 強調 する こと と な り 、 粗 悪 炭 の 有効 利用 の た め 、 発 電 所 用 、 工 
場 動 力 用 等 の 穫 向 の 燃焼 装置 の 改良 を さか ん に し た が 、 前 述 の 車 会 社 の 三 層 
給 炭 方 式 、 二 段 給 炭 方 式 、 チ ェ ン グレ ー ト スト ー カ ター へ の クレ ー マ ー ミ シル 俳 用 
方 式 、 マ ルチン 火 格子 利用 方 式 等 を は じ め と し て 、 燃 焼 ダ スー 部 再 循環 方 式 、 
半 前 炉 設 置 方 式 、 強 圧 通 風 に よる 厚 左 方 式 人 等 が 、 各 形式 の 六 向 に 応じ て 工夫 改 
良さ れ 、 お お い に 数 経済 に 次 する と ころ が あつ た 。 や が て 国力 は 著 々 と 條 復 し 、 
さら に 和 電源 開発 の 強調 と 相 師 つて 、 わ が 国 は 、 諸 外国 の 物 缶 製造 会 社 が ふた た 
び 注 目 す る と ころ と な つた 。 と こと に お いて 、 国 内 の 現 造 会 社 は 、10 数 年 に わた 
る 技術 的 空自 を 埋め る た め 、 懸 命 の 研究 を 再開 する と と も に 、 外 国 の 製造 会 社 
と 技術 提 携 を する に 至 つた 。 す な わ ち 、 三菱 長崎 造船 所 お よび 三菱 神戸 造 般 所 
は 、 コ ン バ ッ ショ ン ・ エ ンジ ニャ リン グ 社 と 提携 し た が 、 な か で も 神戸 造 絡 所 
の 設計 製作 に な る 九州 電力 築上 発電 所 、 東 京 電力 鈴 見 第 二 発 電 所 用 区 告 は 、 蒸 
泡 圧 力 65 kg/cm' を 超え 、 恭 汽 温 度 4865C に 達する 高温 高圧 の 純 幅 英 型 汽 向 で 
あり 、 こ れ に は コン バッ ショ ン 社 の も つ 特 許 第 185544 号 「 過 熟 藻 泡 の 温度 を 調 
整 す る 方 法 」、 お よび 実用 新 筆 次 録 第 399007 号 「 燕 泡 発 生 装 置 」 の 、 チ シ チン 
グー ナー 方 式 に よる 閑 汽 過 雪 度 調整 方 式 が 採用 され て お り 、 低 負荷 に お ける 
原 動 所 の 著 効 率 を 高く 維持 し 、 ま た 高 負荷 時 の 菩 汽 温度 を 成 格 に 保持 し て 、 高 
混 部 材料 の 安定 が は か られ た 。 ま た 、 日 立 製作 所 は バブ ュ ッ ク 社 と 提携 し 、 
海道 電力 砂川 発電 所 等 の 高圧 高温 幅 射 缶 を 製作 し て いる が 、 バ バブ ュ ッ ク 社 の ゃ 
つ 代 夷 的 発明 に は 、 特 許 第 196818 号 「 サ イク ロン バー ナー」、 特 許 第 197331 号 
「 微 粉炭 燃焼 装置 」、 お よび 特許 第 205773 号 「 束 交換 器 壁 に 関す る 改良 」 が あ 
る 。 こ の うち 、 特 許 第 196818 号 は 、 い まだ 、 国 内 で は 実施 され て いな い が 、 こ 
れ は サイ オク ロン ファ ー ネ ス で 、 石 炭 中 の 灰分 を 、 燃 焼 時 に 深 融 状態 で 除去 する 
こと を 特徴 と し 、 ア メリ カ で は すでに 相当 に 利用 きれ 、 き ね わ め て 良好 な 運転 成 
績 を あげ て いる も の で ある 。 ま た 、 特 許 第 205773 号 は 、 従 来 の ペー レー 呆 と 異 
り 、 四 釣 型 汽 缶 に 適し た 水冷 壁 の 発明 に 関す る も る の で も ふる 。 き さら に 、 横 山 工業 
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は 、 フ ァ ウ メー ベー 社 と 技術 提携 し スラ グ タ ッ プ 汽 向 を 、 三 菱 横浜 造 各 所 は 船 
用 、 陸 用 の 小型 水冷 壁 丈 向 の 製作 を 開始 し た 。 こ の よう な 各 製 造 者 の 行き 方 に 
対し 、 交 車 会 社 は 独自 の 設計 に も と づい て 、 わ が 国 で は じ め て の 高圧 高温 の 単 
管 式 強制 貢 流 向 の 設計 に 着手 し た が 、 こ れ に 関す る 発明 と し て は 、 田 賀 喜 一 
の 特許 第 197742 号 「 強 制 吐 流 式 汽 向 の 蒸 泊 昌 き 度 調 整 装置 」、 杉 本 信夫 の 特許 
第 202894 号 「 単 管 式 坊 向 の 定 速 度 電 動機 に よる 袖 機 駆動 装置 」 外 数 件 が ある 。 
そし て 燕 吉 圧 力 100 kg/cm*、 菩 泊 温度 5007C に お よぶ も の も る 下 作 きれ て お り 、 
各種 工業 用 交 向 と し て 策 要 が お お く な つて きた 。 

(G) 原 動 機 

専売 特許 条例 が 施行 きれ た 明治 18 年 (1885 年 ) 当時 は 、 ワ ッ ト の 発明 以来 
100 年 余 を 経て 、 ほ と ん と ど 完 成 の 域 に 達し て い た 第 復 蒸 汽 機関 の 最盛 埼 に あ た 
る 。 し じ か じ し 、 茨 区 ター ビン に つい て は 、 オ イギリス の ペー ソン ラス 等 に より 、 ま だ た 
ガッ リン 機関 は ドイ タ の オッ トー・ ダ イ ょ ラー、 等 に より それ ぞ れ 試作 研究 の 
段階 に あり 、 ジ ー ぞ ゼル 機関 が 発明 され た の は さら に 遅れ て 1893 年 (明治 26 年 ) 
頃 で あつ た 。 し た が つて 、 わ が 国 が 第 一 に 採り 入れ て 、 日 赴 戦 名 項 まで 使用 し 
て いた の は 蒸 需 機関 で も や る 。 と ころ が 、 火 力 発電 所 用 機関 と し て の 蒸 泡 タ ー ビ 
ン の 研究 に 、 し だ い に だ 成果 を 収め て いた バー ッ ン ニス は 、1897 年 (明治 30 年 ) に 
ター ビ ど ナ 号 と いう 、 小 さい ター ビン 般 を 玩 造 し 、34 ノ フッ ト の 遠 力 を 出し 、 お お 
い に 注 目 を 引く に 至 つ た 。 当 時 は 、 最 優秀 の 駆逐 艦 で も 27 ノ フッ ト で あつ た の で 、 
医 用 と し て も ター ビン の 真価 が 認め られ 、 イ ギリ ス で は 、 各 種 軍 艦 に 取付 け で 
試験 を は じ め た が 、1905 年 (明治 38 年 ) に 正式 に 軍艦 用 と し て 採用 され た 。 わ 
が 国 の 海軍 で は 、 宮 原 機関 総監 の 大 英断 に より 、 オ イギリス と 時 を 同じ くし て 、 
同年 主力 艦 用 主機 と し て ター ビン を 採用 し た 。 当 時 の わが 国 の 技術 水準 か ら 委 
れ ば 、 欧 覚 者 の 意気 と オ 能 は ま と と に 党 護 に 値 い する 。 

明治 20 年 頃 に 一 部 の 内 燃 機 関 が 伝 来 し 、 明 治 23 年 に は 、 池 内 鉄 工 所 等 で 小型 
機関 の 製造 が は じ ま つ て いた よう で ある が 、 い まだ 内 燃 機関 工業 の 確立 と いう 
に は 程 剖 い 有 様 で も つた 。 

明治 時 代 か ら 第 1 次 大 戦 頃 まで は 、 原 動機 に 関す る 特許 は 外国 人 出願 の ゃ の 
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が ほとん ど で あ り 、 日 本 人 独自 の 発明 に な る も の は 、 ま と と に 僅少 で あつ た 。 

原動機 に 関す る 日 本 人 の 発明 で は 、 和 杉山 徳 三郎 の 訴 機 (特許 第 3352 号 ) が 最 
初 で も つて 、 胃 治 39 年 に はじめて 、 履 田 栄 大 郎 の 牧田 式 石 油 発 動機 (特許 第 
10944 号 ) 備 の 、 内 燃 機 関 の 特許 が 現われ て いる 。 胃 治 末期 まで に 、 花 才 後 関 、 
内 燃 機関 と も それ ぞ れ 数 件 だ ある に すぎ な い 。 

第 1 次 大 戦後 に は 、 わ が 国 の 産業 が いち じ る し く < 発展 し 、 蒸 喜 機 関 全 盛 時 代 
は 去り 、 大 型 六 用 機関 、 あ る い は 火力 発電 所 用 と し て の 、 蒸 坦 タ ー ビ ン や ジー 
ぞ ル 機関 の 製作 使用 も さか ん に な り 、 工 用 、 漁 船用 と し て 焼 玉 機 関 、 石 油 機 
関 、 小 型 ジ ー ゼ ル 機 関 も 実用 化し て きた 。 

燕 汽 ター ビン は 、 ツ = ェ リー 式 、 ユ ング エト ロー と 式 、 パ ーッ ラテ 式 等 の 、 外 国 
の 完成 し た 機関 を その まま 使用 し た の で 、 わ が 国 独自 の 根本 的 な 発明 は 見 当ら 
な い 。 大 正 か ら 昭 和 10 年 頃 ま で に 、 海 軍 の 所 有する 技 本 式 タ ー ビ ン (特許 第 
35801 号 )、 艦 本 式 タ ー ビ ン (特許 第 28336 号 )、 タ ー ビ ン 環 (特許 第 50023 号 ) 
等 が あり 、 民 間 で は 、 石 川島 造 般 所 、 お よび 三菱 造船 の 両社 が 調整 装置 な ど に 
それ ぞ れ 10 数 件 の 特許 を 得 た の が 目立つ 程度 で も つて 、 い ずれ も ゃ 部 分 的 な 改良 
放電 1 ま の ECIVGY の 

し か る に 、 大 型 衣 用 ジー ゼル 機関 に いて は 、 昭 和 に 入り 革新 的 な 成 洒 を 得 
る に 至 つ た 。 三菱 造 船 、 神戸 製鋼 等 で は 、 大 正中 期 か ら ズ ルッ アー 社 、 MAN 
社 の 製作 権 を 得 て 製 造 を 開始 し た が 、 非常 な 苦心 の 結果 、 両 社 と も 独自 の 設計 
で 製作 で きる よう に な つた 。 こ と に 、 三 菱 造船 で は 清水 菊 平 等 の 研究 に より 、 
掃 気 法 の 改良 (特許 第 83041 号 ) 等 が 発明 され 、M・S 機関 を 完成 し 、 ま つた く 
外国 の 特許 に 頼ら な い 優秀 大 型 機関 を 作り 得 た こと は 、 わ が 国技 術 界 の 誇り と 
し て 特 筑 さ れる 。 し か し 、M:S 機関 も 10 気筒 以上 に な る と 、 意 外 に 滋 し い 横 
振動 を 生じ 、 使 用 不可 能 か と 思わ れ た が 、 同 じ く 三菱 造船 の 奥田 贅 己 、 藤 田 秀 
雑 等 の 努力 に より 、 笑 気 式 振動 抑制 装置 (特許 第 130712 号 、 特 許 第 142076 呈 ) 
の 成功 に より 、 振 動 を 防止 し 得 て 完 全 な も の と な つた 。 清水 、 奥 田 、 藤 田 の 3 
名 は 、 そ の 辺 績 に ょ り 藍 緩 褒 章 を 授け られ た 。 

電工 用 小型 内 燃 機関 は 、 第 1 次 大 戦中 の 工業 化 に よる 農村 の 人 手 不足 を 切 逮 
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に 袖 う た め に 、 政 府 の 奨励 に より 使 用 され は じ め た が 、 そ の 後 ま すま す 盛 ん に 
用 いら れ 、 大 正 未 期 に は 左 村 所 有 が 100.000 台 に 達し た 。 小 型 の 電気 着火 式 機 
は 、 人 久保 田 鉄工 所 を は じ め お お くら の 会社 で 優秀 品 が 生産 され て いる 。 山岡 錠 
吉 は 、 燃 料 節 約 の 見 地 か ら 、 小 型 ダ ジー ゼル 機 関 の 研 究 製作 を 大 正 9 年 より は じ 
め 、 昭 和 6 年 に は 由 岡 内 燃 機 を 設立 し た 。 同 人 は 、 永 年 の 研究 に より 、 実 用 に 
適する 小型 ジー ゼル 機関 を 完成 し 、 農村 振 貞 と 輸出 産業 に 多大 の 貢献 を な し 
た 。 そ の 功績 に 対し 藍 緩 褒 章 が 授け られ た 。 その 保有 する 特許 は 、 ビ スト ン 
(特許 第 104895 号 )、 冷 著 水循環 装置 (特許 第 126623 号 ) 等 10 数 件 あり 、 そ の 
外 、 実 用 新作 傘 録 約 40 件 に の ぼる 。 
昭和 12 年 項 よ り 戦 時 体 替 に 入り 、 産 業 規模 は いち じ る し く 増 大 し 、 と くに を 航 
空 機工 業 は よう や く 本 格 化し た 。 し た が つて 、 原 動機 と くに 内 燃 機 関 こ 関 する 
特許 件 数 ふ 科 虫 的 に 増え 、 ま た 内 容 も 外国 人 の 出願 に 比べ て 迄 色 な いも の ゃ 見 
和英 け られ る に 至 つ た 。 こ と に 、 戦 時 中 は 技術 陣 の 努力 が 主として 航空 機 ヒ 向け 
られ た の で 、 航 空 原動機 関係 に 優秀 な 発明 が 少く な い 。 その 中 で 良好 な 実施 成 
精 を あげ た も の を あげ る と 、 日 比 大 吉郎 の 「 加 熱 空気 推進 装置 に お ける 燃焼 装 
置 」( 第 155462 号 )、 お よび 「 航 空 用 動力 装置 」( 第 155963 号 )、 種 子 島 時 休 の 「 空 
気 加 熱 噴出 管 の 配置 方 式 」( 特 許 第 152396 号 ) 等 、 種子島 時 休 お よび 永野 治 両 
名 の 「 内 燃 タ ー ビ ン 式 原動機 」( 特 許 第 144184 号 )、 長 野 利 平 の 「 内 燃 機械 過 給 
機 駆動 方 式 」( 特 許 第 163027 号 ) (これ は 深水 盤 に 適し た と いわ れる )、 材 原 裕 
の 「 内 燃 機関 の 制御 装置 」( 特 許 第 152177 号 ) 等 が ある 。 こ の 外 に も 、 航 空 研 
究 所 の 渡辺 一 郎 、 栗 野 誠一 、 富 塚 清 等 、 ま た 三菱 重工 業 の 杉原 周一 、 藤 伊 粗 穫 
も る 各 方 面 で お お く の 発明 を し て いる 。 な お 、 戦 時 中 の 成果 で と くに 言及 し て お 
か ね ば な ら な い の は 、 岡 村 健 二 ( 三 凌 重工 ) の 設計 に な る 2ZC-707 型 ジー セル 
機関 で も る 。 こ れ は 、2, 000 馬力 で も る が 、 馬 力 当 り の 和 蛋 量 が 2.8 kg で 、 ア メ 
り カ の 同種 機関 の 8 kg に 比べ 、 い か に 優秀 な 設計 で ある か が 明らか で あろ う 。 
わが 国 の 内 燃 機 関 技術 の 達し 得 た 了 高 峰 と 称し て も 過言 で は ある まい 。 
敗戦 後 は 、 わ が 国 の 産業 も まつ た く 訟 退 し た た め 、 火 力 発電 所 や 軍艦 に 用 い 
られ た 蔽 ター ビン の 発 胃 は 明 を ひそ め 、 ま た 内 燃 機関 に お いて も 、 息 質 燃 料 
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は 


の 気化 促進 装置 の 発明 が 大 部 分 で あつ た 。 

戦後 に お いて は 、 戦 時 中 発達 し た が ガス ・ タ ー ビ ン や 、 噴 昧 推進 機関 に 刺 載 さ 
れ 、 こ の 方 面 の 発明 が 増加 し て いる 。 

Gii) 水 車 

わが 国 に お ける 量 初 の 大 型 水 車 は 、 古 河 鉱山 の 自家 用 水力 発電 所 、 な ら び に 
下野 麻 紡績 会 社 構内 点灯 用 発電 所 に 設置 され た も の で 、 と も に 胃 治 23 年 頃 そ の 
使用 を 開始 し た 。 こ れ と 前 後 し て 営業 用 と し て は 、 京 都市 水利 事務 所 就 上 発電 
所 に 設置 され た も の が あり 、 跳 水運 河 に よ つ て 導い た 静 琶 湖 の 水 を 、 内 径 36 叶 
の 水圧 笹 で 導き 、 ア メリ カ 舞 ベル シェ トン 水車 を 運転 し た 。 そ の 後 第 1 次 大 戦 を 機 
に 電気 事業 の 破 盛 に つれ 、 水 車 製造 業界 も 刺 電 を 受け て 和民 躍 し 、 そ の 後 $ 絶 え 
すず 進歩 改良 が 加え られ た が 、 最 近 の 電源 開発 に 関連 し て 、 一 層 目 覚まし い 発展 
を 遂げ た 。 

つぎ に 、 発 明 の うち で 著名 な も の を 拾 つ て みる と 、 古 く は 田沢 昌孝 の 特許 第 
17021 号 ( 沿 四 並 流水 車 ) が あり 、 こ れ は 電 楽 社 に よ つて 実施 され 相当 普及 し 
に 。 宮城 音 五郎 の 特許 第 88168 号 (水車 用 堆 則 放水 管 の 改良 ) は 、 水 車 用 放水 
管 の 断面 を 、 回 動 流動 に よる 損失 を 少く する よう に 、 水 力学 的 に 決定 し た も の 
で ある 。 一 般 に 水力 原動機 の 発明 で は 、 速 度 調整 に 関す る る の が お お く 、 た と 
えば 日 立 抽 作 所 の 特許 第 123169 号 (カプ ラン 水車 可動 翼 操 作用 サー ボ モ ー ト 
の )、 特 許 第 125086 号 (ペル トン 水車 調整 装置 )、 最 近 で は 、 特 許 第 151164 号 
(可動 析 還流 水車 の 過 速 抑制 装置 )、 電 社 の 特許 第 153559 号 (可動 以 プ ロ ベ 
ラ 水車 の 速度 過 上 昇 防止 装置 ) 等 が ある 。 

(G の ) NM ジョ ジラ 

直線 往復 動 ボ ンプ は 、 古 く は 主として 非 水 の 肖 揚 に 使用 され 、 そ の 型 も 滋 鎧 
式 の 手 押 ボ ンプ に 限ら れ て いた よう で ある が 、 そ の 後 、 電 力 の 普及 に と も な い 
動力 を 使う よう に な り 、 そ の 型 も 大 型 ど ぜ ス トン 、 お よび プラ ンジ ャ ー 型 が 採用 
され 、 用 途 $ 広 油 に わた る よ うに な つた 。 

プラ ンジ ャ ー 型 の も の で は 、 多 連 式 の も の が お お く 、 そ の 往復 動 も る 、 ク ラン 
ク 、 任 板 (ジャ ン ネ ー 型 )、 偏 心 カ ム (ヘル ショ ュー 型 ) 等 に よ つ て 与え られ て い 
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る 。 そ し て その 吐出 圧力 と 吐出 量 を 自動 的 に 調節 し 、 水 圧 機 等 に お ける 圧 模 
を 未 要 に する よう に し た も の も いろ いろ 考案 され た (た と えば 、- 上 滝 丁 蔵 の 
特許 第 137179 号 等 )。 ま た 斜 板 型 の も の は 、 近 時 ギヤ ー ボ ンプ と と も に 、 精 客 
輸送 用 紡 ボ ンプ と し て 広く 利用 され 、 ヘ シシ ョ ー 型 の も の も 、 船 の 操 能 装置 
等 に 高圧 発生 ボン プ と し て 利用 され て いる 。 しかしながら 、 古 典 的 井戸 ボ ポンプ 
ふる 、 家 庭 用 と し て 現在 も $ 不 可 欠 の も の で あり 、 排 水 部 、 把 手 部 、 あ る い は 凍結 
防止 に 関す る 考案 が 相 変 ち わり ず お お い 。 

回 転 ボ ンプ に つい て は 、 偏 人 心 ロ ー タ リー ボン プ と し て 、 か な り 古 く か ら 知 ら 
れ で お り 、 現 在 も ぉ 広く ぐ 使用 され て いる が 、 一 方 、 ビ ッ カ ー ス 型 の よう に 、 析 円 
形 の ケー シン グ の 中 心 部 に ロー ター を 設け 、 回 転 軸 に か か る 荷重 の 平衡 を 図る 
よう に し た も の も ゃ も 、 流 体 伝導 装置 備 に お お く 用 いら れる よう に な つた 。 また 、 
偏心 量 を 変化 し て 、 排 出 量 を 調節 する よう に し た も の (エル ウオ イン ・ ス ツェ ょ ュ 
の 特許 第 125998 号 ) や 、 ケ ー シ ン グ の 内 盛 を 特殊 貼 線 で 形成 し た も の (特許 第 
99824 号 、 特 許 第 161516 号 ) も ある 。 一 方 、 回 転 子 を ケー シン グ と 同心 に 設け 
その 吐出 量 を 一 定 に する よう に し た も の に 、 最近 の も の と し て は 、 原 和 の 特許 
第 202038 号 が あり 、 ま た 大 入 木 光治 の 特許 第 196935 号 (回 転 ボ ンプ 並 に 原 動 
機 ) は 、 ケ ー シ ン グ 内 面 を 特殊 曲線 に よ つ て 形式 し た も の 3 個 を 、 た が い に 位 
相差 を 持た せ て 並列 に 配置 し た も の で 、 流 量 が 一 定 に 保 た れる 。 つ ぎ に 、 ギ ャ 
ー ポ ンプ で ある が 、 と これ ふも 古く か ら 使用 され て いる ボン ブ の 一 種 で 、 内 外国 人 
の 発明 、 考 案 も か な りお お い 。 そ の 改良 点 も 、 閉 じ 込 み 部 の 圧力 上 昇 の 回 避 、 
推力 防止 、 吐 出 側 の 圧力 を 一 定 に する 装置 等 に 関す る る の で あつ て 、 そ の うち 
で と くに 目新し いも ゃ の と し て は 、 閉 じ 込 み 部 を な くす る た め に 、 歯 形 曲線 を 特 
殊 の も の に し た も の が ある 。 板谷 松樹 「 サ オン カー ブギ ャ ー」( サ イン カー ブギ 
ャ ー そ の も の と し て は 、 特 許 は な い が 、 そ れ を 応用 し た も の に 特許 第 190590 号 
が ある )、 な ら び に 里 光 一 の 「 ど ッ チ サー クル ギャ ー」( 特 許 第 206499 号 ) 釜 が 
それ で ある 。 と これ ら は 、 脈 流 を 極度 に 媒 う 紡 和 用 ギャ ヤー ボン プ と し て 、 そ の 効 
果 が 期待 され る 。 ま た 、 落 系 液 で 問題 と な る 脱 泡 作 用 を 、 ざ ヤー ボン プ そ の も ゃ 
の で する よう に し た も の に 、 ア メリ カ の デュ ボン 社 の 特許 第 198216 号 が ある 。 
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本 心 ボ ンプ に つい て は 、 胃 治 40 年 頃 ま で は 、 渦 巻 ボ ンプ の 発明 者 は ほとん ど 
外国 人 に 限ら れ て いた の で ある が 、 非 口 在 屋 博士 媒 の 款 心 な 研究 の 結果 、 お お 
く の 優秀 な 発明 を 生み 、 と くに 在 来 の 環 車 に お いて 、 ボ ンプ 作 動 に ちず か ら な 

回 転 部 分 を 停止 体 に 変更 し て 軸 推 力 を 防止 し た 構造 の いわ ゆる 電 日 式 ボ ンプ 
(特許 第 25361 号 井口 在 屋 、 晶 山 一 清 共同 発明 ) は 、 お お き な 進 歩 を も た ら 
た 。 と これ に 刺 戦 され て 、 渦 巻 ボ ンプ の 研究 製作 は いよ い ょ さか ん と な り 、 現 在 
で は 、 溢 導 、 上 下水 道 、 船 芝 等 に 広く 使用 され て いる 。 し か し 、 こ の 種 遼 心 ボ 
ング は 、 始 動 時 に 呼 水 作 用 を し な い 欠 点 が ある の で 、 こ の 欠点 を 袖 う も る の と し 
て いわ ゆる 自 吸 式 渦巻 ボン プ が 考案 され た 。 初期 の も ゃ の は 、 真 空 ボ ンプ を 直結 
する よう に し た も の が その 大 部 分 で あつ た が 、 最 近 は 渦巻 室内 の 循環 作用 に よ 
り 、 渦 巻 ボ ンプ 単独 で 自 吸 作 用 を させ る よう に し た も の が 増加 し て いる 。 つ ぎ 
に 、 沢 洩 防止 に 関す る も の も ゃ 最近 目立つ て いる 。 た と えば 、 軸 流 ボ ンプ の 水中 
軸受 が 最近 の 花形 で も り 、 い わ ゆ る カニ カシ シー ルル に 属す る も の が 過半 数 を 占 
め て いる 。 発明 、 老 染 者 は HH 立 製作 所 、 突 原 製 作 所 、 再 鳥 製 作 所 等 の 有名 メー 
カー に 多い 。 一 方 、 深 井戸 ボ ポンプ に お いて も 、 タ ー ビ ン ボン プ を 利用 する も の 
が 従来 の 往復 動 ボ ンプ 型 の る の に か わり 、 お お く 用 いら れる よう に な つた 。 

その 外 の ボン プ と し て は 、 水 棚 ボ ンプ が あり 、 と の 種 の ボ ポンプ の 歴史 は きわ 
め て 逢い が 、 あ も まり 進ん だ も の は な か つた 。 し か し 最近 いわ ば 改良 型 と も いえ 
る も の が 考案 され た 。 宮沢 弘 の 特許 第 195898 号 「 自 働 揚 水 機 の 改良 」 外 数 件 が 
それ で ある 。 つ ぎ に 、 ま つた く 新 し い ぃ 型式 と し て 、 移 送 流体 に 直接 電磁 カ を 作 
用 させ て 、 ボ ンプ 作用 を させ る 電磁 ボン プ が 発明 され た (黒江 普 策 の 特許 第 
193716 号 )。 こ れ は 、 電 解 昔 性 ツー ダ の 製造 に 使用 する 、 堅 型 解 来 槽 の 水銀 輸 
送 に 考え られ た も の で ある が 、 今 後 の 研究 改良 が 期 待 さ れる 。 

(2) 機械 要素 

G ふ ) 還 受 

円 筒 型 軸 受 に つい て は 、 古 く は 特許 第 10174 号 (明治 39 年 、 発明 者 、 木 下 疾 
次 郎 )、 特 許 第 10631 号 (明治 39 年 、 発 明 者 、 鈴 木 友 訓 )、 実 用 新案 郊 録 第 5765 
号 (明治 40 年 、 考 染 者 、 黒 田 円 蔵 ) 侍 が も り 現在 まで 発明 考 健 が ぶつ づい て いる 。 
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ォ オ シレ ラス ・ ベ ブリ ング は 、 昭 和 4 年 、 テ アメ リカ か ら ア テア ー グ 「 ト ・ オ オシ レス ・ 
ペア リン グ と いう 5、 木 質 軸 受 が 入 つ た の が は じ め あ で あ も る と いわ れ 、 以 後 、 木 質 、 
合成 樹脂 、 粉末 冶金 、 娠 鉄 の 生長 、 耐 数 、 水 中 用 等 が あり 、 和 最 近 と くに その 進 
歩 が めざまし い 。 

木製 と し て 特許 第 147395 号 、 合 成樹 脂 製 と し て 、 特 許 第 146099 号 、 第 157852 
号 、 第 151394 号 、 粉 末 冶 金 抽 と し て 特許 第 94071 号 、 第 126832 号 、 第 175386 号 、 
生長 鋳鉄 製 と し て 特許 第 154334 号 、 黒 鉛 軸 有 芝 と し て 特許 第 192150 号 、 ま た 浴 気 
軸受 と し て 特許 第 61119 号 、 第 165116 号 徐 が ある 。 

転 り 軸受 の 歴史 も 古く 紀元 前 に は じ ま る と いわ れ て いる が 、 現 在 普 及 し て い 
る 単 列 ラジ アァ ル ん 球 軸受 は 1903 年 、 斜 力 球 軸受 は 1906 年 、 調 心 型 複 列 球 軸 受 は 
1907 年 、 円 価 こ ろ 軸 受 は 1909 年 、 円 雛 こ ろ 軸 受 は 1918 年 、 球 面 こ ろ 軸 受 は 1920 
年 に それ ぞ れ 特許 され て いる 。 

わが 国 で は 、 大正 5 年頃 か ら 昌 本 精工 株 式 会 社 が 特殊 な さ ア リン グ を 製造 し 
た の が は じ め で 、 転 り 軸 受 が 多量 に 生産 され る よう に な つた の は 、 史 和 10 一 11 
年 頃 か ら で あ る 。 球 軸受 は 特許 第 5698 号 (明治 35 年 )「 強 軸 随 」、 木 原 竹 次 郎 、 
土屋 正平 、 特 許 第 7087 号 (明治 37 年 )「 軸 承 」、 岡 田端 太郎 、 特 許 第 10171 号 ( 明 
治 39 年 )「 球 入 軸 承 」、 ウ オリ アム ・ ヘ ンダ ー ツ ン ・ シ ッ セ モグ 、 特 許 第 22216 号 

(明治 45 年 )「 球 承 」、 ス ペン ・ グ スタ ブ ・ ウ ィング = ニスト 外 2 名 等 に 見 られ る 
よう に 明治 時 代 に お いて 、 内 外 レ ー ス 、 保 持 器 か ら 成 る 球 軸受 を は じ め 、 種 々 
の 形 吉 傘 造 を 有する も の 、 た と えば 特許 第 20864 号 (明治 44 年 )「 可 調整 球 屯 承 」 
テル グン スト ・ カ ルス テン ラグ 等 も ある 。 

天正 、 昭 和 叶 代 に な る と 、 軸 受 内 の 油 滑 、 油 宙 待 装置 、 球 の 支持 装置 、 保 持 
維人 等 の 取り 付け 等 に 進歩 の 跡 が 見 える 。 

転 子 軸 受 に つい て は 、 特 許 第 2270 号 (明治 27 人 年 )「 車 輸 減 麻 装 置 」 百 瀬 突 次 
郎 、 特 許 第 4269 号 『 駆 進 機軸 支 随 」 有 限 次 任 ラ キネ トス ・ テ ー バ ー・ ロ ー ラ ー・ 
ペ ベ ヤ リン グ ・ シ ンジ ケー ト 社 、 特 許 第 4376 号 「 転 子 斬 承 」 ジュ リヤ ス ・ オ ー ガ が 
スタ ス ・ ペ アキ ンス 、 特 許 第 4395 号 、「 端 圧 に 応ずる 軸 承 」 ジ ュ リ アス ・ オ ー 
ガス ・ バ アキ ンス 、 特 許 第 4520 号 (明治 34 年 )「 後 御 ロ セー ラー・ ベ ヤマ リン グ 」 
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衝 


有限 次 任 ラ タイ トス ・ テ ー バ ー・ ロ ー ラ ー・ ペ ヤリ ング ・ シ ンジ ケー ト 社 、 特 放 
第 7085 号 (明治 37 年 )「 軸 随 」 岡 田 敬 太 郎 等 、 明治 時 代 か ら いろ いろ の も の が あ 
る が 外国 人 の も の が 多い 。 大正 、 昭 和 I 時 代 に な つて か ら も ゃ 、 外 国人 特許 が 目 立 
ち 、ー ラ ー、 テ ー バ パー に ロニ スー 谷 枚 多 G お の 請 り RODGG3 ニ 2 衝 2220820 
ー・ ベ デリ ング の 発明 が 多い 。 

軸 連 結 装置 に は 、 固 定式 、 万 能 式 等 の 軸 継 ぎ 手 、 か み 合 い 式 、 摩 擦 式 、 電 磁 
式 等 の クラ ッ チ と 、 竹 々 ある が 、 最 近 磁 性 流体 を 用 いた 特許 第 194646 号 、 同 第 
198504 号 な ど が ある 。 

( せ ) 弁 、 パ ツキ ング 

制 水 弁 で は 、 完 全 閉 守 の で きる 特許 第 87755 号 (発明 者 、 生 尾 義 方 ) が ぁ り 、 
きら に 最近 構造 側 単 な 特許 第 205876 号 (発明 者 、 吾 池 極 ) が 注目 され て いる 。 

安全 弁 で は 、 高 揚程 に 適する 特許 第 31232 号 等 が も つた が 、 さら に 改良 きれ 
て 、 特許 第 119508 号 (発明 者 、 岡 野 満 ) 等 が 提案 され た 。 安全 弁 と と も に 吾 
管理 上 の 要求 か ら 、 高 能率 の スチ ー ム トラ ッ プ と し て 、 特 許 第 109148 号 ( 徐 明 
者 、 手 島 丈 二 )、 特 許 第 179489 号 (発明 者 、 宮 脇 旋 太 郎 ) 等 が うま れ 、 合 理化 
に 役立つ て いる 。 

ペッ キン グ に つい て は 、 軸 封 パ ッ キ ング の うち 、 オ オル シー ル に 、 古 く は 特 
許 第 3100 号 (発明 者 、 石 川重 治 外 1 名 ) が あぁ り 、 現 在 使用 され て いる 型式 の も 
の に 、 特 許 第 122086 号 (で ・ ガ ー ロ ッ ク バ パッキン グ ・ コ ユン バニ ー) 等 が あり 、 
合成 樹 此 工 業 の 発達 に 寄与 し て いる 。 メ カニ カル シール は 、 昭 和 初 期 より 戦前 
まで 和 密 装 符 を さ ロ ー ズ で 連結 し た も の が 考案 され た が (た と えば 持 許 第 101552 
号 )、 現在 で は さ ゥ ー ズ を 環状 バッ キン グ に 置き 換え る 傾向 が みう けら れる 。 

Gii) 動力 伝達 装置 

この 装置 は 、 明 治 、 大 正 両 時 代 に か け て は 、 わ が 国 機械 工業 の 発達 と と も に 
進歩 し た が 、 初 期 に は 外国 人 の 発明 が 多く 、 特 許 第 9885 号 (明治 38 年 、 発 明 者 、 
ジョ ン ・ デ ッ ト レ フ ・ ロ ッ ペ ンチ ン )、 特 許 第 11424 号 ( 胃 治 39 年 、 発 明 者 、 多 
湖 材 樹 )、 実 用 新案 釜 録 第 19950 号 (明治 44 年 、 考 委 者 、 松 尾 敵 太郎 )、 特 許 第 
26210 号 (大 正 3 年 、 発 明 者 、 バ ー ジ ・ ウ オタ ー・ ダ ベン ボー ト ) 等 が あり 、 
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昭和 時 代 に な つて 、 日 本 人 の 発明 も られ る よう に な つた 。 季 近 に な つ 
変 速 装 置 が 現われ 、 ペ イニ ル の 特許 第 203176 号 、 第 203562 号 代 が この 方 面 の 
動向 を 示し て いる 。 

巻 持 伝 動 壮 置 で は 、 特 許 第 14102 号 (明治 41 年 、 ニ ロー モル ん ・ ク ラフ ト ベ ン 
ド ・ ぁ シン ペニー)、 特 許 第 27912 号 (大 正 4 年 、 発 明 者 、 ア ー サ ー・ ズ ラ ェ ン 
ド )、 特 誕 第 30315 号 (大 正 5 年 、 発 明 者 、 ウ オリ アム と ・ ベ オヤ ー ス ・ ダ ンズ 
ー)、 特 語 第 66649 号 (大 正 14 年 、 発 田 者 、 ジ ョ フリ ー・ ジ ョ モ フ 、 ア ポッ ト ) 
等 が 代表 的 な も る の で ある 。 

画 車 伝動 装置 に つい て は 、 工 作 機 械 、 自 動車 、 航空機 等 の 性 能 の 向上 に つれ 
て 進歩 し 、 自 動車 、 航 空 機 の 推進 軸 の 駆動 、 航 空 機 で は 、 過 給 器 用 変速 装置 に 
関す る も の が 多い 。 

変態 北 車 伝動 に 関す る る の は 、 お お く は な い が 、 こ と の うち で 目立つ た も の は 
特許 第 119037 号 (昭和 9 年 、 発 明 者 、 枚 植 腸 太郎 ) の 非 円 形 普 還 装置 で 、 格 円 、 
ハー ト 、 や むす び 形 、 四 角 歯 車 、 海 是 状 歯車 等 の 各 竹 変 怒 歯 車 伝動 を 可能 に する 
も る の で ある 。 相 円 歯車 装置 に つい て は 、 他 に 実用 新案 診 録 第 247854 号 ( 考 委 
者 、 鍋 谷 正利 ) 等 が ある 。 さ ら に 歯車 伝動 装置 の 関係 で 、 近 米 変 速 機 と し て さか 
ん に 使用 され る よう に な つた 、 菌 車 装置 附属 の 電動 機 ( 定 速 変速 お よび 可変 束 
用 )、 い わ ゆ る ギヤ ー ド モー トル が ある が 、 こ れ に 関連 する 発明 考案 が お お い 。 

小型 紹 上 機 関 用 逆転 機 と し て 、 ミ ッッ ・ ア ンド ・ リ ワイ ラス 型 逆転 装置 の 考案 は 
目立つ も の の 1 つ で ある 。 特 許 と し て 古く 終 抜 と 間 車 機 借 を 組合 せ た 変 可 機 に 
特許 條 32774 号 (EE 7 年 発明 者 、 ステ ー デ ン 人 ガン ナー・ エ リア ス ・ カ ッ セ 
ル )、 特 許 第 32775 号 (前 同 )、 特 許 第 69906 号 (大 正 15 年 、 発明 者 、 礎 永 喜 一 )、 
特許 第 162146 号 (昭和 19 年 、 発 者 、 今 井 俊 常 ) 等 が あり 、 板 状 カ ょ 利用 の $ 
の は 、 近 時 サイ ク ュ 減速 機 と し て 有名 で あり 、 住 友 機械 株 式 会 社 で 笑 施 され て 
いる 。 と の 種 の 変 可 機 の 発 田 は 数 は 少 い が 、 特 許 第 92022 号 (昭和 6 年 、 発 明 
者 、 ド イタ 人 ロー レン ツタ ・ カ ー・ ブ ラー レン )、 特 許 第 99505 号 (昭和 7 年 、 前 
同 )、 特 許 第 171386 一 8 号 (昭和 20 年 、 発 明 者 、 伊 藤 新太郎 、 特 許 権 者 、 住 友 機 
徹 株 式 会 社 ) 傘 が ちあ る 。 こ れ ら の 外 に 遊 中 歯車 を 用 いた 、 比 較 的 複雑 な 機構 の 
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変速 機 と し て 、 特 許 第 159746 号 (昭和 18 年 、 発 明 者 、 ド オッ 人 オッ ト ・ サ オイ 
ラ ェ シト )、 特 許 第 160183 号 (昭和 18 年 、 発 明 者 、 大 島 良 寿 、 特 許 権 者 、 株 式 
会 社 日 立 製作 所 ) 等 は 異色 の ある も の で ある 。 

液体 の 満た され た 人 筐 体内 に 、 羽 根 車 お よび 己 車 を 設け た 液体 接 手 が 、 約 50 年 
前 ドイ オツ の フェ エッチ ング ゲル に ょ よ つ て 発明 され 、 数 年 後 同人 に よ つ て 同様 な 、 液 
体 接 王 の 羽根 車 と 環 車 と の 間 に 、 角 度 の 変換 で きる 委 内 羽根 を 設け た トル ク ュ コ 
ンマ バー ター が 発明 (特許 第 20863 号 ) さ れ た が 、 そ ら 当 時 の 工作 技術 が 幼稚 な 
こめ 実用 に 至ら な か つた 。 その後 、 グ スタ フラ ・ バ ウエ テル が 、 液 体 接 手 の 液 の 袖 
給 手 段 を 発明 (特許 第 75523 号 ) し 、 他 方 トシ ク ュ ンー ター に つい て は 、 こ 
れ と 前 後 し て アン テ ノ ル シ ・ ニ = ニ ド グ ビス ト が トル ク 比 の 広範 囲 に わた り 、 効 率 を 
向上 させ る た め 、 和 案内 羽根 を 複数 個 に 分 割 す る こと を 提案 (特許 第 76284 号 ) 
し た 。 と この頃 か ら 液 体 伝動 装置 が 実用 期 に 入り 、 今 次 大 戦 の 初期 か ら 自 動車 、 
内 燃 機 関 車 、 ト ラク ター 人 等 に 広く 用 いら れる よ 5 に な つた 。 

(Gv) 自動 制御 

自動 制御 は 約 170 年 前 に 蒸気 機関 の 発達 に と も な い 、 箱 粉 機 や 紡 機 類 の 回 転 
速度 を 均一 に する た め に 、 ワ ッ ト が 遠心 式 調 速 機 を 発明 し た こと に は じ ま る 。 
わが 国 に お いて は 、 胃 治 28 年 の 特許 第 2634 号 「 整 速 機 」( 発 明 者 、 藤 井 総 太 郎 ) 
仙 が これ に 相当 する 。 その後 こ と れ を 改良 し て 撮 物 線 調 速 機 が 発明 され 、 さ ら に 
特許 第 76533 号 (発明 者 、 ヨ ムン ・ エ ミイ ル ・ テ リッ クセ モン ) 人 等 が うま れ た 。 
また サー ボ ポ モー ター を 使用 し た 制御 装置 が 郊 場 し 、19 世 紀 来 か ら 発 送電 工学 の 
進歩 に つれ て 、 大 型 の 燕 光 タ 々 ー ビン や 水 タ ー ビ ン 用 と し て 発達 し た 。 特許 第 
39730 号 、 第 45591 号 、 第 50409 号 が 代表 的 な る の で 、 ア スカ ニア 社 の も ゃ の が す 
ぐれ て いる 。 か くし て 原動機 の 回 転 速度 制御 は 第 1 次 大 戦 の 項 は 高度 の 発達 を 
と げ 、 制 御 理論 も 詳し い 解 析 が 行わ れる よう に な つた が 、20 世 紀 に な つて 工業 
の 発達 が 進 な に つれ て 、 自 動 制 御 の 応用 分 野 $ ま た 急速 に 拡大 し た 。 第 1 次 大 
戦 か ら 現 在 ま で の 動向 を みる と 、 工 業 プ ロモ セラ 関係 で は 、 サ ー モ ・ ス タッ ト 、 
調 圧 器 の よう な 人 簡単 な 自力 制御 装置 か ら 、 本 式 の 他 力 制御 装置 へ 発達 し 、1930 
年 項 か ら 、 ボ イラ ー 炉 等 の 雪 作 業 設 備 や 化学 機械 装置 に 用 いら れ 、 特 許 第 135369 
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号 ! 炉 の 市 御 」( 発 明 者 、 グ ダス ターフ ・ バ ッ つ )、 特 許 第 142038 号 「 流 量 の 制御 
装置 」( 発 明 者 、 田 中 泰正 ) 等 が ある 。 

原動機 関係 で は 、 前 記 調 速 機 の 発達 が 、 工 業 プ モス 関係 や 電気 関係 の 制御 
と 結合 し て 進歩 し 、 全 自動 の 水力 原 動 所 や 高速 高圧 ター ビン 、 ガ スタ ー ビ ン の 
制御 に まで 発達 し た 。 

自動 操作 関係 で は 、 ま ず 船 や 飛行 機 の オー トバ オロ ッ ト が あげ られ 、 方 向 、 
姿勢 、 安 定 を 制御 する $ る の か ら 、 さ ら に 水雷 、 各 種 兵器 用 と し て 発達 し 、 い わ 
ゆる サー ボ 機 構 と し て も つと る 発達 し た 分 野 で も る 。 特許 第 164729 号 (発明 
者 、 清 水 三郎 外 3 名 )、 特 許 第 30312 号 「 ジ ャ イス ュ ー プ 装置 」( 発 明 者 、 エ ル 
マー・ ア ム と ブー スス ・ ス ベリー)、 特 許 第 61383 号 、 特 許 第 187363 号 (発明 者 、 
グル ドル フン ・ ラ ルフ ン ・ モ セリ ガー) 等 が ある 。 

電気 機器 の 関係 で は 、 電 動機 の 速度 制御 、 発 電機 の 電圧 制御 等 、 志 気 工学 の 
ー 部 門 と し て 発達 遂げ び 、 そ の 後 弱 電工 学 の 進歩 に と も な い 、 と くに 最近 は 電 
気 式 、 お よび 電子 式 の 手段 が 自動 制御 に 加味 され 、 電 気 式 、 志 子 式 と 機械 式 の 
特色 が それ ぞ れ の 場合 に 応じ て 、 う まく 生か され 、 今 後 の 発達 が 期待 され る 分 
野 で ある 。 特許 第 179847 号 (発明 者 、 中 本 善 次 )、 特 許 第 187305 号 (発明 者 、 
オー ラン ド ・ オ イー エス ・ ズ バル ) 等 が その 一 例 で ある 。 

(3) 工作 機械 

Gi) 工作 機械 

わが 国 に お ける 工作 機械 の 製造 は 、 諸 外国 に 比べ て 御 か に 遅れ 、 よ う や く 胃 
治 中 期 に は じ ま つ た が 、 当 時 すでに 相当 の 発達 を みて いた 外国 製品 の 輸入 に 圧 
倒さ れ 、 技 術 の 幼稚 と も 相 侯 つて 、 折 角 葉 か れ た 種 も は か ば か し く 斐 生え る こ 
と が で き な か つた 。 し た が つて 、 そ の 当時 に お いて は 、 ま つた く 條 来 品 の 模 條 
の 程度 を 出 ず 、 製 品 の 種類 も 、 旋 盤 、 容 孔 機 、 平 前 機 の よう な 普通 機械 に 限ら 
れ て お り 、 そ の 発達 過程 $ 欧米 各国 の よう に 発明 的 な も の で な く 、 遇 造 技術 の 
単なる 発 達 に すぎ な か つた 。 特許 の 面 か ら み て も 、 わ ず か に 冠 孔 機 に 関す る も 
の が か 数 件 ある 程度 に 過ぎ な い 。 そ の 後 、 日 密 戦 争 の 際 、 よ う や く 工 業 的 に も 価 
値 が 認め られ る よう に な つた が 、 一 般 汎 用 工作 機 に 関す る 発明 が 、 ぼ つぼ つと 
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現われ 、 単 に 発展 の 欧 確 を 作 つ た と いう 程度 で ちあ つ た 。 つ いで 欧 湖 大 戦 の 名 発 
る 好 其 気 と 、 輸 入 の 不 加 意 と に ょ り 、 国 産品 の 需要 が 増大 し て 代 然 活況 を 

呈し 、 こ の 工業 は 発展 する と と も に 中 沢 喜 三郎 の 特許 第 70151 号 ( 小 歯 輸 自 働 
成形 機 ) 人 等 の 菌 切 り に 関す る 発明 、 お よび 多胡 字 之 功 外 1 名 の 特許 第 77528 号 ( 螺 
旋 切 削 装置 ) 等 の ね じ 切 り に 関す る 発明 が 増加 し た 。 満 洲 事変 以来 、 今 次 大 戦 
終了 まで の 間 は 、 和 宣 需 工業 の 拉 頭 に よ つ て 割 期 的 民 虫 時 代 と 一 転 し た 。 内 容 的 
に 見 る べき 発明 と し て は 、 三 上 新 九郎 外 1 名 の 特許 第 144906 号 (勾配 孔 研 磨 装 
置 )、 高 山 康太 郎 の 特許 第 145298 号 (ホッ プ 自 動 研磨 機 )、 永沢 謙二 の 特許 第 
119575 号 (高速 旋 艇 に お ける 提 心 台 )、 矢 野 巳 之 吉 の 特許 第 139275 号 ( 潤 減 螺 和 
切削 装置 ) 等 が ある 

今 次 大 戦後 の 数 年 は 、 工 作 機 械 柴 は 未 負 有 の 沈滞 に 見 無 わ れ 、 出 願 数 も 減少 
し た 。 ようやく 昭和 26 年 頃 か ら 、 工 作 機 械 の 現 作 も 軌道 に の り は じ め 、 一 部 会 
社 と 外国 一 流 メ ー カ ー と の 技術 提携 等 に も 刺 埋 され て 、 高 性 能 、 高 速度 を 目標 
と し て 再 出発 し た 。 

戦後 の めぼしい 発明 を 拾う と 、 親 ね じ を 使用 し な いね じ 切 り と し て 、 高 橋 新 
六 の 特許 第 203210 号 ( 螺 糸 切 機 )、 油 圧式 信 い 装置 と し て 田中 幸雄 の 特許 第 
209884 号 (三方 より 制御 され る 信 装置 )、 定 寸 切断 と し て 青木 癌 六 外 1 名 の 特 
許 第 201953 号 ( 造 管 終 段 自 動 制 御 装置 )、 油 圧式 ニテ ニット と し て 竹 杯 清 三 の 特 
許 第 201119 号 (工作 機械 に 於 ける 緩急 送り 装置 )、 佐 々 木 外 音 雄 外 1 名 の 特許 
第 194647 号 ( 超 仕 上 機 )、 電 子 顕微 鏡 用 材料 作製 の ミク ロト ー ょ > に 関す る ゃ の 
と し て 黒羽 逸平 の 特許 第 197423 号 (極め て 溢 い 材料 を 作 届 する た め の 切 削 装 
置 )、 ク ラウ ニン グ に 関す る も る の と し て 新 荘 論 一 の 特許 第 190096 号 ( 歯 面 に 膨 
ら み を ゃ つ 歯 車 の 歯 切 法 )、 豊田 栄次 郎 の 特許 第 195529 号 (サオ クオ ド 車 
切削 用 ラッ ク 刃 型 創成 装置 )、 和 末 明 の 特許 第 194723 号 ( 傘 歯 車 の 連続 創成 仕 
上 法 ) 等 が ある 。 

また 、 各 種 硬質 、 超 硬質 の 金属 、 あ る い は 非 金属 の 加工 、 と くに 精 容 加工 が 
叫ば れ て いる 今日 、 画 電 的 新 加工 技術 と な つた 超 普 渋 加工 は 、 国 内 の 研究 も 進 
み 、 す で に 実施 化 へ の 第 一 歩 を 踏み 出し て いる 。 
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趣 音 波 加 工 と 並ん で 、 放 電 加 工法 戦後 発明 され た 、 き わ め て 新しい 加工 技 
術 で も つて 、 と の 方 法 に よれ ば 、 従 来 の 工具 に よる 切削 加工 で は 不可 能 な 、 あ 
る い は きわ め て 困難 な 加工 が 、 非 常に 短 叶 間 で 行わ れる 。 す な わ ち も 炭化 タン グ 
ステ ン 、 焼 入 鋼 、 ダ イヤ モン ド そ の 他 の 硬質 金属 、 非 金属 の いずれ も 加工 が 可 
能 で も る の で 、 加 工法 と し て 画 期 的 な る の で ある 。 と の 加工 法 は 未だ 日 が 浅く 
最近 試作 機 が 完成 され た ば か り で も る の で 、 わ が 国 の 発 胃 と し て は 、 丹 誠 三郎 
の 特許 第 185213 号 、 第 196831 号 、 稲 田 虎 彦 の 高周波 と 直流 を 傍 用 する よう に し 
た 特許 第 193039 号 、 ダ オヤ モン ド を 欠 孔 する 井川 多 美雄 の 特許 第 200352 号 、 加 
工 速 度 の 増加 を 計 つ た エ ベ ペラ ー ド ・ モ ッ ト ・ ウ オリ ヤム ニテ の 特許 第 203099 号 等 
が 、 そ の 主 な も の で ある 。 

上 述 の 加工 と は や や 趣 を 異 に し た も の に 、 ビ ニー と 、 ゴ ょ 等 の 絶縁 性 工 板 の 
孔 あ けが ある 。 こ と これ は 、 ビ テー ル 舞 の レオ ン ュ ー ト や ゴム > 靴 を 通気 性 に する の 
で 、 そ れ ら を 着 た と き の 不 快 を 除く と と が で きる 。 こ の 種 の 特許 と し て は 、 三 
戸 佐 内 の 特許 第 191817 号 、 同 第 206953 号 、 ジ ョ ン ・ ウ エズ レー・ ミ ミー カー の 特 
許 第 201786 号 、 同 第 203950 号 、 同 第 204883 号 が ある 。 

() 木材 切削 機械 

林 材 切削 機械 は 、 今 か ら 約 500 年 前 に 、 ノ シッ エー、 オ ラン ダ 、 ド イツ 、 イ 
ギリ ス 人 等 の 西欧 諸国 に お いて 、 き わ め て 幼稚 な 木材 の 機械 的 切削 手段 が 提案 さ 
れ 、 そ の 約 200 年 後 イ ギリ ス の サム テル ・ ペ ン ザ ょ 等 が 、 今 日 見 る 木材 切削 機 
械 の 原型 と も いう べき 切削 機械 を 発明 し た の に は じ ま る 。 

わが 国 で は 、 大 体 明 治 中 期 項 か ら 前 記 西 欧 諸国 の 影響 を 受け て 発達 し た 。 わ ね 
が 国 の 発明 の 過程 を 久 る と 、 製 材 機械 に つい て は 、 ま すず 鑑 刃 の 往復 動 に よる 
も の を 、 軌 治 の 末期 に 吉田 達 造 が 発明 (特許 第 13435 号外 数 件 ) し た の に は じ 
まり 、 こ れ よ り 先 、 明 治 38 年 に 小笹 庄三郎 が 丸 銀 盤 (特許 第 8329 号 ) を 発明 し 、 
その 後 、 菊 川 与 三郎 が 丸 鑑 盤 の 送 材 装置 (特許 第 11212 号 ) を 、 小 川 表 市 が 丸 
外 の 振れ 止 具 (特許 第 19754 号 ) を 、 ま た 菊川 精 作 が 丸 鑑 艇 の 送 材 装置 (特許 
第 25806 号 ) を 発明 し た 。 こ の よう に し て 、 大 正 の 初期 に お いて 、 元 鑑 盤 に よ 
る 製材 装置 は 相当 に 進歩 し た が 、 大 正 末 期 に 至り 、 菊 川 式 雄 が 無端 帯 鑑 盤 に お 
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ける 帯 鑑 の 緊張 度 表 示 装 置 (特許 第 65137 号 ) を 、 田 中 精 一 が 送 材 装 置 付 の 癌 
急 艇 (特許 第 70402 号 ) を 、 ま た 藤田 成 治 が 帯 鑑 に よる 横 切 機 械 (実用 新案 意 
録 第 165245 号 ) を それ ぞ れ 提案 する に お よび 、 送 材 装置 付 の 無端 帯 負 盤 が 、 帯 
鑑 の 往復 動 型 の も る の に 代 る よう に な つた 。 昭和 初期 以後 約 20 年 間 は 、 と れ ら の 
機械 に あま り 進 歩 が 見 られ な か つた が 、 第 2 次 大 戦後 木材 涯 要 の 激増 と 供給 不 
足 に より 、 歩 止 り の 良い 現 材 機械 が うま れ て きた 。 す な わ ち 田中 明 が 帯 鍵盤 に 
よる 村 送 り 縦 撤 装 置 (特許 第 177735ー6 号 ) を 、 林 斉一 が 製材 機 用 送 材 車 の 進 
退 装置 (特許 第 192330 号 ) を 、 ま た 弓 野 未 吾 が 帯 鑑 盤 (特許 第 195537 号 ) を そ 
れ ぞ れ 発 明 し た 。 こ の よう に し て 、 帯 鑑 盤 を 中 心 と する 携 材 機 械 の 改良 工夫 が 
進め られ 、 そ の 一 部 が 舞 材 デラ ント と し て 海外 に 輸出 され る よう に な つた 。 

(4) 加熱 、 乾 燥 、 冷 凍 

(Gi) 加熱 、 乾 燥 

彰 燥 装置 の 発明 は 、 明 治 の は じ め か ら あ る が 、 胃 治 大 正 年 代 を 通じ て 特筆 き 
れる も の は 、 商 乾燥 機 と 疾 類 乾燥 機 に 関す る も る の で ある 。 こ れ ら に は 、 外 国人 
の 発明 は 全然 な く 、 邦 人 独自 の 分 野 で も つて 、 紗 科 工 業 、 食 糧 工 業 の 発展 に 街 
与 す る と ころ 大 な る も の が あつ た 。 今 、 こ れ に 関す る 発明 を 年 代 順 に 拾 つ て み 
れ ば 、 胃 治 年 代 に お いて は 、 増 田 芳 松 の 特許 第 17389 号 (明治 43 年 )「 貞 彰 如 
機 」 と 今村 品 太郎 の 特許 第 21986 号 (明治 45 年 )「 乾 燥 装置 」 が ある 。 こ れ ら は 
いずれ も いわ ゆる 多重 ベル ト 型 式 の 乾燥 機 で も つた 。 犬 正 年 代 に 入り 、 発 明 考 
委 は し だ い に 増 加 し 、 い ろ い る 優秀 な も る の が 現われ て いる が 、 単 一 ベル ト 型 式 
の も の で は 、 今 村 品 太郎 の 特許 第 26425 号 (大 正 3 年 )「 共 殺 黄 間 規 装置 」 お よ 
び 矢 島 栄 功 の 特許 第 50126 号 (大 正 12 年 )「 自 動 間 歯 装 置 」 が も あふ げ られ る 。 と く 
に 後者 は 、 旧 彰 燥 装置 と し て すぐ れ た も の で あつ た 。 

また 多重 ベアト 型 式 の も ゃ の で は 、 人 久保 定義 の 特許 第 26028 号 (大 正 3 年 )、 特 
許 第 28099 号 (大 正 4 年 ) の 「 疾 帯 更 燥 機 」、 お よび 小堺 壮 入 郎 の 特許 第 42627 
号 (大 正 11 年 )「 萌 燥 装置 」 が あ り 、 後 者 は 鐘 淵 紗 績 株 式 会 社 が 特許 権 者 と な 
つて いる 。 呆 和 年 代 に 入 つ て は 、 単 一 ペル ト 型 式 は 少く な り 、 多重 ベ ルト 型式 
の も の が 多く な つて き て いる 。 市川 友 之 基 の 特許 第 87125 号 (昭和 S 年 )「 萌 間 
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操 了 」、 塩 見 道隆 の 発明 で 特許 権 者 が 郡 基 製糸 株 式 会 社 と な つて いる 特許 第 
104159 号 (昭和 S 年 )「 歯 燥 機 」、 小 松 紅 作 の 特許 第 111819 号 ( 贈 和 10 年 ) 
! 段落 欧 動 昌 山 機 の 玲 調 節 装置 」 が ある 。 多重 ペ ルト 型式 は 、 ま た 各種 の 材料 
彰 燥 用 と し て ゃ 適する た め 、 こ と れ を 曲 の みな ら ず 粒状 物 、 板 状 物 間 燥 用 と し て 
使用 する 発明 る 、 し だ い に お お く な つて きた が 、 竹沢 真 三 の 特許 第 103225 号 
(昭和 8 年 )「 薄 板 移動 彰 燥 装置 」 は その 一 例 で あ り 、 日 清 印 刷 株 式 会 社 が 特 
許 権 者 で も る 。 ま た と この 年 代 に お ける 他 型 式 の 間 燥 機 に 関す る 発明 と し て は 
円 筒 型 間 燥 機 が ら も る 。 そ の 円 筒 表面 利用 型 と し て は 、 オ ォ オグデン ・ ミ ント ン の 循 
許 第 85293 号 (昭和 5 年 ) 「 紙 織物 等 用 の 昌 燥 機 」、 ジュン ・ ウ オル シッ ン ・ ベ と 
の 特許 第 137938 号 (昭和 15 年 )「 紙 の 乾燥 方 法 」、 清 水 基 一 の 特許 第 164786 号 
(昭和 19 年 )「 ド ラオ ャ ー 復 水 混 水 蒸 光 回 収 装置 」 が あ り 、 円 筒 内 部 利用 型 で 
は 、 滝 口 三 雄 の 特許 第 103888 号 (昭和 8 年 )「 粒 状 物 乾燥 機 」 が ある 。 
また 、 ト ン ネ ァ ル 型 乾燥 機 に 関し て は 、 明 治 、 大 正 年 代 に お いて も 、 鈴 木藤 三 
郎 、 帯 川 族 治 、 村田 貞 次 な ど が いろ いろ 考 和 染 し て いる が 、 和 に 入 つ て か ら の 
る の と し て は 、 大 河内 正敏 の 特許 第 88025 号 (昭和 5 年 )「 生 魚 、 生 洒 、 生 乳 等 
の 食糧 品 用 の 乾燥 機 」 お よ び 小 松 豊作 の 特許 第 100486 号 (昭和 8 年 ) 特許 第 
145774 号 (昭和 16 年 )「 間 燥 装置 」 が あ る 。 前 者 は 理化 学研 究 所 が 特許 権 者 と 
な つて いる 。 さら に と この 年 代 に お いて 、 釘 型 東 燥 機 で 、 主 と し て 肖 類 等 の 東 名 
適する よう に し た も の に 、 真 長 富 太郎 の 特許 第 125125 号 (昭和 13 年 )「 乾 燥 
機 」 お よび 特許 第 131420 号 (昭和 14 年 )「 殻 類 乾 燥 機 」 が ある 。 
つぎ に 戦争 の 影響 で うま れ た 、 食 粗品 の 貯蔵 、 運 搬 に 便利 な 噴 雰 間 燥 機 と 冷 
凍 彰 燥 機 が ある 。 前 者 に は 向井 重雄 、 橋 本 英 一 、 小 山 栄 二 の 共同 発明 に 係る 特 
許 第 112364 号 (昭和 10 年 )、 特許 第 112365 号 (昭和 10 年 ) お よび 小山 栄二 の 発 
明 に 係る 特許 第 115923 号 (昭和 11 年 ) の 乾燥 機 が な ある 。 こ とこ れ ら は 、 味 噌 、 肉 汗 
エキ ラ 笠 の 高度 粘 和 性 流動 物 、 お よび 廿 酒 、 自 酒 倫 の 浮 流 物 混 有 溶液 の 彰 燥 用 
と し て 適する も る の で ある 。 ま た 後者 に は 同じ く 小 山 栄 二 の 持 許 第 153178 号 ( 昭 
和 17 年 ) の 乾燥 磯 が あり 、 こ とこ れ は ビタ ミン 類 、 輸 血 用 溶液 等 の 、 加 球 に より 変 
質 す る 材料 を 低温 下 で 乾燥 させ る 型式 の も る の で ある 。 
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戦後 の 彰 燥 工業 部 門 に お ける 傾向 と し て いち じ る し いも ゃ の に 赤外線 彰 燥 機 、 
高周波 彰 燥 機 お よび フラ ッシュ ドラ イヤー が ある 。 赤外線 乾 吉 友 は 、 ア メリカ 
で 自動 車 の 塗装 用 に 使用 され た の を 叶 矢 と する が 、 わ が 国 に お いて も 、 各 種 工 
業 部 門 に お お い に 利 用 きれ て いる 。 しかしながら 、 発 明 と し て は 委 外 少く 、 中 
村 雅 一 の 特許 第 198884 号 、 お よび 戸 川 不 二 男 の 特許 第 200900 号 が その 一 例 で あ 
る 。 ま た フラ ッシュ ドラ イヤ ャ ー も ゃ 近年 、 お お い に 研 究 さ きれ て いる が 、 発 明 と し 
て 見 る べき も の は ほとん ど な い と いつ て よく 、 ま た と こら の 分 野 は 実験 研究 段階 四 
ある 。 

つぎ に 高周波 乾燥 の 久 は 、 優 秀 な 発明 、 考 案 が ぞくぞく と 現われ て いる が 、 
その うち 代表 的 な も の を 列挙 する と 、 ま ず 田 中 信 高 、 香 川 揚 一 両 名 の 発明 に だ 係 
る 、 木材 高 周波 間 燥 の 代表 的 発明 と し て 、 特 許 第 176788 号 (昭和 23 年 )「 移 動 


式 変 密 度 高 周波 電界 加 圭 方 式 」 と 、 特 許 第 176789 号 (昭和 23 年 )「 高 周波 電界 
加 球 方 式 」 が あり 、 晶 本 電気 株 式 会 社 が 特許 権 者 と な つて いる 。 ま た 同じ く 、 


高周波 木材 逆 燥 に 関す る も る の に 、 磯 部 安 入 の 特許 第 180800 号 (昭和 24 年 )、 特 
許 第 192617 号 (昭和 26 年 )、 お よび 特許 第 201523 号 (昭和 て 28 年 ) が あぁ あり 、 これ 
ら は 国際 電気 株 式 会 社 が 特許 権 者 と な つて いる 。 木材 東 燥 以外 の 高 周 波 利用 と 
し て あげ られ る も の に 、 忍 足 義 見 の 特許 第 178170 号 (昭和 24 年 )、「 超 短波 殺 暑 
機 の 改良 」、 岩 片 秀 雄 の 特許 第 180492 号 (昭和 24 年 )、「 円筒 式 電 渋 加 吾 方 式 」』 
と 、 さ ら に 磯部 安 菓 の 特許 第 204079 号 (昭和 28 年 )「 合 成 維 お よ びそ の 愉 品 
の 替 処 理 に 好適 する 高周波 熱処理 方 式 」、 特 許 第 206598 号 (昭和 29 年 )「 合 成 織 
維 製 魚 網 の 高周波 熱処理 装置 」 人 等 が あり 、 こ の 磯部 突 策 の 発明 は 、 東 洋 レ イ ョ 
ン 株 式 会 社 で 実施 され て いる 。 

) 冷 凍 

明治 初 年 ドイ タ 人 リン デ は 、 ア ン モ ニヤ 圧縮 冷凍 装置 を 発明 し た 。 ア ン モ ニー 
ャ は 冷 姫 と し て 種々 優れ た 特性 が ある た め に 、 こ の 冷凍 装置 は 急速 に 改良 が 加 
えら れ た が 、 わ が 国 に も し だ い に 輸 入 き さき れ 、 各 所 に 製氷 工業 を 起 し た 。 第 1 次 
世界 大 戦 の 乏 発 と と も に 、 食 料 品 の 貯蔵 輸送 の た め 魚 船 、 貨車 等 の 冷蔵 装置 の 
姓 造 が さか ん と な つた が 、 ま だ 邦人 の 発明 は 現われ ず 、 皆 外国 人 の も の で あつ 
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た 。 明 初 の 特許 は 、 フ レデ リッ クシ ン ガ ー の 発明 し た 、 特 許 第 5238 号 の 冷 誠 装 
置 で も つて 明治 35 年 の 償 録 で も る 。 大 正 年 代 に 入 つ て 、 電 口 森 久 は 炭酸 ガス を 
冷媒 と する 冷凍 機 の 効率 向上 に 限 を つけ 、 冷 媒 の 膨 豚 を 絞 弁 に よら ず 、 ノ ズル 
と ター ビン と に より 行わ せる 特許 第 36060 号 を 得 、 さ ら に 、 い わ ゆ る 多 効 式 冷 
練 機 を 改良 し て 特許 第 61425 号 、 第 66339 号 を 得 、 冷 靖 機 の 効率 を 増加 させ る こ 
に た 走 柚 し た 。 し か し 、 と の 年 代 の 発明 は 、 主 と し て アン モニ ヤ 圧 縮 式 冷 六 装 
置 に 関す る も の で あり 、 大 部 分 外国 人 に よ つ て 占め られ て いた 。 昭和 年 代 に 入 
り 、 産 業 の 発達 と と も に 、 各 種 の 工業 が お お い に 尋 り 、 冷 靖 装 置 の 重要 性 も 急 
速 に 増大 し 、 各 分 野 と 密接 な 関連 を 保ち つつ 、 改 良 、 工 夫 が 加え られ る に だ 至 つ 
た 。 刷 永 工場 、 食 料 品 工場 、 化 学 工場 、 紡 糖 工場 等 の 各 工 場 用 と し て の 冷凍 
機 、 食 料 品 お よび 各種 原料 の 冷蔵 設備 、 大 婦 築 物 の 空気 調和 装置 、 電 気 冷蔵 
庫 、 そ の 他 般 舶 、 車 輌 の 冷 故 装 置 等 が これ で ある 。 し か し て 昭和 初 年 頃 は 、 依 
然 と し て 外国 技術 に 対す る 依存 度 が 大 きか つた が 、 天 次 性 能 の よい 国産 の 冷 凛 
機 が 生産 され る よう に な り 、 冷 房 関係 に お いて は 、 東 洋 キ ャ リャ ヤー 株 式 会 社 、 
高砂 迷 羽 株 式 会 社 、 奉 原 製作 所 、 旦 立 携 作 所 等 で 環 作 す る 冷凍 容量 100 市 級 

冷 房 用 の ター ボ 冷 凍 機 が 、 劇 場 、 百 貨 店 、 銀行 、 紗 績 工場 符 に 多数 納入 き 
れ た 。 こ の ター ボ 冷 凍 機 に 関す る 邦人 の 発明 、 考 染 と し て は 、 大 西 正 の 特許 第 
2m、 う 2 RE ギー ーーー 
委 和 録 第 274487 号 が あり 、 い ずれ も 日 立 製作 所 に お いて 実施 され た 。 

電気 冷蔵 庫 関係 に お いて は 、 ア メリ カ の ゼネ ラル シル ・ エ テレ クト リック 社 が 、 
和 初 年 に 全 向 閉 式 電気 冷蔵 庫 を 販売 し は じ あ て か ら 、 近 年 、 ア メ リカ 人 の これ 
に 関す る 出願 が 増加 し 、 昭 和 12 一 13 年 に 至り 最高 調 に 達し た 。 

国内 の 製造 者 と し て は 、 和 芝浦 製作 所 、 三 鞭 電 機 、 日 立 刷 作 所 の 3 社 が あげ ら 

る が 、 芝 浦 製 作 所 は 、 ぞ ゼネ ラル ・ エ レク トリ ッ ク 社 と 、 三菱 電機 は 、 ウ エス 
テン グ ハ ラ ウラ 人 社 と 技術 提携 し 、 そ れ ぞ れ 特 徴 あ る 製品 を 製作 し た が 、 日 立 製 作 
所 は 独自 の 設計 に より 、 と こと れ に 対 抗 し た 。 ゼ ネ ラ ル ・ エ レク トリ ッ ク 社 の 特許 
は 、 権 利 者 が 浦 製作 所 に な つて お り 、 特 許 第 80428 号 、 第 83076 号 、 第 107587 
号 、 第 110186 号 等 が ある 。 ま た ウエス テン グ ハ ッ ウラ 社 の 特許 に は 、 特 許 第 88616 
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号 、 第 121995 号 、 第 126245 号 等 が ある が 、 後 の 2 者 は 、 新 形成 の る の で 、2 種 
の 異 つ た 冷蔵 温度 に 保持 され る 室 を 具 え る こと を 特徴 と する も の で ある 。 こ の 
ょ うに 、 タ ー ボ 冷 機 、 電 気 冷蔵 庫 に 関し て は 、 ア メリ ヵ に 圧倒 され 気味 で あ 
つた が 、 そ の 年 代 に お ける わが 国 独 特 の 発明 と し て は 、 食 料 品 凍結 法 、 な か で 
る 魚類 の 凍結 方 法 の 改良 が あげ られ よう 。 わ が 国 は 漁業 国 で ある 関係 か ら 、 そ 
の 遠洋 漁業 は 、 捕 殺 魚 類 の 急速 凍結 を 必要 と し 、 種 々 の 優秀 な 発明 を 生む に 至 
つた 。 な か で も 岩本 千代 馬 は 、 魚 船用 に 適する 簡易 冷凍 装置 を 発明 し て 、 特 許 
第 108198 号 を 得 、 ま た 村山 威 土 は 、 ュ ル ベ 式 を 改良 し た 冷凍 装置 を 発明 し て 、 
特許 第 88535 号 を 得 た 。 こ と の 外 に 、 小 倉 療 q 平 の 特許 第 101858 号 、 村山 威 土 の 特 
許 第 102259 号 等 が ある が 、 と これら は いずれ も ゃ 漁船 用 の 靖 結 設備 と し て か さん に 
使用 せら れ 、 水 産業 に 黄 献 し た 。 

現 水 に 関し て は 、 明 治 、 大 正 年 代 と も 格別 な 発明 も な く 、 中 和 に 入り 、 大 型 
製氷 設備 の 氷 効率 の 向上 を 図る る の が や や 多く 見 られ る が 、 特筆 すべ きゃ 
の は な い 。 と この 氷 向 式 と 対抗 し て 、 連 続 製氷 方 式 に 関す る 発明 が 滞 次 増す 傾向 
を 示し 、 な か で も 三宅 交 次 郎 の 発明 し た 特許 第 105763 号 は 、 令 面 に 変形 を 与え 
る と と に より 、 水 層 を 剣 見 す る 破片 氷 製 造 装置 に 関す る も る の で 、 冷 凍 製 塩 用 と 
し て 実用 化 さ れ た 。 同人 は 、 と の 他 に も 特許 第 107437 号 を 得 て お り 、 ま た 棒状 
氷 、 泥 状 水 に 関し て も 、 多 く の 発明 、 考 案 を な し た 。 

外国 人 の これ に 関す る 発明 と し て 顕著 な の は 、 ウ イリ アム と ・ ハ ー バ ー・ テ オイ 
ラー の 特許 第 111652 号 の ペッ クア イラ ス 携 造 法 と 、 ク ロス ビー・ フ イー シド の 特 
許 第 117819 号 の フレ イク アオ イラ 製造 機 で も る 。 

これ ら の 方 式 は 、 い ずれ も ゃ 優秀 な 着想 と 構成 に も ちと づく も の で あ も つた が 、 冷 
凍 工 業界 は 、 い まだ この 種 砕氷 を あま り 必 要 と し な か つた た め に 、 実 施さ れ な 
か つた 。 と この 外 中 収 式 、 恭 汽 噴射 式 、 ロ ー タ リー 式 、 吸着 式 等 の 准 凍 機 に 関す 
る 発明 も 散見 され る が 、 そ れ ら は 使用 分 囲 が 狭く 、 わ が 国 で 使用 され た 例 が き 
わ め て 少 い 。 た だ 吸収 式 冷凍 機 に 関す る 発明 は 比較 的 多く ま と ま つ て いた 。 特 
許 権 首 は トー レク トロ ルッ クス ・ プ ラテ ン ょ ムン ター ス ・ キ ャ リャ ー 社 で も り 、 技 
術 的 内 容 は な か な か 優れ た も の が 多い 。 終 戦後 に お ける 冷凍 関係 の 発明 、 考 案 
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は 、 ま つた く 低 調 の 一 語 に つき 、 昭 和 初 期 より 12 一 13 年 の 間 に お ける それ と は 
比較 に な ら な い 。 最近 の アメ リカ に お ける 顕 著 な 傾向 と し て は 、 マ ル チ シ リン 
デー 高速 圧縮 機 、 ク リャ ラン スポ リュ ー ェ 変更 に よる 負荷 調 整 装置 、 シ ャ フト 
シー と 人 等 が あげ られ 、 こ の 方 面 で 邦人 の 発明 に 見 る べき も の は な い 。 

(5) 荷役 機械 

明治 37 年 の 日 赴 戦争 後 、 わ が 国 の 工業 は 洋次 発展 し 、 環 鉄 、 造船 等 重工 業 の 
発達 を る た らし 、 港 洲 設 備 の 充実 、 発 電 ダ > の 移設 が 相 つ ぐ よ うに な り 、 こ れ 
に と ゃ な い 、 挫 揚 機 、 起 重機 符 の 荷役 、 お よび 運搬 機械 の 必要 は お お いた に 増し 
た 。 炭 確 、 鉱 山 等 で 捧 揚 機 が 、 大 正 の 初期 か ら 使 用 きれ る よう に な つて 、 大 正 
35 年頃 か ら そ の 発明 考 染 が ぼ つ ぼ つ 現われ 、 路 和 7 一 8 年 か ら 同 15 一 16 年 に わ 
た つて 、 そ の 出願 増加 を みた 。 

捧 揚 機 の 動力 は 、 蒸 気 か らし だ い に 電 力 に 切 益 えら れ 、 と くだ 最近 で は 、 炭 
硫 、 鉱 山 の 炎 害 防 止 の 目的 か ら 、 保 安 装置 に 関す る 発明 (特許 第 190729 号 参照 ) 
が 潤 次 増加 し て いる 。 

港 沙 坦 頭 の 荷役 設備 と し て は 水平 引込 起 重機 が も つと も 多く 用 いら れる が 、 
大 正 2 年 頃 、 石 川島 造 般 所 が イギリス か ら そ の 奥 作 技術 を 入れ て 、 約 1.5 市 の 
ミッ チェ シル 型 を は じ め て 現 作 し た 。 し か し 、 そ の まま の 形 で 現 作 され た の は 、 
朝鮮 総 上 有 府 に 納入 され た 、5 市 の 天井 走行 蒸気 起 重機 で も る が 、 昭和 2 年 に 幾 
分 改良 され た 型 が 横浜 環 頭 に 備え 付け られ た 。 し か し と の 型 は 、 ジ ブ の 根本 が 
振れ る よう な 欠点 も ある の で 、 そ の 後 数 台 製 作 さ れ た だ け で ある 。 ま た 、 昭 和 
4 年頃 に は 、 ラ ン サ ァ 型 3 市 水平 起 重機 が 刷 作 され 、 昭 和 6 年 頃 、 住友 機械 工 
業 株 式 会 社 は 、 ド イッ の デン マー グ 社 か ら 技 師 を 招 更 し 、 ダ ブル リン ク 弄 水平 
引込 起 重機 を 製作 し た 。 こ の 型 は 日 立 製作 所 、 石 川島 重工 業 株 式 会 社 で きか ん 
と 製作 され 、 こ の 種 起 重機 は 、 石 過 ま た は 鉱石 用 バケ タ 付 起 重 機 と し て 数 お お 
く 製 作 さ ほれ 、 昭 和 16 一 18 年 項 は と の 型 の 全盛 時 代 で あ つ た 。 し た が つて 、 と 
の 種 の 発明 が 多数 (特許 第 143333 号 、 第 143418 号 、 第 153068 号 徐 ) うま れ た 。 

きら に また 日 本 の 堪 坦 工事 に ケー ブル 起 重 機 が 使用 され た の は 、 喚 和 の 初期 
で ある が 、 こ と れ は 、 機 材 運 搬 用 と し て の 利用 に 止ま り 、 本 格 的 に コン クリ ー ト 
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施工 に 使用 きれ た の は 、 照 和 10 年 に 着工 され た 塚 原 握 堤 ( 堤 高 80m、 堤 長 215 
m、 更 体 350.000m ) が 最初 の 試み で も つた 。 

本 工事 に は 、2 台 の 9 地 日 立 ケ ー ブ ル 起 重機 を 使用 し て 、 昭 和 11 年 頃 よ り ュ ン 
クリ ー ト 打 設 が は じゅ め られ た 。 当 時 、 外 国 で も 各所 で 大 規模 な 埋 坦 工事 が 進捗 
中 で あり 、 と くに アメ リカ で は リオ ダァ ウッ ド 会 社 製 ケ ー ブ ル 起 重 機 が 成果 を 
ぁ げ て いた 。 と この 叶 以 来 の 内 外 の 成果 に も と づき 、 日 本 で も ケー ブル ァ 起 重機 が 
採用 きれ 、 相 当 数 坦 堤 工事 に 寄与 し た 。 終 戦後 、 河 川 の 衝 合 開発 、 電源 開発 等 
| に より 、 全 国 各 所 で 震 堤 工事 が 再開 され 、 ふ た た び ケ ー ブ プル 起 重 機 が 必要 と な 
り 、 こ とれ に 関す る 発明 が 増加 し た 。 特 許 第 197827 号 、 第 197732 号 、 第 198612 号 、 
第 200582 号 等 は それ で ある 。 

山間 の よう に 輸送 路 の な いと ころ で 、 資材 、 原 料 を 答 送 する の に 欠く こと が 
で き な い 索 道 に つい て は 、 そ の 生命 は 鋼索 把握 装置 に あつ て 、 大 正 な か ば 頃 右 
川 式 ク リッ プ 、 玉 村 式 クリ ッ プ 、 安 全 道 式 ク リッ プ が 現われ 、 こ れ が 発達 の 
共 礎 と な つた 。 その後 昭和 に 入 つ て 、 土 持 式 クタ リッ プ も 考案 され 、 現 在 は 以上 
の 方 式 の も の が 多く 使用 され て いる (特許 第 39414 号 、 第 39442 号 等 )。 最 近 に 
至り 受 索 輪 に オイ シレ ンス ベア リン グ が 使用 され 、 ま た 、 停 留 場 の 搬 器 自動 押 送 
装置 も 完成 され 、 索 道 の 操作 は 一 段 と 簡易 に な つた 。 

ュ ン ベ ヤ ー は 各 企 業 の 流れ 方 式 の 進展 に と も な つて 潤 次 発達 し て きた 。 と く 
に 石炭 運搬 上 楽 と いわ れる 石炭 確 業 に お いて は 、 明 治 初期 の スコ ュ ッ プ と 確 車 に よ 
る 原始 的 な 運搬 方 式 の も の が 、 胃 治 米 期 に 夕張 、 三 池 人 等 の 炭 破 で さ ル ト ュ ン ベ 
ャ ー に か わり 、 さ ら に 大 正 に 入り 切羽 に チェ イン ュ ン ベ ヤ ャ ー が 導入 きれ 、 そ の 
後 大 炭 硫 の 運搬 方 式 に は ュ ン ペ ベ ヤ ー の 組合 せ に よる 立体 的 な 構成 が 採用 され 、 
その 大 き な 運 搬 能 力石 談 破 業 の 近代 化 の 詩 体 と な つた 。 ま た 、 表 近 フ レキ シン 
プル シュ ン ペ ャ ー、 プ レー ト ュ ン ペ ヤー 幸 が 現われ 、 カ ッ 採 誠仁 に よる 大 硬 
炭 に 苔 応 す る こと と な つた (特許 第 208657 号 、 第 208735 号 等 )。 ま た 、 薬 品 工 
業 や ガラ ス 製 品 製造 の よう に 、 破 損し や すい 物体 を 扱う 産業 に お いて は 、 当 
初 その 取扱 い が 困難 で も つて 、 お お く 手 作業 に よ つ て いた が 、 大 正 玉 期 より こ 
れ ら の 物体 を 流れ 方 式 に 適合 する よう に 、 ュ ン ペ ベ ヤー に よる 輸送 機構 が 採用 さ 
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れ 、 そ の 後 近 次 安全 確実 な ュ ン ベ ャ ー 送 り 機 構 が 考案 され 、 現 在 に お よん で い 
る (特許 第 86313 号 、 第 89311 号 等 )。 ま た 、 最 近 と くに 注目 され る の は 、 銀 行 、 
証券 会 社 、 郵 便 局 等 に お いて 、 ヵ ー ド 類 の 区 分 、 人 葉 失 に コン ベ ャ ー が 使用 され 
は し じ め た こと で 、 従 来 の 手 作 業 を 機械 化し て 、 作 業 能率 の 向上 を 図 つ て いる 
(特許 第 181588 号 、 第 193765 号 、 第 185123 号 、 第 204578 号 健 )。 
以上 の ほか 、 ュ コンベヤ ー は 各 方 面 に 利用 され て いる が 、 コ ン ベ ヤ ー の トラ ラフ 
に 低 合 金 鋼 が 、 ま た ベル ト の 心 体 に 強力 人 絹糸 条 が 使用 きれ る な ど 、 戦 後 こ れ 
ら の も の の 改良 (実用 新 委 僅 録 第 401464 号 、 第 390891 号 等 ) が 行わ て て いる 。 
ュ ン ベ ャ ー と 関連 し て 、 戦 後 と くに 普及 し た の は 積 込 機 で も や つて 、 基 内 で は 
ケット ロ ー ダ ー、 ギ ギャザリング ロー ダー、 カ ッ タ ーー ダー 等 が 、 一 般 作 業 
に は 電気 ショ ベルン 、 パ ワー ショ ペル 等 が 用 いら れ 、 積 込 の 機械 化 が お お いと 進 
捗 し た (特許 第 18215 号 、 第 134681 号 等 )。 
テレ ベー ター が 、 デバ ー ト 、 ビル ディ ング 等 に 用 いら れる よう に な つた の 
は 、 大 正 年 間 で あつ て 、 と この 種 サ ービス 用 の エレ ベー ター は 、 そ の 後 乏 次 、 安 
全 装 置 、 信 号 装 置 、 伝 動機 構 、 扉 等 の 改良 に 向い 、 こ と に 安全 性 確 保 の た め の 
(特許 第 60113 号 、 第 22387 号 、 第 91705 号 等 ) 進歩 の 跡 が みえ る 。 
エス カレ ー タ ー は 、 昭 和 に 入り アメ リカ より 輸入 され た が 、 現 在 国内 で は 数 
社 が 生産 し て いる が 、 と れ に 照明 設備 を 施す 等 サー ビス 効果 を ね ら つ て いる 
(特許 第 122736 号 、 第 130582 号 等 ) 発明 が お お い 。 
VIII 運 輸 
(1) 鉄 道 
明治 5 年 10 月 、 は じ め て 鉄道 が 新橋 一 横浜 間 に 開通 し て か ら 80 年 、 鉄 道 は 、 
近代 陸上 交通 運輸 機関 と し て も つと る 古い 歴史 を も つて いる 。 
わが 国 の 鉄道 は 狭軌 で も る に も か ヽ いわ ら ず 、 そ の 機能 は か な り 優 れ た も の で 
あり 、 ま た 車輌 お よび 施設 は 初期 に お いて は まつ た く 外 国 製品 で も つた が 、 徐 
々 に 国 産 化 され 、 昭 和 初 期 に は ほとん ど 全 部 国産 品 で まかなわ れる よう に な つ 
が 
その 間 、 幾 多 の 発明 、 考 案 が な され て 進歩 し て きた が 、 特 許 お よび 実用 新案 
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の 出願 の 数 は 必ず し も お お く は な い 。 と れ は 胃 治 39 年 鉄道 国有 法 が 施行 きれ で 
以来 、 一 地方 の 交通 を 目的 と する も の 以外 は 国内 の 鉄道 の 大 半 が 国有 化 さ れ 、 
他 の 部 門 の よう に 激しい 競争 が 見 られ な か つた か ら で あ る 。 

し か し 、 終 戦 以後 は 、 日 本 国有 鉄道 、 各 私 鉄 あ る い は 各 フ スー カー に お いて 、 
サー ビニ の 向上 、 作 業 の 機械 化 、 あ る い は 安全 の 確保 の 目的 で 、 各 種 の 発明 、 
考案 が な され 、 出 願 の 数 も か な り 増 加 し た 。 

今 次 大 戦前 の 出願 で や ぼ し いも の は 、 鉄 道 大 臣 に 
よる も の が お お い が 、 そ の ほか 主要 メー カー の も の 
も 相当 に 見 受け られ る 。 そ の 中 で 顕著 な も る の を あぁ あげ 
る と 、 つ ぎの と お り で ある 。 

連結 器 、 緩 衝 器 に お いて は 、 大 正 末 期 か ら 昭 和 初 
期 に お いて 特許 第 68524 号 (車輌 用 自動 連結 機 、 発 
明 者 、 柴 田 衛 )、 特 許 第 88246 号 (車山 用 密着 連結 機 、 
発明 者 、 柴 田 術 ) が 発明 され 、 前 者 は 客 貨車 用 
て 、 後 者 は 電車 用 と し て 国鉄 その 他 に お いて 基 本 型 


式 と し て 用 いら れ て いる 。 

制動 装置 は 、 昭 和 3 年 特許 第 82541 号 (流体 圧力 式 列車 制動 機 用 圧力 流体 制 
御 上 装置 、 発 明 者 押田 安 之 助 ) が 発明 され た 。 こ れ は ウエ スチ ング ハム ウス の PS3 
動 弁 を 改良 し て 、 日 本 の 鉄道 に 適する よう に する 目的 で 発明 され た も の で あり 、 
作用 が 確 突 で 、 制 動力 の 加減 が 自由 に で き 、 か つ 非 常 制動 が 完全 に 有効 に 作用 
する の で 、A 動作 弁 と し て 、 国 鉄 お よび 私 鉄 の 客車 、 お よび 電車 に 広く 使用 さ 
れ て 、 大 き な 南 献 を な し て いる 。 

終戦 後 は 、 国 鉄 私 鉄 と も 乗 心地 の 改良 、 未 度 の 向上 、 安 全 性 の 確保 、 あ る い 
は 保線 作業 の 機械 化 を 狙い 、 発 明 、 考 染 の 出願 数 も 増加 し た 。 

その 中 で 、 出 願 の 数 が 多く 、 内 容 も 優れ て いる も の は 、 高 速度 用 防 振 台 車 、 
集 電装 置 、 制 動 装 置 、 軌 条 自 動 交 換 機 お よび 軌道 検 測 装置 侍 で も り 、 こ の 外 各 
種 産 業 用 車 馬 $ も か な り 多 い 。 

これ ら の 中 で 、 実 施さ れ て 効果 を 挙げ て いる も の に は つぎ の よう な も の が あ 
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特許 第 180244 号 (定圧 力 ビ ュー ゲル 集 電 装置 、 発 明 者 山 成 全 三 ) に よ つ て 市 
街 電 車 の ボー シ は 、 ほ と ん ど 全 部 弓 型 集 電装 置 に お き 換 えら れ た 。 ま た 、 高 束 
用 防 振 台 車 は 、 各 主要 メー カー に お いて 研究 され 、 こ れ に 関す る 特許 お よび 実 
用 新案 は 相当 な 数 に . 上 り 、 こ と これ ら を 基 に し て 、 乗 心地 の 良い 台車 が 数 多く 作ら 
れ た 。 と の 外 、 粉 末 合 金 抽 摺 動 板 ちあ るい は レク ライ ニン グ ・ シ ー ト と 呼ば れる 
座 誠 装置 等 は 、 国 鉄 そ の 他 に お いて 使用 され て 効果 を 挙げ た 。 

最後 に 、 外 国人 の 出願 に つい て 一 見 する と 、 戦 前 戦後 を 通じ て 外国 人 の 出願 
の 比率 は 相当 高い 。 内 容 に つい て いえ ぇ ば 市 動 装置 、 連 結 器 、 緩 衛 器 、 吾 車 お よ 
び 鉄 道 信 号 等 に 多く の 出願 が 見 られ る 。 出願 人 の 国籍 は 、 ア メリ カ 、 ド イツ 、 
ネオ イニ 、 オ ギリ ラ 等 が 多く 、 と これ ら 外 国人 の 特許 お よび 実用 新案 が 、 将 来 わ が 
国 の 鉄道 に お お き な 彰 響 を 及ぼ すこ と が 予想 され る 。 

(2) 自動 車 

わが 国 自動 車 工 業 は 明治 、 大 正 年 間 に お ける 外車 の 輸入 、 模 條 に は じ ま り 、 
小 規模 生産 、 軍 用 車 保護 政策 、 国 産 車 の 量産 化 開 始 、 さ きら に 戦後 に お ける 航空 
機 生産 か ら 自 動車 生産 へ の 転換 期 を 経て 現在 に 至 つ て いる 。 と くに 戦後 の 自動 
車 生 産 は 、 国 内 策 要 の 増加 、 外 国技 術 の 導入 、 紹 介 人 等 に より 活況 を 呈し 、 海 外 
輸出 も 見 込ま れる 段階 に 到達 し た 。 

この 結果 、 発 明 の 面 に お いて も 優れ た も の が 多数 現われ 、 中 で も 雪国 で 用 い 
られ る 、 和 雪 塊 除去 用 スク レー バー の 付い た 雪上 自動 車 (特許 第 209304 号 、 小 松 
製作 所 ) や 、 前 部 下 底 に 方 向 能 の 付い た 機体 を 設け 後部 に 無限 軌道 帯 を 装置 し 
た 雪上 自動 車 (特許 第 198234 号 ) 等 が 現われ 、 人 冬季 の 交通 機関 の 発達 に お お き 
な 意義 を 持つ よう に な つた 。 ま た 、 徒 来 の 歯車 式 変速 壮 置 か ら 、 遂 次 流体 利用 
変速 装置 (特許 第 185042 号 ) へ の 移行 、 足 また は 手 で 通気 路 弁 を 押し 、 ク ラッ 
テ の 切断 と エン ジン の 停止 を 同時 に 行わ ちせ て 燃料 の 消 介 節減 を 企図 し た 随 走 運 
行 装置 (特許 第 197221 号 、 渡 辺 正 線 ) の 出現 、 ま た 最近 に お いて トル クコ ンズ 
ー タ ー (実用 新 条 座 録 第 420466 号 いす ゞ 自動 車 K.K.) の 実施 化 を みた と と は 動 
伝達 装置 の お お き な 進 歩 で も る 。 と の ほか 真空 また は 圧縮 空気 を 利用 し て 小 
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さ な 踏 力 で おお き な カ 力 を 出せ る 倍 カ 装置 併用 

の 制動 機 (特許 第 205979 号 、 東京 機器 工業 
K.KK.) (写真 参照 )、 ハ ンド ル の 旋回 に より ト 
ルク の 増加 を 図 つた 電動 式 操 向 装置 (実用 新 
委 交 録 第 404213 号 )、 流 体 を 利用 し た ハン ド 
の 旋回 角度 調節 装置 等 注目 すべ き 発 明 考 条 
の 出現 に よ つ て 、 操 作 は 一 層 安 全 、 確 実 、 容 


倍 力 装置 併用 の 制動 答 


易 に な つた 。 

附属 具 で は 、 方 向 指 示 器 の 上 下 動 の 際 に 、 電 流 を 断続 きせ て 明暗 を 表示 する 
よう に し 、 ま た 室内 の ハン ドル の 操作 で ス ビ ー カ ー を 回 転 自在 に し (実用 新 条 
褒 録 第 409536 号 、 京 成 自動 車 工 業 KK.K.)、 あ る い は 広告 塔 、 ア ン テ ナ 等 を 上 下 に 
伸縮 させ た り 、 ま た は 車内 に ラヂオ ォ を 装置 得る よう に し た こと な ど 、 自 動車 
の 応用 範囲 を 拡大 する と と と な つた 。 

車体 の 久 力 を 増し 乗 心地 を 良く する た め 、 近 年 と くに クロ ー ズ アッ プ さ れ 
た 防 振 緒 に は 、 機 械 式 の も の (特許 第 197277 号 、 新 三菱 重工 業 民 . 氏 .) や 油圧 式 
の 改良 型 が 現われ 、 一 方 遠隔 操作 装置 付 ア ング ルド ライ フ 式 リャ マー エン ジン 
ス (実用 新 染 郊 録 第 401570 号 、 川 崎 航空 機工 業 氏 .KK. 川 崎 岐阜 揚 作 所 ) が 、 量 産 
化 さ きれ て きた こと も 見 逃す て こと が で き な い 。 

(3③) 自転 車 

明治 の は じ め に 、 外 国人 の 罰 易 商 に よ つ て 自転 車 が わが 国 に 紹介 され た が 、 
その 当時 の 自転 車 は 前 輸 が 後 輪 より 非常 に 大 きく 、 そ の 大 小 2 つの 車 輸 を つ な 
ぐ 車 体 に 陵 つ て ペダ ル を 踏む セオ ー ジ ナリ 型 自転 車 で も つた 。 その後 は も つば ら 
アァ メ リカ か ら ス ポー ツ 、 娯 楽 用 と し て 改良 され た も の が 輸入 され た 。 明治 の 終 
り 頃 に は 、 葉 征 を 特徴 と する オギ リス 車 が 、 ま た 部 分 品 、 附 属 品 は 主として 

ォ ッ か ら 輸 入 さ れ 、 オ イギリス 抽 完 成 車 と と も に も て は や され て いた 。 

自転 車 が 、 わ が 国 で は じ め て 失 造 され た の は 、 胃 治 23 年 頃 で 、 鉄 砲 製造 業 を 
し て いた 宮田 製 鉱 所 (現在 の 宮田 製作 所 ) が 外国 車 の 修理 か ら 発 展 し て 洋次 生 
産 を は じ め た が 、 そ の 後 各地 に 大 小 の 工場 が で き 、 次 第 発 展 進歩 し て 、 生 産 
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は 送 年 増加 し 、 し だ い に 輸 入 品 を 駆逐 し 、 国 内 の 生 要 を ほとん ど 満 す よ うに な 


つた 。 き さら に 海外 に も 進出 し 、 輸 出品 に お ける 機械 器具 工業 中 枢 要 な 地位 を 占 
め る に 玉 つ た 。 


今 湊 の 戦争 に お いて 、 ほ と ん どの 大 小 自転 車 工場 は 軍需 品 工場 に 転換 させ ら 
れ 、 ま た 、 戦 災 に より 生産 は 激減 し た が 、 終 戦 を 契機 に 、 か つて の 工場 は も と 

さり 軍 策 工場 も 自転 車 の 生産 を 開始 し 、 資 材 の 十分 で な い に も か ょ わら ず 生 産 
は 激増 し 、 国 内 の 涯 要 を 満た す と と も に 、 戦 前 の よう に 海外 に 販路 を 求め る よ 
うに な つた 。 品質 は 戦前 を し の ぐ よ うに な つた が 、 荷 物 の 運搬 を 考え て いる た 
あ 軽 快 車 と し て は 外国 車 と 比べ て 劣る と と は 否め な い 。 

過去 70 年 間 に お いて 、 と くに この 産業 に 革命 的 変化 を 与え る 発明 考案 は な い 
が 、 車 体 お よび 部 品 の 改良 と 改善 に お お く の 有 努力 が な され た 。 

すでに 明治 25 年 に は 木下 豊 次 郎 外 3 名 が 国 走 装置 付 四 輸 車 の 自転 車 に つき 特 
許 第 1429 号 を 得 、 ま た 発明 考 染 の きわ め て お お い 変 速 伝動 壮 置 で は 、 チ エー ン 
の 切換 え に よ る 二 了 段 変速 で 、 明 治 34 年 に 「 自転車 連動 機 」 (特許 第 5003 号 ) を 
ララ ン シ ス ・ ア ー サ ー リ ッ チ (フラ ンス ) が 、 イ ギリ ス に きわ め て お お く 使 用 
され て いる 内 装 式 変速 装置 で は 「 車 中 に 包ま れ た る 三重 に 働く 装置 の 改良 」 
(特許 第 30693 号 大 正 6 年 ) を シク ェ リ アム ・ ジ ョ ー ン ・ プ ラオ アン (イギリス ) 
が 、 ラ ラン ラテ 等 の 大 陸 に お お い 外 装 式 変速 装置 で は 、「 自転 車 及 類 似 車 峠 用 の 
切換 装置 を 有する 逆転 菌 車 装置 」( 舌 用 新案 意 録 第 239898 号 ) を フィ と テル ・ 
ウン ト ・ ザ ックス アク チェ ング ゼル シャ フト (ドイ ッ ) が それ ぞ れ 発明 、 考 委 
し て いる 。 こ れ ら の も の 改良 を 加え た 日 本 人 の 発明 考 染 は 、 大 正中 期 よ りお 
3 く な つた だ 。 

最近 で は 枯 造 入 単 で 切換 容易 な 「 自 動 切換 変速 装置 」( 特 許 第 202051 号 、 発 明 
者 、 長 谷川 重夫 ) お よび 「 自 転 車 に 於 ける 三 段 変 速 装置 」( 特 許 第 195780 号 、 発 
明 者 、 大 河原 太 々 ) な ど は 、 と も に 業界 の 注目 を 浴び て いる 

九州 、 北 海道 等 の 山地 に お お く 利 用 きれ て いる コー スタ ・ ブ レー キ は 、「 加 
動 及 阻 輸 装置 」( 特 許 第 5640 号 ) と し て 明治 835 年 に せ や ・ ゞ バー ウエ ス ト ・ ュ ー ス 
ター・ プ レー キ ・ ニ コム バ ニー (アメ リカ ) が 特許 を と つて お り 、 総 じ て 欧 米 先 
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進 国人 が 、 親 新 な 発明 考案 に つい て 日本 人 に さき が け て 特許 を 得 て い る 。 

戦後 急速 に 普及 し た 発電 ラン プ も 、 わ が 国 で 生産 され た の は 昭和 6 一 7 年 項 で 
ある が 、 沿 車 と 車輪 と を 接 唯 自在 に し た 「 車 博 奏 発電 装置 」( 実 用 新案 誠 舞 第 
24638 号 ) は 、 す で に 胃 治 45 年 に 高村 勝 暦 に よ つ て 考案 され て いる 。 

資材 が 不足 し た 戦時 中 の 代用 品 時 代 に は 、 人 竹 木材 を 用 いた 車体 、 ハ ムン ドル 、 
ペダ ル 等 の 考案 が 、 戦 後に は 各種 の 盗難 防止 装置 が 、 ま た モー ター ベイク の 普 

に つれ て 、 そ の 関連 考 染 が お ね おく な つて いる 。 

最近 で は 「 人 解体 折畳み 自在 な る 携帯 用 自転 車 」 (特許 第 184234 号 、 発明 者 、 
時 養 教 一 ) お よび 大 量 生 産 に 適する 「 ダ イカ スト 法 接 手 」( 特 許 第 192559 号 、 
実用 新案 砲 録 第 389770 号 、 第 389771 号 、 第 410134 号 、 第 410384 号 、 発明 者 、 
今川 為 一 ) が 注目 され て いる 。 と くに と の ダイ カス ト 法 は 欧米 に お いで る 特許 
32 まつ 

(4) 船 攻 

わが 国 の 船 毅 工 業 発 達 の 歴史 は 、 明 治 16 一 17 年 の 船 工 業 の 播 多 期 か ら 洒 次 
発展 の 過 福 を 辿り 、 第 1 次 大 戦 を 山 と する 第 1 の 流れ と 、 そ の 後 の 不況 期 か ら 
昭和 に 至り 重工 業 の 和 勤 握 に と も な う 船 腹 拡充 時 代 を 経て 、 第 2 次 大 戦 を 山 と す 
る 第 2 の 流れ と 、 終 戦 に よる 混迷 の 城 か ら 復 興し て 現在 に 至る 第 3 の 流れ と に 
大 きく 分 け て 考え る こと が で きる 。 そ し て 技術 面 か ら み る と 、 胃 治 、 大 正 年 代 
は 外国 技術 の 模 偽 吸収 時 代 で あつ て 、 そ の 当時 の 船 遂 関係 特許 を 見 て も 、 外 国 
人 の 発明 が 圧倒 的 に お お い 。 わ が 国人 に よる 発明 が 相当 見 られ る よう に な つた 
の は 、 昭 和 7ー8 年 以降 で も り 、 よ う や く 活況 を 呈し て きた の は 昭和 25 年 以降 
の こと で ある 。 

そもそも 船舶 に は 高度 の 安全 性 と 信頼 性 が 要望 され る の で その 発明 を 実施 す 
る に は 、 相 当 の 決断 と 努力 と を 要する 。 従来 船 攻 関 係 の 発明 が あま りお お く な 
か つた の は 、 と の 辺 の 帯 情 が 一 因 を な し て いる も の と 思わ れ 、 ひ いて は わが 国 
経済 カ の 問題 に 帰す る も の と も 考え られ る 。 し か し 、 と ここ 敷 年 玉 の 発明 の 状況 
に は 明る いも の が あり 、 今後 の 発展 が 予想 され る 。 

き て 船 其 関 係 の 発明 で は 船体 に 関す る も の は 従来 少く 、 こ の 種 の も ゃ の で 注目 
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すべ きゃ の は 明治 、 大 正 年 代 の 外国 人 の 発明 に お お い 。 そ の 中 胃 治 未 期 に 特許 
を 得 た ! イ ッ シ ャ ーッ ウッ ド ]」 式 構造 、 こ れ に ひき つぶ ゞ いて 昭和 の 初期 に その 改 
良 発 明 さ れ た 特許 数 件 が 目立つ て いる 。 

船 棚 関 係 の 発明 で は 、 租 装具 が も つと も お お く 、 と くに ダビ ッ ト は 古く か ら 
内 外国 人 に よる 発明 が さか ん で 、 そ れ 相 応 に 優秀 な 特性 を 持つ て いる も の が 出 
て お り 、 と この 傾向 は 現在 に 芋 る まで つづ いて いる 。 と くに と ここ 4 へ 5 年 に お ける 
この 種 の 発明 に は 、 目 覚まし いも ゃ の が あり 、 国 内 の 有力 造船 会 社 は それ ぞ れ 独 
特 の ダビ ッ ト の 特許 数 件 を 持つ て いる 。 ま た この ほか で は 、 ハ ッ チ ボー ド が お 
お く 、 こ の 方 面 で は イギリス 人 、 ラ フラ ンス 人 の 発明 が お お い が 、 と くに イィ イ ギリ 
ス の マッ タク グレ ゴア ー の 発明 は 有名 で ある 。 

推進 関係 の 発明 $ る いろいろ ある が 、 こ の 中 で 虹 旋 推進 器 に は 目立つ た も の は 
すく な い 。 可変 ビッ テ 推 進 器 は 、 昭 和 初 期 に すでに 発明 され て いる が 、 優 れ た 
ゃ の が 出 て きた の は 最近 雪 年 間 で あり 、 こ の 種 の 発明 は 今後 に 作 た ね ば な ら な 
い 。 推進 益 で は むし ろ 特 殊 推 進 装 の 発明 に 顕 著 な も る の が あり 、 か の 「 シ ュ ナ イィ 
ダー プロ ベラ 」 が 昭和 8 年 に わが 国 で 特許 に な り 、 以 後 こ の 種 の 発明 が 数 件 あ 
る 。 噴射 式 推進 維 の 発明 も 剖 く 明治 来期 より あり 、 こ と 数 十 年 間 に も か な り 見 
受け られ る が 、 い まだ 本 格 的 段階 に は 至 つ て いな い 。 

胡 関 係 で は 太平 洋 戦争 中 か ら 最 近 に 至る まで 、 わ が 国 の 発明 に 優れ た も の が 
みみ ら れる 。 自動 操 能 装置 は 、 ア メリ カ ヵ の スペ リー 社 が 、 昭 和 2 年 か ら 現在 に 至 
る まで 優秀 な 特許 を 多数 と つて 、 哲 界 を 席 圏 し た 祝 が ちあ つた が 、 昭 和 25 年 以降 
国内 メー カー の 発明 に も 注目 すべ きも の が 数 件 あり 今後 の 発展 が 期待 され る 。 

戦後 に お ける 租 育 関 係 の 発明 で 特筆 すべ きも の と し て は 、 昭 和 25 年 に 特許 さ 
れ た ボー メル 式 進 水 装置 が ある (写真 参照 )。 こ れ は 、 実 施 成績 も きわ め て 優秀 

経済 的 価値 も お お きく 、 現 在 ま で に この 発明 に よ ょ つて 約 320, 000 総 軸 の 紛 
期 が 進 水 し て いる 。 

特殊 な 発明 と し て は 、 土 運 給 が ある 。 こ れ は 従来 の 和 底 扉 式 の も る の か ら 側 部 
扉 式 、 ど く 最 近 で は 穏 体 転倒 式 の も の も 現われ て 、 捧 施 成績 も きわ め て 良好 で 
ある 。 
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(5) 航 空 機 

人 類 が 空 を 飛ぶ こと が で きる と 考え た の は 、 鳥 の 飛ぶ の を 見 て 暗示 され た の 
に 條 い な い が 、 古 く か ら 考 えら れ て 来 た 、 鳥 の よう に 庶 を 動か す 羽 撃 機 は 、 複 
雑 な 機 枯 と 大 きい 動力 と を 必要 と し て 、 今 な お 実現 し て いな い 。 空気 より 軽い 
も の ヽ ゝ 浮力 で 飛行 し よう と いう 考え も 古く か ら あ り 、 ま す 気 球 に よ つ て 、18 世 
紀 に は じ め て 空 を 飛ぶ こと が で きた 。 つ ぎ に 、 進 行方 向 に 対し て ある 角度 に お 
か れ た 環 に 生ずる 揚力 に よ つ て 、 飛 行 す る 滑空 機 が 現われ 、 と これ に エン ジン で 
及 動 きれ る プ ゥ ベラ を つけ て 前 進 す る 飛行 機 は 、1903 年 ライ ト 見 弟 に よ つ て 製 
作 さ れ 、 は じ め て 飛行 が 行わ て れ た 。 この 後 の 数 年 は 、 各 国 で 各種 の 飛行 機 が 愉 
作 さ れ 、 飛 行 圭 が 高 ま つ た 。 わ が 国 に お いて も 、 胃 治 43 年 昌 野 、 徳 川 両 名 に よ 
つて は じ め て 民 行 が 行わ れ て いる 。 

わが 国 の 発明 、 考 案 も この 情 葵 を 反 喘 し て 、 胃 治 年 間 に お いて は 、 主 と し て 
気球 、 飛 行 船 、 羽 届 機 等 が お お く 、 ブ プロ ベラ を 持つ 飛行 機 も 聞 葉 木製 の も ゃ の で 
あぁ あり 、 い ずれ も 思い つき の 域 を で て いな い 。 

ラ ィ ト 兄 弟 の 初 飛行 10 年 後に 勤 発 し た 、 第 1 次 世界 大 戦 に お いて は 、 航 空 人 
が は じ め て 実戦 に 用 いら れ 、 各 国 の 航空 機 へ の 関心 が 高まり 、 戦 争 を 契機 と し 
て 航空 機 は 沸 期 的 な 進歩 を と げた 。 大 戦後 に お いて は 、 航 空 袋 の 進歩 に よ つ て 
民間 航空 が 開始 され る よう に な つた 。 わ が 国 に お いて も 、 中 島 、 三 菱 、 川 崎 、 
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川西 、 愛 知 時 計 等 の 主要 メー カー が 設立 され た の ゃ も 、 第 1 次 世界 大 戦後 の 大 正 
後 圭 で も る 。 

この 天正 年 間 の 発明 、 考 委 は 、 航 空 へ の 関心 が 高まる に つれ て その 数 が 増加 
し 、 こ と に 第 1 次 大 戦後 に お いて は 、 愉 行 般 、 気 球 に 関す る も る の の ほか プ ズ ベ 
ラ 機 に 関す る も の が お お く 、 後 者 が 増加 する 傾向 に あつ た 。 また と の 期 間 に お 
いて は 、 軽 金属 製 機体 (特許 第 39317 号 、 大 正 7 年 ) ある い は 可変 ピッ チ ブ ュ 
ベラ の 発明 、 考 筆 が 見 られ る よう に な つた 。 

昭和 年 間 に 入 る と 、 わ が 国 に お いて も 昭和 3 年 日 本 航空 輸送 株 式 会 社 が 設立 
され て 、 民 間 航 空 が 開始 され 、 ま た 大 正 後期 に 設立 され た 各 メ ヌー カー も ゃ も 、 本 格 
的 な 生産 を 開始 する よう に な つた 。 さらに 満 洲 事 変 を 経て 第 2 次 世界 大 戦 に 至 
る 期間 に は 、 わ が 国 の 航空 技術 は 急速 な 進歩 を と げ 、 世 界 水 准 を 越す 飛行 機 も 
生産 され た 。 

この 期間 に お ける 発明 、 考 委 の 数 は 、 増 加 の 一 途 を 辿り 、 各 種 航空 機 に つい 
て お お く の 発明 、 考 案 が な され て いる 。 そ の 中 で と くに 顕著 な も の は 、 飛 行 機 
の 大 型 化 、 お よび 高速 化 に と も な つて 可変 ど ウ チ プ ブロ ベラ 、 高 揚力 装置 、 自 動 
操縦 装置 、 お よび 引込 脚 等 で もち り 、 ま た へ リュ ブタ ー、 オ ー ト ジャ イロ 、 沙 下 
全 、 グ ラオ ダー 等 も か な り 見 られ る 。 

終戦 後に お いて は 庄 外 国 で ジェ ッ ト 機 が 出現 し 、 民 行 機 の 速度 は 音速 に 達し 
目覚 まし い 進 歩 を と げ て いる が 、 わ が 国 で は 長く 航空 機 の 保有 が 認め られ な い 
情勢 下 に あり 、 現 在 に お いて ふる 保有 機 数 は きわ め て 少く 生産 も 一 部 で 行わ れ て 
いる に 過ぎ な い 状 態 で ちる の で 、 発 明 、 考 案 の 数 も 質 $ 低 いも の で ある 。 

IX 土木 、 建 筑 

(IL 議 ら 木 

わが 国土 木 披 術 の 発達 の 跡 を みる と 、 過 去 70 年 間 に 2 つの 大 き な 山 が みろ られ 
る 。 そ の 1 つ は 昭和 の は じ め で あり 、 他 の 1 つ は 現在 で も る 。 こ の 部 門 で は 、 
その 対象 が 大 部 分 土地 で ある と いう 特性 か ら 、 そ の 消長 は 国土 開発 の 進展 に 関 
係 し て お り 、 設 計 と 施工 の 面 で 大 き な 技術 の 進歩 が みみ られ る が 、 発 明 考 案 の 面 
で は 、 他 の 産業 分 野 に 久 ら れる よう な お お き な 和 飛躍 は な い 。 以下 土木 に 関す る 
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主 だ つた 発明 を 例示 する と 、 

基礎 部 門 で は 、 近 代 書 築 の 発達 に と も な い 、 と くに 次 函 工法 に つい て 目覚 ま 
し い 進 歩 を 見 せ 、 自 石 多 土 良 の 一連 の 発明 (特許 第 106874 号 、 第 111869 号 箸 ) 
は 、 こ の 先駆 を な す も の と し て 注目 に ちあ た いす る 。 

道路 部 門 で は 、 自 動車 交通 の 発達 に と も な い 、 大 正 の 未 か ら 昭 和 の は じ め に 
か け て 発明 の 進歩 が あり 、 こ の うち 特許 第 79339 号 「 漏 青 鉛 道 の 改良 」 は 、 フ 
ー レ ナイ ト ・ ビ チュ ユリ シッ ク 人 半 と し て 知ら れ て いる 。 

な お 、 と この 部 門 で は 、 時 代 の 傾向 を 反映 し 、 戦 時 中 で は 簡易 全 装 関係 の も の 
が お お く 、 最 近 で は 施工 の 機械 化 関係 の 発明 考案 ぶさ か ん で ある 。 

橋梁 部 門 の 発達 は 、 道 路 、 鉄 道 の 発達 に と も な う も の で ある が 、 た と えば 昭 
和 26 年 に 特許 され た 山本 一 雄 の 特許 第 187498 号 「 橋 桁 取 状 装 置 」 は 、 工 事 紛 、 
工事 期間 を いち じ る し く 減 少 さ せる も の と し て 、 哲 界 より 注目 され て いる 。 

水 工 部 門 で は 、 最 近 左 業 用 水路 の 水門 と し て の 自動 堪 の 発明 考案 が 目立つ て 
いる (特許 第 173161 号 、 第 196907 号 、 第 206711 号 等) 。 

(2) 建 築 

書 委 は 、 元 来 天災 お よび 戦争 に と も な つて 急速 に 進歩 する も の で 、 わ が 国 も 
と の 例 に 兆 れ ず 測 尾 、 豆 州 、 関 東 の 各 震 災 、 お よび 昭和 年 代 に お ける 数 次 の 戦 
役 に と も な い 急 激 に 発展 し た 。 

木 構造 は 、 は じ め 在 米 の 技法 を 伝承 する に すぎ な か つた が 、 第 1 次 大 戦後 主 
と し て ド オ ッ に お いて 研究 され た 力学 上 合理 的 な 新 穫 木 構造 が 紹介 され 、 さ ら 
に 数 度 の 宮 災 の 試練 を 受け 、 ま た 昭和 年 代 に お ける 数 次 の 戦争 の 必要 上 、 わ が 
国 の 木 構造 は 急激 に 進歩 し 、 と くに 接 手 金物 に 多く の 発明 考案 が な され た 。 外 
国人 に より 大 正 来期 に 紹介 され た リン グ お よび ブル ドッ グ ジ ペ ベル ( 特 誕 第 42106 
号 、 第 43478 号 ) を 改良 し 、= マ 、O 式 トラ ジ ベ ル (実用 新案 部 録 第 275997 呈 、 
第 282326 号 、 第 301806 号 ) 等 が 考案 され 、 木 構造 に よる 大 呈 間 架構 が 可能 に た 
つた 。 

鉄骨 模造 に お な いて は 、 は じ め は 平行 式 ト ラス に 限ら れ て いた が 、 大 正 末期 に 
ドイ オッ の ユン ケル スト ラス (特許 第 68965 号 ) が 紹介 され る に お よん で 、 わ が 国 
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の 建築 界 は 立体 架構 に 異状 な 関心 を 示し 、 わ が 国 の 実情 に 適し た 立体 架 知 と し 
< 包 式 ダ オ ア モエ ンド トラ ス 、O 式 ダイ アモ ンド トラ ス 、 ジ グ ザ グ ト ララ ( 特 
許 第 100681 号 、 第 117774 号 、 第 110086 号 ) が 発明 され て 、 立 体 架構 は 盤 異 的 な 
進歩 を と げた 。 

強 造 構造 に お いて は 、 は じ め は も つば ら 外 人 技師 の 指導 に よ つ た が 、 洋 次 日 
本 人 の 手 に より 種々 改良 施工 され る よう に な り 、 と くに 関 東 震 災 に より 豊富 な 
経験 を 得 、 面 震 お よび 免 央 構造 が 発 胃 され た 。 ま た わが 国 固有 の 特典 地質 に お 
ける 、 地 下 階 を 有する 構造 物 の 施工 法 と し て 、 オ ー プ ン ケ ー ン シン 工法 (特許 第 
132212 号 、 第 139889 号 ) 等 は 、 施 工 の 堅実 迅速 の 点 に お いて 国際 的 水準 を 潜 得 
する も の で ある 。 ま た 昭和 に な つて 、 外 人 に ょ つて 元 応力 利用 の 銅 蓄 コン クリ 
ー ト 工法 (特許 第 96254 号 ) が 出 て 、 第 2 次 大 戦後 資材 の 節約 お よ び 構 造 体 の 
軽量 化 の 見 地 よ り 急 速 に 発展 を と げた 。 

組 積 構造 に お いて は 、 症 却 積 お よび 石積 模造 は 関東 震 災 後 す た れ 、 区 造 構造 
が これ に か わる よう に な つた が 、 第 2 次 大 戦 に よる 戦災 に か ん が み 、 側 易 な 防 
火 建築 が 提唱 され 、 コ ンク リー トブ ュ ッ ク 構 造 が 隆盛 と な り 、 こ れ に と も な つ 
て 各種 の 先 明 考 染 が 出現 し 、 中 に は 現場 打 工 法 を 併用 する 大 規模 の も の も 出 て 
きた 。 

その ほか 、 特 殊 構 造 の も の と し て 、 シ ャ ー ン ン 構 造 は 、 わ が 国 に 紹介 され で 
日 が 浅い が 、 力 学 的 解明 な ら び に 施工 材料 の 進歩 に と も な い 、 急 速 な 進歩 が 其 
待 さ れ て いる 。 

(3) 暖房 、 冷 房 

局部 式 明 房 に 関す る も の は 、 固 体 燃 料 を 用 いる も の を 経て 、 気 体 、 硫 体 燃料 
を 用 いる も の 、 あ る い は 電気 を 用 いる も の が 現われ 、 と くに 終戦 後 は 石油 暖炉 
が お お い 。 

中 央 式 明 冷房 装置 は 、 証 く か ら 蒸 気 あ る い は 温水 を 用 いる 唄 大 装置 が 見 られ 
た が 、 昭 和 初 期 か ら は 冠 気 調和 装置 (特許 第 154787 号 釜 ) ある い は 天井 幅 礁 式 
暖 大 装 置 (特許 第 201597 号 ) が 現われ た 。 さ ら に 最近 に な つて 、 政 李 に 使用 す 
る 冷凍 装置 を その まま 冬季 の 暖房 用 に 使用 する 、 雪 ボ ンプ 式 暖 冷房 装置 が 見 ら 
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れる よう に な つた 。 

また 、 小 型 冷凍 機 の 発達 に よ つ て 、 小 型 空気 調和 装置 (特許 第 126915 号 、 第 
151014 号 等 ) に 関す る も の も 現われ て いる 。 

(4) 消 防 

現在 使わ れ て いる 消火 器 の 中 で 、 明 初 に 特許 さん た も の は 、 硫 酸 瓶 を 破砕 し 
て 酔 と アル ァ 》 を 化合 さき せ 、 炭 酸 が ガス を 発生 きせ る 酸 ア ルカ リ 消火 問 (明治 25 
年 、 特 許 第 1679 号 ) で も り 、 そ の 後 、 消 火 の 際 准 物 を 汚損 させ な いも の と し て 
重 専 、 炭 酸 ア ン モ ン な どの 粉末 消火 剤 を 円 筒 内 に 収容 し 、 こ れ を 振り 出す 消火 
器 (明治 43 年 、 特 許 第 18643 号 ) が 発明 され 、 さ ら に あたら し い 消 火 剤 と し て 、 
液体 炭酸 が ゲス の 圧力 で 消火 水 を 放出 し 、 守 息 消火 と 冷 多 消 大 と を 同時 に 行 2 特 
主 第 41616 号 (大 正 11 年 ) の 消火 器 が ある 

液体 を 使用 する 消火 路 は 、 油 類 の 火災 に 使用 で き な い 欠点 が あつ た が 、 こ の 
問題 の 解決 と し て 、 2 液 を 化合 させ て 発生 し た 泡 深 に より 、 火 面 を 被 杉 す る 泡 
涼 消 火器 (大 正 11 年 、 特 許 第 41386 号 ) が 発明 され 、 ま た ボン で 内 の 炭酸 ガス 
に より 、 貯 蔵 向 内 の 粉末 消火 剤 を 噴出 する 粉末 消火 器 (大 正 12 年 、 実 用 新 委 父 
録 第 69852 号 ) が で た 。 

昭和 に 至り 、 数 種 の 消火 剤 を 多角 的 に 使用 する る の が あたら し い 傾向 と し て 
現われ て きた が 、 そ の 中 に 、 光 涼 を 発生 する 2 液 を 、 圧 挫 炭 酸 ガ ス に よ つ て 混 
合 室 に 圧 出し て 反応 させ 、 こ の 泡 涼 と 炭酸 ガス と の 両者 に よ つ て 消火 を 行う 消 
火器 (昭和 13 年 、 特 許 第 126102 号 、 発 明 者 、 岡 田 周 平 ) が あり 、 さ ら に 四 志 化 
炭素 、 泡 涼 、 炭 酸 ガ ス の 3 者 に より 、 そ れ ぞ れ の 消火 剤 の 長所 を 利用 し た 沖田 
数 一 の 特許 第 204464 号 (昭和 28 年 ) の 消火 付 が ある 。 

石油 、 電 気 に よ る 火災 に 粉末 消火 剤 を 使用 する こと が 有利 で も る こと は 、 従 
来 よ り 知 られ て いた が 、 最 近 に 至り 、 粉 末 消 火 剤 と し て 優秀 な も る の が 現われ 、 
粉末 剤 が 固 結 し て 噴出 口 を 閉塞 する 欠点 も 除去 され た の で 、 こ の 下 式 の 消火 准 
が ようやく 和 実用 化 の 軌道 に 乗り 、 昭 和 29 年 の 四日市 市 の 石油 タン ク の 大 火災 に 
お いて これ が 威力 を 発 所 し た こと は 、 わ れ わ れ の 記 層 に も た らし いと ころ で あ 
る 。 
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文 通 言 

(1) 有線 通信 

1834 年 、 モ ー シ ス に よ つ て 、 短 点 長 点 の 組合 せ 符 号 を 用 いる 電信 機 が 完成 さ 
れ 、1875 年 、 ベ ル に よ つ て 電話 が 発明 され て か ら 、 電 信 電 話 は 急速 な 発展 を と 
げ ば 、 今 日 の 盛況 を 見 る に 至 つた 。 

その 過去 70 年 間 の 進歩 発達 の 跡 を みる と 、 ま ず 電 信 で は 、1855 年 と = 一 ズ に 
ょ る 印刷 電信 機 が 、 さ ら に 1874 年 に は その 改良 が ボド ー に よ つ て な され 、 モ シシ 
トン 、 ク ラ と >、 ク ラオ ン シ ュ ミッ ト 等 に よ つ て さら に 改良 され (特許 第 73893 
号 等 )、 わ が 国 に お いて も 、 昭 和 12 年 に その 国産 を 見 、 以 来 広く 採用 され 、 モ ー 
ルス ラ 式 に か わり つつ ある 。 ま た 、 電 話 の 発達 と と も に 伝送 は 搬 送 多 重 化 さ れ 、 
線路 を 電話 と 共用 で きる こと に な り 、 印 刷 電信 と 搬送 電信 は 電信 綱 の 根幹 を な 
す に 玉 つ た 。 最近 わが 国 に お いて も 、 印 刷 電信 の 自動 中 継 恋 換 が 研究 実施 さ 
れ 、 電信 は ます ます 高速 度 化 され 、 ま た 誤認 率 も 低下 し て いる 

つぎ に 電話 に お いて は 、 線 路 は 、 裸 線 よ り 安 定 し た ケー ブル へ と 進め られ 、 
また 、1900 年 ビニ ビン の 線 輸 装荷 の 発明 が あり 、 さ ら に ド ・ フ ォ レ ー の 3 極 真 
空 管 の 発明 を 見 て 、 通 信 距 離 は いち じ る し く 長 く な り 、 一 時 、 装 荷 ケー ブル 全 
盛 時 代 を 現 出 し た 。 ま た 、1915 年 に は キャ > ベル の 流 波 器 の 発明 (特許 第 43885 
号 ) が あぁ り 、 無 線 通信 技術 の 移 西 と と も に 、 哲 送電 話 が 行わ れ 、 線 路 は 多重 的 
に 利用 され る に 玉 つ た 。 し か し 、 装 荷 ケ ー ブ ル 方 式 は 、 本 質 的 に 高 周 小城 を 放 
乗 し 、 多 重 搬送 を 制限 し 距離 の 長 遠 化 に つれ て 通信 の 質 を 低下 する 欠陥 を も つ 
も の で あつ た 。 こ と と に 、1932 年 、 松 前 、 篠 原 両 名 に よる 、 欧 米 に 先んじ た 無 装 
荷 ケ ー ブ メ 方式 の 提唱 を 見 た が 、 と れ は 技術 的 に も 経済 的 に も 優秀 な こと が 確 
認 さ れ た 。 ま た 、 渡 辺 の 中 継 用 無 歪 安定 増 軸 可 の 発明 (特許 第 132587 号 ) 等 
あぁ あり 、 以 来 わ が 国 の 長 距 離 幹 線 は 、 す べ て これ に よ つ て きた 。 さらに た 同軸 ケー 
ブル の 導入 に よ つ て 、 周 波数 分 野 は いち じ る し く 拡 大 され 、 搬 送 の 多重 度 は ま 
すま す 増 大 きれ る に 至 つ た 。 

また 、 電 話 交換 は 、1889 年 スト ゥ ジャ ー に よ つ て 上 上 昇 回 転 型 ス ネッ チ を 使用 
する 、 自 動 交 換装 置 (特許 第 8201 号 ) が 発明 され て か ら 、 卑 動 よ り 自 動 へ と 進 
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め ら れ 、 ス トロ ジャ ー 式 お よび その 改良 型 で も る シー メン ・ ハ シス ニク 式 代 が 
発展 し 、 わ が 国 に お いて も 、1925 年 より これ ら 両 式 の 採用 実施 を 見 、 自 動 化 へ 
入 つ た 。 投 近 、 と くに アメ リカ に お いて は 、 交 挨 局 収容 加入 者 数 の 増大 に つれ 
て 、 機 器 使用 率 の 向上 、 接 続 所 要 時 間 の 短 納 の た め 、 一 時 研究 を 中 絶 き まれ て い 
た し レー ノシ ズ の 発明 (特許 第 32672 号 ) に も と づく クス バー 式 が 新た に 発 
展 し つつ ある 。 

(2) 無線 通信 

第 1 で も る 胃 治 時 代 に は マル シュ ニー が 無線 電信 を 発明 し た 。 こ れ は 胃 洛 29 
年 で も や つて 、 わ が 国 で も 、 同 年 通信 省 で 研究 が は じ め ら れ た 。 こ の 時 代 は 試験 
研究 の 叶 代 で あつ た が 、 胃 治 41 年 鳥 潟 右 一 の 鉱石 松波 器 (特許 第 15345 号 ) 、 同 
45 年 鳥 潟 有 一 、 横山 英太郎 、 北 村 政 治郎 等 の 火花 間隙 (特許 第 22347 号 ) の 発 
明 が あり 、 こ れ ら の 先覚 者 は 、 独 力 で 優れ た 技術 を 築き 上 げ 、 い わ ゆ る TYK 舞 
線 電話 機 は 、 実 用 無線 電話 と し て 世界 最初 の も の と いわ れる に 至 つた 。 ま た 
リー ニ ・ ト シ の 方 向 探 知 器 、 シ ー プ アン テ ナ に 関す る 歴史 的 発明 が この 時 代 に 出 
て いる (特許 第 13604 号 、 明 治 40 年 )。 

第 2 期 の 大 正 時 代 は 、 明 治 の 試験 研究 時 代 に ひき つづ き 、 和 実用 化 の 努力 が な 
され た 時 代 で も つて 、 大 正 4 年 に は 対外 無線 電信 が 開始 され た 。 鳥 潟 、 北 村 、 
元 毛 、 直 江 等 の 有線 無線 接続 装置 (特許 第 33681 号 、 大 正 6 年 ) の 発明 は 、 無 線 電 
話 が 単なる 実験 の 域 を 脱し て 、 実 用 の 時 代 に 入 つ た こと を 示し て いる 。 ま た 真 
空 管 回 路 が 数 多く 発明 され た が 、 そ の ほとん ど が 外国 人 こと に アメ リカ 人 の 発 
明 で 、 わ が 国 は 真空 稔 お よび その 回 路 の 研究 に 立 遅 れ た 。 主要 な 例 と し て 、 へ ハ 
ー ト レー の ハー トン レー 回 路 (特許 第 29300 号 、 大 正 4 年 )、 ハ オジ ング の 並列 変 
調 (特許 第 35939 号 、 大 正 8 年 )、 ア ー ム スト ロン グ の 超 再 生 回 路 ( 特 証 第 GSSS+ 
号 、 大 正 11 年 ) が 挙げ られ る 。 ま た 量 的 に みて も 、 邦 人 と 外国 人 と の 特 証 発明 
の 比率 は 、 大 正 8 こ 10 年 の 間 で 2 対 8 で も つて 、 昭 和 10 年 の 7 対 3、 同 28 年 の 
公告 件 数 の 8 対 2 に 比べ れ ば 隔世 の 感 が も る 。 

第 3 其 の 大 正 後期 か ら 昭 和 初 期 ま で の 間 は 、 舞 線 寄 用 化 の 初歩 的 な 段階 で 、 
この 時 代 に 一 応 完成 し た が 、 大 正 14 年 に は ラジ ォ 放 送 が は じ ま り 、 昭 和 7 年 と 
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は 加入 者 1.000、000 人 を 超え た 。 発明 の 面 で は わが 国 独自 の 着想 が うま れ 、 製 
造 会 社 の 技術 者 の 発明 が 目立つ よう に な つた の も 、 こ の 時代 か ら で あ る 。 内 容 
に は 、AVC、AFC、 監 視 電 流 式 ACC、 コ ユン バン ダー 等 の 制御 回 路 が 創案 さ 
れ た 点 に 特徴 が ある 。 
そし て ブラ ッ ク の 負 館 加増 幅 器 ( 特 


証 第 101322 号 、 昭 和 3 年 )、 フ ララ ンク ) 


レン 20 の) 一 ンス ブ - 
ナ (特許 第 65358 
号 、 大 正 13 年 ) の 
着想 は 、 そ れ ぞ れ 
搬送 電話 、 短 波 空 
中 線 の 発展 を 促し 
た 。 邦 人 の 発明 で 
は 、 八 木 秀 次 の 八木 アレ イ (特許 第 69115 号 、 大 正 14 年 )、( 写 真 参照 ) 机 瀬 雄 次 
郎 の リア クタ ンス 管 (特許 第 92574 号 、 昭和 5 年 )、 古 賀 逸 策 の R カ ッ ト 水 品 振動 
子 (特許 第 95637 号 、 昭 和 6 年 ) (写真 参照 ) は 、 世 界 に 誇る 発明 で も る 。 

第 4 期 の 昭和 中 坦 か ら 終 戦 ま で は 、 戦 時 体制 下 の 時 代 で 、 製 品 の 国産 化 と と 
る に 技術 の 国産 化 が 強く 叫ば れ た が 、 こ の 時 代 の 発明 に は お お き な 和 飛躍 は な か 
つた 。 技術 的 に は 、 マ オク ゥ ウニ テー ブ プ の 発明 が 現われ た の が 特色 で あり 、 サ ウ 
スッ ワー ラス の 導 波 管 の 工業 化 の 提唱 (特許 第 117984 号 、 昭 和 9 年 ) は その 先駆 を 
な し 、 こ の ほか 空洞 付 真空 管 (特許 第 116901 号 、 昭 和 9 年 )、 同 軸 共 振 融 (特許 
第 118092 号 、 昭 和 10 年 ) 等 が ある 。 ま た 負 館 司 回 路 に 関し て は 、 渡 辺 寧 の 二 重 
館 層 回 路 (特許 第 132587 号 、 昭 和 13 年 )、 ラ エレ ル の 整流 負 館 還 送 信 機 (特許 第 
117615 号 、 昭 和 10 年 ) は 著名 な 発明 で も ちり 、 ビ どー アス の 周波 数 弁別 器 (特許 第 
134824 号 、 昭 和 12 年 ) が 目立つ て いる 。 

第 5 期 の 終戦 後 、 超 短波 お よび 極 超短波 多重 方 式 が 、 市 外 回 線 と し て 実用 
化 さ れ 、 短 波 移 動 無線 、 テ レビ ジョ ン 放 送 が 開設 され 、 無 線 の 実用 化 は に わ 
か に 活 洪 に な り 、 さ ら に 高周波 加熱 、 自 動 制 御 、 工 業 測定 等 、 他 工業 に お ける 
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R カ ツ ト 水 品 振 動 子 
特許 第 95637 呈 


高周波 技術 の 応用 が 顕著 に な つた 。 特 


許 の 面 で は 工業 所 有 権 肖 後 措置 信 に よ 


り 、 外 国 の すぐ れ た 発明 が 殺到 し た 。 


\ 
モ だ な も の ( 全 電 濾 ビン デ 、 マジ ッ @ 


癌 


管 回 路 、 デ ュー プレ クサ ー、 半 導体 栓 スプ 
内 - 妥 人 2 
波 器 、 原 子 時 計 、 レ シオ ォ オデ テク ター、 ンク 


クア イィ イ 、 ハ イブ リッ ド 流 波 器 等 の 導 波 


PCM が あぁ る 。 ま た PTM、PCM そ の 他 に 

同一 の 作用 を する 真空 管 と トラ ンジ スタ ー 
の 新 通信 方 式 が 研究 実用 化 さ きれ 、 つ づ 
い ~ て 通信 理論 の 研究 し が 進ん だ 。 この 方 面 で は よ ヽ て わが 本 に る 永井 健三 、 入 村 三 ー 良 
両 名 (特許 第 176888 号 、 昭和 21 年 )、 関 英男 (特許 第 209956 号 ) 付 の 優れ た 発明 


者 が いる 。 さ ら に トラ ンジ スタ ー (写真 参照 )、 進 行 波 管 の 発 


ーーー い 本 っ ュ > アン ほか いい ンー し ご 
二 5 明 は 、 今 後 の 無線 技術 に お お き な 彰 響 を 与え を る る も る の で ある が 、 
Io7S | 詳細 は 電子 管 の 並 に 誠 る 。 ま た ジ 


ヤ イ レー ター (特許 第 208329 号 )、 

鏡像 の 理 に よる 伝送 線路 (特許 第 

200227 号 ) も 将来 性 が 期待 され る 。 

(3) 写真 、 書 画 等 の 電送 、 テ 
ウジ ヨン 


電送 装置 お よび 受信 装置 
写真 直送 お よび テレ ビジ ョ ン は 、1843 年 さ ィ ン の 絵画 電送 、1847 年 ペイ クウ 


エ ゲ に よる 単線 式 絵画 電送 の 研究 に その 端 を 発する が 、 こ れ ら が 実用 の 域 に 入 
る に は 、 光 電 変 換 を 行う 光電 管 、 絵 画 電 流 を 増山 する 真空 答 の 出現 を 待た ね ば 
な ら な か つた 。 す な わ ち 、 写 真 電送 に お いて まず アメ リカ の べ ル 電話 研究 所 式 、 
SS よび フ ラン ス の ベラ ン 式 が 完成 され た の は 1925 年 で も り 、 つ いで 1927 年 に は 
ドイ オタ の シー メン ス ・ カ ロ ル ラ 式 の 完成 を 見 、 ま た わが 国 に お いて る 丹羽 、 小 
林 両 名 に よる NE 式 (特許 第 84722 号 等) が 独自 に 完成 され た 。 こ れ ら は その 後 
種々 の 改良 を 経て 今日 に 至 つ た が 、 広 く 採 用 され 、 こ れ ら に よる 国際 間 の 無線 
写真 志 送 も さか ん に 行わ れ た 。 こ れ は フェ ー デ ィング に よる 画質 の 低下 を 防止 
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する た め 、 凡 羽 、 林 、 井 口 の 3 名 ら の 発明 し た 副 搬 送 渋 周 波数 変調 方 式 (特許 
第 110043 号 ) に よ つ て 実施 され て いる 。 量 近 電 気化 学 的 発色 紙 が 進歩 し 、 ま た 
カシ ニス の 虹 旋 電極 (特許 第 78964 号 ) 等 に よ つ て 、 感 光 材 料 を 使用 し な い 自 
黒 式 の 箇 便 な 、 い わ ゆ る 模写 電送 $ 広 く 行 われ る よう に な つた 。 

つぎ に 、 テ レビ ジョ ン は 、 わ が 国 に お いて も 、1925 年 頃 か ら 高 柳 健 次 郎 備 の 
研究 が 開始 きれ 、 お お く の 発 明 考 案 が な され 、 公 義実 験 も 行わ て た が 、 昭和 S8 
年 まで は 、 主 と し て 1884 年 、 ニ ボー の 走査 円 板 の 発 明 に よる も の で 、 実 用 に は 至 
ら な か つた 。 昭和 8 年 タク ウォ リキ ン は 視 期 的 発明 の いわ ゆる アデ イコ ュ コノ スコ ュー プ 

(特許 第 96709 号 ) を 完成 し た 。 実に この 普 積 型 陰極 線 式 撮像 管 に よ つ て 、 テ 
レビ ど ジョン は 急速 に 実用 時 代 に 踏み 入る と と が で きた 。 す な わ ち 、 早 くも 昭和 
1 年 に は イギリス に お いて 誠 送 が 開始 され 、 ド イツ 、 ア メリ カ 等 と れ に つぎ 、 
わが 国 に お いて も 昭和 28 年 放送 の 開始 を 見 た 。 最近 に お いて は 、 援 像 管 は ア ィ 
ュ ノ スコ ュー プ より オシ ニン (特許 第 123957 号 ) へ 、 さ ら に イメ ー ジ ・ オ アル アシ 
ラン 、 あ る い は ビデ ィ ュ ン へ と 発展 し 、 さ ら に 白黒 式 よ り ヵ ラー 式 へ の 研究 が 
進み 、 カ ラー テレ ビジ ョ ン も 実用 し 得る 段階 に 達し 、 ま た 、 放 送 以外 の 工業 用 
テレ ビジ ョ ン も さか ん に な ろう と し て いる 。 

(40 目 年 』 子 | 沈 

電子 工業 の 中 心 を な す も の は ば は 電子管 で ちる が 、 そ の 発達 は 、 エ デン ン に よる 
1883 年 の テ デ ッ ン 効 果 の 発見 に 端 を 発し 、1904 年 ラフ レ ュ ング が 、 フ レミ ング 弁 
と 称す る 2 極 管 を 完成 し た の が 電子 管 の 最初 で 、 つ いで ドラ フォ レー が 、 こ の 2 
極 管 の 陰極 腸 極 問 に 第 3 電極 を 挿入 し た 、 オ ー ジ ォ ン と 和 す る 電子 管 を 完成 し 
た (1907 年 ) の が 、3 極 管 の は じ め で 、 こ と これ に よ つ て 増 市 発振 等 の 作用 が 可能 
と な つた も の で 、 ま さ に 画 期 的 な 発明 で ある 。 

さら に 、 大 正 3 年 ラン グミ ュー ア は 、 管 内 を 高 真 宅 に し て いわ ゆる ハー ド バ 
ル グ を 完成 し (特許 第 27285 号 )、 と れ に より 管内 ガス の 影響 に よる 不安 定性 が 
除 か れ て 、 実 用 的 な も の と な つた 。 

一 方 と れ と 並行 し て 、 安 定 で 能率 の よい 電子 放 釣 材料 が 研究 され 、 ラ ング ミ 
ュー ア は 、 初 期 の タン グ ス テ ン 繊 入 こ トリ ウム を 入れ る と と に より 、 ト リウ > 
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タン グ ニ ステ ン 陰 極 を (大正 3 年 )、 つ いで = ニュ シッ ン お よび ハル が 大 正 5 年 酸化 
物陰 振 を 発明 し (特許 第 29465 号 )、 そ の 後 も ひき つづ いて これ ら 陰 極 の 改良 が 
行わ れ て 現在 に 至 つ て いる 。 

一 方 3 極 管 に 、 さ ら に 1 個 の 格子 を 加え 、 遮 蔽 格子 また は 空間 電荷 格子 と し 
た 4 極 管 が 安藤 博 (大 正 8 年 、 特 許 第 80949 号 、 第 87438 号 ) お よび ショ ッ キ ー 
(大 正 9 年 、 特 許 第 44772 号 ) 等 に より 発明 され 、 増 市 度 の 増大 、 陽極 電圧 の 
低下 、 使 用 波長 の 短縮 等 を 可能 に し た 。 つ いで 、 遮 項 格 子 4 極 管 に 抑制 格子 を 
搬入 し て 二 次 電子 の 彩 響 を 除去 し た 5 極 管 が 、 昭 和 2 年 ララ ンド に よ つ て 発明 
され (特許 第 87151 号 )、 さ ら に 昭和 8 年 シャ ー ン バー ク ・ ブ シ お よび っ ャ ダ 両 名 
(に よ つ て ビー ょ > 管 が 発明 され (特許 第 120283 号 )、 一 層 そ の 特性 を 改良 し 、 高 能 
率 大 出力 が 得 ら れる よう に な つた 。 ま た 、 昭 和 10 年 トム プッ ン (特許 第 123728 
号 ) お よび ワグナー (特許 第 12865 号 ) に より 同調 指示 管 が 発明 され 、 受 信和 機 
の 同調 を 容易 に し た 。 

一 方 、 大正 14 年 、 ハ アシ に より 磁 電 管 が 発明 され 、( 特 許 第 41800 号 ) さら に そ 
の 陽極 を 分 割 し た 岡部 金 治郎 の 分 割 陽極 磁 電 管 (昭和 2 年 、 特 許 第 75557 号 ) 
(に ょ より 、 大 出力 の 極 超短波 発振 が 得 ら れる よう に な つた 。 ま た 、 ハ イン お よ 
び メ トカ ルフ は 、 超 高周波 に お ける 電子 走行 時 間 を 利用 し て 速度 変調 管 を 発明 
し (昭和 12 年 、 特 許 第 138876 号 )、 極 超 短 渋 の 増山 お よび 発振 を 容易 に し 、 こ れ 
は さら に 発展 し て 進行 波 を 利用 する ビ ピアース (昭和 21 年 、 特 許 第 185386 号 ) お 
よび = ュ ょ ムラ フナ ー の 進行 波 管 と な つて 、 極 超短波 の 増 巾 を 容易 に し た 。 

また 、1867 年 ブラ ッ ウン に よる 陰極 線 管 は 、 ツ タオ リ イ キン の 加速 電極 の 改良 

(昭和 4 年 、 特 許 第 92691 号 ) で 、 テ レビ ジョ ン 等 に も 使用 で きる よう に な り 、 
また クノ みお よび クノ ー ブ ラ ウタ ハ へ は メタ ル ュ ー ン 管 を 発明 し て (昭和 9 年 、 特 
許 第 116599 号 )、 現 造 を 容易 に し た 。 一 方 、ー ア スタ お よび ガオ テル が 光電 管 
を 発明 し た が 、 昭 和 5 年 浅尾 荘 一 郎 、 鈴 木 元 松 の 両 名 に よ る 覆 合 藻 膜 光電 管 

(特許 第 89965 号 )、 お よび 最近 出 た アン チ モ ン モ シ ウッ ュ 光 電 管 に より 、 い ち じ 
る し く 感 度 の 良い 光電 管 が 得 ら れる よう に な つた (半導体 を 使用 し た トラ ンジ 
スネ スター に つい て は 第 276 頁 半 導体 材料 参照 )。 
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文 エ 計 測 

ぐ GDP 基 Lu 測 

わが 国 に お ける 計測 器 工 業 は 、 胃 治 、 大 正 年 間 に し は ほとん ど み る べき も の が 
な く 、 進 ん だ 計測 器 は ほとん ど 外 国 か ら の 輸入 に まつ て いた 。 し た が つて 、 そ 
の 時 区 の わが 国 の 発明 考 染 に は 重要 な も の は な い 。 

測 長 如 関 係 で は 、 大 正 9 年 頃 か ら ョ ムン ツン 、 カ ー シ ・ マ ー ル な どの 外国 軸 
願 和信 の 名 前 が み ら れ る が 、 昭 和 6 年 に は フラ ンス 人 ルル モル シャン ネッ ツン の 、 
いわ ゆる 空気 < て オク ロメ ー タ ー が 特許 され (特許 第 93026 号 )、 昭 和 19 年 に は 
テス レー、 ス タン トン ・ エ ルウ オン 等 の 、 超 音波 の 共振 を 利用 し た 厚 信 計 ( 特 
許 第 197332 号 ) が 出 た 。 

衡 可 関 係 で は 、 明 治 時 代 に は さ お 笑 、 提 式 右 特に 関す る も の が お お く 、 犬 正 
時 代 に は スプ ブリング 式 、 振 子 式 等 の 自動 竹 が お お い 。 大 重量 掛 御 は 、 有 明治 40 年 
に 、 佐 藤 衡 治 が 貨車 掛 笠 橋 (特許 第 15387 号 ) を 発明 し た の が 先駆 と な り 、 大 
正 2 年 に 守谷 桂 三 が 貨車 掛 衡 橋 休 止 装置 (特許 第 27120 号 ) を 発明 し 、 鉄 道 方 
面 で 使用 され た 。 昭和 12 年 に は 大 野 三 郎 三郎 の 特許 第 123776 号 が 出 て 、 責 満 湖 
鉄道 株 式 会 社 、 加 山 の 昭 和製 鋼 所 、 入 幅 製 鉄 所 等 に お いて 120 市 と いう 大 型 衡 
槍 が 使用 され 、 そ の 性 能 は 光進 国 を 凌 窟 する ほど の も の で あつ た 。 戦後 か ら 最 
近 に か け て 、 コ ンク リー ト 骨 材 自動 衝 量 器 、 袋 詰 符 の 自動 定量 笠 、 精 密 天 竹 、 
クレ ー ン お よび ベル トコ ュ コンペ ベ ヤー 用 答 な ど に すぐ れ た 発明 攻 案 が 出る よう に な 
り 、 工 場 事業 場 の 要求 に 応じ て いる 

計量 閉 関 係 で は 、 胃 治 時 代 の 木製 掛か ら 
欧米 に な ら つ て 、 量 水 器 、 死 姜 メ ー タ ー 伴 
へ と 浦 次 進歩 し た が 、 量 水 凌 で は 胃 治 42 年 
に 千 千 妊 真 次 が 、 到 症 メー ター で は 胃 治 42 
年 十 交 字 大 元 が 欧 駆 者 と な り 、 そ の 後 の こ 
の 方 面 の 発達 の 共 確 を つく つた 。 溢 面 計 は オー バル 流量 計 セ クシ ョ ン メ ー タ ー 
明治 43 年 に 液 圧式 の も の が 現われ 、 流 量 計 で は 、 ビ トー 管 式 の も の が 大 正 5 年 
に 現われ て いる 。 戦後 で は 加島 注 、 東 紅 三 侍 の 容積 型 非 円 型 歯車 式 流量 計 ( 写 
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真 参照 ) が 注目 され て いる 。 デ ガッ リン 計量 器 は 、 大 正 10 年 に 、 は じ め て 邦人 の 
発明 と し て 特許 第 42376 号 が 出 て いる 。 

時 計 関 係 で は 、 昭 和 7 年 に 、 今 昌 の 機構 と 大 差 の な い 腕 時 計 の 自動 挫 き が 出 
て いる の が 注目 され る 。 電気 時 計 は 、1840 年 アレ キサ ンダ ー・ ペ ー ン の 着想 に 
は じ ま り 、 同 期 電動機 時 計 は 1928 年 項 に アス リカ で 考案 せら れ 、 後 者 は 戦前 わ 
が 国 に 広く 普及 し た が 、 琉 近 で は ほとん ど 影 を ひそ め て し まつ た 。 し か し 、 周 
波数 変動 の 影響 を うけ な い 川 原田 政太郎 の 電磁 時 計 ( 特 計 第 174454 号 ) は 、 わ 
が 国 独 暫 の も の と し て 注目 され る 。 さらに 進歩 し た 電気 時 計 と し て 、 特許 第 
206072 号 「 真 空 叶 計 」、 特 許 第 188767 号 「 電 気 時 計 の ラジ オォ ュ ン トー ジジ 」 が 出 
て いる 。 

ジャ イロ ュ ン バニ ス は 、19 世 紀 中 頃 ラ ウー ュー の ジャ イロ ス ュ ー プ に より 実用 の 
途 を ひら いた が 、 ス ペリ ー、 ア ン シ ュ ッ 、 ブ ラッ ウン 等 の 発明 改良 が か つづき 、 現 
在 ス ベリ ー 型 は 完全 に 他 を 圧倒 し て いる 。 ア ン シ ュ ツマ の 2 個 の 転 輸 を 含ん だ 、 


紀 浮 球 で 特徴 づけ られ る 昭和 6 年 の 特許 第 89889 号 、 第 S9891 号 は 、 現 在 の ジ 
ャ オロ ュ ン バス の 共 本 に な る 発明 と みみ られ る 。 ニ スペ リー 式 の 原始 的 形 は 、 大 


正 3 年 頃 の 特許 に 現われ て いる が 、 そ の 独特 の 水銀 リス ティ ク 、 お よび 力点 
東方 偏 価 に よる 垂直 トルク 制動 の 概念 を 確定 的 に し た も の は 、 大 正 8 年 か ら は 
じ ま る が 、 い ずれ も 外国 に 追随 する 程度 の も の に すぎ な い 。 

し か し 戦後 は 、 特 許 第 203489 号 「 自 由 ジ ャ イロ で 主 ジ ャ イ ャ に 指 北 性 を 与え 
て 、 加 速度 誤 差 を 増す こと な < く 同期 を 短縮 し 得る も の 」、 特 許 第 207093 号 「 特 殊 
な 偶 力 を 加え て 速度 誤差 を 除く も の 」 は 実用 に 至 つ て いな い が 、 着 想 の 優れ た 
も の で ある 。 

航空 用 ジャ ィ ュ 垂直 催 は 、 ュ ン バ ス より は る か に 遅れ て 、 昭 和 3 年 項 か ら 発 
達し た が 技術 的 に 一 時 を 画 し た も の は 、 昭 和 10 年 の 特許 第 111424 号 の 空気 噴 
才 孔 と 振子 弁 と の 起立 機 村 を 具 え た 、 ス ペリー 式 垂直 僕 で も る 。 戦後 の 傾向 と 
し て は 、 容 気 駆動 ロー ター が 電気 駆動 に 置き 換え られ 、 計 問 そ の も る の より 、 こ 
れ を 操縦 サ ー ボ 機構 の 共進 要素 と し て 利用 する こと 、 遠 隔 制 御 ま た は 指示 等 に 
向 つ て いる 。 
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つぎ に 人 魚群 探知 機 、 測深 機 関係 で は 、 大 正 の 末期 に 現在 の 装置 の 共 礎 と な る 
隊 雪 64260 号 が ポー シラ ン シ ュ バン と ニン スタ ンク ン ・ チ ウニ スキー は 
つて 発明 され 、 つ いで その 振動 子 と な る 有名 な ラン ジュ で ン 振 動 子 (特許 第 
69S02 号 ) が 出 た 。 し か し 、 第 2 次 大 戦後 、 こ の 測深 機 を 魚群 探知 に 利用 する 
こと が 消 目 され 、 漁 業 に お お きく 机 献 する よう に な つた 。 

魚群 探知 機 は 、 ア メリ カ 、 ド イツ の 優秀 な も の が お お い が 、 わ が 国 の 発明 に 
る 送受 用 振動 子 お よび その 回 路 に 抜 山 平 一 お よび 青柳 健次 の 磁 奏 振 動 子 (特許 
第 109289 号 、 昭 和 9 年 )、 阿 部 清 、 田 中 哲郎 、 村 田 昭 3 名 の チタ ン 酸 ベリ ウェ > 振 
動 子 に よる 超 音 波 発振 方 法 (特許 第 202229 号 ) 笛 優 れ た も の が ある 。 一 方 、 電 
波 に よる 距離 、 方 向 の 測定 で は 、 昭 和 4 年 、 ジ エッ トッ ツン ・ オ ー・ ベ ント レイ 
の 周波 数 変調 式 電波 高度 計 (特許 第 94189 号 ) が 最初 で ある 。 

電波 高度 計 は 、 戦 時 中 いち じ る し くく 進歩 す る こと と な り 、 方 向 探 知 機 で は 枠 
型 空中 線 、 お よび ゴー ニオ メー ター を 使用 する 方 向 探 知 機 (特許 第 13604 号 ) が 
明治 40 年 に 、 ま た 垂直 空中 線 の 並 用 に よる 単 一 方 向 の 決定 方 式 (特許 第 16195 
号 ) が 胃 治 42 年 に 、 ペ ベリ ニー・ ト シ に より 発明 され て 現在 の 方 向 探 知 機 の 共 確 
を な し 、 そ の 後 、 陰 極 線 管 を 使用 する 全 方 向 指示 式 の 方 向 招 機 が 発達 し た 。 
無線 標識 で は 、 昭 和 13 年 に 、 コ トウ スキ 、 ゾ ン ネ ン フ エル ド 、 フ オォ オグ ト の ゃ ラ 
ン 航 法 (特許 第 151110 号 ) が あぁ る 。 

レー ダー で は 、 昭 和 16 年 に 望月 富 防 の 相似 形 に 物体 知 を 表示 させ る 方 式 (特許 
第 174790 号 ) が あり 、PPI 式 で は 、 昭 和 16 年 に ウェ スタ ー ン の 特許 第 185877 号 
が 出 た 。 

きら に 速度 計 関係 の も の で は 、 一 定時 間 の 回 転 数 を 、 指 針 ま た は 度数 計 で 計 
測 す る 回 転 速度 計 は 、 大 正 初期 より ある が 、 大 正 10 年 明石 和 衛 が 異 る 2 つの ウ 
ォ ー ェ 車 を 、 同 一 の ウォ ー ょ に 喧 有 み 合 せ た 高速 回 転用 手持 回 転 計 を 発明 し た 。 
時 計 式 回 転 計 も 大 正 初 期 より ある が 、 昭 和 23 年 藤 伊 邊 に よ つ て 新しい 型 が 発明 
され た (特許 第 178983 号 )。 回 四 名 度 の 測定 に 電気 を 応用 し た も の は 、 胃 治 40 年 
に 特許 第 14242 息 と し て 、 早 くも 現われ た が 、 大 正 11 年 に シー メン テス の 近接 束 
度 計 (特許 第 51098 号 ) が 、 さら 昭和 15 年 に 新しい 原理 の 速度 計 (特許 第 
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147538 号 ) が 現われ た 。 加 速度 の 測定 で は 、 ベ ン デ ィ ク ニテ の 特許 第 191398 号 

(昭和 26 年 ) の 航空 機 用 加速 度 計 は 機構 的 に 優れ て いる 。 

圧力 の 測定 に つい て は 、 戦 前 戦時 中 を 通じ て 、 航 空 機 用 ペー 式 高度 計 ( 特 
許 第 136625 号 )、 気 圧計 (特許 第 153873 号 )、 プ シド ン 管 式 で は 温度 の 影響 を 補整 
し た も の (特許 第 92756 号 ) が 目立つ て いる 。 動力 計 で は 、 プロ ベラ の トル ク 
測定 装置 (特許 第 141955 号 ) や 、 来 広 二 士 の 光学 的 の 振り 動 力 計 (特許 第 22712 
号 ) 等 が ある 。 指 圧計 で は 、 中 西 博 士 の 光学 的 の も の (特許 第 88250 号 )、 富 塚 博 
士 の 特許 第 130660 号 が 優れ て いる 。 真空 度 測定 で は 、 大 正 15 年 2 極 真空 管 の 整 
流 電 流 を 利用 し た も の (特許 第 70539 号 ) が あり 、 昭 和 16 年 に は 最高 10 PrmmHG 
まで 測定 の で きる 電離 真空 計 が 出 て きた 。 

温度 測定 で は 、 実 用 に 供し うる 温度 計 が 出現 し た の は 、1714 年 フラ アー レン へ 
イト に よる 、 華 氏 目 盛 の アシ ュー ル 温 度 計 が 叶 和 天 と され 、 さ ら に 1742 年 エル シ 
ッ ゥ ス に よ つ て 、 扱 氏 目 盛 の 温度 計 が 発明 され た 。 

わが 国 で は 明 治 末期 か ら こ の 種 の 温度 計 の 発明 考 筆 が 現われ 、 大 正 8 年 柏木 
詩 還 の 留 点 験 温 器 製作 法 (特許 第 35374 号 ) が 発明 され 、 柏 木 体温 計 の 声 価 を 
高め た 。 電気 抵抗 温度 計 や 、 数 電 潜 温度 計 が 実用 化 さ れ た の は 、1871 年 、 シ ー 
メン ス の 正 金 抵 挑 温度 計 、 ま た 1887 年 、 シ ・ シ ャ ト タ リ ニテ の 白金 一 白金 マタ 
> 熱 対 の 発明 に は じ ま る 。 第 2 次 大 戦後 に は 、 サ ー ミ スタ ー が 出現 し 、 抵 抗 
温度 計 の 感 諾 を いち じ る し く 高 め る に 至 つ た 。 ま た 熱電 閉 温 度 計 は 大 正 12 年 の 
特許 第 6392 号 の 表面 温度 計 が は じ ま り で 、 つ いで 大 正 14 年 に は 、 消 水 荘 平 の 温 
度 袖 償 を 施し た 熱電 対 (特許 第 69702 号 ) 人 等 が 出 た 。 最 近 で は 、 自 動 平 逢 計 器 
と 組合 せ た も の が 出 て きた 。 

1890 年 に アル メカ 7 金属 の アマ ャ ル ガ ム を 用 いた 光電 管 が 発明 され た が 、 つ いで 
1892 年 に は 光電 光度 計 が 出 て 、 物 理 的 測光 法 の 基礎 が 確立 され た 。 わ が 国 で は 
それ より か な り 遅 れ て 、 大 正 元 年 に 、 絶 対 測 光 法 に よる 連 出 計 (特許 第 23877 
号 ) が な はじめて 現われ て いる 。 放 款 線 の 測定 で は 、 大 正 6 年 シン チレ ーション 
法 に よる X 線 硬度 計 (特許 第 31596 号 ) が 発明 され 、 電 離 函 に 関す る ふ の は 、 
昭和 11 年 の 特許 第 123021 号 が 最初 の も の で ある 。 
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ラジ ォ フ ソン デ せ は 昭和 8 年 持続 電 渋 発生 装置 (特許 第 104628 号 )、 昭 和 15 年 、 抜 
山大 三 の 滋 長 変化 方 式 ラ ジ ォ ゾン デ (特許 第 147836 号 ) が 出 た 。 陸 海 宣 部 お よ 
び 中 央 気象 台 で 昭和 10 年 に は 実際 観測 の 域 に 達し 、 昭 和 13 年 に は 本 格 的 に シ チ 
ン 観 測 が 行わ れる よう に な り 、 こ の 竹 の 発明 が 役立つ た が 、 最 近 で は 符号 発生 
装置 (特許 第 198958 号 ) や 、 符 号 式 ラ ジ ォ プン デ を レー ウィ ン ・ デ プン デ に 共用 
する も の (特許 第 192362 号 ) が お お く な つて いる 。 

軍 気 計 旨 な ら び に 電気 測定 の 方 面 で は 、 現在 使用 され て いる 指示 電気 計器 の 
お お く は 、 胃 治 初 年 を さか の ほぼ る こと と 50 年 の 頃 よ り 研 究 さ れ 、 治 時 代 に 一 応 
の 完成 を 久 た 。 明治 年 間 す で に ド オ タッ の シー メン ス 、 プ アメ リカ の GE. ウ ニスト 
ン 等 の 外国 会 社 で その 製造 を は じ め た が 、 わ が 国 で は いま だ 製造 に 至ら な か つ 
た 。 し か し 、 明 治 の お わり に 発電 機器 と 周波 計 を 巧 ろ に 組合 せ た 、 発 電 所 発電 
電圧 の 表示 を 、 周 波数 の 変化 で 表示 し た 風 秀 太郎 博士 の 遠隔 電圧 測定 装置 ( 特 
許 第 20674 号 ) が 出 て 、 現今 の 遠隔 測定 方 式 の 先駆 を な し 、 光 彩 を 放つ た 。 

犬 正 6 年 、 本 多 光 太郎 博士 の K.S 鋼 (特許 第 32234 号 ) の 発明 は 計 問 の 進歩 
に お お きく 黄 献 し た 。 な お 、 同 10 年 に は ムー リン の 真空 管 電 圧計 、 同 12 年 に は 
ジョ ン ・ ビ ピー ター ズ ぞ の クリ ド ノ グ ラン (特許 第 69325 号 ) の 発明 が あつ た 。 

計器 工業 、 と くに 電気 的 計測 技術 の 発展 は 、 た ん に 電気 産業 の み で な く 、 他 
の 産業 の 発達 に も 貢献 する と と ろ が お お きい が 、 こ の 方 面 の わが 国 の 発明 で 、 
外国 の それ に 匹敵 する も の を 例示 すれ ば 、 遠 隔 測定 方 式 (特許 第 98244 号 )、 多 
要 来 陰極 線 オ ッ ショ グ ラフ (特許 第 102836 号 )、 過 度 現象 測定 方 式 (特許 第 
23949 号 )、 電 力 測定 方 式 (特許 第 137903 号 ) 等 が ある 。 こ れ ら の うち 、 た と え 
ば 、 神 保 成 吉 博 士 の 遠隔 測定 方 式 は 、 そ の 直後 に 出願 され た 、 ド オツ の シー メ 
ンス の 「! オ バルス 」 発 生 の 為 の 接続 方 式 (特許 第 115004 号 ) に も 優る も の で 
ある 。 

計測 の 自動 化 の 発明 は 、 す で に 昭和 5 年 頃 か ら は じ ま つ た が 、 最 近 は 自動 
制御 の 進歩 に と も な い 、 ま すま す 自 動 化 の 傾向 が 強く 、 そ の 関係 の 発 功 が お お 
く な つて お り 、 現 在 主 と し て ブリ ッ ジ 弄 、 位 碁 計 型 の 自動 平衡 計器 が 使用 き 
れ て いる 。 
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最後 に 材料 試験 機 で は 明治 、 大 正 時 
代 は ほとん ど と 外国 製品 の 輸入 に 頼 つ て 
いた が 大 正 以 来 あ る 種 の も の は 国産 が 
可能 と な り 、 昭 和 に な つて か ら は 、 ほ ほ 
と ん ど 全 種類 の も の が 自給 で きる ょ よう 
に な つた 。 邦人 の 発明 で は 、 昭 和 13 年 
に 、 ア > ラス ラー 万 能 試験 機 の 改良 と し 久野 式 動 釣 合 試験 機 特許 第 69358 呈 
て 、 特 許 第 123365 号 が あり 、 株 式 会 社 明 石 製作 所 で 製作 され た 。 こ の ほか 松村 
草 造 の 硬度 計 (特許 第 91183 号 、 昭 和 6 年 )、 大 越 誠 の 研削 砥石 の 結合 度 測 定 法 
(特許 第 158527 号 、 昭 和 18 年 )、 久 野 一 十 男 の 環 転 体 の 不平 稀 力 を 発見 する 装 


置 (特許 第 69358 号 、 大 正 15 年 ) (写真 参照 )、 小 野 鑑 の 繰 返 細 貼 試 験 機 (特許 第 
33865 号 、 大 正 8 年 ) 等 すぐ れ た 発明 が ある 。 な お 胃 石 和 衛 の シャ ルビ ー、 ア 
ォ ヅ ッ ツ ト 両 用 衝 納 試 験 機 (特許 第 113771 号 、 昭 和 10 年 ) が あり 、 ま た 材料 の 内 
部 の 傷 を 測る 探傷 装置 で は 戦前 まで は ほとん と 電磁 式 の ぉ ぁゃ の で あつ た が 、 昭 和 
17 年 、 ラ フロ イド ・ ア ルー ン ・ フ ァ イ ヤ ー ス トー ン の 、 岬 音波 の イン バル ス に 
ょ る 探 信 装置 (特許 第 201317 号 ) が 出 て か ら 、 従 来 の 方 法 に 大 改革 を 与え 、 こ 
れ を も と と し て 昭 和 22 年 ミン ツン ・ カ ー リン の 被 松 査 物体 中 に 斜 に 吉 音 波 を 送 
入 す る 方 法 (特許 第 191861 号 ) が 現われ 、 と も に 現在 広く 使用 きれ て いる 。 
(2) 光学 機械 
頭 微 鏡 は 、19 世 紀 に 完成 され 、 現 在 も ほとん ど そ の 形 問 を 保つ て いて 、 大 き 
な 発明 的 進歩 は な か つた が 、 戦 後 昭和 24 年 項 か ら 位 相差 顕微 鏡 の 研究 が 実 を 結 
び 、 新 し い 和 飛躍 を と げ る こと と な つた 。 さらに 、 進 ん で 物体 の 明暗 を 色 の 違い 
に 変え て 、 従 来 の 10 倍 も 微細 な 差 を 見 られ る よう に し た カ ヵ カラー フエ テー ズー イク 
ロス ュー プ (特許 第 199165 号 ) が 、 日 本 光学 工業 株 式 会 社 の 上 野 正 に ょ つて 発 
明 さ れ た 。 普通 の 顕微 鏡 に 取付 け て 、 位 相差 顕微 負 と し て 使用 で きる よう に し 
た 位相 差 接眼 鏡 (特許 第 202387 号 )、 透 明 体 の 厚 さ の 差 を 定量 的 に $ 計 れる 干渉 
位相 差 顕 微 鏡 (特許 第 210402 号 ) 仁 の 独創 的 な 発明 が 生れ た 。 ま た 生物 学 用 と 
し て 、1 枚 の 凸 面 鏡 と 1 枚 の 非 球面 凹面 鏡 を 組合 せ た 、 紫 外線 まで 色 収 若 の 生 
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じ な い 反 射 対 物 鏡 (特許 第 203850 号 )、 お よび 従来 の 伝統 的 形態 を 変え て 、 物 体 
を 対物 仁 の 上 に 置く よう に し た 倒立 筐 型 頭 微 鏡 (特許 第 210604 号 ) 等 が 発明 き 
れ て 空前 の 活況 を 呈す る こと と な つた 。 

反射 防止 膜 は 、19 世 紀 来 に 発見 され て いた が 、 真 空 蒸着 法 の 発明 に より 、 実 
用 化 さ きれ る こと と な つた も の で ある が 、 昭 和 21 年 、 わ が 国 に お いて 硝子 体 を 予 
熱 す る こと に より (特許 第 176765 号 )、 ま た アメ リカ で は 電子 を 当て る こと ( 特 
許 第 199259 号 ) に より 、 ほ と ん ど 同 時 に その 実用 化 に 成功 し た 。 最 近 反 釣 防 目 
の 層 を 重ね て 、 干 渉 フ ィ シ ター と し 、 透 過 光 と 反 瑞 光 と が た が い に 袖 色 に な る 
こと を 利用 し た 、 距 離 計 用 半 透 明鏡 (特許 第 184797 号 ) や 、 球 だ け を 反 頑 し 可 
視 光 線 を 全部 透 す 熱線 防止 ラフ ィ ル ター (特許 第 188917 号 ) が 新しい 応用 面 を 障 
拓 し た 。 

合成 樹 提 レン ダ に つい て は 、 透 明 な プラ スチ ッ ク を レン ズ 材 料 と し て 使用 
する こと は 、 昭 和 13 年 頃 が ら 行わ れ て いる が 、 プ ラス チッ ク が 固まる と き に 縮 
ん だ り 歪 ん だ りす る た め に 、 徐 々 に 冷 す 特殊 な 型 を 必要 と し た (特許 第 136810 
号 、 第 142631 号 ) が 、 昭 和 21 年 に 、 大 体 レ ンズ の 形 を し た 素材 と 正確 な 型 と の 
狭い 隙間 に 、 ま だ 固 ま つ て いな い プ ラス チッ ク を 搬入 し て 固め る こと に より 、 
精密 な 形 を 写し 取る 方 法 が 発明 され た (特許 第 175908 号 )。 ま た この 方 法 に よ つ 
て 、1mm に 約 3, 000 本 の 潜 を 切 つた 折 格子 が 作ら れ 、7 色 に 輝く 新しい 装 
飾品 と し て 昭和 26 年 勘 に 歌舞 伝 座 の 組 帳 に 使わ れ た (特許 第 180835 号 ) 。 

(3) 音 守 装 置 

人 間 の 声 を 記録 し て と れ を 保存 する 試み は 1857 年 、 フ ララ ンス の レオ ン ・ ズ ュ 
ッ ト が 音波 を 油 克 紙 の 上 に 記録 する 方 法 を 案 出す る こと に よ つ て 、 実 現 の 第 
一 歩 を 踏み 出し た が 、 そ の 後 こ の 方 法 を 逆 に 行 つ て 、 録 音 し た 音 を 再生 し よう 
と いう 考 ん が 、 お お く の 人 に より 試み られ 、 つ い に 1877 年 エ デ ッ ン が 中 管 に よ 
る 蓄 音 器 を 発明 し た 。 そ の 後 20 世 紀 に 入る と 、 エ ミー シル ・ ベ ルリ ナー が 商業 的 
(に シー ニラ ッ ク の 録音 円 盤 を 作る こと を は し じ め 、 今 日 の 贅 音 器 の 共 礎 を 作 つ た 。 

その 後 機械 的 録音 再生 器 は 、 レ ュー ドド が 螺 管 式 な ら 平 円 般 式 に 改良 され た 。 
一 方 長 時 間 レ ュー ド (L.P.) も 約 20 年 前 より 、 ア メリ カ で 研究 が つづ けら れ 、 

330 


了 


第 2 謗 各 計 


科 後 わが 国 に も 普及 し た 。 こ の 長 時 間 演 答 の 双 動 装置 の 機構 の 発明 に 、 是 本 コ ュ 
ロム ビア の 森田 茂 の 特許 第 201575 号 、 赤 井 三 郎 の 特許 第 201231 号 「 フ ラ ォ ノ モ ェ ー 
ター」 が ある 。 ま た L.P. に は 不可 欠 の ビッ クア ッ プ の お お く の 発 明 考 案 中 、 ア 
メリ カ に お いて 発明 され た で リア ブル リラ クタ ンス 型 ピ ビッ クア ッ プ は 、 き ぎ きわめ 

て 音 級 特性 が 優秀 で 、 わ が 国 に お いて も 現在 広く 用 いら れ て いる 。 

明 近 ドイ オツ の グラ > ラ フォ ン 会 社 で 、 新 機 和 に よる 78 回 転 で 佐 長 時 間 演 奏 が で 
きる レ ュ ー ド が 完成 され 、 わ が 国 に お いて も 発売 され て いる (特許 第 213088 号 、 
第 210017 号 )。 磁 気 再生 関係 で は 、20 世紀 の は じ め に デンマーク の で ウル モン 
が 、 鋼 の 針金 に 磁気 的 に 録 埋 する と と を 思い つき 、 1907 年 に 同人 は 直流 バイ 
アス 法 と いう 録音 の 新 方 式 を 発明 し た が 、 こ の 直流 バオア ス 法 は 雑音 が ひど 
く 、 歪 が いち じ る し いと いう 欠陥 が あつ た 。 わ が 国 で は 昭和 13 年 に 東北 大 学 の 
永 電 健 三 、 五 十 販 憶 二 両 名 が 、 磁 気 録音 の 飛躍 的 発展 の 確 と る いう べき 、 特 許 
多 136997 号 「 交 流 バ オア ラス 磁気 録音 方 式 」( 写 真 参照 ) を 発明 し た 。 こ の 発明 は 
約 4 年 の 後に アス リカ で る 独立 に 発明 され 、 と と 
に この 磁気 録音 潜 は も る つと も 優れ た も の と な り 、 
世界 各国 で も この 方 法 を 採用 し て いる 。 こ れ よ り 
欧 、1929 年 、 人 針金 の か わり に 鋼 の テー プ を 使 つ た 
磁気 録音 機 が 作ら れ 、 翌 1930 年 に フロ イー マー 博士 
が 、 紙 また は プラ スチ ッ ク の 表面 に 鉄 の 微粉 末 を 
湊 布 し て 、 録 音 体 を 作る 方 法 を 発表 し て か ら 、 磁 

磁気 録音 再生 器 
気 録音 機 は 、 ド オツ ッ 、 ア メリ カ 等 に お いて 急激 に 東京 通信 工業 株 式 会 社 
進歩 し た 。 最 近 で は 小西 六 写 真 工業 株 式 会 社 の 「 磁 気 録音 帯 を 内 臓 す る 磁気 録 
音 用 ライ ルム の 提 造 法 」( 特 許 第 206995 号 ) が 、 音 域 の 広い 点 と 、 音 尊 特 性 の 
優秀 さ 、 さ ら に だ 演 凌 時 間 が 倍 に も な る と い 5 2 点 で 注目 され て いる 。 
ー に 侯 次 人 鈴 介 の 特許 第 187409 号 、 ハ ー モ ニカ に 町 野党 入 の 特許 第 182472 
号 、 尺 六 に 伊藤 守 の 特許 第 209923 号 、 ま た 上 田 有 人 亀 の 突 用 新 委 父 録 第 367216 
号 の バン ドカ スタ ネッ ト は 広く 愛用 され て いる 。 電気 楽器 に は 、 特 許 第 121632 
号 の ハモ ンド オル ガン 、 斉 藤 健一 の 電気 ギタ メー ( 習 誕 第 176970 号 ) 等 が ふる 。 
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文 IT 写真 、 印 刷 

(人 写 真 

りり | 写 真 機 
月 産 50.000 台 、 輸 出 実績 2, 000,000, 000 円 以上 (C.P.O- を 含む )、 今 で は 邊 要 
輸出 産業 の 一 避 を 担う 写真 機工 業 も 、 戦 前 は 国内 市 場 す ら ド イッ 、 ア メリ カメ 規 
品 に 押え られ て いた 。 昭和 の 初期 か ら こ れ に 対 撤 し て 、 現 在 の 小西 六 写 真 工業 
株 式 会 社 が 国産 カメ ラ の 現 造 に 当 つ た が 、 中 級 外 国 品 の 検 條 に すぎ な か つた 。 
[し か し 同社 の バー レッ ト に 採用 され た 、 固 定 焦点 カメ ラ の 近 距 離 用 アタ ッ チ 
メン ト を 半 麺 転 す る 、 透視 ファ イン ダー 桁 に 取付 ける 考 染 (実用 新 委 録 第 


125893 号 ) は 、 当 時 と し て は すぐ れ て いた 。] 昭和 10 年 頃 、 国 産 高級 カメ ラ を 代 


「Y 


表す る キャ ノン が 計画 され た が 、 ラ イカ の 国産 化 そ の も の に 過ぎ な か つた 。 
の 頃 か ら 、 ド オタ の アオ ラス 、 ラ オタ 等 か ら 高級 た カメ ラ の 出願 が 増加 し た 。 日 
本 光学 工業 株 式 会 社 と オォ リ ン メ ラフ 光学 工業 株 式 会 社 が 、50 mmf 1.5 の レン ズ を 
完成 し た 昭和 15 年 に 先立つ こと 3 年 前 す 
RGIG き ツン レン ロコ 82 信 ニン 2 の 2z 記 時 に 反 の ) 
特許 が 許さ れ て いる (特許 第 139427 号 ) 。 
その 頃 独自 の 設計 に も と づい た 、 ラ フィ 
> 面 の 移動 に より 億 点 を 調節 する 、 い わ 


ゆる ズック フラ オー カッ シン グ 距離 計 連 動 


実用 新案 登録 第 294734 羽 
ミヤ シッ クス 


の テ ミ ャ シッ クラ が 、 間 宮 精 一 に より 考 
委 さ れ た (実用 新案 京 録 第 294734 号 、 昭 和 14 年 ) (写真 参照 )。 こ れ は 、 ス プ ブ 》 
ング カラ ラ の 距離 計 連 動 を 非常 に 容易 に し た 画 期 的 な も る の で あつ た 。 戦後 は 平 
和 産 業 復 答 の 波 に 乗 つ て 、 す ぐれ た 発明 考 和 染 が 数 多く 生れ 、 久 保田 広 博 士 等 の 
干渉 薄膜 を 用 いた 距離 計 の 余 色 半 透 過 鏡 (特許 第 184797 号 )、 川 手 賢一 の 菩 電 
維 式 (B.C タイ プ )、 シ ンク 装置 の 改良 (特許 第 193888 号 )、 小穴 博士 と オ 
リン メラ 光学 工業 株 式 会 社 と が 相 前 後 し て 発表 し た 、 フ ィ ア ル ィ 面 保持 (バッ ク 
ラッ シ 。) の 発明 (特許 第 200354 号 、 第 200248 号 )、 ま た 胃 の 内 部 を 撮影 す る 
ガス トロ カメ ラ (特許 第 191516 号 、 オ リン ズ ベラ 光学 工業 株 式 会 社 )、 レン ズ 交 
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換 式 カ メラ の ファ イン ダー 倍率 を 変換 する よう に し た ユニ ニー バー チル シン ョ ァ イ ョ ング 
ー (特許 第 176637 号 、 キ ャ ノン カメ ラ 株 式 会 社 )、 三 限 レ フレ ックス カメ タラ の 
ビン ト ガ ラニ 上 の 像 を 一 部 明る く 拡 大 し た 、 ア イラ オー カラ (実用 新 笑 克 録 第 
408690 号 、 千 代田 光学 精工 株 式 会 社 ) 人 等 が あい つい で 現われ た 。 一 方 ドイ か 
ら の 出願 も めざまし く 復 活 し 、 中 で も デ ッ ケ シル の コン バーSV の 特許 ( 特 誕 第 
202087 号 ) は MX 接点 シン クロ に お お き な 問 題 を 投じ し 、 ハ イデ ッ ケ の あい つぐ 
出願 は 、 ロ ー ラ ィ の 新型 を モデ シル に する と と を ほとん ど と 不可 能 に し た 。 また 新 
種 が ラス を 用 いた 写真 レン ズ の 設計 が 、 さ ベル テー レ は じ め ド イタ 各社 か ら 出 大 
され 、 将 来 の レン ズ 工 業 発達 の 方 向 を 物語 つて いる 。 し か し 、 最 近 わ が 国 の が 
ラス を 用 いた ロー シラ フィ と 圧 板 ( 笑 用 新 委 應 録 第 407169 号 、 オ リン メン 光学 
工業 株 式 会 社 ) は 、 ラ イタ の 新型 ラ ィ カ に 取入れ られ て いる それ ら の 機構 に 区 
立つ て 考 委 さ きれ た も の で 、 発 明 に よる わが 国 写 真 機工 業 の 前 途 は 明る い 。 

() 映 画 

わが 国 の 喘 写 機 の 発明 で は と くに 優れ た も の は な い が 、 戦 前 の 16mm 小型 喘 
写 機 に 特許 第 114743 号 (発明 者 、 欄 秀信)、 戦 後に は 35 mm の 大 弄 喘 写 機 に 
特許 第 182096 号 (発明 者 、 沖 田 数 一 ) 等 が ある 。 

従来 は 2 台 の 喘 写 機 を 変 互 に 喘 す 場合 、 喘 写 画 面 に 出 て くる 小 記号 を 見 て 、 
切換 を る よう に し て いた の を 、 戦 後 は み サタ ンド ・ ト ラッ ク 部 を 利用 し て 自動 的 
に 切換 を る よう に し た も の 等 が 出 で き た 。 

発声 喘 画 で は 、 戦 前 は 、 光 学 的 録音 を 利用 し た も の (特許 第 101913 号 、 発 明 
者 、 山 田 広 ) 等 が お お か つた が 、 磁 気 録音 の 進歩 に と も な い 、 サ ウン ド ・ ト ラッ ク 
に 磁気 録音 を 行う も の が 出 て きた ( 湊 用 新案 次 録 第 418355 号 、 考 委 者 、 年 永 滋 ) 。 

立体 映画 関係 で は 、 戦前 は 頑 右 像 を 交 瓦 に 喘 写 し 、 交 瓦 の 眼 で 見 る よう に し 
た も の (特許 第 96409 号 )、 偏 光 フ イ ルター を 使う る の (実用 新 条 訟 録 第 215379 号 
考 条 者 、 志 人 賀 一 美 ) が 主 な も る の で あつ た が 、 戦 後 は な し ろ 立 体感 映画 と し て 、 
フワ オド スクリーン に 広幅 に 写し て 立体 感 を 出し 、 さ ら に 間 も 立体 祭 音 に より 立 
体感 を 出す よう に し た も の が 出 て きた 。 

天然 色 喘 画 は 比較 的 歴 東 が 古く 、 大 正 初期 より は じ ま る が 、 戦 前 の 加 色 法 に 
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よる 光線 の 分 割 お よび 重合 に よる も の (特許 第 33179 号 発 明 者 、 旬 井 勝 治郎 ) 
か ら 、 戦 後 の 減 色 法 に よる フォ シュ 自体 を 天然 色 に する も の に 変 つ て きた 。 

Gi) 感光 材料 

ド オ ッ の ョ ハン ・ ハ イン リッ と ・ シ ュ ア シッ が 、 硝 酸 銀 と 炭酸 石灰 の 泥 状 混合 
物 の 感光 性 を 実験 (1727 年 ) し て か ら 2 世紀 余 、 感 光 材 料 の 進歩 に よる 写真 工 
業 の 発展 は 、 今 日 見 る よう な 素晴らし いも の と な つた 。 わ が 国 写真 工業 は 欧米 
こ 立 遅れ て 、 胃 治 21 年 、 日 本 彰 板 の 創立 に は じ ま り 、 治 35 年 に 六 桜 社 、 つ い 
で 東洋 乾板 、 オ リエ ンタ みん 写真 工業 株 式 会 社 、 富 士 写 真 ラ フィア ェ > 株 式 会 社 と 、 
会 社 設立 が あい つぎ 、 感 光 材 料 の 生産 量 は 増加 し 、 品 質 も お お い に 改 善 さ れ 、 
海外 に まで 輸出 され る よう に な つた 。 

感光 材料 に 関す る 発明 進歩 の あと を みる と 、 感光 色 来 に お いて は 、 昭 和 の 初 
其 か ら 中 二 に か け て 、 科 研 の 尾形 輝 太 郎 の 多数 の 特許 (た と えば 特許 第 65706 
号 ) が あり 、 当 時 と し て は 世界 に 誇り 得る る の で あつ た 。 外 国人 の 発 胃 に は 、 
TG. 社 (た と えば 特許 第 100488 号 )、 イ ー ス トマ ン ・ ュ ダッ ク 社 (た と えば 特許 
第 97983 呈 ) の 出願 に よる 多数 の 優秀 な 特許 が あ る 。 第 2 次 大 戦 以後 に は 、 小 
西 六 写 真 工業 株 式 会 社 (た と えば 特許 第 185910 号 )、 生 士 写 真 フ イル アム 株 式 会 
社 (特許 第 203061 号 ) 等 の 発明 が 目立つ て いる 

ノン ゼラ チン ・ ハ ゲン 化 銀 保持 剤 と し て は 、 ポ ボリ ビニ ー シ ・ ア ア ュ ョ ー ル 、 
お よび その アセ ャ ター ル 化 物 (特許 第 164435 号 、 第 183619 号 発明 者 、 矢 野 哲 失 )、 
ェ レ イン 酸 と 酷 本 ビニ ル の 共 邊 合体 (特許 第 204735 号 発明 者 、 岡 村 、 矢 野 ) が 
あり 、 デ ュ ポ ン 社 の マイ ラー・ ペ ー ス の 出現 は 、 業 界 の 関心 を 集め て いる 

ハレ ーション 防止 剤 で は トリ フエ ニル メタ ン 系 芝 料 (特許 第 103160 号 1. G. 
社 )、 戦 後に は 宮 士 写真 ラ ィ ル ァ 株式 会 社 の 特許 第 180833 号 、 小 西 六 写 真 工業 
株 式 会 社 の 特許 第 204089 号 、 ス チリ ー ァ 型 委 料 (特許 第 201903 号 ) 符 が ある 。 

天然 色 写 真 は 、 タ オォ ッシュ ・ オ フン ・ レ リー フラ 法 類 似 の 転 染 法 か ら 、 内 式 法 の 
発展 に つれ 、 昭 和 10 年 頃 か ら LG. 社 の 耐 拡散 性 カラ テー・ フ オォ ー マ ー の 発明 が 、 
多数 (特許 第 12484 号 、 第 171041 号 人 ) 現われ 、 同 時 代 に コダカラー 方 式 ( 特 
許 第 133966 号 オー スト マン ュ ダ ッ ク ) も 特許 され た 。 ま た 、 テ クニ ー カ ラー の イ 
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ン ビ ビシ ョ ン ・ プ モス (特許 第 185260 号 、 第 189675 号 、 第 208585 号 ) る 背 場 
し 、 天然 色 写 真 時 代 を 現 出 し た 。 わ が 国 で は 小西 六 写 真 工業 株 式 会 社 の テニ カ 
ラー プリ ント 、 特 許 第 171170 号 (発明 者 、 所 利 広 雄 ) が 実施 きれ て いる 。 
現像 剤 に つい て は 、 特許 第 61289 号 以来 PC アミ ノラ エノール ん 系 主 楽 と 、 添 加 
功 剤 と の 組合 せ に 関す る も の が お お く 、 現 像 主剤 に 関す る も の は すく な い 。 現 
像 主剤 の 発明 に は 、 概 し て 外人 (た と えば 特許 第 81595 号 I.G. 社 ) に よる も の 
が お お く 、 選 元 葬 剤 、 制 独 剤 お よび 添加 剤 に 関す る も の に は 日 本 人 の 発明 が お 


お い 。 

(2) 印 刷 

Gi) 印刷 機 

明治 初期 に は 導 引 印刷 機 な どの 単純 な 機械 が 使用 され て いた が 、 胃 治 26 年 、 
中 鳥 半 三 郎 、 藤 沢 録 平 両 名 の mA 
円 圧 印刷 機 (特許 第 2012 号 ) だ 
が 機械 化 さ れ た 印刷 機械 発 明 当ら 
の 沈 が け と な つた 。 胃 治 38 年 和 
に は 、 浜 田 初 次 郎 に よ つ て 、 内 
最初 の オラ モッ ト 印 刷 機 が 発 5 


明 さ れ た が 、 そ の 自動 給 紙 装 MODEL HE 2 SPECIEICATION 
ミ の 。 Size of Sheet 

置 (明治 43 年 特許 ) は 、 わ が Size of Print …・ 
Size of Plate 


国 最初 の も る の で あぁ つた 。 ォ オッ フラ Height of Bearer ………………… 0.01757 
切 の も ら つ た 。 和 Thickness of Plate ……… ぴ ………… 0.020? 
本 Gj ジ 6『O 人 電 B1SDIKO いこ 45? x 49 り .? 
セッ ト 印 刷 機 の 最初 の も の Height of Bearer … io 0.100? 

hi E MOSOGES 9! 9EU0KGE noooooonoconim 0.1107? 
は 、 同 年 中 島 幾 三郎 の 特許 第 Printing Speed/min 


Driving RatiO ーー ・ 
18142 号 が ぁ あげ られ る 。 ま た Size of Main Pulley i 


輪転 印刷 機 の 初期 の も の は 、 人 oeeeeee… 
R と 内 9 Intermediate Roller 
明治 44 年 の 大 村 覚 明 の 特許 第 Distribution つい 
20500 号 が oo ※% 義 次 転 構 Ink Ductor Roller…… ひ ニー ドー ドー 24 が 
<42 あ / 2 新聞 輸 転機 Dampening Roller…… ド ーーー バー バー 内 

の 発明 で は 、 大 正 10 年 和則 人 BOYa Rasired Hp 
に Space Occupied CN で で CS で tre 

次 郎 の 特許 第 30132 号 が あぁ あり 、 Height … ii 
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蔽 断 折 畳 装置 に は 大 賠 与 一 の 特許 第 62541 号 が あぁ る 。 大 正 11 年 梅田 長 次 郎 の 特 
評 第 43046 号 、 お よび 市 田 幸 四郎 の 特許 第 45035 号 は 、 そ れ ぞ れ 多 色 輸 転 オ フラ モ 
ッ ト 印 刷 機 の 現在 に お ける 2 つの 型 を 代表 し て いる も の と し て 、 典 味 あ も る も の 
で も る 。 オ フラ セッ ト 多 色刷 り に お いて 、 印 刷 紙 の 従 横 位 置 の 調節 を する よう に 
だ も の は 、 昭 和 4 年 は じ め て 浜田 初 次 郎 に よ つ て 発明 され た (特許 第 80889 
号 、 お よび 特 証 第 81371 号 )。 
新聞 輪転 機 の 注目 すべ きも の と し て 、 昭 和 5 年 秋 好 実 の 特許 第 86029 号 自動 
連続 給 紙 装置 、 申 和 9 年 東京 機械 刷 作 所 の 特許 第 107618 号 料 紙 制 動 装 置 、 史 和 
13 年 浜田 初 次 郎 の 特許 第 123978 号 な ど が ある 。 一 方 給 紙 装置 で は 、 昭 和 13 年 頃 
デメ リカ で スト リー と フ オダ ー が 発明 され て 、 給 紙 能 率 を お お い に あ げ る と と 
が で きた が 、 わ が 国 で は 凸版 印刷 株 式 会 社 が 、 同 竹 の 特許 第 130003 号 を 得 た 。 
また 、 多 色 巻 取 紙 用 輸 転 印刷 機 に 取り つけ 、 人 簡易 に 多 色 刷 が で きる も の ( 特 
証 第 198675 号 ) が 、 昭 和 28 年 大 昌 本 印刷 株 式 会 社 に よ つ て 得 ら れ た 。 
この ほか 思 版 邑 刷 で 、 高 速 印刷 の で きる 
ゃ の が 瀬 味 建 二 に より 発明 (特許 第 188650 
号 、 第 188651 号 ) され 、 特 殊 な も る の で は 
親 本 一 郎 の 場 類 の 多 色 印刷 機 が 、 昭 和 12 年 
メリー の 萬 国 博覧 会 で グラ ンプ リー を 受 
賞 し て 注目 され た (特許 第 130608 号 、 第 詳 宙 「 
131144 号 )。 昭 和 24 年 頃 よ り 坦 に 直接 印刷 自動 送り 環 印刷 機 特許 第 209672 全 


する 機械 が 出 て きた が 、 佐 々 木 秀 一 の 特 許 第 190907 号 、 特 許 第 210289 号 、 な ら 
び だ 首 林 一 郎 の 特許 第 209672 号 が その 代表 的 の も の で ある (写真 参照 )。 

(jj) 活字 鋳造 機 お よび 活字 鋳 植 機 

明治 か ら 大 正 の 末期 に か け て 、 ア メリ メカ 舞 品 で も る トゥ ムッ ン の 活字 和 造 機 が 
わが 国 の 市 場 を 独占 し て いた が 、 と の 機械 は わが 国 の 活字 を 対象 に 設計 され て 
いな か つた た め 、 そ の 使用 に お お く の 不 便 が あつ た 。 大岩 久吉 、 林 栄三 、 加 藤 
頭 次 郎 な ど は 、 叶 く か ら そ の 改良 に 努め 、 わ が 国 の 活字 に 適応 し た 鋳造 機 を 研 
究 し た の で 、 大 正 の 末期 か ら 昭 和 に か け 、 急 速 に 自動 活字 鐘 造 機 が 発達 し た 。 
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その 代表 的 な も の に は 、 大 岩 久 吾 の 特許 第 95101 

鋳造 活字 の 仕上 装置 の 改良 、 林 栄三 の 特許 
第 100550 号 「 活 字 鋳 造 装 置 1 (写真 参照 )、 加 藤 
顕 次 郎 の 特許 第 92423 号 「 活 池 仕 上 装置 の 改良 」 
な ど が ある 。 こ の よう に わが 国 独自 の 活字 鋳造 
機 が 製造 さも れる よう に な つて 、 ト ムッ ン の 活字 
鋳造 機 は 、 わ が 国 の 市 場 か ら 彩 を ひそ め る に 到 
つた 。 昭和 24 年 、 津 田 藤 吉 が 、 従 来 の 自動 鋳造 


機 に お いて 、 オ イタ リッ ク 体 の 出張 り 活 字 の 鋳造 活字 外 装置 
が 不可 能 と され て いた 通説 を まつ た く 一 変 する 00222 


独自 の 鋳造 機 (特許 第 181088 号 、 第 183811 号 ) を 発表 し た 。 ま た 、 昭 和 25 年 
に は 、 大 涯 久吉 の 指 導 を うけ て いた 小池 林 平 が 、 毎日 新聞 社 の すす め に よ つ 
て 、 新 し い 構 想 の インテ ァ 鋳 造機 (特許 第 185604 号 、 第 189657 号 ) を 完成 し 
7 で 

わが 国 に お ける 邦 女 そ モノ タイ プ の 創始 者 は 杉本 京 大 で 、 大 正 9 年 に その 発表 

(特許 第 34521 号 ) を し た が 、 この 機械 は 、 大 正 来期 か ら 昭 和 初 年 に か け て 相 
当 活用 され た 。 その 後 し だ い に 使 われ な く な つた が 、 前 記 の モノ タイ ブ を 根本 
的 に ね り 直 し て 、 加 藤 顕 次 郎 が SK 型 著 女 モ ノ フタ イプ を つく つた が (特許 第 
108203 号 モラ タオ プ に お ける 活 生 運搬 仕上 装置 、 特 許 第 106024 号 自動 邦 交 活字 
鋳 植 機 )、 こ の 機械 は 操縦 る は る か に 容易 で 、 動 作 も 円 滑 で も り 、 活 字 の 質 も す 
ぐれ て いる の で 、 朝 日 新 聞 社 で は 昭和 11 年 、 相 当 数 設備 し て 、 新聞 植 字 の 機械 
化 を は か ろう と し た が 、 そ の 後 、 新聞 活字 の 大 き さ が 急速 に 変化 する 等 の 事情 
に より 十分 活用 され な か つた 。 と うし て 機構 の 欠陥 や その 他 の 事情 に よ つ て 、 
わが 国 の 植 字 機械 化 は 一 頓 座 し た が 、 そ の 後 、 東 京 機械 刷 作 所 で は 、 加 藤 顕 次 
郎 の 発明 に な る SK 型 那 娘 モノ クタ イブ を 改良 し た AT 型 モ ノッ タイ オブ を 昭和 23 年 
完成 し 、 つ づい て ラン スト ン の 、 モ ノ タ イプ に お ける 鋳造 部 分 を 採用 し た 、 
TK 型 そ クタ オプ を 昭和 26 年 に 完成 し た (特許 第 184962 号 外 表 件 )。 ま た 日 本 タ 
ィ プ デラ ィ ター 株 式 会 社 で は 、 邦 廊 タ イプ ライ ター と お な じ 操 作 に よる こと を 医 

337 


第 4 編 発明 、 実 用 新案 の 発達 変遷 


本 的 要素 と する モノ クタ オプ が 、 いろ いろ の 点 で 有利 で も る と の 立場 か ら 、MT 
型 衝 娘 そ ノッ タ イブ を 完成 し た (特許 第 195580 号 、 第 195582 号 外 数 件 )。 一 方 と 
の 系 列 と は 別に 、 当 用 漢 字 の 制定 や 、 国 語 簡易 化 が 徹底 する に つれ 、 本 邦 は じ し 
め て の キオ 式 を 採用 し た KB 式 邦文 モノ クタ オプ が 、 川 加 兆 志 と 小松 製作 所 の 協 
カカ に よ つ て 現 作 され た が 、 や は りう まく 行か な か つた (特許 第 183575 号 、 実 用 
新 委 交 録 第 372844 号 )。 その後 こ れ を 改良 し た SC-R 型 モ ノッ タ ィ プ が 、 第 昌 新 
開 社 の 援 基 の も ゃ と に 、 中 川 機械 株 式 会 社 ( 現 中 川 電機 株 式 会 社 ) で 、 昭 和 25 年 
に 完成 し 、 昭 和 26 年 か ら 正式 の 生産 を 開始 し た 。 発明 者 は 山本 坦 治 で 、 特 許 第 
185407 号 「 邦 女 モ ノ フタ オプ に お ける マガ ジン 挫 等 の 駆動 装置 」、 特 許 第 189163 
号 「 モ ノ タ オプ に お ける 生母 毅 駆 動 装 置 」 な どの 唐 件 の 特許 が ある 。 こ の 種 の 
キオ を 採用 し た も の は 、 価 格 の 点 に お いて 一 般 の 印刷 業者 向 で は な い が 、 毎 日 
新聞 社 の ほか 、 北 海道 新聞 社 、 特許 庁 印 刷 工 場 な ど に 採用 され て いる 。 

印 放 する か わり に 写真 に より これ を 撮る いわ ゆる 写真 植 字 機 は 、 大 正 14 年 に 
早く も 森沢 信夫 、 石 井 茂 吉 両 名 に ょ り 発明 され た (特許 第 64453 号 ) が 、 その 
後 女 字 衣 を 動か す 形式 が 発明 され (特許 第 722866 号 )、 こ れ が つぎ つぎ に 改良 き 
れ て 、 実 用 性 ある も の が で きる よう に な り 、 一 方 、 グ ラビ ヤ 印 刷 の 発達 に より 
その 党 要 を 増大 する 結果 に な つた 。 第 2 次 大 戦後 、 森 沢 は 、 さ ら 英 女 の 植 池 
と 対し 、 ア シル ファ ベッ ト の 学 幅 の 大 小 に より 、 送り 量 を 調整 で きる M-C 型 を 
完成 し た (特許 第 187180 号 )。 また 戦後 アメ リカ の イオン ター タオ イフ プ ・ コ ー ボ レ 
オシ ョ ン か ら ラ イナ ー タ オプ 式 に マト リッ クス を 用 いた 、 写 真 植 字 機 の 一 連 の 
出願 が な あり 、 い ずれ も 特許 され て いる 。 

文 III 事務 用 器具 、 生 活用 品 、 娯 楽 用 品 

語っ に 

(@⑱⑯) り 計算尺 

計算 尺 に つい て は 、 す で に 明治 19 年 項 よ り 発 明 考 染 が ある が 、 当 時 の も の は 
対数 目盛 に よら な い 、 き わ め て 幼稚 な も の で あつ た 。 を その後 対 数 目盛 を 施し た 
も の が 現われ 、 大 正 末期 以降 に お いて 、 逸 見 式 計算 訪 に みる よう に 、 材 質 、 性 
能 と も に すぐ れ た 発明 考案 が お お く 出 て 来 た 。 
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(Gi) 計 算 器 

計算 機 の 発明 考案 は 、 す で に 胃 治 25 年 項 よ り 現われ 、 そ れ は 主として 邦人 に 
より 考え 出さ れ た も の で ある が 、 き わ め て 幼稚 な も の で あつ た 。 大正 7ー8 年 頃 
に な つて 、 浦 次 外国 人 の 発明 考案 が 現われ 、 大 正 の 来期 か ら 昭 和 の 初期 に か け 
て 、 広 く 販 売 さ れる よう に な つた 。 そ の 刺 載 を うけ て 、 わ が 国 で も 、 計 算 器 の 
発明 に 志す も の が ふえ て きた 。 大 本 宮 治 郎 は 昭和 3 年 か ら 計算 器 の 発明 に 着手 

し 、 昭 和 6 年 に は 商品 (タイ ガー 計算 器 ) と し て 独自 の 計算 器 を 売出 し 、 さ ら 
に 改良 を 加え て 、 特 許 第 91504 号 、 第 91708 号 を 得 、 さ ら に 幾多 の 改良 の 後 、 
戦後 に お いて る 性能 の 向上 と 小型 化 に 努め 、 タ イオ ガー 計算 器 の 名 声 を 一 層 高 く 
し た 。 一 方 戦時 中 、 外 国 で は 計算 器 が 極度 に 発達 し 、 新兵 准 、 レ ー ダ ー、 原 地 
爆弾 、 航空 機 人 等 の 生産 に 遺 民 な くそ の 偉 力 を 発揮 し た 。 こ れ ら の 計算 器 は 、 き 
わ め て 和 精巧 、 か つ 大 が か り の も の で 、 
機械 的 に 微分 方 程 式 を 解く 微分 解析 機 
や 、 高 度 の 数 値 計算 を 自動 計算 する 大 
型 計算 器 、 超 高速 度 に 計算 する 電子 計 
算 機 な ど で も る 。 これら の 中 著名 な も 
の の 発明 は 、 ほ と ん と 全部 が 外国 の も 
の ば か り で あ も る が 、 わ が 国 で も 、 昭 和 16 タイ ガー 計算 器 
年 頃 か ら 、 資 金 難 と 資材 難 に 苦し みな が ら 、 研 究 が つ \ ざ けら れ 、 よ う や く 初 の 
電気 統計 機 が 、 山 下 英男 外 2 名 に よ つ て 発明 され た (昭和 24 年 、 特 許 第 190974 
号 )。 そ の 機能 は アメ リカ に ゃ 類例 の な い ほ ど 革 谷 釣 な も の で 、 操 作 人 簡単 、 製 
作 費 低 座 な も の で も る 。 そ し て この 統計 機 は 、 人 口調 査 や 、 与 論調 査 の 面倒 な 
計算 を ボタ ン 1 つ で 簡単 に や れ 、 誤 差 る ちあ ほ と ん ど な い と いう も の で ある 。 

(2) 事務 用 器具 

(@ 呈 タン 6 の 4 ラン イ (64 

現在 使わ て れ て いる 欧 娘 タイ プラ イタ ー が で きた の は 、19 世 紀 の 終 り 頃 と 伝え 
られ る が 、 わ が 国 で の 欧 交 タ オプ ライ ター の 特許 は 、 外 国人 の 出願 に よ る 、 
明治 37 年 の 「 平 版 印 字 機 」( 特 許 第 7850 号 ) に は じ ま る 。 その 後 も 、 現 在 の 型 
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の 欧 娘 タイ プラ オタ ー の 発明 は 、 大 正 初頭 に か け て 、 す べ て 欧米 人 に よる も の 
で あつ た 。 し か し 、 邦 交 の 速記 用 タオ プ 、 点 字 用 タイ プ 、 時 計 型 押印 タイ フ 
円 筒 よ ラ > 型 タオ プ な ど に つい て は 、 胃 治 年 間 に 、 わ が 国 の 発明 が 相当 に あつ 
た 。 た と え は 、 当 時 の 日 本 速記 器 学 院長 、 藤 木 未 この 特許 第 940 号 「 速 記 徐 」 
(明治 23 年 )、 東 京 盲 学校 内 の 浮 高 丈夫 に よる 、 特 許 第 24024 号 「 震 高 式 点字 ラ 
ォ タ ー」、 同 上 藤木 未 ご の 特許 第 2247 号 「 印 字 機 」( 時 計 型 押印 )、 お よ び 人 篠沢 
勇作 の 特許 第 13156 号 「 印 書 機 」 な ど で あ も る 。 い ずれ も ゃ 邦 婦 用 の も の で 、 そ 
れ ぞ れ の 機種 で の 最初 の る ゃ の と み ら れ 、 こ れ ら の 発明 家 は 、 そ の 後 も ひき つづ 
いて お お く の 発 明 を 完成 し て いる 。 欧 女 タ イブ の 能率 に 刺 載 され て 、 邦 婦 タ イ 
プ の 完成 に お お く の 発 明 家 た ち が 努 力 し た が 、 大 正 3 年 に 至り 、 現 在 の 邦 交 タ 
ォ ブ の 形 と 、 構 造 の 原型 と も ちい うべ きも ゃ も の が 、 艇 本 京太 に より 発明 され た 。 
特許 第 27877 号 「 タ オプ ラオ ター」( 大 正 4 年 6 月 特許 ) が それ で 、 これ が わ 
が 国 革 娘 タイ ブ の 最初 の も ゃ の で ある 。 今日 の 「 昌 本 タオ プラ イター 株 式 会 社 」 
形式 の 基 礎 を な し た も の で あり 、 同 年 10 月 2 日 、 東 京 商 楽 会 議 所 で 発表 され 、 
日 本 和書 字 機 商会 、 後 の 日 本 タオ プラ イオ ター 株 式 会 社 の 製造 販売 する と ころ と な 
つた 。 と れ ょ より わずか に お くれ て 、 大 正 7 年 、 島 田 巳 之 埋 は 「 鳥 田 式 漠 字 印 書 
機 」 を 発明 (特許 第 33067 号 、 大 正 7 年 ) し た 。 島田 巳 之 吉 は 、 この 後 ひ きつ 
づい て 郊 女 タオ イブ の 改良 発明 に つと め た が 、 こ れ ら の 発明 は 、 東 洋 タ イプ ライ 
ター 株 式 会 社 に よ つ て 企業 化 さ れ た 。 その後 、 昭 和 2 年 、 菅 沼 整 一 は さら に 独 
特 の タオ イブ の 発明 に つき 、 特 許 第 72556 号 を 得 、 さ ら に お お く の 改 良 を ほど と 
し た うえ 、 菅 沼 タ オプ ライ ター と し て 世に 出し た 。 以 上 は いずれ も 現在 賞 用 さき 
れ て いる 、 平 解 型 の 活字 庫 を も つ 邦 女 タ イプ で ある が 、 こ れ と 同時 に 、 活 空 庫 
を 円 筒 ざ ギラ > 型 に し た タオ プラ オタ ー の 発明 も る 、 お お く 完 成 さ れ た 。 日 本 タイ 
プラ オォ ター 株 式 会 社 の 片岡 光太郎 に よる 、 特 許 第 73560 号 (昭和 2 年 )、 第 88112 
号 (昭和 5 年 ) は それ で 、 前 者 は 大 谷 タ イプ ライ ター 製作 所 で 実施 化 さ れ 、 後 
者 は 日 華 メ イプ ライ ター 製作 所 で 作ら れ た 。 中 和 11 年 に 至 つ て 、 現 在 「 マ ッ 
ダ 和 交 タ イプ ラオ ター」 と いわ れる 、 円 筒 型 タ オプ ライ ター の 共 本 的 な も の が 
発明 (特許 第 116470 号 ) され た 。 こ と これ に ひき つづ き 、 発 明 者 片岡 は 、 種 々 の 改 
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良 を 加え て 、 現 在 の 円 筒 弄 タイ プラ オタ ー に 及 ん で いる 。 

昭和 24 年 、 リ ン ・ ユ ー タ ン ( 森 語 堂 ) は タイ プラ イタ ー、 植 字 機 、 印 刷 電信 
機 な ど に 用 いら れる 装置 を 発明 し た が 、 お お く の 字 を も つつ 支那 語 の タイ プラ 
ォ タ ー を 一 歩 前 進 さ きせ た も の と いえ る (特許 第 210019 号 )。 

さら に 昭和 27 年 、 片 岡 楠 松 は 新しい 打 宇 機構 を 発明 (特許 第 212219 号 ) し た 。 
昭和 27 年 、 タ オプ ライ ター で の 多数 葉 紙 複 写 を 可能 に し 、 事 務 能 率 の 改善 に 和 寄 
与 す る 発明 が 、 昌 本 経営 能率 研究 所 内 の 荒木 東 一 郎 と 米 本 副 和 之 基 等 に より な さ 
れ た (特許 第 212847 号 ) が 、 こ れ は 米 本 副 之 助 と 、 山 一 証券 株 式 会 社 と の タイ 
ァ ッ プ で 、 同 社 で すでに 実用 化 さ れ 事務 能率 向上 に 寄与 し て いる (写真 参照 )。 

また 、 昭 和 18 年 に は 川上 晃 に より 、 速 記 用 
タイ プ が 発明 (特許 第 165677 号 ) され 、 つ い 
で 「 速 記 機 械 に よる 日 本 語 速記 方 法 」 の 特許 

(特許 第 195074 号 ) を 得 た 。 こ れ ら の 発明 は 
昭和 25 年 より 最高 裁 を は じ め 全 国 各 級 博 判 所 
で 用 いら れ て いる の の に カラシ 2 に 

( せ ) 膳 写 版 特許 第 212847 号 

膝 写 機 の うち 平 殴 騰 写 機 は 、 明 治 の 中 頃 に 発明 され た が 、 そ の 当時 は 毛筆 に 

る 筆頭 を 章 重 し て いた こと な どか ら 、 あ まり 歓 迎 さ れ な か つた が 、 昌 清 戦 争 

の 部 発 と と も に 、 陸 海軍 に お いて 、 和 軍事 通信 用 と し て 採用 され る こと に な り 、 
広く 用 いら れる よう に な つた 。 その 後 原紙 枠 、 イ ン キ 布 、 刷 り 紙 は さ み 装 置 な 
ど に つい て 、 種 々 改良 され 今日 みる よう に 広く 愛用 普及 きれ る こと と な つた 。 
また 、 輸 転 膳 写 機 は 、 明 治 の 末期 発明 され 、 給 肉 装 置 、 給 紙 、 排 紙 装置 、 原 
紙 張 り 装 置 な ど に つい て お お く の 発 明 が な され 、 電 動 化し た 最近 の も の で は 、 
1 分 間 120 枚 の 印刷 能力 を も つよ うに な つた 。 

騰 写 版 に 用 いら れる 原紙 に つい て は 、 胃 治 27 年 、 堀 井 新 治郎 が 藻 葉 紙 に ペラ 
ライオン 、 ダ ンー ャ ル そ の 他 を 深 布 し た も の に つい て 、 特 誕 第 2499 号 を 得 、 大正 9 
年 に は タイ オプ ラオ ター、 毛 筐 、 鉄 筆 用 の も の (特許 第 35554 号 )、 写 真 に よ つ 
て その まま 腔 写 で きる 特許 第 66056 号 等 、 多 数 の 発明 を 完成 し た 。 人 塗布 材料 に 
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つい て も ゃ 、 堺 井 新治 郎 は 特許 第 95790 号 を は じ め 、 特 許 第 142525 号 、 そ の 外 多 
迷 の 特許 を 得 た 。 最 近 は 合成 樹 叶 の 進歩 に と も な い 、 こ れ ら を 材料 と し た も の 
が 多く (特許 第 194982 号 その 他 ) 現われ て いる 。 

GiY) 人 金銭 登録 器 

金銭 郊 録 付 は 、 銭 親 と 記録 器 と を 兼用 きせ る も の か ら 発 達し て きた も の で 、 
明治 の 初期 か ら 両 者 兼用 の も の が 使用 され て いた が 、 胃 治 44 年 に は 、 光 中 簿 作 
の 特許 第 19143 号 が 、 さ ミ さらに 大 正 10 年 に は 千賀 庄 次 郎 の 特許 第 39852 号 が 生れ 、 
後者 の 発明 に より 、 販 売 し た 金額 の 表示 が で きる も の が は じ め て 現われ た 。 さき 

に 大 正 11 年 に は 、 三好 志 女 蔵 の 特許 第 42879 号 が 出 て 、 現 在 の ボタ ン 式 金銭 
区 録 機 の も と を な すこ と と な つた 。 大 正 12 年 に は 、 ア メリ カ の ナシ ョ ナル ・ キ 

ャ ッシュ ・ レ ジス クタ クー・ ュ ン ペ ニー の 特許 第 45247 号 が 出 て 、 加 算 、 記 録 、 表 
示 、 話 収 証 発行 な ど 、 い ろ い ろ の 機能 を も つた も の と な り 、 現 在 の 金銭 疹 録 器 
の 革 礎 を 打ち 立て た 。 間宮 精 一 は これ に 対 抵 し て 、 き わ め て 備 秀 な 発明 (特許 
多 80951 号 その 他 ) を 完成 し 、 昭 和 3 年 日 本 金銭 交 録 機 株 式 会 社 の 設立 を みた 。 

な お 昭和 78 年 項 小 方 誠 は 、 特 許 第 97354 号 、 第 100432 号 を 得 た が 、 機 借 が 
箇 単 で 、 着 想 も 変 つ て お り 注 目 さ れ た 。 

(3) 包 革 

わが 国 で 菓子 類 、 薬 品 、 笠 剤 、 お よび 煙草 な ど を 自動 的 に 包装 する 自動 包装 
機 は 、 大 正 の 未 項 か ら 輸 入 さ れ た も の で 、 わ が 国 の 発明 考 染 の お お く は 、 そ れ 
ら の も の の 模 條 に 過ぎ な いも の で あつ た 。 し か し 、 煙 草 の 包 装 機 械 に つい て 
は 、 昭 和 16 年 項 、 渡 辺 喜 多 夫 の 発明 (特許 第 136967 号 、 第 141729 号 ) に より 、 
20 本 語 U 字 型 包装 機 が 完成 され 、 薄 紙 包 装 紙 に よる 現在 の 新生 、 バ ッ ト な ど 20 
本 入り の た ば と は 、 す べ て と れ に よ つ て 包 壮 され て いる 。 つぎ を 刻 久 た ば と 
は 、 昭 和 12 年 項 に 金丸 勝 富 の 発明 し た 特許 第 138898 号 の 刻 久 た ば こ 包 装 機 が で 
き て 、 包 装 が 自動 化 さ れ 、 現在 も それ に ょ つて 包装 され て いる 。 

な お 、 最 近 、 鉄 の 防 錆 包 壮 で 世界 的 に 話題 の V.P.I. (Vapor Phase Inhibitor 
の 略 ) と いう 気 相 防 錆 剤 が ある が 、 こ れ は 鉄製 品 を 鉛 閉 被 包 し て 、 了 垂 硝酸 塩 を 
入れ て 、 鉄 の 防 錆 を 行う も の で ある 。 ま た 陳 硝 酸 塩 の 粉末 を 包装 紙 に 塗 着 し 、 
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その 包装 紙 で 鉄製 品 を 密閉 する と と も 行わ れ て いる 。 と この 包装 方 法 は 、1945 年 
項 オ ラン ダ 人 に よ つ て 発明 され た も の で ある 。 

(4) 治療 衛生 器具 

(i) 診断 測定 器械 

脳波 装置 、 ク ロナ キシ メー ター な ど 、 生 体 電 流 の 測定 、 電 気 刺 載 に よる 反応 
測定 装置 な ど は 、 第 2 次 大 戦前 か ら 広 < 使用 され 発明 考案 も あな され た が 、 と の 
種 測定 問 械 で 、 戦 後 の 新 し いも の に 人 体 の 疲労 測定 凌 が あり 、 長 崎 医大 の 福井 
忠孝 に よる 「 句 転 する 模様 を 識別 し て 全身 の 疲労 度 を 測定 する 機械 」 (特許 第 
198766 号 )、 茨 城 大 学 の 高野 千石 に よる 「 検 尿 に よる 疲労 度 測定 装置 」( 特 許 第 
203081 号 )、 さ きら に 、 放 映 性 同位 元素 の 医学 方 面 へ の 応用 に と も な つて 、 生 体内 
の 諸 元 素 を 追跡 する た め 、 直 接 生体 内 へ 突き さして 計測 する 、 針 型 計数 管 も 考 
委 さ れ た (実用 新 染 交 録 第 417976 号 、 神 戸 工 業 株 式 会 社 の 押田 正 外 2 名 )。 

脈 騰 数 、 脈 波動 を 拡大 表示 する 碑 動 計 、 版 有 記 録 装置 の 発明 は 、 大 正 7 年 特 
許 の 「 山 下 式 碑 歪 約 鈴 装置 」( 特 許 第 32857 号 、 発 明 者 、 山 下行 雄 ) を は じ め と 
し 、 ひ きつ づき 喚 和 7ー8 年 項 ま で に お お く の 発明 考案 が な され た 。 

血圧 計 に つい て は 、 わ が 国 最初 の 発明 と し て 、 大 正 4 年 特許 の 「 湊 式 血圧 計 」 

(特許 第 27471 号 、 発 明 者 、 湊 謙治 ) が あ る 。 この 後 、 ベ ー 式 、 自 動 記録 式 
が 現われ た が 、 昭 和 26 年 に は 、 眼 底 血 圧 を 電気 的 に 計る 電気 血圧 計 が 発明 され 

(特許 第 199898 号 、 発 明 者 、 植 村 操 、 荻 野 義 夫 )、 広 く 使わ れる よう に な つた 。 

心 電 流 の 描記 測定 器 に つい て は 、 前 述 の よう に 真空 答 な ら び に 関連 技術 の 発 
達 に つれ 、 わ が 国 で も 、 昭 和 の は じ め か ら 発 明 考 案 さ れ 、 昭 和 7 年 に は 横 河 電 
機 製作 所 の 多田 湊 の 「 記 録 式 カー ジオ グラ ン 装 置 」( 特 誕 第 101660 号 ) が 発明 
され 、 直 接 記録 する も の が 館 次 舌 用 化 に すす み 、 現 在 は 電気 光 筆 に より 記録 す 
る 、 エ レク トロ カー ジオ グラ フン が 、 診 断 に 僅 力 を 発揮 する よう に な つた 。 

( 反 ) 治療 器具 

内 科 、 外 科 の 治療 器械 器具 は 、 昭 和 4 て 5 年 頃 か ら 種 々 の 考案 が な され た が 、 
最近 で は と くに 結 入 に た いす る 外科 療法 の 方 面 で 発明 の 努力 が な され て いる 。 
昭和 3 年 、 注 射 器 で 送 気 する 人 工 気胸 器具 の 具 明 (特許 第 76830 号 ) が 生れ 、 昭 
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和 10 年 項 に は 、 グ ラー テラ 式 の 改良 型 と し て 、 水 落差 を 利用 する も の が で きた 。 
この 型 は 操作 が 簡単 で 直 障 が すく な いた め 、 現 在 も 広く 使わ て れ て いる 。 昭和 26 
年 に は 、 つ ね に 胸腔 内 の 圧力 が わか る 、 目 新しい 型 の 気 胴 問 (特許 第 193136 号 
発明 者 、 松 枝 張 ) が 現われ た 。 ま た 戦後 に 至り 、X 線 技術 、 麻 酢 技術 の 進歩 に と 
も な つて 、 繧 合 的 な 胸部 成形 手術 台 (実用 新作 診 録 第 403614 号 ) が 現われ て 、 
粘 核 治療 に 責 献 し て いる 。 空洞 吸引 療法 に よる 吸引 器 は 、 他 の 療法 の 研究 と 相 
まつ て 、 昭 和 17 年 に 特許 第 150567 号 と し て 癖 場 し た 。 

外科 手術 用 の 笑 合 針 に つい て 、 昭 和 の は し じ め に 特許 第 74437 号 が 出 た が 、 さ 
ら に 進歩 し た も の が アメ リカ 人 に ょ つて 提案 され 、 現 在 で は さら に 進ん で 、 縦 
針 が アン プル 内 に 消毒 液 と と も に 封入 され た も の と な つた 。 

輸血 は 、 昭 和 の は し じ め の 直接 輸血 か ら 、 昭 和 7 年 頃 に は 間接 輸血 と な り 、 血 
液 の 保存 運搬 に 関し て 種々 改良 され 、 戦 後 外国 の 影響 を 受け て 、 血 液 銀行 の 設 
立 と と も に 、 減 圧 瓶 に よる 採血 、 保 存 お よび 輸血 が 行わ て れる よう に な り 、 実 用 
新案 癌 録 第 393364 号 ( 考 委 者 、 竹 内 金太 郎 ) の 注 妹 液 容器 が 人 准 場 し た 。 

一 方 、 一 般 の 注 玖 装 は 、 明 治 時 代 か ら 、 今 日 に 至る まで 、 衝 々 改良 され て き 
た が 、 戦 後に お ける ベニ シリ ン の 出現 と と も に 、 ア ン デ プル 兼用 の 注 釣 器 が 数 多 
く 郊 場 し た 。 特許 第 163085 号 の アァ ン プル 組合 せ 注 射 器 (株 式 会 社 科 学研 究 所 ) 
は その 一 例 で ある 。 最近 の アメ リカ より の 出願 に よる も の は 、 新 し い 型 の も ぁ の 
で 、 従 来 の よう に 注射 針 を 使わ な いで 、 細 孔 よ り の 高圧 噴 莉 に よる も の で 注目 
され る 。 

Gi) 文 線 装置 

明治 268 年 の 、 レ ント ゲン に よる XX 線 の 発見 以来 、X 線 発生 装置 と し て 、 イ オ 
ン 管 球 が 使用 きれ て いた が 、 大 正 3 年 、 有 名 な クー リッ ジ に よる 熱 陰極 六 線 管 
の 発明 (特許 第 34628 号 ) に よ つ て 、XX 線 の 強 さ と 量 と が 独立 に 制御 で きる よ 
うに な り 、 真 の 実用 期 に 入 つ た 。 治療 方 面 へ の 応用 と も 相 ま つ て 、 し だ い に 大 
電力 線 管 が 要望 きれ 、 近 時 可動 陽極 型 が 注目 され て いる が 、 す で に 大 正 11 年 
か ら 、 イ オン 管 球 (特許 第 61875 号 )、 昭 和 15 年 前 後に は 二 重 條 点 型 (特許 第 
129467 号 )、 管 球 が 回 転 す る 型 (特許 第 130194 号 )、 軸 受 に 低 摩 擦 係数 を も つ 金 
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属 を 鐘 金 する も の (特許 第 159225 号 ) な ど 、 革 本 的 な 発明 が ほとん ど 出 摘 つ て 
いる 。 最近 で は 、 溢 体 金属 を 対 陰極 と し 、 こ れ を 循環 する よう に し た も の ( 特 
許 第 209632 号 ) が 現われ た 。 

蓄電 器 放 電 式 線 装置 は 、 昭 和 9 年 に すでに 特許 され た が (特許 第 111492 
号 )、 線 管 製造 披 術 の 未 式 、 抵抗 准 の 不良 な どの 問題 の た め に 実用 化 さ れ な 
の ぷ つ だ 。 

終戦 後 、 電 力 事 情 の 遇 迫 が この 研究 に 拍車 を か け 、 昭 和 23 年 頃 か ら 、 電 源 装 
置 関係 の 特許 の 過半 を 占め る よう に な つた 。 最近 は 、 撮 影 用 と し て 詳 放 式 を 用 
い 、 随 時 小 世 力 に よる 透視 へ の 切換 を が で きる よう に し た も の (特許 第 186090 
号 な ど ) が 出 て いる 。 

間接 撮影 装置 は 、 わ が 国 で 完成 され た 技術 で あり 、 信 団 検診 な た ど に さか ん に 
使用 され て いる が 、 欧 本 的 な 特許 は な い 。 

昭和 2 年 に は 、 立 体 撮影 用 管 球 (特許 第 79504 号 )、 ま た 、 昭 和 9 年 に は 被 写 
体 と 管 球 を 移動 きせ る 方 式 (特許 第 115913 号 )、 昭 和 16 年 に は 、 被写体 と フイ 
ゲ ュ を 動か す 方 式 の 断層 提 虹 装 置 が 発明 され た 。 近 時 診断 の 精 窒 化 の 要求 に よ 
つて 、 こ の 種 の 発明 が と み に 増 加 し 、 昭 和 25 年 、 高 橋 信 次 発明 の 横断 面 撮影 装 
置 (特許 第 192392 号 ) は 独特 の も の で ある 。 ま た 、 立 体 撮影 装置 で は 、 フ ィ ル 
> 変換 の 時 間 を 短く する た め 、 自 動 的 に フイ ル ェ 変換 と 第 2 回 目 の 喘 射 を 行う 
よう に し た も の (特許 第 190690 号 な ど ) が ある 。 

最近 は じ め て わが 国 に 輸入 され た イメ ー ジ ・ ア ンプ リフ アイ ヤー は 、 す で に 
昭和 15 年 、 ク クー リッ ジ が 、 実 用 新 委 交 録 第 307049 号 を 得 て い る 。 ま た 革 近 附 加 
光学 系 の 改良 や 、 喘 画 へ 応用 し た も の (特許 第 204472 号 ) が 出 て いる 。 

(5) 生活 用 品 

(i) 裁縫 機械 

ミシン が わが 国 に 入 つ て きた の は 、1860 年 に 、 中 浜 万 治郎 が アメ リカ ヵ よ り 手 
回 式 ミ シン を 持ち 帰 つ た の が 、 最 初 で も る と いわ れ て いる 。 明治 14 年 に は 、 左 
日 鉄 造 が ミシン を 作 つ て 、 国 内 勧業 博覧 会 に 出品 し 、 有 功 賞 を 受け て いる 。 わ ね 
が 国 で 最初 に 特許 さん た も の は 、 内 田 斉一 の 特許 第 1111 号 (明治 21 年 ) で 、 こ 
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れ は 和服 終 ミ シン で ある 。 

わが 国 の ミシン の 考案 は 、 和 服 終 ミシン か ら 手 回 単 糸 環 縫 ミ シン 、 さ ら に 、 
現在 使わ も れ て いる よう な 本 縫 ミ シン へ と 変化 し 、 さ ら に 締 速 放 の 向上 に より 、 
工業 用 ミシン で は ヵ ょ > 式 天 和 か ら リ ンク 式 天 竹 、 回 転 式 天 笠 に 移行 し 、 金 も 全 
回 転 式 に 改良 され て いる 。 終 戦後 、 軍 需 工 場 の 転換 と 輸出 の 増大 に より 、= シ 
ン 産 業 は さか ん に な り 、 送 り 歯 光 下 装置 、 締 目 幅 調 節 装 置 、 布 抑圧 調節 装置 な 
ど 、 多 数 の 考案 が な され た 。 

ミシン に 関す る 発明 中 、 と くに 注目 され た も の 人 
は 、 シ ン デ ガー 社 の 特許 第 99353 号 、 第 145210 号 等 
で 、 い ずれ も 同社 の 各種 の タオ プ の も の に 実施 さ 
れ て いる 。 最近 わが 国 の 発明 で と くに 注目 され る 
$ る の は 、 特 許 第 203782 号 、 第 205338 号 (写真 参 
取 ) ( 単 軸 回 転 天 桁 を 用 い る 簡単 な 機構 で 高速 で 
安定 し た 縫 が 得 ら れる ) で 、 東 京 重機 工業 株 式 会 
社 の 工業 用 ミ シン に 実施 され て いる 。 : 

下 鳥 終 招 シン は 大 正 3 年 、 ア タリ リカ シンガ ー ジン 人 ( 単 軸 回 転 竹 を 用 いる 
社 の 特許 第 26661 号 が その は じ ま り で ある 。 戦後 208782 寺 0 
対 米 輸出 の 関係 みか ら 、 千 鳥 縫 ミ シン の 発明 考 染 が 急激 に 増加 し た が 、 そ の うち 
特許 第 167140 号 、 第 203065 号 (発明 者 、 武 富 女 作 ) は 、 直 線 縫 、 千 鳥 縫 両 用 の 
も の で 、 き わ め て すぐ れ た 性 能 を も つて 家庭 用 ミシン の ジグ ザ グ 化 に と た え 、 


輸出 を 増進 し た も の で ある 。 
( 操 ) 履 物 


わが 国 の 用 物 は 非常 に 種類 が お お い の で 、 発 明 考 案 も 非常 に お お く 、 合 成樹 

脂 そ の 他 材 料 の 進歩 に つれ て 一 層 多 種 多 様 の も の が 現われ て いる が 、 わ が 国 独 

得 の も の と し て は 、 地 下 足袋 の 考 染 が ある 。 こ れ は 、 胃 治 40 年 に 人 造 ゴ ょ 跳 足 

袋 底 と し て 、 地 下 足 袋 に ゴ ょ 底 が 使用 され た の に は じ ま り 、 大 正 12 年 に は 石橋 

徳次郎 が 、 貼 付 地下 足袋 を 考案 し 、 今 日 も な お 、 と この 貼付 地下 足袋 は 、 国 内 の 

生産 量 の 大 半 を 占め て いる 。 と の 考 委 の 功績 に より 、 一 昨 年 石橋 は 藍 組 秦 章 受 
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章 の 栄誉 を に な つた 。 

Gi) 洗 浴 器 

持 許 の 上 で 最初 に 見 られ た 洗 浴 機 は 、 洗 濯 板 を 上 下 2 枚 合 せ て 、 そ の 間 技 洗 
浴 物 を 捧 久 、 こ の 2 枚 の 洗 溜 板 を 変 互 に 動か し て 、 手 も $ み の 作用 を 洗 汐 物 に 与 
える よう に し た 、 科 単 な も の で あつ た (明治 39 年 、 特 許 第 10609 号 奥山 岩 太郎 )。 
他方 外国 で は 洗 浴 が 早く も 事業 化 さ きん て いた よう で 、 胃 治 40 年 に は アメ リカ の 
基 会 社 が 、 多 数 の 小 孔 を 卒 設 し た 、 お お き な 円 筒 を 、 水 槽 の 中 で 廻す 句 転 円 筒 
式 の も の に つい て 特許 を 得 た 。 こ の 式 の 洗濯 機 が 、 わ が 国 で も 営業 用 と し て 利 
用 され る よう に な つた 。 その後 機構 的 に 改良 か つ ゞ き 、 ま た 洗 湊 剤 も る 進歩 し で 
昭和 の 初期 に は 、 揮発 性 剤 を 洗剤 と し 、 回 転 円 筒 式 洗濯 機 に 、 そ の 洗剤 の 回 収 
装置 を 施し た ドラ ォ オク リー ニン グ 用 洗 潜 設 備 が 考 染 きれ た 。 

家庭 用 洗濯 機 は 、 昭 和 5 年 アメ リカ 人 の 発明 で 、 こ の 発明 (水槽 内 で 、 お お き 
な 3 枚 の 盾 挫 環 が 往復 回 動 す る も る の ) に つい て 、 株 式 会 視 東 京 芝 浦 電機 製作 所 
が 、 特 許 第 99044 号 (昭和 8 年 ) を 得 た 。 そ の 後 と の 発明 に も と づき 、 ロ ー ラ ー 六 
り 、 枯 心 力 脱水 等 改良 が 加え られ 、 営 業 用 と し て 機構 的 に 優秀 な 機械 と な つた 。 

昭和 21 年 に は 、 洗 剤 不要 の 、 水 だ け で 洗う 超 音 波 を 利用 し た 画 期 的 な 洗濯 機 
が 発明 され た (特許 第 173412 号 、 発 明 者 、 新 見 展 ) が 、 こ れ は 実用 化 き れず に 
終 つ た 。 

し か し 、 史 和 24 年 頃 か ら 振 動 式 洗濯 機 (昭和 5 年 頃 ド イッ 人 の 発明 )、 提 挫 翼 
式 仙 改良 が か が つ さ ざけ られ て いる が 、 最近 (昭和 28 年 頃 ) イギリス の ラー バー 社 か 
ら 輸 入 さ れ た 、 四 角 な 深い 箱 型 の 水槽 の 横 避 に 、 小 さ な 提 挫 が 定 方 向 に 廻る 
洗 浴 機 は 好評 を 博 し て いる 。 

(Giv) パー マネ ント 器具 

ペー マネ ント ウゥ ウエーブ は 、 婦 人 の 調 髪 法 と し て 、 最 近 ま すま すさ か ん に 用 い 
られ る よう に な つた が 、 そ の 初期 の ゃ の は 、 負 に よる 縮 敵 で 、 大 正中 期 か ら 行 
われ 、 録 、 お よび その 思 熱 装置 の 考案 が あつ た 。 その後 、 昭 和 の 初期 に 至 つ て 
電 款 タク リッ プ を 用 いる バー マネ ント 准 械 、 お よび 電熱 製 の 知識 が 輸入 され 、 録 
と し て は 、 使 い 易 い 電 気 負 、 ま た 、 問 械 十 と し て は 時 限 装置 を つけ て 、 使 用 の 
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安全 を 計 つ た も の と か 、 携 帯 肝 の パー マネ ント マシ ン 、 あ る い は ドラ イヤ ャ ー 
や 、 揮 発 油 、 炭 火 な ど で 、 自 家 発 熟す る 縮 半 クリ ッ プ な ど が 数 多く 考案 され た 。 

第 2 次 大 戦後 っ ー シ ルド バー マネ ント ウゥ エー ブ の 技術 が 、 一 時 に 輸入 さ れ た の 
で ある が 、 ュ コー ルド バー マネ ント ウエ ニー ズブ 処理 流 に つい て 、 ア メリ カ か ら の 発 
明 (特許 第 190812 号 ) が か な り 広 い 権 利 徹 囲 で 特許 され ん て た こと 等 で 、 業 界 の 
注目 を も や び た こ と と が あつ た 。 

な お 、 こ の コー ルド ベー マネ ント ウェ ー ブ に 関す る 技術 の 導入 に より 、 問 具 
類 に つい て は 大 変革 を きた し 、 薬 品 の 腐 仙 そ の 他 、 ド 
に な つ で 来 た 。 

(6) 吉 楽 用 品 

(1) 玩具 

玩具 に は いわ 
ゆる 大 発明 と い 
う も ゃ の は きわ め 
て すく な い が 、 
特許 、 あ る い は 
実用 新 委 の 出願 
を 通じ て 、 古 く 
か ら 絶 えす 進歩 
が つぶ ゞ いて 来 た 


NI 


ィ ャ ー の 改良 が さか ん 


産業 の 1 つ で あぁ る 。 日 本 人 に は 
元 来 特有 の 器用 さき が あ り 、 こ の 
部 門 で 生か され て いた た めか 、 
昭和 10 年 項 に は その 輸出 実績 
が 、 わ が 国 総 輸出 額 の 1.5% を 
占め て いた 。 そ の 後 、 金 属 製 機 
械 玩具 が 、 機 械 技術 の 進歩 と と 
も に 発達 し 、 こ の 方 面 の 発明 考 
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委 に 見 る べき も の が 出る よう に な つて 、 最 近 で は 精巧 な 動く 動物 玩具 (写真 参 
照 ) な ど 海 外 で も 好評 を 博す る よう な も の が 多く 出 て お り 、 輸 出 の 実 馬 を あげ 
て いる 。 

(Gn) 運動 具 

運動 具 の 発明 考案 は 数 も お お く 、 そ の 進歩 も る また 、 発 明 考 染 に 負う と ころ が 
お お きい の で ある が 、 な か で も 、 束 球 を 中 実に し た 、 胃 式 野 球 の ボー ル の 考 委 
(実用 新案 交 録 第 378262 号 、 昭 和 25 年 、 考 委 者 、 生 村 徳 外 、 権 利 者 、 内 外 マ = 
株 式 会 社 )、 ( 同 第 378239 号 同年 、 考 筆 者 、 小 林 正 太郎 、 権 利 者 、 長 瀬 ゴ > 株 
式 会 社 ) は 、 わ が 国光 式 野 球 、 ひ いて は 野球 圭 の 史 揚 、 ス ポー ツ の 振興 に 寄与 
する と ころ が お お きい 。 

また ビン ボン 競技 で は 、 わ が 国 は 国際 的 に も 、 も つと も 強い 国 の 1 つ で ある 
が 、 ス ポン ジ を 張り つけ た ビン ボン 用 バッ ト 、 い わ ゆ る スポ ボン ジット (実用 
新 委 郊 録 第 403151 号 、 昭 和 26 年 、 考 委 者 、 原 田 力 蔵 ) が 、 国 際 名 技 で お お い に 
威力 を 発 所 し た こと と は 藩 明 で ある 。 

Gi) パチ ンコ 

バチ ン = 機 械 は 、 す で に 昭和 の は じ め に お いて 、 ア メリ カ の シカ ゴブ か ら わ が 
国 に 輸入 され て いた と いわ れ て いる 。 当時 の 機械 は 、 メ タル を 投入 する と 玉 が 
1 個 出 る が 、 これ を 打つ て 、 当 り 究 に 入 つ た 場合 に は 、 末 子 類 が 出る よう に な 
つて いた も の で あつ て 、 赴 店 な ど に 並べ られ て 、 子 供 相 手 の 館 売り 用 の 玩具 に 
すぎ な か つた 。 戦後 は 全国 的 に 風 訂 する 流行 遊戯 具 と な り 、 そ の 発明 考案 は 名 
右 屋 地方 を 中 心 と し て きわ め て さか ん な も の と な つた 。 昭和 27 年 に は 、 そ の 出 
願 件 数 は 、 特 許 、 実 用 新案 合せ て 600 件 を 数 えた 。 そ の 考案 の 目 ほ し い ゃ の に 、 
実用 新 委 交 録 第 389092 号 ( 考 委 者 、 長 崎 一 男 )、 特 許 第 197016 号 、 同 第 199063 号 

実用 新 委 交 録 第 394957 号 、 同 第 418623 号 (以上 発明 考 和 染 者 、 菊 山 益 三 ) な ど が 
ある 。 
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T. 序 説 
わが 国 の 最初 の 意匠 保護 法 は 、 胃 治 21 年 勅 令 第 85 号 を も つて 公布 きれ た 意 区 
条例 で 、 初 代 の 特許 局長 高橋 是 清 が 欧米 各国 の 制 度 を 調査 し た 結 旧 、 主 と し て 
テ メ リカ の 例 に 信 つて 制定 され た も の で ある と と は 、 す で に 第 2 編 で 述べ た と 
お り で ある が 、 こ と これ に よれ ば 、 忘 録 さ れ た 意匠 は 、 こ れ を 特許 公報 附録 に 掲載 
し て 公表 する こと に な つて いた 。 当 時 は 、 明 細 書 に その 意匠 の 能 様 を 記 幸 し 、 


図示 され た 意匠 を 応用 する 物品 と し て 、22 種 類 に わた る 類別 の 中 で 、 そ の 類 の 


て は 、 従 来 発行 し て 来 た 公報 を 廃止 し て 登録 意匠 の 目録 を 採用 し 、 あ ら た に 重 
密 意匠 制度 を 定め る と と も に 、 頻 似 意 匠 疹 録 の 新制 度 を 創設 し た 。 

この 年 の 改正 に は 、 意 匠 専用 権 は 、 座 渡 、 共 有 、 質 権 の 目的 と する こと が で 
きる よう に た なり 、 類 別 改 正 で は 、29 種 に わた る 類別 を 設け 、 意 匠 を 応用 する 物 
品 を 、 類 別に し た が つて 指定 する こと を 規定 し て いる 。 

その 後 、 明 治 42 年 お よび 大 正 102E に 、 意 匠 法 の 改正 が 行わ れ た が 、 意 匠 会報 
の 復活 は 見 られ な か つた 。 大 正 10 年 の 改正 に お な いて は 、 現 在 行わ て て いる 24 の 
類 に わた る 類別 改正 が 行わ れ 、 意 匠 を 現 わ す 物品 と し て 、 類 別 中 の 同 竹 の 物品 
だ け を 指定 する と と が 規定 され だ た 。 大 正 12 年 の 関東 大 岩 災 に よ ょ つて 、 特 許 局 店 
舎 は 焼失 し 、 過 去 の 登録 物件 は も る ちろ ん 、 徐 査 資料 を ほとん ど 失 つた た め 、 過 
去 の 超 勢 に 関す る 調査 材料 に 乏しい と と は 遺 居 で も る 。 

昭和 8 年 に いた り 、 償 録 され た 意匠 を 広く 公表 し て 、 意 区 権 の 内 容 を 一 般 に 
知ら せる と と を 希望 する 声 が 強く な つた の で 、 意 区 法 を 改正 し て 、 同 年 月 1 
日 より ふた た び 意 匠 公報 を 発行 する と と ヽ な つた 。 こ の 公 報 に は 、 原 色 各 を 加 
え 、 請 求 し た 権利 を 公表 する 際 に 、 色 彩 の 点 に つい て も その 正確 を 期し た も の 
で 、 世 界 に も 類例 を 見 な いも る の で ある 。 

350 


第 1 閥 意 区 の 変 2 


音 匠 郊 録 の 出願 は 、 
「 意 匠 疹 録 ノ 出願 へ 乏 


つい で 第 2 次 世界 大 戦 の 和 勤 発 と 戦争 の 激化 に と も な い 、 
昭和 18 年 12 月 に 施行 され た 工業 所 有 権 法 戦時 特例 第 2 条 
ラ 為 スコ トラ タラ 得 」 に よ ょ つて 不 急 不要 業務 と し て 停止 の 止む な きだ 玉 つた 。 
昭和 20 年 5 月 の 空 工 に よ つ て 、 語 舎 の 一 部 に 戦災 を 被り 、 意 匠 箸 査 上 の 貴重 
な 交 献 を 多数 失 つ た と と も まこ と に た 葉 収 な と と で ある 。 
終戦 を 迎え る と と も に 、 同 特例 は 廃止 きれ て 、 昭 和 21 年 11 月 15 昌 か ら 出 頼 を 
受付 ける こと いなり 、 今 日 に 至 つ て いる 。 意匠 公報 の 発行 $ 、 同 時 に 
復活 の 運び と な つた が 、 色 骨 の 復活 は 行わ れず に 今日 に お よん で いる 。 
TI. 出願 件 数 お よび 登録 件 数 の 変 林 


意匠 条例 施行 以来 の 出願 件 数 お よび 俊 録 件 数 に つい て は 、 第 3 編 中 第 17 表 に 


ふた ょ よび 愛 


いま 、 こ と これ を 約 10 年 を 単位 と し て 、 


掲載 し た か ら 、 そ れ を 参照 する こと と し 、 
時 代 別 に その 果 計 を 各 年 の 平均 を 示せ ば つぎ の よう に な る 。 
時 代 列 出願 総 人 数 | 1 ヶ年 平均 数 | 登録 総 件 散 | 1 ヶ年 平均 数 
明治 22 一 明治 28 年 2, 029 件 290 件 486 件 69 件 
ヶ 29 一 ヶ 938 6, 989 699 2, 589 259 
ヶ 39 一 大 正 4 23, 858 2, 386 9, 781 978 
大 正 5ー ヶ 14 32., 490 3, 249 14, 812 1, 481 
ヶ 15 一 昭和 10 97, 009 9, 701 47,122 1, 712 
阿 和 11ー ヶ 20 48,937 4,893 25, 606 2,561 
ヶ 21 一 ヶ 29 53, 167 5, 908 28, 654 3, 184 


以下 、 前 掲 の 2 つの 表 に つい て その 均 誤 の 概略 を 説明 する 。 
明治 22 年 より 28 年 に いた る 7 年 間 は 、 今 日 より 見 れ ば 意匠 休 例 の 公布 後 是 浅 


く 意匠 交 薄 制 度 


だ を 知る 者 も いま だ 少く 


数 年 を 推移 し た に 過ぎ な い 。 こ れ は 、 
ら 、 何 ら そ の 影響 を 示し て いな いと と か ら 見 て も 、 


ら め 5 


、 出 願 件 数 か ら 見 て で も きわ め て 低調 な 


日 清 戦 争 の 介在 する この 時 代 に あつ て す 


容易 に 首 棚 で きる こと で あ 


明治 29 年 か ら の 10 年 間 に お いて は 、 日 清 戦争 後 の 国 運 の 進歩 と 歩調 を 合せ で 
明治 34 年 項 か ら の 出願 件 数 の 増加 が 目立つ て いる 。 そ の よ つ て 来る と ころ を 求 
め れ ば 、 戦 勝 に よる 産業 界 の 活況 も むさ る こと な が ら 、 明 治 32 年 に 制定 され た 類 


似 意 区 忘 録 制 度 を 利用 する 者 が 多く な つた た め と 、 輸 出品 の 意匠 交 録 の 出 名 が 
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頭 を も た げた こと を 示す も の で ある 。 

さら に 、 日 赴 戦 争 の 戦勝 を 経た 、 明 治 39 年 か ら の 10 年 間 に お いて は 、 国 内 の 
族 情 勢 が 一 層 す ば らし い 早 さ で 欧米 の 婦 化 を 取入れ た 時 で あり 、 こ の 輸出 品 に 
関す る 意匠 訟 録 の 出願 は 、 明 治 43 年 項 か ら さら に 一 層 増 加 の 傾向 を 見 せ て い 
る 。 天正 3 年 項 の 出願 増加 は 、 明 治 の 来 か ら 大 正 の は じ め に か け て 和 年 各地 で 
流行 し た 博覧 会 や 児童 博覧 会 、 ま た 、 大 正 天 和 皇 御 位 の 御大 典 と に 刺 載 され た 
意匠 界 の 景気 を 物語 る る の で ある 。 

天正 5 年 か ら の 10 年 間 に お いて は 、 数 年 間 の 出願 の 低調 期間 が 現われ て いる 。 
この 期間 に あつ て は 、 大 正 6 年 に 採ら れ た 金 輸出 禁止 に よ つ て 受け た 、 経 済 界 
の 変動 は ある つた と し て も 、 第 1 次 欧洲 大 戦 の 好 影 響 が わが 国 工業 界 に 異常 な 盛 
況 を も た らし 、 輸 出品 の 大 部 分 が 何ら 新規 の 意匠 考案 を 必要 と し な い 状 態 と 軒 
か れ た た め と 玲 祭 さ れる 。 し た が つて 大 正 10 年 の 出願 件 数 に は 、 こ の 間 の 業界 
の 好況 の 菩 積 の 一 端 が その 片鱗 を 覗か せ て いる と いい 得る 。 な お 、 大 正 12 年 に 
被 つ た 関東 地方 の 大 震 災 は 、 関 東 の 工業 界 に 基 大 な 打 届 を 与え 、 出 願 件 数 の 減 
少 を 見 た が 、 こ の 天災 は か えつ て 関西 地方 の 工業 界 の 活気 を 呈 さ せる こと と な 
つた 。 こ れ は 、 翌 13 年 に は その 出願 件 数 が 旧 状 に 復 し て いる こと に よ つ て も 2 
か が われ る 。 

大 正 15 年 か ら の 10 年 間 に お いて は 、 す で に 関東 の 工業 界 も お お むね 復 答 し 、 
この た め 、 昭 和 の は じ め に し ば し ば 立た され た 経済 界 の 苦境 に も か か わら ず 、 
輸出 品 の 意匠 出願 も 隆盛 に 向い 、 昭 和 5 年 に お よん で 、 意 匠 界 は まれ に 見 る 盛 
況 を 示す に いた つた 。 昭和 6 年 金 輸 出 再 禁止 の 経済 変動 に 当 つ て は 、 一 時 出願 
の 減少 が 現われ た が 、 内 地 向 の 意匠 考案 は か えつ て いち じ る し くく 拡張 され た 。 

昭和 11 年 か ら の 10 年 間 に お いて は 、 昭 和 11 年 に 世 人 を 太 が せ た オ リン ピッ ク 
ィ マーク ブー と を る 加え て 、 つ いた 出願 件 数 の 最高 峰 を 築く に 至 つ た 。 し か し な 
が ら 、 翌 12 年 に は 日 華 事 変 の 錠 発 を 見 、 翌 々 13 年 に は 統制 諸 法 令 の 拘束 を 受 
け 、 さ ら に また 昭和 16 年 、 第 2 次 世界 大 戦へ と 移 つ て 、 軍 の 生産 が 急務 を 告 
げ 、 意 匠 界 は 論 微 の 一 路 を 辿り つ ヽ 、 昭 和 18 年 12 月 10 昌 か ら 施行 され た 工業 所 
有 権 法 戦時 特例 に よ つ て 、 そ の 出願 受理 を 停止 され た こと は すでに 述べ た と お 
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り で ある 。 

昭和 21 年 か ら の 10 年 間 に お いて は 、 終 戦 と と も に 、 戦 時 特例 は 廃止 きれ て 、 
翌 21 年 11 月 15 日 、 意 匠 郊 録 の 出願 受付 が 再開 され る と と ヽ な り 、 特 許 標準 局 特 
許 部 第 6 課 に お いて 意匠 審査 業務 が 開始 され 、 時 を 同じ く し て 再開 され た 質 易 
に より 、 よ う や く 平 和 産 業 に も 生気 を 盛り 返し 、 酸 後 10 年 を 出 な い 今日 、 は や 
戦前 の 最高 峰 で も る 昭和 11 年 に 匹敵 する 出願 の 上 虹 j を 示し て いる 。 意 区 再開 後 
の 第 2 年 目 、 す な わ ち 昭和 22 年 に は 、 玩 具 界 の 賀 易 興隆 に その 端 を 発し 、 玩 具 
に 関す る 出願 は 激増 し て 4 年 の 間 首 位 を 占め 、 わ が 国 の 将来 が 輸出 質 易 に 依存 
し な けれ ば な ら な いと と が 一 般 に 認識 され る と と も に 、 と の 事情 が 好転 する に 
つれ て 、 意 匠 権 獲得 の 必要 が 痛感 され る に 至 つ た 。 と この頃 に は 、 ア メリ カ 向 け 
の 喫 末 具 、 ク リス ユー ラス 用品 等 の 雑貨 の 出願 の 増加 が 目立ち 、 輸 出 貿易 の 将来 を 
明る くす る も の が あつ た 。 昭和 25 年 頃 か ら は 以上 の 雑貨 と 近 織 物 の 出願 が いち 
じ る し く 増 加 し 、 他 方 輸出 に 関し て 意匠 権 の 侵害 、 ま た は 不正 錠 争 が 行わ れる 
兆候 が 現われ 、 こ れ ら の 調整 に 関す る 輸出 貿易 管理 信 の 適用 と 関連 し て 、 当 該 
官庁 の 協力 が 要望 され 、 一 方 、 一 部 業界 に お いて は 、 模 信 防 正 に よ つ て 国際 道 
義 を 高め る た め 意 区 セン ター を 設け 、 自 理 が 行わ れる に 至 つ た 。 と れ 応じ 
て 、 こ の 種 被服 地 の 出願 が 滞 次 増加 を 示し 、 昭 和 28 年 以降 に は 、 つ い に 類 別 中 
の 首位 を 占め る に 到 つ た 。 ま た 一 方 、 昭 和 25 年 、 い わ ゆ る 戦後 措置 信 に よる 優 
欧 権 主張 の 出願 が 少く な く 、 こ と これ に より 褒 録 され 、 ま た は 権利 の 回 復 し た も の 
に 対し 、 棋 信 を 厳重 に 取締 る 必要 も $ 生 じ 、 雑 貨 局 お よび 輸出 検査 所 で は 特許 庁 
に 協力 を 求め や る と ころ が あつ た 。 意 区 モン ター の 事業 は 相当 の 成 を 挙げ 、 こ 
ヽ に 集め られ た 資料 は 審査 の 参考 資料 と し て 特許 庁 に 提供 され 、 今 日 まで 、 審 
査 に 協力 し て いる と と ころ 少く ない 。 

また 、 こ とこ れ ら の 輸出 雑貨 に 対し 、 内 地 向 の 物品 に る 生活 合理 化 の 線 に 一 つて 、 
電気 機械 器具 の 増加 が 目立ち 、 意匠 界 の 躍進 的 な 発達 が 期待 さ れ る 気運 に あ 
る 。 な お 、 戦 後 の 意 監 の 目覚 し い 発展 に と も な つて 、 昭 和 272 全 以来 意 克 法 改正 
の 特別 委員 会 が 設け られ 、 と くに 実務 家 の 参 集 を 得 て 専門 的 な 和 議 が つづ けら 
れ 、 遠 か ら ず 成 案 を 得る 運び と な つて いる 。 
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つき に 、 大 正 13 年 以降 の 類別 毎 の 毎年 の 出願 件 数 、 お よび 背 録 件 数 を 掲載 
し 、 意 匠 の 変遷 傾 向 を 辿れ ば つぎ の よう で ある 。 
IIT. 出願 内 容 の 変 林 

前 掲 各 類 別に よ ょ つて 過去 30 年 の 出願 件 数 累計 の 中 か ら 、 多 いも の 8 種 に つい 
て その 生 替 変遷 を 牙 記 す 

(1) 被服 お よび 被服 地 

本 類 の 出 玉 件 数 が 他 類 に 比較 し て きわ め て 多い の は 、 物 品 の 性 質 が ある 程度 
流行 に 影響 され 易く 、 意匠 の 変遷 が は な は だ し いた め に よる も の と いい 得る 。 
また 、 年 々 の 出 殿 件 数 の 変化 は 、 本 類 の 中 心 を な す 被服 地 が 輸出 品 を 主として 
いる た め に 、 賀 易 の 情勢 に 応じ て 変化 する こと に よ つ て いる か ら で あ る 。 と く 
に 、 胃 治 43 年 項 よ ょ り 出 願 件 数 が 増加 し た の は 、 モ ー ル の 出現 に よ つ て 、 チ ン ュ 
ー ル 織 の 肩 掛 の 出願 が な 多 か つ た た めで ある 。 当時 の 長方形 の 訪 掛 は 、 そ の 後 潤 
次 出 願 が 減少 し 、 昭 和 27 年 頃 か ら ェ フラ ラー、 ス カー クラ の 出願 が 増加 し て いる 。 


れ ば 、 つ ぎの と お り で ある 。 


それ ら は 、 ほ と ん ど が アス リカ 向 の も ゃ の で ある 。 喚 和 29 年 アメ リカ 政府 が 、 可 
玖 性 織物 の 禁止 措置 を 封 つ た た め 、 と この 種 日 本 製品 が この 禁止 に 触れ る こと に ' 
な つて 、 わ が 業 界 に 波 族 を 起 し た けれ ども 、 現在 まで に この 影響 は 現われ て い 
な いと と は 、 ま こと に 圭 い と いわ ざる を 得 な い 。 
大 正 15 年 頃 か ら 発達 し た 人 紹 工業 は 、 そ の 進歩 に つれ て 、 支 那 方 面 行 の 織 
物 の 出願 を 激増 させ 、 昭 和 7 年 大 ま で つづ いた 。 その後 紋 織 お よび 先 抄 織物 の 
出願 は 次 第 に 減少 し て 、 い ち じ る し い 起 伏 は 見 られ な い が 、 貼 和 28 年 項 か ら 福 
井 市 を 中 心 と する 、 休 織 物 機 業 地 か ら の 出 が 次 第 に 増加 し て いる こと が 目 
立つ て いる 。 
括 織物 で は 、 内 地 向 浴衣 着 尺 地 が 、 昭 和 4 年 か ら 12 年 項 ま で の 出願 に 見 ら 
れる が 、 そ の 後 は ほとん ど 見 られ な く な つて いる 。 
導 こと に 、 昭 和 10 年 末 頃 より 翌 11 年 に か け て 、 撤 服地 を 中 心 と し て 、 オ リム せ 
ッ ク 模 様 と る 称す る よう な 輸 マー ク を 主 材 と し た も の が 、 内 地 向 の も の に さ 
か ん に 現われ 、 輸 マー ク の 独占 化 問題 と し て 世 人 の 話題 と な つた 。 . と の こと 
は 、 本 類 に お いて と くに は な は だ し く 、 こ の 種 の 出願 の 激増 に よ つ て 、 昭 和 12 
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陽一 2 14 | 随 過 | 
= 間 15 昭和 2 年 | 
IE ーー 較 紹 BN (| | | 人 | | 0 トド と に と し に | 「 | 「 販 | 当 還 回 全 人 。 | | >| 市 軸 当 還 
蘭 妥 人 省 還 ーー 時. の 人 | | | | 
。 弱 腸 724 1.603 | 2.051 |2.062 | 2.223 | 2.582 | 1.814 |1.219 | 1.228 1.108 | 1.268 |1.96 | ーー 
1 撤 眼 及 披 服地 505 | 921 |1,189 | 1.383 | 1.454 |1,163 | 970 | 671 | 509 | 349 | 756 省 | 補 | | 敵 | 暗 | 語 |W| "0 | | | | 節 敵 | 0 還 衣 中 60 「 
、 東 計 lo 182 230 317 | 196 271 222 226 267 246 279 284 | 437 5 3 | | ド * 
2 頭 島 服 節 装 身 具 1 | | 457 | 503 | 415 | 295 | 330 | 132 42 | 28 0 | 70 | 
人 | 8 時 171 81 | 109 | 109 | 102 | 108 81 92 | 109 | 156 | 176 | 104 | 133 | 244 | 196 76 29 | 31 11 人 還 0 9 | 0 叩 | 和久 | 弥 に 之 
) 員 | 1 106 | 93 58 呈 829 | 沖 遇 147 | 116 目 22 語 35 上 中 195l 朱 217 信 | | | | | 
全訳 携 帯 ロロ | ] | 1 / 124 93 89 67 87 41 0 7 72 49 7 | 5 
[| 共 9 1 遇 0 0 | 起 65 周 還 議 5G 24 32 39 49 中 2⑳.| 0 52 66 36 56 | 28 2 0 | 33 27 | 2 | 2 0 
に 47 7 7 抽 | | 105 | 124 77 74 59 66 | 70 | 108 61 32 41 50 5 | | 23 | 
4 た 鞭 ロ 7 7 0 | | 0 15 IO 議 較 還 記 2 3 
傘 * 由 | 9 25 馬 記 37 語 35 43 56 54 22 21 13 38 26 3 27 16 5 7 3 | 2 0 | 0 り 計 8 | 7 計上 還 琶 U 間 は 記 | 和 
本 細目 605 ii | 195 | 261 | 282 | 888 | 322 | 374 | 317 | 785 | 617 | 557 | 230 | 199 | 12| | | 
m 及 衛生 内 | | | | 61 21 | 20 0 5 
人 癌 点 及 衛生 具 | 30 | 36 26 | 55 87 | 171 | 145 | 158 | 244 | 181 | 198 | 218 | 270 | 385 | 182 | 197 | 68 | 62| 24| 1 の | 5| きき | 2| 6 皿 全 上 語 人 iC 旨 156 
時 21 402 425 589 645 | 573 | 794 | 762 | 799 | 708 817 | 963 | 1.046 948 632 | 484 | 418 | | 7 | 
6 家具 、 室 内 外装 | | 68 269 | 144 | 127 0 | | 17 | 172 | 293 | 313 | 860 | 98 人 MM| 1.189 1199 276 
家具 、 室内 外装 館 AA 2 | 2 8 296 | 352 | 372 | 383 | 416 | 338 | 224 | 546 | 380 | 318 | 406 | 246 | 306 | 193 | 110 88 35 | 計 93 | 204 | 197 | 430 | 866 | 608 731 274 
、 | 45 | 429 | sz73 | se9 | sg5 | sz4 | 669 | ss2 | 794 | 785 | 806 |1142 | 809 | 445 | 364 | 361 | 200 | 100 45 0 58 | 3 37 5 
| | 8 14 90 | 146 | 158 | 333 | 396 619 
聞 DERE2iz | 304 | 289 | 322 | 305 | 364 | 452 | 320 | 476 | 435| 437 | 430| 432| 388 | 3221 290 | | 2 | クン 7 | | 86| 76 | 9 148 間 語 289 268 291 3 
レラ 162 61 17 22 35 18 | 104 | 94 88 | 223 | 195 | 182 | 164 | 105 56 27 60 | 50 2 有 計 0 | 0 12 10 37 28 13 32 | 55 65 
8 敷 物 43 69 12 19 症 靖 上 3 25 32 | 47 | 46 | 139| 101 | 176| 9 57 41 5 吊 計 29| 還 証 36 和 半 呈 還 5 0 | 0 | 9 9 | 19 間 因 UM 5 12 18 13 
析 。 3 還 | 妥 26 記 52 王 29 | 20 | sz | 334 | 226 | 380 | 324 | 384.| 495 | 眼 596 | 。369 | 240 還 120 間 還 16 還 125 着 還 二 3 還 語 5 0 | s | 07 | zu | 26 el 還 S 全 | 02 証 還 259 癌 2 
記 3 年 較 62 六 因 上 95 | 102 | 98 69 | 7z | 17 | | 28 | mm | 8 | 9 20 1 6 | 軸 連 人 司 0 Im7 人 iT13 5B 症 | 語 21 12 | 0| 4e| 84 | 127 上 29 還 2 | PASS 還 還 20 全 還 S 
| 上 目 59 | 187 | 194 | 197 | 266 | 6 | 218 | 257 | 3897 | 60 | 568 | 296 | 219 | 133 | 110 48 30 25 0 | 4| ios | 187 | zz 還 38 還 20 | 32 語 光 軒 語 2 軸 
回 | 33 83 76 86 | 70 | 195 | 189| 899 | 155 | 118 | 151 | 294 | 35 159 | 109 | 108 | 104 54 24 12 5 | 6 60 | 120 | 150 | 161 | 164 94 呈 127 還 291 間 
| 2| 5 94 922 | os | zi7 | zi9 | 108 | 122 | 196 | 337 | 464 | 440 | 170 | 144 | 163 95 91 OL | 釣 0 | 4 | 59 語 35 67 | 58| 139! 上 39 間 還 記 8 
計 及 計 合 26 43 58 | 64 64 | 121 | 200 | 59 56 67 | 186 | 295 | 270 71 77 | 115 98 51 45 | 36 8 | 0 19 | 29 32 51 59 74 87 96 
開 語 ま g 本 避 品 | 46 43 | 50 49 80 | 195 | 129 | 59 88 94 81 中:Ni26 | 12 妥 32 四 了 認 5 肖 隊 86 肖 還 703 還 語 250 昌 | 還 語 27 0 | 9 20 | 17 71 65 27 60 77 | 133 | 
| 築 物 附 居 各 | 44 27 17 | 25 | 14 45 | 108 | 108 | 35 48 | 22 83 57 60 80 52 23 | 347| 640 | 5 5 | 0 8 11 23 38 29 13 49 38 | 
請 記 信 E 属 きき ぎる 線 物 | 193 | 351 | 885 |1.351 | 683 | 993 」1.255 812 | 513 | 715 | 659 | 962 | 914 | 753 | 420 | 290 | 174 | 575 77 18 0 上 3 6 | 12 | 132 | 146 | 18 人 MM 680 | 459| 3412 
| 編物 及 其 製品 陣 還 25 還 2267756 に 549 | 506 | 665 | | 3231 325 28 還 260 靖 人 2 人 還 0 還 2 箇 員 2 148 | 438 | 172 12 0 0 2 本 二 40 79 | 105 | 298 | 344 | 227 
| 40 | 124 36 | 224 | 112 | 321 | 176 94 94 5 店 訳 02 四朗 記 241 較 | 語 K127 滑 | 還 認 152 束 | 請 63 肖 | 還 認 50 還 | 庫 5 30 9 8 0 | 2 10' (21 二 還 2 28 15 27 | 59 25 | 
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年 の 出願 増 は 顕著 な も る の と な つた 。 

また 、 昭 和 7 年 頃 を 中 心 と し て 多 か つ た 、 メ リャ ヤ ス の シャ ツ 地 と 、 シ ャ ジウ 、 
小児 服 お よび エ プ ブ ャ ン の 出願 は 、 浮 後 に は は ほとんど 見 られ な い 。 

輸出 向 捧 当 織物 は 、 と くに 、 昭 和 25 年 頃 か ら 急激 に 増大 し て 、 送 年 詳 加 する 
傾向 を 見 せ て いる 。 これ を 昭和 28 年 の 出願 件 数 に よ つ て 示せ ば 、 第 1 類 中 の 総 
件 数 10,123 件 の 中 、 被 服地 は 2 割 弱 の 1, 918 件 で 、 そ の 中 、 約 1,700 件 は 、 輸 出 
向 の も の で ある 。 仕向 地 は 主として アフ リカ ヵ 、 中 近東 お よび 南方 で も る 。 こ の 
輸出 向 捧 染織 物 は 、 終 戦後 の 質 易 再開 に 際 し 、 級 維 品 の 輸出 が 急 に 増大 し た た 
め 、 意 匠 の 侵 雪 問題 が 国内 的 に も 対外 的 に も 頻発 し た の で 、 意 区 権 の 獲得 に よ 
つて これ ら の 紛 争 を 解決 せん と し て 、 出 願 を 増加 せしめ た も の と 思わ れる 。 

また 、 呆 和 27 年 、 樹 指 加工 繊維 の 流行 に 応じ て 、 こ の 種 の 被服 地 の 軸 願 が 見 
られ た が 、 こ れ は 一 時 的 な 現象 に 終 つ た 。 

な お 、 本 類 は 、 過 去 30 年 の 累計 で は 首位 を 占め 、 戦 後 の 出 願 件 数 果 計 で は 、 
第 2 位 と な つて いる 。 

(2) 家具 、 室 内 お よび 屋外 の 装 節 品 

本 類 に お いて 取り 扱う 物品 は 、 そ の 種類 きわ め て 多く 、 1980 余 種 類 に お よん 
で いる 。 こ の た め 、 史 和 の は じ め 頃 まで は 、 と ぐに 目立つ も の も な か つた が 、 
中 で 比較 的 出願 件 数 の ま と ま つ た も の と し て は 、 憂 炉 、 喫 末 具 、 花 器 、 柱 掛 、 
額 、 下 張 、 枕 等 が 挙げ られ 、 そ の 意匠 と し て 幾何 学 的 な 構成 を し た も の が 多 か 
つた 。 この頃 の 輸出 向 と し て は 、 花 問 、 置 物 、 ミ シン 等 が その 主 な も の で あつ 
た 。 

昭和 15 年 に は 、 編 元 2600 年 記念 に ちな ん だ 人 金 量 、 型 地 の 風 景 模様 を 表わし た 
意匠 が 見 られ 、 翌 16 年 以来 、 す な わ ち 、 第 2 次 世界 大 戦 開 始 前 後に か け て は 、 
戦時 色 を 帯び た も の や 、 敬 神 的 な も の が 、 和 額 、 旗 、 送迎 用 贈 等 に 模様 と し て 取 
り 扱 われ 、 そ の 頃 の 戦時 色 を 特色 づけ て いる 。 

終 航 直後 に は 、 出願 件 数 も 少く 、 そ れ ら の 意匠 肉 容 も 、 戦 前 の も の に 類似 す 
る も の が 多 か つ た が 、 呆 和 22 年 に 輸出 賀 易 が 再 了 され る に お よん で 、 導 次 出願 
件 数 を 増し 、 意匠 に ゃ 新規 な も る の が 現われ 、 年 を 重ね る に 従 つて 隆盛 の 跡 が 見 
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られ る 。 そ うし て 昭和 26 年 に し 、 つ い に 出 願 件 数 の 第 1 位 を 占め た 。 そ の 源 を た 

まず ね れ ば 、 輸 出品 目 や 数 量 の 伸長 は 、 申 すま で も な く 、 内 地 向 の 物品 に も 、 社 
会 の 生活 水準 の 上 用 に と も な つて 、 生 活 の 合理 化 が 考え られ て いる こと が うか 
が われ 、 と くに 、 電 気 機械 如 具 に 関す る 意匠 の 出願 が 増加 し て いる 。 

輪 出向 の る の で 第 1 に 挙げ られ る も る の は 、 ア メリ カ 向 の 灰皿 で 、 輸 出先 の 風 
景 、 人 物 等 を 配 し た も ゃ の が その 大 半 を 占め て いる 。 

つい で 、 ミ シン に 関す る も の が 多く 、 そ の 意匠 は 、 従 来 の ペッ ト の 検 様 に 重 
点 を 置い て いた も の か ら 、 ア ー ュ 自体 の 形状 に 意匠 考案 の 主力 を 注ぐ よう に な 
つた 点 が 注目 され る 。 す な わ ち 、 従 来 の アー ょ の 形状 は 、 山 線 を 使用 し た も の 
で あぁ つた が 、 戦 後に は 直線 的 な 感覚 を 表現 し た も の が 過半 当 を 店 め て いる 。 ま 


た 、 ミ シン の 部 分 品 の 出願 も 増加 の 傾向 を 見 せ て いる 。 
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和 録 第 90905 将 録 第 99838 号 
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扇風機 の 問 体 お よび 保護 綱 を は じ め 、 石 油 コ ン ロ に 関す る 出 が これ に つい 
で いる 。 

近年 に お いて 特筆 すべ きも の と し て は 、 従 来 出 願 の な か つた 、 電 気 洗濯 機 の 
出願 が 少く な く 、 電 気 冷蔵 庫 、 桁 子 、 電 話 凌 等 の 出願 も 増加 し た が 、 そ の 意匠 
に は 、 と くに 顕著 な も る の は な い 。 

(3) 飲食 器 お よび 店 厨 具 

本 類 の 物品 は 、 そ の 多く が 輸出 向 に 適する る の で ある 関係 上 、 そ の 出 顕 の 多 
券 は 罰 易 情勢 に 左右 され る 面 が 多い 。 

本 類 の 中 心 を な す 由 は 、 大 正 時 代 か ら 洋風 で 、 そ の 表面 検 様 は 花 を 題材 と し 
た も の や 、 殺 何 学 的 に 椅 成 し た も の が 多く 、 し か も これ ら の 模様 の 中 に は 、 今 
昌 に お いて も な お 使用 さき され て いる も の が ある 。 

昭和 3 年 項 か ら は 、 和 風 の 花 模様 を 表わし た も の が 現われ 、 そ の 検 様 に は 斬 
新 さ が うか が われ る 。 この頃 か ら 組 $ る の と し て の 一 組 の 洋食 只 の 出願 が 数 多く 
現われ た が 、 近 年 に は 大 皿 だ け で 出願 する 場合 が 多く な つて いる 。 洋食 閉 の 出 
願 は 、 以 前 より 出願 物品 の 種類 が 拡がり 、 今 日 の 生活 の 洋式 化 に と も な つて 、 
国内 向 の も の に も 多く 現われ て 来 て いる 。 

その 意匠 と し て は 、 昭 和 9 年 か ら 16 年 まで の 間 に は 、 唐 草 状 の 花 模 様 が 大 半 
を 占め た が 、 昭 和 25 年 項 か ら 表 現 が 写実 峰 と な つて いる こと が 注目 され る 。 

スプ デーン 、 お よび フォ オー ク も 、 洋 食 問 の 一 部 と し て 、 洋 食器 と ほとん ど 同 数 
の 出願 を 見 た が 、 昭 和 12 年 か ら 23 年 に か け て は 、 生 活 面 に お ける 戦時 体制 化 
に と も な つて 、 そ の 出願 は 一 時 停 菩 し 、24, 25 年 項 か ら ふ た ヽ び 増加 を 示し て 
いる 状態 に ある 。 そ の 栓 様 に は 、 大 正 の 時 代 か ら あま り 大 差 の な い 彫 刻 風 の 洋 
出 検 様 を 表わし た も の が 多い が 、 最 近 に いた つて は 、 立 体 的 に 構成 され た も の 
が 多く 、 そ れ ら は むし る ろ 無 模様 に 近い も ゃ の と し て 現われ て いる 。 

魔法 坦 の 出願 は 、 大 正 13 年 項 に 支那 方 面 向 の も の と し て 、 多 数 の 出 名 を 見 た 
が 、 一 時 的 な も の と し て 止 り 、 そ の 後 の 軸 願 は な い 。 

ョ ッ プ に つい て は 、 硝 子 器 製作 工程 の 発達 に と も な つて 、 咽 和 の 初期 か ら 随 
時 増加 の 傾向 に も つた が 、 最 近 は と くに 増加 を 示し て いる 。 そ の 意 区 は 、 戦 前 
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は カッ ト $ も の が 大 半 を 占め て いた が 、 近 年 は 色 硝 子 を 人 


前 述 の 洋食 器 の 中 、 輸 出向 の も の に つい て は 、 戦 後 K 


を 示さ ず 、 か えつ て と れ ヒ 代り 今 ま で に 


まで に わずか し か 見 られ な か つ 


品 、 た と えば 、 油 入れ お よび 鍋 類 の 大 厨 具 が 増加 の 傾向 を 示し て いる 


いや 


登録 第 37540 号 


更 用 する 半面 検 様 に 移 つ 


に は 、 了 予期 し た 程 の 仲 長 


た 竹 々 の 物 


登録 第 81456 号 


な お 、 本 類 の 出 勿 件 数 時 計 ! 
位 を 示し て いる 。 
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(4) 文房具 

大 正 未 期 に お いて 約 100 件 程 の 出願 し か みみ られ な か つた 本 類 ぉ る 、 昭 和 4 も 5 年 
項 より 滞 増 の 傾向 が みえ を はじめ 、 昭 和 11 年 に 最高 の 598 件 に 達し た が 、 昭 和 12 
年 、 戦 争 埼 に 入る や 、 出 願 件 数 は 激減 し て 、 出 願 停 止 に な る 前 年 の 172E に は 、 
わずか に 98 件 を 数 を る の みみ で あつ た 。 

戦後 は 、6.3 制 の 施行 に よる 義務 教育 児童 の 激増 に と も な い 、 昭 和 22 年 の 107 
件 を 振り 出し に 年 々 増加 の 一 途 を 辿り 、25 年 項 ょ り 各 年 300 一 400 件 を 数 を る に 
いた り 今 日 に お よん で いる 。 物品 別 の 出願 傾向 と し て は 、 全 体 の 約 半 数 を 占め 
る 万 年 筆 、 鉛筆 な どの 筆記 具 の 出願 が 多く 、 そ の 他 、 ク リッ プ 、 オ ンク スタ ン 
F、 ブ ッ ク ・ エ ンド 、 消 ゴム 、 ペ ー バ パー・ ナ オイ ラフ 、 交 鎮 等 で ある 。 

意 区 と し て は 、 昭 和 10 年 頃 ま で は 傾向 と し て 特筆 する 程 の ぁゃ の は な く 、 比 較 
的 出願 の 多い 万 年 筆 に つい て は 、 単 に 周囲 に 幾何 学 的 模様 を 表わし た も の 、 お 
よび 全体 を 動物 、 器 物 人 等 に か た ど つ た も の が 多い 。 昭和 12 年 項 より 万 年 筆 、 筆 
親 、 交 鎮 等 に お いて も 、 叶 代 思 潮 を 反 喘 し て か 、 戦 争 に 関連 し た も の や 、 歴 史 
的 人 物 を 扱 つ た も の が みみ られ た 。 し か し 、 そ の 反面 、 在 来 の 粗野 な 感じ を 脱却 
し た スマ ー ト な 意匠 を 施し た も の が 、 万 年 穫 、 ヘ 4 ンク スタ ンド 、 次 鎮 等 に み ら 
れる よう に な つた 。 か くし て 終戦 を 迎え 、 戦 後 の 混乱 期 に は 、 主 と し て 戦前 の 
も の 、 お よび 外国 の も の の 模様 が 多く み ら れ 、 万 年 筆 に お いて は 、 ズ バー カー 、 
シェ ラフ テー か ら と ント を 得 た も の の 出願 が 多 か つ た こと は 想 苦 で も や つた 。 し か 
し 、 戦 後 数 年 を 経て 、 世 相 も 落ち 着き を 取り 戻す に し た が つて 、 独 得 の 意匠 が 
みみ られ る よう に な つた と と は 注目 すべ きこ と と 思う 。 主 に 輸出 向 と 思わ れる ズ 
ー バ ー・ ナ オフ 、 イ ンク ・ ス タン ド 、 文 鎮 釜 の 出願 が あり 、 万 年 筆 に お いて は 、 
戦前 に は 検 様 だ け に 限ら れ て いた も の が 、 形 状 に つい て も 種々 の 工夫 を と らし 
た も の が み ら れ 、 鉛 筑 に お いて は 形状 の 変化 し た も の は 少く て 、 周 囲 に 模様 を 
表わし た も の が 戦前 と 同じ ょ うに 多い が 、 印 刷 技術 の 発達 に と も な い 、 複 雅 な 
人 物 、 風 景 符 を 表わし た も の が 多く な つた 。 

な お 本 類 は 、 過 去 30 年 の 果 計 で は 第 9 位 で も る が 、 戦 後 の 出願 件 数 昧 計 で は 、 
第 7 位 と な つて いる 。 
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(5) 他 類 に 属 せ ざる 織物 、 編 物 組 物 お よび その 製品 

本 類 中 量 も 堅実 な 意匠 の 発達 を 示し て きた も の は 、 窓 掛 地 、 卓 被 地 、 椅 子 張 
地 人 等 で も る 。 そ れ ら は 、 胃 治 時 代 に は ほとん ど 洋 風 を 検 し た も の に 過ぎ な か つ 
た が 、 大 正 年 時 代 か ら 昭和 時 代 に 進む に し た が つて 、 日 本 独特 の 模様 を 取り 入 
れ た 調和 を 図 つ た も の が 増加 し て いる 。 さ ら に また 人 紹 糸 の 発達 に つれ て 、 新 
し い 意 区 の 出現 を 促し て いる 。 最近 は 、 起 毛織 物 の 発達 に つれ 、 バ イル の 高低 
に よ つ て 四 西 模様 を 表し た も の が 現われ る に 至 つ た 。 さ ら に ラジ オォ 、 テ レビ の 
発達 に と も な つて 、 そ の キヤ ビ ネ ッ ト 用 張 地 の 出願 が 現われ た が 、 組 織 に 工夫 
を と ら す と と に よ つ て 、 新 し い 感 覚 の 意匠 を 表わし て いる 。 
風呂 敷 、 鶴 紗 の 出願 は 、 手 拭 と と も に 、 胃 治 時 代 か ら 今日 に いた る まで 、 間 
断 な く 出 願 さ れ て いる が 、 そ の 時 折 の 世 の 嗜 好 を 表わし た も の 、 ま た は 各地 の 
名 所 古跡 の 土産 物 と し た も の の 出願 な 多い 。 

スハ ンカ チ は 、 輸 出向 と 見 られ る も の が ある が 、 と くに 最近 は チエック 柄 の も 
の が 多く な つた 。 昭和 7 年 か ら の 数 年 間 は 、 六 園 の 舞子 姿 を 表わし た 手拭 、> 
ンカ チ が す と ぶる 多 か つ た が 、 そ の 後 は 逐 を ひそ め た 。 ま た 昭和 11 年 、12 年 に 
は オォ オリンピック の 到 輸 マー ク を 表わし た も の が 注目 され た 。 タ オル で は 、 紋 織 
失 様 を 持つ も の が 輸出 品 と し て 優れ て お り 、 終 戦後 も 相当 田原 が あつ た が 、 最 
近 は 減少 の 傾向 に ある 。 

レー ラテ 地 の 出 願 は 、 昭 和 10 年 頃 か ら 14 年 頃 ま で 、 相 当 の 出願 は あつ た が 、 現 
在 は きわ め て まれ で ある 。 

真田 紐 の 出願 が 、 大 正 の 後半 期 お よび 昭和 11 年 頃 ま で きわ め て 多 か つ た が 、 
と れ は 欧洲 婦人 用 夏 帽 子 原料 と し て さか ん に 輸出 され た た めで 、 最 近 は 余り みみ 
られ な い 。 な お 、 本 類 の 出願 件 数 の 果 計 を 、 過 去 30 年 と 戦後 と に 対比 すれ ば 、 
前 者 で は 第 5 位 と な る が 、 後 者 で は 、 第 10 位 と な つて いる 

(6) 楽器 、 玩 具 お よび 遊戯 具 

玩具 お よび 遊戯 具 の 出願 が 70 年 を 通じ て 、 つ ね に 変る の と と な く 各 類別 中 の 上 
位 の 出願 件 数 を 保持 し て いる が 、 こ れ は 、 そ の 対象 と する も の が 、 幼 児 か ら 成 
人 に お よび 広和 人 な も の で ある こと と と 、 日 常 生活 か ら ゃ 保育 教育 の 面 か ら も 無視 
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する こと の で き な い 要素 を も あつ も の で ある と と と に よる も の で あつ て 、 ぞ し ろ 
当然 と いわ ね ば な ら な い 。 こ の こと と が 輸出 品 と し て の 適格 性 を 強 ぐ 用 る と 同 
時 に 、 た と を え 輸出 不振 また は 戦争 の 時 代 に あつ て も 、 内 需 向 と 上 re 二 2zc( で 、 
間 社 会 の 生活 の 中 に 深く 根ざし て 、 切り 離し 得 ぬ 関係 を 持ち つづ け て いる の で 
ある 。 

玩具 は 、 科 学 や 技術 の 進歩 に つれ て 、 つ ね に 新しい 分 野 を 切り ひら き 、 切 
の 境地 を 与え つ ヽ 、 普 有 太 し て いる 。 す な わ ち 、 胃 治 時 代 の 土 抽 、 木 作製 、 布 島 
製 あ る い は 人 金属 製 の 玩具 も 、 大 正 時 代 の モル シロ イド 、 ゴ ム ょ 等 の 進出 に よ つ て 、 

意匠 上 一 段 と 進歩 を 来 し 、 昭 和 時 代 の 工作 技術 の 進歩 は 、 さ ら に 自由 な 形態 を 
も た らし 、 い わ ゆ る ゼン マイ も の と し て 活動 する も の を 多く 産 久 出し 、 ま た 、 
近年 に は 笛 、 オ シル ゴー ル 、 サ イレ ン 笛 の よう な 発音 体 を も 備え 付け て 、 す ぐれ 
た 意匠 を 産 久 出し て いる 。 こ と と に 、 第 1 次 世界 大 戦 の 勤 発 を 契機 と を し て ドイ ッ 
製品 等 の 欠乏 が 起り 、 こ れ に か わる も の を 製作 し た 日 本 の 玩具 界 は 、 異 常 な 発 
展 を と げ 、 し た が つて これ に 関す る 意匠 の 出願 が 数 を 増し て いる 。 そ れ ら の 多 
く は 、 申 すま で も な く 洋 風 の も の で ある が 、 と れ と な らん で 、 昭 和 8, 9 年頃 か 
ら は 、 よ う や く 郷 土 玩具 的 部 向 を 表わし た 人 竹細工 、 林 竹 組 工 等 の 出題 を みた 。 
日 本 趣味 人 形 の 出願 は 、 昭 和 10 年 頃 ま で に 多く 、12 年 以降 に お いて は 、 他 の 物 
品 と 同様 この 類 に も 、 軍 国 調 の 世相 を 反映 し て 、 戦 争 に ちな む お 意匠 の 考 委 、 た 
と えば 、 機 関 銃 、 鉄 中 、 タ ンク 、 徐 行 機 等 に 取材 し た も の が 多く 現われ て 来 て 
いる 。 ま た 、 昭 和 16 年 頃 に は 、 航 空知 識 の 普及 や 奨励 に と も な つて 、 グ ラオ ダ 
ー、 飛 行 機 、 落下 傘 等 の 意匠 が 現われ て いる 。 しかしながら 、 そ の 出願 件 数 に 
お いて は 、 昭 和 11 年 を 頂点 と し て 年 々 降下 の 一 途 を 辿り 、 や が て この 業界 は 、 
も つと も 強く 企業 整備 の 対象 と な つた 。 

昭和 22 年 に いた つて 再開 され た 輸出 の 先陣 を 受け て 、 ま ず モ と ョ イド 玩具 の 
軸 頸 が 現われ 、 つ いで 金属 、 ゴ ょ 材 の も ゃ の へ と その 分 囲 を 拡げ つ ヽ 年々 飛躍 的 
出願 増加 を 示し て いる 。 そ の 意匠 の 主 な も の は 動物 や 人 物 の 形 の る ゃ の に は し じ ま 

、 動 物 に お いて は 、 次 第 に 擬人 化 さ れ た 形態 を 表わし な が ら 、 ゼ ンマ イ も の 
と し て その 動作 に 工夫 を 凝ら し た も の が 多く 、 人 物 は 、 乗 物 や 、 騎 馬 、 楽 器 侍 
361 


第 5 編 意匠 の 変遷 お よび 商標 の 変遷 


を 附属 させ つ ゝ 動 的 な も の と し て いる 。 ま た 、 輸 出 人 形 と し て さか ん に 輸出 き 
れ た 羽根 付 バ ボー プー と 称す る も の は 、 羽 毛 を 着け た 裸体 の セ シ ャ イド 人 形 で 、 
この 竹 の 出 願 は 、 昭 和 24,25 年 に 多く 、27, 28 年 頃 に は 日 本 胡 を 表わし た も の 、 
こけ し 人 形 の 髪形 を し た も の 等 も 現われ て 、 人 形 界 を 賑わし た 。 ま た 、 一 方 乗 
物 に 取材 し た も の も 多く 、 自 物 車 、 電車 、 泡 車 、 タ ンク 、 茶 行 機 、 へ リュ プ ブタ 
ー、 モ ー タ ー ボ ー ト 、 ロ ケッ ト に 至る まで 、 各 種 の も の が 出願 され て いる 。 そ 
れ ら の も ゃ の は 、 い わ ゆ る 動 カ も の と いわ れる も の で 、 ゼ ンー イィ を 使用 する こと と 
な く 、 独 楽 の は ずみ で 前 進 、 ま た は 後退 させ る も の で 、 サ イレ ン 笛 を 取り 付け 
た ゃ の が 多い 。 ま た それ ら の 中 に は 火花 を 散ら し な が ら 動 いた り 、 螺 線 を 使用 
し て 、 プ ベラ 等 を 狗 転 させ な が ら 進 む も の 等 が ある 。 ゴ > 玩具 の 中 に は 、 使 
用 に 際 し て 空気 を 吹き 込ん で 形 態 を 整え る 、 浮 袋 式 の も の が 、 昭 和 25 年 頃 に 多 
く 、 そ の 意匠 は 、 他 の も の に 比べ 、 大 胆 な 構成 を し た 面白 いも の も 少く な い 。 
また 、 昭 和 26, 27 年 頃 か ら 短銃 形 の も ゃ の を は じ め 、 機 関 銃 の 出願 が 目立ち 、 好 
戦 思想 を 育成 する も る の と し て 世 人 の 話題 と な つた が 、 当 時 は 流行 の 西部 劇 を 真 
似る 内 外 各 国 に 共通 する 児童 の 遊び が 、 銃 形 玩具 の 出願 と し て 現われ た も の と 
考え られ る 。 

戦後 の 玩具 界 に 現われ た 流行 の 1 つと し て 、 と けし の 流行 が も る 。 

また 、 デ イデ ズ ニ ー 画 映画 に 取材 する 玩具 の 意匠 出願 は 、 大 正 、 申 和 の 時 代 
を 通じ し て 、 ま た 、 戦 後 $ 幾 多 の 問題 を 蔵 し な が ら 、 各 種 現われ て いる 。 

つい で 、 遊 戯 具 に お いて は 、 大 正 時 代 ま で は 、 そ の 出願 は 少な か つた が 、 昭 
和 の は じ め の 項 か ら 滞 次 その 数 を 増加 し て 来 て いる 。 そ の 主 な も の は 、 室 内 遊 
戯 用 の 名 技 盤 や これ に 類 す る も の で 、 こ の 競技 盤 が 意匠 出願 に 現われ た こと と 
は 、 野 球 を は じ め 運 動 航 技 熱 が 世に 普及 し た と と に よる も の と いう こと と が で き 
よう 。 そ の 意匠 は 、 双 六 や 攻略 遊び の 台紙 に お いて は 、 そ れ ぞ れ の 時 代 色 を 帯 
び 、 昭 和 12 年 以降 に は 、 戦 争 に ちな ん だ も の が 多く 、 戦 時 下 の 乏 し い 玩 具 の 中 
で 、 主要 な 役割 を 果 し た も の で ある 。 ュ リント ・ ゲ ー ょ > 盤 は 、 昭 和 12 年 項 で そ 
の 姿 を か くし 、 戦 後に お いて は パチ ン ュ ・ ゲ ー> 般 が と これ に か わ つ て お り 、 昭 
和 27 年 に お いて この 竹 の 有 出願 が な も つと も 多く 、 そ の 後に は 減少 を 示し て いる 。 
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楽器 に 関す る も の の 出願 は 、 昭 和 の は じ め に ハー モー カ 、 ア コー デイ オン 等 
に 現われ た の が 主 な も の で 、 戦 後に お いて は 、 シ ャ ネン 、 鈴 振 楽器 、 ピ ビッ クア 
ッ プ 等 の 程度 で 、 最 近 に いた つて 、 ビ ピケ ノ 、 オル デン に 新しい 意 中 の 出願 が あ 
る 外 は 、 特 色 は 久 ら れ な い 。 な お 、 本 類 は 、 過 去 30 年 の 出願 件 数 果 計 で は 、 第 


レビ 
3 位 で も ある が 、 洋 後 の 果 計 で は 首位 を 占め て いる 。 


> 


登録 第 30344 号 


登録 第 84194 号 応 第 108057 号 
(7) 容器 お よび 包装 
本 類 の 出願 は 、 大 正 時 代 に な り よ う や く 増 加 し だ し た の で も る が 、 こ れ は 商 
業界 の 販売 灸 争 が 激しく な る に つれ 、 内 容 や 実質 の みか 、 外 装 の 点 に も 意 を 用 
い 、 競 つて 新規 な 意匠 を 考 染 する よう に な つた た めで 、 大 正 時 代 か ら 、 年 々 出 
願 件 数 の 増加 し た 本 類 も 、 昭 和 11 年 を 頂点 に し だ い に 減 少し て いる 。 
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従来 出願 件 数 の 多 か つ た 子 容 准 や 化 入 品 容器 も 、 昭 和 13 年 に は じ ま る 統制 
経済 の 渋 に 圧縮 され 、 昭 和 16,17 年 に いち じ る し い ぃ 減少 を 示し て いる 。 
昭和 21 年 に 意匠 出願 の 受付 を 再開 し て か ら 、 社 会 状態 の 平常 化 と と も に 、 
々 出願 件 数 の 増加 を 示し 、 再 開 2 年 目 に 190 件 で も つた も の が 昭和 29 年 に お い 
て 1., 222 件 に 達し て いる 。 この 数 は 、 昭 和 11 年 の 1, 803 件 に は いま だ お よ ば な い 
、 終 戦 直 後 の 物資 不足 の 時 代 に は 、 そ の 意匠 的 次 器 を 必要 と し な か つた も の 
が 、 日 常 物資 の 豊富 に な る に つれ て 、 内 容 の 外装 の 意匠 的 効果 を 重視 し て 来 つ 
つ あ る 実例 を 示し た も の と いい 得る 。 今 、 こ れ ら の 意匠 上 の 変化 の 概略 を 見 る 
と 、 大 正 時 代 に は 、 そ の 形 問 や 検 様 に 複 牙 な も る の が 多く 現われ た も の が 、 史 和 
時 代 に 入 つ て 、 形 状 に も 、 配 色 や 模様 に も 、 位 素 で 効果 的 な も の (に し よう と す 
る 努力 が 見 られ た の で ある が 、 昭 和 10 年 頃 に は 、 さ ら に 形状 に 変化 を 求め よう 
と する 傾向 が うか が われ 、 運 動 航 技 に 由来 する 模様 等 は 姿 を 浸し て 、 花 鳥 、 風 
葉 、 人 物 等 の 模様 化し た も の や 幾何 学 的 な 交 様 に 取材 し た も の が お お く 、 ま た 
12 年 以降 に お いて は 、 上 記 の ほか に 旋 、 軍 旋 を 配 し た も の が 現われ 、 こ ょ に も 
戦時 色 が みみ られ た 。 人 色彩 に お いて は 、 原 色 に 近い も の や 金銀 色 を 施し た も の に 
その 特色 が 現われ て いる 。 これら の 傾向 は 、 昭 和 16 年 以降 に は 、 戦 時 下 の 生 活 


登録 第 89130 号 


登録 第 29500 紀 登録 第 52722 号 
簡素 化 を 反映 し て 、 鮭 明 な 色彩 を 施し た 
単純 な 線 模様 の も の に 移 つ て 、 む し ろ 簡 
素 な も の が 多い 。 登録 第 10023 号 
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戦後 か ら 今日 に いた る 傾向 と し て は 、 登 録 再開 直後 の 現象 と し て 、 戦 前 に 公 
知 の も ゃ の ヽ ゝ 出願 が 多数 現われ た 。 そ の 意匠 は 、 比 較 的 単純 な も の に は じ ま り 、 
外国 環 品 の 模 條 に いそ が し い 叶 期 を 経過 し た が 、 出 願 の 増加 に つれ て 果 和 26, 
27 年 か ら は 、 近 代 的 な 感覚 を も つ 新 規 な も の が 現われ る よう に な つた 。 し か し 
まだ 優秀 と 思 ん える も の の 出願 は すく な く 、 一 般 に 低調 の 感 が 深い 。 

な お 、 本 類 の 出願 件 数 累計 は 、 過 去 30 年 間 の も の で は 第 2 位 で 、 戦 後 で は 第 
4 位 と な つて いる 。 

(8) 他 類 に 属 せ ざる 物品 

本 類 の 戦後 の 出願 数 の 団 計 は 、 類別 の 第 5 位 と な つて いる が 、 そ の 取り 扱う 
物品 が きわ め て 多い た め に 、 ま と まつ た 出願 数 を 示し 得る る の は 少 く 、 こ と の た 
め 明 治 以 降 今 日 に いた る まで の 意匠 の 変遷 を 辿る こと の で さる 物品 は 、 皆 無 に 
も ひと し い 状 態 で も る 。 

し か し な が ら 、 本 類 中 近年 $ も つと も 出願 の 多い ラジ オ 受 信 機 に つい て 、 意 匠 
の 変遷 を た ず ね れ ば つぎ の よう で ある 。 

ラジ オォ 受信 機 の 意匠 は 、 各 時 代 の 意匠 に す る 時 代 感覚 や 流行 に し た が つ 
て 、 こ こ 10 数 年 の 間 に 相当 の 変遷 を 示し て いる 。 受信 機 製作 当初 に お ける 代表 
的 な 意匠 は 、 す で に 誰 も が 記憶 する よう に 、 放 音 部 を ラッ パ 形 に 表わし た も の 
が 流行 し 、 そ の 後 、 昭 和 5,6 年 頃 に いた つて 、 キ ヤ ビ ネ ッ ト を 総 長 の 長方形 に 
表わし た も の が 流行 し 、 そ の 大 き さ も 現今 の 受信 機 よ りや ヽ 大 型 で 、 意 区 と し 
て は みる べき も の は な か つた 。 これ が 侯 次 革 展 変化 し 、 綻 胡 の キャ ビ ネ ッ ト か 
ら 横長 の それ に か わり 、 大 き さ も や ヽ ゝ 小型 の ゃ の と な り 、 放 音 総 部 に 種々 の 補 
雑 な 形状 を 表わす た め に 、 木 届き キャ ビ ネ ッ ト の 表面 を 糸 鍋 等 で 引抜 いた も の が 
流行 し た 。 この頃 に 玉 つ て 、 受 信 機 の 意匠 は 、 種々 複雑 化し 、 こ の 傾向 は 、 終 
戦 直 後 の 項 まで つづ いて いる 。 し か し 、 か ヽ る 複雑 な 意匠 も 戦後 か ら は し だ い 
に その 球 を ひそ め 、 複 雑 な 放 音 窓 部 は 、 し だ い に 簡 素 化 され て 、 放 音 窒 部 は 単 
な る 長方形 状 の も の が 多く み ら れ る に 至り 、 ダ イヤ ャ ル 板 の 大 き さ も し だ い に 大 
型 と な り 、 放 音 窓 部 と 同 程度 の 大 き さ の も の と ふみ られ る よう に な り 、 形 状 も 藤 
方 形 の も の が 多く 、 こ の 項 よ り ダ イヤ ル 板 に も 意 区 の 関心 は よう や く 払 われ る 
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うに な り 、 意 碧 と し て は か な り 凝 つた ダイ ヤル 板 も 久 ら れる よう に な つた 。 
と の よう に 意匠 の 主眼 点 は 放 音 窓 部 か ら ダ イヤ ャ ル 板 へ と 移 つ た 感 が も あり 、 そ の 
後 は 長方形 の ダイ ヤル 板 に か わ つ て 円 形 の も の が し だ い に 流 行 し 、 キ ヤ ビ ネ ッ 
ト $ 直 線 的 な 長方形 か らし だ い に 曲 線 的 な も る の が 多く み ら れ る 。 昨 今 は 、 さ ら 
に アメ リカ の 逐 加 を 受け て 、 受 信 機 の 表面 に 直線 的 な 綻 格子 や 横 格 子 栓 様 を 各 
社 続 つて 製作 する よう に な り 、 と れ は 、 各 社 の デザ オナ ー が 主として アメ リカ 
雑誌 等 を 参考 と し て 設計 する と ころ に 原因 が ある と 考え られ る 。 し か し 、 外 国 
の 意匠 が か な ら ず し る 日 本 人 の 嗜 灯 に 合う も の で も な く 、 日 本 の 室内 装飾 に 合 
致す る も る の で も な い 。 こ れ に 対抗 し て 従来 に な か つた 、 き わ め て 人 簡素 な 意匠 が 
現われ は じ め た の は 、 や は り 日 本 人 独 得 の 簡素 美 を 愛好 する 地味 な 感覚 の 現 わ 
れ と し て は 注目 され る と ころ で ある 。 現在 は 、 携 帯 用 の も の の 出願 も 多く み ら 
れる が 、 意 克 と し て は 、 や は り 人 簡素 美 を 章 重 し て いる よう で あり 、 色 彩 の 点 に 
ゃ 多く の 考 虐 が 払わ れ て いる 。 


登録 第 90484 号 登録 第 96929 号 
な お 、 本 類 は 、 過 去 30 年 の 昧 計 で は 第 7 位 で ちる が 、 戦 後 の 出願 件 数 四 計 で 
は 、 第 7 位 と な つて いる 。 
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1. 序 説 

(1) 商標 の 起源 と 商標 制度 の 確立 

商標 の 起源 は 、 歴 史上 か な り 古 くま で 遡る こと と が で きる 。 わが国 に お いて 古 
く か ら 刃 剣 、 漆 器 、 陶 磁 緒 等 に 製造 者 の 氏名 が 附 さ れ た と と や 、 屋 号 、 家 紋 、 
暖 膝 符 が 一 種 の 区 別 標識 と し て 使用 され て いた こと は 周知 の 事実 で も る 。 欧州 
に お いて も や も 、 古 代 ギ リ シ ャ 、 ロ ー マ < 等 の 遺跡 か ら 各種 の 刻印 、 製 造 者 名 を 附 し 
た 工芸 品 が 発見 され 、 中 世に 入る と 旅館 の 屋号 や 同業 組合 の 標識 、 検 査 標 な ど 
が さか ん に 使用 され る に いた つた と いわ れ 、 Kohler に よれ ば 、 ュ ーー 時 代 の 
商標 は 、 今 日 の 商標 と お な じ 機 能 を 果して いた と いわ れる 。 と ころ で 、 わ が 国 
お よび 欧州 に お いて 、 古 く 刃 剣 、 陶 磁器 等 に 附 せ られ た これ ら の 製造 者 名 は 、 
も ちろ ん 、 現 代 的 意義 を 有する 商標 と は い を ない に し て も 、 こ れ に 一 竹 の 出 所 
表示 的 機能 を 認め る か ぎり 、 商 標 の 起源 と 見 る こと が で きる で あろ う 。 
以上 の よう に 、 商 標 の 起源 は 、 ず いぶ ん 古く まで 遡る こと と が で きる の で ある 
が 、 商 標 保護 の 方 法 と し て 国家 に よる 統一 的 な 谷 録 制度 が 確立 きれ た の は 、 比 
較 的 新しく 、19 世 紀 中 葉 以 後 の 事 に 属す る 。 も ちろ ん 、 そ れ 以 前 に お いて も 、 
商標 を 規制 する 法 信 が 皆無 で も つた わけ で は な か つた 。 ロー で 法 に お いて は 、 
他人 の 商標 を 侵害 し た 者 は 、 刑法 上 の 偽造 罪 ま た は 詐 堪 罪 と し て 神 せ られ 、 中 
世 で は 、 同 楽 組合 制度 の 下 、 自 治 的 、 ま た は 強権 的 に 商標 が 保護 され 、 お お く 
の 場合 、 て ー ク を 附 す る こと を 、 同 業 細 合 や 絶対 百 主 の 力 に よ つ て 強制 され 、 
他人 の 商標 の 侵害 に 対し て は 、 現在 より も は る か に 厳 桁 な 刑 前 が 課せ られ て い 
た 、 と いわ れ て いる 。 そ の ほか ドイ オツ に お いて 、16 世 紀 、 す で に 商標 に 関す る 
成 交 法 が 存在 し 、 オ ギリ ス に お いて も 、18 世 紀 初 頭 以 来 、 判 例 法 に よる 保護 を 
間 受 し て 来 た の で も る 。 し か し な が ら 、 統 一 的 な 商標 意 録 制度 の 確立 は 、 装 書 
制度 が 打破 され 、 商 品 流通 範囲 が 拡大 し た 近代 資本 主義 の 確立 後 ま で 待た な け 
れ ば な ら な か つた 。 す な わ ち 、 現 在 の 商標 癌 録 制 度 は 、1857 年 の フラ ンス 法 を 
暗 矢 と し て 、19 世 紀 の 後 半 に か け て 、 オ ギリ ス 、 ア メリ カ ヵ 、 ド イツ 等 の 諸国 に 
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あい つい で 確立 され た も の で ある 。 

わが 国 に お いて は 、 江 戸 時 代 す で に か な り の 規模 で 商取引 が 行わ れ 、 売 楽 、 
化 丸 品 、 清酒 、 菜 子 等 の 商品 に さか ん に 商標 が 使用 さき され て いた が 、 い まだ 商標 
保護 に 関す る 法 的 規制 を 見 る に いた ら ず 、 商 標 應 録 制 度 の 成立 も 、 明 治 浴 新 の 
誕生 を 待た な けれ ば な ら な か つた 。 す な わ ち 、 わ が 国 の 商標 座 録 制度 は 、 旧 来 
の 封建 的 諸 制 度 を 打破 し 、 爽 米 の 先進 次 本 主義 国 に 急速 に 追い つく こと を その 
任務 と し た 、 胃 治 政府 の 殖産 興業 政策 の 一 環 と し て 、 明 治 17 年 6 月 、1 ギ リス 
アメ リカ 、 ド イツ 等 の 制度 を 範 と し て 公布 され 、11 月 1 日 を も つて 施行 され た 
商標 条 信 に も と づく も の で あつ て 、 こ れ は また 、 わ が 国 工業 所 有 権 制度 の は じ 
めで も あつ た 。 

商標 条 信 の 施行 と と も に 、17 年 か ら 18 年 に か け て 出願 さき しれ ん た も の は 1,296 件 

を か ぞ え 、 録 さて れん た も の は 946 件 に お よん だ 。 その後 は 以下 に 見 る よう に 、 
わが 国 資本 主義 の 発展 と その 歩調 を 合せ て 急速 に 発達 し 、 今 日 の 盛況 を 呈す る 
に 玉 つ た の で ある 。 

(2 ) わが 国 に お ける 商標 の 発達 

商標 は 商品 の 栗 識 で あり 、 商 標 誰 録 制 度 は 商品 流通 経済 の 産物 で も る か ら 、 
商標 用 到 商 標 制 度 の 発達 は 、 経 済 の 発達 変遷 と 密接 な 関係 を も つて いる 。 し た 
が つて 、 日 本 資本 主義 の 各 明 期 に 採り 入れ られ た 商標 制度 が 、 そ の 後 の 日 本 資 
本 主義 の 急速 な 発達 と と も に 、 急 激 に 発展 し た の も また 当然 と いわ な けれ ば な 
ら な い 。 

いま これ を 商標 出願 件 数 の 推移 に よ ょ つて 見 る と 、 明 治 17 年 商 柄 交 録 制度 発足 
当時 に お いて は 、 年 間 1. 000 件 内 外 で あつ た 出願 件 数 が 、 日 清 、 日 赴 戦 争 を 経 
た 了 明 治 来年 に は 、 約 10 倍 の 10, 000 件 斑 度 に 達し 、 そ の 後 第 1 次 世界 大 戦 を 契機 
と する 日 本 資本 主義 の 飛躍 的 発展 に と も な つて 年 々 増大 の 一 途 を 辿り 、 大 正 10 
年 に は 実に 36, 809 件 と いう 未 角 有 の 記録 を 樹立 する に いた り 、 そ の 後 の 不 況 期 
に も る 20, 000 吾 を 割る こと な く 、 第 2 次 世界 大 戦中 は 例外 と し て 、 戦 後 は ふた た 
び 急 テン ポ の 経済 再 殊 の 進行 と と も に 急 上 用 を つづ け 、 昭 和 27 人 年 , 28 年 に お S い 

は 、 年 間 出 願 件 数 が 30, 000 台 に 達し 、 な か で も 、 昭 和 28 年 に は 34, 573 件 と い 
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う 戦前 最高 の 大 正 10 年 の 記録 に 迫る に いた つた の で ある 。 こ の 出 件 数 を 列国 
と 比較 する と 、 胃 治 17 年 以来 、 昭 和 28 年 に いた る まで の 、70 年 間 の 総出 願 件 数 
958, 358 件 は 、 ド イッ に つぐ 数 字 で あり 、 最 近 昭 和 25 年 か ら 28 年 まで の 間 の わ 
が 国 の 出 原 件 数 は 、 世 界 第 1 位 を 占め て いる 。 (工業 所 有 権 保護 同 条 約 国際 
事務 局 資 料 に よる 。29 年 分 資料 未 到着 ) も ちら ん 、 こ の よ ょ うに 高い わが 国 の 出 
願 件 数 は 、 日 本 経済 の 特殊 性 (中 小 企業 が 多い こと な ど )、 商標 制度 自体 の 性 
格 ( 先 碑 主 義 、 商 品類 別 数 の 多い こと と 、 審 査 基準 の 狭 さ き 等 ) に 多分 に 茨 因 し て 
いる に し て も 、 こ の こと と は 、 商 標 力 至 商標 制度 の 果して いる 高い 役割 を 否定 す 
る も の で は な い 。 

きら に また 、 こ の 出願 件 数 を 、 第 2 人 節 で 見 る よ うに 、 類別 毎 に 、 商 品 別に 時 
代 を 追 つ て 観察 する と 、 胃 治 以来 の 各 産 業 の 盛衰 が 如 突 に 出願 件 数 に 反映 し 、 
明治 以来 の わが 国産 業 構造 の 変化 発展 に 対応 し て 、 洒 次 手工 業 品 、 軽 工業 品 に 
対す る 出願 に 比べ て 、 化 学 品 、 機 械 等 の 重化学 工業 品 に 対す る 出願 が 、 そ の 比 
重 を 増大 させ て 来 て いる と と が 和 看 取 さ れる の で ある 。 

つぎ に 、 商 標 採択 傾向 に つい て は 、 第 3 節 に 見 る よう に 、 登 録 制 度 施行 当初 
に お いて は 、 江 戸 時 代 か ら の 順 難 、 尾 号 、 家紋 等 を その まい 採用 し た も の や 、 
図形 的 な 商 皇 等 、 は な は だ 古風 な も る の が 多 か つ た が 、 そ の 後 の 風 俗 習 慣 な どの 
変化 発展 、 な か ん ずく 欧風 化 の 風潮 を 反映 し て 、 採 択 商標 変化 発 展 し 、 現在 
に お いて は 、 廊 字 商 標 、 な か ん ずく 、 欧 交 字 商標 の 占め る 地位 が いち じ る し く 
増大 し 、 往 時 と 比較 する と き は 、 ま つた く 面 目 を 一 新 す る に 至 つて いる 。 

IT. 商標 の 出願 傾向 の 変遷 

明治 17 年 以来 の わが 国 に お ける 商標 の 発達 は 、 上 剰 し つづ け て 来 た 出願 件 数 
に 如 実 に 反映 し て いる が 、 全 体 と し て の 出願 傾向 の 夫 府 は 、 す で に 第 3 篇 で 述 
べた と ころ で ある か ら 、 本 人 節 に お いて は 、 疾 別 毎 の 出願 傾向 の 変遷 に つい て 、 
日 本 資本 主義 の 発達 と 関連 させ な が ら 、 時 代 を 追 つて 観 祭 する こと に する 。 

(1 ) 明治 時 代 

明治 17 年 か ら 44 年 に 至る 間 に 出 願 さ れ た 商標 は 、84. 188 件 あり 、 そ の 約 6 割 
に 当る 51, 855 件 が 次 録 に な つた 。 と ころ で これ を 頻 別 毎 に 分 け て 名 祭 す る と 、 
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当時 の 産業 状態 を 反映 し て 、 現 在 と は か な り 異 な つた 傾向 を 示し て いる 。 す な 
わ ち 、 商 標 区 録 制度 の 成立 し た 明治 17 年 前 後 の わ が 国産 業 状 半 を 見 る と 、 胃 治 
政府 の 殖産 興 楽 政策 も る いま だ その 実 を 挙げ る に いた ら ず 、 産 業 の 中 心 は 、 依 然 
江戸 時 代 以 来 の 在 来 産業 に あつ た 。 し た が つて 、 当 時 に お ける 商標 出願 は 、 消 
酒 、 味 噌 、 尋 油 等 の 醸造 業 品 や 、 売 薬 、 化 粧品 と か 煙草 、 油 脂 人 等 の 替 産 加工 剖 
に 関す る も の が 圧倒 的 で も り 、 化 学 品 、 機 械 釜 の 重化学 工業 品 に 関す る 出願 は 
ほとん ど 見 られ な か つた 。 た ゞ 、 輸 入 産業 に 関す る も の と し て は 、 当 時 灯 寸 が 
ぁ り 、 胃 治 8 年 、 金 沢 藩 土 清 水 誠 に よ ょ つて 輸入 され て か ら 急 速 に 発達 し 、 明 治 
10 年 当時 に お いて 、 す で に 海外 に 輸出 され る まで に いた つて お り 、 焼 寸 の 商標 
は 、 現 在 と 比較 に な ら め ぬ 程 出願 され た 。 その 後 、 明 治 年 間 に 発達 し た 産業 と し 
て は 、 紗 策 、 石 鹸 等 が か あり 、 と くに た 紗 績 工業 は 、 明 治 27, 28 年 前 後 か ら 急激 に 
錠 典 し て 、 策 後 わ が 国産 業 の 中 心 た る べき 共 盤 を 、 当 時 すでに 確立 し 得 た の で 
あつ た 。 と こと の よ ょ うな 状 勢 を 反 喘 し て 、 明 治 27,28 年 前 後 よ り 綿糸 、 納 織物 、 石 
酸 人 等 に 関す る 出願 の 急激 の 増加 を 見 る に いた つた が 、 こ と これ に 反し て 、 機 械 類 に 
関す る 出願 は 依然 と し て すく な か つた 。 

以上 は 、 明 治 年 間 の 出願 傾向 の 概要 で も る が 、 い まこ れ を 第 1 表 に よ ょ つて 、 
さら に くわ し く 見 て みよ う 。 

第 1 表 明治 38 年 お よび 43 年 度 未 内 国人 現存 商標 登録 件 数 


類 別 明治 38 年 度 未 | 明治 43 年 度 未 | 増 加 数 
第 38 類 清酒 2, 656 3, 327 671 
第 1 類 化学 品 、 薬 剤 及 医 療 補助 品 2, 435 4,082 1,647 
第 54 類 握 附 木 1,993 2,409 416 
第 31 天 木綿 織物 1,380 2,246 866 
第 3 類 知 料 、 煙 料 及 他 類 に 届 せ ざる 化粧 品 1,185 1,.912 727 
第 4 類 石 基 1,162 1, 890 728 
第 48 類 条 草 類 1, 027 1,085 58 
第 41 類 徐 油 、 ソ ー ス 及 酢 類 1, 002 1, 448 446 
第 39 類 他 類 に 届 せ ざる 各種 の 酒類 795 1,122 327 
第 5 類 他 類 に 届 せ ざる 洗 料 、 磨 料 530 790 260 
第 36 類 被服 、 手 巾 、 名 紺 及 装 身 用 ピン 類 505 1,017 512 
第 2 類 染料 、 顔 料 、 尋 染 料 443 898 455 
第 50 :、 他 類 に 属 せ ざる 其 の 製品 、 各 f 
月 02 の 人 本 399 645 246 
第 55 類 油 、 剖 類 368 710 242 
第 8 類 利器 及 突 器 | 361 694 332 
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別 明治 88 年度 未明 治 43 年 度 未 | 増加 数 
第 51 類 次 房 具 326 645 319 
第 34 類 第 30 類 乃至 第 33 類 に 届 せ ざる 織物 322 550 228 
第 30 類 絹 織 物 299 543 244 
第 43 類 葉子 及 稀 狐 類 299 562 263 
ジ ( 紀 に 洋 IN 語 17, 487 26, 575 
内 上 人 登録 件 数 21, 195 33.478 
外 口 人 登録 件 数 4,384 6,307 
総 登録 件 数 25, 579 39,785 


( 証 ) i 本 表 は 明治 39 年 特許 局 発行 の 第 1 次 年 表 お よび 明治 44 年 発行 の 第 5 次 年 表 よ り 
作成 し た 。 
ii 類別 は 旧 類 別 で 現 わ し た 。 

第 1 表 は 、 明 治 38 年 度 お よび 43 年 度 未 に お ける 現存 内 国人 登録 件 数 を 、 類 別 
毎 に 上 位 20 位 ま で 挙げ た も の で ある 。 と の 表 に よれ ば 、 明 治 38 年 度 お よび 43 
年 度 示 に お ける 現存 内 国谷 録 件 数 は 、 そ れ ぞ れ 、21, 195 件 、 お よび 33, 478 件 
で あつ て 、 そ の 中 8 割 に 当る 部 分 を 同 表 に 掲げ た 第 20 位 迄 の 類 で 占め て いた こ 
と が わか る (38 年 度 来 、43 年 度 未 に お ける 商品 類別 は 、73 類 、67 類 で も つた )。 
な お 、 こ の ほか 、 そ れ ぞ れ の 年 度 示 に お いて 、 外 国人 現存 交 録 件 数 が 、 現 存 総 
褒 録 件 数 の 16.7% に あたる 4, 384 件 、 お よび 6, 307 件 あつ て 、 化 枯 品 、 機 械 、 石 
点 、 煙 草 、 他 類 に 属 せ ざる 酒 筐 に 関す る 出願 が 多 か つ た 。 

つぎ に 第 1 表 に より 各 類 別 毎 の 出願 傾向 を みれ ば つぎ の と お り で ある 。 

まず 、 第 1 位 は 第 38 類 清酒 で も る が 、 これ を 現在 156 位 に ある 出願 件 数 の 順 
位 と 比較 する と 、 ず いぶ ん 変化 し た よう に 感じ られ る が 、 出 件 数 妃 至 忘 祭 件 
数 自体 は 、 当 時 と 比較 し て 減少 し て いる わけ で は な いか ら 、 結 局 、 他 の 商品 に 
対す る 出願 が 、 非 常に 低 か つ た と と に よる も の で も る 。 そ し て また 、 こ の こと 
は 、 当 時 の 酒造 藤 の 産業 上 の 地位 を 示す も の で も ある 。 す な わ ち 、 当 時 農 商務 
省 の 出し た 「 穫 業 交 見 」 中 の 明治 17 年 の 工 産物 統計 に よれ ば 、 清 酒 の 生産 額 は 
第 1 位 の 56, 000,000 余 円 で も り 、 第 2 位 の 織物 の 生産 額 33, 000, 000 余 円 を 大 き 
く 引 離し て いた の で も つて 、 も つて 当時 の 酒造 楽 の 地位 を 知る こと が で きる の 
で ある 。 8 

第 1 類 化 学 品 、 薬 剤 は 、 明 治 38 年 度 末 の 現存 登録 件 政 で は 第 3 位 で も つた が 
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年 々 の 尊 録 件 数 に お いて は 、 す で に 胃 治 30 年 頃 か ら 第 1 位 を 占め る よう に な 
り 、 胃 治 43 年 度 未 に な る と 現存 交 録 件 数 に お いて も 第 1 位 を 占め る に いた つ 
た 。 そ し て 今日 まで ひき つづ き そ の 地位 は 不動 で も や つて 、 マ ー ク で 売る 薬品 の 
姿 を 象徴 し て いる 。 と ころ で 商標 を 附 する 商品 の 内 容 に いた つて は 、 現 在 と は 
まつ た く 異 つて いた 。 す な わ ち 、 当 時 は まだ 近代 的 薬品 工業 は 存在 し な か つた 
か ら 、 出 願 商標 も 六 神 丸 と か 、 奇 応 丸 と か いつ た 売 薬 、 い わ ゆ る 漢方 楽に 附 す 
ゃ の に か ぎら れ 、 新 楽に 附 する 商標 出願 が 圧倒 的 で ある 現在 と は まつ た く 逆 の 
状態 で も つた 。 

きき に ちょ つと 触れ た ょ うに 、 摺 付 木 、 す な わ ち 焼 寸 に 附 する 商標 出願 が 多 
か つた の も この 時 代 の 特色 で ある 。 現在 で は 、 そ の 出願 件 数 は 、 ほ と ん ど と 問題 
に され て いな い が 、 当 時 に お いて は 、 第 1 類 化学 品 、 薬 剤 、 第 38 類 清酒 に つぐ 
重要 な 地位 を 占め て いた わけ で ある 。 し か し な が ら 、 と これ も ゃ 清酒 同様 、 現 在 と 
比較 し て 出願 件 数 が 格別 多 か つ た た めで は な く 、 そ の 相対 的 地位 が 高 か つ た た 
めで ある 。 そ れ に し て も 、 当 時 の わが 国 は 東洋 の 焼 寸 還 と いわ れ 、 焼 寸 工業 は 
唯一 の 化学 工業 と し て 、 生 糸 、 陶 磁器 等 に つぐ 輸出 の 花形 で も り 、 閥 寸 の 商標 
が わが 国 商標 の 発達 に 果 し た 役割 は 、 は な は だ 大 き な も の が あつ た 。 そ し て 、 
現在 と の よう な も の が 単独 で 1 類 を 起 し て いる 事実 も 、 こ の 史 的 背景 の 下 に の 
スタ 理解 で きる の で ある 。 

第 4 位 は 、 第 31 類 木綿 織物 が 占め て いた 。 本 類 は その 後 、 第 2 次 世界 大 戦中 
は 例外 と し て 、 つ ね に ベス ト テ ン の 中 に あつ て 高い 出願 件 数 を 示し て 来 て いる 
類 で ある が 、 登 録 制 度 施 行 当時 は さしたる 出願 $ も なく 、 胃 治 27,28 年 の 日 消 戦 
争 前 後 の 紗 績 工業 の 急速 の 発達 に 対応 し て 出願 件 数 の 急増 を みた も の で ある 。 
と の と と は 、 胃 治 38 年 か ら 43 年 に いた る 育 録 件 数 の 増加 数 に お いて 第 2 位 を 占 
め て いる と と か ら ゃ 知る こと が で きる 。 

第 5 位 に ある 化粧 品 は 、 売 楽 な ど と と も に 、 江 戸 時 代 か ら さか ん に 商標 が 使 
われ て いた 商品 で 、 償 録 制度 の 施行 以来 、 つ ね に 高い 出願 件 数 を 記録 し て 来 て 
いる 。 そ し て 、 と の よう に 楽 剤 と か 、 化 粧品 に 附 す る 出願 の 多い こと は 、 そ の 
流行 的 商品 と し て の 性 質 に 基 因 する も の と 考え られ る 。 
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第 6 位 の 第 4 類 石 鹸 $、 焼 寸 同様 、 輸 入 産 業 で も ちり な が ら 、 早 く か ら さ か ん 
に な つた 産業 で も り 、 明 治 年 間 、 す で に 多数 の 背 録 を 見 た が お お く は 明治 27, 
28 年 以後 の 出願 に よる も の で ある 。 こ と の こと と は 、 胃 治 38 年 か ら 43 年 に いた る 間 
の 谷 録 件 数 の 増加 敷 が 、 第 3 位 で ちる と と か ら る 祭 知 する と と が で きる 。 

第 48 類 煙草 が 明治 年 38 度 来 の 交 録 件 数 に お いて 第 7 位 を 占め て いた こと は 、 
明治 37 年 まで 煙草 が 民営 で も つて 、 販 売 角 争 が 激 し か つ た た めで あつ た 。 明治 
37 年 の 専売 制 施行 後 は 出願 が 激 減 し た が 、 と の こと は 、 胃 治 38 年 か ら 43 年 に い 
た る 間 の 登録 件 数 の 増加 が 、 わずか 58 件 で も つた こと か ら ゃ 知る と と が で き 


る 。 
第 2 表 明治 38 年 度 未 重化学 工業 品 関係 の 内 外人 登録 比較 

5 / P R t 

内 列 | 人 詳 偽物 久 | 合 話 
第 1 類 化学 品 、 薬 剤 及 医療 補助 品 2,435 339 2, 774 
第 2 類 染料 、 顔 料 、 尋 染 料 443 361 804 
第 17 類 他 類 に 属 せ ざる 機械 、 器 具 及 基 の 各部 53 89 142 
第 18 類 理化 学 、 医 術 、 測 定 、 写 真 等 の 機 拒 類 63 32 95 
第 20 類 運 拓 用 機械 、 器 具 及 其 の 各部 119 87 206 


その ほか 、 第 8 位 か ら 第 20 位 に いた る 登録 件 数 を 有 し て いた 類 は 、 第 1 表 に 
見 る よう に 、 い ずれ も 在 来 産業 で も る 醸造 品 、 手工 業 品 、 則 産 加 工 品 等 に 関す 
る も の で あつ た 。 これ に 反し て 、 現 今 に お いて は 、 毎 年 1.000 件 以上 の 出願 件 
数 を 有する 第 17 類 産業 機械 類 と か 、 第 20 類 運搬 用 機械 類 等 の 機 抜 燥 に 附 する 商 
標 出 願 は 、 第 2 表 に 見 る よう に どく わずか で あつ て 、 し か も その わずか の 件 数 
の 中 で 占め る 外国 人 出願 に 係る る の の 地位 は きわ め て 高 か つ た 。 そ し て この こ 
と は 、 ま た 、 当 時 の 機械 工業 の 低い 地位 を 示す も $ も の と いう こと が で きよ う 5。 

(2 ) 大 正 時 代 

明治 以来 軽工業 、 な か ん ずく 、 繊 維 x 工 業 を 中 心 と し て 発達 し て 米 た 日本 資本 
主義 は 、 大 正 3 年 に 部 発 し た 第 1 次 世界 大 戦 の 好 影 響 を 受け て 、 こ ヽ に 飛躍 的 
発展 を と げ 、 従 来 の 軽工業 一 本 に 対し 、 重 化学 工業 の 擦 頭 を 見 る に いた つた 。 
そし て この こと は 、 ま た 商標 の 出 頼 傾向 に も 反映 せ ず に は いな か つた が 、 い ま 
これ を 第 3 表 お よび 第 4 表 に よ つ て 礼 将 し て 見 よう 。 

第 3 表 お よび 第 4 表 に 現われ た 大 正 年 間 の 出願 傾向 を 、 第 1 表 に お ける 胃 治 
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第 3 表 大 正 4 10 年 の 類別 登録 件 数 (第 20 位 まで ) 


項 位 類 別 登録 件 数 
山肌 | 第 1 類 化学 品 、 薬 剤 、 医 療 補 助 品 7.345 

2 第 38 類 清酒 5, 725 
3 第 31 類 木 績 織物 4.207 

4 第 4 類 石 鹸 3. 580 

5 第 41 類 将 油 、 ソ ー ス 及 厨 類 3, 194 
6 第 54 類 据 附 木 2. 968 
7 第 3 類 和 料 、 燃 料 及 他 類 に 屈せ ざる 化 燥 2, 871 

8 第 36 類 被服 、 手 巾 、 人 録 及 装 身 用 ピン 類 2, 827 

9 第 43 類 菓子 及 麺 部類 2, 608 
10 第 20 類 運搬 用 機械 、 器 具 及 基 の 各部 2, 413 
11 第 39 類 他 類 に 届 せ ざる 各種 の 酒類 2, 399 
12 第 45 類 他 類 に 屈せ ざる 食料 品 及 加味 品 2, 006 
13 第 51 類 廊 房 具 1.987 
14 第 2 類 染料 、 顔 料 、 克 染 料 及 塗料 1.891 
15 第 50 類 算 、 他 類 に 届 せ ざる 其 の 製品 1, 492 
16 第 27 類 綿糸 1,406 
17 第 5 類 他 類 に 届 せ ざる 洗 料 、 磨 料 1,277 
18 第 8 類 利器 及 活 刃 器 1, 143 
19 第 17 類 他 類 に 届 せ ざる 機械 、 器 具 及 其 の 各部 1,012 
20 第 18 類 理化 学 、 医 術 、 測 定 、 写 真 用 等 の 避 械 類 905 

第 4 表 大 正 13-15 年 類別 平均 出願 件 数 (第 15 位 まで ) 

項 位 類 別 出願 件 数 
1 第 1 類 化学 品 、 薬 剤 、 医 療 補助 品 2, 778 

2 第 38 類 日 本 酒類 及 其 の 模造 品 2.164 
3 第 31 類 木綿 織物 1.170 

4 第 43 類 菓 子 及 頑 移 類 1, 121 
5 第 4 類 石 中 1,118 
6 第 36 類 被服 、 手 巾 、 分 針 及 装 身 用 ピン 類 1, 111 
7 第 3 類 短 料 、 箕 料 及 他 類 に 属 せ ざる 化粧 品 1, 043 

8 第 20 類 運 猿 用 機械 器具 及 其 の 各部 906 

」 9 第 45 類 他 類 に 屈せ ざる 食料 品 及 加 味 品 856 
10 第 41 類 落 油 、 ソ ー ス 及 障 類 713 
11 第 2 類 染料 、 顔 料 、 妖 染料 及 塗 料 620 
6 12 第 8 類 利器 及 失 刃 器 527 
13 第 50 類 紙 、 他 類 に 屈せ ざる 其 の 製品 483 
14 第 7 類 他 類 に 届 せ さる 金 屈 製 品 415 
15 第 17 類 他 類 に 届 せ ざる 機械 、 器 具 及 其 の 各部 415 


年 間 の それ と 比較 する と 、 わ が 国産 業 の 全般 的 な 発展 を 反 喘 し て 、 胃 治 17 年 交 

録 制度 施行 以来 、 明 治 米 年 に いた る 28 年 間 の 交 録 件 数 より も 、 第 3 表 に 示す 大 

正 4 年 か ら 大 正 10 年 に いた る 7 年 間 の 登録 件 数 の 方 が 、 各 類 と も 増大 し て いる 
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こと が わか る 。 

と ころ で 、 こ の よう に 名 類 と も 一 様 に 出願 件 数 の 増加 を 劉 た の で ある が 、 そ 
の 中 で も る 、 繊 維 部 門 お よび 機械 部 円 か ら の 出願 の 著 増 と 、 第 5 類焼 寸 の 商標 の 
減少 が 目立つ て いる 。 ま ず 、 繊 維 部 門 に つい て いえ ば 、 第 31 類 の 木 織 物 は 、 
明治 時代 28 年 間 の 交 録 件 数 を 大 正 4 年 か ら 10 年 まで の 7 年 間 で 軽 ぐ 凌 御 し 、 そ 
の ほか あら た に 第 36 類 被服 類 が 、 第 31 類 と 月 を な ら べ る 程 に 上 位 に 進出 し 、 ま 
た 第 27 類 綿糸 の 商標 出願 も か な り の 増加 を 示し 、 出 願 件 数 の 面 か ら 当 時 の 組 維 
産業 の 隆盛 さ を 物語 つて いる 。 つ ぎ に 、 機 械 部 門 か ら の 出願 は 、 前 述 し た よう 
に 、 胃 治 時 代 に は ほとん ど 見 られ な か つた が 、 大 正 年 代 に 入る と 、 胃 治 時 代 28 
年 間 の 登録 件 数 に 対し て 、 大 正 4 年 か ら 10 年 に いた る 7 年 間 で 第 17 類 産業 機械 
で 約 3 倍 、 第 20 類 運 振 用 機械 で は 約 5 倍 の 出願 件 数 を 記録 し 、 第 3 表 に 見 る よ 
うに 、 第 20 類 は 上 位 第 10 位 に 、 第 17 類 は 第 19 位 に 、 第 18 類 理化 学 用 機械 類 は 第 
20 位 に それ ぞ れ 進出 し 、 大 正 年 間 に お いて わが 国 機械 工業 が その 地位 を 確立 し 
た こと を 物語 つて いる 。 と の 反面 、 明 治 年 間 に は 第 3 位 に あつ た 械 寸 商 標 の 比 
重 の 低下 に いち じ る し いも の が あつ た 。 す な わ ち 、 大 正 4 年 か ら 10 年 まで の 登 
録 件 数 に お いて は 、 い まだ 第 6 位 に あつ た も の の 、 大 正 13 年 に は 、 年 間 の 出願 
件 数 は 、 わ ず か に 193 件 と な つて 、 第 20 位 以下 に 転落 し て し まつ た の で ある 。 
この こと は 、 他 の 産業 の 比重 が 高 ま つ た と と に も よる が 、 灯 寸 の 輪軸 が まつ た 
く 行 き 詰 つ て し まつ た こと を 物語 る る の で ある 。 

その ほか 増減 の いち じ る し いも の と し て は 、 第 43 類 菓子 、 第 45 類 他 類 に 属 せ 
さる 食料 品 、 お よび 加味 品 、 第 4 類 石鹸 な ど が あり 、 こ れ ら は 、 当 時 の 消費 生 
活 の 向上 を ある 程度 反 喘 し た $ も の と いえ る で あろ う 5。 

(3) 昭和 時 代 

昭和 時 代 の 出願 傾向 を 述べ る に あ も たつ て 、 便 宮上 、 こ れ を 前 期 と 後期 に 分 ち 
前 期 を 昭和 初期 か ら 第 2 次 世界 大 戦 終結 まで 、 後 期 を 終戦 か ら 昭 和 28 年 まで と 


2 る 。 
(Gi) 前 期 
この 時 期 の 歴 昌 は 、 一 言 に し て いえ ば 戦争 の 歴 尿 で も る 。 そ し て その 間 、 日 
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本 経済 は 、 軍 事 経済 を 中 心 と し て 奇 型 的 な 発展 を つづ けた の で あ も る が 、 こ の こと 
と は 、 ま た 出願 傾向 に も 反 喘 せ ず に は お か な か つた 。 す な わ ち 、 全 体 と し て の 
出願 件 数 は 、 戦 時 経済 の 進展 と と も に いち じ る し く 減 少し 、 類 別 の 出願 傾向 と 
し て は 、 重 工業 部 門 か ら の 出願 増大 と 、 消 坦 財 部 上 皿 か ら の 出願 減少 を 見 た の で 
ある 。 いま 、 と れ を 第 5 表 に つい て 見 る と と に し よう 。 


第 5 表 昭和 元 (大 正 15 年 ) 20 年 5 ヶ年 毎 の 年 間 平 均 類別 出願 件 数 
チロ ーー | PF 町 
類 別 昭和 索 昭和 6 骨 和 tt 限 和 Se 
第 1 類 化学 品 、 薬 剤 、 医 療 補助 品 | 3.202 | 3.700 | 4.259 | 1.505 
第 38 類 日 本 酒類 及 其 の 模造 品 1,672 | 1.534 |1.462 | 230 
第 43 類 菓子 及 類 部 類 965 | 1,239 | 1,390 162 
第 36 類 被服 、 手 巾 、 釧 録 及 装 身 用 ピン 類 1,228 | 1.079 | 1,157 106 
第 45 類 他 類 に 属 せ ざる 食料 品 及 加 味 品 876 | 1,022 | 1,163 343 
第 4 類 石 炭 1,142 |1,.168 | 835 130 
第 31 類 木綿 織 物 1.198 |1.077 | 723 88 
第 3 類 香料 、 燃 料 及 他 類 に 届 せ ざる 化 要 品 944 928 811 180 
第 17 類 他 類 に 届 せ ざる 機械 器具 及 其 の 各部 437 521 | 903 341 
第 2 類 染料 、 顔 料 、 媒 染料 及 塗 料 599 645 | 661 220 
第 20 類 運 猿 用 機械 器具 及 其 の 各部 674 685 591 95 
第 8 類 利器 、 失 刃 器 495 | 669 | 200 150 
第 41 類 交 油 、 ソ ー ス 及 酢 類 547 601 | 595 164 
第 51 類 文房具 499 | 556 | 604 223 
第 50 類 紙 、 他 類 に 届 せ ざる 其 の 製品 493 530 | 526 147 
第 69 類 電気 機械 器具 及 基 の 各部 設 電 気絶 緑 材料 381 | 426 | 493 144 
第 47 類 帝 菜 類 、 種 子 、 果 物 、 穀 粉 、 江 粉 及 其 の 製品 359 421 498 146 
第 7 類 他 類 に 届 せ ざる 金 屈 製品 390 425 493 86 
第 61 類 倫 、 杖 厩 物 及 其 の 附属 品 497 453 290 54 
第 55 類 油脂 及 中 の 類 293 443 427 74 


( 証 ) 本 表 に は 20 年 間 の 総出 願 件 数 の 多い も の か ら 第 20 位 迄 を 掲載 し た 。 

ます 、 機 械 工業 部 門 に つい て いえ ば 、 全 体 と し て の 出願 件 数 が 停滞 し て いる 
中 に あつ て 、 第 17 類 産業 機械 類 、 第 69 類 電気 機械 、 第 7 類 他 類 に 属 せ ざる 人 金 
属 製品 、 お よび 第 8 類 利 問 内 刃 器 等 の 機械 類 、 金属 製品 類 か ら の 出願 は 、 年 々 
増大 し 、 な か で も 、 第 17 類 の 産業 用 機械 類 に 対す る 出願 は 、 昭 和 元 年 (大 正 15 
年 ) か ら 5 年 まで の 年 間 平 均 の 437 件 か ら 、 貼 和 11 年 か ら 15 年 まで の 年 間 平 均 
の 903 件 と 2 倍 以上 の 激増 を 示し て いる 。 昭和 16 年 か ら 20 年 平均 に お いて は 、 
きす が に 出願 件 数 は 減少 し た も の の 、 他 類 に 比べ て の 相対 的 地位 は 一 段 と 上 下 
し て 、 第 17 類 産業 用 機械 は 第 3 位 に 進出 する に いた つた 。 こ の 事 突 は 、 こ の 時 
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代 に お いて 、 兵 問 産 業 を 頂点 と し て 、 わ が 国 の 産業 構造 の 重化学 工業 化 が 一 段 

と 押 進 め ら れ た こと と 対応 する も る の で あろ 2 う 。 

つぎ に 、 消 旨 財 部 門 に お ける 出願 傾向 を 見 る と 、 昭 和 15 年 頃 ま で は 、 繊 共 、 | 
食料 品 、 春 修 品 釜 の 出願 は 、 か な り 高 水準 を 保持 し て いた (も つと る 第 3 類 化 「 
太 品 、 第 4 類 石鹸 、 第 31 類 木綿 織物 等 の 出願 は 、 当 時 すでに 低落 傾向 を 辿 つ て | 


いた ) が 、 昭 和 15 年 か ら 20 年 に いた る 期 間 で は 、 消 細 財 部 門 か ら の 出願 は 急速 
に 減少 し 、 そ の 相対 的 地位 も 極度 に 低下 する に いた つた 。 す な わ ち 、 昭 和 6 年 | 
か ら 10 年 に いた る 期間 で は 、 第 31 類 木綿 織物 、 第 36 類 被服 類 、 第 3 類 化 古 品 、 
第 4 類 石 鹸 、 第 43 類 菜子 、 第 38 類 日 本 酒類 等 の いわ ゆる 消 介 周 か ら の 出願 は 、 
いずれ も ベス ト テ ン に 名 を つら ね 、 第 17 類 産業 用 機械 類 の 出願 を は る か に 上 竹 


つて いた が 、 昭 和 15 年 か ら 20 年 に いた る 期間 で は 、 と この 関係 は まつ た く 逆 転 し 
て し まつ た の で ある 。 そ し て この 現象 が 、 戦 時 統制 経済 下 の 民 需 産 業 に 対す る 
極端 な た 圧迫 に も と づい た も の で あつ た と と は 、 い うま で も ある まい 。 

その ほか 、 こ の 期間 の 出願 傾向 に つい て は 、 記 述 す べき 多く の も の が 残さ れ 
て いる が 、 そ れ ら は 、 い ずれ も 第 5 表 の 数 字 に 譲る と と に する 。 

( 昌 ) 後 期 

国力 を 傾倒 し た 第 2 次 世界 大 戦は 、 昌 本 経済 の 崩壊 と と も に その 幕 を 義 じ た 
が 、 そ の 後 の 経済 再建 の 速度 は 、 意 外 に 早く 、 戦 後 9 年 を 経た 今 昌 で は 、 す で 
に 戦前 以上 の 経済 規模 に 到達 し て いる 。 こ の よう な 状 勢 を 反映 し て 、 終 戦 の 年 
に は わずか 2, 000 件 だ つた 出願 件 数 も 、 経 済 の 再建 と 歩調 を 合せ て 急 上 上 邊 を つ 
づけ 、 喚 和 28 年 に は 34, 573 件 に 達し 、 大正 10 年 の 最高 記録 に 迫る に いた つた 。 
いま 、 こ の 間 の 出願 傾向 を 第 6 表 に よ つ て 見 れ ば つぎ の よう で ある 。 

まず 、 主 要 な 類 に つい て 、 昭 和 21 年 か ら 24 年 の 平均 出願 件 数 を 戦前 平均 (第 
S 表 の 昭 和 6 年 か ら 10 年 まで 年 間 平均 ) と 比較 する と 、 全 体 と し て の 出 鳳 件 表 
が 戦前 平均 の 約 70% 程 度 に し か 回 衝 し て いな い 中 に あふ つて 、 す で に 戦前 水 進 、 
妃 至 は それ 以上 に 出願 件 数 が 回 衝 し た 類 と し て は 、 第 17 類 産業 用 機械 類 、 第 G9 類 
電気 機械 類 、 第 20 類 運搬 機械 類 。 第 7 類 金 属 抽 品類 、 第 8 類 利 器 、 内 刃 問 類 、 
第 2 類 染 料 、 顔料 類 、 第 3 類 化粧 品類 、 第 66 畑 印刷 物 類 な ど が も る 。 こ の 中 、 
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第 17 類 、 第 69 類 、 第 20 類 等 の 機械 類 に 対す る 出願 の 増加 は 、 前 述 し た よう に 、 
戦争 経 午 の 唯一 の 遺産 と いわ れる 産業 構造 の 重工 業 化 の 結果 で も ある と 見 る こと 
が で きる 。 ま た 、 第 7 類 、 第 8 類 等 の 金属 製品 に 対す る 出願 の 増加 は 、 戦 時 中 
の 軍 涯 工業 が 手持 資材 を 利用 し て 、 鍋 、 笠 等 の 厨房 用 品 に 生産 転換 を 行 つた 結 
菓 と 見 る こと が で き 、 第 3 類 の 化粧 品類 等 に 対す る 出願 増加 は 、 化 粧 に 対す る 
戦時 下 の 圧迫 に 対す る 戦後 の 反動 と 見 る こと と が で きる が 、 出 願 件 数 が 戦前 の 5 
倍 と いう 際立つ た 増加 を 示し 、 ベ スト テン の 上 位 に 進出 し た 第 66 類 印刷 物 類 の 
出願 増加 も また 戦後 の 言論 出版 の 自由 の 論 責 の 現われ と 見 る こと が で きる 。 
第 6 表 昭和 2128 年 間 4 ヶ年 毎 の 年 間 平 均 類 別 出願 件 数 


で ん 


類 別 回 2124 年 明和 25 28 和 
第 1 類 化学 品 、 薬 剤 、 医 療 補助 品 2,634 3,556 
第 43 類 葉子 及 類 交 の 類 584 2.635 
第 17 類 他 類 に 届 せ ざる 機械 、 器 具 及 基 の 各部 878 1,469 
第 3 類 香料 、 燃 料 及 他 類 に 属 せ ざる 化粧 品 1, 162 890 
第 66 類 図書 、 写 真 及 印 刷 物 類 | 1,096 896 
第 36 類 被服 、 手 巾 、 印 銀 及 装 身 用 ピン の 類 422 1, 529 
第 20 類 運 拓 用 機械 器 及 其 の 各部 615 1, 079 
第 45 類 他 類 に 属 せ ざる 食料 品 及 加味 品 557 1,057 
第 4 類 石 際 648 896 
第 2 類 染料 、 顔 料 、 尋 染 料 及 塗 料 711 709 
第 8 類 利器 、 舌 刃 器 668 717 
第 69 類 電気 機械 器具 及 其 の 各部 電 気絶 縁 材 料 554 794 
第 31 天 木綿 織物 | 222 1,139 
第 51 類 廊 房 具 | 581 635 
第 7 類 他 類 に 届 せ ざる 金 必 製 品 398 641 


( 往 ) 昭和 21 一 28 年 の 出願 件 数 の 統計 中 多い も の か ら 第 15 位 まで を 掲載 し た 。 

これ に 反し 、 第 31 類 木綿 織物 、 第 36 類 被服 類 、 第 43 類 菓子 類 、 第 38 類 日 本 酒 
類 供 に 対す る 出願 件 数 が 、 戦 前 水 進 に は る か に お よ ば な か つた こと は 、 原 材料 
の 入 王 将 と 統制 経済 の 結果 、 こ の 種 産業 の 回 復 が 遅れ た た めで あつ た 。 

つぎ に 、 昭 和 25 年 か ら 28 年 の 間 に つ いて 見 る と 、 朝鮮 動乱 以来 の 経済 規模 の 
拡大 を 反映 し て 、 平 均 年 間 出願 件 数 は 、30, 922 件 に 達し 、4 ヶ年 平均 の 数 字 と 
し て は 、 登 録 制度 は じ ま つ て 以来 の 最高 の 数 字 を 記録 する に いた つた 。 そ し て 
昭和 21 年 か ら 24 年 平均 の 数 字 で は 、 い まだ 航 前 水準 に 達し な か つた 繊維 類 、 菜 
子 類 に 対す る 出願 を 含め て 、 ほ と ん どの 類 が 戦前 を 上 廻る 出願 件 数 を 記録 する 
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だ いた だ た つた 。 

し か し な が ら 、 戦 前 水 準 べ の 回 復 の 仕方 は 各 類 に よ ょ つて 一 様 で は な い 。 す な 
わ ち 、 戦 前 に は ベス ト テ ン の 上 位 に あつ て 、 高 い 出願 件 数 を 示し て いた 第 38 類 
HH 本 酒類 、 第 4 類 石鹸 な ど は 、 い まだ 戦前 水 進 に 達せ ず 、 ペ スト テン 圏外 に 脱 
落し た 。 こ れ に 反し て 、 第 17 類 産業 用 機械 類 、 第 69 類 電気 機械 類 、 第 66 類 印刷 
物 類 な どの 出願 増加 は いち じ る し く 、 石 鹸 、 日 本 酒類 等 に か わ つ て ペスト テン 
に 進出 する に いた つた 。 そ を し て この こと が 、 こ の 間 に お ける わが 国産 業 構 造 の 
変化 発展 に 対応 する も る の で ある こと は 、 す で に 述べ た と お り で ある 。 

お お 、 こ の 外 、 戦 後に お ける 各 類 別 の 細か い 出 願 傾向 に つい て は 第 7 表 を 参 
照 さ れ た い 。 

III. 商標 の 採択 傾向 の 変遷 

前 述 の よう に 、 商 標 は 、 商 品 交 換 を 敏速 か つ 円 滑 に 行わ し め る 機能 を 有 し 、 
商品 流通 経済 の 産物 で ちる 。 そ の 上 、 商 標 の 果す 広告 的 機能 、 つ まり 商標 を 通 
じ て 商品 を 宣伝 販売 する こと か らし て 、 商 擦 に は 、 そ の 時 代 の 風俗 、 社 会 感情 
僅 に も つと も マッ チ し 、 人 を 共 き つけ る 炉 を 有する も の を 採用 し よう と する 
傾向 が か らち る の は 当然 で も る 。 し た が つて 商標 の 採択 傾向 は 、 時 代 の 推移 、 社 会 
の 変 乱 に 対応 し て 変化 発展 する も の と いう べく 、 と くに 、 こ の よう な 傾向 は 、 
薬剤 、 化 醒 品 等 、 宮 伝 妃 玉 マー ク で 販売 する 流行 的 商品 に お いて いち し じ る し 
い 。 い ま 、 こ の 典型 的 な 例 を 特定 商標 の 変遷 を 後 づ ける こと に よ つ て みて ス よ 
う 。「 ク ラブ 」「 花 王 」 の 商標 は 歴 昌 の 古い マー ク で あ もり 、 そ れ だ け に お お く の 
人 に 知 舌 せ られ て お り 、 経 済 的 価 価 $ 高い が 、 胃 治 時 代 か ら 今日 まで 同じ 形 
態 、 色 彩 、 交 字 を 踏 角 し て いる わけ で は な く 、 時 代 の 変遷 一 風俗 習慣 の 変化 一 
を 微妙 に 反 喘 し て 、 そ の 商標 の 同一 性 を し な い 範男 で 、 そ の 時 代 の モン ス に 
うま く マ ッ チ する よう に 変え られ て いる の で ある 。「 ク ラグ 」 な る 商標 は 、 化 杜 
品 に 附 す る 著名 商標 で も り 、 胃 治 以 来 200 余 の 境 合 商標 を 併 有 し て いる が 、 そ 
の 時 代 に よる 変 頂 は つぎ の よう に 顕著 で も る 。 ま た 「 花 王 」 の マー ク は 、 石 上 
に 附 せ られ た 著名 商標 で も り 、50 近 く の 連 合 商標 を 有 し で いる が 、 そ の 変遷 の 
跡 は つぎ に 見 る よう で あり 、 近 代 的 感覚 に 適応 する ょ うに 変化 し た 様子 が 歴然 
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と 判る の で ある 。 

と ころ で 、 商標 の 変遷 用 採択 傾向 に は 、 各 類別 に に つて 、 お の お の 特性 を 有 
し て いる が 、 本 稿 で は 、 商 標 全体 を 観 府 の 対象 と し て 、 胃 治 以 来 の 変遷 を 時 代 
を 追 つて 眺め て みる と と に し ょ 2 う 。 

(1 ) 明治 時 代 

この 時 代 は 、 一 般 に 屋号 、 明 朋 、 家 紋 人 等 か ら な る 記号 的 商標 、 図 形 商標 が 圧 
倒 的 に お お く 、 女 宇 商 標 は 比較 的 すく な い 。 ま し て 欧 女 字 か ら な る 商標 は ほ と 
ん と ど 見 られ な い 。 と れ は 当時 、 い まだ 外来 産業 か ら の 出願 より 、 む し ろ 売 薬 、 
化粧 品 、 清 酒 、 味 噌 、 角 油 、 生 糸 人 等 の 在 来 産 業 か ら の 出願 が 中 心 で も つて 、 江 
戸 時 代 か ら 使用 し て いる 商標 が 引き つ ゞ いて 出願 きれ た こと と を 物語 つて いる 。 
図形 $ ゃ 「 丸 番 形 の 女形 」 と か 「 笠 羽織 次 の 土 族 」「 パ ペッ チ の いで た ちの 商売 人 」 


ti 
0 


等 、 い わ ゆ る 江戸 情緒 豊か な も の が 多く 、 記 号 商標 に は 、 装 飾 的 に 使用 され た 
家 、 た と えば 伊達 終 、 加 賀 紋 、 比 旭 紋 等 が あり 、 ま た 、 今 日 著名 な 商標 と し 
て 通 つ て いる マー ク の 原始 形 吉 と で も い うべ き 屋 号 商標 の 出願 も つづ いて い 


た 。 い ま 、 こ れ ら の 傾向 を 示す 代表 的 な 商標 を 2,3 挙げ て 見 よう 。 


登録 第 4678 号 移 録 第 12394 号 


外来 産業 か ら 出 頼 され た も の に は 、 早 く か ら マ ッ チ の 商標 が か か な りあ つた 。 
これ は 、 胃 治 8 年 、 フ ラフ ランス か ら マ ッ チ の 現 法 が 導入 きれ 、 そ の 実用 価値 が お 
お い に た 認め られ 、 明 治 10 年 に は 、 す で に 上 海 あ た り に 輸出 され る に いた る ほど 
の 下 進 を し た た めで あろ う 。 当時 マッ チ は 、 摺 附 木 と 称せ られ て いた が 、 商 振 
面 に は 「SAFETY MATCHES 」「SULPHUR MATCHES 」「BEST MATCH 
ES」 等 の 欧 交 字 が 表 わ れ 、 ま た 「MADE IN JAPAN」 な る 言葉 $ 見 えて いる 
と と は 輸出 の 花形 と し て の 重要 性 を 物語 つて いる 。 

し か も 極 彩 色 に 飾ら れ た 桜 、 赤 馬 、 碧 稚 、 旋 、 た いこ 印 人 等 の 図形 が 、 横 女池 
と うま く 配 列 さ きれ て 、 あ で や か な 商標 美 を 打出 し て 、 店 頭 に 飾ら れ て いた こと 
は 、 当 時 の 圧巻 で もち つて 、 商 標 発達 に 黄 献 する と ころ 大 で あつ た 。 

生 は 、 
日 本 固有 の 
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る 《 MATCZ が S 


て で > LT の 


登録 第 1150 号 
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TRADE MADK | 


登録 第 8330 号 も 敏感 に 反 
映し た 。「 丸 還 に 和服 姿 の 早 と 女 が 神 
掛 け の いで た ち で 列 を な し て 導 紡 いで 
いる 図 」 と か 「 金 拉 組 子 の 淀 を 締め た 
登録 第 7194 号 花嫁 衣裳 の 日 本 美人 の 図 」 人 等 の 日本 情 


緒 虹 か に 特産 物 生 糸 を 表象 し て いる も の や 、 輸 出 商 品 と し て の 住 向 先 を 考 虐 し 
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第 5 編 意匠 の 変 頂 お よび 商標 の 変遷 


た 技巧 的 な 横 交 字 商 標 が 面白 い 例 で もろ う 5。 
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その ほか 、 機 械 類 
の 出願 商標 は 、 大 部 
分 外国 人 に よる 出願 
で ある た め 、 欧 交 季 


私 テー 


5 SUFSLA = 
ETーーー < 


スー ん な が 1 9 
が の 4 
1 


の も の が お お い が 、 
その 数 は どく すく な 登録 第 3550 号 


い 。 酒 、 家 油 の 商標 に は 、 い ずれ も 均 間 の と れ た 重厚 な 感じ の も の が お お く 、 
と くに 酒 の 商標 に は 「 正 款 」 の 交 字 を 大 和書 し 、 そ の 背後 妃 至 は 修 側 に 「 旭 日 」 


登録 第 2754 号 


「 根 」「 菊 」 人 等 の 
法 飾 的 な も の を 
配 し た の が か な 


仁和 あ 放 本 用 拓 大 


いさ りお お く 、「 正 
1 2 の 
登録 第 3302 丹 登録 第 3330 編 登録 第 3462 号 宗 」 の 慣用 標 章 
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と し て の 地位 は すでに 確立 され て いた 。 そ の ほか 『「 風 風 」「 天 運 」「 散 頂 」『 長 
寿 」「 婦 」「 栄 代 」「 立 身 」「 朝 日 」「 型 徳 」「 豊 国 」 等 の 縁起 の よい 交 字 が 墨 痕 光 
滴 に 描か れ て 、 消 茜 な 感じ の 商標 も 多 か つ た 。 同じ アル シュ ー ル 飲料 で も 「 ビー 
と 」「 ウ イス キー」 は 明治 初 年 に 外国 か ら 輸 入 さ れ た の が 最初 な の で 、 商 標 は 、 
「STOCK BEER 」「KIRIN-ROCK-BEER 」「SCOTCH WHISKY 」「IMPERTAL 


ENGLAND」 符 の 外国 商 杏 の 影響 を 受け て 、 相 当 に 洗練 され た 横 壇 生 商 棟 が お 
「 半 老人 等 の 暴 交 


お か つた 。 し た が つて 、 た また まそ の 中 に 雪月花 」「 正 宗 」 


学 商標 が ある 場合 は 、 奇 異 の 感 す ら 与 えた 。 


で 267OTV 9 
MANUFACTURE 
2 BY 


登録 第 7378 号 登録 第 12287 号 


つぎ に だ 末 草 は 、 明 治 37 年 に 官営 と な る まで は 、 競 争 が は げ し ぐ 、 商標 に よる 
宣伝 も 活 肖 で も つた 。 明治 15 年 項 か ら 売 出さ れ た 天狗 軌 草 の 商 標 は 、 赤 天狗 、 


青天 狗 、 自 天狗 、 銀 天狗 、 金 天狗 、 大 天狗 侍 の 「 ち らし 」 を 拉 き ちら し て いる 
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っ さ 


天狗 の 図形 を 要 部 と し て お り 、「 国 益 の 親王 OD 天 狗 困 草 」) な る キヤ ッ チ ・ フ レー 
ズ を 配 し 、 天 下 の 了 芽 目 を 発 た し め た 。 胃 治 中 期 か ら 外国 草 が 入る と 、「SPRI 
NG」「TQUEEN 」 「GOLDEN 」 「HERO」 等 の 商標 が 店 頭 を 飾る に いた り 「PEAC 
OCK」「CAMEO」「HAWK 」「PURITAN」 等 の 商標 を 附 し た 国産 訂 草 も これ 
に 対抗 し た 。 明 治 37 年 の 官営 以後 は 、 出 願 は 専売 局 と 外国 会 社 に 限ら れる よう 
に な つた 。 官営 煙草 の 商標 に は 「 政 島 」「 大 和 」「 朝 日 」「 山 楼 」「 リ リー」「 チ 
テリ ー」「 ス ター」 人 等 が あつ た 。 明治 17 一 18 年 頃 の 自由 民権 運動 が 盛ん な 項 に 
は 「 自 由 倫 」( 清 酒 )、「 自 由 散 」( 歯 磨 )、「 自 由 石 鹸 」、「 自 由 節 」( 千 ) と か 、 
「 立 意 成 功 」「 平 等 靴 」 人 等 の 商標 が 出願 され 、 ま た 日 英 同 下 が 締結 され る や 、 


「 日 英 同 中 」「 日 英 共同 」「 日 英 の 国旗 を 附 記 的 に 表わし た 勝利 の 交 字 より 成る 
商標 」 人 等 が 各 類 に わた つて 多数 出願 され た 。 

また 、 日 清 戦 争 当時 に 「 名 旋 石鹸 」「 大 勝利 」「 大 日本 帝国 戦 噂 ビ どー アル 」「 宣 
盤 ピ ー ル 」「 分 捕 し や ぼん 」「 忠 勇 」「 か ちと どき 」「 戦 捧 」 人 等 が 現われ た の は 当然 


が 


で あろ う 。 日 赴 戦 争 時 に は 「 海 軍 、 大 勝利 、 万 歳 」「 海 賊 の 図形 に 是 本 全勝 印 と 
大 書 し た も の 」「 握 良 記念 邦 陽 」「 大 擁 記 念 」「 提 灯 行 列 の 図形 に 大 勝利 と 記し 


た も の 」 等 の 外 に 、 東 郷 元帥 の 父 字 、 ま た は 肖像 を 象 つた 商標 が 各 類 に 出願 き 
れ 、「 は が ね 」 か ら 「 真 緒 」「 ビ ー ル 」 に いた る まで 東郷 印 で 埋 ら れ た 感じ で あ 
つた 。 軍人 の 商 擦 に は 、 と の 外 「 広 瀬 中 佐 」「 福 島 中 佐 」( シ ベリ や 単騎 旅行 を 
企 て て 勇 名 を と どろ か し た 人 ) の 次 字 肖像 に ちな ん だ の が あつ た が 、「 大 山元 
帥 」「 妃 木 大 将 」 等 に 関し た 商標 は 少な か つた 。 

その ほか 当時 の 筐 味 あ る 商標 を 見 る と 、 浅 田 仙 本 舗 か ら 出 原 さ れ た 第 1 類 薬 


この 代 
登録 第 21975 号 登録 第 28181 号 登録 第 21169 生 
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テテ 


侍 を 指定 商品 と する 「 良 薬 に し て 口 に 世 し 」 と か 、 第 4 類 口 中 香料 を 指定 商品 
と する 「 禁 百 一 名 た ば こい ら ず 」 と いつ た スロ ー ガ ン 的 商標 が ある 。 また 当時 
で は 、 自 転 車 と 女性 の 組合 せ は 、 す こぶ る モダ ン な も の と 考え られ た よう で 、 
「 自 転 車 に 乗 つ た 女 学 生 の 図形 より 成る も の 」( 飼 録 第 21975 号 ) と か 、 洋 装 の 
女 の 背 後に 自転 車 を 配 し た も の な ど ハ イカ ラ な 商標 と し て 挙げ られ る 。 丸 番 和 
服 雪駄 姿 の 女性 像 に か わ つ て 、 断 髪 、 ツ ー ビ ー ス 、 靴 姿 の スィ ー ト な 女性 像 が 
は な ば な し く 現 われ る よう に な つた の は 、 明 治 中 期 か ら で あ る が 、 都 会 風俗 が 
外国 の 影 絡 で 大 きく 変 つ た こと を 示し て いる 。 

男女 が 同席 し て ダン ス を 楽し むこ と も 、 か な り 行 われ た よう で 、 鹿 鳴 館 時 代 


以後 の 欧 化 傾向 の 一 典型 と 見 られ よう 。 


し ・ つ ピラ ニー 


PRETTY 了 AIR 


な お 、 当 時 の 固 苦 し い 一 面 を 象 
微 す る も の と し て 、 教 育 勅語 の 1 


節 「 学 ヶ 修 メ ヲ 習 と 以 を 短 能 2 


麻 基 ス ペ シ 」 を 引 
用 し た 商標 や 、 宣 
人 勅 論 5 ヶ条 か ら 
成る 商標 が ある が 
今 還 で は 見 た く て 
も 見 られ ぬ も の で 


と Y マ に 
め つ る う 。 登録 第 25169 号 登録 第 25880 与 


(2) 大 正 時 代 
明治 維新 の 官民 一 致 の 殖産 典 薬 政策 は 、 日 消 、 日 胃 の 両 戦役 を 経て 、 一 応 産 
業 革 谷 を な し と げた の で ある が 、 大 正 に 入る と 、 予 期し な い 好 況 や も た らし た 
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史 1 次 大 戦 の 彰 響 を 十分 に 利用 し て 、 日 本 経済 は 飛躍 的 発展 を と げた 。 これ に 
応じ て 、 商 標 の 出願 件 数 も いち じ る し くく 増加 し 、 他 方 、 商 標 も 新規 産業 の 発達 、 
社会 風俗 の 欧 化 の 風 測 を 反 喘 し て 、 明 治 時 代 と は 一 段 と 異 つ た 色彩 を 有 す 
いた つた 。 す な わ ち 図形 商標 、 記 号 商標 の 占め る 割合 が 減じ て 、 次 字 商 標 の ! 
願 が 増加 し 、 と くに 欧 交 字 の 採用 が 普遍 化し て 来 た の で ある 。 こ の 傾向 は 、 薬 
品 、 化 粧品 、 機 械 工業 釜 の 出願 に お いて 、 と くに いち じ る し いも の が あつ た 。 
ト お 、 当 時 の 交 字 商標 中 に は 、 欧 交 生 商標 を 左 革 に 番 き 、 そ の 下 に 記さ れ た 邦 
交 字 は 和 書き で ある も の が お お く 、 過 渡 的 な 現象 と は いえ 、 当 I 叶 と し て も 随分 
読み 難 か つ た も の と 思わ れる 。 

多 1 次 世界 大 戦 で 、 は じゅ て 汰 車 の 出現 を 見 る や 、 各 類 に わた つて 「TANK」 
「TANKU」 印 の 商標 が か な り 出 願 さ れ た が 、 当 時 いま だ 適当 な 訳語 が 見 つか ら 
な か つた た めで あろ うか 、 戦 車 の 図形 と 「 運 動 砲台 」「 自 働 爺 台 」 人 等 の 交 字 を 番 
いた も の が あつ た 。 (人 交 録 第 91022 号 、 第 98891 号 ) また 、 飛 行 機 、 飛 行 般 の 図形 
が さか ん に 商標 に 採り 入れ られ 、 機 械 文明 の 進歩 を 誇り は じ め た の も この 頃 で 
あぁ つた 。 落下 仙 の 図形 が 綿糸 に 出 て 来 た の は 、 当 時 新茶 な も の と 考え られ た か 


ら で あ ろ う ( 交 録 第 134107 ) 。 大 戦 景 気 を 反 喘 し て 「 成 金 」 の 交 池 が 時 折 飛 出し 
て 来 た の は 、 経 済 界 の 活況 を 物語 る る の で あろ う 5 活動 写真 が ある 程度 普及 する 


ラン 3upeRieR 
ニー 本 EE 


ニニ ニー ュー ニー 


で ッ 
TEeETKES YAADA 


りあ も 全 を 


- 藤 ac の 自 


和 録 第 9889 且 登録 第 91022 月 ED 

に つれ て 、 当 代 の 人 気 俳優 「 チ ャ ッ プ リン 」 の 名 記 
に あや か ろう と し て 、「 チ ャ ッ プ リン 」 の 図形 乃至 交 
字 、 あ る い は 彼 の 出演 し た 映画 名 稚 が ぞくぞく 出願 
され た 。 大 正 12 年 に は 、 関 東大 娠 災 に ちな ん だ 商 司 
が 委 外 現われ な か つた の は 、 地 震 の 与え る 連想 が 不 
青 、 不快 、 凶 兆 的 感情 で も つた か ら で あ ろう 。 た \ 
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半 災 後 再建 の た め に 立 上 つ た 東京 市 民 に アビ ー ル すべ く 「 復 和 モ ン ペ イ 」「 復 
穫 手 袋 」 人 等 が 出願 され た 。 

また 、 当 時 の 議会 で は 、 政 友 会 と 民政 党 と の 政争 が 鐘 を 前 つ て いて 、 毎 日 の 
新聞 紙上 は 政治 上 の トピ ビッ ク で 岩 つ て いた が 、 第 43 類 お 菓 子 に 「 政 友 糖 」『 民 
政 糖 」 交 房 具 に 「SEIYU」、 繊 維 に 「 選 挙 足袋 」 と な つて 反 喘 し た 。 

三井 財 際 の 代表 マー ク 補 が 、 各 類 に 出 頼 され 、 い わ ゆ る 財閥 標 草 の 形成 を 見 
た の は 、 胃 治 来 均 で も つた が 、 大 正 に 入る や 、 三 鞭 の 代表 マー ク 上 &、 住 友 の 代 
表 マ ー ク 補 浅 野 の 代表 マー ク 主 等 が 各 類 に 出願 され 、 財 閥 標 章 と し て の 地位 を 
占め る に いた つた 。 ま た 、 お し や れ の 風俗 が 清 湿 し て 、 化 桂 品 関 係 の 出願 が 増 
加 し た こと は 、 特 筆 に あたい する が 、 ズ バリ ー 流 行 を 追う 傾向 か ら 「CHARMAN 
T」「BEAU」「BELLE 」「SUPERIEUR 」「BON」 等 の フラ ンス 語 が さか ん に 採 
用 され た 。 

その ほか 滑 生 な る の と し て 、「 馬 鹿 石 上 」「2 人 の 天狗 が 臭 の 大 


所 
け 


登録 第 137637 呈 登録 第 54842 評 し 登録 第 97046 評 登録 第 137664 評 


許 
石 
Cd 


き さ を 比べ あつ て いる 図形 」「 足 の 裏 の 図形 」「 エ ゥ の 交 生 よ 


衣 ーー 
ti 
MM 


SS 


り 成 る も の 」 人 等 が ある 。 


また 「2 人 の 男女 が キネ ス し て 
いる 図形 」 は 、 有 明治 時 代 に は 


M 
。*。 
時 


見 られ な か つた も の で あり 、 
拉 最 菜 に 「 ォ ハラ 4 ィ 箱 、 猫 よ 
スピ り 働く 也 と り 楽 、 紅 オ ラズ 、 


NIEN 
SNー 闘 ご 


一 て テー 
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商標 と し て の スタ イル の 良否 は 別 と し て 、 奇 抜 な 構想 で 当時 の 人 を 秒 か せ た 。 

か く て 商標 が 、 商 品 販売 戦 に 大 き な 役割 を 果す よう に な つた の で ある 。 

(3) 昭和 時 代 

昭和 初頭 か ら の 30 年 の 歴史 は 、 真 に 波乱 に 富ん だ 歴史 で あつ た 。 昭和 2 年 の 
金融 恐 陀 に は じ ま る 、 昭 和 初 期 に お ける 湿 性 的 不況 、 つ いで 満 洲 事 変 、 日 華 事 
変 の 6 勤 発 と な り 、 つ い に は 、 宇 事 経済 を 中 心 と する 奇 型 的 な 発展 の 中 に 、 第 2 
次 世界 大 戦 括 入 と いう 事態 を 迎え ん 、 こ れ が や が て 敗戦 に 終る と と も に 、 日 本 経 
済 を こと 導い た 。 戦後 は し 、 こ の 廃 城 の 中 か ら 再 建 の 歩み を 辿り 、 今 日 に いた 
つた の で ある 。 

この よう かな 波乱 に 富ん だ 経済 の 変化 に 対応 し て 、 商 標 も また 目まぐるしく 変 
化し て 来 た の で ある が 、 一 貫 し て いえ る こと は 、 大 正 時 代 に ひき つづ いて 、 婦 
字 商 標 、 欧 交 字 商標 の 出願 が 、 国 粋 的 な 傾向 の 中 に あつ て も 、 佐 然 と し て 増大 
を 示し て 来 つ づけ た こと で ある 。 い まこ の 時 代 を 、 前 述 に 條 つて 、 昭 和 元 年 か 
ら 昭 和 20 年 の 敗戦 に いた る 時 期 (前 期 ) と 、 そ れ 以 後に 分 け て 福 祭 する こと に 
2 の 5 

Gi) 前 期 

この 時 期 に お いて は 、 次 宇 商 標 、 欧 廊 字 商標 の 占め る 比重 が 増大 し て 来 て お 
り 、 大 正 時 代 を は る か に 上 回 つた が 、 爽 女 字 左 書 き 、 邦 交 字 右 午 き の 形 の 商標 
は な く な つて 、 商 標 の スタ イル は 非常 に スマ ー ト と な つて 来 た ば か りか 爽 交 字 
も ゃ また 板 に つい て 来 た 。 

時 代 風 潮 を 反映 する 商標 の 例 と し て は 、 昭 和 6, 7 年 の 不況 を 反 喘 し た も の と 
し て 、 自 転 車 の 商標 に 「 景 気 回 復号 」 ま た 、 菓子 に 「 元 気 を つけ ませ う 。 暗 気 
の よく な る まで は 」 等 の 商標 が 出 て いる 。 満 洲 国 の 建国 に 当 つ て は 、「 建 国 満 
洲 」「 新 国家 」「 東 亜 の 新星 」 の よう な 商標 が お お く 現 われ て お り 、 昭 和 7 年 の 
上 海事 変 で は 、 肉 弾 3 勇二 の 事件 が 広く 人 々 の 間 に 印 象 づ けら れ 、 す ば らし い 
軍国 美談 と し て 語り 伝え られ た 結果 、 ほ と ん ど 全 類 に わた つて 「 肉 弾 3 勇士 」 
の 交 字 また は 肖像 入り の 商標 が 出 て 来 た 。 こ の ほか 、 ノ モン ハン 事件 に ちな ん 
で 、「 竣 満 帝 ・= ミ スマン モー」「 国 境 三 千 里 」「 大 陸 浪 人 」 人 等 の 出願 が あつ た こと 
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と な ど は 、 当 時 の 荒 漢 と し た 大 陸 の 原野 に 繰 広 げ ら れ た 和 争 闘 を も 連想 させ る 。 
昭和 12 年 、 支 那 事 変 が 乏 発 する 頃 に な る と 世間 は 和 宣 国 調 を 顕著 に 示し て 来 て 、 
「 国 家 総動員 」「 大 政 細 准 」「 銃 後 の 護り 」「 大 和 威 」 等 の 出願 が つづ き 、 日 華 
事変 の 戦局 が ます ます 深入り の 形 塾 を つげ る に お よん で 、 国 内 で 流行 し た 軍歌 
的 歌謡 、 た と えば 「 出 征 兵 士 を 送る 歌 」「 愛 国 行進 曲 」「 赴 営 の 歌 」 人 等 か ら と ン 
ト を 得 た 商標 が 出願 され 、 ま た 国内 に お ける 消費 節約 傾向 を 反 喘 し て 「 貯 金 』 
「 崇 蓄 」「 国 民 服 を 着 、 国 民 帽 を か ぶつ た 男子 の 図形 」「 半 袖 モ ンズ 姿 の 婦人 像 」 
等 が 出 て 来 た 。 

中 華 民 国 の 風俗 か ら 「 支 那 服 美 人 像 」「 日 本 の 子供 と 中 国 の 子供 が お の お の 
国 旋 を 持ち 合 つ て いる 図形 の 下 に 、 日 支 親 善 と 番 い て ある 商標 」 人 等 が 出願 され 
た り 、 昭 和 15 年 は 、 皇 紀 2600 年 と いう こと か ら 国 粋 主義 的 思想 が 強調 され て 、 
「 入 統一 補 」「 御 東征 」「 天 拉 」「 大 和 撫 子 」「 企 祖 皇 宗 」「 皇 威 」「 大 東亜 共栄 
圏 」 等 の 出願 が つづ いた ほか 神道 の 唱 道 か ら 、「 か し わら 」「 い せ 」「 吉 田 」「 め 
いじ 」「 靖 国 」「 護 国 の 神 」「 百 社 参り 」 等 の 交 池 も 顕著 に 商 壌 面 を 岩 わ し た 。 

オォ オリン ピッ ク が ベル リン で 開か れる と 「 オ リン ピッ ク 」 の 出 が 見 られ る に 
いた り 、 日 本 航空 界 の 壮 挙 と も いう べき 神風 号 の 訪 欧 旅行 が 成功 する と 、「 神 
風 」 の 商標 が 出 し て 来 た 。 

統制 経済 が 強化 され 、 軍 事 経 済 が 侵 和 逃し て 来る に 至 つ て 、 商 品数 も 減少 の 一 
途 を 辿 つ た た め 、 商 標 の 出願 も また 衰微 の 傾向 を 示し て き は し た が 、「 国 防 女 
人 」「 重 宣 万 歳 」「 国 策 」「 軍 国 調 」「 一 億 一 心 」「 千 人 針 」「 軍 神 」「 軍 国選 女 」 
「 報 国 」 人 等 の さながら 戦時 気分 に 満ち 満ち た も の が 依然 と し て 流行 し た 。 

そし て 昭和 16 年 、 第 2 次 世界 大 戦 に 突入 する や 、 錯 に よ つ て 天象 され る 海軍 
も の 、 星 に よ つ て 象徴 され る 陸生 も の が 研 を 読 うに いた つた 。「 南 進 日 本 」「 昭 
南 万 歳 」「 旦 軍 大 勝利 」「 無 敵 陸軍 」「 荒 鷲 」「 連 戦 連勝 」「 葉 隠 精神 」「 一 億 総 け 
つ 起 」「 辛 栓 し ょ う 。 勝つ まで は 」 倫 の 次 字 は 当時 の 風潮 を 介 ぶ に 十分 で あろ 
5 

この 時 代 に お お S い て 「 隣 組 」「 回 覧 板 」「 防 空 演習 」 等 は また 、 日 常 生活 の 隅 々 
に まで 徹底 し た 戦時 体勢 を 思わ す も の で は あつ た 。 し か し な が ら そ の 中 に あつ 
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で 「 テ ベッ ク 」「 南 十 生 星 」「 杉 子 の 実 」 等 の 商標 が 出 て 来 た こ と は 、 険 剖 な 政 
治 、 軍 事情 勢 下 に お ける 庶民 の 持 情 性 を 示す も の で も あろ うか 。 昭和 20 年 に な 
る と 、 玖 戦 の 気配 浪 厚 と な り 、 商 標 出 願 は ほとん ど な く 、 そ の まま ら 68 月 の 政 戦 
を 迎え た の で あつ た 。 

( 昌 ) 後 期 

終戦 と と も に 、 和 軍国 主義 、 国 家主 義 的 風潮 に は 終止 符 が 打 た れ 、 一 連 の 民主 
釣 諸 改 革 が 断行 きれ て 、 日 本 は 、 平 和 国 家 と し て 新生 の 第 一 歩 を ふみ 出す こと 
と な つた 。 軍事 経済 の 要請 で 酷使 され 、 ま た 守 爆 に よ つ て 破壊 され た 日 本 経済 
機構 は 、 縮 小 再生 産 に 貴 吟 せ さ ざる を 得 ず 、 物 資 は 極度 に 不足 を 告げ た 。 し か し 
昭和 21 年 末 か ら 外 国 の 援助 と 、 国 民 の 不断 の 努力 が 功 を 導 し て 、 経 済 は 、 よ う 
や く 拡 大 再生 産 の 軌道 に 乗る に いた つた 。 商標 出 願 が 活気 を 取 戻し た の は この 
頃 か ら で あ つて 、「 民 主 」「 自 由 」「 平 和 」「 日 米 」 等 の 商標 が 現われ た 。 と く 


に 、 言 論 出版 の 自由 の 流れ に 乗 つ て 、 雑 誌 、 書籍 類 が 沙 し 、「 日 米 婦人 」「 日 
米 交 化 」 人 等 の 日 米 な る 交 字 を 和 冠 し た 商標 や 「 交 化 」「 民 主 評論 」「 民主 主 義 」「 氏 


主 生活 」「 自由 評論 」「 新 世代 」「 新 生活 」 等 を 表記 し た も の が ぞくぞく と 現 わ 
れ た と と は 、 と の 時 期 に お いて 特筆 すべ きも の で あつ た 。「 イ ン フ レイ ショ ン 」 
「2.1 せん べ い 」「 民 衆 」「 大 衆 」「 労 働 者 」「 青 年 」 等 の 商標 は 、 労 働 攻勢 の 激 
化 と 、 労 働 者 意識 の 向上 を 反 喘 する も の で あろ う 。 他 方 「 夫 婦 生 活 」「 猟 奇 
ラブ 」「 ア ィ ト リア 」「 了 肉体 新聞 」 人 等 の 出願 は 、 猟 奇 小説 の 流行 と 相 師 つて 、 戦 
後に お ける 性 の 解放 を 如 実 に 意味 し て いる 。 ま た 、 世 の 音楽 的 傾向 その ま ヽ に 
「 角 輸 」「 鐵 馬 」「 航 艇 」「 バ チン =」「 室 くじ 」「 福 引 」「 ス トリ ッ プ 」「 キ ャ ズ ベ 
レー」「SNACK BAR」 等 の 出願 が 現われ て 来 た 。 国 会 議員 、 知 事 、 府 県 会 議 
上 員 、 市 町 村長 、 は て は 教育 委員 に いた る 選挙 の 影響 か ら 、「 地 盤 、 看板 、 間 」 
「 公 僕 」「 選 挙 」「 当 選 御礼 」「 民 主 政治 は 良い 政治 、 〇 〇 〇 は よい お 菜子 」 人 等 の 
商標 が 出 て 来 た の は 面白 い 。 

昭和 27 年 に な る と 、 経 済 再建 の テン ボ も いよ いよ 堅実 な 発展 を 辿り 、 戦 前 の 
経済 規模 を 上 回 わる 部 門 も 現われ た 。 商品 は 、 豊富 に 店 頭 を 飾る よう に な り 、 
商標 に よる 商品 販売 戦 も 激化 の 一 途 で あつ た 。 
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丁度 その 頃 か ら 、 氏 間 放 送 が 開設 され て 電波 に よる 商品 宮 伝 と いう 新しい 広 
告 分 野 が 開か れ 、 中 空 に 浮 ぶ アド バル ー ン 、 夜 空 に 明 滅する ネオ ン ・ サ イン と 
相 侯 つて 、 商 品 宣伝 を 多彩 な も の と し た 。 放送 の スポ ッ ト ・ ア ナウ ンス に は 、 
商標 が うま く 利 用 され 、 た と えば 「 家 庭 の 健康 は ひ 〇 〇 で 、 坊や は 一 つ 、 マ マ 
三 つ 、 バ パパ ゃ 三 つ で 三 つ の 笑顔 」 だ と か 、「 に きび 正 め だ に は 〇 ⑦ 〇 を 、 レ じ わ E め 
に は 〇 〇 を 、 和 整 半 後 に は 〇 〇 を 」 と いつ た 具合 で も る 。 その 外 、「 三 つの 歌 は 
の ど 自 慢 、 〇 〇 〇 は 味 自 慢 」「 一 寸 一 杯 〇 〇 を 、 飲 ん で 健 座 、 家 庭 ぉ 議 福 」「 〇 
〇 〇 で すき 通る よう な 肌 を 作り まし ょ う 」「 近 代 美 人 は 脚線美 か ら 、 脚 の 線 の 
美しき を 保つ た め に は 、 〇 〇 の 〇 〇 を 御 愛用 下さ い 」 と いう よう な キャ ッ チ ・ 
フラ レー ズ が 流 肛 に ラヂオ か ら 流 れ て 、 商 品 宣伝 に 一 役 買 つて いる の で ある 。 商 
標 も 単に 視覚 上 何 か ア トラ クティ ブ な 要素 を 持つ だ け で な く 、 聴 く 者 に も 何 か 
印象 づけ る 要素 を 含ん だ も の を 、 良 い 商標 と し て 採用 する よう に な つた 。 ま た 
喘 画 、 演 劇 等 の 著名 な 題名 や 、 喘 画 、 演 劇 、 ス ポー ツ 等 の 著名 な 人 名 を その ま 
ヽ 採用 し た 商標 の 出願 も 激増 し て いる が 、 と くに 流行 品 の 性 質 の 強い 被服 類 、 
化粧 品類 に いち じ る じ W 語 2 用 有 引 且 コ ルン 中 パン 2 に 上 K ン 25 で 引 目 22 
ニヤ 」「 モ ガン ボ 」「 ヘ ッ プ バーン ・ ス タイ ル 」「 モ ンー」「 真 知 了 シ ョ ー ル 」 

「 数 寄 屋 橋 呼 」「 三 つの 歌 」「 松 答 ス ター 好み 着物 」「 力 道 山 」「 艇 下 選手 」「 大 
相撲 」「 プ ロレ ス 」 等 が と の 典型 的 な 例 で も る 。 ま た 、 反 面 「 放 射 能 」「 原 爆 」 
「 水 井 」「 せ キー ニー」「 ビ カド ン 」「 誘 導 弾 」「 レ ー ダ ー」 等 の 疾 ま じい も の る 見 受 
けら れる 。 

また 、 最 近 で は 「 テ レビ 」 が 普及 する ょ うに な り 、 喘 画 館 で は 「 広 告 ス ラ ィ 
ド 」 を 上 喘 す る よう に な つて 、 さ ら に 宣伝 方 法 が 開拓 され る に いた つた 。 缶 村 
は ます ます 洗練 され て 、 ス マー ト と な り 、 い ろ い ろ の 要請 に こたえ て 行く で あ 
ろう が 、 変 換 経済 が 維持 され 、 商 品 流通 が 存する 限り に お いて 、 商 司 は 、 独 自 
ら 6 機 能 を 果 し つ づけ て 行く で あぁ ろう 。 
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第 1 章 審判 事件 の 肉 府 


1I. 70 年 間 の 審判 事件 の 超 勢 

70 年 間 の 審判 事件 の 次 勢 は 、 第 1 図 に 示す 通り 遂 年 増加 を 示し 、 こ と に 、 わ 
が 国 の 経済 釣 発展 が 順調 に 進行 し た 昭和 11 年 度 ま で は 、 そ うし た 経済 の 発展 
が 、 直 接 に 工業 所 有 権 の 量 的 増加 を $ も る たら す と と も に 、 そ うし た 権利 に 係る 紛 
狂 が 、 権利 数 の 増加 と きわ め あて 対照 的 に 増加 し た の で ある 。 す な ね わ ち 、 第 1 次 
大戦 以後 、 わ が 国 の 経済 が 外国 市 場 の 獲得 を 背景 と し て 、 国 際 経 済 と の 接触 を 
獲 ち 得る と と も に 、 さ ら に 新 市 場 を 目指 す 国家 問 の 競争 格 に あつ て 、 技 術 産業 
部 門 の 異常 な 発展 は 、 出 願 の 激増 と 、 そ れ と きわ め て 対照 的 に 工業 所 有 権 数 の 
玉 加 を も た らし た 。 と の こと は 、 当 然 に そう し た 権利 に 関す る 紛争 を も 増加 せ 
し め た の で ある が 、 し か し 、 こ の よう な 権利 に 関す る 紛争 の 増加 は 、 当 然 に わ 
が 国 の 経済 的 発展 の 蹴 行 性 を 反映 し た も の と いえ る の で あつ た 。 すなわち 、 こ 
の 紛争 の 発生 は 、 

第 1 に 、 商 標 に 関す る 審判 事件 は 、 大 正 7 年 度 以降 の 第 1 次 大 戦 の 時 其 か ら 
激増 し その 事件 数 が 今日 まで の 最高 に 達し た の は 、 昭 和 2 年度 で ちり 、 と の 時 
期 を 境 と し て 事件 数 は 急速 に 激減 し た こと で ある 。 

第 2 に 、 特 許 、 実 用 新案 に 関す る 審 判事 件 は 、 商 標 と は 反対 に 、 第 1 次 大 戦 
後 より 潤 増 し は じ め 、 昭 和 年 代 に 入 つ て は 激増 の 一 途 を 辿り 、 昭 和 11 年 度 に お 
いて その ピー ク に 達し た と いう と と で ある 。 

この こと は 、 わ が 国 の 経済 的 発展 が 、 第 1 次 大 戦後 に お いて 、 自 由 航 争 を 共 
調 と する 時 期 を 終え て 、 と くに と の 時 期 に 環 来 し た 経済 恐 代 を 回 避 す る た め に 、 
外国 市 場 の 突 力 に よる 獲得 に 乗り 出し た と と 、 ま た と の た め に 、 国 内 に お いて 
は 消 旨 財 生産 を 重工 業 生 産 に 切換 えて 、 そ の 異常 な 発展 が 開始 され た と と に 基 
因 し て いる 。 

こと の よう な 技術 産業 部 門 の 展開 は 、 一 方 に お いて 発明 活動 の 積極 化 を も た ら 
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し 、 他 方 に お いて 出願 の 増大 、 ひ いて は 工業 所 有 権 数 の 増加 を 結果 し た 。 さ ら 
に 、 そ うし た 権利 数 の 増大 は 、 あ ら ゆ る 技術 産業 に わた つて 、 平 均 的 に 生じ た 
現象 で は な く 、 産 業 の 発展 の いち じ る し い 、 と くだ 国家 の 産業 政策 の 指向 され 
た 技術 産業 部 門 に お いて いち じ る し く 、 し た が つて 、 と の よう な 技術 産業 分 野 
で の 特許 権 や 、 実 用 新 委 権 に 関す る 紛争 は 必然 的 に 増加 し 、 と の と と が 密 判 事 
件 の 増大 を 生 ぜ し め た の で ある 。 

TI. 当事者 系 審判 事件 の 超 勢 

特許 権 の 効力 、 お よび 権利 の 焦 囲 を 争う 、 い わ ゆ る 当事者 系 審判 事件 は 、 前 
述 の と お り 、 権 利 数 の 増加 と きわ め て 対照 的 に 増加 し 、 ま た ある い は 低下 する 
傾向 を 示し て いる の で ある が 、 と く ほ に 当事者 系 審判 事件 に お ける 70 年 間 の 変遷 
を 特徴 づけ る も の と し て 明らか な と と は 、 

第 1 に 、 工 業 所 有 権 が 存在 し て いる 、 す べ て の いわ ゆる 技術 産業 の 領域 に お 
いて 、 判 事件 の 対象 と し て の 紛争 が 、 か な ら ず し も ゃ 均等 に は 発生 し て いな い 
の 22 思っ 

第 2 に 、 し た が つて 、 第 1 と 関連 し て 、 厳 密 な 意味 に お いて は 、 工 業 所 有 権 
数 の 増減 と いう も の は 、 直 接 に は 審判 事件 数 の 増減 と いう こと に 影響 を お よ ぼ ば 
し て いな いと いう と と 。 

第 3 に 、 寒 判 事件 の 対象 と し て の 、 工 業 所 有 権 に 関す る 紛争 は 、70 年 間 の 各 
時 期 に お いて も あら われ て いる よう に 、 産 業 発 達 の 過 得 に お いて も $、 特 異な 技 
術 産業 の 傾 域 に お いて 主として 発生 し て お り 、 し た が つて 、 審 判事 件 の 性 質 $ 
また こと の よう な 、 法 的 紛争 に お ける 一 般 的 性 質 に よ ょ つて 影響 づけ られ て 来 て い 
る と いう と と 、 等 の 諸点 を あげ 得る の で ある 。 

こう し た こと は 、 結 局 、 審 判事 件 と いう も の が 、 偶 発 的 に 行わ れる ゃ の で は 
な く て 、 比 判事 件 の 対象 と な つて いる 、 発 明 な り 、 考 染 な り と い うる の が 、 じ 
つ は いち じ る し くく 発達 し た 、 技 術 産 業 の 傾 域 か ら 生 じ た も ゃ の が 多く 、 そ の こと 
は 、 そ うし た 産業 分 野 に お いて は 、 相 互 に 共通 の 関心 が も る 技術 に 属し て いる 
問題 の も の で も ある た め に 、 そ の よ ょ うな 技術 に つい て 、 他 人 が 特許 を 得 た り 疹 
録 を うけ た りす る こと は 、 そ の 産業 分 野 に お ける 直接 の 利害 の 対立 を 生み 出す 
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の で ある 。 こ と に 、 こ うし た 技術 産業 内 部 に お ける 技術 の 発達 は 、 お お く は 共 
通 の 発明 の た め の 課 題 に 直面 し つつ 、 行 われ る の で ある か ら 、 特 許 、 應 録 の な 
され た 発明 な り 、 考 委 な り に つい て は 、 す で に 他人 に よ つ て 発明 され 考 案 さき 
れ 、 公 開 さ れ て いる 場合 が 比較 的 多く 、 し た が つて 、 こ うし た 理由 を 挙げ て 、 
特許 の 効力 を 争う な り 、 権 利 の 範囲 の 確認 を 求め る こと を 主眼 と する 審判 事件 
と いう も の は 、 こ うし た 技術 産業 の 分 野 に お いて 、 主 と し て 提起 され る の で あ 
つて 、 こ の こと は 70 年 間 の 審判 事件 数 の 増減 を 特徴 づけ て いる 和 社会 的 要因 で も 
あつ た の で ある 。 な お 技術 産業 の 発展 と 意匠 商標 に 関す る 紛争 の 増減 は 直接 の 
関係 を も つて いな いた め に これ を 省略 する 。 [第 2 剖 (3)、(3) 参照 ] 
III. 査定 系 審判 事件 の 超 勢 

出願 の 査定 に 対し て 不服 を 申立 て 、 抗 告 審 判 を 請求 する 事件 は 、 そ の 事件 数 
に お いて も ゃ も 、 出 願 総数 の 変動 を 強く 反映 し て お り 、 ま つた く 相 似 の 曲線 を 画 い 
て 、70 年 間 の 事件 数 の 増減 の 面 に お いて も また 結果 し て いる 。 と ころ で 出願 審 
査 の 事務 の 巧 折 に よ つ て いわ ゆる 査定 事件 数 の 増減 は 左右 され る 面 も あり 、 出 
願 数 と 邊 定数 と は 一 応 無 関係 で ちり な が ら 、 結 果 的 に は 有機 的 関連 の ある ご と 
く 、 出 願 件 数 の 増減 と 、 査 定数 の 増減 が な ほ ゞ 均等 で も る よう に 、 査 定 に 対す る 
抗告 審判 事件 数 の 増減 も 、 ま た 、 出 願 事 件 数 の 増減 と 相対 的 な 関係 に お いて 変 
動 し て いる 。 し か し この こと と は 、 技 術 系 統 の 抗告 審判 事件 に つい て の 特徴 で あ 
る か ら 、 と の 現象 に つい て は 、 その 発明 な り 、 考案 な り の 技術 性 の 程度 を 考 
慮 し て 、 そ うし た 比較 を な すこ と が 必要 で ある と 思わ れる 。 抗告 蜜 間 請 求 を 行 
つて 、 特 許 、 藻 録 を 求め る の は 、 出願 人 が 、 自己 の 発明 、 考 染 に 投下 し た 資 
本 、 労 力 の 程度 、 す な わ ち 、 ひ いて は その と と が 発明 、 考 染 の 技術 的 性 質 の 程 
度 を も 相対 的 に 決定 する の で ある か ら 、 そ うし た いつ さい を 考慮 し て 、 拒 絶 理 
由 と な つた 引 例 と し て の 技術 水準 に 対す る 、 自 己 の 発明 、 考 案 の 優越 を 主張 
し 、 抗 告 審判 を 提起 する と と と な る の で あり 、 結 局 抗告 審判 事件 数 の 変動 は 、 
70 年 の 各 時 期 に お ける 産業 の 発達 、 技 術 水 準 の 程度 等 に よ つ て 、 お お く は 規制 
され る も の で あつ て 、 出 願 事件 数 と の 増減 の 相似 性 は 、 か な ら ず し も 特定 の 有 
機 角 関連 ちる と と の 結果 で は な いも の と も 解せ られ る 。 
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T. 当事者 系 事件 の 変遷 

(1) 特許 に 関す る 事件 

特許 権 の 効力 、 特 許 権 の 範囲 の 確認 を 求め る 審判 事件 は 、 明 治 32 年 度 の 26 件 
を 起点 と し て 送 年 増加 し 、 明 治 42 年 に 105 件 に 達し て 、 と の 時 期 に お ける ピー 
ク を な し た (第 2 図 参照 )。 

し か し 、 そ の 後 第 1 次 大 戦 末 期 に 至る まで 潤 減 し た が 、 や が て 大 正 14 年 度 の 
113 件 を 契機 と し て 尊 増し は じ め 、70 年 間 の 最高 を 画す る 175 件 の 年 間 係 属 が 昭 
和 11 年 に 実現 し た 。 

こう し た 事件 数 の 増加 は 、 第 1 次 大 戦後 より 開始 され た わが 国 経 済 に お ける 
異常 な 発展 と 、 と くに 重工 業 を 中 心 と する 技術 産業 の 発展 が 、 技 術 産業 部 門 に 
お ける 発明 活動 の 促進 と 相 侯 つて 、 発 明 の 独占 に 対す る 異常 な 利害 の 対立 を 生 
じ 、 守 判 事件 の 異常 な 増加 と な つて あら われ た の で ある 。 

し か る に 、 昭 和 12 年 以降 わが 国 の 経済 が 、 戦 時 体制 た 移行 する に お よん で 、 
一 方 に お ける 技術 産業 の 極度 の 再編 成 と 、 他 方 に お ける 兵 問 産業 へ の 変質 的 な 
技術 活動 は 、 特 許 発明 に 対す る 関心 の 低下 と 、 特 許 権 そ れ 自体 に 関す る 権利 保 
護 の 利益 の 直接 、 間 接 の 症 邊 に より 、 権 利 の 存在 は 有名 無実 と な る に 及 ん で 、 
こう し た 特許 発明 に 関す る 紛争 の 激減 を 結果 し 、 こ ヽ に 審判 事件 の 急速 な 低減 
を も た らし た の で ある 。 こ と に 、 特 許 発明 それ 自体 も る 、 そ の 権利 主体 が 陸 海 軍 
大 区 と な り 、 巨 大 な 兵器 産業 と な る に 及 ん で は 、 法 的 粉 争 を 提起 する こと 自体 
が 無 意 味 と な る に 至 つた の で ある 。 昭和 20 年 は 、 か ヽ る 意味 で 70 年 間 に お ける 
最小 の 事件 数 11 件 を 記録 し た に と ゞ ざめ 、 そ の 事件 の 内 容 も 、 国 家 的 技術 産業 に 
関す る も る の で は な く 、 個 人 的 感情 の 対立 な り 、 特 殊 な 外国 人 発明 に 関す る 事件 
の 内 容 の も の に 局 限 され た の で ある 。 

し か し 、 戦争 が 終了 する や 、 占 傾 政 策 を 基調 と し て 社会 的 な 諸事 情 は 変化 
し 、 戦時 企業 が 全国 的 に 解体 、 分 散 し た 結果 、 技術 の 地方 的 な 発達 を る た ら 
し 、 こ と に だ 消 坦 財 生 産 部 門 に お ける 発明 の 増加 と 、 特 許 を めぐ る そう し た 企業 
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間 の 利害 の 対立 は 洗 次 増加 する に お よび 、 こ ヽ に 昭和 25 年 度 28 件 より 昭和 29 年 
度 の 107 件 と 、 異 常 な 増加 を 示し た の で ある 。 

当事者 系 審判 事件 の 審決 に 対す る 拓 告 審判 の 提起 は 、 主 と し て その 粉 争 の 対 
象 で ある 特許 発明 の 性 質 に よ つ て 影響 を 受け 、 た と えば 弁理 士 の 功 力 が 請求 に 
あぁ たつ で て 強く 作 用 し て いる 場合 で も つて すら 、 そ うし た 請求 を な す 必 要 は 、 特 
許 発明 の 性 質 に も と づい て 決定 され て いる と いう 特徴 が 存 し た の で ある 。 と こと ょ ゝ 
に 特許 発明 の 性 質 と は つぎ の よう な 2 つの 事情 を 有する も の で ある 。 それは 、 

第 1 に 、 そ の 特許 発明 の 水 準 が 、 既 存 の 技術 水 進 に 対す る 関係 で は 、 非 常に 
高い も ゃ の で ある に も か か わら ず 、 そ うし た 技術 水 進 の 把握 の 相違 に よ つ て 、 そ を 
の 点 が 無視 され る と と に より 審決 が な され て いる 場合 。 

第 2 に 、 そ の 特許 発明 が すでに 実施 化 さ れ て 、 重 要 な 企業 借 成 の 部 分 を な す 
に 至 つ て いる 場合 。 ち る い は 、 と この 特許 発明 に 対し て 争 つ て いる ( ィ ) 号 図面 に 関 
する 来 特許 発明 が 実施 され て いる 場合 で も る が 、 こ れ ら の 場合 に は 、 当 事 者 の 
審判 事件 に 対す る 熱意 は 強烈 で も や り 、 た と え ぇ 無効 事由 が 歴然 と し て いて も 抗告 
審判 を も つて 和 名 い 、 訴 訟 を も つて すら 事件 の 完結 を 須 延 せしめ よう と する に だ 至 
つて いる 。 御木本 真珠 養殖 法 に 関す る 事件 、 味 の 素 は グル シタ ミュ ミン 酸 の 用 途 の 発 
見 に すぎ な いと する 審判 事件 、 最近 で は 、 浴 鉱 炉 の 止 栓 に 関す る 特許 発明 に 関 
する 審判 事件 の 如く 、 多 数 の 抗告 審判 事件 は 、 如 実に か ヽ る 事実 が 抗告 守 判 事 
件 の 要因 と な る と と を 物語 つて いる 、 と いう こと が で きよ う 。 

(2) 実用 新案 に 関す る 事件 

登録 実用 新 委 の 効 を 争い 、 あ る い は 権利 の 範囲 の 確認 を 求め る 審判 請求 
は 、 ほ と ん ど と 特許 権 に 関す る 審判 事件 の 推移 と 同一 の 曲線 を 画 い て 増減 し 、 特 
許 権 に 関す る と 同様 に 、 昭 和 11 年 度 事件 数 368 件 で 、70 年 間 の ビー ク を 記録 し 
た (第 2 図 参照 )。 し か し 、 実用 新案 の 次 録 件 数 が 非常 に 其 大 で も つて 、 権 利 
数 と 比較 し た 場合 、 ほ と ん と 問題 に な ら な い 程 の 小数 し か 存在 し な い 事 実は 、 
と と さら に 、 実 用 新案 に 関す る 法 的 紛争 は 、 権 利 総数 と な ん ら の 因 昌 関係 を も 
た ず 、 他 の 要因 に ょ つて 発生 し て いる も の と 推定 する と と を 可能 な らし め る 。 

こと に 、 特 許 発明 が 、 主 と し て 生産 財 に つい て 存する に 対し 、 実 用 新 委 は 消 
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朋 財 に つい て 存する 特徴 を 有する 関係 上 、 当 該 括 用 新案 に 対す る 利害 の 演 立 
は 、 そ うし た 実用 新案 の 内 容 に よ つ て 特色 づけ られ 得る 産業 部 門 に お いて 激 し 
く 、 こと に 、 その 考 筆 が 簡易 で も る の で 、 中小 企 業 に お いて な され る 度合 が 
多く 、 そ うし た 関係 か ら 、 出 願 す る こと な くし て その 考 委 を 実施 し 、 公 開 す る 
可能 性 も 一 般 に 存在 する も の で ある か ら 、 わ が 国 の 如く 欧 顕 主義 法制 を 採用 す 
る と ころ で は 、 そ うし た 既存 の 事実 と 一 応 無関係 に 、 同 一 内 容 の も の が 人 疹 録 さ 
れ 得 る 可能 性 を 持つ 。 か く て 、 と の よう な 事情 を 背 胡 と する 紛争 の 発生 は 不可 


業 組 合 や 、 中 小 企業 が 数 十 人 結集 し て 当事者 の 一 方 を な す 場 合 が 多い こと 。 
第 2 に 、 箸 判 の 対象 で ある 実用 新案 が 、 主 と し て 消費 財 で あり 、 大 和楽 的 必需 
癌 に 関す る 場合 が 多い こと 、 と いう 理由 に も と づく も の と いえ る の で ある 。 た 
と えば 、 玩 具 、 化 醒 品 容器 、 工 具 、 家 具 人 等 に つい て の 比 判 は 、 明 治 氏 年 か ら 5 
ケ 年 間 に も つと も 多く 提起 され た の に 対し 、 昭 和 12 年 より 5 ヶ年 間 の 緒 判 に お 
いて も 、 同様 の 考案 に 関す る 紛争 が 発生 し て いる し 、 た ヾ ゞ 、 これ に 加え で 、 
自転 車 、 車 帽 、 写 真 機 、 典 緒 等 に 関す る 事件 が 増加 し た に すぎ ず 、 昭 和 25 年 度 
より 5 ヶ年 間 に は 、 買 物 侵 、 写 真 器 シャ ッ タ ー、 注 身 針 、 展 物 、 雑 工具 、 住 宅 
用 緒 材 、 製 造機 用 部 品類 が 増加 し た の に すぎ な い の で ある 。 
これ ら の 諸事 情 は 、 実 用 新案 に 関す る 審判 事件 を 特徴 づけ る 一 般 的 事由 で あ も 
り 、 き さら た 共 本 的 理由 を 求め た 場合 、 実 用 新案 制度 が わが 国 の 如き 中 小 企業 、 
手工 業 の 存在 を 背景 に 採用 され た 制度 で も つて 、 そ うし た 制度 の 背景 と し て の 
産業 分 野 は 、 消 残 財 生 産 を 担当 し つ ヽ 、 今 日 に お いて も 変り が な く 、 し た が つ 
て 、 新 規 な 型 の 考案 に よ つ て 実用 新案 の 卒 録 を 得 て 独 占 的 地位 に つこ うと する 
企業 に 、 対 立 し た 利害 を も つ 同 業 関係 者 と の 間 に 、 法 的 紛争 が 窟 起 する 可能 性 
が 強く 、 こ れ が 端的 に 審判 事件 と な つて も ら わ れる の で ふ ある 。 実 用 新案 に 関す 
る 事件 の 性 質 が 、 右 の 如き 事情 より 生じ て いる た め に 、 そ の 当然 の 結果 と し 
て 事件 進行 中 に お いて 和解 が 成立 し 、 事 件 を 取下げ て いつ さい の 法 的 粉 争 を 完 
結 せ し め る 場合 が 非常 に 多い こと も 特徴 的 な こと で も る と いえ る の で ある 。 
399 


常 6 短 審 判 


し か し 、 審 決 に 対す る 不服 と し て 抗告 審判 の 提起 され る 場合 は 、 特 許 発明 に 
お ける 場合 より ゃ 当事者 の 熱意 は 一 般 に 強烈 で も る 。 と くに 、 あ る 実用 新案 の 
実施 の ふみ を 唯一 に 企業 を 営ん で いる 場合 の 如き は 、 審判 に お ける 結果 に よ つ 
て 、 そ の 経営 全体 に 影響 を 受け る 場合 が 多大 で も ある 。 し た が つて 、 事 件 の 完結 
を 乱 延 せしめ て お いて 、 そ の 間 に あ ぁ あ た らし い 考 和 染 を する な り 、 経 営 転 換 を 図 つ 
て 、 係 争 中 の 実用 新 染 の 実施 の みみ を 中 心 と し て いた 企業 に 対す る 、 密 判事 件 の 
結果 より 受け る 危険 を 回 避 し よう と する 。 お お く の 場 合 、 抗 告 審 判 請 求 後 、 永 
年 の 問 放置 され た 事件 に あつ て は 取 下 が 多い か 、 当 事 者 の 積極 的 関与 の 度合 は 
薄れ 、 た ゞ 、 民 事 、 刑 事 の 訴 誤 事 件 が 先決 関係 と な つて いる 場合 に の みみ 、 容 
の 結果 に 対す る 話 訟 の 提起 が あり 得る に 過ぎ な いと いえ る の で ある 。 

(3) 意匠 に 関す る 事件 

意匠 制度 は 、 も と も と 外国 市 場 に 対し 国内 商品 を 輸出 し 、 新 市 場 を 開拓 する 
場合 に 、 そ の 商品 に 特異 性 を も た らし め て 、 外 国 市 場 に お ける 消 胞 者 の 獲得 を 
目指 し て 採用 され た 制度 で も る た め に 、 外 国 市 場 に お ける 名 争 が 激 し く な いと 
き は 、 意 区 准 録 件 数 は 増加 する けれ ども 、 意 匠 に 関す る 紛争 は 審判 事件 の 対象 
と な つて あら われ て 来 な い 。 第 1 次 大 戦 の 前 後に か け て 、 わ が 国 の 外国 市 場 開 
拓 を 目指 す 活 動 は いち じ る し か つた が 、 意 匠 の 効力 に 関す る 事件 や 、 そ の 権利 
の 範 囲 の 確定 を 求め る 事件 は きわ め て 少く 、 と くに 意匠 制度 が 完成 し て か ら 永 
年 の 時 期 は 、 外 国 市 場 へ の 進出 の 反面 に お いて 、 和 審判 事件 は 非常 に 少 か つた 。 

し か る に 、 昭 和 2 年 以降 、 外 国 市 場 の 狭 陰 化 に 伴う 競争 の 激化 は 、 当 然 に 意 
匠 保護 の 面 に も あら われ 、 そ の 権利 の 効力 を 争う か 、 も し く は 権利 の 分 囲 を 島 
う 紛 争 の 増加 等 か ら 、 審判 事件 は 洒 増 し 、 第 2 図 に 示す 通り 、 昭和 10 年 に お 
いて 事件 数 は ピー ク に 達し た 。 や が て 汰 時 経 洲 の 進行 は 、 他 の 工業 所 有 権 と 関 
する と まつ た く 同 一 の 理由 で 、 事 件 数 は 激減 し た が 、 戦 後 、 市 場 に お ける 意匠 
の 機能 は 急速 に 復活 し 、 他 面 、 審 判事 件 も 著 増す る に 至 つ た 。 し か し 、 戦 後に 
お ける 意匠 の 役割 は 、 ど ビー ズ 製 軸 や 、 玩 具 の 如く 、 外 国 市 場 を 対象 と し て その 
市 場 で 消 元 者 の 寅 要 を 獲得 する 為 に 存する より も ゃ も 、 各 種 包 装 紙 、 容 問 等 を 中 心 
と する 、 国 内 市 場 に お ける 消 者 財 の 販売 に お いて 、 そ の 商品 の 特異 性 を 示す た 

400 


第 2 章 審 判事 件 の 変 師 


め に だ 使 用 され る よう 、 市 場 に お ける 機能 を 変え た た た め 、 一 方 に お いて は 意匠 の 
商標 化 と いう 新た な 現象 を 生み 出す に 至 つ た の で ある 。 し か し 、 昭 和 10 年 度 を 
中 心 に する 時 期 に お いて は 、 音 匠 に 関す る 事件 が 、 主 と し て 自動 車 の タイ ヤ の 
意匠 の 如く 、 非 常に 企業 自体 に と つて も 経営 全体 に 関係 の ある よう な 物品 に 使 
用 され た も の に つい て 多く 存在 し た が 、 戦 後に お ける 事件 の 特質 は 、 あ ぐま で 
玩具 、 容 装 、 喫 灯具 人 等 の 物品 に つい て の 意匠 が 主 で ちあ つて 、 そ の た め に 意匠 事 
件 が 拓 告 零 判 で 争わ れる 度合 は いち じ る し く 少 く 、 放 誤 事 件 と し て は 皆無 で あ 
る 、 と いう 現象 を 生み 出し て いる の で ある 。 

(4) 商標 に 関す る 事件 

商標 権 の 効力 、 権 利 の 範囲 を 名 う 審 判事 件 は 、 第 1 次 大 戦後 の 大 正 10 年 に 急 
激 な 増加 を 見 せ は じ め 、 昭和 20 年 に ビー ク に 達する や 、 潤 次 事件 数 は 減少 し 
た (第 2 図 参 照 )。 この こと は 、 第 1 次 大 戦 の 直後 まで に 、 自由 競争 を 共 調 と 
する 商品 取引 が 一 応 矛盾 な く 進行 し て 来 た の に 対し 、 戦 後 の 恐 陀 を 契機 と し 
て 、 そ うし た 取引 者 の 間 に 激烈 な 競争 状態 が 生じ し 、 こ と に 、 他 人 の 著名 商標 や 
信用 を 利用 する 傾向 が 潤 増 し た 。 化 粧品 に つい て の カテ オラ ー ド 事件 や 、 ニ スタ 
ンダ ー ド ・ ヴ ヴァ キ ユ ー ム ・ オ イル シュ ムズ バニー の 商標 ペガサス に 関す る 事件 、 カ 
ルビ ニス 、 仁 丹 、 味 の 素 等 の 著名 商標 に 対し 、 ベ ガサ ス に せ は 羽 馬 の 商標 、 カ ルビ 
ス に は カビ の 商標 、 仁 凡 に は 明治 時 代 の 高官 の 商標 や 、 仁 誰 凡 の 商標 、 味 の 
素 に は 味 粉 の 商標 等 々 が 謙 争 の 対象 と な つた 。 と この よう な 類似 商 栖 を めぐ る 紛 
争 は 、 直 接 に 審判 事件 の 増加 を 結果 し た の で ある 。 

この 時 期 は 、 こ の よう な 事件 数 の 増加 に 対し 、 商 標 法 自体 る きわ め て 激しい 
動 挿 に 直面 し た 時 期 で も つた 。 商標 法 は 大 正 10 年 改正 に よ つ て 次 録 主義 法制 と 
し て の 名 実 を 完成 し 、 商 標 の 類似 節 囲 の 如き も 、 商 標 の 技術 的 範男 に すぎ な い 
と いう 解釈 に よ つ て 統一 され た 。 し か る に 、 前 述 の と お り 著 名 商標 の 一 部 を 転 
用 する 商標 の 出現 は 取引 上 に 多く の 混乱 を 花き 起 し つ ヽ も 、 漁 判 の 提起 に よ ょ つ 
て は 解決 し 得る る の で は な か つた 。 何 改 な ら ば 、 類 人 範 囲 を 技術 的 範囲 と 解す 
る 商標 法 の 下 で は 、 前 記 の 如き 商標 の 使用 も 放任 の 分 野 と 解 さ れ た か ら で あ 
る 。 し か し 、 こ の よう な 商標 法 の 解釈 を 共 本 前 に 動揺 せき し ゃ た の は 、 昭 和 2 年 
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を 期 と し て 成立 し た 、 多 数 の 大 審 院 の 判決 例 で も り 、 大 審 院 は 前 記 の 如き 事情 
を 前 提 と し て 、 商 標 の 類似 分 画 を ある 場合 に は 狭義 に 、 純 技術 的 に 解 局 すべ き 
$ ゃ の と し な が ら 、 そ の 反面 、 商 標 の 取引 に お ける 庄 種 の 実情 に 従う べき で ある 
と な し 、 取 引 上 混 同 し 易い ゃ の は 類似 分 囲 の 商標 で も や る と な す 趣 旨 の 判決 を 、 
つぎ つぎ と な す に 及 ん で 、 こ と の こと と は 、 直 接 に 特許 庁 に お ける 審判 、 抗 告 密 判 
の 審理 を 拘束 し は じ め た の で ある 。 商標 の 類似 を めぐ る 判例 、 緒 決 例 、 査 定例 
の 異常 な 混乱 は 、 お お く 昭 和 8,9 年 を 時 区 と し て 、 な が く 今 日 まで 類 を 及ぼ す 
に 至 つた 。 す な わ ち 、 昭 和 年 代 の 商標 権 上 の 法 的 紛争 は 、 和 社会 的 に は 藤 争 の 激 
化 を 育 景 と し つ ヽ 、 大正 10 年 改正 商標 法 の 直接 の 動揺 を 、 前 記 の 如く 大 箸 院 の 
判決 に よ つ て 、 原 因 づ けら れ な が ら 、 こ と ヽ に 2 様 の 解釈 を 社会 的 に 可能 な らし 
め る 事態 を 生じ 、 こ と これ が 直接 に 鶴 判 事件 の 増加 に も 少 か ら ざ る 逐 導 を もたらし 
た 。 し か し この よ ょ うな 状態 も 戦時 体制 の 進行 に よ つ て 消滅 せしめ られ 、 消 旨 財 
生産 の 圧縮 に より 、 商 標 の 機能 が 事 守 上 失わ れる に 至 つた 。 

し か し 、 戦 後 、 と と に 昭和 25 年 度 を 期 と し て 、 商 標 権 の 効力 を 多 う 事件 は 異 
常に 増加 し た 。 戦 後に お ける 審判 の 1 つの 特徴 は 、 戦 争 直後 に な され た 過誤 交 
録 の 修正 と し て の 役割 を 持つ 審判 事件 で あり 、 商 標 法 第 2 条 第 1 項 第 9 号 違反 
を 理由 と する 事件 は 、 年 度 請求 件 数 の 72% を 占め た 時 期 を 経て 、 現 在 で は 商標 
に 関す る 基 本 的 問題 で も る 、 著 明 商 標 の 構成 中 の 部 分 を 転用 し て な る 商標 を 、 
名 何 に 取扱 うか と いう 理論 的 問題 を 含む 事件 が 多く な りつ つ あ る こと は 、1 つ 
の 特徴 と し て あげ 得る も る の と い ヽ 得 よ う 。 で ある か ら 、 話 事 件 と し て 東京 高 
等 裁判 所 に 係属 する 事件 の 多数 が 、 た と えば 、 信 国 に 対す る 藤 四郎 延 国 の 類 耕 
が 、 清 正 に 対す る 本 陣 清 正 の 類 谷 が 、 西 勧 に 対す る 邊 込 西 交 が 、 富 士 に 対す る 
矢 富 士 が 、 そ れ ぞ れ 取 引 上 混 同 さ れる お それ が ある か な いか を 論点 と し て 争わ 
れ た も の で あつ て 、 審 判 、 抗 告 審判 、 訴 訟 の 全 事件 を 通じ て 商標 法 の 解釈 が 多 
様 で あり 得る と と に より 、 一 そう その 解釈 を 停滞 せしめ る こと と な つた 。 

この よう な 審判 事件 を 提起 せしめ て いる 要因 は 、 い うま で も な く 、 戦 後に お 
ける 取引 市 場 の 一 般 的 変化 で あ もり 、 そ の こと が 、 国 内 に お ける 商品 市 場 の 狭 附 
化 を 結果 し て いる た め 、 競 楽 者 間 の 利害 の 対立 は 異常 に 激化 し 、 こ ヽ に 商標 
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の 盗用 な り 転 用 を 生 ぜ し め 、 こ の 関係 を 規制 する 商標 法 自体 が 、 現 実 と の 諸 巴 
盾 と 判決 例 と の 対立 を 内 包 す る た め に 、 そ の 事件 の 要因 は 一 そう 複雑 で あり 、 
多岐 と な る に 至 つ た の で ある 。 
TI 査定 系 事件 の 変遷 

(1) 一 般 的 変遷 

査定 系 の 抗告 審判 は 、 全 体 と し て 非常 に 緩 浸 で は ある が 激増 の 一 途 を 辿り 、 
た と えば 、 大 正 4 年 度 119 件 より 、 昭 和 4 年 度 942 件 、 昭 和 14 年 度 2,288 件 と 遂 
年 増加 し 、 戦 争 状態 が 激烈 を きわ め た 昭和 19 年 度 に お いて すら 、2,031 件 を 記 
録 し た 。 こ れ は 、 一 方 に お いて 、 産 業 の 発達 に 対応 する 発明 活動 の 、 指 向 分 野 
の 拡大 に よる 出願 件 数 の 増加 に 大 体 に お いて 影響 を 受け る と と も に 、 他 方 に お 
いて 発明 活動 に 携わる 分 野 に お ける 発明 の 量 的 な 限界 を も 意味 する $ る の で も あ 
り 、 そ うし た 限界 の 中 で 、 と くに 技術 性 の 高い 発明 考案 が あり 得る し 、 こ れ ら 
に 対す る 拒絶 査定 不服 告 審 判 は 、 し た が つて 偶発 的 に な され る も の で は な 
い 。 た と えば 、 外 国人 に よる 出願 の 拒絶 査定 に 対す る 抗告 徐 判 事件 数 が 非常 に 
多い こと な ど は 、 そ の 発明 、 考 案 の 性 質 に 対す る 発明 者 、 考 案 者 自身 に よる 客 
観 的 評価 に も と づい て 、 提 起き れる も の で ある こと に 敏 し て も 明らか で ある 。 
技術 産業 の 分 野 に お ける 発明 活動 は 、 そ の 部 門 に お ける 経済 的 発展 に 伴い 増大 
し 、 し た が つて 出 太 件 数 は 増加 する が 、 そ れ は 無限 で は な く 、 そ の よ ょ うな 活動 
に た ず さ わ る 傾 域 で の 諸 条 件 に より 、 量 的 に 限界 が 生じ る 。 こ の 発明 活動 の 量 
的 範囲 内 に お いて 、 さ ら に と くに 技術 性 の 高い 発明 が 、 全 体 の 発明 表 と 相対 的 
に 増加 する の で ある か ら 、 そ うし た 発明 が 将 許 され な いと き は 、 か な ら ず 抗告 
審判 を 請求 する も こと と な る 。 抗告 宗 判 の 増加 は 、 こ の よう な 事件 の 増大 に よ つ 
て 非常 に 大 きく 影響 を 受け る こと は 明らか で あり 、 こ の 際 、 出 願 に 対す る 守 査 
官 の 技術 的 判断 の 巧 押 や 、 そ の 他 の 偶発 的 要因 も また 副 次 的 た 作用 し て 、 全 体 
と し て 抗告 守 判 事件 の 河 増 を や も た らし た の で ある 。 

(2) 商標 に 関す る 事件 の 特質 

商標 の 疹 録 出 願 に 対す る 、 拒 総論 定 不服 抗告 守 判 事件 は 、 発明 、 考 案 の 傾 域 
に お ける も の と 、 や ヽ ゝ 請求 の 要因 を 異 に する 。 わ が 国 の 商標 法 は 、 い わ ゆ る 登 
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録 主 義 法制 で も ちる か ら 、 商 標 の 現実 の 使用 を 伴わ ず 、 ま た 現実 に 使用 する と 否 
と を 問わ ず 傘 録 を 認め や る 。 そ の た め に 、 そ うし た 現実 の 営業 を し て いな い 者 が 
な し た 出 珠 に 対し て 拒絶 査定 が も つた 場合 は 、 ほ と ん ど 抗 告 宗 判 に よ つ て その 
当否 を 争う こと は 少く 、 現 実に 使用 し て いる か 、 使 用 し て いる 商 司 の 保護 の た 
め に 為 さ れ た 商標 誰 録 出願 に 対す る 拒絶 査定 に 対し て は 、 非 常に 多く の 抗告 審 
判 が 請求 きれ る 。 こ れ ら の 事実 は 、 抗 告 審 判 制度 が 採用 きれ て 以来 の 重要 な 特 
微 で も や り 、 し た が つて 、 か ょ る 事件 に お いて は 、 当 事 者 は 自己 の 商標 の 使用 事 
情 を 証拠 と し て 提出 し 、 取 引 上 、 引 例 の 商標 と 混同 を 生じ な い 旨 の 主張 を する 
と と が 一 般 的 経過 と も る な る 。 こ うし た 取引 事情 を 参 配 し て 商標 の 應 録 を 決定 す 
べき か 否 か に つい て は 、 当 事 者 系 事件 に お いて 、 商 標 の 類似 範囲 の 決定 に つい 
て 争う の と 同様 に 、 現 行商 標 法 に 存する 碁 本 的 問題 と し て 、 事 件 の 中 に 種々 の 
疑問 を 生じ つ ょ 、 大 審 院 の な し た 多数 の 判決 を 背景 と し て 、 抗 告 審 判事 件 に 対 
する 判断 も いろ いろ な 上 様 で 成立 し て 来 た 。 交 録 商標 と 判決 例 の 間 の 多様 な 諾 
問題 は 、 現状 に お ける も つと も 深い 、 か つ 激 し い 制 度 上 の 矛盾 の あら われ で も 
ある の で ある 。 
審 判 請求 件 数 の 増減 


種 別 
SS | 特許 | 実用 新案 | 意 区 | 商 人 醒 計 
年 度 た で う 
明治 82 年 1899 26 26 52 ・ 
明治 833 年 1900 33 1 40 74 
明治 34 年 1901 49 3 41 93 
明治 35 年 1902 51 3 40 94 
明治 86 年 1903 71 2 57 180 
明治 87 年 1904 42 2 37 81 
明治 38 年 1905 43 11 3 50 107 
明治 39 年 1906 52 54 2 40 148 
明治 40 年 1907 | 70 73 5 60 208 
明治 41 年 1908 81 95 3 76 255 
明治 42 年 1909 105 123 1 92 321 
明治 43 年 1910 」 51 | 95 10 68 224 
明治 44 年 1911 46 84 14 64 208 
大 正 元 年 1912 71 91 7 90 259 
大 正 2 年 1913 54 83 14 66 217 
大 正 3 年 1914 65 67 14 80 226 
大 正 4 年 1915 66 62 11 55 194 
大 正 5 年 1916 88 63 10 72 233 
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0 種 別 
ーー 特許 | 実用 新案 | 意 匠 | 商標 | 月 
年 度 ーー 
- 大 正 6 年 1917 67 73 13 66 | 219 
『 大 正 7 年 1918 | 64 61 | | 11 | 69 | 205 
| 大 正 8 年 1919 64 71 二 開 | 7 人 65 207 
大 正 9 年 1920 32 53 | 人 68 | 157 
大 正 10 年 1921 46 66 | 10 113 | 235 
| 大 正 11 年 1922 | 52 60 6 81 | 199 
大 正 12 年 1923 | 54 59 | 3 74 190 
大 正 13 年 1924 | 52 114 1 86 253 
大 正 14 年 1925 113 135| | 4 134 386 
昭和 元 年 1926 103 122 20 167 412 
昭和 2 年 1927 143 163 26 198 530 
昭和 3 年 1928 | 113 188 | 24 136 461 
昭和 4 年 1929 | 120 247 | 25 99 491 
昭和 5 年 1930 143 249 25 137 554 
昭和 6 年 1931 | 130 268 | 501 請 還 語 還 多 139 王 較 ] 還 雪 587 
昭和 7 年 1932 | 125 234 33 140 532 
昭和 8 年 1933 | 176 256 22 110 564 
昭和 9 年 1934 | 162 303 41 127 | 633 
昭和 10 年 1935 174 268 59 150 | | 651 
阿 和 11 年 1936 175 368 50 135 728 
昭和 12 年 1937 171 274 Z0 請 150 635 
昭和 13 年 1938 143 221 5 」 119 516 
昭和 14 年 1939 139 215 38 | 126 518 
昭和 15 年 1940 | 105 200 29 | 110 444 
昭和 16 年 1941 | 107 177 8 70 362 
昭和 17 年 1942 72 152 請 請 62 293 
昭和 18 年 1943 61 105 | 40 211 
昭和 19 年 1944 40 56 12 111 


7 
5 
3 ] 
昭和 20 年 1945 11 14 9 2 27 
昭和 21 年 1946 2 文 | 12 0 
昭和 22 年 1947 21 23 | 1 
昭和 2 年 1948 26 | 36 13 
骨 和 24 年 1949 27 26 25 48 126 
昭和 25 年 1950 28 | 
昭和 26 年 1951 53 | 90 28 | 195 
昭和 27 年 1952 72 | 

| 


色 


昭和 28 年 1953 | 90 


昭和 29 年 _1954 122 
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第 1 章 公報 類 発行 状況 の 変遷 


1. 公報 類 発行 の 沿革 
特許 関係 公報 類 の 発行 は 、 出 願 公告 制度 に より 、 出 願 番 類 の 守 答 と 一 体 化し 
て 、 現行 工業 所 有 権 制 度 の 重要 な 一 環 を な し て いる 。 し か も 特許 等 の 出願 内 容 
は 、 分 告 前 は 秘 交 性 を 保つ て 置か ね ば は ならない 。 これ が た め 、 特 許 庁 に は 直営 
の 印刷 工場 が 設置 され 、 公 報 類 の 印刷 刊行 を 行 つ て 来 た の で ある 
!92 特許 関係 公報 類 は 、 大 正 10 年 の 法律 改正 に よる 出願 公告 制度 の 採用 に より 、 
その 性 格 を 変え ん る こと に な つた が 、 大 正 10 年 以前 に も 権利 設定 を 一 般 に 周知 き 
せる た め に 、 条 約 上 の 義務 も あり 発行 され て いた 。 こ れ ら の 公 半 の うち 第 1 号 
$86 公報 は 、 明 治 21 年 1 月 に 印刷 刊行 され た 商標 第 1 号 か ら 第 106 号 を 掲載 し た 商 
標 公報 で ちあ る 。 そ れ 以 前 に つい て は 、 専 売 略 規 則 に 照 し て も 、 公 半 の 発行 と か 
権利 内 容 の 公示 公告 と か を 行 つた 様子 は 見 当ら ず 、 し か も 、 胃 治 5 年 か ら 同 17 
年 6 月 、 太 政官 布告 第 19 号 の 商標 条 信 施 行 に 至る まで の 間 は 、 と この 専売 略 規則 
が 停止 され て いた 期間 で あつ て 、 結 局 、 明 治 20 年 9 月 「 燃 商務 省 訓令 第 14 号 」 
に も と づく 、 前 述 の 商標 公報 が 最初 の 公報 と し て 刊行 され た こと と と な る 。 
し か し な が ら 、 印 刷 物 の 刊行 業務 開始 に 先立つ て 、 商 標 条 令 に 笑わ れる よう 
に 、 出 願 さ れ た 商標 は 2 ヶ月 間 留 め 置 か れ 、 こ れ と 抵 触 する 商標 が 出願 され な 
いこ と を 傘 録 の 要件 と し て いた こと 、 ま た 、「 次 録 商 標 へ 、 農 商務 卿 = 於 テ 、 
衆 護 ノ 観覧 = 供 ス ル 導 ろ 、 便 宜 ノ 方 法定 ム 可 シ 」 と し て いた こと 和仁 か ら 、 事 
後 で は ある が 、 い わ ゆ る 公衆 宗春 に よる 公告 主義 の 次 筋 を すでに 見 る と と が で 


きる の で ある 。 

CB その 後 、 明 治 31 年 3 月 附 特許 発明 明細 和書 ( 自 第 1 号 、 至 第 50 号 )、 朋 治 24 年 

1 3 月 田 版 の 交 録 和 呈 図面 ( 自 第 1 号 、 至 第 100 号 、 特 許 公 報 第 1 号 附録 )、 萌 治 

』 23 年 9 月 附 特許 公報 第 17 号 附録 に 掲載 され た 密 決 第 1 号 、 お よび 胃 治 38 年 7 月 
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印 行 の 実用 新 案 公報 ( 自 第 1 号 至 第 41 号 ) が 、 そ れ ぞ れ 該 当 法 含 の 施行 と と る 
に 出版 され た 。 

当時 の 公報 類 に つき 、 特 許 発明 明細 番 に よ つ て 千 見 し て 見 れ ぼ 、 明 治 維新 直 
後に お ける 国民 の 創意 水 進 が 信 ば れ て 典 味 深い 。 

特 誕 第 1 号 「 堀 田 鐘 止 塗料 及 ど 基 塗 法 」| に は 、 ま ず 「 東 京 府 平民 堀田 瑞 松 ョ 
) 、 明 治 18 年 7 月 1 日 = 出願 シ 、 明 治 18 年 8 月 14 日 附 ヲ 以 テ 15 科 年 ラ 期 限 ト シ 
特許 シタ ルル 、 第 1 号 専売 特許 証 = 属 スル 明細 書 摘 要 諾 ノ 如 シー 一 鉄製 及 鋼 製 
ノ 租 体 橋梁 共 他 、 同 質 製 ノ 機械 避 具 等 ノ 鏡 食 ラ 予防 スル = 使用 スペ キ 、 新 規 有 
益 ノ 塗 料 、 邑 チ 谷 ジテ 堀田 貧 止 塗料 ト 称 スル 組 
成 剤 及ぼ 共 浴 法 ラ 発明 セ ) 、 乏 ヲ 堪 = 明解 ス 」 
と は じ ま つ て 、 文 旨 きわ め て 丁寧 た 、 か つ カ スタ 


か えつ た 調子 で 終始 し て いる 。 東京 府 平民 な る 
用 語 例 も 当時 を 思わ せ て 面白 い 。 

つぎ に ここ に 紹介 する 東京 府 平民 山 日 太 諾 衛 
門出 願 に 係る 特許 第 10 号 「 入 真 交 靴 」( ヤ マト グ 
ッ ) 等 、 交 明 開 化 の 敬 も 高く 、 草 屋 と 下駄 と 靴 

の 合成 物 が 現われ て いる の も 、 当 時 の 時 代 相 特許 第 10 号 「 入 真 登 靴 」 
を 反 喘 し て いる 。 こ の 朋 細 和書 に は 、「 此 レス 爪 草 及 ど 弾 機 ラ 備 へ 、 前 緒 ノ 通 ズ 
ル 孔 シ 格 円 形 = 為 シ 、 前 落 ト 横 緒 トラ 止 ム アニ 印 押 形 ノ 止 金 ヲ 以 テ シ 、 耳 ウ 吾 
ノ 底 面 = 革 貼 附 シ タル 靴 = シ テ 、 基 発明 ノ 目 的 
へ 廃 堪 ノ 足 ラ 汚 ス ラ 防ぎ 、 運 歩 ヲ 容易 = ジ 、 距 ノ 感 
触 ヲ 軟 カ ー シ 、 指 ノ 挫 り 工 合 ヲ 良 ク シ 、 古 ノ 磨 浅 
ラ 防 グ = ェ アリ 、 此 ノ 結 構図 = ボス ガ 如 シーー」 
と あり きわ め て 便利 な 万 能 華 の よう で も つた し 、 
また 、「 納 涼 団扇 車 」 な ど 、 思 わ ず 喘 き 出 し た く な 
特 放 第 12 及 「 統 団 選 束 」 = る ょ うぅ な も の も あつ た が 、 当 時 の 技術 水 羊 は と の 


よう な も の で あつ た 。 
と ころ で 、 現 在 に お ける 公 識 の 発行 お よび その 任務 は 、 特 許 法 第 63 条 お よび 
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第 73 条 (実用 新 委 法 第 19 条 お よび 第 26 条 、 商 標 法 第 19 条 お よび 第 24 条 、 意 匠 法 
第 19 条 の 2) に も と づい て いる の で ある が 、 意 匠 の 場合 を 除き 、 と これ ら は 、 大 
の 工業 所 有 権 法 大 改正 の 際 に 、 い わ ゆ る 公衆 審査 制度 を 確立 し て 、 出 願 
公 青 を 行う に 至 つ た と と に も と づい て いる こと こと は 、 す で に 第 2 編 で 述べ た 通り 
で ある 。 この 天正 10 年 の 大 改正 に 至る 問 は 、 前 述 の よう に 、 胃 治 18 年 か ら 、 商 
標 見 本 を 一 般 の 観 訪 に 供し 、 つ いで 明治 21 年 以降 に は 、 公 報 類 は 広く 配付 され 
た の で ある が 、 こ の 場合 の 公報 の 発行 は 、 家 の お こなつ た 権利 設定 行為 の 事後 
報告 で も ちり 、 と の 内 容 を 「 秒 底 ノ 観 監 = 供 セ シ メ ルン 」 こ と が 目前 で も つた 。 
II. 印刷 工場 の 沿革 
符 誕 庁 印 刷 工 場 の 歴史 は 、 結 局 、 公 報 の 発行 に 関す る 曲折 と 軌 を 一 に し て い 
る 。 一 応 明 治 40 年 7 月 に 発足 し た こと と され て いる けれ ども 、 そ れ 以 前 の 数 年 
間 に お いて は 、 図 面 の み は 特 許 庁 で 印刷 し 、 交 字 の み 外 計 し て 皇 入 し て いた よ 
う で ある 。 し か し な が ら 、 工 業 所 有 権 制 度 の 確立 、 と く に 実用 新 委 法 施行 ( 明 
治 3 年 ) 以降 の 出願 件 数 の 増加 、 工 業 所 有 権 保護 同盟 条約 の 具現 化 符 に 伴 つ て 
直営 工場 設置 の 必要 性 が 痛感 され 、 明 治 4 年 度 (に 明治 氏 年 度 印刷 工場 設備 表 
お いて 、 ほ ゞ その 規模 が 確立 し た 。 - 舞 酸 名 | 規格 等 | 台 雪 
明治 42 年 3 月 現在 の 工場 規模 は 男女 工員 合計 46 2 1 
名 、 現行 規 の 約 8 分 の 1 程 族 の も の で あぁっ た 。 村 孤 表 栓 本 SS5Do| 9 人 
し か も 動力 は 、 電 気 で は な く 先 発動 機 (4 馬力 ) 石版 研 座 機 」 殴 半 茂 | 1 台 
石版 手 鯖 械 2 伯 
で あぁ あり 、 当 時 の 年 報 で は 、 組 頁 23, 747 貢 、 図 面 貢 瓦 折 発動 機 | 4 馬力 | 1 台 
12, 856 頁 、 合 計 36, 603 貢 と 記録 きれ て お り 、 昭 和 28 年 度 笑 注 で ある 、 組 貢 47, 482 


頁 (内 モノ タイ オブ プ 13,310 頁 ) の 約 4 分 の 1、 総 貢 68, 482 頁 に 対し 約 2 分 の 1 に 
当る 程度 で あつ た 。( も つと $ も 、 当 時 の 公報 類 内 容 と 現在 の それ と は お お い に 
異 る し 、 ま た 現在 は そ ノ タイ プ 能 力 が 含ま れ て いる の で 、 成 密 に は 比較 不可 能 
で ある 。) 

き て 、 直 営 工場 と し て の 吉 を な し 、 全 工程 に わた つて 、 特 許 庁 印刷 工場 で 印 
刷 さ れ た 各 公 報 の 第 1 号 は 、、 そ れ ぞ れつ ぎの よう で ある 。 す な わ ち 、 符 許 公報 
で は 、 特 許 第 12272 号 乃至 特許 第 12292 号 を 内 容 と する 第 1, 106 号 公報 (明治 40 
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年 7 月 発行 ) で も り 、 和 実用 新 委 公報 は 、 今 録 実用 新案 第 6279 号 乃至 第 6345 号 を 
内 容 と する 第 117 号 公報 (明治 40 年 9 月 発行 ) で あ り 、 ま た 、 商 林 公 報 は 、 張 
録 商標 第 30382 号 乃至 第 39456 号 を 内 容 と する 商標 公報 第 556 号 (明治 40 年 9 月 
発行 ) で も る 。 な お 、 意 匠 公 絆 に つい て は 、 昭 和 8 年 8 月 ( 訪 録 意匠 第 59703 
号 妨 至 第 59732 号 を 掲載 )、 審 決 公報 に つい て は 昭和 13 年 8 月 、 特 許 庁 会 報 は 昭 
和 25 年 1 月 に 発行 され た の が いずれ も その 第 1 号 で ある 。 (上述 の よ うに 、 意 
匠 公報 の 発行 が 法律 上 規定 され た の は 、 昭 和 8 年 法律 第 10 号 意匠 法 の 一 部 改正 
法律 を 以 て で も る が 、 そ れ 以 前 に お いて も 、 克 録 に 係る 意匠 に つい て は 、 明 治 42 
年 まで は 特許 公報 に 、 そ の 後 は 実用 新案 公報 に 併 工 され て いた 。 ま た 、 密 決 に つ 
いて も 、 昭 和 13 年 以前 すでに 特許 公報 お よび 実用 新案 公報 に 併 温 され て いた 。) 

この よう に 特許 番号 10,000 台 の 掲載 か ら 出 発し た 特許 庁 印刷 工場 $、45 年 を 
経た 昭和 29 年 末 に は 、 特 許 は 210,000 台 を 、 実 用 新案 に 至 つ て は 422,000 台 を 印 
加 し て いる 。 

出願 会 告 制 度 が 採ら れる に 至 つ た 大 正 10 年 以 隆 、 公 報 発行 業務 は 、 和 審査 上 の 
中 間 的 必要 楽 務 と 発展 し 、 公 告 に 至る 間 の 秘 訟 仁 の 保持 が 必要 と な つた の で 、 
さら に 完全 な 公報 発行 専門 工場 へ と 、 面 目 を 一 新 す る に 至 つ た 。 その 後 、 終 戦 
後 昭和 22 年 か ら 数 年 の 間 、 戦 時 中 の 秘密 特許 を の 他 の 未 発行 公報 を 外 計 印 刷 し 
て 公開 し た 外 は 、 工 業 所 有 権 関係 公報 問 は すべ て 当 庁 印刷 工場 で 処理 され 、 公 
告 さ れ て 来 た の で ある 。 

これ に 応じ て 、 工 場 定員 も 、410 抽 表 に 見 る 通り 、 従 前 40 名 乃至 50 名 を 上 下 
し て いた の が 、 大 正 10 年 の 法律 改正 後 の 翌 11 年 に は 80 名 を 越え 、 つ いで 、 大 正 
14 年 に は 、 関 東大 震 災 の 復 和 具 を 含め て 、97 名 と 約 倍増 し た 。 昭 和 14 年 の 最高 月 
に は 、 現 行 規模 127 名 を 迄 か に 凌 編 する 166 名 の 人 員 を 擁し た の で ある 。 

も つと も ゃ も 、 戦 時 中 、 昭 和 17 年 に 内 閣 に 、 さ ら に 翌年 に 内 閣 技術 院 に 編入 され 
た 項 か ら 、 工 場 の 定員 は 通 減 の 一 途 を 辿り 、 終 戦 の 昭和 20 年 12 月 現在 、G6 名 の 
人 員 規 栓 に 洞 落 し た の で も る が 、 刺 年 の 復 典 期 を 経て 、 ま た 、 戦 後 、 公 務 貞 人 
事 制 度 、 予 算 制 度 の 変換 に と も な い 、 工 場 工員 も 定員 と し て 、 定 員 法 その 他 で 
規定 され 、 昭 和 25 年 庶 以 降 127 名 の 定員 を $ つ て 終始 し て いる 。 
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年 次 別 職工 数 調 ( 各 年 12 月 末日 現在 ) 


年 次 | 男 | 女 | 計 | 備考 | 年 次 | 男 | 女 ] 計 | 備考 | 年 次 ] 男 | 女 | 計 | 備考 
大 正 3 年 | 47 7| 54| 骨 和 3 年 | 79 11 90| 昭和 18 年 39 男女 の 
4 45| 6| 51| 4 19 86 区 別 不 
5 44 5 49 5 80、 11| 91 20 | 63| 3| 66 詳 
6 | 39| 5| 44 6 | 81| 11| 92| 21 | 67| 8| 78| 
7 40 6 46| 7 | 98| 13| 111 22 | 64| 9| 73 
8 | 39| 8| 47| 8 | 127| 13| 140 23 | 61| 10| 71 
9 | 32 8| 40 9 |128| 14| 142| 24 | 72| 8| 80 
10 | 過 災 に | 10 |138| 16| 154| 25 | 102| 15| 117 
本 | は り 記 11 |137| 16|153 還 還 26 基 | 115| 
12 陣 焼 失 | "12 | 135| 16|151 27 | 99| 18|117| 
13 | 88| 9| 99 の た め | 13 |140| 19| 159 28 | 102| 20| 122| 
14 | 97| 15| 112 不 明 14 | 128| 18| 146 29 | 107| 20| 127 
15 | ce| gl z?s 15 | 121| 15| 136 
昭和 元 年 "| | 16 | 111| 15| 126 
2 | 82 11| 93 17 |105| 17| 122 | 


II1. 公報 形式 の 変遷 
公報 の 形式 、 内 容 の 変遷 は 、 大 体 下 表 の 通り で ある が 、 そ の 区 交 の 表現 形式 
も 、 昭 和 23 年 の 工業 所 有 権 公報 発行 に 至 ち まで は 、 す で に の べた よう に 、 い か 
めし い 片 仮名 の 「 ス ルー シ 」 調 で 終始 し て お り 、 世 の 移り 変り を 明らか に 示し 
て いる 。 こ の 外 、 行 間 と か 、 交 宇 配 列 と か 細か いと と ろ ま で 、 あ る い は 縦 1 段 、 
ある い は 綻 2 段 等 々 に 、 そ の 時 代々 々 の 感覚 を 表わし た 印刷 が な され て いる が 、 
現在 の 左 横 書 、 左 級 、9 ボイン ト 活 字 と な つた の は 、 後に 述べ る よう に 戦後 の 
工業 所 有 権 公報 以来 で も る 。 
また 、 図 面 印刷 や 印刷 製版 も $、 印 刷 技術 の 進歩 に つれ て 、 太 版 ( 手 彫 ) 印刷 
公報 類 形 式 、 内 容 の 変遷 


期 回 証 且 IESII 3。 本 | 廊 困 語 
明治 21fE 3 月 明治 27 年 5 月 | B5 | 4 呈 5 号 全 角 行間 | 綻 1 段 | 片 か な 
明治 27 和 6 月 一 大 正 10fE12 月 | B5 5 号 |4 分 あき 全角 行間 | 疑 1 段 | 片 か た 
大 正 年 月 一 妥 和 13 生 7 月 | 5 5 号 全角 行間 | 縦 1 段 | 坊 か な 

和 13 年 8 月 昭和 15 年 1 月 | B5 5 号 2 分 行間 | 縦 2 般 | 語 か な 
前 HH5 征 12 月 ご 則 22 年 3 月 | A5 5 2 分 行間 | 縦 2 段 | 語 か な 
昭和 22 年 4 月 昭和 22 年 11 月 A5 | 5 号 | 2 分 行 財 綻 2 段 | 平 か な 
昭和 22 年 12 月 一 昭 和 23 年 1 月 A 5 9 ポイ ント 2 分 行 慎 縦 2 段 平 か な 
昭和 28 年 2 月 昭和 24 年 12 月 | A4 | 8 ント | 2 分 行間 | 棋 2 段 | 平 か な 
昭和 25 年 1 月 一 現在 | A5 | 9 ポイ ント 2 分 行間 | 棋 2 段 | 平 か な 


公報 天 印 刷 方法 の 変遷 
た に 期 則 | 本 区 | 図面 
正 13 年 到 昭和 9 年) か ら ジ ン 大 gr 攻 す 月 一 明治 4 年 7 月 | 河 版 | 石 


明治 40 年 8 月 大正 13 年 3 月 | 活 阪 | ア ルミ 
絡 放 よる オン セッ ト 還 刷 へ と 大 13 年 4 月 際 負 邊 12 朋 ア ル ミ 六 9 ミ 


ビ = アル パート 
準 化し て お り 、 掲 載 写 真 に 見 る 昭和 9 年 1 月 ~ 現 在 多 板 式 オ フ セ ッ ト 
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よう な 、 商 標 公 報 第 1 号 の ms r 


ゃ 

へ 。@ 

MC ョ ・ し 
いっ 当 | 
ロ 


( 
簿 


木版 央 を 幌 め て も 、70 年 の ! 


変遷 が 分 る ちの で ある 。 さら | ぁ 
に 、 胃 治 30 年 代 の 外 計 公報 
の 中 に は 、 写 真 に 見 る よう 
に 、 廊 字 も 図面 も 毛 筑 手 番 1 
に ょ つて 、 石 版 に より 印刷 人 肌 還 可 症 蛇 
し て いる も の も ぁ り 、 人 還 議 計 
カ 、 機 械 力 混 沙 時 代 の 遺物 
と し て 典 味 深い 。 


は は まだ 


毛 浅 手 半 に よる 公 観 ( 明 治 3 年 現行 公報 
ITV. 公報 類 発行 量 お よび 印刷 規模 の 変遷 

明治 40 年 7 月 発足 以来 、 即 刷 工 場 の 生産 規模 お よび 公報 発行 量 侍 が どの よう 5 
に 推移 し て 来 た か を 年 代 を 追 つて 概観 すれ ば つぎ の よう で ある 。 

(1) 明治 42 年 頃 の 概況 

明治 8 年 に 実施 され た 実用 新案 法 が よう や く 軌 道 に 乗り 9 、 た と ぇ ぼ 胃 治 38 年 
度 の 実用 新案 公報 部 数 が 合計 11、760 部 で も つた の に 対し 、65,786 部 と 大 飛躍 し 
た この 年 は 、 丁 度 、 工 業 所 有 権 法 の 改正 期 に も も た つて いた 。 す な わ ち 、 旧法 
に お いて は 、 特 許 に 関し て は 、 特 許 公報 を 発行 する の ふ で も つた も の が 、 同 年 
施行 に 係る 改正 法 で は 、 特 許 公 報 と と も に 特許 発明 の 明細 書 を も 発行 する こと 
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と な り 、 前 者 に お いて は 、 発 明 の 性 質 を 簡明 に 公示 し 、 後 者 に お いて 、 発 明 内 
容 の 明細 を 公示 する と と と し た 。 な お 、 こ の 外 、 1 つの 発明 に つい て 明 組 番 の 
ス を 必要 と する も の の 便利 な よ うに 、 合 國 の 外 分 國 を 発行 する こと と し た 。 こと 
の 市 度 は 、 大 正 10 年 現行 法 に 至 つて も 変ら ちず 、 了 奇 来 、 第 2 次 大 戦中 お よび 戦後 
の 混乱 期 を 除き 、 今 日 に お よん で いる 

(2) 大 正 11 年 頃 の 概況 

大 正 10 年 4 月 の 改正 に 係る 工業 所 有 権 関係 法律 は 翌 11 年 1 月 か ら 施 行 さ れ 、 
これ に よ つ て 出願 公告 制度 が 発足 大正 11 年 こ 13 年 に お ける 工場 規模 (推定 ) 


し た こと は 、 す で に 述べ た 通り で 衣 陣 用 ーー の 正 1 年 | 12 年 | 13 生 
ピン 可 ぞ この デュ 
ある が 、 こ の た め 、 と この 年 以降 数 時 | 妥 季 取 摂 | 1 | 2 | 2" 
版 | 図画 型 取 穫 | 2 2 2 
年 間 の 公 穫 件 数 妃 至 工 場 発行 量 は - 磨 機 | 1 1 1 
活 8 3 4 3 
それ 以前 に 比べ て 急増 し 、 一 時 代 - 下 8 頁 1 1 1 
ァ | テル ミ 印刷 1 3 2 
を 画す る こと と な つた 。 陸軍 馬 制 「 ] 
すなわち 、 大 正 11 年 は 、 各 種 公 和 | 組 。 換 | 1 | 1 | i 
陸生 間 韻 Nii 記 戸 折 | 1 | 1 | 上 
了 加 有 1 1 1 
報 発行 部 数 合計 549,925 部 と な り 本 0 失 1 
コ l さ ンコ ン ! 山 
(分 國 を 除く )、 明 治 38 年 以降 大 正 植 桜 正 吊 機 | 1 | 1 1 
写 | 反 形 機 | 2 3 
10 年 まで の 年 間 平均 部 数 175.797 真 | 焼付 機 3 2 
昌光 焼付 (1 台 休止 


部 の 約 3 倍 と な つた 。 

その 後 、 大 正 12 年 の 岩 災 お よび その 後 の 復興 期 を 別に し て 、 年 間 各種 公報 生 
産 回 数 合計 約 350 回 、 同 生産 部 数 合計 約 500, 000 部 強 の 叶 代 が 継続 し て お り 、 と こと 
の 当時 に で き 上 つた 工場 規 栓 の 骨格 を も つて 、 現 在 に 立 至 つ て いる の で ある 。 

(3) 昭和 9 年 頃 の 概況 

昭和 8 年 3 月 、 法律 第 10 号 を も つて 意匠 法 の 一 部 改正 法律 が 公布 され 、 同 年 
8 月 か ら 施行 され た が 、 こ の 改正 に より 、 新 た に 意匠 公報 の 発行 が 義務 づけ ら 
れる と と と な つた 。 翌 9 年 に は 、 新 庁舎 ( 現 庁舎 ) の 完成 と と も に 、 特 許 局 が 
大 手 町 か ら 現 在 地 に 移転 し た の で ある が 、 そ の 際 、 現 在 の 浜田 式 多 段 式 オフ セ 
ッ ト 印 刷 機 その 他 現行 工場 設備 の 大 部 分 が 設置 され 、 そ の 意味 で また 一 新 機軸 
を 画 し た の で あつ た 。 
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第 1 章 公報 類 発行 状況 の 変遷 


この 当時 に お ける 機械 の 大 部 昭和 9 年 王 場 設備 状況 

分 が 現在 稼動 し て お り 、 と く c エエ 種 | 胡 名 台 数 

8 M 版 [ 呈 放 

印刷 お よび 製本 工程 等 は 、 現 在 法 版 時 | 3 

5 浜田 式 基本 1 

で も その 中 を な し 、 と と に 、 活 版 | 菊 8 頁 活 版 印 刷 1 

ビク ト リア 生還 3 

ディ クト リア 型 3 色 刷 印 刷 機 半 版 ME ッ ト 印 刷 機 | + 

断 2 員 

は 、 新 た に 発行 され た 意 区 公報 人 1 

- 製 本 1 当 明 隊 機 1 

の 色刷 印刷 の た め に わざ わき 設 ミシン 穴 明 機 1 

人 具 丁 研磨 機 1 

備 さ れ た も の で あ つた 。 (もつ 丁字 六 瀬 語 相 詳 国 析 1 

> も 1 E 人 2 

汐 後 は 占領 軍 の 勧 革 ーー 本 久 写 直 7 

、 戦 後 は 占領 生 の 勧告 、 資 写 真 2 2 


材 事 情 人 等 の た め 、 色 刷 印 刷 は 中 
止 さ きれ 、 現 在 に 玉 つ て いる め 

今 、 参 考 ま で に 、 意 匠 公報 発行 の 経緯 に つい て 願 久 る の に 、 こ の 発行 は 既 述 
の 通り 、 昭 和 8 年 の 意匠 法 改 正 に よ つ た の で あ る が 、 こ の 際 の 改正 理由 に つ 
き 、 当 時 の 担当 大 区 の 説明 に よれ ば 、「 独 り 釜 録 意 匠 = 付 キ ャ シテ へ 、 印 刷 技 
術 、 経 絢 ノ 関係 が ゴザ イマ シテ 、 公 報 ノ 発 行 ラ 致 サ ナオ カッタ 」 の で ある が 、 今 
回 発行 する こと と 改め た の は 、 特 定 人 に 対し 、 意匠 権 と い 5 独占 権 を 虹 い 与 する 
以上 、 そ の 内 容 を 公示 する こと は きわ め て 当然 の と と で ある か ら で あ る と 同時 
に 、「 近 項 、 印 刷 技術 ノ 進歩 発達 =- 連 と で シテ 、 容 易 = 着 色 意 区 ヲ 印刷 ス ア ュ 
ト ガ 出来 ア 様 ニナ リマ シタ カラ 、 此 際 意 匠 公 幸 発行 致 シ ャ シテ 、 意 区 権 者 、 
章 ニ 一 般 公衆 ノ 保護 ノ 全 キラ 期 ス シュ ト 」 と な つた の で あ も る と と を 述べ 、 印 刷 
技術 、 こ と に 着色 印刷 の 進歩 と 歩調 を 合せ た こと が 注目 に 値 いす る 。 

(4) 昭和 17 年 頃 か ら 現在 まで の 概況 

第 2 次 世界 大 戦中 、 戦 況 の 悪化 に つれ て 、 機 構 、 制度 等 も 改変 され 、 工 業 所 
有 権 戦時 特例 の 公布 、 施 行 に より 、 つ い に 出 願 公告 制度 も 一 時 停止 され る に 至 
つた と と は 、 す で に 、 第 2 編 で 触れ た 通り で ある 。 

し た が つて 、 こ の 時 期 か ら 戦後 の 昭和 21 年 頃 に 至る 期間 は まつ た く の 変 則 時 
代 で も つた (意匠 の み は 、 昭 和 24 年 10 月 まで )。 

一 方 工場 自身 も 、 職 員 の 応 如 、 疎開 等 に よる 退職 の た め 、 昭 和 20 年 12 月 に は 
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66 名 に 激減 し た が 、 特 許 局 自体 も 戦時 中 の 王 開 、 空 環 に よる 一 部 被害 に より 、 
戦後 $ し は らく は 、 工 場 機能 を 全面 的 に 停止 し て い た 。 (公報 別 、 年 次 別 の 休 
停 刊 、 再開 状況 に つい て は 、 別 表 参 照 ) 

終戦 後 は 、 極 度 の 経済 的 疲弊 に も と づく 工場 設備 回 復 の 遅延 、 用 紙 不 足 に 加 
える に 、 労 働 関係 の 悪化 な ど が 大 き な 問題 で も や つた が 、 そ の 中 設備 能力 の 如き 
は 、 昭 和 25 年 度 に お いて 、 実 に 、 戦 前 昭和 10 一 11 年 平均 能力 の 2 分 の 1 以下 に 
洞 落 し て 了 了 つた の で ある 。 

この た め 種 々 の 努力 が 払わ れ た の で ある が 、 た と 
えば 、 上 旧来 の 持 許 公報 以下 の 各種 会報 を 1 本 に し て 
テス メリ カ の Official Gazzeti た 範 を 採 つた 「 工 業 所 有 
権 公報 」 が 、23 年 2 月 か ら 2 年 間 発 行 さ れ て いる こ 
と な ど 、 当 時 の 穂 々 の 苦 脳 を 物語 つて いる 。 

し か し 、 と ら 当 時 の 困難 は 、 こ の ょ うな 形式 的 改 
良 に よ つ て 解決 され る に は 余り に も 深く 、 未 処理 停 
滝 会 報 の 潤 増 に 加え 、 出 願 量 の 増加 に よる 要 発 行 量 
も 増大 する と いう 事 半 に 対し 、 工 場 自 身 の 印 刷 能力 
等 は 依然 と し て 不足 で あつ た 。 

昭和 21 年 度 は 、 和 審査 機能 の 未 回 復 と 関 肘 し て 公告 件 数 も 比較 的 少く 、 年 度 末 
停滞 件 数 は 、 主 と し て 戦時 中 に 起因 する 未 処 理 分 で も つた が 、 昭 和 22 年 度 以降 
は 、 公 告 査 定 件 数 が 飛躍 的 に 増加 し て いる に か ヽ ょ わら ず 、 工 場 処 理 量 は 相対 的 
に は 増加 せ ず 、 戦 前 、 戦 後 の い わ ゆ る 停滞 会 報 を 処理 する た め に 、 後 述 の 通り 
昭和 22 年 度 以 降 昭和 26 年 度 に 至る 間 、 公 報 発行 を 一 部 外 計 に 仰 が ね ば な ら な く 
な つた の で ある 。 

か く て 、 昭 和 23,24 年 の 「 工 業 所 有 権 公報 」 時 代 の 後 、 昭 和 25 年 か ら は 、 公 
報 発行 形態 を ふた ヽ び 、 も と に 返す と と も に 、 特 許 公報 お よび 実用 新案 公報 を 
会 六 掲 載 に あら た め た の で ある が 、 昭 和 27 年 度 以降 に お いて は 、 昭 和 25 年 度 か 
窪 邊 件 数 が 増加 し 、 昭 和 29 年 度 に 至り 、 さ ら に 大 増加 を 示し て いる の に か ヽ 
わら ず 、 逆 に 、 外 計 を いつ きい 行わ な か つた こと と は 、 結 局 、 工 場 発行 能力 が 大 
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某 胡 志 中 せ 幸 


工業 所 有 権 公報 


nー 


こさ 
て 
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次 世界 大 戦前 後に お ける 公 幸 の 年 次 別 発刊 状況 


1 実 新 案 公 報 中 時 了 * 録 商 本 意 史 登録 | 工業 所 有 権 | 
人 特 本 攻 間 | Am 容 用 新 案 公 雪 | 牧 密 実用 | 商標 公 癌 | 登録 商標 | | 意 臣 尊 録 f 有 権 | 
| 特許 公報 税 秋 符 計 公 | 信 告 公報 ま た (内容 が 登録 | 新案 公 科 含 更 新 ) | 公 半 公 説 | 公 報 
贅 、 | 明 細 章 は 全 廊 公報 | 公 |2SINS に 3 
lawew| | | | “ | | 
0 8 H 1 8 
U は VM : : 1 | 
第 966 号 (11.1) * | 
第 2173 号 (11.10) 1 上 3254 和 0 : の の | 
第 2394 号 (1.24) : 第 3255 号 (1.15) : 第 967 号 (1.15) | 
ェ は d oN の の - 品 | 
19 年 9 役 。、 了 第 371 弓 (7.25) | 
| 肖 3 時 間 登 よ 時 飼 に 
| 時 行 特 録 る 0 肖 | 
| 特 お 例 体 人 半 株 時 | 
ーー : 9 W3952(3.31) よ の 刊 人 90768 G.3D 持 [ 
ビ て び 4 8 1 第 いう ・ 6 
20 年 | 和 | 際 255e 母 46) の キム 23 計 2 の 人 | 
る 湿 … 8 公 み 終 休 公 発 肖 店 | 
| 明 に 終 る 告 ご 航 刊 告 行 に ら | 
| 組 ょ 戦 体 人 制 お に ソ 2 議 ょ 軸 | 
[ 音 る 2 ま よ よ の よ る | 
| ピ の ト M の ひ sy 尽 7 語 和 AO 木 | 
EBM 語ら 人 よ 合 立 第 3353 号 (4.5) 佑 び @ | 
| の 第 2557 号 (4.8) 3 止 戦 止 稚 ご 止 | 
| | 第 977 号 10.16) お | 
9 Lu ニー ーー ーーー M 9 Rg ト G よ | 
エーーー5174 王 ②.15) 第 3393 号 (2.28) 第 3392 有 (2.20) 第 978 己 (2.24) が 
、 二 二 | | 
湯 
! ロ \ | 9 U 9 乱 2 3 | 
| 第 2194 号 12.26) | 第 8444 号 (12.27) 第 995 呈 2.1) 
本 2 ミミ o : SN ら 休 上 第 1 号 (2.10) 
、 255 議 壇 | 第 1 号 (10.1) コ Eae 0 : ョ 8 刊 : 
四 識 隊 | 業 る : 8 楽 る 3 0 
業 ょ | 所 廃 所 廃 
| 所 る | 第 25 号 (11.1) 上 。 茹 本 る | 
有 廃 | 権 B "= 人 oe ae 5 | 
権 上 上 : 公 | 公 第 996 号 (1.24) 上 生 | 
5 タ 8 1 も 第 872 号 (10.3 
章 2 2 第 3445 号 6.30) 際 1 ⑬15) | 部 録 と 人 第 37 0 ) | 
| 発 行 第 3446 号 (10.3) \ 2 新 公 し 行 : ! 1 | 
| 胃 陸 と へ 也 2 号 15) こ , 登 登 報 て の : 第 384 号 (12.5)| 第 76 号 (12.23) 」 
| ヒン 上 第 1021 号 (12.21). : ーー ヨ 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー : ーーー ] K 半 SG aa 二 炎 | に = だ て 「E ロ 8 
第 1 号 (1.11) ! 3 第 1 号 (1.9) 0 第 1 号 (1.13) ム 第 385 縛 ($.23) : 現 
25 年 S 以 人 半 
へ | 際 2753 号 (9.16) : ぷ 用 1 中 2 ハ 1 
現 現 新 玩 了 現 幸 | 
| | 2 2 新 充 現 商 2 報 請 | 
行 吸 条 宗 寄 行 標 介 発 
人 の 公 呈 e 公 N 公 計 
si 区 証 還 生 8 幸 = 報 人 幸 
| 2 会 | 開 ー | 避 部 和 由 に 
部 公 26 1 3- SC 多 穴 【g 吸 め | 
| っ 279 プン 31 5 * 用 に : M ! : 上 | 
年 1. 公報 発行 通し 号 数 の 次 の ( ) 内 は 月 日 を 示す 


2. 表 中 の 一 は 発行 の 継続 を )……………・ は 発行 され て いな いこ と を それ ぞ れ 表わす 


た 


第 1 章 公報 類 発行 状況 の 変遷 


幅 に 増加 し て いる こと を 示す も の と いえ よう 。 

と の よう に 現在 の 工場 発行 量 が 大 市 に 増加 し て 来 た 点 に つい て は 、 既 述 の 通 
り 、 昭 和 27 年 度 備付 に 係る 中 川 式 邦 婦 モ フタ イプ が 補充 きれ た こと に も よる 
が 、 工 場 自 身 の 生産 性 が 、 戦 後 の 各 期 に お ける 努力 の 成果 と し て 結実 し つ ヽ あ 
る も の と 考え られ る 

事 、 た と えば 交 撰 ( 採 字 ) 工程 を 例 に と つて 見 て も 、 戦 後 、 昭 和 10 年 一 同 
12 年 平均 に お ける 、 1 人 、1 時 間 当 採 字 量 795 字 に 対し て 、 昭 和 29 年 度 に は 
1,144 字 と 向上 し て 来 た 。 

また 、 公 謀 発 行 量 は 、 中 川 式 閉 交 モノ タオ イプ の 能率 向上 と 相 伺 つて 、 た と え 
ば 昭和 25 年 度 の 各 租 公報 合計 24,200 29 年 度 の 印刷 工場 基 
件 に 対し 昭和 28 年 度 は 49,350 件 、 い 杜 披 当 還 軒 
ずれ も 特許 庁 公報 を 除く ) と 倍増 し 、 括 手 娠 造 横 。 | 

イン テル 鋳造 

また 実 作業 量 で は 昭和 25 年 ( 歴 年 ) 中 川 式 モ ノ タ イブ 鍵 病 貸 孔 機 
に お ける 組 貢 18,843 頁 同 総 貢 26,774 5 了 針 
頁 に 対し 、 昭 和 28 年 度 は 組 頁 47,482 製版 用 写真 
買 ( そ の 中 、 モ ノ タ オブ 分 13,310 頁 ) NN | 
総 貢 61,483 買 と な つて 、 約 2.5 倍 の 校正 用 手引 印刷 機 


ヶ 手引 製版 機 

増加 を 示し て いる 。 ダル マ 印 刷 機 
こ 年 度 ( こ 腐 触 機械 

さら に 昭和 29 年 度 に 入 つ て は 、 各 下 欠 板 研 層 


竹 公 報 合 計 69, 300 件 ( 特 話 訂 公報 を 龍 電気 除去 | 
ッ 多段 式 四 六 全 判 オ フ セ ツウ / ト 印 刷 機 

除く )、 組 頁 61, 882 頁 (中 モノ グ 】 田 式 放 判 回 印刷 機 | 

グ 分 24,639 損 ) 総 抽 94,069 頁 が 見 込 ビク トリ ア 型 印刷 機 | 

回 " 菊 和 頁 活版 印刷 
まれ て お り 、 昭 和 28 年 度 に 対し て さ 断 表 機 
> マッ 公 24 1 N 紙 折 機 

え 、 組 頁 約 30 多 増 、 総 頁 約 59% 増 が 人 ae 回 「 

見 込ま れ て いる 。 と の と と は 、 昭 和 焼 付 横 | 

ピ 負 丁 研 農 横 | 

27 席 設 備 以 玉 毎年 度 袖 売 きれ た 、 レ ン 災 古 「 

モノ タオ プ が 3 年 目 に 入り 、 暑 な 六 。。 還 二 


効果 を 発揮 し は じ め た こと が 主因 で も る 。 
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V. 公報 類 配布 の 現況 

公報 類 の 発行 は 、 権利 内 容 の 公開 が 1 つの 目的 で あり 、 と くに 天正 10 年 以 
隆 に お いて は 、 出 願 公 告 制度 に お ける 唯一 の 暴 談 申立 資料 と も な つた の で 、 遅 
く 明治 20 年 9 月 17 昌 附 爆 商 務 省 訓令 に いわ ゆる 「 管 下 商工 会 久 へ 新聞 若 ク ハ 
書 短 ノ 類 ラ 無 見 料 ニ テ 従 覧 を シム ル 場 所 」 に 寄贈 され 、 こ れ が 公示 の 資 を し 
て 来 た の で も る 。 た と えば 、 資 料 に よれ ば 、 胃 治 42 年 に は 発行 加 数 365, 729 
吉 ( 含 分 加 ) 中 183, 896 加 が 配布 きれ 、 ま た 、 第 2 次 世界 大 戦前 の 隆盛 期 に は 、 
国内 寄贈 先 は 620 ヶ所 、1 回 の 寄贈 穫 数 は 、 特 許 公報 お よび 特許 発明 明細 午 593 

+、 実 用 新案 公 泊 505 規 、 意 匠 公報 お よび 商標 会 報 313 規 、 審 決 公報 31 下 、 
計 1,442 吉 (外地 関係 84 ヶ所 分 を 除く ) 配布 の 記録 が ある 。 

また 、 万 国 工業 所 有 権 保護 同盟 条約 加 外 以来 、 次 章 に の べ る 国々 と 公報 交換 
を 行 つ て き て いる と と は いう まで も な い 。 

な お 、 昭 和 29 年 末 に お ける 公 壌 類 は 、 公 報 別 、 部 門別 に それ ぞ れ 下 表 の 通 
り 発行 され 、 庁 内 用 、 国 内 寄贈 用 、 外 国交 換 用 、 お よび 販売 用 と し て 配布 きれ 
て いる の で ある が 、 了 販売 に あ も た つて は 、 発 明 協 会 に 一 括 払下げ られ て いる 。 

公報 類 の 発行 お よび 配布 穫 数 表 (単位 過 ) 


| ーー ー+ 
| 公報 名 部 別に ワー な / ン 発 行 冊 数 

池 名 問 庁 『 由 配本 国内 寄贈 外国 交換 | 箇 会 払 下 | 予 備 合 本 | 分 押 | 証 
記 T 143 | 129 41 235 122 670 30 
特 | 173 130 41 570 106 | 1020 30 
許 | 息 148 129 41 340 112 770 30 
財 WV | 160 128 41 325 116 770 30 
2 、 | 163 127 41 205 84 620 30 
E VI| 154 127 41 280 118 720 30 
MI 180 127 41 130 92 570 30 
| 141 128 38 120 93 520 30 
用 TL 171 128 30 270 113 720 30 
新 和 146 127 38 230 129 670 30 
索 TV 158 127 38 265 82 670 30 
内 V 161 126 38 160 85 570 30 
還 VI 152 126 38 230 124 670 30 
MI 178 126 38 110 68 | 520 30 
意匠 公報 92 109 35 40 44 320 30 
商標 公 4 119 108 43 160 40 470 30 
第 決 公報 209 111 83 90 107 550 ー 
特許 庁 公 S 報 351 131 41 560 | 117 | 1,200 ー 


| 特許 字 公 幸 | 351 | 131 | ー 全 記 0 條 計 IEN20 引 訂 AA 

(8) 部 内 T 左下 人 基金 避 、 化 全線 
原生 、 電 力 、 工 放 剛 係 上 礎 、 如 筑 、 生 関係 V 通信 、 写 真 測定 関係 
VI 箇 務 用 品 、 印 刷 、 雑貨 関係 を を れ ぞ れ 天 わす 
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外国 交換 公報 明細 表 ( 単 位 冊 ) 
リ 


い ヽ 、 国 | アア 両 下 イ | ラ | ス デ | ス | 国 局 ボ ド | オ | オ | エ | イ | デ ク | カ | フン | タ | ベ に ラメ | キ | 中 | オラ 
へ 、 名 メラ 簡 | ギ | ラ | タン | 際 1 1 1 ラジ | タン ナイ ド | | テン キビ 聞 1 計 
公 リ り | リ 局 同国 事 | ラ | ス | ンプ | リ |< ン ギ |1 ド | シ | 還 | スヤ ャ |" 
報 名 ヽ I カ | カ | ツ | ス | ス 11 | ス 務 | ンー タコ ダ | ト | | ダラ 1 イ I1l> | コバ 国 ト ト 1 
百 幸 | | 和 l 和 | 本 | 千村] 本 寺村] ze 
実 用 | 2 タ 好 員 装 針 員 | 症 還 語 国選 1 l 由 吊 占 語 応札 9 
| 意 匠 |2 3j 着 出 敗 呈 還 語 軸 記 選 ! 選 ! 中 15 
語 評 2 1i 出国 四則 | 訂 | 語 山 軸 骨 同 | 語 | 中 馬 還 語 | 枯 
人 決 |2 il 向 al 設 り 還 記 還 記 | 1 13 
| 特許 庁 | 2 2 il 還 二 呈 認 固 唐 上 硬 伺 り 庫 り 還 惨 認 双 | 園 也 | 同 必 
合 計 I2 11266| 6|6| 6| 6| @6@l4| 4 人 久 ] 可 4 4113 


公報 寄 里 先 一 覧 表 


府県 別 寄 時 先 | 随 県 別 寄 吊 先 且 県 別 寄 吊 先 


人 札幌 通産 局 院 工芸 指導 所 本 所 2 
ヶ 北海 道 大 学 附属 図 館 | 工芸 指導 所 東北 支所 大 
> 北海 道 立 図書 館 内 | ヶ 九州 攻 所 
> 函館 市 立 図書 館 jp 区 源 技術 研究 所 京 
青 森 青 森 県 立 図書 館 ゆ 基 阪 工業 技術 研究 所 四 > 
| ヶ 弘前 市 立 図書 館 。 | 国 出張 所 2 
岩 手 岩手 県 立 図書 館 東 京 建 設 省 土木 研究 所 / 員 部 府立 図書 人 
秋田 秋田 県 立 図書 館 ヶ 厚 生 省 薬 務 局 製薬 課 | 和歌 山 和 | 開 県 公報 閲覧 所 
宮城 仙 台 通 産 局 ヶ 肛 応 天 塾 藤山 工業 図書 際 良 要 原 時 
|) ヶ 宮 域 県 立 図書 館 | 館 | ? 奈良 県 立 商工 会 館 
| / 財団 法人 日 本 化学 研究 | > | 中 央 気象 台 徹 測 部 兵 庫 発 明 協 会 SE 上 部 
間 昌 2 | > 原 設 省 建 築 研究 所 > 細 戸 市 立 図書 館 
福 鳥 福 鳥 県 立 図書 館 栃木 栃木 県 立 図書 館 | ? | 明石 商 工 会 議 所 | 
ヶ 会津 市 立 図書 館 鐘 馬 前 槍 市 立 図 半 館 ヶ 過 誠 上 立 中 央 工業 試験 
山 形 山 形 県 立 図書 館 ヶ | 桐生 市 立 図書 館 
| / 酒田 光 丘 店 ン 人間 合 R 
| / 狼 岡 市 立 図書 館 | 所 
東 京 東京 通産 局 _ 埼 玉 関 東 東山 農業 試験 場 に 
| ? 発明 協会 東京 放 部 神奈 川 神奈 川 県 立 工 3 試験 所 | 
林 上 野 図書 館 / 保安 庁 披 術 研究 所 | 
ン 音 林 省 答 糸 局 技術 改良 新 渦 発明 協会 新 当 県 攻 部 
| | 虹 _ 長 野 発明 協会 胡 野 県 部 
/ 公正 取引 委員 会 事務 局 | > | 松 本 市 立 図書 館 | 岡 
| ヶ 東京 高等 裁判 所 山梨 発明 協会 山梨 県 放 部 
| ヶ 弁理 会 | 族 岡 次 岡 県 立 壮 祥 庫 
| / 東京 消防 庁 機 枝 部 管理 | > 阪 松 商工 会 所 。 | 山 
| > 民 林 衝 東 海 近 紅 迷 試 人 
4 | ? 日 本 電信 電話 公社 施設 験 所 茶 楽 部 | 
| 部 管理 課 発明 協会 静岡 県 支部 和 
1 ヶ 通 族 省 工業 品 検査 所 雑 知名 本 電導 
_ 貨 部 雑貨 課 豊橋 市 立 図書 館 愛 区 部 
ヶ 通路 省 通商 化学 局 ヶ 発明 協会 愛知 県 攻 部 徳 攻 部 
| ヶ 工業 技術 院 調査 課 ッ 名 古屋 商工 会 議 所 高 部 
| 店 央 度 虹 御 検 定 所 ” > 瀬戸 商工 会 謙 所 福 
っ 機械 試験 所 定 山 和 山 県 立 図書 館 館 
工 東京 工業 試験 所 ヶ 度 旧 工業 試験 場 県 変 部 
電気 試 験 所 川 金沢 市 立 図 理 館 図書 館 
科大 阪 技術 工業 武 験 所 岐 早 発 明 協会 岐阜 県 支部 大 県 放 部 
披 | 隊 隊 研 グ 阪 大 阪 通産 局 . 。 典 『 館 
名 古屋 工業 技術 試験 所 > 大 阪 通産 局 発明 相談 所 | 長 県 部 
術 繊維 工業 試験 所 ヶ / 大 阪 商 工 会 議 所 図書 館 宮 県 部 
地質 調査 | ヶ ? 大阪 府 工業 奨励 館 鹿 児 に | 
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第 2 章 万 国 工 業 所 有 権 資料 館 の 発達 変 林 


T. 資料 館 の 沿革 

資料 館 が 分 堂 し て いる 事務 は 、 通 商 産業 省 設 置 法 に よれ ば 、 つ ぎの 2 つ に 大 
別 さ れる 。 す な わ ち 、 

Ci) 発明 、 和 実用 新案 、 意 区 お よび 商標 に 関す る 公報 、 見 本 お よび ひな 形 を 
収集 し 、 陳 列 し 、 お よび これ ら を 閲覧 させ 、 ま た は 観 跳 さ せる こと と 。 

(ii) 審 栓 、 審 判 お よび 挑 告 守 判 に 関す る 図書 お よび 書類 、 そ の 他 必 要 な 交 
獣 を 収集 し 、 保 堂 し 、 お よび こと これら を 閲覧 させ る と と で ある 。 こ の 資料 館 の 組 
織 的 沿革 に つい て は 、 す で に 第 1 編 に お いて 、 一 応 人 触れ た が 、 改 め て 摘 記 すれ 
ば 、 大 略 つ ぎの 通り で ある 。 

次 料 館 が 官制 上 正式 に 設置 され た の は 、 特 許 局 が 農 商 務 省 の 外 局 に は じ め て 
な つた 胃 治 20 年 に 遡る 。 同 年 、 勅 信 第 73 号 特許 局 官制 に お いて 、 庶 務 部 に 、 第 
1 課 、 第 2 課 と と も に 図書 館 が 置か れ た 。 そし て 翌 21 年 1 月 の 農 商 務 省 令 第 1 
号 特許 局 分 堂 規程 に よれ ば 、 図 書館 の 所 堂 事 項 と し て 

(Ca) 参考 用 図 午 の 保管 及 観 覧 に 関す る 事項 

(b) 来 特許 発明 標本 管理 の 事項 

(c) 特許 発明 品 及 交 録 商標 意匠 倫 の 陳列 所 に 関す る 事項 

(d) 内 外国 文書 翻訳 の 事項 

が 規定 され て いる 。 これが 正式 に 、 図 書館 、 す な わ ち 、 資 料 館 の 前 身 が 設置 さ 
れ た は じ め で ある が 、 特 許 行政 遂行 に 当 つて 、 図 書館 の 業務 は 、 形 に お ける 影 の 
如く 、 引 離す こと の で き な い 存在 で も る の で 、 そ の 組織 の 如何 に か か わら ず 、 
何ら か の 形 に お いて 必ず 存在 し な けれ ば な ら な か つた と いう こと が で きよ ょ う 。 

(1) 資料 館 (図書 館 ) 設置 前 の 図書 業務 

明治 172 年 の 商標 条例 の 施行 に 伴 つ て 、 商 標 褒 録 所 が 農 商 務 省 工務 局内 に 創設 
され た 際 に も 、 す で に 登録 、 図 書 、 雑 務 の 3 係 が 置か れる と と も に 、 傘 名 商 標 
の 見 本 を 一 般 に 周知 させ る 方 法 と し て 、「 商 正 幅 湊 ノ 地 = ア ル 郡 区 役所 久 へ 戸 
長 役場 = 於 テ 疹 録 商標 見 本 衆 庶 ノ 観覧 = 供 シ 候 様 」 取 り 計 われ る こと と な り 、 

419 


第 7 編 公報 類 発 行状 況 の 変遷 と 万 国 工業 所 有 秩 資料 館 の 発 示 変 枯 


「 傘 録 商標 見 本 へ 共 庁 名 付 スペ キー ニッ キ 礼 覧 ノ 人 箇所 数 来 ア 18 年 3 月 迄 = 届出 
グ 」 べ き 旨 が 府県 へ 示 達 さて て いる 。 さ ら に 、18 年 に 公布 され た 専売 特許 条例 
中 に も 、 そ の 第 11 条 に 、「 専 売 人 ノ 名 等 及 発明 ノ 明 細 午 図面 等 へ 堪 商 務 省 = 於 テ 
ノ 打 覧 = 供 ス ベ シ 」 と 規定 され 、 同 年 12 月 に は 告示 を も つて 、 と これ ら を 「 再 

売 特許 所 内 = 於 テ 、 和楽 庶 = 観覧 セキ シ ムル 時 限 」 が 定め られ 、 こ れ を 語る 職 と し 
て は 、 同 年 4 月 制定 に 係る 専売 特許 事務 条項 の 規定 に よる 調査 、 図 普 、 雑 務 の 
3 係 の 中 の 図書 係 ぶ 当り 、 事務 所 は 商標 録 所 内 に 置か れ た (工務 局 雑 第 81 
号 )。 翌 19 年 2 月 に 、 専 売 特許 所 は 専売 特許 局 と な り 、 同 年 6 月 2 日 、 専 売 特 
評 局 処 務 順 度 が 制定 さら れ て 、 特 許 審査 、 図 書 、 往 復 の 3 主任 が 設け られ た 。 
20 年 9 月 7 日付 農 商 務 省 訓令 は 、「 今 般 専 売 特許 局 = 於 テ 商 標 公報 印 行 侯 = 付 
テム 自 今 印 行 ノ 都度 三 部 宛 各 庁 配付 修 条 適宜 衆 庶 ノ 観覧 = 供 シ 候 様 取 計 フ ラー 
ク 旦 管 下 = 商工 会 駐 へ 新聞 雑 誌 若 クハ 書類 ノ 類 ラ 無 見 料 = テ 縦覧 シム ル 場 所 
テ ァ ラ ム 印 行 ノ 郡 度 一 部 宛 無 代価 ニテ 配付 可 致 = 付 共 所 在 地名 番号 所 名 等 詳細 専 
売 特許 局 = 通 知 ス ヘー シ 」 と し 、 専 売 特許 局内 の み で な く 広 ぐ 一 般 の 閲覧 に 供 す 
る 振 置 が 執 ら れる こと と な つた 。 

以上 の ょ うに 、 図 書館 が 設定 され る 前 に お いて も 、 必 ず 図 書 係 を 置い て 、 図 
書 業 務 を 取り 扱わ ちせ る と と も に 、 各 地 に お いて も 、 公 報 類 が 一 般 に 関 覧 に 供 せ 
られ 、 そ の 周知 方 の 手段 が 遺 憎 な く 封 られ て きた の で ある 。 

(2) 資料 館 (図書 館 ) 設置 後 の 変遷 

資料 館 の 前 身 で ある 図書 館 が 正式 に 設置 され た の は 、 前 述 の よう に 、 胃 治 20 
牌 特許 局 官制 に も と づく の で ある が 、30 年 7 月 に は 、 埋 商務 省 商品 陳列 館 規 則 
お よび 出品 規則 が 制定 せら れ 、 陳 列 品 は 、6 部 に 区 分 され 、 内 国産 部 、 外 国産 
部 、 新着 品 部 な ど と と も に 特許 品 部 が 置か れ 、 発 明 考 案 品 が 陳列 され た 。 翌 31 
年 に は 、 専売 特許 局 に 外事 掛 が 置か れ 、 図 書館 の 所 堂 事項 中 、「 公 区 書 衝 余 訳 
に 関す る 事項 」 が 同 掛 に 移さ きれ 、「 陳 列 所 に 関す る 事項 」 が 抹消 され た の に 代 
つて 、「 胃 細 書 及 会報 編 築 及 配 付 に 関す る 事項 」 が 新しく 所 穫 事 項 と な つた が 、 
層 32 年 の 分 課 規 程 の 改正 に お いて は 、「 図 番館 に 於 て は 箸 判 及び 審査 に 関す る 
図 斗 、 要 本 、 角形 及び 見 本 の 出納 保管 及び 観覧 に 関す る 事項 を 堂 る 」 と 改め ら 
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れ 、 ふ た た び 公 翌 編 筐 お よび 配付 に 関す る 事項 は 、 他 に 移さ れ た 。 
41 年 の 分 課 規 程 改 正 に お いて は 、 図 書館 お よび 特許 局 陳 列 所 を 置 く と 規定 き 
れ て 、 特 許 局 陳列 所 の 設置 が 明 交 化 さ れ た 。 そ し て 「 図 書館 に 於 て は 蜜 判 及 審 


査 に 関す る 図書 、 標 本 、 雛形 及 見 本 の 出納 保管 及 観 覧 に 関す る 事務 を 堂 る ] 


げ 許 特許 品 陳 列 所 
と 、 ま た 「 特 許 品 陳列 所 に 於 て は 陳列 品 の 


出納 保管 肥 観 覧 凛 に 陳列 品 に つき 照会 応答 


に 関す る 事務 を 堂 る 」 と 規定 され た 。39 年 
に 郊 町 区 道 三 町 に 移転 後 の 陳列 所 は 、 建 
167 坪 余 の も の で あつ た が 、 さら に 40 年 に 
は 陳列 所 の 増 筑 が な つて 2 階 直 と な り 、 階 


FL 111 つり 
ーー 
海 


Mi 盾 ] 
上 115 坪 余 、 階 下 172 旦 余計 287 坪 の 堂々 た る | 8494'8 95 
時 記 拉 お 午 
陳列 所 が 功 し て 、 常 時 新しい 発明 教委 品 | 9i』 s 職 6 
3.000 余 点 が 隙 列 さ れ 、 新 し い 商品 の 紹介 | 81 8 
性 昌 1 和議 6 ls 


に 、 あ る い は 新しい 技術 の 内 容 の 公開 に 役 
立つ た の で ある 。 な お と の 外 、 諸 外国 に お 
ける 新しい 発明 考案 品 、 そ の 他 参 考 品 等 る 
多数 展示 され て 、 わ が 国 の も の だ け で な く 
広く 諸 外 国 の 技術 の 紹介 に も 力 を 注い だ 。 

また 図書 館 は 、 同 42 年 に 図書 課 の 所 管 と 
な つた が 、 大 正 2 年 図 番 課 の 廃止 に 伴 つ て 
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庶務 課 の 所 掌 事項 の り の 1 つと な り 、 さ ら に 同 7 年 特許 局 官制 の 改正 に よ つ て 正式 
に ふた た ご び 設 置 せ られ 、 そ の 所 堂 事 項 は 「 審 判 及 審査 に 関す る 図 午 、 見 本 友 角 
形 を 保管 せ し む 」 と 規定 せら れ 、 ま た 、 同 年 の 分 課 規 程 の 改正 に よ つ て 、 陳 列 
所 は 陳列 館 と 改称 され 、 所 掌 事 項 は 、「 発 明 、 実用 新案 、 意匠 肥 商 標 に 関す る 
内 外国 の 難 形 、 見 本 及 参考 品 の 葛 集 陸 列 交 観 覧 に 関す る 事務 を 堂 る 」 と 規定 さ 
れ 、 名 実 と も に 図書 館 と 陳列 館 が 併設 され た 。 

同 10 年 12 月 に は 、 関 西 地区 に お ける 出願 書類 等 の 閲覧 の 要望 に 応え 、 大 阪 市 
東 区 内 本 町 橋 語 町 58 大 阪 許 商 品 陳列 所 内 発明 館 に お いて 、 公 報 類 、 願 番 見 本 侍 
を 一 般 の 閲覧 に 供する 旨 の 告示 が 公布 され た 。 閲覧 場所 に つい て は 、 そ の 後 、 
大 阪 府立 罰 易 針 、 大 阪 府 工業 奨励 館 、 大 阪 府 立 図書 館 と 変更 され た が 、 現 在 は 
犬 阪 通商 産業 局 に 置か れ て いる 。 

同 12 年 9 月 1 日 の 関東 地方 を 環 つ た 大 地震 に 伴う 火災 の た め 、 一 切 の 番 類 お 
ょ び 婦 貢 類 は 鳥 有 に 帰し て 了 つ た の で ある 。 

翌 13 年 、 下 目黒 の 発明 協会 研究 所 内 の 仮 事務 所 より 麹町 区 大 手 町 に 移り 、 図 
書館 は 廃止 され て 陳列 館 の 名 称 の 下 に 「 発 明 、 実 用 新 委 、 意 匠 及 商 標 に 関す る 
見 本 、 角形 を 葛 集 陳列 し 公衆 を し て 之 を 閲覧 せしめ 、 是 拓 告 鶴 判 、 審 判 及 審 

に 関す る 図書 及 書 類 を 保管 し 公衆 を し て 之 を 閲覧 せ し む 」 と 、 特 許 局 官制 中 
に 規定 きれ て 、 図 書 業務 と 陳列 業務 と を 傍 せ 行う こと に な つた 。 ま た 、 同 年 特 
許 局 図書 閲覧 規程 お よび 特許 局 陳列 館 規 程 が 前 後 し て 制定 され た 。 昭和 8 年 起 
工 の 麹町 区 三 年 町 に お ける 新 庁舎 は 、 同 年 内 に 凌 功 し て 同年 8 月 27 日 移転 し 、 
陳列 館 の 施設 は 、 館 長 室 20 坪 、 事務 室 65 坪 、 図 書庫 4 庫 137 坪 、 公 報 庫 2 庫 
177 坪 、 包 袋 庫 3 庫 138 旦 、 陳 列 品 倉庫 1 庫 15 夫 、 公 衆 閲覧 室 100 電 、 陳 列 室 140 
夫 、 製 本 室 20 王 等 計 712 坪 に 上 る 近代 的 施設 が 完成 し た 。 そ の 後 、 同 18 年 に 特 
許 局 が 技術 院 に 合併 きれ て 技術 院 陳列 館 と 改称 され 、 さ ら に 同 20 年 、 第 2 次 世 
界 大 戦 の 終結 に ょ つて 、 技 術 院 が 廃止 され 、 特 許 標準 局 陳 列 館 と 改称 され 、 つ い 
で 、 同 24 年 通商 産業 独 設置 法 に も と づき 、 陳 列 館 は 、 特 許 庁 の 附属 機関 と な つ 
た が 、 大 正 13 年 以来 の 陳列 館 の 名 称 で 上 記 の 業務 を 遂行 し て きた の で ある が 、 
その 名 が 業務 の 実体 か ら 適 当 で な いと の 理由 に より 名 称 変更 の 必要 を 感じ 、 昭 
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和 27 年 、 現 在 の 「 万 国 工業 所 有 権 資 料 館 」 に 改名 さき れ た 。 こ の 名 称 に つ い て 
は 、 次 節 に 記述 する よう に 、 世 界 の 主要 国 と の 間 に 工 業 所 有 権 C 関 する 公報 類 
を 変換 し 、 整 理保 蔵 し て いる 事実 に も ぉ と づき 選択 きれ た $ る の で ある 。 

な お 、 昭 和 23 年 公布 に 係る 国立 国会 図書 館 法 第 20 条 の 規定 に よ つ て 、 新 た に 
同 図書 館 の 支部 図書 館 を 兼ね る と と と な つた 。 

II. 図書 、 資 料 等 の 整備 状況 の 変遷 

1) 公 報 類 

工業 所 有 権 制 度 の 普及 発達 に 伴い 、 順 次 整備 され た 図書 資料 は 、 工 業 所 有 権 
に 関す る も の 、 お よび 産業 技術 に 関す る も る の を 主として いる が 、 と れ ら の 取扱 
い は 、 胃 治 17 年 10 月 、 農 商務 省 工 務 局 に 商標 應 録 所 が 創設 され 、 図 書 の 掛 が 准 
録 、 雑 務 の 掛 と と も に 置か れん た の に は じ ま る 。 

その 後 増加 し た 図書 、 資 料 等 も 大 正 12 年 の 関東 大 震 災 に より 貴重 本 の 一 部 を 
除き いつ さい を 鳥 有 に 帰し 、 そ れ ま で の 関係 記録 も 焼失 し た の で 、 判 明 し な い 
実情 で ある 。 

明治 18 年 4 月 18 日 公布 の 専売 特許 条 令 中 に 「 専 売 人 の 名 短 及 発明 の 明細 書 図 
面 等 は 堪 商 務 省 に 於 て 楽 庶 の 観覧 に 供 す へ し 」 と の 規定 が あり 、 殖 来 発行 され 
た 内 国 特 許 発明 明細 和書 お よび 特許 、 交 録 に 関す る 公報 類 は 別表 (1 ) に 示す 通 
りす べ て 番号 順 、 類別 、 類 種別 分 類 整理 され 、 外国 公報 類 は 明治 322 年 7 月 

別 表 1 日 本 特許 公報 類 一 覧 表 
性  - 誕 還 委 公 滑 調 科 
出願 公告 番号 順 | 自 大 正 1 年 至 現 在 
特 許 番 号 順 自 明治 18 年 至 大 正 11 年 | 1 号 -41260 尽 
類 種別 (分 類別 ) | 自 大 正 11 年 至 現 在 
特許 発明 明細 書 


特 許 番 号 順 | 自 明治 42 年 至 昭和 25 年 | 17330 与 -181600 評 
類 種別 (分 類別 ) | 邊 明治 18 年 至 昭和 18 年 
実 用 新案 公報 
出願 公告 番号 順 | 自 大 正 11 年 至 現 在 
登 録 番号 順 | 自 明治 38 年 玉 大 正 1 年 | 1 号 -63195 号 
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類 種別 ( 婦 類 別 ) | 自 大 正 11 年 至 現 在 | 

番 号 順 | 自 明治 39 年 至 昭和 25 年 | 2918 号 一 368750 号 
類 種別 (分 類別 ) | 自 明治 38 年 至 昭和 15 年 

旨 正 半 暫 人 幸 


登 錠 番 号 順 | 自 昭和 8 年 至 現 在 | 59703 号 一 107718 号 
類 別 | 自 昭和 8 年 至 現 在 
商 還 寺村 | 公 。 報 
出願 公告 番号 順 | 自 大 正 1 年 至 現 在 
類 別 | 自 大 正 11 年 至 現 在 
登 録 番 号 順 | 自 明治 20 年 至 大 正 11 年 | 1 号 一 143800 忌 


工業 所 有 権 公報 

出願 公告 番号 順 | 自 昭和 23 年 至 昭和 24 年 

類 別 | 自 昭和 23 年 至 昭和 24 年 ( 特 、 実 、 商 ) 
特許 店 公 報 

| 自 昭和 25 年 至 現 在 I 


徐 。 決 公 報 
竹 判 決 順 | 自 大 正 13 年 至 昭和 18 年 | 特 許 
自 明治 38 年 至 昭和 18 年 | 実 用 新 案 
自 大 正 13 年 至 昭和 18 年 | 意 匠 
自 明治 38 年 至 昭和 18 年 | 商 標 
種 類 別 自 昭和 13 年 至 昭和 26 年 | 化学 、 機 械 、 電 気 、 意 匠 、 商 標 
目 次 
特許 出願 公告 自 犬 正 11 年 至 現 在 
実用 新案 出願 公告 | 自 大 正 11 年 至 ヶ 
商標 出願 公告 | 自 大 正 11 年 至 ア 
登 録 意 自 明治 24 年 至 ヶ 
目 録 
特 許 | 自 明治 42 年 つ 特許 第 17330 母 第 185600 忌 
。 登録 実用 新案 | 自 大 正 H 年 っ 登録 第 65801 一 第 376294 己 


登 録 商 標 | 自 大 下 13 年 っ 登録 第 160001 練 第 881815 号 
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15 日 万 国 工業 所 有 権 保護 同盟 条約 加 下 後 、 同 条約 第 12 条 に 「 各 締 跳 国 は 互 に 工 
業 所 有 権 に 関す る 特別 な る 事務 所 を 開設 し 、 ま た 、 発 明 特 許 、 工 業 的 意匠 或 は 
雛形 若く は 製造 標 臣 は 商標 を 公衆 に 知ら し め る た め 、 中 央 陳列 所 を 設置 する こ 
と を 約 諾 す 」 と の 規定 に も と づき 、 礁 来 列表 2 に 示す 通り 、 各 国 と 公報 類 の 
相互 交換 を 行い 、 受 け 入 れん られ た も の は すべ て 番号 順 ま た は 発行 順に 整理 さ 
れ 、 当 庁 審査 、 審判 資 料 お よび 一 般 公衆 の 閲覧 用 と し て 利用 され て 来 た が 、 大 
正 12 年 大 震 災 に より 一 切 を 焼失 し た 。 と の た め 、 さ き に 当 訂 より 答 贈 し た 各 関 
係 方 面 に 対し 、 こ れ が 返還 を 要請 する と と も に 、 外 国 特許 発明 明細 番 、 公 報 類 
に つい て 、 既 刊 の ゃ の を 葛 集 す る べく 各国 へ 依頼 状 を 発送 し て これ が 完備 に 努 


め た 。 
別 表 2 外国 特許 公報 類 一 覧 表 
和 別 発行 年 炎症 | 代 考 


還 語 ES | り ) 詳 色 

特許 発明 明細 購 | 自 1617 年 至 1940 年 | 1524678 忌 

特 放 人 志 | 自 1889 年 至 1954 年 | 1941 年 2741 こ 3209 丹 まで 欠 呈 
商 標 公 報 | 自 1876 年 玉 1954 年 | 1938 年 3171-3774 号 まで 欠 号 
特許 明細 和書 クラ ス 順 抜 共 | 自 1855 年 至 1930 年 
衝 放 明 細 書 グル ー プ 順 抜 3 ンー 
折半 グル ー プ 厩 | ansrg les4F| 68 に 560088 
名 称 に よ ょ る 索引 | 自 1884 年 至 1930 年 
人 名 に よ る 索引 | 自 1889 年 至 1938 年 
番 号 に よる 宗 引 | 自 1901 年 至 1916 年 
特許 意匠 商標 判例 集 | 自 1884 年 至 1954 年 | 19411950 年 No.6 迄 欠 忌 
特 許 有 効 表 | 自 1417 年 至 1952 年 
特 許 分 類 索 引 | 自 1927 年 至 1952 年 


EE 報 | 自 1861 年 至 1910 年 

Pe レ 1 リ カ 
特許 発明 明細 八 | 朋 1871 年 到 1954 人 E | 689220028284028) 
植物 特許 明細 番 | 自 931 年 至 1954 年 | 1942 こ 50 欠 坪 (75985) 
特許 索 引 | 前 900 年 至 1953 年 
商 柄 索 引 | 自 1927 年 至 1953 年 
特 誕 公 青 | 自 1872 年 至 1952 年 


商標 分類 目 次 1938 年 発行 年 度 一 定 せ ず 
特 許 分 頻 表 1939 年 の 
商 標 素 引 | 自 1889 年 至 1946 年 | 
抜 ES 索 引 | 自 1931 年 至 1954 年 | 340001 こ 640000 忌 
特許 改訂 明細 和書 | 自 1917 年 至 1939 年 
特許 補充 明細 潮 | 自 1914 年 至 1930 年 

け 年 
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衝 別 。 | 発行 年 次 備 考 
商 標 公 報 | 自 1908 年 到 1911 年 
守 決 録 | 自 1872 年 至 1935 年 
特 許 年 報 | 自 1843 年 至 1925 年 
ン ル ラン 2 ピン スズ ス 
ーー 引 5 に 計 こ ニー 385891 1011050 号 1941 こ 1945 年 欠 号 
特許 発明 明細 書 | 自 1908 年 至 1954 年 | “Caeezor-905900) 12220H 人 3 
追加 特許 明細 購 | 自 1908 年 至 1954 年 | 8738 こ 55350 号 
特 許 索 引 | 自 1908 年 至 1950 年 
特 許 公 報 | 自 1939 年 至 1940 年 
商 禁 公 報 | 自 1923 年 至 1938 年 
特 EE 法 律 | 自 1923 年 至 1940 年 
ス イ ス 
特許 発明 明細 和書 | 自 1923 年 玉 1954 年 | 99401 こ 299945 号 
特 許 意 匠 公 報 | 自 1923 年 至 1954 年 
商 標 公 報 | 自 1923 年 至 1954 年 
特 許 年 刊 素 引 |! 自 1923 年 至 1950 年 
ド イ ジ / 
特 許 発明 明細 書 | 自 1900 年 至 1954 年 | 116500912933 号 
特許 明細 書 抜 共 | 自 1927 年 至 1939 年 
特 誕 公 報 | 自 1927 年 至 1940 年 
特 許 索 引 | 自 1901 年 至 1939 年 
分 類 表 1926 年 発行 年 度 連 続 せ ず 
類 別 索 引 1933 年 の 
商 標 公 報 | 自 1903 年 至 1954 年 
特 許 氏 名 索 引 | 自 1929 年 至 1940 年 
実用 新案 氏名 索引 | 自 1929 年 至 1940 年 
特許 実用 意匠 公報 | 自 1901 年 至 1954 年 
補充 特許 明細 購 | 自 1900 年 至 1926 年 
ジ 2 IN ウラ ョ 9 
特許 発 明 明細 和書 | 自 1923 年 至 1954 年 | 11600 こ 153000 母 
分 類 表 1926 年 
イ タ リ ヤ 
特許 発明 明細 書 | 自 1925 年 到 1954 年 | 242974 こ 490000 
特 許 公 報 | 自 1921 年 至 1952 年 
商 標 公 報 | 自 1921 年 至 1952 年 
補 充 特 許 明 細 書 | 自 1925 年 至 1926 年 
商 裸 索 引 | | 自 1922 年 至 1935 年 
表 呈 喧 - 亡 
特 許 発 明 明細 書 | 自 1922 年 至 1954 年 | 53001 こ 146305 号 
特 許 公 報 | 自 1947 年 至 1952 年 
商 標 公 報 | 自 1923 年 至 1951 年 
特 許 索 引 | 自 1922 年 至 1951 年 
クノ ク ピル ウー < コー 
特許 発 明 明細 和書 | 自 1923 年 至 1954 年 | 3721184210 選 
特 許 公 報 | 自 1923 年 至 1954 年 
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衝 別 。 | 発行 年 火 | 人 

商 標 公 報 | 自 1923 年 至 1954 年 
特 許 索 引 1949 年 
商 標 索 引 1947 年 

オ 2 ク グ 』 
特許 発明 明細 和書 | 自 1913 年 至 1954 年 | 1 75975 呈 
特 許 公 報 | 自 1923 年 至 1954 年 
商 標 公 報 | 自 1923 年 至 1941 年 

デン ま c 三 講 有 
特許 発明 明細 書 | 自 1923 年 至 1954 年 | 32001 こ 77060 号 
商 標 公 報 | 自 1923 年 至 1939 年 
特 許 索 引 | 自 1923 年 至 1939 年 


ソ ビ ェ エッ ト 連邦 


『 許 発明 明細 書 | 自 1924 年 至 1941 年 | 1 <59000 忌 


に 
選 


特 


自 1924 年 至 1941 年 
ユー ゴー シス | ラ 』 ビ 。 ヤ 
許 発明 明細 書 | 自 1931 年 至 1941 年 | 85794~ こ 127850 証 
許 公 報 | 自 1924 年 到 1941 年 
業 所 有 権 公報 | 自 1937 年 至 1941 年 
と 9 り 補 
許 発明 明細 書 | 自 1931 年 至 1941 年 | 85794~127850 選 
許 公 報 | 自 1924 年 至 1941 年 
標 公 報 | 自 1937 年 至 1941 年 
中 還 二 革 請 民 間 記 凡 
標 公 報 | 自 1923 年 至 1945 年 
交 商 標 公 報 | 自 1923 年 生 至 1927 年 
偽 化 四 季 報 | 自 1950 年 至 1954 年 
メ キ ペグ 三 ( 
許 商 標 公 報 | 自 1923 年 至 1954 年 | 
ニュ ユー ジー ラン ド 
許 公 報 | 自 1922 年 到 1954 年 | 
国 際 事 務 局 
際 商 標 | 自 1923 年 至 1954 年 | 
ラ ジ ル 


業 所 有 権 公報 | 自 1924 年 至 1927 年 | 
オビ 表 ス 天 に り 衣 ら 
168001179450 母 


自 1951 年 到 1954 年 
自 1923 年 至 1941 年 
自 1929 年 玉 1940 年 
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別 26 語 行 清 年 次 備 考 
ER 全 ウ レ 請 唐 ド 下記 の 肖 訴 攻 
権 公報 | 自 1934 年 至 1941 年 | 
ス 2 バ イ 2 ン 


報 | 自 1934 年 至 1936 年 
公 報 | 自 1952 年 至 1954 年 


ウイ ジィ シー ジン 


示 必 


公 報 0 玉 1941 年 
公 報 | 自 1936 年 至 1941 年 
シリ ヤ お よび ひび レ パ ノ ン も 
の 表 | 自 1924 年 至 1940 年 | 
ト ル 回 和 
公 報 | 自 1931 年 至 1950 年 | 1939~1948 年 欠 号 
ジ ヤ バ _- 
報 | 自 1930 年 到 1941 年 | 折 


AN ル ギ ー 


公 報 | 自 1921 年 至 1940 年 
公 自 1923 年 至 1939 年 


カ ワ ョ の 


特 公 報 | 自 1923 年 至 1954 年 | 1942-1950 年 欠 号 
CI 率 おま 主 の 詩 ド 
待 公 報 | 自 1951 年 至 1954 年 
商 報 | 自 1952 年 至 1954 年 
商 報 | 自 1952 年 至 1954 年 
滴 沙 
特 細 和書 | 自 1936 年 至 1940 年 | 類 別 
特 公 報 | 自 1936 年 至 1944 年 | 1 22785 号 
特 匠 素 引 | 自 1936 年 至 1944 年 
商 公 報 | 自 1934 年 至 1943 年 | 1 28420 峡 
意 公 報 | 自 1936 年 至 1944 年 
タ ィ 
商 公 報 | 自 1952 年 至 1953 年 | 
No ジュ ジン 
特 公報 | 自 1951 年 至 1954 年 | 


キ に 3 ー バ 

報 | 自 1952 年 至 1954 年 | 

イィ ン ド 

公 報 | 自 1952 年 至 1954 年 | 
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つい で 、 第 2 次 世界 大 戦 に より 、 外 国 公報 類 の 一 部 が 焼失 し た と と は 前 述 の 
通り で ある が 、 戦 争 に よる 通信 杜 絶 の た め 、 公 報 類 の 相互 交換 が 中 断 し て いた 
の を 、 昭 和 23 年 11 月 に 玉 つ て 、「 公 報 類 の 戦後 交換 開始 に つい て 」 に より 、(3) 
前 前 公 強 類 を 変換 し て いた 国 、 ア メリ カ 外 17 ヶ 国 、(b) 戦前 公報 類 を 日 本 が 受 
け て いた が 、 日 本 より は 発送 し な か つた 国 、 ノ クー ルウ エー 人 外 3 ヶ国 、(c ) 戦前 
公 幸 類 を 日 本 か ら 発 送 し た が 、 日 本 で は 受け て いな か つた 国 、 プ ラジ ル 外 - 5 ケ 
国 、(d ) 戦前 公報 類 の 変換 を し て いな か つた 国 、 ブ ルカ リャ 外 8 ヶ 国 に 対し て 
相互 交換 を 依頼 し 、 翌 年 は じ め あて スイ ス 、 ス エー デン より 特許 発明 明細 和書 、 ニ = 
ュー ジー ラン ド よ り 特 許 公報 、 さ ルン 国際 事務 局 よ ょ り 国 際 商 標 が 送付 され 、 現 
在 で は 、28 ヶ ケ ヶ国 と の 間 に 相 互 変 換 を 行 つ て お り 、 な お 交換 国 の 増加 に 努め て い 
る 。 
⑳2D 書 
当館 備付 の 図 千原 和仁 に 記 寺 され て いる 和書 第 1 号 の 、 大 正 12 年 9 月 1 日 受 入 
に 係る 新 板 早 引 定 紋 鑑 全 (天保 3 年 発行 ) が 、 同 種 の 古 交 書 類 960 吉 と と も に 
焼 残 り 、 直 重 本 と し て 記 電 され て いる 

この よう に 大 正 12 年 は 、 鋭 意図 書 の 収集 が 行わ れ 、 約 半年 間 に 和 書 3, 134 聞 、 
洋書 672 界 が 受入 され 、 以 来 、 別 表 (3) に 示す よ うに 果 年 増加 し て 行 つ た が 、 


別 表 3 内 国 お よび 外国 図書 受入 冊数 実 ( 自 大 正 12 年 至 昭和 29 年 ) 
区 分 p S 区 分 ご 
EE | 凡 国 | 外 国 き 内 国 | 外 国 計 
年 度 別 年 度 別 
過 山 i 川 | 世 民 寺 
大 正 12 年 3, 134 672 3, 806 骨 和 14 年 2, 306 657 2.963 
13 年 377 414 791 15 年 629 167 796 
14 年 308 141 449 16 年 1,082 252 1.334 
15 年 586 565 HH 電 151 17 年 1,374 13 1,387 
昭和 2 年 387 690 1, 077 18 年 5, 792 1, 821 7.613 
3 年 425 479 904 19 年 729 49 778 
4 年 457 672 1,129 20 年 76 35 111 
5 る 回 441 512 953 21 年 623 24 647 
6 年 325 448 773 22 年 1,800 276 2,.076 
7 395 332 727 23 年 1, 265 351 1.616 
8 年 479 389 868 24 年 
9 年 387 333 720 25 年 
10 年 698 358 1,056 26 年 
11 年 1, 638 436 2, 074 27 年 
12 年 3, 098 1, 989 5,087 28 年 
13 年 3, 956 1,093 5, 049 29 年 8 
-、 | | . 邊 | 半 旨 二 還 半 陽 NE 


| 
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昭和 16 年 か ら 同 21 年 ま で は 、 今 次 大 戦 に よる 影響 を 受け 、 各 年 と も 洋書 の 受 
入 加 数 は 50 國 以下 で も り 、 そ の 間 昭 和 18 年 度 に お 、 技 術 院 と の 合併 に より 
技術 院 図書 6,323 加 (和書 4, 548 國 、 洋 書 1,775 國 ) を 受入 し た が 、 昭 和 20 年 5 月 
24 日 の 戦災 に より 、 ま た また 一 般 図書 16, 316 加 (和書 12, 244 加 、 洋 和書 4, 072 刑 ) 
外国 公報 3.233 思 ( ィ ギ リラ 特許 抜 茶 、 ア メリ ヵ お よび ドイ ィ イッツ の 切 抜 揚 本 ) を 
焼失 し た と と は 、 か えす が えす も 遺 憎 で あつ た 。 な お 、 昭 和 29 年 12 月 夫 現 在 数 
は 93、443 思 で 、 内 訳 は 、 和 書 25, 049 囚 、 洋 書 10, 473 加 、 日 本 公報 16, 921 國 、 外 
国 公報 41,000 尋 で も る 。 

(3) 雑 誌 

雑誌 の 累 年 受入 状況 は 、 別 表 (4) に 示す 通り で も る が 、 こ れ も ゃ 大正 12 年 以前 
に つい て は 図書 同様 判明 し な い 。 


別 表 4 内 国 お よび 外国 雑誌 受入 種類 数 調 ( 自 大 正 12 年 至 昭 和 29 年 ) 
区 分 5 区 分 
国 | 外 国 計 
年 度 別 年 度 別 je 
還 還 種 還 加 竹 
大 正 12 年 36 72 108 昭和 14 年 287 204 491 
13 年 81 82 163 15 年 237 194 431 
14 年 89 90 179 16 年 188 173 361 
15 年 131 120 251 17 年 221 1 222 
昭和 2 年 162 113 275 18 年 118 1 119 
年 168 | 136 304 19 年 250 1 251 
4 年 188 155 343 20 年 3 0 3 
5 年 182 146 328 21 年 49 0 49 
6 年 188 151 339 22 年 113 0 113 
7 年 182 157 339 23 年 138 4 142 
年 205 122 327 24 年 103 20 123 
9 年 195 112 307 25 年 106 16 122 
10 年 193 | 116 309 26 年 217 43 260 
11 年 200 | 180 380 27 年 221 59 280 
12 年 253 226 479 28 年 238 64 302 
13 年 265 209 474 29 年 ' 263 84 347 


毅 前 の 洋 誌 に つい て は 、 ア メリ カ 、 オ イギリス の も の は 戦前 最後 の 受入 に 係る 
昭和 16 年 12 月 18 昌 の も の が 多く 、 そ の 中 アメ リカ の も の で 、 昭 和 17 年 3 月 2 日 
受入 の も の が 1 種 あ り 、 ド イタ の も の は ほとん ど 昭 和 16 年 7 月 23 昌 で も る 。 た 
だ 昭和 172E 3 月 11 昌 に 1 種 受 入 さ れ て いる に 過ぎ ず 、 結 局 洋 誌 は 、17 年 か ら 22 
年 まで は 、 交 戦 そ の 他 の 理由 に よる 通信 杜 絶 の た め 、 受 入 さ れず 、 わ ず か に ス 
ォ ス か ら Ta' propriete Industriele が 19 年 まで 、 ま た 、Inter Avia が 19 年 9 月 
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か ら 10 月 の 間 に 33 尋 だ け 入 手 さ れ て いる 

終戦 後に お いて は 、 呆 和 24 年 10 月 以来 、 ア メリ カ の エロ ア ・ ガ リオ アブ 資金 の 
利用 に より 、 は じ め て 15 種 を 同国 か ら 購 入 し 、 現 在 は アメ リカ の ター ナー 社 と 
の 直接 契約 を 含め 、84 種 が 受入 され て いる 

内 国 雑誌 る ほ は ゞ 同様 で も ちる が 、 昭 和 16 年 頃 か ら 、 和 宣 事 に 関す る 、 科 学 、 工 業 
も の が 多数 受入 され た が 、 昭 和 20 年 に お いて は 、 改 浮 の 虚脱 状態 の た め 、 軸 版 
界 は い 縮 し 、 わ ず か に 法律 時報 13 氏 と 機械 技術 、 昌 本 失 維新 聞 の 2 種類 の み 受 
入 さ れ た に 過ぎ な か つた 。 

以上 、 図 和書 、 雑 誌 を 通じ て 考え を られ る とこ と は 、 昭 和 11 年 一 15 年 の 間 が も つと 
も 充実 し 、 整 備 さ れ 、 少 く と も この 程度 の も の が 経常 的 に 受入 され る こと が 、 
現在 も 必要 不可 欠 と 思わ れる の で ある 。 

(4 ) 出願 書類 お よび 審判 記録 

処分 済 の 出願 書類 (特許 、 交 録 され 、 ま た は 拒絶 査定 、 無 効 取 下 の 処分 の あぁ 
つた も の ) お よび 審判 記録 は 、 い わ ゆ る 資料 と し て 審査 、 審判 に 必要 な も の で 
あり 、 た と えば その 処分 決定 後 、 資 料 館 に 受入 され て いる が 、 と れ は 、 胃 治 21 
年 1 月 、 特 許 局 分 堂 規程 に 規定 され て 以来 、 現在 26 種 類 に 分 類 し て 整理 保管 さ 
れ て いる 。 大 正 12 年 大 震 災 に お いて 、75 万 件 を 焼失 し 、 同 10 月 に は 、 農 商務 省 
令 「 減 失 特 許 原 傘 回 復 規則 」 な ど に より 、 再 提出 を 条件 に し て 、 登 録 の 回 復 を 
図 つ た が 、 こ れ を も 含め て 、 現 在 、 す で に 廃棄 処分 され た も の を 除き 、1, 743, 166 
件 の ぼう 大 な 記録 書類 が 整理 保管 され 、 審査 、 審判 そ の 他 庁 内 事務 用 、 お よび 
出願 課 に お ける 一 般 外 来 者 の 閲覧 に 利用 され て いる 。 

III. 公報 類 の 閲覧 状況 の 変遷 

前 述 の 通り 、 明 治 17 年 に 商標 見 本 を 一 般 の 観覧 に 供し 、 つ いて 明治 18 年 # 月 
の 太政官 布告 「 専 売 特許 条例 」 に ょ り 、 専 売 人 の 名 簿 お よび 発明 の 明細 和書 図面 
等 を 衆 護 の 観覧 に 供 す べ き 旨 が 決定 され 、 つ いで 明治 32 年 万 国 工 業 所 有 権 保護 
同盟 条約 加盟 後 、 相 互 交換 され た 外国 の 公報 類 も 一 般 公 衆 に 広く 閲覧 させ る こ 
と と な つた 結果 、 現 在 ま で の 公報 類 の 閲覧 利用 状況 は 432 頁 に 示す 通り 、 増 加 
の 一 途 を 辿 つ て いる が 、 残 念 な が ら 明 治 17 年 か ら 大 正 3 年 まで と 大 正 11, 12 年 
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は 判明 し な い 。 
別 表 5 内 外国 公報 類 閲 覧 人 員数 調 


年 次 | 覧 人 員 | 開館 日 数 | 一 日 平均 年 次 | 較 覧 人 員 | 開館 日 数 | 一 昌平 均 


天正 4 年 | 21,431 人 348 62 了 昭和 10 年 。 45.669 人 293 156 
5 | 22,050 351 68 11 | 45.946 293 157 
6 | 25,520 317 81 12 41, 579 294 | 141 
7 24.043 351 69 13 35, 345 202 計 | 請 語 i21 
8 27,059 348 78 14 29,714 291 | 102 
9 29,368 351 84 15 27.013 294 92 
10 32,154 | 351 92 16 25. 812 292 88 
11 誠 災 の た め 17 20,723 | 292 71 
ョ ウ 間 記 | 資料 焼 失 18 15,713 | 293 54 
13 | 13,821 289 48 | 19 | 13.876 | 335 | 41 
14 | 13,452 | 293 46 | 20 4,204 193 | 22 
15 | 29.739 | 295 101 21 12. 995 294 44 
昭和 2 年 | 31.814 292 109 22 18.075 292 62 
3 30,018 291 103 | 23 19.636 295 67 
4 36.064 293 123 24 25. 845 293 88 
5 47.653 293 128 25 | 27,883 293 95 
6 55,760 293 122 26 27,735 | 294 94 
7 49, 922 294 ! 167 27 33.579 | 295 114 
8 | 48,813 291 | 168 28 35,554 293 121 
9 | 47.949 294 | 163 29 39. 925 294 136 


TV 発明 品 等 の 陳列 状況 の 変遷 

発明 品 の 陳列 に 関し て は 、 明 治 21 年 1 月 燃 商 務 省令 第 1 号 の 特許 局 分 称 規 程 
に より 、 特 許 発明 品 お よび 登録 商標 、 意 区 侍 の 陳列 所 に 関す る 事項 が 定め られ 
て 以来 、 庁 内 に お いて 陳列 品 の 展示 を 行う と と も に 、 胃 治 30 年 7 月 堪 商 務 省 告 
示 第 27 号 堪 商 務 省 商品 陳列 館 規 則 に も と づき 、 同 年 より 大 正 10 年 まで 、 同 館 へ 
特許 局 よ り 特 許 品 、 交 録 意匠 お よび 商標 の 見 本 、 凶 形 を 回 付 陳列 し 、 ま た 、 胃 
治 32 年 万 国 工 業 所 有 権 保護 同盟 条約 加 下 後 は 、 同 条約 の 規定 に も と づい て 、 そ 
れ ま で 図書 館 に 傍 在 し て いた 陳列 業務 は 、 胃 治 412 年 4 月 の 特許 局 分 課 規程 に 
より 、 図 書館 と は 別に 特許 品 陳列 所 を 設け て 、 専心 陳列 業務 を 行う に 至 つた 。 

つい で 、 天 正 7 年 7 月 農 商 務 省 告示 を も つて 特許 局 発明 展 賢 会 規程 を 定め 、 
と の 親 程 に も と づい て 、 は じ め て 大 正 7 年 10 月 10 昌 か ら 11 月 30 日 ま で 、 東 京 市 上 
野 公園 国産 奨励 会 陳列 館 に お いて 特許 局 主催 の 下 に 発明 展覧 会 を 開催 し た が 、 
その 後 、 当 局 主催 の 発明 展覧 会 は か れず 、 そ れ に 代 つ て 、 政 府 の 援 基 の 下 に 
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帝国 発明 協会 に お いて 、 し ば し ば 開催 され た (とれ ら の 事項 に つい て は 、 第 9 
編 に 詳 述 ) が 、 内 外 の 情勢 に か ん が 久 、 発明 考案 の 普及 発達 を 基 す る た め に は 
特許 局 自 ら 発明 展覧 会 を 開催 する 必要 が 痛切 に 認め られ て 、 特 許 局 発明 展覧 会 
を 年 々 定期 に 閉 催 する こと と し 、 昭 和 8 年 8 月 商工 省 告示 を も つて 、 前 記 特 許 
局 発明 展覧 会 規程 を 改正 し 、 第 1 回 発明 展覧 会 を 東京 市 麹町 区 東京 商工 奨 励 館 
で 昭和 8 年 11 月 8 日 より 21 日 まで 開催 し た 。( ち な み に と の 叶 の 開催 に 要 し た 経 
坦 は 14, 780 円 で も つた 。) と れ よ り 別 表 (6) に 示す 通り 、 毎 年 1 回 東京 に お い 
て 継続 開催 し 、 そ の 間 、 昭 和 9 年 10 月 に は 、 わ が 国 特許 制度 の 確立 以来 50 年 を 
関し た の で 、 特 許 法 施行 50 年 記念 事業 の 一 と し て 、 と く ほ に 50 年 回 座 発 明 展覧 会 
が 開催 され た 。 

第 2 次 世界 大 戦 の 激化 と と も に 、 展 覧 会 の 半 催 も 思う よう に な ら ず 、 特 許 局 
の 技術 院 へ の 合 億 に より 、 庁 内 陳列 室 は 従来 の 約 4 分 の 1 の スペ ー ス と な り 、 
終戦 に つづ く 社 会 情勢 の 不安 定 が 影響 し て 、 陳 列 品 の 展示 も 朋 店 価 業 の 有 様 で 
ぁ あつ た が 、 よ う や くく 昭和 25 年 10 月 に 至り 、 再 開 し 現在 に 玉 つ て いる 。 

また 、 近 時 地方 開催 の 発明 展覧 会 、 博 覧 会 等 より 、 し ば し ば 発明 品 の 出品 方 
を 依頼 され 、 第 1 回 昭和 28 年 10 月 高岡 市 に お ける 富山 県 発明 展 監 会 へ 79 点 、 第 
2 回 昭和 29 年 4 月 富山 市 に お ける 富山 産業 大 博覧 会 へ 日 本 の 世界 的 発明 品 と し 
て 87 点 、 お よび 最近 日 本 の 優秀 発明 品 と し て 222 点 、 第 3 回 同年 10 月 高岡 市 に 
お ける 宮山 県 発明 展 へ 101 点 を それ ぞ れ 出品 展示 し て 、 観 覧 者 の 参考 に 供し た 。 


別 表 6 発明 展 監 会 に お ける 出品 人 員 、 点 数 お よび 観覧 人 員 
加 到 | 生 に = 還 詳 計 粒 
| 人 . 中軸 県 還 還 間 症 還 泊 EGG 
第 1 回 | 昭和 8 年 465 963 39,273 | 2.805 
2 9 年 303 726 25, 671 1.833 
3 10 年 345 958 29,158 2.083 
4 11 年 357 950 23,104 1.650 
5 12 年 384 955 25, 938 1.853 
6 13 年 401 772 31, 325 2.238 
7 14 年 361 731 29, 549 2、111 
8 15 年 278 539 23,589 1.685 
9 16 年 315 599 20,012 1.429 
10 17 年 341 | 741 122, 609 8,758 
11 18 年 40,761 2.911 
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エ . 専売 特許 条例 施行 (明治 18 年 ) に 至る まで の 発明 奨励 

発明 奨励 政策 は 、 新 し い 工 業 的 技術 の 委 出 と 、 そ の 経済 的 な 実現 と を 保護 及 
成す る た め に 、 国 の と る 政策 で も る と する な ら ば 、 資 本 主義 国 に お いて は 、 そ 
の 中 心 は 特許 制度 に ある と いわ な けれ ば な ら な い 。 し か し 、 特 許 制 度 の 歴史 に 
つい て は 、 す で に 第 1、2 編 に お いて 述べ た と と ろ で ある か ら 、 本 斉 に お いて 
は 、 そ れ 以 外 の 発明 奨励 施策 に つい て 述べ る こと に する 。 

明治 初頭 の わが 国 の 政策 が 、「 和 富国 強兵 」「 殖 産 興 業 」 に あつ た こと は 周知 の 
通り で ある が 、 そ の た め の 具 体 的 方 策 と し て 、 ま ず 胃 治 政府 が 執 つ た の は 、 近 
代 工 業 の 国営 化 策 で あつ た 。 

政府 は 、 工 硫 、 造 船 所 、 鉄 道 、 電 信 、 化 学 工業 、 製 糸 、 紡績 、 鉱 山 、 製 鉄 等 
の 事業 を 外人 技師 を 招い て 自ら 営ん だ 。 すなわち 、 こ と の 叶 代 の わが 国 の 工業 化 
は 、 こ れ ら の 工場 等 の 多く が と の 期 の 後半 に 民間 に 払い 下げ られ た と は いえ 、 
国家 資本 と 外国 技術 を 中 心 と し て 遂行 され た も の で あつ て 、 日 本 人 自身 に 対 す 
る 発明 の 奨励 は 、 国 策 の 中 心 を は ずれ た も の と な ら ざ る を 得 な か つた 。 

た し か に 、 明 治 4 年 4 月 に 「 専 売 略 規則 」 が 公布 され て いる 事 実 を 見 逃す わ 
け に は いか な い 。 し か し 、 廃 藩 置 県 が 明治 4 年 7 月 で あり 、 土 地 の 永 代 売 買 禁 
上 の 解除 が 明治 5 年 で も あつ て 、 特 許 制 度 の 背景 と な る 民事 法 は 、 こ の 時 に は 何 
1 つ 公布 され て いな いと と を 考え れ ば 、 こ の 制度 が 近代 的 制度 と し て 活用 され 
る 経済 的 基礎 を も 、 法 制 的 基礎 を も 欠い て いた た め 、 発 明 奨励 施策 と し て の 実 
効 性 を 持ち 得 な か つた と と は 明らか で あろ う 。 

し か し 、 他 方 よう や く 資 本 主義 的 発展 へ の 歩 を 踏み 出し た わが 国 の 民間 資本 
が 、 世 界 経済 と の 変 流 に 伴 つ て 、 一 刻 も 早く 近代 資本 主義 的 水準 に 到達 し うる 
に は 、 な お お お く の 国 家 的 施策 が 要請 され た の で あつ て 、 と くに 、 当 時 の 明治 
浴 新 政府 の 行 つ た 施策 で 注目 すべ きも の は 、 博 覧 会 、 共 進 会 政策 で あつ た 。 も 
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ちろ ん 、 こ れ ら は 、 発 明 奨 励 の みみ を 目的 と し た も の で は な い が 、 そ の 発明 奨励 
的 効果 に は 大 き な も の が あつ た と 考え られ る 。 

政府 は 、 投 術 の 向上 、 輸 出 の 振興 の 目的 を も つて 、 胃 治 6 年 、 ウ ィ ー ン の 万 

国 博覧 会 を は じ め 、 た び た び 外国 博覧 会 に 参加 し た が 、 国 内 で も 明治 10 年 に は 
第 1 回 内 国 勧 業 博 覧 会 、 明 治 14 年 に は 第 2 回 内 国 勧 業 細 覧 会 を 開催 し て 、 わ が 
国 の 産業 振 貞 を 図 つ て お り 、 こ の 勧業 博 忠 会 に は 、 麗 雲 捕 下 の ガラ 紗 機 、 磯 崎 
眠 旬 の 飾 発 奄 等 が 発明 品 と し て 入賞 し て いる 。 ま た 明治 13 年 の 綿 糖 共進 会 の 報 
告 に も 、 わ が 国 の 実状 に 適し た 発明 の 重要 性 が 強調 され て いる 

また 、 こ の 期 に お いて 、 胃 治 7 年 の 太政官 布告 「 間 章 条例 」 中 に 、 発 明 に よ ょ 
つて 社会 に 机 献 し た 者 に 、 藍 緩 褒 癌 を 授与 する 制度 が 定め られ た と と ゃ 注目 す 
べき で ある が 、 和 実 除 に それ を 授与 され た の は 胃 治 15 年 玖 塞 三 致 の 綿糸 機械 と 関 
する も の 1 件 の 久 で あつ た 。 

IT. 特許 法 施行 (明治 32 年 ) に 至る まで の 発明 奨励 

明治 18 年 4 月 18 日 、 政 府 は 、 専 売 特許 条例 を 公布 し た 。 当 時 すでに 営業 の 多 
く は 民間 に 払い 下げ られ て お り 、 同 年 5 月 に は 、 日 本 銀行 は 、 最 初 の 外 換 銀行 
券 を 発行 し 、 わ が 国産 業 の 基礎 は よう や く 固 りつ ヽ あ つた 。 

この 年 に は また 西欧 の 制度 を 模 信 し た 内 閣 官制 が 実施 され る と と も に 、 産 業 
技術 に 対す る 政府 の 政策 も 、 事業 直営 の 政策 か ら 、 し だ い に 西 欧 式 に 、 特 許 市 
度 に よる 発明 者 の 保護 と 民間 企業 に 対す る 技術 指導 の 政策 に 変化 し て きた 。 

すでに 胃 治 11 年 に は 、 札幌 に 工事 試験 所 が 創設 され て いる が 、 明治 20 年 に 
は 、 製 紙 試験 所 が 設立 され (22 年 開 鎖 )、 明 治 32 年 に は 、 箇 議院 で 「 中 内 工業 
試験 所 設立 に 関す る 建議 筆 」 が 可決 され 、 翌 年 に は 、 工 業 試 験 所 官制 が 公布 さ 
Lik 四 な や っ 衣 

発明 奨励 の た め の 施 策 と し て は 、 各 種 の 展 賢 会 、 共 進 会 は 前 期 に ひき つぶ ヾ い 
て 行わ て れ た 。 ま た 、 胃 治 23 年 に は 、 田 中 正平 の 純正 調 楽 器 、 明 治 24 年 に は 、 下 
瀬 雅 充 の 火薬 の 発明 に 、 陸 下 か ら 特別 の 御 下 昌 金 が も つた 。 

し か し 、 こ の 期 に 藍 緩 褒 次 の 授与 を 受け た 者 が 1 人 も いな い の は 、 い さい \ か 
奇異 に 感 ず す ち と と ころ で ある 。 
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と の 交 間 に お いて は 、 胃 治 27 一 8 年 の 昌 清 戦争 が も り 、 つ ゞ ざい て その 後 の 繊 維 
正 業 を 中 心 と する わが 国 の 軽工業 の 近 典 時 代 に 入る の で あ も る が 、 ま ず 日 清 戦 争 
と 発明 奨励 と の 関係 を みる と 、 こ の 戦争 は 、、 も つば ら 外 国 の 兵器 、 物 質 を も つ 
て 戦わ れ 、 国 内 で は 、 造 船 関係 以外 は 、 す べ て 官 設 工場 の 生産 に よ つ た も の で 
ぁ あつ て 、 戦 争 の た め に わが 国 の 発明 が 要望 さき れる と いう と と は 、 と くに な か つ 
た よう で ある 。 後に 有名 に な つた 下 瀬 火 楽 $、 こ と ヽ で は 利用 きれ て お ら ず 、 三 
宮 忠 入 の 徐行 機 の 考 染 $ 軍 に お いて 問題 と きれ な か つた の で ある 

つぎ に 、 軽 工業 の 勃 軸 の 間 題 で も や る が 、 そ の 中 心 を な す 落 績 に お いて は 、 外 
国技 術 の 導入 が 中 心 で も り 、 先 の 玖 雲 式 綿 糸 機械 な ど は 時 代 遅 れ の も の と し て 
葬 ら れる と と に な つた 。 現 茶 、 製 糸 人 等 、 わ が 国 の 特産 物 に つい て は 相当 な 発明 
が な され て いる が 、 光 に 述べ た 以外 に と くに と これら の 発明 を 国家 的 に 奨励 し た 
と と は と の 時 期 に は 見 当ら な い 。 

III. 第 1 次 世界 大 戦 開始 (大 正 3 年 ) に 至る まで の 発明 奨励 

特許 法 施 行 (明治 32 年 ) か ら 第 1 次 世界 大 戦闘 始 (大 正 3 年 ) に 至る 期間 は 
明治 37 こ 8 年 日 赴 戦 争 を 経過 し 、 わ が 国 の 重工 業 部 門 が 一 応 確立 され た 時 期 で あ 
り 、 法 油 的 に は 前 期末 に お いて 、 得 法 発布 後 10 年 間 に 理 る 法典 論争 を 経て 民 、 
商 両 法 が 施行 きれ て お り 、 ま た 、 胃 治 32 年 に は 、 治 外 法 権 も 撤廃 きれ 、 わ が 国 
が 経済 的 に も 、 法 制 的 に も よう や く 近 代 国 家 と し て の 様相 を 整え る に 至 つた 時 
代 で ある 。 発 明 活 動 も また 、 よ う や く 全 産業 部 門 に お いて 活 溢 に な つて きた の 
で あつ だ た 。 

技術 政策 の 面 で も 、 明 治 35 年 に 東京 工業 試験 所 が 一 部 落成 し 、 そ の 後 次 第 に 
増設 きれ 、 化 学 工業 、 電 気化 学 工業 等 に 関す る 試験 研究 を 行う こと ヽ な つた 。 

と の 捧 に お いて 、 わ が 国 に お ける 発明 の 質 の 向上 に 伴 つ て 、 平 和 産 業 に お け 
る 豊田 佐吉 の 織機 、 軍 事 産業 に お ける 南部 虚 太 郎 の 三 入 式 歩兵 銃 の よう に 、 広 
く 実 用 化 さ きれ る も の が 多く な り 、 発 明 の 重要 性 に 対す る 認識 も 洒 次 高 ま つ て き 
た 。 と くに 、 前 期 に お いて 確立 され た 軽工業 部 門 は 、 こ の 期 に お いて 、 わ が 国 
の 発明 を 加え て 消化 され 、 発 展 し た と いえ る で あろ う 。 

前 期 に お いて は 、 世 緩 褒章 を 授与 きれ た 者 は 1 名 も いな か つた が 、 と の 期 間 
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に お いて は 、 さ き の 冊 田 佐 吾 を はじめ 5 名 の 者 が 藍 錠 褒章 を 授与 きれ て いる 。 

明治 37 年 5 月 に は 、 工 業 所 有 権 の 発達 お よび 保護 を 図る た め 、 工 業 所 有 権 保 
護 協 会 が 創立 され 、 同 協会 は 、39 年 に は 吾 所 道具 に 関す る 上 賞 募集 、 第 1 回 特 
許 大 会 等 を 行 つ て いる 。 

また 、 同 年 大 阪 府立 博物 館 に お いて 、「 全 国 特 許 、 意 区 、 実用 新 条 品 展覧 会 」 
が 開催 され 、 発 明 品 の 展覧 会 が 独立 し て 行わ れる 先例 を 開い た 。 

工業 所 有 権 保護 協会 は 、 そ の 後 改組 し て 「 和 社団 法 人 帝国 発明 協会 」 と な り 、 
その 後 も 角 缶 発明 、 展 賢 会 、 特 許 権 者 の 大 会 等 を 行 つた 。 

1V-. 第 1 次 世界 大 戦中 お よび 戦後 の 発明 奨励 

第 1 次 世界 大 戦 に は わが 国 も 一 応 参戦 し て いる が 、 実際 上 の 還 事 行動 は ほ と 
ん ど 行 つて お ら ず 、 戦 礼 の 中 心 を 離れ て 世界 の 需要 に 応じ 、 生 産 の 拡張 を 行 つ 
た も の で あり 、 そ の 後 の 不 況 は あつ た が 、 生 産 は し だ い に 各 部 門 に わた つて で て 増 
大 し 、 こ の 期 の 後半 に 到 つ て し だ い に 過 剰 生産 と 、 独 占 化 と 、 金 融資 本 の 産業 
支配 の 傾向 を 示す に 至 つ た 。 賀 易 額 も 大戦 を 境 と し て 、 輸 出入 合計 10 億 円 か ら 
40 億 円 に 増加 し て いる が 、 質 易 の 中 心 は 繊 礁 品 で も つて 、 重 工業 の 基礎 は 、 一 
応 確立 さて ん た と は いえ 、 い まだ 国際 的 に みて 本 来 の 工業 国 の 姿 で は な く 、 資 易 
上 の 収支 も 戦後 は 常に 入 超 で あつ た だ た 。 

大 戦中 の 輸入 の 中 絶 に よ つ て 、 従 来 の 産業 技術 の 外国 依存 の 欠点 が 明らか に 
され る と と も に 、 戦 後 の 不況 や 輸 軸 不振 の 克服 の た め 、 わ が 国 独自 の 発明 に よ 
る 産業 技術 の 確立 、 お よび 向上 の 必要 性 が 広く 認識 され 、 大 正 12 年 に は 、「 浴 
明 奨 励 に 関す る 玩 議 案 」 が 貴 衆 両院 で 可決 され る に 至 つ て いる 。 

こう し た 事 雄 を 反 喘 し て 、 大 正 6 年 に は 、 農 商務 省令 きも つて 「 発 明 奨 励 旨 
交付 規則 」 が 公布 きれ 、 そ の 後 毎年 相当 額 の 奨励 筐 が 交付 され て いる 。 

また 、 大 正 7 年 に は 、 特 許 局 主催 の 発明 展覧 会 が 上 野 公園 で 開催 され る 和仁 、 
政府 が 特許 制度 と 刻 普 制度 以外 に 、 積 極 的 な 発明 奨励 施策 に 乗り 出す こと に な 


つが < 

発明 協会 も る 、 こ の 間 、 展 監 会 、 発 明 品 の 試作 揚 因 そ の 他 の 事業 に 活 磁 な 活動 

を 示し て お り 、 大 正 12 年 の 第 3 回 発明 品 展 臨 会 な ど は 、 こ れ ま で の この 描 の 催 
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し の うち 最大 の も の で あつ た 。 
地方 に お いて も 、 大 正 11 年 、 京 都 発 明 協 会 、 大 正 12 年 大 阪 発明 協会 、 昭 和 5 
年 広島 発明 協会 等 が あい つい で 設立 され 、 そ れ ぞ れ の 地方 で 活躍 する こと ヽ な 
人 < 
V- 日 華 事 変 お よび 第 2 次 世 戦 大 戦中 の 発明 奨励 

日 華 事 変 を 経て 、 第 2 次 世界 大 戦 に 至る 期間 に お いて は 、 軍 党 は し だ い に 膨 
張 す る 反面 、 経 済 的 交通 の 傾 域 は し だ い に 狭 く な り 、 稚 弱 な 資 涼 で ちあ る に も か 
か わら すず 、 膨 大 な 軍 生 を 充足 する た め 、 邊 工業 が 国民 生活 を 犠牲 と し て 、 国 家 
的 に 育成 准 持 さ きれ な けれ ば な ら な いこ と ヽ な つた 。 

発明 奨励 は 、 こ 5 し た 前 提 の 下 に 、 輸 出 振興 、 不 況 打開 等 の た め の 技 術 改良 
か ら 、 代 用 品 工業 の 新設 、 軍 需 産 業 の 基盤 の 確立 を その 任務 と する こと ヽ ゝ な 
り 、 国 家主 義 的 な 思想 と 相 侯 つて 、 わ が 国 独自 の 発明 が 強く 要望 さん れる こと と 
ME の 7 な 

昭和 7 年 に は 、「 発 明 奨 励 委 員 会 官制 」 が 公布 きれ て 、 発 明 奨 励 に 関す る 事 
項 を 審議 する と と と な つた 。 

昭和 8 年 に は 、「 特 許 局 発 明 展 覧 会 規程 」 が 公布 され 、 毎 年 特許 局 主催 の 発 
胃 展 賢 会 が 開催 され る と と に な つた 。 

昭和 10 年 、 商 工大 区 は 、 発 明 奨 励 委員 会 に 対し て 、「 わ が 国産 業 の 現状 に お 
いて 如何 な る 事項 に 関す る 発明 が 最も 要望 せら る ヽ や 」 と の 諾 問 を 発し て いる 
が 、 こ と これ は 、 従 来 自 由 に 放任 きれ て いた 発明 カカ を 国 の 要請 する 方 向 に 向 つ て 奨 
励 し よう と する 意図 を 示し た も の と し て 注目 され る 。 

昭和 3 年 に は 、 発明 協会 主催 で 、「 国 秦 代 用 品 工業 展覧 会 」 が 大 阪 で 半 か れ 
て お り 、 14 年 に は 、 代用 品 発明 研究 の 袖 因 金 交付 対象 を 特許 局 が 決定 し て い 
の 

第 2 次 大 戦 開始 後 は 、 新 し い 発 明 に 対す る 要望 は 、 ま すま す 強 く な り 、 陸 軍 
省 、 海 軍 省 で も それ ぞ れ 発明 奨励 と 発明 表 疹 を 行 つ た 。 ま た 、 政 府 は 、 昭 和 18 
年 に 至 つ て 、 特 許 、 実 用 新案 の 出願 の 形式 を と ら な いで 、 戦 力 増強 の た め の 創 
音 工 夫 を 国民 か ら 基 集 し 、 技 術 院 で 審査 し た 。 し か し 、 昭 和 19 人 年 に 入る と 、 発 

438 


第 1 斉 総 草 


明 奨 励 宛 等 は 大 巾 に 増額 され た が 、 資 材 、 人 員 等 の 欠乏 の た め 、 研 究 を 進め る 
と と が 国難 な 情況 に な つて し まつ た 。 
VI- 第 2 次 世界 大 戦後 の 発明 奨励 

第 2 次 世界 大 戦 終 了 か ら 今日 に 至る 期間 は 、 前 期 に お いて 破壊 され た 日 本 経 
済 を 平和 産業 の 方 向 に 復 具 し 、 再 編成 し よう と する 過 和 福 で ある 。 

敗 肖 は 、 わ が 国 の 技術 が 、 外 国 に 及ば な いこ と を 国民 に 再び 自覚 させ た 。 外 
国 質 易 の 再開 も また この 認識 を 深め た 。 す な わ ち 昭和 25 年 に お いて 、 工 業 技術 
院 が 、 技 術 白 番 を 公 に し て この 間 の 事情 を 明らか に し て いる 。 とい ヽ に 再び 外国 
技術 の 導入 が は じ ま つ た が 、 と < くに 化学 、 電 気 、 そ の 他 の 部 門 に お いて 、 人 外国 
の 最新 技術 を 獲得 する こと が 現在 の 急務 と な つて いる 。 工業 技術 院 は 、 新 技術 
の 採用 の た め の 袖 因 金 を 支出 し 、 昭 和 29 年 に は 、 別 に 原子 炉 建 設 の 了 予算 る 計上 
され 、 各 会 社 も 外国 会 社 と 技術 提携 契約 を 結 ほ う と し て いる 。 

特許 庁 に お ける 発明 の 奨励 も 、 技 術 政策 の 一 環 と し て 終戦 後 早 くき から 行わ れ 
て いる が 、 発 明 実 施 化 補助 金 は 、 昭 和 21 年 か ら 以前 の 発明 奨励 旨 に 代り 交付 さ 
れ て お り 、 昭 和 27 年 か ら 貸 付 金 制度 が 実施 され た 。 注目 発明 の 選定 も 昭和 22 
年 か ら 行 われ て お り 、 終 戦後 、 発 明 の 功労 に より 世 緩 褒章 を 授与 され た 者 は 、 
105 名 に 達し て いる 。 この 外 具 体 的 な 発明 奨励 の 実施 機関 と し て 発明 相談 所 が 
あり 、 戦 後に お ける 一 般 の 利用 度 は いち じ る し い が 、 こ の 大 要 に つい て は 本 節 
未 を 参照 され た い 。 

な お 昭和 29 年 に 入 つ て 、 専 売 特許 条例 の 公布 の 日 の 4 月 18H を 「 発 明 の 日 」 


以上 を 通じ て 、 わ が 国 は 、 胃 治 初頭 以来 国家 的 施策 の 下 に 、 資 本 主義 国家 と 
し て 成長 の 道 を 歩ん で 来 、 そ の 発展 の 度合 に 応じ て 外国 の 技術 を 導入 し 、 消 化 
し 、 わ が 国 の 経済 の 実状 に 適合 させ る 形 に お いて 、 各 竹 の 発明 が 生れ た こと が 
窟 取 で きる の で ある 。 換言 すれ ば 、 わ が 国 の 発 胃 は 、 外 国技 術 の わが 国 の 経 済 
発展 段階 に 対す る 適応 の 過程 を 経て 来 た ち け で も る が 、 国 民 自身 の 創意 を 電 揚 


すべ き 、 本 格 的 な 発明 奨励 施策 は 、 日 本 の 置か れ た 国際 的 地位 に か ん が みて で 、 
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産業 構造 の 高度 化 、 合 理化 を 中 楼 と する 、 産 業 政策 乃至 技術 政策 の 一 環 と し て 
採り 上 げ ら る べき 重要 な 課題 と し て 、 今 後に 残さ れ た 問題 と いえ よう 。 


( 発 明 相 談 所 ) 

現在 、 特 許 庁 内 に は 、 発 明 奨 励 の 重要 な 一 環 と し て 、 総 務 部 奨励 課内 に 発明 
相談 所 が 設置 され て お り 、 こ れ が 、 最 初 に 設置 され た の は 、 戦 後 の 21 年 2 月 で 
ある が 、 こ こと の 羊 要 所 管 事項 で も る 願 出 に 関す る 照 会 応答 の 事務 は 、 す で に 明 
治 18 年 4 月 、 専 売 特許 局 の 設置 と と も に 、 伺 掛 の 形 で 行わ れ 、 明 治 41 年 4 月 に 
は 特許 局 分 課 規程 に お いて 、「 出 願 駐 へ 請求 = 付 照 合 応答 = 関 ス ル 事 項 」 と 規 
征 さ きれ 出願 課 に 設置 され た 。 大正 11 年 1 月 の 分 課 規 程 改正 に お いて も る 同 交 の 規 
邊 が 存置 され た 。 昭和 9 年 8 月 、 特 許 局 が 現在 の 三 年 町 に 移 つ た 当時 は 、 第 日 
の 相談 者 が 30 名 前 後 、 女 書 に よる 賠 会 が 20 件 位 で ち も つ た と いわ れる 。 戦 時 中 の 
昭和 18 年 11 月 、 技 術 院 事務 分 堂 規程 の 改正 に よ ょ つて 、 相 談 関 係 事務 も 縮 少 され 
た が 、 終 戦後 、 昭 和 20 年 9 月 の 特許 標準 局 事務 分 堂 規程 に より 、 総 務 部 に 指導 
課 が 置か れ た 。 昭和 21 年 2 月 現在 の 発明 相談 所 が 設置 され た が 、 そ の 後 、 昭 和 
2 年 6 月 、 当 時 の 指導 課 が 奨励 斉 と な り 現在 に 至 つ て いる 。 

発明 相談 所 は 、 一 般 国民 の 工業 所 有 権 に 関す る 出願 、 請 求 そ の 他 の 手続 、 お 
ょ び 和 審査 進行 の 照会 に 対す る 応答 な ら び に 発明 考案 に 対す る 指 朱 奨励 を 行う た 
め の 、 訟 口 と し て の 機能 を 営ん で 来 た の で も る が 、 開 所 以来 その 利用 者 は す と 
ぶる 多い 。 昭和 22 年 以来 に お ける 相談 状況 は つぎ の 通り で ある 。 


婦 書 に よる も の | 5,283 | 6,267 | 6,781| 7,148| 4,067 | 6,030 | 5,378| 6,412 
来 所 に よる も の | 6,528 | 9,499 | 5,197 | 4,841 | 4,.283 | 4,997 4, 853 


と れ ら の 相談 件 数 を 昭和 29 年 分 に つき 内 容 別 に 見 る と 、 つ ぎの 通り で ある 。 


凍 商 衝 まま 記 | | 六 番 | 来 所 
各種 手 続 5,100 4.530 | 権 利 侵害 13 35 
審査 進行 138 28 | 弁理 士 韓 旋 31 12 
腕 、 人 付 名 "96 本 半生 ま の N < 上 40 
技術 指 澄 74 9 計 6,412 | 4853 
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第 2 章 大 章 な よび 注目 、 実 用 発明 制 


1I. 衰 章 制 度 

優秀 な 発明 を し た 者 、 ま た は 発明 の 実施 を 通じ て 国家 的 な 功績 の あつ た 者 に 
対し て 、 国 が 顕彰 する と と は 、 発 明 者 の 功労 に 本 い る 道 で あり 、 発 明 奨 励 の 上 
か ら も ゃ 必要 で ある こと は いう まで や も ない 。 

わが 国 に 国家 秦 音 制度 が 布 か れ て 以来 、 こ の よう な 国家 的 功 馬 の あつ た 者 に 
対し て 、 位 階 、 勲 等 また は 訟 前 が 授与 され て き て いる が 、 発 明 奨励 の 一 環 と し 
て 、 特 許 庁 が 採り 上 げ る よう に な つた の は 昭和 25 年 か ら で 、 戦 後 は 、 特 定 の 場 
合 を 除い て 位階 勲等 が 授与 されない た め に 、 そ の 主体 は 、 藍 緩 褒章 に 置か れ で 
きた の で ある 。 

敵 緩 褒 立 授与 の 根拠 は 、 明 治 14 年 12 月 、 大 政官 布告 を $ つ て 公 布 きれ 、 翌 15 
年 1 月 か ら 施行 され た 「 褒 章 条 例 」 に も と づく も の で 、 同 条例 に よれ ば 、 藍 立 
褒 普 は 、 

「 学 術 技芸 上 ノ 発明 改良 著述 、 教育 衛生 慈善 防疫 ノ 事 業 、 学 校 病 院 ノ 建設 、 道 
路 河 堤 防 橋 栄 ノ 修 築 、 田 野 ノ 製 開 、 森林 ノ 栽培 、 水 産 ノ 繁殖 、 農 商 工業 ノ 閥 
達 = 関 シ 公衆 ノ 利 益 筐 と 成 六 著 明 ナ ル 者 駐 へ 公 同 ノ 事 務 = 勤 筋 シ 効 頭 著 ナ 
ル み 者 = 賜 ラ モノ トス 」 

と な つて お り 、 発 明 の 功 六 に よ つ て 授与 きれ る と と が 明 示さ きれ で いる 。 

訓 緩 褒 剖 を 授与 され る 者 は 、 上 記 の よう 広汎 に わた り 、 こ と これ まで に 授与 さ 
れ た 者 は 、2, 000 名 近い も ゃ の と 推 祭 きれ る が 、 こ の 中 発明 関係 の 功労 に よ つ て 
授与 され た も の は 、 そ の 1 割 に 満た な い 。 と くに 、 終 戦前 に お いて は 、 胃 治 15 
年 10 月 30 日 附 で 「 綿 糸 機 械 」 を 発明 し た 外 雲 長 致 を 最初 に 、 昭 和 19 年 11 月 3 日 
附 で 「 不 知 焼 法 に よる アル シミ ニ ウ ァ 麗 造 法 」 を 発明 し た 岡沢 鈴 治 に 至る まで 、 
わずか に 28 名 に 過ぎ な い 。 

この こと は 、 優 秀 な 発明 者 が 少な いと いう こと と で は な く 、 一 般 の 発明 に 対す 
る 関心 の 低 か つ た こと と 、 発 明 と いう も の の 特異 性 か ら 功 病 の 唐 定 に 困難 が も 
つた と と に よる も の と 思わ れる 。 
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敗戦 は ち れ われ に 技術 振興 へ の 認識 を 新た に し 、 特 許 庁 に お いて も 、 発 明 に 
関す る 啓蒙 、 育 成 の た め に 、 積 極 的 な 活動 を 示す に 至 つ た が 、 発 明 奨 励 策 の 一 
敵 と し て 、 功 績 顕著 な 発明 者 に 対し て 、 特 許 庁 が 中 心 と な つて 昭和 25 年 より 藍 
殺 訟 章 の 授与 を 定期 的 に 行う こと ヽ な つた 。 

戦後 第 1 回 の 授与 は 、 取 り 敢 え ず 昭和 25 年 1 月 13 日 附 で 14 名 の 発明 者 に 対し 


後 授与 され る 候補 者 の 調査 、 具 申 等 の 取 昭和 25 年 1 月 13 日 | 14 
25. 4 . 18 7 

扱い 方 を 決定 し た 。 25. 10. 7 15 
な お 、 戦 後に お いて 、 藍 緩 褒 章 を 授与 の 
され た 者 の 数 は 、 右 表 の 通り で ある 。 26. 5. 7 15 
29. 4 . 18 27 

すでに の べた と お り 、 戦 前 に 世 緩 訟 並 詩 105 


を 授与 され た 者 の 数 は 26 名 で も ある の で 、 全 部 で 133 名 と な る 。 こ れ ら の 人 々 の 
氏名 と その 発明 和 内容 は 、 巻 未 附 録 の 一 覧 表 を 参照 され た い 。 
II. 注目 発明 お よび 実用 発明 の 選定 

(1) 注目 発明 

年 々 生れ 出る 発明 力 至 は 考 染 の 数 は 、 き わ め て お お い の で ある が 、 こ の 忠 か 
ら 、 技 術 的 に 優れ て いる も の 、 ま た は 実用 価値 の お お き な も の を 選定 し 、 広 く 
一 般 に 知ら せる と こと に よ つ て 、 発 明 考 案 に 対す る 関心 を 深 る こと は 、 技 術 振 
筐 の 面 か ら も ゃ る 、 か つま た 、 発 明 育 成 の 上 か ら も きわ め て 重要 な こと と いわ な け 
れ ば な ら た な い 。 

と ころ で 、 特 許 庁 に お いて 、 と の よう な 優秀 な 発明 や 考案 の 選定 が 、 業 務 と 
し て 組織 的 に 行わ れる よう に な つた の は 、 遠 く 昭 和 15 年 に は じ ま つ て いる の で 
ある 。 

当時 は 、「 注 目 す べき 発明 考案 」 と し て 選定 され 、 公 表 さ れ て いた の で ある 
が 、 そ の 選定 に あ た つ て は 、 当 該 各 審査 官 の 推 せ ん に も と づく と と に よ つ て は ほ 
ほ 決 定 さ きれ て いた よう で ある 。 と の 状態 は 、 昭 和 20 年 の 春 ま で つづ けら れ た の 
で ある が 、 こ の 間 選 定 さ れ た 、 い わ ゆ る 「 注 目 す べき 発明 考 染 」 は 、272 件 に 
及 ん で いる 。 
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その 後 、 一 時 中 絶 状 態 と な つて いた の で ある が 、 戦 後 再 凶 され る こと と た な 
り 、 こ れ を 機会 に 新た に 注目 発明 審査 委員 会 が 設け られ て 、 箸 査 官 の 推 せん を 
基礎 と し て 、 同 委員 会 が 選定 する こと と な り 、 選 定 組織 る 一 段 と 制度 化 さ れる 
(GRVN7G つ 7 で ら 

新制 度 に よる 第 1 回 は 、 昭 和 21 年 2 月 に 開か れ た の で ある が 、 そ の 選定 対象 
と し て は 、 特 許 ま た は 何 録 出願 され た 発明 考 染 で あつ て 、 出 願 公 告 さ や た も の 
を 対象 と し 、 平 和 産 業 の 復 邊 発展 、 民 生 安 定 、 お よび 質 易 の 振 答 備 に 重点 を 置 
いて 、(a) 技術 的 着想 の 優秀 な も る の 、(D) 実施 効果 の 顕著 な も る の に 限定 し て 
選 衡 を 行 つ た 。 そ の 結果 、 第 1 回 に は 、「 電 幕 を 利用 せる 漁獲 法 に 使用 志す べき 
電 幕 生成 装置 」 外 25 件 が 選ば れ た の で ある 。 その後 、 ほ と ん と 毎月 開催 され て 
来 た 。 

な お 、 こ の 発明 審査 委員 会 は 、 昭 和 26 年 9 月 に 、 発 明 奨励 審議 会 (昭和 22 年 
半 


勅 令 第 5 号 、 発 明 奨 励 審議 会 令 に も と づく ) の 注目 発明 部 会 と な つて 、 現 在 に 
至 つ て いる 。 
(2 ) 実用 発明 


その 後 、 昭 和 27 年 9 月 に 到 り 、 発 明 振 興 策 を 強化 する 必要 か ら 、 発 明 奨励 審 
談 会 注目 発明 部 会 に お いて 、 注 目 発明 の 外 、 実 用 発明 の 節 暗 を 設け 、 そ の 選定 
を ゃ 行う こと こと と な つた 。 

すなわち 、 国民 経済 の 実情 に 則 し て 、 国民 生活 の 改善 、 お よび 生産 の 合理 
化 、 ま た は 輸出 の 振 典 等 に 、 た ゞ ち に 実用 され る 発明 考 筆 で も つて 、 そ の 効 池 
が お お きい と 思わ れる も の の うち 、 す で に 出願 公告 され た も の を 鞍 象 と し て 、 
守 査 官 の 推 せ ん に も と づい て 、 こ れ ら を 、 実 用 発明 と し て 選定 する こと ヽ な つ 
た の で ある 。 


な お 注目 発明 の 選定 は 、 昭 和 21 年 2 月 か ら 昭 29 年 12 月 まで に 、86 回 の 会 議 を 
開催 し 、904 件 の 注目 発明 を 選定 し て お り 、 ま た 、 実 用 発明 は 、 現 在 ま で に 15 
回 の 会 議 で 77 件 を 審議 決定 し て いる 。 
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第 3 壮 特 証 権 の 存続 期間 の 生 長 制度 


エ - 延長 制度 の 概要 
延長 制度 が 設け られ た の は 、 す で に 第 2 編 で 述べ た よう に 、 胃 治 42 年 の 改正 
特許 法 に お いて で ある が 、 延 長 制 度 の よう な 例外 規定 が 採り 入れ られ る に 至 つ 
た 経緯 は 必ず し ゃ 明らか で な い が 、 当 時 の 日 本 は 、20 年 代 に お いて 日 清 、30 年 
代 に お いて 日 填 の 戦争 を 経験 し 、 そ の た め 折 許 権 の 存続 期間 中 に 十分 の 権利 行 
使 を 行い 得 な か つた 事情 と 、 当 時 わが 国 と 密接 な 関係 に あつ た イギリス か ら の 
影響 と が 背後 に あつ た も の と 考え られ る 。 す な わ ち 、 当 時 イギリス に お いて は 
すでに 5 年 また は 10 年 の 延長 を 認め る 制度 が あり 、 わ が 国 の 技術 開発 も る よう や 
く 舌 を 粘 び つつ あつ た と き 、 と の よう な 制度 を 採り 入れ る こと に よ つ て 、 特 誕 
権 者 の 利益 の 保護 と 、 国 家 的 に 有用 な 技術 の 振興 を 積極 的 に 推進 し よう と する 
施策 が 考え を られ た こと は 想像 に 難く な い 。 す な わ ち 、 イ ギ リス の 延長 制度 が 純 
粋 に 発明 に よる 相当 の 利益 の 亭 受 、 お ょ び 戦 争 に よる 損失 の 袖 償 を 目的 と し て 
いる の に 対し 、 わ が 国 の 場合 は 、、 こ の ょ うな 特許 権 者 の 利益 の 外 、 そ の 発明 が 
二 要 で ある と と を その 要件 と し て いる 。 と の こと と は 、 個 人 の 利益 $ さ る と と な 
が ら 、 さ ら に だ 国家 的 見 地 に 立つ て 延長 の 可否 を 審査 すべ きこ と と を 要求 し 、 と れ 
に よ つ て 、 経 済 的 、 社 会 釣 ま た は 軍事 的 に 有用 な 発明 に つい て の み 、 そ の 権利 
を 存続 きせ よう と し て いる も の と いえ る 。 ま た 、 国 有 の 生 客 特許 は 、 無 条件 に 
延長 が 許可 され る と と と な つて お り 、 こ れ は 、 権 利 者 の 保護 と いう より は 、 む 
し ろ 国 防 上 の 要請 に も と づく も の と いわ ね ば は ならない 。 こ の よう に 、 わ が 国 の 
延長 制度 は 、 運 用 の 如何 に よ つ て は 相当 国策 的 な 色彩 の 強い 制度 で も り 、 特 許 
制度 の 部 旨 お よび 法律 の 規定 か ら み て も 、 例 外 的 な 制度 で も る と 考え る こと が 
で きる 。 
特許 法 は 、 そ の 後 大 正 10 年 に 改正 され て いる が 、 廷 長 制度 に つい て も 、 そ の 
存廃 が 相当 論議 され て お り 、 と くに 、 実 際 の 運用 が 必ず し も 適正 須 当 な も の で 
な か つた の で は な いか と の 疑問 が 多く 出 て いる 。 し か し 、 制 度 化 (明治 42 年 ) 
きれ て 以来 、 大 正 9 年 まで の 間 に 、 出 願 89 件 、 そ の 中 延長 許可 と な つた も の 19 
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件 が あり 、 相 当 の 成果 を 収め た も の が 多い と と 、 お よび 発明 振興 、 発 明 者 保護 
の 見 地 か ら 、 本 制度 が きわ め て 有効 な る の で ある こと と が 強調 され 、 大 正 10 年 改 
正 に お いて も 、 制 度 と し て は その まま 存置 され る と と も に 、 新 た に 民間 の 了 密 
特許 に つい て も 、 必 要 な 場合 は 国有 秘密 特許 と 同様 に 、 無 条件 に 延長 が 認め ら 
れる こと こと と な つた 。 その 後 、 特 許 法 に つい て は 、 数 次 に わた る 一 部 改正 が あつ 
た が 、 本 延長 制度 は 、 何 ら 変 更 を 加 を えら れる と と な く 、 戦 後 23 年 に 国有 お よび 
葉 間 の 季 容 特許 に 関す る 規定 が 削除 され た まい 現在 に 至 つて いる 。 
II. 延長 出願 お よ ひ 処分 の 変遷 

明治 42 年 の 制度 化 以来 、 最近 に 至る まで に 、 そ の 存続 期間 の 延長 を 出願 し た 
も の は 、 入 客 特許 の 延長 に つい て の 資料 が 皆無 で も る の で 、 と れ に 触れ る と と 
が で き な い が 、 一 般 の 発明 に つい て は 、 資 料 の 不明 な 期間 (大 正 10 年 一 大 正 12 
年 10 月 ) を 除い て 、896 件 に 及 ん で いる 。 出 願 の も つと も 多 か つ た の は 大 正 14 
年 、 つ いで 中 和 11 年 、12 年 と な つて お り 、 ま た 、 も つと $ も 少な か つた の は 、 昭 
和 13 年 お よび 20 年 の 各 6 件 と な つて いる 。 門 長 出願 を する 特許 権 は 、 技 術 的 、 
経済 的 また は 自然 的 の 、 何 ら か の 理由 に よ つ て 、 そ の 実施 が 十分 で な か つた $ ゃ 
の で あり 、 そ の 出願 の 傾向 は 、 必 ず し ゃ 経済 情勢 の 変動 に 左 太 さ れる も の で な 
い が 、 上 述 の 出願 の 多い 時 代 は 、 大 正 来期 の 一 時 的 好況 期 な ら び に 昭和 初期 の 
長期 的 不況 期 を 脱し た 時 代 に 当り 、 出 願 人 が 不況 期 に お いて 十分 実施 が で き な 
か つた 発明 の 活用 を 図ら あう と し た と と は ある 程 謀 基 を られ る こと で ある 。 一 方 
これ に 鞍 し 、 延 長 許可 と な つた も の は 154 件 あり 、 年 次 別 許可 件 数 お よび 延長 
年 限 に つい て 資料 の な い 期 間 (明治 42 年 大 正 12 年 10 月 ) を 除け ば 、 話 可 件 数 
の も つと も 多 か つ た の は 大 正 14 年 で も つて 、 出 願 の 傾向 と 一 致す る が 、 昭 和 11 
年 、12 年 は 出願 件 数 に 比べ て 比較 的 少く 、 昭 和 初 期 お よび 第 2 次 犬 戦後 が 多い 
傾向 を 示し て いる 。 

また 、 症 長年 限 に つい て みれ ば 、5 年 の 存 長 を 許可 され た も の が 56 件 で も つ 
と も 多く 、 つ いで 3 年 が 44 件 、10 年 が 15 件 と な つて お り 、 大正 10 年 の 法律 改正 
の 際 、 延 長年 限 を 5 年 また は 10 年 と すべ き で ある と の 意見 が 相当 多 か つ た こと 


も 、 あ る 程度 提 か れる 訳 で も る 。 
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年 次 別 延長 出願 処分 一 覧 表 


延 長 年 限 不 受理 
出願 件 数 許 可 不 許可 処分 な 
10 年 | 9| 8 合 層 9 ボ 5 4| 3 ど 
1 1 
明治 42 年 一 大 正 9 年 | 89 | 人 | 19 | ?70 | 
大 正 10 年 12 年 10 月 不明 | | | 
大 正 12 年 11 月,12 月 ) 、 10 | 2 6 | 
13 年 還 記 393 全 2 1 全 6 | 邊 | 21 間 8 
14 | 49 | 2 四 2 6 4.| 14 | 29 還 
15 舞 33 | 2| 2| 4 | 2 財 固 記 
昭和 2 年 大 28。 | 1 恒 5 | 7 | 142 7 
3 柏 夫 621 | | 1 | 19 還 還 
4 。。 4 | 3 7 | 22 | 2 
5 人 0 | 6 7 | 22 | 1+ 
6 呈 隊 19 3 | 3 | 16 軸 較 
7 40 | 1 4 3| 8 | 29 間 還 朗 
8 24 it 2| 3 | 18 則 較 誰 
9 23 | 2 | 2 | 19 衣 較 誰 
10 27 2 3| 5 | 20 関 2 
11 47 2| | 8s | 41 計 還 8 
12 44 | 2| 2 | 40 衣 還 2 
13 6 | 0 | 6 識 還 9 
14 31 1| 1 | 27 請 較 褒 
15 28 | 0 | 容 軸 主 8 
16 22 1 2| 3 | HI5 制 還 認 
17 27 | 1 1 | II2 半 | 隔 02 
18 29 2| 2 | 7 市 隊 6 
19 en14 | 0 6 | 8 
20 | | 1| 2 | 還 2 汗 較 2 
21 22 | | 1 | 4| 5 | 2 証 軒 0 
22 28 1 2| 3 21 位 
23 25 1| | 4| | 3| s | ns 市 証 記 
24 22 2| 5.| 8 | 后 7 細 旨 7 
25 18 7 護 | 5 | 10 記 議 RS 
26 7 純 柱 1 aaW 計 コ 2 | 5.| 9 貞 語 5 
27 19 | 4 | 2 | 中 10 還 5 
28 17 | 1 1 | 。 2。 有 3 計 還 2 
29 BR3 本 本 1 1 | 1 | 4 | 7 表 還 2 
] 
時 | 898 16| 0| 4|10| 1|57| 5|44|156e |629 13 
| 1 | 
延長 許可 を 受け た 特許 権 の 種 別 分 類 表 
や ャ し は 用 介 国人 衣 同 天 の 昭和 2 昭和 9 和 21 式 と 
由 了 4 m | 9 2 17 1. 本 分 類 は 現在 
14 22 
有 機材 4 1 2 2 14 の 徐 査 第 2 部 の 
6 17 穫 】 POG 
3 5 3 4 15 再 務 分 堂 に よる 
2 10 
人 有 5 3 1 19 2. 大 正 11 年 以前 
5 1 中 ヽ 
昌明 用 | 品 4 4 3 0 11 の 処分 状況 は 不 
明 に つき 省略 。 2 
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TII. 延長 制度 に 現われ た 重要 な 発明 

発明 が 重要 で ある か 否 か は 、 そ の 時 代 の 社会 情勢 に よ つ て 決 せ られ る も の で 
あぁ る が 、 仮 に 大 正 末 期 か ら 現 在 に 至る 期間 を 、 大 正 未 年 まで を 「 大 正 未 期 」 昭 
和 8 年 まで を 「 昭 和 初 期 」 昭 和 20 年 まで を 「 昭 和 中 期 」 そ れ 以 後 を 「 戦 後 」 と 
し て 分 け 、 延 長 を 許可 され た も の に つい て その 傾向 を みれ ば 、 大 正 来 二 に お い 
て は 繊維 工業 、 昭 和 初 期 に お いて は 農水 産業 に 関す る 発明 が 圧倒 的 に 多く 、 昭 
和 中 期 に お いて は 、 と くに 多い 部 門 は な い が 、 媒 水産 、 繊 維 工 業 に 関す る も の 
が 全然 な く 、 戦 後 は 無機 材料 部 門 に 関す る 発明 が 圧倒 的 に 多い と い 2 結果 が 示 
され て いる 。 

すなわち 、 大 正 末 期 に お いて は 、 繊 維 工 業 に つい で 通信 測定 材 関 係 、 運 輸 建 
設 部 門 の 発明 が 多く 、 そ の 他 左 水産 、 有 機材 料 、 日 用 品 関係 が 許可 きれ て いる 
に か か わら ず 、 無 機材 料 、 お よび 電気 部 門 に 関す る も の は 全然 な く 、 胃 治 末期 
か ら 大 正 初 期 に か け て の わが 国 の 発明 が 、 軽 工業 部 門 に お いて 重視 さき れる べき 
も の が 多く 、 同 時 に 、 処 分 当時 の 大 正 未 期 に お いて も 、 わ が 国産 業 の 次 府 は 、 
軽工業 中 心 を 脱し きつ て いな か つた と と を 物語 つの て いる 。 と の 期 に お いて 延長 
を 許可 され た 発明 の 中 に は 、 豊田 佐 吉 の 特許 第 17028 号 自動 交換 装置 、 逸 見 治 
郎 の 特許 第 22129 号 計算 尺 、 田 原義 純 の 特許 第 21158 号 河豚 毒素 テト ロ ド キ シン 
製造 法 等 の 有名 発明 が あり 、 と れ ら の わが 国 発明 界 の 長 導 が 、 そ の 発明 の 実用 
化 に 如何 に 苦心 し て いた か が 和 郷 わ れる 。 

昭和 初期 に お いて も 、 延 長 を 許さ れ た も の は 農水 産業 関係 を 中 心 と し て いる 
が 、 新 た に 無機 材料 お よび 電気 部 門 が 相当 数 許さ れ て お り 、 よ う や く 重 工業 部 
門 の 発明 が 重視 され 来 た こ と を 示す と 同時 に 、 大 正 時 代 に 、 す で に この 部 門 に 


お いて も 相当 優れ た 発明 が 現われ て いた と と が 示さ れ て いる 。 す な わ ち 、 こ の 
期 に お いて 延長 を 許さ れ た 主 な 発明 を みる に 、 真 崎 照 多 の 特許 第 22596 号 天 淀 
養 取 装置 、 御 木 本 幸吉 の 特許 第 29409 号 真珠 素質 被 着 法 、 西川 真 吉 の 特許 第 
29628 号 真珠 形成 法 、 そ の 他 、 虹 水産 部 門 以 外 に 、 田 態 常 喜 の 持 許 第 237S9 昌 、 

第 28173 号 、 第 30814 号 の いわ ゆる タク マー 交 向 に 関す る 一 連 の 発明 や 、 も るい は 


本 多 光 太郎 の 特許 第 32234 号 特殊 合金 鋼 等 、 世 界 的 に も 有名 な 発明 が それ ぞ れ 
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延長 を 許さ れ て いる 。 御木本 幸吉 の 真珠 に 関す る 発明 は 、 こ れ 以 前 の 大 正 初 其 
に る 延長 処分 を 受け 、 戦 後 も 、 無 核 真珠 に 関す る 発明 が 10 年 の 延長 を 認め られ 
た が 、 自 然 条件 に 左右 され る この 種 発 明 の 困難 さ を 物語 つて いる 。 

昭和 中 捧 の 戦時 体制 下 に あつ た 、 日 華 事 変 か ら 第 2 次 大 戦 に か け て は 、 と この 
制度 の 活用 は 不 活 洪 で 、 と くに 虹 水 産 、 繊維 工業 に 関す る 延長 は 皆無 で も り 、 
戦争 遂行 に 役立つ 無機 材料 、 機 械 、 電 気 、 通 信 測定 部 門 に 関す る も の が 多い 。 
この 期 に は 、 国 有 の 特許 第 36688 号 高 周波 式 有線 多重 電信 電話 装置 、 渡 辺 三郎 
の 特許 第 43660 号 自 硬 性 磁石 鋼 、 安 藤 博 の 特許 第 45387 号 、 第 78713 号 、87347 号 
の 真空 管 に 関す る 一 連 の 発明 が あり 、 ま た 、 陸 軍 大 臣 所 有 の 特許 第 79019 号 交 
水 用 素 焼 製 造 法 が 、 南 方 地区 の 軍 行 動 に 関連 し て 、 隔 客 特許 に 準 ず べ き 10 年 の 
延長 が 認め られ た と と な ど 、 当 時 の 情勢 か ら も 尋 味 深い 。 

戦後 9 年 間 は 戦時 中 の 影響 も あり 、 許 可 件 数 が 多く 、 無 機材 料 、 有 機材 料 、 
生 維 、 通 信 測 定 器 関係 と 多 方 面 に 互 り 、 わ が 国産 業 の 赴 府 が よう や く 偶 重 的 傾 
向 を 脱し て きた と と を 示し 、 ま た 、 い わ ゆ る 昭和 中 期 の 発明 が 、 平 和 産 業 に も 
優秀 な る の が 多い こと を 示し た 。 そ の 主 な も の を 挙げ れ ば 、 本 多 光太郎 の いわ 
ゆる 新式 .S 鋼 、 特 許 第 109937 号 ニッ ケル チタ ン 鋼 製 永 久 磁 石 、 日 本 新薬 株 式 会 
社 の 特許 第 107704 号 中 駆除 薬 製造 法 、 世 界 で は じ め て 生糸 の 自動 繰 を 可能 
に し た 片倉 工業 株 式 会 社 の 特許 第 134632 号 生糸 繰 友 々 条 援 度 感知 器 、 現 在世 界 
の 航空 機 に 広く 用 いら れ て いる 住友 金属 工業 株 式 会 社 の 特許 第 135036 号 鍛錬 用 
強力 軽 合金 (いわ ゆる 超々 ヂ ュ ラ シュン) 等 が ある 。( な お 、 延 長 さ れ だ 特許 
権 一 覧 表 が 附録 に 記載 され て いる か ら 参 照 さ れ た い 。) 


本 延長 制度 が 設け られ て 、 す で に 46 年 を 経過 し 、 そ の 間 優 秀 重 要 な 発明 の 実 
施 化 に 対し て 、 援 基 が 与え られ て きた と と は 、 わ が 国産 業 の 発展 に 大 きく 真 献 
し た と と と 考え られ 、 最 近 の 調査 で も 、 権利 の 延長 に より 特許 権 者 の 利益 ば か 
りか 、 そ の 関連 技術 に つい て 新た な 発明 考案 が な され 、 あ る い は 新た な 需要 、 
市 場 の 多 得 等 に 、 顕 著 な 効果 が 認め られ て お り 、 発 明 振 興 、 ひ いて は わが 国 経 
済 カ の 向上 に 資す る 点 が 多 か つ た こと と が 示さ れ て いる 。 
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第 4 章 発明 実施 化 助成 制度 の 変遷 


エ T. 補助 金 制度 の 概要 

総論 で 述べ た よう に 、 国 家 に よる 積極 的 な 発明 の 奨励 施策 は 、 よ う や く 大 正 
6 年 10 月 に 制定 され た 発明 奨励 但 交 付 規 則 ( 農 商 務 省 令 第 28 号 ) を も つて 嗜 矢 
と する 。 これ は 、 各 種 の 発明 奨励 施策 に つき 国家 資金 を 交付 し て 、 そ の 実効 を 
挙げ ん と する も の で ある 

この よう な 国家 資金 を も つて する 積極 的 援 基 に つい て は 、 わ が 国 識者 の 間 に 
早く か ら 叫 ば れ て いた 問題 で も つた 。 

この 点 に つい て 、 大 正 6 年 度 予 算 に は じゅ めで 発明 奨励 竹 が 40,000 円 ( 舌 際 の 
決定 額 は 30, 000 円 ) 計上 され る と と に な つた 時 、 当 時 の - 上 山 農 商 務 省 次 官 は 、 

つぎ の よう た 述べ て いる 。 

発明 奨励 多 等 の 多年 の 落 案 が 今回 大 蔵 省 の 容 る る と と ろ と な つた の は 、 国 

店 糸 会 社 の 益金 に 関連 せる 内 情 る ちあ つた が これ が 実現 は 喜ぶ べき と と で ある 。 

この 使途 は 、 発 明 考 筆 の 懸賞 間 集 、 発 明 品 展覧 会 共進 会 に 対す る 袖 助 、 発 明 講 

演 会 袖 恩 、 発 明 品 の 買上 、 発 明 研 究 の 補助 等 で ちる 」 と 。 以上 の ょ うに 、 発 明 
奨励 事業 に 対す る 国家 の 袖 須 金 制度 が 確立 され た 大 正 6 年 は 、 わ が 国 の 発明 界 
や 発明 者 に と つて 永く 記憶 さる べき 年 で も る 。 こ の 袖 細 金 制度 を 恒久 化す る た 
め の 措 置 と し て 、 発 明 奨 励 引 交 付 規則 が 定め あら て れ た わけ で ある が 、 そ れ 以 後 人 
日 まで 、 毎 年 予算 的 措置 に よ つ て 発明 の 振興 と 、 そ の 育成 に 国家 の 援助 が 王 え 
られ て きた の で ある 。 

この 発明 奨励 乃 変 付 規 則 は 如何 な る 内 容 を $ ゃ つた も の で あろ うか 。 

その 第 2 条 に お いて 、 袖 陳 の 対象 と し て つぎ の 6 項目 を 規定 し て いる 。 

1. 有益 ナル 発明 ノ 見 本 製作 議 之 = 関 スル 試験 

2. 発明 = 関 ス ル 共 進 会 ノ 開 設 

3. 発明 奨励 = 関 スル 講演 会 ノ 開 催 

発明 ノ 懸 賞 募集 

5. 発明 ノ 表 彰 


州 


< nw 
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6. 共 ノ 他 虹 商務 大 区 = 人 テ 発明 奨励 ノ 為 必要 ト 認 メタ ル 事 項 

奨励 腸 の 交付 は 、 第 1 に 発明 者 個人 また は 発明 の 実施 計画 者 で も つて 、 前 記 
1 の 事項 を 行 お うと する 者 を 対象 と し 、 第 2 に 都 道 府 県 そ の 他 の 団体 で 発明 癌 
共進 会 を 開設 する 場合 の 宛 用 を 補助 する 。 第 3 に 発明 奨励 を 目的 と する 公益 法 
人 (発明 協会 等 を 指す ) が 前 記 1 一 6 の 事業 を 行う 場合 の 宛 用 を 袖 葬 する こと 
に な つて いる 。 その他 交付 され た 袖 恩 金 に つい て は 、 収 支 計 算 表 や 試験 成績 報 
告 書 の 提出 が 規定 され て いる 。 補助 金 交 付 許 可 の 条件 に 違反 し た 場合 に は 、 奨 
励 用 の 一 部 また は 全部 の 返還 を 谷 ず る と と が ある 等 の 条項 が 設け て も る 。 以 上 
の よう に 、 発 明 者 に 対す る 試験 研究 独 の 補助 や 、 発 明 奨励 に 関す る マス ・ ュ ン 
ミニ ニケ ーション の 貸 用 の 補助 が 実現 し 、 発 明 の 奨励 育成 に 大 き な 一 歩 を 踏み 
だ し た の で ある 。 つ づい て 翌 大 正 7 年 10 月 、 規則 の 一 部 が 改正 され 、 袖 助 事業 
の 対象 を 拡げ る と と も に 、 前 規則 で は 不明 確 で も や つた 「 発 明 」 に 関す る 適用 範 
囲 を 明確 に し た 。 す な わ ち 、 改 正 に より 、 特 許 権 の みな ら ず 実用 新案 、 意 区 、 
商標 に つい て も る 補助 の 適用 を 受け うる こと を 明確 化す る と と も に 、 袖 二 事 業 に 
つい て は 、 

1. 発明 = 関 ス ル 研 究 室 ノ 開 設 

2. 都 道 府 県 発 明 品 陳列 所 ノ 設 置 芝 道 府県 陳列 所 = 於 ケル 発明 品 ノ 陳 列 
が 追加 され る と と と な つた 。 

以後 、 こ の 規則 は 、 官 庁 機 構 の 改廃 、 名 称 の 変更 に よる 字句 上 の 改正 は あつ 
た が 、 そ の 内 容 に お いて ほとん と 変る と と な く 現 在 に 至 つ て いる 。 

この 発明 奨励 者 交 付 規則 の 外 に 、 昭 和 13 年 10 月 に は 、 戦 時 経済 体制 の 確立 と 
戦争 資材 の 節約 を 図る た め 、 い わ ゆ る 代用 品 の 研究 が 盛ん に 奨励 され 、 代 用 品 
の 発明 に つい て 袖 陣 金 が 交付 さん れる と と に な つた 。 

すなわち 昭和 13 年 10 月 特許 局長 官 通 護 「 代 用 品 発明 補助 要綱 」 が 定め られ 、 
毅 争 経済 遂行 の た め 、 い わ ゆ る 制限 物資 を 、 他 の 制限 を 受け な い 物 次 を も ぉ つて 
置き 代え る と と も に 、 各 商品 本 来 の 目的 を 発 所 せしめ 、 も つて 必要 物資 の 節約 
と その 和 蛋 点 的 使用 を 可能 な らし め る た め の 措 置 が 封 ら れ た の で ある 。 と の 予算 
は 、 第 2 予備 金 か ら 支 出さ きれ た が 、 そ の 人 金額 は 、150, 000 円 で も あつ た 。 
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この 要綱 は 終戦 時 まで あつ た が 、 と の 補 恩 金 に よる 効果 は 余り 大 き な も の で 
は な か つた 。 
発明 奨励 浴 交 付 規 則 に も と づく 年 度 別 予算 は つぎ の 通り で ある 。 


= コ 度 金 鶴 年 度 金額 年 謀 金額 
天正 6 生 30,225 円 | 昭和 5 年 62,351 円 | 昭和 18 年 
7 年 70.000 6 年 52,998 19 年 
8 70,000 7 年 72,590 20 年 344.000 円 
9 名 70,267 8 年 92.590 21 征 1,650,000 
10 征 70.400 9 年 103.498 22 年 700.000 
11 年 70.000 10 年 113.498 23 年 1.500,000 
12 年 66,880 11 年 122. 917 24 年 7,000,000 
13 年 66,880 12 年 137, 717 25 年 7,000,000 
14 年 46,816 13 年 124.934 26 年 12.000,000 
15 年 46,816 14 年 148,534 27 年 10,000.000 
昭和 2 年 76,816 15 年 142. 926 28 年 9.000,000 
3 年 76,816 16 年 118, 729 29 年 9,500,000 
4 年 76,816 17 年 


上 表 の と お り 、 大 正 7 年 か ら 毎年 70,000 円 出さ れ て いた 奨励 幼 が 、 大 正 12 年 
に 至 つ て 60, 000 円 台 に 削減 さん て いる 。 こ と れ は 、 第 1 次 大 戦 に よる オン フレ ー 
ショ ン 防 止 に つい て 、 時 の 政府 が デラ レン 政策 を 採り 、 予 算 の 圧縮 を 図 つ た た め 
で ある 。 し か し 、 発 明 の 奨励 は 、 デ フレ 時 代 で も その 邊 要 性 を 減ずる る の で は 
な く 、 か えつ て 一 層 奨 励 を 強化 する と と が 、 デ フレ 政策 を 遂行 する 為 に 必要 な 
面 も あり 、 大 正 12 年 2 月 、 帝 国 議 会 に 対し 「 発 明 奨 励 = 関 スル 玩 談 委 」 が 上 程 
され 、 場 一 致 に よ つ て 中 衆 両院 を 通過 し て いる 。 し か し 実際 の 予算 が 依然 削 
減 さ れ て いる の は 臣民 で も つた 。 

大 正 12 年 以後 の 袖 恩 金 は 年 々 減少 し た が 、 昭 和 に 入 つ て よう や く 増 加 に 転じ 
て いる 。 し か し 、 昭和 4 年 の 世界 的 恐 際 の 発生 に よ り 再び 補助 金 は 削減 され 
た 。 や が て 、 了 昭和 7 年 以後 の 膨 用 時 代 を 経て 、 戦 名 経済 に 突入 し た 当時 に は 、 
国内 イン フレ と と も に 袖 恩 金 は 増額 され て いる 。 

終戦 後 は 、 イ ン フ レ と と も に 、 補 落 金 額 は 飛躍 的 に 増加 し て いる が 、 こ れ は 
実質 的 に みる と 増加 と は いえ な い 。 昭和 24 年 度 の 補 因 金 は 7.000,000 円 で も る 
が 、 物 価 指数 で 昭和 10 年 頃 の 物価 水 進 に 換 和 覚 す れ ば 、 約 35, 000 円 に 過ぎ ず 、 当 
時 の 補助 金 110, 000 円 に 比べ れ ば ぼ 、 わ ず か に その 3 分 の 1 に 過ぎ な い の で も つ 
て 、 潤 後に お ける 発明 奨励 の た め の 補 脇 金 が 余り に 少 い こと を 物語 つて いる 。 
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昭和 2S 年 以後 の 袖 恩 金 は (3) 発明 実施 化 試験 環 補 助人 金 、(b) 自転 車 発明 実施 化 
試験 偶 袖 助 金 の 2 種類 に 区 分 され 、 戦 後 の 発明 奨励 旨 は 、2 つの 補助 金 と 発明 協 
会 た 対す る 事業 偶 袖 助 金 の 2 つ に 大 別 さ れる 。( 後 者 に つい て は 第 5 剖 参 照 ) 

発明 実施 化 試験 名 袖 助 金 は 、 す べ て 個人 の 発明 家 に 対し て 変 付 され 、 発 明 考 
委 の 見 本 揚 作 、 お よび 発明 の 試験 研究 旨 用 の 補助 と し て 考え られ 、 自 転 車 発明 
実施 化 補助 金 は 、 昭 和 25 年 以降 昭和 28 年 まで 、 自 転 車 競技 法 に よる 競輪 事業 の 
国庫 収入 の 割 戻 的 意味 か ら 、 自 転 車 関係 の 発明 に 対し て 交 付 され て 来 た が 、 

和 29 年 度 以後 庭 目 され た 。 し か し 、 一 般 袖 因 金 と し て 1, 000, 000 円 増 領 され た 

で 、 全 体 と し て 補助 金 は 、 前 年 度 よ り 減 つて は いな い 。 

介 細 MM SF E 補 功 
で 、 、 各 種 団体 の 発明 奨励 事業 等 に 対す る 袖 功 で ちる が 、 団 体 に 対す る 
補助 金 中 、 発 明 協 会 へ の 袖 了 恩 が 圧倒 的 に 多い 。 こ れ は 、 同 協会 が わが国 唯 一 の 
発明 奨励 団体 で ちる こと に 帰 因 す る 。 い ずれ に し て も ゃ も 、 国 家 が 発明 奨励 に 対し 
て 補助 を する と と は 、 と くに わが 国 の よう な 資本 力 や 経済 力 の 弱い 国 で は 忠 要 
で ある が 、 そ の 人 金額 が 、 発 明 界 の 現状 や 技術 向上 の 必要 性 か ら 考 えて 、 余 り に 
$ ぁ 少額 で も る と 思わ れる 。 

TI. 貸付 金 制度 の 概要 

発明 実施 化 試験 但 貸 付 規程 (昭和 27 年 7 月 通商 産業 省 告 示 第 179 号 ) に も と 
づく この 制度 は 、 優 れ た 発明 考 染 の 実施 化 試験 を 行う 者 に 対し て 、 直 接 国家 資 
金 を 貸し 付け る 市 度 で も つて 、 貸 付 の 条件 は つぎ の 通り で ある 。 

(4) 貸付 金額 1 件 最高 1.000,000 円 、(⑪) 利息 日 歩 1 銭 9 司 、(c) 償 本 
方 法 割 胸 償還 、(d) 返済 期間 5 年 (内 2 年 間 据置 )、 (e) 債務 保証 方 法 連 
帯 保証 人 また は 担保 、①⑬ 貸付 方 法 証書 貸付 

この 貸付 金 の 貸付 申込 は 、 発 明 協 会 へ する こと に な つて いる 。 協会 は 、 申 請 
者 の 信用 状況 を 調査 する こと に な つて いる が 、 貸 付 の 決定 は 、 特 許 訂 長 官 が 行 
う 。 と れ ま で の 貸付 状況 は 、 つ ぎの 通り で ある 。 


27 年 度 28 年 度 29 年 度 
予算 2,000 刀 円 2, 000 万 円 2,000 万 円 
貸付 件 数 27 件 27 件 23 件 
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1. 沿 革 

(1) 工業 所 有 権 保護 協会 

明治 37 人 年 5 月 5 日 、 当 時 の 堪 商 務 大 臣 清浦 相知 、 特 許 局長 久米 金 頼 等 が 、 工 
業 所 有 権 の 発達 よび その 保護 の 完全 を 図る 目的 を も つて 、「 工 業 所 有 権 保護 
脇 会 」 を 創立 し 、 事 務 所 を 特許 局内 に 設置 し て 、 初 代 の 会 長 に 清浦 農 商 務 大 臣 
が 就任 し た 。 

(2) 帝 国 発明 協会 か ら 発明 協会 へ 

同 協会 は 、 設 立 2 年 に し て 、 そ の 所 期 の 成果 を 収め 、 全 国有 数 の 団体 と な つ 
た の で 、 さ ら に 会 の 基礎 を 確立 し て 発明 奨励 事業 を 拡充 する た め 、 同 39 年 12 月 
に 社団 法人 組織 に 改め 、 同 43 年 10 月 に は 「 帝 国 発明 協会 」 と 改称 し 、 東 京 の 銀 
座 に 開館 し た 発明 館内 に 事務 所 を 移転 し た 。 

昭和 112E こ は 、 全 国 の 発明 奨励 団体 を 統合 し て 、 高 松宮 殿下 を 総 壮 に 仰ぎ 、 
わが 国 唯一 の 発明 奨励 団体 と し て 、 ま た 全国 前 な 組織 を も つて 発明 奨励 事業 を 
推進 し て きた の で ある が 、 戦 後 の 昭和 22 年 11 月 に 、 名 称 を 現在 の 「 発 明 協 会 」 
と 改め 、 同 23 年 7 月 に 、 総 義 宮 殿下 が 御 辞 作 さ れ で 今 是 に 至 つ た 。 

It. 事業 の あゆ の み 

協会 の 事業 に つい て 、 そ の 歴史 を 願 み る に 、 胃 治 37 年 創立 直後 の 講演 会 を 度 
切り に 、 同 年 中 に 9 回 開催 し 、 現在 まで 全国 各地 に お いて 数 王 回 の 講演 会 を 、 
その 時代 の 要請 に 応ずる 題目 を 選定 し て 開催 し た 外 、 さ ら に 工業 所 有 権 思想 の 
普及 向上 を 図る た め 、 工 業 所 有 権 に 関す る 雑誌 を 征 期 刊 行 物 と し て 刊行 する こ 
と と し た 。 時 に は 、 そ の 消長 も ちあ つ た が 、 と の 雑誌 は 、 現 在 に お いて $! 発 明 」 
と し て 刊行 され て お り 、 わ が 国 の 工業 技術 界 に 寄与 し た 功績 は 誠に 大 きい も の 
が あつ た と いわ な けれ ば な ら な い 。 

明治 89 年 1 月 に は 、 一 般 の 発明 意 伏 を 別 起 する 一 環 と し て 懸賞 旧 集 を 実施 


し 、 一 般 向 の 台所 道具 に 関す る 集 を 行 つ た 第 1 回 を 肥 切 り に 、 そ の 後 も 毎年 


竹 々 の 題目 で 戦時 中 まで つ ゞ けら れ て 工業 技術 界 の 発展 に 尽力 し た の で ある 。 
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その 顕著 な る の と し て 、 小 型 尊 電池 の 改良 と 代用 品 工 業 に つい て 、 幾 多 の 事 
貫 を 残し た 。 ま た 、 同 年 11 月 、 神 田 青年 会 館 に お いて 、 第 1 回 特許 大 会 を 盟 催 
し 、 発 明 家 の 国家 表彰 その 他 の 発明 奨励 策 を 決議 し 、 同 40 年 4 月 の 第 2 回 大 会 
は 、 津 市 に お ける 関西 府県 肘 合 共進 会 の 開催 を 契機 と し て 行い 、 発 明 奨 励 法 の 
制定 、 発 明 に 対す る 補助 金 、 お よび 金融 機関 へ の 幹 旋 、 な ら び に 万 国 発明 者 大 
会 の 開催 、 そ の 他 を 決議 し て それ ぞ れ 政府 に 献策 し 、 大 正 7 年 まで に 7 回 開催 
し て 、 種 々 の 決議 を 行 つ た 。 

(1) 発明 展覧 会 に つい て 

発明 展覧 会 に つい て は 、 明 治 39 年 3 月 、 大 阪 に お ける 第 1 回 発明 展覧 会 を は 
じ め と し て 、 全 国 各 地 に お いて 、 発 明 、 意 区 、 商 標 に 関す る 展覧 会 を 10 数 回 開 
催し た が 、 さ ら に 同 42 年 に は 発明 品 博覧 会 開設 を 決め 、 そ の 補助 金 と し て 東京 
府 か ら 2, 500 円 、 東 京 市 か ら 1, 500 円 の 変 付 を 受け 4 月 1 日 に 第 1 回 発明 品 博覧 
会 を 上 野 公園 で 開催 し た が 、 時 の 皇 太 子 (大 正 天皇 ) の 御 来 際 を 仰ぐ と と も に 、 
と の 会 期中 の 入場 者 は 、210, 000 有 余 名 を 数 えて 盛会 で も つた 。 第 2 回 発明 品 
博覧 会 は 、 大 正 3 年 10 月 8 日 、 大 阪 府 博物 衆 楽 館 に お いて 開催 し 、 朝 野 の 名 士 
150 名 が 参 会 し た 。 第 3 回 発明 品 博覧 会 は 、 大 正 12 年 に 、 第 1 次 世界 大 戦後 に 
お ける 発明 、 考 委 の 進歩 発展 、 優 秀 な 商品 の 状況 を 展示 し て 産業 技術 震 貞 の た 
め 、 再 び 上 野 公 園 に お いて 、3 月 20 日 より 60 日 間 開 催し 、 出 品数 4, 000 点 の 多き 
に 達し 、 こ と れ を 機械 工業 、 電 気 工業 、 化 学 工業 、 製作 工業 な ら び に 意匠 お よび ひ 
商標 の 5 部門 に 区 分 し て 展示 し た 。 この 博覧 会 に は 、 農 商務 省 か ら 袖 因 金 と し 
て 10, 000 円 、 東 京 府 か ら 5, 000 円 、 東 京 市 か ら 3,000 円 が 交 付 さ れ た 。 会 期中 星 
后 、 皇 太子 お よび 各 宮 の 御 来 皿 を 得 て 、 入 場 者 総数 約 400.000 人 の 盛況 を 呈し 
た 。 

な お 、 大 正 5 年 に は 、 従 来 の 講演 会 の み で は 、 真 の 発明 者 の 研究 の 参考 に は 
不 十分 で ちあ つた の で 、 発 明 研 究 会 の 必要 性 を 感じ 、 同 年 3 月 に 第 1 回 を 、 そ の 
後 ひ きつ づい て 催し た 。 

現在 は 発明 発表 会 と し て 、 発 明 協 会 お よび 同 支 部 に お いて 発明 新 製 品 の 普及 
に 協力 し 、 そ の 成果 を 挙げ ば て いる 。 
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(2) 発明 奨励 の 実際 面 に 協力 

大 正 7 年 3 月 に は 、 特 許 法 、 意 区 法 、 商 標 法 、 実 用 新案 法 お よび その 関係 法 
信 の 改正 に 関し 、 村 上 特許 局長 より 音 見 を 求め られ た の で 、 工 業 所 有 権 法 の 改 
正 は 、 政 府 に お いて 調査 当 員 会 を 設置 し て 、 慎 重 審 議 の 要 あ る 旨 符 申す る と 同 
時 に 、 本 会 に も 調査 委員 を 常置 し て 審 庶 し 、 政 府 に 協力 し た の で ある 。 ま た 、 
同年 12 月 に は 、 山 本 農 商 務 大 臣 に 対し 、 発 明 奨励 電 交 付 規則 に も と づき 、 発 明 
奨励 金 の 交付 を 甲 請 し 、 大 正 8 年 1 月 に 33, 000 円 祭 を 変 付 さ れ た の で 、 断 片 繊維 
供給 機 の 茶 田 神 太郎 に 1 ,800 円 を 交付 し た 外 、 4 件 に 対し 、 見 本 製作 元 の 補助 
を 行い 、 発 明 に 対す る 袖 助 金 の 欧 駆 を な し た の で ある 。 補助 金 は 、 現在 まで ひ 
づき 交付 され て いる 。 (前 述 袖 妨 金 の 項 参照) 
さら に 、 大 正 8 年 に は 、 従 来 の 博覧 会 、 展 覧 会 の 開催 の 際 に 行わ れる 発明 表 
彰 を 一 歩 進め て 、 発 明 表 彰 規 程 に よ り 、 同 年 12 月 に 、 東 京 商 業 会 議 所 に お いて 
発明 表彰 を 挙行 し 、 特 許 第 25634 号 、 カ フェ エー ン 燃 焼 刷 造 法 (片山 英 次 郎 外 5 
名 ) に 進歩 賞 、 特 許 第 19805 号 、 電 気分 解 用 電極 装置 外 1 件 、 工 学 博 土 材 括 寅 
五 RP 外 13 名 に 有功 質 を 贈 つ て その 功 策 を 讃え た 。 大 正 10 年 に は 、 発 明 表 彰 を 中 
内 表彰 と 地方 の 表彰 に 分 つこ と と に た 規 得 を 改正 し 、 同 年 4 月 に 大 分 県 に お いて 共 
進 会 開催 の 除 に 、 九 州 地区 を 対象 と する 第 1 回 地方 表彰 を 挙行 し 、 特 等 賞 と し 
て 絆 織 の 発明 外 1 件 、 優 等 賞 と し て 紅 糸 克 織 改良 方 法 外 2 件 、 良 等 賞 と し て 徒 
織機 外 3 件 を 選定 し た 。11 月 に は 、 大 阪 で 近畿 地方 を 対象 と する 第 2 回 目 、 そ 
の 後 関東 お よび 中 部 、 四 国 、 東 北 、 北 海道 お よび 吾 湾 、 朝鮮 、 樺太 各地 に お い 
て 開催 、 戦 時 中 まで 10 数 回 に 豆 つ て 挙行 され 、 各 地方 の 産業 交 化 の 振興 に 寄与 


トラ 
きつ 


9 の 3 コジ に SG くつ 775 

中 央 に お ける 発明 表彰 は 、 大 正 15 年 9 月 に 、 第 2 回 を 丸の内 保険 協会 の 楼 上 
に お いて 挙行 し 、 大 党 19 名 、 進 歩 賞 負 名 、 有 芝 賞 45 名 、 功 労 賞 7 名 、 計 106 名 
を 選定 し た が 、 と くに 、 こ の 際 天 皇 か ら 思 つた 御 下 昌 金 に よる 「 思 過信 頁 授 
与 規程 」 を 定め 、 大 賞 を 受け た 者 より 11 名 を 選定 し 、 質 記 、 質 邊 お よび 賞金 を 
贈呈 し た 。 こ の 表彰 式 に は 、 内 開 総 理大 区 宮内 犬 区 商工 大 を は じ め 朝 野 
の 名 土 が 臨 店 し 、 盛 会 を きわ め た 。 
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な お 、 参 考 ま で に 、 こ の 時 恩賜 記念 賞 を 授与 され た 者 は 、 つ ぎの 者 で ある 。 

グル タ ミ ン 酸 塩 を 主 成 分 と する 調味 料 製造 法 池田 菊 苗 、 自 動 織機 豊田 佐 
吉 、 邊 抽 予防 フク チ ン 幅 崎 千晴 、 腎 上 線 有 効 主 成分 の 鉄 化 合 物 製造 法 高峰 
衰 吉 、 同 期 電動 機 山本 恵 抽 、 川 原田 政太郎 、 舌 帯 巻 取 装 置 真崎 照 郷 、 水 銀 
避雷 槍 称 田 良太 郎 、 真 珠 具 仔 被 着 器 御木本 幸喜 、 タ イプ ライ ター 穫 本 
京 、 米 本 中 の 一 成分 アベ リ 酸 の 製造 法 鈴木 梅太郎 

(3) 発明 研究 所 

一 般 発 明 者 の 見 本 製作 に 応ずる 「 発 明 研 究 所 」 の 創立 に つい て は 、 各 方 面 か 
ら 要 望 さ きれ 、 大 正 9 年 5 月 、 創 立 笑 員 会 を 組織 し て 、 大 正 10 年 7 月 に 、 東 京 市 
目黒 に その 地 を 定め 、 建 設 に 着手 し 、11 年 8 月 完成 を み 、 新 期 の 事業 を 開始 し 
た 。 発明 家 の 非 常 な 歓 迎 を 受け て 、 全 国 各 地 よ り 試 作 依頼 が 乏 年 増加 し て 、 大 
正 14 年 に は 、 陸 軍 技 術 本 部 、 お よび 海軍 関係 の 試作 に も 応じ た 外 、 研 究 所 独自 
の 試験 試作 も 行い 、 い わ ゆ る 街 の 発明 家 の み な ら ず 、 名 会 社 工 場 に 対し て も 協 
カカ 者 と し て の 功績 が 非常 に 高く 評価 され て いた の で ある 。 中 和 20 年 に 戦災 の た 
め 使 用 不能 に な つた の で 、 そ の 後 再建 に 努め 、 昭 和 25 年 2 月 に 至り 、 羽 田 の 奏 
原 製 作 所 内 に 臨時 的 に 設置 し て 、 発 明 者 の 試作 依頼 に 現在 も 応じ し て いる の で あぁ 
る が 、 毎年 数 十 件 の 試作 と 数 件 の 試験 等 を 実施 し て いる に も か ヽ ょ わら ず 、 旧 発 
明 研 究 所 の よう な 設備 が な く 、 目 下 その 整備 拡充 に 努め つ ヽ ある 。 

(4) 記念 行事 に つい て 

昭和 4 年 5 月 、 本 会 創立 25 周 年 記念 祝賀 会 を 東京 会 館 に お いて 開催 し 商工 、 
大 蔵 、 司 法 各 天下 を は じ め 、 朝 野 の 名 土 人 等 300 余 名 臨 虜 し て 、 会 長 より 協会 の 
功労 者 清浦 竹 難 釜 67 名 に 感謝 状 な ら び に 記念 品 を 贈呈 し 、 盛 会 を きわ め た 。 

昭和 5 年 11 月 3 日 、 明 治 の 佳 節 に 際 し 、 発 明 奨 励 の 思 名 に より 、 向 う 10 ヶ 年 
間 邊 年 10, 000 円 御 下 昌 金 を 賜 わ る と と と な つた の で ある が 、 戦 後 は 、 恩 葛 発明 
賞 と し て 、 一 般 発 明 表 彰 中 その 年 度 の 最高 の 者 、 お よび 全日 本 学生 発明 工夫 展 
の 最 優秀 の 者 に 授与 する こと と と な つて いる 。 

昭和 29 年 5 月 、 発 明 協 会 創立 50 周 年 の 記念 祝典 に は 、 天 旦 陸 下 お よび 高松 宮 
殿下 の 御 臨 席 を 仰ぎ 、 軸 昌 発 明 質 等 の 授賞 式 を 盛大 に 挙行 し た 。 
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T. 特許 代 願 人 の 時 代 

(1) 沿 革 

わが 国 の 工業 所 有 権 制度 は 、 す で に 第 2 篇 に 述べ た よう に 、 胃 治 4 年 の 「 再 
売 略 規則 」 施行 に は じ ま る が 、 この 規則 は 、 代理 人 に つい て 何ら の 定め も る な 
く 、 本 人 出願 主義 を 採 つ て いた 。 こ の 規則 は 、 時 期 何 早 の 夏 を も つて 翌 5 年 府 
下さ きれ た の で ある が 、 工 業 所 有 権 保護 の 制度 に つい て の 世 人 の 関心 が 高まる に 
つれ て 、 明 治 18 年 7 月 、 改 め て 専売 特許 条例 が 施行 され る と と と な り 、 し か も 
よう や く 、 こ の 制 度 の 利用 者 が 増加 する に 伴 つ て 、 特 許 事務 に 関し て 代理 人 を 
利用 する 者 も 多く な つて 来 た 。 し か し て 、 と の 代理 人 に つい て の 規定 が 法令 に 
最初 に 現われ た の は 、 有 明治 22 年 に 農 商 務 省 令 と し て 施行 され た 「 特 許 条例 施行 
細則 」 で あつ て 、 そ の 中 に 、「 出 願 人 代 人 ヲ 使 用 スル トキ ム 委 任 状 写 ヲ 添 ^ 共 
旨 ラ 届出 ター シ 。 代 人 = 不都合 ノ 事 アリ ト 認 メタ ルト キス 特許 局長 = 於 テ 共 代 
理 ラ 差 止 ム ー シ 」 と 規定 し た 。 こ と の よう に し て 特許 手続 の 代理 人 が 、 特 許 代 顕 
人 と いう 名 の 下 に 生れ た の で ある 。 

(2) 資格 制限 に つい て 

し か し 、 法 令 は 代理 人 に つい て これ 以外 に 何ら の 規定 も な く 、 そ の 資格 侍 に 
つい て は 何ら の 制限 も な く 、 そ の 代理 人 を 許す ゃ 禁ず る も まつ た く < 特許 局 の 自 
由 で 、 そ の 取締 り も 十分 で は な か つた 。 その た め 工 業 所 有 権 制 諾 に つい て 何ら 
の 理解 も る なく 、 ま た 、 こ とこ れ に つい て の 知識 、 技 術 を 持た な い 単 な る 代 午 人 に : 
ぎ な いよ うな 者 が 、 代 願 人 の 看板 を 掲げ て 特許 手続 の 代理 を な す 場 合 ゃ 少く な 
く 、 必 ず し も 出願 人 本 人 に と つて 万 全 を 期し 得る と は いい 難い 状態 で も つた 。 
この こと は 、 明 治 22 年 、 特 許 局長 高橋 是 消 が 、 第 も 5, 6 各 審 査 部 に 出し た つ 
ぎの 指令 に よ つ て も 卿 うと と が で きる 。 す な わ ち 

「 特 許 出願 人 = 於 テ 代理 人 使用 ネル トキ 共 代 人 へ 明細 書 、 図 面 等 ノ 訂 正 ヲ 
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達 シ 期 限 ヲ 経過 スル モ 代 人 ョ ) 困 正明 細 書 及 図面 等 ラ 差 出 サ サル 為 メ 出願 ノ 無 
効 = 帰 ス ル 場 合 ニ = っ 共 旨 主任 審査 官 = ) 局長 申出 シー シ 」 

また 、 代 理 人 の 取締 り が 特許 局内 部 に お いて も よう や く 間 題 と な つて 来 た こ 
と は 、 明 治 23 年 、 時 の 特許 局長 か ら 農 商務 大 区 に 差し 出さ れ た 意見 書 と 推定 
れる 「 特 許 局 将来 方針 = 関 ス 意見 ノ 大 要 」 中 の 「 休 将 来 実 行 セ サル シー カラ 
サル モノ 」 と し て 列挙 され て いる こと に よ ょ つて も 狼 わ れる 

その 内 容 は 、 代 願 人 の 業務 は 、 出願 人 に 代 つ て 条例 (特許 、 意 匠 お よび 商 
標 。 な お 、 当 時 は 実用 新案 は な か つた 。) に 関す る 一 切 の 事件 を 代弁 する も の で 
ある か ら 、 法 律 、 技 術 に 通じ て いな けれ ば な ら ず 、 そ の 業務 の 困難 な こと は 普 
通 の 代理 人 と は 比較 に な ら ず 、 し た が つて 何ら か の 制限 を 設け る 必要 が ある と 
いつ て 注意 を 促し た も の で あつ た 。 す な わ ち 、 資 格 に 関す る 何ら の 制限 が な い 
の で 、 弊 害 も 少く な く 、 た と えば 、 代 願 人 と は いえ 、 実 際 の 事務 に 通じ し な いた 
あめ 受任 され た 事件 を 処理 し 難い と か 、 ま た 人 格 に 欠く る と ころ が ある た め 、 誕 
欺 と か 迫 で 不法 に 利益 を 得る と と 等 が し ば し ば 起 つ て いる 実 
こ で 今や 抜本 寒 源 的 に 、 代 願 人 に つい て の 法規 を 設け て 取締 る 必要 が ある と い 
う 2 ので あつ た 。 

し た が つて 、 と の 頃 の 代 願 人 の 大 部 分 は 、 現在 の 者 理 士 に 当る も の と 考え る 
と と は で き な い 状態 で ちあ つた 。 も ちろ ん こと の 時 代 に あつ て も ゃ も 、 少 数 で は ある が 
優れ た 代 願 人 が な か つた わけ で は な く 、 た と えば 、 真 に 発明 者 の 相談 析 平 に な 
ろう と し て 特許 局 事務 官 を 辞職 し 「 東 京 特許 代 言 社 」 を 創設 し 、 特 許 制度 に お 
お い に 杭 献 し 、 わ が 国 弁理 士 の 始祖 と も 看 仔 され た 真中 直道 な ど が あつ た 。 

II. 特許 代理 業者 の 時 代 


情 てこ あつ だ た だ 。 そ 


(1) 法制 の 沿革 

と の よう に 特許 手続 の 代理 を 業 と する 者 が し だ い に 多 く な り 、 し か も こと これら 
の 代理 人 が 必ず し ゃ 本 人 の 利益 を 守ら ず 、 ひ いて は 特許 局 の 事務 に も 支障 を 来 
す と いつ た 状態 に か ん が みろ 、 虹 商務 省 で は 法規 の 制定 を 企 て て いた の で ある 
が 、 た また ま 条 約 改 正 の 挙 が あ り 、 こ とこ れ に 伴 つ て 特許 法 等 が 新た に 制定 され た 
の を 機 と し て 、 代 理 人 に つい て の 規則 も 設け られ る と と と な つた 。 す な わ ち 、 
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明治 32 年 6 月 、 勅 令 第 235 号 を る つて 公布 され た 「 特 許 代理 業者 次 録 規則 」 が 
それ で あつ て 、 こ の 規則 に よ つ て 、 は じ め て わが 国 に お ける 公認 の 特許 代理 業 
者 が 生れ た 。 

この 規則 は 、 当 時 制定 され た 特許 法 第 8 条 に 「 特 許 = 関 スル 代理 営業 トス 
者 へ 特許 局長 = 願 出 座 録 受 クー シ 、 代 理 業者 ノ 登 録 = 関 スル 規定 へ 命令 ヲ 
以 テ 乏 ラ 定 と >」 と ある の に も と づい た ゃ も の で 、 特 許 代 理 業者 は 、 能力 者 で あつ 
て 特許 代理 業者 試験 に 合格 する こと が 必要 で ある と と (た だ し 、 高 交 ま た は な 判 
検事 試験 の 合格 者 、 特 許 局 の 高等 に 在職 し 、 ま た は 2 年 以上 審査 官 袖 だ つた 
者 は 試験 を 要 し な いこ と )、 前 科 あ る 者 、 公 権 停止 中 の 者 、 破 産ま た は 家 資 分 散 
の 宣告 、 身 代 限 の 処分 を 受け た 者 は 、 資 格 を 欠く 者 で ある と と を 規定 する と と 
も に 癖 録 に つい て の 詳細 な 規定 を 設け 、 ま た 特許 代理 業者 は 相手 方 の 代理 人 と 
し て 、 ま た は 特許 局 在職 中 に 取り 扱 つた 事件 に つい て 業務 を 行う こと が で きたな 
いこ と 、 特 許 代理 業者 組合 を 任意 に 設立 する と と が で きる も の と し た こと 、 偽 
代理 楽 者 に 対す る 罰則 を 設け た と と な ど が 主 な 内 容 で ある 。 

な お 、 こ の 頃 に は 、 代 理 業者 の 数 も 増加 し その 業務 の 重要 性 $ 大 きく な つた 
の で 、 代 理 に 関し 、 と くに 特許 法 に も 、 上 述 の 第 8 条 の 外 、 国 内 に 住所 の な い 
出願 請求 人 は 、 国 内 に 住所 の ぁ る 代理 人 を 定め な けれ ば な ら な いこ と 、 特 許 局 
長 は 代理 人 が 不適 当 な と き は 改 任 を 合 ず る と と が で きる こと 、 代 理 楽 者 が 泉 拉 
に 関し 犯罪 また は 不正 を な し た と き は 、 特 許 局長 は 代理 業 を 停 、 禁止 で きる こ 
と を 定め た 。 ま た 、 こ の 規則 を 受け て 、 胃 治 32 年 11 月 に 特許 代理 薬 者 試験 規則 
が 、 同 37 年 4 月 に は 特許 代理 業者 組合 規則 が 、 そ れ ぞ れ 農 商務 省令 と し て 定め 
られ だ た 。 

(2) 特許 代理 業者 の 実態 

この よう に し て 、 わ が 国 で 最初 の 特許 代理 楽 者 に 関す る 疲 令 は 、 一 応 の 完備 
を 見 、 こ こと に は じ め て 代理 楽 者 の 実数 と 実態 と が 中 央 に お いて 把 提 さ れる 状態 
と な つた 。( な お 、 参 考 ま で に 、 明 治 32 年 末 に お ける 登録 持 許 代 理 薬 者 数 は 、 
138 名 を 数 えた 。) し か し な が ら 、 そ の 大 部 分 は 弁護 士 で も り 、 そ の 他 の 者 $ 舞 
試験 に よる の が 多く 、 特 許 代理 者 試験 規 旭 に よる 試験 の 施行 ミ れ た の は 、 わ 
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すず か に 明治 35 年 9 月 と 同 39 年 10 月 の 2 回 だ け で も つた 。 ま た 、 特 許 代理 楽 者 組 
合 に つい て 見 て も 、 特 許 代理 の み を 業 と する 者 の 少 か つた 関係 か ら 、 単 な る 有 
志 会 に 止ま り 、 特 許 代理 業者 組合 規則 に も と づく も の は 、 つ いた に 設立 され な か 
つた 。 
た 明治 38 年 法律 第 21 号 を も つて 実用 新案 法 が 新しく 施行 され た の に 伴 つ 
て 、 明 治 39 年 特許 代理 業者 部 録 規 則 も 改正 され 、 実 用 新案 の 代理 者 の 業務 に 加 
えら れる と と に な る と と も に 、 実 用 新案 法 第 5 条 に は 「 特 許 代理 楽 者 = 非 サ メレ 
ス へ 実用 新案 = 関 ス ル 代 理 ラ 常 業 ト スル シュト ラ 得 ス 」 と いう 規定 が 設け られ た 。 
III. 特許 弁理 士 の 時 代 

(1) 特許 弁理 士 令 の 制定 

上 述 の よう に 、 工 業 所 有 権 制 度 の 発足 と と も に 自然 発生 的 に 生れ た 特許 代 原 
人 も ゃ も 、 役 ら に 対す る 需要 の 増加 と と も に 、 し だ い に そ の 人 数 を 増し 、 こ の 代 願 
人 を 利用 する 出願 人 の 利益 を 保護 する 必要 か ら 、 特 許 代理 業者 交 録 規則 が 作ら 
れ た こと は 前 述 の 通り で ある が 、 そ の 後 、 こ の 制度 が いち じ る し く 発 展 す る に 
伴い 、 こ れ ら の 業者 に 対 し 、 従 来 以 上 の 品位 と 知識 を 具備 する こと が 要求 され 
る よう に な り 、 明 治 42 年 の 特許 法 外 3 法 を 大 改正 し た 際 に 、 併 せ て 「 特 許 弁 理 
圭 令 」 が 制定 公布 され た が 、 こ の 勅 信 は 、 特 許 法 第 16 条 第 2 項 に 「 特 許 弁理 士 
ノ 資格 、 癌 録 、 監 督 、 懲戒 等 = 関 ス ル 事 項 へ 勅 令 ラ 以 定 な 」 と ある の に も と 
づい た も の で 、 こ うし て 従来 の 特許 代理 業者 尊 録 規則 は 廃止 され 、 特 許 代理 業 
者 は 、 特 許 弁 理 士 と 了 さ れる と こと と な つた の で ある 。 

この 特許 法 改正 に より 、 そ の 第 16 条 第 1 項 に 「 特 許 局 = 対 シ 為 スー キ 事 項 ノ 
代理 業 へ 特許 弁理 士 = 非 サチ レム 之 ラ 行 フ ュ ト ラ 得 ス 」 と 、 また 、 第 15 条 第 2 
項 に 「 特 許 局長 駐 へ 審判 長 = 於 テ 当事者 肥 ^ 基 ノ 代 理 人 ヵ 手 続 駐 へ 演 述 ヲ 為 ス 
ノ 能力 ナ シト 認 ム ルト キス 特許 弁理 士 ラ 以 テ 代 理 モ シム ヘ キ ュ トラ 人命 ス シュ ト 
タ 得 」 と 規定 され た の で ある 。 前 者 は 、 特 許 の 代理 泉 を 営む こと を 特許 弁理 十 
に 限 つ て 認め た と と で 、 従 来 の 特許 代理 業者 釜 録 規 則 で 、 罰 則 規 定 と し て 定め 
られ て いた に 過ぎ な か つた の に 比べ る と 、 画 期 的 な 規定 と いい 得る る の で あつ 
て 、 特 許 弁 理 士 の 地位 を 高め る と と も に その 品位 を 向上 させ る た め の も の に 外 
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な ら な い 。 また 後者 は 、 特 許 弁 理 士 の 地位 に 対す る 社会 的 認識 の 反映 で あつ て 、 
特許 代理 業 と いう 自由 職業 の 社会 的 地位 が 、 よ う や く 確 立 し て 来 た と と を 示し 
た も の と いえ よう 。 

な お その 外 、 代 理 に つい て も 従来 の 特許 法 と 同じ ょ うに 、 さ ら に それ 以上 種 
々 の 場合 に つい て 規定 され た 。 

つぎ に 、 特 許 弁理 士 令 を 旧来 の 特許 代理 業者 交 録 規則 と 比較 し た 場合 、 そ の 
主 な 改正 点 は 、 資 格 と し て 国内 に 住所 を 有する 成年 以上 の 能力 者 と 限定 し た こと 
と 、 無 試験 制度 を 、 選考 を 要する も の と 要 し な いも の の 2 つ に 分 けた と と 、 特 
許 弁理 士 の 疹 録 の 拒否 また は 疹 録 の 抹消 に 対し て 不服 が あれ ば 、 訴 題 を 提起 で 
きる と と と し た と と で ある 5 

また 、 特 許 弁理 士 今にも と づい て 、 特 許 弁理 土 試 験 規則 、 特 許 弁 理 士 組合 規 
則 が 堪 商 務 省 含 と し て 施行 され 、 後 者 に よ つ て 、 特 許 代 理 薬 者 組合 の 後 身 で あぁ 
る 特許 弁理 士 細 合 は 、50 名 以上 で な けれ ば 設立 で き な い と と 、 主 務 大 臣 ま た は 
特許 局長 の 諾 問 も る と き は 、 こ れ に 答申 する と と も に 、 特 許 局 芋 管 の 事務 も し 
く は 特許 弁理 二 の 業 務 上 の 利害 に 関し 、 主務 大 区 、 ま た は 特許 局長 に 書 誠 する 
こと が で きる こと な ど を 定め た 。 こ れ は 、 産 業 の 発展 に 伴い 、 弁理 士 数 も 増加 
し 、 そ の 楽 務 も よう や く 覆 雑 さ を 加え て 来 た の で 、 現 行 法 に よる 弁理 士 会 の 前 
身 と も な る べき 、 名 実 と も に 権威 ある 組合 を 設立 し 、 も つて 特 誕 局 と の 関連 を 
一 層 多 な らし め よ ょ うと いう 趣旨 に 出 た も の に 外 な ら な い 。 

(2) 日 本 特許 弁理 士 会 の 設立 

こう し て 、 工 業 所 有 権 諾 法 の 改正 と 同時 に 、 特 許 電 理 士 に 関す る 法令 も 一 層 
の 完備 を 見 、 こ れ に も と づき 、 大 正 4 年 に は 東京 市 に お いて 、 最 初 の 特許 弁理 
士 組合 が 、「 日 本 特許 弁理 士 会 」 の 名 称 の 下 に 創立 され 、 代 理 楽 者 に 関す る 法 
令 が 目標 と する 成果 に 向 つて 一 歩 前 進 が な され た わけ で ある 。 し か し 、 特 話 
理 土 試 験 に つい て は 十分 で な く 、 い まだ 無 試験 に よる 特許 弁理 士 が 大 部 分 を 占 
め る と いつ た 状態 で も つた 。 
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第 2 意 弁理 土 法制 定 以後 


エ -. 才 理 士 法 の 制定 

(1) 制定 の 経緯 

昌 赴 戦 争 後 の わ が 国 の 産業 は 、 資 本 主義 的 に 急速 な 発展 を 見 た の で ある が 、 
これ に 伴い 、 産 業 部 門 の 法規 も 実情 に 合せ て 改正 する こと が 必要 と な つた の 
で 、 特 許 局 に お いて も 工業 所 有 権 法 改 正 の た め の 改 正 委員 会 が 設け られ た が 、 
この 一 環 と し て 、 特 許 弁理 士 令 改正 も 企図 きれ た の で ある 。 

大 正 7 年 10 月 に は 、 特 許 弁理 士 の 業務 、 資 格 人 等 に 関す る 事項 を 法律 を も つて 
規定 する 件 に つい て 、 特 許 弁理 士 中 か ら 特 許 弁理 士 会 臨時 総会 開催 の 請求 が あ 
り 、 同 月 来 に 臨時 総会 が 開会 きれ た 結果 、 産 業 権 法 調査 委員 会 付託 と 決定 し 、 
同 委 員 会 内 に 弁理 士 法 案 制定 委員 会 が 設置 され た 。 と うし て 翌 大 正 8 年 2 月 、 
特許 弁理 士 会 の 手 に な る 成人 案 が 一 応 作成 され た 。 す な わ ち 、 特 許 の 交 字 を 削 つ 
て 単に 弁理 士 と する こと 、 双 理 士 は 必ず 弁理 士 会 に 加入 すべ きき こと 、 者 理 十 
を 虐 商 務 大 臣 の 監督 下 に 置く と と な ど を 要点 と する も の で あつ た が 、 こ の 弁理 
土 法案 が 識 貞 提出 の 形 で 帝国 議会 に 提出 され た 。 し か し 、 特 許 局 に お いて も 、 
特許 法人 等 の 改正 に 着手 し て お り 、 す で に つぎ の 議会 に 改正 和 染 を 提出 する 予定 で 
ぁ り 、 そ れ と 同時 に 弁理 士 法案 も 提出 する と と に な つて いた の で 、 弁 理 士 法 委 
と いえ ども る 特許 法 等 と 歩調 を 同じ く し て 内 容 を 定め た 方 が 、 よ り 完全 を 期す る 
と と が で きる と の 考え か ら 、 こ の 法 筆 は 取り 下げ られ る と と と な つた 。 

と うし て 者 理 士 法案 は 、 大 正 10 年 の 帝国 議会 に 特許 法 外 3 法 改 正 染 と と も に 
政府 撮 出 染 と し て 上 程 き れ た 。 も と より 他 の 4 法 と 相 侯 つて 、 工 業 所 有 権 制度 
の 完成 を 図 ろ うと いう 趣旨 に 外 な ら な い 。 

(2) 特許 弁理 士 令 と 比較 し て 

同 案 が 旧来 の 特許 弁理 士 令 と 比べ て 改正 され た の は 、 つ ぎの ょ よう な 点 で あつ 
際 き 

(4) 者 理 士 会 の 設立 を 強制 し 、 ま た 弁理 士 は 弁理 士 会 に 加入 し な けれ ば そ 
の 楽 務 を 行う とこ と が で き な い よう に し た と と で ある 。 と こと れ は 、 欧 の 議員 提出 委 
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と 歩調 を 一 に する 点 で ある が 、 弁 理 士 の 風紀 を 保持 し 、 業 務 の 発達 を 図ら し め 
る の に 必要 で あり 、 自 治 に よ つ て 相互 の 監督 を なさ し め る の に 益 す る で あろ 25 
と いう 考え か ら 、 弁 座 士 法 に 人 つ て 採用 し た 制度 で ある 。 同時 に 、 弁 理 士 会 を 
法人 と する こと も 併せ て 規定 し た が 、 こ れ は 、 当 時 の 弁護 士 法 の 規定 より る 進 
歩 し た 規定 で も つた 。 

(s) 弁 理 士 の 資格 に つい て 選考 の 制度 を 廃止 し た と と で ある 。 特許 弁理 十 
令 で は 、 学 位 を 有する 者 、 帝 国 大 学 等 の 卒業 者 は 選考 に ょ り 無 試験 で 特許 弁理 
士 に な る こと が で きた た め 、 本 来 の 試験 制度 に よ つ て で は な く て 、 単 に 大 学 を 
出 た だ け で 者 理 士 に な つた り 、 日 本 の 事情 に 凍 い 外国 人 が 弁理 士 に な つた りす 
る 場合 が 多く 、 必 ず し も 識見 の 高い 者 が 弁理 士 に な る と は 限ら な い 状 態 で も つ 
た し 、 ま た 、 す で に 試験 制度 が ある 以上 は 選考 の よ うな 例外 を 設け る 必要 は な 
いと いう 考え か ら で あ る 。 

(へ) 刀 理 士 が 病 判 所 で 本 人 の た め 意 見 を 述べ る こと と が で きる よう に し た こ 
と で ある 。 従来 、 特 許 弁 理 士 は 、 単 に 特許 局 に 諸 し て な すべ き 事 項 の 代理 楽 を 
する こと が で きる に 過ぎ な か つた 。 し か る に 、 今 この 点 を 改め て 、 弁理 士 が 特 
許 局 の 撤 告 鶴 判 の 審決 に 対す る 不服 の 出 訴 に 止ま ら ず 、 広 く 民 事 の 事件 に 関し 
て る 通常 靖 判 所 で 意見 を 述べ る こと と が で きる よう に し た の は 、 工 業 所 有 権 に 関 
する 事件 の よう な 特殊 専門 の 知識 を 必要 と する $ も の に あつ て は 、 と くに その 必 
要 が あつ た か ら で あ る 。 

(=) 旭 理 士 懲戒 委員 会 を 設け た と と で あ る 。 従来 の 特許 弁理 士 令 に よる 
と 、 旭 理 士 の 懲戒 は 、 主務 大 臣 に 一 任 され 、 盤 式 委 員 会 の 制度 は な か つた が 、 
この 制度 を 新た に 設け る と と に より 、 弁理 土 の 油 戒 は 、 者 理 二 光 世 委 中 会 の 議 
決 を 通じ て 、 農 商務 大 臣 が 行う こと と し 、 そ の 手続 を 慎重 に する こと と し た の 
で ある 。 

( ホ ) 動 令 を 法律 に 改め た こと で ある 。 こ れ は 、 そ の 重要 性 を 巻 設 し た こと 
と 和 分 を 弁護 士 法 に 採 つ た と と の 結果 で ある 。 

その 他 、 細 か いこ と と し て は 、 弁理 士 に な る こと の で きる 外国 人 を 、 日 本 人 


に 対し 相互 主義 を 採る 国 の 国民 だ け に 制限 し た こと 、 成 年 者 で も れ ば 弁理 十 に 
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な れ た の を 私 法 上 の 能力 者 と し た た め 、 妻 は な れ な く な つた こと 、 特 許 局 の 高 
等 訪 で も 2 年 以上 在職 し 、2 年 以上 審判 、 ま た は 宗 査 を や ら な けれ ば 無 試験 で 
は 者 理 士 に な れ な いこ と 、 同 じ 号 に 判 任官 以上 で 5 年 以上 審査 の 事務 に 従事 し 
た 者 を 、 妊 理 士 た る の 資格 者 に つけ 加え た こと 、 弁 理 士 会 、 お よび 弁理 士 は す 
べ て 媒 商 務 大 区 の 監督 下 に 置か れ た こと な ど が ある 。 

(3) 者 理 士 法 の 制定 

と うし て 、 同 法 染 は 、 他 の 4 法 染 と と も に 委員 会 に 付託 され 、 和 審議 が 進め ら 
れ た が 、 そ の 委員 会 で 問題 に な つた の は 、 選考 を 要 し な い 無 試験 制度 の 適用 者 
は 、 弁護 士 ま た は 高 婦 資格 者 に 限ら れる な ど 、 余 り に も 法律 偏差 の 考え 方 で あ 
り 、 者 理 士 の 業務 は 、 他 の 代理 業者 と 違 つて 技術 的 知識 を 必要 と する の で ある 
が 、 そ れ に も か か わら ず 、 投 術 者 が 意 重 さき ミ れ て いな い の は 、 公 平 と は いえ な い 
と いう こと 、 判 任官 で 審査 官 袖 と いう よう な 比較 的 低い 楽 務 で も 、 あ る 年 限 や 
つて お れ ば 、 無 条件 で 弁理 士 に な れる の は 、 弁 理 士 の 業務 を 軽く 見 過ぎ る 嫌い 
が ある の で は な いか と いう こと と 、 選 考 に よ つ て ある 一 定 の 資格 の ある 填 は 弁理 
士 に な り 得る 従来 の 制度 は 、 存 続き させ た 方 が よく は な いか と いう こと な ど で あ 
つた 。 結局 、 従 来 通り に 選考 制 を 復活 し 、 判 任官 以上 で 、 審 査 事 務 に 5 年 以上 
従事 し た も の は 、 無 条件 で は な く て 、 選 考 に よ つ て 弁理 士 に な り 得 る と する こ 
と に 修正 され た 。 

こう し て 、 こ の 者 理 土 法案 は 、 衆 議院 お よび 貴族 院 を 通過 し 、 大 正 10 年 4 月 
法律 第 100 号 を も つて 公布 され た が 、 翌 年 1 月 か ら 施行 きれ る こと と な つた の 
で ある 。 

な お 、 と の 再 理 士 法 に 伴 つ て 施行 され た 、 形 理 士 法 施行 令 (大 正 10 年 勅 令 第 
466 号 ) に よ つ て 、 旭 理 土 試 験 、 弁 理 士 の 癌 録 、 弁理 士 会 お よび 弁理 士 懲 臣 委 
員 会 に つい て の 詳細 が 定め られ た 。 と れ に ょ つて 、 弁 理 上 試験 は 毎年 1 回 必ず 
行わ れる と と と な つた の で ある が 、 と れ は 単に 筆記 だ け で な く て 、 口 述 試 験 も 
必須 と な つた 。 ま た 、 と の 才 理 士 法 、 お よび 同 法 施行 今にも と づい て 、 弁 理 士 
会 は 、 大 正 11 年 4 月 に 埋 商 務 大 臣 に 設立 認可 を 申請 し 、 同 年 5 月 成立 を 見 る に 
壮 つ た 。 
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II. 昭和 13 年 の 改正 

(1) 改正 の 必要 性 

わが 国産 業 の 発達 の 上 に お いて 、 発 明 、 考 和 染 が 重要 な 役割 果す こと は いう 
まで も な い 。 そし て この 発明 考 染 の 保護 に つい て は 、 特 許 法 以下 の 、 い わ ゆ る 
工業 所 有 権 に 関す る 幾多 の 法令 か ある わけ で ある が 、 と れ ら の 法令 の 円 滑 な 運 
用 を 期す る た め に は 、 ど うし て も これ ら の 法令 に し た が つて 特許 釜 の 出願 、 請 
求 を な す 者 の 、 よ い 指 導 者 を 得る と と が 必要 で ある 。 と の と と に か ん が み 、 早 
く か ら 、 特 許 釜 に 関す る 法令 の 外 に 代理 業者 に つい て の 法令 が 制定 され て 来 た 
の で ある が 、 時 を 経る に し た が い 、 特 許 筐 の 出願 、 請 求 を な す 者 が いち じ る し 
く 増 加 し 、 弁 理 士 の 楽 務 は ます ます 重要 性 を 加え る に 至 つ た の で 、 者 理 士 の 資 
格 を 高め 、 品 位 の 向上 を 図り 、 弁理 士 に 対す る 委嘱 者 の 信頼 を 深 か ら し め 、 そ 
の 利益 を 擁護 する と と も に 、 法 律 上 弁理 士 の 業務 徹 囲 を 明確 に し 、 も つて 実情 
に 副 わ し め る こと と し 、 ま た 、 弁理 士 で な い 者 の な す 弁 理 土 類 似 の 行為 を 取締 
る こと は 、 も つと る 蛋 要 と 認め られ る と こと ころ で あり 、 と これが 弁理 士 法 を 改正 せ 
ん と する 気運 の 生じ て 来 た 理 由 で あつ た 。 

(2) 弁護 士 法 と の 関連 

と ころ が 、 こ の よう な 企 て の な され よう と し て いる と き 、 た また ま 昭 和 9 年 
5 月 に 「 法 律 事務 取扱 の 取締 に 関す る 法律 」 が 公布 きれ 、 同 11 年 4 月 か 施行 
され る こと と な り 、 そ の 穫 1 条 に 「 弁 護 士 = 非 サ メア 者 へ 報酬 ヲ 得 ん 目 的 以 テ 
他人 間 ノ 訴 訪 事件 = 関 シ 駐 へ 他人 間 ノ 非 設 事 件 ノ 夫 譜 = 関 シ 鑑定 、 代 理 、 仲 義 
若 へ 和解 ラ 為 シ 、 駐 此 人 等 ノ 周 旋 為 スラ 業 ト スシ ュ ト ラ タ 得 ス 。 但 シ 、 正 当 ノ 
業務 = 附 随 シテ 為 ろ 場合 へ 此 ノ 限 = 在 ラス 」 と の 規定 が 置か れ た が 、 一 方 弁理 
土 法 の 規定 する と ころ で は 、 者 理 士 の 業務 は 、 特 許 符 に 関し て 特許 局 に 対し て 
な すべ き 事 項 に 限ら れ て いた た め 、 一 た び こ の 法律 が 施行 きれ る に 至れ ば 、 従 
来 弁 理 士 が その 当然 の 業務 と し て 行 つ て いた 事項 (と くに 和 鑑定) が で き な く な 
る お それ が 生じ た 。 こ こと に お いて 、 弁理 士 法 を 早急 に 改正 すべ し と の 声 が 、 特 
許 局 お よび 弁理 士 会 を 中 心 と し て 走 つ て 来 た 。 


特許 局 に お いて は た だ ち に 者 理 士 会 の 協力 を 得 て 、 語 法 省 と 連絡 を と つて 、 
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法律 事務 取扱 の 取締 に 関す る 法律 の 解 息 を 訳し 、 さ ら に 弁理 士 法 運用 の 実 却 を 
調査 する な ど し て 成 案 を 得る こと に 努め 、 弁理 士 法 改 正 に つい て の 意見 を と り 
輝 め た 。 

すなわち 、 弁 理 士 の 業務 範囲 を 拡張 し 、 特 許 、 実 用 新案 、 意 区 、 ま た は 商 棟 
に 関し 、 特 許 局 に 対し な すべ き 事 項 の 代理 、 お よび その 事項 に 関す る 鑑定 、 そ 
の 他 の 事務 を も 包含 せしめ る と こと で ある 。 こ れ は 、 そ れ ま で の 規定 に よる と 、 
弁理 土 の 業 務 徹 囲 は 、 単 に 特許 局 に 対す る 事項 の 代理 に 限ら ちら れ て いた た め 、 特 
許 局 に 対し な すべ き 事 項 の 鑑定 な ど は 、 本 来 弁 理 士 の 楽 務 に 属 せ し め る を 正当 
と する に か か わら すず す 、 い まだ 法規 上 は 業務 範囲 と いう こと の で き な い 実情 に あ 
つた が 、 出 願 、 請 求 の 増加 と と も に 、 弁 理 士 の 業務 は ます ます その 重要 性 を 加 
える に 至 つ た の で 、 法 律 上 弁理 士 の 業務 範囲 を 拡張 明 定 し 、 よ ょ つて 実情 に 副 わ 
し め る と と も に 、 法 律 事務 取扱 の 取締 に 関す る 法律 の 、 適 用 上 の 疑義 を 生ずる 
お それ の な いよ うに する 必要 が ある 、 と いう の が 改正 の 理由 で も る 。 (な お 、 
と こ で いう その 他 の 事務 と は 、 主 と し て 書類 の 作成 を 指す も の で あぁ あつ て 、 仲 義 
と か 和解 は 含ま れ な い 。) 

(3 ) その 他 の 改正 点 

(i) 訴訟 代理 人 と 同様 に な る 

尋 理 士 が 特許 、 実 用 新案 、 意 区 また は 商標 に 関す る 事項 に つい て 、 義 判 所 
で 、 当 事 者 だ け で な く 訴 訟 代理 人 と と も に 出頭 し て 陳述 を する こと が で きる よ 
うに し た と と で ある 。 そ れ ま で は 、 本 人 と と も に の み 毅 判 所 に 出頭 し て 陳述 す 
る と と が で きる に 過ぎ な か つた が 、 と れ で は 本 人 の た め に も は な は だ し くく 不便 
で ある の で 、 た また ま 民 事 訴 誰 法 が 当事者 の 外 、 訴 論 代 理 人 も また 保 佐 人 と と 
も に 裁判 所 に 出頭 し 陳述 する こと が で きる よう に 改め られ た の に か ん が み 、 弁 
理 士 法 も 上 述 の よう に 改め る の が 妥当 で あつ た か ら で あ る 。 

( 曲 ) 弁理 士 資 格 に つい て 

その 第 1 は 、 妻 も 弁理 士 と な る と と が で きる よう に し た と と で ある 。 とれ は 
従来 の 弁理 士 法 の 弁理 士 た る 資格 要件 の 1 つと し て 「( 前 略 ) 私 法 上 ノ 能力 者 
タル ュ ト 」 と あつ た の を 成年 者 と 改め た こと で あり 、 私 法 上 の 無能 力 者 中 、 委 
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の み に つ いて は 弁理 士 た る 資格 を 拒否 する 理由 が な い の で 、 尋 座 士 法 に 修 い 、 
成年 者 で も る 以上 、 季 も 弁理 士 た る 資格 を 有する と と と し た 。 た だ 、 禁 治 産 
者 、 お よび 準 禁 治 産 者 だ け は 、 資格 の 消極 的 条件 を 規定 し た 第 5 条 中 に 掲げ * 
て 、 弁理 士 た る 資格 が な いこ と と と し た 。 (な お 、 弁 理 士 の 業務 は 営業 で は な い 
の で 、 節 が 弁理 士 の 癌 録 を 受け る の に 夫 の 許可 は 必要 と し な か つた 。) 

第 2 は 、 理 理 士 の 資格 に 関し 選考 制度 を 府 止 し た と と で ある 。 と れ は 、 刀 理 
士 の 業務 が その 邊 要 性 を 加え る と と も に 、 その 業務 を 完全 に 遂行 する た め に 
は 、 工 業 所 有 権 制 度 全般 に る 高度 の 知識 、 お よび 経験 を 必要 と する に も か か 
わら ず 、 単 に 学位 を 有 し 、 ま た は 帝国 大 学 の 学部 も る し く は と れ と 同 符 以上 の 学 
校 を 卒業 し た と いう よう な 理由 に よ つ て は 、 弁理 士 に 必要 な 知識 、 お よび 経験 
を 有する も の と は 認め る こと が で き な い か ら で あ つた 。 (この 件 つい で は 、 
大 正 10 年 に 、 特 許 弁理 士 令 を 改正 し て 、 弁 理 士 法 を 制定 する 際 の 政府 染 で は 、 
すでに 庭 止 され て いる も の が 、 議 会 で 修正 を 受け て 復活 し た 事項 で あり 、 一 面 
か らい えば 長年 の 落 案 で も あつ た と いえ る 。) な お 、 経 過 規 定 と し て 、 昭 和 16 年 
以内 に 帝国 大 学 ま た は こと れ と 同 筆 以 上 の 学校 を 卒業 し た 者 に 対し て は 、 従 前 通 
り の 選考 の 適用 を 認め る こと と し た 。 

Gin) 者 理 士 会 の 統制 

弁理 士 の 疹 録 を 受け た と き は 、 弁理 土 会 の 会 員 と な る こと と し 、 業 務 を 行わ 
な い 弁 理 士 も また 弁理 士 会 の 統制 に 服 せ し め る と と と し た と と で ある 。 弁理 十 
の 品位 の 向上 、 素 質 の 高揚 を 図り 、 弁理 士 に 対す る 国民 の 信頼 を 深 か ら し め よ 
うと する こと は も つと も 緊要 の こと と で あつ て 、 弁理 士 で も る 以上 、 そ の 楽 務 を 
行う と 否 と に か か わら ず 、 す べ て 弁理 士 会 の 統制 に 服 せ し め る こと が 妥当 と 考 
えら れ た の で ある 。 

弁理 士 会 は 、 商 工大 臣 の 認可 を 得 て 、 会 の 秩 度 、 ま た は 信用 を 害する お それ 
の ある 者 を 退会 させ る こと が で きる よう に し た こと と で ある 。 こ れ は 、 双 理 士 は 
すべ て 弁 理 士 会 の 会 員 と し て 、 そ の 統制 に 服 せ し め る こと と し た 以上 、 上 述 の 
よう な 者 に 対し て は 、 弁 理 士 会 に これ を 退会 せき し め る 権限 を 与え る の が 秒 当 で 
ある か ら で あ る 。 
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(GY) 弁理 士 類似 行為 の 禁 示 

弁理 士 で な い 者 が 、 報酬 を 得る 目的 で 、 特 許 、 実 用 新案 、 意 区 また は 商標 に 
関し 、 特 許 局 に 対し て な すべ き 事 項 の 代理 また は その 事項 に 関す る 鑑定 、 ま た 
は 書類 (別に 命令 で 定め る ) の 作成 を する の を 業 と する こと を 禁止 する と と で 
ある 。 こ れ は いう まで も な く 、 処 々 に 横行 し て 、 工 業 所 有 権 制度 の 円 滑 な 運用 
を 阻害 し て いた 、 い わ ゆ る 非 弁 理 士 を 強力 に 取締 ちら うと いう 趣旨 で ある 。 な お 
報 一 を 得る 目的 で 、 と は 、 そ の 都 度 報酬 を 得 な く て も 、 一 定 の 歴代 関係 に お け 
る 労務 者 が 、 契 約 に も と づい て 、 こ れ ら の 業務 を 行う 場合 も いう の で あつ て 、 
弁理 士 で な く て 商工 会 議 所 等 に 雇 わ れ た 者 が 、 こ れ ら の 行為 を 楽 と し て 行う こ 
と は 禁ず る と の 部 旨 で あり 、 ま た 逆 に 報酬 を 得る 目的 で な し た と し て も ゃ も 、 大 学 
教授 等 が 鑑定 を 行う こと の よう に 、 業 と し て や ら な い 場 合 は 認め られ る 。 ま 
た 、 法 律 事務 取扱 の 取締 に 関す る 法律 第 1 条 と 違 つ て 、 正 当 の 業務 に 附 随 し て 
な す 場 合 は と の 限り で な いと の 但 午 は 付き され て な いか ら 、 た と えば 弁護 士 が そ 
の 業務 に 附 随 し て な す 場 合 で も あつ て も 、 特 許 権 侵害 に よる 所 才 賠償 事件 に つい 
て の 第 定 の よう に むし ろ 放 誤 事件 の 一 部 を 成す と 見 られ る も の を 除い て は 、 こ 
れ ら の 行為 は 禁じ られ る こと に な つた 。 何 政 な ら 、 弁護 士 は 、 雇 録 料 を 納付 す 
れ ば 当然 に 弁理 士 に な れる の だ か ら 、 交 録 を 受け た 後に これ ら の 行為 を な す の 
が 至 当 と 考え を られ る か ら で あ る 。 

また 、 者 理 士 で な い 者 が 、 利 益 を 得る 目的 で 、 弁理 士 、 特 許 事務 所 その 他 こ 
れ に 類似 する 名 称 を 使用 する と と を 禁止 し た こと で ある 。 こ の 規定 を 設け た 理 
由 は 、 上 述 と 同じ で ある 。 な お 、 特 許 事務 所 に 類似 する 名 称 と し て は 、 特 許 法 
律 事務 所 、 特 許 相 談 所 人 等 が 挙げ られ る 。 

(〈Y) そ の 他 

その 他 、 禁 銅 以 上 の 刑 に 処せ られ た 者 に 関し て 、 た と え 6 年 末 満 の 懲役 また 
は 禁 銅 に 処せ られ た 者 で あつ て 、 刑 の 執行 を 終り 、 ま た は その 執行 を 受け な い 
ょ うに な つた 日 か ら 3 年 を 経過 し た 者 で も 、 弁理 士 に な る と と が で き な い と と 
と し 、 ま た 、 徳 戒 の 処分 で 免 官 、 ま た は 免職 させ られ た 者 、 計 理 士 法 、 弁護士 
法 に より 楽 務 を 禁止 、 ま た は 除名 され た 者 で 、 免 定 、 免 職 、 業務 禁止 、 ま た は 
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除名 の 日 か ら 2 年 経つ て な い 者 も 、 弁理 士 に な る こと が で き な い こと と し た こ 
と で ある 。 

と うし て 成 案 を 得 た の で 、 昭 和 12 年 3 月 に 談 会 に 提出 され 、 貴 族 院 は 通過 し 
た が 、 衆 議院 が 解散 さん た た め 審 議 未 了 と な つた 。 そ と で 再び 昭和 13 年 の 識 会 
に 提出 され 、 同 年 3 月 、 法 律 第 5 号 を も つて 公布 され 、 同 年 6 月 か ら 施 行き れ 
58 と と ぶつ た 。 

な お 、 この 改正 に も と づき 、 弁 理 士 法 施行 信 も 改正 され た が 、 弁理 士 試験 
は 、 子 備 試験 と 本 試験 に 分 れ 、 本 試験 は 、 筆 記 と 口述 と に 分 れ 、 筆 記 試 験 に は 
必須 科目 と 選択 科目 と が 設け られ 、 工業 所 有 権 法 を 必須 科目 と し 、 法律 、 経 
済 、 工 学 等 の 分 野 で 41 科 目 が 選択 科目 と な る 等 、 す こぶ る 整備 され た 試験 市 度 
と な り 、 ま た 、 特 許 局長 宜 が 弁理 士 の 癌 録 を し 、 ま た は 拒否 し た と き に 、 申請 
人 に 通知 する 際 、 弁 理 士 が 疹 録 抹消 を 申請 し よう と する 際 、 特 許 局長 官 が 疹 録 
の 抹消 を し 、 ま た 回 復 し た と き 申 請 人 に 通知 する 際 、 弁理 士 准 録 事項 の 変更 を 
届出 る 際 な ど に は 、 す べ て 弁理 士 会 を 経由 する と と と し 、 ま た 、 弁理 土 釜 録 抹 
消 事項 と し て 旭 理 士 会 を 退会 ささ せら れ た と き を 加え 、 旭 理 土 会 に 対し て 弁理 圭 
と 委嘱 者 と の 間 の 紛 議 を 調停 する 機能 を 与え る な ど 、 刀 理 士 会 の 権限 は 大 きく 
な つた 。 な お 、 従 来 の 選考 制 の 対象 と な つて いた 者 の 中 、 判 任官 以上 で 5 年 以 
上 審査 事務 に 従事 し た 者 で 、 本 試験 を 受け よう と する 者 に つい て は 、 受 験 者 の 
願 に よ つ て 工業 所 有 権 法 の 試験 を 免 ず る と と と な つた 。 弁 理 士 試 験 に つ いて 
は 、 施 行 今 の 外 、 新 し く 細 か な 手続 を 規定 し 弁理 士 試 験 規則 が 制定 され た 。 

か くし て 、 弁 理 士 に 関す る 法令 は 、 す と ぶる 完備 し た も の と な り 、 工 業 所 及 
権 制 度 の 発展 に ます ます 大 きか な 貢献 を な すこ と と な つた 。 

し か る に 、 そ の 後 戦争 が 激化 する に し た が い 、 工 業 所 有 権 制 度 も 非常 時 的 色 
彩 が 渡 く な り 、 出 原 件 数 も 激 滅する に 到 つ た た め 、 昭 和 19 年 1 朋 の 勅 令 に よっ 


て 弁理 土 試験 は 、 当 分 の 間 行 われ な いと い 2 状態 に 並 つた 。 
し か し 、 や が て 終戦 と な り 、 平 和 が 回 復 され る と と も に 、 昭 稼 年 か ら ふ た 
た び 電 理 士 試験 は 復活 され 、 経 済 再 半 の 過 得 と 歩 を 同じ くし て 折 放 等 の 出願 $ 


飛 虫 的 な 増大 を 久 せ 、 弁 理 士 の 楽 務 も ます ます その 重要 さ を 増し つつ 現在 に 宇 
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つて で いる 。 と の 間 に お ける 法令 の 改正 は 、 主 と し て 物価 上 虹 に 伴う 疹 録 料 等 の 
値上げ に つい て で も る が 、 た だ 、 昭 和 23 年 7 月 に お ける 弁理 士 法 改 正 は 蛋 要 で 
あり 、 こ れ に よ つ て 、 第 9 条 の 2 が 追加 され た の で 、 この 結果 撤 告 宗 判 の 審 
決 、 ま た は 抗告 審判 請求 書 却 下 の 決定 に 対す る 、 東 京 高等 裁判 所 へ の 訴 に つい 
で 、 弁理 土 が 話 誤 代理 和信 と な る と と が で きる よう に な つた 。 こと この 作 弁 理 士 の 業 
務 衝 囲 が きら に 拡張 され る に いた つた と いう 意味 で 、 戦 後 の も つと も 大 き な 改 


EGGS み ぶつ 7 だら 


つぎ に 参考 まで に 、 旭 理 士 癌 録 人 数 表 を 掲げ る こと と する 。 


年 別 登録 人 員 | 各 年 末 現 在 | 年 別 登録 人 員 | 各 年 末 現 在 

明治 32 年 | 138 | 137 | 昭和 3 年 159 2, 321 
33 34 請 還 | 170 4 161 2, 460 
934 5 較 182 凍 | 5 37 2.666 
35 39 220 | 6 249 2.888 
36 31 249 7 222 3,092 
37 27 40 | 8 260 3.318 
38 | 25 295 | 9 258 | 3,539 
39 | 40 331 | 10 301 3, 817 
40 | 46 371 11 312 4.094 
41 | 4 ウ 。 407 | 12 319 4, 371 
42 | 59 460 | 13 261 2,587 
43 68 520 | 14 180 2.657 
44 58 | 573 | 15 115 2,679 

大 正 元 年 55 | 620 | 16 73 2.668 
2 75 687 17 47 2.588 
3 80 763 | 18 26 2, 072 
4 75 汗 加 | 830 | 19 18 1,824 
5 84 903 | 20 3 | 1,686 
6 93 987 | 21 61 還 還 還 記 旧 287 
7 73 1.048 | 22 67 。 | 1254 
8 86 1, 124 | 23 51 1,193 
9 86 204 | 24 47 1, 042 
10 158 | 1.350 25 43 944 
11 68 王国 中 277 | 26 35 933 
12 204 1, 657 27 42 940 
13 154 790 請 論 | 28 32 923 
14 161 。 | 1.935 | 29 38 936 

昭和 元 年 11 2, 072 30 20 945 
2 | 146 2,183 


(年 ) 昭和 30 年 は 4 月 末 で 計上 し た 。 
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特許 制度 70 周 年 記念 式典 は 、 天 重隆 下 の 行 率 を 仰ぎ 、 通 商 産業 省 、 特 許 庁 、 
発明 協会 お よび 弁理 士 会 共同 主催 で 、 4 月 18 旧 午後 1 時 半 よ り 日 比 谷 公会 常に 
お いて 、 盛 大 に 行わ て た 。 す な わ ち 式場 に は 内 閣 総 理大 臣 代理 根本 官房 長官 、 
石橋 通商 産業 大 臣 、 益 谷 衆議院 議長 、 河井 参議 院 議長 、 島村 通商 産業 政務 次 
官 、 平 井 通商 産業 事務 次 官 、 上 野 特許 庁 長官 、 畠 山 発 明 協 会 々 長 、 経 済 団体 連 
合 会 会 長 代 理 内 山 経 団 連理 事 、 日 本 商工 会 議 所 会 頭 代 理 足立 副 会 頭 、 村 山 朝 昌 
新聞 社会 長 、 東 京都 知事 代理 岡安 副 知 事 、 田 中 衆議院 商工 衝 員 長 、 埋 野 参 議院 
商工 委員 長 を は じ め 、 紫 緩 褒章 受章 者 、 藍 組 褒 章 受 章 者 、 新聞 報道 関係 者 等 の 
ほか 、 来 衝 、 関 係 者 約 3, 000 名 の 参加 で 会 場 は 満員 に な る 程 の 礎 況 で ち も つ た 。 

天皇 陸 下 に お か れ て は 、 午 後 1 時 25 分 に 昌 比 谷 公会 堂 正面 玄関 に お 着き に な 
り 、 石 橋 通 商 産業 大 区 、 上 野 特許 庁 長官 、 畠 山 発明 協会 々 長 、 川 部 弁理 士 会 々 
長 の 出迎え を お 受け に な り 、 通 商 産業 大 区 の 先導 で 便 契 に お 入り に な つた 。 た 
ゞ ち に 通商 産業 大 臣 、 特 許 庁 長官 に 拝 謀 が 許さ れ 午 後 1 時 30 分 に 御 席 に お つき 
(ご AG つが /o 

磯 長 特許 庁 秘書 課長 の 司会 に より 特許 庁 長 官 の 「 開 式 の 辞 」 で 記念 式典 が 開 
始 さ れ た 。 つ ぎ に 通 商 産業 大 区 よ ょ り 、 つ ぎの 如く 、「 式 辞 」 が 述べ られ た 。 

「 本 日 ここ に 特許 制度 施行 70 周 年 の 記 令 日 を 迎え る に 当り 、 と ぐに 天 呈 陸 下 
の 親 了 臨 を 仰ぎ その 式典 を 挙行 する こと を 得 ま すこ と は 、 私 共 一 同 の 無 上 の 光栄 
と し 、 深 く 感 謝 す る と と ろ で ど ざ いま す 。 

わが 国 の 特許 制度 は 明治 18 年 4 月 18 昌 の 太政官 布告 に よ つ て 専売 持 証 条 例 が 
布 か れ た る 時 に は じ ま り 、 そ の 後 材 度 か の 改正 を 経て 今日 に 至 つ た の で も り ま 
す が 、 そ の 間 、70 年 の 久 し き に わた り 幾多 の 発明 の 保護 と 普及 と に 貢献 し 、$ 
つて わが 国産 業 技術 の 進歩 発展 に 寄与 し た 功績 は 著 大 な る $ る の が ご ざい ます 。 
明治 中 期 以 後 の わが 国 の 産業 が 、 諾 外国 に も 類例 を 見 な い 長 足 の 進歩 や し ま 
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し た 1 つの 天 な る 原動力 は 、 確 か に に とこ に あつ た と 信じ ます 。 

不 圭 に し て わが 国 の 産業 は 、 第 2 次 世界 大 戦 に より 壊滅 的 な 打 員 を 受け まし 
た が 、 こ れ が 再建 の 方 途 は また 産業 技術 の 振興 に よる 外 は あり ませ ん 。 特許 を 
中 心 と し た 工業 所 有 権 制 度 が 、 さ ら に 改め や て また 邊 要 な 意 葬 を も つ に 至 つ た の 
で あり ます 。 政府 に お いて も この 情勢 に 即応 すべ く 、 適 確 迅 速 な る 権利 の 設定 

等 、 発 明 考 和 案 の 奨 励 に 努力 し て 参り まし た が 、 何 より ゃ 私 共 の 心強く 感じ ます 
こと は 、 戦 後 と くに 科学 技術 振興 の 必要 性 が 広く 国民 各 方 面 に 認識 せら れる に 
至 つ た と と で あり まし て 、 そ の 結果 、 最 近 に お いて は 、 工 業 所 有 権 の 出願 件 数 
等 戦前 を 人 迄 か に 凌 信 する 状態 に まで 増加 いた し 、 産 業 技術 の 水準 も また 画 期 
的 の 向上 を 示し て いる こと と が 伺わ れる の で あり ます 。 

か よう に わが 国 の 工業 所 有 権 制度 は 、 戦 前 戦後 に もち た つて 70 年 の 問 、 多 大 の 
功績 を あげ て 参り まし た が 、 し か し 中 すま で も な く 、 こ の 制度 を か く あ らし め 
た も の は 、 こ の 問 幾 多 の 困難 を 克服 し つつ 優秀 な る 発明 を 完成 し 、 あ る い は そ 
の 実施 に 当ら れ た 諸 旭 と 、 ま た その 共に あつ て 特許 行政 お よび 発 胃 奨励 事業 の 
た め 縁 の 下 の カ 持 を せら れ た 諸君 と の 努力 の 葛 物 で も ありま し て 、 こ れ ら の 諸 碧 
の わが 産業 界 に お ける 功績 は 、 い か に 高く 評価 する も 評価 し 尽 し えな いも の が 
あり ます 。 私 は 本 旦 こ こ に 表彰 の 栄誉 を 担わ れ ま す 諸 君 に 対し 、 心 か ら な る 敬 
意 と 感謝 と を 捧げ る し だ いで あり ます 。 

わが 国 は 元 来 、 国 土 狭 く 、 資 源 が 乏しい と いわ ち わ れ て お り ま す 。 し か し 末 し て 
われ われ は その 狭い 国土 と 、 乏 し い 資 源 と を 完全 に 開発 利用 し て いる で あり ま 
し ょ うか 。 私 は 真 に わが 国 に 乏しい の は 土地 で も な く 、 資 源 で も な く 、 実 は こと 
れ ら を 十分 に 開発 利用 する に 足る 発明 工夫 で は な いか と 考え ん ます 。 わ れ わ れ は 
いた ずら に 天 恵 の 乏 し き を 嘆く と と を や め て 、 お お い に 人 工 を 尺 す こと と に 心 衣 
< くき:3⑳5 り | よ 2 

私 は 、 か よう な 観点 に 立つ て 考え る 時 、 工 業 所 有 権 制度 の 適 確 か つ 積極 的 な 
運営 に より 、 優 秀 な る 発明 を 奨励 振興 する こと は 、 わ が 国 経 済 の 自立 発展 を 計 
る 唯一 の 方 途 な り と 考え る し だ いで ご ざい ます 。 政 府 に お いて も も ちろ ん 、 今 
後 こ の 趣旨 に より 施策 する 覚 作 で も り ま す が 、 本 制度 の 運用 に 直接 間接 携 わ ら 
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れる 各位 に お か れ て は 一 層 自 重 自愛 せら れ 、 わ が 国 発明 界 の 画 期 的 振興 に 努力 
せら れん こと を 切 に 御 い いた すし だ いで あり ます 。 

私 は 本 日 、 陸 下 の 御前 に お いて この 式典 を 催し 、 参 列 の 各位 と と も に 特許 制 
度 の 発展 を 寿 ぐ と 同時 に 、 ま た 今後 の われ われ に 課さ れ た 重大 な 使命 を 反省 し 、 
その 達成 に 強力 な る 歩み を 進め る こと と を 碧 わ ん と する る の で あり ます 。」 


これ より 、 特 許 制 度 関係 功労 者 な ら び に 永年 勤続 者 表彰 に 移り 、 以 下 の 通 り 
表彰 状 ま た は 感謝 状 と 記念 品 が 授与 され た 。 
特許 制度 関係 功労 者 表彰 
1. 特許 行政 に 功労 が あつ た 者 (表彰 状 た ら び 記念 品 ) 
元 特許 庁 職員 


崎 川 才 四 郎 人 2 三 序 
浅 見 超 平 三 還 衣 公 張 朗 欠 証 計 べ 
困 曽 沼 正治 吉 原 際 交 
野 村 信 和博 学 関 本 皿 治 
大 塚 辰 - 雄 大 西 冬 蔵 
小山 内 和 ま 昌 語 小川 潤 次 郎 
松 井 交 。』 三 馬 朗 吉 見 。 義明 
堀 川 冬 弘 中 。 林 上 朝 吉 
秋 。。 山 古 国 語 請 呈 天谷 。。 火 am 
水 口 泰 。 且 | 


2. 特許 制度 改正 に 功労 が あつ た 者 (表彰 状 た な ら び に 記念 品 ) 
大 内 哨 歩 村 瀬 直 開 
子 ー 

3. 発明 の 振興 お よび 指導 育成 に 功労 が あつ た 者 


(1) 金 友 二 期 ( 発 明 協 会 宮城 県 衣 部 ) 
梨 谷 了 敵 ( 東 京都 発明 班長 ) 

安 藤 正 美 (発明 協会 前 横浜 市 部 会) 
中 鳥 為 次 郎 ( ? 山梨 県 放 部 ) 
斎 藤 補 治 ( ? 新潟 県 部 ) 
山 口 裏 彦 ( ヶ 愛知 県 放 部 ) 
北 。 村 還 認 利 還 IE&(G 王 6 富山 県 放 部 ) 
山 内 稲 作 ( ヶ 福 電 県 部 ) 
百武 義徳 ( ? 京都 補 部 ) 
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京 忌 清 (京都 技術 科学 館 ) ト 
吉 川 賀 三 (発明 協会 兵庫 県 支部 ) 
山 本 義 雄 ( > 広島 県 支部 ) 

安 藤 武内 ( > 長崎 県 支部 ) 
高 木 鹿 雄 ( > 宮崎 県 支部 ) 
(以上 表彰 状 た ら び に 記念 品 ) 』 

2) 佐 藤 善治 郎 (発明 協会 秋田 県 支部 ) 

宮 城 音 五 郎 ( > 宮城 皮 部 ) 
朝 比 奈 上 頁 一 (国立 科学 二 物 館 ) - 
佐 久 間 栄吉 (発明 協会 東京 支部 ) 

村橋 寅 五郎 ( ) 

松 村 光 席 ( 区 ) 

村 岡 京 六 ( > 愛知 県 支部 ) 

大 本 宴 治郎 ( > 大 阪 支部 ) 

高 尾 築造 ( > 兵庫 県 支部 ) 

真 壁 富太郎 ( > 岡山 県 支 部 ) 

中 江 大 部 ( ヶ 広島 県 支 部 ) 』 
佐 竹 利 背 ( の ) 
3 誤 に 202 計 MRIC の ) 

井 関 邦 三郎 ( > 愛媛 県 部 ) 

岡 部 繁 ( > 福岡 県 支部 ) 


(以上 感謝 状 な ら び に 記念 品 ) 
4. 弁理 士 と し て 永年 特許 制度 の 実施 に 功労 が あつ た 者 | 著 


上 


応 状 な | 
Cit 


清和 水 。 連 郎 市 有川 宮 
平 岩 義 一 藤 江 政太郎 
ヵ 賠 本 織 之 助 飲 田 治 上 
鈴木 重 閉 939。 1 。 二 5 
大 | 誰 。 人 介 宮 。 原 徹 
曽我 清 。 雄 選 。 肛 穫 六 8 
2 に 細 主 三 中 。 村 。 正 装 
り 二 E 注 計 ま 一 


5. 特許 制度 に 功労 が あつ た 団体 (感謝 状 た ら び に 記念 品 


日 本 弁 義 士 連 合 会 重 陽 
商 標 擁 義 協 会 


永 年 勤続 者 表 彰 


落 


em 
ー 


「 


70 周 年 記念 式典 


侵 藤 秀之 助 高 須 以 礼 
石渡 直 歳 神 ,。。。 原 。。 下 二 還 治 
纏 。 井 伸 高橋 新 右 衛門 
岡 本 友 由 小 。 沢 。 』 人 語 as 
衝 屋 新 次 郎 上 層間 還 。 詞 。 男 
東 海 清二 二 軒 認 証 B 38 一 
両 四国 詞 請 隊 加 藤 療 河 
池 辺 孝 経 大 谷 重 圧 
十 田 引 還 買 還 計 次 小浦 仏 還 芝 べ 細 議 泊 
定 。 水生 証 池 語 計 泊 ( 語 請 出 瑞 還 較 H) 
往 村 万 亀 雄 : 菊 地 四 之 助 


2. 発明 協会 役職 員 ( 表 旨 状 な ら びに 記念 品 ) 


( 動 続 25 年 以上 ) 
鈴木 訂 (東京 放 部 ) 高 橋 富 雄 (本 部 ) 
塩 原 上 頁 治 ( 東 京 攻 部 ) 


つづ いて 天 量 陸 下 より つぎ の 御 言葉 を 坦 わ つた 。 


特許 制度 施行 以来 70 年 に わた り 、 関 係 者 の 努力 に より 多く の 業績 が あげ 
られ た こと は 、 ま こと に 多 と する と ころ で あり ます 。 新しい 発明 を 保護 奨 
励 し て 、 産 業 技 術 の 進歩 を は か る と と は 、 国 カ の 充実 と 国民 生活 の 向上 の 
た め 、 き わ め て 大 切な こと と で あり ます か らら 関係 者 一 同 昌 に 心 を や ちや ら た に し 
て 、 今 後 一 剛力 を 尽 す よう 希望 し ます 。 


天皇 陸 下 の 御 言葉 に 対し 、 通 商 産業 大 臣 が 御礼 を 言 上 し た 。 か く て 、 午後 1 
時 55 分 、 通 商 産業 大 区 御 先導 申 上 げ 、 天 旦 陸 下 は 、 御 機 大 務 し く 御 退 席 な され 
5 

つぎ に 、 特 許 制度 施行 70 周 年 記念 発明 者 、 実施 者 全国 表彰 が 行わ れ 、 條 山 革 
明 協 会 会 長 の 挨拶 、 辻 表彰 選考 委員 長 の 審査 経過 報告 の 後 つぎ の 如く 授賞 され 
だ 。 


軸 場 発明 近 パ 
精 紡 方 法 並 びに 精 紡 装 置 (特許 第 136460 与 外 ) 
株 式 会 社 豊田 自動 織 秋 製 作 所 監 計 役 岡 部 岩 玉 弟 
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で アズ 才 
ok SE 


喧 に 


内 閣 総 理大 臣 賞 
トリ コマ イシ ン の 製造 法 (特許 第 208447 号 ) 


医学 坪 士 細 谷 省吾 全 語 分 語 利 目 洋 滞 手 
ヶ 小松 信 疹 呈 環 請 回 辰 良 
2 70 還 出 還 還 記 自 還 還 校 岡 田 和 夫 
通商 産業 大 臣 賞 
問 粒 子 建 石 瓦 (特許 第 190320 号 ) 
黒崎 窯業 株 式 会 社 取締 役 清水 工場 長 入 村 ES 
特許 店 長官 党 
凸 型 牌 細 切 装置 (特許 第 198868 号 ) 
オー バル 機器 工業 株 式 会 社 常務 取締 役 技術 部 長 東 導 三 郎 
経済 団体 連合 会 会 長 質 


赤松 お よび 落葉 松 よ り 人 絹 用 パル プ の 製造 法 (特許 第 128231 号 ) 
財団 法人 奥野 パル プ 紙 研究 所 所 長 奥 野 信 治 


日 本 商工 会 議 所 会 頭 賞 
油性 人 料 の 製造 法 (特許 第 191162 号 外 ) 
カシ ュー 株 式 会 社 取締 役 社長 清 水 谷 一 郎 


朝 昌 新聞 発明 党 


共 電 器 放電 式 え 線 発生 装置 の X 線 管 過 鍋 荷 防止 装置 (特許 第 191021 外 号 ) 
株 式 会 社 鳥 津 製作 所 レン トゲ ン 工 場 副 工場 長 中 堀 学 志 


発明 協会 会 長 哲 
ロー ル 式 握 装置 (特許 第 187683 号 ) 
佐藤 左 具 株 式 会 社 取締 役 社長 佐 藤 庄 次 郎 


発明 実施 党 


非 円 形 車 式 流量 計 (特許 第 119037 号 外 ) 
オー バル 機器 工業 株 式 会 社 取締 役 社長 加 鳥 筐 


発明 実施 質 


小型 映写 機 の 実施 化 (特許 第 114743 号 外 ) 

株 式 会 社 エル そ 社 取締 役 社長 槍 秀信 
発 明 質 (34 伯 43 名 ) 選 租 装置 (特許 第 191801 号 ) 水村 倫太郎 
誘導 電動 欄 と レ ュ ラー ゲ 型 交流 分 控 整 流 子 電動 機 
セメント 容器 並び に サイ ロ ( 実 用 第 411394 ,408288 と の 縦 続 接続 方 式 (特許 第 187147 号 ) 土屋 登 吉 
。 号 ) 清水 男 白色 芝 光 体 (特許 第 204896 号 外 ) 井手 平三郎 
ル チ ベ ペー クー に が ける 側 析 変位 装置 (実用 第 回 転 脱 迷 機 (特許 第 138411 号 外 ) 大 島 意 吾 
号 ) 須藤 重石 衛門 アン プル 洗 若 装置 (実用 第 402257 号 外 ) 立花 秀 礁 
ー タ ー 肩 苦 動 装置 (特許 第 177560 与 ) 神 峰 ラテ ックス より ゴム 系 を 製造 する 方 法 (特許 第 
132470 号 ) 訪 沢 忠治 


極 板 用 フ ア イ パー チュ ー ブ の 
号外 ) 高 松 徹 雄 、 策 須賀 誠治 
『 玉 (特許 第 205139 号 外 ) 高田 箇 


F 第 160029 号 ) 田中 信 高 
装置 (特許 第 186084 号 ) 仲 丸 


第 205848 号 ) 青木 米 作 
印刷 機 (特許 
チヨ コレ ー ト バ パタ 
大 溢 信 四郎 
電車 及び 電 2 
186870 号 ) 点 
高 都度 アル ゴン の 製造 装置 (特許 第 208393 号 ) 益 
田 信雄 

チュ ユー ブ ク リ ー ナ ー に 関す る 発明 (特許 第 123962 
号外 ) 杉野 林 平 


鋳型 土 込 用 仙 届 装 置 外 (特許 第 127223 号 外 ) 久保 


全 式 典 


70 周 年 記 


肖 圧 雪 柏 ( 特 特 第 201905 号 外 ) 浅野 共 夫 
釘 床 スト ー カ ( 待 許 第 130491 号 外 ) 佐々 木佐 示 朗 
撤 布 式 ス トー カ (実用 第 396841 号 外 ) 小松 三代 計 
( 待 許 第 93098 号 外 ) 細川 ※ 一 
分 子 化合 物 供 孔 装 置 ( 待 許 第 210505 号 外 ) 福岡 
竹内 菩 年 、 三 戸 諾 内 
猟 製 造 本 (実用 第 407705 号 外 ) 池内 常 次 朗 
数 取 線 各自 動 製造 機 ( 待 許 第 161010 号 ) 上 山彦 考 
鉱油 類 の 乾式 精製 法 ( 待 許 第 203539 号 ) 飯 牟 礼 潮 
現 摺 選別 機 ( 待 許 第 号 1E6251 外 ) 大 西 
二 段 狗 ( 待 許 第 1791935 号 、 実 用 第 403618 号 
上 平 


武 三郎 、 谷 山 直 、 日 高 洋之 馬 
棒 府 精製 法 ( 待 許 第 192072 号 ) 大谷 遂 住 、 福 却 巳 、 
柳田 正己 


肌 近 者 例 由 段 上 に 上 つて 
つづ いて 、 内 閣 総 理大 区 (代理 根本 官 誠 長官 )、 人 益 企 楽 識 院 譜 長 、 河 井 参 譜 
院 議長 、 経 済 団体 連合 会 会長 (代理 内 経済 団体 連 合 会 理事 ) 、 日 本 商会 議 所 
会 頭 (代理 足立 則 会 頭 ) か ら 祝辞 が 述べ られ 、 つ いで 和 持 話 制 度 関係 功労 者 を 代 


表し て 大 内 晴彦 氏 が 、 氷 年 勤 続 者 を 代表 し て 東海 消 一 郎 氏 が 、 ま た 発明 者 を 代 
表し て 岡部 岩 太郎 氏 が 、 そ れ ぞ れ 芝 近 者 挨 掃 を 行い 、 重 後 3 時 20 分 川 部 弁理 


会 会 長 の 閉会 の 辞 を も つて 記念 式典 を と どこ お りな く 終 了 し た 。 
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Ri 語 Wiaa 主 の 較 思 。 いい 出 


計 本 編 は 特許 庁 に 関係 の 深い 諸 先 右 方 の 玉 稿 を 集録 し た も の で ある 。 
な お 、 集 録 順 衣 は 、 五 十 音 順 に より 、 職 歴 は 、 特 許 庁 に お ける 最終 の も 
の の ス を 記し た 。( な お 、 旧 長官 方 の 写真 は 巻頭 を 佐 照 され た い ) 


久 保 菩 三 郎 


70 年 昌 に 何 か 思 い 出 を 書け と の と と で ある の で 、 戦 争 の 未 期 か ら の こと を 思 
い 出 すま ま に 述 べ さ し て いた だ く 。 

戦争 が 長 び き 激 し く な つて くる に し た が い 、 い わ ゆ る 出願 件 数 が 減少 し て き 
た 。 特許 の 出願 は さす が に 滞 減 と いい 得る 程度 で もち も つた が 、 意 匠 や 商標 は 急 角 
度 で 減 つ て きた 。 そ こと で 、 技 術 院 の 内 部 で 工業 所 有 権 関係 の 機構 を 縮 少 する と 
と と な り 、 昭 和 20 年 4 月 出願 、 審査 、 審判 の 事務 を と つて いた 、 和 審査 第 1 部 、 
第 2 部 お よび 審判 部 を 一 括 し て 発明 創意 部 を 作り 、 私 が その 部 長 を 命ぜ られ 
た 。 し か し 、 約 1 ヶ月 の 後 の 5 月 25 日 、 不 幸 に も 特許 庁 の 建物 は 愉 災 し た 。 さ 
いわ い 多 数 の 宿直 員 の 砂 命 の 努力 と 防火 己 の お 落 で 、 南 側 の 半分 か ら 西 側 の 大 
部 分 に わた つて 内 部 を 焼い た だ け で 、 書 庫 を は じ め 3 分 の 2 以上 が 残 つ た 。 即 
刷 工 場 も 一 部 を 損 傷 し た だ け で 助 か つ た 。 そ の 朝 行 つて みる と 、 創 意 部 の 室 は 
家具 、 書 類 な ど 一 物 ゎ 残さ ず 灰 に な つて いた 。 出願 書類 だ け は 金庫 に 入れ て あ 
る の で 会 部 無事 に 巧 か つた 。2, 3 の 人 金庫 が 煙 つ て いる の で 水 を 掛け 、1 週間 放 
置 し て 開く と と に し た が 、 包 袋 が 湾 茶 色 に な つて いる 程度 で も あつ た 。 

第 災 を 機 と し て 技術 院 も 貴義 する こと と な り 、 各 部 それ ぞ れ 貴 開 先 を 物色 
し 、 発 明 創意 部 は 、 群 馬 県 の 高崎 市 か ら 下仁田 に 通ずる 私 鉄 の 沿線 に ある 、 家 
岡町 と 、 吾 井村 へ 丈 凍 す る こと と な つた 。 富岡 町 は 旧家 の 呉服 屋 さ ん の 土蔵 を 
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借り 、 ここ に 原 仁 類 を 収容 し て 人 疹 録 事務 を や る と と と し 、 その 他 の 受付 、 審 
査 、 夫 判 は 吉井 村 の 小学 校舎 の 一 部 を 借り て 行う こと と し た 。 と この 引越 し は 実 
に 困難 な 仕事 で も つた 。 吉 井村 の 小学 校 に は 、 す で に 軍 の 研究 所 が 乗 込ん で お 
り 、 室 を 広々 と 占め て いて 、 張 窒 な 創意 部 の た め に 少し ゃ 室 を 割愛 し て くれ な 
い 。 職員 の 寄 富 先 と し て 堪 家 を 捜し 回 つて も 、 非 常に 条件 が 悪い と と ろ し か 手 
に 入ら ぬ 。 そ の 外 、 貨 車 の 配車 を 受け る と と 、 相 包 材 料 を 集め ある と と 、 ト ラッ 
ク の 入手 、 ま た 人 夫 が 得 ら れ ぬ た め 、 課 長 以下 例 職 員 が 荷 の 積み 下ろ し を し な 
けれ ば な ら ぬ な ど 、 普 大抵 の こと と で は な か つた 。 そ れ で も どう に か し で 職員 の 
移駐 を 終り 、 い よい よ 吉 井村 で 全面 的 に 仕事 を 開始 する と と に な つて 、 形 ば か 
り の 開所 式 を 挙げ た の が 、 た し か 8 月 11 日 項 で や つた 。 と た ん 終戦 で ちる 。 
また 荷物 を 運び 返し 、 職 員 の 東京 都 転 入 や ら 住宅 探し な ど 、 同 じ ょ うな 苦労 を 
繰り 返し 、 ど う や ら 役 所 らし い 形 が つい た の は その 年 の 来 で あつ た 。 思え ば ず 
いぶ ん 無駄 な 骨折 り を し た も の で ある 。 

終戦 の 直後 、 た し か 8 月 20 日 項 で も つた 。 当 時 技術 院 の 次 左 で ちら れ た 王 葉 
三郎 さん が 内 開か ら 帰 つて こら れ て 、 と れ か ら 特 許 関係 は 大 変 で す よ と いわ れ 
る 。 翌日 呼び 出さ れ て 首相 官邸 の 一 室 へ 行く と 、 法 制 局 や 外務 省 な どか ら 14 一 
5 人 集 つ て いて 、 連 合 軍 か ら 渡さ れ た 一 般 指 信 第 1 号 に つい て の 会 談 を する と 
いう の で ある 。 指令 の 大 部 分 は 、 た と えば 台湾 の 日 本 軍 は 藩 総統 に 引渡 され る 
と か いう よう な 、 ま だ 硝 末 の 生々 し い 臭 い を 感じ る る の で あつ た が 、 そ の 指 信 
の 中 に 、 滞 が 持つ て いる 特許 や 、 使 用 し て いる 特許 に つい て 細か い 報 告 を 出す 
よう 指図 し て いる 。 い わ ば 停戦 の た め の 手 続き を 規定 し て いる と 思わ れる 指令 
に 、 早 くも 特許 の 問題 が 採り 上 げ ら れ て いる と いう と と は 、 特 放 制 度 を 理解 す 
る と いう こと で 、 オ ギリ ス 、 ア メリ カ と 日 本 と の 間 に 、 す で に は な は だ し い 朋 
き が ある こと と を まず 感じ た の で あつ た 。 

戦後 、 連 合 宣 司 令 部 で 特許 に つい て は 、 経 済 科 学 局 、 民 間 財 産 管理 局 、 法 務 
局 な ど が 関係 し て いた 。 最初 の 半年 ほど は 、 と くに 専門 家 と いう ほど の 人 ば 米 
て いな か つた が 、 そ れ で も 、 打 つ 手 は な か な か 菅 い 。 ま ず 連 合 国人 、 ド オツ 人 、 
日 本 政府 な どの 所 有する 特許 た など に スト ッ プ 信 を か け て 、 い つ さ い の 進行 を 何 
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止 さ きせ 、 つ いで 逐次 現状 の 報告 を 求め て 、 そ の 間 司 令 部 も 増員 し 専門 家 も 派遣 
され 、 し だ い に 細 か く 現 状 を 分 析 し て いつ て 、 解 決 で きる も の か ら 順 次 指令 を 
出し て 処理 し て いく と いう 状況 で も つた 。 

司令 部 の や り 方 に つい て は 多く の 批判 が も つた が 、 私 の 感じ で は 、 特 許 に 関 
する 限り な しろ よく や つて くれ た と 思 つ て いる 。 私 は 、 事 の 大 小 を 問わ ず 、 そ 
の こと に 関す る わが 国 の 現状 、 法 律 の 棋 成 、 そ の 一 般 的 解 息 な ど 、 国 内 各 方 面 
の 御 協 力 に よ つ て 得 ら れ た も の を 詳細 に 説明 する こと と に 努め た が 、 司 令 部 側 も 
わが 方 の 意見 を よく 入れ て くれ た と 思 つ て いる 。 今 か ら 考 える と 、 あ の 当時 よ 
くも 根気 よく 司令 部 と 議論 を し た も の だ と 思う 。 

今 か ら 考 える と 、 陳 列 館 が 戦災 を 免れ ん た の は 、 特 許 庁 に と つて 、 も つと も ゃ 大 
き な 幸 いで あつ た 。 審査 官 の 手許 に お いて あぁ つた 膨大 な 審査 盗 料 が 焼失 し た に 
ゃ か か わら ず 、 短 期間 に 審査 が 再開 で きた の は 陳列 館 の お 除 で も る 。 も し 図書 
館 が 焼失 し て いた ら 、 特 許 制 度 の 役割 の 大 き な 半 面 を な し て いる 、 技 術 の 公開 
と いう 使命 は 、 長 らく 半身 不随 の 現象 を つづ けた で あろ 25。 今度 は 関東 大 震 災 
の 時 と 違 つ て 、 諸 外国 の 明細 書 の バッ ク ナ ン バー を 整備 する こと は 不可 能 で あ 
つた ろう し 、 特 許 権 な どの 保護 に も 多く の 欠け る 面 が 現われ た で あろ う 。 

戦後 アメ リカ か ら 派 遣 さ れ た 図書 館 の 専門 家 が 、 特 許 庁 の 図書 館 を 、 法 務 府 
の 図書 館 と 並ん で 、 わ が 国 第 1 級 の 図書 館 で も る と ほめ て いた が 、 特 許 庁 の 図 
書館 こ そ 技術 の 室 庫 で ちあ り 、 ま すま す 立 派 に 仕上 げた いも の で ある 。 

昭和 26 年 に オギ リス と アメ リカ の 特許 庁 を 見 学 す る 機会 を 得 た 。 い ずれ も 3 
週間 ほ と 毎日 通 つ た が 、 実 地 見 学 や 質疑 応答 な ど 随 分 親切 に 世話 を し て くれ 
た 。 総じて 実施 の 面 の 細か いや り 方 や ら 、 能 率 増進 の 施設 で 学ぶ べき も の が 多 
か つた が 、 わ が 国 の 富 や 、 社 会 的 訓練 の 面 か ら 考え て 、 ま だ まだ 採り 入れ る 訳 
に いか な いも の が 多い の は 残念 で も つた 。 全体 と し て わが 国 で は 審査 だ け で 手 
一 杯 で 、 特 許 に な つて 公開 され た 技術 を 周知 活用 させ る 面 の 施設 に お いて 、 こ 
と に 遅れ て いる と 感じ られ た 。 た と えば 、 イ ギリ ララ 特許 明 細 午 の 抜 基 ま で は 行 
か な く て も 、 せ め て 公報 類 の 分 類 や 索引 な ど を 、 イ ギリ ス 、 ア メリ カ な みみ に 精 
細 に 、 ま た 容易 に で きる よう に し た いも の で ある 。 
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私 が 在職 中 を 通じ て 、 と < 感銘 の 深い ら と と いえ ば 、 何 と いつ て で も る 、 お よ 
そ 、 特 許 に 関係 の ある すべ て の 方 々 か ら 、 非 常 な 御 援助 を 受け た と と で ある 。 
か つて 長官 と か 部 長 と か の 職 に お られ た 特許 庁 の 欧 輩 の 方 々 が 、 ほ と ん ど 絶 を 
問 な く 、 事 の 大 小 を 問わ ず 、 い ろ い ろ と アド マイス し て 下さ れ 、 仕 事 ま で お 
伝い し て 下さ つた こと は 実に 有 将 く 、 ま た 心強い 限り で あつ た 。 特許 店 職員 の 
復 和 に 対す る 数 音 も また 尋常 一 様 で は な か つた 。 実 の と と ろ 、 戦 争 直後 庁舎 は 
焼 状 も 生々 し く 荒 れ 果 て 、 和 審査 に 一 番 大 切な 資料 で ある 、 公 報 、 そ の 他 の 交 貢 
は 焼失 し て いる し 、 ま た 職員 の 多数 が 住宅 を 失い 、 壌 舎 や 庁 内 の あちこち に 佑 
び 住 い を し て いる 有 様 で 、 い つ に な つた ら 立 ち 直 れる か 、 ほ と ん ど 目 途 が つか 
な い 状態 で も つた 。 こ と れ が わずか 1 一 2 年 で 、 と に か く 実 務 だ け は 大 し た 支障 も 
な く 運 営 で きる よう に な つた の は 、 職 員 全体 が 特許 制度 に 携わる こと に 誇り を 
持ち 、 私 生活 を 投げ うつ て 、 復 答 に 熱 音 を 示さ れ た 賜物 で あつ た と 信じ て いる 。 
この 辺 に も 、 長 年 に 吾 つて 先輩 が 築き 上 げ ら れ た 伝統 の 力 が 、 無 言 の 個 き を し 
て いる の で あろ う 。 者 理 士 会 、 重 陽 会 その 他 外 部 の 方 々 の 御 援 還 も また 感銘 が 
深い 。 司令 部 と の 折衝 に つい て も 、 い ろ い ろ と 材料 や 考え 方 を 提供 し て 下さ る 
し 、 ま た 特許 庁 の 再建 途上 、 何かと 手 落 ちゃ あつ た が 、 その 都度 お 叱り よ り 
も 、 む し ろ こ うし て は どう か と いう ふう に 、 建設 的 な 助言 を PL で Ih さ つた こと 
は 感謝 に 焼 え な い 。 と の よう に 庁 の 内 外 を 問わ ず 一 致 協力 する と いう こと は 、 
平時 あま り 気 付か な い が 、 戦 争 と か 占 飲 な どの 困難 に ぶつ か つて 、 紅 く 打ち 出 
きれ て くる の も 、 矢 張り 伝統 の 力 の 然 ら し め る と ころ で あろ 2 う 。 

今日 、 特 許 庁 は よう や く 一 応 立 ち 直 つた 。 出願 の 件 数 世界 有数 の お お さ で 
ある 。 し か し 、 そ の 内 容 に お いて は 、 イ オギ リス 、 ア メリ カ な どの 特許 庁 に 比べ 、 
未だ し の 感 が 深い 。 特許 制度 も 、 国 の 工業 力 、 経済 力 を 離れ て 考え られ な い 
が 、 わ が 特許 庁 が 、 世 界 一 流 の 特許 庁 と 堂々 と 肩 を 並べ られ る 日 が 、 一 日 $ 早 
く 来 た らん と と を 祈 〇 て いる 。 ( 元 特 許 庁 長 官 ) 


崎 川 才 相 郎 


特許 局 時 代 の 思い 出 を 話す よう に と の こと と で す が 、 と くに お 話し て お きた い 
と と が 2 つば か りあ り ま す の で 、 そ れる を 中心 に 、 そ の 外 を 思い 出す まま に お 話 
情 ま ます 。 

天正 3 年 の 特許 局 の 様子 で す が 、 職 員 仁 給 残 が 一 娘 も な く 、 年 示 賞 王 も や れ 
な か つた の で 、 本 省 の 人 と 特許 局 の 人 と 兼務 に し て 、 特許 局 の 俸給 残 を の こ 
し 、 わ ず か の 貸与 を だ し た こと と を 覚え て むり ます 。 それから 巴 算 の 問題 に な り 
まし た と と ろ が 、 商 官 が 増額 を 承知 し な い の で 、 大 臣 、 民 政党 の 参与 宜 と し て 
来 て で お つた 町 田 恵 治さ ん 、 次 官 と 私 の 4 人 で 意見 を か わし まし た 。 そ の 席 で 、 
予算 の 増額 な が できない と いう の で 、 私 は 腹 が 立つ て 次 官 に くつ て か ヽ つ た 、 虹 
還 仙 与 の 一 交 $ な いと い 役所 が ど と に ある か と いう こと で 、 ひ どく 大 臣 に 
< ぐつ) て Gz/OKNE つ )/< 則 

一 体 ど うし た ら よ いか と いう こと と を あな た 方 は 考え て いま すか 、 と いう と と 
を いつ た 。 余 程 思 いき つて や つて 貰わ ね ば いけ ませ ん と いつ て や つた 。 そら 結 
昌 、 大 臣 が 何 回 も 大蔵省 へ 行 つ て くれ て 予算 が と れ ま し た 。 後日 、 町 田 さ ん に 
会 つた と き 、 あ の 時 は ひど と どい 攻 撃 で も やつ たとい われ まし た が 、 そ の と れ た 予算 
で 、 判 任官 を 無 暗 に 増加 し まし た 。 そ れ か ら は 特許 局 は 、 判 任官 の 欠員 の 俺 給 
で 算 給 賞与 を 貼 い 、 後 に 定員 減 が ちあ つ た けれ ども 、 欠 員 を も つて お つた の で 、 
特許 局 は 余り 苦し まず に すみ まし た 。 明 給 、 質 与 な し で 、 そ れ ま で よく や つて 
来 た と 思い ます 。 

XX X X ら 3 

つぎ に お 話し て お きた いこ と は 、 厳 災後 の 資料 の 回 復 で す 。 関東 大 岩 炎 で 、 
特許 局 は ほとん ど 例 れ て し まつ た の で 、 新 築 す る と こと に な り ま し た が 、 旭 物 ば 
か り で な く 、 中 の 資料 、 と くに 箸 査 資料 を 集め る こと が 非常 に 困難 だ つた 。 そ 
。 れ で 、 必 要 な 資料 を 復刊 する と と に な り ま し た が 、 役 所 で 出版 し て お る も の が 
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大 部 分 で 、 そ れ は 公 け に 売る る もの で は あつ で て も る 、 一 般 に 広 ぐ 売る る $ の で は な い 
の で 、 そ れ を 印刷 する 金 を わずか し か くれ ず 非 常に 困り まし た 。 ど うし た ら よ ょ 
いか と 考え た 末 、 日 本 で 組ま せる と 1 頁 3 円 て 4 円 と られ る の が 、-E 海 日 旧 新 
開 に か け あ も つて 、 日 本 の ヵ ナ 婦 字 を 知 つ て いる の が いた の で 、 組ん で くれ な い 
か と いつ た と ころ 、50 銭 で 組ん で くれ まし た 。 それ を 六 型 に と つ JG で で の ま 
印刷 する こと に な り 、 印 刷 も 三田 屋 と いう 人 が 好意 的 に や つて ぐれ た の で 、 恒 
行 物 の 回 復 が で きた わけ で す 。 5 

外国 の 盗 料 は 、 ま た 困 つ た も の と 思 つ て いた と と ろ 、 本 上 度 万 国会 議 に 行き ま 
し た 叶 に 、 イ ギリ ス の 特許 局 の マシ チン と いう の と 、 ち ょ よい ちょ い 話 才 よ うに 
な り ま し て 、 日 本 の 特許 局 の あわ れ な 事情 を 話す と 非常 に 同情 され 、 丁 度 イ 
リス の 図 等 館 で 1 つ 閉 鎖 す る の が ある か ら と いわ れ ま し た 。 

ここ で 、 そ れ を 狙 つ て いた と と ろ 、 ラ エー デン の 特許 局 が や は り 狙 つ で お つ 
た の で 、 か ち 合 いま し た が 、 よ く マ ルチン に 話し て と 2 G か それ を 世に と 
(に し 、 そ こ に ある 外国 の 資料 を 全部 受け つぎ まし た 。 イ ギリ ス の な ん か は 、 特 
許 の 第 1 号 か ら あ る 答 で す 。 中 松 真 卿 誠 が 御前 講演 に いつ た と き 、 イ ギリ ラ 料 
許 第 1 号 を も つて いけ と 注意 し た と と も あり ます 。 

それ で 御礼 に 宝石 第 を 贈る ろう と 思い まし て 、 香 取 秀 真 氏 に 銀 で 作 つ て 貰い ま 
し た 。 正 食 院 御 物 の 古い 鏡 の 裏 の 模様 を 選ん で 、4 つこ と しら え まし た 。 こ れ を 
ィ ル チン に 1 つ 、 図 書館 に 1 つ 、 中 央 事務 局長 に 1 つ 、 も う 1 つ は 特 放 局 に 残 
N 計 ま 芝 7 だ っ 

な お 、 外 国 の 盗 料 で は 、 工 業 所 有 権 と 著作 権 の 世界 的 学者 で も る オー スト 
ッ ツ (万 国会 議 の 議長 に も る な つた 人 で す が )、 この 人 が な く な られ まし て で 、 そ て 
の 未亡人 に 交 小 し 、 こ の 人 の 文庫 を 全部 買い まし た 。 た ゞ 、 そ の うち か ら 、 落 
作 権 に 関す る も の だ け は 、 ぜ の ひ 東 大 の 図 番館 に 談 つ て くれ 、 そ の か わり 持 放 選 
の 人 が 来 て みる と き は 特別 に 計ら うか ら と 、 山 田 三 良 氏 が いう の で 、 著作 権 に 
関す る も の は 東大 へ 渡し まし た 。 

アメリ カ で は ペー トッ ン と いう 特許 局長 が 親切 に や つて くれ 、24 フ に 打 
つて 資料 を くれ た 。 以 上 の よう に し て 外国 の 資料 は 某 り まし た 。 そ し て 、 こ ウ 
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資料 集め や は 、 私 1 人 で や り ま し た 。 中 松 周 は 次 長 で し た が 、 相 談 せ ず に や り ま 
し た 。 中松 君 は 建築 の こと に 努力 し 、 役 所 の 各 築 は 特許 庁 が 一 番 移 で し た 。 原 
科 の 保存 、 審 査 座 料 の 保存 等 で 、 焼 けた ら 2 度 と で き な い と いう こと で 一 番 先 
GS や つの c く ぐれ だ わけ で す 。 

の 3 XX とく と 3 

以上 の 2 つ は と くに お 話し て お きた か つた の で す が 、 そ の ほか 人 万 国会 議 に 
行 つ た 時 は 、 西 洋 人 と いう も の は 、 委 外 に 楽 な も の だ と 思い まし た 。 万 国会 議 
は 、 日 本 を 圧し つけ る た め に イギリス が や つた も の で 、 東 南ア ジア で 、 日 本 人 
が イデ リス 人 の マー ク を 使 つ て 競争 し て お つた が 、 そ れ を 防ぐ た め に 、 商 標 は 
使用 に よ つ て や る の で あつ て 、 癖 録 に よる の で は な い 、 外 国 で 有名 な 商標 は 日 
本 人 に や らし て は いか ん と いう の で し た 。 そ と で 、 日 本 は 、 ア メ リカ 大 密 院 の 
判決 に 、 使 用 主義 と いつ て も その 国内 で 公知 で な けれ ば 権利 を 与え を な いと いう 
の が あつ た の を 引用 し て 反 対 し まし た 。 イ ギリ ス 人 は 、 シ ン ガ ボー で も イン 
ド で $、 有 名 な ら 日 本 人 は や つて いか ん と いう が 、 ア メリ カメ 大 蜜 院 の 判決 は 、 
その 国 で 使用 し て 著名 に な る の で な く て は な ら な いと いう の で あり 、 と の 判決 
の た め に オギ リ ニ は 引き 下 つ て し まい まし た 。 使用 主義 を と つて 登録 主義 を や 
め る と いう の で は 、 今 迄 の と と は 全部 ひつ くり 返 え る か ら 、 使 用 主義 に 同意 し 
て 来 な いと いつ て で か けた が 、 そ の 通り に し て きた わけ で す 。 

ィ ギ リス は 、 商 標 の 以上 の と と だ け で 、 外 の こと は 問題 に し て いな か つた 。 
マンチェスター の 入 が 20 人 ば か りき た と と ろ で 、 い ろ い ろ 説 明 し て 、 日 本 で は 
准 録 さえ すれ ば 保護 され る の だ か ら 、 あ な た 方 ゃ 早く 敬 録 し て し まえ ば よい の 
で は な いか 、 人 外国 出 願 に 対し て は 便宜 を 与え て いる か ら 、 出 願 し て くれ と いつ 
2 の 和男 7 だ ら 

そう し た ら 非 常に うち と け て 、 マ マンチェスター へ 見 学 に 来る な ら 、 一 吾 さ きえ を 
あれ ば 準備 し て お る か ら と いつ て くれ た 。 現在 で も 、 イ ギリ ス と の 間 に 同 じ よ 
うな 問題 が 起き て いる よう だ が 、 こ れ ゃ も 語 録 も $ 何 も せ ず に いつ て いる の で は な 
い i で し よう か 。 

と の 会 議 で 批准 期間 を .6 ケ月 と 1 ギリ ラニ は 主張 し て お つた が 、 日 本 は 6 ヶ月 
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で は 短い の で 長く し ろ と いつ た と と ろ 、 他 の 国 は 6 ヶ月 で よい と いつ て 応援 し 
て くれ た ない 。 中 央 事務 局 で は 、 批 准 期 間 後 で も よい と いつ た の で 、 そ の 根拠 を 
求め た と ころ 、 向 う は 困 つ て いた 。 と こと ろ が 、 か えつ て イギリス が 批准 期間 の 
延長 を 認め て くれ た 。 

こう し た 点 で は 外国 人 は い ヽ で すね 。 と の 外 、 い ちい ちろ 思い 田 も あり ます 
が 、 頁 数 を と つて も いけ ませ ん か ら 、 と この 辺 で 速記 の 方 は 終り に し て いた だ き 


ます 。 ( 元 特許 局長 官 ) 


(2 月 14 日 、 崎 川路 で の 話 を 職員 が 速記 し た も の で 廊 貴 は 速記 者 に ある 。) 
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終 肖 志 後 の 昭和 20 年 9 月 5 日 、 技 術 院 が 庭 止 せら れ 、 特 許 標準 局 が 設置 せら 
れる と 同時 に 、 私 は 同局 に 勤務 する と と と な つた 。 特許 擦 準 局 に は 、 従 前 の 特 
許 局 、 お よび 現在 の 特許 庁 の 権限 の 外 に 、 工 業 標準 化 、 お よび 工業 品 の 規格 統 
一 に 関す る 事務 が 附 加 せら れ て いた 。 

大 東 重 戦 争 の 進展 に 伴い 、 科 学 技術 に 関す る 国家 総力 を 統 合 発揮 せしめる 必 
要 が 痛感 せら れ 、 こ の 要望 に 応ずる た め 、 科 学 技術 の 刷新 向上 、 な か ん ずく 航 
空 に 関す る 科学 技術 の 躍進 を 図る 目的 で 、 技 術 院 が 昭和 18 年 1 月 に 設置 や られ 
た の で ある 。 改 戦 の 結果 か ら 見 て 、 わ が 国 の 科学 技術 が 敵国 に は る か に 及ば た 
か つた と と が 明らか に な つた が 、 こ の 点 に 関す る 認識 が 、 開 戦前 に よく 判ら な 
か つた こと は 実に 残念 で も つた 。 し か し 、 科 学 技術 は 近代 戦 遂行 に 必要 で ある 
ば か り で な く 、 国 家 経 済 の 発展 の た め 欠く べから ざる も の で ある か ら 、 政 府 は 
この た め の 予 算 を 十分 考え な けれ ば な ら な い 。 技術 院 設置 後 戦争 は いよ いよ ょ 店 
し く な り 、 行 政 の 戦時 体制 の 一 悦 と し て 、 工業 所 有 権 に つい て $ 正 業 所 有 権 法 


戦時 特例 に より 、 意 匠 人 癌 録 の 出願 を 禁止 し 、 査定 審決 の 簡素 化 が 行わ れ 、 併 せ 
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て 工業 所 有 権 を 戦争 遂行 の た め の 科 学 技術 動員 に 結び 付け る た め 、 昭 和 18 年 の 
11 月 に 特許 局 を 庭 止 し て その 権限 を 技術 院 に 統合 し た 。 

大 東亜 戦争 は 国 を 挙げ て の 努力 に か か わら ず 、 昭 和 20 年 8 月 に 隆 服 せ ざる を 
得 な く な つた 。 そ の 結果 、 和 宣 備 は 撤去 せら れ 、 い わ ゆ る 平和 倫 法 が 制定 せら れ 
た 。 し か し 、 軍 備 の な い 独 立国 は いか に も 妙 な 存在 な の で 、 最 近い わ ゆ る 自衛 
権 の 問題 が 盛ん に 論議 せら れ て いる 。 独立 国 と し て 自衛 権 を 持つ と と は 当然 
と 思わ れる が 、 従 来 戦争 は いつ も 自衛 戦争 と し て 行わ れ 、 侵 略 戦争 で は な いと 
いわ れ た こと を 想起 する と 、 国 民 は この 問題 に つい て 冷静 に 対処 し な く て は な 
ら な い 。 

敗戦 の 結果 、 軍 備 が 撤去 せら れ た の に 応じ 、 戦 争 遂行 の た め の 技 術 院 は 、 連 
合 国 か ら の 指図 を 待つ まで も な く 廃 止 し な く て は な ら な く な つた 。 し か し 、 技 
術 院 の 組織 中 、 工 業 所 有 権 に 関す る 審査 部 門 、 お よび 審判 部 門 、 な ら び に 規格 
部 門 は 、 戦 争 と 関係 な く 存続 すべ きも の な の で 、 こ れ ら 部 門 だ け で 持 許 便 準 局 
を 設け る と と と し 、 同 局 の 官制 を 昭和 20 年 9 月 に 制定 し 、 同 時に 技術 院 官制 を 
廃止 し た 。 

私 は 内 閣 の 法制 局 か ら 特 許 標準 局 に 転勤 する こと と な つた が 、 在 職 5 ヶ 月 足 
ら ず で また 新潟 県 庁 に 転出 し た の で 、 た いし た 思い 出 も な い 。 何しろ 特許 行政 
は きわ め て 専門 前 技術 的 の も の で 、 実 は 十分 存 み 込む に 至ら な か つた 。 と と に 
終戦 直後 で は あり 、 上 庁舎 の 一 部 は 破壊 せら れ た まま と な つて お り 、 そ の 復旧 は 
な か な か 進行 し な い ょ うな 状況 で ちあ つた 。 し か し 、 長 官 室 は 南 向 き で 、 冬 で も 
暖房 な し で る $ 暖 く 、 天 臣 室 よ り は る か に よ か つ た 。 た だ 、 ア メリ カ 大 使 館 の ア 
メリ カ国 旗 が 毎日 伏 つ て いる の が 見 える の は 、 あ まり いい 気持 で は な か つた 。 
特許 関係 の 事務 処理 に 長 時 間 を 要する こと と は 、 事 務 の 性 質 上 己 む を 得 な い 点 も 
ある が 、 少 し で も 時 間 を 短縮 する 余地 は な いか と 思い 、 能 率 増進 の 見 地 か ら 上 
野 陽 一 氏 に 調査 を 依頼 し た 。 事 務 所 、 工 場 符 と 類似 の 仕事 も ある の で 、 少 く と 
も この 部 分 だ け で も 改善 の 余地 が ある も の と 思い 、 調 査 の 結果 を 期待 し て いた 
が 、 調 査 完了 前 に 転任 し た の で 改革 も で き な か つた 。 領土 を 縮 少 せら れ 、 肥 源 
に 乏しく 、 し か る も 人口 の 多い わが 国 と し て は 、 技 術 、 労 力 を 輸出 し て 経済 を 維 
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持 し な く て は な ら な いか ら 、 特 許 発明 を 奨励 する こと は きわ め て 必要 で ある = 
特許 に 関係 し た 私 と し て は 、 こ の 点 に 関す る 理解 を 深 で いた が 、 新 潟 県 庁 に 
転任 し た 後に この 考え が 役に立つ た 。 そ れ は 新潟 の 発明 会 館 の 設立 で ある 。 終 
戦後 まだ 社会 の 混乱 が 十分 お さま ら な いと き に 、 発 明 会 館 が で きた こと は 実に 
嬉し か つた 。 これ は 新潟 県 庁 の 齋藤 租 治 君 の 、 並 々 な ら ぬ 熱心 と 努力 と の 結晶 
で あつ て 、 同 君 は ひき つづ き そ の 運営 に 当 つて い る 。 発 胃 会 館 は 、 現在 は 新湯 
県 科学 博物 館 と 名 称 を 改め て いる が 、 県 下 の 中 小学 校 の 生徒 を は じゅ め 、 多 数 の 
参観 者 が お し か け 、 ま た 同 館 の 発行 する 雑誌 「 科 学 小国 民 」 と と も に 、 県 下 小 
国民 の 科学 知識 の 向上 上 に 益 す る と ころ 少な く な く 、 遂 来 一 層 の 発展 を 心から 祈 
つて いる 。 

特許 令 準 局 の 標準 部 の 仕事 は 技術 院 を すみ や か に 廃止 する た め 、 差 当り 同局 
に 置い た の で も る が 、 も と も と 特許 と は あま り 直 接 の 関係 が な か つた の で 、 昭 
和 23 年 8 月 、 工 業 技術 庁 設置 の 際 、 同 庁 に 統合 せら れ 、 特 許 標準 局 は 音 通り の 
特許 局 と な つた 。 規 格 統一 の 問題 は 第 1 次 欧洲 大 戦後 の ド オ ッ の 復 具 に お お き 
な 役割 を 演じ た こと を 聞き 、 戦 後 の 日 本 に も その 普及 を 図る と と に 努め 、 日 用 
品 に つい て も 応用 し よう と 考え た 。 当 時 、 米 の 外 に と う も ろ こ と し が 配給 に な つ 
た が 、 こ れ を 消化 し 易く する た め の 粉 砕 器 の 規格 統一 住宅 復 答 に と $ な う 
戸 、 隊 子 の 規格 統一 等 職 員 は 一 生 懸 命 だ つた 。 な お 、 と この 外 、 終 戦 直 後 の 特 許 
行政 に つい て は 、 障 合 国 側 か ら 不 愉快 な 申 男 も あつ た が 、 日 の た つ に 伴い 、 今 
は その 記憶 も る だ ん だ ん 藻 く な つた 。 ( 元 特 話 打 局長 
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清水 連 綴 


私 は 胃 治 36 年 に 、 特 許 代理 楽 者 ( 今 の 弁理 士 を は し め 
特許 代理 葉 首 と いい 、 明 治 2 年 に 特 話 錯 理 士 と な り 、 大 
正 11 生 に 弁理 士 と 改 ま つ た ) と な つた が 、 私 よ 9 十 い 弁 
理 士 は 皆 と この世 を 去 つ て 、 今 で は 、 弁理 士 生活 50 年 の 私 
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が 一 番 古 い 弁 理 士 と な つて し まつ た 。 

そこ で 、 含 の 若い 人 達 の 知ら な い 昔 の こと を 2, 3 述べ て みよ う 。 た だ 馬齢 86 
を 数 え 、 記 憶 の 薄く な つた た め 、 錯 誤 が ある か も 知れ な い が 、 そ の 点 は 了 予め 御 
誠 祭 を つ て お く 。 

私 が 弁理 士 の 敬 録 を 受け た 頃 (明治 36 年 ) に は 、 特 許 局 は 、 木 挽 町 の 堪 商 務 
省 の 立派 な 建物 の 後に 、 こ と れ と 平行 し て 建て られ た 、 元 電信 局 の あつ た と いう 
横長 い 租 末 な 平家 の 建物 の 中 に あつ た 。 こ の 農 商務 省 の 立派 な 書物 は 、 政 高橋 
是 清 人 稚 が 特許 視 祭 で アラ リカ に 赴き 、 か の 地 の 役 所 に 條 つて 特許 局 の た め に 人 造 
つた 建物 だ つた が 、 当 時 の 政府 は 未だ 特許 行政 の 重要 性 を 認識 し て いな か つた 
の で 、 こ れ は 特許 局 に は 勿体 な いと 考え て 使わ せ ず 、 取 上 げ て 堪 商 務 省 の も の 
と し 、 そ の 代り に 、 特 許 局 に は 前 記 の 粗末 な 平家 を 当て が つた と いう こと で あ 
る 。 

その 当時 の 特許 局 で は 、 出 願 和 人 も 、 代 理 人 も 、 受 附 の 窓 か ら 一 歩も 中 へ 入れ 
な か つた 。 そ の 建物 の 左 の 盟 に 図書 室 が あつ て 、 公 報 類 が 書棚 に 並べ られ て あ 
り 、 関 覧 者 が 随意 に 取出 し て 見 る こと が で きた と 記憶 し て い る 。 こ の 図書 室 
は 、 後 に 道 三 町 に 移 つ た 時 は 立派 な 図書 館 と な り 、 夜 間 も 確 か 9 時 項 迄 閲覧 を 
許し て いた 。 私 は 事務 所 が 近 か つ た の で 、 夜 分 し ば し ば 取調 に 行 つ た こと を 覚 
えて いる 。 し か し 、 こ の 夜間 閲覧 も 、 関 東大 岩 災 で 道 三 町 の 特許 局 が 焼け て か 
ら 後 は まつ た く 廃 止 さ れ て し まつ た 。 な お 、 道 三 町 の 特許 局 に は 、 審 査 官 と 出 
願 人 や 代理 人 と の 面会 室 が 設け すけ られ て あつ て 、 今 の よう に 窪 官 の 室 に 自由 に 
出入 すみ る と と は 許さ れ な か つた 。 弁理 士 の 控室 が は じ め て で きた の も その頃 の 
と と で 、 捧 室 に は 事務 員 と 給仕 と が 置か れる と と に な つた 。 

私 が は じ め て 弁理 士 に な つた 時 分 の 弁理 士 は 、 個 々 別々 で 互 に 交際 する と と 
$ ぁ 会 りな く 、 特 許 代理 業者 が 組合 を 造れ る 規則 が ある に か か わら ず 、 組 合 も 会 
る 設け られ ず 、 皆 孤立 し て 仕事 を し て いる よう な 状態 で も つた 。 と この 状態 を 愛 
えた の が 、 徐 査 官 か ら 弁 理 士 に な つた 政 石 原 卵 入 君 で 、 こ と これ で は 業務 の 進歩 発 
達 は 望め な いと 考え 、 弁理 士 や 弁護 士 を 数 人 招待 し て 相談 を 重ね 、 弁 理 士 の 大 
会 を 開催 する に 斑 つ た が 、 米 会 者 の 多く は 弁護 士 で 、 弁理 士 は は な は だ 少 か つ 
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た 。 し か も 弁護士 の 中 に は 、 わ れ わ れ に は 弁 護 士 会 が ある か ら 朝 理 士 会 の 必要 
は な いと いう 凌 論 を 吐く 者 も あつ て 、 結 局 こ の 時 は 弁理 士 会 は で き な か つた 。 
し か し 、 石 原 君 は 熱心 に 弁理 士 会 の 設立 を 計画 し 、 蔵 前 同窓 の 木戸 伝 、 内 村 達 
次 郎 の 両 否 も これ に 禁 成 し て 参加 し た 。 そ の 内 石原 君 は 不幸 病 外 され た が 、 そ 
の 後 は 内 村 君 が 乗 出 し 、 弁 護 士 の 太田 資 時 君 を 担ぎ 出し 、 さ ら に 同 辱 の 知 友 田 
中 隆三 君 一 代議士 で 農 商 務 次 官 こ も な つた 人 一 も 良き 相談 相手 と な つ で 呉れ 
た 。 そこで 孝 理 士 の 中 の 一 部 有志 は 弁理 士 法 の 制定 を 企図 し 、 弁 理 士 を 集め て 
委員 会 を 設け 、 内 村 君 が 委員 長 と な り 、 私 と 弁護 士 の 猪股 洪 清 、 吾 田 三 市 郎 両 
君 と が 主査 と し て 研究 を 重ね 、 時 々 太田 妊 $ 参 加 し 、 そ の 当時 迄 勅命 で もつ た 
特許 弁理 士 令 を 法律 の 弁理 士 法 と 改め る と と と し 、 と これ が 議会 を 通過 し で 現行 
の 者 理 士 法 が 公布 され 弁理 士 会 は 法人 と な つた 。 その頃 、 か ぐ の 如き 小さ いひ 会 
が 法人 と な つた 例 は 少く 、 弁 護 士 会 で すら 法人 で な か つた の で 、 弁理 士 会 は 、 
進歩 し た も の だ と 者 座 士 か ら 賞 あめ られ た り 羨 し が から れ た り し た 。 (弁理 王 ) 

(な お 清水 氏 は 昭和 30 年 10 月 14 日 急逝 され 本 編 が 衣 稿 と な つた 。 読 ん で 亡 憶 の 意 を 表し ます 。) 


特 許 庁 証 の 間 局 還 較 中 
中 。 コ 本 も 重 朗 人 


この た び 特 許 制 度 70 周 年 記念 事業 と し て 、70 年 更 を 編さん し た い の で 、 何 か 
思い 出 を 普 い て 世 い た いと い う 依頼 が な あり まし た が 、 何 分 自分 の 商売 柄 寸 暇 の 
な い 身 で も り ま す の で 、 特 許 庁 の 方 に 来 て 工 い て 、 思 いつ いた まさ ヽ 2.3 の 事柄 
を お 話す る こと に 致し た よう な 次 第 で す 。 

私 が 特許 庁 に 入り まし た の は 、 虹 商務 省 と いつ た 時 代 の 大 正 11 年 の 春 で し 
た 。 そ の 当時 の 庁舎 は 、 今 の 大 手 町 の 安田 生 谷 の 書物 の 裏側 に あり まし で 、 本 
当 に みじめ な 、 古 ぼけ た ラック 婦 で し た 。 も つと も その 時 、 近 くに 新 庁 舎 を 
書 築 中 で も ありま し て 、 そ の 後 問 も な く 移 転 し まし た が 、 こ れ は 選 年 の 大 民 炎 で 
まつ た く 灰 類 に 帰し て し まつ た の で ありま す 。 そ の 時 の 長官 は 中 川 友 次 郎 氏 、 


io 
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湊 長 は 宮内 国 太郎 氏 で も あり まし た 。 当時 の 課長 は そう そう た る 人 が 揃 つて お り 
まし て 、 ま す 庶 務 課 長 に は 履 人 と な られ た 阿 箇 沼 正 治 氏 、 出 願 課長 に 今 の 入 幅 
現 鉄 の 社長 で も る 渡辺 義介 氏 、 商 標 課 長 は その 後 水産 局長 や 農林 次 官 を や られ 
た 長瀬 氏 、 書 記 課長 は 現在 弁理 士 の 川 部 佑 吾 氏 、 意 区 課長 は 加藤 氏 、 調 査 課長 
は その 後 関東 局 の 内 務 部 長 や 、 台 湾 の 知事 を や られ た 日 下 情 太 氏 等 で 、 立 派 な 
人 入 が 顔 を 捕え て お り ま し た 。 私 が 最初 に 入 つ た の は 商標 課 で し た が 、 そ の 商標 
課 に は 事務 官 と し て 非常 に 立派 な 人 が 揃 つ て いま し た 。 課長 は 前 に いつ た 長瀬 
氏 、 首 席 の 事務 官 は 奉 糸 局長 を や られ た 人 (名 前 は 一 寸 失 念 し まし た )、 その 
次 が 今 弁 理 士 の 関口 満 三 郎 氏 、 特 許 局長 官 に な られ た 大 上 内 晴彦 氏 、 堪 林 大 区 、 
魏 本 長官 を や られ た 周 東 英 雄 氏 人 等 が 机 を 並べ て お り 、 私 は その 周 東 氏 の 1 年 後 
蓋 で も ちり まし た 。 周 東 氏 と は 机 を 並べ て 約 2 年 間 、 い ろ い ろ な 御 指導 を 受け た 
の で あり ます 。 

と ころ が 私 は 大 学 を 出 た て の 元気 一 杯 の 若者 で も り ま し て 、 酒 を 邊 なむ 、 遊 び 
に は 行く 《 と いう わけ で 大 分 評判 を 落し 、 一 時 は その 後 の 長 官 の 崎 川 四郎 氏 に 
目 通り 叶わ ぬ ぬ と いう ひど い お 叱 り を 蒙 つ た こと も 覚え て お り ま す 。 周 東 氏 は 、 
非常 に 真面目 な 、 仕 事 熱 心 の 勉強 家 で あり まし て 、 有 遊ぶ こ と に か け て は 、 私 が 
指導 役 を つと あめ た の で す が 、 な か な か 一 人 前 に は な ら な か つた よう で あり ま 
す 。 商 擦 斉 に は 、 当 時 は 判 任官 に 実に 猛者 連中 が 揃 つて いま し た 。 丸太 君 、 野 
日 千 、 佐 藤 妊 、 小 帳 旭 と いつ た よう な 一 騎 当 千 の 古 強 者 が お な お り ま し て 、 毎 昌 岩 
か な こと で 、 皮 上 肉 を いつ た り 人 の 品定め を し た り 随 分 面 折 い に こと も あり まし た 。 

それ か ら 私 は 、 意 克 課 長 を 最後 と し て 、 一 応 特許 局 を 離れ 、 官 営 入 幅 失 鉄 所 
の 労務 部 福利 課長 と し て 九州 へ 参り まし た 。 そ の 後 、 大 阪 の 鉱山 監督 局 の 鉱 政 
課長 を 経て 、 ふ た た び 特 許 局 の 総務 課長 と し て 戻 つ て 参り まし た 。 そ の 時 の 長 
官 は 、 中 松 真 卿 氏 で し た 。 この 方 は 、 特 許 法 の 虫 と ちい われ た よう な 、 あ ら ゆ 
る 事柄 に 精通 し て お られ た 人 で あり まし て 、 殊 に 人 柄 が 温厚 で 、 そ の た め に 特 
放 局 の 中 は 和気あいあい と 気持 よく 過す こと が で きま し た 。 丁度 この 中 松長 官 
の 時 に 、 例 の 2・26 事 件 が 起り まし た 。 す ぐ 目 と 典 の 先 に ある 首相 官邸 は 外乱 生 
に 占領 さま れ た と いう の で 、 何 時 特許 局 の 庁 合 が 数 乱 宣 に 占領 され る か わか ら な 
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いと 、 非 常に 心配 し た こと と も あり ます 。 殖 乱 軍 の 兵隊 る $ 、 と きど き 特 許 局 の 中 
へ 様子 を 見 に 来 ま し て 、 屋 上 へ あ が つ て 偵察 を し た と と も あり 、 丁 府 そ の 時 の 
調査 課長 の 楠瀬 君 が そ の 債 代 員 の 後に つい て 屋上 へ 行っ た と と ろ が 、 い きだ な り 
ビス トル を つき つけ られ て 、 一 目 散 に か け お り た と いう 話 $ あ り ま すさ いわ 
い 特 許 局 の 建物 は 占領 され ず に すみ まし た が 、 だ ん だ ん 情勢 険悪 に な つて 参 
り ま し た の で 、 特 許 局 を 一 時 安全 な 所 へ 移す 必要 が ある の で は な いか と いう と 
と で 、 い ろ い ろ 相 談 し た 結果 、 さ し あたり 総務 課長 で ある 私 の 宅 に 事務 所 を 移 
し た ら ど うか と いう 議 も 起り まし た が 、 し か し じ 、 さ いわ いそ うし た と と 8 せな ず 
に 、 無 事 に 解決 を みて ホッ と し た も の で す 。 ま た 、 岡 田 首相 が 官邸 を 脱出 する 
と き は 、 特 許 局 の 自動 車 が 一 役 買 つた と いう 裏話 $ あ り 、2 月 26 を 中 心 に 、 
な か な か スリ ル に 富ん だ と と が 多 か つ だ よう で す 。 

その 次 の 長官 が 竹内 可 吾 氏 が あり まし て 、 こ の 方 は 非常 に 向う 意気 の 強い 方 
で 、 な か な か 頑固 な 頭 の 鋭い 人 で し た 。 特許 局 へ 来 ら れ で まず 第 1 に い ヾ まじ 
た こと は 、 ど う も 特許 局 の お 役人 に は 積極 性 が な ぐ て 困る 、 隠居 し た よう な 役 
所 だ 、 と いう よう な こと を いわ れ ま し て 、 ビ シビ シ と いろ いろ な 仕事 を 推進 さ 
れ ま し た 。 部長 、 課 長 連 中 を 呼ん で 、 所 管 事 項 の 説明 を きく と か 、 あ る いせ 指 
示 を 与え る と いう こと は 誰 で も や り ま す が 、 と この 人 竹内 氏 は 、 そ の ほか に 事務 官 
技師 の 未 に 玉 る まで 、 日 を きめ て 5, 6 人 づつ 長官 室 へ 呼ん で 、2 時 間 位 づつ そ 
の 人 の 担当 事務 を 説明 させ た の で あり まし て 、 一 同 ふ る え あ が つて お つた よう 
な と と も あり まし た 。 

私 は 、 総 務 課 長 か ら 本 省 の 鉱山 局 の 鉱 政 課 長 に 転出 し 、 仙 台 、 福 岡 の 鉱山 監 
辿 局 長 を 経て 、 ま た 3 た び 特 許 局 へ 帰 つて 参り まし た 。 その 頃 は 太平 洋 戦争 の 
まだ 初期 の 頃 で 、 毎 日 の 戦況 も よく 、 朝 か ら 晩 まで 軍艦 マー チ が ラジ オォ を 通じ 
て 流れ 、 街 に は 号外 売り が 盛ん に 鈴 を 鳴ら し て お り ま し た 。 そ の た め 、 職 貞一 
同 も 張 切 つて 能率 を あげ 、 仕 事 に 励ん で お り ま し た 。 私 も や 、 そ の 時 は 毎月 8 日 
に は 職員 一 同 に 屋上 に 集 つて 貰 つ て 、 宮 戦 の 記 勅 を 読み あげ て 、 職 上 員 の 一 段 の 
努力 を 促 が し て お つた よ うな 次 第 で す 。 笠 争 に 勝つ に は 、 体 を 丈夫 に し な けれ 


ば な ら な いと いう の で 、 昼 休 に は 職員 全部 が 屋上 で 体操 付 を や つた こと や ゃ 思い 
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出さ れ ま す 。 

その 当時 、 外 国人 の も つて いる 特許 権 を どう する か と いう 話 が 起り まし た 。 
丁度 工業 所 有 権 戦 時 法 と いう の が 、 こ の 前 の 第 1 次 世界 大 戦 当時 に で き て いた 
の が あつ た の で 、 こ れ を 活用 し 、 敵 国人 の 所 有する 特許 権 で 優秀 な も の は 、 日 
本 の 技術 向上 の た め に 利用 すべ きだ と いう と と に きま り ま し た 。 そ と で 、 敵 国 
人 の 特許 権 を 活用 する 調査 委員 会 を 作り まし て 、 毎 日 朝 か ら 夜 遅く まで 、 敵 国 
人 の 所 有する 工業 所 有 権 で 、 取 り 消 し て と れ を 広 ぐ 一 般 人 の 利用 に 便 な らし め 
よう と いう も の と 、 大 規模 の 設備 を 要する と か 、 あ る い は 、 非 常に 技術 が 難し 
い の で 、 一 般 に 開放 する より も 特定 の 人 に 専用 させ 、 利 用 させ た 方 が よろ し い 
と いう と と で 、 と の 区 別に 骨 を 折 つ た わけ で あり ます 。 と この 敵国 人 の 工業 所 有 
権 の 取消 や 、 専 用 免許 に つい て は 、 終 戦後 は 、 か えつ て 非常 に 迷惑 を 及ぼ す よ 
うな 結果 に な り 、 袖 償 の 問題 と か 、 取 消 の 復活 と か 、 や ヽ こ し い 問 題 も 生じ た 
わけ で あり ます が 、 当 時 は 、 何 分 勝つ た め に は 、 あ ら ゆ る 手段 方 法 を 講じ て い 
か な けれ ば な ら な いと いう と と で 、 と の 引 硬 処置 を と つた よう な 次 第 で す 。 
また 、 戦 争 に 勝つ た め に は 、 技 術 の 動員 も し な けれ ば な ら ぬ と いう の で 、 い 
ろ い ろ の 施策 を 講じ まし た が 、「 注 目 発明 」 と いう よう な 発表 も 、 こ の 時 に は 
じ め た の で あり まし て 、 毎月 最近 に お ける 特許 の うち 、 と くに 優秀 と 思わ れる 
も ゃ の を 発表 し 、 で きる だ け 広 ぐ く 知らせる と いう 方 法 を と つた の で あり ます 。 
特許 局 の 機構 に つい て も 、 技 術 の 最高 度 の 活用 に は 、 今 まで 商工 省 に 属し て 
いた 特許 局 も 内 開 の 管理 に 移し 、 ま た 商工 者 だ が け で は な く 、 左 林 省 、 通 信 省 、 
鉄道 独 そ の 他 各 省 に また が る 技術 に つい て も 、 十 分 連絡 を と れる よう に 技術 院 
が で きま し た が 、 特 許 局 は 、 内 閣 総理 大 臣 の 管理 に 属す る と と も に 、 こ の 技術 
院 の 総裁 の 指揮 監督 を 受け る と いう 、 妙 な 官制 が で き 上 つた の で あり ます 。 そ 
の 後 、 戦 局 も だ ん だ ん と 昔 烈 に な つて 参り まし て 、 機 構 も 極力 簡素 化す る と い 
う 議 が お と り ま し て 、 特 許 局 を 解体 し て 技術 院 の 一 部 と し 、 和 審査 部 、 あ る い は 
審判 部 箕 を お く と いう と と に な り ま し た 。 私 と し て は 、 特 許 局 は 特殊 な 官庁 で 
あぁ あつ て 、 技 術 院 の 中 へ 吸収 し て し まう と いう こと と は 、 仕 事 の 面 か らい つて も 、 
能率 の 上 か らい つて も 、 う まく いか な いと いう こと を 極力 主張 致し まし た が 、 
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つい に 私 の 意見 も 容れ られ ず 、 以 上 の ょ うな 官制 が で き 上 つた わけ で す 。 そ と 
で 、 私 と し て は 、 一 応 身 を 退 と うと いう と と で 、 特 許 局長 官 を 辞 す る と と な 
つた の で あり ます 。 

私 は 先 に 申し も げ ま し た よ ょ うに 、 特 許 局 を 出 た り 入 つた りす る と と 3 た び 、 
私 の 商工 省 在任 24 年 の うち 、 約 半 分 は 特許 局 に 夫 任 し た よう な わけ で あり ま 
す 。 そ の 間 、 い ろ い ろ 思 い 出 話 も あり 、 愉 所 で ちあ つた と と 、 苦 し か つた と と な 
どい ろ い ろ 思 い 出 は つき ませ ん けれ ども 、 あ まり 細か く な る と 支障 の お こと る 向 
も あり ます の で 、 一 応 こ の 程度 に し て 御 了承 い た いと 存じ ます 。 ( 元 特許 局 


長官 ) ( 廊 資 は 速記 者 に ある 。) 


日本 に 特許 制度 が 施行 され て か ら $ ゃ 570 周 年 に な る と いう 。 早い ゃ の だ 。 そ 
うい えば まず 思い 出さ れる の は 、 特 許 法 施行 50 周 年 を 記念 し た 時 だ 。 当 時 は 、 
私 は 、 事 務 官 に な つた ば か り の 特許 局 総務 部 調査 課員 で 、 中 松 真 卿 長官 、 吉 原 
隆次 総務 部 長 、 安 達 刻 三 調査 課長 の 下 で 、 鈴 木 重郎 事務 官 、 松田 太 郎 事務 官 の 
き 慣 に 附 し て と び 句 つて いた が 、 は か ら ず も 高橋 是 清 人 の 手許 に ある 、 吉 い 
業 所 有 権 制 度 関係 の 資料 の 整理 の お 手伝い を 谷 ぜ られ た 。 高 橋 付 は 、 政 治 家 、 
財政 家 と し て 、 日 本 の も つも つと も 偉大 な 人 物 の 1 人 だ が 、 特 話 制 度 、 商 標 抽 
度 の 創始 者 と し て も 忘れ る こと と の で き な い 日 本 の 思 人 で ある 。 私 は 、 こ の 思い 
も か け な い 仕事 に 非常 な 幸福 を 感じ 、 本 当 に 音 ん で 、 幾 度 か あの 赤坂 の 高橋 刀 
に 参上 し た 。 符 は 、 い つも ゃ 大きな 風呂 敷 包 に 書類 を ぎ つ し り と 包ん で 応接 間 
に 出 て 来 ら て ん た 。 そ し て 、 ゆ つく り と 包み を ほど いて 、 記 憶 を た どり つつ 書類 
を 示さ れ た 。 し か し 、 何 分 に も 事 は 半 世 紀 近 い 普 に 遡 つ て の 話 で も ふる 。 人 の 記 
境 は 必ず し ゃ 、 正 確 で な く 、 書 類 の 順序 も ゃ 必ず し ゃ 判然 ちと しない の は や む を 得 


な い 。 
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ある 時 、 付 は 、 和 書類 と いう も の は どん な 書類 で も 、 片 陽 に で も 年 月 日 を 入れ 
て お くも の だ な と し み じ み と いわ れ た 。 こ うし て 幾 包み か の 資料 を いた だ いて 
役所 に 帰り 、 改 め て 読み 直し て 整理 し た が 、 い ずれ も 達筆 な 毛筆 で し た た め て 
ある の で 、 こ れ を 読み こなす こと は 一 仕事 だ つた 。 外 国人 の 名 前 等 は 片仮名 で 
書い て ある が 、 も と の 綴り の 見 当 の つき か ね る こと と も 多い 。「 ラ シベ ッ キ 」 先生 
は Verbec 欧 生 だ と 教え て いた ゞ さき 、 急 いで 書類 の 欄外 に 鉛筆 で 番 き 入れ た り 
し た 。 最後 の 書類 の 包 久 を いた ゞ いた の は 、 和 が 藤井 蔵 和 の あと を 受け て 大 蔵 
大 臣 に 就任 され る 1 日 か 2 日 前 だ つた 。 そ の 日 朝 早く 電話 が あぁ あり 、 急 いで 参上 
する と 、 と くに 大 き な 1 包み の 書類 を 渡さ れ 、 こ れ か ら 少 し 多忙 な 身体 に な る 
の で 、 急 いで と これだけ まとめ て お いた か ら と いわ れ 、 さ ら に 、 特 許 関係 の 書類 
の 外 に 、 十 い 組 合 関 係 の 資料 も ちる の で 、 で きれ ば こと これ も ま と め て お きた いと 
いわ れ た 。 私 は 、 こ とこ れ ら の 資料 の 整理 に は 本 当 に 御 圭 心 だ つた 。 そ し て 、 そ の 
次 重 な 、 か つ 典 味 深い 思い 出 の 数 々 を 華族 会 館 (通産 省 の 建物 に 隣接 する 今 の 
ニニ オン ・ ク ラブ ) で 講演 され 、 こ の 講演 は ラジ ォ 放 送 さ れ た 。 こ の 放送 は 、 
人 稚 が ま と ま つ た 講演 を 放送 され た 最初 で も や り 、 お そら く は 最後 で は な か つた か 
と 思う 。 自 ら 万 年 筆 で 丸 念 に 、 数 十 枚 の 原稿 を 書か れ 、 事前 に こと れ を 示さ れ 
た 。 わ れ わ れ は これ を 急い で 印刷 し 、 講 演 会 の 当日 、 深 い 感銘 を 受け て 会 場 を 
出 ら れる 聴衆 の 方 々 に 1 部 づつ お 渡し し た 。 会 の 講演 が も う 印 刷 物 に な つた の 
で すか と 驚か れる 人 が あつ た の は 愉快 だ つた 。 

これ ら の 書類 は 、 さ いわ い に も すべ て 戦災 か ら 免 が れ 、 今 日 特許 庁 の 書庫 深 
保存 きれ て いる 。 そ の 1 つ 1 つ が 、 わ が 国 工業 所 有 権 制 度 の 処 明 を 語る 貴重 
な 資料 だ が 、 ま た 明治 初期 の 香り 豊か な も の で も ある 。 私 は 、 そ の 苦 、 栓 楠 特 
許 事件 な る も の が あり 、 当 時 の 熱心 な る 「 中 橋 和 審査 官 」 が 、 自 ら 、 出 願 さ れ た 
征 棚 の 中 に 入り 、 寝 心地 (? ) を 試み られ た と いう 伝説 を 、 誰 か ら か その 頃 聞か 
され た と と が あつ た が 、 は か ら ず も と これ 等 の 書類 の 中 か ら 、 和 棚 に 関す る 出願 
の 拒絶 査定 を は な は だ し く 不 満 と する 、 出 願 人 の 行動 を 探査 し た 刑事 の 復 合 番 
を 見 出し た 。「 中 橋 審 査 官 」 格 入り の 段 は 遺 居 な が ら 根 も 葉 も る な いとこ と だ つた 
らし い 。 ま た 会 議 資 料 と 覚 し き 書 類 に 、 毛筆 の 婦人 の 顔 の いた ずら 和書 の ある の 
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を 発見 し た 。 い ずれ の 時 代 で も 、 会 議 と いう も の は と か く < 退 届 な も る の で あつ た 
らし い 。 

この 高橋 人 徐 の 古い 資料 が 、 そ の 御 厚 音 に より 特許 庁 に 納め られ た と と は 、 待 
許 法 施 行 50 周 年 記念 事業 と し て まこ と に 意義 の ある こと だ つた 。 私 は 、 特 許 庁 
表玄関 を 入 つ た 正面 に や は り 50 周 年 記念 事業 と し て 建設 され た 高橋 付 『Y 体 写 
真 像 」 を 仰ぐ 毎 に 、 当 時 を 想い 感 深き も の が ある 。 


私 は 昨 年 、20 余 年 の 官界 生活 を 離れ た 。 革 呈 、 友 人 各位 の 御 攻 様 で な ic 1 つ 
不愉快 な 思い 出 も な し に 、 こ の 長い 官界 生活 を 回 想 し 得る と と は 本 当 に さい わ 
いで ある が 、 こ の 間 特 許 庁 に は 2 度 夫 職 する 機会 に 恵まれ た 。 そ し て で て 、 了 最初 に 
未 席 の 特 族 局 事務 官 と し て 、 大 手 町 の 仮 庫 今 か ら 現在 の 堂々 た る 本 庁 食 に 移っ 
た 果 和 8, 9 年 頃 か ら 、 20 年 近く を 経て 、 昭 和 27 年 8 月 、 再び 特許 庁 に 戻 つた 
時 に 、 最 初 に 感じ た の は すべ て 苦 の まま だ と いう 感じ だ つた 。 誤解 が な あつ て は 
いけ な い が 、 こ れ は 決し て この 間 に 何 等 の 進歩 、 発 展 が 見 られ な か つた と いう 5 
意味 で は な い 。 出願 件 数 は 往時 と は 比較 に な ら な い 増 加 を 示し て いる 。 行政 の 
内 容 の 充実 は いう まで も な い 。 私 の まず 感じ た の は 、 ど つ し り と 根 を 下 し た 仕 
事 の ゆる ぎ な さと 、 伝 統 の 有難 さと で ある 。 お そら く は 、 特 許 庁 程 本 当 の 意味 
で 役所 らし い 役 所 は な いで あぁ ろう 。 明治 初 期 か ら の 70 年 、 移 り 変 る 世相 の 中 を 
唯一 筋 に 、 工 業 所 有 権 の 保護 、 発 明 の 振興 の 途 を 歩 久 つづけ て 来 た こ の 役所 に 
は 、 和 争わ れ ぬ 年 輸 の 貴 さ と 風格 が ある 。 も と より 、 今 後 制 度 の 内 容 に 改善 すべ 
き と こ ろ 、 行 政 の 運営 に 工夫 すべ き と と ろ な し と いう の で は な い が 、 全 田 特 誕 
庁 の 行政 運営 の 1 つ 1 つ 、 和 書類 の 運び の 1 つ 1 つ を 仔細 に 見 れ ば 、 そ の 薬 務 が 
一 般 行政 庁 と は 異 つた 性 質 を 有する と は いえ 、 お よそ 役所 の 任 還 と し で 味 うべ 
きも の が 少く な いと 思う 。 手 近 か な こと を いえ ば 、 書 類 の 取扱 い に つ いで の あ 
の 厳正 さと 、 確 実 さ が 、 す べ て の 行政 部 面 た 徹底 し た ら 、 ま た 、 適 時 衝 査 官 の 
手持 件 数 と 、 処 理 状況 を 公表 する 運営 の 精神 が 、 他 の 行政 面 に $ 活 用 きれ た 
ら 、 私 は 今日 いわ れる 行政 に 対す る 批判 、 役 人 に 対す る 非難 の いく つか が 影 を 
ひそ め る も の と 思う 。 


府 昧 


まこ と に 工業 所 有 権 制度 と いう も の は 、 如 何 な る 時 世 の 下 に お いて も 存在 し 
発展 し つづ ける 市 度 で も る 。 そ れ は 、 人 類 社 会 に 進歩 の ある 限り 、 そ の 根本 を 
穫 う 制度 と し て 、 揺 ぐ で こと の な い 根 強 さ き を も つて いる 。 否 、 余 り に 何時 の 時 代 
で る 根本 的 に 重要 な 制度 で も る た め 、 逆 説 的 な いい 方 で は ある が 、 か えつ て 地 
味 に 見 える 恨み さえ ある 。 し か し 、 米 の 飯 は 、 美 味 佳 知 と は いえ を な いか も 知れ 
ぬ が 、 日 本 人 の 生 合 を 閥 う 根 幹 で も り 、 な く て は か な わ ぬ も の で ある 。 私 は 工 
業 所 有 権 制度 と その 運営 の 仕事 の 地味 さと そ 、 む し ろ そ の 永 色 に つづ くべ き 根 

さ を 現 わす も の だ と 思う 。 

高橋 箕 を は じ め と し て 名 多 諸 先 輩 の 長い 努力 に より 、 日 本 の 工業 所 有 権 制度 
ゃ めで た く 70 周 年 を 迎え る に 至 つ た 。 私 は 来る べき 100 周年 が 、 さ ら に また 
100 何 周年 、 つ いで 何 百 周年 が 、 真 に 国民 的 規模 に お いて 、 国 際 的 関心 の うち 
に 迎え られ ん こと を 心から 期待 し た い 。 ( 元 特許 庁 長 官 ) 


上 山 と 清 


私 が 発明 協会 を お 引受 けし た 24 年 初頭 は 、 戦 後 の 混 乱 
が まだ 納 り きら な い 頃 で も あり まし た 。 前 年 の 秋 、 昭 電 委 
獄 で 芦田 内 閣 が 倒れ 、 甘 に 東条 元首 相 以 下 7 名 の 絞首刑 
が 執行 せら れ 、 明 け て 正月 に は 法隆寺 の 金堂 が 炎上 し 、 
つづ いて 総 選挙 で 第 3 次 吉田 内 閣 が 成立 する と いう 、 混 
注 た る 世相 で あり まし た 。 

発明 協会 も 御 多分 に 混 れ ず 、 前 会 長 の 三 土 忠 造 氏 が な 
が らく 病気 療 状 の すえ 、23 年 の 夏 に 亡くな られ た あと 、 数 百 万 円 の 借入 金 を 抱 
えて 進退 きわ まり 、 所 員 一 同 細々 と その 日 共 し を 余儀 な くさ れ て お り ま し た 。 

私 は 、 高 松宮 様 の 御 内 意 を 受け た 鮎川 義介 氏 の 要請 で お 引受 けし た も の の 、 
予想 以上 の 鍛 迫 ぶり に 一 時 は 艇 いた も の で あり ます 。 し か も 、 そ の 頃 日 本 の 支 
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配 権 を 実質 上 堂 掘 し て お つた GHQ. で は 、 無 為 無策 を 理由 と し て 、 協 会 に 対 
する 政府 袖 二 金 の 廃止 (それ は 、 湊 際 問題 と し て 、 当 時 政府 補 因 金 を 唯一 の 収 
入 源 と し て お つた 協会 の 見 殺し を 意味 し ます ) を 主張 する と いつ た 具合 で 、 ま 
さ に 風 前 の 灯火 で も あり まし た 。 し た が つて 、 就 任 初 の 仕事 が 、 ま ず CH.Q。 に 
対す る 産 発 工作 に 集中 せら れ 、 そ の 間 い ろ い ろ と 苦心 を 重ね まし た が 、 あ と で 
は 担当 の アラ ン 中 佐 な どす つか り 協 会 の 理解 者 に な り 、 私 的 に も 親 客 な 交歓 が 
繰 返 さ れる 程 に な り ま し た 。 つ いで 附属 研究 所 を 中 心 と する 改組 、 機 構 の 再編 
成 に よ つ て 内 部 を 整備 し 、 か く て 24 年 椅 に は 、 折 か ら 開 催 中 の 横浜 博覧 会 々 場 
に お いて 、 戦 後 は じ め て の 全国 発明 者 大 会 を 開催 し た の で あり ます 。 この 席 
上 、 発 明 奨 励 の た め 発明 者 に 対す る 優 早 措置 が 要望 せら れ た の で あり ます が 、 
さい わい に し て 、 戦 後 の 再 建 途上 に お ける 発明 の 重要 性 に か ん が み 、 関 係 方 面 
の 准 同 を 得 ま し て 、 幣 来 、 藍 鐘 褒章 を 毎年 授与 せら れ た 発明 者 が 今 昌 で は 百 数 
十 名 に 及び ます こと は 、 ま こと に 御 同 度 に 城 え な いと と ろ J で あり まり 3。 

越え て 25 年 秋 に は 、 特 許 法 施行 65 周 年 を 記念 し て 、 日 比 谷 公 会 堂 に 天 旦 陸 下 
の 御 了 臨席 を 仰ぎ 、 盛 大 な 会 が 催さ れ ま し た 。 と この頃 か ら 、 協 会 の 活動 も 洋次 軌 
道 に 乗 つ た 御 が あり 、 戦 時 中 この か た 、 久 し く 相 絶 を て お つた 地方 表彰 が 復活 
し 、 あ る い は 、 あ ら た に 発明 実施 化 の た め の 貸 付 金 制度 が 制定 きら れる な と の 
こと が あり まし て 、 こ うし た 機運 の な か で 、 本 協会 創立 50 周 年 を 記念 し て 、. 昨 
29 年 に は 全日 本 発明 展覧 会 を 開催 し 、 相 当 の 成果 を 挙げ る こと が で きま し た 。 

原 み ます る に 、 就 任 以来 官民 各位 の 御 協力 の 下 、 幾 度 か の 小 淵 を さい わい 大 
過 な く 切 抜け て 参り まし た も の の 、 協 会 と し て で は 、 よ う や く 再 出発 の 緒 に つい 
た ば か り で あり まし て 、 わ が 国 典 隆 の 原動力 た る べき 発明 の 使 付 に 占 ら し 、 
当 協会 の 活動 は 遺 翌 な が ら 未 だ 十分 その 任務 を 果して お る と は 申し 難い の で あ 
り ま す 。 た また ま 本 年 は 、 特 許 法 の 前 身 で も る 専売 特許 条例 が 施行 せら れ て 潮 
70 年 に 相当 いた し ます の で 、 各 種 の 記念 行事 が 計画 せら れ て お S り ます 。 協会 と 
いた し まし て も 、 こ れ ら 内 外 の 要望 に 応え て 、 組 織 の 強化 充実 を 図る と と も 
に 、 発 胃 の 奨 奮 と その 実施 化 を 促進 する た め 、 一 層 事 業 の 発展 を 期し で お 5 


ます 。 大 方 の 積極 的 御 支援 を お 願い する 次 第 で も り ます 。 (発明 協会 々 長 ) 
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丸の内 の 東北 隅 は 道 三 町 で も る 。 お 堀 を 挟ん で 神田 と 
相対 し そ と に は トタン 昔 の うす ぎ た な い バ ラッ ク が 沢山 
に 立ち 並ん で いる 。 私 は は じ め そ れ は 厩舎 か と 思 つ た の 

あぁ ある が 、 こ と これ が 農 商 務 省 、 信 信 省 、 特 許 局 等 の 中 央 官 
衡 で ある と きか され て 和敬 いた 。" これ は 昭和 2 年 頃 に 高 
浜 庶 子 が 書い た 「 丸 の 内 風 開 記 」 の 一 節 で も ある が 、 私 は 


大 正 15 年 12 月 と の うす ぎ た な い ズ ラッ ク 建 の 特許 局 に 、 
特許 局 属 と し て は じ め て 職 を 挫 じ 、 爾 来 ほ と ん ど 15 年 の 間 、 特 許 関係 の 仕事 を 
し て きた の で 、 往 年 を 回 題し て 、 思 い 出 の 数 々 も る すくなく な い 

私 が 特許 局 に 泰 職 当初 に 置か れ た の は 、 審 判 部 の 抗告 審判 で も る 。 当 時 の 長 
官 崎 川 才 四 郎 氏 の 、 は じ め て の 試 久 と し て 置か れ た 、 守 判 官 試 袖 の よう な 役 で 
ある が 、 実 際 上 は 審判 長 の 担当 事件 の ほとん ど 全 部 を 受け 持た され た 。 当 時 の 
審判 部 長 は 柴山 雄三 氏 で 、 そ の 下 に 原 佐 一 、 川 部 佑 吉 、 関 口 満 三郎 、 塩谷 狩野 
吉 、 中 村 幸 入 、 宮 田上 忠雄 等 の 諸氏 が 事務 系 審判 礼 と し て お られ 、 意 気 は な は だ 
軒 昌 で あぁ つて 、 審 判官 の 独立 が 強く 叫 ほ れ 、 審 決 に は 審判 部 長 、 総 務 部 長 、 長 
官 と いえ と も ゃ 容易 に 窟 を 許さ ぬ と いつ た よう な 気 中 が 涯 つて いた 。 と ころ が 
当時 の 崎 川 長官 も 、 特 許 法 に お いて は まつ た く の 大 家 で あら れ た し 、 ま た 剛 腹 
な 方 で も つた の で 、 長 官 の お 気 に 名 さ な い 審決 に は な か な か 判 を 押さ れ な い 。 
そこ で 長官 の 審決 の 決済 権 の 有無 が 、 度 々 問題 に され 、 論 議 さ れん た 。 そ の た め 
か どう か 、 長 官 は 、 総 務 部 長 、 審 判 部 長 を も 抗告 審 判 官 に 任 舎 さ れ 、 場 合 に よ 
つて は 、 と の 3 役 に よ つて 審判 事件 を 受理 し うる よう な 胡 府 を さえ 立て られ た 
こと が あつ た 。 また 大 審 院 の 判決 に 対し て も 、 特 許 局 の 見 解 と 伝統 に 反する よ 
うな 場合 に は 強硬 に 対 拓 し た 。 

当時 も つと も 問題 と な つた 点 は 、 和 審査 機関 を 持た な い 大 審 院 が 、 商 標 類 否 等 
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の 事実 認定 の 問題 に つい て 自 判 す る の は 、 怪 し か ら ぬ と いう こと で あつ た 。 大 
審 院 は 商標 類 否 の 判断 は 事実 認定 の 問題 で は な く 、 法 律 適用 の 当 答 の 問題 で あ 
る と いう の で ある 。 た また ま 大 審 院 で 、 前 後 矛 盾 し た 判決 な ど が 出 た た め 、 特 
許 局 は この と き ぞ と は か り 調 査 課長 (磯谷 光 誤 氏 ) を 先頭 に 、 当 時 の 大 審 院 長 
横田 秀雄 氏 に その 判決 の 引下げ を ね じ と ん だ と と な ど が た び た び あつ た 。 ま た 
同様 な 事件 に つい て 、 数 回 破 避 差 戻 を 受け て も る 、 特 許 局 が これ に 従 わ な い の 
で 、 大 審 院 も よく よく 業 を 考 や し た と 見 えて 、 あ る 判決 に お いて = の こと は 
当 院 の 左 々 判示 する 所 な り 」 と 言 つて 手 き び ひし く 叱 られ た と と る あつ た 。 商 林 
は 使用 に 因 つ て も 特別 顕著 性 が 生ずる 、 晶 意 の 周知 商 秩 は と れ を 認め な いと い 
う よ ょ うな 判例 が 出 た の は と の 当時 で ある 。 

し か し 、 当 時 な ん と いつ て も る 光 つ て いた の は 調査 課 で 安達 祥三 、 稲 垣 征夫 、 
慕 沼田 等 の 算 々 た る 方 々 が お られ 、 こ の 当時 に お いて 、 特 許 局 関係 法規 、 そ の 
他 族 先 進 国 の 法制 の 研究 が 十分 に な され 、 特 許 庁 今 是 の 法制 的 基礎 が 確立 せら 
れ た ゃ の と 思う 。 当 時 、「 御 前 会 議 」 と 称し て 、 毎 週 1 回 長官 室 に お いて 調査 
課 の 研究 発表 会 が 催さ きれ た の で ある が 、 そ と 発表 せら れ た も る の は 、 実 に 真 氷 
該 若 な 研究 の 成果 で あつ た 。 

昭和 10 年 4 月 に は 、 特 許 行政 50 周年 の 多 彩 な 記念 事業 が 催さ れ た の で ある 
が 、 こ と の と き の 資 料 の 多く は 、 わ が 特許 制度 の 生み の 親 と も $ い 5 べき 高橋 電 清 
子 人 に よ つ て 提供 され た も の で ある 。 調査 課 の 若い 事務 官 が 毎日 の よ うに 高橋 
に 伺 侯 し て 、 専 売 特許 条例 制定 当時 の 事情 等 を 御 識 き し た の で ある が 、 吉 い 
こと を 実に よく 記憶 し て お られ 、 ま た 当時 の 記録 書類 な ど を 実に 完全 に 、 し か 
$ 整然 と 保存 し て お られ た の に は 、 ま つた く 心 か ら 交 服 し 、 か つ 稀 嘆 し た も の 
で あぁ る 。 思え ば 子 員 は 、 わ が 特 話 行政 の 確立 の た め に 、 そ の 青年 時 代 の 澤 身 の 
情 款 を 傾け られ た の で あつ た 。 

昭和 10 年 4 月 、 私 は 満 沙 国 特許 制度 創設 の た め 、 谷 計ら れ て 日 系 官 更 の 1 人 
と し て 、 同 国 に 赴任 する こと (に な つた 。 そ の 赴任 に 当 つ て は 、 特 誕 局 か ら 満 湖 
国 特許 法制 定 の 共 本 要綱 に つい て 指示 を 受け 、 ま た 衣 理 士 会 か ら ゃ 多数 の 希望 
条項 が 提示 され た 。 東京 、 大 阪 に お ける さか ん な 壮行 会 に 送ら れ 、 私 る また お 
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お く の 夢 と 抱負 と を 胸 に いだい て 渡 満 し た の で あ も る が 、 満 洲 国 の 玄関 と も いう 
べき 安東 に 第 一 歩 を EE し た と き は 、 あ た か も 4 月 の 蒙 座 の 季節 で ある 。 漂 々 た 
る 砂 煙 は 見 渡す か ぎり の 荒 原 を 蔽 い 、2,3 米 先 は まつ た く 何 も 見 えな い 。 状 車 
も ゃ そのため に 動け な いと いう 始末 。 "こん な 国土 に 特許 制度 を 布 い て どう な る 
と と か ツ 私 の 今 の 含ま で 胸 に いだい て きた 夢 と か 、 抱 負 と か いう も の が 、 砂 丘 
の 崩れ る よう に 崩れ 去り 、 眼 に は 不覚 の さ えん 催し た も の で あつ た 。 

新 京 に 落着 いて か ら の 日 々 の 生活 は 、 緊 張 と 努力 と の 中 に も ゃ 比較 的 楽し い 生 
活 を する こと が で きた が 、 関 東生 を は じ め 、 商 工 省 関係 以外 の 関係 徹 は 、 特 許 
制度 に つい て は きわ め て 無関心 、 冷 商 で もつ て 、 随 分 不愉快 な 思い や 、 ど こと に 
ゃ 持つ て 行き よう の な い 汐 し い 気 持 な ど を 懐か され た も の で ある 。 この 国 に 、 
ゃ つと ゃ 理想 的 な 、 日 本 に お いて 実現 し た くも で き な い よう な 制度 を 、 形 式 的 
に で も よい か ら 創 設 し た い 、 日 本 に 飼 録 され て いる 権利 は その まま に 満 洲 国 に 
座 録 する こと と に し て し まい た い 、 と の 2 つが 私 の 念願 し 企画 し た と ころ で あつ 
7 で ら 

世の中 は 至る 所 に 知 が ちあ る も の で あぁ つて 、 当 時 特許 発明 法案 の 主査 に な ら 
れ た 、 法 制 処 参事 官 武藤 富男 氏 と 、 実 に 肝胆 相 照 ら す 交 遊 が な はじ まり 、 特 許 発 
明 法 制定 の 上 に 大 き な 助 け と な つた 。 

この 人 は まこ と に 仕事 に 熱心 な 方 で 、 法 和 案 に つい て 疑義 が 生ずる と 、 真 夜中 
で も な ん で る 電話 を か け て こら れる 。 司法 畑 出 身 の めど 人 で あつ た か ら 、 特 許 法 と 
民事 訴訟 法 と の 関係 を 実 に よく 調整 され た の で ある 。 満 洲 国 の 特許 行政 は 、 特 
許 発明 局 と 発明 協会 と を 車 の 両輪 の 如く に 、 有 機 的 に 一 体 と し て 動か せる よう 
に 企画 し た 。 す な わ ち 、 発 明 の 審査 は 特許 発明 局 に お いて な す と と も に 、 そ の 
実施 化 を 発明 協会 に お いて 計画 推進 し よう と する も の で ある 。 し た が つて 、 容 
査 官 は 同時 に 発明 協会 の 職員 を も 兼ね た の で ある 。 法制 の 上 で は 、 実 体 法 と 手 
統 法 と を 判然 区 別 し 、 実 用 新案 法 を 廃し 意匠 法 1 本 と し 、 権 利 節 囲 確認 審判 に 
馳 東 力 を 持た せ 、 靖 判 所 に 容 せ し め な いこ と に し 、 特 許 発明 局 を も つて 特許 
訴訟 の 最終 守 と し た 点 な と が 主 な 特色 で あつ た 。 

日 本 国 に お ける 特許 の 効 カ を 、 そ の まま 満 洲 国 に お いて も 有効 と する 特許 法 
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の 附則 の 規定 に つい て 、 洒 し て 満 洲 国 側が これ を 承認 する か どう か が 人 危 堪 され 
た の で あつ た が 、 実 業 部 大 臣 の 了 鑑 修 と いう 人 は 、 実 に ぁ あの わか り の よい 人 人 
で 、 帯 情 を よく 理解 され 、 特 許 発明 法 上 程 の 参 譜 府 の 本 会 議 に お いて は 、1 時 
間 余 に 巨 つ て 特許 発明 法 の 各 条 項 に つい て 長 広 知 を 振 わ ん れ 、 し か も と の 問題 に 
つい て は 一 言 も 触れ る こと な く 、 決 を 採ら れ た の で ある 。 と の た め だ 、 茶 大 臣 
か ら / 阿 片 の 製造 法 は 特許 の 目的 と な る か / と いう 質問 が あつ づ た きり で 、 特 許 発 
明 法 は 無事 通過 し 、 わ れ わ れ も ホ ッ ト し た も の で ある 。 た だ 、 満 洲 国 を 最後 ま 
で 承認 し な か つた アメ リカ が 、 こ の 規定 に 便乗 し て 多数 の 出願 を し て きた と と 
に は 、 少 々 科 か され た 。 

昭和 13 年 の 秋 、 私 は 再び 谷 ぜ られ て 北京 に 起き 、 王 克敏 の 臨時 政府 の 商標 実 
施 の 指導 に 当 つ た こと が ある 。 住 年 、 日 本 商標 の 模 革 商標 が 池 沙 横 行 し て 、 邦 
人 商社 が 大 打撃 を 芝 つ た と と が あつ た の で 、 か か る と と の な いよ うう 監視 し ょ う 
と いう の が その 限 目 で も つた 。 私 は 寺内 部 隊 の 経済 班 に 席 を 置き 、 中 華 民 国 商 
標 法 を 参 東 し て 、 人 簡単 な 商標 法 を 立 染 し 、 そ の 実施 を 了 臨時 政府 に 迫 つ た の で あ 
る が 、 肝 心 の 宣 の 方 が 乗 気 に な ら な い ば か り で な く 、 南 方 の 維新 政府 側が 時 其 
何 早 論 を 持ち 出す の で 、 つ い に 大 を 投げ る 外 は な か つた 。 

と ころ が 昭和 14 年 の 夏 に な つて 、 王 兆 銘 の 国民 政府 が 突如 商 擦 局 を 開設 し 
て 、 商 標 の 登録 出願 を 受理 し は じ め た の で 、 当 時 調査 課長 と し て 法律 改正 の 准 
備 に 忙 が し か つた 私 は 、 後 を 越知 実 娠 に 抱 し 急 作 南京 日 本 大 使 館 に 田 向 を 倫 ぜ 
られ 、 そ の 登録 状況 を 監視 する と と も に 、 と れ を 指導 し よう と し た こと が あ 
る 。 し か し 、 国 民政 府 の 鼻息 は は な は だ 荒く 、 し か る 面 従 腹 背 で 全然 日 本 側 の 
容 蜂 を 許さ な い 。 そ し て 、 商 標 局 の 収入 を 挙げ る た め に 出願 し て 来る 商 擦 は 、 
どしどし 意 録 し て し まう の で まつ た く 困 つた 。 私 と と も に 行 つた 広瀬 徹 若 は 、 
切 歯 拠 肺 し て くやし が つた が ど うに も 手 の 下 し ょ う が な か つた 。9 月 南京 で 
ネズ べつ た あげ く 、 空 し く 引 上 げ ざ る を 得 な か つた の で ある 。 

今 に し て 思え ば 、 満 沙 国 特許 制度 と いい 中 華 民 国 の 商 禁 問 題 と もい い 、 い ずれ 
も 一 場 の 落と 化し た が 、 そ こ に 教え られ る 所 の も の は 、 経 済 的 要請 と 、 必 維人 性 


の な い 所 に 如何 に 立派 な 法律 制度 を 打ち 建て で て も 、 そ れ は 描か れ た 餅 の よ うな 
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$ ゃ の で 、 か えつ て これ に よ つ て 国民 を 苦し め 、 混 乱 さ せる ば か り で 、 何 ん の 実 
効 $ る な い 、 法 律 は 成る べき も の で あつ て 、 作 ら る べき も の で は な いと いう 、 ザ 
ツィ ニー の 言葉 で ある 。( 元 特許 局 調査 課長) 


松 井 し "人 = 郎 


今回 、 専 売 特 許 条例 が 公布 施行 きれ て か ら 満 70 周 年 を 
迎え る と の こと と で 、 苦 の 思い 出 を 求め られ た が 、 実 は 同 
法 会 布 の 明治 19 年 に は 、 す で に 生れ て いた 私 も 、 数 年 半 
他 に 勤め て いた の で 、 特 許 局 に 入 つ た の は 大 正 5 年 の 正 
月 で 、 学 校 を 出る と すぐ 特許 局 に 来 た 三根 否や 、 浅 見 百 
か ら 見 る と 、 ず つと 後 の と と に な る 。 し か し 、 そ れ で も 


今 か ら 数 を る と 40 年 近く も 前 の こと で 、 当 時 の こと は 若 
楽 共に 落 殻 た 包ま れ た よう で 、 余 程 変 つの た と と で な いと 、 大 概 志 すれ て し まつ 
て いる 。 し た が つて 、 間 違い も る ある と 思う が 、 記 憶 を 辿 つ て 書い て 見 る 。 間 人 違 
い は あぁ あらかじめ 御 諸 び し て 置く 。 

大 正 5 年 と いう と 、 す で に 中 松 盛 雄 局長 の 叶 代 は 過ぎ て 、 当 時 の 局長 は 、 や 
か まし や で 評判 の あつ た 崎 川 四郎 氏 で あり 、 油 浅 藤 市 郎 氏 が 課長 で も つた 発 


明 課 に 、 機 械 2 係 、 化 学 、 電 気 各 1 係 宛 が あつ て 、 特 許 、 実 用 新案 の 審査 、 再 
箸 査 が この 課 に 縄 め られ て いた 。 そ し て 、 係 主任 は 三 : 田 釧 吾 、 本 間 冬 一 、 増 島 
交 次 郎 お よび 保科 上 真 の 諸氏 で あつ て 、 私 は 、 第 2 係 に 密 査 官 で 入 つ た の だ が 、 


何 る わか ら ず 、 守 査 官 袖 を 一 手 に 引受 け て いた 本 間 主 任 に 、 し ば らく の 間 袖 及 

官 同様 の 面倒 を 見 て 貰 つた 。 局 長 の や か まし い の は 段々 わか つて 来 た が 、 そ の 

反動 か 、 午 休 徐 に スト ー プ を 囲ん で の 会 話 を 閉 い て いる と 、 若 い 連 中 は 、 な か 

な か 元気 で 相当 気 始 を 挙げ て いた 。 大正 5 年 の 未 か ら 6,7 年 に か け て は 、 若 い 

人 が 大 分 局 を 出 た と き で 、 大 阪 の 小村 事務 所 へ 舞 口 菅 二 君 が 引抜 か れる し 、 審 
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判 の 押田 環 氏 と 一 緒 に 、 森 健 香 旭 も 大 阪 で 弁理 士 を は じ め る 、 ま た 、 渡 部 質 次 
郎 君 も 少し 遅れ て 早稲 田 の 先生 に 変 つた 。 

当時 、 局 に は 同年 王 と し て は 上 村 、 勝 山 、 三 根 、 浅 見 の 族 妊 、 少 し 吉 い 処 で 
は 崎 田 、 白 井 の 両 君 等 が 数 年 前 か ら 来 て いて 、 和 審査 官 と し て 相当 重き を な し て 
いた し 、 ま た 、 す で に 関 着 や 繊維 関係 の 米田 、 入 木 の 両 百 、 化 学 の 両 小 株 、 
電気 の 藤井 、 平野 の 両 君 等 も る 来 て いた 。 湯浅 課長 が 勇 遂 され て 、 し ば らく 課 
長 空 席 の まま 、 係 は 種々 変り その 間 に 係 が 沢山 で き 、 箸 判 の 津 沢 、 広 瀬 等 の 諸 
氏 も 兼務 で 主任 に な り 、 わずか 4 5 人 元 で 係 を 構成 し た こと も る あつ た 。 その 
内 に 機械 、 化 学 、 電 気 が そ れ ぞ れ 課 に 昇格 し 、 三 田 釧 理 氏 が 初 の 機械 課長 に な 
つた 。 た し か 浅見 理 は その と きか ら 課 長 だ つた と 思う 。 そ の 頃 は 、 抗 告 判 に 
行く 前 に 秘 相 と 再審 査 と の 2 窪 が あつ て 、 再 審査 は 古参 の 審査 官 が それ を 専門 
に や つて いた の が 普通 だ が 、 あ の 時 代 に は 2 人 の 審査 官 を 組合 せ で 、 た が い に 
再 宗 査 を や り 合 つた と と も あり 、 私 は 、 勝 山 竹 と 組合 され た よう に 思う 。 そし 
て 、 抗 告 逢 判 請求 が ちる と 、 再 審査 を や つた 審査 官 が 答弁 書 を 書か きれ た ゃ の 
で 、 員 島 清太郎 氏 が 長文 の 答弁 番 を 書く の で 有名 だ つた 。 

発明 課 の 頃 、 各 自 の 出張 旅 約 や 鑑定 料 の 一 部 を 出し 合 つ て 、 こ れ を 財源 た し 
た 幸 楽 会 と いう 有志 の 会 が も つて 、 日 比 谷 の 角 に あつ た 幸 楽 で 、 し ば し ば 生 鋼 を 
喰 つ た こと が ある 。 こ の 第 定 は 、 時 々 義 判 所 か ら 局 に 鑑定 人 の 指名 を 依頼 し て 
来 て 、 各 分 担 の 審査 宜 が 指名 され て 鑑定 書 を 災い た も の で 、 な か な か 勉強 に た 
つた も の で ある 。 私 も 2 度 指名 され 区 裁判 所 へ 鑑定 書 を 田 し た と と が ある 。 ま 
た 、 出 張 で 思い だ す の は 、 い つの 夏 か 、 そ れ ま で ほとん ど な か つた の に 大 量 に 
出張 させ る と いう こと で 、 私 も 行け る と いう 中 に は い り 、 仲 間 と いろ いろ 計画 
を 立て て いた ら 、 生 悩 そ の と き あ る 事件 が 起 つて 、 急 に 全部 駄 朋 と いう こと に 
な り 、 が つか り し た と と が あつ た 。 

課 が 別れ た 頃 か ら 仕事 も 段々 多く な る の に 、 世 間 も 第 1 次 大 戦後 の 好景気 で 
特許 局 銘 へ は な か な か 人 が 来 な い 。 それ で 、 止む を 得 ず 、 機械 課 に 機械 専門 
で な い 、 堪 科 や 、 水 産 や 、 図 委 田 の 人 達 が 来る よう に な つた 。 こ れ は 今 か ら 基 
えれ ば 当然 の こと だ が 、 そ れ ま で は 全部 機械 科 出 身 着 が 担当 し て いた も の だ つ 
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た 。 こ ら の 結 果 、 農 事 試験 場 か ら 兼 務 で 来 て いた 正 村 慎 三 郎 君 が 、 独 の 曲面 の 発 
明 を 特許 出願 し 、 内 規 に し た が つて 3 人 の 徐 査 官 で 守 査 する こと に な つ て 、 
勝山 、 関 の 両 百 と 私 と で 特許 し た こと が あつ た 。 
。 こ の 勝山 秀 尾 と いう 人 は 、 専 門 は 物理 で も り 、 共 礎 が し つか り し て お り 、 し 
か ゃ 特 誕 法 その 他 に つい て も な か な か 研究 し て いた の で 、 種 々 教え られ た と と 
が 多 か つ た 。 ま た 、 関 天 も 勝山 寿 同 様 ま じ め な 勉強 家 だ つた が 、 旅行 や 絵 が 
好き で 、 自 分 で も な か な か 良い 絵 を 描き 、 信 州 の 柔 畑 を 描い た 油絵 の 額 は 、 私 
の 部 屋 に 掛け て あつ て 、 出 る と き 残 し て 来 た か ら 、 戦 争 の ゴタゴタ まで 審判 の 
部 屋 に あつ た と 思う 。 大震災 で 焼け る まで の 上 庁舎 は 、 道 三 町 ( 今 の 大 手 町 の 一 
部 ) に あつ た の で 、 そ れ に ちな ん で 道 三 会 と いう 共済 組合 の よう な 会 が 、 全 局 
上 員 を 会 員 と し て 設け られ て いて 、 年 1 回 の 総会 が 当時 の 局員 全体 の 集 り で 、 し 
か もの 笑 会 で も つた 。 私 の 入局 の 甘 に は 交 浦 で 催さ れ 、 湯 滋 課 長 を 取 巻 い 
て 、 森 健吾 君 等 の 若い 連中 が 盛ん を に メー トル を あげ て いた よう だ つた 。 

当時 の 人 で 忘れ られ な い の は 、 審 査 官 袖 の 筆頭 に いた 伊東 閉 芯 氏 で 、 同 氏 は 
明治 の 初期 に は 技術 家 と し て 重 室 が られ た 人 らし い が 、 当 時 は 相当 の 老人 で 、 
岡部 忠 敏 氏 や 勝山 君 が 面倒 を 見 て 、 文 房 具 や 玩具 の 審査 を や つ て いた 。 私 が 
珍し く 思 つた の は 、 同 氏 が 毎日 か か さ ず 、 弁 当 に 持参 の バン を アア ュー ルケ ラン 
プ で 焼き 、 チー ズ や 果物 を 添え て 食べ る こと で 、 同氏 は 、 また 細工 物 が 得意 
で 、 自 宅 に は 仕事 場 も ちり 、 私 も 蔵書 印 を 1 つ 彫 つて 貰 つ た が 、 小 刀 を 作 つ て 
貰 つ た り 、 鈴 忠 の 解 化 法 の 伝授 を 受け た 人 も あつ た 。 その頃 、 ど こ に いた か 、 
後に 会 計 や 商標 に いた 丸田 近 義 君 $ 忘れ られ な い 存 在 で 、 口 も 入 丁 、 手 も 入 丁 
の 人 で 、 仕 事 も る よく や る が 、 い つも る 面白 いと と を いつ て 人 を 笑わ せ て いた 人 だ 
つき 

崎 川 局長 か ら 、 村 上 、 鈴 木 、 中 井 、 宮 内 と 局長 が 代 つ て 、 大 正 10 年 1 月 に 局 
が 大 きく な り 、 特 許 法 そ の 他 も 現在 の もの に な り 、 機 械 部 、 化 学 電気 部 が 総務 
部 、 審判 部 、 意 匠 商標 部 と 並ん で で きた 。 こ の 拡張 の 前 後 C 沢 山 の 人 が 3 入 つ 
て 、 局 は 賑やか な 大 世帯 に な つて いた 。 拡張 の と き 、 す で に 機械 課長 の 三田 氏 
は 、 審 判 の 広瀬 基 氏 と 入 換 つて いて 、 広 瀬 氏 が 初代 の 機械 部 長 に な つた 。 私 は 
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この 拡張 で 審 判 に 廻 さ れ た が 、 す ぐ 箸 判 も や ら ず 、 数 年 間 は 旧法 の 残り の 再 密 
査 の 跡 片 付け を や ら さ れ 、 机 は 機械 部 第 3 課 の 隅 に 置い て いた 。 

その 頃 ま で に 来 た 人 で は 、 早 いと ころ で は 大 正 6 年 に 大 塚 刻 雄 、 堀 川 冬 弘 の 
両 君 が 入 り 、 そ れ に 前 後 し て 佐多 、 沼 田 、 川 辺 、 稲 垣 、 藤 浪 の 諸 姦 が 来 、 水 産 
講習 所 出身 の 村山 敏 三 (当時 は 鈴木 妹 だ つた )、 田中 清明 の 両 天 も 来る し 、 名 
古屋 高 工 出身 の 加治 、 奈 倉 の 両 娠 も 同 校 教 授 だ つた 私 の 友人 の 世話 で 入 つ た 。 
上 層 部 で は 、 前 の 局長 の 宮内 氏 が 次 長 に な り 、 長 官 は 次 官 の 田中 隆三 氏 が 兼務 
され た 。 部 長 級 で は 密 判 部 長 が 田中 鉄 三郎 氏 、 意 匠 商標 部 長 が 村山 小次郎 氏 、 
化学 電気 部 長 は 増 島 氏 だ つた と 思う 。 

私 の 入局 当時 の 庁舎 の あつ た 位置 は 、 神 田橋 か ら 大 手 町 へ 行く 1 つ 手 前 の 、 
術 生 会 の 角 を 左 へ 申 つ た 右側 で 、 道 路 に 面 し た 処 は 長屋 円 の よう な 構え で あつ 
て 、 こ の 左側 に 出願 、 疹 録 、 右 側 に 審判 が あり 、 そ れ を 南 に 通り 抜け る と 、 2 
階 午 の 本 館 の 西端 に 突 当る 。 こ の 本 館 の 2 階 の 南東 の 陣 が 局長 室 、 廊 下 を 隔て 
た その 前 が 発明 課長 室 で も あり 、 そ れ に つづ いて 第 1, 2 係 の 室 、 さ らら 第 3 係 の 
室 と な つて いて 、 第 4 係 す な わ ち 電気 の 室 は 第 2 係 の 前 の あたり (に あつ た 。 こ 
の 本 館 の 奥 に 印刷 工場 、 ま た 本 館 の 北 に 少し 離れ て 図書 館 の 書庫 が ぁ り 、 陳 列 
館 は 東 隣 の 鉱山 監督 局 を 中 に 挟ん で 、 街 の 角 に 東向 に 建つ て いた 。 大 正 10 年 の 
拡張 前 に 、 道 路 治 い の 部 分 は 、 新 館 の 敷地 と し て 取 払 われ 、 工 場 の 北側 安田 銀 
行 に 和 価 つた 処 に 、2 階 建 の バラ ッ ク 式 の 仮 事務 所 が 建ち 、 こ と で 宮内 氏 の 挨拶 
を 聞い た 記憶 が ある 

大 正 12 年 9 月 の 大 震 災 の と き は 、 も ちろ ん 新館 は 落成 し 、 機 械 部 は その 3 了 
南部 を 占め て いて 、 私 の 机 は 、 そ の 南端 の 第 三 課 の 室 に あつ た 。 地震 の と き は 
3 階 に いた の で ずい ぶん ゆれ 、 机 に つか まつ て や つと 体 を 支え 筋 向 う の 燥 元 造 
の 建物 の 塔 の よう な 部 分 が 崩れ る の を 見 て いた 。 こ の 鉄筋 コン クリ ー ト の 本 館 
も 地震 で は 倒れ な か つた が 、 翌 日 に 内 部 の は と ん と 全部 を 焼い て し まつ た 。 数 
日 後に 非常 秒 子 か ら 具 つて 見 て 、 椅 子 の 虹 旋 発条 だ けが 綺麗 に 焼け た 灰 の 中 に 
行列 し て 並ん で いる の に 抱い た 程 、 よ く 机 も 、 公 報 $ 跡 形 な く 焼 け て いた 。 残 
つた の は 長官 室 そ の 他 、 余 り 焼 ける る の の 置い て な い 室 だ け だ つ た 。 大 岩 炎 
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で 、 九 段 上 の 媒 商 務 大 臣 の 官邸 が 焼け 残 つ た の で 、 こ こ が 当 分 の 仮 事務 所 に な 
り 、 電 車 が 復旧 し な い の で 、 目 白 の 自宅 か ら 隔 日 に 巻 脚 伴 地 下 足 袋 で 、 し ば ら 
く こ と こ へ 通 つ た こと を 覚え て いる 。 

官 氏 で は 特許 局 の 外 、 本 省 の 各局 その 他 も 当分 一 緒 だ つた が 、 特 許 局 だ けが 
焼け 残 つ た 出勤 仁 を 出し て いて 評判 だ つた 。 し か し 、 問 も な く 目 黒 の 三井 研究 
所 の 1 部 (審査 部 お よび 意匠 商標 部 は 原宿 上 の 島津 化学 館 ) に 移り 、 大 手 町 
に バラ ッ ク が で きる まで いた 。 この 目黒 時 代 は 、 周 囲 が 如何 に も 郊外 らし い 景 
色 で 、 競 馬場 、 不 動 尊 、 該 天 寺 辺 まで 足 を 延 し 、 午 休 の 散歩 の 折 に は 可 な り の 
ん びり し た 気分 も 味 つ た 。 ま た 、 帯 務 所 附属 の ュー ト で 、 三 井 の 人 達 と 局 の 上 
手 な 連中 と が テニ ス を や る の も る 見 物 だ つた が 、 そ れ に 刺 載 され て 、 初 心 者 ば か 
り 集 つて 、 近 所 の 貸 コ ー ト で ラケット を 振り 名 し た と と も 忘れ られ な い 。 

と の 疎開 時 代 に 、 従 来 非 全 式 に や つて いた 商標 の 商品 の 類 否 、 そ の 他 の 相談 
が 表面 的 な も る の に な り 、 商 標 課 兼 務 の 辞 信 を 受取 り に 原宿 の 村山 部 長 の と ころ 
へ 行 つ た と と が あつ た 。 

大 手 町 の ベラ ッ ク に 移る と 、 和 審判 部 の 川 部 書記 課長 の 催促 が 急 に な り 、 再 審 
査 を 片付け て 本 式 ヒ 夫 判 を や る よう に な つた 。 審判 部 も 審査 で 考え て いた よう 
で な く 、 な か な か な ど や か で 愉快 に 仕事 が で きた 。 

ある ! 時 、 足 を くじ いて ビッ = を 引き 、 枕 を 頼り に 出勤 し た ら 、 周 囲 ぶ が 同情 し 
て } 週間 程 宅 調 こ し て くれ 、 丁 度 受 持つ て いた 難 件 を 片付け た こと も あつ た 。 
和 机 を 審判 部 に 移し た 頃 まだ 部 長 は 田中 鉄二 郎 氏 で 、 抗 告 審判 で は 、 三 田 、 津 沢 
両氏 と 、 局 と し て は 新しい が 、 平 野 豪 氏 が 古 顔 で 、 あ と は 同年 間 か 若い 連中 
で 、 化 学 の 山本 純 吉 君 、 池 田 腕 平 妊 、 下 長 賜 君 、 袖 助 官 と し て は 佐藤 栄 喜 、 木 
本 雄 、 石谷 寿 大 の 3 妊 で 、 山本 妊 が ち き や め て 川崎 交 球 次 郎 君 が 来 た か と 思 
う 。 初 審 は 、 今 井 信 磨 理 と 佐藤 耕 夫 君 の 2 人 で 、 電 気 は 、 や は り 石 谷 君 が 兼務 
で 受 持 つて いた 。 ま た 、 陳 列 館長 の 岡部 娠 が 抗告 審判 に 、 図 番館 長 の 三根 君 が 
初 審 判 を と きど き や つ て いた 。 事 務 官 と し て は 原 佐 一 氏 と 書記 課長 の 川 部 佑 吉 
君 が 抗告 箸 判 、 初 審 は 、 書 記 課 付 の 大 沢 豊 次 郎 君 と 諸井 桃 二 、 中 村 幸 人 入 の 両氏 
筐 で あつ た よう だ 。 後 に は 大 塚 辰雄 、 小 川 潤 次 郎 の 両 理 、 さ ら に 川辺 買 一 、 佐 
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多 真 一 、 坂 田 一 親 の 話 湖 も 審判 に 来る し 、 ま た 、 事 務 官 で は 日 下 辰 太 、 磯 谷 光 
年 、 塩谷 狩野 吉 、 高 橋 広 順 の 諸 周 と 審判 を や つた と 思う 。 

私 は 、 新 顔 と いう の で 大 審 院 戻り の 事件 を 相当 割当 て られ 、 こ と れ を 何と か し 
て 主 交 を その まま に し て 通す よう に た 午 こ うと 、 随 分 苦心 し た も ゃ の だ つた 。 当時 
の 審判 で は 、 和 守 判 官 5 人 の 特例 で ある 突 素 肥料 事件 の 最後 の 審決 を 、 池 田 君 と 
日 下 妊 と が 主任 と し て 書い て いて 、 箱 根 に 節 城 し て 両 百 が 任 上 げた 審決 で 、 3 
回 か 大 審 院 に 上 告 さ れ た 事件 を 納め た こと 、 や は り 古 2 の 関係 し た 事件 と 思 
う が 、 出 願 系 の 上 告 に 国 が 被告 に され る べき で な いと 争 つ て 、 日 下 君 が 長 交 の 
答弁 書 を 番 い た こと 、 当 時 すでに 弁理 士 に な つて いた 馬場 閣 一 氏 が 上 告 代理 人 
と し て 、 電 灯 カ ペー に 関す る 人 敬 録 実用 新 委 中 に 考 染 が 包含 され て いる と 主張 し 
て 、 大 審 院 に 認め させ た こと 、 佑 谷 君 が 実用 新案 の 貞操 帯 の 出題 を 秩序 を 款 る 
も の と し て 拒絶 の 審決 を 書い た こと 、 三 田 釧 吾 氏 が チビ た よう な ペン を 返 し 
に 使 つ て 、 綺 麗 な 槽 書 で 審決 を 書く 一 方 、 川 部 君 が 無造作 に 毛筆 で 審決 を 書い 
て いた こと 等 忘れ られ な いい 。 

そし て 、 は じ め 拓 告 審判 に いた 私 も 、 そ の 当時 総務 部 長 だ つた 中 松 真 卿 氏 か 
ら 左 須 で な いと と くに 断 わ ら れ て 初 塞 に 移 つ て 、10 年 程 初 審 に 落 付 いて 仕舞 つ 
た 。 段々 話 が 新しく な る の で 、 と この 辺 で この 思い 出 話 を 止め ある が 、 大 正 5 年 か 
ら 昭 和 15 年 まで 20 年 以上 も 置い て 貰 つ た こと に な り 、 そ の 間 、 主 脳 部 の 抑 速 主 
義 に 同調 し な か つた た めか 余り 優 骨 され ず 、 時 に は 出 て 行け が し の 待 時 を 受け 
た こと も あつ た が 、 生 米 こ の よう な 仕事 が すき で あつ た た めも ある が 、 こ う 芯 
く 居 られ た の は 、 同 僚 そ の 他 後 輩 の 諸君 の 親切 に よる も る の で あり 、 今 で も 特許 
庁 へ 行く と 政 郷 に 帰 つ た よう な 気持 に な る の は 、 ま つた く こ と の た めで ある と 思 
つて いる 。【〔 元 特許 局 審 判官 ( 勅 任 )〕 


特許 庁 四 の SN MI 出 
三 。 爆 。 系 太 


私 が 、 人 久留米 市 を 洗う 筑後 川 の ほとり の 一 案 村 に 生れ た 年 に 、 専 売 特 証 条 例 
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xx が 発布 施行 せら れ 、 昔 商務 省 工 務 局 に 専売 特許 所 が 躍 々 
記 ) 2 一声 を も げた の で ある か ら 、 特 許 庁 は 、 私 と 同年 配 で 
あり 、 そ の 生長 変遷 は 、 私 に と つて は 、 一 入 の 関心 事 で 
あぁ る 。 私 が 小学 生 の 頃 、 九 州 鉄道 が 開通 し 、 そ の 開通 式 
に 小型 で は ある が 機関 車 を 迎え て 機械 の 面白 さ を 覚え 、 


久留 米 中 学 2 年 の 時 、 手 製 の 帆船 で 自宅 か ら 久 留 米 迄 3 


里 の 水上 を し ば し ば 人 往復 し た と と が あつ た が 、 つ いた だ 機 
械 を 学ぶ と と を 志 し 、 五 高 を 経て 東京 大 学 を 出 た の が 明治 41 年 7 月 、 恩師 真 
野 、 井 口 両 先生 に 御 串 い し て 、 特 許 局 に 夫 職 し 得 た の が 同年 8 月 、 中 松 盛 雄 局 
長 の と き で あつ た 。 

当時 、 特 許 局 $ 創設 後 20 余 年 を 経た ば か り で 、 特 許 制 族 も まだ 試験 時 代 の 域 
を 脱し な い 状 態 で て も つた 。 

専売 特許 条例 は 、 主 と し て イギリス 、 ラ ラン ラ 法 規 を 委 と し た も の の 由 で あ 
る が 、 明 治 21 年 の 特許 条例 は 、 ア メリ カ ヵ 法 に 人 つ た も の で ある 。 明治 32 年 お よ 
び 同 42 年 の 特許 法 に 至 つ て 、 ド ィ タ 法 の 規定 が 数 多く 取入れ られ た 。 これ 迄 は 
最 先 発明 者 に 特許 する 建前 で も つた 。 し か る に 、 明 治 38 年 に 至 つて 実用 新 委 法 
が 制定 施行 せら れ 、 こ と これ は 、 さ き に 施行 せら れ た 商標 法 、 意 匠 法 と 同じ く 最 先 
出願 者 を 許可 する 建前 で も る か ら 、 た と え 特 許 法 で 最 先 発明 特許 主義 を 採 つ て 
も ゃ 、 同 じゃ の を 実用 新案 と し て 出願 する も の が あつ た 場合 は 、 こ の 実用 新 楽 
は 、 当 然 許可 せら れる の で ある か ら 、 特 許 法 の 発明 物 触 導 続 は 、 こ の 一 角 か ら 
月 れる と と に な る 訳 で あつ た 。 

そこ で 、 胃 治 42 年 の 特許 法 で は 、「 同 一 発明 に 関す る 特許 出願 中 若 は 実用 新 
案 郊 録 出 願 中 令 は 共 の 特許 権 若 は 実用 新案 権 の 存続 中 は 、 す べ て 発明 を 新規 と 
邊 人 敏 す 」 と いう 規定 を 挿入 し て 、 そ の 上 弊 を 除く こと に し た が 、 図 ら ず も 別 な 盲 
点 が 現われ た 。 と いう の は 、 こ の 規定 に よる と 、 実 用 新案 権 の 存続 中 は 、 発 明 
は 、 新 規 と 看 付す の で ある か ら 、 最 初 に 実用 新案 の 診 録 を 得 て 当 時 の 規定 で あ 
る 、6 年 間 の 保護 を 享有 し て お き 、 そ の 存続 期間 の 終る 項 に 同じ も の を また 特 
許 出願 すれ ば 、 発 明 で ある 限り 、 さ ら に 15 年 間 の 専有 権 が 得 ら れる と い 5 珍 現 

508 


特許 庁 の 思い 出 


象 を 生じ た の で ある 。 事実 、 西 尾 基 の 「 旬 の 子 た わし 」 は この 盲点 を 巧 に 利用 
し 、 前 後 を 通じ て 21 年 間 の 専有 権 を 衣 有 し た の で ある 。 

これ 等 の 半 例 と 、 さ ら に 特許 法 開始 以来 約 50 件 に 上 る 、 発 明 算 触 事 件 に お い 
て 、 先 発明 者 の 証拠 方 法 が 奏効 し て 、 先 出 名 者 を 退け 特許 を 獲得 し 得 た の は わ 
ず か 1 件 に 過ぎ な か つた 事実 な ど に か ん が みみ 、 大 正 10 年 の 特許 法 で は 、 最 先発 
明 特 許 主義 を 一 抑 し て 、 特 許 法 も また 他 の 3 法 と ひと し く 最 移出 願 特許 主義 に 
切換 えら れ 、 今 日 に お ける よう に スッ キリ し た も の に な つた 。 も つと ゃ 発明 物 
触手 続 は 、 本 家 の ア スリ カ に お いて も 、 余 り に 完備 し た 手続 が か えつ て し ば し 
ば 公衆 の 色 叶 の 的 と な る と の 批判 が ある 位 で も る か ら 、 上 記 の 改正 は 、 本 家 を 
一 歩 追 越し た こと に な る 訳 で あつ た 。 

その 頃 、 守 相 審判 に 従事 する 誰 で も が 抱い て いた 疑 は 、 特 許 法 の 発明 と 実用 
新 委 法 の 考案 と どう 違う か と いう 問題 で も つた 。 局内 法律 家 の 説 々 と ころ は 、 
発明 に 定義 は な い 。「 発 明 の 観念 は 、 社 会 通念 に よ つ て 判断 する より 外 な い 」 
と いう の で あり 、 外 の 答 が Y に な つた だ け で あつ た 。 

そこ で ある 日 、 私 は 、「 旬 の 子 た わし 」 の 問題 を 提げ て 発明 課長 の 湯浅 藤 市 
郎 氏 に 訳し た の で ある 。 湯浅 課長 の 説明 は 、 つ ぎの 通り で あつ た 。 

「 菓 子 と ブラ シ と は 用 途 が 異 る 別物 品 で ちる 。 し た が つて 、 イ ギリ テニ テ 特 許 抜 
茶 に 似 た 構造 の ブラ シン が あつ て も 、「 亀 の 子 た わし 」 は 新規 な る 実用 新 健 と し 
て 次 録 せ ら る べき で ある 。 ま た 、 発 明 力 も 考 委 力 も 本 質 的 に 同じ る の で も る か 
ら 、 も し 「 旬 の 子 た わし 」 が 特許 出願 と し て で て くれ ば 許可 し な い 訳 に 行か な 
い 」 と 。 

浅 氏 は 、 人 も 知る 通り 、 造 語 深く 、 利 害 に 届 し な い 確 か り し た 人 で 、 そ の 
意見 は 、 審査 蜜 判 の 共進 と する に 足る だ け の 権威 が あつ て 、 誰 $ そ の 意見 を 打 
ち 破る こと は で き な か つた 。 後 年 、 私 は 欧米 に 出張 を 倫 ぜ や られ 、1 ギ リス 、 ド 
ォ ツ ッ 、 ア メリ カ の 特許 局 訪問 の 際 、 常 に この 問題 に つい て 意見 を 変換 し た が 、 
前 記 湯 浅 氏 の 意見 を 覆す る に 足る 資料 は 得 ら れ な か つた ば か りか 、 む し ろ そ れ 

定 する 方 の 資料 が 見 出さ れ た の で ある 。 同氏 の 意見 で 、 な お つぎ の よう な 
あ 
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「 日 本 人 は 発明 と いえ ば 無 暗 に 高度 な も の に 考え た が る の で 、 特 許 法 だ け で は 
発明 考案 を 満足 に 保護 する こと が で きぬ よう に な つた か ら 、 委 用 新案 法 が 必要 
な の だ 。 し か る に 、 実 用 新案 法 を や つて いる 内 に 、 考 筆 が 段々 高度 の も の に な 
つて 来 た の で 、 今 度 は 「 型 」 と いう 5 語 を 入れ て 本 来 の 姿 に 返す 必要 が 生じ た の 
で ある 」 と 、 大 正 10 年 の 実用 新案 法 は 、 実 に 上 記 の 意見 に よ つ て 制定 せら れ た 
の で ある らし い 。 

さて 、 私 と 同じ 年 に 特許 局 に 入 つ た 人 に 、 中 松 真 卿 氏 ( 後 の 特許 局長 官 ) と 
川久保 修 吉 氏 ( 後 の 資 源 局 長官 ) と が あつ た 。 両氏 と も 前 後 し て 本 省 に 入り 、 
それ ぞ れ 鉱山 局長 や 水産 局長 に 低 ぜ られ た が 、 中 松 氏 は 間もなく 崎 川 四郎 長 
官 の 時 に な つて 、 総 務 部 長 と し て 帰任 し 、 崎 川 、 中 松 の 名 コン ビ が で き 、 長 官 
を 援 け て 局 務 の 進展 に 寄与 し 、 要望 を 一 身 に 集め た 。 同氏 は 人 と な り 温 厚 穫 
実 、 よ く 他 の 意見 に 耳 を 傾け た 人 で あぁ る 。 弁 理 士 西本 質 氏 が 氏 を 評 し て 「 上 に 
良 ぐ 、 下 に 良く 、 ま た 同僚 に も 良い 。 あ れ で も 役人 が 勤 ま る の だ か ら 少 し 見 習 
つた ら ょ かろ う 」 と よく 人 に いつ た も の だ 。 中 松 氏 は 、 昭 和 5 年 崎 川 氏 の 後 を 
継い で 3 代目 の 専任 長官 と な り 、 特 許 局 新 庁舎 の 建設 移転 や 、 特 許 法 施行 50 年 
記念 諸 会 合 の 催し 、 つ づい て 御前 講演 な ど 特 許 局 の も つと も 華 か な 時 代 に 活躍 
し た 人 で ある 。 後 、 戦 争 の た め 辞 任 の や むせ なき に 至り 、 や が て 日 本 失 鉄 社長 、 
中 央 ゴ ァ 社長 等 に 歴任 し た が 、 氏 の 本 貨 は 、 や は り 特 許 発明 に あつ た らし く 、 
終戦 後発 明 協 会 々 長 と し て 楽 人 嘱 目 の 的 と な り 、 そ の 徳 望 と 手 脆 と を 期 待 せ ら 
れ た が 、 不 幸 に し て と れ は 実現 せ ず し て 長 逝 し 、 惜 し まれ た の で ある 。 

中 松 盛 雄 局長 も また まこ と に 温厚 な 人 で あつ た が 、 大 正 2 年 行政 整理 の 際 、 
気の毒 な 状態 で 辞任 せら れ た 。 後 、 思 い 切 つ て 弁理 士 を 開業 せら れ 、 そ の た め 
に 白 業 の 地位 を 高め た 功績 は 基 大 で ある 。 

さて 、 大 正 9 年 に 官制 の 改正 が あり 、 私 は 、 局 長 宮内 国 太郎 氏 の 下 で 審判 課 
勤務 の まま 、 図 書館 長 や 公報 印刷 の 仕事 を 命ぜ られ た が 、 季 密 特 許 包 袋 保管 用 
の 設備 が 如何 に る 物 弱 な の で 、 会 計 か ら 金 300 円 也 を 貰い 、 こ れ で 青川 金庫 店 
に 命じ て 時 価 1.200 円 の 金庫 を 捧 え ん た こと が ある 。 これ が 後 年 大 震 災 で 奇 中 的 
に 焼け 残 つ た 唯一 の 金庫 で も る 。 ま た 、 そ の 翌年 特許 局 が いよ いよ 昇格 し て 、 
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長官 制 と な る と いう の で 、 舎 ぜ ら れ て 自動 車 を 購入 し た こと と が ある 。 私 は 、 三 
姜 商 事 か ら 「 ス チ ブ ンス 」 と いう 自動 車 を 7, 000 円 に 値 切 つて 買 入 れ た 。 と れ 
が 特許 局所 有 の 第 1 号車 で あり 、 後 日 岩 災 の 後 始 来 に 役立つ た の で ある 。 

大 正 11 年 、 初 代 専任 長官 中 川 友 次 郎 氏 着 任せ られ る や 、 図 書 倉 庫 に アメ リカ 
特許 正副 2 通 無 硬 数 十 万 件 が 未 整理 の まま 山 と 積ま れ て いた 。 私 は 、 長官 に 
「 何 うさ れ ま すか 」 と 伺 つ た と ころ 、 長 官 は し ば らく 考え て 『 1 通 は 大 阪 中 乏 
鳥 図書 館 に 整理 閲覧 を 条件 と し て 、 金 3, 000 円 を 附け て や る 。 残る 1 通 は 、 局 
員 全部 1 日 仕事 を 休ん で 分 類 整 理 す る 」 と いわ れ 、 長 官 は 自ら 先頭 に 立つ て そ 
の 通り され た 。 け だ し 英断 で て も る 。 そ の た め 、 図 書館 は と ドイ と と を する と 私 
は 攻撃 の 的 と な つた 。 不幸 に し て 特許 局 保管 の る の は 震 災 で 全部 消失 し た け 
れ と も ゃ も 、 大 阪 寄 贈 の 分 は 災害 を 免れ て 現存 し て いる 。 当時 の 中 之 島 図 書館 長 今 
井 買 氏 も 、 か ね て 特許 女 献 の 葛 集 に は 非常 な 熱意 を 有 せ られ た 人 で 、 す で に イィ 
ギリ ラス 特許 抜 基 の 資料 配布 を 受け られ て いた 際 で も あぁ あり 、 こ の 寄贈 を 大 変 喜 ば 
れ 、3, 000 円 の 整理 費用 も 全部 返さ れ た の で あつ た 。 

崎 川 兵 は 、 前 に 中 松 盛 雄 局長 5 年 半 在任 の 後 を うけ て 大 正 2 年 か ら 6 年 迄 約 
4 年 間 在任 せら れ 、 お お い に 局 内 の 官 規 を 岬 新 せ られ た が 、 中 川 長官 呑 任 の 後 
大 正 12 年 8 月 29 日 新た に 第 2 代 専任 長官 と し て 帰任 せら れ た 。 し か る に 、3 日 
後 の 9 月 1 日 に 関東 大 岩 災 が 起り 、 特 許 局 庁舎 は も と より 、 せ つか く 整理 完了 
し た 許 り の 外国 特許 公 戦 類 を 始め と し 内 外国 交 献 は に と ご と く 灰 類 に 帰し た 。 
そこ で 減 失 し た 権利 書類 や 出願 の 回 復 手続 を 急速 に 推進 せら れる と と も に 、 
和 査 資料 回 復 の た め に 、 ま ず 国 内 府県 その 他 に 寄贈 され て いた 特許 公報 類 を 回 
収 す る こと と に な り 、 局 内 は 、 当 分 の 間 整 理 に 没頭 忙殺 し た 。 し か る に 、 欧 米 話 
国 の 特許 明 沖 書類 の 葛 集 回 衝 し に は 、 長 官 は じ め 一 苦労 で も や つた 。 さ いわ い 中 松 
真 卿 氏 は 、 鉱 山 局長 と し て 海外 視 祭 の 途 に あり 、 同 氏 の 緊 多 な る 連繋 と 、 欧 米 
諸国 の 深 基 な る 同情 と に よ つ て 、 ほ 人 ほ 乱 災 前 の 状態 に 衝 す る を 得 た の は 、 郊 家 
の た め 率 いで あつ た 。 

崎 川 氏 は 、 長 官 と し て 昭和 5 年 迄 7 年 間 在任 せら れ 、 局 長 時 代 を 通算 すれ ば 
実に 11 年 間 、 特 許 行政 の 条 に 当ら れ 、 も つと も 長く 特許 局 を 育て 上 げた 、 切 つ 
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て も 切れ な い 功 労 者 で も る 。 同氏 に 対 し て は 、 昭和 5 年 親 任 官 の 待 明 を 昌 つ 
Gb 

私 は 、 在 職 32 年 間 に い ろ い ろ な こと に 携 つ た けれ ども ゃ も 、 審 査 審 判 を 離れ た こと 
と は 1 度 も な か つた 。 よく 人 は 入学 試験 の 夢 を 見 る と いう こと を いう が 、 私 の 
項 は 入学 試験 は 今 往 むつ か し く は な か つた 。 私 ども の 夢 は 、 や は り 特 許 と か 実 
用 新 委 と か に 関係 が ある 。 広 瀬 基 機械 部 長 の 下 に 機械 課 の 一 課長 を し て いた 頃 、 
他 課 の ある 守 査 官 が 風邪 で 発 球 し た こと が あつ た 。 部 長 は 、 当 該 課長 に 谷 じ て 
その 病床 を 見 無 わ し め た 。 と ころ が その 課長 が 帰 つ て き て の 報告 に 、「 束 が 高 
く て み ッ 言 を いう 。 妻 君 の 話 に よる と 、 矢 張り 特許 と か 実用 新案 と か いつ て お 
り ま す 。 そ の 中 に 今月 は まだ 20 件 と か 申し て お り ま す 」 と 、 こ れ を 聞い て さす 
が 剛 気 の 部 長 も 目 を 光 ま せ て 、 下 を 向い た の で あぁ る 。 そ の 頃 、 審 査 官 1 人 の ノ 
シェー は 、 機 械 部 で は 実用 新 筆 3 件 を 特許 1 件 に 換算 し て 、 毎 月 25 件 以上 と いう 
と と に な つて いた 。 

また 、 こ ん な こと も あつ た 。 崎 川 長官 の 時 、 本 省 か ら 転 任 し た よく 風 る 審判 
部 長 が いた 。 あ る 日 私 は 、 処 分 件 数 が 少 い と いう の で 呼ば れ た 。 部長 の 前 に 行 
く と 、 部 長 は 眼 を 擦り な が ら 処 分 月 表 を 見 て 、「 百 は 少し も や つて いな いで は 
な いか 」 と いう の で ある 。 私 は 、 その 月 は 調子 が よく 10 数 件 処分 し て いた の 
で 、 た ゞ さち に 「 そ れ は 表 の 間違い で す 」 と いう と と が で きた 。 そこ で 2 人 で 処 
分 表 を 改め て 調べ た と ころ 、 部 長 は 行 を 1 つ 間 違え て 隣 の 番 記 課長 の 数 字 を 見 
て いた の で あつ た 。 し か し と の 部 長 は 、 人 間 は よい 人 で あつ た 。 

大 正 10 年 の 特許 法 改 正 の 時 は 、 庶 務 課 長 の 馬場 額 一 氏 が 主として その 衝 に 当 
り 、 調 査 課 の 事務 官 三宅 発 士郎 氏 が 施行 規則 等 の 原案 を 起草 する こと に な り 、 
私 は 同氏 と 相談 の 上 、 

「 特 許 請求 の 範囲 に は 発明 の 椅 成 に 欠く べから ざる 事項 の み を 1 項 に 記 穫 すべ 
し 」 
の 1 項 を 加え て 貰う こと に し て 会 議 に 了 臨ん だ 。 と と ろ が 広瀬 発明 課長 まず 著 成 
し 、 つ いで 田中 鉄二 郎 審 判 課長 養成 し 、 何 人 に ゃ 異議 が な か つた の で た だ ち に 
決定 し た の で ある 。 
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これ は 、 胃 治 32 年 制定 の 特許 法 施行 細則 第 29 条 に 「 特 許 の 請求 箇 囲 は 発明 の 
要 部 に 限り 之 を 記 識 すべ し 」 と ある の を 特許 範囲 確認 審判 の 経験 か ら 一 層 強 化 
し た も の で 、 換 言 す れ ば 、 要 部 を 数 項 に 列挙 し た の で は 、 時 と し て 要 部 中 に 主 
た る 要 部 と 従 た る 要 部 と が ある と と が あつ て 、 人 に よ ょ つて その 解 息 が マチ ー ィ チ 
(に な る こと と を 防ぐ と と を 狙 つ た の で ある 。 な お 、 こ の 規定 は 、 特 許 法 第 7 条 の 
窪 連 発明 の 条 交 と 相 呼 応 す る 、 施 行 規則 第 38 条 第 7 項 (現行 第 6 項 ) の 規定 と 
両 々 相 師 つ て 、 発 明 の 保護 に 中 層 な か らし め た の で あつ た 。 

私 は 、 員 和 14 年 の 茶 に 特許 局 を 辞し て 、 戦 時 中 精密 機械 統制 会 の 創立 に 関係 
し 、 後 > 会 社 の 常務 取締 役 に 転 し 、 終 戦後 、 あ ちる 人 の 勧め に よ ょ つて 漁業 会 社 
な ど と を 創立 運営 し て 見 た が 、 官 具 と 民 業 と で は まる で 様子 が 違 つ て お り 、 法 律 
は 守る べき も の か 、 破 る べき も の か 分 ら な く な つた 。 そ こ で 、 余 り 嘘 を 言わ な 
いで 生き られ る 道 を 選ん で 弁理 士 を 業 と する と と に し た の で ある 。 

い 、 特 許 局 在職 30 余 年 の 恩恵 に ょ つて 今日 基 な < 余生 を 送る こと が で きる 
の は 、 感 謝 の 至り で ある 。 

さて 、 弁 理 士 を や つて 痛感 する こと は 、 審 査 守 判 の 限 で 発明 考案 を 眺め た 場 
合 と 、 和 実施 を 目的 と し た 出願 人 の 立場 か ら こ れ を 見 た と き で は 、 ま る で 勘所 が 
人 違う と いう こと で ある 。 例 を 挙げ て 申せ ば 、 御 木 本 幸吉 氏 の 真珠 状 殖 法 に し て 
も 、 審 判 当時 聴い た 話 で は 、 同 じょう な こと が 支那 の 交 献 に ちあ あ つて 、 た だ 違 
つた と こと ころ は 、 わ ず か に 異物 を 真珠 具 に 挿入 する 際 に 、 こ れ を 孔 め 濃厚 な る 食 
塩水 中 に 浸し お く 」 と いう 点 だ け に 帰着 する 由 で あつ た 。 か か る 場合 、 交 献 徐 
査 の 想 上 で は 、 と か くく 発明 の 所 在 が 見 落 さ れる 危険 が ちあ る 。 し か し な が ら 和 実際 
生産 場 析 に お いて は 、 と こと 迄 消 ぎ つけ る 若 心 は 並 大 抵 で は な い の で ある 。 池田 
菊 苗 氏 の 調味 料 「 味 の 素 」 の 発明 や 、 田 郁 常吉 氏 の 水管 式 光 人 告 に し て も 、 何 と 
か 理 届 を つけ て 拒絶 する こと は 必ず し ゃ 困難 で は な か つた 。 し か る に 、 幸 い に 
も これ 等 が 許可 せら れ た ば か り に 、 そ の 結果 、 素 晴 し い 世 界 に 誇る べき 日 本 の 
産業 が 生育 し た の で ある 。 

終 に 臨み 、 私 は 在 宣 当 時 まつ た く 独 り よ が り の 良い 気 に な つて 審査 審判 に 徒 
事 し た の で 、 お そら く 私 の 誤 つ た 判断 に 泣い た 人 が あ も つた こと と 思う 。 こ ヽ に 
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遅 和 村 き な が ら 私 の 来 誤 時 代 に 経験 し た 審査 靖 と も いう べき 欠陥 を 披 湊 し て 、 深 

く 御 詫 を 申 上 げ る 次 第 で も る 。 

1. 私 が 子供 の 頃 、 学 校 や 物 の 本 に 教材 と し て 用 いら れ て いた 発明 は 、 い わ 
ゆる 大 発明 で も つて 、 今 か ら 思 えば 数 多 の 発明 が 積み 重 つ て で き 上 つた 完備 せ 
る 技術 で も つた 。 し か る に 、 特 許 局 の 出願 と し て 現われ る も の は 、 知 名 発明 家 
の 発明 で あつ て も 、 ほ と ん どこ と ご と く 零 細 な 単位 発明 で 、 前 者 を 大 木 と すれ 
ば 、 後 者 は 、 そ の 一 根 一 幹 、 ま た は 一 枝 一 葉 に 過ぎ な い 単 純 樹 想 で も る 。 し た 
が つて 、 そ の 効果 作用 も また 、 比 較 に な ら ぬ 程 弱小 稀 注 で も つて 、 私 の 認識 を 
この 水準 線 迄 持つ て 来る た め に は 、 相 当 の 日 子 と 苦 鹿 と を 必要 と し た 。 

2. 明細 和書 は 、 発 明 の 目的 と する 課題 を 解く と ころ の 秘 欠 公 開 の 交番 、 す な 
わ ち 解答 で も る 。 し た が つて 、 こ れ を 読め ば 専門 知識 を 有する 限り 、 誰 に で も 
わか る 和 飼 で ちる 。 し か る に これ を 審 査 の 相 上 に 持つ て 来 た 場 合 、 審 奉 で は 問題 
と 解答 と を 同時 に 見 る の で ある か ら 、 あ た か も 種 明 し を し た 手品 を 見 る よう 
で 、 さ つば ぱり 感心 が 起 ら な い 。 い ずれ を 見 て も 尋常 茶飯事 に 見 える 。 これ は 、 
客 査 官 に 負 ち され た 和 宿 谷 的 ハン デキ ャ ッ プ の 1 つ で ある 。 し た が つて 、 徒 々 に 
し て 創造 性 の 所 在 を 否定 する 褐 根 と な る 。 と と に 問題 (し ば し ば 難問 を 含む ) 
に 対す る 解答 が 簡単 で も れ ば ある 程 、 一 層 平 凡 視 され る 廣 が ある 。 し か る に 、 
発明 の 方 で は それ が か えつ て 苦心 の 所 産 で も る 場合 が 多く 、 か つま た 手段 が 簡 
単 で も る 程 、 工 業 的 価値 は 培 す の で ある 。 こ の 理 届 は 、 よ う や く 後 年 に な つて 
悟り 得 た の で ある 。 

3. つき に 新規 性 の 審査 に お いて は 、 発 明 の 同一 性 の 判断 が 基礎 で ある 。 し 
か る に 、 発 明 目 的 に 対す る 解答 、 す な わ ち 発明 の 構成 が な きわめ て 簡単 で あり 、 
さす れ ば と て 適 例 は いく ら 提 し て も 見 付か ら な い 。 も し 許可 し た 場合 、 後 で 適 
例 が 出 て 来 た ら 無能 振り を 指弾 され は し な いか と いう 、 一 抹 の 不安 と 、 さ ヽ や 
か な 自 意 心 が 手伝う 》。 す な わ ち 、 処 分 に 迷う の で ある 。 正当 な 手数 を か け て 適 
例 が な く 、 迷 うく らい な ら ば 速 か に 公告 し て 、 公 衆 審査 に 供 す べ き で ある の 
に 、 な か な か そう は で き 兼 ね る 。 結局 、 無 理 と 知り つつ 強引 に 手近 な 例 を 引い 
て 拒絶 する こと に な る 。 ま つた く 資 任 回 避 で ある 。 下 屈 と いわ れ て も 返す 言葉 
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は な い 。 私 は 、 迷 路 (実は 迷路 で も 何で も な い ) に 入 つ た ら - 上 司 に 相談 し た も 
の で ある 。 上司 は 、 と れ に 洗 し て 苦 か ら あ る 「 和 疑わ し き は 許せ 」 と いう 診 を 数 
えて 呉れ た 。 私 は 、 イ ギリ ラス 特 許 局 で 永久 運動 を 許し て いる 訳 は 、 彼 上 の 意味 
だ と 聴い た 。 

4. 同じ く 新 規 性 の 審査 に お いて 、 最 初 の 請求 範囲 の 記載 が 広大 で あり 、 こ 
れ に 装 す る 引 例 を 探す の に 相当 の 手数 が か か り 、 た と えば 絶好 の 引 例 が 見 付か 
つて 拒絶 理由 が 提示 せら れ た と と ろ が 、 出 願 人 は 、 請 求 範囲 を 訂正 箱 小 し て 喰 
い 下 つた 場合 、 さ ら に 適 例 が な い 。 こ ん な 場合 に は 当然 許さ る べき で ある が 、 
な か な か そう 人 簡単 に は 行か な たい 。 は じ め の 一 本 を 捨て る る の る 惜しく 、 結 局 、 
言葉 の 魔術 を 用 いて 拒絶 査定 で 手仕舞い と し 、 ノ ルー ィ を 稼ぐ 例 が 、 昔 は 往々 あ 
つた 。 た ゞ ヾ し 、 こ れ は 明らか に 違法 で あり 、 不 親切 で ある か ら 今 は その 跡 を 比 
つた 栓 様 で も る 。 とれ 等 強引 な 拒絶 を 称し て 「 徐 判 送り 」 と いつ て いた 。 

徐 査 官 1 人 の ノル シャ は 、 す で に 述べ た 通り 、 機 械 関係 ( 雑 品 の 発明 を 含 る ) 
で は 、 毎 月 特許 換算 25 件 乃至 30 件 、 こ れ 以 上 は 無理 で も つた 。 と これ 以上 強行 す 
る と 神経 が 典 状 し て 手 が え た り 、 対 談 中 絶句 する よう に な る の で ある 。 

今日 で は 調査 資料 が 累進 的 に 増加 し て いる か ら 、 分 類 に よ つ て 審査 範囲 を 局 
限 す る より 外 な いで あろ う 。 

5. 分 析 審 査 の 欠 苑 。 学 校 を 卒業 し て すぐ に 特許 局 に 入り 、 和 審査 に 従事 する 
場合 、 従 来 学 窓 で 慣行 と し た 科学 分 析 の 観 祭 方 法 が 先行 する の で 、 と か く 、 発 
明 を 特定 目的 達成 の た め の 不 可 分 の 手段 と し て みよ うと し な い の で 、 も つば ら 
その 村 成 要素 を な せる 部 分 部 分 の 密 理 に 終始 し て 、 結 論 を 出 そ う と する の で ある 
る 。 そ の 結果 、 発 明 目 的 に 対す る 合 され た 自然 力 の 作用 効果 の 認識 が 識 ら ず 
識 ら ず の 間 に 消失 し 、 閑 却 せ られ る に 至る 。 

そもそも 明細 和書 は 、 科 学 的 発見 に 立脚 し た きわ め て 少数 の 発明 を 除き 、 既 
知 の 科学 的 知識 を 用 いて 、 自 然 力 の 利用 を 解説 し た も の で ある か ら 、 そ の 記述 
し た 発明 を 科学 的 に 分 析 観 祭 し て 見 て も 何 も 出 な い 管 で も る 。 一 例 を 挙げ れ ば 
映写 機 に お ける フォ ル ょ の 移送 装置 と し て 、 で ネバ ギャ ー を 使用 する こと を 発 
明 し た と する 。 し か る に 、 ゼ ネバ ギャ ー は 、 昔 か ら そ の 構造 $ 作 用 $ る こと ご と 
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く 佐 知り の も の で も る か ら 、 こ れ を 知 つ て いる 人 は 、 当 然 喘 写 機 に 応用 し 得る 答 
で 、 換 言 す れ ば これ を 喘 写 機 に 応用 する が 如き は 当 業 者 の 容易 に な し 得る と こ 
ろ で 、 発 明 を 構成 する も の と は 認め な いと いう 偏見 的 結論 を 生ずる こと に な る 
の で あぁ る 。 化学 的 発明 の 審 理 で も 、 不 可 分 で も る べき 資料 と 操作 と が 徒 々 に し 
て 別途 に 批判 され た り 、 資 料 に 比べ て 物理 的 操作 の 態様 や 効果 が 軽視 され る 処 
が ある 。 

上 記 の 欠陥 を 克服 する た め に は 、 私 は 、 自 身 で 発明 を し て 1 度 で も よい か ら 
出願 人 の 立場 を 実践 する の が 兵 径 で も る と 考え る の で ある 。 

以上 述べ る と ころ は 、 私 ども が 和 査 宗 判 に 従事 し た 場合 、 も つと も 陥り 易 すか 
つた 欠点 で ある が 、 全 部 の 審査 官 や 審判 礼 が そう で あつ た と は 決し て 申 さ な い 
の で ある 。 中 に は すでに 述べ た 湯浅 氏 の よう な 発明 を 拾い 上 ト 上 げ る た め に 類 烈 な 
熱意 を 有 し た 人 が 特許 局 に 厳 在 し 、 絶 え ず 私 ども を 指導 教育 し た の で あつ た 。 

な お 、 最 後に 一 言 し た いと と は 、 審 査 官 を し て 謙 ら ず 識 ら ず 拒絶 に 熱中 させ 
た 要因 の 1 つ は 、 特 許 法 に お ける 立法 上 の テク ニッ ク に も あつ た よう で ある 。 

特許 法 第 73 条 に 「 和 審査 官 は 出願 拒絶 の 理由 を 発見 せ ず ざる と き は 出願 公告 を 為 
すべ きも ゃ も の と 決定 すべ し 」 と いう の が ある 。 こ の 語 は 、 も ちろ ん 軽 く 解 釈 す る 
と と も 、 ま た 重く 解 息 す る こと も で きる けれ ども ゃ 、 和 実際 問題 と し て は 「 拒 絶 の 
理由 を 発見 し 得 さ る と き は 」 と な る の で ある 。 し た が つて 、 審 査 官 は 何と か し 
て 出願 を 拒絶 する た め に 全力 を 傾倒 し 、 妃 折れ 矢 尽 き て 、 や む な く 涙 を 在 ん で 
許可 する と いう 途方 も な い 気 分 に 追い 込ま れ 、 お よそ 特許 法 の 企図 し た らし い 
と と ろ と 正反対 の 結果 を 現 出 する と と を 阻止 する と と が で き な い で あろ う 。 私 
に いわ せる と 、 む し ろ 「 審 査 官 は 出願 が 工業 的 効果 ある 発明 に 係る と と を 認め 
た る と き は 、 速 か に 特許 すべ し 。 た だ し 、 出 願 拒 絶 の 理由 を 示し 、 期 間 を 指定 
し て 意見 書 提 軸 の 機会 を 与 う べし 」 と や つて 貰 つ た 方 が 具合 が よ か つ た で は あ 
る まい か と 思う の で ある 。 

私 は 、 今 次 の 法規 改正 に 当 つ て は 、 誤 法 に 特許 制度 を 設け る 目的 を 明示 する 
か 、 し か ら ず ん ば 、 特 許 法 の 租 頭 に 立法 目的 を 掲げ て 、 誤 用 沙 用 の 余地 な か ら 
し め ら れん こと と を 切望 する も の で ある 。 ( 元 特許 局 機械 部 長 ) 
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村 瀬 直 状 


特許 制度 創設 後 70 周 年 を 迎え 、 あ の 真面目 な 、 な つか し い 特 許 庁 の 役所 が わ 
が 国 の 発明 奨励 の 上 に 尽 し た 功績 を 思う と 、 誠 に 感 企 に 寺 え な い 。 同時 に 私 の 
一 生 も 、 と の 役所 に ずい ぶん と いろ いろ の 点 に お いて 、 ど 厄介 に な つて 来 た 5 


古い こと で ある が 、 大 正 3 年 に 私 が 学校 を 卒業 する 時 、 採 用 し て も ら う こと と 
に な つて いた の は 特許 庁 の 前 身 の 特許 局 で あつ た 。 こ の 程 近 去 され た 恩師 松本 
茶 治 先生 か ら 特 許 局 に 勤務 し て 、 無 体 財産 権 の 制度 の 研究 を する よう に と すす 
め ら れ た 。 そ れ で 持 許 局 に 行 つ て 、 村 上 隆 吉 さ ん に お 目 に か か り 、 い ろ い ろ お 
うか が い を し た が 、 そ の 時 村上 さん が 特許 制度 に 関す る 外国 語 の 本 を 沢山 持つ 
て 来 て 、 謗 々 と お 話 を され た こと は 、 今 で も な つか し く 思い出 され る 。 

その 後 、 い ろ い ろ の 事情 が あつ て 、 紅 商 務 省 (当時 は 今 の 劇 林 省 と 通産 省 が 
一 緒 で 、 雷 商務 省 と いつ て いた ) の 官房 の 六 午 課 に は いつ た が 、 そ れ で も 仕事 
の 関係 上 、 特 許 局 と は 緑 届 が 深 か つ た の で 、 よ < 麹町 大 手 町 の 特許 局 に 赴 い 
た 。 当 時 特許 局 に は 村山 小次郎 さん や 、 量 場 昭 一 さん や 、 中 松 真 画 さ ん や 、 初 
見 謙 巧 さん や 、 阿 舎 沼 正 治さ ん が お られ て 、 む つか し い 議 論 を し て お られ た 。 
その 論議 の 総帥 と し て 村上 隆 吉 さん が 、 崎 川 才 四 郎 局 長 の 下 に 和 配 を 揮 つ て お 
られ て 、 そ れこ そ 偵 々 鍋 々 の 論 を し て お られ た 。 村 - 上 隆 吉 さ ん は 堂々 た る 風 彩 
を し て いて 、 ど ん な 問題 に 対し て も 一 家 の 見 識 を 持ち 、 一 定 の 意見 を いわ れ て 
いた の で 、 口 の 悪い 連中 か ら 「 半 上 大 王 の 千本 桃 (ぐい )」 な ど と 、 失礼 な 名 
称 を 挫 呈 され て いた 。「 大 王 」 と いう の は 風姿 が 競 爽 と し て いる こと で 、「 千 本 
槍 」 と いう の は 何で も ひつ か か る と いう こと の よう で あつ た 。 

その 後 、 私 は 内 閣 の 法制 局 に か わり 、 大 正 10 年 の 特許 法 の 改正 の 時 に は 、 法 
制 局 の 主任 の 参事 宜 と し て その 審査 に 当 つ た 。 当 時 特許 局 を 代表 し て 、 案 の 説 
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明 を し て お られ た の は 村山 小次郎 さん と 、 馬 場 昭 一 さん と 、 中 松 真 画 さ ん で 、 
後に 「 商 標 法 」 と いう 5 立派 な 大 著 を 物 さ れ た 三宅 発 士郎 さん は 、 当 時 未だ 若い 
事務 官 で 、 主 と し て 審査 の 過 経 の 記録 、 整 理 に 当 つて お られ た 。 

その 時 は な か な か 綿密 な 宗 査 を し た も の で 、 委 の 中 に 「 日 本 に 住所 も 居所 も 
有 し て いな い 者 に は 権利 を 認め な い 」 と いう 趣旨 の 条 交 が あつ た が 、「 住 所 及 
び 居 所 を 有 し な い 」 と する の が 正しい か 、「 住 所 又 は 居所 を 有 し な い 」 と する 
の が 正しい か と 、 い ろ い ろ 謙 論 を し た 未 、 当 時 法制 局 の 参事 官 を し て お られ た 
松 料 真一 郎 さん の ご 意見 で 、「 住 所 を も 居所 を も 有 せ ざる 」 と いう こと に し た 。 
私 は 、 当 時 の 法律 の 言葉 と し て は 変 な 言葉 だ と 思 つ て いた が 、 後 に 衆議院 の 本 
会 議 で 、 清 瀬 一 郎 さ ん が 、「 こ ん な 素人 の よう な 変 な 表現 が ある 」 と 報告 され 
て 、 冷 や 汗 を か いた と と が ある 。 

当時 問題 と な つた の は 、 特 許 法 第 14 条 の 勤務 者 の 発 明 に つい て の 、 特 話 権 の 
帰属 の 問題 で も つた 。 そ の 時 私 は 、 ど うし て そん な こと が た いし た 問題 に な る 
の だ ろう と 、 不 思 議 に 思 つ て いた が 、 後 に 思い 当る こと が 多 か つ た 。 

大 正 12 年 の 関東 大 震 災 の 時 に は 思い 出 の 多い 大 手 町 の 特許 局 の 建物 も 災厄 に 
か か つた 。 そ の 後に 中 央 諾 官 衛 の 建築 計画 の 委員 会 が 大 蔵 省 に で きた 時 に 、 私 
も 内 閣 の 会 計 課長 と し て いつ ゃ 会 議 に 出席 し て いた が 、 農 商務 省 の 建物 の 中 で 
は 、 本 省 は 二の次 と し て 、 常 に 特許 局 と 東京 鉱 務 暑 (後に 鉱山 監督 局 と な り 、 
今 で は 通産 局 の 一 部 と な つて いる ) と の 建物 が 第 1 順位 に な つて いた 。 回 復 す 
る こと の 困難 な 権利 関係 の 書類 が 蔵置 され て いる こと が 、 そ の 主 な 原因 と な つ 
て いた 。 こ とう し て と くに 早く で き 上 つた の が 、 今 の 麹町 三 年 町 の 庁舎 で ある 。 


昭和 3 年 か ら 昭 和 8 年 まで 、 私 は 特許 局 の 事務 官 を 落 任 し て いた が 、 そ の 叶 
は あま り 特 許 局 に は 行か な か つた 。 ま た 、 特 許 局 に も あま り 間 題 は な か つた よ 
う で ある 。 


特許 抽 度 50 過 年 の 時 に は 、 当 時 特許 局 の 長官 を し て お られ た 中 松 真 政 さ ん 
が 、 そ の 記念 事業 の た め に 非常 に 朋 を 折 つ て お られ た 。 初代 の 特許 局長 が 有名 
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な 高橋 是 清 さん で あつ た と と も 、 そ の 時 開い た と と で あり 、 高 橋 大 消さ ん の 父 
が 作ら れ て 、 今 の 特許 庁 の 正面 玄関 に か ざら れ た の も る その 時 の こと で ある 。 

昭和 11 年 に 、 私 は 、 特 許 局 の 長官 に な つた 。 長官 と し て の 在任 は 短 か か つた 
が 、 記 憶 に 残る と と は 少く な い 。 三根 繁 太 さ ん (当時 の 審査 部 長 ) や 、 関 本 賢 
治さ ん (当時 の 陳列 館長 ) や 、 長 村 貞 一 さん ( 後 の 特 許 局長 密 、 経済 審 議 庁 次 
長 、 今 は 日 本 賀 易 振興 会 の 専務 理事 ) な ど が 熱心 に 仕事 を し て お られ た 。 

秋 の 終り 、 冬 の は じ め の こと で あつ た 。 長官 の 部 屋 の 中 は 温か く て 、 外 は 光 
りか が や く よ う に 晴れ 渡 つ て いる が 、 一 度 窓 を あけ れ ば 凍る よう な 寒さ き の 是 る 
あつ た 。 当 時 庶務 課長 を し て お られ た 山本 茂 さ ん [後に 本 省 (商工 省 ) の 会 計 
課長 や 賀 易 局長 官 な ど を や り 、 今 は 公正 取引 委員 会 の 委員 で 、 法 学 博士 に な つ 
て お られる] が 満 洲 か ら 帰 えつ て 来 て 問 も な く で あつ た の で 、「 満 洲 で は 、 湿 
気 が な く て 、 部 屋 の 中 か ら 外 を 見 て いる と 本 当 に 美しい が 、 一 寸 戸 外 に 出る と 
楽 気 府 を さす よう で 、 本 度 と の よう で ある と 、 いつ で お られ た 5 

賠 和 15 年 大 具 晴 疹 さん が 特許 局 の 長官 の 時 に 、 特 許 法 改 正 の 調査 会 が 設け ら 
れ て 、 私 も その 委員 の 1 人 と な つた が 、 調 査 を は じ め る 前 に 私 は 他 に 任官 し て 
忙し く な つた た め 、 そ の 調査 会 に は ほとん ど 出 席 し な か つた 。 調査 会 は 、 苦 心 
の 末 、 当 時 の 各 般 の 要請 に 応ずる 楽 を 作 つ た が 、 残 念 な こと に は つい に 法律 と 
な ら ず に し まつ た 。 

戦争 中 に は 特許 局 も 随分 と 不 自 由 を され た よう で ある 。 ス チー ょ の 設備 な ど 
も 貢 納 し て 、 そ の 代り に 、 冬 に な る と 各部 屋 に スト ー プ が 用 いら れ た 。 私 は 、 
ある 日 特許 局 の 前 に 立つ て 、 窓 か ら 外 に 立つ て いる 和 煙突 の 数 を 勘定 し た ら 、 た 
し か 78 本 あつ た と 覚え て いる 。 今 で も 煙突 の 林立 で も つて 、 壮 毅 で は ある が 、 
適当 の 時 期 に は 是非 母 び ス チー ょ の 設備 を 備 た つけ られ た いと 思う 。 

昭和 25 年 の 森 に 今回 の 工業 所 有 権 法 改正 の 調査 会 が 設け られ て 、 私 は また 、 
その 委員 の 1 人 と な つた 。 私 は 、「 工 業 所 有 権 の こと は あま り 知 ら な い が 」 と 
いつ た ら 、 当 時 の 特許 庁 の 総務 部 長 の 佐久 洋 さ ん か ら 「 恐 らく 3 回 か ま 回 出席 
すれ ば よい 」 と いわ れ た の で 、 御 引受 け を し た 。 と ころ が 、 実 際 は 、 も の 時 か 
ら 数 年 間 、 毎 週 大 体 2 回 づつ 開会 され て 来 た 。 
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この 調査 会 は 、 実 に 熱心 な 会 で 、 私 も 本 当 に 好い 勉強 を する こと が で きた 。 
た だ 、 あ の 会 で も つと も 有力 な 発言 を し て お られ た 、 安 達 砂 三 さ ん と 、 者 理 十 
の 藤田 実 雄 さ ん と が 会 の な か ば に 近 去 され た の は 本 当 に 惜しい こと で あつ た 。 
私 は 安達 材 三 さん の 逝去 され た 時 、「 今 日 より は 、 す こ や か な り し 君 い まさ ず 、 
角 々 の 論 半 く に よし な し 」 と いう 抑 歌 と 、「 温 顔 に 生け る が ご と し 青葉 か げ 」 
と いう 押 句 を さき さげ た 。 この 鬼 歌 は 、 調 査 会 の 議事 録 に も 掲載 し て いた だ い 


7 こっ o 


特許 行政 の 歴史 の 上 で 忘れ る こと と の で き な い 1 人 は 、 崎 川 四 郎 さ ん で あ 
る 。 崎 川 さ ん は 現在 80 オ を 趣 え て お られ る が 、 如 訂 と し て 、 壮 者 を 凌ぐ も の が 
ある 。 景 近 少し 年 を 取ら れ た よう で ある が 、 そ れ で も 、 き ぎ きわめて お 元気 で あつ 
て 、 お 好き の 惹 を 楽し ん で お られ る 。 

崎 川 さん は 、 今 年 の 夏 の 一 日 折衝 を お 訪ね 下さ つた の で 、 和 久し振り に 半 の お 
相手 を し た が 、 崎 川 さ ん は 連戦 連勝 を せ ら れ て 、 非 常に お 喜び で あつ た 。 後 

で 、 六 幅 製 鉄 の 副 社 長 の 小島 新 一 さ ん か ら 「 そ れ は 何より の お も て な し 
だ と いわ れ で 、 私 は 微笑 を 禁ず る と と を 得 な か つた 。 

崎 川 さ ん は 、 私 が 大 正 3 年 に 農 商 務 省 に は いつ た 時 に 、 す で に 特許 局長 ( 当 
時 は 特許 局長 官 と いわ な いで 、 特 許 局長 と いつ て いた ) を し て お られ て 、 昭 和 


S 年 に 特許 局長 官 を お 辞め に な る まで 特許 行政 の た め に 、 実 に よく お 尽 し に な 


つた 。 今 の ょ うな 特許 庁 の 一 般 の 空気 の で き 上 つた の は 、 崎 川 さ ん の お 力 に よ 
る と と ろ が きわ め て 大 きい , 崎 川 さん は 、「 わ が 国 に も つと も 必要 な の は 発明 
の 奨励 で ある が 、 そ の 発明 の 奨励 に も つと も 重要 な の は 奨励 金 の 交付 や その 他 

政策 で は な く 、 実 に 特許 法 の 制度 お よび 運用 の 完備 で も る 」 と いう 堅い 信念 

を 持つ て お られ て 、 そ の 信念 の 下 に 、 特 許 の お 仕事 を や つて 来 ら れ た 。 そ れ は 
確か に 卓上 見 で あつ た 。 

崎 川 さん の 逸話 は 本 当 に 沢山 ある が 、 紙 数 の 関係 で 省略 し て 、 た だ 1 つ だ け 
を ご 紹介 する 。 崎 川 さ ん は 、 以 前 農 商 務 省 の 水産 局長 を し て お られ た 、 松 崎 寿 
三 さ ん と 非常 に 好い 差 敵 で あつ て 、 い つも 松崎 さん と 差 を 打つ て お られ た 。 松 
崎 さ ん は 惹 を 打つ と き 、 共 石 を 持つ た 手 を 高く 挙げ て 、 石 を 打ち お ろ す 河 が あ 
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つた が 、 あ る 時 打ち お ちろ そ うと する と 、 石 が 手 の 指 か ら す べり 落ち て 、 盤 上 の 
碁石 を 混乱 させ て し まつ た 。 そ の 原状 回 復 に つい て 、 は し な くる 非常 な 争論 を 
生じ 、 そ の 結 洒 、 そ の 後 し ば らく の 間 、 松 崎 さ ん と 美 の 手合 せ を や め て お られ 
た こと が ある 。 

中 松 真 兆 さ ん は 、 崎 川 四 郎 さ ん の 後 を 受け て 、 特 許 行政 の 基礎 を 完成 され 
た 、 忘 る べから ざる 人 で ある 。 

中 松 さ ん は 、 慢 厚 化 実 の 紳士 で も つて 、 特 許 法 の 精神 に 精通 し て お られ た 。 
大 正 10 年 の 特許 法 の 改正 の 時 、 あ の むつ か し い 改 正 委 に つい て の 議論 $ 、 中 松 
さん の 説明 を 聞く と 実に よく わか る と 、 当 時 の 人 々 は みん な いつ て いた 。 会 和 
は つき り 会 得 し た 人 で な いと 、 な か な か 容易 に 了解 させ 得る よう に 説明 する と 
と が で きる も の で は な いと その 時 思 つ た 。 

中 松 き ん は 、 特 許 制度 創始 50 周 年 の 時 に は 、 特 許 局 の 長官 と し て 、 そ の 記念 
事業 に 懸命 の 努力 を せら れ た が 、 そ の 時 の 結果 で 現在 残 つ て いる も の は 少く な 
い 。 特許 庁 の 玄関 に ある 高橋 基 消 さん の 像 な ども 、 そ の 時 の も る の で ある 。 

中 松 さ ん は 2,3 年 前 に 逝去 せら れ た が 、 今 度 の 工業 所 有 権 法 改 正 の 調査 会 で 
も 、 ぢ つか し い 間 題 が 起 る た びに 、 中 松 き さん が いら れ た な ら ば と い 25 言葉 が よ 
く 開か れ た 。 

私 は 、 い つか 、 昭 和 14 年 刊行 の 五 高 50 年 昌 を 読ん を で いて 、 は し な くも 、 中 松 
さん が 明治 34 年 、 第 五 高等 学校 に 入学 の 時 、 禁酒 の 宣 癌 和仁 に 、 後藤 文夫 きん 
( 後 の 内 務 大 区 、 今 の 参議 院 議員 ) や 、 田 沢 義 舗 (よし は る ) さん ( 後 の 貴 族 
院 談 員 、 わ が 国 青年 運動 の 功労 者 で 、 そ の 後 近 去 され た が 、 現 在 、 広 山 鈴 吉 さ 
ん や 、 各 方 面 の 名 士 で 田沢 会 と いう も の が 作ら れ て いて 、 田 沢 さ ん の 遺志 と い 
う も の が 作ら れ て いて 、 田 沢 さ ん の 遺志 を 承継 し て いる ) や 、 川 久保 修吾 きん 
( 後 の 商工 省 商務 局長 、 内 閣 資 源 局長 官 ) や 、 辛 島 知 巳 さん ( 後 の 発明 協会 の 
理事 ) な ど と 一 緒 に 、 署 名 せら れ て いる 穫 忠 の 写真 を 見 て 、 ま こと に な つか し 
く 感 じ た と と が ある 。 

中 松 さ ん を 助け て 特許 行政 の た め に 尽 さ れ た 1 人 に 吉原 隆次 さん が いる 。 

吉原 さん も 、 特 許 の 行政 に 終始 され て いる 熱心 な 特許 制度 の 専門 守 で 、 そ の 
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専門 家 た る こと を 自負 し て お られ た 。 私 ども と 一 緒 に 委員 に な つて お られ る 調 
査 会 な ど で 、 特 許 法 の 改正 に つき 、 私 ども が 意見 を 述べ る と 、「 碧 た ちの 素人 
の 意見 る 大 変 参考 に な る 」 な ど と いつ て 私 ども を 恐 錠 させ て いら れ た 。 

喜 原 さん の と こ か ら は 、 な か な か 英才 が 沢山 出 て いる が 、 美 渡部 洋次 さん 
(後に 日本 水素 工業 株 式 会 社 の 社長 と な り 、 逝去 され た ) や 、 松田 太郎 さん 
( 後 の 商工 次 官 、 今 は 開発 銀行 の 理事 ) な ど は その 代表 的 の 人 で ある 。 

埋 原 さん は 、 以 前 に 、 き わ め て 短期 間 に 特 許 法 、 実 用 新案 法 、 意 区 法 、 商 標 
法 お よび 工業 所 有 権 保護 同盟 条約 の それ ぞ れ の 要 論 を 書か れ た こと が ある 。 あ 
まり 短期 間 に 和書 き 上 げ ら れ た の で 、 少 し 柱 撰 で は な いか と 思 つ て 、 時 人 々 冷や か 
し た り し た と と も ある が 、 と この度 必要 が あつ て その 本 を よく 読ん で 見 て 、 私 の 
見 解 が まつ た く 衰 つて いた こと を 知り 、 後 悔 を し て いる 。 

わが 国 は 苦 か ら 資 源 に 乏しい と いわ れ て いた が 、 最 近 こ と に それ が 痢 感 せら 
れ て いる 。 し た が つて 、 わ が 国 は 非 と も 科学 の カカ で その 人 欠 を 補う 必要 が あ 
る 。 最 近 科 学 技術 の 振興 が 叫ば れ 、 科 学 技術 庁 の 設置 の 必要 が 唱え られ て いる 
の も その た めで ある 。 と の 点 に お いて 、 特 許 行政 の 重要 性 は と くだ 老 虎 さ れ な 
けれ ば な ら な い 。 

近 時 発明 特許 の 出願 は その 数 を 増し た が 、 制 度 創 立 当 時 は 出願 で 見 る べき も 
の が 少く 、 特 許 第 1 号 は 本 棚 の 発明 で あつ て 、 和 初代 の 局長 の 高橋 是 清 さん や 、 
審査 官 の 中 橋 徳 五郎 さん ( 後 の 代 議 士 、 商 工大 臣 ) な ど を 苦笑 きせ 、 中 橋 さ ん 
な と は 、 実 験 の た め と 称し て その 檜 査 の 中 に は いつ て 横 に な つて みて 、「 と これ 
は な か な か 気 が き いて いる 」 と いわ れ た こと が ある と い 525 笑 話 が 残 つ て いる 。 
が 、 そ の 頃 と 比べ れ ば 進 運 日 を 同じ くし て 語る こと を 得 な い 。 し か し な お 、 と 
の 方 面 に お いて 、 今後 一 そう の 発展 が 要望 され て いる 。 

私 は 、 特 許 制度 創始 以来 の 70 年 を 振り 返 つ て 、 そ の 長い 期 間 に お けり 先達 
の 方 々 の と 苦心 、 ご 努力 に 満 腔 の 芝 意 を 表す る と と も に 、 現 在 その 仕事 に 携 つ 
て お られ る 方 々 に と 苦労 を 如 わ し て 、 ひ た すら 今後 の わが 国 の 隆昌 発展 に 寄与 
せら れる よう お 願い する 念 庵 に え な い 。 ( 元 特許 局長 官 ) 
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70 年 前 に 、 特 許 制度 が 定め られ た こと は 、 た し か に 適切 で 有意 義 で あつ た 。 
し か し な が ら 、 こ れ を 今日 か ら 振 りか えつ て 考え る に 、 そ れ は 、 前 世紀 に 華 や 
か で あつ た 自由 主義 、 資 本 主義 の 代表 的 制度 で ち も つ た と いう と と が で きる 。 そ 
し て 、 そ れ が 半 世 紀 以 上 つづ いて 今日 に 至 つ て お る の で ある 。 産 業界 の 吉 興 時 
代 に 個人 の 創意 発明 を 間 重 し 、 そ の 廊 化 的 貢献 を な し た も の に 、 特 別 の 独占 権 
を 与え を て これ を 保護 する こと は 、 産 業 経営 を 基 け て これ を 繁栄 させ る に きわ め 
て 有効 な 方 策 で も つた 。 し か る に 、 現 代 は も は や 前 世紀 の 資本 主義 を その まま で 
は 適当 で な い 時 代 と な つて き て いる 。 す な わ ち 、 和 社会 公共 の 福利 を 計る べき と 
き 、 個 人 が 長く 独占 権 を 保持 し て 広く 他 の 事業 家 の 実 施 を 妨げ る こと は 、 適 当 
と 考え られ な い 。 そこで 、 国 家 と し て は ここ に 何ら か の 修正 を 考え る べき 時 に 
立ち 到 つ て いる の で は な いか 。 

羽 准 政治 が 高揚 され た 頃 か ら 、 第 2 次 大 戦 に 至る 間 、 い わ ゆ る 総力 戦 の 建前 
か ら 個 人 の 利益 を 後に する 思想 が 強く な り 、 当 時 技術 院 に 属し て いた 特許 部 で 
は 、 出 願 の 規 査 を 、 主 と し て 寅 用 と これ に 関連 する 事項 に つい て の 発明 考 委 に 
限り 、 平 和 的 用 途 に 属す る 出願 の 審査 を 極度 に 制限 し て 、 谷 録 を は な は だ し く 
濾 滞 させ た 。 そ し て 、 既 得 の 権利 に つい て は 強制 的 に 公開 させ る よう な 指導 が 
行わ れ た 。 

政 戦後 一 切 が 自由 と な つて 、 国 の 経済 復興 に も 、 交 化 国家 の 建設 に も 科学 技 
術 を 振興 し 発明 発見 を 奨励 する こと が 必要 と 認め られ 、 国 民 も る これ に 呼応 し た 
か ら 、 出 願 件 数 は いち じ る し く 増 加 し た 。 

連合 国軍 最高 司 信 官 は 、 し ば し ば 日 本 の 総理 大 臣 に 番 信 を 送り 、 必 戦国 に お 
いて は 物資 の 欠乏 と 1 インフレ ーション を 防ぐ た め 、 厳 重なる 統制 の 必要 が ある 
こと を 示し 、 種 々 の 笹 理 統制 法規 を 制定 させ た 。 自 由 主 義 資 本 斑 の 代表 国 た 
る アメ リカ に お いて も 、 す で に 前 世紀 の よう な 単純 資本 主義 は 行わ れず 、 世 界 
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各国 と も ゃ に 、 和 社会 政策 また は 社会 主義 政治 が 取り 入れ られ て いる 。 交通 通信 の 
発達 に よ つ て 、 世 界 は 狭く な り 、 国 際 関 係 は 密接 に な つた か ら 、 特 許 制度 の 国 
際 性 に つい て $、 各 国 間 の 協議 や 協定 が 必要 と な つて きた が 、 他 面 特許 権 の 独 
占 制 だ つい て も る 、 再 考 す べき 時 代 が 近づい て いる の で は な か ろう か 。 

人 あつ て 原子 爆弾 の 発明 家 は 誰 で ちる か 、 テ レビ ジョ ン の 発明 家 は 誰 で あつ 
た か と 問う 。 現代 の 景 新 で 最高 級 の 技術 は 、 個 人 の 発明 で 完成 する こと は な 


い 。 多 数 の 部 分 的 創意 工夫 の 集積 に よ つ て で きる も る の が 、 今後 ます ます 多く な 
る だろ 学 的 発見 $ 、 技 術 的 発明 $、 集 団 の カカ に よ つ て 成 競 す る こと と な 


り 、 こ れ に 対し て 個人 の 天才 が 寄与 貢献 する と 
ぶ が 、 人 先 明 家 個 人 の 功 閑 の ふみ を 重視 する 従来 の 特許 制度 で は 、 律 し 切れ な いも る の 


ある る の 
登 祭 き れる 特許 新 笑 の 件 数 は す と ぶる 多い 。 し か る に 、 こ れ が g 


れる も ゃ の は は な は だ 少 い 。 か く て は 折角 特許 制度 を 設け て も 、 そ れ が 十分 産業 


日 本 学術 会 議 で 、 特 許 制度 に 関す る 答 員 会 が で きた こと が ある 。 この 委員 会 
河 す る 球 償 率 の 問題 を 取り あげ 、 和 は と くに 発明 家 に 有利 な 意見 


を 提起 し 、 経 営 者 団体 の 代表 と も 論議 し 、 総 司令 部 経済 科学 局 の アラ ン 中 佐 と 
協議 し た こと も ある が 、 任務 発明 と 勤務 発明 と の 、 国 の 統一 し た 制度 は で き な 
か つた 。 多年 の 肝 案 で ある 笠 許 調度 の 根本 的 改正 は 、 い つま で も これ を 放置 す 
べき で な いと 思う 。 こ こ に も また 政治 力 の 倫 困 が 感じ られ の で ある 。 ( 元 技術 
院 総 蘭 ) 
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io ES (し が 主 

特許 局 の 15 年 間 の 生活 は 、 私 に と り ま し て 、 一 生 を 
通し て 、 一 番 思い 出 の 深い も ゃ の で あり まし た 。 任 事 と 
趣味 と 生活 と が 一 体 と な つた 、 楽 し い 時 代 で あり 、 待 
許 局 は 、 私 の 情熱 の 対象 で も やり まし た 。 

II. 抗告 審判 官 時 代 

農 商 務 省 参事 官 と し て 、 と きど き 、 特 許 関係 法 信 に 
つい て 審議 し た と と が ある くら い の 理 解 し か な か つた 、 ま つた く 素 人 の 私 が 、 
待 許 局 抗 告 審判 官 に 就任 し て ます 考え まし た の は 、1 ヶ 年 くらい は 先輩 の 意見 
り に 審決 を まとめ よう と 決心 し た と と で あり ます 。 当時 の 審判 長 に は 、 祭 達 
りら 村山 さん 、 馬 場 さ ん 、 合 議 審 判官 に は 川 部 さん が お られ 、 指 導 し て 下さ 
で あり ます 。 ある 事件 で 、 馬場 さん と 、 川 部 さん の 意見 が 浩 立 し た の 
で 、 私 は この 上 も な く 困 り 、 両 意見 の 2 つの 審決 を 書い て 、「 お 2 人 で 相談 し 
て どちら に で る 決め て 下さ い 」 と 差出 し まし た と ころ 、 特 誕 局 計 じ まつ で 
の 珍事 件 と し て 、 審 判官 の 方 々 の 面白 い 物語 の 種 と な つた の で あり ます 。 
その 記念 の 審決 は 、 川 部 さん が 面白 が つて 午 箱 に し まい こと まれ た の で す が 、 


な が と の 、 写 % まで 焼失 し て し まい ま 7 だ 8 52 お と きど と どき 川 部 さん と 楽し 


9 


残る 
い 笑 い 話 の 1 つ に し で お り ま す 。 

IIT. 出願 課長 時 代 

出願 課長 に 就任 し て 、 私 は まず 迅速 な る 処理 を 第 1 の 方 針 と し な けれ ぼ ば なら 
ぬ と 決心 し まし て 、 各 曜日 に よ つ て 、 各 係 の 忙し き の 異 な る 出欠 課 記 お きま し 
て は 、 各 係 の 方 々 を 移動 的 に 勤務 させ る 必要 が ある と 考え 、 主任 が 率先 し て 
曜日 に よ つ て 、 他 の 係 の 手伝い を し て も ら つ た の で あり ます 。 原則 と し て 、 用 
付 後 3 日 以内 に 句 書 番号 の 通知 を 出し 、 午 前 中 に 麺 付 され た 発送 書類 は その 日 
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の 午後 に 、 午 後に 廻 パ 付 され た も の は 翌日 の 午前 に 発送 する よう に 、 上 厳重 な 谷 令 
を 発し た の で あり ます 。 整理 係 は 、 緒 査 部 の 相談 役 と し て の 役目 を 重要 な 本 務 
と 心得 て 、 勉 強し て も ら つ た の で あり ます 。 出願 課長 癌 任 2 ケ月 目 に 震 災 に あ 
い 、6 万 件 の 出願 書類 の 回 復 に は 苦労 も あり 、 楽 し み も あり まし た 。 出願 書類 
再 提出 の 告示 は 9 月 13 日 だ つた か と 思い ます が 、 各 和 省 中 一 番 早い も ゃ の で あつ た 
と 記憶 し て お り ま す 。 

当時 の 出願 課 の 一 同 は 、 一 身 同体 と な つて よく 働い て 下さ り 、 局 内 外 の 信 世 
を 集め て お つた と うぬぼれ て お り ま す 。 

TV- 意匠 商標 部 長 時 代 

意匠 商標 部 長 に 就任 し て 、 私 は 、 ま すず 商標 の 審査 の や り 方 を 理論 的 に 、 系 統 
的 に する よう に 研究 し 、 商 品 の 類 否 を 再 検討 し よう と 考え た の で あり ます が 、 
在任 1 ヶ年 半 足 ら ず だ つた の で 、 考 え を 実行 に 移す こと も で きず 、 た いし た 思 
い 出 も な く 、 審 判 部 長 に 転任 し た の で あり ます 。 

V. 審判 部 長 時 代 

審判 部 長 と し て は 、 認 定 問題 は いつ さい 口 を 入れ ず 、 審 判官 の 独立 の 権限 に 
科せ 、 立 法 の 精神 、 制 度 と そし て の 運用 、 論 点 の 見 つけ 方 に つい て は 、 お お い に 
意見 を 述べ 、 審 判官 に 反省 を 求め 、 事 件 の 処理 の 迅速 を 方 針 と し た の で あり ま 
す 。 審判 部 に お きま し て は 種々 思い 出 も 多い の で あり ます が 、 当 時 の 和 守 判 官 各 
位 の 個人 の 話 に も な り ま す の で 、 書 く の を 遠 席 い た し ます 。 

VI. 総務 部 長 時 代 

当時 の 総務 部 長 は 以前 の 次 長 で も り ま し て 、 総 務 部 長 委任 事項 と 次 長 委 任 事 
項 を 権限 と し て お り 、 審 判 書 類 な ど は 、 全 部 総務 部 長 が 目 を 通す 必要 が あり 、 
多忙 を きわ め た の で あり ます 。 

時 の 長官 は 、 人 格 、 議 見 高く 、 事 務 に 精通 し て お られ 、 評 判 の ょ か つた 中 松 
さん で あり まし た か ら 、 ま と と 仕事 が し や すか つた の で あり ます 。 

5 ヶ年 の 総務 部 長 時 代 の 思い 出 は 、「 ロ ンド ン 」 に お いて 開催 せら れ ま し た 、 
工業 所 有 権 保護 同盟 条約 改正 会 議 に 、 帝 国 代表 委員 と し て 列席 し まし た こと 
と 、 退 官 前 に 割 期 的 な 也 算 の 組 方 を し て .、 大 蔵 独 で 承認 され た と と で あり ま 
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「 ロ ンド ン 」 会 誠に お いて は 、 是 本 の 主 張 が 会 議 を リー ド し た と と が 多く 、 
重大 事項 の 決議 お よび 提案 に は 、 ま すず 第 一 に 日 本 の 意見 を 求め られ 、 ま と と に 
性 快 な 究 囲 気 の 1 ヶ月 を 過 し た の で あり ます 。 

「 ゥ ンド ン 」 会議 に 列席 し た 「 フ ララ ンス 」 代 静 の ある 人 が 、 フラ ンズ 目 で 
は 天才 的 な 頭 の 人 は 、 技 術 を 勉強 し て 発明 家 と な る か 、 芸 術 家 と な り 、 第 二流 
の 頭 の 人 は 法律 を 研究 し て 弁護 士 と な り 、 政 治 家 と な る 。 工員 や 、 会 社員 や 、 
工場 長 や 、 会 社 重 役 や 、 官 東 を 志す 人 は 、 第 三流 の 頭 の 持 詩 で も る 、 と いう の 
を 聞い て 、 昌 本 人 と し て 考え させ られ た の で あり ます 。 

ある 年 の 特許 局 の 展覧 会 に 、 高 松宮 様 が 御 来 際 下さ いま し た が 、 折 悪し 中 
松長 官 が 出張 で お 留守 で し た の で 、 私 が 各国 の 出願 の 状況 釜 を 御 説明 申 上 げ ま 

た 。 そ の 後 で 御 付 の 事務 官 か ら 御 菓子 料 と し て 金 一 封 を 下さ れ ま し た が 、 そ 
の 時 に その まい ヽ 手 に 持つ て お れ ば 宜 し か つ た の で あり ます が 、 何 気 な く ボ クッ 
ト に 入れ まし た 。 と ころ が 宮 様 が 「 皆 様 で 」、「 皆 様 で 」 と 2 度 御 注意 下さ つた 
の で 、 室 を 出 ま す と き に さり 気 な く ボ ケッ ト よ り 出 し 、 安 達 調査 課長 に 手渡 し 
て 御 安心 を 願う 形 を と つた の で あり ます が 、 今 で も と きど き 思 い 出 し て は ユー 


宮 様 は 御 案 内 中 に 和典 に 乗ら れ 、 机 の 中 に 飛び 入ら れ た り 、 方 程 式 で 説明 を 求 
め ら れ て 、 説 明 役 の 氏家 審査 官 な ど を 困ら せ た り 、 な か な か 御 熱 心 な お 方 で あ 
られ まし た 。 

MA0 当り の 

私 は 、 今 日 仕事 と 趣味 と が 一 致し 愉快 に 生活 し 得 ま す の は 、 特 許 局 に 勤務 し 
た お 区 で も り ま し て 、 先 輩 、 同 僚 、 後 募 の 諾 君 に 感謝 し て お る の で あり ます 。 
( 元 特許 局 総務 部 長 ) 
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時 刀 


延長 許可 特許 権 一 覧 表 
特許 番号 発 明 の 名 導 特 許 権 者 。 | 双 誠 
旧 統 監 半 上 W 旨 地 日 高 栄三 郎 10 
16445 | 日 本 組合 綱 西 備 弧 網 (株 ) 10 
15768 | 建築 用 圭 に 関す る 機械 東 洋 コン プレ ツ ソ ル ( 株 ) 5 
15165 | 高圧 空気 ポン プ 加 藤 純 吉 5 
16493 | 久能 木 式 洋 灯 口金 | 久能 木 宇 兵 術 5 
15471 | 船舶 の 構造 に 関す る 改良 | 大 阪 鉄 工 所 5 
15517 | 田村 式 義足 田 村 耕 郎 5 
15525 | 上 狂 遍 織 僕 増 田 誠 5 
過 デ ヾ 2 ン ain 証 ar 
15785 | 七島 分 割 機械 人 中 父 吉 5 
16259 | 昌 木 准 油 狗 第 木 頑 油 (株 ) 5 
17365 | 織物 組織 整理 方 法 卿 岡 織物 (株 ) 10 
17366 | 織物 組織 整理 方 法 | 竹岡 織物 (株 ) 10 
17256 | 高野 式 紙 抄造 法 高 野 三 三 7 
17696 | 北田 式 安全 庫 1 語 2 は 細 ee 8 
17741 | 石川 式 捜 捧 播 濱 機 石 川 平蔵 5 
17028 | 自動 打 換 装置 | 豊 田 佐 吉 10 
17834 | 「 ァ は の 製造 法 | 三菱 ( 資 ) 住友 吉 左 術 門 | 10 
18159 | 糖 様 紋付 染色 西 室 鞭 勤 7 
20434 陸 iPuei 西 室 叶 義 7 
18304 | 西野 式 線 統 開口 機 西野 芳太郎 5 
18613 | 高圧 送電 線 保守 用 電話 線 日 本 電気 (株 ) 3 
28029 | 高圧 送電 線 保守 用 電話 線 の 改良 日 本 電気 (株 ) 3 
19077 | 田中 式 木管 製造 機 日 米 信託 ピル デイ ング 5 
19412 | 混 灘 土 桃 製造 法 東洋 コン プレ ッ ソ ル ( 株 )」 3 
28995 | 混 土 杭 製 造 法 東洋 コン プレ ッ ソ ル ( 株 ) | 3 
19812 | 回 転 儀 型 茜 針 訓 (株 ) 東京 計器 製作 所 5 
20607 | デ ャ イロ スコ ー プ 殺 針 盤 (株 ) 東京 計器 製作 所 5 
20672 | デ ャ イロ スコ ー プ 雑 針 (株 ) 東京 計器 製作 所 5 
21158 | 河豚 素 テト ロ ド キ シン 製造 法 田 原 義 純 10 
25087 | 河豚 毒素 テト ロ ド キ シン 製造 法 田 原義 純 10 
21333 | 航路 記録 機 (株 ) 東京 計器 製作 所 5 
AI 算 逸 見 治 郎 5 
22169| 煮 染 棚 酒 井 広吉 3 
22900 | 起 重機 用 失 形 自 働 制 動機 (株 ) 石川 鳥 造船 所 3 
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延長 許可 特許 権 一 覧 表 


特 放 秋 呈 欧 明 の 名 大 特許 模 者 | 休 
22867 | 後に 導 し く は 半 に の カレ 人 
22596 | 疾 帯 巻 取 装置 真 崎 照 郷 | 
22901 | 金 屈 製造 法 | 日 本 銅 管 (株 ) 10 
23026 | 相 野 式 製 商 装置 | 可 野 明 三 郎 7 
23759 | 蒸気 発生 器 時 > | 注 車 製造 (株 ) 5 
2873 | 区 人生 才 に お ける 笛 水 人 用 有 水 枚 | 直 抽 半 (8) 5 
30814 | タク マ 式 蒸気 発生 器 汽車 製造 (株 ) 5 
23601 | 電話 用 受話 器 | 日 本 電気 (株 ) 5 
25557 | 炭化 物 より 仁 素 化合 物 を 製造 する 方 法 | 電気 化学 工業 (株 ) 10 
26702 | 甲 号 川 崎 式 金網 蛇 欠 | 川 崎 寛正 5 
26893 | 川崎 式 混 導 土 鉄 綱 川 崎 害 正 5 
26709 | 波動 式 電流 中 断 装置 | 日 本 電気 (株 ) 7 
27289 | 放電 装 皿 | 東京 電気 (株 ) 5 
27877 | タイ プラ イタ ー | 日 本 タイ プラ イタ ー( 株 )| 7 
30202 | タイ プラ イタ ー | 日 本 タイ プラ イタ ー( 株 ) 7 
34472 | タイ プラ イタ ー | 日 本 タイ プラ イタ ー( 人 株 )」 7 
28092 | 拓 似 装荷 電線 | 日 本 電気 (株 ) | 5 
28754 | 浅野 式 合板 製造 装置 小野 鍵 太 郎 | 還 
29085 | 金 屈 居 の 生成 法 | 江沢 譜 三 朗 5 
29409 | 下 珠 素質 被 着 法 | 御木本 幸吉 10 
29630 | 真珠 形成 法 中西 局員 語 員 編 十 5 
29628 真珠 形成 法 | 西 川 真 吉 い 
29629 真珠 形成 法 還 西 軒 川 出身 還 二 5 
30771 | 真珠 形成 法 | 陣 高 忘 音 5 
30168 | 琉 璃 流 を 拓 送 する 装置 | 徳永 芳 治 郎 5 
30588 , 制御 方 式 | (株 ) 芝浦 製作 所 5 
31577 」 坦 栓 | 平 . 本 丈 三 
31921 | 注 波 器 を 具 え た る 電気 通信 中 断 装 軒 | 日 本 電気 (株 ) 
31993 | 精米 僕 | 佐藤 長平 : 
32995 | 精米 機 佐 藤 長平 5 
41627 | 精 帝 機 佐藤 長平 5 
32234 特殊 合金 鋼 (株 ) 住友 製 鍋 所 3 
32422 | 特殊 合金 鋼 (株 ) 住友 製鋼 所 kss3 
32640 | 水銀 避雷器 通 信 大 臣 | 10 
33080 | 経 木 モ ー ル 製造 機 浦田 百 太 郎 
33554 | 選 結 紙器 製造 法 日 本 紙 業 (株 ) | 7 
34081 | 組立 機 | 小 林 照 旭 3 
35939 | 高周波 振動 電流 変調 装置 日 本 電気 (株 ) 5 
36546 | 水管 接 手 (株 ) デ ョ イン ト 商 会 5 
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特許 権 者 


錦 信 大 臣 

( 探 ) 戸上 電機 製作 所 
(株 ) 戸上 電 儀 製作 所 
SRA 


(株 ) 名 古屋 製 陶 所 
(株 ) 名 古屋 製 陶 所 


日 本 特殊 鋼 合 資 会 社 
二 
(株 ) 中 山 工 業 所 原 清明 
財団 法人 安藤 研究 所 
石井 茂吉 外 1 名 

帝国 燃料 興業 (株 ) 


附 録 
特許 番号 過半 ② 2 が 
36688 高周波 式 有線 多重 電信 電話 装置 
37S11 。 戸上 式 配電 装置 
50773 | 配電 装置 
37862 | 幸 様 型 膨 刻 法 
38372 | デ ロ ァ 生地 製造 法 東京 帽子 (株 ) 
40863 清 石 陶 記 器 製造 法 
62292 | 滑石 陶 盛 器 製造 法 
42925 | 電子 放電 束 用 安定 器 | 東京 電気 (株 ) 
43660 | 自 硬 任 磁石 鋼 | 
45387 | 真空 球 出力 制御 装置 | 安 菜 
66147 | 電力 可 岩 機 | 
78713 | 同期 検定 装置 
72286 | 写真 装置 | 
72320 | 酸化 炭素 より 一 個 以 上 の 炭素 分 子 を 有する 
| ペラ フィ ン 炭 化 水素 を 取得 する 方 法 


79019 
82327 


88947 


87348 
92490 
94340 


96371 
98527 


101314 


120006 | 
102417 


109937 
111706 
110203 


111704 


105704 
124860 
107150 
107704 
108808 
108851 
109289 
110082 
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| 


欄 水 用 素 焼 製造 方 法 

純粋 に し て 平滑 な る 電解 鉄 の 製造 法 

電流 ポン プ の 始動 方 法 

多 極 真空 管 

NEOS02 生 た 剖 策 する 
は 

差 働 綾 振 装 軒 

ニッ ツケ ル 及 び ア ルミ ニウム を 含む 銅製 永久 

磁石 

水晶 発振 器 

写真 電送 方 式 

磁 件 合金 

組合 せ 制 動 装 軒 

ニッ ケル チタ ン 銅 製氷 久 磁 石 

ニッ ツケ ル チ タ ン 銅 製氷 久 磁石 の 改良 

コバ ルト 、 ニ ッ ケ ル テ チタ ン 銅 製 永 久 磁石 

22222 佑 製 水 久 克 石 の 


氏 合 金 


引合 金 
手 多 編 後に お ける 指 徐 換 機 
葉 除 製 造 法 


大 豆 そ の 他 の 植物 性 リ ポイ ド の 精製 法 
大 豆 り ポイ ド の 安定 性 増加 処理 法 

音波 及 超 音波 発生 多 は 感受 装 軒 
原石 より 純 委 な る 石英 硝子 を 製造 する 方 法 


陸 軍 大 臣 
秋田 製鋼 (株 ) 

(株 ) 共 原 製作 所 
財団 法人 安藤 研究 所 
木田 保 太 郎 
小林 
三菱 製 銅 (株 ) 

大 沢 恩 蔵 

日 本 電気 (株 ) 
東北 大 学 金 必 材 料 研究 
所 長 


纏 好 


扶 薬 金属 工業 (株 ) 


東北 大 学 金 必 材 料 研究 
所 長 


ヶ 金 屈 材料 研究 所 長 

ヶ 金 屈 材料 研究 所 長 

ヶ 金属 材料 研究 所 長 
甘 鉱 業 (株 ) 

三菱 鉱業 (株 ) 

石川 英 三 永田 精機 (株 ) 

日 本 新薬 (株 ) 

豊年 製油 (株 ) 

豊年 製油 (株 ) 

抜 山 平 一 、 青 柳 健次 

小野 田 思 、 佐 野際 一 


「 
CO < < の 〇 @Q co oO) CO OO 〇 の 心中 (の OO OO CO の 


+ー 
〇 


<m 中 oO < OO の Q 〇 OO の O Qm OO の oO Q OO < 〈 ぐ の 


延長 許可 特許 権 一 覧 表 


特 話 番 号 発明 の 名 誠 特 時 権 者 | 拓 
111827 | 極 片 附 酸化 金 屈 製 磁石 三菱 電 億 (株 ) 4 
112153 | 静 電 的 茶葉 携 別 装置 服 部 三郎 3 
111938 | トレ ー ス 用 鉛 筑 芯 真崎 大 和 鉛 筆 (株 ) 3 
112928 | 般 曲 管 等 の 内 面 検査 器 三菱 重工 (株 ) 3 
114853 | 車 輔 用 合成 弾 僕 中 野 健 5 
114754 | 際 道 窯 日 本 内 器 (株 ) 4 
117038 | 二酸化 硫黄 を 含有 する 排気 の 処理 方 法 日 新 化学 工業 (株 ) 5 
120140 | 既設 建築 物 の 地下 階 増築 方 法 木田 保 太 郎 5 
117799 | 色 模 様 附 パイ ル 織 物 代用 品 製造 法 日 本 パイ ラー (株 ) 5 
118514 | 精 紡 人 に お ける 吸 篠 装 軒 根岸 栄三 郎 8 
119037 | 非 円 形 伝導 装置 RI 旨 IEE ラミ 6 
126029 | ハイ ドラ フト 紡 欄 用 垂 端 帯 皮革 製造 法 日 本 皮革 ( 控 ) 3 
119547 | 真珠 形成 方 法 御木本 府 吉 10 
120043 | 丸 油 抄紙 機 に お ける 紙 下 渡 携 部 佐 野 久蔵 3 
124514 | 炭 車 トロ 等 に お ける 脱線 防 目 装置 岡 部 臣 3 
125505 | 塩酸 化 ゴ ム 氷 組 製 造 法 ライ ファ ン 工 業 (株 ) 3 
151916 | 塩酸 化 ゴ ム 避 の 製造 方 法 ライ ファ ン 工 業 (株 ) 3 
180792 | 需 酸 化 談 誤 製品 の 成型 方 法 ライ ファ ン 工 業 (株 ) 3 
129635 滅 2 ト 圧 力 隊 道 の 内 避 に 銅 谷 輪 を 内 三菱 重工 業 (株 ) 5 
130111 | 乾 各 秋 久保 寺 久 吉 3 
132952 | 券 動 反 結合 発振 器 日 本 電気 (株 ) 3 
134632 | 生糸 繰 糸 糸 条 繊 度 感知 器 片倉 工業 (株 ) 7 
135036 | 鍛錬 用 強力 軽 合金 住友 金 屈 工業 (株 ) 10 
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附 


54 
燃 


七 緩 褒 曹 を 受け た 人 を 々 
発信 年 月 日 | 授 剖 者 氏名 | 発 明 内 容 
明治 15.10.30 | 玖 雲 搬 致 | 綿糸 機械 
ッ 42.12.14 | 橋本 伝 造 | 西陣 六 子 織 法 
? 45.5.7| 齋 藤 外 市 | 羽 二 重力 織機 
y 45.5.18| 豊田 佐吉 | カ 織 機 
天正 22.7.5| 守 谷 征吾 | 衡 器 の 改良 
?/ 2.10.11| 滝 村 竹 男 | モス リン 規 造 の 改良 
ッ 6.12.7| 原田 元 治郎 | 織機 
| 三品 呈 市 重 友 凍 久 (スタ ファン BETK2Z3 
7 が 7 圭 5M 向 二 郎 内 真由 及 下 区 スタ の 磨 減 人 
| 昌 吉 装置 空 絶 緑 溢 注 入 装 置 、 絶 縁 紙 油 引 装 
1/ 小 林 作 太郎 」 置 加 庄 圧 挫 機械 、 絶 縁 液 塗 浸 装置 高圧 交流 発 
| | 電機 他 
7 13. 2.9| 湯川 皿 三 郎 | パッキング 
/ 15.4.30| 山 本 専 蔵 | 左 事 、 農 具 の 改良 
昭和 3.10.27 | 井 上 信太 色 | 奉 貞 解 剖 液 富士 絹 製法 
Sal0JSL と 移 三 | ヴォ ス ュ ー ラ テ 式 人 人 造 絹糸 の 麗 法 
7 入村 消 大 ッ 
ッ 3.11.17 | 中 堀 幾 三郎 | 一 般 測量 機械 、 天体 観測 用 諾 機械 、 他 
7 富 田 勘 之 丈 | 種 萌 雌雄 分 離 器 、 他 
// 御 法 川 直 三 郎 | JC 2 多 管 式 乾 葵 舌 、 多 条 > 式 製 糸 機 械 
/ 3.11.23 | 稲垣 恒 吉 | 情 萌 利用 の 縮 細 製 織 法 
ッ 15.11.10| 荘 原 昭 作 | 高級 染料 の 製法 
/ 河合 信郎 | 肝油 の 製造 法 
/ 18.11. 3 | 萩原 鉄 蔵 | パル プ の 現 法 
/ 李 劣 | 車 輸 式 正 条 植 器 
y。 19.2.11 | 山本 皿 穫 | 交互 磁 に 
の 其 柄 宮 郎 | 生計 加 里 料 の 製法 、 ク ャ ー > 酸 塩 の 製法 外 
y 19.11. 3 | 野沢 一 郎 | 石炭 充 折 抽 造 装置 、 建 築 骨 格 、 他 
ク 佐竹 利 市 | 双 山 精 殻 機 、 他 
ク 石 本 光三郎 | 石本 式 バ ンド プレ ー ナ ー、 洪 堀 鑑 、 他 
ク 岡沢 稚 治 | 不 拓 焼 法 に よる アル ミナ 製造 法 、 他 
/ 25. 1.13 | 佐々 木 六郎 | 鉄製 自在 支柱 の 改良 
22 林 寿 | 拡 綱 装 置 
4 根 癌 栄三 郎 | 導 糸 子 の 移動 装置 
の 柿 崎 休 | 絹 未 編物 製造 方 法 
72 佐竹 利彦 | 日 型 精 帝 機 
の 誠 一 郎 | アン モニ ケア 合成 触 尋 の 現 造 法 
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式 緩 有 賞 を 受け た 人 々 


発令 年 月 日 授 剖 者 氏名 発 明 内 容 
昭和 25. 1.13 内 田 葉 | アン モニ ケア 合成 触 建 の 製造 法 。 

の 内 田 武 次 | 水田 浮 府 子 殺 是 油 拡散 剤 
ク 田 島 栄 | 電解 研磨 法 
7 | 山 成 全 三 | 定圧 式 ビ ュー ゲル 楽 電装 軒 
の | 川原田 政 太郎 」 電気 時 計 
ッ | 岩田 継 消 | 脱 移 機 
/ | 佐久間 栄吉 | アス ファ ルト ルー と ィング の 抽 造 
7/ | 鈴 本 皿 次 郎 | 控 油 機 

/ 25. 4.18 | 桑田 欠 特殊 王 酸 塩 の 製造 活 、 他 
72 | 窟 原 盟 次 郎 / 
の | 米 山 金次郎 精 麦 装置 の 改良 
/ | 大 脇 建 一 | 超 高 周波 用 オッ シュ 管 、 他 
/ | 水 越 勇次 郎 | 泊 向 に お ける 燃焼 装置 の 改良 
ッ | 土 原 豊 豆 | 硝子 型 水銀 整流 器 の 改良 
7/ | 竹内 五 一 | 周波 数 通 減 装置 

y 25.10.7 | 島津 源蔵 | 亜 酸化 鉛 粉 の 製造 法 
ッ | 豊 田 喜一 郎 | 自動 織機 に お ける 換装 軒 
/ | 松 本 未 太 郎 | 正 藍 抜染 法 及 び ロ ー ケ シッ 医 の 機械 化 
の | 高 北新 浴 郎 」 欠 の 改良 
/ 中 島 男 慣 | 小型 製粉 機 
/ | 大 本 宮 治 郎 自動 計算 機 
7/ 宮木 男 過 | 化学 工業 用 電動 機 開閉 器 
72 大 有川 理 作 | 特 厚 板紙 又は パル プシ ー ト の 現 造 法 
/ 三島 徳 証 」 MK 永久 磁石 鋼 
/ 増 本 量 | セン ダス ト 人 磁性 合金 
/ 山 本 間 治 | 72 
72 綴 野 廊 石 電力 用 遮断 維 
7/ 油 本 重 次 郎 魚肉 採取 後 
/ 牧 田 正幸 | ガス の 精製 分 離 装 軒 
2 | 療 田 秀雄 内燃 機関 の 振動 抑制 装置 

/ 26.10.27 | 入 木 秀次 | 電波 指向 方 式 
7 | 小林 正 次 | 写真 電送 装置 
7 | 堀井 新治 郎 肛 写 版 
/ 高田 桂 | テン トニ ン の 製造 法 
/ | 松山 原 造 | 用 勾 
/ 阪 本 久 五 郎 自動 織機 の 政 良 
/ | 塩谷 錠 太 | 高速 度 製 針 機 
/ 還 痢 。 念 喧 | 炭酸 カル シ ウ ょ の 製造 法 
/ 山岡 孫 吾 | 小型 デー ゼン エン チン 
/ 本 田 菊 太 郎 | 炒 病 用 篠 糸 卒 伸 装置 の 改良 
/ | 奥田 直 巳 | 血管 内 面 検査 器 及 び 振動 抑制 装 還 
/ 間宮 精 一 | ペック フォ ー カ ヵ シ ング 式 距離 計 連 動 写 真 機 
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附 


発令 年 月 日 


- 授 凍 者 氏名 


先 明 


昭和 27. 4.22 | | 小田 鳴 修 三 
7 | 清水 菊 平 
7 | 加 藤 与 五 郎 | 
/ 武井 武 」 
如 | 佐藤 庄 次 郎 
の / 浜 田 初 次 郎 | 
74 | 逸見 治郎 | 
の | 石井 茂 吾 
⑦ 森沢 信夫 
の | 奈 良 自由 造 
し / | 真壁 語 太 郎 
? | 絆 本 道 三 朗 
7 | 高橋 正 一 
の | 宗 像 内 三 
/ 。 | 本 田 宗一郎 

人 26 5. 7 | 島 山 一 消 
/ 久保 田 権 四朗 
/ 相 木 幸 基 
/ 杉本 京太 ! 
/ 河合 小 市 
ッ 石 橋 徳次郎 」 
/ 鈴木 道 礁 
/ 根 若 信 還 
/ 朝 戸 順 | 
/ 増 島 良三 
/ 和久 野 五 十 男 
/ 。 | 疲 辺 宰 
/ 押 田 安 之 助 
/ 阿部 重蔵 
ッ | 森 意 作 

/ 29. 4.18 | 鳥 欠 利三郎 
2/ 阿 部 清 
4 山 崎 惣 三郎 
/ | 河本 万 造 
/ | 伊 比 王 松 
ッ | 基 原 まさ 
/ 中 村 吉 欠 
/ | 分 木 純一 
7/ | 人 竹井 俊郎 
ッ 。 | 田島 武 長 
の | 田中 消 一 
ん 市 川 E 
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、 顕微 鏡 相 


ーー - の 改良 
大 型 デ ー デ ル 機 関 
酸化 金属 性 磁石 

杉 描 機 の 改良 

オォ オラ モッ ト 印 刷 機 の 改良 
計算 尺 

写真 丁字 機 

衝 史 式 粉砕 僕 
殻 類 間 燥 装置 
書 築 憧 造 
自動 電圧 調整 方 式 
ベン ベル グ 製 造 法 
小型 ガウ リン エン デン 
渦巻 ボン プ の 改良 
鋳鉄 管 製造 法 

体温 計 

邦 娘 タイ プラ イタ ー 
ピア ノ の 改良 

地下 タビ 

格子 締 策 織り 用 織機 
鈴 自 製造 法 

銅 合金 

ミシン 針 製 造機 


バランシング: マシ ンジ 


| 電話 中 継 用 増 巾 鈴 


テ ャ ー プ ブレーキ の 改良 


| 平 炉 の 修理 法 


椎茸 菌 種 駒 製 造 法 
高 周 渋 焼 入 装置 
机 付 間 燥 機 
毛織 機 の 改良 

手 編 機 
紡績 用 調 帯 式 率 仲 装置 

時 本 製作 法 (スン プ 法 ) 
魚体 処理 加工 法 

ジジ スン アジ ンジ ルス クーン イシン ング 2 


帯 鑑 盤 の 改良 


毛 編 機 の 改良 


電 の 改良 及び 木材 接合 金具 


藩 緩 褒賞 を 受け た 人 々 
発 含 年 月 日 授 前 者 氏名 発 明 内 秋 
昭和 29. 4.18| 藤 田 卵 三郎 | 自動 製 矯 機 
/ 伊達 新 一 | 製茶 機 の 改良 
/ 狼 橋 金 造 | スタ ンプ 吾 
/ 大 橋 京 一 | 金属 焼付 洒 
の 上 溢 丁 歳 | 高圧 ボン プ 
/ 海老 原 骨 吉 | ピス トン リン グ の 製造 法 
/ 島 講 津 保 次 色 遠方 監視 制御 方 式 
7/ 丈 田 治 三郎 | 搬出 、 救 命 用 具 の 改良 
77 丈 藤 富 造 | ビス ュー ラ 溶 解 機 、 他 
/ 田 中 修吾 | 殺 息 殺菌 用 噴霧 機 
の 立 石 一 真 | 継 電 殺 の 改良 
/ 河 合 准 | 磁石 選 鍼 機 
の 安 哀 博 | 多 極 真空 管 
/ 三井 皿 直 | 織物 の 樹脂 加工 法 
2 松川 泰三 | ビタ ミン Bi 製造 法 


昭和 30 年 1 月 に 秦 剖 条 含 が 


改正 され 、 


従来 発明 関係 に 授与 され て いた 赴 尊 褒 


並 が 「 紫 緩徐 章 」 に つ た 。 こ の 首 音 は 優秀 な 多く の 発明 考案 を な し と げ 、 そ 
の 実施 の 成功 に よ つ て 、 わ が 国 の 産業 文化 の 発展 と 、 国 民生 活 の 向上 に 寄与 し 


た 功績 に より 授与 され る も の 
理大 臣 官 氏 に お いて 行わ れ 、 
東北 大 学 教授 工学 博士 
通 研 電気 工業 株 式 会 社 々 長 
安立 電気 株 式 会 社 製 造 課長 
維 機械 製造 業 長谷 善 一 


日 本 タロス 工業 株 式 会 社 社長 
矢 中 診 次 朗 
青田 宣治 

株 式 会 社 東京 自動 機械 製作 所 取締 役 


測 化工 福々 長 
吉 徳 農機 株 式 会 社 々 長 


日 本 石英 硝子 株 式 会 社 々 長 
池袋 球 匠 工 業 株 式 会 社 々 長 


で 、 そ の 第 1 回 の 授 童 式 は 昭和 30 年 4 月 15 昌 、 総 
通商 産業 大 区 より 次 の 28 氏 に 対し て 伝達 され た 。 


永井 建 三 | 
到 十 嵐 依 三 磁気 録音 方 式 の 発明 
石川 設 ) 
次 糸 機 の 発明 
坂部 三次 クロ ス 遇 造 法 に 関す る 発明 
ャ セメント 防水 剤 製造 に 関す る 発明 
脱 吉 機 の 発明 


渡辺 宮 多 夫 包装 和 機 に 関す る 発明 


佐野 隆一 石英 硝子 製造 に 関す る 発明 
小島 正輝 グラ スラ オニ ング 機器 の 発明 


日 本 建 機 株 式 会 社 代表 取締 役 真鍋 武雄 
ュ ン クリ ー ト 坦 造 機械 に 関す る 著 明 
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調 昧 


株 式 会 社 東京 軌道 研究 所 代表 取締 役 小林 勝 索 

アン チク リッ ペー に 関す る 発明 基 委 
株 式 会 社 模 田 鉄工 所 社長 醒 田 久 焼 玉 機 関 に 関す る 発明 
株 式 会 社 丸山 製作 所 代表 取締 役 丸山 央 次郎 。 繧 和 枠 に 関す る 発明 
田中 青 巣 加工 有限 会 社 取締 役 千代 清 次 

醒 柿 方 法 及 び バ ナナ 追 就 方 法 の 発明 
味の素 株 式 会 社 川 崎 工 場 長 堀 信 一 調味 液 製 造 方 法 
株 式 会 社 科学 研究 所 取締 役 工 学 博士 辻 二郎 爆発 ガス 検定 機 の 発明 
株 式 会 社 ア ぶっ 商会 副 社 長 水谷 吉 太 郎 方向 指示 器 の 発明 
庄 田 鉄工 株 式 会 社 々 長 庄 田 和 作 ゲー ター マシ ン の 発明 
東京 芝浦 電気 株 式 会 社 理事 浅尾 総一郎 光電 管 に 関す る 発明 
日 本 ビク ター 株 式 会 社 常務 取締 役 高柳 健次 郎 テレ ビジ ョ ン 装 置 の 発明 
株 式 会 社 竹中 工務 店 東京 支店 取締 役 大 内 二男 浴 画 工法 の 発明 
。 暖房 工事 設計 施工 業 岩田 正 交 自動 手洗 海水 装置 の 改良 発明 
品川 白 交 充 株 式 会 社 取 締 役 伊藤 ゼー グル 雛 の 刷 造 に 関す る 発明 
株 式 会 社長 井 鉄工 所 社長 泉 井 安吉 延 細 挫 揚 機 に 関す る 発明 
東北 大 学 教授 理学 博士 白川 胃 記 磁 歪 振動 体 及 整 磁 合 金 に 関す る 発明 
株 式 会 社 虫 進 号 精米 機械 製作 所 社長 武田 寛 精米 機 に 関す る 発明 
三菱 日 本 重工 業 株 式 会 社 横浜 造船 所 造機 設計 部 次 長 岡村 健三 

ディ ー ゼ メル 機関 の 燃料 噴 医 ボ ンプ に 関す る 発明 
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法制 職制 の 変 乱 表 


妹 


| 咽 夫 法 市 
1) 特許 に 関す る 法令 
公布 年 月 日 | 番号 | 名 施行 年 月 日 
治 4 年 4 月 7 日 太政官 布告 第 175 号 | 専売 略 規則 
5 年 3 月 29 日 太政官 布告 第 105 号 | 専売 略 規則 廃止 
18 年 4 月 18 日 太政官 布告 第 四 誕 条例 


同 
同 
同 


犬 正 6 年 6 月 9 日 


同 


同 
同 


太政官 布 達 第 


20 年 4 月 20 日 勅 


20 年 5 月 5 昌 農 商務 省令 第 


21 年 12 月 20 日 競 


和 1 月 4 日 農 商 務 省 令 第 
2 年 10 月 28 昌 | 農 商務 省令 第 
EE 4 月 8 農 商 務 省 令 第 
農 商 務 省 令 第 
25 年 11 月 18 日 | 農 商務 省令 第 
26 年 3 月 7 日 農 商 務 省 令 
27 年 1 月 31 日 農 商務 省令 3 
29 年 11 月 4 日 農 商務 省令 第 


23 年 8 月 29 日 | 


32 年 3 月 2 日 法 


32 年 6 月 20 日 農 商 務 人 
38 年 1 月 4 日 農 商務 省令 


42 年 4 月 5 日 | 法 
42 年 10 月 25 日 | 勅 

| 剖 
朗 
| 勅 


令 第 
令 第 


第 


律 第 


律 第 23 号 | 


令 第 294 尽 | 
令 第 298 号 


令 第 299 号 , 
令 第 301 号 | 


42 年 10 月 26 日 農 商 務 省令 第 42 号 


10 年 4 月 30 日 法 


10 年 12 月 16 日 勅 
束 


農 商 季 省 令 第 46 月 | 
45 年 2 月 14 日 農 商 務 省 令 第 11 号 , 
農 商 務 省 令 第 2 号 
箕 商 省令 第 9 号 


律 第 96 号 


合 第 460 号 
令 第 461 号 | 特 


許 手続 


特 計 条 例 
特許 条例 施行 細則 


特許 条例 施行 細則 中 改正 


同 


| 特許 条例 施行 細則 
| 特許 条例 施行 細則 
特許 条例 施行 細則 中 改正 


同 

同 

特許 法 
特許 法 施行 細則 


同 細則 改正 


特許 法 改 正法 律 
特許 登録 信 


| dd 
oh 


に 関す る 


球 に 関す る 小判 窟 判 | 


訴 に 関す る 費 用 


本 
特許 登録 令 施 行 規則 

特許 法 施 行 細則 中 改正 
特許 登録 令 施 行 超 則 中 改正 
特許 法 施行 細則 中 改正 


特許 法 必 正法 筆 


特許 法 施行 令 
特許 登録 令 改 正 の 件 


許 条例 中 改正 


明治 18 年 7 月 1 日 


明治 2 年 2 月 1 日 


明治 人 年 12 月 1 日 


胃 治 2 年 7 月 1 日 
同 

42 月 1 日 
| | 向 293 員 
胃 治 42 年 11 月 1 日 
同 

同 


同 

明治 42 年 11 月 1 日 
同 
| 明治 35 年 3 月 1 日 
同 

大 正 6 年 7 月 1 日 
大 正 1 年 1 月 11 日 
| 給 沈 B 明 | 
大 正 11 年 1 月 11 日 
同 
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附 


公布 年 月 日 番 号 | 名 称 施行 年 月 日 
大 正 10 年 12 月 17 日 農 商務 省令 第 33 号 特許 法 施行 規則 天正 11 年 1 月 11 日 
同 10 年 12 月 19 日 農 商 務 省 令 第 39 号 特許 登録 令 施 行 規則 牙 正 同 
同 11 年 12 月 29 日 勅 令 第 517 号 特許 登録 令 中 改正 
大 正 12 年 1 月 1 日 
同 農 商務 省令 第 29 号 | 特許 登録 令 施行 規則 中 改正 | に 
| 第 512 号 
同 農 商務 省令 第 30 号 特許 法 施行 規則 中 改正 大 正 12 年 1 月 1 日 
同 12 年 10 月 23 日 農 商務 省 令 臨 第 6 号 」 減 失 特 許 原簿 回 復 規則 大 正 12 年 10 月 23 晶 
同 14 年 4 月 30 日 商工 省令 第 4 号 滅失 特許 原簿 回 復 規 則 政 正 


知 


昭和 2 年 4 月 26 日 商工 省令 第 4 号 
4 年 4 月 4 日 法 律 第 47 号 
4 年 9 月 18 日 勅 。 令 第 290 号 


司 品 語 司 司 烈 滞 司 司 司 同 司 


司 


語 避 本 弄 型 避 可 恒司 光司 可 可 天天 玉 


4 年 3 月 21 日 商工 省令 第 6 号 


13 年 1 月 29 日 勅 令 第 52 号 
固守 省令 第 2 号 
勅 令 第 53 号 
13 年 3 月 8 日 法 律 第 3 号 
法 律 第 5 号 


13 年 7 月 27 日 商工 省令 第 66 号 
16 年 7 月 14 日 商工 省令 第 65 号 
18 年 3 月 23 日 勅 令 第 159 号 
18 年 10 月 31 日 法 律 第 109 号 
20 年 9 月 5 日 勅 令 第 522 号 」 


特許 登録 人 
特許 法 中 改正 


施行 規則 中 改正 

昭和 4 年 10 月 1 日 

昭和 4 年 勅 令 | 
第 289 号 

特許 法 施行 令 中 改正 

特許 法 施行 規則 中 改正 


) 特許 収用 令 


特許 法 施行 規則 中 改正 

特許 登録 令 中 改正 

特許 法 中 改正 昭和 13 年 8 月 1 日 
同 昭和 13 年 6 月 6 日 
特許 法 施行 規則 中 改正 昭和 13 年 8 月 1 日 


同 和 16 年 9 月 15 日 
特許 発明 等 実施 令 
工業 所 有 権 戦 時 特例 昭和 18 年 12 月 10 日 


特許 法 施行 令 中 改正 


20 年 10 月 18 日 商工 省令 第 5 号 Re 
上 | 工業 所 有 権 戦時 法 = 依り 取り 消 
20 年 11 月 5 日 動 。 令 第 620 呈 | サレ タル 特許 交 ハ 商 梗 ノ 登 録 ニ 
1 関 ス ル 件 
21 和 10 月 31 日 法 第 50 号 | 且 寺 RM 権 戦 時 特例 を 廃止 する 語 和 21cE11 月 15 日 
22 年 9 月 8 日 法 律 第 105 号 | 特許 法 中 改正 | 
22 年 12 月 22 日 商 工 省 令 第 34 号 | 特許 法 施行 規則 中 改正 昭和 23 年 1 月 1 日 
23 年 7 月 15 日 法 律 第 17 号 | 特許 法 等 中 改正 | 
政 令 162 | 特許 施行 令 等 中 改正 
商工 省令 第 23 | 特許 法 施行 規則 等 中 改正 | 
23 年 12 月 2 日 誌 。 筆 第 219 号 | 工業 所 有 権 上 時 法 中 履正 明和 23 年 12 月 2 日 
24 年 5 月 24 日 | 法 律 第 103 号 | 特許 法 中 改正 昭和 24 年 5 月 5 日 
政 令 第 109 号 | 特許 施行 令 中 改正 
24 年 5 月 25 日 通商 産業 省令 第 5 号 」 特許 施行 規則 中 改正 


24 年 8 月 16 日 政 


令 第 309 号 特許 法 中 改正 


25 年 5 月 22 日 通商 産業 省令 第 41 号 | 特許 施行 規則 中 改正 


| 骨 和 24 年 9 月 1 日 


26 年 3 月 6 日 法 律 第 9 号 特許 法 中 改正 
26 年 6 月 1 日 政 令 第 183 号 , 特許 施 行 令 中 改正 
27 年 4 月 28 日 法 律 第 101 号 特許 法 中 改正 

27 年 6 月 10 日 政 令 第 182 号 | 特許 登録 令 中 改正 
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法制 、 隊 偏 の 変遷 表 


(2②) 実用 新案 に 関す る 法令 


公布 年 月 日 番 。 号 名 称 | 施行 年 月 日 
明治 38 年 2 月 16 日 | 法 律 第 21 号 | 実用 新案 法 | 治 38 年 7 月 1 日 
同 38 年 4 月 29 日 農 商 務 省 令 第 14 号 | 実用 新案 法 施 行 規則 
| 胃 治 42 年 11 月 1 日 
同 42 年 4 月 5 日 法 律 第 26 号 | 実用 新案 法 攻 正法 律 | (人 
同 42 年 10 月 25 日 | 束 令 第 297 号 | 実用 新案 の 登録 に 関す る 件 | 随 治 42 年 1 月 1 日 
同 認 令 第 299 号 届 0 2 賠 

| 
上 | 実用 新案 に 関す る 審判 、 撤 千 
動 。 令 第 801 且 | 親友 用 旬 に 関す る 引用 の 件 由 
同 42 年 10 月 26 日 農 商 務 省 令 第 45 号 | 実用 新案 法 施行 規則 中 改正 同 
同 | 農 商 務 省 令 第 49 号 | 4 つの の で 同 
同 45 年 2 月 14 日 | 農 商務 省令 第 7 号 | 実用 新案 法 施行 規則 中 改正 | 


大 正 5 年 3 月 18 日 | 法 律 第 32 号 | 実用 新案 法 中 改正 | 
| [大正 11 年 1 月 11 晶 
同 10 年 4 月 30 日 法 律 第 97 号 | 実用 新案 法 改正 法律 | 


ご | 軍事 上 秘密 を 要する 実用 新 容 

司 10 年 12 月 16 日 | 勅 令 第 462 号 | 水 新 矢 に 関す る 守 刊 革 の 他 の 天正 11 年 1 月 1 日 
| | 手続 の 費用 及 登録 に 関す る 件 

同 10 年 12 月 17 日 農 商 務 省令 第 34 号 | 実用 新案 法 施行 規則 改正 同 

司 10 年 12 月 19 日 農 商 務 省 令 第 40 号 | 実用 新案 の 登録 に 関す る 件 同 

同 11 年 12 月 29 日 農 商 務 省 令 第 31 号 | 実用 新案 法 施行 規則 中 改正 大 正 12 年 1 月 1 日 
同 12 年 10 月 23 昌 商務 省令 下 第 7 呈 | 本 た し と る 3 「 案 原 薄 の 回 復 12cE0 月 23 昌 


則 和 4 年 4 月 4 日 法 律 第 48 号 | 実用 新案 法 中 改正 和 4 年 10 月 1 日 

同 4 年 9 月 21 日 商工 省令 第 7 回 実用 新案 施行 規則 中 改正 

同 13 年 3 月 9 日 法 律 第 5 号 | 実用 新案 法 中 改正 昭和 13 年 6 月 6 日 

同 13 年 9 月 26 日 商工 省令 第 81 号 実用 新案 法 施行 規則 中 改正 

同 18 年 10 月 31 日 | 法 律 第 109 号 」 工業 所 有 権 戦時 特例 昭和 18 年 12 月 10 晶 

同 21 年 10 月 31 日 | 法 律 第 50 号 | 工業 所 有 権 湿 時 特例 廃止 の 件 昭和 21 年 11 月 15 曲 

同 22 年 9 月 8 日 法 律 第 105 号 | 実用 新案 法 中 改正 

同 23 年 7 月 15 日 | 法 神 第 172 号 | 同 
商工 
法 


省 令 第 23 号 | 実用 新案 法 施行 規則 中 改正 
同 24 年 5 月 24 晶 律 第 103 店 実用 新案 法 店 改正 


同 24 年 8 月 16 日 | 政 き | 連合 国人 工業 所 有 権 則 後 措置 信 昭和 24 年 9 月 1 日 
同 26 年 3 月 6 田 法 人 人 10 号 | 実用 新案 法 中 改正 


(3) 意 原 に 関す る 法令 


ーー ブー オーー 半 半 症 上 ク 
公布 年 月 | 番号 | 名 キネ ーーfes 江 0 
明治 21 年 12 月 20 日 | 勅 。 令 第 85 号 | 意 条 例 剛 i2682 月 1 日 

同 22 年 1 月 4 印 農 商務 省令 第 2 号 | 意匠 条例 施 生 細則 
同 23 年 8 月 29 昌 | 農 商 務 省 令 第 8 号 意匠 条例 入行 細則 改正 SE ご 
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ォ 和 見 遇 


2 
レン 


公布 年 月 日 特 号 名 称 
明治 25 年 11 月 18 日 2 18 号 | 意匠 条例 施行 細則 改正 
同 26 年 3 月 7 日 農 商 務 省 令 第 3 号 | 同 
同 27 年 1 月 31 日 | 農 商務 省令 第 2 号 | 同 
同 29 年 11 月 4 日 農 商 務 省 令 第 8 号 同 
同 32 年 3 月 2 日 法 律 第 37 号 意匠 法 
同 32 年 6 月 20 日 農 商務 省令 第 14 号 意匠 法 施行 細則 


堪 商 務 省 令 第 2 
神 第 24 


同 38 年 1 月 4 日 | 
42 年 4 月 5 日 法 
42 年 10 月 25 日 勅 


回 


司 司 


42 年 10 月 26 日 農 商 務 省 令 第 43 


| 農 商務 省令 第 47 
45 年 2 月 14 日 | 農 商務 省令 第 3 
同 農 商 務 省 令 第 4 


避 滞 


同 10 年 4 月 30 晶 法 


| 
同 10 年 12 月 16 日 勅 令 第 463 
同 10 年 12 月 17 日 農 商 務 省 令 第 35 ] 
同 10 年 12 月 19 日 農 商 務 省令 第 41 ・ 
同 11 年 12 月 29 日 農 商 務 省 令 第 32 


令 第 295 号 
和 勅 令 第 301 号 


刀 | 】 
号 


| 


ni 


同 12 年 10 月 23 日 農 商務 省令 臨 第 8 号 


昭和 4 年 4 月 4 日 法 神 第 49 
同 4 年 9 月 21 日 商工 省令 第 8 
同 8 年 3 月 14 日 法 律 第 10 
同 13 年 3 月 8 日 法 律 第 5 
同 18 年 10 月 31 日 法 律 第 109 


同 21 年 10 月 31 日 法 


同 22 年 9 月 8 日 法 律 第 105 

同 23 年 7 月 15 日 法 律 第 172 

同 政 令 第 162 

同 商工 省令 第 23 

同 24 年 5 月 24 日 法 律 第 103 

同 26 年 3 月 6 日 法 律 第 11 
540 


号 


号 | 


号 | 
号 | 


号 
号 


律 第 50 号 | 


号 | 
号 | 意匠 法 施行 規則 中 改正 


紀 


| 意匠 法 施行 細則 改正 


| 意匠 法 改正 法律 


ィ に * 
う | 出生 


号 
大 正 6 年 6 月 9 日 農 商 務 省 令 第 10 号 


律 第 98 号 | 意 


意匠 の 登録 に 関す る 件 

R 正 に 関す る 和 判 撤 告 

誕 に 関す る 用 の 休 

意匠 法 施行 細則 改正 

意匠 の 登録 に 関す る 1 件 施行 規則 
意匠 の 登録 に 関す る 件 施行 規則 
改正 
意匠 
同 


法 施行 細則 中 改正 


E 葬 法 改正 法 和 


意匠 に 関す る 緒 判 、 旧 の 
| 5 外 用 及 和 録 に 関す る 


| 意匠 法 施行 規則 

意匠 登録 規則 

意匠 法 施行 規則 中 改正 

| 愉し た たる 意匠 原簿 の 回 復 に 関 


他 の 手 
件 


意匠 法 中 改正 
意匠 施行 規則 中 改正 
意匠 法 中 改正 の 件 


意匠 法 中 改正 
工業 所 有 権 戦時 特例 

工業 所 有 権 戦 時 特例 廃止 の 件 
意匠 法 中 改正 

同 

意匠 = 関 ス ル 窒 判 ソノ 他 ノ 手続 
費用 及 ビ 登録 = 関 ス ル 件 ノ 改 正 


意 克 法 中 改正 
財 


| 施行 年 月 日 
_ | 明治 25 年 12 月 1 日 


守 判 及 | 


| 


明 治 32 年 7 月 1 日 
同 


| 

明治 P 下 11 月 1 日 
[ 同 年 動 人 | 

| 【 第 293 

語 02 1 日 

同 

同 

同 

明治 45 年 3 月 1 日 


同 


大 正 11 年 1 月 1 日 


| 大 正 10 年 勅 令 

第 459 号 
大 正 11 年 1 月 11 日 
同 
同 


| 大正 12 年 1 月 1 日 
| 大正 12 年 10 月 23 日 
| 和 4 年 10 月 1 日 


同 6 2 
第 289 号 


和 8 年 8 月 1 目 
| 隔 記 湊 避 
[第 199 号 
昭和 13 年 6 月 6 日 
有 昭 和 18 年 12 月 10 有 
昭和 21 年 11 月 15 日 


昭和 24 年 5 月 25 日 


計 制 、 隊 制 の 変 枯 表 
(4) 商標 に 関す る 法令 
公布 年 月 日 舞 認 に 名 菊 | 施行 年 月 
明治 17 年 6 月 7 田 太 政官 布告 第 19 号 | 商標 条例 明治 17 年 10 月 1 日 
太政官 布 層 第 13 号 | 商標 登録 大 手続 | 
同 18 年 1 月 24 日 | 太政官 布告 第 4 呈 | 商標 条例 附則 第 5 項 追 加 
同 20 年 4 月 20 昌 | 勅 令 第 9 号 | 商標 条例 中 改正 
同 20 年 5 月 5 農 商務 省令 第 2 号 | 商標 登 録 願 手続 中 改正 
同 21 年 12 月 20 日 | 勅 令 第 86 号 | 商標 条例 改正 明治 22 年 2 月 1 日 
同 22 年 1 月 4 昌 農 商務 省令 第 3 号 | 商標 条例 施行 細則 
同 22 年 10 月 28 日 | 農 商務 省令 第 10 号 | 商標 条例 施行 細則 中 改正 
司 23 年 8 月 29 日 農 商 務 省 令 第 9 号 し | 同 
同 25 年 11 月 18 日 | 農 商務 省令 第 19 号 | 商標 条例 施行 細則 改正 | 明治 25 年 12 月 1 日 
司 26 年 3 月 7 日 雪 半 2 4 号 | 商標 条例 施行 細則 中 改正 
司 27 年 1 月 31 日 農 商務 省令 第 3 号 | 同 | 
司 29 年 11 月 4 日 農 商務 省 る 第 8 号 | 同 
司 32 年 3 月 2 国法 の 38 号 | 商標 法 明治 32 年 7 月 1 日 
司 32 年 6 月 20 日 農 商務 省令 第 15 呈 ロ | 商標 法 施行 細則 同 
同 38 年 1 月 4 日 農 商 務 省令 第 3 号 | 商標 法 施行 細則 中 改正 明治 38 年 3 月 1 日 
司 42 年 4 月 5 日 法 律 第 25 号 | 商標 法 改正 法律 | 明治 42 年 11 月 1 日 
司 42 年 10 月 25 日 | 勅 令 第 296 号 | 商標 の 登録 に 関す る 件 同 
是 ョ | 商標 に 関す る 箸 判 、 抗 告 窟 判 及 同 
6 生 。 令 第 301 呈 | 抽 訴 関す る 修 用 件 
司 42 年 10 月 26 日 | 農 商務 省令 第 44 号 | 商標 法 施 行 細則 改正 同 
バ | 農 商務 省令 第 48 号 | 商標 の 登録 に 関す る 件 施行 規則 明治 42 年 11 月 1 日 
司 45 年 2 月 14 日 人 省令 第 5 号 | 商標 法 施行 細則 中 改正 明治 45 年 3 月 1 日 
大 正 11 年 1 月 1 日 
大 正 10 年 4 月 30 昌 法 津 第 99 号 | 商標 法 改 正法 筆 1 
ビビ ピリ うけ 
同 10 年 12 月 16 昌 | 勅 。 令 第 464 号 | 遇 李 に 関 ま る 窓 着 基 の 他 の 王 続 ETE1 月 1 
同 10 年 12 月 17 日 農 商務 省令 第 36 号 | 商標 法 施行 規則 同 
同 10 年 12 月 19 日 農 商務 省令 第 42 号 | 商標 登録 規則 同 
同 11 年 12 月 29 日 | 農 商 務 省 令 第 33 号 | 商標 法 施行 規則 中 改正 大 正 12 年 1 月 1 日 
同 12 年 10 月 23 日 農 商 務 省 人 店 第 9 縛 | 引 突 し た る 肌 人 原 税 の 加代 に 関 大正 tn0 月 23 
> 2 し 明和 4 年 10 月 1 日 
昭和 4 年 4 月 4 用法 社 第 50 号 | 商標 法 店 改正 肝 財 
同 4 年 9 月 21 田 商工 省令 第 9 号 | 商標 法 施行 規則 中 改正 | 
同 8 年 7 月 15 田 商工 省令 第 6 号 | 同 昭和 8 年 7 月 5 日 
同 9 年 3 月 27 且 法 律 第 15 号 | 商標 法 中 改正 法律 
同 12 年 12 月 21 日 | 商工 省 令 第 32 号 | 商 像 法 施 行 規則 申 履正 | 
同 13 年 3 月 8 国法 神 第 4 号 | 商標 法 中 改正 照 和 13 年 8 月 1 日 
同 13 年 7 月 27 商 工 省令 第 67 号 | 商 伝 法 施行 典 則 中 改正 同 
同 13 年 9 月 26 日 | 商工 省令 第 82 号 | 商標 法 施行 規則 中 改正 | 
工業 所 有 権 戦時 法 ニ = 依り 取消 


20 年 1 月 5 日 


勅 


令 第 620 号 | サレ タル 放 笠 多 必 商標 / 全 人 
SR 関 2 スウ CK 生生 生計 半 


内 


公布 年 月 日 隊 革 5 族 座 。 施行 年 有 上 
昭 和 22 年 9 月 8 日 | 法 律 第 105 号 | 誕 特 法 等 の 一 部 を 改正 する 法律 | ” 
同 22 年 10 月 2 日 | 法 律 第 115 号 | 商標 法 中 改正 I 和 23 年 3 月 31 日 
同 23 年 7 月 15 日 | 法 律 第 172 号 | 許 特 法 等 の 一 部 を 改正 する 法律 
同 商工 省令 第 23 号 | 許 1 人 中 改正 

E | た | 通商 産業 省 設 置 法 の 施行 に 伴 うに 円 の ら に 

同 24 年 5 月 24 日 | 法 律 第 103 号 お の 整理 人 に 関す る 法律 門 和 24 年 5 月 25 晶 
同 24 年 5 月 25 日 通商 産業 省令 第 3 号 | 商標 法 施行 規則 中 改正 
同 26 年 3 月 6 日 法 律 第 12 号 | 商標 法 中 改正 

(5) 登録 税 む よび 手数 料 に 関す る 法令 


同 32 年 5 月 15 日 勅 合 第 195 号 
同 32 年 5 月 19 日 勅 令 第 205 号 
同 32 年 6 月 20 日 農 商務 省令 第 16 号 
同 38 年 1 月 4 日 農 商 務 省 令 第 4 号 
同 38 年 3 月 13 日 | 法 律 第 58 号 | 
同 38 年 3 月 14 日 | 勅 令 第 53 号 | 
同 38 年 4 月 29 晶 農 商務 省令 第 15 呈 
同 42 年 4 月 13 日 法 律 第 31 号 
同 42 年 10 月 25 日 勅 令 第 303 号 | 
同 42 年 10 月 26 日 箕 商 務 省 令 第 52 号 
同 45 年 2 月 14 日 農 商 務 省 令 第 8 号 
天正 3 年 10 月 28 日 勅 令 第 225 号 
同 10 年 12 月 16 日 勅 信 第 465 号 
同 10 年 12 月 17 日 農 商 務 省 令 第 37 号 ? 
同 10 年 3 月 11 日 農 商務 省令 第 5 号 
同 11 年 4 月 18 日 法 律 第 46 号 
同 11 年 12 月 28 日 勅 令 第 518 号 
昭和 2 年 3 月 29 日 法 律 第 6 号 
同 2 年 3 月 31 日 勅 令 第 46 号 , 
同 14 年 3 月 30 日 法 律 第 45 号 
同 18 年 11 月 1 日 勅 令 第 858 号 
同 19 年 2 月 15 日 法 律 第 7 号 | 

20 年 9 月 5 日 勅 令 第 522 号 


| 特許 、 意匠 、 


| 特 放 匠 本 区 CH 


名 称 
登録 税法 
特許 、 意 匠 及 商 標 に 関す る 手数 
科 の 件 
登録 税法 施行 規則 
特許 、 意 匠 及 商 標 に 関し 華 出 す 


請求 書 申請 書 に 要 す る 手数 料 


| 明治 32 年 農 商 務 省 令 第 16 号 改正 


登録 税法 中 改正 
実用 新案 に 関す る 手数 料 の 件 
実用 新案 に 関し 華 出 す 請求 午 に 


| 要する 手数 料 


登録 隊 法 中 改正 
六実 用 新人 に 
関す る 手数 料 の 件 

明 9 和 商務 省令 第 4 有人 


明生 人 52ht 
』 に 


| 登録 税法 施行 規則 中 改正 


人 治 42 年 勅 信 第 303 号 特許 、 意 
商標 有 用 新 祭 に 関す る 記 
数 料 の 作 改正 の 件 


所 放 eo 施 
『 規 則 、 意 匠 法 施行 及 商 

本則 に 佑 る 語 求 

及 届 出 に 関す る 手数 料 の 件 


大 正 10 生 交信 第 37 中 改 
企 


登録 合法 中 改正 

犬 正 10 年 勅 信 第 465 号 中 改正 
登録 税法 中 改正 

登録 税法 施行 規則 中 改正 
登録 税法 中 改正 


関 ス 
ル 手 数 料 ノ 件 中 改 
登録 税法 中 政 正 


特許 意匠 商 禁 及 実用 新案 = 
ル 手 料 料 ノ 件 中 改正 


関 ス 


施行 年 月 日 


陣 治 29 年 4 月 1 日 
| 明治 32 年 7 月 1 日 


| 明治 32 年 7 月 1 日 


明治 38 年 3 月 1 日 


申請 | 


明治 38 年 7 月 1 目 
| 同 


了 明 治 42 年 11 月 1 日 


同 


了 明 治 45 年 3 月 1 日 


大 正 11 年 1 月 11 日 


同 


天正 12 年 1 月 1 日 


昭 和 2 年 4 月 1 日 


同 
昭和 15 年 1 月 1 日 


昭和 19 年 4 月 1 日 
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法制 、 職 制 の 変遷 表 
公布 年 月 日 | 和希 号 名 和 区 | 施行 和 朋 上 
昭和 20 年 10 月 1 日 束 令 第 565 号 登録 税法 施行 規則 中 改正 
同 大 蔵 省令 第 85 且 | き 祭 生 旬 拉 フ 針生 時 
へ な ay 五 特許 意 商 標 及 実 用 新案 ニ 関 ス 
同 20 年 1 月 18 是 勅 。 令 第 587 号 | 人 半 半 知人 邊 数 を 
人 電 間 軸 寿 決 施行 則 太 和 
交 工 人 令 第 6 及 三条 生 電 央 = 條 ん 衣 表 用 
届出 ニニ 関 スル 手数 料 ノ 件 中 改正 
語 21 年 8 月 31 日 法 入 第 14 号 登録 税法 中 改正 
司 21 年 12 月 17 日 束 合 第 609 号 2 用 新案 に 関す 
剤 Wh 
っ テー に ーー ラム へ AZwy 品目 が 、 だ 人 U 正 わ 全 | 
LEIJSB み 32 の 行夫 間 に 佑介 ま 、 直 明 
| 届出 に 関す る 手数 料 の 件 中 改正 
司 22 年 3 月 31 日 法 律 第 29 号 登録 飲 法 中 政 正 
司 22 年 11 月 30 日 法 神 第 142 母 登録 税法 中 改正 
司 23 年 7 月 7 日 法 神 第 107 号 登録 税法 中 履正 
本 23 年 7 月 17 昌 政 。 令 第 172 呈 夫人 簡 次 史 太 向 儲 の 3 拉 
司 24 年 5 月 14 日 法 律 第 62 号 | 登 叶 EE 
司 24 年 5 月 2 還 法 神 第 49 呈 | 登録 税法 中 改正 
富 日 24 日 ュ | 特許 実 用 新案 意匠 及び 商標 の 手 
中 24 年 5 月 24 印 政 倒 第 109 選 | 族 関 お る 攻 合 中 KGE 間 | 
語 24 年 5 月 25 日 法 律 第 105 号 | 登録 倍 法 中 改正 
同 24 年 5 月 31 日 法 社 第 134 | 登録 税法 店 改正 
| ルル ヒエ = モビ た マ ヨ 
(6) 不正 競争 防止 法 
公布 年 月 日 | 番 号 名 称 施行 年 月 日 
昭和 9 年 3 月 27 日 上 神 第 14 号 | 不正 競争 防止 法 骨 和 10 年 1 月 1 日 
不 下 計 上 法 第 休 反 良 
同 10 年 3 月 1 日 商工 省 告示 第 18 号 の の 仙人 は 
供 スル ノ 件 
同 13 年 3 月 8 日 防 塞 第 2 号 | 不正 競争 防止 法 中 改正 昭和 13 年 8 月 1 日 
同 25 年 4 月 1 日 陸 神 第 9 号 | 不正 競争 防止 法 中 改正 胃 和 25 年 5 月 1 日 
同 28 年 3 月 26 日 陸 神 第 26 号 | 不正 競争 防止 法 中 改正 昭和 28 年 7 月 8 日 
(7) 刀 理 士 に 関す る 法令 
公布 年 朋 日 | 衝 。 号 | 。 名 際 。 | 孝行 月 
明治 32 年 6 月 9 田 珠 。 令 第 235 忌 | 特許 代理 業者 登録 規則 明治 2 年 7 月 1 日 
同 32 年 11 月 4 日 農 商 務 省 令 第 29 号 | 特許 代理 楽 者 試験 還 骨 治 32 年 11 月 4 日 
同 37 年 4 月 21 晶 | 農 商務 省令 第 4 号 | 特許 代理 業者 組合 還 則 明治 7 年 4 月 21 昌 
令 第 264 月 | 特許 代理 人 録 央 中 履正 関 治 89fE9 月 2 


同 39 年 9 月 27 且 | 動 
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時 


公布 年 月 日 | 


施行 年 月 日 


明治 39 年 10 月 25 日 束 


同 39 年 10 月 26 日 農 商 凶 省 令 第 50 号 


令 第 300 呈 


特許 弁理 士 令 

| 特許 弁理 士 試験 規則 
特 放電 理 士 組合 規則 
弁理 士 法 

尋 理 士 法 施行 令 
弁理 士 法 施行 令 

刀 理 士 法 中 改正 
弁理 士 法 施行 令 
弁理 士 試験 規則 
と す 生 導 
ル 衝 ニ 依 受験 資格 ニ 関 ス 


弁理 士 試験 ノ 停止 = 関 スル 件 
人 ま の 停止 に 関す る 件 を 


中 改正 


中 改正 


旗 止 
弁理 士 法 中 改正 


同 農 商 務 省 令 第 51 号 
大 正 10 年 4 月 30 日 法 律 第 100 号 | 
同 10 年 12 月 15 日 勅 令 第 466 号 
昭和 S 年 7 月 26 日 勅 令 第 200 号 
同 13 年 3 月 8 日 法 律 第 5 号 
同 13 年 6 月 4 日 勅 令 第 401 号 
同 商工 省令 第 27 号 
同 13 年 7 月 1 日 交 部 省令 第 18 号 
同 19 年 1 月 28 日 勅 令 第 56 号 
同 21 年 1 月 6 日 勅 令 第 528 
同 23 年 7 月 15 日 法 律 第 173 号 
同 24 年 5 月 24 日 | 法 律 第 103 号 
同 25 年 6 月 21 日 政 令 第 200 号 | 
同 | 通 商 産業 省令 第 56 号 
同 25 年 7 月 6 日 文部 省令 第 21 号 
同 26 年 3 月 6 日 法 律 第 13 号 
同 政 令 第 39 号 
同 26 年 6 月 1 日 政 令 第 185 号 
同 27 年 12 月 24 日 通商 産業 省令 第 93 号 
同 


28 年 10 月 28 日 | 通商 産業 省令 第 54 号 し 


| 条 ノ 5 
| 件 を 廃止 する 省令 


弁理 士 法 中 改正 

弁理 士 法 施 行 令 中 改正 

弁理 士 試験 規則 中 改正 

孝 理 土 法 施行 令 第 8 条 ノ 4 第 8 
ニ 依 ル 受 験 資格 ニ 関 スル 


弁理 士 法 中 改正 
弁理 士 法 施行 令 中 改正 
弁理 士 法 施行 令 中 改正 


ST2 た タコ する 者 ! 
する 省令 


定め る 外国 の 国籍 を 有する 者 に 
関す る 省令 中 改正 


弁理 士 法 第 2 条 第 1 項 第 1 に | 


明治 42 年 11 月 1 日 
同 
同 
[大 正 11 年 1 月 11 日 
同 
| 昭 和 8 年 8 月 1 日 
昭和 13 年 6 月 6 日 
同 
同 


過 和 13 年 7 月 1 日 


昭和 23 年 7 月 15 日 
| 骨 和 24 年 5 月 25 日 
昭和 25 年 6 月 21 日 
同 


昭和 25 年 7 月 6 日 


和 26 年 3 月 6 日 
同 
昭和 26 年 6 月 1 日 


| 
和 27 年 12 月 24 日 


LC フー シー 


昭和 28 年 10 月 28 日 


| 
同 29 年 2 月 10 昌 通商 産業 省令 第 4 号 | 弁理 士 試験 規則 中 改正 明和 29 生 2 月 10 昌 
@⑯) 関係 法令 
公布 年 月 | 和希 号 | 名 称 。 | 施行 年 月 日 


明治 33 年 9 月 29 日 | 台湾 総和 府 令 第 80 号 


同 39 年 9 月 1 田 関東 都 御 府 令 第 4 羽 


同 40 年 4 月 1 昌 樺 
大 正 10 年 12 月 16 日 | 勅 


太 店 令 第 28 号 
令 第 459 且 


同 10 年 12 月 17 日 | 農 商務 省令 第 38 号 


郵便 法 、 郵 便 為 替 法 、 鉄 道 船 
郵便 法 、 電 信 法 及 無 線 電信 法 の 
施行 関す る 作 


同 改正 
(な 9) 
昭和 3 年 同 第 58 己 


明治 39 年 勅 令 第 229 号 の 施行 に 
関す る 件 6 明治 39 年 9 月 1 日 
具 和 02 人 804 人 は の 施行 に 関 明治 40 年 4 月 1 日 


特許 法 外 法 施行 期日 の 件 


特許 、 LM 12 
書類 の 閲覧 に 関す る 


大 正 11 年 1 月 11 日 
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法制 、 職 制 の 変 乱 表 


公布 年 月 日 | 希 。 号 | 名 。 か 和 月 有 
5 特許 、 実 用 新 用 
大 正 10 年 12 月 19 晶 | 農 IO 由 1 | 
雛形 見 本 及 商 標 印 版 の 調製 心得 | 
特許 、 実 用 新案 、 商 標 に 関す る 
涯 類 を 公衆 の 閲覧 に 供 す す へ き 場 
| 所 に 関す る 件 
同 11 年 2 月 15 日 農 商務 省 告示 第 44 呈 | 同 改正 
| 大 正 14 年 農 | 2 i 示 第 19 号 、 
[ 賠 和 5 年 商 工 和 示 第 5 号 ) 
同 同 第 54 与 ′ | 
要 和 4 年 9 月 18 日 動 289 号 5 導 和 WHO 伯 0 
ッ 5 行 』 
同 4 年 9 月 30 日 通信 省 AA 38 号 | 訴訟 徐 判 及 査 書類 郵便 規則 昭和 4 年 10 月 1 日 
同 通信 888 且 郵便 取扱 規程 同 
品 4 年 10 朋 1 日 商人 第 90| 導 本 須 上 
0833 
司 5 年 2 月 10 日 商工 省 告示 第 6 号 | 利和 基 、 定価 及 売 拘 人 に 関す る 
同 8 年 7 月 15 昌 商工 省 告 示 第 35 号 | 生計 人 告 が 集 .08 | 
た 二 ム 年 ュ | 昭和 8 年 法律 第 10 号 意匠 法 店 改 
So: ーー 令 第 199 | 正法 律 施 行 期日 の 件 
同 8 年 7 月 26 日 商工 省 告示 第 38 号 | 内 告示 第 6 号 中 改 
司 13 年 4 月 1 日 法 律 第 55 号 | 国家 総 動 仙 法 昭和 13 年 5 月 5 目 
司 通信 省令 第 25 号 | 郵便 規則 昭 和 13 年 5 月 1 日 
本 13 年 7 月 2 日 勅 令 第 474 号 | 総動員 補償 委員 会 規 屋 昭和 13 年 7 月 2 日 
同 14 年 12 月 29 目 | 勅 令 第 901 号 | 工場 事業 場 使用 収用 令 昭和 15 年 2 月 1 日 
司 15 年 2 月 1 田 開 令 第 1 号 | 工場 事業 場 使用 収用 令 施 行 規則 同 
司 16 年 3 月 3 日 法 律 第 19 号 | 国家 総動員 法 中 改正 昭和 16 年 3 月 20 日 
同 16 年 11 月 15 日 勅 令 第 967 号 | 許可 認可 等 行政 事務 処理 簡 兵 令 昭和 17 年 1 月 1 日 
同 16 年 12 月 23 日 法 律 第 99 評 只 演 理 決 昭和 16 年 12 月 23 日 
同 勅 令 第 1179 呈 | 敵 産 管理 法 施行 令 同 
間 和 ーー = タル 工業 所 有 権 ノ 管 理 ニ 関 | に 
同 17 年 1 月 31 田 商工 省令 第 7 号 0 層 則 Ri7 邊 1 有 S1H 
和 抽 基 18 人 2 規定 = 依 | 
同 17 年 2 月 18 日 | 法 律 第 15 且 | ル 法 人 等 ラ シ テ 行政 官庁 ノ 職 権 胡 和 18 年 2 月 1 日 
| ラ 行 ハシ ムル コト ニ 関 スル 法 律 | 
同 18 年 1 月 21 田 勅 令 第 26 号 | 行政 官庁 職権 委 誠 令 同 
同 18 月 23 令 第 159 号 | 特許 発明 等 実施 令 18 時 上 
同 半 令 第 6 号 | 特許 発明 等 実施 令 施行 規則 同 
| 間近 第 家電 定 ニ 人 
同 18 年 7 月 6 還 聞 令 第 16 号 02 明 等 実施 状況 調査 = 関 ス | 
ル 
同 19 年 5 月 20 日 勅 令 第 351 に 許可 認可 等 臨 措 置 谷 昭和 19 年 6 月 1 日 
n 。 mp sol 半 語 に 
同 20 年 10 月 24 晶 勅 令 第 601 号 | 工場 事業 場 管理 合 侍 廃止 昭和 20 年 10 月 24 日 
回 20iE1O 有 HH 商人 97 | 生還 
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こく に ト 
HI し ご / 


公布 年 月 日 


昭和 20 和 12 月 18 日 章 工 省令 第 23 号 | 尽 


同 23 年 2 月 23 日 商工 省令 第 5 号 
同 23 年 7 月 6 日 法 


II 
公布 年 月 | 公布 番号 | 
明治 17 年 6 月 
同 18 年 4 月 
同 19 年 2 月 | 勅 令 第 2 号 ! 
同 20 年 12 月 | 勅 令 第 73 号 | 
| 
| | 
同 21 年 1 月 | 農 商務 省令 第 1 号 
同 21 年 12 月 | 勅 令 第 87 号 
1 
同 22 年 1 月 | 農 商 務 省 令 第 4 号 | 
同 23 年 6 月 | 勅 令 第 102 号 
同 24 年 7 月 | 勅 令 第 94 号 | 
同 24 年 8 月 
| 
同 26 年 10 月 | 勅 令 第 146 呈 | 
| 
同 26 年 11 月 
同 29 年 1 月 | 勅 令 第 363 号 | 
同 30 年 4 月 | 勅 令 第 80 号 
| 
同 30 年 6 月 | 勅 令 第 183 号 | 
同 30 年 7 月 商 務 省 告 『 示 第 27 号 。 


律 第 102 号 | 公認 会 計 二 法 


特許 局 分 3 共 規 程 1 宙 定 左 の 
】 で 2 


| 特許 局 官 制 由 改 正 
局長 を 奏 任 一 


胡 務 人 人族 正 特許 過 


称 | 施行 年 月 E 


の 作 2 の 陣 和 20 年 2 月 


リリ 
に 依り 国 を 代表 する 自 2 月 23E 
指定 の 件 廃止 。a 和 23 年 2 月 23 昌 


骨 和 23 年 8 月 1 日 


官制 その 他 の 活 革 


官 件 と る の 他 


商 務 省 工務 局 中 に 商標 登録 所 を 置く 

堪 商 商 省 工務 局 中 に 専売 特許 所 を 置く 

央 商 商 省 官制 中 に 専売 特許 局 を 加 く 

特許 局 官制 を 公布 し 左 の 職員 を 置く に 
局長 、 局 次 長 、 宏 判 宮内 衝 査 官 ( 甘 在 ) 


宜 宮 袖 、 居 、 技 手 ( 癌 在 ) 


各部 を 浪 尼 【 く 
征 ョ 田 


庶務 部 図 1 人 上 生 太 こ 分 つ 
索 判 部 
窓 査 部 6 部 に 分 つ 


二 等 
反 


に ン 

緒 判 官 は 2 人 以上 5 人 以内 
特許 局 分 2 堂 規 程 中 改正 正 

鶴 判 部 分 堂 規程 中 「 審 査 官 の 査定 に 対す る 不服 

事件 」 を 削除 
農 商 務 省 官制 中 に 特許 局 を 置く 
農 商 務 省 官 前 枚 正 特 F の 部 

判官 1 人 、 本 人 人 5 人 、 

(以上 判 任 


局長 、 秋 

雪 和 12 、 
伴 仙 の 人 の 看 間 宮 人 定 人 
窓 判 課 、 窒 査 第 5 課 、 務 課 、 図 
作 計 委 代 直 E 3 

局 2 窒 判 宮 1 淀 査 官 5 人 、 ( 以 - ト 奏 任 )、 
窒 答 官 補 10 人 、 人 ひ 』 着任 ) 

の 部 
自 第 


密 判 課 、 窒 上 沈 課 、 庶 務 課 、 図 書館 を 置く 


商 省 宙 由 改正 泊 因 
演 判 官 2 人 、 窓 査 官 10 人 、 
人 人 由 み KE 
放 局 長 は 勅 任 と な る 

左官 人 改正 特許 局部 

交 判 官 2 人 、 交 査 記 10 人 、 事 務 官 1 人 | 処 古 | 
査 袖 20 人 (着任 ) 

農 商 務 省 商品 陳列 館 規則 制定 特許 品 部 を 置く 


(以上 奏 任 )、 


『 館 を 置く 


淡 査 官 袖 20 人 


546 


公 


同 


同 


同 


同 


同 


布 年 月 


明治 30 年 7 月 


81 年 10 月 


31 年 1 月 


36 年 12 月 


36 年 12 月 
37 年 3 月 
37 年 9 月 
38 年 3 月 


38 年 5 月 


39 年 8 月 


41 年 4 月 


42 年 3 月 


42 年 9 月 


| 動 


和束 


勅 


(| 


勅 
勅 


勅 


勅 


| 勅 


42 年 11 月 | 
| 


公 


< ぶ 


農 商 務 


布 番 号 
省 千 示 第 28 三 


令 第 282 号 


令 第 236 号 


令 第 62 号 
令 第 211 号 


令 第 119 評 


倒 第 219 


令 第 58 号 


令 第 220 号 


、 職 制 の 変 信 表 


| 官制 そ の 他 

農 商 務 省 商品 陳列 館 出品 規則 制定 

農 商務 省 官制 改正 和 局 の 部 
人 判 官 2 人 、 密 衣 官 10 人 | 在 窒 査 官 符 15 人 
( 判 任 ) 

聞 衝 分 課程 改 正 特許 局 の 部 
窓 判 課 年 意匠 規 査 課 、 商 健 窒 査 課 
庶務 課 、 図 書 ・ 外事 掛 を 置く 

昌和 HI 待 才 同 の 部 
窟 判 官 5 人 、 人 15 人 | 名 在 )、 作 査 袖 20 人 
( 判 任 ) 

特許 局 衝 判 事務 意 程 制定 


農 商 務 省 分 課 規程 中 改正 特許 局 の 部 
答 判 課 、 発明 徐 査 課 、 意 匠 窓 査 課 、 商 灯 窒 査 課 
5 の 寿 課 、 登録 課 、 底 務 課 、 図 : 革 館 、 外 事 掛 を 


特許 局 官 制定 
人 全 人 宜 代 15 人 [ 叶 左 | 


| 人 仙人 、 必 10 人 、 投 手 3 人 | 半 馬 
特許 局 分 課 二 制定 
分 課 制 従来 通り 


特許 局 に 臨時 職員 設 軒 
澄 査 官 1 人 、 窟 査 官 補 1 人 


MAA 
事務 淀 査 官 3 人 、 淀 査 官 袖 3 人 、 属 2 人 


和志 『 仙 中 履 正 
AS 


8 の 窓 査 官 24 人 、 窓 査 官 袖 31 人 、 届 22 
人 、 技 手 6 人 


| 符 許 局 分 課 昌和 中 改正 。 
和幸 


台 
基 


査 課 、 商 禁 害 査 課 
庶務 課 、 還 書館 を 
第 半 | 

EL 窟 査 官 26 人 、 宜 宮 補 33 人 、 必 24 
0 上 

局 2 主 4 

人 発明 人 意匠 寒 査 課 、 商 標 窒 喜 課 


再 泡 栓 、 四半 が 庶務 課 、 国 書館 、 
桂 旗 品 多 所 を こい 


特許 局 官 中 改正 | 導 歩 ) 
窟 査 官 25 人 、 SA 届 21 人 、 技 手 5 人 
特選 宮 制 中 改正 | 秋 呈 | 
池 條 12 人 、 窓 査 志 27 人 、 窓 衣 机 33 人 、 技 用 


Se 


0 匠 課 、 商 胡 課 、 図 書 課 、 庶 
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の ーー 
| 


公布 年 月 | 公布 番号 官 個 そ の 他 
明治 43 邊 月 | 動 。 令 第 信号 特許 選 改正 
の 
| 旧 務 全 11 人 、 寒 査 宮 24 人 、 窪 査 宮 袖 27 人 、 必 16 
8 人 、 技 手 5 人 
大 正 2 年 6 月 | 勅 。 令 第 194 号 | 特 放 局 官制 中 改正 | 千 上 ) 
0 arm12 人 人 
「 | 人 人 、 披 手 4 人 
“ 同 2 年 6 月 | eg289MBMt& 
| | 図書 課 を 廃止 
同 4 年 5 月 勅 令 第 85 号 特許 局 臨 時 職員 設置 
師 3 人 、 技 手 6 人 
同 6 年 10 月 | 大 商務 省令 第 28 号 | 発明 奨 大 泊 交 付 規 則 
同 7 年 1 月 勅 。 令 第 1 号 | 特許 局 官制 改正 
1[ 和 | 官 5 人 | 乱 技師 19 人 | 人 和 人 
* 伸和 5 人 | 人 第 ]、 層 23 人 、 技 手 20 人 、( 以 上 判 任 ) 
同 7 年 1 月 勅 令 第 2 号 | 特 放 局 共 時 護 員 定員 改正 
1 | 技師 9 人 、 投手 10 人 
同 7 年 1 月 | | 特許 局 分 課程 中 改正 
機械 課 、 化 学 課 、 電気 課 を 新設 し 発明 課 廃止 
同 7 年 7 月 | 遇 商務 省令 第 23 号 | 発明 表 大 交付 規則 中 改正 
同 7 年 月 | 動 。 令 第 399 号 | 工 表 所 有 析 時 球 務 に 従 出す る 陣 叶 職 を 四 
| | - 介 務 告 1 人 、 披 師 1 人 、 居 2 人 、 技 手 3 人 
同 8 年 4 月 | 勅 。 令 第 116 号 | 特 放 局 宙 中 改正 | 条 拓 ) 
居 28 人 
同 9 年 9 月 | 勅 。 令 第 872 号 | 特許 選 官 制 中 改正 | 条 折 ) 
3 | 技師 33 人 、 披 手 34 人 
間 9 人 E9 月 | 特許 局 分 課程 中 改正 
図書 館 、 詩 査 課 、 陳 列 館 を 追加 
3 同 10 年 4 月 | 勅 。 令 第 159 号 | 特許 局 宮 制 中 改正 | 拓 員 
| | 事務 官 7 人 、 技 師 36 人 、 必 35 人 、 技 手 36 人 
同 10 生 10 月 | 勅 。 令 第 424 号 | 特 評 選 官制 中 改正 | 条 折 
| 技師 47 人 、 審 理 官 6 人 、 居 38 人 、 技 手 48 人 
同 1 年 1 月 | 勅 。 令 第 2 争い 修正 | 六 ] 
人 天 直 7 人 (人 王 人 
| | 邊 次 友人 | 中 27 人 | 誠人 
| ut 向け 人 粒 任 )、 届 67 人 、 技 手 96 人 、( 以 
に | 呈 
季 部 、 委 章 部 。 機 村 部 、 化 人 部 、 意 
も に 標 部 、 図 普 館 及 陳 列 館 を 置く 
同 11 和 1 特 放 局 分 課 規 程 履 正 
に 出願 課 、 合 録 課 及 調 奏 課 を 四 
| 1] aw 
| 判 部 に 害 六 告 判 を 財 く 
間 課 方 至 を 置く 
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化学 電気 部 に 化 : 2 人 2 旬 を 朗 く 


法制 、 威 人 制 の 変 舌 表 


公布 年 月 | 公布 番号 | 官制 そ の 仔 
| 意匠 商 頂部 に 意匠 課 及 商 標 課 を 臣 く 
大 正 11 年 9 月 特許 局 分 課 規 程 中 改正 
演 判 部 に 書記 課 を 増 軒 
同 12 年 3 月 | 勅 。 令 第 63 号 | 特許 選 和信 中 改正 | 和泉 | 
事務 志 26 人 、 技 師 68 人 、 必 61 人 、 技 手 79 人 
同 12 年 4 月 特許 局 分 課 衝 理 中 改正 
鶴 判 部 の 審判 課 及 挑 告 判 課 廃止 
同 13 年 5 月 ! 勅 。 令 第 131 号 原 問 季 人 の 了 野 設 


同 13 年 8 月 | 眉 商 砂 省 千世 | 特許 司 図書 覧 和 制定 
P/ 性 
同 13 年 12 月 | 勅 。 令 第 365 号 特許 局 官制 中 改正 | 和 只 | 
次 長 廃 上 | 補 |、 下 聞 官 24 人 | 廊下 | 、 半 師 56 人 
内 2 人 勅 任 
| 以 E 人 人 ) 司 % 人 、 玉手 66 人 | 半 人 


語 13 和 12 月 」 眉 聞 衝 告 | 特許 局 了 列 館 誤 制 定 
司 13 年 12 月 特許 局 分 課 規程 中 改正 
| 総務 部 中 調査 課 誠 上 
司 14 年 3 月 | 勅 令 第 39 号 Ma 
司 14 年 3 月 ! 天 令 第 40 号 商 本 『 臓 員 設置 特許 局 の 部 
同 15 年 3 月 | 勅 な 10 9 EC 時間 FeKE 特許 局 の 部 
1 訪 
司 15 年 5 月 | 勅 0 9 Fa 時 中 特許 選 の 部 
投 師 12 人 、 投手 18 


昭和 2 年 4 月 | 商工 省令 第 3 呈 Po HE 
同 2 年 5 月 | 勅 。 令 第 18 号 | ei 
技師 67 人 、 屈 60 人 、 技 手 83 人 


同 2 年 5 月 | 特許 局 分 課 規 屋 中 改正 
機械 部 に 第 4 課 を 置く 
| 総務 部 に 調査 課 を 皿 く 
同 4 年 4 月 | 勅 。 令 第 69 且 | 特 放 局 抽 改正 | 部 才 
| 技師 67 人 中 3 人 を 勅 任 
届 年 7 月 叫 | 束 令 第 126 且 内 届 8 0 
同 7 年 7 月 8 令 DDG 手 21 
同 7 年 10 月 | 勅 令 第 310 評 1 は 
同 8 年 3 月 ! 勅 令 第 36 呈 | 商工 部 内 臨時 職員 制 中 改正 特 放 局 の 部 


| | 技師 26 人 、 届 15 人 、 技 手 40 人 
同 8 年 10 月 | 商工 省 告示 第 42 号 特許 局 発明 展覧 会 規程 制定 
同 9 年 4 月 | 動 。 令 第 95 号 特許 選 宮 制 中 改正 理事 官 1 人 
同 9 年 6 月 | 商工 省 告 示 第 29 号 特許 局 発明 展 臣 会 夫 改正 
同 10 年 4 月 | 勅 令 第 57 0 特許 局 の 部 
同 1 年 6 月 | 束 合 第 上 貼 の 部 
同 1 年 6 月 / 勅 合 第 98 評 部 9 池 9 い ED 
同 11 年 8 月 | 勅 な 0 19 NM 


同 1 年 9 月 | BE 


附 録 
合 硬 年 月 | 人 市 秋 8 | 隊 E = の hy 
機械 部 に 第 5 課 を 暫 
化学 斉 を 押 換 化 学 課 、 、 有 要 化 学 課 分 つ 


特許 官制 

| 理事 官 2 人 、 居 53 人 

同 12iE6 月 勅 。 令 第 251 呈 | 本 導 内 了 時 設 四 必 下 特 誕 局 の 部 

同 12 年 6 月 勅 。 令 第 266 号 財 人 人 MhHeKE 

同 12 年 7 月 動 。 令 第 322 号 軸 弄 内 時 了 了 制 中 改 正 特許 局 の 部 
事務 官 3 人 、 投 師 52 人 、 居 39 人 、 技 手 92 人 

同 13 年 3 月 勅 。 令 第 153 号 下部 内陸 和 員 設 軸 中 9iE 特許 局 の 部 


同 13 年 6 月 特許 局 分 課 規定 中 改正 ま ほ 
| | 化学 電気 部 に 無 検 課 、 有 僕 課 、 強 電 課 、 弱 電 課 


を 置く 
2 月 失 に 人 有 紅 他 学 具 を 有機 課 に 改 
同 14 年 5 月 | 勅 令 第 285 号 芝生 特許 局 の 部 


同 14 年 5 月 」 勅 。 令 第 6 呈 | 特記 側 中 改正 
「 | 人 花 学 電 気 部 を 化学 部 、 電 気 部 に 改 む 
同 14 年 5 月 | | 特許 局 分 課 規定 中 改正 
| 、 電気 部 に 強 電 課 、 弱 電 課 を 置く 
同 14 年 6 月 | 動 。 令 第 387 且 | 商 攻 内 下 時 隊員 設 届 制 正 特 誠司 の 部 
| |_ 理 務 官 3 人 、 投 紀 57 人 、 大 38 人 、 技 手 81 人 
同 15 年 3 月 | 勅 。 令 第 111 号 | 商工 部 内 区 時 職員 設置 人 中 改正 特許 局 の 部 
技師 54 人 、 必 35 人 、 技 手 79 人 
同 15 年 3 月 | 勅 。 令 第 12 坪 特 放 同人 中 改 正 
事務 官 23 人 、 技 師 59 人 、 選 57 人 、 技 手 63 人 
同 15 年 5 月 |! 勅 令 第 336 号 工業 所 有 権 制度 調査 委員 会 宮 側 1 
| SEA ame 
同 15 年 9 月 ! 勅 。 令 第 626 号 | 特許 局 官制 中 改正 
技師 68 人 (内 勅 任 4 人 )、 必 59 人 、 技 手 62 人 
同 15 年 9 月 特記 分 訂 昌 定 中 履 iE 
総務 部 に 指導 課 を 増 置 
同 15 年 10 月 勅 。 令 第 666 号 商工 浮 内 臨時 職員 設 四 仙 中 改正 特許 局 の 部 
技 手 69 人 
同 16 年 4 月 珠 。 令 第 2 呈 商 部 区 時 有 設 人 中 改正 特許 局 の 部 
[ 披 師 31 人 、 居 21 人 、 技 手 32 人 
同 16 年 4 月 勅 。 令 第 413 号 特 放 局 官制 中 改正 
事務 侯 人 (7 1 人生)、 技 師 90 人 、 居 70 人 、 
に < 
長官 々 房 、 和 判 部 、 2 守 査 第 2 部 、 
窒 査 第 3 部 、 る 
同 16 年 4 月 特許 局 分 課 規 定 5 
| 長官 々 房 に 総務 課 、 指 導 課 を 置く 


90 に 出 登録 課 、 意 課 、 商 桂 課 


上 251 介 本 人 / 際 歓 械 第 
3 課 、 第 4 機械 第 5 課 を 斬 
本 生生 才 に 代 記 用 証 を 導 く | 
| 容 査 第 4 部 に 強 電 課 、 弱 電 課 を 軒 
同 16 年 7 月 勅 令 第 735 号 商工 部 内 臨時 職員 設置 制 中 改正 
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法制 工 制 の 変人 乱 衣 


布 年 月 公 布 番号 官制 四 と 2 加地 
| 事務 官 4 人 、 理 事 官 2 人 、 技 師 35 人 、 必 28 人 
昭和 16 年 7 月 | 勅 令 第 736 号 持 誕 局 官制 中 改正 
| 事務 官 23 人 、 投 師 111 人 、 届 80 人 、 技 手 74 人 

同 17 年 4 月 | 勅 令 第 339 号 3 思 生 NM 

工大 臣 の 管理 よ 2 
湯 務 千 24 人 、 技師 120 人 、 届 78 人 、 技 手 7 2 
| 長官 は 技術 院 総裁 の 指導 腔 督 を うく 
同 17 年 4 月 | 勅 令 第 341 号 | 特記 1 

事務 宮 M 理事 官 2 人 、 技 師 25 人 、 属 30 人 、 

同 17 年 4 月 | 勅 令 第 342 号 | 発明 奨励 委員 会 官制 中 
2 内 人 の 和 ド 、 技術 
| 詩 総 の 指揮 監督 下 
同 17 年 11 月 | 勅 令 第 734 号 | 行政 簡素 化 実 施 ノ 為 ニ スル 内 所 必 軸 
制 外 14 勅 信 電 特許 局 の 部 

特記 條 贅 

事務 17 人 、 。 抽 師 95 人 (内 束 任 2 人 )、 届 66 人 、 


1 設置 制 中 改正 
技 手 9 人 


也 官 1 人 、 技 師 7 人 、 届 10 人 、 


同 17 年 12 月 | 勅 。 令 第 850 号 | 科学 窓 議会 、 発 明 奨励 委員 会 廃 上 
同 19 笑 3 月 | 生 。 人 第 199 且 し | 内 間 部 内 隊員 人 特 導 の 部 


| 攻 全 2 人 、 理事 世 + 人 、 投 師 7 人 、 司 10 人 
同 18 年 11 月 | 勅 。 令 第 801 号 | 技術 院 官制 中 改正 
誕 局 を 技術 院 に 


8 統合 

| | 提言 。 上 昌司 抽 は 条 了 参 
に 、 特 手技 他 と 

人 1 人 人 7 人 NE 


同 18 年 11 月 | 勅 令 第 800 号 し Re 技術 院 の 部 
官 有 
同 18 年 11 月 寺 術 院 事 務 分 汗 本 改正 


| 第 総務 部 、 研 究 動 上部 、 生 技 和 
規格 部 、 宜 第 1 部 、 午 査 第 2 部 、 窒 判 部 を 
に 人 人 聞く 


き 


ES 
還 


ぶ 
で 


ヨハ の 読 


注 可 


、 出 願 登 録 課 、 無 了 閉 料 課 
、 動 力 展 欄 課 、 生 産 人 械 課 


の 殊 交 箕 区 二 記 唆 民活 詩 記 
芯 っ 


同 20 年 7 月 


(3 
ドー 


洛 に 総務 訓 、 菅 理 課 、 特攻 課 を 置く 
be 研究 第 2 課 、 研 究 第 


地 官 万 

用 部 、 1 

人 
いつ 

の の まり 


| 用 
| 台 


| 
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| と Ei 肖 


公用 年 月 布 番 号 官制 そ の 他 
| 衝動 上 部 に こ 技術 第 1 課 、 技 術 第 2 課 、 技 術 第 
| 罰 郊 に 規格 第 1 課 格 第 る 謀 を 層 59 
| 発明 創意 部 に 創意 課 、 答 査 第 1 課 、 宏 査 第 2 課 、 
答 判 官 室 を 置く 
昭和 20 年 9 月 | 勅 令 第 511 号 | 技術 院 廃止 
同 20 年 9 月 勅 令 第 518 号 | 特許 標準 局 官制 
商工 大 医 の 管理 に 属す 
世 ( 衝 ) 官 7 人 、 (内 勅 任 1 人 )、 理 事 
官 0 技師 85 人 、( 内 勅 任 3 人 )、 届 61 人 、 投 
長 誤 々 房 及 び 4 部 を 赴く 
同 20 年 9 月 剖 令 第 519 号 商工 部 内 臨時 職員 設置 制 特許 標 浴 局 の 部 
事務 官 1 人 、 技 師 5 人 、 属 5 人 、 技 手 6 人 増 
還 記 20330 特許 標準 局 時 , 
了 判 部 、 標 準 部 を 置く 
部 に 総務 指導 課 を 誤 く 
8 に 第 1 吉 第 2 課 、 猟 3 課 、 第 4 課 、 第 
、 第 6 課 を 廊 
夫 判 部 に 第 1 課 、 第 2 課 を 皿 く 
「 人 準 部 に 普及 材料 規格 課 、 電 気 規格 課 を 記 
同 21 年 4 月 | 勅 令 第 217 号 | 商工 省 官 制 等 中 改正 
長官 、 商 工事 務 官 2 級 19 人 (内 1 級 1 人 ) 3 級 
| 上 人 、 商 反 2 級 85 人 (内 1 級 3 人 ) 3 級 2 
同 21 年 5 月 | 勅 全 第 271 号 | 特認 選 菅 人 中 改 下 
| 商工 技官 2 級 90 人 、 3 級 74 人 
同 22 年 1 月 | 勅 令 第 5 号 | 時 隔 拓 
| 商工 大 臣 の 監督 、 会 長 1 人 、 副 会 長 1 人 、 委 員 
| 60 人 以内 
同 23 年 3 月 | 勅 令 第 801 号 | 商工 部 内 臨時 職員 等 設置 制 
| 商工 事務 官 2 級 4 人 、 商 工 技官 2 級 13 人 、 商 工 
事務 官 多 は 商工 技官 3 級 28 人 
同 22 年 6 月 三 令 第 96 号 | 間 條 『 制 中 改正 特許 標準 局 の 部 
Ei 答 部 を 審査 第 1 部 、 淀 査 第 2 部 に 改 な 
同 22 年 6 月 和己 中 改正 
長官 々 房 に 秘書 課 、 合計 東 を 中 
| 総務 部 に 総務 課 、 奨励 課 、 活 用 課 を 置く 
き 許 第 1 部 に 出願 課 、: 意匠 商標 課 を 置く 
| 特許 第 2 部 に 農水 産 課 、 材 料 課 、 繊 維 食 糧 課 、 
動力 課 、 運 答 建 設 課 、 通 信 測定 課 を 皿 く 
容 判 部 に 密 判 課 、 抗 告 窟 判 課 を 皿 
| 標準 部 に 標準 課 材料 規格 課 、 機 械 規格 課 、 電 
気 規格 課 を 加 く 
同 22 年 7 月 | 政 令 第 148 号 正 部 内 臣 時 肌 設 軸 中 改正 。 ss 
事務 全角 級 6 人 、 技 官 2 級 15 人 、 事 務 官 叉 は 技 
! 官 形 
同 22 年 7 月 人 上 人 由 eKE 
| 総務 部 に 渉外 課 を 置く 
同 22 年 12 月 | 政 人 第 310 二 | 商 省 人 人 
同 23 年 4 月 陸 所 MP 
課 を 公 
同 23 年 8 月 法 律 第 207 号 | 工業 技術 庁 
作業 失 術 庁 に 移り 特許 標準 局 は 符 放 選 
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公 1 年 月 


昭和 23 年 8 月 


同 23 年 12 月 


同 24 年 1 月 


同 24 年 5 月 


同 24 年 5 月 


同 24 年 8 月 


同 25 年 4 月 
同 26 年 6 月 
同 26 年 6 月 
同 26 年 12 月 
同 27 年 7 月 
同 27 年 8 月 
同 27 年 8 月 
同 28 年 7 月 


同 29 年 6 月 


同 29 年 8 月 


用 人 布 番 号 | 官制 そ の 他 

| ( 凍 じ が 2 1 二 計 0 

E 令 第 207 号 2 人 
商工 事務 官 2 級 16 人 級 1 人 ) 商工 事務 宮 
3 級 61 人 、 折れ 人 (1 衣 ち 人) 
工 技官 3 級 53 


| 
本 庄 省令 第 47 号 | 前 EEg み れる 必 『 の 定員 に 関す る 件 特許 
履 員 85 人 、 値 人 48 人 、 工 員 71 人 、 堅 時 職員 34 


局 の 
| 政 令 第 2 号 | 商工 省 官制 等 中 改正 特許 局 の 部 
| | の 事務 官 3 級 64 人 、 技 官 3 級 52 


法 律 第 102 号 た に 特許 庁 の 部 
| 長官 々 房 、 の 2 窒 査 第 1 部 、 査 第 2 部 、 
| 比 判 部 を 置く 
| 商業 省 人 第 1 9 」 通 症 起 
長官 々 房 に 秒 半 DD2? ド ヽ 会 計 課 を 置く 
総務 部 に 総務 課 、 所 人 委 課 、 沙 を く 


第 部 に 出 斉 、 登 録 課 、 意 匠 商 侍 課 、 分 
| 密 査 第 2 部 に 農水 産 課 、 材 料 課 、 に 動力 
] 課 、 運輸 建設 課 、 通信 測定 課 、 日 用 高 課 を 斬 く 


| 委 判 部 に 窒 判 宮家 及び 書記 民 を 記 く 

」 38 且 し 」 通商 産業 省 職 員 定 数 規 民 
提 商 産業 衝 人 第 38 け | 直人 々 詞 6 人 、 務 部 168 人 、 夫 表 第 1 部 13 人 
人 28142 人 、 符 和 90 人 、 計 529 人 、 際 

族 省 人 第 29 選 通 評 肖 織 買 和 中 改 正 特許 の 部 
人生 有 権 度 政 正調 赤 名 補 折 設 

二 課 を 商標 課 、 意匠 課 1 に 改 な 
令 第 184 号 9 っ 令 店 改正 
| を 委 許 訂 長官 、 天 会 忌 を 魔 、 和 中 50 人 
政 信 第 187 号 坪 所 和 有 了 和合 

| 会 長 を 許 特 庁 長官 、 員 40 人 以内 
| 道 商 産業 省令 第 75 号 


人 人 0 了 laE 特許 店 の 部 
長官 々 房 66 人 、 総 務 部 211 人 、 査 第 1 部 150 人 
鶴 査 第 2 部 184 人 、 割 部 40 人 、 陳 列 館 16 人 

法 律 第 275 号 通商 産業 省 設置 法 中 改正 _ 

陳列 館 を 改め 万 国 工業 所 有 権 資料 館 と する 
| 通商 産業 省令 第 56 号 」 通商 産業 省 組織 規程 中 改正 


当 査 第 2 部 に 審査 長 を 置く 
政 令 第 390 号 | 通商 産業 省 組 織 令 特許 庁 の 部 
半 外 課 を 外国 課 に 改 な 


34 母 通商 産業 職員 定 談 規 程 中 改 証 特許 広 の 部 
通商 寿人 人 人 和 六 2 導 た 66 68 人 、 計 20 人 は 1 党 150 人 
当 調 第 2 部 108 人 、 窟 基部 45 人 、 計 629 人 
人 有 才 和 料 21 人 


人 千 。 令 和 29 挟 前 騰 定 放 定 HeCHE 特 導 の 部 
全局 64 人 、 徐 党 208 人 、 窟 各部 9 人 
| 2 導 146 人 入部 4 人 、 計 14 人 
| 坊 届 玉 所 有 権 深 料 館 21 人 


商 和 組織 人 中 牙 正 
簡 NIR RINIREe、 動力 
中 を 笠 械 課 課 に 改 せ 


政 。 令 第 240 号 


昧 


特許 庁 蔵 出入 概況 


年 諾 2 哉 出 年 度 | 歳 入 | 居 。 出 
明治 17 年 4,060 円 円 大 正 9 年 716, 094 円 467. 067 円 
ヶ 18 9.630 6.698 > 10 1.014.430 836, 748 
ヶ 19 8.556 | ii8W378 間 上 2 11 1.049.826 1, 292, 280 
ヶ 20 7.058 16.875 。 ヶ 12 592,852 1, 228, 142 
ヶ 21 10, 429 21,532 | ヶ 13 1, 302, 052 1, 131, 858 
ヶ 22 17,369 | 26.903 ヶ 14 1, 557, 227 959.120 
2 計 23 22, 795 27,025 |」 ヶ 15 1.504, 799 988, 300 
ヶ 24 22.005 昭和 2 年 1, 593, 035 1, 113, 833 
ヶ 25 22, 938 ヶ 3 1,750,043 1, 114, 652 
ヶ 26 22, 746 の の 1, 878, 981 1,084, 564 
ン ん 証 ウ 24 23.882 ヶ 5 1,977.480 1.085.686 
ヶ 28 22, 066 ヶ 6 2. 000.392 971, 328 
ヶ 29 38,797 | ヶ 7 2, 031, 824 998, 465 
ヶ 30 68.263 | ヶ 8 2. 264.520 1.137.125 
ヶ 31 59, 397 の 靖 半 2, 376, 185 1, 247, 350 
ヶ 32 87,783 の 王 較 Hi() 油 思 | 2.625, 294 1, 222,001 
ヶ 33 91,300 2 衣 山 還 思 2, 805, 297* | 1,327,842 
ヶ 34 91, 058 ヶ 12 2, 785,417* | 1,527,441 
ヶ 35 124. 980 2 生 3E】 計 3. 045, 045* 1.663.912 
ヶ 36 136, 376 の 2 各 還 証 | 3, 175, 590* 1, 753, 205 
ヶ 37 125.168 15q | 3,223.643 1,791, 179 
ヶ 38 197, 244 120.436 。 ヶ 16 3, 070, 887 1, 935, 837 
ヶ 39 276, 966 170,534 」/ 17 | 

ヶ 40 300,190 7458 店 順 2 表 Si 軸 | | 

ヶ 41 341.866 162,152 | ヶ 19 | | 

ヶ 42 389, 139 | 167,862 ヶ 20 | 

ヶ 343 351, 104 ヶ 21 2, 214, 283 

ヶ 44 375, 268 ヶ 22 | 6, 990,095 39. 452, 580 
大 正 元 年 389, 147 201.356 | > 23 | 26, 959.795 」 64.425,999 
み 生 の 393,298 |! 184,504 。 ヶ 24 51, 983.038 | 109,965,079 
1 421, 702 169,757 。 ヶ 25 86, 175, 059 | 134,474, 367 
ヶ 4 429,797 | 180.967 > 26 176, 961,498 | 160.867.962 
ヶ 5 441, 362 182,525 。 ヶ 27 193.192,149 | 221,578,397 
ク 6 467, 591 217,186 > 28 257, 938.960 | 255,593,594 
の 521,084 309,047 。? 29 292, 242, 785 | 295.811. 32 
ヶ 8 690,140 396,732 | 

( 計 ) 1. 空 億 の 箇所 は 不明 

2. 朋 治 23 年 以後 会 計 年 度 に よる 
3. 蔵 和 中“ 印 に は 公報 明細 書 等 の 発 却 代金 は 含ま な い 
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権利 者 別 工業 所 有 権 数 表 


権利 者 別 工業 所 有 権 数 表 


( 証 ) 1. この 表 は 比較 的 多数 の 権利 を 所 有する と 思わ れる 衝 利 者 約 1.500 名 
(外国 人 を 除き ) に 対し て 調査 表 を 送付 し 、 昭 和 29 年 12 月 31 日 現在 
に お いて 所 有する 枚 利 を 調査 し た も る の で 、 権 利 存続 期間 等 の 関係 で 、 
件 数 に 多少 の ズレ が ある と 考え られ る 。 
2. 報告 の あつ た も の の 中 、 次 の 何れ に る 該当 し な いも の は 、 紙 面 の 都 
合 上 掲載 で き な か つた 。 


特 許 権 10 件 以上 意 匠 権 ^30 件 以上 
実用 新案 権 "30 件 以上 商 標 権 100 件 以上 


3. 配列 は 、 法 人 、 個 人 に 分 け 、 各 々 五 十 音 順 と し た 。 


法 人 の 部 


8 
権 利 者 名 本 代表 製品 (取扱 品 ) し 備考 
| 特 i | 新案 意匠 | 商標 
包 化成 工業 (株 ) 大 阪 | 化学 繊維 、 火 薬 類 106 25 I 目 362|| 
旭 硝 黄 (株 ) 東京 」 板 硝子 、 豊 達 製品 190 8 0 266 
(株 ) 朝日 新聞 社 大 阪 新聞 15:| 』8 語 0 呈 記 25 
旭 電化 工業 (株 )」 東京 」 ソー ダ 製 品 、 油 脂 製品 | 31 1 1 | 268 
形 日 麦 酒 (株 ) 中 に 2 呈 に ニー ウ レ 4824 且 1 條 人 ま り 0| |0 目 166| 
味 の 素 -( 株 )| ? | 味の素 、 小 次 渡 粉 。 | 89| 10| 5 306 
(株 ) ア ポロ 商会 ? 方向 指示 器 。 1 香 3| 34| 
荒川 長太郎 (名 ) 愛知 | 医薬 品 縛 詳 3! 則 人 邊 人 0 127 
安 Ya 志 』 気 (株 ) 東京 船 ょ 用 無線 通信 装置 外 。 12| 12 1 3 | 
(株 ) 石井 鉄工 所 | ? | 各種 巨 断 製造 装置 に 14) 0 上 0 0 」 
石川 鳥 重工 業 ( 株 )) ? | 船舶 機関 | 90 82 0 順 」 
石原 ヒー ター 製造 (株 )」 大阪 | 電熱 体 、 電 熱 和 器 7| 32 2 3 | 
いす ぶ ゞ 自動車 ( 株 )| 東 京 」 自 動車 | 33| 24 0 5l 
井 関 農機 (株 )」 愛 緩 | 梓 握 儀 、 脱 殻 機 外 2 | 04 0 6 
(株 ) 伊勢 電 | 東 京 (百貨 店 ) 0| 0| 。0O」 305 
(株 ) _ 伊 替 所 ヶ 化粧 高 1| 3| 34| 352| 
, 紙 、 パ ルプ 、 ス レー ト !| | 1 
市 川 毛織 (株)| 千葉 幸 交 用 ニン N ウ シン = 細 議 17 人 請 訴 0 0 6 
| ル 1 1 

市 田 (株 )」 東京 繊維 舞 品 0 0 目 失 0 証 145 | 

伊藤 皿 商事 (株 )」 大 阪 織 維 、 金 属 、 機 械 1 0 300 408 | 
稲 畑 産業 (株 ) ヶ 染料 、 工 業 薬品 0 0 0 230 
岩 井 産業 (株) ? 人 金 屈 、 繊 維 外 0 0 証 2 引 2 
毅 城 セメント (株) 栃木 セメント 19 4 0 29 
( 盗 ) 岩 田上 兄弟 工 場 東京 | 槍 缶 機 、 脱 和 ゴ ム 17 52 0 3 
植 野 精 工 (株 )| ? ヶ | 釣 漁具 4 158 0 18 
上 森 農 機 (株) 香川 」 夫 握 代 、 脱 穀 機 2 83 0 1 
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内 録 


| 
権 利 者 名 呈 代表 製品 (取扱 品 ) | 


宇 部 興産 (株 ) 山口 石炭 、 セ モメ ント 、 肥 料 
エス ビー 食品 (株 ) 東京 カレ ー 粉 、 コ ショ ー 燈 
江戸 川 化学 工業 (株 )  ? ヶ 工業 用 薬品 | 
(株 ) 葵 原 製作 所 ヶ ポン プ 、 水車 、 送 排出 隊 
(株 ) オ ォ ー ニ エム 人 製 作 所 大 阪 編 機 、 絶 糸 
( 有 ) オー ガ 商 会 | 東京 | 湿度 計 、 人 工 繊 総 板 | 
大 木製 薬 (株 ) 医薬 品 
| 
| 
| 
| 


ミ さ 


(株 ) 大 限 鉄 工 所 愛知 織 維 座 械 、 工 作 械 

大 倉 電気 (株 ) 東京 電気 計器 、 通 信 装 置 

大 阪 栄 状 工 業 ( 株 )」 兵庫 | 栄養 食品 、 薬 品 | 

大 阪 金 居 工業 (株 ) 大 阪 | 冷凍 険 、 ダ イフ ロン 等 | 

大 阪 変 圧 器 (株 )| ? | 変圧 器 、 燃 接 秋 

大 島 農 機 (株) 新潟 提 償 脱 迷 民 

大 橋 漆 工業 (株 )| 大 阪 | 漆 、 合 成樹 脂 沙 科 

大 策 灯 根 工 業 (⑭)| < ネル 化 尋 

近江 絹 紡 績 (株 )| > 超 氷 、 ス フ 未 、 弧 織物 ! 

( 財 ) 応用 化学 研究 所 | 京都 高周波 電流 焼 入 装置 外 

岡本 ゴム 工業 (株 )| 東京 | ゴム 製品 | 

沖 電気 工業 (株 )) > | 電話 僕 、 交 換 機 、 電 信 機 | 

( 財 ) 奥 野 パ ルプ 研究 所 | / | 紙 お よ び パ ルプ の 研究 」 

(株 ) 織 本 特殊 構造 研究 所 | ッ | そ で タッ クラ フン ブー パ | 

オォ オリンパス 光学 工業 (株 ) | / | カメ ラ 、 顕 微 鏡 

(株 ) 海光 社 | > | 集魚 . 漁 網 具 外 

花 王 石 鹸 (株 )|) > | 石 隊 、 食 料 油 

(株 ) 科 学研 究 所 > | 精密 測定 器 、 医 薬品 
い に 自転 車 ー、 ユ 

匠 机 雪 議 G0 ペ (23 | 大 区 | 野馬 2 イヤー、 テ 

| 塩化 ビニ ー ル 、 グ タ 

鐘 淵 化学 工業 (株 )| > | 一 藻 性 ソー ダ 、 滑 

鑑 油 紡 本 (株 | 東京 | 計 革 業 製 品 化学 工業 


( 折 ) 亀 の 子 東子 西尾 商店 2 了 稚 
警 場 工業 (株 )) / | 特殊 車 本 、 コ ン ペ ヤー| 
川崎 航空 機工 業 (株 ) 兵庫 | 航空 機 小型 車輌 外 
川 崎 重 工業 (株 )) > | 各種 船舶 産業 機械 
川 央 製 鉄 (株 )| ヶ 製鉄 、 製 鋼 | 
e S SN 良 ペイ 5 ニダ ラル 、 
関西 ペイ ン 7 | 人 放 軸 脂 塗 料 
字 車 妥 造  ( 称 )| 東京 | 族 間 培 、 栖 菜 、 泊 和 
kz ジンガ 司 X 馬 ラ (株 ) | ん カメ ラ お よび 附属 品 
の 人 号 保安 装置 
(株 ) 京 三 製 作 所 神奈 川 電気 位 明 、 その 他 ・ 


共進 社 油脂 工業 (株) 大 阪 | 財 M グリ セン 


公理 人 上村 
京都 機 村 (%) 充 才 | 人 上 生還 ー 和 
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| 特許 


9 SM 数 
| 意匠 | 商標 
] 2ol 


新 穴 
10 4 
1 5 
10 0 
17 45 
31 | 70 
75 56 
2 0 
22| 18 
7 26 
32 1 
11 | 2 
19 | 2z1 
6| 53 
49 2 
18 33 
0| 0 
65| 29 
10| 23 
82| 56 
15 証 | 人 | 
15 | 203 
22 | 29 | 
HAI 議 還 | 
65 0 | 
186 」 31 
2l 語 還 5 
51 5 
197』| 131 
1 4 
15 詳 記 7 
13 | 18 
15 | 18 
12 6 | 
7 中 | 0 
| 
19 | 10| 
28 | 57 
70| 42 
| 
0 中 論 0 
11 | | 


ーー 


IN) 


ユー 
に こう 還 で つ 当 EihO5G つ に SI つつ 提 つ ロロ の 1 の IGTicono) 〇 5 ら 


〇 


132 
37 
ご / 

2 


4 | 


備考 


柳 利 者 別 工業 所 有 手 数 表 


了 洪 利 者 名 | 住所 | 代表 製品 (取扱 品 | 
共 立 農機 (株 )| 東京 上 和 尼 、 ミ ス 
共和 護 膜 工業 (株)| 大 阪 | 徹 上 用 クイ キネ テ ニ ー 
近畿 日 本 鉄道 (株 ) 道人 
金 狼 答 水 (株)| ヶ | 化 生 
(時 ) 鯨 類 研究 所 | 東京 | 改 良 全 先 

ッ | に 兄 由 劉 任 所 | 綴 衝 | 鋳造 工場 プ 設 
(株 ) 久 保田 製作 所 | 愛知 | 滞 よ が 設備 有 隊 製作 
久 保田 鉄工 (株 ) 大 阪 | 金属 、 原生 和 工 作 関 係 
肥 青 紡績 (株 ) 岡山 | 納 布 、 綿糸 、 桃 
公表 レイ ョ ン ( 株 )| < | 人 組 、 ス フ 、 化 織 
(M) 華 本 鉄工 所 | 大 阪 放 胡 、 錠 、 
思 羽 紡 績 (株 ) アン 失 に 毛糸 、 毛織 
(株 ) 黒 田 国 光 堂 ヶ | 事務 用 品 
部 是 製 継 (株 )| 京 都 生 ※、 靴下 、 組 織物 
株) 小糸 製作 所 | 東京 | 時 明科. 才 欠 和 
(名 ) 孔 官 堂 | 大 阪 | 線 、 敵 電 
興国 人 引 パ ルプ (株 ) | 東京 |] パルプ 、 ス フ 、 和 洋紙 
高 周波 幸 例 | < | 人 高 財 
(株 ) 甲南 カメ ラ 研 究 所 | 兵庫 写真 了 
神 戸 工業 (株)| ヶ | 管 球 、 電 波 計器 | 
(株 ) 神戸 製 銅 所 | > | 久 鉄 、 合 金 鉄線 材 外 | 
神 戸 電 機 (株)| 大 阪 ] 銘 革 電 池 、 束 流 器 | 
興 和 編 績 (株 )| 愛 知 | 綿糸 、 純 古 
国 際 電 気 (株 )| 東京] 無線 、 有 線 通信 磁 外 
国策 パル プ 工 業 (株 ) | ? | パル プ 、 洋 紙 
財産 電機 (株 | 部 岡 | 才 険 お よ の 還 生 用 電 
(株 ) 国分 商 会 | 東京 | 科 品 RS 順 拓 人 
(株 ) 更 聞 堂 | ? 化粧品 
夫 化学 ( 醒 )| ? | 化 
(株 ) 圧 商 店 | < | 稿 子 、 禄 外 
(株 ) 寿 | 大 阪 | 洋 酒 
小西 太 写 真 工業 ( 林 ) | 東京 | 放言 ノ 、 フイ ルム 、 還 
(株 ) 小 松 製 作 所 / | 下 設 人 概 、 産 業 限 械 外 

9) 斎 療 鉄 工 所 > 人 学科 継 製造 用 原 流 処 
(株 ) 斎 藤 鉄工 所 理 尼 械 外 1 
三 共 株 式 会 社 ヶ | 医薬 


酸 水 素 油脂 工業 (株 ) 
2 ン ョ スー 此 騰 ( 抱 ) 


大 阪 | 


ケ 


| 石 鹸 、 化学 品 薬 剤 医 
療 仙 助 品 


HI 


| 歯磨 、 化 粧品 、 接 疹 剤 


16 


所 有 権 利 件 数 
ーー ィ ー | 備考 
E | 商標 | 
39| 6j 2 
4| 1i| 105 
4| 0| 242 
0.| 語 3 計 1S8 
(U 議 朗 り (u 
18.| 0 王 度 0 
127 | 0 還 3 
5 35 118 
14 0 331 
| 0 十 謀 2 
19| 2| 323 
3 28 168 
17 ま 靖 10 度 57 
77 | 18| 19 
0| 0 中 123 
ON 還 語 ! 目 C2 
45| 0| 博 5 
7 | 0 0 
1 旧 請 二 2 還 6G 
44 0 | 46 
25 0 汗 抽 
0 本 0 哲 318 
55| 0| 2 
2 | (UI 還 記 に 
916 菩 07 議 NS 
0 / 0 131 
0| 20 100 
6| 2z| 102| 
97 還 1d 還 3 
4| 4| 394| 
20 有 記 S 軍 庫 Co 
36| 0| 46 「 
68| 0| 2| 
| | | 
4 0| 970 | 
0| 0| 107 「 
」 | 
1 | 


附 録 

権 利 者 名 | 人 所 | 代表 抽 品 ( 取 投 品 | Lag 

人 | 半 | 交 匠 | 商 本 
参天 堂 製 薬 (株 ) 大 阪 医 薬品 20 匠 200 
三 証 洋 電機 (株 )| / | 発 民 ラン プ 、 ミ キサ ー| 12| 144| 41| 42| 
三 楽 酒 造 (株 )| 東 京 酒類 、 酒 精 、 外 55 上 0 01 2 
シェ エル 石 油 (株 ) 神奈 川 石油 類 、 石 油 化学 製品 0 0 0 | 255 
者 野 義 製 薬 (株 )| 大 阪 医 薬品 89 6 3 950 
敷 鳥 編 績 (株 )| ? | 引 糸 、 総 織物 、 ス フ ポ | 10| 19 1| 160 
(株 ) 次 生 堂 | 東京 | 化粧 品 、 石 鹸 、 歯 磨 | 21| 3| 56 847 
( 資 ) 篠 金 | ヶ 抽 因 吊 度 0 0| 571 0 
(株 ) 鳥 津 製 作 所 | 京都 | 理科 学 器機 、 医 療 器 械 | 142| 156 6 134| 
(株 写真 本 究 所 | 東京 | 写真 本 機 居 還 207 認 | 0O| Oo 
十 条 製紙 (株 )| > | 洋紙 、 パ ルプ 還 | ド 4| 0| 9 
昭 和 産 業 (株 )| > | 小 和 粉 、 食 用 油 、 和 次 馬 23| 0 0|128 
昭 語 和 四 石油 | (株 )| ィ | 然 料 、 滴 王 油 、 ダリ | 14| ol o 14 
昭 和 電 工 ( 称 ) 軸 2R2230 上 5 26| oO| 2n0 
昭和 電線 電 読 (株) 利奈 川 電 松 。 電 丁 、 信 鉛 品 、」 js| 14| 0| am 
白 石工 業 (株 )| 兵 庫 | ku 224 114| 12| 1| s7el 
信越 化学 工業 (株 )| 東京 昌 料 IO <| 
新 奥 製作 所 | 娠 Im 72| o| 
神鋼 重機 (株 )| 東京 | 電 押 回 一 般 、 産 業 用 | zs| sal 7| sz 
新 電 元 工業 (株 )| ヶ 本 際 ikee2 LO 衣 計 認 SMNI 還 0 11 
親 回 林 委 来 凶 剖 () | 大 阪 | 生 。 克 書 安 、 硝 酸 、| 277 | 4z| ュ | 2ml 
新 三 菱 重 工業 (株 ) 兵庫 | 船舶 抵 艇 、 六 用 族 機 械 198| 126| 4| 135 
(株 銘木 糧食 研究 所 | 東京 連 締 出 機 、 拓 機 | 255| 174| 0| 0 
住友 化学 工業 (株) | 大阪 | 肥料 、 工 業 薬品 、 染 料 | 236| 17| 1| 5a0l 
住友 化工 材 工業 (株 )| > 合成 樹 10| 0| 1| sol 
住友 機械 工業 (株 )) > 運搬 機 想 、 鉱 山 機 遷 外 | 29| 24| 0| 0 
住友 金属 工業 (株 ) ッ に 軸 大 還 180 | 29| 0| 152 
住友 金属 鉱山 (株 ) 東京 | 金 、 銀 、 銅 、 ニ ツケ ル | 35 0 加 0 目 人 
住友 商事 ( 傘 ). 犬 阪 | 商品 全般 0| 0| 0| 670 
住友 電気 工業 (株) | 電線 電 凌 特殊 線材 外 114 130) 0| 90 
(04 | 合 | > | 百貨 店 業 O 地 記 0 呈 証 還 226i 
第 一 製 楽 (株)| 東 京 | 医薬 品 22 | 帳 貼 | 目 20W 
第 一 通 商 (株 )| > | 全 商 品 陣 記 03 還 上 0 9 151 
第 一 物産 (株 )| > | ヶ 手記 0 呈 記 OMN 請 呈 上 220 


権利 者 別 工業 所 有 権 数 表 


権 利 者 名 


タイ ガー 計算 器 (株 ) 
大 黒 衛 殴 酒 (株 )| 
大 正 製 薬 (株 )| 
大 同化 学 装置 (株 )| 
大 同 染 工 (株 ) 
大 日 本 印刷 (株 ) 
大 日 本 製薬 (株 ) 
大 日 本 セル ロイ ド (株 ) | 
大 日 本 塗料 (株 ) 
大 日 本 紡績 (株 )| 
ダイ ハッ ツ エ 業 (株 )| 
太 陽 製薬 (株 )| 
大 和 紡績 ( 桃 )| 
( 控 ) 高岳 製作 所 | 
(株 ) 高 。 島 』 屋 | 
( 捧 ) 高 瀬 染 工場 
宝 酒 造 (株 ) 
多 


武田 薬品 工業 (株 ) 
田島 応用 化工 (株) 
田 附 (株 ) 


立 石 電 機 (株 ) | 京 


田 辺 製薬 (株 ) 
(株 ) 田 原 製 作 所 
玉 軒 製薬 (株)| 
秩父 セメント (株) 
中 。 外 靖 旬 上 ( 深 ) 


千代 田 光学 精 エ (株) 
月 局 機 械 ( 換 ) 
津 田 駒 工業 (株 | 
(株 ) 権 本 チェ イン 製作 所 
帝国 人 造 棚 敬 ( 株 ) 
帯 国 製 交 (株) 
帝国 石油 ( 稚 ) 
帝国 膝 器 抽 楽 (株 )| 
帝 人 製 村 (9)| 
(株 ) 介 業 社 原生 陣 製 造 所 
( 財 ) 電磁 応用 研究 所 


木 規 肥 所 | 兵庫 


| 織 和 仁 、 ド ピー 機 、 換 糸 
石川 機 外 


大 阪 | 計算 器 
東京 | 故 葵 酒 、 ウ キス キー | 
CC 医薬 品 

- に 本 | 呉 空 蒸 発 装置 、 自 働 遠 
犬 阪 心 分 離 機 外 | 
京都 | 綿 、 ス フ 編 物 染色 一 般 
東京 | 各種 製版 、 印 刷 | 
大 阪 | 医薬 品 、 工 業 薬品 | 
/ | セル ロイ ド 、 酷 酸 繊維 | 
ヶ | 徐 料 、 顔 料 外 | 
兵庫 繊 継 天 全 製品 | 
大 阪 は デイ ー ゼ | 
東京 | 医薬 品 
大 阪 | 各種 繊維 製品 | 
東京 | 変圧 器 、 開 閉 器 、 配 電 世 
大 阪 | 百貨 店 

ヶ | 各種 織物 染色 加工 
京都 ae 人 


配合 用 

大 阪 半 連 

に ス フ ァ ルト ルー フ 
東京 | ング 類 外 6 
大 阪 繊維 原料 、 繊維 製品 外 」 
継電器 、 マ イク ロ 、 ス | 
ウリ ジル と | 


京都 
大 阪 | 医薬 品 
則 - 村 硫 
東京 NN 骨 材 破砕 館 分 装 
9/ 医薬 品 
/ | モメ ント 、 セ メン ト 加 
| 工 品 


4 医薬 品 、 化 学 品 
犬 阪 | 各種 カメ ラ 
東京 | 蒸発 向 、 遠 心 分 離 了 


大 阪 | ローラ チェン と 鎖 車 外 
ヶ | 人 絹 、 ス フ 、 織 物 
ヶ | 細 未 ならび に 各種 締 ホ 
東京 | 原油 、 天 然 了 新 | 
4 医薬 品 
犬 孤 化学 繊維 僕 械 
東京 用水 齋 、 ポ ンズ 


/ | 電磁 時 計 外 


ュー 


Kelor 
22 | 2 語り | 
0 1 
5 | 0⑩ 
26| 55!| 0| 
0| 0| 101I 
17 2 0 
44 1 
109 1 0 | 
39 28 | 0 
24| 29| 83 
10 | 12 1 
1| 80 下 認 : 個 
8| 25 | 4 
20| 26 0 
0 0 0 
5 0| 186| 
5 0 0 . 
0 0 0 
332 | 12 | 5 
16| 52| 5 
0 | 0| 140 
9| 130| 0| 
| 
163 0| sl 
12I 記 22 | 0 | 
2 1 議 | 
12 2 | 0 
10 1 
11 2 
24 0 
32 0 
13 0 . 
72 0 
0 0 」 
14 0 
5 0 
14 0 
10 0 . 
29 0 


_ 所 有 権 利 件 数 


附 録 
権 利 者 名 住所 | 代表 製品 (取扱 品 ) 表 
東亜 栄養 化学 工業 (株 ) | 東京 | 栄養 測 、 そ の 他 10| o 
東生 合成 化学 工業 (株 )| < | 仙 E 放 衣 パン | 29| 0 
こ ュ 一 38| ェ + 
東海 電極 裂 造 ( 株 )| ィ | 宣 他 、 電 出 子 、 カ ー バ | 2g| 9 
連 京 器 工業 (5 和 族 用品 、 自 用 品 19| 52 
- (株) 東京 計器 製造 所 | 東京 に 航空 用 、 陸 用 計 | 47| 3 
請 | 。 NM 列 量 | 24| 17 
東京 芝浦 電気 (株 ) | 神奈川 ES 1.435 | 722 
東 京 製 綱 (株)| 東京 | 銅 素 、 銅 線 、 麻 綱 21| 10 
東 京 田 辺 製 薬 (株 ) (C 4 
東京 通信 工 (株 )| 。 | 束 所 録音 杜 、 磁 気 銀 音 | sol ヵ 
東京 報知 機 (株 )| > | 炎 災 報知 装置 14| 6 
理学 副 迎 に の 1 イプ ライ クー 、 計算 
ほ 芝 ) 事務 機 2 際 写 輪転 機 25 
東邦 レー ョ ン ( 株 )| > | 直 夫 製 | 4| 
東洋 高圧 工業 (株 )| > | 碗 安 、 尿 素 、 メ タ ノ ー ル | 78| 1 
東 洋 工業 (株 )| 広島 | 自動 三輪 車 、 さ く 岩 機 | 20| 55 
『" を コ | - た に | タイ 4YS チ ー ブ 、 履 
東洋 ゴム 工業 (株 )| 大 阪 | 衝 類 ベルト 24| 18 
陳 組 時 拓 上 汗 記 () 仙 本 | 四 和 イー ズバ ニ | 2| o 
東 洋 製 缶 (株 )| 東 京 5 印刷 美術 | es| 16 
東生 は 所 2 近 |)| ィ | 用 気 届 韻 、 還 聞 用 電気 | c| 2> 
只 ベア リン グ 製 造 (株 ) | 大 阪 | エニル ベラ ンク 、 "| 13| 13 
東 洋 紡 績 (株 ) ク 各種 の 綿 製 品 外 32 34 
東 洋 竹 花 (株 )| < | 科 維 和 品 0 
揮 * as き em ジン ニー コン 語 ジ ェ ン 1 島 ロ ミミ | 
東洋 レ ョ ン (株 )| 東京 | 化繊 織物 122 | 41 
(株 ) 戸上 電機 製作 所 | 佐賀 | 各種 自動 配電 制御 装置 | 14 52 
徳 永 硝 子 (株 )[ 大 阪 各種 自動 製 | IO 議 
( 条 ) 利根 ボー リン グ | 東京 | 護 、 人 了 機 、 作 北 」 4p| zo 
富 永 (株 )| 大 阪 | 綿糸 布 、 絹 人 引 系 布 0M 語 認 0 
所 山 作 学 工業 ⑯| gl 上 呈 陸生 | os 0 
豊 田 工 機 (株 )| 愛知 | 工作 機械 、 紡 績 朋 | 25| 20 
ト ョ タ 自 動車 工業 (株 )| ? 自動車 49 | 36 
(株 価 田 自動 和 製 作 所 | ン 紗織 概 、 自 動車 部 品 | 27| 33 


560 


権利 者 別 工業 所 有 権 数 表 


と 内 所 有 権 利 件 数 
権 利 者 名 | 住所 | 代表 製品 (取扱 品 実用 偽 

特許 | 休 交 | 意匠 | 商標 
鳥 居 薬 品 (株 )| 東京] 医薬 品 9| 0| 0| 112 | 
内 外 ゴ ょ  ( 和 ま | 202 2 
中 川 電機 (株) | 六 大 、 | 還 S1l 畑 還 還 0 還 還 0 
(株 ) 中 島 董 商 店 | 東京 | マ ョ ネー ズ 、 和 還 語 2| 
中 嶋 弘 産 業 (株 )| 大 阪 | 毛 織物 其 の 他 織物 一 切 0 0| 0| 137 
長瀬 ゴム 工業 (株 )| 東京 | 共 革 時 天球 デニ 1| 14| @| 2 
中 田 機 化 工業 (株 )| ? | ボー ル ペ ン 6| 36| 3| 6ll 
中 野 工業 (株 )| > | 精 吉 内 精米 機 10 還 65 還 記 0 還 記 24 
中 村 溢 製薬 (株 )| ヶ | 医薬 品 9| 0| 2z5 還 3 
(株 ) 中 山 玉 陽 堂 | 大 阪 | 生保 飲 富 、 晶 転 寺 お | 23| 835304| 
の の 東京 半生 ァ ル ミ 板 19 65 6 24 

王 4 故 ( が ) | 確 | 
奈良 機械 興 作 所 50 語 910U 呈 2 
日 線 薬 品 工業 (株 )| ッ | 訓 清和 回 と ps 74 央 王 8 記 13 
日 綿 実 泉 (株 | 大阪 半 、 金属 、 食 格 | の | ol eo| eo 
日 芋 ゴ ム (| 回 タラ 間 目 5 還 人 0 | 
日 産 化 学 工業 (株 )| 東京 | 尼 料 、 工 業 此 品 、 農薬 67| 7| 0| 276| 
日 産 自 動車 (株 ) 細 奈川 お よび 部 分 製 | 7| 9| | 
日 産 農 林 工 業 ( 株 )| 東京 人 防 交 木材 、 製 材 品 3| 0| 0| 858 
日 新 。 |』 抹 台 上 ⑳6 湖 有 ンク 2 14 14I0 Oi 還 5 
日 新 電 機 (株 ) | 京都 | 0 電気 計 和 | 15 | 27 0 1 | 
日 消 紡績 (株 )| 東 京 | NE 太 31 20| 4 0 9 
日 草 製鋼 (株 )| > | 砂鉄 錠 、 名 欠 銅 、 鋼 板 1| 3| 0| 10| 
日 東 化学 工業 (株 )| ィ | 厩 9 過 和 酸 、| 2t| o| 1| sa 
に バ SH | | | 
日 東 紡績 (株)| ッ NN ス フ ※ 布 、 硝 9 9 0| 38 
日 邦 句 械 工業 (株 ) 各 奈 川 逢 店 フク フイ ター、 訂 7| 38| 2| 4 

日 本 アル ドミ ニッ AE 業 | 選 アル ミニ ウム お よび 同 | | 
(株) 大 阪 | 合金 圧 和 品 、 素材 外 | | 8%| 4| 18 
日 本 衛 材 (株 )| 東京 | 医薬 品 0| 1i| ol i29 
04 で フト ドー ヶ | 軸受 製品 3 目 「 0 2 

本 エタ ニ ツ トパイプ エタ ニ ツ トパイプ 、 ギ | | 
テク 『 RS | 2 9 紀 1 
日 本 エ ヤ ー ブ レー キ ( 株 ) ICH 9 1 0| 0」 


考 


『 本 


権 利 者 名 | 新 


代 表 製 品 (取扱 品 


所 有 権 利 件 数 


日 本 カー バ パイ ド 工 業 (株 ) 東京 
日 本 カー リッ ト ( 株 )| ヶ 


日 本 化学 工業 (株 )| z 
日 本 楽器 製造 (株 )| 静岡! 
日 本 化 薬 ( 探 )| 東京 
日 本 揮発 油 (株 )| ヶ 


』 
日 本 クロ ス 工 業 (株 )| 京都 」 


石灰 窒素 ミカ ー バ イ ド 、 
二 伯 ニー ニル 

爆薬 カー リツ ト お よび 」 
火 工 品 外 

人 業 操 肥料 、 
軍 家具 、 軽 自 動車 
| 火薬 、 染 料 、 生か 
装置 、 機 器 、 | 
ツク クロ 等 了 ニー 
ルク ロス 、 化 粒 織 物 の 
染色 加工 

Il アル ミニ ウム イン シン ゴツ 
| ト 、 カ ー バ イド 、 荷 性 
ウー ダ 」 

| 毛 未 、 毛 織物 


写真 機 、 写 真 鏡 玉 、 双 
眼鏡 

銅 管 、 銅 材 、 銅 板 
特殊 鍋 、 電 気 銃 、 切 削 
工具 

醍 琶 、 ポ り ビ ニー ル ア 

2 | 
| 紅茶 

昌 レコ ー ド 疹 間 香 、 電 蓄 
ウン ジ 記 細 ウ 2 リン ビ ボ ント ゴ ン | 
| 鋼 、 金 、 硫 化 鉱 | 
| 地下 尾 供 運動 靴 総 
| ゴム 靴 | 


手動 式 回 転 計算 器 | 
商品 全般 | 


日 本 軽金属 (株 )| 東京 | 
日 本 毛 織 (株 )| 兵 庫 | 
日 本 光学 工業 (株 )| 東京 | 
日 本 鍋 管 (株 )| > 
日 本 高周波 銅 業 ( 株 )| > 
日 本 合成 化学 工業 (株 ) | 大 阪 
日 本 紅 茶 (株)| 表 岡 
日 本 コロムビア (株 ) 神奈 川 
日 本 鉱 業 (株 )| 東京 
日 本 ゴ ょ ム (的 | ィ 
日 本 計算 器 (株 )| 京 者 
日 本 建設 産業 (株 ) 大 阪 
日 本 紙 業 (株 )| 東京 
日 本 甘 演 工業 (的 | ン 
日 本 酒類 ( 和 )| 

日 本 新 楽 (株 )| 京 都 ! 
(株 ) 日 本 製鋼 所 | 東京 
日 本 製 徐 ( 燃 | > 
暫 陸 23 衣 BE 記 (79) 本 に 
日 本 セメント ( 稀 )| > 
日 本 曹達 ( 称 )| ィ 


日 本 タイ プラ イタ ー( 探 ) | 
日 本 ダス トキ ー パ ー( 株 ) | 
日 本 ダン ロッ フ 謎 (| 
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兵庫 


| 洋紙 、 和 紙 、 


板紙 


福岡 呈 ラ 


者 還 、 挫 交 回 収 半 
| 酒類 、 8 パ 
時 

大型 鋳 鍛 銅 品 外 
小麦 粉 、 灯 、 人 造 


重油 


ン 用 イ 


米 


PO 灯油 、 軽 油 、 


セメント 、 石 灰 石 、 銅 


材 、 MD AN 
塩素 、 


液体 | | 


た 2 の Ko 
生み ダ 6 イラ 、 印刷 機械 」 


| ダス トキ ー パ ー、 


」 ル シ ー ル 


| 還 輔 用 タイ ヤ チ ュー ブ | 


オイ 


| ベル ト ホ ー ス 其 の 他 


シル 3 


| 
| 


| 
| 


実用 


新案 意匠 
| 2 僚 
I 逢 還 語 0 
1 0 
0 0 
24 2 
17 23 
0 0 
| 1 3 | 
16 0 
12 0 
15 18 
16 | 0 
4 0 
| 
0 唱 還 国 O 
0 和 l 主 0 
27 8 
16 0 | 
15 43 | 
0 0 
0 0 
1 1 | 
8 0 
1 0 
0 0 | 
| 42 0 
0 0 
4 0 
0 0 
| 還 ! 0 
(ES 目 6 
91 0 
本 14 31 


商標 


権利 者 別 工業 所 有 権 数 表 


所 有 権 利 件 数 
権 利 者 名 | 住所 | 代表 箇 品 ( 取 負 品 ) 表 証 ニ ーー | 
| EE 
日 本 電化 工業 研究 所 | 東京 | セメント 急 硬 起 泡 剤 多 30| 0 0 8 
日 本 電気 精 器 (株 )| > | 各種 発動 陣 、 発 電機 、 外 10 13 還 32 0 
日 本 電 気 。( 稀 ) | 7 人 還 61G1272 人 2 
日 本 電 興  ( 控 )| ヶ Mad6 石英 が | 25| 5 oO| o 
日 本 電 池 (株 ) | 京都 | 蓄電 池 、 整 流 器 、 安 全 灯 303| 392 0 40 
日 に 上 に 8 愛知 | 陶磁器 、 研 削 砥石 30」 8 246 138 
間 本 内 燃 機 製造 (株 )| 東京 自動車 及 部 品 153 還 GII 請 認 り 誠 語 記 は 
日 本 麦 酒 (株 )| ヶ | 雲 酒 、 消 涼 飲料 水 ⑳⑩|| 。 昌 4 101 
日本 症 0⑱)| 2 あう あ 2 半 盾 旨 了 3 9| 0| 5 
日 本 ビクター))6 示 川 に 5 語 きま - 17| 22| 13| 172 
多 同 3 27 シド (株 ) | 大 阪 村人 7 0 0 201 
日 本 放 送 協 会 | 東京 | (放送 事業 ) 99] 38| 記 0I 記 1 
日 本 ミシン 製造 (株 ) | 愛知 | ミシン 、 手 編 機 、 外 10| 22| 32| 69 
日 本 無線 (株)| 東 京 無線 通信 機器 、 真 空 管 | 138| 71| 0| 15 
日 本 油 講 (株 )| ? | 油 膨 、 抄 料 、 火 薬 113 5 9 500 
日 本 理化 工業 (株 )| > 9 破 体 馬 | 4| | 0 上 38 
| に | 」 
の オ ・ バ パ バツ ク 束 | 了 乾電池 | 59 | 91 5 19 
日 本 レイ ョ ン (株 )| 京都 人 絹 ※、 ス フ 、 生 14N 還 2 本 0I 二 194 
( 財 ) 野 口 研 完 所 | 東京 | (研究 ) 66 請 記 12 0 0 
野 崎 産 業 (株 )| ? ヶ 缶 語 、 度 革 、 機 械 ON 還 0 上 0 因 168 
野 田 問 油 (株 )| 千 葉 半 、 ソー ス 、 酒 類 25 王 電 1N 條 認 0 誠 36 
パイ ロッツ ト 万 年 筆 (株 ) | 東京 | 千 2N 靖 人 症 13 還 2 人 還 4 
萩原 編物 機 (株 )| > 手 編 議 1| 38| 。0| 1 
光 合 | 。 | 鉄道 用 手提 信号 灯 、 自 | | 
(4K) 折 生 2G 間 | 湖 全 肌 沿 前 9| 605 証 2 
自 証 注 計上 語 め (株 ) し 4 | 繊維 製品 、 食糧 | 0 3 740 64 
sy 評 公 | 。 エ | ルーフ ドレ イン 、 床 排 
(株 ) 長谷 川 鋳 工 所 入水 介 120 | 9 46 1 
(株 ) 服部 時 計 店 | 東京 | 時 、 写 真 機 シャ ッ タ |」 0| 0| 2| 234 
(株 ) 浜田 精機 鉄工 所 / 印刷 機 大 251 174 1 5 
( 財 ) 浜 松 電子 工学 奨励 会 | 静岡 」 le 10:1 0 0 二 還 O 上 
浜野 織 継 工 来 (株) | 東京 0 各層 滞 吉 エ | 719 間 4 目 2 
| et | 
早川 電機 工業 (株 )| 大 阪 Pd 1| 1 99 22 
阪神 電気 鉄道 (株 )| 兵庫 軌道 業 11 5 1 12 
Tr 調理 只 論 (株) 」 ゴム ベル ト 類 、 必 物 、 
阪 東 調 宙 RI 誤 (株 ) | /4 | 邊 板 車 タイ ヤ ャ チュ ユー ブ 7 30 2 119 
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所 有 権 利 件 数 
権 利 者 名 | 住所 | 代表 製品 (取扱 品 ) 2 備考 

和 き 許 | 交 介 商標 
日立 芝 光 ラン プ (株 ) | 東京 | 藻 光 ラン プ | = ll 間 0 ImN 
日 立 精機 (株)| > | 工作 欄 械 IO 層 CO 了 還 り 軸 語り 
(株 ) 日 立 製作 所 電気 機械 器具 外 1,299 3.454 | 35| 169 
目 隊 9 下 還 太 請 証 褒 糧 般 剛 。 産業 | 21| pz| 0o| za 
(株 ) 平岩 鉄 工 所 愛知 | 毛織 機 20| 22| ol o 
福 助 足 袋 (株 )| 兵庫 に 2 で ミ 。 12| 121 77 | 397 
三越 貸 科 エ 業 (株 ) | 富山 | 9 同 工 内 、 治 大 、 ゲ ー| zs | js| ol 97 

Ey、 番 吉 | 和 料 、 メ タク リル 樹脂 | 
藤 化 成 (株 )| 東 京 制動 油 4 『 20 | 7 10 | 
攻 倉 ゴム 工業 (株 )| > 半生 Eo 拓 0) 20| 10| 14| 15 
藤 倉 電 線 (株 ) 電線 電 続 、 同 附属 品 外 | 40| 82I 0 12 
富士 工業 (3)| 2 用 信 9 呈 語 2 0| 5] 
藤沢 薬品 工業 (株 )| 大 阪 | 医薬 品 位 80 中 詳 二 央 還 0i| 250 
富士 写真 フィ ルム (株 ) 午 奈 川 光 楼 料 一 般 光学 製 | ee| ie| ol 15z 
冨 土 製鉄 (株 ) | 東京 | 久 鉄 、 銅 塊 、 銅 材 、 外 | 78 | 28 0 4 | 
癌 記 請 密 エ 業 (株 ) | ィ | 目 重 車 、 パ イク モー タ | so| 65| zs| al 
富士 通信 機 製造 (株 ) 神奈 川 2 電話 機 | 104| 71| 0| 18| 
冨士 電機 製造 (株 )| > | 電気 機械 器具 一 般 外 | 350| 500| 6| 720 
富 土 紡績 (株 )| 東京 2 綿 、 ス フ | 4 6 5 | 201 
プラ テ ナ 産 業 (株 )| > | 万 年 筆 、 文 房 具 本 証 語 隊 上 90」| 22 
23322220) 誠二 40 エミ ョ 2 | 20| 9| 98| 0 
還 | 『/4 | 金 、 銀 、 負 、 石炭 、 鈴 | | 
証 河 釣 業 2 山 機 概 、 外 | 16 12 0 3 
| ム へ 

古河 電気 工業 (株 ) > か 合金 ns4| s5| o| 48 
紡 機 製造 (株 ) | 兵庫 | 繊維 機械 、 に 19 34 0 1 5 
(株 ) 芳 計 舎 東京 | 石鹸 1 0 4| 111 
豊 年 製油 (株 )| > 谷 避 8 脱脂 大 豆 、 他 9| ji 還 0O 也 員 
豊 和 工業 (株 )| 愛 知 | 紡 欄 、 織 機 | ssl g| ol ュ 
(株 ) 北辰 電機 製作 所 | 東京 | 義昌 多 ” "に W 章 2o| 2| o| 2 
星 製 薬 (的 | ヶ | 医 薬品 64 | 107 8| 250 
保 土 谷 化学 工業 (株 )| > 半 委 料 中 園 物 エ | | o| ol| z 
名 電 有 写 堂 (| / | 用 号外 39| 7| ol ze 
毎日 新聞 社 大 阪本 社 | 大 阪 | 新聞 、 10 1 0 15 
増沢 工業 (株 ) | 東京 自動 線 糸 機 及 び 製 系 機 39| 110 0 0 
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権利 者 別 工業 所 有 権 数 表 


所 有 権 利 f 
棚 利 者 名 | 住所 | 代表 製品 (取扱 品 ) Me 人 
特許 | 休 | 意匠 | 高 概 
双 ー (株 )| 大 阪 | 多 礁 、 機 、 金 必 、 雑 貨 0O| 3 0| 427 
松下 電器 産業 (株 )| ? | ラジ オ 、 電 球 、 堂 光 灯 外 | 386 | 782 | 832| 721 
松 下 電 工 (株 )| > | 則 所 配線 器 選 、 堂 光 灯 | 4| 92 上 35349 共和 有 を 
7 ロメ ミ | < 
マミ ャ 光 機 (株 )| 東京 | 写真 償 、 同 附属 品 23| 261 還 議 還 語 3 
丸 金 才 油 (株)| 因 川 笑 | 2| o| ol ze| 
刀 療 (株)| 東京 | 生 寺 穫 | 隔 iu 呈 BS 
丸 紅 (株 )| 大 阪 CMS TH 」 0 0| 162 | 352| 
(2 
三 弁 化学 工業 ( 析 | ヶ | 人 染料 中 ペ 物 | 6 | | nl 
三 介 化学 工業 | < 12 成 | や | 中 | 
三井 金 必 工 業 (株 )| ? | 牌 鉛 、 鉛 、 鉛 11 0| 0| 45l 
三 井 鉱山 (株 )| > | 石炭 、 鉱 山 用 撲 械 41| 29| 0 請 上 5 
三井 造船 (株 )| > | 名 衣 、 機 関 、 機 器 2| 34| o| 抽 | 
(株 ) 三 越 | > | (百貨 店 ) 0 抽 0 軸 還 MEL99 
水沢 化学 工業 (株 )| 大 阪 | 活性 白土 、 硫 酸 ア ルミ | 61| 3 0| 19 
美 当 浪 (株 )| ヶ | 運動 具 、 眼 装 13 | 33 2 還 22 
三菱 化工 機 (株 )| 東京 | 化学 機械 14| 3| 0| 52| 
三菱 化成 工業 (株 )| > 人 染料 、 薬 品 | sa0 52 0 440| 
三 半 金 属 工 業 (株 )| ヶ | 是 、 金 、 銀 、 鉛 、 然 山 sg| 6 154 | 
三 凌 鉱業 (株)| ヶ | 石 過 、 コ ー ク ス 呈 還 0 6 
三 凌 商事 (株)| ? | 商品 全般 | OK 目 683 
三 圧 製紙 (株 )| > | 洋紙 、 写 真 印画 紙 13 有 20 中 28 
ミ 半 石 抽 0 滞 AN ZEN 
| | 間 | | 
三 開 造船 (株)| > | 次 通 機 関 語 僕 抜 | 229| 17| 0| 285| 
三 凌 電 横 ( 迷 号 z は の 401 | 6 38| 134 
三 美 日 本 草 工 業 ()| 。 0 仙人 | 目 16 
三菱 レイ ョ ン (本) に に 2 ス フ ボ ポッ ュ ス フン 95 本 5 天守 0 靖 IT40 
() 御 法 川場 ィ イー 2 に 
ント ニー | | | j 
ミ ョ シ 油脂 (株 )| ログ 2 | 5 110 
村上 金 油 工 業 ( 株 )| 大 阪 | 金網 加工 品 、 蛇 入 0| 88| 8| 4 
村田 繊維 換 械 (株 )| 京都 | シヤ カー ド 、 ワイ ンダ | 2」 1| 0| 
(株 ) 名 機 製 作 所 | 愛知 95 9%| 29| 0 
明 治 製 (株 )| 東 京 | 菓子 、 食 品 、 薬 品 6 8| 4| 679 
明治 乳 業 (的 | oy 5 5| | 
| 


附 氷 


8 2 THU | 

権 利 者 名 住所 | 代表 製品 (取扱 品 ) | | 備考 
ここ | 特許 | 炒 果 | 意匠 | 商標 | 
(株 ) 明 電 合 東京 電動 隈 発電 機 、 変 圧 器 | 23 2 の 2H ま 36 リ | 。 
目 生 白 製 (株 )| ? | 医薬 品 0 0| 0| 141| 
(株 ) 桃 谷 順 天 館 | 大 阪 化 粧品 還 還 ( 山 還 還 旧 凍 に の 
閑 永 製菓 (株 )| 東 京 ] 葉 子 3 6| 56| 377 
モン ブラ ン 工 業 (株 ) > | 冷蔵 庫 、 厨房 家具 20 誠 6 7 
(時) 薬理 研究 会 > 医薬品 74 細 較 OM 人 20 叶 0 
NO 人 訴 < ク | 10 0 0| 色 | 
(株 ) 安川 電機 製作 所 | 福岡 電動機 発 電機 、 制 御 器 ′ 48 164| 0 19| 
艇 屋 鉄 工 所 | 山口 | 水産 化工 機械 18 59| 0 3 
(株) 山 趣 押 作 所 | 東京 | 棋 計 、 話 計 そ の 他 | sl mn| ュ  s 

| ロ 
山 乏 内 製薬 (株 )| > | 医薬 、 化 学 薬品 100| 30| 0 420 
山 本 貿易 (株)| 大 阪 | 族 織 維 弱 物 、 雑 貨 人 0| 0| 432| 222 
(株 ) 大 和 組 | 東 京 本 2l 還 2| 120| 0 
入 幡 製 鉄 (株 )) > | 銃 鉄 、 鋼 、 負 材 98| 38| 0| 26 
ャ ンマ ー デ イー ゼル (株 ) | p 間柄 デ イー aiT252| 0] 33 
湯 浅 金 物 (株)| 東京 | 工具 類 、 建 築 金物 丸 物 "0O| 4 8 191 
湯浅 電 池 (株) 大 阪 | 蓄電 池 、 乾 電池 、 充 電器 | 95| 149 3 49 
斬 計 還 目 HI 来 (株 ) 北海 道上 、 製品 二 生 中 15 川 0O| 0| 122 
(株 ) 横 河 電 機 製作 所 | 東京 | 電気 計器 、 工 業 計器 | 134| 64| 0 9 
横浜 庶 謀 製造 (株 ) 0 人 0 誠 9| 7| ims 
横 山 工業  ( 挫 )| ・ | 計 5 破 叶 隊 、 多 山本 2 議 誠 0 2| 
吉富 製 薬 (株 )| 大 阪 | 医薬 品 、 工 業 薬 品 45 5 定 2 ョ | 102 
吉原 包 装 (株 ) 」 東京 」 折 凡 木 箱 4 | 45| 0 1 | 
( 兵 ) 米山 帝 機 発明 所 | 群馬 帝 機 GE5 | の 呈 議 の 0 
ライ オン 毅 磨 (株 )| 東京 | 歯磨 歯 届 子 | | 5| 5| 286| 
ラ ィ オン 油 須 ( 株 )| > 時 着 2 0| 0| 10|164 
クイ ラジ ジン ョ - 間 C2 還 2 証 ID 生 き ウ MM 0 六 9 
(株 ) レ ーー ト | ヶ 化粧 品 柏 語 0 還 証 | 記 厨 125 
わか ゃ も と 製 楽 (株 )| ^ | 医薬 品 | 23| 3| 1| 360| 
個 人 の 部 
| 所 有 権 和 件 数 
権 利 者 名 隊 代表 製品 (取扱 品 ) 二 (lg 
ろ | | 放 | 表 朋 | 部 

と 居 アン チレ プリ ー ゼ 、 ど | | 
沙 羽 表明 町 | 2 ミト ル | gl o| ql 4 | 
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権利 者 別 工業 所 有 護 数 表 


所 有 権 利 件 数 
権 利 者 名 住所 | 代表 製品 (取扱 品 ) | 備考 
| 和寿 | 匠 | 高原 | 
秋 山 守 | 東京 
足 立 ーー 選 | 大 阪 | 自 動車 部 品 | 9 196 0 2 
安奈 馬 一 | 東 人 2 
石 井 太 吉  ^ | 公 学 工業 用 諸 機械 14 | 0 0 着 = 
石川 光生 生還 全便 時 
石 田 晴 康 | 東 京 」 金 属 玩 具 、 普 及 光 学 12067 介 還 記 3 伸 
= 多 調 人 自動 スク リ が 9 。 0 0 
伊 藤 意 代 語 押川 給 滑 装置 等 13| 18 6 目 旧 0I 
井 ら 仁 東京 開閉 式 鎧 戸 等 絢 | 0⑩ 0! 0 
往 田 虎 彦 兵 庫 」 超 音波 加工 装置 、 外 51| 9 0 0 
上 田 卓 奏 東 京 貨車 制 重 了 25| 19| 0| 0l 
植 村 雄 | の 人 防 鐘 塗 料 、 15ll 0 0 10 
宝 平 光 天 郎 隊 > 蘭 入 噴 愛 器 、 殺 虫 | 。 sl| 4g| o| 0 
きら III 金網 を 使用 せ ざ る 厚紙 
大 川 理 作 、 大 川 理一郎 神奈 川 若 抄 造 導 置 、 外 の 60 6 0 暫 識 0 
大 沢 広 三 郎 | 東京 | 重 溢 選 記法 、 そ の 装置 | 11 0 0 0 
za 語 殺 栄助 ^/ | 製 麺 儀 、 渦 巻 揚 機 18 | 32 0| 3 
| オイ ルチャ ツク 、 昌 能 | | | 
大 。 橋 金 次 郎 | 犬 孤 間 線 シ ルケ ッ | 22 1 483| 0 
人 | | I 
大 本 病 治 郎 | 兵庫 | 計算 器 | 29 作 WI 記 01 件 
S g| 広島 | 功 技 台 、 シ ー ソ ー、 跳 | | 
ん 川 操 | 広島 | 首 、 平生 | 0 53 0 0 
奥 野 信 治 | 東京 | 人 絹 用 、 抽 紙 用 パル プ | 15 | 4 0 相思 0 
小川 重雄 | ? | 玩具 双眼鏡 映写 嘩 | 0| 2| 30| 3 
小 野 塚 録 次 | 群馬 | 製粉 位 | 15| 53| 0 0 
柿崎 何 長野 | 絹 メ リャ ス 、 製 編 、 精 練 18 40 0 0 
加 或 三 ・ 郎 神奈 川 固体 選別 議 10 二 0 中 還 0 呈 9 
人 還 雪 入 ! 文郎 | 東京 | ライ ター 2 中 15 ドジ 2I26 
河 廊 義 安 、 河 倉 愛子 | 群馬 | 自動 繰 糸 機 19 35 0 1 
川 店 款 党 還 NN の A2S2 計 31 麗 0 還 0 
| CS に | | 
川 溢 4 
川 手 覧 一 | ? | 写真 用 発光 可 、 外 8| | 目 0 
川 西 真 次 郎 | 東 京 | 清和 装置 | | s5| 0| 引 
仁 。 外 慶二 | 兵庫 各種 紡績 用 機 拉 、 部 分 "12 30 9| 20| 
木田 保 太郎 東京 | 建築 20| 0| 0| 0l 
人 人間 全 ペ 語 二 B | 臣 bo 20| 3| 0| 12 
征 | ン ネ ルプ ブラ ケ ツ | 1 」 
河 野 虎 男 神奈 川 紀要 ファ ン ネ ル 舎 62 | は 0 | 
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附 祭 


権 利 者 名 住所 | 代表 製品 (取扱 品 実 用 備考 
特許 新案 意匠 | 商標 
和 | 新 乏 人 
小島 正 輝 | 東京 | 婦 ラ ネ ラ イン ニン グ 尼 | 必 暫 586 0 。5i| 
2N 六 記 1 松 。 蔵 金属 玩具 自動 車 0 唱 還 32 章 還 訴 1 0 | 
小 林 大 狼 | ヶ | 玩具 0 5 天国 255 3 | 
小松 豊作 | > 乾燥 機 14 9| 0 0 | 
小 。 私 三 代 治 | 大 阪 ' ス トー ヵ 、 燃 焼 装置 | 27| 18| 0| 9 
小湊 潔 京都 医薬 品 、 調 味 料 5 0 0| | 
近 藤 平三郎 東京 化学 薬品 9 0 | 0 0 
京 田 治 三郎 ? | 非常 用 具 、 運 動 用 具 50 | 170 | 0 3 
昔 藤 晴 弘 | ヶ 玩具 | 12| 330| 280| 14 
酒井 右 源 > 玩具 雷 衣 人 le 60 。。 2 1 | 
阪 紅蘭 遇 還 細 抽 還 | 病 9 ポロ ョ スー な っ | 10| 83| 0o| 0| 
阪 本 兵 房 東京 増 巾 器 等 | 33 逢 還 還 Gi 主 認 0| 0 
阪 本 久 五 郎 | 静岡 織機 お よび 準備 機 38| 65 0 | 6 | 
電化 織 織 | | 
坂 部 三 次 | 京都 | 才 の 婦 色 加 エ 織 | 11| ュ 5 | 
四 粒 2 細 抽 上 詳 人 上 京 2 フル ンー ニン | 14| o| o 
中 生物 利 下 | 広島 上 78 | 128 (0) | 認 い 細 
佐 竹 利 市 | ヶ ? 穀 機 制 財 2 0 0 
佐 衣 3 郎 | 福岡 和志 18 23 0 0 | 
佐藤 謙 | 島根 | 脱 設 機 、 炒 握 欄 大 枝 枝 | 6| 84| 0| 2| 
隊 2 証 記 間 束 京 遇 上 8 企 、 ジ | 95| 10| ol 0| 
柴田 三 代 治 | 兵庫 | 農 楽 用 機械 器具 2il 語 122| 。 | 4 
嶋 央 。 定 雄 | 東 京 交 炭 妨 用 附 必 機 械 50 間 2 抽 La ッ 
鳥 田 万 次 郎 | 千葉 | 印刷 機械 、 附 属 機器 | 38| 28| 1| 3 生む 
レ 8 了 スム ドラ ジブ 二 沿 | | | | 
清 水 其 埼玉 度 語 侵 機 | u 間 4 0 0 
手 較 5 語 漁 語 R| 大 到 | 汽 座 日 王 、 仙 ア Seo 3| ao| っ o| 
牧野 豆 一 郎 神奈 川 医薬 品 等 3 拓 細 還 00 0 
『 古 食 南 、 金属 マグ ウ | | 
印 木 寛 」 東京 知 橋 ソー タ 、 の 16 9 0 0 
鈴木 道 ya テン ンジ 299 68 者 半 2 9 
鈴木 思 次 郎 東京 | 押 出 機 捧 油 機 乾 燥 人 | 255| 174| 0| o 
EE 細 還 2 金 之 。 ヶ 2 | ペ プ ト ン 製 造 法 等 10 0j 量 0 0 | 
隅 谷 信 三 | 大 阪 人 寺 江 浴 四 26| ssl.o| + 
瀬川 勝 平 | 東京 銅製 建具 、 銅 製 家 具 | 4 50 0 0 
に | ,。 | コン クリ ー ト 枕木 、 軌 | | 
外 山 系 太 8 条 締結 装置 26 | 43 | 0 j( 
高 北 昭 | 三重 贅 製 造 41 | 45 0 9 
高 北 6 ヶ 108 121 0 9 
高 還 北新 治 郎 | > | ヶ 183 | 214| 1| ss 
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所 有 権 利 件 数 


権利 者 別 工 業 所 有 権 数 表 


権 利 者 名 | 住所 | 代表 製品 (取扱 品 ) Me 
= "を | 馬 | 意匠 | 商 
Pe 委 贅 製 造 41 0 9 | (| 
竹 内 金玉 郎 | 東京 | プラ スマ 、 人 半 米 | E 馬 6 2 
武田 宮 | 静岡 | 精米 機 、 精 放 機 | js| 29| 0| 
中 富 文 作 | 愛知 | ミシン 細 証 (2 1| ol 4 
YY 。 有 有 一 真 | 京都 | 継電器 、 自 動 制 御 6 | 3| o| + 
田 中 徐 | 兵庫 | 加工 天 21 | 2 | 議 則 還 暫 5 
中 De 豊 者 人 26 0| 0| 100| 
川 良 太 人 郎 | 東京 | 食料 品 の 製造 方 法 | 26| 23 0 0 | 
な 語 、、| 。 | 印刷 電信 介 器 、6 2 
* 半 長 沿 | 0 0| 0 ? 
千草 徳治 郎 | 東京 | 油 騰 関係 18| 』Oi023 
ミト - ツン 織 度 感 、 自 動 線 糸 」 | | | 
壮 村 次 | 
都 穫 市 三 | 前 岡 | 体育 館 | | 
筑 市 三 | 静岡 | の 33| 5e| 3 中 |0 
坪 田 耕 一 | 東京 | 録音 機 、 録 音 毅 32 | 19 中 0I 0 
6 較 中 SE 還付 人 | 3| 0o| 0l 
中 痢 太 郎 > | 電気 器具 | 20 証人 
永井 信 三 | 宮城 | 時 分 割 多重 通信 | 18| | q| al 
申 用 筑 | 東京 | ビニ リー 装 身上 用 ど | 。| 8| ed| il 
由 田 藤 三 郎 | ? | オー ト ボ ー ル ペン 8| ss| 3| Al 
中 野 信 一 | > | 頭 半 米 月 精米 換 | nu| 69| 0| al 
西 尾 方 男 | 岐阜 | 自動 線 絶 隊 に 10 計 SII 語 記 0E0 
根 岸 栄三 郎 | 埼玉 | 管 挫 秋 23 上 6 0 0 
坦 田 。 五大 | 東 京 | 発振 器 5 人 2 本 OO 
菊原 ま さ | ヶ | 手 編 器 上 ci(U () | 
親 。 未 ー | 前 馬 人 チュ ー ブ %| | 0| | 1 
橋 本 徳 次 郎 > | 化 本 等 | 9| 0| 9| 190| 
長 谷 川 筑 松 | 兵庫 | 条 子 医 導 3| | 0| 
折田 初 次 色素 | | 18| 1| 3 ( 
浜 田 。 光 男 | < | 印刷 機 大 全 般 | se| 9| 1 3 共有 を 
原 田 。 中 半 之 加山 全 信人 折 2 隔 2 陣 際 4 
平 野 毅 | 秋田 | 知 水 自 動 給水 装置 8| 50| 0| 0| 
広 瀬 宗 行 | 大 阪 内 巾 空 申 子 | 24 | 22 「 0! 0 
深 所 幸也 | 東京 | ol 7| 9| 18| 
福地 第 | 人 所 | が 30S 后 | 還 h0) 呈 0 還 0 細 0 
放 全 明 | 東京 ] 能 、 補 人 匠 則 関 等 | 1| 1 0 0 
藤井 巳 之 吉 | 兵 庫 | 動 力 脱 湯 トー ャ トド 0 柏 転 02 
別宮 真 俊 | 東 京 | 金 周 化 製 置 等 20] 9| 0| 0 2 
i I 


府 昧 


所 有 権 利 件 数 


権 利 者 名 住所 代表 製品 (取扱 品 ) 実用 
| 新案 意匠 | 商標 


1 


備考 


で 
+ 


真壁 富太郎 岡山 各種 乾燥 僕 64 | 118| 0 3 
増 沢 清 富 長野 自動 繰 糸 機 等 44 11 0 0 
本 | 計 呈 層 凍 、 多 暫時 」 64| 2| ol 0 
松 。 流 秀 利和 神奈 川 2 造 法 目 15 6 0 10 
松 本 未 太 郎 | 広島 正 藍染 色 製品 人 時 0 30 4 
間 宮 精 ー 東京 真 時 22 42 1 0 
丸 山 岩 次 郎 | 大 阪 光 穫 1 45 | 2 
増 沢 シ ズ | 長野 30 14 0 0 
前 。 田 久 雄 | 東京 陣 H2E らち 0| 0 
松 本 直 | 千葉 | 蓄音機 、 拉 粉 器 、 噴 肥 器 | 30| 150| 3| 0 
水 谷 吉 太 郎 | 東京 方 向 指 示 器 、 自転車 鐘 8 42 1 | 0 
水村 善太郎! 埼玉 | 脱 殻 機 、 燈 機 18| 138| 0 3 
三信 鉄 玉 郎 | 東京 [黄金 色 合 金 5 汗 0 0| 0 
2 に ー 炭 自動 燃焼 装置 、 液 | | 
上 還 三才 | > 有人 交 12| 24| ol| 4 
三 村 FE 義 兵庫 銅 牧 装 事務 用 品 、 浴 暖 7 91 0 0 
ほ g 上 | 
宮 。 本 英 太 郎 | 東京 | 紙工 品 等 3| 58| 0 6 
望 月 Im1 防 神奈 川 電子 管 等 650 」 250 0 0 
森 癌 作 群馬 | 純 委 培養 推 工種 菌 駒 28 19 0 0 
六 木 常 三郎 兵庫 | 化粧 品 0 還 0 | 24 | 162 
宿 谷 伯 郎 神奈 川 喧 辻 機 、 撤 粉 機 ウ 串 語 講 51 0 1 1 
柳屋 元 助 山口 | 水産 加工 機械 2 人 M 還 記 37 0 3 
山 川 清 神奈 川 磁石 発電 尼 10 7 0 | 0 
山 越 永 之 助 東京 製粉 機械 18 8 0 0 」 
と ー / | 後 量 ガ ス 計 、 水 銀 型 各 | 
負 I 雄 の 水銀 型 積 3 | | 9| 0 
出庫 較 田 六 市 岐阜 自動 繰 糸 機械 本 13| 83| 0 ( 
ケー ブル 絶 綴 ハ ン ガ ー| 1 | 
山 本 菊 太郎 滋賀. ケー ブル 和 枕 、 ケ ー ブ ル 8 | 65 7 2 
| 支持 具 、 外 | | 
山本 百 司 | 区 岡 | 各種 ニー ダー 16 | 35 0 0」 
油 本 重 次 郎 富山 魚肉 採取 機 15 29 0 | 
吉池 李 | 長 | 半 道 検 弄 束 、 ポ ンプ 、| ss| 7| ol| s 
吉 田 浅 次 郎 り 奈良 | 負 削 機 等 22 語 (O 0 0 
戸 に ミタ ー ル | 
回 還 2 上 球 | 作 | 四 山 | 捕 2 の 全 人 2 党 | 2%| | 9| 1 
吉 原 佳 月 | 東京 | 折 長 木 箱 、 折 明 椅 | 4| 45| 0| 1| 
米 。 北 鹿 入 | 大 阪和 洛 用 機械 11 9 0 3 
開 辺 正保 東京 ー 維 生 用 四 お よび 自動 | 9| 2| 1| 1| 
| キロ 本 | | 
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編集 後 記 


「 特 許 制 度 70 年 喝 」 を 編 筐 し ょ うと の 意見 が 出 た の は 、 昭 和 29 年 5 月 、70 局 年 を 翌年 
に 控え て 、 そ の 記念 事業 を どう する か が 論 誠 され た 際 で ある 。 
特許 制度 の 歴史 は 、 本 書 に 詳 流 せら れ て ある よう に 、 日 本 経済 史 と 正 に 表裏 一 体 を な し て 
来 た も の で あり 、 日 本 経済 の 発展 が と の 特許 制度 に より 区 を られ て 来 た と と は 疑い な い 。 こ 
の よう に 、 特 許 制 度 が 重要 で ある に も か か わら ず 、 過去 に お いて 、 こ れ に 関す る 年 更 と 菊 す 
べき ゃ も の が 編集 され た の は 、 了 昭和 9 年 編集 に か か る 「50 年 史 」 が ある に 過ぎ な か つた 。 し 
か も 、 そ の 後 の 20. 年 の 動き は 、 第 2 次 世界 大 戦 と いう 激動 期 を 介在 せしめ た 結果 、 発 明史 
上 実に いち じ る し い 変 枯 を 見 せる と と も る に 、 特 許 行政 上 も 、 と くに 終 湿 後 は 、 連合 国人 下 業 
所 有 権 剛 後 描 置 な ど 特 異な 業務 を 合 ん で いた 。 そこ で 、 今 回 、70 周年 記念 事業 の 一 環 と し 
て 、 あ ら た め て 「70 年 史 」 を 編集 する こと は 、 特許 行政 に 対す る 、 一 般 の 認識 の 距 揚 に 資 
する も の が ある と と も に 、 特 許 庁 の 職員 に も また 過去 を 省 み 、 将来 へ の 発展 の よ す が と する 
上 に ゃ も 、 き わ め て 有意 義 で も る と 考え られ た 。 


上 に 述べ た よう に 電導 
づけ られ た と も 称し うる の 、 し た が つて 、 今 回 の 年 史 の 編集 の 態度 $、 常に 社会 、 経 


Po た の 四 に と が 確認 され た 。 そ の 目的 が 、 果 し て 達成 され た 
か 耕 か は 疑わ し い が 、 後 記す る 各 筆 担当 者 が 、 さ な きだ に 積 する 仕事 を 眼前 に 浴 え て 
の 、 乏 し い 時 間 と 乏しい 資料 の 条件 下 に お いて 、 と も か く $、 十 全 の 努力 を 払 つ た こと を 誰 
め て いた だ きた いと 考え て いる 。 

編集 に 当 つ て は 、*$ ふ ちろ ん 特許 庁 編集 と し て の 統一 意思 と 計画 と を る つて 、 こ れ が 遂行 を 
図る べく 企図 いた し 、 幾度 か に わた る 会 合 を 行い 、 意思 の 戚 通 を 図 つ の た の で あ る が 、 和 論 の 
担当 者 が 、 各自 そ の 専門 的 知識 と 理解 の 下 に 執筆 し た も る の で ある か ら 、 全 巻 必ず し ゃ 、 そ の 
叙述 の 方 法 お よび 論 究 が 一 貫 し て いる と は 考え な いけ れ ど も 、 それ に し て ふ 各 編 は それ な り 
(に こ 、 1 つの 主義 、 主 張 が 十分 叙述 せら れ た も の と 考え て いる 。 も ちろ ん 全巻 を 通読 し 、 表現 
の 統一 を 図る と と も る に 、 前 後 の 脈 絡 に つき 、 大 な る 仙 四 な か らし めん こと に 努め た こと に つ 
いて は 、 読 者 の 御 理解 を 得 た いと 2 

いま 、 本書 の 編集 を 終え る に 当り 、 一 に は 生れ 出る る の に 対す る さき さや か な 期待 の 念 と 、 
ーー に は また 努力 の 足り な か つた こと へ の 危 傾 の 情 と が 、 交錯 する の を 覚え る 、 し か し 、 そ れ 
で も 、 本 書 に よ つ て 、 長い 歴史 を け み し た 特許 行政 に お ける 、 過去 と 将来 と を 結ぶ 記念 訴 と 
し て の 役割 の 幾 分 か が 果 さ れ 、 や が て この 上 に 80 年 史 な り 、100 年 昌 な り が 編集 され る た 
め の 捨 石 と な る な ら ば 、 本 書 の 役目 は 十分 果 さ れ た も の と 信ずる 。 


老 ぇ る 
考え る 。 
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ES 


な お 、 本 書 の 編集 に あたり 、 諸 先輩 の 思い 出 を 掲載 し えた こと は 、 本 書 の 価値 を 一 居 高 か 
らし め た と 考え て いる 。 御 多 忙中 に も る か か わら ず 、 快く 吾 筆 の 労 を 封 ら れ た 諸 先 斐 に 対し 、 
改め て 豪 旋 より 感謝 の 意 を 夷 す る 次 第 で も る 。 

り に 、 本 和書 の 執筆 に 当 つ て は 、 種 々 の 六 献 を 参考 と し た が 、 特別 の 場合 を 除く の 外 、 と 
くに その 引用 の 旨 を 記し な か つた こと と を 附 言 する と と も に 、 以下 編集 委員 、 童 事 お よび 執筆 
者 名 等 を 記し 、 貢 任 の 所 在 を 明らか に し た い 。 

昭和 30 年 10 月 17 日 
特許 制度 70 年 史 編集 委員 長 餅 鳥 正 蔵 


〇 編集 委員 
上 員 護 還 上 ド 松 ll 務 | 部 長 正 木崎 . (後任 ) 餃 鳥 正蔵 
委 還 内 総 務 部 総務 課長 公 島 正蔵 (後任 人 竹村 礼 三 
洪 大 課 長 小林 健 夫 (後任) 水 田 悦夫 
の 公報 課長 松原 憲太郎 
の 外国 課長 黒田 龍 久 
容 査 第 1 部 出願 課長 斎藤 一 夫 (後任) 石田 幸一 
ン 商標 課長 石田 幸 一 (後任 ) 田島 秀夫 
意匠 課長 玉川 喜代 次 (後任) 高 田 皿 
密 査 第 2 部 農水 産 課長 神保 弁 吉 
審 判 部 書記 課長 朝 長 産 一 
資 料 館 長 小菅 乙 也 
〇 編集 幹事 
総 務 部 久留 義 礁 中 柴 武雄 市 橋 明 浜 田 邦 
寒 査 第 一 部 鳥 谷 修 若 穫 和 内 小 長 啓一 板井 三郎 
寒 栓 第 三 部 沖 野 佐 市 植木 定 美 中 本 姜 小 林 誤 
眼 名 邦 隆 青野 昌 司 朝 内 忠夫 世 山 光正 
福 田 幸 作 
判 部 染 野 義信 
資料 館 掛 本 初 男 
の 執 筆 者 ( 五 十 音 順 ) 
青木 秀実 県 ペ 朗 朝 内 忠 夫 阿 部 功 
阿 部 純 信 阿 部 稔 安藤 裕康 池 田 富 夫 
池 谷 貞雄 池 ノ 谷 銘 一 石 川 義 雄 石 田 末 雄 
572 


板 井 三 郎 市 橋 明 大 詞 伏 治 井 上 都 男 
岩田 引 植 木 定 美 逢 松 茂 内 田 明 
江 島 五 郎 % 川 刻 写 犬 関 和 夫 5 ぶ 細 較 出 清 
大 谷 幸 太郎 岡田 喜久 治 岡 本 重 女 沖 野 佐 市 
掛 本 初 男 菊 川 頁 夫 内 本 ピコ 北 山 昌 定 
木 村 芳 男 木 下 患 男 思 田 四 郎 小 池 子 郎 
児玉 雄三 小 長 啓一 小 林 健 夫 小 松 秀 岳 
世 当 床 記 1 議 小 山 富 久 今 誠 坂 間 鞍 
桜 故 生 佐々 木 清隆 佐 藤 交 男 真 田 雄 造 
佐 野 達三 椎 名 治 芝 崎 政 信 鳥 田 登 
島 宗 正 見 清水 猛 eZS ーー 甘 神 保 弁 吉 
城 山 鉄雄 鈴 木 昌 明 砂 川 昭 男 関田 九 右 衛門 
関 谷 幸 雄 勢 藤 源一郎 染 野 義信 染 谷 広司 
高須 譲 高須 賀 桂 高 橋 富 夫 高 橋 茂助 
武 顕 次 郎 館 川 政 浴 田 代 作 男 田中 市 之 助 
玉虫 久 一 郎 田 村 光 浴 月 村 葉 出口 恭平 
戸井 一 喜 東海 清三郎 避 山 俊 一 遠 山 兆 正 
富田 典 戸 村 支 和紀 鳥 谷 修 長 沢 越 男 
中 柴 武 雄 中 田 勝 次 中 村 豊 中 本 レコ 
中 山 恭介 能登 男 羽 生 栄 吉 浜 田 毒 
久 留 義雄 平井 輝 一 福 田 幸 作 境川 売 
相 木 正 本 多 小平 衝 島 昌 三 町 田 人 選 夫 
松 家 健 一 松 木 宣 導 性 操 松 本 牛 明 
丸山 不 三男 御園 生 芳 行 。 味 。 田 剛 宮 崎 賢 次 
三信 展 | 7 測 デ 村 井 進 村 黄 唐 功 村 松 頁 男 
S 鳥 竹 光 山 日 茂 山 日 正 男 横 田 実 久 
吉久 保 和 豊 誤 吉 伺 算 吉田 健 之 且 吉田 計 正 軸 舌 
米 原 正章 若 艇 和 玲 渡 辺 勤 渡 辺 総 夫 


〇 装 。 帆 。 誠 査 第 1 部 意 区 着 
な お 、 表 紙 ク ロス は 、 日 本 クロ ス 工 業 株 式 会 社 製 (特許 第 64537 母 、 実用 新案 登 昧 
第 239532 号 ) の も の で ある 。 
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